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講義科目名称： 

英文科目名称： 

図学 A1-A01-10 

Architectural Drafting 

科目コード： 19940 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築分野においては、立体的な３次元空間と平面的な２次元空間を往来しながら実空間を作り上げていくこと
が求められる。初歩である図学では、２次元表記方法と３次元表記方法を学習していくことを目的とする。 
この科目は、建築設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 建築製図の基本 
幾何学の作図により製図道具の説明を行う。
製図のルールを学ぶ。 

2 ２次元の作図表記−１               
３次元を２次元で標記する方法を学ぶ。
翌週までに課題を完成し提出する(AL④) 

3 ２次元の作図表記−２               
３次元を２次元で標記する方法を学ぶ。
翌週までに課題を完成し提出する(AL④) 

4 ３次元の作図表記−１                                         
２次元を３次元で標記する方法を学ぶ（アクソメ・アイソメ図法）。
翌週までに課題を完成し提出する(AL④) 

5 ３次元の作図表記−２                               
２次元を３次元で標記する方法を学ぶ（一点透視図法）。
翌週までに課題を完成し提出する(AL④) 

6 ３次元の作図表記−３                               
２次元を３次元で標記する方法を学ぶ（二点透視図法）。
翌週までに課題を完成し提出する(AL④) 

7 名作建築を学ぶ−１ 
名作建築をトレースにより学ぶ。
建築および建築家について学ぶ。
建築空間の表記方法を学ぶ。 
翌週までに課題を完成し提出する(AL④) 

8 名作建築を学ぶ−２ 
名作建築をトレースにより学ぶ。
建築および建築家について学ぶ。
建築空間の表記方法を学ぶ。 
翌週までに課題を完成し提出する(AL④) 

9 名作建築を学ぶ−３ 
名作建築をトレースにより学ぶ。
建築および建築家について学ぶ。
建築空間の表記方法を学ぶ。 
翌週までに課題を完成し提出する(AL④) 

10 名作建築を学ぶ−４ 
名作建築をトレースにより学ぶ。
建築および建築家について学ぶ。
建築空間の表記方法を学ぶ。 
翌週までに課題を完成し提出する(AL④) 

11 名作建築を学ぶ−５ 
名作建築をトレースにより学ぶ。
建築および建築家について学ぶ。 

 建築空間の表記方法を学ぶ。 
12 空間を表現する−１ 

課題のテーマを解説する。 
翌週までに課題を完成し提出する(AL④) 

13 空間を表現する−２ 
テーマをもとに各自が創造した建築空間を表現する。
教員とのエスキスを行う。 
翌週までに課題を完成し提出する(AL④) 

14 空間を表現する−３ 
テーマをもとに各自が創造した建築空間を表現する。
教員とのエスキスを行う。 
翌週までに課題を完成し提出する(AL④) 

15 空間を表現する−４ 
学生によるプレゼンテーションおよび教員による講評を行う。(AL②) 

授業形態 学生は製図版、三角定規、コンパス、シャープペンシルを用いて、製図を実習する。授業では単に作図法を学
ぶだけでなく、作図に関連する建築的なトピックスに関して学ぶ。 
アクティブラーニング：②：1回：④：12回 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年前期 １ ２ 必修 

担当教員 

脇坂 圭一・長尾 亜子 

    

添付ファイル 
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達成目標 （１）２次元表記方法を学ぶ（基礎） 
（２）３次元表記方法を学ぶ。（基礎） 
（３）名作建築の図面をトレースし、２次元表記方法を学ぶ（応用） 
（４）建築空間の３次元表現を学ぶ（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

各課題の提出物の評価の合算による。基本的に理解度、達成度で評価する。提出後の講評会や課題返却時に 
フィードバックを行う。 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。秀(1～4)：90点以上、優(1～3)：89～80点、良(1～2)：79 
～70点、可(1～2)：69～60点、不可：59点以下。ただし、カッコ()内は、達成目標の項目を示す。 

教科書・参考書 藤木庸介「改訂版 名作住宅で学ぶ建築製図」学芸出版社 
中山 繁信「スケッチ感覚で パースが描ける本」彰国社 

履修条件 ・表記方法への理解力が必要である。 
・立体空間の認識力が必要である。 

履修上の注意 ・三角定規、コンパス、シャープペンシルなど製図道具、ケント紙、模型材料、透明水彩などの画材は各自、
用意すること。 
・自宅学習用に製図板を準備すること。 
・表記方法を学ぶだけでなく、建築的知識を学習すること。 

準備学習と課題の
内容 

題材となる建築物について図書館などで事前に理解しておくこと。
製図の仕方などは事前に予習しておくこと。 
(毎回、予習復習それぞれ1.5時間程度) 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:20％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築概論 A1-S02-10 

Introduction to Architecture 

科目コード： 19950 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築の概要を各教員の専門分野に近いトピックをオムニバス形式で教授する．各分野の内容について理解を深
め、建築学科の理念と専門分野科目の選択時に役立つ基礎を養う. 
キーワード：建築 
この科目は、建築設計、建築構造分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 建築概論の授業概説(丸田) 
・建築概論の全体スケジュールの説明。授業の進め方、学習の仕方等について説明する。 
・建築学科に入り、将来何をしたいか問う。 
授業内で、レポートを出し、解答させる。(30分） 
【目標】建築学科へ入学時点での考え方を整理する。 
（なぜ建築学科に入り、将来何をしたいか 等） 
AL①② 

2 静岡の地震との耐震性能（丸田） 
・地震の成り立ちとメカニズム、地震の種類を解説する。 
・過去日本で起きた大地震と耐震設計法の推移を概説する。 
・南海トラフをはじめとする静岡県に起こる地震の歴史や今後の被害予想の説明を行う。
授業内で、地震と耐震設計に関する各自の意見をレポートとして解答させる。(30分) 
【目標】地震の概要を知り、耐震の基本を意識づける。AL①② 

3 コンクリート造建築物の耐久性（太田） 
建築物の耐久性とは何か，劣化とは何かを事例を交えて紹介し，建築に従事する者にとって耐久
性を確保するために何を行わなければならないか，材料，設計，施工の各観点から理解する。ま
た，建築物の寿命についても解説し，建築物に対する要求性能や要求機能について，その概要を
把握する。 
【目標】建築物をよく見ることの重要性，そこで何が起きているかの問題意識の向上を図る。
AL①② 

4 屋根を掛ける（佐藤） 
建築とはシェルターである。シェルターは内部に空間を宿す。シェルターの作り方を考察すると
大きく2つの方法に大別できる。柱を立て、梁を渡し、上部に小屋組みを載せる形式。もう一つ
は、地上から壁が立ち上がり、上部はドームで塞がれる形式。古代ギリシャとローマの建築に、
この2つの手法の源流を見出し、現代建築の作られ方を考察する。 
講義：AL1(対話型授業) 
準備学習：「屋根を掛ける」（iLearnに掲載）を読み、関連する建築事例について各自、調べ
る。 
課題：各自、古今東西の建築物から1点選び、その作られ方を考察し、写真・図版を添えて1000字
程度のレポートとして提出する。 

5 都市の成り立ちについて（脇坂） 
・浜松、静岡他の都市の歴史について 
・都市の在り方や、将来ビジョンについて 
・都市の骨格の変遷や決定要因について 
【授業目標】普段、何気なく利用したり通っている道路、駅、公園などの都市施設は時代毎に 
様々な決定がなされ、現代に至っている。都市の在り方や、将来ビジョンについて議論するため
に、都市の骨格の変遷や決定要因を理解する。（AL①、AL②） 
【課題】レポート作成（地域の図書館の郷土資料室において、市史、町史、地図、戦災復興誌な
どを調べ、各学生の育ったまちを対象として歴史的な変遷をまとめ、宿題として後日提出させる 
（AL③、AL④）） 

6 建設業界について（鈴木） 
・経歴・事業紹介 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年前期 １ ２ 必修（教職必修） 

担当教員 

建築学科教員、鈴木 孝典 

    

添付ファイル 
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 ・建設業界を取り巻く環境について 
・建設業界地図、業態、業種、バリューチェーン 
・これからの建設業界 
【授業目標】建設業界を十把一絡げにするのではなく、建設業界の業界構造やプレイヤーなどを
多角的な視点で 
捉えられるように、投影資料を用いて説明・議論すると共に、入学間もない現時点での、学生自
身の性格や想い、将来のキャリア像など、自分自身を多角的な視点で捉えるワークを通して、具
体的に表現することを習得する。 
（AL①、AL②） 
【課題】レポート（ワーク）作成 ①相手に伝える表現力、②自身を多角的に見つめる洞察力、 
③自身を一言で表す分析力、④未来をイメージする創造力、⑤将来をイメージする構想力、これ
らのワークを、講義中に随時時間を区切って、自分の言葉で完成させる。 
（AL④、AL⑤） 

7 まちがつくる建築（長尾） 
・まちは建築で作られている。その建築を作る際に必要条件がある。そこに「小さな公共」とし
て周辺に開くような視点を持つとまち自体が変わっていく。普段の生活の中で、まちへの視点を
持つことがまちを考えることにつながっていく。 
・事例を学習しながら、まちと建築の関係を学ぶ 
準備学習：１）まちについて考える。まちに対して普段の生活の中での疑問を持つ。
２）１の問いの答え、つまり解決方法を考える。 
課題：「まちが作った建築」の事例を調査し、どのように作られているかを考察する。 
） 

8 快適な空間＊ZEB（石川） 
（１）建築領域の中の環境分野 （２）快適な空間とは 
（３）ZEBとは （４）今後のトレンド「快適な空間＊ZEB」 
【授業目標】建築学における建築環境分野にはじめて触れ、快適な空間の位置づけを話し合う。
更に、近年の動向、特にZEBの考え方について学び、学生同士の討議を通じて、人と建築物との関
係性を理解する。（AL①、AL②） 
【課題】レポート作成：講義を聞き、『①自分にとって快適な空間』、『②ZEBの実現』、『③快
適性との両立』について自分の考えを合計1000字以上述べる。（AL④）） 

9 空間と時間について(田井) 
・「パワーズ・オブ・テン」（チャールズ＆レイ・イームズ）を鑑賞する。 
・スケールを大きくしていく事。 
・スケールを小さくしていく事。 
・同じ速度で累乗倍で大小にスケールを行き来する事 
【授業目標】建築とは空間と時間の集積であり、それを端的に表した上記作品は、建築をこれか
ら学ぶ学生にとって、欠かせない必見映像である。この作品を鑑賞する事で、建築の構成要素で
ある空間と時間の存在、そしてそれらの関係性について認識を深めてもらう。（AL２、AL５） 
【課題】レポート作成（作品を鑑賞して、自由に空間と時間の関連性について考えを深めてもら
い、独自の考察を構築した上で、講義の最後30分間で記述してもらう（AL４）） 

10 建築環境工学概論(鍋島) 
建築環境と人間の関りについて、人体のアナロジーを踏まえて、その概要を説明する．世界各国
の気候と建築の関係について，実例を交えて紹介する．また，現在の工業化された住宅における
設備のあり方を理解する。 
【目標】建築環境分野の歴史的な成り立ちと住環境の重要性，環境分野の合理的なデザインへの
理解を深める。 
AL①② 

11 ゆるやかに起伏する大地（佐藤） 
大平原に新たに都市を建設するとはどのような行為であるのか。メルボルンやキャンベラなど 
オーストラリアの都市の成り立ちを解説する。道・街区・建築物の関係に焦点を当てる。ローマ
に代表される、ブリコラージュ（寄せ集め）とも評されるヨーロッパの都市の作られ方との違い
を考察する。その過程で、都市とはいったい計画され設計される対象となり得るのか否かを議論
する。 
講義：AL1(対話型授業) 
準備学習：「都市のマトリックスを設計する」（iLearnに掲載）を読み、関連する古今東西の都
市について各自、調べる。 
課題：各自、都市を計画するとは、どのような行為であるのか考察し、写真・図版を添えて1000 
字程度のレポートとして提出する。 

12 地震で建物はなぜ被害を受けるのか？（崔) 
・研究紹介 
・地震による鉄筋コンクリート建物の損傷発生位置は？（模型で説明） 
・地震に対して建物を強くする方法は？ 
・地震VS.建物（カードゲーム形式で地震による建物の揺れを説明） 
【授業目標】建築が地震で被害を受ける理由を模型を用いて説明・議論するとともに、様々な地
震に対して揺れる建物、揺れない建物をカードゲーム形式で説明・議論し、地震と建物の関係を
わかりやすく理解させる（AL①、AL②） 
【課題】レポート作成（①地震発生時の鉄筋コンクリート建物のひび割れ発生位置、②地震に対
して建物を強くするための手法、について講義の最後30分間で、授業内容を参考に、自分の意見
を述べる（AL③、AL④）） 

13 建築作品と建築計画／建築批評（脇坂） 
・建築作品とは何か 
・プレ・デザインとしての計画フェーズについて 
【授業目標】いわゆる建築作品とは何か、「普通の建物」と建築作品の違い、意義について触れ
る。また、優れた建築作品は、表層の意匠のみでは成立せず、様々な事項について適切な検討を
行う、いわばプレ・デザインとしての計画フェーズを経て成立することについて触れる。（AL 
①、AL②） 
【課題】レポート作成（県内各都市に建つ建築作品リストを提示し、その中から一作品を選び、
事前に図面を読み込み、実際に現地を訪れ、使われ方や空間について体験し、その上で批評テキ
ストを自らの言葉で執筆し、後日、宿題として提出させる（AL③、AL④）） 

14 建設施工について（鈴木） 

・建築の魅力と現実・・・ものづくりとマネジメント 
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 ・建築施工管理のＱＣＤＳＥＭ 
・これからの現場管理 
・ビジョンを描け 
【授業目標】建設業界と言わず社会に出ると直面する、ものづくりにかける想いとマネジメント
にかける思いを 
経験談を通して説明・議論し、現時点での学生自身の考えを整理する。 また、請負業である建
設業界における 
建築施工管理のＱＣＤＳＥＭを説明・議論することで、学生自身の決断や行動の軸となる考えの
基礎を習得する。 
（AL①、AL②） 
【課題】レポート（ワーク）作成 ①正解のない課題（ものづくりとマネジメント、ＱＣＤＳＥ 
Ｍなど）に対し、 
講義内容を参考に、自身の軸となる考えを自分の言葉で完成させる。 
（AL④、AL⑤） 

15 各種建築材料の要求性能（太田） 
建築物には様々な材料が用いられているが、それぞれの用途に応じた性能や品質を満足しなけれ
ばならない。ここでは、各種建築材料が持つ様々な性質（強度など）とその材料に求められる性
能や品質を比較し、材料の諸特性がどのような役割を果たしているかについて解説するので、建
築材料の特徴と材料の要求性能との関連について理解する。 
【目標】建築物にどのような材料が用いられ、どのような性状や品質が必要なのか、その概略を
把握する。 
AL①② 

授業形態 講義、 相互対話型
レポート 
アクティブラーニング：①:15 回,②:15 回,③:14 回,④:0 回,⑤:0 回,⑥:0 回 

達成目標 各教員の授業において、個々の内容を理解する． 1年生として、今後の専門分野科目の選択および進路の参考 
とする．各分野の専門に触れ素養をつける． 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポート(合計100点)の総合成績で評価する． 

評価基準 各講義に対してレポートなどを行い評価する． 
秀 ： 総合点90点以上 
優 ： 総合点80点以上90点未満
良 ： 総合点70点以上80点未満
可 ： 総合点60点以上70点未満 
不可 ： 総合点59点以下 

教科書・参考書 教科書：特になし．適宜プリント配布 
参考書： 

履修条件 特になし． 

履修上の注意 15分以上の遅刻は欠席扱いとする．講義には必ず出席すること。また、他の者の迷惑になるので私語は厳禁す 
る。 

準備学習と課題の 
内容 

興味のある建築分野の本や雑誌に目を通しておく．興味のある講義には質問を用意しておく． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:5％,技能・表現:15％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築設計・基礎 A1-A03-10 

Basic Architectural Design 

科目コード： 19960 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築設計・基礎では住宅の設計について学ぶ。第1～5回では手描きで透視図を描く手法を学ぶ。ル・コルビュ
ジェ設計のサヴォア邸を題材にする。続く第6～8回では、住宅を居間・寝室・水廻りなどの構成要素に分解 
し、過去の名作住宅におけるそれらの単位空間のあり方を分析し、さらにそれらの単位空間がどのように統合 
されて全体が構成されるのかを考察する。後半の第9～15回では、敷地や建物ボリュームなどの実際の設計条件
を仮定して、住宅の設計演習に取り組む。住宅内部で展開される住まい手の生活や行為から出発して空間を構
想する。同時に、敷地を取り巻く地理的・文化的・歴史的な文脈にも対応し、一つの建築は社会的な存在とし
ての意味をも獲得しなければならない。この科目は、建築設計分野の実務経験のある教員が担当する科目であ 
る。 

授業計画 1 「透視図の基礎」 
  点の透視図 
  長方形の透視図 
  直方体の透視図 
  消失点 
  講義：フランク・ロイド・ライトのプレーリー・ハウス 
  課題：視点位置、高さ、画面位置を設定し、直方体の1点透視図、2点透視図を描く。 
  翌週までに、視点位置、視点高さを変更してA3普通紙、5カット程度の透視図を描き、提出する。 
  (AL4) 
 2 「サヴォア邸の透視図を描く#1」 
  ル・コルビュジェ設計のサヴォア邸（竣工1932年）の外観透視図を描く。 
  平面図、断面図、立面図から透視図の線画を作図し、ワトソン紙に転写し、水彩絵の具を用いて 
  仕上げる。建物に加え、人物や樹木など点景を描き、陰影を施す。（全4回） 
  講義：平面図を敷き込んで透視図のアウトラインを作図する 
  課題：平たい直方体（2階）のボリューム、1階のピロティ（柱）、2階の開口部（窓）の作図 
  翌週までにトレーシングペーパーに線画を完成する。(AL1, AL2, AL3, AL4) 
 3 「サヴォア邸の透視図を描く#2」 
  講義：新古典主義の建築家の透視図（シンケルとクレンツェ） 
  課題：1階の円弧状のガラススクリーン、玄関扉、屋上階の曲線の壁を作図する。 
  翌週までに、前週に描いた基本ボリュームと合体して、建物全体のアウトラインを完成させる。 
  (AL1, AL2, AL3, AL4) 
 4 「サヴォア邸の透視図を描く#3」 
  講義：コンピュータを使った透視図の作成 
  課題：トレーシングペーパー上のアウトラインを2倍に拡大コピーし、A2判ワトソン紙に転写す 
  る。点景を加え、陰影を施す。水彩で彩色し、絵として仕上げる。(AL1, AL2, AL3, AL4) 
 5 「サヴォア邸の透視図：講評会」 
  プレゼンテーションおよび教員による講評を行う。優秀作品は後日、Webで公開する。(AL1, AL2, 
  AL3) 
 6 「住宅の単位空間#1 」リビング・ルーム 
  講義：リビング・ルームの構成要素 
  課題：過去の名作住宅から1点選び、そのリビング・ルームの模型（縮尺1:20）を制作し、その空 
  間の寸法やプロポーション、天井高、家具の配置、採光形式、その空間で展開される人間の行為 
  について考察し、次週、発表を行う。(AL1, AL2, AL3, AL4) 
 7 「住宅の単位空間#2」 寝室・水廻り 
  講義：寝室・水廻りの構成要素 
  課題：前週選択した名作住宅の寝室および水廻りの模型（縮尺1:20）を制作し、その空間の寸法 
  やプロポーション、天井高、家具の配置、採光形式、その空間で展開される人間の行為について 
  考察し、次週、発表を行う。(AL1, AL2, AL3, AL4) 

 8 「住宅の全体構成」 
講義：単位空間を組み合わせて全体を構成する 
課題：選択した名作住宅の全体模型(縮尺1:100)を制作し、立体的な空間構成や室内外の空間の連 
続性、敷地内での建物の配置、などについて考察し、次週、発表を行う。(AL1, AL2, AL3, AL4) 

9 「設計課題：〇〇の家」 
全7週の設計期間をかけて独立住宅を設計する。住まい方、敷地、建物ボリューム、など設計条件 
を提示する。最終週には設計図面と模型を使ってプレゼンテーションを行う。 
講義：敷地調査と地理的・歴史的コンテクストの読み取り 
課題：翌週までに敷地模型を作成する。あわせて敷地周辺の地理的・歴史的コンテクストを考察 
し、A2用紙1枚の分析シートを作成する。翌週、敷地模型と分析シートを用いて、発表を行う。 
発表：名作住宅の分析に関するプレゼンテーションを行い、講評を受ける。(AL1, AL2, AL3, 
AL4) 

10 「ボリューム・スタディ#1」 
発表：敷地調査の結果について発表と講評を行う。 
講義：平面図の作図要領 
エスキース#1：設計の個別指導を行う。学生はスタイロフォームを使って、住宅の単位空間のボ 
リューム模型を作成し、敷地内におけるゾーニングのあり方を数案、検討してエスキースに臨 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年後期 １ ３ 必修（教職必修） 

担当教員 

佐藤 健司・田井 幹夫・金子 敦史・彌田 徹 

    

添付ファイル 
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む。それぞれの単位空間のイメージ・スケッチとシングルラインのゾーニング図を準備する。 
(AL1, AL2, AL3, AL4) 

11 「ボリューム・スタディ#2」 
講義：断面図の作図要領 
エスキース#2：全体構成のあり方を一案に絞る。学生は実現したい空間のイメージをボリューム 
模型、ゾーニング図、イメージ・スケッチなどを用いて教員に説明する。翌週までにハードライ 
ンの平面図・断面図（縮尺1:100程度）、およびスタディ模型を制作する。(AL1, AL2, AL3, AL4) 

12 「住宅の設計：中間発表」 
ハードラインの平面図・断面図、およびスタディ模型を用いた中間発表および講評を行う。(AL1, 
AL2, AL3, AL6） 
講義：配置図・立面図の作図要領 

13 「設計の深度化」 
講義：プレゼンテーション模型の作成要領 
エスキース#3：中間発表での講評を踏まえて、設計を修正する。翌週までに縮尺1:50の平面図・ 
断面図・立面図を準備する。あわせてプレゼンテーション模型の作成に取り掛かる。(AL1, AL2, 
AL3, AL4) 

14 「プレゼンテーション準備」 
講義：プレゼンテーション図面の作成要領 
エスキース#4：設計意図、プレゼンテーション図面の描き方やレイアウト、プレゼンテーション 
模型の作成方法などについて教員の個別指導を受ける。(AL1, AL2, AL3, AL4) 

15 「住宅の設計：最終講評会」 
学生は、図面と模型を用いて設計意図のプレゼンテーションを行い、教員による講評を受ける。 
(AL1, AL2, AL3, AL6） 

授業形態 ・全体を３班に分け、１教員が１班を担当して、個別にチェックを行う。第3課題では、グループ別または個人
別にエスキスを行う。エスキスはスケッチ、図面、模型等を準備した上で臨むこと。講評会では、学生は自己
の作品のプレゼンテーションを行い、質疑に応答する。 
・アクティブラーニング：①:13回,②:13回,③:13回,④:12回,⑤:0回,⑥:2回 

達成目標 ・空間を創造する前提として以下の項目について習得する。
１）作図の技能（空間を３次元から２次元に還元する）。
２）建築の役割（program        solving）への理解。３）
身体的空間の意味。 
４）建築への観察力。
５）実測の方法。 
６）自身がイメージしたコンセプトやストーリーの空間への結実。 

評価方法・フィー 
ドバック 

プレゼンテーションパネル（図面、パース）、模型、プレゼンテーションおよび質疑に対する応答。各課題と 
も、提出期限は厳守とする。 

評価基準 講評会における提出図面、模型、プレゼンテーションの総合評価とする。課題のうち一つでも未提出がある場
合は不可となるので注意のこと。 
秀（S,100～90）、優（A，89～80）、良（B,79～70）、可（C,69～60）、不可（D,59以下） 

教科書・参考書 教科書：佐藤健司『建築図法 立体・パース表現から設計製図へ』学芸出版社、藤木庸介『改訂版 名作住宅で
学ぶ建築製図』学芸出版社、日本建築学会編『コンパクト設計資料集成』 
参考書：『JIA東海住宅建築賞』日本建築家協会東海支部、そのほか適宜提示 

履修条件 「図学」を履修しておくこと。 

履修上の注意 設計演習課題の性格上、授業時間外の作業が必須となる。そのため、各課題の作業にあたって、各自で授業時
間以外の作業スケジュールを組み、提出期限内に完成させること。エスキースにおいては、必ずスケッチ、模 
型等、スタディの過程を示す素材を準備すること。素材がない場合はエスキスを行えないので注意のこと。 

準備学習と課題の １．授業内容を参照して予習・復習を行い、図書館にて国内外の雑誌・書籍に積極的に触れ、時代毎・建築家 
内容 毎のコンセプト、表現技法、プレゼンテーション、図面、写真から建築を読み込むこと（合計3.0h）。 

 ２．製図用具の準備、作業時の身の回りの整理整頓を行うこと。 
 ３．日常から優れた建築物を訪れ、空間構成を体感すると共に、スケッチを行うこと。 
 ４．各地で開催される都市・建築系の講演会、展覧会に積極的に訪れること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解：20％、思考・判断：20％、関心･意欲：15％、態度：15%、技能・表現：30％（コミュニケーショ
ン含む） 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

構造力学・演習１ A1-C04-30 

Structural Mechanics 1 

科目コード： 19970 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本授業では、力と力の釣り合いに関する基礎的な事項と、力が構造物に加わる時に構造物の中に働く力につい
て学習し、建築分野で使用される構造物の設計に必要とされる力学の基本、特に静定梁の反力、応力や断面力
に関する知識を習得することを目的とする。授業では、多くの演習問題を解く機会を設け、計算力をつけるこ
とで学習意欲を増進させたい。 
キーワード：力学、静定梁、反力、応力、断面力 

授業計画 1 授業ガイダンス 
【講義の位置づけ、授業概要説明および力の釣り合い】 
・建築構造に対する学問上の位置づけと建築学科カリキュラムに対する位置づけの説明 
・授業の全体的な流れの説明 
・「建築分野の分類」、「構造力学とは」、「力の概念および力の合成と分解」、「力の釣り合
いおよび力の単位」の説明・計算 
【授業目標】構造力学の位置づけおよび構造力学の基本となる力の概念や力の釣り合いを習得 
（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP1～9の「建築物
の構造」、「力」が説明できるようにする。 
【課題】力の平衡条件、力の合成と分解、力の平衡条件に基づく力とモーメントの計算（AL③、
AL④） 

2 構造物のモデル化および構造物の安定・不安定と静定・不静定 
【構造物のモデル化および構造物の安定・不安定と静定・不静定】 
・力の平衡条件の復習 
・「構造物の構成」、「支点と節点」、「反力と応力」、「構造物の安定・不安定と静定と不静
定」の説明・計算 
【授業目標】構造物のモデル化の際の支点と節点の種類、各支点に発生する反力と部材に発生す
る応力、構造物の安定・不安定と静定・不静定を判別する手法を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP10～15の「支点
と反力」、「静定・不静定、安定・不安定」が説明できるようにする。 
【課題】力の平衡条件に基づく各支点に発生する反力、構造物の安定・不安定と静定・不静定の
計算（AL③、AL④） 

3 静定梁の反力および応力（1） 
【集中荷重を受ける単純梁】 
・「支点と節点」、「反力と応力」、「構造物の安定・不安定と静定と不静定」の復習 
・「荷重の種類」、「応力の種類」、「静定梁の種類」の説明 
・「集中荷重を受ける単純梁の反力および応力」の説明・計算 
【授業目標】荷重、応力および静定梁の種類を明らかにした上で、最も基本となる集中荷重を受
ける単純梁の反力および応力の求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP16～18の「荷重
の種類」、「静定梁の応力」が説明できるようにする。 
【課題】集中荷重を受ける単純梁の反力および応力の応用問題の計算（AL③、AL④） 

4 静定梁の反力および応力（2） 
【等分布荷重を受ける単純梁】 
・「集中荷重を受ける単純梁の反力および応力」の求め方の復習 
・「等分布荷重を受ける単純梁の反力および応力」の説明・計算 
【授業目標】等分布荷重を受ける単純梁の反力および応力の求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP18～20の「静定
梁の応力」、「荷重・せん断力・モーメントの関係」が説明できるようにする。 
【課題】等分布荷重および集中荷重を受ける単純梁の反力および応力の応用問題の計算（AL③、
AL④） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年後期 １ ３ 必修（教職必修） 

担当教員 

崔 琥 

    

添付ファイル 
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 5 静定梁の反力および応力（3） 
【三角分布荷重およびモーメント荷重を受ける単純梁】 
・「等分布荷重を受ける単純梁の反力および応力」の求め方の復習 
・「三角分布荷重およびモーメント荷重を受ける単純梁の反力および応力」の説明・計算 
【授業目標】三角分布荷重やモーメント荷重を受ける単純梁の反力および応力の求め方を習得 
（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP21～22の「モー
メント荷重が作用する梁の応力」が説明できるようにする。 
【課題】三角分布荷重およびモーメント荷重を受ける単純梁の反力および応力の応用問題の計算 
（AL③、AL④） 

6 静定梁の反力および応力（4） 
【片持ち梁】 
・「単純梁の反力および応力」の求め方の復習 
・「各種荷重を受ける片持ち梁の反力および応力」の説明・計算 
【授業目標】各種荷重を受ける片持ち梁の反力および応力の求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP21の「モーメン
ト荷重が作用する梁の応力」が説明できるようにする。 
【課題】各種荷重を受ける片持ち梁の反力および応力の応用問題の計算（AL③、AL④） 

7 静定梁の反力および応力（5） 
【張り出し梁およびゲルバー梁】 
・「片持ち梁の反力および応力」の求め方の復習 
・「各種荷重を受ける張り出し梁およびゲルバー梁の反力および応力」の説明・計算 
【授業目標】各種荷重を受ける張り出し梁およびゲルバー梁の反力および応力の求め方を習得 
（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP16～22の「静定
梁の応力」が説明できるようにする。 
【課題】各種荷重を受ける張り出し梁およびゲルバー梁の反力および応力の応用問題の計算（AL 
③、AL④） 

8 小まとめ 
・「支点と反力」、「節点」、「安定・不安定と静定・不静定」、「応力」、「各種荷重を受け
る静定梁の反力および応力」のまとめ 
・「単純梁の任意の点における応力」の説明・計算 
【授業目標】今まで行ってきた各種荷重を受ける静定梁の反力および応力の求め方を総括（AL 
①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP1～22のすべての
内容が説明できるようにする。 
【課題】単純梁の任意の点における応力の応用問題の計算（AL③、AL④） 

9 材料の力学的性質（1） 
【応力度、主応力度とモールの応力円】 
・「応力度とひずみ度の概念」の説明 
・「応力度の種類」、「応力度の関係」、「主応力度とモールの応力円」の説明・計算 
【授業目標】部材に生じる応力度の性質および種類を明らかにするとともに、主応力度とモール
の応力円の求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP34の「応力度と
は」、P44～50の「モールの応力円」が説明できるようにする。 
【課題】垂直応力度、せん断応力度、モールの応力円による主応力度の応用問題の計算（AL③、
AL④） 

10 材料の力学的性質（2） 
【ひずみ度、応力度とひずみ度の関係、断面1次モーメントと図心】 
・「応力度」、「主応力度とモールの応力円」の復習 
・「ひずみ度の種類」、「応力度とひずみ度の関係」、「フックの法則」、「断面1次モーメント
と図心」の説明・計算 
【授業目標】部材に生じるひずみ度の性質および種類を明らかにするとともに、応力度－ひずみ
度関係から弾性、塑性の概念とフックの法則の意味を習得。また、部材断面の性質の基本となる
断面1次モーメントと図心の求め方を習得。（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP35の「ひずみ度
とは」、「フックの法則」、P38の「断面1次モーメント」が説明できるようにする。 
【課題】垂直ひずみ度、各断面の断面1次モーメント、図心の応用問題の計算（AL③、AL④） 

11 部材断面の力学的性質（1） 
【断面2次モーメント、断面係数】 
・「断面1次モーメントと図心」の求め方の復習 
・「断面2次モーメント」、「断面係数」の説明・計算 
【授業目標】部材断面の設計時の基本となる断面2次モーメントと断面係数の求め方を習得（AL 
①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP36～37の「断面
係数」、P39～40の「断面2次モーメント」が説明できるようにする。 
【課題】各断面の断面2次モーメント、断面係数の応用問題の計算（AL③、AL④） 

12 部材断面の力学的性質（2） 
【断面の主軸、断面相乗モーメント、断面2次半径、断面極2次モーメント】 
・「断面1次モーメント」、「断面2次モーメント」の復習 
・「断面の主軸」、「断面相乗モーメント」、「断面2次半径」、「断面極2次モーメント」の説
明・計算 
【授業目標】部材断面の主軸の求め方、部材断面の性質である断面相乗モーメント、断面2次半
径、断面極2次モーメントの求め方を習得。（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP44～50の「モー
ルの応力円」が説明できるようにする。 
【課題】主軸の変化に伴う図心、断面2次モーメント、断面係数、断面2次半径の応用問題の計算 
（AL③、AL④） 

13 部材断面の力学的性質（3） 
【断面の応力度】 
・「軸方向応力度」、「曲げ応力度」、「せん断応力度」の説明・計算 

567



 【授業目標】断面に生じる軸方向応力度、曲げ応力度、せん断応力度の力学的意味と求め方を習
得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP36の「軸方向応
力度と曲げ応力度」、P40～44の「せん断応力度」が説明できるようにする。 
【課題】各種荷重を受ける際に静定梁の断面に生じる最大軸方向応力度、最大曲げ応力度、最大
せん断応力度の応用問題の計算（AL③、AL④） 

14 静定梁のたわみ角とたわみ 
【静定梁の曲げモーメントによるたわみ角とたわみ】 
・静定梁の「曲げモーメントによるたわみ角とたわみ」の説明・計算 
【授業目標】曲げモーメントによる静定梁のたわみ角とたわみの力学的意味と求め方を習得（AL 
①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP53～54の「曲げ
ひずみ度と曲率」が説明できるようにする。 
【課題】各種荷重を受ける際に静定梁に生じるたわみ角とたわみの応用問題の計算（AL③、AL 
④） 

15 総括 
・本授業で学んだすべての内容のまとめ 
【授業目標】本授業で習得したすべての内容を確認しながら最終整理する。（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、全授業内容が説明できるよ
うにする。 

16 試験 

授業形態 講義と演習／宿題 
アクティブラーニング：①：15、②：15、③：14、④：14、⑤：0、⑥：0 

達成目標 1．構造力学の最も基本となる力の釣り合いが理解できる。（基礎） 
2．構造物に加わる力の種類やそれに伴う反力を理解し、各種静定梁の解法全般が理解できる。（基礎） 
3．材料の力学性質を理解し、応力度－ひずみ度関係が説明できる。（基礎） 
4．部材断面の力学的性質を理解し、各種断面力の計算ができる。（基礎） 
5．各種荷重を受ける際の静定梁に生じるたわみ角とたわみが計算できる。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

提出課題（30％）、定期試験（70%）の総合成績で評価する。各課題については毎回採点後返却し、結果を 
フィードバックする。 

評価基準 秀（1～5）：90点以上、優（1～4）：89～80点、良（1～3）：79～70点、可（1～2）：69～60点、不可：59点 
以下 

教科書・参考書 【教科書】津田和明、丸田誠、杉本訓祥、都祭弘幸著「基本からマスターできる建築構造力学」、朝倉書店 
【参考書】i-Learnにアップロードする動画、資料配布 

履修条件 特になし。 

履修上の注意 講義には必ず出席すること。また、構造力学の基本的な知識を習得してほしい。 

準備学習と課題の 
内容 

授業計画中に記載されている「準備学習」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。 
授業計画中に記載されている「課題」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解：30％、思考・判断：20％、関心・意欲：25％、態度：15％、技能・表現：10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築セミナー A1-S05-10 

Introduction to Architecture 

科目コード： 19980 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 企業等での仕事は、現状分析,問題点の抽出,開発目標の設定，チーム形成，問題解決のための作業、成果のプ
レゼンテーション,実用化推進という手順で進められる．大学で勉学したことを実際の場に生かすために必要な
これら一連の基本的能力を、身近なテーマについてグループでの演習を通じて養うことを目的とする． 
キーワード：チームワーク、問題解決、報告書、プレゼンテーション 

授業計画 1 概要説明 (丸田) 
?  1回 セミナー概要説明、報告書の書き方、プレゼンテーション手法

チーム編成第１回目、2回目とも）（en302） 
• 2回 プレゼンテーション手法の説明―パワーポイントでの説明、グループワーク の
説明 
学生が、教員が設定したテーマの中から前半(テーマ1)、後半(テーマ2)の2テーマ選択する。選択
後、チーム形成を行う。 

テーマ１担当教員：脇坂、長尾、石川、田井、崔
3回 テーマ1 
4回 〃 
5回 〃 
6回 〃 
7回 〃 
8回 第１回成果発表会前半 前半 グループごとの発表と質疑応答（AL5） 
9回 第１回成果発表会 後半 グループごとの発表と質疑応答（AL5） 第

１回レポート提出(担当教員) 
テーマ２担当教員：丸田、佐藤、太田、鈴木、鍋島

10回 テーマ２ 〃 
11回 〃 
12回 〃 
13回 〃 
14回 第２回成果発表会 後半 グループごとの発表と質疑応答（AL5） 
15回 第２回成果発表会 後半 グループごとの発表と質疑応答（AL5） 第

2回レポート提出(担当教員) 
2 テーマ１担当教員：脇坂【光・気流・温熱環境の計測を通した「建築学科棟えんつりー」の性                                                                                                                              

能検証】 
① 課題説明および 
・課題の主旨説明 
・物理的評価の計測箇所、計測時間、計測方法、計測機器の使用方法の説明 
【授業目標】環境要素の計測の意義と建築計画・建築意匠の関係を理解する（AL①、AL②） 
【【光・気流・温熱環境の計測を通した「建築学科棟えんつりー」の性能検証】 
① 課題説明 
・物理的評価の計測箇所、計測時間、計測方法、計測機器の使用方法の説明 
【授業目標】・環境要素の計測の意義と建築計画・建築意匠の関係を理解する 
・〈光〉〈気流〉〈温熱〉ごとに時間軸と物理量の変化を把握し、分析・考察を行う 
・SD法の意義とSD法を用いた心理実験の実施 
・グループごとに〈光〉〈気流〉〈温熱〉の物理量と心理実験の結果から分析・考察を行う（AL 
①、AL②、AL③、AL④） 
【課題】・実測データのグラフ化と評価 
・グループごとに担当の計測箇所のデータを実測する 
・〈光〉〈気流〉〈温熱〉の実測データを用いた「えんつりー」の物理的な性能評価 〈SD法〉に
よる心理的評価 
・実測データの集計、エクセル入力、結果の発表、心理実験の集計結果の分析・考察 
（AL⑤、AL⑥）） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年後期 １ １ 必修 

担当教員 

鈴木 孝典、建築学科教員 

    

添付ファイル 
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 3 テーマ１担当教員：田井【「建築をどのように見るのか」の基本を習得】
第1回 建築写真の撮り方 
講義：カメラの仕組み。撮影の基本。建築写真の基本。
実習：キャンパス内でベストショットを撮影してくる。
第2回 建築をリサーチする 
講義：リサーチの基本。調査・分析の項目、方法。
実習：デスクワーク（グループワーク） 
ホームワーク：「袋井市立月見の里学遊館」を訪問しリサーチレポートを作成する。
第3回 比較検討の方法 
発表： 「袋井市立月見の里学遊館」グループ発表
講義：図面の種類、読み方、見方 
実習：住宅のリサーチ。作品のバックグラウンド、作品の性質、建築的課題、意義を調査分析
ホームワーク：住宅作品のリサーチレポートを作成する。 
第4回 図面を読み込む、模型を作る 
講義：模型の作り方 実習：模型製作開始
ホームワーク：模型製作。 
第5回 プレゼンテーションボードにまとめる 
講義：プレゼンテーションボード（PPt）の作り方 実習：全体発表に向けて 

4 テーマ１担当教員：石川【木を使う】 
・本課題の主旨説明 
【授業目標】・論考の例題を共有し、環境生態系の山林から建築に至る全体像を理解する。 
• 各チームがレビューした森林や林業、建築業にかかわる論考について発表し、発表内容の質疑
応答などを経て理解を深める。 
・課外活動を経て、課題達成に対してチーム内討議を行い、中間発表に向けての骨子を学生が自
主的にまとめる。 
・各チームが全員参加で発表し、発表内容の質疑応答などを経て理解を深める。 
・各チームが全員参加で発表練習し、内容を理解したうえで、伝わるプレゼンを意識した発表方
法を練習する。（AL①、AL②、AL③、AL④） 
【課題】・各チーム担当の論考を読み解き、発表資料を作成。 
・（課外活動）実際の森林伐採現場見学、従事者ヒアリング：現場体験レポートを作成。 
・中間発表にむけて、チームごとの発表資料作成 
・中間発表での指摘を反映し、成果発表の準備（AL⑤、AL⑥）） 

5 テーマ１担当教員：崔【静岡県内の津波避難ビル・津波避難タワーの調査】 
①課題説明および津波避難ビルの構造要件の説明 
・本課題の説明   ・津波避難ビルの構造要件について説明 
・チーム分けおよび調査内容について 
【授業目標】・津波による建築被害の理解および現行の津波避難ビルの構造要件の習得 
・選定した物件について、他の物件に変更したほうがよいかを発表内容に基づき、みんなで議論
を行うことで、分析・検討能力を高める 
・選定した物件の構造詳細について、各自の意見を述べることで、建築物の構造詳細における理
解を深める 
・選定した物件の設計要件について、各自の意見を述べることで、建築物の津波設計要件の知見
を深める 
・選定した物件の構造要件が現行の指針と適しているかを確認し、各物件にどのような被害が予
想されるかについて深く議論を行う（AL①、AL②、AL③、AL④） 
【課題】・各チームの津波避難ビルあるいは津波避難タワーの選定 
・津波避難ビル/タワーの最終選定および構造詳細の調査 
・想定津波高さ、津波避難人数、選定建築物周りの状況などの設計要件の調査・現行の津波避                                                                               
難ビルの構造要件との比較 
・発表資料およびレポートの作成と分析結果を考察としてまとめる（AL⑤、AL⑥）） 

6 テーマ１担当教員：長尾【本をを作る 】 
・圧縮材と引張材で構成するテンセグリティで１ｍ以上のオブジェを作る。テンセグリティが何
かを調べ、チームでオブジェを作り、パワーポイントで発表する。自ら問題を発見し、解決する
力を養い、チームで取り組む姿勢を学習する。 
準備学習：１）テンセグリティについて調べる
課題：１ｍ以上のテンセグリティを作る。 

7 第一回(テーマ１)成果発表会（１） 
各GRプレゼンテーション（パワーポイント） 
質疑 講評 

8 第一回(テーマ１)成果発表会（２） 
各GRプレゼンテーション（パワーポイント） 
質疑 

9 テーマ2担当教員：鍋島【温度差換気計画の実践】
課題説明と温度差換気の原理の説明 
・本課題の説明、クリマテックデザインと自然換気の原理について説明する 
・班分けおよび、温度差換気計画の相談 
【授業目標】・気候と建築の関係を学び、エネルギーを使用しない換気の原理について理解する 
・温度差換気の原理を生かし、効果的な換気計画について発表・議論できる 
・各班で計画した１/50の簡易建築模型を作成する 
・熱電対による温度測定について理解し、実験が行える．また、住宅の省エネルギー手法を理解
できる 
・実験の結果整理と調査のまとめを的確に行うことができ、発表について深く議論を行うことが
出来る（AL①、AL②、AL③、AL④） 
【課題】・自然換気を目的とした建築物の形状と窓配置を計画する 
・計画を固め、図面を作成して温度差換気を行うパッシブハウス模型実験を行う準備を終わらせ
る 
・模型を完成させ、実験準備を完了させる 
・班ごとに実験結果を吟味し、考察を行う．また、自然換気以外のパッシブ手法について調査
し、発表資料を作成する 
・全体発表資料およびレポートの作成（AL⑤、AL⑥）） 

10 テーマ２担当教員：鈴木【静岡県内にコワーキングスペースを作れ】 
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 ・働き方の変遷、これからの働き方について考える また、調査するコワーキングスペースの選定 
【授業目標】・コワーキングスペース（CWS）とは何か？また、働き方改革と叫ばれる現在におい
て、働き方の変遷と働き方の未来について議論し、理解を深める。 
・施設見学をした物件について、事前に調査をしたCWSの一般的な解釈との共通点、 ギャップを
洗い出し、分析・表現能力を高める 
・施設利用者や時勢など身近な情報から、実在のペルソナを決め、抱える課題とその解決方法に
ついて 深掘し、洞察・論理思考を高める 
・敷地・物件に対し設計要件・ボリュームを落込み、設計者・利用者・運営者目線でCWSの設                                                                                                                             
計を進める 
・具現化したCWSが、選定した地域に対し、どのような社会貢献をもたらすことができるか、ま
た、将来的にどのようなイノベーションが生れるか（AL③、AL④、AL⑤、AL⑥） 
【課題】・CWSとは何か？を、自ら調査し考察する 
・CWSを比較検討し、施設の可能性を構想する 
・ターゲットのペルソナ・属性等から、施設の在り方を具現する 
・CWSの設計計画から、施設から何が生れるかを創造する 
・発表資料およびレポートの作成（AL④、AL⑤、AL⑥） 

11 テーマ２担当教員：佐藤【袋井市 公共施設の立地を考察する】 
第1回 課題説明、グループ分け、グループごとに調査する施設類型（教育系、交通系、文化系、
保健・福祉系など）を選ぶ。（AL5 問題発見型のPBL） 
解説：都市の物理的・空間的コンテクストと歴史的・文化的コンテクスト 調査の仕方、資料収
集と現地視察 
第2回 グループごとの途中経過の発表および講評（AL5 問題発見型のPBL） 
解説：Google Earth（航空写真）とWeb等高線メーカーの使い方 PDF、JPEGという画像データ形
式、相互変換 
第3回 グループごとの途中経過の発表および講評（AL5 問題発見型のPBL） 
解説：少子高齢化・人口減少と「コミュニティ・スクール」 
第4回 中間発表（紙媒体およびホワイト・ボード）および講評（AL5 問題発見型のPBL） 
解説：PowerPointの使い方 
都市交通の問題、郊外という概念、中心市街地の空洞化
第5回 PowerPointデータの制作（AL5 問題発見型のPBL） 
解説：ストーリーの組み立て 
都市計画の2つの手法：ゾーニング（用途地域）とネットワーク（交通） 
課題：グループでの発表とは別に、各自、調査内容と考察を1000字程度のレポートとして提出す
る。主要な写真や図版も含めること。 

12 テーマ２担当教員：太田【建築物の不具合／劣化に関する調査】 
学内にある建物を見て，『これはマズい，イヤだな』，『このまま放置できない』と思った箇所 
（部位，部材，設備）を写真に撮り，①どこにあるかを特定し，②そこがなぜ良くないのか，③ 
なぜその状態になったか，④その箇所が，今後どう予想されるか，⑤その箇所をどうしたら良い
か，を考える。 
【目標】建築物をよく見て，そこで何が起きているかの問題意識を向上する。写真撮影法を習得
する。パワーポイントで第三者に伝える。 
1） 各グループで撮影した不具合や劣化の状況写真を持ち寄り発生状況を各自が説明し，問
題点を議論する。その上で，不具合または劣化の対象を絞り込む。 
2） 絞り込んだ写真に関して，どのような点が問題なのか，今後どのようになると予想され
るかについて議論する。 
3） 建築物の問題点に対する具体的な対処法を把握する。各自の観察結果に基づく説明法に
ついて理解を深める。 
4） 写真に基づき，その不具合または劣化に対して今後どのようにすればよいかを議論し， 
取りまとめ作業を行う。 
5） 説明用のパワーポイントを完成させる。建築物の不具合や劣化について，原因，現象， 
対策の要点について解説する。 
AL①②④⑤ 

13 テーマ２担当教員：丸田【エッグレスキュー】
課題説明およびの目的の説明 
・卵をえんつりー4階から落として割れないようにする構造などについて説明 
【授業目標】・過去の事例（エッグドロップ、エッグレスキュー）の調査 
・チーム内で意見を交わし、1つの案を選択し、共同で製作を行う 
・チーム内で役割分担を決める。（指示、撮影、合図）エッグレスキューできなかった場合、何
が原因かチーム内で話し合う。エッグレスキューできた場合は何が良かったかチーム内で話し合
う。 
・エッグレスキューの結果をまとめ、得られた結果について議論し、考察として記述し、発表資
料を作成する（AL①、AL②、AL③、AL④） 
【課題】・各チームのブレーンストーミング 
・卵シェルターの製作 
・シェルター形状や天候、風速など様々な条件を整理し、要因を探る 
・シェルター形状や天候、風速など様々な条件を整理し、要因を探る（AL⑤、AL⑥）） 

14 第二回(テーマ１)成果発表会（１） 
各GRプレゼンテーション（パワーポイント） 
質疑 

15 第二回(テーマ１)成果発表会（２） 
各GRプレゼンテーション（パワーポイント） 
質疑 講評 

授業形態 演習 
この授業では、学生の自主的活動を原則とする． 
テーマに対して、問題点の抽出、計画立案、実施、成果発表をグループごとにグループ内で議論し、協力して
進めていく． 
担当教員は、テーマを遂行する上での問題等についての助言は行うが、計画・取り組みそのものについては各
グループの自主性を尊重する． 
アクティブラーニング：①:12 回,②:12回,③:0回,④:12 回,⑤:12 回,⑥:12 回 

達成目標 1 課題探求のグループ活動での初歩的な訓練を通して、取り組み方が理解できている． 
2 報告書の書き方が理解できている． 
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 3 効果的なプレゼン資料を作成し、適切な説明によるプレゼンができている． 
4 研究倫理の概要と重要性が理解できている。 

評価方法・フィー 
ドバック 

各テーマに関してのプレゼン資料とその発表、各自のテーマに関するレポートなどを行い評価する． 
各テーマ プレゼン35点、報告書15点、2回合計100点 

評価基準 秀 ： 総合点90点以上 
優 ： 総合点80点以上90点未満
良 ： 総合点70点以上80点未満
可 ： 総合点60点以上70点未満 
不可 ： 総合点59点以下 

教科書・参考書 教科書：特になし 

履修条件 特になし． 

履修上の注意 15分以上の遅刻は欠席扱い．授業は必ず出席のこと．授業中の私語は厳禁． 

準備学習と課題の 
内容 

興味のあるテーマを見つけておくこと． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:10％,思考・判断:30％,関心･意欲:15％,態度:15％,技能・表現:30％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築設計・Ａ1 A2-A06-30 

Architectural Design A1 

科目コード： 19990 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築設計は、空間を構想し、かたちを与えていく作業と言える。本講義では、その一連のプロセスを学ぶこ
とで、社会性や敷地周辺環境（歴史、コンテクスト、光・風などの自然現象、サステイナブル・デザイン手 
法）、構造（物理的制約）を踏まえながら、自らのアイデアを空間デザインとして結実させる訓練として、具
体的な機能をもつ比較的、小規模な空間を対象とした設計演習である。前半課題は住宅、後半課題は「アー 
ト・コンプレックス」として美術活動を核とした地域交流を促す建築型を対象とする。計画敷地は実在の場所
に設定する。 
また、単に機能を満たすだけではなく、建築のあり方を根本から見直す独創力も身につける。さらに、講義 

を通じて著作権について学ぶ。この科目は、建築設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 ガイダンス 建築設計課題「住宅」－１ 
建築学に対する学問上の位置づけと建築学科カリキュラムに対する位置づけの説明。 
・全体ガイダンスと課題説明を行い、AL①と②を行う。 
・講師によるショートレクチャーを行う。 
・演習課題①を行い、AL⑤と⑥を行う。 
準備学習：建築専門書や専門雑誌で住宅作品を学習する 
課題：演習課題①を行う。（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

2 建築設計課題「住宅」－２ 
・演習課題①を発表し、講評を受け、AL①、AL②を行う。 
準備学習：演習課題を行う中で建築専門書や専門雑誌で演習に関連する事例を学習する
課題：敷地模型を作成する。（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

3 建築設計課題「住宅」－３ 
エスキース１：敷地の調査を行い、AL①とAL②を行う。 
・実際の敷地と敷地周辺の街並をフィールドワークする。
準備学習：敷地周辺の歴史について文献資料などを読む 
課題：敷地調査の内容をまとめる（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

4 建築設計課題「住宅」－４ 
エスキース２：全体構想を作案し、AL①、AL②、AL③を行う。 
・敷地調査内容を発表する。（AL⑤） 
準備学習：授業１～３を受け、敷地調査内容をまとめ、全体構想案を作成する。 
課題：敷地模型、スタディ模型とスケッチを作成する（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

5 建築設計課題「住宅」－５ 
エスキース３：スタディ模型とスケッチを元に全体構想を更に深く考え、AL①、AL②、AL③を行
う。 
準備学習：授業１～４を受け、全体構想案をまとめるためにスタディ模型と各図面（配置図、平
面図、断面図、立面図など）を作成する。 
課題：スタディ模型と各図面（配置図、平面図、断面図、立面図など）を作成する（AL④）詳し
くは課題書で指示する。 

6 建築設計課題「住宅」－６ 
エスキース４：スタディ模型と各図面（配置図、平面図、断面図、立面図など）を元に全体構想
を更に深く考え、AL①、AL②、AL③を行う。 
準備学習：授業１～５を受け、更に全体構想案をまとめるためのスタディ模型と各図面（配置
図、平面図、断面図、立面図など）を作成する。 
課題：スタディ模型と各図面（配置図、平面図、断面図、立面図など）を作成する（AL④）詳し
くは課題書で指示する。 

7 建築設計課題「住宅」－７ 
エスキース５：各図面のプレゼンテーションボードを作成するためにAL①、AL②、AL③を行う。
準備学習：授業１～６を受け、各図面（配置図、平面図、断面図、立面図など）をプレゼンテー 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ３ 必修（教職選択） 

担当教員 

脇坂 圭一・佐藤 健司・後藤 周平 

    

添付ファイル 
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 ションボードにまとめ、模型を作成する。 
課題：各図面（配置図、平面図、断面図、立面図など）をプレゼンテーションボードにまとめ、
模型を作成する（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

8 建築設計課題「住宅」－８、「アート・コンプレックス」－１ 
・建築設計課題「住宅」を提出し、講評会を行いAL①、AL②、AL③を行う。 
・建築設計課題「アート・コンプレックス」の課題内容を提示する。 
準備学習：授業１～７を受け、各図面（配置図、平面図、断面図、立面図など）をプレゼンテー
ションボードにまとめ、模型を作成する。 
課題：敷地調査を行い報告書にまとめる。作家の調査を行う（AL④）詳しくは課題書で指示す
る。 

9 建築設計課題「アート・コンプレックス」－２ 
エスキース１： 
・敷地調査内容を発表し、AL⑤を行う。 
・作家の調査内容を発表し、AL②を行う。 
準備学習：敷地調査内容をまとめ、全体構想案を作成する。 
課題：敷地模型、スタディ模型とスケッチを作成する（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

10 建築設計課題「アート・コンプレックス」－３ 
エスキース２：全体構想を作案し、AL①、AL②、AL③を行う。
準備学習：敷地調査内容をまとめ、全体構想案を作成する。 
課題：敷地模型、スタディ模型とスケッチを作成する（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

11 建築設計課題「アート・コンプレックス」－４ 
エスキース３：スタディ模型とスケッチを元に全体構想を更に深く考え、AL①、AL②、AL③を行
う。 
準備学習：授業9～10を受け、全体構想案をまとめるためにスタディ模型と各図面（配置図、平面
図、断面図、立面図など）を作成する。 
課題：スタディ模型と各図面（配置図、平面図、断面図、立面図など）を作成する（AL④）詳し
くは課題書で指示する。 

12 建築設計課題「アート・コンプレックス」－５ 
エスキース４：スタディ模型と各図面（配置図、平面図、断面図、立面図など）を元に全体構想
を更に深く考え、AL①、AL②、AL③を行う。 
準備学習：授業9～11を受け、更に全体構想案をまとめるためのスタディ模型と各図面（配置図、
平面図、断面図、立面図など）を作成する。 
課題：スタディ模型と各図面（配置図、平面図、断面図、立面図など）を作成する（AL④）詳し
くは課題書で指示する。 

13 建築設計課題「アート・コンプレックスス」－６ 
エスキース５：スタディ模型と各図面（配置図、平面図、断面図、立面図など）を元に全体構想
を更に深く考え、AL①、AL②、AL③を行う。 
準備学習：授業9～12を受け、更に全体構想案をまとめるためのスタディ模型と各図面（配置図、
平面図、断面図、立面図など）を作成する。 
課題：スタディ模型と各図面（配置図、平面図、断面図、立面図など）を作成する（AL④）詳し
くは課題書で指示する。 

14 建築設計課題「アート・コンプレックス」－７ 
エスキース６：各図面のプレゼンテーションボードを作成するためにAL①、AL②、AL③を行う。
準備学習：授業9～13を受け、各図面（配置図、平面図、断面図、立面図など）をプレゼンテー
ションボードにまとめ、模型を作成する。 
課題：各図面（配置図、平面図、断面図、立面図など）をプレゼンテーションボードにまとめ、
模型を作成する（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

15 建築設計課題「アート・コンプレックス」－８ 
・建築設計課題「アート・コンプレックス」の課題書を提出し、講評会を行いAL①、AL②、AL③ 
を行う。 
準備学習：授業9～14を受け、各図面（配置図、平面図、断面図、立面図など）をプレゼンテー 
ションボードにまとめ、模型を作成する。 

授業形態 グループごとに対面式、エスキスチェック。発表は合同。模型、スケッチ、プレゼンテーションパネルによ
る。 
複数の教員による同時指導を行う。 
アクティブラーニング：①:14回,②:15 回,③:11 回,④:14 回,⑤:3回,⑥:1回 

達成目標 設計について以下の項目について習得する。                          
1.敷地、コンテクストの読み取り方を演習課題を通して習得する。（基礎） 
2.コンセプトと設計の組み立て方の関係性を演習課題を通して習得できる。(基礎） 
3.配置計画、平面計画、断面計画、立面計画の作図および表現する技法を演習課題を通して習得する。(基礎） 
4.社会の中で建築の役割を学び、演習課題を通して提案する（応用） 
5.光、風などの自然現象の扱い、構造、環境などの要素を空間へ結実させ、演習課題を通して提案する。(応 
用） 

評価方法・フィー
ドバック 

・評価方法は演習課題①②の提出物の採点による。（各50％） 
・提出物は、授業時に提示する。 
・評価結果をフィードバックする。 

評価基準 提出物の総合評価による。 
秀(1～5)100～90、優(1～5)89～80、良(1～5)79～70、可(1～３)69～60、不可59以下 
ただし、カッコ（ ）内は達成目標の項目を示す。 

教科書・参考書 教科書：「改訂版 名作住宅で学ぶ建築製図」藤木庸介他著、学芸出版社（建築設計・基礎で購入済） 
参考書：それぞれの課題書で示す。 

履修条件 「図学」「設計製図・基礎」を学習していること。 

履修上の注意 ・授業時のエスキスを受けること。 
・授業時のエスキスにはスケッチ、模型など成果物を持参する事。 
・提出の締切日時は厳守とする。 

準備学習と課題の
内容 

・授業時のエスキスにはスケッチ、模型など成果物を持参する事。(予習１.5ｈ以上) 
・授業後に指導を受けて更に発展学習を行うこと。（復習１.5ｈ以上) 
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 ・課題に応じて、関連図書、建築雑誌の購読を勧める。 
・設計は日常的な思考と作業の蓄積が重要である。課題進行中は継続的に作業を続け、毎週のエスキスチェッ 
クを到達点の目安とすると良い。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:２０％,思考・判断:３０％,関心･意欲:１５％,態度:１５％,技能・表現:２０％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

近代建築史 A2-A07-30 

Modern architectural history 

科目コード： 20000 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 近代建築史では、英国発祥の産業革命以降１９７０年代までを主に扱い、一部現代も範疇としつつ、西洋およ
び日本における近代建築の思想や系譜を辿る。デザインと技術、自然条件、社会条件、理論、造形、表現、都
市計画について、具体的な事例を通して、その時代の建築家や都市計画に何が課されていたのか、通史として
の理解を深める。建築は、建築家や都市計画家の恣意性だけでは存在せず、社会や制度を始めとした様々な要 
求のもと成立するが、このことを理解し、現代建築を批評する力をも修得する。 

授業計画 1 近代とは 
思想、形態、様式建築 
・建築学に対する学問上の位置付けと建築学科カリキュラムに対する位置付けの説明 
・AL①は全回、AL④はレポート提出が対応する旨の説明 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

2 西洋近代1 
産業革命と技術、万博と建築、近代建築運動、ウィリアム・モリス、アーツ・アンド・クラフ 
ツ運動 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

3 西洋近代2 
アール・ヌーヴォー、ユーゲント・シュティル、分離派（セセッション）、アドルフ・ロース 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

4 西洋近代3 
イタリア未来派、ドイツ表現派、アムステルダム派、デ・スティル派、ソビエト構成派 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

5 西洋近代4 
アール・デコ、立体派、バウハウス、ドイツ工作連盟、ジードルンク（集合住宅）、CIAM、イン
ターナショナルスタイル（国際建築様式）、ヴァルター・グロピウス 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

6 西洋近代5 
フランス合理主義、オーギュスト・ペレ、エコール・デ・ボザール、ル・コルビュジエ 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

7 西洋近代6 
カタロニア、アントニオ・ガウディ、技術 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

8 西洋近代7 
北欧、ナショナル・ロマンティシズム、風土、伝統、アルヴァ・アアルト 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

9 西洋近代8 
米国、ミース・ファン・デル・ローエ、ルイス・サリヴァン、F.L.ライト、ルドルフ・シ                                                                                                                             
ンドラー、フィリップ・ジョンソン、チャールズ・イームズ、ルイス・カーン 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築家、 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 必修 

担当教員 

脇坂 圭一 

    

添付ファイル 
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 作品の書籍に目を通すこと。 
10 西洋近代9 

技術と構造、鉄筋コンクリート造、スチール、立体構造、ネルヴィ 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

11 日本近代1 
西欧化と伝統、来日外人建築家、ジョサイア・コンドル、造家、擬洋風建築、第一世代の建築
家、辰野金吾 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

12 日本近代2 
新しい技術の導入、新しい思想の導入、鉄骨構造、鉄筋コンクリート構造 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

13 日本近代3 
日本分離派建築会、堀口捨巳、伝統論争、帝冠式、近代合理主義、ブルーノ・タウト、前川國
男、坂倉準三、吉田鉄郎 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

14 日本近代4 
戦後、清家清、広瀬鎌二、村野藤吾、組立住宅、丹下健三 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

15 西洋・日本近代 
都市、記念性、表現性、環境 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

16 定期試験 

授業形態 講義、 レポート 
アクティブラーニング：①:15 回（各回講義）,②:0 回,③:0 回,④:1 回（レポート）,⑤:0 回,⑥:0 回 

達成目標 １．デザインと技術、自然条件、社会条件、理論、造形、表現、都市計画について、具体的な事例を通して、
その時代の建築家や都市計画に何が課されていたのか、通史として理解する。                        
２．建築は、建築家や都市計画家の恣意性だけでは存在せず、社会や制度を始めとした様々な要求のもと成立 
することを理解する。 

評価方法・フィー 
ドバック 

試験（80％）、レポート（15％）、講義中の応答および出席状況（5％）を総合評価する． 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀：100～90、優：89～80、良：79～70、可：69～60、不可：59以下 

教科書・参考書 教科書： 日本建築学会 編『近代建築史図集 新訂版』彰国社、多木浩二・飯島洋一・五十嵐太郎『近代建                                                                                                                             
築史』新書館、建築史楽会『クイズでわかる近代建築100の知識』彰国社 
参考書： ケネス・フランプトン『現代建築史』青土社､藤森照信『日本の近代建築〈上 幕末・明治篇〉〈下 
大正・昭和篇〉』岩波書店 

履修条件 「建築設計・基礎」を履修していること 

履修上の注意 １．建築史と建築設計課題は密接に関連するので、2年後期、3年前期に開講する西洋建築史、日本建築史も必
ず履修すること。                                                                              
２．日常における建築と社会の関わりを知るために、日常から新聞や建築雑誌などの情報に触れ、歴史的な視 
点から考察すること。 

準備学習と課題の
内容 

１．授業計画に記載されている同種の用途について、学内・学外の図書館に所蔵されている国内外の雑誌・                      
書籍より、プログラムおよび配置計画・平面計画・断面計画を、図面・写真より調査する（合計3.0h）。 
２．国内外の作品を積極的に訪問し、空間を体験し、スケッチを行うこと。 ３．レポートはA4用紙に表紙を
付け、講義名、提出日、学籍番号、氏名を記入し、左上を留めた上、〆切りま 
でに提出すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:5％,技能・表現:5％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築環境概論 A1-B08-30 

Introduction to building environmental engineering 

科目コード： 20960 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 音・熱・空気・光・色彩などの建築空間における様々な環境要素についての基本的事項を網羅的に講義す                                                                                                                              
る。壁における熱の伝わり方、伝熱における定常状態と非定常状態、換気、室内空気内の水蒸気の状態、太陽
エネルギーの利用、建築物への日射取得と遮蔽の方法、照明計画、音の基本、騒音、建物内の音、それぞれの
項目について建築物との関わり方を理解する。講義で得た知識は設計課題へ反映させることが望ましい。 
また、アクティブラーニング（AL）を通じて建築環境の本質を理解し、課題を解くことで問題解決能力の基礎
を養う。 
この科目は、建築環境設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 0 当講義の授業フロー（環境概論） 
当講義は、受講する学生の準備を前提に、以下のように構成する。
(１)前回授業の復習(AL①②) 

前回授業の問題を教員が問い学生が回答し、復習確認する。
(２)今回の学習項目について説明発表(AL①②) 

事前に指定された班が今回の学習項目を発表し、他の学生が質問する。
(３)学習ポイント確認(AL③) 

学生の説明発表について、教員が補足説明する。
(４)確認演習及び答え合わせ(AL①②) 

授業での学習項目の演習を行い、答え合わせをする。
(５)課題説明 

次回授業迄の課題内容及び作業担当班を確認する。
ーーー 
（課題、準備学習）授業後の今回復習、次回への予習と準備 
・班ごとに授業内容の復習を行い、相互の理解を確認する。(AL④)[2h] 
全班は、打合せ録を提出する。 

・班ごとに講義中に指定した次週授業項目の予習を共に行う。(AL⑥)[1h] 
指定された予習担当班は、発表資料を事前提出する。 
※ 次週迄の提出課題は、指定日までにi-learnに指定書式でアップすること。 

1 授業ガイダンス、講義の位置づけ （AL-1,2,3） 
建築からみたエネルギー消費・建築環境の現在（いま）、建築環境工学とは、を学ぶ。 

2 光環境（昼光照明の基礎）（AL-1,2,3） 
太陽の軌道と太陽光の基礎知識、日射遮蔽および日影、測光量の定義と種別、視覚の基礎とグレ
アおよび採光計画等を学ぶ。 

3 光環境（色彩計画と照明）（AL-1,2,3） 
人工照明の特徴、光源タイプや性能、照明計算方法、色彩の基礎、表色系、混色理論、調和理論
および色彩効果 等を学ぶ。 

4 《演習①》光環境：課題（AL-4,6） 

授業2.3をふまえた基本的事項の理解度を深める。 

5 音・騒音（快適な音、室内音響）（AL-1,2,3） 
音環境と建築の関わり方、音波の物理特性、音の指標の定義と種別及び音の心理的属性 等を学
ぶ。 

6 音・騒音（騒音と遮音、振動）（AL-1,2,3） 
遮音と吸音の指標と関連する建築材料、騒音対策、残響時間の概念と指標、室内音響計画及び音
の特異現象 等を学ぶ。 

7 《演習②》音環境：課題（AL-4,6） 
授業5.6をふまえた基本的事項の理解度を深める。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 必修（教職必修） 

担当教員 

石川 春乃 

    

添付ファイル 
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 8 空気環境（空気質）（AL-1,2,3） 
室内空気質、シックハウス、換気効率、空気齢、空気余命 等を学ぶ。 

9 《演習③》空気質環境：課題（AL-4,6） 

授業8をふまえた基本的事項の理解度を深める。 

10 空気環境（換気・風環境）（AL-1,2,3） 

換気の必要性、換気方式の種類、換気計算法 等を学ぶ。 

11 《演習④》風環境：課題（AL-4,6） 

授業10をふまえた基本的事項の理解度を深める。 

12 温熱環境（日射と太陽）（AL-1,2,3） 
自然環境と温熱、温熱環境６要素、温熱感指標、人体の熱的快適範囲 等を学ぶ。 

13 温熱環境（温度と熱移動、熱負荷）（AL-1,2,3） 
温度の定義や測定法、壁体を通しての熱貫流の原理、湿度の定義や測定法、結露の原理や対策、
壁体の透湿係数 等を学ぶ。 

14 温熱環境（環境と人体、快適温熱環境）（AL-1,2,3） 

放射の定義や測定法、壁体を通しての熱放射の原理、寒冷地の結露対策 等を学ぶ。 

15 《演習⑤》温熱環境：課題（AL-4,6） 

授業12.13.14をふまえた基本的事項の理解度を深める。

定期試験 

授業形態 講義および演習 
アクティブラーニング：①：10回,②：10回,③：10回,④：5回,⑤：0回,⑥：5回 

達成目標 (1) 熱、温熱、風、光、音などの物理現象を建築の観点で理解できる。（基礎） 
(2) 建築環境工学の各分野に関して基礎的な専門用語を理解し、自身の言葉で説明できる。（基礎） 
(3) 建築環境工学の視点を建築計画に反映した課題抽出を自ら行うことができる。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

各授業出席及び発言と確認演習30％、班ワークの提出及び発表30％、定期試験40％、により評価する。 
各授業の演習は、結果をフィードバックする。 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀(1-3)：100～90、優(1-3)：89～80、良(1-2)：79～70、可(1か2)：69～60、不可：59以下 

教科書・参考書 教科書：特になし。授業前に資料を配布する。 
参考書：田中俊六他「最新建築環境工学」井上書院 

履修条件 特になし。 

履修上の注意 ・演習等課題提出について、遅延は原則認めない。 
・授業の資料提供はi-learnで行う。Web授業参加時、Teamsを利用するので、授業初回時Teamsの該当チームに 
参加しておくことが望ましい。 

準備学習と課題の
内容 

・授業計画の授業フローにある「準備学習」（1時間）と「演習課題」（1時間）、「班での復習」（1時間） 
の内容を必ず行うこと。 
・課題他提出物は、原則i-learnに設定された仕様にて、〆切までに提出すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:20％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

構造力学２ A2-C09-30 

Structural Mechanics 2 

科目コード： 20020 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 構造力学・演習1で習得した構造力学の基礎知識や静定梁の応力計算スキルをもとに、本授業では各種静定構造
物の反力と応力の求め方や、静定梁の変形の解法を学習し、構造物の設計に必要とされる構造力学の基本に関
する知識を習得することを目的とする。多くの演習問題を宿題として与え、計算力をつけることで学習意欲を
増進させたい。 
キーワード：力学、静定ラーメン、静定トラス、静定アーチ、たわみ 

授業計画 1 授業ガイダンスおよび静的梁の復習（1） 
【講義の位置づけ、授業概要説明および静的梁の復習（その1）】 
・建築構造に対する学問上の位置づけと建築学科カリキュラムに対する位置づけの説明 
・授業の全体的な流れの説明 
・構造力学・演習1で学んだ「力の釣り合い」、「支点・節点・安定・不安定と静定・不静
定                                                                                    
                                                                               」、 
「単純梁および片持ち梁の反力と応力」の復習 
【授業目標】新たな構造物の計算に入る前に、構造力学の基本となる静定梁の反力と応力の求め
方を復習（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、構造力学・演習1の授業 
ノートおよびテキストP1～21の「建築物の構造」、「力」、「支点と反力」、「応力」が説明で
きるようにする。 
【課題】各種荷重を受ける単純梁および片持ち梁の反力と応力の応用問題の計算（AL③、AL④） 

2 静的梁の復習（2） 
・構造力学・演習1で学んだ「張り出し梁およびゲルバー梁の反力と応力」、「応力度とモール                                                                                                                              
の応力円」、「材料の断面性質」、「各種断面力」の復習 
【授業目標】新たな構造物の計算に入る前に、構造力学の基本となる静定梁の反力と応力、材料
の断面性質や各種断面力の求め方を復習（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP34～54の「応力
度とひずみ度」、「応力度の算定」が説明できるようにする。 
【課題】各種荷重を受ける張り出し梁およびゲルバー梁の反力と応力、図心・断面2次モーメン
ト・断面係数、静定梁の断面に生じる最大曲げ応力度、最大せん断応力度の応用問題の計算（AL 
③、AL④） 

3 静定ラーメンの反力および応力（1） 
【片持ち梁型ラーメン】 
・「ラーメンの定義」、「静定ラーメンの種類」の説明 
・「各種荷重を受ける片持ち梁型ラーメンの反力および応力」の説明・計算 
【授業目標】各種片持ち梁型ラーメンの反力および応力の求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP25～26の「静定
ラーメン」が説明できるようにする。 
【課題】各種荷重を受ける片持ち梁型ラーメンの反力および応力の応用問題の計算（AL③、AL 
④） 

4 静定ラーメンの反力および応力（2） 
【単純梁型ラーメン】 
・「片持ち梁型ラーメンの反力および応力」の求め方の復習 
・「各種荷重を受ける単純梁型ラーメンの反力および応力」の説明・計算 
【授業目標】各種単純梁型ラーメンの反力および応力の求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP27の「単純梁型
ラーメン」が説明できるようにする。 
【課題】各種荷重を受ける単純梁型ラーメンの反力および応力の応用問題の計算（AL③、AL④） 

5 静定ラーメンの反力および応力（3） 
【3ヒンジラーメン】 
・「単純梁型ラーメンの反力および応力」の求め方の復習 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 必修（教職必修） 

担当教員 

崔 琥 

    

添付ファイル 
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 ・「各種荷重を受ける3ヒンジラーメンの反力および応力」の説明・計算 
【授業目標】各種3ヒンジラーメンの反力および応力の求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP27～29の「3ヒン
ジラーメン」が説明できるようにする。 
【課題】各種荷重を受ける3ヒンジラーメンの反力および応力の応用問題の計算（AL③、AL④） 

6 静定ラーメンの反力および応力（4） 
【3支端ラーメン】 
・「3ヒンジラーメンの反力および応力」の求め方の復習 
・「各種荷重を受ける3支端ラーメンの反力および応力」の説明・計算 
【授業目標】各種3支端ラーメンの反力および応力の求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP32の「3支端ラー
メン」が説明できるようにする。 
【課題】各種荷重を受ける3ヒンジラーメンおよび3支端ラーメンの反力および応力の応用問題の
計算（AL③、AL④） 

7 静定トラスの反力および応力（1） 
【クレモナ図法による静定トラスの反力および応力】 
・「静定ラーメン」の求め方の復習 
・「静定トラスとは」、「静定トラスの種類」、「静定トラスの解法」の説明 
・「クレモナ図法による静定トラスの反力および応力」の説明・計算 
【授業目標】クレモナ図法による静定トラスの反力および応力の求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP24の「クレモナ
図解法」が説明できるようにする。 
【課題】クレモナ図法による静定トラスの反力および応力の応用問題の計算（AL③、AL④） 

8 静定トラスの反力および応力（2） 
【節点法による静定トラスの反力および応力】 
・「クレモナ図法による静定トラスの反力および応力」の求め方の復習 
・「節点法による静定トラスの反力および応力」の説明・計算 
【授業目標】クレモナ図法と併せ、節点法による静定トラスの反力および応力の求め方を習得 
（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP23の「節点法」
が説明できるようにする。 
【課題】節点法による静定トラスの反力および応力の応用問題の計算（AL③、AL④） 

9 静定トラスの反力および応力（3） 
【切断法による静定トラスの反力および応力】 
・「クレモナ図法および節点法による静定トラスの反力および応力」の求め方の復習 
・「節点法による静定トラスの反力および応力」の説明・計算 
【授業目標】クレモナ図法および節点法と併せ、切断法による静定トラスの反力および応力の求
め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP25の「節点法」
が説明できるようにする。 
【課題】切断法による静定トラスの反力および応力の応用問題の計算（AL③、AL④） 

10 静定アーチの反力および応力 
【各種静定アーチの反力および応力】 
・「静定トラスの反力および応力」の求め方の復習 
・「片持ち梁型アーチ・単純梁型アーチ・3ピンアーチの反力および応力」の説明・計算 
【授業目標】各種静定アーチの反力および応力の求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、静定アーチの反力および応
力の求め方が説明できるようにする。 
【課題】各種静定アーチの反力および応力の応用問題の計算（AL③、AL④） 

11 断面の応力度 
【断面の各応力度】 
・「静定アーチの反力および応力」の求め方の復習 
・「軸方向応力度」、「曲げ応力度」、「せん断応力度」の説明・計算 
【授業目標】断面に生じる軸方向応力度、曲げ応力度、せん断応力度の力学的意味と求め方を習
得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP36の「軸方向応
力度と曲げ応力度」、P40～44の「せん断応力度」が説明できるようにする。 
【課題】各種荷重を受ける際に静定梁の断面に生じる最大軸方向応力度、最大曲げ応力度、最大
せん断応力度の応用問題の計算（AL③、AL④） 

12 静定梁の変形（1） 
【軸方向力による変形および曲げモーメントによる変形（1）】 
・「軸方向応力度」、「曲げ応力度」、「せん断応力度」の求め方の復習 
・静定梁の「軸方向力による変形」の説明・計算 
・静定梁の「たわみ曲線法（微分方程式）を用いた曲げモーメントによる変形」の説明・計算 
【授業目標】たわみ曲線法（微分方程式）を用いた曲げモーメントによる静定梁のたわみ角とた
わみの求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP51～54の「ひず
み度と変形」、P58～61の「微分方程式による解法」が説明できるようにする。 
【課題】たわみ曲線法（微分方程式）を用い、各種荷重を受ける際に静定梁に生じるたわみ角と
たわみの応用問題の計算（AL③、AL④） 

13 静定梁の変形（2） 
【曲げモーメントによる変形（2）およびせん断力による変形】 
・「たわみ曲線法を用いた曲げモーメントによる変形」の求め方の復習 
・静定梁の「モールの定理（共役梁法）を用いた曲げモーメントによる変形」の説明・計算 
・静定梁の「せん断力による変形」の説明・計算 
【授業目標】モールの定理（共役梁法）を用いた曲げモーメントによる静定梁のたわみ角とたわ
みの求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP61～67の「モー
ルの定理」が説明できるようにする。 
【課題】モールの定理（共役梁法）を用い、各種荷重を受ける際に静定梁に生じるたわみ角とた
わみの応用問題の計算（AL③、AL④） 
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 14 仕事とひずみエネルギー（1） 
【仮想仕事の原理を用いた静定梁の変形】 
・「曲げモーメントによる変形」の求め方の復習 
・「外力仕事と内力仕事」、「各力によるひずみエネルギー」の説明 
・「仮想仕事の原理を用いた静定梁の変形」の説明・計算 
【授業目標】構造力学3で学ぶ予定の不静定構造物の計算方法である仮想仕事の原理を用いた静定
梁のたわみ角とたわみの求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP70～75の「仕事
量の釣り合いによる解法」、「仮想仕事の原理」が説明できるようにする。 
【課題】仮想仕事の原理を用い、各種荷重を受ける際に静定梁に生じるたわみ角とたわみの応用
問題の計算（AL③、AL④） 

15 仕事とひずみエネルギー（2） 
【カスチリアノの定理を用いた静定梁の変形】 
・「仮想仕事の原理を用いた静定梁の変形」の求め方の復習 
・「カスチリアノの定理を用いた静定梁の変形」の説明・計算 
【授業目標】構造力学3で学ぶ予定の不静定構造物の計算方法であるカスチリアノの定理を用いた
静定梁のたわみ角とたわみの求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP76～79の「カス
ティリアノの定理」が説明できるようにする。 
【課題】カスチリアノの定理を用い、各種荷重を受ける際に静定梁に生じるたわみ角とたわみの
応用問題の計算（AL③、AL④） 

16 試験 

授業形態 講義と演習／宿題 
アクティブラーニング：①：15、②：15、③：15、④：15、⑤：0、⑥：0 

達成目標 1．静定ラーメン、静定トラス、静定アーチといった静定構造物の解法全般が理解できる。（基礎） 
2．部材断面の力学的性質を理解し、各種断面力の計算ができる。（基礎） 
3．静定梁のたわみ角とたわみを求める各計算方法を理解し、各方法によるたわみ角とたわみが計算できる。 
（基礎）                                                                                        
4．不静定構造物の計算方法である仮想仕事の原理やカスチリアノの定理を用いた静定梁のたわみ角とたわみが 
計算できる。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

提出課題（30％）、定期試験（70%）の総合成績で評価する。各課題については毎回採点後返却し、結果を 
フィードバックする。 

評価基準 秀（1～4）：90点以上、優（1～4のうち3項目）：89～80点、良（1～3）：79～70点、可（1～2）：69～60点、 
不可：59点以下 

教科書・参考書 【教科書】津田和明、丸田誠、杉本訓祥、都祭弘幸著「基本からマスターできる建築構造力学」、朝倉書店 
【参考書】i-Learnにアップロードする動画、資料配布 

履修条件 構造力学・演習1を履修済みのこと。 

履修上の注意 講義には必ず出席すること。また、構造力学の基本的な知識を習得してほしい。 

準備学習と課題の 
内容 

授業計画中に記載されている「準備学習」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。 
授業計画中に記載されている「課題」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。「課題」は次回の講義に回収する。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解：30％、思考・判断：20％、関心・意欲：25％、態度：15％、技能・表現：10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

鉄筋コンクリート構造 A2-C10-30 

Reinforced Concrete Structure 

科目コード： 20100 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築構造部材の基本である鉄筋コンクリートについて、その設計方法と基本となる力学的な考え方を理解す
る。詳細には、鉄筋コンクリート部材の曲げやせん断に対し、ひび割れが生じ鉄筋が有効に働く等の基本概念
の修得、材料の許容応力度を用いた長期、短期設計法、大地震時の保有耐力 (終局強度) 設計法を修得する． 
鉄筋コンクリート構造建物の構造設計法の基本を習得し、設計や施工に応用できる知識を身につけさせること
を目的とする． 
キーワード：鉄筋コンクリート構造、構造設計、許容応力度設計 
この科目は、建築構造分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 鉄筋コンクリート造の歴史 
・建築学に対する本講義の位置づけの解説 
・コンクリート造建物の西洋での発展の歴史や日本への導入後の歴史および地震被害について概
説する。 
特に大正関東地震後に世界初の耐震設計法が日本でせってされた点やその設計法についても説明
する。 
AL①②を実施 

準備学習：教科書3-6Pをきちんと理解しておく。 
2 鉄筋コンクリート構造の基本 

・コンクリート、鉄筋の力学的性質(応力ひずみ関係や設計での使用範囲）の解説 
・鉄筋の果たす役割、鉄筋コンクリート部材としての破壊形式の概説となぜそのように壊れるか
の説明、AL①実施 
・過去の地震でどのように鉄筋コンクリート造建物が被害を受けたか写真等で解説。あわせて当
時の問題点を示す。 
準備学習：教科書7P-25Pを理解しておく。 
課題：レポートを配布するので、穴埋め設問と記述回答を行う。
AL①②を実施 

3 鉄筋コンクリート造建築に要求される性能（１） 
・前回のレポートの解説を行う。 
・構造安全性、設計荷重の組み合わせ、長期設計、耐風設計、積雪荷重に対する設計の概説を行
う。 
・建物のモデル化について概説。
AL①、②を実施 
準備学習：11章145-151を理解しておく。
AL①②を実施 

4 鉄筋コンクリート造建築に要求される性能（２） 
・もっとも重要な耐震設計のレベルと性能設計を概説する。 
・実務的な鉄筋コンクリート建物の許容応力度設計、保有耐力設計について概説する。AL①実施
準備学習：11章145-151を理解しておく。 
AL①②を実施 

5 軸力を受ける鉄筋コンクリート柱の性状 
・軸力のみが作用する無筋コンクリートの強度を算定する。 
・上記に鉄筋が入った場合の強度累加と柱の変形性状を計算できるようにする。AL①、②を実施
準備学習：教科書30P-40Pを理解しておく。 
課題：レポートを配布するので、穴埋め設問と記述回答を行う。
AL①②を実施 

 

6 鉄筋コンクリート梁の設計（１） 
・前回のレポートの解説を行う。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 必修（教職必修） 

担当教員 

丸田 誠 

    

添付ファイル 
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 ・無筋コンクリート梁の曲げ挙動について説明する。曲げのひずみ分布、と応力度分布、曲げ 
モーメントと曲率の関係を理解する。また、コンクリートの引張挙動からすぐに部材として曲げ
破壊に至ることを理解する。 
準備学習：教科書42P-58Pを理解しておく。 
課題：レポートを配布するので、穴埋め設問と記述回答を行う。
AL①②を実施 

7 筋コンクリート梁の設計（２） 
・前回のレポートの解説を行う。 
・単筋(片側に主筋のみが入った）コンクリート梁の曲げ挙動について、無筋コンクリートとの違
いを説明する。この場合に、曲げのひずみ分布、と応力度分布、曲げモーメントと曲率の関係が
無筋コンクリート梁とどう違うのか理解する。 
準備学習：教科書42P-58Pを理解しておく。 
課題：レポートを配布するので、穴埋め設問と記述回答を行う。
AL①②を実施 

8 鉄筋コンクリート梁の設計（３） 
・前回のレポートの解説を行う。 
・複筋(上下に主筋のみが入った）コンクリート梁の曲げ挙動について、単筋コンクリート梁との
違いを説明する。また、許容応力度設計の基本である、断面算定を図表を用いた方法で行う事例
を示す。 
準備学習：教科書42P-58Pを理解しておく。 
課題：レポートを配布するので、穴埋め設問と記述回答を行う。
AL①②を実施 

9 曲げと軸力を受ける鉄筋コンクリート柱の設計（１） 
・前回のレポートの解説を行う。 
・梁の曲げ断面算定に、軸力の効果を入れることで柱断面のひずみ度と応力度が算定できること
を理解する。断面算定の方法を示すのと例題を解く。 
準備学習：教科書60P-71Pを理解しておく。 
課題：レポートを配布するので、穴埋め設問と記述回答を行う。
AL①②を実施 

10 鉄筋コンクリート柱の設計（２） 
・前回のレポートの解説を行う。 
・柱の軸力と曲げモーメントの相互作用について解説する。つり合い軸力比以上、以下でコンク
リートの負担する応力度が変化することを学ぶ。また、構造細則について概説する。 
準備学習：教科書60P-71Pを理解しておく。 
課題：レポートを配布するので、穴埋め設問と記述回答を行う。
AL①②を実施 

11 せん断を受ける鉄筋コンクリート部材（１） 
・前回のレポートの解説を行う。 
・横補強筋とその仕組みについて説明し、その重要性について説く。 
・せん断スパン比が異なると、せん断力の大きさも異なることを理解する。
準備学習：教科書74P-92Pを理解しておく。 
課題：レポートを配布するので、穴埋め設問と記述回答を行う。
AL①②を実施 

12 せん断を受ける鉄筋コンクリート部材（２） 
・前回のレポートの解説を行う。 
・梁と柱のせん断補強設計を示す。許容応力度設計を行い、せん断補強の意味を理解する。 
・せん断終局強度の式も紹介する。 
・準備学習：教科書74P-92Pを理解しておく。 
課題：レポートを配布するので、穴埋め設問と記述回答を行う。
AL①②を実施 

13 せん断を受ける鉄筋コンクリート部材（３） 
前回のレポートの解説を行う。 
・せん断補強筋の配筋例を示す。 
・せん断補強に対する、構造細則を概説する。 
・準備学習：教科書74P-92Pを理解しておく。 
課題：レポートを配布するので、穴埋め設問と記述回答を行う。
AL①②を実施 

14 付着割裂を生じる鉄筋コンクリート部材
前回のレポートの解説を行う。 
・鉄筋とコンクリート間の付着割裂破壊について説明する。 
・コンクリート強度の果たす役割や横補強筋が付着割裂破壊を防止するメカニズムを図解する。 
・準備学習：教科書123P-126Pを理解しておく。 
課題：レポートを配布するので、穴埋め設問と記述回答を行う。
AL①②を実施 

15 鉄筋コンクリート系各構造設計 
・前回のレポートの解説を行う 
・様々な鉄筋コンクリート系の構造を概説する。 
・鉄骨鉄筋コンクリート構造の事例や設計の考え方を示す。 
・RCS構造(柱RC梁S)構造はに関して、SISTで行った実験も含めて説明する。 
・プレストレストコンクリート構造の概念や建物事例を紹介する。
準備学習：WEBで構わないので上記構造を調べておく。     
AL①②を実施 

16 試験 

期末試験をし、成績評価を行う。 

授業形態 講義 
パワーポイントを用いた講義3回 
板書を写すのを中心とし、教科書も参照する講義12回
演習（宿題） 
アクティブラーニング：①:15 回,②:8 回,③:8 回,④:8 回,⑤:2 回,⑥:2 回 
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達成目標 (1)鉄筋コンクリートの許容応力度を理解する．             
(2)鉄筋コンクリート部材の曲げ設計法を取得する．         
(3)鉄筋コンクリート柱部材の軸方向設計法を取得する．     
(4)鉄筋コンクリート部材のせん断設計法を取得する．       
(5)鉄筋コンクリート柱・梁接合部の破壊メカニズムを理解する． 
(6)鉄筋コンクリート建物の耐震性能を評価できるための基礎知識を得る． 

評価方法・フィー 
ドバック 

課題(20％)、宿題(10％)、定期試験（70％）の総合成績で評価する． 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀：100～90、優：89～80、良：79～71、可：69～60、不可：59以下 

教科書・参考書 教科書：林静雄編著 『初めて学ぶ鉄筋コンクリート構造』、市ヶ谷出版社 
参考書：市之瀬敏勝編 『鉄筋コンクリート構造』、共立出版 

履修条件 構造力学の知識、建築構法の知識が必要である。 

履修上の注意 講義には必ず出席すること。また、他の者の迷惑になるので私語は厳禁する。 

準備学習と課題の
内容 

・教科書を読み、予習・復習をすること．分からないことは質問すること． 
・授業計画中に記載されている「準備学習」の内容（1.5 時間）を必ず行うこと。 
・授業計画中に記載されている「課題」の内容（1.5 時間）を必ず行うこと。 
・提出するレポートはA4 用紙を使用し、左上を留めること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:5％,技能・表現:5％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築材料１ A2-D11-30 

Building Materials 1 

科目コード： 20040 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ・建築物を計画・設計するにあたり、建築材料が適材適所に使い分けられていないと、その建築物の品質や                                                                                                                              
性能は十分に発揮されない。また、近年、省資源化や廃棄物排出抑制などの社会的要請を踏まえて建築材料 
を選定することが求められるようになった。持続可能な社会を構築するため質の高い建築物を企画、設計、施
工し、それを長く使い続けるようにするには、建築材料の特性や特徴を十分に把握し、その特性に合った条件
で建築物に適用すること、すなわち「材料設計」が不可欠である。 
・本講義では、種々の建築材料のうち構造用材料（木材、鋼材、コンクリート、免震・制振材料）を取り上 
げ、その種類、規格、基本的な物性・特性、用途、適用方法などを習得することを目指す。「建築材料1」の内
容を理解することで、主に仕上げ系材料を扱う「建築材料2」、「建築材料1」で扱った構造材料の諸性状につ
いて実験を行う「材料実験」、さらには、これらの材料を実際の建築物に適用する「建築施工」につながるう
え、建築設計課題に対して、的確に材料を選定できる眼を養うことが可能になる。 
・この科目は、建築材料分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 ガイダンス 
・講義の進め方、本講義で扱う建築材料の種類と概要、建築材料への要求性能、性能に対する考
え方、適材適所の使い方について説明する。また、建築材料1、建築材料2および材料実験の関連
性について説明する。これから学ぶ「建築材料」の全体概要（材料実験までを含む）、講義に対
する臨み方、各回の講義で紹介する材料について理解する（AL1）。 
【予習】第1回の講義までにシラバスを熟読し、建築材料1で扱う各種材料について概要を把握す
る（1時間）。 
【ゴール】構造材料の種類、役割、材料に対する要求性能などの理解 

2 建築材料概論 
・建築材料の種類・分類、各種性質（物理的性質、化学的性質、耐久性を含む）と性能、材料                                                                                                                              
の選択（選定手順）、材料開発、材料の製造について解説する。本講義によって、建築材料に 
対する基本的な考え方を理解する（AL1）。 
【予習】教科書p.1～16を読み、建築材料とは何か、その種類と特徴について概略を把握する（1 
時間）。 
【ゴール】建築材料の役割、機能・性能、種類、規格・基準などの概要の理解 

3 木材１ 
・住宅などで多用される木材に関して、木材の種類（樹種）、JAS規格、森林資源・林業問題、                                                                                                                              
製材方法（伐採、集積、乾燥、加工）、木材の組織構造と特性、木材の保存などについて解説す 
る。本講義によって、木材を取り巻く環境と木材の基本的性質を理解する（AL1）。 
【予習】教科書p.18～25を読み、木材の種類と特徴について概略を把握する（1時間）。 
【ゴール】木材を取り巻く環境、木材の種類、採取・製材方法、組織構造などの理解 

4 木材２ 
・木材として利用される針葉樹・広葉樹、心材と辺材、断面形状、物理的性質（密度、吸水
率                                                                                    
                                                                                    ・
含水率、熱的性質など）、化学的性質、耐久性、用途、適用箇所について解説する。本講義 に
よって、木材の基本的物性とそれに応じた用途について理解する（AL1）。 
【予習】教科書p.26～34を読み、構造材料としての木材の種類と特徴について概略を把握する（1 
時間）。 
【ゴール】建築用木材の種類と性能、各種性質（物理的性質、耐久性）、用途、適用方法などの
理解 

5 木材３ 
・近年使用量が増えている集成材とCLTに関して、これら木質材料の種類、JIS等の規格、製造方
法、メーカー、諸性質（力学的性質、耐久性など）、用途、適用事例について解説する。本講義
によって、集成材とCLTの基本的性質とこれら木質材料の的確な使用法を理解する。また、講義中
にこれら木質材料のサンプルを回覧するので、手に触れることで、これら材料の理解を深める 
（AL1）。 
【予習】教科書p.35～37、i-Learnにアップする講義用資料を読み、集成材やCLTなど近年多用さ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 必修（教職必修） 

担当教員 

太田 達見 

    

添付ファイル 
 

586



 れるようになった木材の特徴について概略を把握する（1時間）。 
【ゴール】集成材やCLTなどの木質材料（主に構造用）の種類、構成、諸性質、用途、適用方法な
どの理解 

6 鋼材１ 
・建築物で多用される鉄鋼に関して、鉄鋼と建築の関わり、鉄鋼の歴史、鉄鋼の製法、鉄鋼の諸
性質（その他の金属材料との比較：機械的性質など）、適用条件、用途について解説する。本講
義によって、鉄鋼の基本的特性と使用法を理解する（AL1）。 
【予習】教科書p.45～52、60～61を読み、鉄鋼（形鋼、鋼板を含む）の種類と特徴について概略
を把握する（1時間）。 
【ゴール】鉄鋼の種類、規格、各種製品の基本的な性質とその適用方法の理解 

7 鋼材２ 
・建築構造用鋼材（鉄鋼）のうち、鉄筋やPC鋼線といった線材に関して、鋼材の種類、JIS規格、
鋼材の諸性質（機械的性質など）、建築物における役割、適用条件、用途について解説する。本
講義によって、鉄筋やPC鋼線の基本的性質と使用法を理解し、鉄筋コンクリート造建築物の構造
設計に活用できるようにする（AL1）。 
【予習】教科書p.52～53、i-Learnにアップする講義用資料を読み、鉄筋やPC鋼線などの線材の種
類と特徴について概略を把握する（1時間）。 
【ゴール】鉄鋼（主に線材）の種類、規格、各種製品の基本的な性質とその適用方法の理解 

8 鋼材３ 
・建築構造用鋼材（鉄鋼）のうち、H型鋼、アングル鋼、チャンネル鋼といった面材に関して、こ
れら鋼材の種類、JIS規格、鋼材の諸性質（機械的性質など）、建築物における役割、適用条件、
用途について解説する。本講義によって、H型鋼などの面材の基本的性質と使用法を理解し、鉄骨
造建築物の構造設計に活用できるようにする（AL1、AL4）。 
【予習】教科書p.48～50、p.55～56を読み、鉄鋼のうち各種面材の種類と特徴について概略を把
握する（1時間）。 
【ゴール】鉄鋼（主に面材）の種類、規格、各種製品の基本的な性質とその適用方法の理解 

9 コンクリート１ 
・建築物に不可欠なコンクリートに関して、コンクリートと建築の関わり、セメントとコンク 
リートの歴史について解説する。また、コンクリートの基本構成材料であるセメントに関して、
その種類、JIS規格、役割、製造方法、化学的性質、物理的性質、適用条件などについて解説す
る。本講義によって、セメントの基本的性質を理解し、コンクリートの調合設計を行うための基
礎を習得する（AL1）。 
【予習】教科書p.63～65,p.78～80を読み、コンクリートとその主要構成材料であるセメントの種
類と特徴について概略を把握する（1時間）。 
【ゴール】コンクリートの種類と基本的性質およびセメントの種類と基本的性質の理解 

10 コンクリート２ 
・コンクリートの構成材料である骨材と練混ぜ水を取り上げる。骨材に関して、粗骨材・細骨材 
の種類、JIS規格、役割、諸性質（密度、単位容積質量、実積率、粗粒率、吸水率など）、試験方
法について解説する。また、練混ぜ水について、役割、制限値などについて解説する。本講義に
よって、骨材と練混ぜ水の基本を理解し、コンクリートの調合設計を行うための基礎を習得する 
（AL1）。 
【予習】教科書p.81～84を読み、コンクリート用材料である骨材の種類と特徴、および練混ぜ水
について概略を把握する（1時間）。 
【ゴール】骨材の種類と基本的な物性とそれを得るための試験、基本物性がコンクリートの性
能・品質に及ぼす影響、練混ぜ水の役割などの理解 

11 コンクリート３ 
・コンリートに用いられる化学混和剤と混和材に関して、その種類、JIS規格、役割、諸性質、試
験方法について解説する。化学混和剤・混和材については、AE減水剤、高性能AE減水剤だけでな
く、最近使用量が増えつつある収縮低減剤、膨張剤などについても、その性質と使用条件に触れ
る。本講義によって、化学混和剤・混和材の基本を理解し、コンクリートの調合設計のための基
礎を習得する（AL1）。 
【予習】教科書p.84～87を読み、化学混和剤と混和材の種類、役割および特徴について概略を把
握する（1時間）。 
【ゴール】化学混和剤と混和剤の種類、規格、諸性質、試験方法などの理解 

12 コンクリート４ 
・本講義のコンクリート1～3で解説した各材料によるコンクリートの調合設計の手順を解説す 
る。また、コンクリート製造工場（生コン工場）における製造方法、フレッシュコンクリートの
性質（スランプ、空気量、温度、塩化物量）と試験方法についても解説する。本講義によって、
材料実験で行うコンクリートの調合計算ができる技量、およびコンクリートの受入れ検査の方法
を習得する（AL1、AL6）。 
【予習】教科書p.65～69、p.88～92を読み、コンクリートの調合設計の概要について把握する（1 
時間）。 
【ゴール】コンクリートの調合設計の流れと計算方法の理解、調合設計課題に対する解答作成 

13 コンクリート５ 
・練り混ぜたコンクリートが硬化した後の諸性質について解説する。とりわけ、コンクリートの
基本特性である強度性状（圧縮強度、引張強度、ヤング係数、クリープ、応力-ひずみ曲線）と熱
的性質について解説する。本講義によって、硬化コンクリートの基本を習得する（AL1）。 
【予習】教科書p.69～77、p.93～94を読み、硬化したコンクリートの諸性質（力学的性状、熱的
性質など）について概略を把握する（1時間）。 
【ゴール】硬化コンクリートの諸性質についての理解 

14 コンクリート６ 
・硬化後のコンクリートの耐久性について解説する。ここで取り上げる耐久性とは、乾燥収縮 
（長さ変化）、中性化、塩害（鉄筋腐食）、アルカリシリカ反応、凍害（凍結融解の繰返し）、
化学的侵食であり、これらの性質を理解することで、建築物の劣化調査・耐久性調査を行う際の
基本を習得する。また、コンクリートのリサイクルおよびコンクリート二次製品（プレキャスト
コンクリート製品など）についても解説する（AL1）。 
【予習】教科書p.95～100を読み、コンクリートの劣化の発生要因と現象、コンクリートのリサイ
クルおよびコンクリート二次製品などについて概略を把握する（1時間）。 
【ゴール】コンクリートの劣化要因と劣化現象、劣化調査、耐久性確保の手法などの理解 

15 免震・制震材料 

587



 ・新築の建築物のみならず既存建築物の耐震補強工事（免震レトロフィット）などに使用される
免震・制震材料に関して、その種類（免震ゴム、制震ダンパー、すべり支承など）、各材料の構
成、原理、性能、適用条件、適用事例について解説する。本講義によって、免震・制震構造の基
礎を習得する（AL1）。 
【予習】教科書p.197～200を読み、免震材料と制振材料の種類と特徴について概略を把握する（1 
時間）。 
【ゴール】免震材料と制振材料の種類、構成、原理、性能、用途、適用方法などの理解 

16 期末試験 
・講義内容から出題する期末試験を行う。試験では、各々の材料はどのようなものか、各材料に 
はどのような特性や規格があり、どのような箇所に適用可能かなどについて問う。 

授業形態 ・説明用資料（パワーポイント）による講義形式 
・アクティブラーニング：AL1:15回、AL2:0、AL0回：0回、AL4：1回、AL5：0回、AL6:1回 

達成目標 ・建築材料は、建築物を構成する基本要素であり、将来実社会に出てからも、建築物の設計・工事監理を行                                                                                                                              
ったり、あるいは施工管理を行ううえで、必要最低限理解しておかねばならないものである。それを踏ま
え 、達成目標は以下のとおりとする。なお、これら目標を達成することで、一級建築士受験のための基礎力
を養うことが可能となる。 1）木材、鋼材、コンクリートといった建築物に用いられる構造材料の用語とその
意味の把握（基礎） 
2）各種構造材料の種類、特徴、諸性質に対する理解（基礎） 
3）各種構造材料の適用可能な範囲や用途に対する理解（基礎） 
4）各種構造材料に関するJIS規格とその概要に対する理解（基礎） 
5）コンクリートの調合設計ができる技量（応用） 
6）構造材料を適材適所に使い分けできる技量（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

・上記目標まで到達したかを見極めるためレポートと期末試験を課し、その合計点で成績を評価する。 
・レポートと期末試験の配分は、20％：80％とする。 

評価基準 ・レポートと期末試験の合計点（100点満点）が60点以上の者に単位を与える。 
・秀：100～90【目標1～6】、優：89～80【目標1～5】、良：79～70【目標1～4】、可：69～60【目標1～3】、 
不可：59以下【目標1～2】 

教科書・参考書 ・教科書として次の書籍を指定する。                              
1）橘高義典他著：初学者の建築講座 建築材料（第二版）、市ヶ谷出版社 
・参考書として次の書籍を推薦する。 
2）野口貴文他著「ベーシック建築材料」、彰国社 

履修条件 ・特になし。 

履修上の注意 ・各回の講義用資料は、i-Learnにアップする。 
・講義用資料は、教科書の内容を補うとともに、実務で役立つ情報を盛り込んでいるので、講義終了後で再度
読んでおくこと。 
・建築物に使われる様々な材料について興味を持ち、実際の建築物において、どのような材料がどこに使われ 
ているのかを「観る」姿勢で臨むこと。 

準備学習と課題の
内容 

・第1回の講義までにシラバスを熟読し、各回の講義内容や目標について理解しておくこと。 
・各講義に先立ち、教科書の該当ページを読み（1時間程度）、講義の終了後にi-Learnにアップした講義用資
料で復習する（1.5時間程度）ことで、各回に定めたゴールをクリアする。 
・現存する様々な建築物にどのような材料が、どこに、どのように使われているのか、実物をよく観察し、そ 
の使用方法や使用状況について考えること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

・知識・理解:50％、思考・判断:30％、関心･意欲:10％、態度:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築設計・Ａ２ A2-A12-30 

Architectural Design A2 

科目コード： 20060 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築設計・A1の住宅、ギャラリーに引き続き、前半ではより身体的、実体的な空間作りを体験、習得する。 
「キャンパスに居場所を作る」として、学生や来客者が短時間過ごすための空間を設計する。1/1~1/30程度の
大きな模型を製作することを条件とし、身体的な空間の在り方を実感できるような設計を習得できることを目
指す。後半では多人数が集まって住みつつ、街のコミュニティーの一員として存在するための場を「新しい集
合住宅」として計画する。敷地を街中とし、「生業としての働く場」や「周辺の人々の活動の場」を住むこと
と合わせて考えることで、都市空間の読み取り、公共性、都市生活のあらたな可能性を検討し、習得する。 
成果物 ： 配置図、平面図、立面図、断面図。 パース、スケッチなど空間を示すドローイング。 模型 

この科目は、建築設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 「キャンパスに居場所を作る1」 

講師紹介、課題説明、グループ分け、キャンパスのフィールドワーク 

・非常勤講師によるミニレクチャー 
・ミニレクチャー「居場所」 
・ミニレクチャー「プレゼンテーション」 
・建築設計・基礎からの流れ、本課題の位置づけの説明 
・課題説明 
・敷地フィールドワーク 
・レクチャーはAL1 

 

準備学習：1）キャンパスのついての再認識
2）居場所の概念を理解する 

課題：1）計画場所の決定
2）計画内容の決定 
3）キャンパス、計画地調査 

2 「キャンパスに居場所を作る2」 
エスキスチェック１（敷地の選定、プログラムの確定） 

・計画場所発表 
・計画内容発表 
・内容、配置等についてエスキスチェック 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 
準備学習：1）敷地について理解を深める 

2）計画内容についてプログラムを深く考える
課題：1）配置計画のラフスケッチ 

2）平面計画のラフスケッチ 
3）断面計画のラフスケッチ 
4）ラフ模型 

3 「キャンパスに居場所を作る3」 
エスキスチェック２（計画全般について） 

・計画全般についてのエスキスチェック 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 
準備学習：1）計画の妥当性を再確認する 

2）居場所の意味と空間の関連性の再確認
課題：1）配置計画のスケッチ 

2）平面計画のスケッチ 
3）断面計画のスケッチ 
4）プレゼンへ向けての模型 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ３ 必修（教職必修） 

担当教員 

田井 幹夫・長尾 亜子・渡辺 隆・佐々木 司 

    

添付ファイル 
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 4 「キャンパスに居場所を作る4」
プレ講評会 
・各グループ内での発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 
準備学習：1）計画全体についての整合性の確認

2）発表の説得力の確認 
3）不足図面、模型の確認 

課題：1）最終成果物の作成（模型、図面） 
 

5 「キャンパスに居場所を作る5」
最終講評会 

・全員の作品の閲覧 
・学生同士での評価 
・セレクト作品について全体発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

・第二課題のプレ説明 
課題：1）図書館についてのリサーチ 

6 「集まって住む、働く、循環を生み出す1」
課題説明、実例紹介レクチャー 

・敷地選定ディスカッション 
・課題説明 
・事例調査発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

 

準備学習：1）様々な図書館の在り方を認知する
2）敷地のとらえ方、考え方を理解する 

課題：1）敷地調査 
2）グループごとに敷地模型の作成 
3）袋井市袋井図書館の調査 
4）ボリュームスタディ 

7 「集まって住む、働く、循環を生み出す2」 
敷地リサーチ発表、エスキスチェック１（配置、ボリューム） 

・敷地調査発表 
・ボリューム模型発表 
・配置計画発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 
準備学習：1）敷地についての理解を深める 

2）建物の配置の可能性を把握する
課題：1）コンセプト、ストーリーの構築 

2）プログラム、＋αの機能の検討 
3）あたらしい図書館の概念の構築 
4）平面計画の検討 

8 「集まって住む、働く、循環を生み出す3」 
エスキスチェック２（コンセプト、プログラム、ダイアグラム） 

・コンセプト発表 
・プログラム発表 
・配置・平面計画発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

準備学習：1）街との関係性の再確認 
2）コンセプト、ストーリーの再確認 
3）＋αの機能の適性の確認

課題：1）平面計画の再検討 
2）断面計画の検討 
3）コンセプト模型の作成 
4）模型による空間構成の検討 

9 「集まって住む、働く、循環を生み出す4」
エスキスチェック３（平面、断面、模型） 

・平面計画発表 
・断面計画発表 
・模型による空間構成の発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

準備学習：1）平面計画の再確認 
2）断面計画の再確認 
3）コンセプト、ストーリー、プログラムと建築の計画の整合性の確認

課題：1）計画全体の再確認 
2）模型作成 

10 「集まって住む、働く、循環を生み出す5」
エスキスチェック４（全体） 

・計画とコンセプトの関連の再確認 
・平面、断面計画発表 
・模型による空間構成の発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 
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 準備学習：1）平面計画の再確認 
2）断面計画の再確認 
3）コンセプト、ストーリー、プログラムと建築の計画の整合性の確認

課題：1）中間発表に向けてプレゼン準備 
2）模型作成 

11 「集まって住む、働く、循環を生み出す6」
中間発表（2グループごとに全員発表） 

・計画全体についてラフな図面、模型にて発表する。 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

 

準備学習：1）他の人の発表から足りない部分を確認する
2）講評で出たアドバイスを反映させる 
3）不十分な作業内容を確認 

課題：1）コンセプト、ストーリーをブラッシュアップ
2）平面断面など計画自体をブラッシュアップ 

12 「集まって住む、働く、循環を生み出す7」 

エスキスチェック５（全体計画、コンセプト、プログラムの見直し） 

・中間発表での改善点の洗い出し箇所発表 
・計画の改善部分の発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

準備学習：1）完成度の確認 
2）全体を俯瞰する 

課題：1）平面、断面計画の充実 
2）コンセプトと建築の関連性の再確認 
3）最終講評会に向けての作業量の洗い出し 

13 「集まって住む、働く、循環を生み出す8」
エスキスチェック６（プレゼンテーション） 

・成果物の確認 
・計画全体の最終確認 
・プレゼンテーション方法についての発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

準備学習：1）完成度の確認 
2）全体を俯瞰する 

課題：1）プレゼンパネルのレイアウト検討 
2）最終模型の表現方法、精度などの確認 

14 「集まって住む、働く、循環を生み出す9」
プレ講評会 

・各グループ内での発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

 

準備学習：1）計画全体についての整合性の確認
2）発表の説得力の確認 
3）不足図面、模型の確認 

課題：最終成果物の作成（模型、図面） 
15 「集まって住む、働く、循環を生み出す10」

最終講評会 

・全員の作品の閲覧 
・学生同士での評価 
・セレクト作品について全体発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

授業形態 グループごとに対面式、エスキスチェック。発表は合同。模型、スケッチ、プレゼンテーションパネルによ
る。複数教員による同時指導を行う。 
アクティブラーニング：①:15 回,②:0回,③:14 回,④:14 回,⑤:0 回,⑥:0 回 

達成目標 設計について以下の項目について習得する。
1.身体的に建築空間を考える。 
2.コンセプト、ストーリーの空間化。 
3.敷地の読み取り。 
4.配置計画、平面計画、断面計画、立面計画。 
5.建築の公共性（都市空間において）。 
6.あらたな都市生活の可能性。 

評価方法・フィー 
ドバック 

プレゼンテーションパネル（ドローイング）、模型などの内容、完成度。 

評価基準 講評会における採点。秀100～96、優95～86、良85～71、可70～60、不可59以下 

教科書・参考書 別途指示 

履修条件 なし 

履修上の注意 毎回のエスキスチェックにおいて必ずスケッチ、模型など成果物を持参する事。締切日時は厳守とする。 

準備学習と課題の
内容 

課題に応じて、関連図書、建築雑誌の購読を勧める。 
設計は日常的な思考と作業の蓄積が重要である。課題進行中は継続的に作業を続け、毎週のエスキスチェック
を到達点の目安とすると良い。 
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ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:２０％,思考・判断:３０％,関心･意欲:１５％,態度:１５％,技能・表現:２０％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築計画１ A2-A13-30 

Architectural planning 1 

科目コード： 20070 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築計画は建築設計に先立つプレ・デザインとして位置づけられる。様々な建築用途のプログラムを理解し、
機能、空間構成、構法といったハード面、さらには使われ方やアクティビティといったソフト面から､建築空間
を理解し、建築設計に反映させる能力を養う。建築計画1では、特定少数が使うプライベート性の高いプログラ
ムから、徐々に不当的多数が使うパブリック性の高いプログラムに展開する。 
この科目は、建築設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 計画基礎・単位空間1 
集合と座の配置、コレ・ソレ・アレ領域、パーソナルスペース、座席配置と対人距離、人体を                                                                                                                              
規範とした比例理論、使われ方調査：場面の採集、単位空間の寸法、規模算定、面積原単位と 
原単位方式、行為と場面、茶室、仕切りの高さ、机の甲板モデュール、座席レイアウト 
・AL①は全回、AL④は発表およびレポート提出が対応する旨の説明 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

2 単位空間2 
見やすい展示の範囲、ディスプレイにおける垂直方向の区分、大規模店舗の柱スパン、調理の基
本寸法、調理室の排気・換気、調理室面積の算定、衛生機器の取付寸法、衛生器具の所要算定 
数、浴槽の寸法、洗面の寸法、駐車場、駐輪場、エレベーター、エスカレーター、高層ビルのエ
レベーター計画、エレベーターの運行方式、出入口の開閉方式 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

3 法規 
快適・健康、居室の天井の高さ、廊下幅、作業と照度、階段、階段の種類、階段手すり、弱者・ 
高齢者、スロープ、D/Hと囲み感、都市計画区域・用途地域、建坪率・容積率、高さ制限、近隣
住区、歩車共存・歩車分離 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

4 図書館１ 
図書館の体系、出納方式、部門 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

5 図書館２ 
諸室計画 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

6 独立住宅1 
住宅統計、伝統農家、町屋、配置計画、平面計画、断面計画、建築類型の変遷 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

7 独立住宅2 
建築類型の変遷、コア型、コートハウス型、分離並列型、一室型 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

8 集合住宅1 
集合住宅の変遷、住戸平面の変遷、計画要素、アクセス方式、階数と分類、断面形式、住棟間隔
とD/H、ラドバーン方式、コーポラティブ、スケルトン・インフィル（SI） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 必修（教職必修） 

担当教員 

脇坂 圭一 

    

添付ファイル 
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 ・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

9 集合住宅2 
日本の集合住宅事例、諸外国の集合住宅事例 その１ 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

10 集合住宅3 
日本の集合住宅事例、諸外国の集合住宅事例 その2 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

11 教育施設1 
学校建築の変遷、課題、種類、設置基準、在学者数の推移、配置計画、運営方式、オープンス
ペース、教室、特別教室 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

12 教育施設2 
配置計画、平面計画（ユニットプラン・ブロックプラン）、日本の学校建築 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

13 教育施設3 
英国の学校建築（インフォーマル・エデュケーション、ティーチング・クラスター）、米国の                                                                                                                              
学校建築（フレキシビリティー、オープンプラン）、民間資金調達型建設手法としてのPFI 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

14 医療施設1 
診療所と病院、系譜、医療施設の機能分化、医療体系、医療需要、病院の部門構成、プランタイ
プ、人・物の動き、規模計画 

15 医療施設2 
病棟と看護単位、待合・診療・処置室の関係、ナースステーション（NS）の配置、病室計画 

16 定期試験 

授業形態 講義、レポート 
アクティブラーニング：①:15回,②:0回,③:0回,④:4回（レポート・発表）,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 ・建築の計画・設計の基本となる事項について理解する。 
・建築設計の前提となる様々な建築プログラムを理解する。 
・独立住宅、集合住宅、学校建築、医療施設、図書館といったビルディングタイプ（用途）を対象として、そ
れらの機能、空間構成、構法といったハードの側面と、使われ方といったソフトの側面から､建築空間を理解す 
る。 

評価方法・フィー 
ドバック 

試験（80％）、レポート・発表（15％）、講義中の応答および出席（5％）を総合評価する． 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀：100～90点、優：89～80点、良：79～70点、可：69～60点、不可：59点以下 

教科書・参考書 教科書：小野田泰明『プレデザインの思想 建築計画実践の１１箇条』TOTO出版、『JIA東海住宅建築賞2021』
日本建築家協会東海支部 
参考書：日本建築学会編『コンパクト建築設計資料集成』、ウイリアム・ペーニャ、スティーブン・パーシ                                                                                                                              
ャル『プロブレム・シーキングー建築課題の発見・実践手法』彰国者、五十嵐太郎、大川信行『ビルディン 
グタ 
イプの解剖学』王国者 

履修条件 １．「近代建築史」を履修していること。 
２．「建築設計・基礎」「建築設計A1」を履修していること。 

履修上の注意 １．本講義と建築設計課題は密接に関連するので、プレ・デザインとしての建築計画と実際にカタチに落とし
込む建築設計の応答関係を意識して取り組むこと。                                                
２．日常における建築と社会の関わりを知るために、意識的に新聞や建築雑誌等の情報に触れ、建築計画的な 
視点から考察すること。 

準備学習と課題の
内容 

１．授業計画に記載されている同種の用途について、学内・学外の図書館にて、国内外の雑誌・書籍から、
プログラムおよび配置計画・平面計画・断面計画を、図面・写真から調べる（合計3.0h）。 
２．国内はもとより海外も含めた積極的な事例訪問と空間体験を推奨する. 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:30％,関心･意欲:15％,態度:15％,技能・表現:5％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
594



講義科目名称： 

英文科目名称： 

住宅設備・環境 A1-B14-30 

Residential building service equipment 

科目コード： 20970 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 住宅・建築の機能や性能はそこに組込む建築設備に大きく依存する。本講座では建築物、特に住宅に重点を置
いて、給排水衛生設備、電気設備、空調設備、等を中心に、地域気候と風土による選択設備方式、建築設備ご
との施工などについても、実施例を示しながら講義を行う。 
また、アクティブラーニング（AL）を通じて建築設備の原理を理解し、課題を解くことで問題解決能力の基

礎を養う。 
この科目は、建築環境設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 0 当講義の授業フロー（住宅設備・環境） 
当講義は、受講する学生の準備を前提に、以下のように構成する。
(１)前回授業の復習(AL①②) 

前回授業の問題を教員が問い学生が回答し、復習確認する。
(２)今回の学習項目について説明発表(AL①②) 

事前に指定された班が今回の学習項目を発表し、他の学生が質問する。
(３)学習ポイント確認(AL③) 

学生の説明発表について、教員が補足説明する。
(４)確認演習及び答え合わせ(AL①②) 

授業での学習項目の演習を行い、答え合わせをする。
(５)課題説明 

次回授業迄の課題内容及び作業担当班を確認する。
ーーー 
（課題、準備学習）授業後の今回復習、次回への予習と準備 
・班ごとに授業内容の復習を行い、相互の理解を確認する。(AL④)[2h] 
全班は、打合せ録を提出する。 

・班ごとに講義中に指定した次週授業項目の予習を共に行う。(AL⑥)[1h] 
指定された予習担当班は、発表資料を事前提出する。 
※ 次週迄の提出課題は、指定日までにi-learnに指定書式でアップすること。 

1 ガイダンス 住宅と建築設備 (AL-1,2,3,4,6) 
人の健康と環境の関係性、建築環境設備とは、設計全般の考え方 を学ぶ。 

2 給排水衛生設備 １ 基礎知識、水に関る建築設備 (AL-1,2,3,4,6) 

給排水衛生設備とは何か、給水給湯設備の構成・種類・方式等    について学ぶ。 

3 給排水衛生設備 ２ 建物の給排水設備 (AL-1,2,3,4,6) 
排水・衛生設備、ガス設備の構成・種類・方式  等について、学ぶ。 

4 給排水衛生設備 ３ 建物の衛生設備 (AL-1,2,3,4,6) 

建物の給排水設備と容量設計の基礎 等について、学ぶ。 

5 換気設備 (AL-1,2,3,4,6) 

室内空気汚染の防止、換気力学の基礎、換気計画 等について、学ぶ。 

6 空気調和設備 １ 基礎知識、 空気調和の方法と考え方、熱負荷計算 (AL-1,2,3,4,6) 
建物と熱環境、熱移動の基本プロセス、断熱と日射遮蔽、高断熱高気密やパッシブデザインの他
負荷の変動特性と可動制御、熱負荷構成要素と計算法 等について、学ぶ。 

7 空気調和設備 2 空気線図、設備設計方針 (AL-1,2,3,4,6) 
空気線図の活用法、建物用途と空調システムの適性、選定 等について、学ぶ。 

8 空気調和設備 3 熱源、配管、空調機 (AL-1,2,3,4,6) 
ヒートポンプ・吸収冷凍機・蓄熱槽、配管設計の基礎知識、空気調和機の構成要素と性能の見                                                                                                                              
方等について、学ぶ。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年後期 １ ２ 必修（教職必修） 

担当教員 

石川 春乃 

    

添付ファイル 
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 9 電気設備 1 (AL-1,2,3,4,6) 

電気設備の基礎理論、動力設備、電源引込等について、学ぶ。

10 電気設備 2 (AL-1,2,3,4,6) 

幹線計画、電気配線、コンセント配線 等について、学ぶ。 

11 電気設備 3 (AL-1,2,3,4,6) 

照明設備、照明の用語、照度基準 等について、学ぶ。

12 搬送設備 (AL-1,2,3,4,6) 

搬送設備の種類、活用分野、設備概要、搬送設備計画の基礎等について、学ぶ。 

13 防災設備 １ 防災・防犯に関る建築設備 (AL-1,2,3,4,6) 
防火設備、防犯設備の種類、用途に応じた適性 等について、学ぶ。 

14 設備の自動制御とエネルギーマネジメント (AL-1,2,3,4,6) 
建築のライフサイクルやエネルギー、建築設備の維持管理、持続可能なエネルギー制御、エネル
ギーネットワークの構築 等について、学ぶ。 

15 総括：2から14回の演習課題の復習 (AL-1,2,3,4,6) 

今までの授業において取り組んだ課題を総括し、全体復習を行う。

定期試験 

授業形態 講義および演習 
アクティブラーニング：①：15回,②：15回,③：15回,④：15回,⑤：0回,⑥：15回 

達成目標 (1) 快適で安全な居住空間を実現・維持する方法としての建築設備・防災計画の位置づけを知る。（基礎） 
(2) 建築設備・防災計画について、基本的な考え方を理解できる。（基礎） 
(3) 建築設備設計の基本となる設備の原理、設備選定方法を理解できる。（標準） 
(4) 建築設備計画について、建築設計・構造・生産・維持管理等との関係を理解できる（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

各授業出席及び発言と確認演習30％、班ワークの提出及び発表30％、定期試験40％、により評価する。 
各授業の演習は、結果をフィードバックする。 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀(1-3)：100～90、優(1-3)：89～80、良(1-2)：79～70、可(1か2)：69～60、不可：59以下 

教科書・参考書 教科書（環境分野共通）：田中俊六他「最新建築環境工学」井上書院 
※ 建築環境系の専門科目で共通して使います。 

教科書（当該授業用）：芳村 恵司, 宇野 朋子 (著, 編集), 村川 三郎 (監修)「図説建築設備」学芸出版社 

履修条件 特になし。 

履修上の注意 ・演習等課題提出について、遅延は原則認めない。 
・授業の資料提供はi-learnで行う。Web授業参加時、Teamsを利用するので、授業初回時Teamsの該当チームに 
参加しておくことが望ましい。 

準備学習と課題の
内容 

・授業計画の授業フローにある「準備学習」（1時間）と「演習課題」（1時間）、「班での復習」（1時間） 
の内容を必ず行うこと。 
・課題他提出物は、原則i-learnに設定された仕様にて、〆切までに提出すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:20％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築施工 A3-D15-30 

Building Construction 

科目コード： 20320 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ・建築施工とは、図面情報（2次元）から実際の建築物（3次元）を構築するプロセスのことであり、「ものづ
くり」を実践する重要な過程である。建築施工なくして、実際の建築物は存在し得ない。それだけに、建築施
工は建築にとってきわめて重要な要素の一つである。 
・本講義では、建築物が建設現場でどのように造られていくのか、工事の流れに基づく基礎知識や工事におけ
る留意点を把握するとともに、建設現場で工事を円滑に進めるための管理方法やそのための準備作業（段取 
り）について理解する。講義内容としては、建設の請負契約・見積・工事計画から始まり、仮設工事、土工 
事、基礎・杭工事、鉄筋コンクリート工事（型枠工事、鉄筋工事、コンクリート工事）、プレキャストコンク 
リート工事、ALC工事、鉄骨工事、設備工事、木工事、外装工事、防水工事、内装工事などの詳細について解説
する。 
・本講義は、「建築材料1」、「建築材料2」で習得した各種材料を実際の建築物ではどのように使うのか、失
敗しないためのノウハウについても理解し、その後の「建築生産1」、「建築生産2」とつなげられるようにす
る。 
・この科目は、建築施工管理分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 ガイダンス 
・講義の進め方について説明するとともに、建築施工とは何か、仮囲いの中で何が行われている
のか、資材や機材がどのように運ばれ、どのように取り付けられ、どのように建築物として構築
されるのかなど、事例を交えて紹介する（AL1）。 
【予習】講義までにシラバスを熟読し、本講義の内容、扱う工事など全体概要を把握する（1時
間）。 
【ゴール】建築施工の内訳、モノを運ぶ行為とモノを組み立てる行為についての理解 

2 請負契約、工事費見積および工事（施工）管理 
・建築施工は、一般的には施主（依頼主）との請負契約によって実行に移される、いわば受注産
業である。建築工事に要する費用を決める元となるが見積であり、これら請負契約や見積の内 
訳、さらには関連する法規・手続きについて解説する。また、工事開始前に行う必要がある工事
計画（施工計画）や工程管理について、その方法と要点についても解説する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップした講義資料を読み、請負契約、工事費見積および工事管理の全体像を
把握する（1時間）。 
【ゴール】請負契約、工事費見積、工事管理の各項目の内容、注意点についての理解 

3 仮設工事、地業および土工事 
・仮設工事、地業および土工事は、工事着工前の準備工事として、建築物が竣工した後では人の
目に触れることがなく、その内容がわかりにくい。測量、仮囲い・工事車両用ゲート・現場事                                                                                                                              
務所・作業員用詰所の設置、各種建設作業に直接関わる足場・クレーンなどの仮設工事、さら 
には建築物を構築するための地業・土工事（土砂の掘削、土留め・山留めなど）についても 
解説する。講義を通じて、これらの準備作業の位置づけと方法について理解する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップした講義資料を読み、仮設工事、地業および土工事の全体像を把握する 
（1時間）。 
【ゴール】仮設工事、地業および土工事の各項目の内容、注意点についての把握、工事における
段取りの重要性の理解 

4 基礎工事および杭工事 
・建築物を構築するうえで不可欠な基礎工事と杭工事に関して、これらを構築するための様々な
工法（べた基礎、布基礎、鋼杭、場所打ちコンクリート杭など）を特徴、適用条件および留意点
について解説する。講義を通じて、基礎工事と杭工事の進め方と注意点について把握する 
（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップした講義資料を読み、基礎工事と杭工事の全体像を把握する（1時
間）。 
【ゴール】基礎工事と杭工事の各項目の内容、注意点についての把握、地盤の中での工事である
という特徴の理解 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 必修（教職選択） 

担当教員 

太田 達見 

    

添付ファイル 
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 5 鉄筋コンクリート工事１ 
・建築物には鉄筋コンクリートは必ず存在するため、鉄筋コンクリート工事は必須の項目であ 
る。ここでは、鉄筋コンクリート躯体工事のうち型枠工事と鉄筋工事を取り上げ、それぞれの構
成要素、役割、工事の進め方、管理のポイントについて解説する。講義を通じて、型枠工事と鉄
筋工事の要点を把握する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップした講義資料を読み、型枠工事と鉄筋工事の全体像を把握する（1時
間）。 
【ゴール】型枠工事と鉄筋工事の各項目の内容、注意点についての把握、耐震性能の強化による
過密配筋の実態と複雑化する躯体工事についての理解 

6 鉄筋コンクリート工事２ 
・建築施工における最も重要な工程であるコンクリート工事に関して、その準備作業とも言える
生コンクリートの発注、コンクリートの打込み、締固め、仕上げ、養生、脱型といった一連の作
業の流れについて解説する。講義を通じて、コンクリート工事の進め方と留意点について理解す
る（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップした講義資料を読み、コンクリート工事で最も重要な部分について把握
する（1時間）。 
【ゴール】コンクリート工事の各項目の内容、注意点についての把握、躯体工事において不具合
発生が起きやすい打込み・締固め工事についての理解 

7 鉄筋コンクリート工事３ 
・型枠内に打ち込むコンクリートは工場から運ばれてきた後、現場で受入れ検査（試験）を行っ
て、合格となったら打ち込むことになっている。講義では、受入れ検査の方法と合否判定基準、
強度管理の方法について解説する。また、コンクリート打ちは様々な気象条件下で行われるた 
め、それを踏まえた施工管理方法についても解説するので、一般的な施工環境下でのコンクリー
ト工事の管理方法を習得する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップした講義資料を読み、生コンクリートの施工管理・品質管理の方法につ
いて把握する（1時間）。 
【ゴール】コンクリート工事のうち施工管理と品質管理についての理解と材料実験で習得したノ
ウハウの活用 

8 プレキャストコンクリート工事およびＡＬＣパネル工事 
・建築施工において工期短縮や省資源化を図るためプレキャストコンクリート（PCa）が採用され
ることが増えてきた。このPCa工法の開発の経緯・変遷、PCa部材の製作方法、PCa部材の施工方法 
（組立て方）について解説する。また、発泡軽量コンクリート（ALC）パネルは外装や内装に用い
られるが、その取付け方法はPCa部材と類似した方法が採られることから、講義ではALCパネルの
施工法とその留意点について解説するので、両工事の進め方について理解する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップした講義資料を読み、プレキャストコンクリートとALCの施工管理・品
質管理の方法について把握する（1時間）。 
【ゴール】プレキャストコンクリート工事とALC工事の施工管理と品質管理、各種プレキャストコ
ンクリート工法の特徴についての理解 

9 鉄骨工事 
・鉄骨造建築物を構築するには鉄骨工事は不可欠である。鉄骨は現場で製作するのではなく工場
で予め製作した部材を現場まで運び、それを組み立てるが、ここでは鉄骨部材の製作、組立て前
の準備作業、現場への鉄骨の搬入、鉄骨建方、接合（ボルト接合、溶接など）、ゆがみ直し、品
質管理などについて解説する。講義を通じて、鉄骨工事の進め方について理解する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップした講義資料を読み、鉄骨工事の全体概要について把握する（1時
間）。 
【ゴール】鉄骨工事の施工管理と品質管理上の要点、接合方法の種類と特徴についての理解 

10 耐火被覆工事および設備工事 
・鉄骨は火災時に高温になると降伏点が大きく低下するため、こうしたことを防ぐため耐火被覆
を鉄骨に施し、火災が起きても鉄骨の温度が高くならないようにしている。耐火被覆はその材料
を吹付工事で取り付けることが多いため、その施工法について解説する。また、近年では耐火被
覆の吹付工事に代わるシート状耐火被覆を取り付ける工事も増えており、ここではそれについて
も触れる。加えて、一連の躯体工事がほぼ終わったタイミングで各種設備を取り付ける工事も始
まるので、設備工事（空調・電気・給排水）についても概要を紹介する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップした講義資料を読み、耐火被覆工事と設備工事の全体概要と各種工事と
設備工事との関連について把握する（1時間）。 
【ゴール】耐火被覆工事と設備工事の施工管理と品質管理上の要点についての理解 

11 木工事 
・住宅を中心とした木造建築物の施工方法に関して、主に在来軸組工法と枠組み壁工法を取り上
げ、それぞれの施工法の特徴、注意点、準備作業（段取り）などについて解説する。また、最近
採用が増えつつある集成材やCLTによる大型木造建築物の施工方法についても触れる。講義を通じ
て、木造建築物の施工法の概要を把握する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップした講義資料を読み、木工事の全体概要と各種継手の仕様と特徴につい
て把握する（1時間）。 
【課題】住宅を中心とした木工事の施工管理と品質管理上の要点についての理解 

12 外装工事 
・建築物の外観（ファサード）を形成する主な外装材として、カーテンウォール、ガラス、サッ
シュ（建具）、石張りを取り上げ、それら施工法の概要について解説する。講義を通じて、外装
材取付け時の要点と注意点について把握する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップした講義資料を読み、外装工事の全体概要について把握する（1時
間）。 
【ゴール】外装工事の施工管理と品質管理上の要点などについての理解 

13 防水工事 
・建築物の竣工後に最も多いクレームに漏水があげられる。漏水を防ぐのに不可欠な防水工事に
は様々な工法があるが、それぞれの工法ついて、その要点と注意点を解説する。とりわけ、建築
物の防水工事で多用されるアスファルト防水工事、シート防水工事、塗膜防水工事、シーリング
工事について説明するので、これら施工方法について理解する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップした講義資料を読み、外装工事の全体概要について把握する（1時
間）。 
【ゴール】メンブレン防水、シート防水工事およびシーリング工事の施工管理と品質管理上の要
点についての理解 

14 内装工事 
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 ・建築物の内装工事は、その使用材料の特性から風雨が入らないよう外装工事や防水工事が終 
わってから着手する。内装工事は多岐にわたるため、ここでは内装部位である壁、天井および床
の工事全般（ボード、クロス、タイル、塗装、左官）について解説するので、その要点を把握す
る。 
【予習】i-Learnにアップした講義資料を読み、雨の作用がなくなってからの実施となる内装工事
の全体概要について把握する（1時間）。 
【ゴール】各種の材料を用いる内装工事の施工管理と品質管理上の要点についての理解 

15 建築物における不具合・劣化調査および補修工事 
・建築施工においてミスをした場合に生じる不具合とその影響について事例を交えて紹介する。
不具合を放置した場合にどのような事態を招くのか、またそれが今後どのように進むのか、どの
ように対処したらよいか解説するので、不具合が及ぼす影響評価やその補修方法について把握す
る（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップした講義資料を読み、不具合発生メカニズムや進展予測、不具合の補修
方法について把握する（1時間）。 
【ゴール】建築物に施工時不具合を発生させないための品質管理および施工管理の要点について
の理解、不具合や劣化に対する調査方法の要点の把握（AL1） 

16 期末試験 
・各回の講義内容に関する期末試験を行う。試験では、主に各工事がどのように行われ、どのよ 
うな点に注意しなければならないかについて問う。 

授業形態 ・建築施工に関する資料（パワーポイント）を用いた講義形式で説明する。 
・アクティブラーニング：AL1:15回、AL2:0回、AL3:0回、AL4:0回、AL5:0回、AL6:0回 

達成目標 ・本講義における達成目標は、以下のとおりである。なお、これらの目標を達成することで一級建築士受験の
ための基礎力を養うことが可能となる。                                                           
1）一般的な建築物で行われている施工の進め方の概要の把握（基礎） 
2）工事を進めるための基本事項、留意点、不具合、安全面への配慮など施工管理の概要の把握（基礎） 
3）建築物においても不可欠な躯体工事（鉄筋工事、コンクリート工事、鉄骨工事）の細目に関する理解（基
礎） 
4）工事における失敗が招く事態（不具合、欠陥）とそれが及ぼす影響に関する理解（応用） 
5）各種工事における段取り（準備作業）の概要に関する思考力（応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

・上記達成目標に到達できたか否かを判定するため、レポートと期末試験で評価する。配分はレポート20％、
期末試験80％とし、その合計点で評価する。 
・レポートの結果については講義内で解説し、各自至らなかった点について理解を深める。 

評価基準 ・レポートと期末試験の合計点が60点以上の者に単位を与える。 
・秀：100～90【目標1～5】、優：89～80【目標1～4】、良：79～70【目標1～3】、可：69～60【目標1～3】、 
不可：59以下 

教科書・参考書 ・教科書は特に指定しない。 
・参考書として次の書籍を推薦する。 
1） 日本建設業連合会編 施工がわかるイラスト建築生産入門、彰国社 
2） 江口清監修 現場技術者が教える「施工」の本 ＜躯体編＞、建築技術 
3） 野平修他監修 現場技術者が教える「施工」の本 ＜仕上編＞、建築技術 

履修条件 ・「建築材料1」、「建築材料2」、「材料実験」を履修していることが望ましい。 

履修上の注意 ・建築施工に関連した記事や情報は、新聞やインターネットなどからできる限り収集し、よりよい建築物を構
築するためのヒントを得ておくとよい。 
・建築物がどのようにして建てられるのか、2年次に学んだ「建築材料」がどのように使われているのかについ 
て、興味、関心を持って臨むこと。 

準備学習と課題の
内容 

・初回までにシラバスを熟読し、各回の講義内容、講義の進め方などを理解しておくこと。 
・i-Learnにアップする講義用資料にて、各回予習を1時間程度、復習を2時間程度を行うことで、各回に定めた 
ゴールをクリアする。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

・知識・理解:40％、思考・判断:20％、関心･意欲:20％、態度:10％、技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

セミナー１ A6-S16-30 

Seminar1 

科目コード： 20170 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 この科目は、この後に続くセミナー２、セミナー３の導入となる科目で、学生は、研究室に配属された後、教
員全員が少人数クラスを担当して、各研究専門分野に則した指導を行う。建築設計、建築構造、建築環境・設
備の各分野の担当教員それぞれの分野に応じて随時いろいろな演習方法がとられる。教員を含めた構成員の中 
で討議を行い思考を深める。 

授業計画  

各研究室の指導教員がそれぞれの方法で実施する。 

授業形態 スケジュールについては指導教員と各人の相談のもとに決める。 
アクティブラーニング：①:13回,②:5回,③:5回,④:5回,⑤:5回,⑥:3回 

達成目標 ａ．演習の内容を理解し、プレゼンテーションできる。 
ｂ．他者の発表に対して質問するなどグループ内で演習の内容を討論できる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

演習の成果50％、取組む姿勢30％、プレゼンテーション20％の割合で総合評価する。 

評価基準 成績は「合格」または「不合格」とし、総合点が100点満点で50点以上の者に単位を与える。 

教科書・参考書 各専門分野の文献ならびに指導教員が配布する資料 

履修条件 特になし 

履修上の注意 各研究室の指導教員の指示による。 

準備学習と課題の 
内容 

演習の内容についてあらかじめ確認し、概要を把握しておくこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ １ 必修 

担当教員 

建築学科全教員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

セミナー２ A6-S17-90 

Seminar2 

科目コード： 20180 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 研究室に配属された学生を対象に、教員全員が少人数クラスを担当して、各研究専門分野に則した指導を行 
う。担当教員それぞれの分野に応じて随時いろいろな演習方法がとられる。住居論、建築計画、造形論、構造
計画論、設備計画論などの各分野での基本理論の論理的考察を行う。論文講読や作品評価も行う。教員を含め 
た構成員の中で討議を行い思考を深める。 

授業計画  

各研究室の指導教員がそれぞれの方法で実施する。 

授業形態 スケジュールについては指導教員と各人の相談のもとに決める。 
アクティブラーニング：①:13回,②:5回,③:5回,④:5回,⑤:5回,⑥:3回 

達成目標 ａ．演習の内容を理解し、プレゼンテーションできる。 
ｂ．他者の発表に対して質問するなどグループ内で演習の内容を討論できる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

演習の成果50％、取組む姿勢30％、プレゼンテーション20％の割合で総合評価する。 

評価基準 成績は「合格」または「不合格」とし、総合点が100点満点で50点以上の者に単位を与える。 

教科書・参考書 各専門分野の文献ならびに指導教員が配布する資料 

履修条件 特になし 

履修上の注意 各研究室の指導教員の指示による。 

準備学習と課題の 
内容 

演習の内容についてあらかじめ確認し、概要を把握しておくこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

４年前期 ４ １ 必修 

担当教員 

建築学科全教員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

卒業研究１ A6-S18-90 

Graduation Thesis Work 1 

科目コード： 20190 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築・都市が抱える社会的課題を総合的に把握・解析する能力、他者と幅広く議論を交わしながら意思決定                                                                                                                              
していく能力、建築図書の読解や説明する能力を養う。自らの研究テーマを設定し、その遂行を通じて、建 
築・都市に関する新たな知見を提示し、建築・都市の質的な向上を図る。研究の内容や研究方法について
は 、指導 
教員の指導のもと、自ら資料の収集、調査、実験、解析を行う｡ 

授業計画  

各研究室の指導教員がそれぞれの方法で実施する。 

授業形態 日常的には、個別またはグループによるゼミを通じて、調査等の報告を行い、その結果をもとに助言・指導を
行う。 
アクティブラーニング：④，⑤，⑥に該当 

達成目標 ａ．研究や演習の内容を理解し、プレゼンテーションできる。 
ｂ．他者の発表に対して質問するなどグループ内で研究や演習の内容を討論できる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

梗概および論文（本論）のテーマ設定、研究結果、考察等の内容70％、プレゼンテーションにおける発表およ 
び質疑応答20％、取組む姿勢10％の割合で総合評価する。 

評価基準 評価シートを元にしたすべての教員による評価を反映して、「合格」または「不合格」として、総合点が100点 
満点で60点以上の者に単位を与える。 

教科書・参考書 各自のテーマに従った既往研究および参考文献、または適宜、指導教員が配布する資料を参照する。 

履修条件 特になし 

履修上の注意 各研究室の指導教員の指示による。 

準備学習と課題の 
内容 

テーマに従って既往研究、参考文献を読み進めること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

４年前期 ４ ２ 必修 

担当教員 

建築学科全教員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

セミナー３ A6-S19-90 

Seminar3 

科目コード： 20200 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 研究室に配属された学生を対象に、教員全員が少人数クラスを担当して、各研究専門分野に則した指導を行 
う。担当教員それぞれの分野に応じて随時いろいろな演習方法がとられる。住居論、建築計画、造形論、構造
計画論、設備計画論などの各分野での基本理論の論理的考察を行う。論文講読や作品評価も行う。教員を含め 
た構成員の中で討議を行い思考を深める。 

授業計画  

各研究室の指導教員がそれぞれの方法で実施する。 

授業形態 スケジュールについては指導教員と各人の相談のもとに決める。 
アクティブラーニング：①:13回,②:5回,③:5回,④:5回,⑤:5回,⑥:3回 

達成目標 ａ．演習の内容を理解し、プレゼンテーションできる。 
ｂ．他者の発表に対して質問するなどグループ内で研究や演習の内容を討論できる。 

評価方法・フィー
ドバック 

研究・演習の成果50％、取組む姿勢30％、プレゼンテーション20％の割合で総合評価する。 
原則として、課題等のフィードバックは次回以降の授業内やWEB等を通じて行うが、具体的な方法・タイミング 
などは指導教員より都度伝える 

評価基準 成績は「合格」または「不合格」とし、総合点が100点満点で50点以上の者に単位を与える。 

教科書・参考書 各専門分野の文献ならびに指導教員が配布する資料 

履修条件 特になし 

履修上の注意 各研究室の指導教員の指示による。 

準備学習と課題の 
内容 

演習の内容についてあらかじめ確認し、概要を把握しておくこと。毎回の予習復習時間は平均して1.5時間程度 
だが、開講スケジュールなどによって異なることから、必要に応じて指導教員より都度伝える 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

４年後期 ４ １ 必修 

担当教員 

建築学科全教員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

卒業研究２ A6-BCD20-90 

Graduation Thesis Work 2 

科目コード： 20210 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 学生の選択した主題について、卒業研究１に続いて開講されるもので、実際の卒業論文執筆を行い、卒業論文
としての提出、卒業論文発表会における発表や質疑応答を通じて、未知の問題を調査・解決する手法について
学び、論文作成を主とした建築学の専門分野に関する研究を行う。卒業研究について最終報告を行い内部の教 
員や学生などと討議を行う。 

授業計画  

各研究室の指導教員がそれぞれの方法で実施する。 

授業形態 スケジュールについては指導教員と各人の相談のもとに決める。 
アクティブラーニング：④，⑤，⑥に該当 

達成目標 ａ．テーマに関して自主的な勉学ができ、それまでに修得した専門知識を活用することができる。    
ｂ．テーマに取り組む過程で生じた問題を自主的に解決することができる。                        
ｃ．テーマの成果を表現し、テーマの目的、方法、考察、結論などについて論文としてまとめることができ
る。 
ｄ．まとめた結果を限られた時間内にプレゼンテーションにより他者に伝え、質疑にも答えることができる。 

評価方法・フィー
ドバック 

研究の活動70％、本審査30%割合で総合評価する。日常の活動の評価は指導教員が行い、その中には論文の作成
も含むものとする。本審査では、研究発表と卒業論文について審査する。 
●フィードバックについて 
【作成段階】卒業研究の進捗状況に応じて、随時フィードバックを行う。 
【卒業研究発表会時】質疑応答の時間に必要に応じてコメントする」 
【卒研提出後】WEBポータル「ディプロマサプリメント」上で、ディプロマポリシーの達成状況をレーダー 
チャートにして表示する 

評価基準 成績は「合格」または「不合格」とし、総合点が100点満点で50点以上の者に単位を与える。 

教科書・参考書 各専門分野の文献ならびに指導教員が配布する資料 

履修条件 特になし 

履修上の注意 各研究室の指導教員の指示による。 

準備学習と課題の 
内容 

研究の内容についてあらかじめ確認し、概要を把握しておくこと。準備学修時間は「セミナー3」参照 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:20％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

４年後期 ４ ２ 選択必修 

担当教員 

建築学科全教員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

卒業設計 A6-A21-90 

Graduation design 

科目コード： 20220 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 単体建築、複合的建築の設計、あるいは都市・地域スケールの計画など、社会的な背景を踏まえて、自ら設計
テーマを設定し、プログラムの策定、規模の算定を行った上で、基本計画・設計として設計図書の作成、模型
作成、プレゼンテーションパネルの作成を行う。エスキスを通じて、コミュニケーション能力、設計技術を習 
得するとともに、テーマ発表会、中間発表会、最終審査会（学内、学外）でプレゼンテーションを行う。 

授業計画  

各研究室の指導教員がそれぞれの方法で実施する。 

授業形態 研究室毎に個別またはグループでエスキスを行う。 
テーマ発表会、中間発表会、最終審査会への出席は必須となる。 
アクティブラーニング：④，⑤，⑥に該当 

達成目標 ａ．テーマに関して自主的に勉学ができ、それまでに修得した専門知識を活用することができる。
ｂ．テーマに取り組む過程で生じた問題を自主的に解決することができる。                
ｃ．テーマの成果を表現し、テーマの目的、考察などについてまとめることができる。 
ｄ．成果を限られた時間内にプレゼンテーションにより他者に伝え、質疑にも答えることができる。 

評価方法・フィー
ドバック 

テーマ発表会、中間発表会、最終審査会におけるプレゼンテーションパネル、模型、およびプレゼンテーショ
ンにおける発表や質疑応答を総合的に評価する。日常のエスキスは指導教員が行い、その中には図面や模型の
作成も含む。 
●フィードバックについて 
【作成段階】卒業設計の進捗状況に応じて、随時フィードバックを行う。 
【卒業研究発表会時】質疑応答の時間に必要に応じてコメントする」 
【卒研提出後】WEBポータル「ディプロマサプリメント」上で、ディプロマポリシーの達成状況をレーダー 
チャートにして表示する 

評価基準 評価シートに従ってすべての教員の評価を踏まえたうえで、「合格」または「不合格」を判定し、総合点が100 
点満点で60点以上の者に単位を与える。 

教科書・参考書 国内外の建築雑誌、文献のほか適宜、指導教員が提示する資料を参照する。 

履修条件 「建築設計B2」を履修していること。 

履修上の注意 各研究室の指導教員の指示による。 

準備学習と課題の
内容 

各自が定めたテーマに従って、関連事例の調査、資料収集を行い、リサーチシートとして整理する。その後、
設計案としてスケッチやスタディ図面を起こしながら、それらをデベロップしていく。準備学修時間は「セミ 
ナー3」参照 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:10％,思考・判断:10％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:60％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

４年後期 ４ ２ 選択必修 

担当教員 

脇坂圭一・佐藤健司・長尾亜子・田井幹夫ほか 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

材料実験 A3-D22-30 

Structural Material Test 

科目コード： 20290 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ・本講義は、建築物にとって最も基本的な材料であるコンクリート、鋼材および木材を対象とした実験演習を
行うものである。実験を通じて、各材料の物理的性質を体感するとともに、実験の原理、方法および留意点、
各種試験機器の操作法、ならびに実験データの処理方法を習熟する。加えて、非破壊検査法によるコンクリー
トの圧縮強度推定と鉄筋コンクリート部材内部の鉄筋探査を行い、非破壊検査法に関する知識と技量を習得す
る。 
・これら一連の実験を通じて、「建築材料１」で習得したコンクリート、鋼材および木材の諸特性に関する理
解を深め、実験の計画立案や実施が一人でもできるようになることを目指す。また、材料実験で得た知識や技
量を3年次以降の科目である「建築施工」、「建築生産」、および「卒業研究」に活用できるようにするととも
に、実験データが持つ意味、重要性および信憑性について考える機会とする。 
キーワード：建築材料、コンクリート、骨材、鋼材、木材、非破壊検査 

・この科目は、建築材料分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 ガイダンス、レポート作成方法、コンクリートの調合設計 
・講義のスケジュール、実施内容および進め方、材料実験で得られた結果（実験データ）のまと
め方とレポート作成方法について説明する。本講義ではグループ分けして実験を進めるため、グ
ループごとにリーダー、サブリーダーを決める。 
・コンクリートの調合設計の計算手順について説明する。グループごとに異なる調合設計課題を
出すので、説明した計算手順に従ってまず各自で解答を作成し、翌週までに解答を完成させる 
（AL1、AL4、AL6）。 
【予習】講義までにシラバスを熟読し、材料実験の全体概要を把握する。教科書p.73～84を読
み、調合設計の進め方について、その概要を理解する（1.5時間）。 
【ゴール】コンクリートの調合設計の流れと手順の把握 

2 コンクリートの調合設計 
・前週に出したコンクリートの調合設計課題に対する各自の解答をグループ内で議論し、その結
果をまとめ、調合設計の計算過程と結果についてグループごとに発表する。各グループの調合に
ついて、その相違点、設定した圧縮強度と水セメント比の関係などを理解する。ここで各グルー
プが決めた計画調合に基づき、コンクリートの試験練りを行い、フレッシュコンクリートの性状
等を確認する（AL1、AL6）。 
【予習】前週に出した調合設計課題を各自でまとめる（1.5時間）。 
【ゴール】圧縮強度が異なるコンクリートの計画調合の相違点の把握、調合計算過程の理解 
【レポート提出】各グループの調合計算過程と計算結果 

3 骨材試験１ 
・コンクリートの計画調合で用いた細骨材と粗骨材について、グループごとに、当該JISに従った
ふるい分け試験を行い、粒度分布曲線と粗粒率を求める。本実験では、JISによるふるい分け試験
の原理と進め方を理解するとともに、得られた結果が所定の範囲内に入っているかを確認し、骨
材の品質状態を把握する。実験結果は、グループでまとめ提出する（AL1、AL6）。 
【予習】教科書p.56～61を読み、骨材のふるい分け試験における測定項目、試験の手順、使用器
具について理解する（1.5時間）。 
【ゴール】粗骨材・細骨材のふるい分け試験の進め方、試験結果のまとめ方の把握 
【レポート提出】各グループの骨材のふるい分け試験結果 

4 骨材試験２ 
・骨材試験1と同じ骨材を対象として、実積率、密度、吸水率および単位容積質量をそれぞれJIS 
に従った試験方法で求める。本実験でも、JISによる試験方法の原理と進め方について理解すると
ともに、試験で得られた結果とコンクリートの計画調合で用いた値を比較し、異なっていた場合
は計画調合を修正する。得られた試験結果は、グループでまとめ提出する（AL1、AL6）。 
【予習】教科書p.61～72を読み、骨材の実積率、密度、吸水率および単位容積質量における測定
項目、測定方法、結果のまとめ方について把握する（1.5時間）。 
【ゴール】粗骨材・細骨材の実積率、密度、吸水率および単位容積質量の各試験の進め方、試験 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択必修 

担当教員 

太田 達見・崔 琥 

    

添付ファイル 
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 結果のまとめ方の把握 
【レポート提出】粗骨材・細骨材の実積率、密度、吸水率および単位容積質量の各試験結果 

5 コンクリートの試験練り１ 
・各グループがまとめた計画調合のうち、代表する調合によるコンクリートの試験練りとフレッ
シュコンクリート試験の進め方について、その手順を含めたデモを行い、試験練り（材料の計 
量、ミキサーへの投入、練混ぜ）とフレッシュコンクリートの試験の進め方を体得する。フレッ
シュコンクリート試験では、スランプ試験と空気量試験を行うが、各グループの代表者が試験を
体験し、その方法を習得する。また、練り混ぜたコンクリートの材料分離状態を再現するので、
材料分離とはどのような状態かを理解する。加えて、試験練り時の安全上の注意点を説明するの
で、コンクリートの試験練りの際にけがなどしないようにする（AL1、AL6）。 
【予習】教科書p.86～96を読み、フレッシュコンクリートに対する試験方法の概要を把握する 
（1.5時間）。 
【ゴール】試験練りの進め方、練混ぜ時の注意事項、フレッシュコンクリートの試験方法の把握 

6 コンクリートの試験練り２ 
・各グループの計画調合に基づくコンクリートの試験練りとフレッシュコンクリートの試験を行
う。セメント、骨材、練混ぜ水はグループごとに所要量を計量した後、ミキサーに投入し、練混
ぜを行う。練り上がったコンクリートに対して試験を行い、合否判定するが、試験の進め方や合
否判定基準等について理解する。試験で合格したコンクリートは、JISの方法に従って各自1本の
供試体を採取する（採取した供試体は4週目に強度試験を行う）。供試体の成形に不備がないよう
グループの各自が注意する。フレッシュコンクリートの試験結果は、グループでまとめ提出する 
（AL1、AL6）。 
【予習】教科書p.86～99を読み、フレッシュコンクリートに対する試験方法および供試体の作製
方法を把握する（1.5時間） 
【ゴール】練混ぜ時の注意点、フレッシュコンクリートの試験方法および合否判定の理解、およ
び結果のまとめ方の把握 
【レポート提出】各グループのコンクリート練混ぜ時の各材料の計量値、フレッシュコンクリー
ト試験結果 

7 コンクリートの試験練り３ 
・試験練りで採取したコンクリート供試体に対するキャッピングを行うとともに、脱型、研磨、
寸法測定といった強度試験に向けた準備方法（供試体の端面精度の重要性等）を習得する。供試
体の寸法測定では、ノギスの扱い方についても習熟し、鉄筋の引張試験の際に使いこなせるよう
にする。また、キャッピング以外の方法として、供試体の端面研磨についても、その方法などを
理解する（AL1、AL6）。 
【予習】教科書p.99～105を読み、コンクリート供試体の圧縮強度試験までの必要事項を理解する 
（1.5時間）。 
【ゴール】強度試験用供試体に必要な寸法精度とそれを実現するための方法、手順の把握 

8 コンクリート製造工場見学 
・実験棟内での試験練りの手順や方法を把握したことを受け、レディーミクストコンクリート工
場（生コン工場）で行うコンクリートの製造状況と品質管理の状況を見学し、材料管理、コンク
リートの製造、品質管理などの実務と比較し、その相違点について理解する（AL1）。 
【予習】工場見学前に配付する資料を読み、工場の概要について理解する（1.5時間）。 
【ゴール】コンクリート工場における製造、品質管理、各種試験の進め方の理解 
【レポート提出】実験棟におけるコンクリートの練混ぜと工場におけるコンクリート製造との相
違について、気づいた点などを各自がまとめて提出する。 

9 鉄筋の引張試験１ 
・鉄筋の基本的な特性である降伏点、引張強さ、ヤング係数および伸び率の測定方法を、引張試
験を通じて把握する。ヤング係数の測定では鉄筋にひずみゲージを貼付するが、その方法を専門
家に指導してもらう。また、JISに基づく鉄筋の引張試験の原理と方法を理解し、鉄筋の機械的特
性が把握できるようにする。伸び率については、鉄筋の標点打ちと標点距離の測定の方法を理解
する（AL1、AL6）。 
【予習】教科書p.142～151を読み、鉄筋の引張試験における測定項目、測定方法、使用機器、結
果のまとめ方について理解する（1.5時間）。 
【ゴール】鉄筋の引張試験方法、鉄筋のひずみ計測方法の原理とその理解 

10 硬化コンクリートの強度試験 
・コンクリートの計画調合に基づく試験練りで採取した供試体の4週強度をJISの方法に従って求
める。試験は、圧縮強度、ヤング係数および割裂引張強度を求めるが、各々のJISによる方法を理
解したうえで行う。供試体は寸法測定を行い、質量を測定した後、アムスラー試験機にて圧縮強
度を各自が採取した供試体すべてについて求める。各グループで代表する供試体に対して、コン
プレッソメータによるひずみ計測を行い、ヤング係数を算出する。また、割裂引張強度を測定 
し、圧縮強度と引張強度との比がどの程度かを把握する。これらの結果は、グループでまとめ提
出する（AL1、AL6）。 
【予習】教科書p.97～111を読み、圧縮強度試験と割裂引張強度試験の進め方、測定項目、測定方
法、結果のまとめ方について理解する（1.5時間）。 
【ゴール】強度試験方法の進め方、強度試験結果のまとめ方、強度試験結果のもつ意義と活用方
法の理解 
【レポート提出】各グループの硬化コンクリートの強度試験結果 

11 鉄筋の引張試験２ 
・ひずみゲージを貼付した鉄筋試験片鉄筋試験片に対し、JISの方法に従った引張試験を行い、ヤ
ング係数を求める。この引張試験では、降伏点、引張強さおよびヤング係数の求め方を理解した
うえで、これらを試験結果から算出する（AL1、AL6）。 
【予習】教科書p.142～151を読み、鉄筋の引張試験における測定項目、測定方法、使用機器、結
果のまとめ方について理解する（1.5時間）。 
【ゴール】鉄筋のひずみ特性と機械的性質の理解、ひずみ計測結果のまとめ方の把握 

12 鉄筋の引張試験３ 
・ポンチによる標点を打った鉄筋試験片に対し、JISの方法に従った引張試験を行い、伸び率を求
める。標点距離の変化量に基づく伸び率の測定方法と鉄筋の種類ごとの伸び率の相違を理解す 
る。これらの結果をグループでまとめ提出する。これら合計3回の鉄筋の引張試験を通じて、鉄筋
の機械的特性の求め方と鉄筋の種類ごとの機械的特性の理解を深める（AL1、AL6）。 
【予習】教科書p.142～151を読み、鉄筋の引張試験における測定項目、測定方法、使用機器、結
果のまとめ方について理解する（1.5時間）。 
【ゴール】鉄筋の伸び率の意味、測定方法と測定結果の理解 
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 【レポート提出】各グループの鉄筋引張試験結果（降伏点、引張強さ、ヤング係数、伸び率） 
13 木材の強度試験 

・各種木材について、JISに従った方法で圧縮強度試験を行い、ヤング係数、応力・ひずみ関
係                                                                                     
                                                                                     、
圧縮強度を求める。試験を行う木材は、静岡県産のヒノキ、スギなどに加え外国産材とし、これ
らの樹種ごとの試験結果を比較することで、木材の特性について理解を深める。試験結果をグ 
ループでまとめ提出する（AL1、AL6）。 
【予習】教科書p.162～170を読み、木材の圧縮強度試験における測定項目、測定方法、使用機
器、結果のまとめ方について理解する（1.5時間）。 
【ゴール】木材の圧縮強度試験方法、測定項目、測定結果および縦圧縮強度と横圧縮強度の相違
の理解 
【レポート提出】各グループの木材強度試験結果（圧縮強度、応力・ひずみ関係、ヤング係数） 

14 非破壊検査法によるコンクリートの圧縮強度推定 
・鉄筋コンクリート構造物に適用される各種非破壊検査法の原理、方法、推定精度、適用範囲な
どを説明し、その概要を理解する。また、コンクリート試験体または部材を用いて、反発度法に
よる圧縮強度の推定をJISの方法に従って行う。これによって、反発度法による強度推定機器の操
作法と結果のまとめ方を習得する。強度推定結果をグループでまとめ提出する（AL1、AL6）。 
【予習】教科書p.112～116および配付資料を読み、コンクリートの圧縮強度推定法について理解
する（1.5時間）。 
【ゴール】反発度法の原理、試験方法、適用範囲、推定精度、強度推定の進め方、使用機器の把
握 
【レポート提出】各グループの反発度法による圧縮強度の推定結果（反発度、強度推定値） 

15 非破壊検査法による部材内部の鉄筋探査 
・電磁誘導法による機器を用いて鉄筋コンクリート部材内の鉄筋探査を行う。測定原理や探査方
法を説明し、内容を把握したうえで、グループごとに鉄筋探査を行い、その結果をグループでま
とめる。これによって、電磁誘導法による鉄筋探査機の操作法を習得する。鉄筋探査の結果をグ
ループでまとめ提出する（AL1、AL6）。 
【予習】教科書p.118～121および配付資料を読み、部材内部の鉄筋探査法について理解する（1.5 
時間）。 
【ゴール】電磁誘導法の原理、試験方法、適用範囲、推定精度、使用機器の把握 
【レポート提出】各グループの電磁誘導法による鉄筋探査結果（かぶり厚さ、鉄筋位置） 

授業形態 ・講義と実験（実習）：講義では、実験を行う前の理論、項目、方法、結果のまとめ方についてPPTなどの配付
資料にて説明する。実験（実習）では、実験棟にて配付した資料に基づき、各材料について測定・計測を行 
う。 
・アクティブラーニング：AL1:15回、AL2:0回、AL3:0回、AL4:1回、AL5:0回、AL6:15回 

達成目標 ・本講義における達成目標は、以下のとおりである。                                          
1）各種構造材料の基本的な性質・性状を理解したうえで、実験の計画立案と実施ができること（基礎） 
2）構造材料を対象とした各種実験の原理と方法、および測定項目についての理解（基礎） 
3）実験および現場見学を通して、安全に対する意識の養成（基礎） 
4）実験結果および調査結果の整理方法・まとめ方に関する理解（基礎） 
5）実験結果および調査結果に関して的確に報告する能力（応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

・レポート（65％）、実験実施時の態度・取組み姿勢（25％）、出席（10％）の総合成績で評価する。 
・レポートは、各実験実施時にその内容（提出項目と結果）を提示するので、次回までに結果をまとめて提出 
する。レポートの内容については次回実験時に講評する。 

評価基準 ・レポートの内容、実験実施時の態度・取組み姿勢および出席点の合計点が60点以上の者に単位を与える
（                                                                                                
                                                                                                期
末試験は実施しない）。 
・秀：100～90【目標1～5】、優：89～80【目標1～4】、良：79～70【目標1～4】、可：69～60【目標1～3】、 
不可：59以下 

教科書・参考書 ・教科書として次の書籍を指定する。            
1）谷川恭雄ほか「やさしい構造材料実験」、森北出版 
・参考書として次の書籍を推薦する。 
2）日本建築学会「建築材料実験用教材」、丸善 

履修条件 ・原則として、「建築材料1」が履修済みであること。 
・実験を安全に確実に実施するため、履修人数を最大24名までとする。履修希望者が多い場合は「建築材料1」 
の成績などを考慮して人数を絞り込む。 

履修上の注意 実験実施時および工場見学または現場見学時には、以下の点を遵守すること。ルール違反は減点とする。 
・スリッパ、サンダル履きは厳禁（必ずかかとがある靴を着用すること）。 
・作業しやすく、汚れても良い服装で出席すること。なお、実験で使用する保護具は貸与する。 
・各自、周囲に配慮するとともに安全には十分注意すること。 
・実験棟内ではふざけたり、走ったりしないこと。私語を慎むこと。 

準備学習と課題の
内容 

・予習：次の回に実施する項目について、教科書の該当ページや事前配付資料（i-Learnにアップ）を熟読し、
測定項目、測定方法、器具・用具の使用方法などについて理解しておくこと【各回1.5時間程度】。 
・復習：実験結果を振り返るとともに、講義で配布した資料などを読み返し、実験内容を理解しておくこと 
【各回1.5時間程度】。これによって、講義各回で定めたゴールをクリアする。 
・わからないことはその都度質問すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

・知識・理解:40％,思考・判断:20％,関心･意欲:15％,態度:15％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

構造実験 A3-C23-50 

Structure Experiment 

科目コード： 20160 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 構造実験の必要性および構造実験の実現に向けたプロセスを学習した上で、主に鉄筋コンクリート造梁を題材
に構造実験を実施する。試験体の設計、加力計画、計測計画を立案し、試験体の制作を行うことで、構造実験
の一連の流れを身につけさせ、卒業研究などのための構造実験に役に立つものとする。また、実験による部材
の破壊性状の観察を通して、鉄筋コンクリート部材の構造性能に関する知識を身につけさせ、実務において鉄
筋コンクリート造建築物の損傷程度判断に役に立つものとする。 
キーワード：構造実験、鉄筋コンクリート、曲げ性状 
この科目は、建築構造分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 授業ガイダンス 
【講義の位置づけ、授業概要説明および構造実験の紹介】 
・建築構造に対する学問上の位置づけと建築学科カリキュラムに対する位置づけの説明 
・授業の全体的な流れの説明 
・班分け（4班）および各課題のリーダー選定 
・一般的な構造実験の紹介（静的載荷実験（実大・縮小）および振動台実験の説明（実大・ 
縮小）、相似則の説明） 
【授業目標】構造実験を行う必要性と構造実験の実現に向けたプロセスを習得（AL①、AL②） 

2 鉄筋コンクリート造梁の設計 
【鉄筋コンクリート造梁試験体の設計】 
・コンクリートおよび鉄筋の構造特性の説明 
・鉄筋コンクリート造梁の曲げ性能の計算方法の説明 
・実験パラメータ（主筋の本数およびせん断補強筋の有無）を考慮した鉄筋コンクリート造梁試
験体の曲げ性能の試算（各班） 
【授業目標】試験体の反力、応力、たわみ角、たわみ、ひび割れ強度および終局強度などの計算
方法の習得（AL①、AL②、AL⑤、AL⑥） 
【準備学習】構造力学の授業で学んだ単純梁の曲げ性状の計算方法および鉄筋コンクリート構造
で学んだ梁部材の曲げおよびせん断耐力の計算方法を復習する。 
【課題】梁試験体の構造計算（AL③、AL④） 

3 鉄筋コンクリート造梁の制作（1） 
【型枠の制作方法の説明および型枠制作の準備】 
・型枠の制作方法の説明 
・型枠の図面に基づいた下準備 
【授業目標】型枠制作方法の習得（AL①、AL②、AL⑤、AL⑥） 

4 鉄筋コンクリート造梁の制作（2） 
【型枠の制作および鉄筋の組み立てのデモ】 
・型枠の組み立て方法の説明 
・型枠の制作 
【授業目標】型枠の組み立て手順の習得（AL①、AL②、AL⑤、AL⑥） 

5 鉄筋コンクリート造梁の制作（3） 
【鉄筋コンクリート造梁の制作】 
・鉄筋の組み立てのデモ 
・鉄筋の組み立て 
・モルタルの打設 
・圧縮強度試験用供試体の制作 
【授業目標】建設現場で行われる鉄筋の組み立ておよびコンクリートの打設方法の習得（AL①、
AL②、AL⑤、AL⑥） 
【準備学習】材料実験の授業で学んだコンクリートの調合設計および供試体の作り方を復習す
る。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択必修 

担当教員 

崔 琥・丸田 誠・非常勤講師 

    

添付ファイル 
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 6 加力計画および加力装置（1） 
【加力装置の設計および加力計画】 
・加力装置の設計方法の説明 
・加力装置のキャパシティーをパラメータとした加力装置の設計 
・加力計画の説明 
・供試体および試験体の脱型 
【授業目標】安全率を考慮した最大荷重に耐える装置装置の各部の設計方法の習得（AL①、AL 
②、AL⑤、AL⑥） 
【準備学習】構造力学および鉄筋コンクリートの授業で学んだ部材の設計方法を復習する。 
【課題】加力装置の設計結果および図面（AL③、AL④） 

7 加力計画および加力装置（2） 
【加力装置の検証実験】 
・加力装置の検証方法の説明 
・ロードセルによる加力装置の検証実験 
【授業目標】ロードセルの仕組みおよび検証方法の習得（AL①、AL②、AL⑤、AL⑥） 
【準備学習】最小二乗法および直線近似法を復習する。 
【課題】実験結果のまとめ、最小二乗法・直線近似法による加力装置の荷重－変形関係式の誘導 
（AL③、AL④） 

8 材料試験（1） 
【鉄筋の引張試験準備】 
・ひずみゲージ貼り付けのデモ 
・ひずみゲージ貼り付け 
【授業目標】鉄筋のひずみゲージ貼り付け方法の習得（AL①、AL②、AL⑤、AL⑥）】 

9 材料試験（2） 
【鉄筋の引張試験】 
・鉄筋の引張試験方法の説明 
・ひずみデータの処理方法およびヤング係数の算定方法の説明 
・鉄筋の引張試験 
【授業目標】ひずみデータの処理方法および鋼材のヤング係数の計算方法の習得（AL①、AL②、
AL⑤、AL⑥） 
【準備学習】材料実験の授業で学んだ鉄筋の力学特性を復習する。 
【課題】鉄筋の降伏強度、引張強度、ヤング係数などの試験結果のまとめ（AL③、AL④） 

10 材料試験（3） 
【コンクリートの圧縮試験】 
・供試体の研磨 
・コンクリートの圧縮試験方法の説明 
・ひずみデータの処理方法およびヤング係数の算定方法の説明 
・コンクリートの圧縮試験 
【授業目標】ひずみデータの処理方法およびコンクリートのヤング係数の計算方法の習得（AL 
①、AL②、AL⑤、AL⑥）】 
【準備学習】材料実験の授業で学んだコンクリートの力学特性を復習する。 
【課題】コンクリートの圧縮強度、ヤング係数などの試験結果のまとめ（AL③、AL④） 

11 鉄筋コンクリート造梁の曲げ性能実験（1） 
【実験計画および材料試験結果を用いた鉄筋コンクリート造梁の曲げ性能の精算】 
・実験計画の説明 
・材料実験結果を用いた鉄筋コンクリート造梁試験体の曲げ性能の精算（各班） 
【授業目標】試験体の反力、応力、たわみ角、たわみ、ひび割れ強度および終局強度などの計算
方法の復習（AL①、AL②、AL⑤、AL⑥） 
【準備学習】構造力学の授業で学んだ単純梁の曲げ性状の計算方法を復習する。 
【課題】梁試験体の構造計算（AL③、AL④） 

12 鉄筋コンクリート造梁の曲げ性能実験（2） 
【鉄筋コンクリート造梁の曲げ性能実験の実施（1）】 
・ペンキ塗りおよびひび割れ発生位置を確認するための線を描くなどの準備 
・加力装置の準備 
・鉄筋コンクリート造梁試験体の曲げ性能実験（A班） 
【授業目標】鉄筋コンクリート部材のひび割れ発生位置および曲げ性能の習得（AL①、AL②、AL 
⑤、AL⑥） 
【準備学習】鉄筋コンクリートの授業で学んだ部材のひび割れ発生位置および曲げ性能を復習す
る。 
【課題】曲げ性能実験データのまとめ（AL③、AL④） 

13 鉄筋コンクリート造梁の曲げ性能実験（3） 
【鉄筋コンクリート造梁の曲げ性能実験の実施（2）】 
・鉄筋コンクリート造梁試験体の曲げ性能実験（B、C、D班） 
【授業目標】鉄筋コンクリート部材のひび割れ発生位置および曲げ性能の習得（AL①、AL②、AL 
⑤、AL⑥） 
【準備学習】鉄筋コンクリートの授業で学んだ部材のひび割れ発生位置および曲げ性能を復習す
る。 
【課題】曲げ性能実験データのまとめ（AL③、AL④） 

14 他の構造材料の材料実験 
【木材および鋼材の圧縮強度試験の実施】 
・木材およびH鋼の圧縮強度試験 
【授業目標】代表的な構造材料の構造性能の習得（AL①、AL②、AL⑤、AL⑥） 
【準備学習】鉄筋コンクリートおよび建築材料の授業で学んだ木材および鋼材構造特性を復習す
る。 
【課題】木材およびH鋼の圧縮強度試験データのまとめ（AL③、AL④） 

15 講評会 
【各試験結果の発表】 
・各実験結果および考察の発表（各班） 
【授業目標】成果発表方法の練習（AL①、AL②） 
【課題】構造実験の意義、実験結果、構造実験に対する感想を含めた報告書の提出（AL③、AL 
④） 
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授業形態 講義と実験／宿題 
アクティブラーニング：①：15、②：15、③：10、④：10、⑤：13、⑥：13 

達成目標 1．コンクリートおよび鉄筋の強度およびヤング係数の計算ができる。（基礎） 
2．鉄筋コンクリート造部材の応力、たわみなどの構造性能が計算できる。（基礎） 
3．鉄筋の配筋、コンクリート打設などの施工ができる。（基礎） 
4．ひび割れ性状の観察、鉄筋コンクリート造部材の壊れ方が理解できる。（基礎） 
5．実験データの整理を通して、構造部材の耐震性能が把握できる。（基礎） 
6．部材および加力装置の設計を通して、様々な構造実験に応用できる。（応用） 
7．加力方法および計測方法などの基本知識を身につけ、様々な構造実験に応用できる。（応用） 
8．データの収集・管理や出典の明示の重要性を理解する. 

評価方法・フィー 
ドバック 

提出課題（40％）、最終報告書（30%）、発表（30%）の総合成績で評価する。各課題については毎回採点後返 
却し、結果をフィードバックする。 

評価基準 秀（1～7）：90点以上、優（1～5）：89～80点、良（1～4）：79～70点、可（1～3）：69～60点、不可：59点 
以下 

教科書・参考書 【教科書】配布資料 
【参考書】谷川恭雄ほか「やさしい構造材料実験」森北出版株式会社 

履修条件 鉄筋コンクリート構造を履修済みのこと。 

履修上の注意 講義には必ず出席すること。また、構造実験、鉄筋コンクリート構造の基本的な知識を習得してほしい。 

準備学習と課題の
内容 

授業計画中に記載されている「準備学習」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。 
授業計画中に記載されている「課題」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。「課題」のレポートは次回の講義に
回収する。 
提出するレポートはi-Learnでダウンロードした専用のものを使うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解：30％、思考・判断：15％、関心・意欲：20％、態度：15％、技能・表現：20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築環境実験 A3-B24-50 

Experiment of building environment 

科目コード： 20980 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本講座は建築学科の実験系講義として選択必修に位置付けられた科目である．建築計画，環境分野を志す学生
に強く推奨する． 
 

これまで建築環境評価に求められる測定技術及び，計測結果の吟味・咀嚼の方法を学ぶ。一般的な温熱環境
評価手法や環境評価手法を習得するだけでなく、座学で学んだ環境基準，指標について体感し、肌で理解する
ことを目指す。 
講義は実験・演習の形態をとる．主に、建築内外の温熱環境計測技術（熱、湿度、風速、放射）、空気質、

音・光環境、材料評価、設備評価手法に関連する技能を学ぶ。具体的には各種センサーの作成，取り扱い方， 
JIS法等に則った計測データの集計，快適指標の算出などを習得する． 
本講義では，毎回の実験に対してレポートを課しており，結果の吟味だけでなく，高度な考察を要求する． 
この科目は、建築環境設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 講義ガイダンス（AL-1,5,6) 
講義内容の説明、班分け、実験を行うにあたっての諸注意を行う。 
予習・課題：建築環境計画、建築環境計画１，２の内容で実験に該当する分野について理解す
る。 

2 熱1：ゼーベック効果の理解と温度較正手法（AL-1,5,6) 
T型熱電対の作成と温度測定、温度較正試験の実施
予習：校正の必要性について調査する 
課題：測定データのとりまとめ 

3 熱1：ゼーベック効果の理解と温度較正手法（AL-1,5,6) 
測定データ整理とレポート作成 
課題：実験レポートの提出 

4 熱2：熱伝導率（AL-1,5,6) 
建材、段ボール等、身近な素材の熱伝導率の簡易測定を行う
予習：定常測定法（平板）による熱伝導率測定原理 
課題：測定データのとりまとめ 

5 熱2：熱伝導率（AL-1,5,6) 
測定データ整理とレポート作成
課題：実験レポートの提出 

6 乾球温度、湿球温度と湿度（AL-1,5,6) 
アスマン通風乾湿計による温度測定と相対湿度の算出
予習：水蒸気圧、相対湿度の理解 
課題：測定データのとりまとめ 

7 乾球温度、湿球温度と湿度（AL-1,5,6) 
測定データ整理とレポート作成 
予習：絶対湿度、比エンタルピーの算出方法
課題：実験レポートの提出 

8 気流の測定（AL-1,5,6) 
気流測定及び，風速の測定を行う． 
予習：風速の測定方法と換気量測定機の使い方に関する理解 

9 気流の測定（AL-1,5,6) 
測定データ整理とレポート作成 
予習：ベルヌーイの定理について予習する
課題：実験レポートの提出 

10 温冷感2：熱的中立性（AL-1,5,6) 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択必修 

担当教員 

鍋島 佑基・石川 春乃 

    

添付ファイル 
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 温熱6要素の計測と、PMV、SET*の理解 
予習：温熱6要素（着衣量、活動量）の理解
課題：測定データのとりまとめ 

11 温冷感2：熱的中立性（AL-1,5,6) 
測定データ整理とレポート作成 
予習：PMVの計算方法を調べる 
課題：実験レポートの提出 

12 光環境（AL-1,5,6) 
校舎の照度を測定し、照度分布を作成する 
予習：JIS、労働安全衛生規則などで定められている照度基準を調べる
課題：測定データのとりまとめ 

13 光環境（AL-1,5,6) 
測定データ整理とレポート作成 
予習：エクセルなどの等高線グラフの作成方法
課題：実験レポートの提出 

14 騒音レベルの測定（AL-1,5,6) 
校舎内の音圧レベル測定、遮音性能の測定手法の理解
予習：JISで定められている騒音測定手法を調べる 
課題：測定データのとりまとめ 

15 騒音レベルの測定（AL-1,5,6) 
測定データ整理とレポート作成 
予習：音圧ｐ、音圧レベルLpの理解と計算方法を調べる 
課題：実験レポートの提出 

授業形態 演習、実験 
本実験は建築環境計測（熱、湿度、快適感、音、光等）に関する知識と技術の習得を目指す。実験はグループ
に分かれ、2週１クールで構成されている実験・解析項目を同時に進行する。各実験ごとにレポート作成し、環
境建築に対する理解を深める。 
アクティブラーニング:①:15 回, ②:0 回, ③:0 回, ④:0 回, ⑤:15 回, ⑥:15 回 

達成目標 （１）環境建築を形成する主な要因について、定量化手法を理解し、実践できる。(基礎） 
（２）実験にあたってセンサーの測定原理を理解し、正しく扱うことが出来る。（基礎） 
（３）実験や解析を通して、測定結果の処理方法を理解し、様式に則った報告書が作成できる。（標準） 
（４）分析結果に対して，報告書や論文などの結果を引用し，考察ができる。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

課題（70％）、討議内容（30％） 
各授業終了時の理解度レポート、及び演習時提出レポートは、採点後結果をフィードバックする。 

評価基準 秀(1-3):90 点以上、 優(1-3):89 ～ 80 点、良(1,3):79 ～ 70 点、可(1,3):69 ～ 60 点、不可:59 点以下 
ただし、カッコ（ ）内は、達成目標の項目を示す。 

教科書・参考書 教科書：特になし。授業前に資料を配布する。 
参考書：特になし。 

履修条件 特になし 

履修上の注意 作業の分担、実験への積極的な参加が必要。 

準備学習と課題の
内容 

・初回までにシラバスを読み授業項目や目的を理解しておくこと。 
・授業計画中に記載されている「予習」の内容（1.5 時間）を必ず行うこと。 
・授業計画中に記載されている「課題」の内容（1.5 時間）を必ず行うこと。「課題」のレポートは次回の講
義に回収する。 
・「課題」他提出物は、原則i-learnに設定された仕様にて、〆切までに提出すること。 
・授業には、実験にふさわしい服装で来ること。また、関数電卓、筆記用具持参のこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:30％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

デッサン A1-A25-30 

Drawing & Sketch 

科目コード： 20230 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 アイデアやデザインなどの思考および伝達に必要となるスケッチテクニックの習得を目的とする。立体の観察
と描画を通じて、デザイン行為に必要となる形態や質感を適切に表現する手法、かたちの成り立ちを理解、さ
らには人と物の関係考察の習得をおこなう。使用画材の理解と立方体、円柱、球体など基本形体の把握、質感 
表現、実際の建築物外観や室内を描画の対象とする。 

授業計画 1 基本形体１・・・立方体デッサ                                                  
ンデッサンについての説明 

・立方体スケッチ演習 
・発泡スチロールの立方体をスケッチブックにデッサン 

① スケッチブック 
鉛筆デッサンの道具 

② デッサンについての解説プリント
立方体スケッチ演習プリント 

☆予習  家庭課題１・・・グラデーション  （1.5ｈ）（AL④） 
☆復習 立方体デッサンの完成 （１ｈ） （AL③） 

2 基本形体２・・・円柱デッサン 
立方体デッサンとスケッチ課題の評価と講評 （AL③とAL④） 

・円柱スケッチ演習 
・発泡スチロールの円柱をスケッチブックにデッサン 

① スケッチブック 
家庭課題クロッキー帳
鉛筆デッサンの道具 

② 円柱スケッチ演習プリント 

☆予習 家庭課題２・・・文房具スケッチ (1h)（AL④） 
☆復習 円柱デッサンの完成 (1h)（AL③） 

3 基本形体３・・・球体デッサン 
円柱デッサンとスケッチ課題の評価と講評（AL③とAL④） 

・球体スケッチ演習 
・発泡スチロールの球体をスケッチブックにデッサン 

① スケッチブック 
家庭課題クロッキー帳
鉛筆デッサンの道具 

② 円柱スケッチ演習プリント 

☆予習  家庭課題３・・・室内風景スケッチ  (1.5h)（AL④） 
☆復習 球体デッサンの完成 (1h )（AL③） 

4 質感表現１・・・直方体の木デッサン 
球体デッサンとスケッチ課題の評価と講評（AL③とAL④） 
質感表現 ポイント解説 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年後期 １ ２ 選択 

担当教員 

新村 文祥 

    

添付ファイル 
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 ・木の質感演習 
・直方体の木をスケッチブックにデッサン 

① スケッチブック 
家庭課題クロッキー帳
鉛筆デッサンの道具 

② 木のスケッチ演習プリント 

☆予習  家庭課題４・・・外の風景スケッチ  (1.5h)（AL④） 
☆復習 直方体 木のデッサンの完成 (1.5h)（AL③） 

5 質感表現２・・・リンゴ 
木のデッサンとスケッチ課題の評価と講評AL③とAL④） 
木の質感講評 質感表現 ポイント解説 

・リンゴの質感演習 
・リンゴをスケッチブックにデッサン 

① スケッチブック 
家庭課題クロッキー帳
鉛筆デッサンの道具 

② リンゴのスケッチ演習プリント 
③ リンゴ 

④ 家庭課題水彩演習プリント配布 

☆予習  家庭課題５・・・水彩演習プリント  (2h)（AL④） 
☆復習 リンゴのデッサンの完成 (1.5h)（AL③） 

6 紙の立体構成とデッサン 
リンゴのデッサンとスケッチ課題の評価と講評（AL③とAL④） 
紙立体構成のポイント解説 

・紙立体の制作 
・紙立体をスケッチブックにデッサン 

① スケッチブック 
カッター はさみ 糊
鉛筆デッサンの道具 

☆予習 家庭課題６・・・家具スケッチ (1h)（AL④） 
☆復習 紙の立体構成デッサン完成 (2h)（AL③） 

7 水彩演習・・・与えられた建築パーススケッチの模写 ① 
紙の立体構成とスケッチ課題の評価と講評 （AL③とAL④） 
建築パース画における水彩用具と水彩色鉛筆の使い方、模写解説 

・建築パーススケッチ下描き 
 

① パース画の印刷
スケッチブック 
家庭課題クロッキー帳 
水彩と水彩色鉛筆、鉛筆デッサンの道具 

☆予習  家庭課題７・・・野菜果物スケッチ  (1h)（AL④） 
☆復習 模写の下描き (2h)（AL③） 

8 水彩演習・・・与えられた建築パーススケッチの模写 ②
スケッチ課題の評価と講評 （AL④） 

・建築パーススケッチ模写の彩色 

① スケッチブック 
家庭課題クロッキー帳 
水彩と水彩色鉛筆、鉛筆デッサンの道具 

☆予習  家庭課題８・・・加工食品スケッチ  (1h)（AL④） 
☆復習 外観下描きの完成 (2h)（AL③） 

9 建築学科棟 外観スケッチ ① 
建築パース画模写とスケッチ課題の評価と講評 （AL③とAL④） 
建物外館のスケッチポイント解説 

・建築学科棟外観スケッチの下描き 
 

① A3ホワイトワトソンボード
家庭課題クロッキー帳 
水彩と水彩色鉛筆、鉛筆デッサンの道具 

☆予習 家庭課題９・・・顔 (1h) （AL④） 
☆復習 外観下描きの完成 (2h) （AL③） 

10 建築学科棟 外観スケッチ ② 
スケッチ課題評価と講評 （AL④） 

・建築学科棟外観スケッチの彩色 

① A3ホワイトワトソンボード 
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 家庭課題クロッキー帳 
水彩と水彩色鉛筆、鉛筆デッサン用具 

☆予習 家庭課題１０・・・乗り物 (1h)（AL④） 
☆復習 外観彩色 (2h)（AL③） 

11 建築学科棟 外観スケッチ ③ 
スケッチ課題の評価と講評 （AL④） 

・建築学科棟外観スケッチの彩色 
 

① A3ホワイトワトソンボード
家庭課題クロッキー帳 
水彩色鉛筆、鉛筆デッサン用具 

☆予習 家庭課題１１・・・動物 (1h)（AL④） 
☆復習 外観彩色完成 (2h) (AL③） 

12 建築学科棟 内観スケッチ ① 
建築外観スケッチとスケッチ課題の評価と講評 （AL③とAL④） 
建物内館のスケッチポイント解説評価と 

・建築学科棟内観スケッチの下描き 
 

① ホワイトワトソンボード
家庭課題クロッキー帳 
水彩と水彩色鉛筆、鉛筆デッサン用具 

☆予習 家庭課題１２・・・花 (1h)（AL④） 
☆復習 内観下描き (2h)（AL③） 

13 建築学科棟 内観スケッチ ② 
スケッチ課題の評価と講評 （AL④） 
建築学科棟の内観をスケッチ彩色 

 

① A3ホワイトワトソンボード
家庭課題クロッキー帳 
水彩と水彩色鉛筆、鉛筆デッサン用具 

・建築学科棟内観スケッチの彩色 
☆予習 家庭課題１３・・・樹木 (1h)（AL④） 
☆復習 内観彩色 (2h)（AL③） 

14 建築学科棟 内観スケッチ ③ 
スケッチ課題の評価と講評 （AL④） 

・建築学科棟内観スケッチの彩色 
 

① ホワイトワトソンボード
家庭課題クロッキー帳 
水彩と水彩色鉛筆、鉛筆デッサン用具 

☆予習 未完成作品の確認 
☆復習 内観彩色の完成 (2h)（AL③） 

今までの課題未完成作品の制作 
15 外観・内観スケッチの講評・・・基本形体の演習 

スケッチ内観外観の講評 デッサン総評 （AL③） 

基本形体を様々な角度から描く 

・基本形体の演習プリントの補助線を利用しながら、 
立方体や円柱などの基本形体を様々な角度から形や陰を描く 

① スケッチブック、クロッキー帳の未提出課題があれば提出 

授業形態 ・講義 ・実技演習 ・作品講評 
アクティブラーニング ① 0回 ②0回 ③１０回講評会（AL③） ④1３回家庭課題（AL④） 
⑤ 0回 ⑥ 0回 

達成目標 ・デッサンの基礎を理解する 
・立体の構造とパースを基にした空間の把握 
・建物外観、内観やそれらに付随する要素などを簡単なスケッチ描画ができるようになる 

評価方法・フィー 
ドバック 

・授業課題作品(60％）とスケッチ課題作品（40％）は各課題の講評後に評価をし、次課題に向けて結果を 
フィードバックする。 

評価基準 秀(1～6)：90点以上、優(1～5)：89～80点、良(1～4)：79～65点、可(1～3)：64 ～60点、不可：59点以 

教科書・参考書 風景デッサンの基本 湯浅誠著 ナツメ社 

履修条件 ・第三者に伝わるアイデアスケッチが描けるようになる。 

履修上の注意 ・各課題で、描画画材（鉛筆、練消しゴム、水彩色鉛筆、水彩絵の具など）、作図用具（定規、コンパス、な
ど）、工作用具（カッター、鋏、接着剤、など） 支持体（スケッチブック、クロッキー帖、A3ホワイトワト
ソンボード）を使用する。 
・授業内の課題を提出することと、毎週、与えられた題材のスケッチ課題（授業外課題）を提出する。 

準備学習と課題の 
内容 

・スケッチ課題をかならず授業最初に提出すること。 
・授業での各課題は、講評時に提出すること。 

616



ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:15％,思考・判断:15％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:50％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築環境・エネルギー論 A2-B26-30 

building environmental energetics 

科目コード： 20990 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 現代において、環境への配慮、環境負荷削減の計画は建築の設計における喫緊の課題である。 
本講座は、建築を取り巻く環境についてミクロな視点からマクロな視点まで、エネルギーや環境問題について
学ぶ。特に、建築を取巻く省/創エネルギーの考え方と導入技術について、最前線の設計事例を通して考えると
ともに環境負荷削減のための知識を学ぶ。 
本講義は座学パートと予習内容をもとにしたグループディスカッション+発表の構成する。予習課題として毎

週キーワードについて各自調査を行い、その内容をもとに数人の班に分かれてのディスカッションとショート 
プレゼンを実施する 

授業計画 1 講義ガイダンス(AL-1,2) 
講義内容について説明する．環境負荷やその解決への取り組みについて。 
予習・課題：エネルギー白書等の報告書をネットなどを活用して調べる。(復習3H) 

2 地球規模での環境負荷の要因(AL-1,2,5,6) 
人間の生活が地球環境に与える影響について，原因とプロセス、及びその対策について理解す
る。 
予習：環境倫理に関する8つのキーワードを調べ、まとめてくる。 （1.5Ｈ/1.5Ｈ) 

3 空気環境と活動(AL-1,2,5,6) 
大気の汚染は建築分野においても考慮すべき重要な事項である
本講義では大気汚染の汚染物質及び汚染源に関して理解する 
予習・課題：大気汚染の原因と排出源にまつわる8つのキーワードについて具体例に調べてくる。 
（1.5Ｈ/1.5Ｈ) 

4 森林環境と建築(AL-1,2,5,6) 
木材を取り巻く環境問題と環境配慮の考え方について学ぶ． 
ウッドマイレージやカーボンオフセットをはじめとするクレジットの考え方を勉強する． 

予習・課題：森林に関する8つのキーワードについて調べてくる．（1.5Ｈ/1.5Ｈ) 
5 廃棄物と建築 (AL-1,2,5,6) 

建築分野においても当然廃棄物を排出する．本講義では建築分野が全産業に対して占める廃棄物
の割合や，処理に関する法律などについて学ぶ 

予習・課題：廃棄物に関する8つのキーワードについて調べてくる．（1.5Ｈ/1.5Ｈ) 
6 都市環境問題 (AL-1,2,5,6) 

都市と建築は密接な関係を有している． 
特に，都市公害として事態の悪化が危ぶまれているヒートアイランド現象をはじめとする都市環
境の変化について学ぶ 

予習・課題：都市公害に関する8つのキーワードについて調べてくる．（1.5Ｈ/1.5Ｈ) 
7 都市構想と環境 (AL-1,2,5,6) 

過去の都市開発の失敗から，現在進められている新たな構造を有する都市の考え方について学
ぶ． 
産業や人口割合の変化から都市のコンパクト化，スマート化が推進されているが，その実態につ
いて本質的に理解する 
予習・課題：コンパクトシティに関する8つのキーワードについて調べてくる．（1.5Ｈ/1.5Ｈ) 

8 省エネ法 (AL-1,2,5,6) 
家電や自動車だけでなく、住宅そのものにも省エネルギー化が求められている
本講義では建築にまつわる省エネ法について，その概要を理解する 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択 

担当教員 

鍋島 佑基 

    

添付ファイル 
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 予習・課題：省エネ法に関する8つのキーワードについて調べてくる．（1.5Ｈ/1.5Ｈ) 
9 建築とエネルギー消費 (AL-1,2,5,6) 

建築物の運用において，石油をはじめとする化石燃料は欠くべからざるリソースである． 
省エネルギー化の推進に伴い，石油使用料については詳細な把握がなされている．本講義ではそ
の打ち分けや，一次エネルギー換算方法，再生可能エネルギーについて学ぶ 

予習・課題：エネルギーに関する8つのキーワードについて調べてくる．（1.5Ｈ/1.5Ｈ) 
10 発電 (AL-1,2,5,6) 

発電方法と効率を理解し，建築物の運用に必要不可欠な電力について理解する． 

予習・課題：発電に関する8つのキーワードについて調べてくる．（1.5Ｈ/1.5Ｈ) 
11 新エネ/再エネ (AL-1,2,5,6) 

電力使用量の低減技術について，近年の動向を学ぶ． 
熱回収，潜熱蓄熱などの熱回収技術や，燃料電池などの創エネ，地中熱などの未利用熱について
学習する． 

予習・課題：省エネ技術に関するキーワードについて調べてくる．（1.5Ｈ/1.5Ｈ) 
12 Ｇｒｅｅｎ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ 1 (AL-1,2) 

アメリカにおいて開発された正解標準の環境評価ツールＬＥＥＤについて学ぶ． ＬＥＥ
Ｄにおける環境配慮の考え方と，デザインのあり方について講義形式で実施する． 内容：
ＬＥＥＤの導入とグリーンビルディングについて 
予習：配布資料について予習してくること（1.5Ｈ） 
復習：講義内容を補足し，レポート提出（1.5Ｈ） 

13 Ｇｒｅｅｎ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ 2 (AL-1,2) 
アメリカにおいて開発された正解標準の環境評価ツールＬＥＥＤについて学ぶ． ＬＥＥ
Ｄにおける環境配慮の考え方と，デザインのあり方について講義形式で実施する． 内容：
ＬＥＥＤ認証プログラムについて 
予習：配布資料について予習してくること（1.5Ｈ） 
課題：ＬＥＥＤ認証建物について調べてくる（1.5Ｈ） 

14 Ｇｒｅｅｎ     Ｂｕｉｌｄｉｎｇ     3     (AL-1,2,5,6) ＬＥＥ
Ｄ認定住宅について調査結果を報告するＧＷ形式で実施する． 内容：
ＬＥＥＤ認証住宅について発表する． 
・発表スライド作成（予習1.5Ｈ） 
・発表スライドを訂正し，レポートとして提出（復習1.5Ｈ） 

15 確認テスト 
自学自習でまとめてきたことをベースに,試験を実施する 
内容は自習レポート内容＋講義にて補足した中から出題する． 

授業形態 講義、演習 
アクティブラーニング ①:15回,②:15回,③:0 回,④:0 回,⑤:11 回,⑥:11 回 

達成目標 （１）国内外のエネルギー実態を理解する（基本） 
（２）エネルギー消費の動向、エネルギー諸問題を説明できる（基本） 
（３）住宅の省エネルギー化について理解し、説明できる(標準) 
（４）創エネについて理解し説明できる(標準) 
（５）海外の動向についてアウトラインを理解する（高度） 

評価方法・フィー 
ドバック 

各授業終了時の理解度レポート30％、課題レポート提出及び発表20％、定期試験40％の総合成績で評価する。 
各授業終了時の理解度レポート及び演習時提出レポートは、結果をフィードバックする。 

評価基準 秀(1-4):90 点以上、 優(1-4):89 ～ 80 点、良(1-3):79 ～ 70 点、可(1-2):69 ～ 60 点、不可:59 点以下 
ただし、カッコ（ ）内は、達成目標の項目を示す。 

教科書・参考書  
教科書：特になし。授業前に資料を配布する。
参考書： 
・LEED GREENASSOCIATE V4EXAM - Complete study guide, second edition 
・随時授業で紹介 

履修条件 特になし 

履修上の注意 本講義で得た知識は、環境に配慮した建築計画を行うえでの基礎になります。知識の習得だけに留まらず、他 
者に説明できるレベルの理解を目指してください。 

準備学習と課題の
内容 

・授業計画中に記載されている「予習」の内容（1.5 時間）を必ず行うこと。 
・授業計画中に記載されている「課題」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。 
・「課題」他提出物は、原則i-learnに設定された仕様にて、〆切までに提出すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:30％,関心･意欲:15％,態度:15％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

地域環境論 A2-B27-30 

Regional environment 

科目コード： 21000 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 今日の建築は、単体機能のみではなく、周辺環境・地域・社会との関係性を強く問われる。その課題解決の                                                                                                                              
ために、いずれの分野においても建築技術者には建築環境の視点を求められる。本講座では、自然環境を含 
めた広義の環境問題、具体的には森林・木材、河川港湾、都市まちづくりなどについて、ワークショップ形 
式の共同作業を通じ、主体的・具体的な建築環境計画に生かす発想力を身に付けることを目的とする。 
よって、本講義ではアクティブラーニング（AL）を重視し、環境問題や社会事象に対する課題の抽出力、主 

体的な課題解決意識を養う。この科目は、建築環境設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 ガイダンス、テーマ①：森林と建築環境 （講義）（AL-1,2,5） 
広範囲にわたる建築環境工学の学問上の位置づけと建築学科カリキュラムに対する位置づけの説
明を行う。 
各実践研究の目的、方針、テーマごとに行うチーム作業の説明する。 
静岡県産材の生産から流通まで、森林業界と建築との連携を学び、建築環境からみる現状課題理
解について、講義をAL①とAL②にて行う。建築学科棟での木材利用か所確認のワークショップ形
式作業AL⑤で行う。 
準備学習：シラバスをよく読んでおく。[1h] 
課題１：ワークショップに関するレポート作成。[2h] 

2 テーマ①：森林と建築環境 （従事者へのヒアリング）（AL-1,2,4,5） 
静岡県産材生産者、流通者等の従事者を招き、ヒアリングを行う。（AL①②④⑤） 
準備学習：前回授業配布資料を再読し、ヒアリングに備える。[1h] 
課題：ヒアリングの感想、内容理解のレポート作成。[2h] 

3 テーマ①：森林と建築環境 （中間発表、ワークショップ）（AL-1,2,4,5,6） 
チームの問題提起、提案方針を中間発表。他チームの中間発表を聞き、相互意見交換を行う。 
（AL①②④⑤⑥） 
準備学習：中間発表のチーム毎準備。[1h] 
課題：チームの中間発表内容を整理、チーム内の共有打合せ。[2h] 

4 テーマ①：森林と建築環境 （ワークショップ）（AL-1,2,4,5,6） 
チーム別プレゼンテーションにむけてのワークショップ作業。 
準備学習：チーム内の共有（AL①②④⑤⑥）[1h] 
課題：発表資料作成、練習[2h] 

5 テーマ①：森林と建築環境 （チーム毎プレゼンテーション）（AL-2,5,6） 
ヒアリングを行った従事者を招き、チーム毎に課題解決提案をプレゼンする。従事者からの講
評。 
準備学習：自班発表練習（AL②⑤⑥）[1h] 
課題：自班発表の反省レポート[2h] 

6 テーマ②：海・河川と建築環境   （講義）（AL-1,2） 
極端化する気象に備え、静岡県の河川や港湾の環境対策を学び、まちづくりや防災計画の現状課
題を理解し、講義をAL①②⑤にて行う。 
準備学習：事前配布資料を読み、講義に備える。[1h] 
課題１：講義に関するレポート作成。[2h] 
課題２：従事者ヒアリングを前に質問項目を挙げる。 

7 テーマ②：海・河川と建築環境 （従事者へのヒアリング）（AL-1,2,4,5） 
静岡県の港湾・河川の維持管理者を招き、ヒアリングを行う。（AL①②④⑤） 
準備学習：前回授業配布資料を再読し、ヒアリングに備える。[1h] 
課題：ヒアリングの感想、内容理解のレポート作成。[2h] 

8 テーマ②：海・河川と建築環境   （中間発表、ワークショップ）（AL-1,2,4,5,6） 
チームの問題提起、提案方針を中間発表。他チームの中間発表を聞き、相互意見交換を行う。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択 

担当教員 

石川 春乃 

    

添付ファイル 
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 （AL①②④⑤⑥） 
準備学習：中間発表のチーム毎準備。[1h] 
課題：チームの中間発表内容を整理、チーム内の共有打合せ。[2h] 

9 テーマ②：海・河川と建築環境 （ワークショップ）（AL-1,2,4,5,6） 
チーム別プレゼンテーションにむけてのワークショップ作業。 
準備学習：チーム内の共有（AL①②④⑤⑥）[1h] 
課題：発表資料作成、練習[2h] 

10 テーマ②：海・河川と建築環境   （チーム毎プレゼンテーション）（AL-2,5,6） 
ヒアリングを行った従事者を招き、チーム毎に課題解決提案をプレゼンする。従事者からの講
評。 
準備学習：自班発表練習（AL②⑤⑥）[1h] 
課題：自班発表の反省レポート[2h] 

11 テーマ③：都市と建築環境 （講義）（AL-1,2） 
まちづくり３法等の景観・都市環境について、建築計画に付随する景観・騒音や交通、廃棄物                                                                                                                              
などの現状課題を理解し、講義をAL①②⑤にて行う。 
準備学習：事前配布資料を読み、講義に備える[1h] 
課題１：講義に関するレポート作成。[2h] 
課題２：従事者ヒアリングを前に質問項目を挙げる。 

12 テーマ③：都市と建築環境 （従事者へのヒアリング）（AL-1,2,4,5） 
静岡県下の事業者や事業所周辺居住者、景観問題等の当事者を招き、ヒアリングを行う。（AL① 
②④⑤） 
準備学習：前回授業配布資料を再読し、ヒアリングに備える[1h]。
課題：ヒアリングの感想、内容理解のレポート作成。[2h] 

13 テーマ③：都市と建築環境 （中間発表、ワークショップ）（AL-1,2,4,5,6） 
チームの問題提起、提案方針を中間発表。他チームの中間発表を聞き、相互意見交換を行う。 
（AL①②④⑤⑥） 
準備学習：中間発表のチーム毎準備。[1h] 
課題：チームの中間発表内容を整理、チーム内の共有打合せ。[2h] 

14 テーマ③：都市と建築環境 （ワークショップ）（AL-1,2,4,5,6） 
チーム別プレゼンテーションにむけてのワークショップ作業。 
準備学習：チーム内の共有（AL①②④⑤⑥）[1h] 
課題：発表資料作成、練習[2h] 

15 テーマ③：都市と建築環境 （チーム毎プレゼンテーション）（AL-2,5,6） 
ヒアリングを行った従事者を招き、チーム毎に課題解決提案をプレゼンする。従事者からの講
評。 
準備学習：自班発表練習（AL②⑤⑥）[1h] 
課題：自班発表の反省レポート[2h] 

授業形態 講義及びワークショップ形式演習。３つのテーマについて、５回の授業によって構成する。 
１回目：講義、 ２回目：従事者へのヒアリング、 ３回目：中間発表・ワークショップ、４
回目：ワークショップ、 ５回目：チーム毎プレゼンテーション 

３テーマごとに数人からなるチームを編成し、発表までを共有作業とする。 
アクティブラーニング：①：12回,②：15回,③：0回,④：9回,⑤：12回,⑥：9回 

達成目標 (1) 社会における建築環境分野の従事者の役割、具体的な課題を理解できる。（基礎） 
(2) ワークショップ形式の共同作業を通じて、協力者との連携、共有を図ることができる。（基礎） 
(3) 社会における建築環境計画について、主体的・具体的な発想力を身に付ける。（応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

ワークショップ作業の積極性30％、チームのプレゼン提案発表40％、各テーマごとの提案レポート30％ の総
合成績で評価する。 
各授業終了時、演習時の提出レポートは、結果をフィードバックする。 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀(1-3)：100～90、優(1-3)：89～80、良(1-2)：79～70、可(1か2)：69～60、不可：59以下 

教科書・参考書 教科書、参考書：特になし。必要に応じてプリント事前配布。 

履修条件 特になし。 

履修上の注意 各テーマごとに決められたグループ単位で準備を共有すること。都度、グループリーダーのもとで役割分担を 
明確にすること。 

準備学習と課題の 
内容 

・授業計画中に記載されている「準備学習」の内容（1時間）と「課題」の内容（2時間）を必ず行うこと。 
・「課題」他提出物は、原則i-learnに設定された仕様にて、〆切までに提出すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・技術： 10％,思考・判断： 30％,関心･態度： 30％,コミュニケーション： 30％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築環境計画 A3-B28-30 

building environmental engineering 

科目コード： 21010 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築は、発注者の意向を受け、各分野の専門知識の結集のうえに成り立つものである。建築が出来上るまでの
過程で行われる 議論は様々な角度、視点から交わされることが望ましい。本講座では、発注者の意向に沿う環
境建築の外皮性能や導入設備の基本的な考え方を理解する。また、討議や主張に慣れることと様々な立場に 
立って考えることで知識を深めることを目的とする。また、講義を通じてデータの収集・管理や正しいデータ
記録方法を学ぶ。 
よって、本講座ではアクティブラーニング（AL）を重視し、各自プログラムを利用することで問題解決の応

用力を養う。 
この科目は、建築環境設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 授業ガイダンス、講義の位置づけ（担当：石川、鍋島）(AL-1,2)                            
"建築学における建築環境工学の位置づけと建築学科カリキュラムに対する位置づけの説明をし、
実践作業の基礎知識となる環境工学項目について学ぶ。 
準備学習：シラバスをよく読んでおく。[1h] 
課題：当該授業内容の演習課題（授業にて告知）[2h] 

2 （建築のエネルギー消費）建築物のエネルギー消費量の考え方（担当：石川）(AL-1,2) 
建築物エネルギー消費量計算の考え方について学ぶ。 
準備学習：前回授業時資料に示した予習項目を事前に確認する。[1h] 
課題：授業内容の復習課題を自身で解く。（授業にて告知）[2h] 

3 （建築のエネルギー消費）建築物外皮計算１（担当：石川）(AL-1,2,4) 
建築物エネルギー消費量計算の外皮計算（外皮熱貫流率）について学ぶ。
準備学習：前回授業時資料に示した予習項目を事前に確認する。[1h] 
課題：授業内容の復習課題（住宅における外皮計算のZEH案）を自身で解く。（授業にて告知） 
[2h] 

4 （建築のエネルギー消費）建築物外皮計算２（担当：石川）(AL-1,2,4) 
建築物エネルギー消費量計算の外皮計算（外皮該当部分）について学ぶ。
準備学習：前回授業時資料に示した予習項目を事前に確認する。[1h] 
課題：授業内容の復習課題（住宅における外皮計算）を自身で解く。（授業にて告知）[2h] 

5 （建築のエネルギー消費）建築物エネルギー消費量計算１（担当：石川）(AL-1,2) 
建築物エネルギー消費量計算（計算対象設備の理解）について学ぶ。 
準備学習：前回授業時資料に示した予習項目を事前に確認する。[1h] 
課題：授業内容の復習課題（住宅における設備選定の方法）を自身で解く。（授業にて告知） 
[2h] 

6 （建築のエネルギー消費）建築物エネルギー消費量計算２（担当：石川）(AL-1,2,4) 
建築物エネルギー消費量計算（設備仕様による結果の相違）について学ぶ。 
準備学習：前回授業時資料に示した予習項目を事前に確認する。[1h] 
課題：授業内容の復習課題（住宅一次エネルギー消費量計算）を自身で解く。（授業にて告知） 
[2h] 

7 （建築のエネルギー消費）法適合案の提案発表（担当：石川）(AL-1,2,5,6) 
建築物エネルギー消費量計算結果（法適合相当）について学び、発表する。 
準備学習：前回授業時までに用意した計算結果によって、発表資料の作成。[1h] 
課題：授業発表の反省と評価をレポートとする。[2h] 

8 （建築のエネルギー消費）ZEH案の提案発表（担当：石川）(AL-1,2,5,6) 
建築物エネルギー消費量計算結果（ZEH相当）について学び、発表する。 
準備学習：前回授業時までに用意した計算結果によって、発表資料の作成[1h]。
課題：授業発表の反省と評価をレポートとする。[2h] 

9 （パッシヴ工法）講義：パッシブ工法とは（担当：鍋島） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択 

担当教員 

石川 春乃・鍋島 佑基 

    

添付ファイル 
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 各班ごとに、ZEH達成に向けて活用されるパッシブ工法について、班内で議論する。(AL-1,4,5,6) 
準備学習：パッシブ工法について[1h] 
課題：グループ毎にパッシブ工法のアプローチについて案をまとめる[2h] 

10 論題の提示（1回目）：ＺＥＨの達成を目指した提案（担当：鍋島） 
各班の計画について、ZEH達成に向けて自らの意見をまとめ、他者の意見との比較も交えて班内で
議論する。(AL-1,2) 
準備学習：ZEHの基準に関する基礎知識[1h] 
課題：グループ毎にZEH達成のアプローチについて案をまとめる[2h] 

11 論題に対する論述（1）（担当：鍋島） 
与えられた論題についての個人的見解を授業時間内でレポート化する。(AL-1,4,5,6) 
準備学習：創エネ手法、コジェネレーション、未利用エネルギーに関する事前調査[1h] 
課題：次回に向けて資料（パワーポイント等）を事前作成する[2h] 

12 討議（1-1）：創・省エネ手法について（担当：鍋島） 
ディベートに向けて、適宜、教員も加わり意見交換をおこなう。(AL-1,4,5,6) 
準備学習：討論資料の事前作成を行う。[1h] 
課題：論議結果を取りまとめを行う。[2h] 

13 討議（1-2）：創・省エネ手法について各グループの見解について議論する（担当：鍋島） 
設計課題について、省エネ・創エネ仕様について発表し、他の学生と意見交換を行う。(AL- 
1,4,5,6) 
準備学習・課題：論議結果を踏まえたプレゼン資料の作成する。[3h] 

14 グループ討議（1）（担当：鍋島） 
発表に向けてプレゼンに用いる資料を作成する。(AL-1,4,5,6) 
準備学習・課題：グループ毎に、各計画のZEH達成状況をまとめる。[3h] 

15 発表（担当：鍋島） 
グループ毎に発表を行う。発表内容について議論し、最良のプランについて全員で判定する。
(AL-1,4,5,6) 
準備学習・課題：グループ毎に、設計課題について一人5分程度のプレゼンテーションを行う。発 
表資料は授業後レポートとして提出する。[3h] 

授業形態 講義および演習 
アクティブラーニング：①：15回,②：09回,③：0回,④：09回,⑤：08回,⑥：08回 

達成目標 (1) 建築環境のパッシブやエネルギーを意識した建築計画を構築することができる。（基礎） 
(2) 建築環境のパッシブやエネルギーを考慮した計画根拠を、専用ソフト等を利用して、自ら作成し示す
ことができる。（応用） 
(3) 自らの考えを正確に他者に伝えることができる。（基礎） 
(4) 他者の意見を正確に理解することができる。（基礎） 
(5) 自らの考えと他者の意見の差異を判断し、相違点について分析、説明できる。（基礎） 
(6) 自らの考えをもって他者に説得することができる、又は他者の意見をふまえ自らの考えを柔軟に改善す 
ること ができる。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

演習課題提出レポート60％、演習成果及び提案発表40％、により評価する。 
各授業毎の演習課題は、採点結果をフィードバックする。 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀(1-5)：100～90、優(1-3,4か5)：89～80、良(1-3)：79～70、可(1)：69～60、不可：59以下 

教科書・参考書 教科書、参考書：特になし。必要に応じてプリント事前配布。 
利用ソフト：インテグラル社「省エネ診断エキスパート」アカデミック版 

履修条件 特になし。 

履修上の注意 ・事前配布の授業準備資料を予習するとともに、配布資料・レポート課題を復習すること。 
・演習課題提出時、遅延は原則認めない。 

準備学習と課題の 
内容 

・授業計画中に記載されている「準備学習」の内容（1時間）と「課題」の内容（2時間）を必ず行うこと。 
・「課題」他提出物は、原則i-learnに設定された仕様にて、〆切までに提出すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:20％,関心･意欲:5％,態度:5％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

構造力学３ A4-C29-50 

Structure Mechanics Ⅲ 

科目コード： 20270 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 構造力学Ⅰ、Ⅱに引き続き、建築構造の基本である構造力学を総合的に学習する。Ⅲでは実際の構造物に近
い、不静定構造の解法を学習する．不静定構造の解法の基本を習得し、構造計画や各種構造の設計に応用でき
る知識を身につけさせることを目的とする． 
キーワード：力学、不静定構造、構造設計 

この科目は、建築構造分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 静定力学の復習（１） 
・構造力学Ⅰ、Ⅱで学習した基本的な力学の内容の復習を行う。 
・不静定次数をきちんと求められるようにする。 
・授業時間内に不静定次数を計算する課題を行い、解説をする。
準備学習：構造力学Ⅱの内容を復習する。 
課題：不静定次数を計算できる。 
（AL①②④） 

2 静定力学の復習（２） 
・構造力学Ⅰ、Ⅱで学習した基本的な力学の内容の復習を行う。 
・門型ラーメンのモーメント図、せん断力図を描けるように計算を行う。
準備学習：構造力学Ⅱの内容を復習する。 
課題：反力からモーメントとせん断力を計算できる。
宿題：モーメント図のレポートを課す。（AL①②④） 

3 不静定梁の解法（微分方程式） 
・レポートを代表者に板書させ説明させる。それを解説する。 
・不静定梁を静定梁の足し算とみなし、微分方程式による変形の解法を解説する。
準備学習：教科書68P-70Pを理解する。 
課題：微分方程式を用いて単純梁のたわみを計算する。
宿題：課題に従ったレポートを課す。（AL①②④） 

4 不静定構造物の応力（仕事のつり合い） 
・レポートを代表者に板書させ説明させる。それを解説する。 
・不静定梁を静定梁の足し算とみなし、仕事量のつり合いでの解法を解説する。
準備学習：教科書70-72を理解する。 
課題：仕事量のつり合いを用いて単純梁のたわみを計算する。
宿題：課題に従ったレポートを課す。（AL①②④） 

5 不静定構造物の応力（モールの定理） 
・レポートを代表者に板書させ説明させる。それを解説する。 
・不静定梁を静定梁の足し算とみなし、モールの定理を用いての解法を解説する。
準備学習：教科書61-63を理解する。 
課題：モールの定理を用いて単純梁のたわみを計算する。
宿題：課題に従ったレポートを課す。（AL①②④） 

6 不静定構造物の応力（仮想仕事法） 
・レポートを代表者に板書させ説明させる。それを解説する。 
・不静定梁を静定梁の足し算とみなし、仮想仕事法を用いての解法を解説する。
準備学習：教科書74-76を理解する。 
課題：仮想仕事法を用いて単純梁や門型ラーメンのたわみを計算する。
宿題：課題に従ったレポートを課す。（AL①②④） 

7 不静定構造物の応力（カステリアノの定理） 
・レポートを代表者に板書させ説明させる。それを解説する。 
・不静定梁を静定梁の足し算とみなし、カステリアノの定理を用いての解法を解説する。
準備学習：教科書76-79を理解する。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択 

担当教員 

丸田 誠 

    

添付ファイル 
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 課題：仮想仕事法を用いて単純梁や門型ラーメンのたわみを計算する。
宿題：課題に従ったレポートを課す。（AL①②④） 

8 たわみ角法（基本式） 
・レポートを代表者に板書させ説明させる。それを解説する。 
・たわみ角法の基本式がどうやってできるか、モールの定理等を用いて解説する。
両端固定梁について剛比等を用いて基本式を表す方法を解説する。 
準備学習：教科書80-82を理解する。
AL①② 

9 たわみ角法（中間荷重がある場合） 
・たわみ角法の基本式に中間荷重が作用する場合の解説する。 
中間荷重により、固定端モーメントが出て、それを仮想仕事法で算出する方法を解説する。
準備学習：教科書82-86を理解する。 
課題：たわみ角法を用いて単純梁や門型ラーメンのたわみを計算する。
宿題：課題に従ったレポートを課す。（AL①②④） 

10 不静定ラーメンの解法（たわみ角法） 
・レポートを代表者に板書させ説明させる。それを解説する。 
・節点移動がある場合のたわみ角法の基本式を概説する。 
・層方程式で層せん断力とモーメントの関係を示す。
準備学習：教科書90-94を理解する。 
課題：たわみ角法を用いて単純梁や門型ラーメンのたわみを計算する。
宿題：課題に従ったレポートを課す。（AL①②④） 

11 不静定ラーメンの解法（たわみ角法２） 
・レポートを代表者に板書させ説明させる。それを解説する。 
・左右で高さが異なるラーメンについての解法を概説する。 
・たわみ角法で解く方法を例題を通して解説する。
準備学習：教科書90-94を理解する。 
課題：たわみ角法を用いて左右高さが異なるラーメンのモーメント、たわみを計算する。
宿題：課題に従ったレポートを課す。（AL①②④） 

12 多層多スパン骨組の解放 
・レポートを代表者に板書させ説明させる。それを解説する。 
・たわみ角法による多層多スパンの解法を概説する。 
・マトリックス法による例題を通して解説する。
準備学習：教科書95-96を理解する。 
課題：たわみ角法を用いて多層ラーメンのモーメント、たわみを計算する。
宿題：課題に従ったレポートを課す。（AL①②④） 

13 固定モーメント法（１） 
・レポートを代表者に板書させ説明させる。それを解説する。 
・固定モーメント法の定理を概説する。 
・図式解法を習得させる。 
・連続梁の計算も行う。 
準備学習：教科書96-98を理解する。 
課題：固定モーメント法を用いて図式解法を取得する。
宿題：課題に従ったレポートを課す。（AL①②④） 

14 固定モーメント法（２） 
・レポートを代表者に板書させ説明させる。それを解説する。 
・鉛直荷重が作用するラーメンの図式解法を概説する。 
・水平力により節点移動があるラーメンを基本式から算出する。
準備学習：教科書98-101を理解する。 
課題：固定モーメント法を用いて図式解法を取得する。
宿題：課題に従ったレポートを課す。（AL①②④） 

15 座屈 
・レポートを代表者に板書させ説明させる。それを解説する。 
・オイラーの座屈荷重（弾性座屈）について概説する。 
・非弾性座屈に関しても説明する。例題も解き解説する。
準備学習：教科書102-104を理解する。 
課題：座屈の原理を取得する。 
（AL①②） 

16 試験 

授業形態 講義 
演習（宿題） 
アクティブラーニング：①:15 回,②:8 回,③:8 回,④:8 回,⑤:2 回,⑥:2 回 

達成目標 (1)不静定構造物の解法全般をを理解する．       
(2)基本的なラーメンやトラスの解法を取得する． 
(3)たわみ角法を理解し応力を計算できるようにする． 
(4)固定法を理解し応力を計算できるようにする． 
(5)不静定の異形ラーメンの応力を計算できるようにする． 

評価方法・フィー 
ドバック 

課題 (30％)、定期試験（70％）の総合成績で評価する． 

評価基準 総合点が100点満点で50点以上の者に単位を与える。 
秀：100～90、優：89～80、良：79～70、可：69～60、不可：59以下 

教科書・参考書 教科書：津田和明・丸田誠・杉本訓祥・都祭弘幸著     『基礎からマスターできる建築構造力学』、朝倉書店 
参考書：資料配布 

履修条件 構造力学・演習１，構造力学２を履修済みのこと． 

履修上の注意 構造力学の基本的な知識を習得して欲しい．講義には必ず出席すること。また、他の者の迷惑になるので私語
は厳禁する。 
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準備学習と課題の 
内容 

教科書を読み、予習をすること． 
復習は行い、分からないことは質問すること． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:5％,技能・表現:5％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築材料２ A2-D30-30 

Building Materials 2 

科目コード： 20280 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ・「建築材料1」に引き続き、建築物に用いられる材料のうち、非構造材料（主として仕上げ系材料）であるガ
ラス材料（板ガラス、ガラス繊維、ガラスブロック）、石材、セラミック材料（レンガ、瓦、タイル）、左官
材料（石こう、漆喰、土）、木質系材料、植物系材料、プラスティック材料、ゴム系材料、防水材料、仕上げ
材料（クロス、カーペット、塗料・塗材）、接合材料および防火・耐火材料について、その種類、基本的性質 
（物理的性質、化学的性質、耐久性などの諸性質）、材料・材料開発の歴史・経緯、用途・適用箇所、材料                                                            
の特性を活かした使い方を習得する。講義では、複数の材料のサンプルを回覧するので、それらに直接触れ 
ることで各種材料の理解度を深める。 
・「建築材料1」と「建築材料2」の両講義内容を理解することで、建築物に用いる主要材料のほぼ全容が把握
でき、設計課題に対して仕上げ材料の選択肢が増やせるうえ、3年次以降の科目である「建築施工」や「建築生
産」の内容が理解しやすくなる。 
・この科目は、建築材料分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 ガイダンス 
・講義の進め方、「建築材料1」との相違点（建築材料の全体像）、建築材料に関する切り口・ 
考え方、非構造材料の役割・機能・要求性能との関連、分類、位置づけ、JIS規格、材料開発な 
どについて解説する。講義を通じて、「建築材料1」との相違点、非構造材料の全体像および材 
料設計法（設計における的確な材料選定）の概要について理解する（AL1）。 
【予習】講義までにシラバスを熟読し、建築材料2で扱う材料の概略を把握する（1時間） 
【ゴール】非構造材料の種類、構造材料との相違点、材料設計の概念についての理解 

2 金属系材料 
・建築物で多用される金属系材料のうち、ステンレス、アルミ合金、チタン合金、銅・銅合
金                                                                                    
                                                                                    、
亜鉛・錫・鉛などを取り上げ、これら金属材料の種類・分類、規格、材料開発の歴史・経 
緯、化学組成、製造方法、メーカー、諸特性（物理的・化学的性質、耐久性・耐候性な
ど） 、用途、適用事例について解説する。講義を通じて、各種金属系材料の特性について理
解する（AL1）。 
【予習】教科書p.104～107を読み、金属系材料の種類と特徴について概略を把握する（1時間）。 
【ゴール】金属系材料の種類、化学組成、特性、製造方法、用途、適用方法などの理解 

3 ガラス材料１ 
・ガラス材料のうち、建築物で最も多用される板ガラスに関して、板ガラスの起源・歴史、JIS                                                                                                                              
規格、種類、化学組成、製造方法、メーカー、諸性質（物理的性質、化学的性質、光学的性質、
熱的性質、音響的性質、耐久性、リサイクル性）について解説する。講義を通じて、これらの特 
徴・特性を踏まえた板ガラスの使い方を習得する。また、板ガラスの施工法についても触れるの
で、3年次の「建築施工」につなげるようにする（AL1）。 
【予習】教科書p.113～117を読み、板ガラスの種類と特徴について概略を把握する（1時間）。 
【ゴール】板ガラスの種類、諸性質、製造方法、用途、適用方法などの理解 

4 ガラス材料２ 
・ガラス材料のうち、主にガラス繊維とガラスブロックを取り上げ、これらの種類、JIS規格、歴
史・変遷、メーカー、製造方法、化学組成、諸性質（物理的性質、熱的性質、耐久性等）、用 
途・適用先、施工法について解説する。講義では、各種ガラス材料を用いた建築物を紹介するの
で、その活かし方を習得する（AL1）。 
【予習】教科書p.187～190、i-Learnにアップする講義用資料を読み、ガラス繊維とガラスブロッ
クの特徴について概略を把握する（1時間）。 
【ゴール】ガラス繊維とガラスブロックの種類、諸性質、製造方法、用途、適用方法などの理解 

5 石材 
・石材は、建築物の外装や内装に多用される天然起源の材料である。講義では、建築物に用いら
れる石材の種類、JIS規格、歴史・変遷、メーカー、成分・化学組成、諸性質（物理的性質、熱                                                                
的性質、耐久性等）、用途、施工法、適用事例について解説する。また、石材に関するトラブル
例も紹介する。講義を通じて、石材の特性を理解し、適材適所の使い分けができるようにする 
（AL1）。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択 

担当教員 

太田 達見 

    

添付ファイル 
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 【予習】教科書p.108～112を読み、石材の種類と特徴について概略を把握する（1時間）。 
【ゴール】石材の種類、産地、組成、諸性質、用途、適用方法などの理解 

6 セラミック材料 
・各種あるセラミック材料のうち、レンガ、瓦、タイルを取り上げ、それぞれの種類、規格、歴
史・変遷、諸性質（物理的性質など）、用途、施工法、適用事例、メーカーについて解説する。
講義を通じて、これらセラミック材料の特性を理解し、新たな活用法についても考える機会にす
る（AL1）。 
【予習】教科書p.118～128を読み、レンガ、瓦、タイルの種類と特徴について概略を把握する（1 
時間）。 
【ゴール】レンガ、瓦、タイルの種類、産地、組成、諸特性、用途、適用方法などの理解 

7 左官材料 
・左官材料として、石こう、漆喰、土を取り上げ、それぞれの種類、規格、歴史・変遷、諸性質 
（下地との接着性などを含む）、用途・適用先、施工法（コテの使い方によるテクスチャーの違
いを含む）について解説する。講義を通じて、左官材料の特性を理解し、その活かし方を習得す
る（AL1）。 
【予習】教科書p.129～138を読み、左官材料である石こう、漆喰、土の特徴について概略を把握
する（1時間）。 
【ゴール】石こう、漆喰、土の種類、組成、諸特性、用途、適用方法などの理解 

8 木質系材料 
・木質系材料としての合板、繊維板、パーティクルボードは、建築物の仕上げとして人の目に触
れることは少ないが、これらの木質系材料が果たす役割について解説する。また、各木質系材料
の種類、規格、開発経緯、諸性質、用途・活用法についても解説する。講義を通じて、これら木
質系材料の特性を理解し、主として下地材などとしての役割について理解する（AL1）。 
【予習】教科書p.35～44を読み、各種木質系材料の種類と特徴について概略を把握する（1時
間）。 
【ゴール】木質系材料のうち合板、繊維板、パーティクルボードについて、種類、組成、諸特
性、用途、適用方法などの理解 

9 植物系材料 
・植物系材料として、茅、イグサ、竹、紙、檜皮、コルクを取り上げ、これらの植物系材料の起
源・歴史、構成、諸性質、用途・活用法について解説する。講義を通じて、植物系材料の長所                                                                                                                              
と短所を理解し、建築物への活かし方を習得する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップする講義用資料、教科書p.171を読み、植物系材料の種類と特徴につい
て概略を把握する（1時間）。 
【ゴール】茅、イグサ、竹、紙、檜皮、コルクの産地、諸特性、用途、適用方法などの理解 

10 仕上げ材料：張り物系仕上材、塗り物系仕上材 
・仕上げ材料の種類はかなり多いが、ここでは、クロス、カーペット、長尺シートなどの張り物
系材料、塗料と仕上塗材といった塗り物系材料を主な対象として、各種材料の種類、規格、構 
成・化学組成、開発経緯・変遷、特徴、用途、施工法について解説する。講義を通じて、これ                                                            
ら仕上げ材料の特性の活かし方を理解する（AL1）。 
【予習】教科書p.146～153、p.169～170を読み、張り物系材料と塗り物系材料の種類と特徴につ
いて概略を把握する（1時間）。 
【ゴール】張り物系仕上材と塗り物系仕上材の種類、組成、諸特性、用途、適用方法などの理解 

11 プラスティック材料 
・建築物においては、様々なプラスティック材料が使われているが、その多くは仕上げ材ではな
く下地材や断熱材など縁の下の力持ち的な役割を担っている。これらプラスティック材料の開発
経緯、特徴・性質（長所、短所を含む）、用途について解説する。プラスティック材料の全体像
について理解する（AL1）。 
【予習】教科書p.139～144を読み、プラスティック材料の種類と特徴について概略を把握する（1 
時間）。 
【ゴール】各種プラスティック材料の種類、組成、諸特性、用途、適用方法などの理解 

12 ゴム系材料 
・プラスティック材料と同様、ゴム系材料は建築物で用いられることが多いが、人の目に触れる
ことは決して多くない。これらゴム系材料に関して、種類、規格、歴史・経緯、特徴・諸性
質                                                                                    
                                                                                    、
用途について解説する。講義を通じて、ゴム系材料の全体像を把握する（AL1）。 
【予習】教科書p.145、i-Learnにアップする講義用資料を読み、ゴム系材料の種類と特徴につい
て概略を把握する（1時間）。 
【ゴール】ゴム系材料の種類、組成、諸特性、用途、適用方法などの理解 

13 防水材料 
・建築物は風雨に対するシェルターとしての役割があり、その役割を果たすために用いられるの
が防水材料である。講義では、メンブレン防水材（面的防水）とシーリング材（隙間の防水：線
的防水）を取り上げ、それぞれの種類、規格、構成、開発経緯・変遷、特徴、用途、施工法につ
いて解説する。講義を通じて、防水材料の特性を理解し、3年次の「建築施工」につなげるように
する（AL1）。 
【予習】教科書p.176～181を読み、各種防水材料の種類と特徴について概略を把握する（1時
間）。 
【ゴール】防水材料（メンブレン防水材、シーリング材）の種類、構成、諸特性、用途、適用方
法などの理解 

14 接合材料 
・接合材料として、ここでは接着剤と接合材を取り上げ、その種類、規格、特徴、開発経緯・                                                                                                                              
変遷、製造方法、化学組成・構成、適用時の留意点について解説する。講義を通じて、これら 
接合材料の適材適所での使い分けができるようにする（AL1）。 
【予習】教科書p.154～159、i-Learnにアップする講義用資料を読み、接合材料（接着剤、接合
材）の種類と特徴について概略を把握する（1時間）。 
【ゴール】接合材料である接着剤と接合材の種類、組成、諸特性（強度を含む）、用途、適用方
法などの理解 

15 防耐火材料 
・建築物にとって多くの被害が生じる可能性があるのは地震と火災であるが、防火・耐火材料 
は、火災時に人の安全（避難）を確保するという重要な役割を担っている。講義では、まず火災
の特性、建築と火災の関わり、関連法規について触れるとともに、これら防火・耐火材料に関し
て、種類、規格、構成・組成、特徴、開発経緯・歴史、製造方法、適用法、施工法について解                                                                                     
説 
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 する。講義を通じて、建築物の防火・耐火対策について材料面から理解する（AL1）。 
【予習】教科書p.182～186を読み、防耐火材料の種類と特徴について概略を把握する（1時間）。 
【ゴール】防火材料と耐火材料の種類、法的規制、組成、諸特性、用途、適用方法などの理解 

16 期末試験 
・各回の講義内容に関する期末試験を行う。試験では、それぞれの材料がどのような特性をも 
ち、どのような規格があり、どのような箇所に適用可能か等について問う。 

授業形態 ・説明用資料（パワーポイント等）による講義形式 
・アクティブラーニング：AL1:15回、AL2:0回、AL3:0回、AL4:0回、AL5:0回、AL6:0回 

達成目標 ・本講義の達成目標は、以下のとおりとする。                                  
1）建築物に用いられる主要仕上げ系材料の用語とその意味、種類に関する理解（基礎） 
2）各種仕上げ系材料の特徴や諸性質に対する理解（基礎） 
3）各種仕上げ系材料の適用可能な範囲や用途に対する理解（基礎） 
4）各種構仕上げ系材料に関するJIS規格とその概要に対する理解（応用） 
5）各種仕上げ系材料を適材適所に使い分けられる技量の習得（応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

・上記目標まで到達したか否かを見極めるため、講義中に出す課題に対するレポート（30％）と期末試験 
（70％）の合計点で評価する。 
・レポートの結果については講義中に解説し、至らなかった点などについてフォローする。 

評価基準 ・レポートと期末試験の合計点（100点）で評価し、60点以上を取得した者に単位を与える。 
・秀：100～90【目標1～5】、優：89～80【目標1～4】、良：79～70【目標1～3】、可：69～60【目標1～3】、 
不可：59以下 

教科書・参考書 ・教科書として次の書籍を指定する。                                    
1）橘高義典他著：初学者のための建築講座 建築材料（第二版）、市ヶ谷出版社 
・参考書として次の書籍を推薦する。 
2）野口貴文他著：ベーシック建築材料、彰国社 

履修条件 ・原則として、「建築材料1」が履修済であること。 

履修上の注意 ・各回の講義資料はi-Learnにアップするので、それらに目を通し、講義内容の理解度を深めること。 
・建築物に使われる様々な材料について興味を持ち、実際の建築物において、どのような材料がどのように使 
われているかを「観る」姿勢で臨むこと。 

準備学習と課題の
内容 

・第1回の講義までにシラバスを熟読し、各回の講義内容や目標などについて理解しておくこと。 
・教科書およびi-Learnにアップする講義用資料を用いて、毎回予習（1時間程度）を行うとともに、講義の後 
で復習（1.5時間程度）を行うことで、各回に定めたゴールをクリアする。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

・知識・理解:40％、思考・判断:30％、関心･意欲:10％、態度:10％、技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築ＣＡＤ１ A2-A31-30 

Computer-aided Architectural Design 1 

科目コード： 20300 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ２次元CADおよび3次元CADの基礎を様々な演習課題を通して学ぶ。設計の道具としてCADを使いこなせるように
なることが第一の目標である。あわせてコンピュータとは何か、CADはどのような仕組みで動いているのか、3 
次元CADの導入により建築設計の手法がどのように変化したのか、などコンピュータ全般について理解を深め 
る。この科目は、建築設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 AutoCADのインストールと基本的な操作
直線・円・円弧を描く 
標準設定図面／スケールと印刷
レイヤとは何か 
オブジェクト・スナップを使った正確な作図
AL①、AL④ 

2 平面図の作図#1 
基準線・ガイド線の作図
柱・壁の作図    
AL①、AL④ 

3 平面図の作図#2 
階段・見え掛かりの作図
文字記入 
寸法記入 
ハッチング
AL①、AL④ 

4 断面図の作図 
基準線・ガイド線の作図 
床・壁・屋根・天井面などの断面線の作
図文字記入 
寸法記入
AL①、AL④ 

5 立面図の作図 
作成した断面図を下敷きにして立面図を作成する
AL①、AL④ 

6 「スカイハウス（設計：菊竹清訓）」平面図のトレース#1 
講義：スカイハウスについて 
敷地境界線、道路の作図
基準線の作図 
柱・壁の作図（2階平面図） 
AL①、AL④ 

7 「スカイハウス（設計：菊竹清訓）」平面図のトレース#2 

開口部の作図 
ムーブネット（設備ユニット）の作図 
床仕上げ、その他の仕上げラインの作図
文字・寸法記入 

2階平面図の複製を利用して1階平面図を作成する
AL①、AL④ 

8 「スカイハウス（設計：菊竹清訓）」断面図のトレース 
講義：HP曲面によるシェル構造の屋根とワッフル・スラブ
基準線・ガイド線の作図 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択（教職必修） 

担当教員 

佐藤 健司・森下 陽 

    

添付ファイル 
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 床・壁・屋根・天井面などの断面線の作                                                                    
図開口部・仕上げ線の作図 
地盤面の作図、文字・寸法記入
AL①、AL④ 

9 SketchUpのインストールと基本的な操作
立体の作成／長方形の押し出し 
立体を立体でくりぬく 

10 「スカイハウス」のモデリング#1 
壁柱のモデリング 
床のモデリング 
屋根のモデリング（HP曲面ではなく抽象化した板として作成） 
AL①、AL④ 

11 「スカイハウス」のモデリング#2 
ガラス面のモデリング 
レイヤとオブジェクトのグループ化
マテリアルのアタッチ 
視点の移動とレンダリング（透視図作成） 
AL①、AL④ 

12 GIMPのインストールと画像編集 
講義：光の3原色と画像ファイル、解像度など 
レンダリング・イメージの色・明度・コントラストなどの調                                                                                                      
整色域の選択と背景描画 
人物や点景の描画
AL①、AL④ 

13 「フォリー（あずまや）」の設計      
SketchUpを使用して造形演習（即日設計）を行う 
レンダリングしたイメージを、GIMPを使って修正する
A4用紙に印刷して、提出する 
AL①、AL④ 

14 プレゼンテーション図面の作成#1 
AutoCADのペーパー空間機能を使って、 
「スカイハウス」の平面図、断面図、透視図、テキストを、
A2用紙1枚にレイアウトする。 
AL①、AL④ 

15 プレゼンテーション図面の作成#2                   
AutoCAD上で作成したレイアウトをPDFファイルとして出力し、
さらに、A3用紙に縮小印刷して提出する 
印刷物を用いて、プレゼンテーション・講評会を行う 
AL①、AL④ 

授業形態 学生が授業中にCADを動かして作図を行う演習形式の授業となる。2名の教員による同時指導を行うが、適宜、
関連する理論的背景について講義を行う。毎回、学生には小課題を課し、成果物を印刷物の形で提出する。 
アクティブラーニング：①:15 回,②:0 回,③:0 回,④:15 回,⑤:0 回,⑥:0 回 

達成目標 AutoCADを使って、実際の建築物の図面のトレースを行うことにより、平面図、断面図、立面図など基本的な図
面のCADでの作図法を習得する。 
SketchUpを使って、3次元モデリングの基礎を習得する。 
図面・画像・テキストを1枚のプレゼンテーション・ボードとして統合する方法を習得する。 

評価方法・フィー 
ドバック 

毎週の小課題の提出物の評価の総合成績で判定する。 
原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する 

評価基準 秀：総合点90点以上 
優：総合点80点以上 90点未満
良：総合点70点以上 80点未満
可：総合点60点以上 70点未満 
不可：総合点60点未満 

教科書・参考書 井上竜夫著「Autodesk AutoCAD 2017 3D機能 公式トレーニングガイド」、日経BP社 

履修条件 特になし 

履修上の注意 AutoCAD学生版(無償)、SketchUp(無償版）、GIMP（無償版）を各自のパソコンにインストールして使用する。 
インストールの仕方については、授業にて解説する。 

準備学習と課題の 
内容 

「図学」における手描きによる建築製図の基礎を復習しておくこと。 
（毎回、予習復習それぞれ1.5時間程度） 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

日本建築史 A3-A32-30 

Japanese architectural history 

科目コード： 20310 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 日本の建築と都市について、古代から近代に渡って、様式・形式・意匠、構造・材料、生産システム、政                                                                                                                              
治・経済・社会など、様々なものごととの関わりの中でどのように建築が成立してきたのか、その特徴と変
遷を習 
得し、歴史的思考ができる能力を養う。 

授業計画 1 イントロダクション、「日本建築史」の歴史 
・建築学に帯する学問上の位置づけと建築学科カリキュラムに対する位置づけの説明 
・本講義の内容について説明する 
・「日本建築史」がなぜできて、どのように現在まで連なっているのか、解説とAL①を行う
準備学習：教科書pp.47の内容をつかんでおく 
課題：1)日本の建築学に歴史の分野があることを説明する 

2 竪穴建物と高床建物 
・竪穴建物と高床建物の形とその中での生活の様子、建てるための技術についてAL①を行う
準備学習：配付資料と教科書pp.10-11の内容をつかんでおく 
課題：1)竪穴建物と高床建物各々の利点・欠点を挙げ、それが生じる理由とともに説明する

2)この時代の建物を建てる技術を説明する 
3 神社の建築 

・神社と神社建築の発生についてAL①を行う 
・神社社殿の形式とその種類の多さについてAL①を行う 
準備学習：配布資料と教科書pp.12-13の内容をつかんでおく
課題：1)授業で扱った社殿形式の特徴を説明する 

2)式年造替のしくみとその意味を説明する 
4 仏教伝来と古代寺院 

・仏教の伝来が建築に与えた影響についてAL①を行う 
・寺院建築がもたらした新技術についてAL①を行う 
準備学習：配付資料と教科書pp.14-15,18-19の内容をつかんでおく
課題：1)木造建築の長寿命化につながる技術を説明する 

2)組物のしくみについて説明する 
5 都城と寝殿造 

・都城とはなにか、都城の計画方法についてAL①を行う 
・寝殿造とはどのような住宅なのか、その構成と建築の特徴についてAL①を行う
準備学習：配付資料と教科書pp.16-17の内容をつかんでおく 
課題：1)寝殿造を構成する建物、屋内の要素、敷地内の庭について説明する    

2)古代の都市、建築を計画・造営するための方法についてレポート［AL④］ 
6 中世の寺院建築と様式 

・大仏様と禅宗様、中世和様、折衷様の特徴についてAL①を行う 
・新様式の構造的な特徴、利点についてAL①を行う 
準備学習：配付資料と教科書pp.20-23の内容をつかんでおく
課題：1)禅宗様と大仏様の特徴と、代表的な建物を説明する

2)古代の和様と、中世和様・折衷様の違いを説明する 
7 古代・中世寺社における信仰と建築・空間 

・古代から中世にかけての信仰と建築・空間との関係ついてAL①を行う 
・神社社殿建築の展開についてAL①を行う 
準備学習：配付資料と教科書pp.24-25の内容をつかみ、教科書pp.18-19を復習しておく
課題：1)信仰のあり方が寺社建築に及ぼした影響を具体的な事例を挙げて説明する 

8 中世の都市と城 

・中世に発達した都市の種類についてAL①を行う 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択 

担当教員 

米澤 貴紀 

    

添付ファイル 
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 ・城郭建築の特徴についてAL①を行う 
準備学習：配付資料と教科書pp.28-29の内容をつかんでおく
課題：1)宗教都市、交易都市の種類について説明する 

2)城郭建築の変遷について説明する 
9 近世の寺社建築 

・近世の寺社建築の装飾と空間についてAL①を行う 
・民衆の参詣、観光がもたらした影響についてAL①を行う 
準備学習：配付資料と教科書pp.32-33の内容をつかんでおく
課題：1)近世寺社の装飾の特徴を説明する 

2)近世寺社と参詣者との関係を説明する 
3)古代から近世までの寺社建築の変化を見通して、その要因についてレポート［AL④］ 

10 大工の技術と造営 
・古代から近世までの設計技術ついてAL①を行う 
・大工技術と道具についてAL①を行う 
準備学習：配付資料と教科書pp.34-35の内容をつかんでおく
課題：1)枝割と木割の違いを説明する 

2)道具の発達と建築の関係を説明する 
11 中世住宅から書院造へ 

・寝殿造から書院造への変化についてAL①を行う 
・書院造の特徴についてAL①を行う 
準備学習：配付資料と教科書pp.26-27の内容をつかんでおく
課題：1)中世に住宅が変化した要因について説明する 

2)書院造とはどのような建物か、具体的な特徴を挙げて説明する 
12 茶室と数寄屋 

・茶室とはどのような建物であるかについてAL①を行う 
・数寄屋建築の意匠についてAL①を行う 
準備学習：配付資料と教科書pp.30-31の内容をつかんでおく 
課題：1)主要な茶室建築の実例について、その間取りと意匠を説明する

2)書院造、数寄屋、茶室の関係を説明する 
13 近世の都市と大名・武家屋敷 

・城下町の構成についてAL①を行う 
・大名屋敷、武家屋敷と書院造についてAL①を行う
準備学習：配付資料の内容をつかんでおく 
課題：1)城下町の道筋と城の関係を説明する 

2)大名屋敷の空間、建物の構成を説明する 
14 民家 

・民家の形と気候・生業との関係についてAL①を行う 
・町家の間取り構成についてAL①を行う 
準備学習：配付資料と教科書pp.36-39の内容をつかんでおく
課題：1)多様な民家の形の由来を説明する 

2)町家が造るまちなみについて、特徴的な例を挙げて説明する 
3)民家の建物・空間のかたち・仕様について、その様子と理由をレポート［AL④］ 

15 西洋建築との出会い 
・西洋建築がもたらした建築についてAL①を行う 
・西洋建築を日本人がどのように摂取したかについてAL①を行う
準備学習：配付資料と教科書pp.42-45の内容をつかんでおく 
課題：1)擬洋風建築とはどのような建築か説明する

2)伊東忠太は何をした人物か説明する 
16 試験 

・範囲は教科書で扱ったページ及び配付資料 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:15回,②:0回,③:0回,④:3回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 １．歴史的な建造物の構造について知り、様式と結びつけて覚える。                
２．各様式や建物種別の特徴、背景を覚え、歴史的に価値のある建築物と結びつけられる。
３．歴史的な建築物の空間構成の特徴を覚える。                                  
４．都市の構造と成り立ちについて覚える 
５．日本建築の変遷に対する考察が行えるようにする。 

評価方法・フィー 
ドバック 

3回の課題レポート（30％）と、定期試験（70%）により総合評価する。課題レポートは授業時に返却・解説を 
行い結果をフィードバックする。 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀（１～５）： 90点以上、優（１～５のうち４項目）：89～80点、良（１～５のうち３項目）：79～70点、可 
（１～５のうち２項目）：69～60点、不可：59点以下 
（ ）の番号は達成目標の項目を示す 

教科書・参考書 教科書：「建築史」編集委員会 著 「コンパクト版建築史（日本・西洋）」（彰国社） 
参考書：太田博太郎 他 著 「日本建築様式史」（美術出版社） 

履修条件 日本建築史は、歴史的背景、地理的条件を知ったうえで学ぶことが重要かつ効果的であるため、日本史のおお 
まかな流れや日本の地形、主要な都市の位置は知識として持っておくことが必要である。 

履修上の注意 歴史的建造物から得られる知恵を自らの知識に変え応用できるように思考をめぐらすこと。 
与えられた課題は必ず提出すること。 

準備学習と課題の
内容 

①初回までにシラバスを読み、授業項目や目的を理解しておくこと 
②２回目以降は、各授業の終わりに準備学習の内容を指示する 
③授業計画に記載している事前学習（1時間）と課題（2時間）に取り組み、次の授業に臨むこと 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:5％,技能・表現:5％ 

DP1 知識・理解  
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DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築法規 A3-S33-30 

Architectural Code 

科目コード： 20330 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築全般（設計・施工）に取り組むにあたり、最も重要である建築基準法について、定義から手続きまで幅
広く概説する。他には採光、換気、設備、構造に関する基準や都市計画区域等による建築物の形態制限等につ
いて概説してゆく。同時に、各法令の条文の意味するところと条文相互の関連性及び都市づくりとの関わり方 
を理解する。この科目は、建築設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 基礎1 建築基準法の全体構造
資格と法規について 
法令集の用語の解釈・法文の組立の理解方法について
法の体系・条文の読み方・法令用語 
建築基準法の全体構造・単体規程と集団規程・仕様規定と性能規定・用語の定 
義ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：法令集の理解第1回（Ｐ1～55）(AL4) 

2 基礎2 建築基準法の用語等
建築確認検査の手続きの流れ
確認が必要な行為 
法93条1項の消防長の同意
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：法令集の理解第2回（Ｐ56～117）(AL4) 

3 基礎3 建築基準法の用語等
防火関係規定の用語 
防火準防火地域内の規定 
耐火建築物としなければならない特殊建築物の規定
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：法令集の理解第3回（Ｐ129～183）(AL4) 

4 基礎4 建築基準法の用語等
防火区画 
防火壁・界壁・隔                           
壁内装制限 
階段の構造 
構造強度 固定荷重積載荷重
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：法令集の理解第4回（Ｐ184～396）(AL4) 

5 基礎5 建築基準法の用語等 
反転授業第1回：ミニテストの復習解説(AL3) 
用途制限 
道路 
容積率 
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：法令集の理解第5回（Ｐ403～518）(AL4) 

6 基礎6 建築基準法の用語等 
反転授業第2回：ミニテストの復習解説(AL3) 
建ぺい率 
斜線制限
日影規制 
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：法令集の理解第6回（Ｐ519～666）(AL4) 

7 1-1建築士法 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択（教職必修） 

担当教員 

長尾 亜子 

    

添付ファイル 
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 反転授業第3回：ミニテストの復習解説(AL3) 
用語の定義 
建築士の職務
建築士の免許
試験 
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：法令集の理解第7回（Ｐ666～908）(AL4) 

8 1-2建築士法・建設業法 
反転授業第4回：ミニテストの復習解説(AL3) 
【建築士法】
建築士の業務 
建築士事務所の登録
管理建築士 
【建設業法】
建設業の許可 
一括下請負の禁止 
主任技術者、監理技術者
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習(AL4) 

9 2-1建築基準法の用語 
反転授業第5回：ミニテストの復習解説(AL3) 
建築物・特殊建築物・建築設備 
敷地・地階・耐水材料・延焼のおそれのある部分
耐火構造・準耐火構造・耐火建築物・準耐火建築                                                                                   
物敷地面積・建築面積・床面積・延べ面積・築
造面積地盤面・建築物の高さ・軒の高さ・階数 
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習(AL4) 

10 2-2建築手続き 
反転授業第6回：ミニテストの復習解説(AL3) 
確認済証の要否 
別表第一の特殊建築物
用途変更と類似の用途 
仮設建築物建築設備への準用・工作物への準用
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習(AL4) 

11 3-1建築手続き 
反復授業第7回：ミニテストの復習解説(AL3) 
事前準備・確認申請・確認済証の交付・構造計算適合性判                                                                                                  
定確認検査の特例・着工・中間検査・完了検査・使用 開
始 
定期報告 
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習(AL4) 

12 3-2-1防火関係規定 
反転授業第8回：ミニテストの復習解説(AL3) 
大規模な木造建築物の主要構造部 
法22条指定区域 
法22条指定区域の建築物の外壁
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習(AL4) 

13 3-2-2防火関係規定 
反転授業第9回：ミニテストの復習解説(AL3) 
法27条1項に該当する特殊建築物の建築制限
特定避難時間倒壊等建築物と準耐火建築物 
防火地域内の制限・準防火地域内の制限 
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習(AL4) 

14 4-1防火関係規定 
反転授業第10回：ミニテストの復習解説(AL3) 
面積区画 
高層区画 
たて穴区画 
異種用途区画 
建築物の界壁、間仕切壁及び隔壁
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習(AL4) 

15 4-2避難関係規定 
反転授業第11回：ミニテストの復習解説(AL3) 
廊下の幅 
直通階段の設置      
2以上の直通階段の設置
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習(AL4) 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:15 回,②:0 回,③:11 回,④:15回,⑤:0 回,⑥:0 回 
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達成目標 １）建築基準法の構成および内容を理解する。（基礎）                                  
２）建築基準法を中心に、法令の条文の意味するところと条文相互の関連性を理解する。（基礎） 
３）建築基準法の成り立ち及び都市づくりとの関わり方を理解する。（基礎）              
４）行政がどのようなまちづくりをしたいのかを理解する。（応用）                      
５）都市と建築の役割を理解する。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業で行うテスト（80％）と自宅学習：法令集の理解（20％）を総合評価する。 
テスト終了後には回答結果、解説をフィードバックする。 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀（１〜５）：100～90、優（１〜４）：89～80、良（１〜３）：79～70、可（１〜３）：69～60、不可：59以 
下 

教科書・参考書 ・建築基準法関係法例集 建築資料研究社・日建学院編 建築資料研究社刊 
・改訂版 図説 やさしい建築法規 今村仁美・田中美都 学芸出版社 

履修条件 計画、構造、環境、歴史を学習していること。 

履修上の注意 建築を総合的な視点で捉えていき、見識を持って社会の中で建築をつくることの基礎を学ぶので、誠意を持っ 
て受講すること。 

準備学習と課題の
内容 

・初回までにシラバスを読み授業項目や目的を理解しておくこと。２回目以降は各授業終了時に次回までの準
備内容を指示、及び次回のテキスト範囲を支持するので予習する。（1.5時間）講義中のテストの復習を実施す 
る。（0.5時間） 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:15％,関心･意欲:15％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

土質・基礎構造 A4-C34-30 

Soil Mechanics and Foundation Engineering 

科目コード： 20340 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築物は杭や基礎スラブを介して安定した地盤で支えられており、地盤を構成する土の性質を学ぶことは、基
礎の形式や配置、耐震性などを考える上でとても重要である。また最近では、軟弱な地盤による不同沈下、豪
雨時の斜面崩壊、地震時の液状化などの現象が頻繁に生じ、周辺の建築物に大きな被害が出ている。本科目は
教科書に従って、前半は土の種類や基本的な性質、圧密沈下や土圧などについて学習する。後半は、土のせん 
断強度とともに、建築物の基礎構造の形式や許容支持力の考え方、設計法などについて学習する。 

授業計画 1 基礎と地盤の役割、地盤の生成 
演習課題１：砂と粘土、河川の運搬作用・堆積作用など
AL④ 

2 土の基本的な性質 
演習課題２：土の含水比、間隙比、飽和度、飽和単位体積重量、水中単位体積重量など
AL④ 

3 砂と粘土の性質 
演習課題３：演習課題２の発展問題
AL④ 

4 地盤内応力 
演習課題４：地表面の等分布荷重による地中の鉛直応力の算定
AL④ 

5 透水 
演習課題５：ボイリングによる安全率を考慮した掘削深さの算定
AL④ 

6 粘土の圧密（１） 
演習課題６：地表面の等分布荷重による圧密沈下量の算定
AL④ 

7 粘土の圧密（２） 
演習課題７：演習課題６の発展問題
AL④ 

8 土のせん断強さ（１） 
演習課題８：土の３軸圧縮試験結果からせん断抵抗角の算定
AL④ 

9 土のせん断強さ（２） 
演習課題９：地震時の土の液状化危険度の算定
AL④ 

10 小テストと土質力学の説明
演習問題の１～９の範囲 

11 擁壁に作用する土圧（１） 
演習課題１０：擁壁に作用する主働土圧と受働土圧の算定
AL④ 

12 擁壁に作用する土圧（２） 
演習課題１１：演習課題１０の発展問題直接基礎
AL④ 

13 斜面の安定性 
演習課題１２：斜面上に堆積した地盤の滑りの安全率の算定
AL④ 

 14 直接基礎 
演習課題１３：直接基礎の許容鉛直支持力と即時沈下量の算定
AL④ 

15 杭基礎 
演習課題１４：杭基礎の許容鉛直支持力の算定 
AL④ 

授業形態 事前に授業用パワーポイントのPDFファイルを受講生に提示する。パワーポイントを用いて講義を行い、最後の
15～20分前にプリントを配布して授業理解のための演習を行う。 アクティブラーニング：①:0回,②:0回, 
③:0回,④:14回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 １．地盤の生成過程と堆積した土の種類や性質などを理解している。（標準）        
２．土の含水比や間隙比などの専門用語を理解し、数値を求めることができる。（基礎） 
３．地中の土被り圧や長方形荷重による増加応力を計算して求めることができる。（標準） 
４．等分布荷重による圧密沈下の数値を計算して求めることができる。（標準）      
５．擁壁に作用する主働土圧を計算して求めることができる。（標準） 
６．基礎の形式の選び方を理解し、許容支持力を計算して求めることができる。（標準） 

評価方法・フィー 
ドバック 

定期試験60%、小テスト40% の割合で総合評価する。原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次 
回以降の授業内で実施する 

評価基準 秀：90点以上、優：89～80点、良：79～70点、可：69～60点、不可：60点未満 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択 

担当教員 

今岡 克也 

    

添付ファイル 
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教科書・参考書 教科書：畑中宗憲・加倉井正昭・鈴木比呂子「新版   建築基礎構造」   東洋書店新社 
参考書：藤井 衛他 「ザ・ソイルⅡ 住宅の基礎性能と地盤補強」 建築技術 

履修条件 基礎的な数学と力学の知識を有すること。 

履修上の注意 毎回演習を行うので、関数電卓を必ず持参すること。 

準備学習と課題の
内容 

授業の前にあらかじめ次回のパワーポイントのPDFファイルに目を通して、例題と解答例などから分からない事
柄を整理しておくこと（2h）。授業で行った演習問題の解き方は必ず理解して、試験前には復習をしておくこ 
と（1h）。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解： 30％, 思考・判断： 20％, 関心･意欲： 20％, 態度： 20％, 技能･表現： 10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築ＣＡＤ２ A3-A35-30 

Computer-aided Architectural Design 2 

科目コード： 20350 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 AutoCADを使って、3次元モデリングおよびレンダリングの演習をおこなう。 
さらに、BIM(Building Information Modeling)ソフトウェアであるAutodesk Revitを導入し、初歩的な使い方
を学ぶ。幾何学をベースとしたCADと、幾何学は裏に隠れ、柱・壁・床といった建築オブジェクトを直接操作                                                                                              
するBIMとの違いについて理解する。 
この科目は、建築設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 AutoCADでのソリッド・モデリング 
プリミティブ立体(直方体、球、円柱、円錐)の作成
ソリッド立体間のブーリアン演算（和・差・積） 
ソリッド立体を面でスライスする 

2 「家型」のモデリング 
リージョン(2次元ソリッド)を押し出してソリッドを生成する
ユーザー座標系(UCS)の設定と3次元空間内での立体の回転 

3 「スカイハウス」のモデリング#1 
壁柱の作成 
床（ワッフル・スラブ）の作成
屋根の作成 
HP曲面を線織面（ルールド・サーフェス）として作成する
曲面に厚みを与えてソリッド化する 

4 「スカイハウス」のモデリング#2 
建具（ガラス戸）の作成 
階段の作成 
ムーブネット（設備ユニット）の作成 

5 「スカイハウス」のモデリング#3 
1階部分のモデリング 
周囲の地形・道路のモデリング 

6 AutoCADでのレンダリング                     
4つのプリミティブ立体からなるモデルを作成する
カメラの作成とビューポート操作 
光源の設定（遠隔光源と点光源） 
マテリアルの作成とアタッチ 
レンダリング 

 

7 「スカイハウス」のレンダリング#1 
モデルに人物と樹木を追加する 
カメラの配置とアングルのセット
光源の設定（遠隔光源と点光源） 
マテリアルの作成とアタッチ 
レンダリング 

8 「スカイハウス」のレンダリング#2 
「スカイハウス」のレンダリング#2 
上空からの視線をセットする（鳥瞰透視図） 
光源の設定（遠隔光源と点光源） 
レンダリング 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択 

担当教員 

佐藤 健司・森下 陽 

    

添付ファイル 
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 9 曲線と曲面#1 
ポリライン（点列） 
スプライン曲線 
制御点とフィット点 

10 曲線と曲面#2 
スプライン曲面 
AutoCADでのプロシージャ・サーフェスとNURBS 
曲面のソリッド化 

 

11 曲線と曲面#3 
曲面のモデリング 
ロフテッド曲面に厚みを与える
直方体を曲面でスライスする 

 

12 BIM(ビルディング・インフォメーション・モデリング) 
Autodesk Revit（学生版）のインストール
基本操作 

13 Revitでの製図#1 
平面図・立面図での基準線の作図
柱・壁・床オブジェクトの定義
柱・壁・床の配置 

14 Revitでの製図#2 

開口部・カーテンウォール・階段の配置 

15 Revitでのレンダリング 
マテリアルの作成とアタッチ
光とカメラの設定 
点景（人物と植栽）の配置 
レンダリング 

授業形態 AutoCADやRevitを用いてモデリングやレンダリングを行う演習形式の授業を主体とする。
演習課題については、成果物を印刷物で提出し、達成度の評価を受ける。 
演習課題に関連する理論的背景についての講義を行う。 
アクティブラーニング：①:0 回,②:0 回,③:10回,④:15回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 1.AutoCADでのソリッドモデリングの方法を習得する。（基礎） 
2.AutoCADでの曲面のモデリングの方法を習得する。（応用） 
3.AutoCADでのレンダリングの方法を習得する。（応用） 
4.Revitでのモデリングとレンダリングの方法を習得する。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

毎回の授業で小課題を課し、翌週までに課題を完成し、提出する。 
提出された課題は、その都度、達成度を評価する。 

評価基準 提出された課題の評価を合算し、総合評価とする。 
秀90点以上、優89～80点、良79～70点、可69～60点、不可59点以下 

教科書・参考書 「Autodesk AutoCAD 2017 3D機能 公式トレーニングガイド」日経BP社（建築CAD1の教科書） 

履修条件 建築CAD1での学習内容の知識が必要である。 
建築製図の知識があること。 

履修上の注意 AutoCAD学生版(無償)およびGIMP(無償）は建築CAD1で各自のパソコンにインストールされている。建築CAD2に
おいて、引き続き使用する。 
Autodesk Revitを各自のパソコンにインストールする。AutoCADをインストールした時に取得したアカウント情 
報をRevitインストール時にも使用する。 

準備学習と課題の 
内容 

「建築CAD1」における2次元作図、3次元モデリングの基礎を復習しておくこと「予習0.5ｈ+復習2.5h」 
授業内で配布する資料で予習・復習し、課題を行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:10％,思考・判断:10％,関心･意欲:30％,態度:10％,技能・表現:40％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築計画２ A3-A36-30 

Architectural planning 2 

科目コード： 20120 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築とは社会的な制度を視覚化した人工環境と言える。建築設計がモノ（ハード）のデザインとすれば建築計
画はヒト（ソフト）のデザインと位置づけられる。建築計画1に引き続き、建築計画2では、パブリック性の高
い各種施設計画の建築プログラムを扱い、空間構成とそこで行われるアクティビティ（使われ方）の関係を代
表的な事例を通して理解する。その上で、単体施設のみならず、複合施設の建築設計に反映させる能力を養 
う。 
キーワード：建築プログラム、施設 
この科目は、建築設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 福祉施設1（通所施設） 
社会福祉の変遷、社会福祉サービスと施設、地域における福祉施設、最低基準と必要諸室、バリ
アフリーとUD,通所系施設 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 
・AL①は全回、AL④は発表およびレポート提出が対応する旨の説明 

2 福祉施設2（入所施設） 
居室と空間配置、最低基準と必要諸室、グループ居住、居住系施設 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

3 福祉施設3 

事例研究・発表 

4 事務所１ 
業務建築の種類と変遷、計画項目、規模計画・基準階計画、収容人員、コアタイプ、モデュー
ル、ペリメーターゾーン 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

5 事務所2 
防災計画、オフィスレイアウト、衛生器具の所要数算定、便所の設計、エレベーター方式（平面
配置・規模算定・運行方式）、カウンター 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

6 事務所3 

事例研究・発表 

7 博物館・美術館 1 
系譜、分類、構成、展示方式、導入空間、動線と展示空間、休憩スペース、収蔵空間、採光・照
明形 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

8 博物館・美術館                           
2事例研究・発
表 

9 劇場・ホール1 
系譜、分類、空間構成、部門構成、ホール形式（舞台・客席）、音響計画、可視限界距離、サイ
トライン 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

10 劇場・ホール2 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択 

担当教員 

脇坂 圭一 

    

添付ファイル 
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 音とオーディトリアム、音響設計の問題点、舞台 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

11 劇場・ホール3 
事例研究・発表 

12 公共サービス施設1 
公共サービス施設の分類、公共サービスの基本的性能、施設規模の算定方法、部門構成、窓口、
議場 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

13 公共サービス施設2 
事例研究・発表 

14 交流施設1 
分類、立地選定、計画の体制と住民参加、運営管理方式、複合施設の型、各部計画、機能構成 
・【予習・復習】あらかじめテキストの該当項目のページを読み、図書館にて該当する建築
家                                                                                    
                                                                                    、
作品の書籍に目を通すこと。 

15 交流施設2 

事例研究・発表 

16 定期試験 

授業形態 講義、発表・レポート 
アクティブラーニング：①:15回,②:0回,③:0回,④:6回（発表・レポート）,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 ・対象とする用途の建築プログラムを理解する。 

評価方法・フィー 
ドバック 

試験（75％）、発表・レポート（15％）、出席（5％）を総合評価する．原則として、レポート・小テスト等の 
フィードバックは次回以降の授業内で実施する． 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀：100～90点、優：89～80点、良：79～70点、可：69～60点、不可：59点以下 

教科書・参考書 教科書：日本建築学会編『コンパクト建築設計資料集成』、小野田泰明『プレデザインの思想 建築計画実践
の１１箇条』TOTO出版 
参考書：ウイリアム・ペーニャ、スティーブン・パーシャル『プロブレム・シーキングー建築課題の発見・ 
実 
践手法』彰国者、五十嵐太郎、大川信行『ビルディングタイプの解剖 

履修条件 「建築計画1」を履修していること。 
「近代建築史」「建築設計A1」「建築設計A2」を履修していること。 

履修上の注意 １．本講義と建築設計課題は密接に関連するので、プレ・デザインとしての建築計画と実際にカタチに落とし
込む建築設計の応答関係を意識して取り組むこと。                                                
２．日常における建築と社会の関わりを知るために、意識的に新聞や建築雑誌等の情報に触れ、建築計画的な 
視点から考察すること。 

準備学習と課題の
内容 

１．授業計画に記載されている同種の用途について、学内・学外の図書館にて、国内外の雑誌・書籍から、
プログラムおよび配置計画・平面計画・断面計画を、図面・写真から調べる（合計3.0h）。 
２．国内はもとより海外も含めた積極的な事例訪問と空間体験を推奨する. 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・技術： 50％,思考・判断：30％,関心･態度：15％,コミュニケーション： 5 ％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築設計・Ｂ１ A3-A37-30 

Architectural Design B1 

科目コード： 20110 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築設計・A2の小規模公共施設（あたらしい図書館）に引き続き、前半では街中で「集まって暮らす、働 
く」を設計する。市街地（浜松、静岡）のコンテクストの読み取り、集まって住む事、共有の仕事場をもって
社会と繋がることなどを考える事で、新たな家族像、働く事と社会性などについて学び取る。後半では「風景
と共にあるアートセンター」を設計する。遠州という地域性を理解し、風景、産業、文化に根付いたコミュニ
ティを再生させるためのアートセンター（音楽ホール、アートギャラリー、演劇ホール等）を計画する。遠州
の市街地ではない郊外において、地域コミュニティの今後のあり方を検討し、文化的なプログラムを利用しつ
つ、再生をもたらすあらたな空間モデルを生み出す力を習得する。 
成果物 ： 配置図、平面図、立面図、断面図。 パース、スケッチなど空間を示すドローイング。 断面詳細

図、部分詳細図。模型。 
この科目は、建築設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 「集まって暮らす、働く1」（共同設計） 

講師紹介、課題説明、グループ分け、レクチャー 

・非常勤講師によるミニレクチャー 
・ミニレクチャー「集合住宅について」 
・ミニレクチャー「新たな働き方について」 
・建築設計・A2からの流れ、本課題の位置づけの説明 
・課題説明 
・レクチャーはAL1 

 

準備学習：1）集合住宅の基本を理解する           
2）新たな住まい方、働き方について考察する 

課題：1）敷地調査 
2）敷地模型作成 
3）家族像、住まい方、働き方の検討、決定 

2 「集まって暮らす、て働く2」（共同設計） 
エスキスチェック１ （敷地リサーチ発表、プログラム、住人設定、仕事場の設定発表） 

・敷地リサーチ発表 
・プログラム（住人設定、仕事場）発表 
・敷地模型提示 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

 

準備学習：1）敷地について理解を深める           
2）計画内容についてプログラムを深く考える 

課題：1）住まい方、働き方のダイアグラム作成
2）配置計画のラフスケッチ 
3）平面計画のラフスケッチ 
4）断面計画のラフスケッチ 
5）ラフ模型 

3 「集まって暮らす、働く3」（共同設計） 
エスキスチェック２(ボリュームスタディ、住まい方、働き方ダイアグラム) 

・ダイアグラムの発表 
・平面スケッチ発表 
・断面スケッチ発表 
・模型による空間構成の発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ３ 選択 

担当教員 

佐藤 健司・田井 幹夫・八木 佐知子・長谷川 寛 

    

添付ファイル 
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準備学習：1）平面計画の再確認 

2）断面計画の再確認 
3）コンセプト、ストーリー、プログラムと建築の計画の整合性の確認

課題：1）計画全体の再確認 
2）模型作成 
3）中間発表に向けてのプレゼンテーション 

 

4 「集まって暮らす、働く4」（共同設計） 
中間発表（2グループごとに全員発表） 

・計画全体についてラフな図面、模型にて発表する。 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

 

準備学習：1）他の人の発表から足りない部分を確認する
2）講評で出たアドバイスを反映させる 
3）不十分な作業内容を確認 

課題：1）コンセプト、ストーリーをブラッシュアップ
2）平面断面など計画自体をブラッシュアップ 

5 「集まって住む、集まって働く5」（共同設計） 

エスキスチェック（全体計画、コンセプト、プログラムの見直し） 

・中間発表での改善点の洗い出し箇所発表 
・計画の改善部分の発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

準備学習：1）完成度の確認 
2）全体を俯瞰する 

課題：1）プレゼンパネルのレイアウト検討 
2）最終模型の表現方法、精度などの確認 

6 「集まって暮らす、働く6」（共同設計） 

プレ講評会(最終まとめ、プレゼンテーション方法) 

・各グループ内での発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

 

準備学習：1）計画全体についての整合性の確認
2）発表の説得力の確認 
3）不足図面、模型の確認 

課題：1）最終成果物の作成（模型、図面） 
7 「集まって暮らす、働く7」（共同設計） 

最終講評会 

最終講評会 
・全員の作品の閲覧 
・学生同士での評価 
・セレクト作品について全体発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

・第２課題のプレ説明 

課題：出身校についてのリサーチ 
8 風景と共にあるアートセンター1」

課題説明、実例紹介レクチャー 

・課題説明 
・レクチャー（学校建築） 
・レクチャー（地域に開かれた学校） 
・出身学校について発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

 

準備学習：1）様々な学校の在り方を認知する         
2）地域のコミュニティと教育について考察する 

課題：1）敷地調査 
2）地域のコミュニティ、人口動態等について調査 
3）同規模の学校建築事例についてリサーチ 
4）敷地模型 

9 「風景と共にあるアートセンター2」 
エスキスチェック１（対象学校説明、地域のリサーチ結果、配置、ボリューム） 

・敷地調査発表（出身校、地域の特性などを絡めて） 
・事例調査発表 
・敷地模型発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

 

準備学習：1）敷地についての理解を深める
2）学校建築の可能性を考察する 

課題：1）コンセプト、ストーリーの構築
2）プログラム、＋αの機能の検討 
3）あたらしい学校の概念の構築 
4）配置、平面計画の検討 
5）敷地模型にボリューム模型を配置 

645



 10 「風景と共にあるアートセンター3」 
エスキスチェック２（プログラム、ボリューム、配置など） 

・コンセプト、ストーリーの発表 
・プログラム、＋αの機能の発表 
・ボリューム模型発表 
・配置計画発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

 

準備学習：1）計画建物のベースコンセプトの構築
2）建物の配置の可能性を把握する 
3）地域へ貢献する学校建築の在り方の提案

課題：1）平面計画の再検討 
2）断面計画の検討 
3）コンセプト模型の作成 
4）模型による空間構成の検討 
5）中間発表のプレゼンテーション 

11 「風景と共にあるアートセンター4」 
中間発表（2グループごとに全員発表） 

・計画全体についてラフな図面、模型にて発表する。 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

 

準備学習：1）他の人の発表から足りない部分を確認する
2）講評で出たアドバイスを反映させる 
3）不十分な作業内容を確認 

課題：1）コンセプト、ストーリーをブラッシュアップ
2）平面断面など計画自体をブラッシュアップ 

12 「風景と共にあるアートセンター5」 

エスキスチェック３（全体計画、コンセプト、プログラムの見直し） 

・中間発表での改善点の洗い出し箇所発表 
・計画の改善部分の発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

準備学習：1）計画内容の再確認 
2）不足作業の確認 

課題：1）平面計画、断面計画の充実       
2）最終模型の表現方法、精度などの確認 
3）各部詳細設計 

13 「風景と共にあるアートセンター6」 
エスキスチェック４（全体計画、コンセプト、プログラムの見直し） 

・中間発表での改善点の洗い出し箇所発表 
・計画の改善部分の発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

準備学習：1）完成度の確認 
2）全体を俯瞰する 

課題：1）プレゼンパネルのレイアウト検討 
2）最終模型の表現方法、精度などの確認 

14 「風景と共にあるアートセンター7」
プレ講評会 

・各グループ内での発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

 

準備学習：1）計画全体についての整合性の確認
2）発表の説得力の確認 
3）不足図面、模型の確認 

課題：1）最終成果物の作成（模型、図面） 
15 「風景と共にあるアートセンター8」

最終講評会 

・全員の作品の閲覧 
・学生同士での評価 
・セレクト作品について全体発表 
・エスキスチェック、発表はAL1,AL3,AL4 

授業形態 グループごとに対面式、エスキスチェック。発表は合同。模型、スケッチ、プレゼンテーションパネルによ
る。 
アクティブラーニング：①:15 回,②:0 回,③:14 回,④:14 回,⑤:0回,⑥:0 回 

達成目標 設計について以下の項目について習得する。                                                
1.共同作業すを通じて一つの目標に向かって、協力して良いものを生み出すコミュニケーション力。 
2.コンセプト、ストーリーの空間化。 
3.敷地の読み取り。 
4.配置計画、平面計画、断面計画、立面計画。 
5.建築の公共性（都市空間において）。 
6.あらたな都市生活の可能性。 

評価方法・フィー
ドバック 

プレゼンテーションパネル（ドローイング）、模型などの内容、完成度。プレゼンテーションおよび質疑応
答。一部、出席状況。 
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評価基準 講評会における採点。秀100～90、優89～80、良79～70、可69～60、不可59以下。但し、前半、後半課題とも中 
間発表、最終公表会への未提出者、欠席者は不可となるので注意のこと。 

教科書・参考書 参考書：日本建築学会「建築設計資料集成」、山本理顕＋α「地域社会圏モデル」「地域社会圏主義」INAX出
版、小嶋一浩「アクティビティを設計せよ！」、工藤和美「学校をつくろう！」、上野淳「学校建築ルネサン
ス」、長澤悟・中村勉「スクール・レボリューション」、渡辺真理＋木下庸子「集合住宅をユニットから考                                                                                                                              
え 
る」新建築者、渡辺真理＋下吹越武人「小さなコミュニティ」彰国社 

履修条件 なし 

履修上の注意 毎回のエスキスチェックにおいて必ずスケッチ、模型など成果物を持参する事。締切日時は厳守とする。 

準備学習と課題の
内容 

課題に応じて、関連図書、建築雑誌の購読を勧める。 
設計は日常的な思考と作業の蓄積が重要である。課題進行中は継続的に作業を続け、毎週のエスキスチェック 
を到達点の目安とすると良い。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:２０％,思考・判断:３０％,関心･意欲:１５％,態度:１５％,技能・表現:２０％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築設計・Ｂ２ A4-A38-50 

Architectural Design B2 

科目コード： 20360 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築設計は、様々な要因への統合的視点が求められる。社会性、周辺環境、歴史、構造、温熱環境などへの知
見を、意匠的・造形的に解決し提案することを学ぶ。そのため都市を対象とし、社会性を持ったプログラムに
より演習を行う。また卒業設計へ向けた導入部と位置付ける。この科目は、建築設計分野の実務経験のある教 
員が担当する科目である。 

授業計画 1 ガイダンス 建築設計課題「小学校」−１ 
建築学に対する学問上の位置付けと建築学科カリキュラムに対する位置付けの説明。 
・全体ガイダンスと課題説明を行い、AL①とAL②を行う。 
・外部講師によるレクチャーを行う。 
・演習課題①②を行い、AL⑤とAL⑥を行う。 
準備学習：建築専門書や専門雑誌で建築作品を学習する。 
課題：演習課題①②を行う。（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

2 建築設計課題「小学校」−２ 
・演習課題①②を発表し、AL①とAL②を行う。 
準備学習：演習課題を行う中で建築専門書や専門雑誌で演習に関連する事例を学習する。また敷
地調査、周辺の街並みのフィールドワークを行い、歴史・文化などの調査を行う。 
課題：敷地模型を作成する。（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

3 建築設計課題「小学校」−３ 
エスキス１：全体構想しながら配置計画を行い、AL①とAL②を行う。 
・ボリュームスタディを行う。 
準備学習：敷地周辺の特徴をまとめ、ゾーニングを行う。 
課題：敷地模型を作成する。（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

4 建築設計課題「小学校」−４ 
エスキス２：全体構想を作案し、各図面などで検討しながら、AL①、AL②、AL③を行う。 
準備学習：前回までの授業を受け、更に全体構想をまとめるためのスタディ（図面、模型など） 
を行う。 
課題：スタディ（図面、模型など）を行う。（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

5 建築設計課題「小学校」−５ 
エスキス３：全体構想を作案し、各図面などで検討しながら、AL①、AL②、AL③を行う。 
準備学習：前回までの授業を受け、更に全体構想をまとめるためのスタディ（図面、模型など） 
を行う。 
課題：スタディ（図面、模型など）を行う。（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

6 建築設計課題「小学校」−６ 
エスキス４：全体構想を作案し、各図面などで検討しながら、AL①、AL②、AL③を行う。 
準備学習：前回までの授業を受け、更に全体構想をまとめるためのスタディ（図面、模型など） 
を行う。 
課題：スタディ（図面、模型など）を行う。（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

7 建築設計課題「小学校」−７ 
エスキス５：全体構想を作案し、プレゼンテーションを行い、AL①、AL②、AL③を行う。 
準備学習：前回までの授業を受け、更に全体構想をまとめるためのスタディ（図面、模型など） 
を行う。 
プレゼンテーション作業を行う。 
課題：スタディ（図面、模型など）を行う。（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

8 建築設計課題「小学校」−８、「都市コンプレックス」−１ 
・建築設計課題「小学校」を提出し、講評会を行い、AL①、AL②、AL③を行う。 
・建築設計課題「都市コンプレックス」の課題内容を提示する。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ３ 選択 

担当教員 

脇坂 圭一・長尾 亜子・針谷 將史 

    

添付ファイル 
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 準備学習：前回までの授業を受け、プレゼンテーション作業を行う。
課題：演習課題①②を行う。（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

9 建築設計課題「都市コンプレックス」−２ 
・演習課題①②を発表し、AL①とAL②を行う。 
・外部講師によるレクチャーを行う。 
準備学習：演習課題を行う中で建築専門書や専門雑誌で演習に関連する事例を学習する。また敷
地調査、周辺の街並みのフィールドワークを行い、歴史・文化などの調査を行う。 
課題：敷地模型を作成する。（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

10 建築設計課題「都市コンプレックス」−３ 
エスキス１：全体構想しながら配置計画を行い、AL①とAL②を行う。 
・ボリュームスタディを行う。 
準備学習：敷地周辺の特徴をまとめ、ゾーニングを行う。 
課題：敷地模型を作成する。（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

11 建築設計課題「都市コンプレックス」−４ 
エスキス２：全体構想を作案し、各図面などで検討しながら、AL①、AL②、AL③を行う。 
準備学習：前回までの授業を受け、更に全体構想をまとめるためのスタディ（図面、模型など） 
を行う。 
課題：スタディ（図面、模型など）を行う。（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

12 建築設計課題「都市コンプレックス」−５ 
エスキス３：全体構想を作案し、各図面などで検討しながら、AL①、AL②、AL③を行う。 
準備学習：前回までの授業を受け、更に全体構想をまとめるためのスタディ（図面、模型など） 
を行う。 
課題：スタディ（図面、模型など）を行う。（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

13 建築設計課題「都市コンプレックス」−６ 
エスキス４：全体構想を作案し、各図面などで検討しながら、AL①、AL②、AL③を行う。 
準備学習：前回までの授業を受け、更に全体構想をまとめるためのスタディ（図面、模型など） 
を行う。 
課題：スタディ（図面、模型など）を行う。（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

14 建築設計課題「都市コンプレックス」−７ 
エスキス５：全体構想を作案し、プレゼンテーションを行い、AL①、AL②、AL③を行う。 
準備学習：前回までの授業を受け、更に全体構想をまとめるためのスタディ（図面、模型など） 
を行う。 
プレゼンテーション作業を行う。 
課題：スタディ（図面、模型など）を行う。（AL④）詳しくは課題書で指示する。 

15 建築設計課題「都市コンプレックス」−８ 
・建築設計課題「都市コンプレックス」を提出し、講評会を行い、AL①、AL②、AL③を行う。 
準備学習：前回までの授業を受け、プレゼンテーション作業を行う。 

授業形態 グループごとに対面式、エスキスチェック。発表は合同。模型、スケッチ、プレゼンテーションパネルによ
る。 
アクティブラーニング：①:15 回,②:0 回,③:14 回,④:14回,⑤:0 回,⑥:0 回 

達成目標 設計において以下の項目について習得する。                          
1.敷地、コンテクストの読み取り方を演習課題を通して習得する。（基礎） 
2.コンセプトと設計の組み立て方の関係性を演習課題を通して習得する。（基礎） 
3.配置計画、平面計画、断面計画、立面計画、外構計画の作図および表現技法を通して習得する。（基礎） 
4.社会の中での建築の役割を学び、演習課題を通して提案を行う。（応用） 
5.光、風などの自然現象の扱い、構造、環境などの要素を空間へ結実させ、演習課題を通して提案を行う。 
（応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

・評価方法は演習課題①②の提出物の採点による。（各50%） 
・提出物は授業時に提示する。 
・プレゼンテーションパネル（図面）、模型などの内容および完成度などが評価対象になる。 
・提案の妥当性、独自性、社会的意義が評価対象になる。 
・講評会により提出物に対しフィードバックを行う。 

評価基準 提出物の総合評価による。 
秀(1~5)100～90、優(1~5)89～80、良(1~5)79～70、可(1~3)69～60、不可59以下 
ただし、カッコ内は達成目標の項目を示す。 

教科書・参考書 参考書：課題書および授業時に示す。 

履修条件 ・図学、建築設計基礎、A1、A2、B1を履修していること。 
・卒業設計を選択するものは必ず履修する事。 

履修上の注意 ・授業時のエスキスを受け、エビデンスを提出すること。 
・エスキスチェックにおいて必ずスケッチ、検討図、模型などを成果物を持参すること。 
・提出の締切日時は厳守とする。 

準備学習と課題の
内容 

・授業時のエスキスにはスケッチ、模型など成果物を持参すること。（予習1.5h以上） 
・授業時の指導を元に更に発展学習を行うこと。（復習1.5h以上） 
・課題に応じて、関連図書、建築雑誌の購読を勧める。 
・設計は日常的な思考と作業の蓄積が重要である。課題進行中は継続的に作業を続け、毎週のエスキスチェッ 
クを到達点の目安とすると良い。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:２０％,思考・判断:３０％,関心･意欲:１５％,態度:１５％,技能・表現:２０％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  
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DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

都市計画 A4-A39-50 

City Planning and Design 

科目コード： 20370 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 はじめに都市計画の概要を理解する。 
次に、一級建築士試験で出題される都市計画の概要を知り、応用できるようになる。 
その後、20世紀の都市の捉え方を「都市のイメージ（ケビン・リンチ）」「パタン・ランゲージ（クリス                                                                                                                              
トファー・アレギザンダー）」を教材として、習得する。 
最後に現代の都市計画とは何なのか、まちづくり、まちおこしなど、草の根的な都市の再生を、実際の取り組
みを参照にしながら、自身での創造的戦略を組み立てる演習を行う。 
この科目は、建築設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 土地利用と施設配置#1（「都市計画学: 変化に対応するプランニング 」より） 
1 都市を構成する要素と都市計画の基本的枠組み 
2 都市計画図 ―土地利用と施設配置の計画を示す図 
3 なぜ土地利用や施設配置の計画が必要なのか 
4 日本の土地利用・施設配置計画の歴史 
5 日本における現行の土地利用・施設配置計画制度 
6 マスタープランの策定を通じた都市構造の再構築とマネジメント 
7 目指す都市の構造に関する論点 
8 これからの土地利用計画:地区スケールの都市再生とそれを編集する都市のプランニング 

2 都市交通#2（「都市計画学: 変化に対応するプランニング 」より） 
1 都市交通の計画とは 
2 トラディショナルな目標と計画 
3 需要追随型アプローチからのパラダイムシフト 
4 都市交通計画のこれから 

3 住環境#3（「都市計画学: 変化に対応するプランニング 」より） 
1 住宅政策と人々の住まい 
2 住環境の理念とマネジメント 
3 超高齢化・人口減少時代の住環境 

4 都市デザイン#4（「都市計画学: 変化に対応するプランニング 」より） 
1 都市デザインとは何か? 
2 都市デザイン思潮の歴史的展開 
3 関係性のデザインとしての都市デザイン 
4 近年の都市デザインの課題と動向 

5 都市緑地#5（「都市計画学: 変化に対応するプランニング 」より） 
1 都市・自然・ランドスケープ 
2 都市緑地計画の展開 
3 都市緑地計画の現在とこれから 

6 都市防災#6（「都市計画学: 変化に対応するプランニング 」より） 
1 都市防災の概念整理 
2 都市防災の文化と思想 
3 都市防災の課題対応 
4 都市防災の将来ビジョン 

7 広域計画#7（「都市計画学: 変化に対応するプランニング 」より） 
1 広域計画の基本概念 
2 広域計画の歴史と変遷 
3 広域計画の成果と課題 

8 計画策定技法#8（「都市計画学: 変化に対応するプランニング 」より） 
1 計画策定技法を捉える視点 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択（教職選択） 

担当教員 

田井 幹夫 

    

添付ファイル 
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 2 事例に見る成熟都市の計画策定技法 
3 米国におけるプランニングの定義とプランナーに求められる技術 
4 計画策定技法の日本の都市計画への適用 

9 職能論#9（「都市計画学: 変化に対応するプランニング 」より） 
1 都市計画家という職業 
2 都市計画家を育成する教育 
3 先人たちにみる都市計画への志 

10 都市の読み方#1（「都市のイメージ」より） 
５つのエレメントについての解説。 

11 都市の読み方#2（「都市のイメージ」より） 
演習：5つのエレメントを使って、身近な街を分析する。 

12 都市の読み方#3（「パターン・ランゲージ」より） 

パターン・ランゲージについての解説。 

13 都市の読み方#4（「パターン・ランゲージ」より） 

演習：身近な街からパターン・ランゲージを抽出する。 

14 都市の循環#1 

近年のまちづくりについて、「循環」の視点から様々な事例を抽出し解析、理解する。 

15 都市の循環#2 

演習：循環を生み出すまちづくりについて、モデルケースを自身で提案してみる。 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:0 回,②:0回,③:0 回,④:0 回,⑤:15回,⑥:0回 

達成目標 (1)一級建築士試験における都市計画分野の基本的枠組みを理解する。（基礎）                 
(2)都市計画法の重要項目を理解し事例に当てはめて判断できる能力を得る。（応用）            
(3世界の都市計画の歴史、成り立ちを知る。（基礎）                                        
(4)都市の捉え方１「都市のイメージ（ケビン・リンチ）」を読む。（基礎）                   
(5)都市の捉え方２「パタン・ランゲージ（クリストファー・アレギザンダー）」を読む。（基
礎）                                                                                       
                                                                                           
。 
(6)現代の都市計画を読み解く。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

各課題に対するレポートを採点し、合計点を評価する。原則として、レポート・小テスト等のフィードバック 
は次回以降の授業内で実施する。 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀(7項目以上)：90点以上、優(6項目以上)：89～80点、良(5項目以上)：79～70点、可(4項目以上)：69～60 
点、不可：59点以下 
ただし、カッコ()内は達成目標の項目を示す。 

教科書・参考書 教科書：「都市計画学: 変化に対応するプランニング 」中島 直人 (著), 村山 顕人 (著), 髙見 淳史 (著), 
樋野 公宏 (著), 寺田 徹 (著), 廣井 悠 (著), 瀬田 史彦 (著)：学芸出版社 
参考書：ケビン・リンチ「都市のイメージ」、シビル・モホリ・ナギ「都市と人間の歴史」、コリン・ロ                                                                                                                              
ウ、フレッド・コッター著「コラージュ・シティ」、アルド・ロッシ「都市の建築」、エドモンド・ベー 
コン「都市のデザイン」、クリストファー・アレグザンダー「パタン・ランゲージ」「都市はツリーでは 
ない」、レ 
イ・カーツワイル「シンギュラリティは近い」、など 

履修条件 特になし 

履修上の注意 自ら主体的に学び、本を読み、問題を発見しようとする姿勢が求められる。 

準備学習と課題の 
内容 

各トピックスについて、事前に資料を配布するので、予習すること。(毎回、予習復習それぞれ1.5時間程度) 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築環境工学 A4-B40-30 

Building environmental engineering 

科目コード： 21020 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築環境概論では、建築に関わる環境計画についての基本的事項を網羅的に学習した。本講座では、更に深め
るため、実際の建築計画における計画技術・計算手法の講義をおこなう。光・音・温熱環境等について、実                                                                                                                              
例を提示しながら、その改善方法、建築物の省エネルギー化、建築物の環境性能評価 、脱炭素化等の建築環境
問題などを取り上げる。 
また、アクティブラーニング（AL）を通じて建築環境の本質を理解し、課題を解くことで問題解決能力の基

礎を養う。 
この科目は、建築環境設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 0 当講義の授業フロー（建築環境工学） 
当講義は、受講する学生の準備を前提に、以下のように構成する。
(１)前回授業の復習(AL①②) 

前回授業の問題を教員が問い学生が回答し、復習確認する。
(２)今回の学習項目について説明発表(AL①②) 

事前に指定された班が今回の学習項目を発表し、他の学生が質問する。
(３)学習ポイント確認(AL③) 

学生の説明発表について、教員が補足説明する。
(４)確認演習及び答え合わせ(AL①②) 

授業での学習項目の演習を行い、答え合わせをする。
(５)課題説明 

次回授業迄の課題内容及び作業担当班を確認する。
ーーー 
（課題、準備学習）授業後の今回復習、次回への予習と準備 
・班ごとに授業内容の復習を行い、相互の理解を確認する。(AL④)[2h] 
全班は、打合せ録を提出する。 

・班ごとに講義中に指定した次週授業項目の予習を共に行う。(AL⑥)[1h] 
指定された予習担当班は、発表資料を事前提出する。 
※ 次週迄の提出課題は、指定日までにi-learnに指定書式でアップすること。 

1 授業ガイダンス、講義の位置づけ （AL-1,2,3,4,6） 
建築学における建築環境工学の位置づけと建築学科カリキュラムに対する位置づけの説明をす
る。建築環境工学の応用について学ぶ。 

2 光環境１（日照と日影）（AL-1,2,3,4,6） 

前回授業の演習課題を復習共有し、日照と日影、日影曲線と日影図 等を学ぶ。 

3 光環境２（光の調節と採光計画）（AL-1,2,3,4,6） 

前回授業の演習課題を復習共有し、昼光率、昼光率の計算、採光方式 等を学ぶ。 

4 温熱環境１（室内気候）（AL-1,2,3,4,6） 
前回授業の演習課題を復習共有し、湿り空気の状態、温熱環境、室内空気汚染 等を学ぶ。 

5 温熱環境２（伝熱・結露）（AL-1,2,3,4,6） 

前回授業の演習課題を復習共有し、伝熱、結露 等を学ぶ。 

6 温熱環境３（熱湿気の制御）（AL-1,2,3,4,6） 

前回授業の演習課題を復習共有し、空気線図から読む環境指標 等を学ぶ。 

7 風環境１（換気計画）（AL-1,2,3,4,6） 

前回授業の演習課題を復習共有し、必要換気量、換気方式と換気量、換気効率 等を学ぶ。 

8 風環境２（空気の制御と通風換気計画）（AL-1,2,3,4,6） 

前回授業の演習課題を復習共有し、風力換気と重力換気の換気計算 等を学ぶ。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択 

担当教員 

石川 春乃 

    

添付ファイル 
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 9 視環境１（照明）（AL-1,2,3,4,6） 
前回授業の演習課題を復習共有し、視覚や測光量、照明計算、光源の種類と特徴、照明の要件
等を学ぶ。 

10 視環境２（色彩）（AL-1,2,3,4,6） 

前回授業の演習課題を復習共有し、表色系、色彩の心理効果、配色の効果、安全色 等を学ぶ。 

11 音環境１（音響）（AL-1,2,3,4,6） 

前回授業の演習課題を復習共有し、音の性質、遮音と吸音 等を学ぶ。 

12 音環境２（音の調節と室内音響）（AL-1,2,3,4,6） 

前回授業の演習課題を復習共有し、騒音の防止、室内音響 等を学ぶ。 

13 省エネルギーに対応する建築性能（防寒・防暑）（AL-1,2,3,4,6） 
前回授業の演習課題を復習共有し、日射熱の調整、パッシヴ工法、省エネルギーの基準 等を学
ぶ。 

14 災害対策（防火・防災）（AL-1,2,3,4,6） 

前回授業の演習課題を復習共有し、火災時の炎と煙、非常時の群集特性、避難計画 等を学ぶ。

15 授業総括（AL-1,2,3,4,6） 
今までの授業の演習課題を復習し、総括を共有する。地球環境や気候変動、世界的なエネルギー 
消費動向 等を学ぶ。 
定期試験 

授業形態 講義および演習 
アクティブラーニング：①：15回,②：15回,③：15回,④：15回,⑤：0回,⑥：15回 

達成目標 (1) 熱、温熱、風、光、音などの物理現象を建築の基礎知識とし、応用する意識をもつことができる。（基
礎） 
(2) 建築環境工学の各分野の専門単語を理解したうえで、自身の言葉で説明できる。（基礎） 
(3) 建築環境計画の初段階で必要となる環境事項を理解したうえで、計画に反映できる。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

各授業出席及び発言と課題レポート50％、定期試験50％の総合成績で評価する。 
各授業の演習は、結果をフィードバックする。 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀(1-3)：100～90、優(1-3)：89～80、良(1-2)：79～70、可(1か2)：69～60、不可：59以下 

教科書・参考書 教科書：飯野秋成「図とキーワードで学ぶ建築環境工学」学芸出版社 
参考書：田中俊六他「最新建築環境工学」井上書院 

履修条件 ・建築環境概論を履修していること。 

履修上の注意 ・演習等課題提出について、遅延は原則認めない。 
・授業の資料提供はi-learnで行う。Web授業参加時、Teamsを利用するので、授業初回時Teamsの該当チームに 
参加しておくことが望ましい。 

準備学習と課題の
内容 

・授業計画の授業フローにある「準備学習」（1時間）と「演習課題」（1時間）、「班での復習」（1時間） 
の内容を必ず行うこと。 
・課題他提出物は、原則i-learnに設定された仕様にて、〆切までに提出すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:20％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築設備工学 A4-B41-30 

Engineering of building service 

科目コード： 21030 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築設備は建築の機能・性能を司る重要な要素である。建築設備計画１では、建築設備全般についてその概要
を一般家庭を中心に網羅的に学習したが、本講義では、ビルディングを中心として，空調・換気設備全般につ 
いてより深い理解を目指す。 

授業計画 1 講義ガイダンス 
建築設備工学の概要について説明（AL-1,2） 
予習・課題：建築設備計画１の学習内容について学びなおす。(1.5H/1.5H） 

2 空調設備の概要・方式1 
種々の空調設備の方式について系統図などを用いて説明する。（AL-1,2） 
予習・課題：空調設備（冷暖房・換気方式）について教科書の内容を理解する。(1.5H/1.5H） 

3 空調設備の概要・方式2 
種々の空調設備の方式について系統図などを用いて説明する。（AL-1,2） 
予習：空調設備（冷暖房・換気方式）について教科書の内容を理解する。(1.5H） 
課題：理解度の確認のため、演習を実施する。(1.5H） 

4 負荷計算１ 
冷暖房負荷計算について説明する（AL-1,2) 
予習・課題：熱負荷計算方法の基礎について理解する。(1.5H/1.5H） 

5 負荷計算2 
冷暖房負荷計算、換気負荷計算、負荷計算ツールについて紹介する。（AL-1,2） 
予習・課題：事前配布資料をよく読み、内容を理解する。授業内容を事前配布資料に記入し，理
解を深める(1.5H/1.5H） 

6 空気線図 
湿り空気線図について説明し、比エンタルピーについて理解する。（AL-1,2） 
予習・課題：事前配布資料をよく読み、内容を理解する。授業内容を事前配布資料に記入し，理
解を深める(1.5H/1.5H） 

7 空気線図と空調プロセス 
空調システムのプロセスや空気の混合による空気線図上の動きを理解し、演習を行う。（AL- 
1,2） 
予習：事前配布資料について理解する（1.5H) 
課題：授業の最後に演習を実施する（1.5H) 

8 エネルギー変換と熱力学 
熱力学第一、第二法則の概要を説明する。ヒートポンプの仕組みを理解する（AL-1,2) 
予習：事前配布資料について理解する、ヒートポンプサイクルについて各自調べる。（1.5H) 
課題：演習問題を解き，レポートを作成する。（1.5H) 

9 搬送機器 
水、空気の搬送機器に関して説明する。（AL-1,2） 
予習：配布資料について理解する。（1.5H) 
課題：演習問題を解き，レポートを作成する。（1.5H) 

10 暖房と換気 
暖房方式と汚染質について説明する。（AL-1,2） 
予習：換気方式、暖房方式、シックビルシンドロームについて理解する（1.5H) 
課題：授業の中で、汚染質の濃度計算などの演習を行う。（1.5H) 

11 給水設備 
給水設備と給水量算定方法等に関する説明を行う（AL-1,2） 
予習：教科書の内容を理解する（1.5H) 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択 

担当教員 

鍋島 佑基 

    

添付ファイル 
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 課題：授業の中で、例題の計算を主とした演習を行う。（1.5H) 
12 給湯・ガス設備 

給湯設備とその周辺設備に関する説明を行う（AL-1,2） 
予習：配布資料の内容を理解する。（1.5H) 
課題：授業の中で、例題の計算を主とした演習を行う。（1.5H) 

13 排水設備 
汚水、雨水等の排水設備、処理設備に関する説明を行う（AL-1,2） 
予習：配布資料の内容を理解する。、（1.5H) 
課題：授業の中で、例題の計算を主とした演習を行う。（1.5H) 

14 電気設備 
発電の仕組み、直流交流について説明し、一般家庭の電気設備について理解する（AL-1,2） 
予習：配布資料の内容について理解する（1.5H) 
課題：レポートの提出（1.5H) 

15 創エネ設備 
太陽光発電、ガスコジェネレーション、未利用エネルギー利用等の創エネ・省エネ設備について
説明する（AL-1,2） 
予習：太陽光発電パネルや燃料電池などの基本的原理を調べる（1.5H) 
課題：レポートの提出（1.5H) 
定期試験 

授業形態 講義および演習。 
アクティブラーニング: ①:15回, ②:15回, ③:0回, ④:0回, ⑤:0回, ⑥:0回 

達成目標 （１）各設備の仕組みを理解し、説明できる。(標準) 
（２）設備設計時の負荷計算の方法について理解し、求めることが出来る。(応用) 
（３）空気線図を理解し、活用・説明ができる。(標準・応用) 
（４）種々の衛生設備と空調プロセスの基礎を理解し、応用ができる。(標準) 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業への積極的参加（10％）、演習・課題（20％）、試験（70％）の総合評価で判定する。 

評価基準 秀(1-4):90 点以上、 優(1-4):89 ～ 80 点、良(1-3):79 ～ 70 点、可(1-2):69 ～ 60 点、不可:59 点以下 
ただし、カッコ（ ）内は、達成目標の項目を示す。 

教科書・参考書 教科書：やさしい建築設備，伏見建・朴賛弼，学芸出版社
参考書： 
最新建築環境工学[改訂4版]、田中俊六・武田仁・岩田利枝・土屋喬雄・寺尾道仁、井上書院 
最新建築設備工学  改訂版、田中俊六・武田仁・岩田利枝・土屋喬雄・寺尾道仁、井上書院 

履修条件 特になし 

履修上の注意 ・授業資料の該当範囲について、設備設計計画1の内容を予習・復習すること。 
・講義で不明の事項は該当事項を調べ必ず再学習して理解する、もしくは次の講義で質問し明らかにするこ 
と。 

準備学習と課題の
内容 

・初回までにシラバスを読み授業項目や目的を理解しておくこと。 
・授業計画中に記載されている「予習」の内容（1.5 時間）を必ず行うこと。 
・授業計画中に記載されている「課題」の内容（1.5 時間）を必ず行うこと。「課題」のレポートは次回の講
義に回収する。 
・「課題」他提出物は、原則i-learnに設定された仕様にて、〆切までに提出すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:60％,思考・判断:25％,関心･意欲:10％,態度:5％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  

656



講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築構法 A2-C42-30 

Building Structural Method 

科目コード： 20030 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築の基本である構造を成立させる方法の概要を学ぶ．これは建築設計、構造設計、施工関連も含めた基本
事項となる．これらの知識を身につけ、設計等を含めた他の授業の基礎素養をつけることを目的とする． 
キーワード：構法、地下、木造、鉄筋コンクリート、鉄骨、構造デザイン、免震、制震 

この科目は、建築構造分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 各種建築構法概要 
・建築の基本となる構造体の構法を様々な角度から学習する。まずは、講義の概要を説明する。 
・建築の様々な架構方について説明する。縄文時代からの木を組立てる頃からの構法成立の歴史
を説明する。 
・法規に関しても建築に関する最古のハンムラビ法典から現在の建築基準法までを説明する。
AL①実施 

2 地下構法 
・様々な構法の建物も地盤面に建つため、そこの土の構造に関して学ぶ。粒度や密度が異なる土
の種類と深度によって異なる性質を学習する。深い土の力学性状を知る方法としてボーリング調
査やサンプリングがあり、その方法を概説する。 
・地震時の水圧上昇による液状化現象とそのメカニズム、地震被害の状況を説明する。 
・各種杭構法の概要と主なる杭構法（鋼管、PC、現場造成）を説明する。 
・土留めの方法、土圧の考え方などを概説する。
AL①実施 

3 木質構造（１） 
・木の力学的性質、種類（針葉樹、広葉樹）や欠陥などの説明。 
・様々な接合方法(仕口や継手）と金物による補強方法の説明。 
・伝統的木造、在来塾組、ツーバイフォー、丸太組など軸組各種構法の概要とその特徴。
AL①実施 

4 木質構造（２） 
・各種設計方法の説明（壁率、許容応力度、保有耐力計算） 
・簡易設計法（現状の設計）での壁率の計算の仕方説明。風に対する壁率設計方法、地震に対す
る壁率設計方法の説明。 
宿題：軸組演習（壁量算定と設計図面） 
AL①② 

5 木質構造（３）、鉄筋コンクリート構造（１） 
・壁率設計法の概要の解説、宿題に対する理解度が低い場合は再度、宿題として課す。 
・コンクリートとしての材料としての性質、応力ひずみ関係の説明、鉄筋の材料的性質、応力ひ
ずみ関係を概説する。また鉄筋コンクリート構造のメリット、デメリットを対比させながら解説
する。 
・鉄筋コンクリート建物の標準配筋や名称を覚える。建物としての標準スパンや部材の大きさな
どを解説する。 
AL①② 

6 鉄筋コンクリート構造（２） 
・鉄筋コンクリートの鉄筋の曲げ加工寸法や鉄筋の継手に関して説明する。 
・建築構造物の基礎構造（べた基礎、独立基礎、布基礎等）は鉄筋コンクリートで製作される。
その構造やどのような場合にどの基礎を用いるか解説する。 

7 鉄筋コンクリート構造（３） 
・ラーメン架構や壁式架構を例にとり、施工方法(配筋、型枠、コンクリート打設、仕上げ)の一
連の流れについて説明する。最新のプレキャスト工法やについても解説する。 
・鉄筋コンクリート建物の耐震診断の方法や耐震改修事例について説明を行い、その方法の概要
を理解する。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択（教職必修） 

担当教員 

丸田 誠 

    

添付ファイル 
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 AL①② 
8 鉄骨構造（１） 

・鉄骨構造の歴史を紐解く。 
・鉄と鋼の違い、炭素鋼の炭素量と鉄の強さの話を行う。 
・鉄鋼の高炉での製造方法(ビデオを見る） 
・鉄鋼の材料的性質、応力ひずみ関係を概説する。 
・鉄骨構造のメリット、デメリットを対比させながら解説する。
AL①② 

9 鉄骨構造（２） 
・鉄骨の基本的な接合方法である、高力ボルト接合と溶接について概説する。ボルト接合では鋼
板に開孔するため断面欠損が生じる点や溶接は鋼板を斜めに削り開先を取り溶接をするなどの注
意点をまとめ、概説する。 
・鉄骨躯体と基礎の鉄筋コンクリート部分との接合法である、根巻き柱脚とベースプレートアン
カー方法について解説をし、力の伝達のメカニズムを考えてもらう。 
AL①② 

10 鉄骨構造（３） 
・鉄骨構造の構造形式を説明する。旧来、発展の過程でコストが安い組立鋼材の非腹形が多く使
われてきたが、近年充腹形のH形鋼や鋼管が多くなった理由やその力学性状の利害を概説する。 
・柱梁接合部と補剛材（スチフナ、ダイヤフラム）の詳細を説明する。 
・鉄骨造に関連する、CFT構造やSRC構造についても概説する。
AL①② 

11 構造デザイン（１） 
・ここでは構造のデザインに関する講義を4回実施する。 
・ラーメン構造の特徴である柱と梁の剛接合の意味を理解する。 
・ラーメンにも、台形、スーパー、特殊プランを持つもの等様々あることを、実際の建物事例と
共に理解する。 
・外郭多柱架構であるチューブ構造についても説明し、主に高層建物に使用されていることを概
説する。 
AL①② 

12 構造デザイン（２） 
・古代ローマから発展してきた、アーチ構造が圧縮力を伝え安定している点を説明する。アーチ
を連続するとボールトとなり、ゴシック建築の基礎となっていくことをキリスト教会大聖堂の多
くの事例と共に紹介する。円形の構造を作ると、スラストという力が水平方向に作用し、この力
を抑えるのに苦労してきた歴史も説明する。 
・半円、放物線等円を作る曲線はあるが、最も有効なのはカテナリー曲線であり、その定式化も
解説する。 
AL①② 
ドーム構造、 

13 構造デザイン（３） 
・近年プレストレストコンクリートの発展に伴い、シェル構造ができるようになった。ドームよ
り薄く外殻のような構造で、大空間構造に多く用いられる。ＨＰシェルという効率的なシェルも
多く建設されるようになり、その力の流れや事例の紹介を行う。 
・三角形を作ると材に圧縮と引張が生じトラス構造の力学的な特性を簡易に説明する。その上 
で、鉄骨が大量に作られてから発展してきた歴史や様々な構造物に使われている事例を解説し理
解を深める。立体トラスについても理解する。 
AL①② 

14 構造デザイン（４） 
・壁で軸力から地震力までを負担する構造が壁式構造であり、日本では官舎、公営住宅等で独自
の発展をしてきた。この構造から発展し、構造ビルでも一部用いられるようになってきた。その
耐震メカニズムも含めて解説する。 
・フラットスラブを用いた構造も、大正時代から建設されている。梁を有しないため、空間が広
く使える。これをデザイン性に優れた建物の一部に用いて、更に価値を高めた事例や巨大建物に
用いた事例等の紹介を行う 
AL①② 

15 免震、制震構造 
・阪神大震災以降、免震建物の有効性が確認され、数多くの免震建物が建設されてきている。免
震建物のメカニズムや地震力を小さくしたり、免震層でエネルギー吸収する装置の概要を説明す
る。振動台実験での有効性確認のビデオ等も視聴してもらう。 
・高層ビルを中心に制振建物も増えている。強風にも地震にも有効に作用する制振架構は地震国
日本では有効なツールとして今後広まること、様ざまな種類があることを理解してもらう。
AL①② 

16 試験 

授業形態 パワーポイントによる講義、パワーポイントをノートすることにより学習する。 
アクティブラーニング：①:15 回,②:8 回,③:8 回,④:8 回,⑤:2 回,⑥:2 回 

達成目標 (1)建築における各種構造を理解する．                    
(2)地下、基礎、上部構造の各種構法を理解する．          
(3)構造の歴史的発展を理解する．                        
(4)木造、鉄筋コンクリート、鉄骨造の基本3構法の概要を知る． 
(5)昔から発達してきた構造の推移についても理解する． 
(6)建築設計を行う際の基礎知識を得る． 

評価方法・フィー 
ドバック 

課題 (25％)、小テスト(5％)、定期試験（70％）の総合成績で評価する． 
原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀：100～90、優：89～80、良：79～70、可：69～60、不可：59以下 

教科書・参考書 教科書：特になし 
参考書：安達洋・丸田栄蔵編 『分かる建築学 建築構法』、学芸出版会 
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履修条件 特になし． 

履修上の注意 建築がどのような構造で成り立っているか基本的な知識を習得して欲しい． 

準備学習と課題の
内容 

世の中の各種建物や土木構造物の詳細を観察しておくこと． 
予習復習は行い、分からないことは質問すること．     
Webでも構わないので様々な建物の概要を知っておくこと． 
毎回、予習復習それぞれ1.5時間程度行うこと. 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:5％,技能・表現:5％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

鉄骨構造 A3-C43-30 

Steel Structure 

科目コード： 20150 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 鉄骨の歴史や製造方法を理解する。 
鉄骨部材の曲げやせん断に対する基本概念の修得、許容応力度設計法、座屈に対する設計法を修得する． 
鉄骨構造の構造設計法の基本を習得し、設計や施工に応用できる知識を身につけさせることを目的とする． 
その中で、構造設計の演習を行い、具体的に断面算定を行えるようにする。 
キーワード：鉄骨構造、構造設計 
この科目は、建築構造分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 講義の位置づけ、鉄骨構造の歴史 
・建築構造の中の鉄骨構造の位置づけとどのような建物に使用されているか解説する。 
・鉄骨構造の歴史と発展について、１9世紀以降のトラス構造も含め発展してきた過程について建
物や橋梁の例を示し解説する。 
準備学習：WEBや書籍・雑誌類で鉄骨関連のニュースを知っておく。
課題：鉄骨の発展してきた歴史を整理する。 
AL①、②、③ 

2 鋼と鉄の製作と力学的特性 
・鉄鋼の製法を説明する。その中でビデオを見て学習する。 
・建築で用いる鉄骨は、低炭素鋼で柔らかい鋼（はがね）であることを知る。炭素当量により、
その応力ひずみ関係が異なることを知る。 
・様々な規格の中で、構造用鋼材の種類と用途について概説する。 
・試験方法や化学成分についても説明を行う。
準備学習：教科書34-43Pを理解しておく。 
課題：鋼材の応力ひずみ関係を理解し、概略を書けるようにする。
AL①、② 

3 鉄骨構造の特徴と新工法 
・部材の種類（圧縮材から筋かい、母屋まで）と外力の抵抗システムを学習する。 
・トラス、立体トラス、スペースフレーム、チューブ、シェルなどに使われる例と力学的作用、
実施例を説明する。 
・SRC（鉄骨鉄筋コンクリート構造）、CFT（Concrete Filled Steel Tube）、柱RC,梁Sなどの工
法について概説するのとその実施例を説明する。 
準備学習：教科書4-12Pを理解しておく。 
課題：鋼材の応力ひずみ関係を理解し、概略を書けるようにする。
AL①、②、④ 

4 ボルト接合法 
・普通ボルトと高力ボルトの応力伝達のメカニズムの違いを理解する。 
・高力ボルトの種類とその違い、施工方法の違いも理解する。 
・普通ボルトを用いた計算や高力ボルトを用いた計算（部材設計）ができるようにする。
準備学習：教科書48-62Pを理解し、例題を解いておく。 
課題：ボルトの本数やへりあきを考慮した接合部設計ができるようにする。
AL①、② 

5 溶接接合法 
・溶接の種類とその特徴を理解する。 
・アーク溶接系をビデオ等で見て理解する。 
・溶接欠陥の例と検査方法について概説する。 
・完全溶け込み溶接、部分溶け込み溶接、すみ肉溶接を理解し、有効長さ、有効のど厚、許容耐
力等を理解させる。 
準備学習：教科書64-79Pを理解し、例題を解いておく。 
課題：溶接全般を理解し、継手の簡易設計ができるようにする。
AL①、②、④ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択 

担当教員 

丸田 誠・堀野 哲幸 

    

添付ファイル 
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 宿題：課題に従ったレポートを課す。（AL①②④） 
6 圧縮材の座屈 

・弾性座屈である、オイラーの座屈曲線を概説する。 
・座屈長さや非弾性座屈のメカニズムを説明し理解させる。 
・座屈応力と細長比の関係を示し、座屈が弾性か非弾性となるか計算できるように説明する。
準備学習：教科書82-86Pを理解し、例題を解いておく。 
課題：圧縮座屈を理解し、座屈計算ができるようにする。
AL①、②、④ 

7 曲げと圧縮を受ける柱の設計法 
・曲げモーメントと圧縮荷重が作用するＨ形鋼の座屈強度、弾性限モーメント等を理解させる。 
・曲げねじれ座屈について詳細に説明をする。 
・いくつかの例題を解き、ねじりと座屈を理解させる。 
準備学習：教科書85-90Pを理解し、例題を解いておく。 
課題：圧縮座屈を理解し、座屈計算ができるようにする。
AL①、②、④ 

8 板要素の局部座屈とH形鋼の横座屈 
・板要素に局部座屈が生じる場合を概説する。 
・幅厚比の制限で防止する方法があり、受ける応力の種類で異なることを説明する。 
・板座屈係数と固定度の関係について理解させる。 
準備学習：教科書92-93P、121-124を理解し、例題を解いておく。
課題：局部座屈を理解し、座屈防止計算ができるようにする。
AL①、②、④ 

9 引張・圧縮材の挙動と設計法 
・引張材の設計法（有効断面積、許容応力度）を理解させ、偏心がある場合の対処法も概説す
る。 
・6回目に学習したオイラー座屈や非弾性座屈を考慮し圧縮材の設計を行う手法を説明する。
準備学習：教科書116-124Pを理解しておく。 
課題：引張材、圧縮材の許容応力度計算ができるようにする。
AL①、② 

10 曲げモーメントとせん断を受ける梁の設計法 
・1軸曲げ、2軸曲げを受ける梁断面の応力を説明する。 
・梁の許容応力度設計を行えるようにする。 
・梁の補剛材設計をできるようにする。 
準備学習：教科書116-124Pを理解し、例題を解いておく。 
課題：梁の曲げに対する許容応力度計算ができるようにする。
AL①、②、④ 

11 接合部の設計法 
・各種接合部の特徴を理解する。 
・継手の設計を確実なものにする。そのために全強設計を理解する。 
・ブレースの設計を説明する。 
・柱脚の設計を説明する。 
準備学習：教科書170-186Pを理解し、例題を解いておく。
課題：接合部の多様な設計法を理解する。 
AL①、②、④ 

12 骨組の設計 
・設計の流れ（許容応力度、保有耐力）を理解させる。 
・外力と骨組に加わる力の関係を説明する。 
・設計法の詳細を概説する。 
準備学習：教科書16-31Pを理解し、例題を解いておく。
課題：鉄骨建物としての設計法を理解する。      
AL①、②、④ 

13 1層建物の構造設計（１） 
・13回～15回は、1層の鉄骨建物の構造設計（断面算定）を行う。 
・平面図を用いて、柱割、梁配置を概説する。 
・建物に加わる荷重を計算する。 
準備学習：事前に渡されたプリントを見ておく。
課題：構造設計の初期条件を学習する。    
AL①、② 、③ 

14 1層建物の構造設計（２） 
・仮定断面を各自決める。 
・許容応力度設計を行う。 
・保有耐力設計を行う。 
準備学習：事前に渡されたプリントを見ておく。
課題：構造設計の建物設計法全般を学習する。
AL①、②、③ 
課題：固定モーメント法を用いて図式解法を取得する。
宿題：課題に従ったレポートを課す。（AL①②④） 

15 1層建物の構造設計（３） 
・部材の引張、圧縮材の検討を行う。 
・部材の座屈の検討を行う。 
・設計図を描く。 
準備学習：事前に渡されたプリントを見ておく。
課題：構造設計の部材設計を学習する。    
AL①、②、③ 
（AL①②） 

16 試験 

授業形態 講義 
演習（宿題） 
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 アクティブラーニング：①:15 回,②:15 回,③:3 回,④:5 回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 (1)鉄骨造の許容応力度を理解する．(座屈による許容応力度低減) 
(2)鉄骨造の曲げ設計法を取得する．                       
(3)鉄骨造柱部材の軸方向設計法を取得する．               
(4)鉄骨造のせん断設計法を取得する．                     
(5)鉄骨造の破壊メカニズムを理解する． 
(6)鉄骨造の耐震性能を評価できるための基礎知識を得る． 

評価方法・フィー 
ドバック 

課題 (20％)、宿題(10％)、定期試験（70％）の総合成績で評価する． 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀：100～90、優：89～80、良：79～70、可：69～60、不可：59以下 

教科書・参考書 教科書：松井千秋編著 『建築学構造シリーズ 建築鉄骨構造』、オーム社参
考書：日本鋼構造協会著 『わかりやすい鉄骨の構造設計』、技法堂出版 

資料配布 

履修条件 構造力学・演習１，構造力学２を履修済みのこと． 

履修上の注意 鉄骨造の基本的な知識を習得して欲しい． 
講義には必ず出席すること。また、他の者の迷惑になるので私語は厳禁する. 

準備学習と課題の 
内容 

教科書を読み、予習をすること． 
復習は行い、分からないことは質問すること． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:5％,技能・表現:5％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  

662



講義科目名称： 

英文科目名称： 

木質構造 A4-C44-30 

Timber Structure 

科目コード： 20410 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 木質構造で用いられる製材や木質材料について学ぶとともに、木質構造の各種構工法の特徴、構造計画上の留 
意点、部材および接合部の設計方法について学ぶ。 

授業計画 1 木質構造の種類と特徴 
建築構造に対する学問上の位置づけと建築学科カリキュラムに対する位置づけの説明。
木質構造の種類と特徴について説明する。 
[準備学習] 
教科書P1-6を読み、木質構造の定義について説明できるようにする。 

2 在来軸組構法と枠組壁工法 
在来軸組構法と枠組壁工法について説明する。
[準備学習] 
教科書P7-21を読み、在来軸組構法と枠組壁工法それぞれの特徴について説明できるようにする。
[課題] 
在来軸組構法と枠組壁工法の部材名称および相違点の説明(AL③) 

3 その他の工法 
木質構造におけるその他の工法について説明する。
[準備学習] 
教科書P21-29を読み、木質プレハブ構法、丸太組構法、大断面木造それぞれの特徴について説明
できるようにする。 

4 樹木と木材 
樹木と木材の特徴について説明する。
[準備学習] 
教科書P31-39を読み、含水率の定義、膨潤・収縮の異方性について説明できるようにする。 
[課題] 
木材の特徴を説明、含水率の計算(AL③) 

5 製材 
構造用製材の種類と特徴について説明する。
[準備学習] 
教科書P40-49を読み、規準材料強度の大小関係について説明できるようにする。 

6 木質材料 
木質材料の種類と特徴について説明する。
[準備学習] 
教科書P50-64を読み、木質材料の種類と製造方法について説明できるようにする。
[課題] 
P64の第2章問題類題(AL③) 

7 構造計画 
木質構造の構造計画について説明する。
[準備学習] 
教科書P65-87を読み、木質構造における構造計画上の留意点について説明できるようにする。 

8 荷重・外力 
荷重・外力と応力組み合わせについて説明する。 
[準備学習] 
教科書P87-103を読み、中長期、中短期の応力について説明できるようにする。
[課題] 
荷重・外力と応力組合せ問題(AL③) 

9 引張材・圧縮材 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択 

担当教員 

小林 研治 

    

添付ファイル 
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 引張材・圧縮材の設計について説明する。 
[準備学習] 
教科書P121-134を読み、許容座屈応力度の算出方法について説明できるようにする。 

10 曲げ材 
曲げ材の設計について説明する。
[準備学習] 
教科書P135-151を読み、切り欠きと有効断面積、有効断面係数について説明できるようにする。
[課題] 
P143の例題4.4類題(AL③) 

11 耐力壁 
耐力壁の役割と種類について説明する。
[準備学習] 
教科書P169-189を読み、耐力壁の役割、壁倍率の加算則と上限について説明できるようにする。 

12 壁量計算 
壁量計算の手順と誘導根拠について説明する。
[準備学習] 
教科書P190-207を読み、壁量計算、4分割法の手順について説明できるようにする。
[課題] 
壁量計算問題(AL③) 

13 継手と仕口の設計の基本 
接合具の種類と、継手仕口の設計上の留意点について説明する。
[準備学習] 
教科書P253-267を読み、種類の異なる接合具を併用してはならない理由について説明できるよう
にする。 

14 接合部の許容耐力の算定 
接合部の許容耐力の算定方法について説明する。
[準備学習] 
教科書P267-292を読み、ボルト接合部の耐力計算手順について説明できるようにする。
[課題] 
P304の第8章問題類題(AL③) 

15 演習と解説 
これまでの内容を踏まえた問題演習と解説を行う。
[準備学習] 
これまでの学習内容を復習する。 

16 定期試験 

授業形態 講義および演習 
アクティブラーニング：①:0回,②:0 回,③:7 回,④:0 回,⑤:0 回,⑥:0 回 

達成目標 1.木材と木質材料の種類と特徴を説明できる。（基本） 
2.木質構造の構工法の種類と特徴を説明できる。（基本） 
3.荷重と外力の算出方法、応力組み合わせを説明できる。（基本） 
4.壁量計算により木造住宅の水平力に対する安全性の確認ができる。（標準） 
5.部材の許容応力度計算、接合部の許容耐力計算を手順に沿って実行できる。（標準） 
6.与えられた条件をもとに、部材や接合部の検定ができる。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

課題（３０％）と、定期試験（７０％）で評価する。課題については締切後に講義内で解説を行う。 

評価基準 秀(1～6):90 点以上、優(1～5):89～80 点、良(1～4):79～70 点、可(1～3):69～60 点、不可:59 点以下 

教科書・参考書 木質構造 第4版 (建築学の基礎 1) ：杉山英男編著、共立出版 
その他、随時配布する 

履修条件 常識ある真摯な学ぶ姿勢を持合わせていること。 

履修上の注意 講義には必ず出席すること。 

準備学習と課題の
内容 

授業計画に記載されている「準備学習」（1.5時間）を行うこと。 
授業後に復習（1.5時間）を行うこと。授業計画に「課題」が記載されている回は、復習の一環として課題を実 
施すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:20％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築生産 A4-D45-30 

Building Production 

科目コード： 21040 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ・「建築生産1」では、主として「ものづくりから見た建築生産」を扱い、「生産」の視点からによる「建築」
という「ものづくり」の行為、建築生産と構工法との関連、設計行為という課題解決、建築物の造り方から見
た材料の選定、建築生産と工事管理（QCDSEとの関連）、建築物の運用、管理、再生、資源循環などについて、 
「ものづくり」と関連づけて解説する。また、建築生産の考え方に関して考える場を設けるとともに、建築生
産の舞台である建築物の施工現場の見学を行い、建築生産についての理解度を高める。 
・本講義では、「建築施工」で習得した「造り方」に関する知識を高め、効率的にモノを造るために何が必要
か、どのように進めるべきかについてを考え、より実践的な視点から「建築生産」を俯瞰できるようにする。 
・この科目は、建築施工管理分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 ガイダンス 
講義の進め方、建築生産とは何か、建築生産の概要、建築生産を支える技術、建築生産に関する
各種キーワードを紹介する。講義を通じ建築生産の概要について理解し、次回以降の講義に臨む 
（AL1）。 
【予習】第1回までにシラバスを熟読するとともに、教科書の目次・各章のタイトルを読み、本講
義の概略を把握する（1.5時間）。 
【ゴール】建築生産と建築施工の関係、建築生産の意味などについての理解 

2 建築生産の歴史 
我が国における建築は、古代から中世、中世から近代、さらには近代から現代と、政治、経済、
宗教、国際関係など様々な影響を受け変化を遂げてきた。その間、建築に使われる材料や施工法
も道具や技術の発達とともに進化してきた。講義では、これらを含む建築生産の歴史について解
説するので、建築が発展してきた歴史的背景についても理解する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップした資料を読み、建築生産の歴史とその背景について概略を把握する 
（1.5時間） 
【ゴール】建築生産の歴史についての理解 

3 建築という「ものづくり」 
「ものづくり」としての建築、すなわち建築生産の視点から建設（建築物の構築）の本質・特 
徴、建築生産システムやマネジメントなどについて解説する。また、「建築」の意味と人が建築
に関わる動機について考察するとともに、建築がもたらす文化的価値についても把握する 
（AL1）。 
【予習】教科書p.7～28を読み、建築生産の特徴、生産システム、社会情勢と建設業界、個人の
ニーズと社会のニーズなど建築を取り巻く様々な要素について概略を把握する（1.5時間） 
【ゴール】建築生産の全体像、建築物を築くことの意味、構築するための原則、建築がもたらす
社会性などについての理解 

4 建て築くことによる影響度 
建築物が要求性能を満たさなくなり、その寿命を全うするまでの過程で放出する膨大なエネル 
ギーとその周囲を取り巻く環境、さらにはこれらとものづくりである建築生産との関連について
掘り下げる。建築生産に関係する環境・エネルギーについて理解する（AL1）。 
【予習】教科書p.29～40を読み、建築物のライフサイクルの概略について把握する（1.5時間）。 

5 建設事業の方向性（建築企画の進め方） 
建築物を構築するには、その基本的な考え方を示す建築企画という作業を行うが、この企画は建
築物とそれに伴う事業の方向性を定める重要な要素である。ここでは、建築企画の進め方を中心
に解説するので、その概要を把握する（AL1）。 
【予習】教科書p.41～52を読み、建築物を構築する最も初期の段階である建築企画の進め方につ
いて概略を把握する（1.5時間）。 
【ゴール】建築企画の業務内容、企画とマネジメント、建設に伴うリスクと建物調査の方法、資
金調達と発注・契約の進め方などについての理解 

6 構法と工法 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択（教職選択） 

担当教員 

太田 達見 

    

添付ファイル 
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 設計図書や模型と実際の建築物と比べると、実物には必ずジョイント（接合部）が存在する。構
工法とは、このジョイントをどこに設け、どのように接合するか、どのようにするのが合理的 
か、また工事をどのように進めるかを考えることである。ここでは、構工法の考え方について掘
り下げるので、その概要を理解する（AL1）。 
【予習】教科書p.53～64を読み、構法と工法の相違点、構工法と設計との関係などについて概略
を把握する（1.5時間）。 
【ゴール】構工法の全体像についての理解 

7 建設現場または工場の見学（予定） 
本学近隣の一般建築現場の見学または製造工場の見学を行い、建設現場または工場における生産
の進め方について理解を深める。見学会において学んだ点、建設現場または工場における生産方
式に関する感想などをレポートにまとめる（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップする資料を読み、建設現場または工場における生産技術や生産方式につ
いて概略を把握し、見学に臨むようにする（1.5時間）。 
【ゴール】量産型住宅の生産方式と製造管理のポイントについての理解 
【レポート】工場または現場の見学会に関するレポートを提出する。レポートの課題は見学会の
場で伝える。 

8 設計行為における課題解決 
設計行為は、依頼主から与えられた課題を解決する一つの方法であり、ここでは解決するための
仕組みとものづくりにおけるモデルについて解説する（AL1）。 
【予習】教科書p.65～77を読み、設計者が行う課題解決のための行為について概略を把握する 
（1.5時間）。 
【ゴール】設計行為と設計者が行う工事監理業務についての理解 

9 材料選定と生産設計（資源循環とものづくりの関係） 
建築物は一品生産という特徴があるため、その空間構成や構成部材、さらには構工法は多種多様
であり、解答は一つではない。ここでは、建築物が置かれる環境への配慮も含め、設計という課
題解決のステージにおける材料選定や生産設計について解説する（AL1）。 
【予習】教科書p.79～94を読み、設計行為における材料選定、材料と構工法、材料と生産設計と
の関係などについて概略を把握する（1.5時間）。 
【ゴール】建築生産の実務における材料選定（材料設計）と生産設計に関する基本的な考え方に
ついての理解 
【レポート】建築生産の考え方に関するレポートを提出する。レポート課題は講義において説明
する。 

10 建築のつくり方１（生産設計と施工計画） 
建築物は、企画段階や設計段階から造り方を考えながら進めないとよりよいものはできない。こ
こでは、よりよい建築物を構築するための生産設計やその後の施工計画、施工計画と実際の施工
管理について解説するので、生産設計と施工計画の概要を理解する（AL1）。 
【予習】教科書p.95～111を読み、実際の建築物の造り方、設計からの流れ、準備作業としての事
前調査などについて概略を把握する（1.5時間）。 
【ゴール】実務で行われている生産設計と施工計画の全体概要についての理解 

11 建築のつくり方２（木造住宅とＲＣ造建築の工事の流れ） 
我が国の戸建て住宅で多用される木造軸組構法と集合住宅で多用されるＲＣ構造を取り上げ、そ
のつくり方の流れを解説するので、両者の相違点や特徴について理解する（AL1）。 
【予習】教科書p.113～130を読み、木造住宅とRC造建築物との工事の進め方の相違について概略
について把握する（1.5時間）。 
【ゴール】木造住宅の在来工法とRC造建築物の施工方法の全体像と相違点についての理解 

12 建築プロジェクトのマネジメント 
一品生産である建築物の工事は、天候などの影響を受けやすく、その中でいかにリスクを減らし
て工事を進めるか、すなわちマネジメント力が問われる。ここでは、品質管理、工程管理、安全
管理、原価管理、環境配慮（QCDSE）について解説するので、建築生産におけるマネジメント、と
りわけ建設業におけるプロジェクトマネジメントについて、関連する法規や約款と関連づけて理
解する（AL1）。 
【予習】教科書p.131～141を読み、建築物の施工管理（品質管理、工程管理、安全管理、原価管
理、環境管理）の概略を把握する（1時間）。 
【ゴール】建築物の施工管理（QCDSE）の各要素についての理解 

13 建築物の保全と再生 
建築物はその寿命は長いが、供用期間中に適切な点検、診断、補修・交換などが行われる必要が
ある。また、建築物の運用中における管理データも重要である。ここでは、これらの手法につい
て解説するので、建築物の運用・管理、寿命（長寿命化）、再生に関して理解する（AL1）。 
【予習】教科書p.143～152を読み、建築物の寿命と長寿命化、保全・再生などの取組みについて
概略を把握する（1.5時間）。 
【ゴール】建築物の耐震補強や設備更新を含む運用、維持管理、保全といった長く使い続けるた
めの考え方についての理解 

14 建築物の有効活用法（建築物の運用と管理） 
建築物を長期間にわたって供用することは、建設時よりも資源や費用を要する。建築物という経
営資源をいかに有効活用していくかが管理の点からも求められる。ここでは、建物管理の基本的
な業務について解説するので、管理するうえで必要不可欠な情報とは何かについて理解する 
（AL1）。 
【予習】教科書p.153～162を読み、建築物の有効活用法に関して、財務、品質、供給といった観
点からその概略を把握する（1.5時間）。 
【ゴール】建築物の有効活用について求められる項目と実施内容についての理解 

15 建築物の解体と資源循環（建築材料のリサイクル） 
建築物は竣工後数十年が経過すれば、解体されるものも少なくない。従来はスクラップ・アン 
ド・ビルドですんでいたが、地球環境への配慮などを考えれば、建築物の解体材料の資源循環が
求められる。ここでは、建築物の解体と建設廃棄物の処理、さらには資源循環への取組みについ
て考える（AL1）。 
【予習】教科書p.163～177を読み、建築物の解体と資源循環の実態とそのあり方について概略を
把握する（1.5時間）。 
【ゴール】建築物の解体と廃棄物処理および資源循環（リサイクル）の実態についての理解 
【レポート】建築生産1（全15回の内容）に関する課題を出すので、解答をレポートにまとめて提
出する。 
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授業形態 ・説明用資料（パワーポイントが中心）を用いた講義形式で説明する。 
・アクティブラーニング：AL1:15回、AL2:0回、AL3:0回、AL4:0回、AL5:0回、AL6:0回 

達成目標 ・本講義における達目標は、以下のとおりである。                                                
1）建築生産における企画、設計、施工、竣工、供用・維持管理、改修・再生、解体の一連の流れの概要把                                                                                                                              
握 
（基礎）                                                                                      
2）企画、設計、施工、竣工、供用・維持管理、改修・再生、解体の役割と業務の実態に関する理解（基
礎                                                                                               
                                                                                               ） 
3）ものづくりの観点からの建築物に対する考え方、造り方に対する理解（基礎） 
4）建築生産において必要事項に関する理解（基礎） 
5）市場動向、建設業が置かれる環境などから建築をどのように捉えるかの視点の養成（応用） 
6）設計と施工の両面がかかわる生産設計に対する考え方の理解とその応用（応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

・上記目標まで到達したか否かを見極めるため、講義中に出す課題に対するレポート（20％）、工場見学会に
おけるレポート（10％）、期末試験（70％）の合計点で評価する。 
・レポートの結果については講義中に解説を加え、課題に対する理解度を深める。 

評価基準 ・レポート3回（またはレポート2回と期末試験）の合計点（100点満点）が60点以上のものに単位を与える。 
・秀：100～90【目標1～6】、優：89～80【目標1～5】、良：79～70【目標1～4】、可：69～60【目標1～4】、 
不可：59以下 

教科書・参考書 ・教科書として次の書籍を指定する。 
1） ものづくり研究会編著 建築生産 ものづくりから見た建築のしくみ、彰国社 
・参考書として次の書籍を推薦する。 
2） 古阪秀三編著 建築生産（改訂版）、理工図書 

履修条件 ・原則として、「建築施工」が履修済であること。 
・講義時間を利用して、工場見学または建設現場の見学を行うので、本講義の後の時間帯は空けていることが 
望ましい。 

履修上の注意 ・建築物の施工技術や施工方法のほかに、景気動向、建設市場動向、生産性向上、建設就労者問題、環境破壊
などの建設を取り巻く社会情勢や社会動向、さらには国交省を初めとする国の政策にも関心を持つようにする 
とともに、これらに関連した新聞記事などできる限り多くの関連情報を収集しておくことが望ましい。 

準備学習と課題の
内容 

・第1回講義までにシラバスを熟読し、講義内容、進め方、各回のゴールなどを理解しておくこと。 
・教科書とi-Learnにアップする講義用資料を用いて、毎回予習を1.5時間程度、復習を1.5時間程度行うこと 
で、講義各回で定めたゴールをクリアする。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

・知識・理解:30％、思考・判断:30％、関心･意欲:15％、態度:10％、技能・表現:15％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

西洋建築史 A2-A46-30 

western architectural history 

科目コード： 20250 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 古代から近代建築までの西洋建築の歴史を通観しつつ、各時代や地域における建築の特徴や歴史の流れについ
て理解することを目的とする。講義は基本的には時代区分に従って進行し、様式概念と代表的建築物について
解説する。また、サブテーマ解説において、周辺分野との関連性や建築文化の豊かさに触れ、より広範な建築
観の獲得を目指す。さらに、技術の発展や、社会や生活との関連性について理解を深める中で、現代建築との 
連続性や違いにも意識を向け、現代を含む歴史総体の中で建築史をとらえることを目標とする。 

授業計画 1 イントロダクション 
人類共通の遺産としての歴史的建築物 日本の近代建築との関係
エジプト文明 ギリシア建築Ｉ 
西洋建築の起源 ピラミッドと神殿 木造から石造へ 
※AL①は全回、AL④はレポート２回の提出が対応する旨の説明 

2 ギリシア建築II 
神殿と建築オーダー 都市国家 
サブテーマ解説｜ 建築と比例：古代ギリシア 中世の工匠 

3 ローマ建築 
都市生活とビルディングタイプ ドームとコンクリート 
サブテーマ解説｜ 建築と書物１：ウィトルウィウスからル・コルビュジエまで 

4 初期ロマネスク建築・ビザンチン建築 
キリスト教建築のはじまり 東方との交流 バシリカと集中式 
サブテーマ解説｜ 建築史の中のリノベーション1：ルッカの広場他 

5 ロマネスク建築 
キリスト教と修道院 ヴォールトとアーチ 
サブテーマ解説｜ 建築と音楽１：教会建築の中で生まれた西洋音楽 

6 ゴシック建築 
都市と大聖堂 尖頭アーチ 壁面とステンドグラス 
サブテーマ解説｜ 建築と美術１：透視図法の萌芽 アッシジ大聖堂とジョット 

7 初期ルネサンス建築 
古代の研究 人間のための建築 建築家という職能 
サブテーマ解説｜ 建築と音楽２：フィレンツェ大聖堂献堂式とその音楽 

8 盛期ルネサンス建築 
フィレンツェとローマ 古典主義のオーダー 
サブテーマ解説｜ 建築史の中のリノベーション2：テンピオ・マラテスティアーノ他 

9 マニエリスム建築 
「彫刻家」ミケランジェロによる建築造形 
サブテーマ解説｜ 建築と書物２：印刷技術は建築の何を変えたか 

10 バロック建築Ｉ 
都市の中の建築 透視図法の応用 
サブテーマ解説｜ 建築と美術２：芸術家列伝から様式史へ 

11 バロック建築II 
反宗教改革と建築表現 円と楕円 
サブテーマ解説｜ 建築と音楽３： 祝祭都市ヴェネツィアの建築と音楽 

12 後期バロックとロココ 
バロック建築の伝播 城館とサロン文化 
サブテーマ解説｜ 建築と科学：知覚から考える建築の美 クロード・ペロー 

 13 新古典主義建築 
ギリシアの発見 様式の相対化 
サブテーマ解説｜ 東欧のバロック：ボヘミアへ渡ったイタリアの建築家 

14 新古典主義建築 
合理主義 鉄とガラス 
サブテーマ解説｜ 建築と観光：グランドツアーと旅行ガイドブック 

15 まとめ 
総復習 近現代建築史へのつながり 日本の近代建築にみる西洋建築の様式 

16 試験 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:15 回,②:0 回,③:0 回,④:2 回,⑤:0 回,⑥:0 回 

達成目標 1.西洋建築における歴史の流れと様式概念を理解する。 
2.各時代や地域における建築の特徴と代表的建築物について理解する。 
3.建築における技術の発展や、社会や生活との関連性について理解する。 
4.現代建築との連続性や違いにも意識を向け、現代を含む歴史総体の中で建築史をとらえる。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択 

担当教員 

菅野 裕子 

    

添付ファイル 
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評価方法・フィー 
ドバック 

試験（60％）、レポート（40％） 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀：100～90、優：89～80、良：79～70、可：69～60、不可：59以下 

教科書・参考書 参考書：『西洋建築史図集』（三訂版）日本建築学会編、彰国社、1981年、吉田鋼市『西洋建築史』森北出 
版、2007年、『コンパクト版建築史（日本・西洋）』「建築史」編集委員会編、彰国社、2009年、陣内秀信他 
『図説 西洋建築史』彰国社、2005年、 

履修条件 近代建築史を履修していることが望ましい。 
その他の建築専門科目についても幅広く履修し、さらに、人文系・自然科学系・芸術系分野についても幅広い 
関心を持つことが望まれる。 

履修上の注意 講義内では現地見学ができないため、建築の平面図や立面図を読み取り、そこから立体的な建築空間を想像す 
る能力を必要とする。そのため日頃より、建築図面の読み方やスケール感を養うこと。 

準備学習と課題の 
内容 

各授業の終わりに、次回に向けての準備学習の内容を指示する。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:25％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:15％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

空間論 A4-A47-50 

Theory of Space 

科目コード： 20380 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 空間認識について、身体感覚としての五感の意味するところを根底に置きつつ、様々な要素によって生み出
される空間および空間認識の方法について知見を広げ習得する。前半では様々な都市・建築のあり方を空間認
識の方法とともに学習する。後半では建築空間の根本的要素である、構造・環境・形態がデザインと融合し                                                                                                               
空間を生み出すことを、具体的な事例とともに学習する。 
この科目は、建築設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 空間とは 
・ガイダンス 
・3次元的なものごとの捉え方 
・歴史に見る様々な空間の定義 
＜AL1、AL2＞ 

 

準備学習：1）自分なりの空間への認識を深める
2）空間概念の歴史を俯瞰する 

課題：自分なりの空間の定義を見つけ、写真と解説をA3パネルにまとめる＜AL4＞ 
2 身体とは 

・エドワード・ホールのパーソナルスペースの概念 
・五感を意識する（モホイ・ナジから） 
・五感と空間の相関関係（オスカー・シュレンマーから） 
＜AL1、AL2＞ 

 

準備学習：1）モホイ・ナジを理解する     2）
オスカー・シュレンマーを理解する 
3）パーソナルスペースの概念の習得 

課題：モホイ・ナジまたはオスカー・シュレンマーの映像作品を見て、身体と空間の関係性に                                                                                                                              
ついて述べる。（レポート）＜AL4＞ 

3 演習1 
実際の建築を訪れ、五感で空間体験を行なう。 
目隠し、耳栓などをして建築をめぐる。（ex.資生堂アートハウス） 
＜AL5＞ 

 

準備学習：1）五感の一つを閉じて空間体験をする 
2）五感の一つ一つの空間への影響力を知る 

課題：体験したことの感想をレポートする＜AL4＞ 
4 都市空間を認識する1 

・西洋の都市空間のあり方の中に空間性を読み取る 
・ギリシャ、ローマ、イタリア山岳都市、パリ、NYなど 
・西洋的都市空間構成と空間把握の方法 
・ケヴィン・リンチの都市の捉え方「都市のイメージ」 
＜AL1、AL2＞ 

準備学習：1）西洋的都市構成の理解 
2）歴史的変遷の習得 
3）都市空間の構成根拠の理解 

課題：西洋の都市をひとつピックアップしケヴィン・リンチの手法で分析（A3パネルにまとめ
る）＜AL4＞ 

5 都市空間を認識する2 
・日本の都市空間のあり方の中に空間性を読み取る 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択 

担当教員 

田井 幹夫 

    

添付ファイル 
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 ・奈良、京都、江戸、地方の宿場町など 
・二川幸夫「日本の民家」に見る日本の都市形成 
・日本的都市空間構成と空間把握の方法 
＜AL1、AL2＞ 

準備学習：1）日本的都市構成の理解 
2）歴史的変遷の習得 
3）都市空間の構成根拠の理解 

課題：日本の都市をひとつピックアップしケヴィン・リンチの手法で分析（A3パネルにまとめ
る）＜AL4＞ 

6 建築空間を認識する1 
・西洋建築における空間の成り立ち 
・歴史の変遷における各様式の空間（ロマネスク、ゴシック、ルネッサンス、バロック、、、） 
・空間形式と宗教などバックグラウンドの関連性 
＜AL1、AL2＞ 

準備学習：1）西洋的建築空間の理解 
2）歴史的変遷の習得 

課題：西洋の建築空間でもっともそれを表していると思われる例をプレゼンする（A3パネルにま
とめる） 
＜AL4＞ 

 

7 建築空間を認識する2 
・日本建築における空間の成り立ち 
・歴史の変遷における各様式の空間（和様、大仏様、寝殿造り、民家、、、） 
・空間形式と宗教などバックグラウンドの関連性 
・「日本の建築空間」新建築社を参考に古代から現代までの日本建築を俯瞰する 
＜AL1、AL2＞ 

準備学習：1）日本的建築空間の理解 
2）歴史的変遷の習得 

課題：日本の建築空間でもっともそれを表していると思われる例をプレゼンする（A3パネルにま
とめる） 
＜AL4＞ 

8 アートが試みる空間の認識1 
・現代美術作品における空間の扱い 
・現象的側面。 
・ジェームス・タレルについて 
・アリゾナプロジェクトについて 
＜AL1、AL2＞ 

 

準備学習：1）アートと空間の関連性について理解する
2）様々な試みとそれぞれの空間性を考察する 

課題：ジェームス・タレルの作品を一つ選択し、解説及び考察をプレゼンする（A3パネルにまと
める） 
＜AL4＞ 

 

9 アートが試みる空間の認識2 
・現代美術作品における空間の扱い 
・現象的側面。 
・オラファー・エリアソンについて 
・ウェザープロジェクトについて 
＜AL1、AL2＞ 

 

準備学習：1）アートと空間の関連性について理解する
2）様々な試みとそれぞれの空間性を考察する 

課題：オラファー・エリアソンの作品を一つ選択し、解説及び考察をプレゼンする（A3パネルに
まとめる） 
＜AL4＞ 

 

10 建築空間における空間要素の解読1-1 
「構造デザイン講義」内藤廣著 解読１ 
第1章 総論 
第2章 組構造 
第3章 スティール 
＜AL1、AL2＞ 

 

準備学習：1）建築空間における構造とは     
2）構造とデザインの関係性を理解する 
3）組積造、スチール造について理解を深める 

課題：組積造もしくはスチール造で自身の最も好きな建築を解説する（A3パネルにまとめる） 
＜AL4＞ 

11 建築空間における空間要素の解読1-2 
「構造デザイン講義」内藤廣著 解読２ 
第4章 コンクリート 
第5章 プレキャストコンクリート
第6章 木造 
第7章 構造デザインの最前線 
＜AL1、AL2＞ 

 

準備学習：1）建築空間における構造とは     
2）構造とデザインの関係性を理解する 
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 3）コンクリート造、プレキャストコンクリート造、木造について理解を深める 
課題：コンクリート造、プレキャストコンクリート造、木造で自身の最も好きな建築を解説する 
（A3パネルにまとめる） 
＜AL4＞ 

 

12 建築空間における空間要素の解読2-1 
「環境デザイン講義」内藤廣著 解読１ 
第1章 総論 
第2章 「光」
第3章 「熱」 
＜AL1、AL2＞ 

 

準備学習：1）建築空間における構造とは     
2）環境とデザインの関係性を理解する 
3）「光」「熱」について理解を深める 

課題：「光」または「熱」をデザイン根拠にした自身の最も好きな建築を解説する（A3パネルに
まとめる） 
＜AL4＞ 

13 建築空間における空間要素の解読2-2 
「環境デザイン講義」内藤廣著 解読１ 
第4章 「水」 
第5章 「音」
第6章 「風」 
＜AL1、AL2＞ 

 

準備学習：1）建築空間における構造とは     
2）環境とデザインの関係性を理解する 
3）「水」「音」「風」について理解を深める 

課題：「水」「音」「風」をデザイン根拠にした自身の最も好きな建築を解説する（A3パネルに
まとめる） 
＜AL4＞ 

14 建築空間における空間要素の解読3-1 
「形態デザイン講義」内藤廣著 解読１ 
第1章 総論 
第2章 「技術の翻訳」 
＜AL1、AL2＞ 

 

準備学習：1）建築空間における形態とは     
2）形態とデザインの関係性を理解する 
3）「技術の翻訳」について理解を深める 

課題：「技術」を翻訳したと考える建築作品をひとつプレゼンテーションする（A3パネルにまと
める） 
＜AL4＞ 

15 建築空間における空間要素の解読3-2 
「形態デザイン講義」内藤廣著 解読２ 
第3章 「場所の翻訳」 
第4章 「時間の翻訳」 
＜AL1、AL2＞ 

 

準備学習：1）建築空間における形態とは     
2）形態とデザインの関係性を理解する 
3）「場所の翻訳」「時間の翻訳」について理解を深める 

課題：「場所」「時間」を翻訳したと考える建築作品をひとつプレゼンテーションする（A3パネ
ルにまとめる） 
＜AL4＞ 

授業形態 プロジェクターおよび、紙資料による講義、演習。 
アクティブラーニング：①:14 回,②:14 回,③:0 回,④:15 回,⑤:1 回,⑥:0 回 

達成目標 空間について以下の項目について意識化しながら設計を行なう事ができる事を習得する。
1.身体性 
2.現象性 
3.空間を成立させる構造 
4.空間を成立させる環境 
5.空間を成立させる形態 
6.世界中の都市・建築空間の特筆すべきサンプル。 

評価方法・フィー 
ドバック 

演習レポートによる。テキストだけではなく挿入する画像、表現の中にも空間への理解、論理性などを見る。 
原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する。 

評価基準 レポートに対する採点。秀100～90、優89～80、良79～65、可64～50、不可49以下 

教科書・参考書 各回必要に応じてプリントを配布する。 
教科書：「構造デザイン講義」、「環境デザイン講義」、「形態デザイン講義」 内藤廣著、王国者 

履修条件 なし 

履修上の注意 設計を専攻する学生は必ず履修の事。 

準備学習と課題の 
内容 

・初回までにシラバスを読み授業項目や目的を理解しておくこと。２回目以降は各授業終了時に次回までの準 
備内容を指示する。(毎回、予習復習それぞれ1.5時間程度) 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:２０％,思考・判断:３０％,関心･意欲:２０％,態度:２０％,技能・表現:１０％ 

DP1 知識・理解  

672



DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

応用建築設備工学 A5-B48-50 

Engineering of building service for application 

科目コード： 21050 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本科目は、建築設備計画１及び建築設備計画２から続く科目であり、前述の授業で得た知識を理解している前
提で講義を進める。建築環境をテーマに、国内外の動向や空調システムについて実例を交えて学ぶ 
・LEED Green Buildingの概要を通じて，海外における建築内外の環境配慮，計画のあり方，設備選定の考え方
を学ぶ 
・日本の空気調和に関する最新動向について学ぶ 
コミッショニングやマネジメントに関する国内の動向 
快適性，省エネ空調システム，熱源システムの動向やその性能評価手法 

本講義は調査・報告型の講義形態をとっており，事前に作成した発表資料を用いて講義を実施する． 

授業計画 1 講義ガイダンス（AL-1,2,3） 
建築学における建築設備の位置づけと建築学科カリキュラムに対する位置づけの説明を行う。
講義内容及び建築設備の省エネルギー化に関する説明を行う。 
予習：建築設備に関する講義資料を再度勉強しておく（1.5H) 
復習：講義中の内容を理解し，次回の講義のための知識を学ぶ（1.5H) 

2 LEED認証の概要（AL-3,4,5,6） 
LEED 認証について、解説書をもとに概要を学ぶ。 
予習：LEED Study Guide Chapt.3について事前に調べ，説明資料を作成する（1.5H) 
作成した予習資料をもとに，ディスカッション形式の講義を実施 
復習：ディスカッション内容を踏まえたレポートを作成（1.5H) 

3 LEED認証 | LocationとTransportation（AL-3,4,5,6） 
LEED 認証について、解説書をもとに概要を学ぶ。 
予習：LEED Study Guide Chapt.5について事前に調べ，説明資料を作成する（1.5H) 
作成した予習資料をもとに，ディスカッション形式の講義を実施 
復習：ディスカッション内容を踏まえたレポートを作成（1.5H) 

4 LEED認証 | Sustanable site（AL-3,4,5,6） 
LEED 認証について、解説書をもとに概要を学ぶ。 
予習：LEED Study Guide Chapt.6について事前に調べ，説明資料を作成する（1.5H) 
作成した予習資料をもとに，ディスカッション形式の講義を実施 
復習：ディスカッション内容を踏まえたレポートを作成（1.5H) 

5 LEED認証 | Energy and Atmosphere（AL-3,4,5,6） 
LEED 認証について、解説書をもとに概要を学ぶ。 
予習：LEED Study Guide Chapt.8について事前に調べ，説明資料を作成する（1.5H) 
作成した予習資料をもとに，ディスカッション形式の講義を実施 
復習：ディスカッション内容を踏まえたレポートを作成（1.5H) 

6 LEED認証 | Materials and Resources（AL-3,4,5,6） 
LEED 認証について、解説書をもとに概要を学ぶ。 
予習：LEED Study Guide Chapt.9について事前に調べ，説明資料を作成する（1.5H) 
作成した予習資料をもとに，ディスカッション形式の講義を実施 
復習：ディスカッション内容を踏まえたレポートを作成（1.5H) 

7 LEED認証 | Indoor Environmental Quality（AL-3,4,5,6） 
LEED 認証について、解説書をもとに概要を学ぶ。 
予習：LEED Study Guide Chapt.10について事前に調べ，説明資料を作成する（1.5H) 
作成した予習資料をもとに，ディスカッション形式の講義を実施 
復習：ディスカッション内容を踏まえたレポートを作成（1.5H) 

8 LEED認証 | 総括（AL-1,2,3） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択 

担当教員 

鍋島 佑基 

    

添付ファイル 
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 これまでのLEED認証について振り返るとともに，国内の認証などとの比較を行う
また，小テストを実施し，知識の定着度を確認する 
予習：小テストに向けて，これまでの内容をもう一度学ぶ（1.5H) 
復習：テストの内容について，わからない部分を復習（1.5H) 

9 建築環境におけるビル性能検証1（AL-1,2,3） 
学会や専門誌で報告されている，国内外の大規模ビル，高層ビルなどを対象とした性能評価に関
するレポートを教材としたゼミ形式の講義を実施する． 
予習：あらかじめ与えた資料の中から興味のある文献を読む（1.5H） 
復習：講義内容をまとめ，選んだ文献を再度読んで理解する（1.5H） 

10 建築環境におけるビル性能検証2（AL-3,4,5,6） 
学会や専門誌で報告されている，国内外の大規模ビル，高層ビルなどを対象とした性能評価に関
するレポートを教材としたゼミ形式の講義を実施する． 
予め作成した説明資料を用いて，どのような性能検証が行われているか，学生自らが解説する． 
発表していない学生は必ず質問を行い，ディスカッションに参加する． 
予習：資料集から興味のある文献を選び，説明スライドを作成する（1.5H） 
復習：ディスカッションをまとめ，説明スライドを補足する（1.5H） 

11 建築環境におけるビル性能検証3（AL-3,4,5,6） 
学会や専門誌で報告されている，国内外の大規模ビル，高層ビルなどを対象とした性能評価に関
するレポートを教材としたゼミ形式の講義を実施する． 
予め作成した説明資料を用いて，どのような性能検証が行われているか，学生自らが解説する． 
発表していない学生は必ず質問を行い，ディスカッションに参加する． 
予習：資料集から興味のある文献を選び，説明スライドを作成する（1.5H） 
復習：ディスカッションをまとめ，説明スライドを補足する（1.5H） 

12 建築環境におけるビル性能検証4（AL-3,4,5,6） 
学会や専門誌で報告されている，国内外の大規模ビル，高層ビルなどを対象とした性能評価に関
するレポートを教材としたゼミ形式の講義を実施する． 
予め作成した説明資料を用いて，どのような性能検証が行われているか，学生自らが解説する． 
発表していない学生は必ず質問を行い，ディスカッションに参加する． 
予習：資料集から興味のある文献を選び，説明スライドを作成する（1.5H） 
復習：ディスカッションをまとめ，説明スライドを補足する（1.5H） 

13 建築環境における空調システムの最新動向1（AL-3,4,5,6） 
学会や専門誌で報告されている，国内外の最新空調設備，開発中の空調システム，熱源システム
などを対象とした開発に関するレポートを教材とし，ゼミ形式の講義を実施する． 
予め作成した説明資料を用いて，どのような研究が行われているか，学生自らが解説する．発表
していない学生は必ず質問を行い，ディスカッションに参加する． 
予習：資料集から興味のある文献を選び，説明スライドを作成する（1.5H） 
復習：ディスカッションをまとめ，説明スライドを補足する（1.5H） 

14 建築環境における空調システムの最新動向2（AL-3,4,5,6） 
学会や専門誌で報告されている，国内外の最新空調設備，開発中の空調システム，熱源システム
などを対象とした開発に関するレポートを教材とし，ゼミ形式の講義を実施する． 
予め作成した説明資料を用いて，どのような研究が行われているか，学生自らが解説する．発表
していない学生は必ず質問を行い，ディスカッションに参加する． 
予習：資料集から興味のある文献を選び，説明スライドを作成する（1.5H） 
復習：ディスカッションをまとめ，説明スライドを補足する（1.5H） 

15 建築環境における空調システムの最新動向3（AL-3,4,5,6） 
学会や専門誌で報告されている，国内外の最新空調設備，開発中の空調システム，熱源システム
などを対象とした開発に関するレポートを教材とし，ゼミ形式の講義を実施する． 
予め作成した説明資料を用いて，どのような研究が行われているか，学生自らが解説する．発表
していない学生は必ず質問を行い，ディスカッションに参加する． 
予習：資料集から興味のある文献を選び，説明スライドを作成する（1.5H） 
復習：ディスカッションをまとめ，説明スライドを補足する（1.5H） 

授業形態 講義および演習。 
アクティブラーニング: ①:3回, ②:3回, ③:15回, ④:12回, ⑤:12回, ⑥:12回 

達成目標 （１）建築評価ラベルLEEDに関して，その概要を理解し，説明できる.(標準) 
（２）建築環境分野の研究報告書を読み，理解できる(標準) 
（３）建築環境技術の導入事例について，狙いを理解し，具体的に解説できる．(応用) 
（４）設備の施工実態を調査し，省エネルギーの観点から調査・解説できる．(応用) 

評価方法・フィー 
ドバック 

演習と提出課題（40％）、発表（30％）、出席（30%） 
各授業終了時の理解度レポート、及び演習時提出レポートは、採点後返却し、結果をフィードバックする。 

評価基準 秀(1-4):90 点以上、 優(1-4):89 ～ 80 点、良(1-3):79 ～ 70 点、可(1-2):69 ～ 60 点、不可:59 点以下 
ただし、カッコ（ ）内は、達成目標の項目を示す。 

教科書・参考書 教科書：講義前に配布． 
参考書：LEED GREENASSOCIATE V４ EXAM Complete Study Guide, A.Togay Koralturk 
最新建築環境工学[改訂4版]、田中俊六・武田仁・岩田利枝・土屋喬雄・寺尾道仁、井上書院 
最新建築設備工学  改訂版、田中俊六・武田仁・岩田利枝・土屋喬雄・寺尾道仁、井上書院 

履修条件 特になし 

履修上の注意 ・授業資料の該当範囲について、建築設備計画1、２の内容を予習・復習すること。 
・授業までに予習課題を出すので、授業までに行い、持参すること。 
・講義で不明の事項は質問し、積極的に参加すること。 

準備学習と課題の
内容 

・初回までにシラバスを読み授業項目や目的を理解しておくこと。 
・授業計画中に記載されている「予習」の内容（1.5 時間）を必ず行うこと。 
・授業計画中に記載されている「課題」の内容（1.5 時間）を必ず行うこと。「課題」のレポートは次回の講
義に回収する。 
・「課題」他提出物は、原則i-learnに設定された仕様にて、〆切までに提出すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:30％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能・表現:10％ 
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DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

応用建築環境工学 A5-B49-50 

building environmental engineering for application 

科目コード： 21060 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築環境計画系の講義では，これまで建築に関わる環境計画についての基本的事項を網羅的に学習した。本講
義では、熱的中立性を目指した環境形成手法について演習・計算を中心とした内容で実施する。 
最低限の講義資料は配布するが、受講者は建築環境系の講義で使用した授業資料、関連図書を必ず持参するこ
と。建築環境設計に必要な計算方法を演習を通じて理解する。 
本講義は関数電卓，ポケットコンピューター，ノートPC等の計算機使用を前提とする． 
演習では、事前に配布した問題を予習課題として取り組む。課題内容については講義中に解説するので、完成 
させて、講義後にレポートとして提出する形式をとる。 

授業計画 1 授業ガイダンス、室内空気環境と換気計画(AL-1,2) 
講義の主旨と位置づけを説明する。 
室内の汚染質と換気の必要性について説明する。 
予習：汚染質の発生と濃度計算について理解する。(1.5H） 
課題：濃度計算式を用いた計算課題を行う。(1.5H） 

2 演習１：自然換気（風力換気計算）(AL-1,2) 
風力（圧力）換気に関する計算の演習を行う。 
予習：開口の総合実行面積の計算方法、開口、隙間を通過する換気量の計算方法。(1.5H） 
課題：計算結果を導出の課程も含めて提出。(1.5H） 

3 演習２：自然換気（温度差換気計算）(AL-1,2) 
温度差（密度差）換気に関する計算の演習を行う。
予習：中性帯について理解する。(1.5H） 
課題：計算結果を導出の課程も含めて提出。(1.5H） 

4 演習3：必要換気量と汚染質の濃度変化(AL-1,2) 
汚染質の発生と必要換気量に関する計算の演習を行う。 
予習：必要換気量の計算方法と濃度（ppm）に関する理解。(1.5H） 
課題：計算結果を導出の課程も含めて提出。(1.5H） 

5 熱の移動(AL-1,2) 
熱伝導、熱伝達に関する説明を行う。 
予習：建築伝熱、熱還流率に関する理解。(1.5H） 
課題：建築伝熱に関する演習問題を解く。(1.5H） 

6 熱の移動(AL-1,2) 
熱伝導、熱伝達に関する説明を行う。 
予習：建築伝熱、熱還流率に関する理解。(1.5H） 
課題：住宅の外皮性能に関する計算問題を解く。(1.5H） 

7 演習：壁の熱還流率(AL-1,2) 
種々の材料で構成された壁体の熱還流率を計算する。
予習：熱伝導率と熱伝達率の理解。(1.5H） 
課題：計算結果を導出の課程も含めて提出。(1.5H） 

8 演習：建物の熱特性(AL-1,2) 
簡易なモデル住宅等を対象に建物の熱特性を計算する。
予習：熱伝導率と熱伝達率の理解。(1.5H） 
課題：計算結果を導出の課程も含めて提出。(1.5H） 

9 演習：建物の熱特性(AL-1,2) 
簡易なモデル住宅等を対象に建物の熱特性を計算する。 
予習：熱損失係数、外皮熱還流率の計算方法、換気負荷について理解する。(1.5H） 
課題：計算結果を導出の課程も含めて提出。(1.5H） 

10 湿度と結露(AL-1,2) 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

４年前期 ４ ２ 選択 

担当教員 

鍋島 佑基 

    

添付ファイル 
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 湿度の計算方法，絶対湿度の説明を行い，結露の原理について理解する。
予習・課題：湿り空気の顕熱，潜熱計算方法に関する理解。(1.5H/1.5H） 

11 演習：絶対湿度、露点温度、比エンタルピーの計算と湿り空気線図の理解(AL-1,2) 
潜熱・顕熱の考え方を理解し、空気中の水分量の算出ができるようになる。 
予習：飽和水蒸気圧、比エンタルピーについて理解する。(1.5H） 
課題：計算結果を導出の課程も含めて提出。(1.5H） 

12 演習：結露判定(AL-1,2) 
材料の透湿性について理解し、壁体内部の結露判定ができるようになる。
予習：露点温度計算を理解しておく(1.5H） 
課題：計算結果を導出の課程も含めて提出。(1.5H） 

13 日射(AL-1,2) 
日射と太陽位置に関して説明する。 
予習：日射量、太陽位置、時角などの計算方法をあらかじめ理解しておく。(1.5H） 
課題：太陽位置の算出に関する演習問題を解く。(1.5H） 

14 演習：太陽位置と真太陽時(AL-1,2) 
平均太陽時、真太陽時について理解し、日影時間を求める。
予習：時角の考え方について理解しておく。(1.5H） 
課題：計算結果を導出の課程も含めて提出。(1.5H） 

15 演習：直達日射量の計算(AL-1,2) 
法線面、鉛直面直達日射量が計算できるようになる。 
予習：直達日射量の算出方法について理解し、太陽定数等の用語を予習する。(1.5H） 
課題：計算結果を導出の課程も含めて提出。(1.5H） 
定期試験 

授業形態 演習課題の前後に復習として講義を実施する。 
教科書は特に指定せず、配布資料データを配布するので各自プリントアウトして持参のこと。
出席状況と試験により評価する。 
アクティブラーニング: ①:15 回, ②:15 回, ③:0回, ④:0 回, ⑤:0 回, ⑥:0 回 

達成目標 （１）熱の移動形態について理解し、非定常計算が行える。(標準） 
（２）風力還気、温度差換気計算ができ、必要換気量を求めることが出来る。(標準） 
（３）汚染質の濃度増加減衰、平衡状態について理解し、説明できる。(標準） 
（４）湿り空気線図が説明でき、結露計算が出来る。(応用） 
（５）太陽方位角を理解し、日影線図が説明できる。また日射量計算が出来る。(応用） 
（６）熱還流率を理解し、求めることができる。(応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

テスト（40％）、演習・課題提出（60％） 
各授業終了時の理解度レポート、及び演習時提出レポートは、毎回採点し、結果をフィードバックする。 

評価基準 秀(1-6):90 点以上、 優(1-6):89 ～ 80 点、良(1-6):79 ～ 70 点、可(1-3):69 ～ 60 点、不可:59 点以下 
ただし、カッコ（ ）内は、達成目標の項目を示す。 

教科書・参考書 教科書：特になし。授業前に資料をデータ配布する。
参考書： 
最新建築環境工学[改訂4版]、田中俊六・武田仁・岩田利枝・土屋喬雄・寺尾道仁、井上書院 
図説建築環境、松原斎樹・長野和雄編著、学芸出版社 

履修条件 特になし 

履修上の注意 ・授業資料の該当範囲について、建築環境計画/工学の内容を予習・復習すること。 
・参考図書，あるいは建築環境計画の授業資料を必ず持参すること。 
・講義で不明の事項は質問し、積極的に参加すること。 
・関数電卓必須。 

準備学習と課題の
内容 

・初回までにシラバスを読み授業項目や目的を理解しておくこと。 
・授業計画中に記載されている「予習」の内容（1.5 時間）を必ず行うこと。 
・授業計画中に記載されている「課題」の内容（1.5 時間）を必ず行うこと。「課題」のレポートは次回の講
義に回収する。 
・「課題」他提出物は、原則i-learnに設定された仕様にて、〆切までに提出すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:60％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:0％,技能・表現:0％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

耐震設計 A5-C50-50 

Seismic Design of Buildings 

科目コード： 20430 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 日本での耐震設計法の基本概念の修得、許容応力度設計法、保有耐力設計法、また耐震設計の基本となる振
動関連の基礎を修得する．これらの基本事項を習得し、設計や施工に応用できる知識を身につけさせることを
目的とする． 
キーワード：耐震設計、構造設計、地震応答解析 

この科目は、建築構造分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 講義の位置づけ、耐震設計の概念 
・建築構造の中の耐震設計の位置づけと日本での耐震設計方法の変遷を説明する。 
・水平力に対する設計が耐震設計であり、日本での変遷を説明する。 
・許容応力度設計、保有耐力設計法を概説する。 
準備学習：WEBや書籍・雑誌類で耐震関連のニュースを知っておく。
課題：地震国日本で耐震設計の発展してきた歴史を整理する。 
AL①、②、③ 

2 地震荷重を受ける建築物の力の流れ 
・重層建物に作用する慣性力と層せん断力の関係を明確にする。 
・部材に生じる曲げモーメントとせん断力の関係を概説する。 
・重層純ラーメン架構のせん断力と曲げモーメントの関係を説明する。
準備学習：配布資料を読み、理解する。 
課題：純ラーメンに加わる地震力によるモーメントとせん断力を理解する。
AL①、②、④ 

3 建築物の設計用地震力 
・中小地震に対する許容応力度設計を理解させる。 
・大地震に対する終局的な安全性（保有耐力）確保の設計概念を概説する。 
・各係数（Ａｉ，Ｚ，Ｒｔ）などを説明する。 
準備学習：配布資料を読み、理解する。宿題（レポート）を行う。
課題：設計用地震力を理解する。 
AL①、②、④ 

4 建築物の不整形性（偏心率、剛性率） 
・平面的な不整形性（偏心率）を理解させる。 
・立面的な不整形性（剛性率）を理解させる。 
・上記の不整形性を例題を用い計算できる用、理解させる。 
準備学習：配布資料を読み、理解する。宿題（レポート）を行う。
課題：偏心率、剛性率を図面から計算できるようにする。    
AL①、②、④ 

5 保有耐力設計法 
・建物例題を用い、概略な保有耐力設計を理解させる。 
・構造特性係数Ｄｓや形状係数Ｆｅｓを説明する。 
準備学習：配布資料を読み、理解する。宿題（レポート）を行う。
課題：偏心率、剛性率を図面から計算できるようにする。    
AL①、②、④ 

6 非線形微分方程式 
・耐震設計を行う上で必要な線形微分方程式を説明する。 
・2階線形同時微分方程式を解く、その方法を説明する。 
・一般解、特解を理解させる。 
準備学習：配布資料を読み、理解する。宿題（レポート）を行う。
課題：線形微分方程式を理解できるようにする。 
AL①、②、④ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択 

担当教員 

丸田 誠 

    

添付ファイル 
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 7 動力学の基礎 
・変位、速度、加速度の関係を理解させる。（微積） 
・ニュートンの運動法則、ダランベールの定理を説明する。 
・質点系の振動や振動の特性を概説する。 
準備学習：配布資料を読み、理解する。宿題（レポート）を行う。
課題：動力学の基礎をきちんと理解できるようにする。      
AL①、②、④ 

8 1質点1自由度系の非減衰自由振動 
・1自由度系の力のつり合いを理解させる。 
・２階微分を用いて１質点系の運動方程式を解く。 
・質量と固有周期の関係を理解させる。 
準備学習：配布資料を読み、理解する。宿題（レポート）を行う。
課題：簡単な１質点１自由度を解けるようにする。 
AL①、②、④ 

9 1質点1自由度系の減衰自由振動 
・減衰が何かを探る。また減衰のメカニズムを考える。 
・減衰を含めた力のつり合いを理解させる。 
・非減衰の固有周期を概説する。 
準備学習：配布資料を読み、理解する。宿題（レポート）を行う。
課題：減衰振動を理解し簡易な問題を解けるようにする。    
AL①、②、④ 

10 1質点1自由度系の強制振動 
・強制振動として正弦波を用いた場合のつり合い方程式を理解させる。 
・定常振動と共振曲線を概説する。 
・減衰の大きさと共振曲線の関係を説明する。 
準備学習：配布資料を読み、理解する。宿題（レポート）を行う。
課題：共振曲線と減衰との関係を理解する。 
AL①、②、④ 

11 地震による強制振動 
・10回の復習として、調和振動加振による解法を説明する。 
・加速度応答倍率を概説し、理解させる。 
・周波数応答関数について説明する。 
準備学習：配布資料を読み、理解する。宿題（レポート）を行う。
課題：共振と応答倍率の関係を理解する。 
AL①、②、④ 

12 地震応答スペクトル 
・応答スペクトルの意味を理解させる。 
・応答スペクトルの一般邸な特性を説明する。 
・梅村法を用いて変位、速度、加速度の応答スペクトルを算出する。
準備学習：配布資料を読み、理解する。宿題（レポート）を行う。 
課題：共振曲線と減衰との関係を理解する。 
AL①、②、④ 

13 振動とエネルギー 
・運動エネルギーとひずみエネルギーの関係を探る。 
・地震時の振動によるエネルギーと上記の関係を理解させる。 
・減衰とエネルギーの関係を概説する。 
準備学習：配布資料を読み、理解する。宿題（レポート）を行う。 
課題：振動エネルギーと運動、ひずみの両エネルギーの関係を理解する。
AL①、②、④ 

14 2質点2自由度系の固有値 
・2質点2自由度系の力のつり合いを理解させる。 
・剛性、質量、減衰マトリックスを解く。 
・固有値を概説し、算出方法を、例題を用いて説明する。 
準備学習：配布資料を読み、理解する。宿題（レポート）を行う。
課題：2質点2自由度系の解法を理解する。 
AL①、②、④ 

15 2質点2自由度系の非減衰自由振動 
・固有ベクトルの物理的意味を概説する。 
・2質点2自由度系の固有ベクトルの重ね合わせについて説明する。 
・例題を解き、ベクトルの重ね合わせを理解させる。
準備学習：配布資料を読み、理解する。 
課題：2質点2自由度系の固有ベクトルを理解する。
AL①、②、③ 

16 試験 

授業形態 講義 
演習（宿題） 
アクティブラーニング：①:15 回,②:15 回,③:2 回,④:13 回,⑤:0 回,⑥:0回 

達成目標 (1)許容応力度設計法を理解する．         
(2)保有力設計法の基本を理解する．       
(3)運動方程式を理解する．             (4)
１質点1自由度系の応答を理解する． (5)２質
点２自由度系の振動モードを理解する． 
(6)耐震設計、地震応答の基礎知識を得る． 

評価方法・フィー 
ドバック 

課題 (20％)、宿題(10％)、定期試験（70％）の総合成績で評価する． 

評価基準 総合点が100点満点で50点以上の者に単位を与える。 
秀：100～90、優：89～80、良：79～70、可：69～60、不可：59以下 
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教科書・参考書 教科書： 資料配布 
参考書： 柴田明徳著 『最新 耐震構造解析』、森北出版 

履修条件 特になし． 

履修上の注意 耐震設計法の基本的な知識を習得して欲しい．授業中の私語は慎むこと． 
15分以上の遅刻は欠席とみなす． 

準備学習と課題の 
内容 

微分・積分は必須である．高校の数学の復習や大学での微分積分／演習の授業の復習をしておくこと． 
配布資料や参考書を読み、予習・復習は行い、分からないことは質問すること． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:5％,技能・表現:5％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築関連法規 A4-S51-30 

Architectural Code 

科目コード： 20440 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 科目「建築法規」では扱わなかった関連法規類（都市計画法、消防法、バリアフリー法、耐震改修促進法な
ど）について概説する。たとえば、都市計画法は都市の骨格を規定する土地利用の用途区分や道路など都市施
設を定める都市計画に関すること等定めた法律であり、このような関連法規について習得する。この科目は、 
建築設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 5-1避難関係規定 
建排煙設備・非常用照明装置
非常用進入口 
内装制限が適用される建築物
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習（AL4) 

2 5-2-1避難関係規定・一般構造 
反転授業第1回：ミニテストの復習解説(AL3) 
階避難安全検証法 
全館避難安全検証法
居室の採光 
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習（AL4) 

3 5-2-2一般構造・建築設備 
反転授業第2回：ミニテストの復習解説(AL3) 
長屋又は共同住宅の各戸の界壁 
階段・昇降機 
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習（AL4) 

4 6-1構造強度 
反転授業第3回：ミニテストの復習解説(AL3) 
構造耐力 
構造計算 
構造計算の原則 
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習（AL4) 

5 6-2構造強度 
反転授業第4回：ミニテストの復習解説(AL3) 
木造 
鉄骨造 
鉄筋コンクリート造 
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習（AL4) 

6 7-1都市計画区域等における制限（集団規定） 
反転授業第5回：ミニテストの復習解説(AL3) 
道路の定義 
接道義務 
道路内の建築制限 
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習（AL4) 

7 7-2-1都市計画区域等における制限（集団規定） 
反転授業第6回：ミニテストの復習解説(AL3) 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択 

担当教員 

長尾 亜子 

    

添付ファイル 
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 用途制限 
卸売市場の位置 
異なる用途地域にわたる場合
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習（AL4) 

8 7-2-2都市計画区域等における制限（集団規定） 
反転授業第7回：ミニテストの復習解説(AL3) 
容積率 
建ぺい率 
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習（AL4) 

9 8-1都市計画区域等における制限（集団規定） 
反転授業第8回：ミニテストの復習解説(AL3) 
外壁後退・壁面線 
絶対高さ 
道路斜線制限 
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習（AL4) 

10 8-2都市計画区域等における制限（集団規定） 
反転授業第9回：ミニテストの復習解説(AL3) 
隣地斜線制限 
北側斜線制限 
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習（AL4) 

11 9-1建築協定等 
反転授業第10回：ミニテストの復習解説(AL3) 
都市計画に基づく各種の規制 
建築協定 
仮設建築物 
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習（AL4) 

12 9-2-1罰則等 
反転授業第11回：ミニテストの復習解説(AL3) 
適用除外 
罰則 
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習（AL4) 

13 9-2-2都市計画法 
反転授業第12回：ミニテストの復習解説(AL3) 
都市計画 
開発行為の許可 
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習（AL4) 

14 10-1消防法等 
反転授業第13回：ミニテストの復習解説(AL3) 
消防法 
消防用設備の設置基準・屋内消火栓 
高齢者障害者の移動等の円滑化の促進に関する法律
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習（AL4) 

15 10-2耐震改修法等 
反転授業第14回：ミニテストの復習解説(AL3) 
建築物の耐震改修の促進に関する法律 
住宅の品質確保の促進等に関する法律 
建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律
ミニテストと解説(AL1) 
自主学習：ミニテスト復習（AL4) 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:15 回,②:0 回,③:14回,④:15 回,⑤:0 回,⑥:0 回 

達成目標 1)関連法規が法令の意味するところとそれらの相互の関連性及び都市づくりとの関わり方を理解する。（基
礎） 
２）関連法規が都市計画においてどのような役割を担っているかを理解する。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業で行うテスト（100％）を総合評価する。テスト終了後には回答結果、解説をフィードバックする。 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀（１〜２）：100～90、優（１〜２）：89～80、良（１）：79～70、可（１）：69～60、不可：59以下 

教科書・参考書 ・建築基準法関係法例集 建築資料研究社・日建学院編 建築資料研究社刊 
・改訂版 図説 やさしい建築法規 今村仁美・田中美都 学芸出版社 

履修条件 建築法規を履修していること 

履修上の注意 都市空間と法令の関係性を考えること。 

準備学習と課題の 
内容 

・初回までにシラバスを読み授業項目や目的を理解しておくこと。２回目以降は各授業終了時に次回までの準 
備内容を指示する。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:15％,関心･意欲:15％,態度:10％,技能・表現:10％ 
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DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

インテリアデザイン A5-A52-30 

Interior Design 

科目コード： 20450 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 インテリア（内部空間）を事例を通して、内部空間の特性、身体性、地域性、社会環境、産業構造、文化がど
のように内部空間に影響しているかを考察し学ぶ。更に、家具、光空間、色彩、材料、スケールなどの諸要素
を取り上げ、インテリアデザインの構成要素を学ぶ。 
この科目は、建築設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 01 ガイダンス インテリアデザインとは 
・インテリアデザインの学問上の位置づけと建築学科カリキュラムに対する位置づけの説明。 
・インテリアデザインの事例からデザインの諸要素の構成とインテリア（内部空間）の成り立ち
を学ぶ。（AL1,AL2） 
準備学習：参考図書を読む 
課題：演習課題１の提示（AL4） 

02 インテリア（内部空間）の成り立ち－場のデザイン１ 
・インテリアデザインの事例からデザインの諸要素の構成とインテリア（内部空間）の成り立ち
を学ぶ。（AL1,AL2） 
・空間の成り立ちとインテリアデザインの関係を学ぶ。 
・事例リサーチと分析を発表する。（AL1,AL2,AL5,AL6） 
準備学習：事例リサーチおよび分析を行い、演習課題１を行う。（AL4） 

03 インテリア（内部空間）の成り立ち－場のデザイン２ 
・インテリアデザインの事例からデザインの諸要素の構成とインテリア（内部空間）の成り立ち
を成り立ちを学ぶ。（AL1,AL2） 
・空間の成り立ちとインテリアデザインの関係を学ぶ。 
・演習課題１の案を発表する。（AL1,AL2,AL5,AL6） 
準備学習：前回の復習を行い、演習課題１を行う。（AL4） 

04 インテリア（内部空間）の成り立ち－場のデザイン３ 
・インテリアデザインの事例からデザインの諸要素の構成とインテリア（内部空間）の成り立ち
を学ぶ。（AL1,AL2） 
・空間の成り立ちとインテリアデザインの関係を学ぶ。 
・演習課題１を最終発表する。（AL1,AL2,AL5,AL6） 
準備学習：演習課題１を提出する。（AL4） 

05 身体性とインテリア（内部空間）デザイン−１ 
・インテリアデザインの事例からデザインの諸要素の構成とインテリア（内部空間）の成り立ち
を学ぶ。（AL1,AL2） 
・身体性とインテリアデザインの関係を学ぶ。
準備学習：前回の復習を行う。（AL4） 
課題：演習課題２の提示（AL4） 

06 身体性とインテリア（内部空間）デザイン−２ 
・インテリアデザインの事例からデザインの諸要素の構成とインテリア（内部空間）の成り立ち
を学ぶ。（AL1,AL2） 
・身体性とインテリアデザインの関係を学ぶ。 
・事例リサーチと分析を発表する。（AL1,AL2,AL5,AL6） 
準備学習：事例リサーチおよび分析を行い、演習課題２を行う。（AL4） 

07 身体性とインテリア（内部空間）デザイン−３ 
・インテリアデザインの事例からデザインの諸要素の構成とインテリア（内部空間）の成り立ち
を学ぶ。（AL1,AL2） 
・身体性とインテリアデザインの関係を学ぶ。 
・演習課題２の案を発表する。（AL1,AL2,AL5,AL6） 
準備学習：事例リサーチおよび分析を行い、演習課題２を行う。（AL4） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択 

担当教員 

長尾 亜子 

    

添付ファイル 
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 08 身体性とインテリア（内部空間）デザイン−４ 
・インテリアデザインの事例からデザインの諸要素の構成と空間の成り立ちを学ぶ。（AL1,AL2） 
・身体性とインテリアデザインの関係を学ぶ。 
・事例リサーチと分析を発表する。（AL1,AL2,AL5,AL6） 
準備学習：事例リサーチおよび分析を行い、演習課題２を行う。（AL4） 

09 身体性とインテリア（内部空間）デザイン−５ 
・インテリアデザインの事例からデザインの諸要素の構成と空間の成り立ちを学ぶ。（AL1,AL2） 
・身体性とインテリアデザインの関係を学ぶ。 
・演習課題２を最終発表する。（AL1,AL2,AL5,AL6） 
準備学習：演習課題２を提出する。（AL4） 

10 産業とインテリアデザイン−１ 
・インテリアデザインの事例からデザインの諸要素の構成とインテリア（内部空間）の成り立ち
を学ぶ。（AL1,AL2） 
・産業とインテリアデザインの関係を学ぶ。 
準備学習：前回の復習を行い、参考図書を読む。（AL4） 
課題：演習課題３の提示（AL4） 

11 産業とインテリアデザイン−２ 
・インテリアデザインの事例からデザインの諸要素の構成とインテリア（内部空間）の成り立ち
を学ぶ。（AL1,AL2） 
・産業とインテリアデザインの関係を学ぶ。 
・事例リサーチと分析、演習課題３の案を発表する。（AL1,AL2,AL5,AL6） 
準備学習：事例のリサーチと分析を行い、演習課題３を行う。（AL4） 

12 産業とインテリアデザイン−３ 
・インテリアデザインの事例からデザインの諸要素の構成とインテリア（内部空間）の成り立ち
を学ぶ。（AL1,AL2） 
・産業とインテリアデザインの関係を学ぶ。 
・演習課題3を最終発表する。（AL1,AL2,AL5,AL6） 
準備学習：演習課題３を提出する。（AL4） 

13 地域・環境とインテリアデザイン−１ 
・インテリアデザインの事例からデザインの諸要素の構成とインテリア（内部空間）の成り立ち
を学ぶ。（AL1,AL2） 
・地域性、環境、文化とインテリアデザインの関係を学ぶ。
準備学習：前回の復習を行い、参考図書を読む。（AL4） 
課題：演習課題４の提示（AL4） 

14 地域・環境とインテリアデザイン−２ 
・インテリアデザインの事例からデザインの諸要素の構成ととインテリア（内部空間）の成り立
ちを学ぶ。（AL1,AL2） 
・地域性、環境、文化とインテリアデザインの関係を学ぶ。 
・事例リサーチと分析、演習課題４の案を発表する。（AL1,AL2,AL5,AL6） 
準備学習：事例のリサーチと分析を行い、演習課題４を行う。（AL4） 

15 地域・環境とインテリアデザイン－３ 
・インテリアデザインの事例からデザインの諸要素の構成とインテリア（内部空間）の成り立ち
を学ぶ。（AL1,AL2） 
・地域性、環境、文化とインテリアデザインの関係を学ぶ。 
・演習課題４を最終発表する。（AL1,AL2,AL5,AL6） 
準備学習：演習課題４を提出する。（AL4） 

授業形態 講義及び演習、リサーチレポート 
アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:0回,④:15回,⑤:14回,⑥:14回 

達成目標 1.インテリアデザインの構成要素を学ぶことができる。(基礎） 
2.インテリアデザインの事例学習により、体系的なデザインの思考を体得する。(基礎） 
3.演習課題でインテリアデザインの応用を学ぶことができる。(応用） 
4.インテリアデザインの事例から、社会環境とデザインの関係性を学習することができる。(応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

各テーマ毎の演習課題70％、リサーチレポート30%総合成績で評価する。 
演習課題についてはフィードバックする。 

評価基準 演習課題とリサーチレポートの総合点による。 
秀(1~4)：100~90点、優(1~4)：89~80点、良(1~3)：79~70点、可(1~3)：69~60点、不可：59点以下 

教科書・参考書 教科書：特になし、授業前に資料を配布する。 
参考書：世界デザイン史（美術出版社）、モダンデザインの展開（ニコラス・ペブスナー著、みすず書房）イ
ンテリアデザインの歴史（ジョン・パイル著、柏書房）日本のインテリアデザイン（大川三雄その他著、柏書 
房）など随時講義時に紹介する。 

履修条件 ・デザインに興味があり、積極的に学習する意欲があること。 
・建築設計演習を履修していること。 
・建築の歴史の基礎的知識があること。日本建築史、西洋建築史、近代建築史を履修していることが望まし 
い。 

履修上の注意 ・不明な点や疑問点は自ら調べて解決していき、発展的学習を行うこと。 
・積極的に学習すること。 

準備学習と課題の
内容 

・授業時に示された準備学習の内容（１h）を行うこと。 
・授業関連の資料を調べるなどの復習（１ｈ）を行うこと。 
・授業時に示した演習課題（１ｈ）を行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:25％,思考・判断:25％,関心･意欲:15％,態度:10％,技能・表現:25％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  
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DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

静岡の地域特性と建築 A4-S53-30 

Regional characteristics and construction of 
Shizuoka 

科目コード： 20460 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択 

担当教員 

石川 春乃・盧 炫佑 

    

添付ファイル 

 
 
 

講義概要 本講座では、建築環境の視点から、静岡県に特徴的な建築分野にかかわる地域特性を学ぶ。 
東西に長い静岡県の地理と風土、南アルプスから駿河湾まで高低差のある地形と地質、年間通じて温暖な地

域であり、全国でも有数の日照量を有し、豊富な地下水系等、自然資源に恵まれた地域ならではの持続可能な
建築を計画する視点を学ぶ。 
具体的には、環境問題や社会事象に対する課題の抽出力、主体的な課題解決意識を養うため、ワークショップ
形式の共同作業を通じ、アクティブラーニング（AL）を重視し、主体的・具体的な建築環境計画に生かす発想 
力を身に付ける。 

授業計画 0 当講義の授業フロー（地域特性） 
当講義は、受講する学生の準備を前提に、第1回目はガイダンス、第2回目からは2回を1クールと
した講義＆演習発表、第8，9回は視察及び現地ワークショップ、第14,15回は以下のように構成す
る。 
〈説明回〉                                                          
(1)今回の学習項目について説明発表(AL①②)し、他学生が質疑を行う。   
(2)学生の説明発表について、教員が補足説明、学習ポイント確認(AL③)する。 
〈演習回〉 
(1) 班ごとに授業内容の復習を行い、相互の理解を確認する。(AL④) 全班は、打合せ録を提出す
る。 

1 〈説明0〉温熱環境（日射と太陽）（AL-1,2,4） 
建築環境工学の観点より、気候・気候特性、気候変動を考え、気候に適した省エネ建築、自然エ
ネルギー利用について、基礎から応用までを学ぶ。 
準備学習：シラバスを良く読んで、建築環境工学で学んだことを思い出す。
課題：授業時に指定した課題に取り組む。 
. 

2 〈説明1〉温熱環境（日射と太陽）（AL-1,2,4） 
自然環境と温熱、温熱環境６要素、温熱感指標、人体の熱的快適範囲、太陽の軌道と太陽光の基
礎知識、日射遮蔽および日影 等について学ぶ。授業の中で例題を解き、解説を確認する。 
準備学習：前回授業にて指定した資料を読み、意見を発表できるように準備する。
課題：授業時に指定した課題を解く 

3 〈演習1〉温熱環境：課題とフィードバック（AL-4,6） 
前回授業をふまえて基本的事項の理解度を深める。前回課題を皆で発表し、討議する。
準備学習：自身の課題発表を作成する。 
課題：授業時に指定した課題演習を解く。課題解説を行い、フィードバックする。 

4 〈説明2〉温熱環境（温湿度と熱移動）（AL-1,2,4） 
温湿度の定義、熱移動の原理、熱取得、熱損失、熱負荷の定義 等について学ぶ。授業の中で例
題を解き、解説を確認する。 
準備学習：前回授業にて指定した資料を読み、意見を発表できるように準備する。
課題：授業時に指定した課題に取り組 
む。" 

5 〈演習2〉温熱環境：課題とフィードバック（AL-4,6） 
前回授業をふまえて基本的事項の理解度を深める。前回課題を皆で発表し、討議する。
準備学習：自身の課題発表を作成する。 
課題：授業時に指定した課題演習を解く。課題解説を行い、フィードバックする。 

6 〈説明3〉温熱環境（建築物の熱負荷）（AL-1,2,4） 
温湿度の定義、熱移動の原理、熱取得、熱損失、熱負荷の定義と計算等について学ぶ。授業の中
で例題を解き、解説を確認する。 
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 準備学習：前回授業にて指定した資料を読み、意見を発表できるように準備する。
課題：授業時に指定した課題に取り組む。 

7 〈演習3〉温熱環境：課題とフィードバック（AL-4,6） 
前回授業をふまえて基本的事項の理解度を深める。前回課題を皆で発表し、討議する。
準備学習：自身の課題発表を作成する。 
課題：授業時に指定した課題演習を解く。課題解説を行い、フィードバックする。 

8 〈ワークショップ1〉省エネ住宅と自然エネルギー利用１（AL-1,2,3,4,5,6） 
建築・設備による省エネ手法等、自然エネルギー（特に太陽エネルギー）による省エネ手法 等
について、事例視察を行い、現地でのワークを通じて学ぶ。 
準備学習：授業時に指定した班別作業を準備する。 
課題：授業（現地視察、ワーク）時に指定された課題に取り組む。 

9 〈ワークショップ2〉：省エネ住宅と自然エネルギー利用１（AL-1,2,3,4,5,6） 
建築・設備による省エネ手法等、自然エネルギー（特に太陽エネルギー）による省エネ手法 等
について、事例視察を行い、現地でのワークを通じて学ぶ。 
準備学習：授業時に指定した班別作業を準備する。 
課題：授業（現地視察、ワーク）時に指定された課題に取り組む。 

10 〈説明4〉日本の気候と静岡の気候特性（AL-1,2,4） 
日本の気候特性と、静岡気候に適した住宅設計のための静岡の気候特性等 について学ぶ。授業
の中で例題を解き、解説を確認する。 
準備学習：前回授業にて指定した資料を読み、意見を発表できるように準備する。
課題：授業時に指定した課題に取り組む。 

11 〈演習4〉気候特性：課題とフィードバック（AL-4,6） 
前回授業をふまえて基本的事項の理解度を深める。前回課題を皆で発表し、討議する。
準備学習：自身の課題発表を作成する。 
課題：授業時に指定した課題演習を解く。課題解説を行い、フィードバックする。 

12 〈説明5〉気候に適した建築的手法（AL-1,2,4） 
気候に適した建築的手法と、静岡の気候を活かした建築的手法等について学ぶ。授業の中で例題
を解き、解説を確認する。 
準備学習：前回授業にて指定した資料を読み、意見を発表できるように準備する。
課題：授業時に指定した課題に取り組む。 

13 〈演習5〉気候に適した建築的手法：課題とフィードバック（AL-4,6） 
前回授業をふまえて基本的事項の理解度を深める。前回課題を皆で発表し、討議する。
準備学習：自身の課題発表を作成する。 
課題：授業時に指定した課題演習を解く。課題解説を行い、フィードバックする。 

14 〈発表1〉省エネ住宅と自然エネルギー利用２（AL-4,5,6） 
建築・設備による省エネ手法等、自然エネルギー（特に太陽エネルギー）による省エネ手法、等
について学ぶ。班ごとに成果案を発表し、学生相互の評価を行う。 
準備学習：成果発表まとめ 
課題：授業時に指定した課題を作成する。 

15 〈発表2〉省エネ住宅と自然エネルギー利用２（AL-4,5,6） 
建築・設備による省エネ手法等、自然エネルギー（特に太陽エネルギー）による省エネ手法、等
について学ぶ。班ごとに成果案を発表し、学生相互の評価を行う。 
準備学習：成果発表まとめ 
課題：授業時に指定した課題を作成する。 

授業形態 講義及び演習、現地視察及びワークショップ、成果発表 
アクティブラーニング：①:8回,②:8回,③:2回,④:15回,⑤:4回,⑥:9回 

達成目標 (1)静岡県の気候と風土について、建築環境的視点から、知識を習得する。（基礎） 
(2)地域特性を生かした建築計画を行うための環境課題を理解できる。（標準） 
(3)地域特性を生かした建築環境計画を行い、課題解決を提案できる。（環境・応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

各授業出席及び発言と確認演習30％、班ワークの提出及び発表30％、定期試験40％、により評価する。 
演習課題50％、授業姿勢50%で評価する。授業中の例題、また演習課題はいずれも授業の中でフィードバックす 
る。 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀(1-4)：100～90、優(1-3)：89～80、良(1-2)：79～70、可(1-2)：69～60、不可：59以下 
ただし、カッコ（ ）内は達成目標の項目を示す。 

教科書・参考書 教科書：授業時に資料を配布する。 

履修条件 特になし。建築学科環境系以外の学生の履修を勧める。 

履修上の注意 ・演習等課題提出について、遅延は原則認めない。 

準備学習と課題の
内容 

・授業計画にある「準備学習」（1時間）と「課題」（2時間）の内容を、毎授業ごと指定された班別に必ず行
うこと。 
・課題他提出物は、原則i-learnに設定された仕様にて、〆切までに提出すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:30％,関心･意欲:15％,態度:15％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

ランドスケープデザイン論 A5-A54-30 

Landscape design 

科目コード： 20470 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築とランドスケープのつながりについて学ぶ。ランドスケープデザインについて、歴史、植栽計画、グラン 
ドデザインについて学ぶ。一部、演習によりランドスケープデザインの能力向上を図る。 

授業計画 1 ランドスケープデザインとは｜講義 

事例、歴史、ランドスケープデザインの考え方①（大西、斉藤） 

2 ランドスケープデザインとは｜講義 

事例、歴史、ランドスケープデザインの考え方②（大西、斉藤） 

3 ランドスケープデザインとは｜講義
植物、生態学の話①（大西） 

4 ランドスケープデザインとは｜講義
植物、生態学の話②（大西） 

5 ランドスケープデザインとは｜講義 

地形、ランドアート、アースワークの話、事例など（斉藤） 

6 ランドスケープデザインとは｜講義
材料の話、事例など（斉藤） 

7 ランドスケープデザイン演習①｜演習 
サイト現地視察、現場調査 （大西、斉藤） 

8 ランドスケープデザイン演習①｜演習 

サイト現地視察、現場調査 （大西、斉藤） 

9 ランドスケープデザイン演習①｜演習 

コンセプト、ゾーニング、ダイアグラム作成（大西、斉藤） 

10 ランドスケープデザイン演習①｜演習 

コンセプト、ゾーニング、ダイアグラム作成（大西、斉藤） 

11 ランドスケープデザイン演習①｜演習
図面、模型作成（斉藤） 

12 ランドスケープデザイン演習①｜演習
図面、模型作成（斉藤） 

13 ランドスケープデザイン演習①｜演習
図面、模型作成（斉藤） 

14 ランドスケープデザイン演習①｜演習
図面、模型作成（斉藤） 

15 ランドスケープデザイン演習①｜講評会 

プレゼンテーション後、講評（大西、斉藤、ゲスト（予定）） 

授業形態 講義・演習 
アクティブラーニング：①:15 回,②:2 回,③:2 回,④:2 回,⑤:2 回,⑥:2 回 

達成目標 ランドスケープデザインの基本を理解する。 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業態度（出席を含む）30%、提出物,図面模型など製作物40%、プレゼンテーション30%を総合評価する。 

評価基準 秀 ： 総合点90点以上 
優 ： 総合点80点以上90点未満
良 ： 総合点70点以上80点未満
可 ： 総合点60点以上70点未満 
不可 ： 総合点59点以下 

教科書・参考書 講義中に紹介する。 

履修条件 建築設計B1、建築設計B2を履修していることが望ましい。 

履修上の注意 ・演習は、期限内の提出およびプレゼンテーションが必須となる。 
・対面での講義を予定するが、新型コロナウイルスの感染状況により
現地視察や調査は行わずオンラインによる講義とする場合もある。 

・対面授業の場合、数名のグループで行う。オンラインの場合は個人作業とする。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

４年前期 ４ ２ 選択 

担当教員 

大西 瞳・斉藤 隆夫 

    

添付ファイル 
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準備学習と課題の
内容 

①初回までにシラバスを読み、授業項目や目的を理解しておくこと。 
②２回目以降は、各授業の終わりに準備学習の内容を指示する。 
③予習を含め毎回２時間以上授業外に復習をして次の授業に臨むこと。 
④国内はもとより海外も含めた積極的な事例訪問を推奨する。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:25％、思考・判断:25％、関心･意欲:10％、態度:10％、技能・表現:30％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築生産実践研究 A5-D55-50 

Practices of Building Production 

科目コード： 21070 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ・3年後期の「建築生産」に続く科目である「建築生産実践研究」では、建設業や建設市場の動向に主眼を置い
て、マクロ的に見た建設業における建築生産の姿を明らかにするとともに、生産性向上が求められる中での生
産管理、ストック時代を迎えいかに既存建築物をうまく使いこなすかなどについて解説する。また、ある建築
物の実例を題材としてコンクリートの打込み計画・品質管理計画について、グループ討議を行い、その結果を
まとめることで、建築生産に対する理解を深める。 
・本講義で紹介する具体的な取組例や研究例、さらには建築生産関連の技術用語などを通じ、実社会で行われ
ている建築生産の一端に触れることによって、実践で役立つ素養を身につける。 
・この科目は、建築施工管理分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 第１回 ガイダンス 
・講義の進め方、「建築生産」と「建築生産実践研究」の相違点、建設業における建築生産、建
設業のマクロな姿など、建設業から見た建築生産について概説する（AL1）。 
【予習】第1回講義までにシラバスを熟読し、講義の全体概要を把握する（1.5時間）。 
【ゴール】建築生産2の全体概要と各回ゴールについての理解 

第２回 建築生産の特徴 
・建築生産の土台を支える技術とそれを担う職人の役割りと変遷について紹介することで、建設
現場における職人の作業について把握する。また、建築生産の合理化と施工組織の近代化につい
て触れ、その中で建設技術の伝承の重要性について理解する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップする資料を読み、建設現場で働く職人の役割りについて概略を把握する 
（1.5時間）。 
【ゴール】職人が行う作業内容とその役割りおよび建設技術の伝承の重要性についての理解 

第３回 国交省・行政庁の取組みと建築生産 
・土木中心であるが、国交省が推進するi-Constructionの概要、それに関連した各行政庁（県市
町村を含む）における生産性向上に向けた取組みについて紹介する。建築における生産性向上の
基本事項について理解する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップする資料、参考書1などを読み、国交省や行政庁が進める建築生産への
取組み状況の概要を把握する（1.5時間）。 
【ゴール】建築における生産性向上に関する基本事項についての理解 

第４回 建築生産における最新技術の活用１ 
・建設業における就労者不足問題や作業者の高齢化問題を踏まえ、労働環境を改善する取組み 
や、それに向けた最新技術の導入（機械化、工業化、自動化、ロボット化、ICT化など）、生産性
向上技術など最先端の取組みについて、2週にわたり事例を交えて紹介する。これらの取組みの持
つ意義や効果について理解する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップする資料、参考書1などを読み、建設業を取り巻く諸問題、諸問題の解
決に向けた取組み事例などの概要について把握する（1.5時間）。 
【ゴール】建築における生産性向上に向けた様々な取組みについての理解 

第５回 建築生産における最新技術の活用２ 
・前週に引き続き、建設業における新たな取組み例を紹介するので、その考え方やそれがもたら
す効果について理解するとともに、どのような取組みが効果的かグループに分かれて議論し意見
交換を行う（AL1,AL5）。 
【予習】i-Learnにアップする資料、参考書1などを読み、建設業を取り巻く諸問題、諸問題の解
決に向けた取組み事例などの概要について把握する（1.5時間）。 
【ゴール】生産性向上に向けた取組みと今後の進むべき方向性についての理解 

第６回 建築生産における道具・機械の発展史 
・建築というものづくりを行うための各種道具の発展の経緯を紐解き、道具の発展が施工法・                  
構法の発展、さらには建築生産の発展へとつながっており、道具から建設機械に至る発展の背 
景を踏まえて解説する（AL1）。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

４年前期 ４ ２ 選択 

担当教員 

太田 達見 

    

添付ファイル 
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 【予習】i-Learnにアップする資料を読み、建築生産を支えてきた各種道具とその発展形である建
設機械について概略を把握する（1.5時間）。 
【ゴール】建築工事で用いられる各種道具と建設機械の機能・役割についての理解 

第７回 建築生産計画と生産管理１ 
・建築物を構築するためには生産計画の立案が重要となるが、ある建物の施工計画（コンクリー
トの打込み計画）を題材として、仮囲い、生コン車の経路・動線、コンクリートポンプの配置、
打込み速さ、作業人員などについてグループで議論する（AL1,AL5）。 
【予習】i-Learnにアップする資料、参考書1などを読み、生産計画で考えるべき視点について概
略を把握する（1.5時間）。 
【ゴール】新築工事の計画において考えるべき各種事項についての理解 

第８回 建築生産計画と生産管理２ 
・前週にグループ討議した結果（ある建物のコンクリートの打込み計画）をまとめて発表し、意
見交換を行う。これによって、お互いの施工計画・品質管理計画の考え方について理解を深める 
（AL1,AL5）。 
【予習】i-Learnにアップする資料を読み、生産計画で考えるべき視点について概略を把握する 
（1.5時間）。 
【ゴール】新築工事の計画や品質管理において考えるべき各種事項についての理解 
【レポート1】グループで議論した結果をまとめレポートとして提出する。 

第９回 現場見学（または工場見学） 
・前週まで行った生産計画の議論を踏まえ、実際の建設現場または製品等の工場を見学し、仮囲
いの中で工事がどのように行われているのか（工場内でどのように製品が造られているのか）、
どのように工事管理（製造管理）がなされているのか、工事管理（製造管理）における留意点な
どについて理解する（AL1,AL4）。 
【予習】i-Learnにアップする資料を読み、実際の建設工事現場の概要を事前に把握し、見学の際
に質問できるよう準備する（1.5時間）。 
【ゴール】仮囲いの中で何が行われていて、どのような施工管理が行われているか（工場内でど
のように製品が造られ、どのように製造管理が行われているのか）についての理解 
【レポート2】現場見学会（工場見学会）で出した課題に対してレポートを作成し提出する。 

第１０回 建築施工図の見方と読み方 
・建築物を造るうえで不可欠な施工図を取り上げ、その見方、読み方について解説し、設計と施
工をつなぐ施工図の役割および生産設計的な考え方について理解する（AL1,AL5）。 
【予習】i-Learnにアップする資料を読み、施工図とはどのようなものかについて概略を把握する 
（1.5時間）。 
【ゴール】施工図の見方と読み方についての理解 

第１１回 建築生産に関連した用語解説 
・建築施工／建築生産には独特の用語が多々用いられるが、ここではこれら用語について、その
語源と意味について解説し、これら用語から建築生産の歴史と経緯について深掘りする（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップする資料を読み、建設現場で用いられる各種用語について概略を把握す
る（1.5時間）。 
【ゴール】建築施工と建築生産で多用される用語についての理解 

第１２回 建築プロジェクトと生産組織 
・建築物を造る現場の組織について事例を交えて紹介し、建築プロジェクトごとに組織される施
工管理体制とその役割りについて理解する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップする資料を読み、施工会社における建設現場の組織と役割りについて概
略を把握する（1.5時間）。 
【ゴール】建築プロジェクト（建設現場）の組織、役割りおよび運営についての理解 

第１３回 コスト管理と生産管理 
・建築生産において重要な要素の一つとしてコストがある。いくらよい設計であっても、それを
実現するためには適正なコストが求められる。ここでは、建築生産を踏まえたコスト管理の重要
性、コスト管理の手法について、関連するデータとともに紹介する。また、建築生産と生産管理
の関係、PDCAサイクル、ISOマネジメント、品質管理、工程管理、安全管理など各建設会社で行わ
れている管理について解説する。建築生産における管理のあり方を理解する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップする資料、参考書1などを読み、建築生産に大きなウェイトを占めるコ
スト管理の実情とそのあり方について概略を把握する（1.5時間）。 
【ゴール】建築生産におけるコスト管理など建設業における管理の実態についての理解 

第１４回 建築物の劣化と寿命予測 
・建築物は長い期間使用すると、その機能や性能が徐々に低下し、やがて要求水準を満たさなく
なり寿命となる。ここでは、建築物における様々な劣化現象とそれに起因する寿命に対する考え
方、および寿命予測について解説する。本講義を通じて、建築物の寿命を踏まえた建築生産とは
何かを理解する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップする資料、参考書1などを読み、建築物の寿命と性能低下および寿命予
測に関して概略を把握する（1.5時間）。 
【ゴール】建築物の寿命に対する考え方、寿命の評価方法および寿命を考慮した建築生産のあり
方についての理解 

第１５回 ストック社会における建築生産 
・近年では既存建築物を再生利用する動きも活発化になっている。ここでは、関連する法規の内
容を含め、ストック時代を迎えた今日の建築生産のあり方を再度見つめ、解決すべき課題につい
て議論する（AL1）。 
【予習】i-Learnにアップする資料、参考書1などを読み、既存建築物をいかにして再生利用する
か、その考え方などについて概略を把握する（1.5時間）。 
【ゴール】スクラップアンドビルドの時代からストック再生の時代になる中での建築生産のある
べき姿についての理解 
【レポート3】全15回の講義内容を踏まえて課題を出すので、各自で解答をレポートとしてまとめ 
提出する。 

授業形態 ・説明用資料（パワーポイントなど）を用いた講義とする。 
・アクティブラーニング：AL1:15回、AL2:0回、AL3:0回、AL4:1回、AL5:4回、AL6:0回 

達成目標 ・本講義における達目標は、以下のとおりである。                        
1）ものづくりから見た建築の生産性向上に関する基本的な考え方の把握（基礎） 
2）建設業の実状と建設業界で用いられる用語に対する把握（基礎） 
3）生産計画を実践するうえでの基礎知識の習得（基礎） 
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 4）建築物の生産計画において考えなければならないポイントの把握（応用） 
5）建設市場と建築生産との関わり、国や地方自治体の政策と建築生産との関わり、就労者問題や工業化・機械 
化と建築生産との関わりといった建築生産の姿をマクロ的な視点からの理解（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

・講義中に出す課題に対するレポート（2回：40点＋40点）と見学会に関するレポート（1回：20％）の合計点 
で評価する。 

評価基準 ・レポート3回の合計点（100点満点）で60点以上のものに単位を与える。 
・秀：100～90【目標1～5】、優：89～80【目標1～4】、良：79～70【目標1～3】、可：69～60【目標1～3】、 
不可：59以下 

教科書・参考書 ・教科書は特に指定しない。 
・参考書として次の書籍を推薦する。 
1） ものづくり研究会編著 建築生産 ものづくりから見た建築のしくみ、彰国社 
2） 古阪秀三編著 建築生産（改訂版）、理工図書 
3） 松村秀一編著 建築生産【第二版】、市ヶ谷出版社 

履修条件 ・原則として、「建築施工」と「建築生産」が履修済であること。 
・講義中に現場または工場の見学を行うので、本講義の後の時間帯は空けてあることが望ましい。 

履修上の注意 ・建築物の施工技術、施工方法、生産計画、生産設計のみならず、建設市場動向、生産性向上、建設就労者問
題、データ偽装、環境破壊の問題など建設業界を取り巻く様々な話題に関心を寄せ、必要に応じて、これらの 
話題を深掘りする姿勢を持つことが望ましい。 

準備学習と課題の
内容 

・第1回講義までにシラバスを熟読し、講義内容、進め方、各回のゴールなどを理解しておくこと。 
・i-Learnにアップする講義用資料や参考書などを用いて、毎回予習を1.5時間程度、復習を1.5時間程度行うこ 
とで、講義各回で定めたゴールをクリアする。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

・知識・理解:20％、思考・判断:40％、関心･意欲:15％、態度:10％、技能・表現:15％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

材料力学 A1-C56-10 

Material Mechanics 

科目コード： 21080 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本授業では、各種材料における応力－ひずみ関係、フックの法則、梁および柱にかかる各種力や応力、ねじ 
り、座屈などを学習し、構造力学の授業で学ぶ部材や骨組の反力、応力、たわみや断面力を算定するための基
礎知識を習得することを目的とする。授業では、多くの演習問題を解く機会を設け、計算力をつけることで学
習意欲を増進させたい。 
キーワード：力学、梁、柱、応力、ひずみ、軸方向力、曲げモーメント、せん断力、ねじり、座屈 

授業計画 1 授業ガイダンス 
【講義の位置づけ、授業概要説明および応力とひずみ】 
・建築構造に対する学問上の位置づけと建築学科カリキュラムに対する位置づけの説明 
・授業の全体的な流れの説明 
・「材料力学とは」、「単位」、「応力とひずみ」の説明・計算 
【授業目標】材料力学の位置づけおよび材料力学の基本となる応力とひずみについて習得（AL 
①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP1～7の「材料力
学」、「単位」、「応力」、「ひずみ」が説明できるようにする。 
【課題】応力とひずみの計算（AL③、AL④） 

2 フックの法則、応力－ひずみ関係、許容応力と安全率 
・「応力」、「ひずみ」の復習 
・「フックの法則」、「応力－ひずみ関係」、「許容応力と安全率」の説明・計算 
【授業目標】力学の基本であるフックの法則や各種材料の応力－ひずみ関係を習得するととも
に、許容応力と安全率の設定理由を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP7～16の「フック
の法則」、「応力－ひずみ線図」、「許容応力と安全率」が説明できるようにする。 
【課題】フックの法則に基づき、弾性係数、ひずみ、許容力の計算（AL③、AL④） 

3 引張と圧縮（1） 
【棒の引張と圧縮、一様強さの棒、引張と圧縮の不静定問題】 
・「フックの法則」、「応力－ひずみ関係」、「許容応力と安全率」の復習 
・「棒の引張と圧縮」、「一様強さの棒」、「引張と圧縮の不静定問題」の説明・計算 
【授業目標】棒に引張力や圧縮力が作用した際の伸び量や縮み量の求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP18～24の「棒の
引張と圧縮」、「一様強さの棒」、「引張と圧縮の不静定問題」が説明できるようにする。 
【課題】引張力や圧縮力を受ける各種棒の伸び・縮みの計算（AL③、AL④） 

4 引張と圧縮（2） 
【熱応力、斜面上の応力】 
・「棒の引張と圧縮」、「一様強さの棒」、「引張と圧縮の不静定問題」の復習 
・「熱応力」、「斜面上の応力」の説明・計算 
【授業目標】熱による物体の伸縮や斜面上の応力の求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP25～29の「熱応
力」、「斜面上の応力」が説明できるようにする。 
【課題】熱による物体の伸縮や斜面上の応力の計算（AL③、AL④） 

5 梁のせん断力と曲げモーメント 
・「引張と圧縮により物体の伸縮」の求め方の復習 
・「梁とは」、「梁の種類」、「梁のせん断力と曲げモーメント」の説明・計算 
【授業目標】梁の支点や梁に作用する荷重、梁の種類、梁のせん断力と曲げモーメントの求め方
を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP32～41の 
「梁」、「梁の種類」、「梁のせん断力と曲げモーメント」が説明できるようにする。 
【課題】各種荷重を受ける各種梁のせん断力と曲げモーメントの計算（AL③、AL④） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年前期 １ ２ 選択 

担当教員 

崔 琥 

    

添付ファイル 
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 6 梁の応力（1） 
【梁の曲げ応力、断面モーメント】 
・「梁のせん断力と曲げモーメント」の求め方の復習 
・「梁の曲げ応力」、「断面モーメント」の説明・計算 
【授業目標】断面1次モーメント、断面2次モーメント、断面係数、図心の求め方を習得（AL①、
AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP43～52の「梁の
断面応力」、「断面モーメント」が説明できるようにする。 
【課題】断面1次モーメント、断面2次モーメント、断面係数、図心の計算（AL③、AL④） 

7 梁の応力（2） 
【梁のせん断応力】 
・「断面1次モーメント」、「断面2次モーメント」、「断面係数」、「図心」の求め方の復習 
・「梁のせん断応力」の説明・計算 
【授業目標】梁の各種断面のせん断応力の求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP52～59の「梁の
せん断応力」が説明できるようにする。 
【課題】梁の各種断面のせん断応力の計算（AL③、AL④） 

8 梁のたわみ（1） 
【曲げによるたわみ】 
・「梁の応力」の求め方の復習 
・「梁の曲げによるたわみ」の説明・計算 
【授業目標】梁の曲げによるたわみの定式化および求め方の習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP62～69の「曲げ
によるたわみ」が説明できるようにする。 
【課題】梁の曲げによるたわみの計算（AL③、AL④） 

9 梁のたわみ（2） 
【せん断力によるたわみ、不静定梁】 
・「曲げによるたわみ」の復習 
・「梁のせん断力によるたわみ」、「不静定梁」の説明・計算 
【授業目標】梁のせん断力によるたわみの定式化および求め方の習得や、不静定梁のたわみの求
め方の習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP73～82の「せん
断力によるたわみ」、「不静定梁」が説明できるようにする。 
【課題】梁のせん断力によるたわみ、不静定梁のたわみの計算（AL③、AL④） 

10 曲り梁 
・「梁のたわみ」の復習 
・「曲り梁の応力」、「曲率半径」」の説明・計算 
【授業目標】曲り梁の応力や変形後の曲率半径の求め方の習得。（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP91～95の「曲り
梁の応力」、「曲率半径」が説明できるようにする。 
【課題】曲り梁の応力、曲率半径の計算（AL③、AL④） 

11 ねじり 
・「曲り梁の応力」、「曲率半径」の求め方の復習 
・「丸棒のねじり」、「伝動軸」の説明・計算 
【授業目標】丸棒にねじり力が作用した際のねじり角、断面2次極モーメント、ねじり剛性、断面
係数や伝動軸の求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP105～110の「丸
棒のねじり」、「伝動軸」が説明できるようにする。 
【課題】丸棒におけるねじり角、断面2次極モーメント、ねじり剛性、ねじりの断面係数、伝動軸
の計算（AL③、AL④） 

12 組合せ応力（1） 
【ある点の応力状態と主応力、平面応力状態、モールの応力円】 
・「丸棒のねじり」の復習 
・「ある点の応力状態と主応力」、「平面応力状態」、「モールの応力円」の説明・計算 
【授業目標】任意の荷重を受ける際の主軸、主応力、モールの応力円の求め方を習得。（AL①、
AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP117～125の「あ
る点の応力状態と主応力」、「平面応力状態」、「モールの応力円」が説明できるようにする。 
【課題】主軸、主応力、モール応力円の計算（AL③、AL④） 

13 組合せ応力（2） 
【応力とひずみ関係、弾性係数間の関係】 
・「主軸」、「主応力」、「モールの応力円」の求め方の復習 
・「応力とひずみ関係」、「弾性係数間の関係」の説明・計算 
【授業目標】3軸、2軸、1軸における応力－ひずみ関係や縦弾性係数、横弾性係数、ポアソン比の
関係を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP125～131の「応
力とひずみ関係」、「弾性係数間の関係」が説明できるようにする。 
【課題】応力－ひずみ関係やポアソン比の計算（AL③、AL④） 

14 柱 
・「組合せ応力」の復習 
・「柱の座屈」、「偏心荷重による柱のたわみ」、「座屈応力」の説明・計算 
【授業目標】オイラーの座屈荷重、偏心による柱のたわみ、オイラー曲線の求め方を習得（AL 
①、AL②） 
【準備学習】i-Learnにアップロードされる該当説明動画を見ながら、テキストP53～54の「曲げ
ひずみ度と曲率」が説明できるようにする。 
【課題】オイラーの座屈荷重、偏心による柱のたわみの計算（AL③、AL④） 

15 総括 
・本授業で学んだすべての内容のまとめ 
【授業目標】本授業で習得したすべての内容を確認しながら最終整理する。（AL①、AL②） 
【準備学習】全授業内容が説明できるようにする。 
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 16 試験 

授業形態 講義と演習／宿題 
アクティブラーニング：①：15、②：15、③：14、④：14、⑤：0、⑥：0 

達成目標 1．材料力学の最も基本となるフックの法則が理解できる。（基礎） 
2．構造物に加わる力の種類やそれに伴う反力を理解し、各種梁の解法全般が理解できる。（基礎） 
3．材料の力学性質を理解し、応力－ひずみ関係が説明できる。（基礎） 
4．部材断面の力学的性質を理解し、各種断面力の計算ができる。（基礎） 
5．各種荷重を受ける際の梁・柱に生じるたわみが計算できる。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

提出課題（30％）、定期試験（70%）の総合成績で評価する。各課題については毎回採点後返却し、結果を 
フィードバックする。 

評価基準 秀（1～5）：90点以上、優（1～4）：89～80点、良（1～3）：79～70点、可（1～2）：69～60点、不可：59点 
以下 

教科書・参考書 【教科書】竹園茂男著「基礎材料力学」、朝倉書店 
【参考書】i-Learnにアップロードする動画、資料配布 

履修条件 特になし。 

履修上の注意 講義には必ず出席すること。また、材料力学の基本的な知識を習得してほしい。 

準備学習と課題の 
内容 

授業計画中に記載されている「準備学習」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。 
授業計画中に記載されている「課題」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解：30％、思考・判断：20％、関心・意欲：25％、態度：15％、技能・表現：10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

土木工学概論 CV1-B01-10 

Introduction to Civil Engineering 

科目コード： 21390 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 「土木工学への導入」として、土木工学科の複数の教員がそれぞれの専門分野のオムニバス講義を行う。各教
員の専門分野における取組や、当該分野の現状や将来に向けての課題などの説明を通して、土木工学に対する
理解を深めることを目的とした講義をおこなう。さらに、これからの土木工学を学ぶにあたり、科学技術の進
歩によりできることは拡大していくが、土木技術者としてやって良いことややってはいけないことなどの認識
を高めるため、技術者倫理についての講義もおこなう。講義に関してレポートを作成し、論理的な表現力を磨
く。 
(オムニバス方式／全15回） 
キーワード：土木工学 

授業計画 第01回 土木工学 (松本 健作) 
・土木工学における学問上の位置付けと，土木工学科カリキュラムにおける本講義の位置付けを
説明する． 
・土木工学とはどのようなものかを，土木工学の各分野の概要を示して紹介する． 
・本学土木工学科の学びの特色を説明する． 
・学科卒業後の進路について紹介する． 
【目標】 土木工学の概要および，本学土木工学科の学びの特色と卒業後の進路について理解す
る． 
(AL①) 

第02回 流域的視点からみた土木工学 (松本 健作) 
・流域の概念を説明する． 
・降水，蒸発散，地下浸透，流出の各現象を概説したうえで，砂防・河川から海岸に至るまでの
領域を一体として取り扱う流砂系の概念を解説する． 
・河川工学の掲げる治水，利水および環境という河川整備の目的について解説する． 
・流域的な視点でみたときの土木工学のありようやその使命について解説する． 
【目標】 流域の概念を理解する．また流域的視点でみたときの土木工学について理解する． 
(AL①) 

第03回 地盤工学を学ぶにあたって (中澤 博志) 
・建設事業や地盤防災において，地盤を知ることは重要な項目の一つである．土木工学の中の地
盤の位置づけと，地盤工学への入り口として，土の性質や地盤の成り立ちについて説明する． 
・地盤から得られた情報が，どのように土木構造物の設計に活かされているか，代表事例を示し
紹介する． 
【目標】 地盤工学の基礎として，土の性質や地盤の成り立ちについての基礎を理解する． 
(AL①) 

第04回 地盤から見た都市の成り立ちと地盤災害 (中澤 博志) 
・日本の国土は様々な地形に富み，地形毎に都市の成り立ちや土地の利用形態も多様である．地
形による土地の利活用の特徴を説明する． 
・地形や土地利用によって生じ得る特徴的な地盤災害について解説する． 
【目標】 地形，都市・土地利用および地盤災害の関係について理解する． 
(AL①，AL②) 

第05回       地盤災害と防災・減災 (中澤 博志) 
・近年，南海トラフ大地震や気候変動による豪雨など，災害リスクが多様化・多発化するととも
に，激甚化の様相を呈している．これらの災害から，どのように我々の日常生活を守っているの
か，これまで・これからの災害と防災・減災について説明する。 
【目標】 地盤の自然災害を知り，地盤工学が社会の安全をどのように守っているかを理解す
る． 
(AL①，AL②) 

第06回       社会インフラのイメージと実際（概論） (西田 孝弘) 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1年前期 1 2 必修 

担当教員 

土木工学科教員 

    

添付ファイル 
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 ・社会インフラは人々の生命や生活を守る重要な要素の一つであるが，そのイメージは様々であ
る．これらを踏まえて，社会インフラが置かれている状況を概説する．（AL①） 
・グループに分かれて，身の回りの社会インフラに対し，その利点（便益）と課題を調べる． 
（AL②，AL⑤） 
【目標】 社会インフラの役割や状況を理解する． 

第07回 社会インフラのイメージと実際（グループディスカッション） (西田 孝弘) 
・各自調べてきた内容をグループ内で討議し，まとめる．（AL②，AL⑤） 
・プレゼンテーションやディベート等，意見交換の方法論について概説する．（AL①） 
【目標】 グループディスカッションや意見交換の方法を理解して，相手との対話の方法を就学
する． 

第08回 社会インフラのイメージと実際（プレゼンテーション） (西田 孝弘) 
・各グループでまとめた内容を各自の役割を明確にしたうえで発表・討議を行う．（AL②，AL 
⑤） 
【目標】 自らが調べた内容や考えを伝え，それについて討議を行うことにより，他者との対話
の仕方を学ぶ． 

第09回 地域課題と社会基盤 (松本 美紀) 
・防災や減災，地球温暖化，少子高齢化などの地域課題に対して建設行政がこれまで果たしてき
た役割と最近の動向について，地域事例をもとに解説する． 
【目標】社会問題や社会構造の変容との関係から，社会資本整備事業について理解を深める． 
（AL①） 

第10回 地域のまちづくり (松本 美紀) 
・地域のまちづくりとコミュニティの概念について解説する． 
・土木技術者にとって必要なコミュニティ力は何か，住民参加による土木計画や，災害時対応， 
復興計画などのまちづくりの事例をもとに解説する． 
【目標】地域のまちづくりにおいて，土木技術者として必要な資質について理解を深める． 
（AL①） 

第11回 地域における土木工学の役割りと課題-1 (松本 健作，土木工学科教員) 
・地域において，土木工学がどのような役割を担い，また現在，どのような課題を有しているの
かについて，地域における実際の現場を視察することで理解を深める． 
・学外における観測活動を予定(時間割上とは別日に設定) 
【目標】 地域における土木工学の役割りと課題について，実際の現場視察によって理解を深め
る． 
(AL①，AL②，AL③) 

第12回 地域における土木工学の役割りと課題-2 (松本 健作，土木工学科教員) 
・地域において，土木工学がどのような役割を担い，また現在，どのような課題を有しているの
かについて，地域における実際の現場を視察することで理解を深める． 
・学外における観測活動を予定(時間割上とは別日に設定) 
【目標】 地域における土木工学の役割りと課題について，実際の現場視察によって理解を深め
る． 
(AL①，AL②，AL③) 

第13回 地域における土木工学の役割りと課題-3 (松本 健作，土木工学科教員) 
・地域において，土木工学がどのような役割を担い，また現在，どのような課題を有しているの
かについて，地域における実際の現場を視察することで理解を深める． 
・学外における観測活動を予定(時間割上とは別日に設定) 
【目標】 地域における土木工学の役割りと課題について，実際の現場視察によって理解を深め
る． 
(AL①，AL②，AL③) 

第14回 地域における土木工学の役割りと課題-4 (松本 健作，土木工学科教員) 
・地域において，土木工学がどのような役割を担い，また現在，どのような課題を有しているの
かについて，地域における実際の現場を視察することで理解を深める． 
・学外における観測活動を予定(時間割上とは別日に設定) 
【目標】 地域における土木工学の役割りと課題について，実際の現場視察によって理解を深め
る． 
(AL①，AL②，AL③) 

第15回 土木技術者としての倫理 (松本 健作) 
・土木工学における技術者倫理について概説する． 
・土木工学に関する倫理的検討事案を紹介する． 
・少人数の班に分かれて，土木工学における倫理についてディスカッションする． 
・各班の検討内容を発表し，全員で検討する． 
・全15回を対象としてレポートを課し，成績を評価する． 
【目標】 土木工学における倫理について，事例を元にグループディスカッションを行い，その
問題点について理解する．グループディスカッションでの検討内容を発表し，全員で検討するこ
とで，グループでの話し合いや他班の意見を参考にしながら，課題や解決法を見つけ出していく
能力を養う． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

授業形態 ・板書および解説による講義． 
・適宜，資料を配布する． 
・学外視察にともなう観測活動 
・グループディスカッションと総合討議 

達成目標 土木工学の概要および各分野の特色などを理解することができる． 
本学土木工学科の学びの特色を理解することができる． 
土木工学学が，実社会においてどのような役割を有し，どのようにまちづくりに寄与しているかを，学外視

察によって理解することができる． 
土木工学における技術者倫理を理解することができる． 
グループディスカッションにより，課題発見・課題解決能力を向上させることができる． 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポートによって評価する． 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 
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教科書・参考書 【教科書】 
1) 「土木職公務員試験 専門問題と解答 必修科目編」，米田昌弘 著，大学教育出版 
2) 「土木職公務員試験 専門問題と解答 選択科目編」，米田昌弘 著，大学教育出版 

履修条件 無し． 

履修上の注意 ・原則として全回出席すること． 
・やむを得ず欠席する場合には，必ず担当回の教員に申し出ること． 
・学外視察の実施日は，スケジュール調整後，改めて通知致します． 
正規の授業時間帯とは異なる時間帯で実施することとなりますのでご注意下さい． 

準備学習と課題の 
内容 

・最終第15回にレポート課題を示します． 
・期日等詳細は当日説明致しますので，第15回担当教員まで必ず期日までに提出すること． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:30％, 思考･判断:30％, 関心･意欲:20％, 態度:10％, 技能･表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

土木工学数理演習 CV1-B02-10 

Exercise on Civil Engineering Mathematics 

科目コード： 21400 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 土木工学を専門とした技術者に必要とされる数学的要素、特に力学の基礎となる微分積分学や線形代数学、そ
の応用として土木工学分野において必須となる表計算ソフトの効果的な活用に関する基礎を修得する。具体的
には、微分積分学では多変数の微分・積分、微分方程式を扱い、線形代数学については、ベクトルの積と微 
分、行列の計算、等を扱う。また、表計算ソフトを活用して、質点系の運動等に関する基本的な計算手法を学 
習するとともに､コンピュータによる様々なデータの適切な処理方法等を演習を通じて学習する。授業は、講義 
による説明を最小限に抑え、教員との双方向的演習授業により計算能力の習得を目指す。 

授業計画 第01回 ガイダンス 
・土木工学における学問上の位置づけと，土木工学科カリキュラムにおける位置づけを説明す
る。 
・土木工学を専門とした技術者に必要とされる数学的要素について概説する。
(AL1) 

第02回 表計算ソフトの基本（演習） 
・Microsoft社のExcelを用いて、関数等の基本的な使い方を学ぶ。 
・マクロとVBAの基本的な使い方（数値解析の基礎）を学び、練習する。 
（AL３） 

第03回 関数の近似（講義） 
・テイラー展開による近似や、ラグランジュ補完の方法を学ぶ。 
（AL2） 

第04回 関数の近似（演習） 
・テイラー展開による近似や、ラグランジュ補完のVBAを作成し、結果を導く方法を習得する。 
（AＬ3） 

第05回 微分積分（講義） 
・関数が分かっていないときに、計測された実験データから変化率や総和を計算したい場合の数
値解析方法を学ぶ。 
（AL2） 

第06回 微分積分（演習） 
・差分近似や、台形近似の数値解析方法を練習し、習得する。 
（AL３） 

第07回 非線形方程式（講義） 
7 非線形方程式（講義） 
・ニュートン法など、非線形方程式を数値的に解いて近似解を求める方法について学ぶ。 
（AL2） 

第08回 非線形方程式（演習） 
・数値解析によって、ニュートン法で解を求める方法を練習し、習得する。 
（AL3） 

第09回 ベクトルと行列（講義） 
・ベクトルや行列の意味を理解し、Excelによるベクトルや行列の取扱いについて学ぶ。 
（AL2） 

第10回 ベクトルと行列（演習） 
・Excelを用いてベクトルや行列の計算方法を練習し、習得する。 
（AL3） 

第11回 連立方程式（講義） 
・Excelの機能を利用して、逆行列から連立方程式を解く方法を学ぶ。 
・ガウスの消去法で連立方程式を解く方法を学ぶ。 

 （AL2） 
第12回 連立方程式（演習） 

・Excelを用いて連立方程式を解く方法を練習し、習得する。 
（AL3） 

第13回 微分方程式（講義） 
・オイラー法による微分方程式の数値解法を学ぶ。 
（AL2） 

第14回 微分方程式（演習） 
・オイラー法により微分方程式を数値的に解き、シミュレーションの方法を習得する。 
（AL3） 

第15回 応用とまとめ 
・落下運動、減衰振動等の力学的現象の数値解析を学ぶ。 
（AL3） 

第16回 期末試験 
期末試験を実施する． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1年前期 1 2 必修 

担当教員 

松本 美紀 

    

添付ファイル 
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授業形態 講義と演習を隔週で実施する。 
講義前に予習課題を配布し、講義日までの学習を促す。講義では、予習問題を踏まえ、数値解析及び表計算ソ
フトの活用法について解説する。 
演習では、与えられた課題について、パソコン上で数値計算を実施する。 

達成目標 微分積分、線形代数及び力学に関する数値解析の基礎事項を理解し、それを実践することができる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

演習授業での取り組み（40%）、期末試験（60%）とする。 
これらを統合し、100点満点で評価する。 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 教科書： Excelではじめる数値解析、伊津野和行・酒井久和、森北出版株式会社
参考書： 理工系のための解く！力学 第2版、平山修・篠原俊二郎、講談社 
内容を補足するプリントを配布する。 

履修条件 無し． 

履修上の注意 演習時はパソコンを利用する。 
（表計算ソフト（Excel）がインストールされているもの） 
PC教室を使用する場合もある。 
事前に連絡するので，使用する教室については注意すること。 

準備学習と課題の 
内容 

力学や微分積分、線形代数など、土木工学に必要とする知識について理解を深めるとともに、宿題を含め、自 
分で継続的に勉強する習慣を身に着けること． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:30％,思考･判断:20％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能･表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

測量学 CV1-B03-10 

Surveying 

科目コード： 21410 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 点の位置の概念，その表示体系について講義したのち，測量技術者として必須の習得知識である誤差の処理方
法について誤差論を踏まえながら講義する．また，点の位置の決定に不可欠な距離・角度・高度を測量するた
めの距離測量・角測量・水準測量および局地的な測量において多用性の高いトラバース測量についての方法お
よびその実務的技術について講義したうえで，実務上使用頻度の高い光波測距儀について解説する． 
併せて，航空機レーザ測量，地上型3Dレーザスキャナ等，近年の様々な最新測量技術についてその原理および
実用化事例を解説する． 
キーワード：測量，誤差理論，ICT 

授業計画 第01回 わたしたちの生活に欠かせない測量 
・土木工学における測量の学問上の位置付けと，土木工学科カリキュラムにおける本講義の位置
付けを説明する． 
・社会における測量の役割りについて解説する． 
・測量の種類および測量法の概要について解説する． 
【目標】測量の社会における役割や，その種類について概要を理解できる． 
(AL①) 

第02回 地球の形と地図の表し方 
・地球の形と，基準の考え方について解説する． 
・地図の描き方の基礎的内容を解説する． 
・次回以降の実習のため，5名程の10班に班編成する． 
【目標】測量するうえで必要となる地球の形に関する基礎知識と，基準の考え方を理解できる． 
また，地図の描き方について理解できる． 
(AL①) 

第03回 2点間の距離を測る 
・班毎に，10測線を対象として2点間の距離を測る(歩測，巻尺，簡易レーザ距離計) 
【目標】測量の基本である2点間の距離を，様々な方法で実測し，各手法に習熟するとともに，高
精度に2点間の距離を測量する難しさを実感することができる．また様々な場面で必要となる距離
感を身に着けることができる． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第04回 距離測量と誤差 
・各班の距離測量の結果を全員で共有し，その誤差について考察する． 
・高精度測量に必要な考え方を解説する． 
・基準点，距離を測る方法，角を測る方法について解説する． 
【目標】測量と誤差について実体験に基づき理解できる．また，基準点，距離を測る方法，角を
測る方法について理解できる． 
(AL①) 

第05回 衛星測位 
・衛星測位の概要を解説する． 
・衛星測位による測量方法について解説する． 
【目標】衛生測位の概要と，衛星測位による測量法について理解できる． 
(AL①) 

第06回 基準点測量 
・三角測量と三辺測量およびトータルステーションによる多角測量について解説する． 
・基準点測量について解説する． 
【目標】三角測量，三辺測量および基準点測量について理解できる． 
(AL①) 

第07回 水準測量 

・水準測量の概要を解説する． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1年後期 1 2 必修 

担当教員 

松本 健作，中澤 博志，土木工学科教員 

    

添付ファイル 
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 ・水準測量の誤差および調整計算について解説する． 
【目標】水準測量の概要および誤差の調整方法について理解できる． 
(AL①) 

第08回 地形測量 
・地形測量の概要と等高線について解説する． 
・地形図の作成方法について解説する． 
【目標】地形測量の概要と等高線および地形図の作成方法について理解できる． 
(AL①) 

第09回 空中写真測量 
・空中写真測量の概要について解説する． 
・空中写真の簡易な利用方法について解説する． 
【目標】空中写真測量の概要およびその利用方法について理解できる． 
(AL①) 

第10回 航空レーザ測量 
・航空レーザ測量システムの概要を解説する． 
・航空レーザ測量に関する近年の取り組みについて解説する． 
【目標】航空レーザ測量の概要および近年の取り組みについて理解できる． 
(AL①) 

第11回 リモートセンシング 
・リモートセンシングの概要について解説する． 
・リモートセンシングに関する近年の取り組みについて解説する． 
【目標】リモートセンシングの概要および近年の取り組みについて理解できる． 
(AL①) 

第12回 GIS(地理情報システム) 
・GISの概要について解説する． 
・GISに関する近年の取り組みについて解説する． 
【目標】GISの概要および近年取り組みについて理解できる． 

(AL①) 
第13回 最先端ICT測量事例紹介-1 (松本 健作，中澤 博志，土木工学科教員，特別講師) 

・最先端のICT測量の概要について解説し，事例を紹介する． 
【目標】最先端のICT測量について概要を理解し，事例を学ぶことでその理解を深めることができ
る． 

(AL①) 
第14回 最先端ICT測量事例紹介-2 (松本 健作，中澤 博志，土木工学科教員，特別講師) 

・最先端のICT測量の概要について解説し，事例を紹介する． 
【目標】最先端のICT測量について概要を理解し，事例を学ぶことでその理解を深めることができ
る． 

(AL①) 
第15回 期末試験および解説 

・期末試験を実施する． 
・期末試験の内容について解説する． 
【目標】期末試験に取り組み，その解説を聞くことによって測量学全般の復習をし，知識を深め
ることができる． 
(AL①) 

授業形態 ・板書および解説による講義． 

達成目標 ・測量技術の概要を理解できる． 
・誤差理論を理解できる． 
・最先端ICT技術の概要を理解できる． 

評価方法・フィー 
ドバック 

・レポート課題および期末試験によって評価する． 
・原則として，再試験は実施しない． 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 教科書 
1) 図説わかる測量，猪木幹雄・那須充著，ISBN978-4-7615-2583-5 
2) 土木工学演習ノートシリーズ③ 基礎測量演習ノート，田島稔監修，日本理工出版会刊，ISBN4-89019- 

809-1 
参考書 
無し． 

履修条件 無し． 

履修上の注意 ・グループ活動においては積極的に意見交換を図るようにしましょう． 

準備学習と課題の 
内容 

・毎回，次回に向けての準備学習について説明致します． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:30％, 思考･判断:30％, 関心･意欲:20％, 態度:10％, 技能･表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

測量実習 CV1-B04-10 

Surveying Field Practice 

科目コード： 21420 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本科目は，距離測量，水準測量，角測量に関する計測原理を学修する．また，誤差論の基礎や，測定や計測， 
測量計算，トラバース計算，測量・地図製図の基礎原理を学修する．地上測量において利用する器材や手法の
原理と計算方法を理解できる．受講者は，測量士補（実務経験を伴うことで測量士となる国家資格）を取得す
るレベルで，多様な測量器材や多様な測量において得た測量データを取り扱え，正確な図面等を作製できる． 
キーワード：測量学実習，ICT 

授業計画 第01回 測量学実習ガイダンス 
・土木工学における測量学実習の学問上の位置付けと，土木工学科カリキュラムにおける本講義
の位置付けを説明する． 
・測量実習の実施方法，諸注意等について説明する． 
・GISソフトウェアをセットアップする． 
・実習する現場を現地踏査する． 

【目標】測量実習の意義や，実施方法等を理解できる．また，実際に測量実習する サイ
トに赴き，現地踏査することで状況を把握できる． 
(AL①) 

第02回 角を測る-1 
・セオドライトを使用して，角を測量する． 
【目標】機器の取り扱い方法，設置方法を理解できる．セオドライトを使用して角を測量するこ
とができる． 

(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 
第03回 角を測る-2 

・セオドライトを使用して，角を測量する． 
【目標】機器の取り扱い方法，設置方法を理解できる．セオドライトを使用して角を測量するこ
とができる． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第04回 角測量のまとめ 
・角測量結果をまとめ，考察する． 
【目標】機器の取り扱い方法，設置方法を理解できる．セオドライトを使用して角を測量するこ
とができる．角測量結果をまとめ，その精度を検証できる． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第05回 高低差を測る-1 
・レベルを使用して，高低差を測量する． 
【目標】機器の取り扱い方法，設置方法を理解できる．レベルを使用して高低差を測量すること
ができる． 

(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 
第06回 高低差を測る-2 

・レベルを使用して，高低差を測量する． 
【目標】機器の取り扱い方法，設置方法を理解できる．レベルを使用して高低差を測量すること
ができる． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第07回 水準測量のまとめ 
・基準点とその取扱いについて説明する． 
・トータルステーションについて解説する． 
・水準測量結果をまとめ，考察する． 
【目標】機器の取り扱い方法，設置方法を理解できる．レベルを使用して高低差を測量すること
ができる．水準測量結果をまとめ，その精度を検証できる．また，基準点の意味を理解し，トー
タルステーションの取り扱い方法を理解できる． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

2年前期 2 1 必修 

担当教員 

松本 健作，中澤 博志，土木工学科教員 

    

添付ファイル 
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 (AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 
第08回 GNSS・GIS-1 

・GNSSを用いた測位結果をGIS上で表記する． 
【目標】GNSS機器およびGISソフトの使用方法習得することができる．． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第09回 GNSS・GIS-2 
・GNSSを用いた測位結果をGIS上で表記する． 
【目標】GNSS機器およびGISソフトの使用方法習得することができる．． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第10回 GNSS・GIS測量のまとめ 
・GNSSを用いた測位結果をGIS上で表記する． 
【目標】GNSS機器およびGISソフトの使用方法習得することができる．． 

(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 
第11回 UAV測量 

・UAVの仕様および使用上の注意点について解説する． 
・UAVの操作法を解説する． 
【目標】UAVの仕様，使用上の注意点および操作法について理解できる． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第12回 UAV測量のまとめ (中澤 博志，居波 智也，松本 健作) 
・UAVの仕様および使用上の注意点について解説する． 
・UAVの操作法を解説する． 
【目標】UAVの仕様，使用上の注意点および操作法について理解できる． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第13回 最先端ICT測量事例紹介-1 (松本 健作，中澤 博志，土木工学科教員，特別講師) 
・最先端のICT測量の概要について解説し，事例を紹介する． 

【目標】最先端のICT測量について概要を理解し，事例を学ぶことでその理解を深めることができ
る． 

(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 
第14回 最先端ICT測量事例紹介-2 (松本 健作，中澤 博志，土木工学科教員，特別講師) 

・最先端のICT測量の概要について解説し，事例を紹介する． 
【目標】最先端のICT測量について概要を理解し，事例を学ぶことでその理解を深めることができ
る． 

(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 
第15回 課題レポートの説明および解説 

・課題レポートについて説明する． 
【目標】課題レポートについて理解し，その解説を受けることで理解を深めることができる． 
(AL①) 

授業形態 ・野外自習を基本とし，適宜座学による解説等を実施する． 

達成目標 ・測量技術を習得できる． 
・測量結果の整理・とりまとめができる． 
・測量方法について検証し，実体験を通じてより深く測量技能を理解・習得できる． 
・最先端ICT技術の概要を理解できる． 

評価方法・フィー 
ドバック 

・レポートによって評価する． 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 教科書(「測量学」同様) 
1) 図説わかる測量，猪木幹雄・那須充著，ISBN978-4-7615-2583-5 
2) 土木工学演習ノートシリーズ③ 基礎測量演習ノート，田島稔監修，日本理工出版会刊，ISBN4-89019- 

809-1 

参考書 
無し． 

履修条件 無し． 

履修上の注意 ・原則として全回出席して下さい． 
・レポート提出は期日厳守です． 
・期日後の提出は受理致しませんのでご留意下さい． 

準備学習と課題の 
内容 

・最終第15回に期末試験およびレポート課題を示します． 
・レポート提出期日等詳細は当日説明致します． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:10％, 思考･判断:20％, 関心･意欲:20％, 態度:２0％, 技能･表現:30％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

土木工学実験１ CV3-A05-50 

Experiments on Civil Engineering 1 

科目コード： 21430 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 土木工学の主要分野として，水理学と地盤工学に関する分野を対象に，流れの現象や基本的な土の特性を習得
することを目的とした実験を実施する． 
本講義のうち，土質工学実験では，土木材料としての土の基本的な性質を調べるために必要な物理試験と，設
計に必要な土の強度や変形特性を得るための力学試験を行い，その基本的な考え方や手法を説明する． 
この科目は、地盤工学分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 ガイダンス 
・土木工学における実験の位置づけと，土木工学科カリキュラムにおける位置づけについて説明
する． 
・班分け行い，実験を実施する上での安全教育，実験内容の確認と実施方法の説明を行う． 
・授業の進め方と実験授業を受ける上での注意点を説明する． 
・有効数字や単位について学ぶ． 
(AL①，AL②) 

2 各種土質試験機材と土質材料の確認（中澤 博志） 
・土質試験機材一式と実験に用いる土質材料について確認する．各試験の目的と結果の活用につ
いて概説し，様々な土質材料の観察を通じ特徴を理解する． 
(AL①，AL②，AL⑤，AL⑥) 

3 土粒子の密度試験および含水比試験（中澤 博志） 
・土粒子の密度を測定する試験を実施する．また，土の含水比を測定し，レポートにまとめる． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

4 土の粒度試験（中澤 博志） 
・土の粒度試験のうち，ふるい分け試験を行い，粒径加積曲線を作成する．その結果を考察し， 
レポートにまとめる． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

5 液性限界・塑性限界試験（中澤 博志） 
・塑性指数を求め塑性図を描き，土のコンシステンシーについて理解する．また，結果をレポー
トにまとめる． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

6 供試体の作製（中澤 博志） 
・次回，次々回に行う一軸圧縮試験および三軸試験で用いる粘性土供試体の準備を行う． 
・実験時に必要となる含水比などの実験条件をまとめる． (AL①，
AL②，AL⑤，AL⑥) 

7 土の一軸圧縮試験（中澤 博志） 
土の一軸圧縮試験（中澤 博志） 
・準備した粘性土供試体を用いた一軸圧縮試験を行い，データのまとめ方，および地盤の土圧， 
支持力などについて考察する． (AL①，
AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

8 土の三軸圧縮試験（中澤 博志） 

・準備した粘性土供試体を用いた非圧密・非排水三軸圧縮試験を行い，データのまとめ方を習得
するとともに，強度特性と地盤の安定性との関係を考察する． 
・供試体作製から本実験まで（6～8）をまとめてレポートを作製し，モール円を描き，土の強度
について考察する． 

9 静止流体の力学（居波智也） 
・マノメーターを使い圧力差の測定を実施し，原理や使い方を学ぶ． 
（AL①，AL②，AL⑤，AL⑥） 

10 ベルヌーイの定理の応用１（居波智也） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

2年前期 2 2 必修 

担当教員 

中澤 博志・土木工学科教員 

    

添付ファイル 
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(土木工学科教員)



 ・せきの検定を実施し，越流水深と流量の関係を断面形状の違いを含めて学ぶ． 
（AL①，AL②，AL⑤，AL⑥） 

11 ベルヌーイの定理の応用2（居波智也） 
・オリフィスからの流出に関して力学的に学ぶ． 
（AL①，AL②，AL⑤，AL⑥） 

12 運動量保存則の応用（居波智也） 
・受圧板による流量の測定を実施し，流量測定装置の現地を学ぶ． 
・運動量保存則を学ぶ． 
（AL①，AL②，AL⑤，AL⑥） 

13 菅水路の水理1（居波智也） 
・層流と乱流に関する実験を実施する． 
・遷移現象を観察し違いを理解する． 
・限界レイノルズ数を測定する． 
（AL①，AL②，AL⑤，AL⑥） 

14 開水路の水理1（居波智也） 
・常流および射流に関して実験を実施する． 
・水深の変化による常流と射流を観察し差異を理解する． 
（AL①，AL②，AL⑤，AL⑥） 

15 開水路の水理2（居波智也） 
・開水路の流速分布の測定． 
・開水路の流速を測定し，流速分布特性を理解する． 
（AL①，AL②，AL⑤，AL⑥） 

授業形態 ・全体の履修者を10班に分け，班ごとに実験・実習を実施し，レポートを作成する． 

達成目標 ・土木材料としての土の物理的性質，強度および変形特性について，そのパラメータを得るための土質実験の
基本的な考え方，手法を理解し説明できること． 
・土木工学科を学ぶ上で重要な水理現象を理解すること． 
・実験結果の整理方法・まとめ方に関する理解と工学的利用に関するデータの解釈ができること． 
・レポートのまとめ方を習得し，報告できること． 

評価方法・フィー
ドバック 

原則として実験項目全てに出席し，かつ各実験回のレポートによる成績評価点数をそれぞれ10点とする．全て
の項目について60％以上を満たす場合に各評価項目の総計で成績を評価する．実験レポート（60％），態度・ 
取組み姿勢（20％），実験内容に関する専門知識や結果の解釈に関しての口頭試問（20%）とする． 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 地盤工学会：土質試験 基本と手引き 
土木学会水理実験指導書改訂小委員会編集：水理実験解説書 

履修条件 原則として，「土質力学」，「水理学」の関連科目を履修していること 

履修上の注意 ・実験の実施とレポート作成を重視するため，公欠以外は原則，すべての実験に参加すること． 
・安全上，スリッパ，サンダル，ハイヒール履きは厳禁とし，周囲の安全にも十分な注意を払うこと． 
・作業服あるいは汚れても良い服を着用すること． 
・危険回避のため，実習対象以外の他の実験装置には触れないこと． 
・実験補助者（TA）の指示に従うこと． 

準備学習と課題の
内容 

・毎回の予習が実験内容に対する理解を助け，レポート作成を確実・丁寧に実施することで理解の定着が図れ
るため，実験前に必ず予習をすること． 
・各実験後，工学的な解釈を含め，実験結果を整理しレポートにまとめるとともに，実験を振り返り，内容を 
理解しておくこと． レポートは，紙による提出とする． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:30％,関心･意欲:20％,態度:15％,技能・表現:15％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

土木工学実験２ CV3-B06-50 

Experiments on Civil Engineering 2 

科目コード： 21440 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 コンクリート材料および鋼材料について，実際に手作業を進めることにより，関連した科目で習得した知識を
深める．実施に当たっては，履修者を４つの班に分け，コンクリート材料および鋼材料を中心とした実験を行
う．コンクリート材料については，骨材試験を実施するとともに，配合設計に基づき，コンクリート供試体を
製作し，コンクリート硬化後アムスラーにて強度・変形特性を確認する．また，鋼材料については，引張試 
験，圧縮試験などを実施し．応力計測などを体験させるとともに，圧縮試験では座屈状況を観察し，不安定現 
象についての理解を深める．この科目は、土木構造分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 第01回 ガイダンス 
講義の位置づけ 
・土木工学における学問上の位置づけと，土木工学科カリキュラムにおける位置づけの説明 
・授業の進め方，班分けなど 
・実験授業を受けるうえでの注意点
(AL①，AL②) 

第02回 材料準備（コンクリート） 
ふるい・密度試験，コンクリート打設に必要な砂，骨材，セメント等を準備する． (AL①，AL②，
AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第03回 ふるい・密度試験（コンクリート） 
準備した骨材に対し，ふるい・密度試験を実施し，材料物性を取得するための試験方法を理解す
るとともに，配合設計に必要な物性値を取得する． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第04回 配合設計（コンクリート） 
得られた材料物性値に基づいて配合設計を行う． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第05回 打設（コンクリート） 
配合設計に基づいて材料を準備し，コンクリートの打設を行い，供試体を製作する． (AL①，
AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第06回 強度試験準備（コンクリート） 
製作した供試体にひずみゲージを取り付け，計測機器に接続する． (AL①，AL②，AL③，AL④，
AL⑤，AL⑥) 

第07回 強度試験（コンクリート） 
圧縮試験，引張試験を行う． (AL①，
AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第08回 非破壊・微破壊試験（コンクリート） 
非破壊試験，微破壊試験を体験し，その特徴やデータの整理を行う． (AL①，AL②，AL③，AL④，
AL⑤，AL⑥) 

第09回 ひずみゲージの貼り付け、変位計の設置 
鉄筋へのひずみゲージの貼り付け、および、計測機器への接続を行う。
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第10回 鉄筋引張試験 
鉄筋の引張試験を行い、データを整理する。
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第11回 座屈試験 
鋼材の座屈試験を行い、データを整理する。
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第12回 加速度計の取り付け 

 加速度計を取り付け、計測機器に接続する。
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第13回 振動試験 
振動試験を行い、加速度データを整理する。
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第14回 脆性破壊-1 
発砲スチロールを使って、脆性破壊を起こす試験を行う。試験体を設計、作成した上で、重りを
乗せることによる載荷試験を行う。 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第15回 脆性破壊-2 
発砲スチロールを使って、脆性破壊を起こす試験を行う。試験体を設計、作成した上で、重りを
乗せることによる載荷試験を行う。 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

授業形態 ・実験（実習） 
・全体の履修者を4つの班に分け，班ごとに実験を行う． 
・実験は1日に2班とし，コンクリート材料および鋼材料，それぞれ1班ずつとする． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

2年後期 2 2 必修 

担当教員 

西田 孝弘・土木工学科教員 

    

添付ファイル 
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達成目標 1）各種材料の基本的な性質・性状を理解したうえで、実験の計画立案と実施ができること 
2）材料を対象とした各種実験の原理と方法、および測定項目について理解できること 
3）実験を通した安全に対する意識の養成 
4）実験結果および調査結果の整理方法・まとめ方に関する理解 
5）実験結果および調査結果に関してレポートとして報告する能力 

評価方法・フィー 
ドバック 

・実験レポート（90％）、実験実施時の態度・取組み姿勢（10％）、の総合成績で評価する． 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 村田二郎，岩崎訓明著：新土木実験指導書【コンクリート編】，技報堂出版 

履修条件 原則として，「建設材料工学」，「コンクリート構造」，「構造力学」の関連科目を履修していること 

履修上の注意 ・実験実施時には、スリッパ、サンダル，ハイヒールは厳禁とする。 
・実験に際しては、作業しやすく、汚れても良い服装で出席すること。なお、実験で使用する保護具は貸与す
る。 
・各自、周囲に配慮するとともに安全には十分注意すること。 

準備学習と課題の
内容 

・予習：次の回に実施する項目について、教科書の該当ページや資料を熟読し、測定項目、測定方法、器具・
用具の使用方法などについて理解しておくこと 
・復習：実験結果を振り返るとともに、講義で配布した資料などを読み返し、実験内容を理解しておくこと。
実験内容についてはレポートとしてまとめて提出すること。 
・わからないことはその都度質問すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:30％,関心･意欲:20％,態度:15％,技能・表現:15％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

卒業研究１ CV6-S07-90 

Thesis of Research 1 

科目コード： 21450 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ３年次までに習得した知識やスキルに基づき，特定のテーマについて適切な実験や解析を行い，技術的課題に
対する解決策に関する新たな知見を獲得することを通じて，技術者としての姿勢，構想力・問題設定力，問題
解決力の向上を図るとともに，その過程を通じて文章作成力，対話力，自己学習力，現場力・計画実行力を育 
む． 

授業計画 各研究室の指導教員が，それぞれの方法で実施する． 

授業形態 日常的には，個別またはグループ単位で，調査・研究を実施し，研究室内において適宜ゼミ等を通じて報告や
調査結果に対するディスカッションを執り行う．指導教員は適宜，助言・指導を行う． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

達成目標 ・調査・研究の内容を理解し，プレゼンテーションできる． 
・他者の発表に対して質問するなど，グループ内で，調査・研究の内容を討論できる． 

評価方法・フィー 
ドバック 

学生の取り組み姿勢や調査・報告結果等を，指導教員が総合的に判断する． 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 適宜，各指導教員が指定． 

履修条件 無し． 

履修上の注意 各指導教員の指示による． 

準備学習と課題の 
内容 

テーマ毎の既往論文や参考資料等を読み進める． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:20％, 思考･判断:20％, 関心･意欲:20％, 態度:20％, 技能･表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

4年前期 4 2 必修 

担当教員 

土木工学科教員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

卒業研究２ CV6-S08-90 

Thesis of Research 2 

科目コード： 21460 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 学生の選択した主題について，卒業研究１に続いて開講されるもので，学修した基礎力を能動的・発展的に用
いる手法を身につけ，設定した課題の解決に向け考察し，課題解決案を策定して，それらの結果を卒業論文と
して提出する．卒業論文発表会における発表や質疑応答を通じて，未知の問題を調査・解決する手法について
学び，論文作成を主とした土木工学の専門分野に関する研究を行う．卒業研究について，発表会にて最終報告 
を行い教員，学生および参加された方々と討議を行う． 

授業計画 各研究室の指導教員が，それぞれの方法で実施する． 

授業形態 日常的には，個別またはグループ単位で，調査・研究を実施し，研究室内において適宜ゼミ等を通じて報告や
調査結果に対するディスカッションを執り行う．指導教員は適宜，助言・指導を行う． 
最終的に発表会を執り行い，発表および質疑応答を実施する． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

達成目標 ・調査・研究の内容を理解し，プレゼンテーションできる． 
・他者の発表に対して質問するなど，グループ内で，調査・研究の内容を討論できる． 

評価方法・フィー 
ドバック 

学生の取り組み姿勢や調査・報告結果，発表会の取り組み内容等を，指導教員が総合的に判断する． 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 適宜，各指導教員が指定． 

履修条件 無し． 

履修上の注意 各指導教員の指示による． 

準備学習と課題の 
内容 

テーマ毎の既往論文や参考資料等を読み進める． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:20％, 思考･判断:20％, 関心･意欲:20％, 態度:20％, 技能･表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

4年後期 4 2 必修 

担当教員 

土木工学科教員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

地球災害プロジェクト CV2-C09-30 

Project on Global Disaster 

科目コード： 21470 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 我々の生活空間は，主に，気圈，水圈，地圈から成る複雑な資源循環システムの中にあるが，特に地圈におけ
る自然災害は，生活活動に直接的に影響を与えるため，土木工学において極めて重要な領域である．本科目で
は，これらの資源循環システムを踏まえた地球規模の災害や環境に関する諸問題に始まり，極端気象に起因す
る風水害・土砂災害，地震・津波災害または火山災害等の過去の様々な自然災害履歴とその復旧や対応等につ
いての事例を学び，身近に起こる得る自然災害についての考察力を身につける．また，発災時に自発的に活 
動・対応できる基礎力を身につけ，今後，履修する水工学，河川工学，地盤工学，海岸工学および計画学等へ
の入り口とする． 
この科目は、地盤工学分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 連続体としての地球 (松本 健作) 
・土木工学における学問上の位置付けと，土木工学科カリキュラムにおける本講義の位置付けを
説明する． 
・放射，地球の子午面循環，偏西風についてメカニズムを解説し，そこから日本周辺域における
台風の典型的な進路や地球全体の砂漠化のメカニズムを解説する． 
【目標】 太陽放射に起因する様々な現象を理解し，それに起因する地球の連続体としての振

る舞いについて理解する． 
(AL①) 

2 身近な循環現象と環境変化 (松本 健作) 
・循環現象の概念を理解し，大気や水の連続体としての振る舞いが引き起こす身近な循環現象の
概要を説明する． 
・地球全体としても，また身近な現象としても，地球環境における様々な事象が変化し続けてい
ることをレオロジーの概念とともに紹介する． 
【目標】 連続体として捉えたときの，身近な様々な循環現象について理解し，それらが全体

的な変化の中で引き起こされている状況について概要を把握する． 
(AL①) 

3 河川の維持管理 (河川の洪水・氾濫) (松本 健作) 
・世界の河川，日本の河川の概要について解説する． 
・治水に関する基本的な用語とその意味を解説し，河川の維持管理の概要を，事例を紹介しなが
ら解説する． 
【目標】 我が国の河川の維持管理について理解する． 
(AL①) 

4 激甚化する水災害 (松本 健作) 
・近年の降水特性の変化と，それに伴う水災害の激甚化の概要，およびその具体的な被災事例に
ついて紹介する． 
・水災害激甚化対策に関する近年の動向について紹介する． 
【目標】 近年の水災害の激甚化と，その対策の動向について理解する． 
(AL①) 

5 静岡県の流域と流域治水 (松本 健作) 
・流域の概念を解説し，静岡県における流域の状況を解説する． 
・近年の水害激甚化を受けての流域治水の概念を紹介する． 
【目標】 流域の概念を理解し，流域治水についての概要を理解する． 
(AL①) 

6 地震発生機構と地震災害史 (中澤 博志) 
・地震とは，地球内部の各大陸プレートとマントルの動きにより生じる振動現象であり，このプ
レートテクトニクスについて説明する． 
・マグニチュードや震度などの地震に関係する指標について解説する． 
・過去に生じた地震の特徴を紹介する． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1年後期 1 2 必修 

担当教員 

松本 健作・中澤 博志 

    

添付ファイル 
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 【目標】 地震発生機構と地震に関する評価指標ついて理解する． 
(AL①) 

7 地震による各種災害とその特徴(中澤 博志) 
・地震による地表の揺れや地震によって引き起こされる各種現象（津波，液状化，広域地盤沈
下，土砂災害・地滑り，都市災害等）について概説する． 
【目標】 地震によって発生し得る災害の種類と特徴を把握する． 
(AL①) 

8 液状化と地盤沈下(中澤 博志) 
・地震に地盤災害に液状化と地盤沈下がある．この液状化がどのような場所でどのように起こる
のかを説明する． 
・地震時の広域的な地盤沈下と液状化によって生じる局所的な地盤沈下について説明する． 
【目標】 液状化の発生と地盤沈下のメカニズムの基本について理解する． 
(AL①) 

9 土砂災害(中澤 博志) 
・近年の降雨と土砂災害の発生の関係について説明する． 
・地震や豪雨によるがけ崩れ，斜面災害や地滑り等について，災害発生事例を示し，発生メカニ
ズムについて説明する． 
・山間部や斜面を造成した地域などの土砂災害の発生しやすさについて説明する． 
【目標】 土砂災害がどのような条件で発生しやすいかを理解する． 
(AL①) 

10 静岡県の地盤災害(中澤 博志) 
・過去に静岡県内で起こった地盤災害を紹介し，その特徴を説明する． 
・自治体で出されているハザードマップの知り，種類や活用方法について説明する． 
【目標】 県内で発生し得る災害を意識した備えを考え，行動に活かせる基本的な知識を身に着
ける． 
(AL①) 

11 ハザードマップを用いた現場検証-1 (松本 健作，中澤 博志) 
・各種ハザードマップを用いて，実際にその対象地域に出向き，ハザードマップの表記と照らし
合わせて，その被災想定等について考察する． 

【目標】 ハザードマップの意味とその用法を正しく理解し，現場状況と照らし合わせて， 
その理解を深める． 

(AL①，AL②，AL③，AL④，Al⑤，AL⑥) 
12 ハザードマップを用いた現場検証-2 (松本 健作，中澤 博志) 

・各種ハザードマップを用いて，実際にその対象地域に出向き，ハザードマップの表記と照らし
合わせて，その被災想定等について考察する． 

【目標】 ハザードマップの意味とその用法を正しく理解し，現場状況と照らし合わせて， 
その理解を深める． 

(AL①，AL②，AL③，AL④，Al⑤，AL⑥) 
13 ハザードマップを用いた現場検証-3 (松本 健作，中澤 博志) 

・各種ハザードマップを用いて，実際にその対象地域に出向き，ハザードマップの表記と照らし
合わせて，その被災想定等について考察する． 

【目標】 ハザードマップの意味とその用法を正しく理解し，現場状況と照らし合わせて， 
その理解を深める． 

(AL①，AL②，AL③，AL④，Al⑤，AL⑥) 
14 災害図上訓練とグループディスカッション-1 (松本 健作，中澤 博志) 

・行政危機管理担当者（静岡県西部地域局）による災害図上訓練を行う．地域の地図上に，災害
発生時の危険や防災情報を書き込みながら，グループで防災上の課題や防災力向上のための対策
をグループでディスカッションする． 

【目標】 地域における災害を“自分ごと”として想定し，いざというときにどのような行
動をとればよいか，想像力を身に着ける． 

(AL①，AL②，AL③，AL④，Al⑤，AL⑥) 
15 災害図上訓練とグループディスカッション-2 (松本 健作，中澤 博志) 

・行政危機管理担当者（静岡県西部地域局）による災害図上訓練を行う．地域の地図上に，災害
発生時の危険や防災情報を書き込みながら，グループで防災上の課題や防災力向上のための対策
をグループでディスカッションする． 

【目標】 地域における災害を“自分ごと”として想定し，いざというときにどのような行
動をとればよいか，想像力を身に着ける． 

(AL①，AL②，AL③，AL④，Al⑤，AL⑥) 

授業形態 板書，配布資料やパワーポイントによる解説による座学． 
学外における観測活動． 
グループディスカッション． 

達成目標 現在，地球規模で頻発している激甚災害の概要を把握したうえで，各種ハザードマップについて理解し，災害
図上訓練およびその後のグループディスカッションの体験を通じて，減災知識を自らの行動に活かす術を身に 
つける． 

評価方法・フィー 
ドバック 

課題レポートによる評価． 

評価基準 90点以上：秀，89～80点：優，79～70点：良，69～60点：可，59点以下：不可 

教科書・参考書 プリントを配付する． 

履修条件 無し． 

履修上の注意 災害を自分ごとと捉え，積極的な施設で授業に臨んでほしい． 

準備学習と課題の 
内容 

授業各回の前にシラバスの内容を確認し，図書館の書籍やインターネットの検索等で情報収集や予習しておく 
ことが望ましい． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:20％, 思考･判断20％, 関心･意欲:30％, 態度:10％, 技能･表現:20％ 
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DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

減災社会デザインプロジェクト CV3-C10-50 

Project for Design of a Disaster Mitigation 
Society 

科目コード： 21480 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

2年前期 2 2 必修 

担当教員 

土木工学科教員・土木工学科教員 

    

添付ファイル 

 
 
 

講義概要 本科目は幅広い減災対策について学び，自ら減災社会を描くことができる人物の創出を目的としている．過去
の地震・土砂災害等の教訓をもとにすでに実施されている減災対策を学ぶ中で，静岡県内で実施された身近な
減災対策も学ぶことができることから，減災対策の効果や地域社会への貢献をより身近に感じることが可能と
なる．富士山をはじめとして背後に高い山々が連なり海岸線が近く東西に長い静岡県の地理的特徴を生かした
減災対策を学ぶことができるため，学生の地域社会貢献への意識も複合的に育まれる． 
この科目は、地盤工学分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 第01回 ガイダンス 
・本講義を進めるにあたっての社会的な背景を説明する． 
(AL①) 

第02回 自然災害から地域を保全するために過去の災害史を知る（主に、河川・海岸） 
・これまでの災害を説明し理解を深める． 
・土木的なアプローチの必要性を考えてもらう． 
(AL①，AL②，AL③，AL④) 

第03回 日本国内で実施されている対策事例紹介（主に、河川・海岸） 
・県内で実施されている災害対策事例を紹介し理解を深める． 
(AL①，AL②，AL③，AL④) 

第04回 静岡県内で実施されている対策事例紹介1（主に、河川・海岸） 
・県内で実施されている災害対策事例を紹介し理解を深める． 
(AL①，AL②，AL③，AL④) 

第05回 静岡県内で実施されている対策事例紹介2（主に、河川・海岸） 
・県内で実施されている災害対策事例を紹介し理解を深める． 
(AL①，AL②，AL③，AL④) 

第06回 静岡県内で実施されている対策事例紹介3（主に、河川・海岸） 
・可能ならば近隣の対策事例現場見学を予定． (AL①，
AL②，AL③，AL④) 

第07回 対策を考える（主に、河川・海岸） 
・グループに分かれて，自ら災害を予測しその対策を考える． 
・グループディスカッションを行い，各班で発表に向けた準備をする． (AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 

第08回 発表 
・各班で考えた内容をパワーポイントなど活用し発表する． 
・それぞれの考えに対して質疑応答し理解を深める． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第09回 自然災害から地域を保全するために過去の災害史を知る（主に、地盤） 
・これまでの災害を説明し理解を深める． 
・土木的なアプローチの必要性を考えてもらう． 
(AL①，AL②，AL③，AL④) 

第10回 日本国内で実施されている対策事例紹介（主に、地盤） 
・県内で実施されている災害対策事例を紹介し理解を深める． 
(AL①，AL②，AL③，AL④) 

第11回 静岡県内で実施されている対策事例紹介1（主に、地盤） 
・県内で実施されている災害対策事例を紹介し理解を深める． 
(AL①，AL②，AL③，AL④) 

 第12回 静岡県内で実施されている対策事例紹介2（主に、地盤） 
・県内で実施されている災害対策事例を紹介し理解を深める． 
(AL①，AL②，AL③，AL④) 

第13回 静岡県内で実施されている対策事例紹介3（主に、地盤） 
・可能ならば近隣の対策事例現場見学を予定． (AL①，
AL②，AL③，AL④) 

第14回 対策を考える（主に、地盤） 
・グループに分かれて，自ら災害を予測しその対策を考える． 
・グループディスカッションを行い，各班で発表に向けた準備をする． (AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 

第15回 発表 
・各班で考えた内容をパワーポイントなど活用し発表する． 
・それぞれの考えに対して質疑応答し理解を深める． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

授業形態 板書および解説による講義と，学外における現場巡検． 
プレゼンテーションおよびその講評． 

達成目標 災害を知り，土木工学の重要性の理解を深める．また，将来自らが率先して社会に対して減災対策を発信でき 
るよう，調査計画および立案できるような手法を学ぶ． 
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評価方法・フィー 
ドバック 

レポート課題と発表内容により評価する． 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 教科書：特に定めない． 
参考書：特に定めない． 

履修条件 無し． 

履修上の注意 欠席しないこと． 

準備学習と課題の 
内容 

・パワーポイントの使い方を事前に学んでおくこと． 
・提出するレポートは随時伝えます． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:30％, 思考･判断:20％, 関心･意欲:20％, 態度:15％, 技能･表現:15％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

静岡防災まちづくりプロジェクト CV4-C11-50 

Project on Disaster Prevention and Regional 
Development in Shizuoka 

科目コード： 21490 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

3年前期 3 2 必修 

担当教員 

松本 美紀・土木工学科教員 

    

添付ファイル 

 
 
 

講義概要 減災社会デザインプロジェクトで学んだ知識や理論を活用し、静岡の防災に関する社会・地域課題を取り上 
げ、防災まちづくりとしての課題解決に対する統合的な方策を、土木工学の視点で考える力を養う。具体的に
はグループを編成し、協働しながら、静岡県内の具体的な地域を選定し、想定される災害及び自治体等の災害
対策や復興計画等についてグループで情報収集し、土木工学的視点からの改善や補足事項について討議・発表 
を行うとともに､相互評価によるフィードバックとブラッシュアップを行う。土木技術者として地域で防災の実 
務に携わるための能力を身に付ける。 

授業計画 第01回 ガイダンス 
・土木工学における学問上の位置づけと，土木工学科カリキュラムにおける位置づけを説明す
る。 
・土木工学の視点からみた防災まちづくりの重要性について概要を説明する。 
（AL1） 

第02回 静岡県に関連する災害 
・過去の静岡県に関連する災害について学習する。 
・静岡県の地域性などの特徴を踏まえ、起こり得る自然災害について学ぶ。 
（AL1） 

第03回 静岡の防災まちづくり 
・ゲストスピーカー（静岡県土木等）による静岡防災に関する情報提供をもとに、静岡の防災ま
ちづくりに対する土木工学的視点から地域課題を考える。 
（AL1） 

第04回 防災まちづくりにおける地域課題 
・グループを編成し、基礎自治体等地域を選定し、防災まちづくり計画の情報収集を行う。 
（AL4） 

第05回 防災まちづくりの現状及び問題分析 
・調査設計手法を学び、該当地域の防災計画における問題に対する現状を分析する。また分析の
ための調査計画をたてる。 
（AL5） 

第06回 人的被害による被害想定 
・人的被害の被害想定について、実際の防災まちづくり計画及び過去の災害を踏まえて考える。 
（AL5） 

第07回 ライフラインの被害想定 
・ライフラインの被害想定について、実際の防災まちづくり計画及び過去の災害を踏まえて考え
る。 
（AL5） 

第08回 起こり得る災害による被害想定 
・これから起こり得る災害による被害想定について、実際の防災まちづくり計画及び過去の災害
を踏まえて考える。 
（AL5） 

第09回 次の大災害に向けた地域の課題解決 
・事業継続計画や、防災まちづくり、復旧計画など、災害を想定した地域の課題解決について現
在の計画の見直しを提案する。 
（AL5） 

第10回 地域の課題解決に向けた提案内容の整理 
・該当地域の防災まちづくり計画について、土木工学的視点から再検討した内容を整理する。調 
査分析の取りまとめを行う。 

 （AL5） 
第11回 防災まちづくり計画の見直し提案資料の作成 

・静岡の防災について、土木工学的視点からみた地域課題の解決に関する提案を取りまとめ、資
料として整理し、発表準備を行う。 
（AL5） 

第12回 発表準備 
・グループ内で見直した防災まちづくり計画について、整理するとともに発表準備を行う。 
（AL5） 

第13回 合同発表会1 
・各グループが提案する防災まちづくり計画の発表及び討議し、学生間で評価する 
・自治体担当者等による公聴 
（AL6） 

第14回 合同発表会2 
・各グループが提案する防災まちづくり計画の発表及び討議し、学生間で評価する 
・自治体担当者等による公聴 
（AL6） 

第15回 外部ゲスト（自治体等土木担当者）によるフィードバック・期末試験（評価）【特別講師】 
・発表内容に対する講評を受けるとともに、学生及び関係団体と討議する。 
（AL6） 719



授業形態 ・板書および解説による講義 
・グループディスカッションと統合討議 
・プレゼンテーション 

達成目標 ・静岡の防災まちづくりについて、調べ、土木工学的視点から意見を述べることができる。 
・グループで自治体の既存の防災計画等について議論し、地域課題の解決案を発表することができる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

個人の活動状況（20％）、グループ活動状況（20％）、合同発表会における評価（40％）、レポート等提出物 
（20%）とする。これらを統合し、100点満点で評価する。 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 資料を配布することがある。 
参考書：地域防災とライフライン防護、木下誠也、コロナ社 

自然災害の発生と法制度、木下誠也、コロナ社 

履修条件 「地球災害プロジェクト」、「減災社会デザインプロジェクト」が履修済みであること。 

履修上の注意 ・情報収集のため、授業中におけるPCまたはスマートフォン等の端末の利用を許可する。
ただし、授業目的以外の利用を制限する。 

・出席のみならず、自らが問題発見をする能力を養う授業であるため、グループワークは、積極的に参加する 
こと。 

準備学習と課題の 
内容 

・居住地域や静岡県の災害に関する情報に関心をもち、地域課題を自分事化できるよう心掛ける。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:10％,思考･判断:10％,関心･意欲:20％,態度:40％,技能･表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建設材料工学 CV2-B12-30 

Infrastructure Materials 

科目コード： 21500 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 社会インフラ材料は過酷な外環境に曝されることから，基材となる材料，施工条件，供用環境など，多角的な
視点から，設計，維持管理を行う必要がある．本科目においては，土木分野で使用される社会インフラ材料に
ついて，主要な材料(コンクリート，鋼，FRPなど）と材料設計，施工を中心に理解する．コンクリートについ
て，セメント，骨材，混和材等の主要構成材料の説明に加え調合設計について学ぶとともに，施工や品質管理
方法について就学する．鋼材料についても，炭素鋼から合金鋼，アルミニウムなどの非鉄金属について講義を 
行う．また，近年注目されているFRP等の新規材料についてその特徴と課題について習得する． 

授業計画 第01回 社会インフラ材料とは
講義の位置づけ 
・土木工学における社会インフラ材料の位置づけと，土木工学科カリキュラムにおける位置づけ
を説明する． 
・社会インフラが置かれる外環境及び各種材料の種類と特徴を概説する． 
（AL①） 

第02回 コンクリート用材料 
・混合材料であるコンクリートの構成材料についてその特徴を概説する． 
（AL①） 

第03回 フレッシュコンクリート 
・コンクリートの製造と運搬について概説するとともに，その特徴を理解する． 
（AL①） 

第04回 硬化コンクリートの特徴-強度特性 
・コンクリートの硬化プロセス，硬化後の強度特性について概説する． 
（AL①） 

第05回 硬化コンクリートの特徴-耐久性 
・コンクリートの硬化プロセス，硬化後の耐久性について概説する． 
（AL①） 

第06回 配合設計 
・所定の性能を得るために必要となる各種材料の構成比率，算出方法を学ぶ． 
（AL①） 

第07回 配合設計（演習） 
・実際に配合設計を実施し，その理解を深める． 
（AL①，AL③） 

第08回 コンクリートの製造・施工 
・生コンクリート工場でのコンクリートの製造や施工方法について概説する． 
（AL①） 

第09回 プレキャストコンクリート（PCa）および3Dプリンティング技術 
・近年注目を集めているプレキャストコンクリートおよび3Dプリンティング技術について概説す
るとともにその特徴を理解する． 
（AL①） 

第10回 特殊コンクリート 
・特殊な環境や性能に応じて適用される特殊コンクリートについて概説する． 
（AL①） 

第11回 鋼材料の特性 
・社会インフラ材料として利用される鋼材料についてその特徴を概説する． 
（AL①） 

第12回 鋼材料の疲労・腐食 

 ・鋼材料の疲労や腐食について概説するとともにその対策方法について理解する． 
（AL①） 

第13回 高分子/FRP/アスファルト 
・社会インフラ材料として利用される高分子/FRP/アスファルトについてその特徴を概説する． 
（AL①） 

第14回 社会インフラで活用されるIoT技術および社会インフラプロジェクト 
・社会インフラの製造，施工，維持管理における最新のIoT技術について就学する． 
・社会インフラプロジェクトについて，プロセスや方法論，課題について概説する． 
（AL①） 

第15回 期末試験 
・期末試験およびその振り返り 
（AL①） 

授業形態 ・板書および解説による講義および演習． 
・適宜，資料を配布する． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

2年前期 2 2 必修 

担当教員 

西田 孝弘 

    

添付ファイル 
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達成目標 １）社会インフラ材料の概要およびその特色などを理解する．                                    
２）社会インフラ材料が実社会においてどのような役割を有しているか理解する．                  
３）それぞれの材料の特徴を深く理解し，将来的に適切な材料選定ができるように，その基礎知識を就学す
る． 
４）建設材料に関する最新のIoT技術やプロジェクトを理解する． 

評価方法・フィー 
ドバック 

・期末試験 100点 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 教科書 
朝倉土木工学シリーズ1 コンクリート材料，大即信明，宮里心一，朝倉書店 
図説わかる材料 土木・環境・社会基盤施設をつくる，宮川豊章監修，学芸出版社 

履修条件 無し 

履修上の注意 ・配合設計は電卓を持参すること 

準備学習と課題の 
内容 

・授業で取り扱った社会インフラ材料について，身の回りにある構造物を観察することを心掛ける． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:40％,思考･判断:20％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能･表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

コンクリート構造 CV4-B13-50 

Concrete Structure 

科目コード： 21510 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 】鉄筋コンクリート構造は，多くの主要な社会基盤構造物で採用されている．それだけに，人との関わりも大
きく，設計には常に人命とコストを念頭に置いた技術者としての鋭いセンスと能力が要求される．この科目で
は，鉄筋コンクリート（RC)構造およびプレストレストコンクリート（PC）構造について，構造設計できるよう
に講義を行う．材料の応力－ひずみの関係から，許容応力度の概念を示す．無筋，単筋，複筋各梁の曲げにつ
いて，ひび割れ前後の性状を解説し，許容曲げ応力度を理解させる．せん断や軸力を有する柱に関しても許容 
応力度を理解させていく． 

授業計画 第01回 コンクリートの力学特性 
・講義の位置づけ：土木工学におけるコンクリート構造の位置づけと，土木工学科カリキュラム
における位置づけを説明する． 
・コンクリート構造の特徴を概説する． 
・コンクリート構造が受ける代表的な力，強度や弾性係数などの用語を説明する． 
（AL①） 

第02回 設計方法の歴史 
・コンクリート構造の設計方法について，これまでの歴史及び主要な設計法について概説する． 
（AL①） 

第03回 曲げを受けるRC部材の挙動 
・コンクリート構造の基礎となる曲げを受けるRC部材の挙動について，計算方法を解説する． 
（AL①） 

第04回 曲げを受けるRC部材の挙動（演習その1） 
・コンクリート構造の基礎となる曲げを受けるRC部材の挙動について，各自で計算するとともに
破壊形態について理解する． 
（AL①，AL②，AL③） 

第05回 曲げを受けるRC部材の挙動（演習その2） 
・コンクリート構造の基礎となる曲げを受けるRC部材の挙動について，各自で計算するとともに
破壊形態について理解する． 
（AL①，AL②，AL③） 

第06回 曲げと軸力を受けるRC部材の挙動 
・鉄筋コンクリート構造が曲げと軸力を受ける場合の挙動について，計算方法を解説する． 
（AL①） 

第07回 曲げと軸力を受けるRC部材の挙動（演習） 
・鉄筋コンクリート構造が曲げと軸力を受ける場合の挙動について，各自で計算するとともに破
壊形態について理解する． 
（AL①，AL②，AL③） 

第08回 RC柱部材の挙動 
・RC柱部材が力を受ける場合の挙動について，計算方法を解説する． 
（AL①） 

第09回 RC柱部材の挙動（演習） 
・RC柱部材が力を受ける場合の挙動について，各自で計算するとともに破壊形態について理解す
る． 
（AL①，AL②，AL③） 

第10回 せん断力を受けるRC部材の挙動 
・鉄筋コンクリート構造がせん断力を受ける場合の挙動について，計算方法を解説する． 
（AL①） 

第11回 せん断力を受けるRC部材の挙動（演習） 

 ・鉄筋コンクリート構造がせん断力を受ける場合の挙動について，各自で計算するとともに破壊
形態について理解する． 
（AL①，AL②，AL③） 

第12回 プレストレストコンクリート 
・プレストレストコンクリートについてその原理を理解するとともに，適用事例などを学ぶ． 
（AL①） 

第13回 コンクリート床版の挙動 
・コンクリート床版の役割や劣化について，その力学的挙動を理解する． 
（AL①） 

第14回 コンクリートの構造形式および新しい材料 
・現在適用されているコンクリート構造物の構造形式について概説するとともに，それらに求め
られている性能について理解する． 
（AL①） 

第15回 期末試験 
・期末試験およびその振り返り 
（AL①） 

授業形態 ・板書および解説による講義および演習． 
・適宜，資料を配布する． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

2年後期 2 2 必修 

担当教員 

西田 孝弘 

    

添付ファイル 
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達成目標 1）コンクリート構造の歴史・概要およびその特色などを理解する． 
2）コンクリート構造が実社会においてどのような役割を有しているか理解する． 
3）コンクリート構造の特徴を深く理解し，断面力等の計算ができるようになる． 
4）講義や演習を通じて，コンクリート構造の破壊形態を理解する． 

評価方法・フィー 
ドバック 

・演習 20点 
・期末試験 80点 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 教科書 
二羽淳一郎著：コンクリート構造の基礎，数理工学社 

履修条件 「建設材料工学」の履修が望ましい． 

履修上の注意 ・電卓を持参すること． 

準備学習と課題の 
内容 

・授業で取り扱った社会インフラ構造物について，身の回りにある構造物を観察することを心掛ける． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:40％,思考･判断:20％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能･表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

土質力学 CV2-A14-30 

Soil Mechanics 

科目コード： 21520 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 土質力学の入り口として，土とは何か？土の種類，土の柔らかさの表現といった土の基本的性質から，土中の
水とその流れ，土の応力・土の変形・土の挙動，圧密・圧縮および土のせん断強さまでの土質力学に必須な一
連の知識を身につける．また，実務において多い具体的な問題解決方策の基礎として，土圧，浅い基礎の支持
力および斜面安定などの問題解決をささえる基礎的な力を身につける． 
この科目は、地盤工学分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 土木工学の中の土質力学の位置づけと学ぶ意義 
・講義の位置づけとして，土木工学の基幹分野である4力（構造，地盤，水理，社会インフラ材
料）の一つである地盤を構成する土に関する専門科目として，構造物の計画，設計，施工，維持
管理する上で必要な，土・地盤に関する基本的な知識を講義する． 
（AL①） 

2 土の構成と状態の表し方 
・土の物理量（含水比，湿潤密度，乾燥密度，間隙比，飽和度，単位体積重量，土粒子の密度） 
の定義と計算方法を説明する． 
・統一土質分類法（USCS）ならびにJGS分類法を理解し，具体的な判別方法を解説する． 
（AL①） 

3 土の生成，土層の形成，粘土鉱物と土の骨格構造 
・長年にわたる土の生成過程や粘土鉱物による土要素の形成や特徴的挙動の違いを説明する． 
（AL①） 

4 土の粒度，土のコンシステンシー 
・含水比の違いによる粘土の状態変化を説明する． 
・コンシステンシー試験（液性試験、塑性試験）の試験法を解説する． 
・土の柔らかさの表現や塑性図について説明する． 
（AL①） 

5 土の締固め 
・土の締固め試験法を理解し，土の締固め曲線の描き方について説明する． 
・土の最適含水比の定義を説明し，実際に値を求め，その解釈について説明する． 
（AL①） 

6 土中の水とその流れ 
・透水係数を求める試験法とダルシーの法則を覚え，それを利用した透水量の計算方法を説明す
る． 
・浸透力や流線網の性質を理解し，透水量および圧力水頭の計算手法について解説する． 
（AL①） 

7 土の圧密 
・圧密の定義が説明でき，圧密の最終沈下量および圧密時間を計算する． 
・e-logp曲線を描くことができ，正規圧密状態，過圧密状態の定義について説明する． 
（AL①） 

8 地中の応力 
・地盤の堆積状態と地下水位の分布に基づく有効応力の概念を説明する． 
・地盤内の応力伝幡の概念と，ブーシネスクの応力解の使い方など，土中の増加応力を求める方
法を説明する． 
（AL①） 

9 クーロンの破壊規準 
・モールの応力円とクーロンの破壊規準式を説明する．また，モールの応力円を用い，地盤内の
任意の面に働く応力を求めてみる． 
（AL①） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

2年前期 2 2 必修 

担当教員 

中澤 博志 

    

添付ファイル 
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 10 土のせん断強さを求めるための試験 
・一面せん断試験，一軸圧縮試験および三軸圧縮試験の各試験方法と得られる強度定数を理解す
る． 
（AL①） 

11 粘性土・砂質土のせん断特性 
・土のせん断時の土の排水条件，応力-ひずみ関係やダイレイタンシーを理解する． 
・室内試験で原位置と同じ条件を再現する必要性について説明する． 
（AL①） 

12 斜面安定 
・斜面の安定計算手法を概説し，円弧すべりによる安全率等の算定について解説する． 
（AL①） 

13 土圧 
・静止土圧の経験式と主働土圧，受働土圧の概念を説明する． 
・クーロンおよびランキンの土圧理論を理解し，擁壁に作用する単純な土圧の求め方を解説す
る． 
（AL①） 

14 浅い基礎の支持力 
・基礎の種類とそれらの支持力公式，土の構造物の支持力算定について説明する． 
・直接基礎の支持機構について理解し，極限支持力の求め方を解説する． 
（AL①） 

15 期末試験とその解説および講義の総括 
・期末試験を実施し，その解説を行う． 
・講義全体を通じ，総括を行う． 
（AL①） 

授業形態 ・板書を中心に，パワーポイント・動画併用した解説による講義を行う． 
・パワーポイントを用いる際は，資料を配布する． 

達成目標 ・土木工学の中で，土質力学の役割と意義を理解すること． 
・土の基本的性質とその指標を理解し，土を分類できるようになること． 
・地盤内の水の流れや地盤に作用している応力の概念，土のせん断特性を理解すること． 

評価方法・フィー 
ドバック 

・期末試験 60点以上 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 教科書 
土質力学の基礎とその応用 石橋 勲、ハザリカ・へマンタ 共立出版参
考書 
絵とき 土質力学（改訂2版）安川ほか（オーム社）社 

履修条件 無し 

履修上の注意 ・講義の中で，土木工学基礎実験1で行う実験試験の解説が含まれていることを意識して，受講すること． 
・地盤工学の内容は極めて多岐にわたる．他の分野（構造，水理，社会インフラ材料）についての関心を持 
ち，横断的な思考で講義に臨むこと． 

準備学習と課題の 
内容 

・講義では，問題とその解法事例として適宜提示していく．復習により習得しておくことが望ましい． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:30％,思考･判断:30％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能･表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

土質力学演習 CV4-A15-50 

Exercises on Soil Mechanics 

科目コード： 21530 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 土質力学の理解を基礎とし、土質力学の学習内容全般の定着と、設計実務における問題解決を自力でできるよ
う、土質力学を学習する。演習内容と目標は、土の物理的性質とその構造の理解に基づき、土の状態量を定量
化できること、地盤内に発生する応力や土圧を計算できること、有効応力の概念の理解、1次元圧密方程式に基
づき種々の条件での圧密沈下を算定できること、一軸（三軸）圧縮試験結果に基づいて強度定数を求めるこ 
と、および斜面破壊形態の理解と安全率の求め方等である。演習では、これらの考え方と計算方法を理解し、
現場における判断力の基礎となり得る知識を身につけるようにする。この科目は、地盤工学分野の実務経験の 
ある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 演習の進め方とガイダンス 
・本演習の進め方を説明する。具体的には、土質力学で身に着けた知識が実際に使える知識とす
るため演習を通じて身に着ける。 
（AL①） 

2 土の物理量に関する演習 
・含水比，湿潤密度，乾燥密度，間隙比，飽和度，単位体積重量，土粒子の密度等の土の物理量
の計算方法について復習を行いこれらの演習を行う。 
（AL①） 

3 締固めに関する演習 
・土の締固め試験法、土の締固め曲線の描き方の復習と演習を行う。 
（AL①） 

4 土中の透水に関する演習 
・透水係数を求める試験法とダルシーの法則、透水量および圧力水頭に関する復習と演習を行
う。 
（AL①） 

5 土の圧密に関する演習 
・圧密の講義で学んだ最終沈下量、圧密時間の算定方法の復習と演習を行う。 
（AL①） 

6 前半の復習 
・1～5回の演習の復習を行う。 
（AL①） 

7 土のせん断の復習 
・モールの応力円とクーロンの破壊規準式等、せん断について復習を行う。 
（AL①） 

8 土のせん断に関する演習(1) 
・一面せん断試験に関する復習と演習を行う。 
（AL①） 

9 土のせん断に関する演習(2) 
・一軸圧縮試験に関する復習と演習を行う。 
（AL①） 

10 土のせん断に関する演習(3) 
・三軸圧縮試験に関する復習と演習を行う。 
（AL①） 

11 斜面の安定に関する演習 
・斜面の安定計算手法に関する復習と演習を行う。． 
（AL①） 

12 土圧に関する演習 

 ・静止土圧、主働土圧，受働土圧、クーロン・ランキンの土圧理論の復習と演習を行う。 
（AL①） 

13 浅い基礎の支持力 
・土構造物の支持力算定方法と直接基礎の支持機構の関する復習と演習を行う。 
（AL①） 

14 後半の復習 
・7～13回の演習の復習を行う。 
（AL①） 

15 演習の総括 
・講義全体を通じての総括を行う。 
（AL①） 

授業形態 ・板書を中心に，パワーポイント・動画併用した解説による講義を行う． 
・パワーポイントを用いる際は，資料を配布する． 

達成目標 ・「土質力学」で学習した知識をさらに深めるためことを目的とする。 
・この演習を履修した学生は、「土質力学」で学習した知識を適切に応用できる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

・演習・レポートにより評価。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

2年後期 2 2 必修 

担当教員 

土木工学科教員 

    

添付ファイル 
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評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 教科書 
土質力学の基礎とその応用 石橋 勲、ハザリカ・へマンタ 共立出版参
考書 
絵とき 土質力学（改訂2版）安川ほか（オーム社）社 
「土質力学 第８版」川上房義ほか共著 森北出版 

履修条件 無し 

履修上の注意 ・講義の中で，土質力学で学んだ内容が含まれていることを意識して受講すること． 

準備学習と課題の 
内容 

・講義では，問題とその解法事例として適宜提示していく．復習により習得しておくことが望ましい． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:30％,思考･判断:30％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能･表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

水理学 CV2-A16-30 

Hydraulics 

科目コード： 21540 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 水の物理的性質，水圧の原理とその振る舞い，静水力学，浮力，浮体の安定性，流れの性質，ベルヌイの定 
理，運動量保存則，層流と乱流の概念，管路，開水路の水理について解説する．水理学の根幹を為す多くの理
論や数式の基となる様々な現象を対象として，実際に講義内で実験することで現象を実感させ，その体験を通
じて履修生の理解を深める．履修生は，実験によって体感することのできた水の様々な特性を，理論およびそ
の応用技術等との関連性をイメージしたうえで体系的に理解することができ，水理学の基礎知識に関する深い 
理解により広範な応用力を身に付けることができる． 

授業計画 第01回 水の物理的性質 
キーワード：次元と単位系，密度と比重，体積圧縮率 
・土木工学における水理学の学問上の位置付けと，土木工学科カリキュラムにおける本講義の位
置付けを解説する． 
・次元と単位系について解説する． 
・水の物理的性質(密度，比重，体積圧縮率)について解説する． 
【シリーズ：実験水理学】～実際にこの目で見ないとわかりません～ 
#1 体積圧縮率実験 
【理解度確認問題】(AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 

第02回 圧力と静水圧 
キーワード：圧力の概念，絶対圧とゲージ圧，Pascalの原理，圧力のつり合い 
・圧力の概念，絶対圧およびゲージ圧について解説する． 
・Pascalの原理について解説する． 
・静水圧とその分布および圧力のつり合いについて解説する． 

【シリーズ：実験水理学】～実際にこの目で見ないとわかりません～ 
#2 Pascalの原理 
【理解度確認問題】(AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 

第03回 静水力学 
キーワード：静水圧とその分布，全水圧，水中の平面に作用する静水圧 
・静水圧とその分布について解説する． 
・全水圧について，特に圧力との力学的な取り扱いの違いについて解説する． 
・水中の平面に作用する静水圧について解説する． 

【シリーズ：実験水理学】～実際にこの目で見ないとわかりません～ 
#3 静水圧分布と全水圧 
【理解度確認問題】(AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 

第04回 浮力と曲面に作用する静水圧 
キーワード：浮力，Archimedesの原理，曲面に作用する静水圧， 
・浮力の概念と実際の挙動を解説する． 
・Archimedesの原理について解説する． 
・曲面に作用する静水圧の取り扱い方について解説する． 
【シリーズ：実験水理学】～実際にこの目で見ないとわかりません～ 
#4 浮沈子 
【理解度確認問題】(AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 

第05回 浮体の安定性と相対静止 
キーワード：浮体の安定性，相対静止 
・浮体の安定性について解説する． 
・相対静止問題の取り扱いについて解説する． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

2年前期 2 2 必修 

担当教員 

松本 健作 
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729



 【シリーズ：実験水理学】～実際にこの目で見ないとわかりません～ 
#5 浮体の安定性実験・相対静止実験 
【理解度確認問題】(AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 

第06回 流れの取り扱いと連続条件 
キーワード：完全流体，定常・非定常，流線，連続条件 
・流れの概念とその取扱いの概要を説明する． 
・定常・非定常の概念を解説する． 
・流線等の，流れを取り扱うための水理学的諸量について解説する． 
・連続条件について解説する． 
【シリーズ：実験水理学】～実際にこの目で見ないとわかりません～ 
#6 連続条件に関する実験 
【理解度確認問題】(AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 

第07回 水頭とBernoulliの定理 
キーワード：水頭の概念， Bernoulliの定理，Torricelliの定理，Pitot管 
・Bernoulliの定理について解説する． 
・水頭の概念について解説する． 
・Torricelliの定理およびPitot管の原理について解説する． 
【シリーズ：実験水理学】～実際にこの目で見ないとわかりません～ 
#7 Bernoulliの定理に関する実験 
【理解度確認問題】(AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 

第08回 運動量保存則
運動量保存則 
キーワード：運動量の概念，運動量の定理，物体に作用する流体力 
・運動量の概念やその取扱い方について解説する． 
・運動量の定理について解説する． 
・物体に作用する流体力の取り扱い方を解説する． 
【シリーズ：実験水理学】～実際にこの目で見ないとわかりません～ 
#8 流体力実験に関する実験 
【理解度確認問題】(AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 

第09回 粘性流体と層流・乱流 
キーワード：粘性の概念，層流，乱流，Reynolds数 
・粘性の概念と粘性流体について概説する． 
・層流・乱流の概念について解説する． 
・Reynolds数とその取扱い方について解説する． 
【シリーズ：実験水理学】～実際にこの目で見ないとわかりません～ 
#9 粘性流体 or 層流・乱流に関する実験 
【理解度確認問題】(AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 

第10回 管路流 
キーワード：管路，エネルギー損失 
・管路流の取り扱いについて解説する． 
・エネルギー損失の考え方と，その具体的な取り扱い方を解説する． 
【シリーズ：実験水理学】～実際にこの目で見ないとわかりません～ 
#10 管路 or エネルギー損失が確認できる実験 
【理解度確認問題】(AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 

第11回 エネルギー損失を考慮したBernoulliの定理 
キーワード：損失水頭，分岐・合流，負圧，サイフォン 
・エネルギー損失を考慮したBernoulliの定理の取り扱いについて解説する． 
・分岐・合流を含む複雑な管路流の取り扱い方法を解説する． 
・負圧の概念について解説する． 
・サイフォンの仕組みを解説し，その実用事例を紹介する． 
【シリーズ：実験水理学】～実際にこの目で見ないとわかりません～ 
#11 サイフォン 
【理解度確認問題】(AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 

第12回 開水路流の基礎 
キーワード：開水路，潤辺，径深，流速分布，粗度係数，Manningの平均流速公式 
・開水路流の取り扱いについて概説する． 
・開水路流を取り扱う際に必要となる，潤辺・径深等について解説する． 
・粗度の概念と粗度係数としての具体的な数値について解説する． 
・開水路流れの流速分布について解説する． 
・Manningの平均流速公式について解説する． 
【シリーズ：実験水理学】～実際にこの目で見ないとわかりません～ 
#12 開水路実験 
【理解度確認問題】(AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 

第13回 等流・不等流 
キーワード：等流・不等流，比エネルギー，限界水深，常流・射流，Froude数 
・等流・不等流の概念とその基本的な取り扱いを解説する． 
・常流・射流について概説する． 
・比エネルギーの概念と，式形の意味および常流・射流現象との関連性を解説する． 
・Froude数の意味とその取扱い方法を解説する． 
【シリーズ：実験水理学】～実際にこの目で見ないとわかりません～ 
#13 常・射流変遷実験 
【理解度確認問題】(AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 
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 第14回 複雑な水面形と跳水 
キーワード：水面形，共約水深，跳水 
・跳水現象の発生メカニズムを解説する． 
・共役水深について解説する． 
・常・射流混在場で跳水を伴う，複雑な水面形の取り扱いについて解説する． 
【シリーズ：実験水理学】～実際にこの目で見ないとわかりません～ 
#14 跳水実験 
【理解度確認問題】(AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 

第15回 期末試験および総括 
キーワード：期末試験，総括 
・講義の全内容を対象とした期末試験を実施する． 
・期末試験内容について解説し，講義内容全体について総括する． 
・今後の学習方針について説明する． 
【シリーズ：実験水理学】～実際にこの目で見たので良くわかりました～ 
#15 水理実験 
【理解度確認問題】 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

授業形態 テキスト，板書による内容説明と，毎回の講義内容に関する実験を行う． 
学生が自身の理解度を確認するための理解度確認問題を課し，自主学習の方針について説明する． 

達成目標 水理学の基礎を把握し，その知識を，実験による実現象として深く理解することができる． 
また，典型的な例題を通して，課題解決における実用的な知識の使用方法を習得することができる． 

評価方法・フィー 
ドバック 

期末試験の結果で評価する． 
原則として，再試験は実施しない． 

評価基準 90点以上：秀，89～80点：優，79～70点：良，69～60点：可，59点以下：不可 

教科書・参考書 【教科書】 
1) 改訂版図説わかる水理学, 井上和也編，東良慶他著，学芸出版社，ISBN978-4-7615-2653-5 

 

【参考書】下記のうち1)は「流体理論(3年前期，選択科目)」の教科書として使用致します．2)および3)が「土
木工学概論(1年前期，必修科目)で教科書として使用したものです) 
1) 明解水理学，日野幹雄著，丸善株式会社 
2)「土木職公務員試験 専門問題と解答 必修科目編」，米田昌弘 著，大学教育出版 
3)「土木職公務員試験 専門問題と解答 選択科目編」，米田昌弘 著，大学教育出版 

履修条件 無し． 

履修上の注意 ◆メッセージ 
「水理学」は，数式が多くわかり難いといわれることの多い学問分野です． 
ところが，「水」が実際の現象としてどのような振る舞いをするのかをひとたび目に焼き付けると，不思議

なほどにスラスラと内容ができるようになります． 
「実現象―概念―数式」この3者をバラバラではなく，一体としてまとめて頭に入れることが「水理学マス

ター」への近道です． 
この講義に最期までついてきて下されば，皆さんは必ず水理学マスターになれるだけでなく，恐らく「水理

学ファン」になると思います． 
昨今は，参考書やweb情報などで，どこでも学習できる時代となりましたが， 

「この講義でしか聞けない内容，この講義でしか見られない実験」
があります． 
毎回出席して，最期までがんばってついてきていただければ，必ず単位取得できます． 

がんばって下さい． 

準備学習と課題の 
内容 

毎回，次回の為の準備学習の方針を示す． 
継続的自主学習の参考として，講義内容の更に発展的・応用的な内容についても講義中に適宜紹介する． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:30％,思考･判断:30％,関心･意欲:30％,態度:5％,技能･表現:5％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

水理学演習 CV4-A17-50 

Exercises on Hydraulics 

科目コード： 21550 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 水理学において理解・習得した水の特性とその取扱い方に基づいた，実用的・典型的な水理学的課題の具体的
解法を解説する．解説に際しては，実際に課題となる現象の実験およびその解説を実施することで，イメージ
が難しい複雑な水の挙動を直感的に理解させ，解法に必要な種々の条件が，なぜそのように与えられる必要が
あるのかといった課題の本質的理解を深める．これにより履修生は，個別の課題毎に解法を暗記するのではな 
く，根本的な理解を深化させることで，より広範な応用力を身に着けることができるようになる． 

授業計画 1 水の物理的性質 
キーワード：次元と単位系，密度と比重，体積圧縮率 
・土木工学における水理学演習の学問上の位置付けと，土木工学科カリキュラムにおける本講義
の位置付けを解説する． 
・次元と単位系についての問題と解法を解説する． 
・水の物理的性質(密度，比重，体積圧縮率)についての問題と解法を解説する． 
【シリーズ：実際の公務員出題問題に挑戦】～できなかったら不合格～ 
【継続的自主学習の説明】(AL①，AL②，
AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

2 圧力と静水圧 
キーワード：圧力の概念，絶対圧とゲージ圧，Pascalの原理，圧力のつり合い 
・圧力の概念，絶対圧およびゲージ圧についての問題と解法を解説する． 
・Pascalの原理についての問題と解法を解説する． 
・静水圧とその分布および圧力のつり合いについての問題と解法を解説する． 
【シリーズ：実際の公務員出題問題に挑戦】～できなかったら不合格～ 
【継続的自主学習の説明】(AL①，AL②，
AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

3 静水力学 
キーワード：静水圧とその分布，全水圧，水中の平面に作用する静水圧 
・静水圧とその分布について解説する． 
・全水圧についての問題と解法を解説する． 
・水中の平面に作用する静水圧についての問題と解法を解説する． 
【シリーズ：実際の公務員出題問題に挑戦】～できなかったら不合格～ 
【継続的自主学習の説明】(AL①，AL②，
AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

4 浮力と曲面に作用する静水圧 
キーワード：浮力，Archimedesの原理，曲面に作用する静水圧， 
・浮力およびArchimedesの原理についての問題と解法を解説する． 
・曲面に作用する静水圧についての問題と解法を解説する． 
【シリーズ：実際の公務員出題問題に挑戦】～できなかったら不合格～ 
【継続的自主学習の説明】(AL①，AL②，
AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

5 浮体の安定性と相対静止 
キーワード：浮体の安定性，相対静止 
・浮体の安定性についての問題と解法を解説する． 
・相対静止についての問題と解法を解説する． 

【シリーズ：実際の公務員出題問題に挑戦】～できなかったら不合格～ 
【継続的自主学習の説明】(AL①，AL②，
AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

6 水頭とBernoulliの定理 

キーワード：水頭の概念， Bernoulliの定理，Torricelliの定理，Pitot管 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

2年後期 2 2 必修 

担当教員 

松本 健作・土木工学科教員 

    

添付ファイル 
 

732



 ・Bernoulliの定理についての問題と解法を解説する． 
・Torricelliの定理およびPitot管の原理についての問題と解法を解説する． 
【シリーズ：実際の公務員出題問題に挑戦】～できなかったら不合格～ 
【継続的自主学習の説明】(AL①，AL②，
AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

7 運動量保存則 
キーワード：運動量の概念，運動量の定理，物体に作用する流体力 
・運動量の定理についての問題と解法を解説する． 
・物体に作用する流体力についての問題と解法を解説する． 
【シリーズ：実際の公務員出題問題に挑戦】～できなかったら不合格～ 
【継続的自主学習の説明】(AL①，AL②，
AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

8 粘性流体と層流・乱流 
キーワード：粘性の概念，層流，乱流，Reynolds数 
・粘性，粘性流体についての問題と解法を解説する． 
・層流・乱流の概念についての問題と解法を解説する． 
・Reynolds数についての問題と解法を解説する． 
【シリーズ：実際の公務員出題問題に挑戦】～できなかったら不合格～ 
【継続的自主学習の説明】(AL①，AL②，
AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

9 管路流 
キーワード：管路，エネルギー損失 
・管路流の取り扱いについての問題と解法を解説する． 
・エネルギー損失についての問題と解法を解説する． 
【シリーズ：実際の公務員出題問題に挑戦】～できなかったら不合格～ 
【継続的自主学習の説明】(AL①，AL②，
AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

10 エネルギー損失を考慮したBernoulliの定理 
キーワード：損失水頭，分岐・合流，負圧，サイフォン 
・エネルギー損失を考慮したBernoulliの定理についての問題と解法を解説する． 
・分岐・合流を含む複雑な管路流についての問題と解法を解説する． 
・負圧およびサイフォンについての問題と解法を解説する． 
【シリーズ：実際の公務員出題問題に挑戦】～できなかったら不合格～ 
【継続的自主学習の説明】(AL①，AL②，
AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

11 開水路流の基礎 
キーワード：開水路，潤辺，径深，流速分布，粗度係数，Manningの平均流速公式 
・開水路流についての問題と解法を解説する． 
・Manningの平均流速公式についての問題と解法を解説する． 
【シリーズ：実際の公務員出題問題に挑戦】～できなかったら不合格～ 
【継続的自主学習の説明】(AL①，AL②，
AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

12 等流・不等流 
キーワード：等流・不等流，比エネルギー，限界水深，常流・射流，Froude数 
・等流・不等流についての問題と解法を解説する． 
・常流・射流についての問題と解法を解説する． 
・比エネルギーおよびFroude数についての問題と解法を解説する． 
【シリーズ：実際の公務員出題問題に挑戦】～できなかったら不合格～ 
【継続的自主学習の説明】(AL①，AL②，
AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

13 複雑な水面形と跳水 
キーワード：水面形，共約水深，跳水 
・跳水についての問題と解法を解説する 
・常・射流混在場で跳水を伴う，複雑な水面形についての問題と解法を解説する． 
【シリーズ：実際の公務員出題問題に挑戦】～できなかったら不合格～ 
【継続的自主学習の説明】(AL①，AL②，
AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

14 水理学的有利断面，次元解析，相似則 
キーワード：水理学的有利(経済)断面，次元解析，相似則 
・水理学的有利(経済)断面についての問題と解法を解説する． 
・次元解析についての問題と解法を解説する． 
・相似則についての問題と解法を解説する． 
【シリーズ：実際の公務員出題問題に挑戦】～できなかったら不合格～ 
【継続的自主学習の説明】(AL①，AL②，
AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

15 期末試験および総括 
キーワード：期末試験，総括 
・講義の全内容を対象とした期末試験を実施する． 
・期末試験内容について解説し，講義内容全体について総括する． 
・今後の学習方針について説明する． 
【シリーズ：実際の公務員出題問題に挑戦】～できたあなたは公務員になれます～ 
【継続的自主学習の説明】～より合格を確実なものにするために～ 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

授業形態 テキスト，板書による内容説明と，毎回の講義内容に関して実際の公務員試験問題を想定した問題を対象とし
た解説を行う． 
学生が自身の理解度を確認するための理解度確認問題を課し，自主学習の方針について説明する． 

達成目標 水理学において学習した基礎的内容を，具体的な演習問題を解くことでより深く理解することができる．取り
扱う問題は，実際の地方上級公務員試験問題を想定したものであるため，履修生は地方上級公務員合格レベル
の理解力・解答力を身につけることができる． 
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評価方法・フィー 
ドバック 

期末試験の結果で評価する． 
原則として，再試験は実施しない． 

評価基準 90点以上：秀，89～80点：優，79～70点：良，69～60点：可，59点以下：不可 

教科書・参考書 【教科書】 
下記の1)および2)のいずれも「土木工学概論(1年前期，必修科目)で教科書として使用したものです) 
1)「土木職公務員試験 専門問題と解答 必修科目編」，米田昌弘 著，大学教育出版 
2)「土木職公務員試験 専門問題と解答 選択科目編」，米田昌弘 著，大学教育出版 

参考書 
1) 改訂版図説わかる水理学, 井上和也編，東良慶他著，学芸出版社，ISBN978-4-7615-2653-5 
↑「水理学(2年前期，必修科目)」の教科書です． 
2) 明解水理学，日野幹雄著，丸善株式会社 
↑「流体理論(3年前期，選択科目)」の教科書として使用致します． 

履修条件 水理学を履修していること． 

履修上の注意 ◆メッセージ 
「水理学」において学習した内容が，実務を念頭においた例題では，どのように出題されるのか，実際の典

型的な例題を多く解答することで，より，その理解を深めることができます． 
演習は，とにかく多種・多量の問題を解くことが重要です． 
講義では良く理解できなかったことが，具体的な問題を解く過程ですんなりと理解できるようになることが多
くあります． 
本演習講義では，実際の地方上級公務員(静岡県庁や県内の各市役所など)の試験問題を想定した問題を多く取
り扱います．ですので，本演習講義に最期までがんばってついてこれ，単位取得することができれば，水理学
については地方上級公務員に合格できるレベルに達することができることを意味します． 
また，本演習講義の特徴は，単にその問題を解くことができるだけでなく，その問題の前提となっている，重
要な水理学的内容についても詳しく解説する点にもあります．これらは，その問題を解くのに際して必須では
ないように表面上は見えながら，今後，難解な問題に初めて遭遇した場合にも，柔軟に対応できる応用力とな
るものです．その意味で，単に問題集を解くのとは異なる， 
「この講義でしか聞けない内容，この講義でしか見られない実験」
があります． 
毎回出席して，最期までがんばってついてきていただければ，必ず単位取得できます． 

がんばって下さい． 

準備学習と課題の 
内容 

毎回，次回の為の準備学習の方針を示す． 
継続的自主学習の参考として，講義内容の更に発展的・応用的な内容についても講義中に適宜紹介する． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:30％,思考･判断:30％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能･表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  

734



講義科目名称： 

英文科目名称： 

構造力学 CV2-B18-30 

Structural Mechanics 

科目コード： 21560 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 土木構造物には、機械など他分野と比較すると、はるかに長期間に使用され、また、人知が及ばず予測困難か
つ大きな外力が作用する。そのような外力に対し、確実に耐えることのできる構造物を作るための基本的な能
力を習得することを目的とする。土木構造物にとり基本となる、骨組により構成された連続体について、支点
反力、断面力、変形などの力学量と連続体の挙動の関係を、力の釣合、フックの法則の概念に基づいて理解 
し、最終的にはラーメン構造物の計算まで習得する。また、断面の形状と断面係数、剛性との関係についても
理解し、連続体に発生する応力を算出できるようにする。この科目は、土木構造分野の実務経験のある教員が 
担当する科目である。 

授業計画 第01回      力のつり合いとモーメント 
・構造力学は、固体材料を使って構造物を形成するための基礎知識を形成するものであり、その
知識はコンクリート工学や土質力学にとっても基礎的部分となる。そのため、土木工学科におけ
る最重要科目の一つと言える。 
・力のつり合いについて学習し、静的と動的の違いについて理解する。 
・モーメントの概念を理解する。
AL① 

第02回 静定はり（その１） 
・静定と不静定の違いを理解する。 
・単純ばりの支点反力と断面力について学習する。
AL① 

第03回 静定はり（その2） 
・断面力を理解する。 
・片持ちばりの支点反力と断面力について学習する。
AL① 

第04回 静定はり（その3） 
・分布荷重と集中荷重について理解する。 
・ゲルバーばりの支点反力と断面力について学習する。
AL① 

第05回 静定はり（その4） 
・影響線について理解する。
AL① 

第06回 応力とひずみ 
・直応力、せん断応力、組み合わせ応力について理解する。
AL① 

第07回 断面の諸量 
・図心と断面２次モーメント、剛性について理解する。
AL① 

第08回 はりの応力とたわみ（その１） 
・曲げによる変形および発生する直応力について理解する。 
・はりのせん断応力について理解する。 
・曲げモーメントとたわみの関係について理解する。
AL① 

第09回 はりの応力とたわみ（その2） 
・たわみと曲げモーメントの関係の微分方程式について理解する。 
・荷重、断面力、たわみの微分関係について理解する。
AL① 

第10回 トラス 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

2年前期 1 2 必修 

担当教員 

土木工学科教員 

    

添付ファイル 
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 ・接点法、断面法を用いたトラスの断面力計算法について理解する。
AL① 

第11回 静定ラーメン 
・ラーメン構造の特徴について理解し、支点反力、断面力の計算法について理解する。
AL① 

第12回 エネルギー原理（その1） 
・相反定理、カスティリアーノの定理について理解する。
AL① 

第13回 エネルギー原理（その2） 
・仮想仕事の原理について理解する。
AL① 

第14回 不静定構造（その1） 
・不静定構造の解法について理解する。
AL① 

第15回 不静定構造（その2） 
・仮想仕事の原理を用いた、不静定ばり、不静定トラスの解法について理解する。
AL① 

第16回 期末試験 
授業中に解いた問題をベースに出題し、授業の理解度を確認する。問題は、はりの支点荷重、断 
面力と発生応力、はりの影響線、トラス問題と授業範囲全般で出題を行う予定。 

授業形態 ・教科書を用いた説明 
・理解を促進するための、グループに分かれての竹ひごなどを用いた簡単な実験 
・グループ演習 

達成目標 1) はり、トラス、ラーメンについて、反力、断面力、影響線の計算ができるようになる。 
2) 断面力から発生応力を計算できるようになる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

・期末試験 100点 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 構造力学、野村卓史、コロナ社 

履修条件 なし 

履修上の注意 ・電卓を持参すること． 

準備学習と課題の 
内容 

なし 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:70％,思考･判断:5％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能･表現:5％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

構造力学演習 CV4-B19-50 

Exercises on Structual Mechanics 

科目コード： 21570 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 土木構造物には、機械など他分野と比較すると、はるかに長期間に使用され、また、人知が及ばず予測困難か
つ大きな外力が作用する。そのような外力に対し、確実に耐えることのできる構造物を作るための基本的な能
力を習得することを目的とする。構造力学演習では、構造力学で学んだ、力の性質、安定についての基本的な
概念、構造物の反力・部材断面力および発生応力の算定方法を、多くの演習問題を解く事によって、さらに理
解度・応用力を深める。また、グループワークを活用することで、習熟度も高める。 
この科目は、土木構造分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 第01回      力のつり合いとモーメント 
・構造力学は、固体材料を使って構造物を形成するための基礎知識を形成するものであり、その
知識はコンクリート工学や土質力学にとっても基礎的部分となる。そのため、土木工学科におけ
る最重要科目の一つと言える。 
・力のつり合いについて学習する。 
・モーメントの概念を理解する。
AL① 

第02回 静定はり（その１） 
・静定と不静定の違いを理解する。 
・単純ばりの支点反力と断面力について計算できるようになる。
AL① 

第03回 静定はり（その2） 
・断面力を理解する。 
・片持ちばりの支点反力と断面力について計算できるようになる。
AL① 

第04回 静定はり（その3） 
・分布荷重と集中荷重について理解する。 
・ゲルバーばりの支点反力と断面力について計算できるようになる。
AL① 

第05回 静定はり（その4） 
・影響線について理解し、作成できるようになる。
AL① 

第06回 断面の諸量（その１） 
・図心と断面２次モーメントを計算できるようになる。
AL① 

第07回 断面の諸量（その２） 
・任意形状の断面について、発生応力を計算できるようになる。
AL① 

第08回 はりの応力とたわみ（その１） 
・曲げによる変形および発生する直応力について理解する。 
・はりのせん断応力について理解する。 
・曲げモーメントとたわみの関係について理解する。 

第09回 はりの応力とたわみ（その2） 
・たわみと曲げモーメントの関係の微分方程式について理解し、計算できるようになる。 
・荷重、断面力、たわみの微分関係について理解し、計算できるようになる。
AL① 

第10回 トラス 
・接点法、断面法を用いてトラスの断面力を計算できるようになる。 
AL① 

 第11回 静定ラーメン 
・ラーメン構造の特徴について理解し、支点反力、断面力を計算できるようになる。
AL① 

第12回 エネルギー原理（その1） 
・相反定理、カスティリアーノの定理について理解する。
AL① 

第13回 エネルギー原理（その2） 
・仮想仕事の原理について理解する。
AL① 

第14回 不静定構造（その1） 
・不静定構造の解法について理解する。
AL① 

第15回 不静定構造（その2） 
・仮想仕事の原理を用いた、不静定ばり、不静定トラスの解法について理解する。
AL① 

第16回 期末試験 
授業中に解いた問題をベースに出題し、授業の理解度を確認する。問題は、はりの支点荷重、断 
面力と発生応力、はりの影響線、トラス問題と授業範囲全般で出題を行う予定。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

2年後期 2 2 必修 

担当教員 

土木工学科教員 

    

添付ファイル 
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授業形態 ・構造力学の授業を簡潔にふりかえる説明 
・理解を促進するため、グループ演習を適宜活用 

達成目標 1) はり、トラス、ラーメンについて、反力、断面力、影響線の計算ができるようになる。 
2) 断面力から発生応力を計算できるようになる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

・期末試験 100点 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 構造力学演習、野村卓史、コロナ社 

履修条件 構造力学を履修のこと． 

履修上の注意 ・電卓を持参すること． 

準備学習と課題の 
内容 

なし 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:70％,思考･判断:5％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能･表現:5％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

土木計画学 CV2-B20-30 

Infrastructure Planning 

科目コード： 21580 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 社会資本として各種公共事業を実施する上で必要となる計画論について、その基礎的な理論や立案方法、また
計画論の実践に必要とされる行政計画（国土計画、都市計画、地区計画）について学ぶ。本講義では、計画学
の基礎理論について講義し、問題解決能力に不可欠な計画案を作成するプロセスとそれにかかわる契約や法制
度などを含めた基本的な概念を理解した上で、グループディスカッション等を通して計画案を模擬的に作成 
し、知識と実践力の向上を目的としている。 

授業計画 第01回 ガイダンス 
・土木工学における学問上の位置づけと，土木工学科カリキュラムにおける位置づけの説明 
・社会資本整備における計画の重要性について概説する。 
（AL1） 

第02回 土木計画の定義と基本要素 
・土木計画の定義と役割を学び、土木計画の基本について理解する。 
（AL1） 

第03回 土木計画の手順 
・問題の明確化及び計画の目的、目標の設定、現状把握と将来予測の方法を学び、土木計画の手
順を理解する。 
（AL1） 

第04回 計画課題の発見と整理 
・計画課題の発見とその解決に向けて、地域住民等ステークホルダーの意識構造の把握に基づく
計画課題の整理の仕方を学ぶ。 
（AL1） 

第05回 計画における代替案の作成 
・計画の代替案の作成手順や、その発想、戦略的計画等の立て方を学ぶ。 
（AL1） 

第06回 計画の評価 
・土木計画の評価について理解し、費用対効果や環境影響評価などの評価方法について学ぶ。 
（AL1） 

第07回 市民参画と社会実験 
・社会資本整備事業における市民参画の方法について学ぶとともに、合意形成やワークショップ
などの方法を理解する。 
（AL1） 

第08回 国土計画 
・国土づくりの基本的な指針である国土計画について、国土の将来像や課題等を学び、国土交通
省や県庁の行政の仕組み等について理解する。 
（AL1） 

第09回 都市計画 
・都市の基本計画やコンパクトシティなどの政策的計画を、都市交通や土地利用などの理論から
学ぶ。 
（AL1） 

第10回 地区計画 
・法定地区計画及び自治体まちづくり条例に基づく地区計画などの、地区レベルの計画に必要な
基礎的な概念や手法を学ぶ。 
（AL1） 

第11回 都市交通計画 
・都市や地域において生じている交通課題を理解した上で、都市の公共交通計画や道路交通計画 

 の基本的な手法を学ぶ。 
（AL1） 

第12回 地区交通計画 
・地区内の安全・安心・快適な移動を実現する人を中心とした地区交通計画の手法や具体的な適
用事例を学ぶ。 
（AL1） 

第13回 交通まちづくり 
・交通まちづくりの基本的な考え方や手法を学ぶとともに、地域における交通まちづくりの実践
例を理解する。 
（AL1） 

第14回 土木計画学の実践 
・社会資本整備事業の事例を基に、模擬的に土木計画の立案をグループワークで検討する。 
（AL5） 

第15回 土木計画学の実践のとりまとめ 
・模擬的に立案した各グループの計画案について討議し、講師よりフィードバックする。 
（AL6） 

第16回 期末試験 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

2年後期 1 2 必修 

担当教員 

松本 美紀 

    

添付ファイル 
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授業形態 ・板書および解説による講義（対話方式） 
・グループディスカッションと統合討議 

達成目標 ・土木計画学の基礎的な理論を理解し、地域の課題解決能力に不可欠な、土木計画案を作成する方法を習得す 
る。 

評価方法・フィー 
ドバック 

・期末試験（60%）、グループでの活動状況(20%)、提出物等（20%）とする。これらを統合し、100点満点で評 
価する。 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 教科書： 土木計画学、樗木武、森北出版株式会社
参考書： 国土計画の変遷、川上征雄、鹿島出版会 

国土と日本人-災害大国の生き方、大石久和、中公新書 

履修条件 無し 

履修上の注意 無し 

準備学習と課題の 
内容 

地域のまちづくりでは様々な土木計画が立案され、実行されている。年度更新される自治体の計画案等の情報 
をホームページ等で確認するよう心掛ける。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:50％,思考･判断:20％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能･表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

土木計画学演習 CV4-B21-50 

Excersise on Infrastructure Planning 

科目コード： 21590 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 土木計画学で養った理論的な知識をもとに、地域資源や地域特性を生かしたまちづくりを行う上で必要とな 
る、土木計画における数理的手法や社会調査法の基礎的な演習を行う。数理的手法では､土木計画分野で用いら
れる予測・最適化やシミュレーション分析等に関する手法について､実データに基づくコンピュータ上での演習
を通じて実践的に体得する。社会調査法では、アンケート調査法、母集団の標本抽出、データの集計、多変量
解析等の分析等を、既存の統計調査データもしくは簡易的なアンケートを実施し、調査の実施方法の組み立て 
から分析、結果の解釈に至る演習を行う。 

授業計画 第01回 ガイダンス 
・土木工学における学問上の位置づけと，土木工学科カリキュラムにおける位置づけの説明 
・土木計画における計画数理の考え方について説明する。 
（AL1） 

第02回 費用便益分析 
・事業評価に用いる費用便益分析の考え方について理解し、費用対効果の算出方法を学ぶ。 
（AL1） 

第03回 ネットワーク計画法 
・プロジェクトの最短工期や工程表を整理し、計画を最適化する数理的手法として、ネットワー
ク計画法を学ぶ。 
（AL1） 

第04回 線形計画 
・線形計画法について、図解法、シンプレックス法で解く方法を学ぶ。 
（AL1） 

第05回 データの取得・整理・分析方法 
・統計情報の集め方、データ取得とその整理方法及び分析方法について理解する。 
（AL1） 

第06回 標本調査 
・調査票の設計、調査方法、調査データの整理方法について理解する。 
（AL1） 

第07回 統計基礎（講義） 
・問題や課題の把握、計画案の検討、予測・評価のプロセスなどについて学ぶ。 
（AL1） 

第08回 統計基礎（演習） 
・推定や検定の基礎的な方法を、模擬データを用いて演習する。 
（AL2） 

第09回 データ分析（講義） 
・相関、回帰分析、重回帰分析について理解する。 
（AL1） 

第10回 データ分析（演習） 
・相関、回帰分析、重回帰分析について、模擬データを用いて演習する。 
（AL2） 

第11回 多変量解析（講義） 
・数量化理論、判別分析、クラスター分析、因子分析について理解する。 
（AL1） 

第12回 多変量解析（演習） 
・数量化理論、クラスター分析、因子分析について、模擬データを用いて演習する。 
（AL2） 

 第13回 模擬調査の実施 
・グループワークで調査票の案を作成し、受講者からデータを収集する。 
（AL5） 

第14回 模擬調査データ分析 
・グループで調査したデータを整理し、分析する。 
（AL5） 

第15回 調査結果の発表（期末試験） 
・グループによる調査結果を発表し、グループ間で調査方法や分析等について相互評価を行う。 
（AL6） 

授業形態 ・講義と演習を組み合わせて実施する。演習時間の無い講義（前半）については、小テストを実施する。 
・演習ではパソコンを用い、統計解析用のフリーソフトを利用することがある。 
・グループワークによる作業及びグループによる調査報告（発表）を実施する。 

達成目標 ・土木計画の最適化及び評価の方法を理解し、説明できる 
・土木計画に必要な標本調査やその分析方法を理解し、実践できる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

演習授業での取り組み(20%)、グループ活動状況（20％）、グループ相互評価（40%）、小テスト（20%）とす 
る。これらを統合し、100点満点で評価する。 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

3年前期 3 2 必修 

担当教員 

鈴木 一史 

    

添付ファイル 
 

741

土木工学科教員



教科書・参考書 毎回講義資料を配布する。 
教科書： 図説 わかる土木計画、新田保次ほか、学芸出版社 

履修条件 「土木計画学」を履修していることが望ましい 

履修上の注意 ・パソコンを利用する。 
・関数電卓を用いることがある。 

準備学習と課題の
内容 

・土木工学数理演習など、数学的知識の復習を心掛けること。 
・社会の状況を数値的に整理するため、一般の社会調査結果などの情報を収集し、その結果を読み取れるよう 
解読を心掛けること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:50％,思考･判断:20％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能･表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

インフラネットワーク CV5-C22-70 

Infrastructure and Network 

科目コード： 21600 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 土木構造物は、単体での活用よりも、複数や別の構造物との併用での活用により飛躍的に大きな便益を得るこ
とが出来る。また、同様に構造物の情報化により、新たな種類の便益を産むことが出来、さらに、近年は社会
的にも自動運転車両への対応・支援など、新しい機能を備えることが求められるようになってきている。本講
義では、構造分野、計画分野の知見を併用しながら、情報通信技術。人工知能などの活用も範囲に含めた上 
で、インフラ連携による、社会的な課題の解決にプロジェクト的に取り組む授業とする。 
この科目は、土木構造分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 第01回 ガイダンス 
講義の位置づけ 
・土木工学における学問上の位置づけと、土木工学科カリキュラムにおける位置づけの説明 
・グループ分け、グループワークの進め方の解説
(AL①、AL②、AL④) 

第02回      従来の土木構造物の役割と重視された価値感 
戦後、高度経済成長期を経て日本は急激な近代化を成し遂げた。経済の発展に伴って、世界でも
トップクラスの土木構造物が整備され、これに伴って、日本経済は大きく成長した。ここでは、
従来の社会インフラ構造物が担ってきた役割と当時の社会世相を踏まえた価値観について説明す
る。 
(AL①、AL②、AL④) 

第03回 維持管理の重要性と構造物における変化 
社会インフラ構造物が巨大化/長大化する中で、外環境による様々な劣化が顕在化し、維持管理に
対する重要性が認識されるようになった。ここでは、社会インフラ構造物における維持管理の問
題と、造る時代から使う時代へと移り変わることによる構造物における変化について説明する。
(AL①、AL②、AL④) 

第04回      土木構造分野でのSDGsへの取り組み 
あらゆる産業でSDGsの達成に向けた取り組みが進められる中、多量の材料を使用する土木構造分
野においても様々な取り組みがなされている。ここでは、環境問題を考えた土木分野での取り組
みについて、材料製造、施工の観点から説明する。また、エネルギー問題や低酸素型社会に向け
た土木分野の取り組みも解説する。 
(AL①、AL②、AL④) 

第05回 実態調査／ケーススタディその1（グループワーク） 
指定された1つの課題に対し、2つのグループが相反する意見について調べてまとめる。
(AL①、AL②、AL④) 

第06回 実態調査／ケーススタディその2（グループワーク） 
指定された1つの課題に対し、2つのグループが相反する意見について調べてまとめる。
(AL①、AL②、AL④) 

第07回 実態調査／ケーススタディその3（ディベート） 
指定された1つの課題に対し、2つのグループが相反する意見についてディベート形式でディス
カッションする。 
(AL①、AL②、AL④) 

第08回 施工におけるIoT技術 
土木構造物を構築する上で用いられているIoT技術について説明する。のり面の自動施工、測量用
ドローン技術、CIMなど 
(AL①、AL②、AL④) 

第09回 維持管理におけるIoT技術 
自動計測、エナジーハーベスティング、ビックデータ、AIなどをキーワードとして、維持管理に
おける先端IoT技術について概説する。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

3年後期 3 2 選択 

担当教員 

西田 孝弘・土木工学科教員 

    

添付ファイル 
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 (AL①、AL②、AL④) 
第10回 ．最近のAI／機械学習技術について 

近年、土木分野でも研究が進められてきている機械学習の技術について、その基礎的な理論、お
よび取り組みの内容について説明を行う。手法的には、数値モデルの構成に有効なニューラル 
ネットワーク、および画像認識に多用されるディープラーニングを取り上げる。         
(AL①、AL②、AL④) 

第11回 画像認識体験（グループワーク）-1 
ディープラーニングによる画像認識を体験するため、データのアノテーションから、読み込み、
その後のモデルの構築、およびそのモデルを用いた予測というプロセスを実際に行う。   
(AL②、AL④) 

第12回 画像認識体験（グループワーク）-2 
ディープラーニングによる画像認識を体験するため、データのアノテーションから、読み込み、
その後のモデルの構築、およびそのモデルを用いた予測というプロセスを実際に行う。   
(AL②、AL④) 

第13回 新しいインフラ構造活用に関する提言（グループワーク）-1 
現在土木分野で進められている様々な取り組みや社会情勢を鑑み、グループ内で議論・調査する
ことにより、新しいインフラ構造の活用についての提案を行う。 
(AL②、AL④) 

第14回 新しいインフラ構造活用に関する提言（グループワーク）-2 
現在土木分野で進められている様々な取り組みや社会情勢を鑑み、グループ内で議論・調査する
ことにより、新しいインフラ構造の活用についての提案を行う。 
(AL②、AL④) 

第15回 新しいインフラ構造活用に関する提言（プレゼンテーション） 
上記で進めた議論・調査を取り纏め、グループごとにその成果をプレゼンテーション方式で発表
する。 
(AL②、AL④) 

授業形態 講義とグループワーク、およびフィールドでの観測活動がある。 

達成目標 1）土木構造物が置かれている状況や役割を理解する。 
2）土木分野の課題を理解しそれに対する解決策を思考する。 
3）土木分野に関する最新の技術を就学するとともに、実際に扱うことで理解を深める。 
4）土木分野の課題と求められている技術を理解し、土木エンジニアの一因として新たなインフラ構造の活用に 
向けた提案ができるようになる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

グループワークにおける役割や態度、プレゼンテーション等を通じて総合的に評価する。 
発表：30点，レポート：70点 

評価基準 秀(90点以上)、優(89～80点)、良(79～70点)、可(69～60点)、不可(59点以下) 

教科書・参考書 無し 

履修条件 無し 

履修上の注意 ・原則として全回出席すること。やむを得ず欠席する場合には、必ず担当回の教員に申し出ること。 
・出席のみならず、自らが問題発見をする能力を養う授業であるため、グループワークやフィールドワークな 
ど、積極的に参加すること。 

準備学習と課題の 
内容 

・授業で取り扱った内容について、身の回りにある構造物を観察することを心掛ける。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:10％,思考･判断:10％,関心･意欲:30％,態度:10％,技能･表現:40％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

維持管理工学 CV5-B23-70 

Maintenance Engineering 

科目コード： 21610 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 近年、社会問題となっている土木構造物の老朽化、およびその維持管理方法について理解することを目的とす
る。対象としては、土木構造で、風雨などの外環境、荷重、あるいは突発的な災害などにより大きな負荷が作
用するコンクリートおよび鋼を用いた構造物とする。内容としては、維持管理についての考え方、調査・評価
方法、対策方法について学習する。そのとき、生じる損傷の理論的理解のため、腐食や疲労などについての金
属工学分野の関連知識も学習範囲に含める。また、長期管理について重要な要素である、コストに関する基本
的な考え方についても解説を行う。さらに、これからの社会基盤整備や管理で関わりを常に念頭に置かなけれ
ばならない環境問題や、SDGs等の新しい価値観についても紹介を行う。最終的には上記の内容を机上で学習す
るとともに、実際の構造物を視察、観察し、劣化の原因や適切な対策方法について、本科目で得た知識、方法 
論に基づき取りまとめる。 

授業計画 第01回 ガイダンス 
講義の位置づけ：土木工学における学問上の位置づけと、土木工学科カリキュラムにおける位置
づけの説明 
維持管理工学とは、近年、その損傷や劣化が社会問題となってきている土木構造物の維持管理に
ついて、従来の土木材料工学、構造力学やコンクリート工学の分野の範囲を超えた知見、また 
は、それぞれの分野の知見を複合的に使わなければ解決のできない課題についての取り組みを講
義するものであり、比較的新しい学問分野であると言える。そのため、土木工学にとって最重要
の材料であるコンクリート材料と鋼材、両分野の専門家が連携しながら、社会に出てからの課題
に即応できるような知識の枠組みを醸成することを目標としている。 
ガイダンスにおいては、社会において実際に生じている構造物の損傷事例を紹介しながら、取

り扱う課題について説明を行っていく。さらに、最終的に行うグループワークに向けての意識付
けを行う。 
（AL①、AL②、AL④、AL⑤） 

第02回 コンクリート材料の劣化 
コンクリート材料について、その主な劣化要因について概説を行う。
(AL①) 

第03回       鋼材料の劣化 
土木構造物の主要な材料の一つである鋼材について、その主な劣化要因である、疲労と腐食につ
いて説明を行う。疲労については、鋼材の破壊の基本的な種類とその定義について説明を行った
上で、維持管理で課題になる高サイクル疲労と、耐震で課題となる低サイクル疲労に分けて説明
を行う。また、その際は、各種破壊の実サンプルを使っての解説となる。 
一方、腐食については、電気化学的な基本の説明を行った上で、実際の現場で問題となるマク

ロセル腐食、異種金属間腐食、電食などについても説明を行う。 
(AL①) 

第04回      実態調査（グループワーク） 
準備された文献およびインターネット検索、あるいは実際の構造物の観察を通じて、班ごとに土
木構造物の維持管理問題の例を調査、検討を行う、事例ごとの要点をまとめ、それぞれの事例で
実際に課題となった項目およびその解決方法について抽出して発表し、討議を行って理解を深め
る。 
（AL①、AL②、AL④、AL⑤） 

第05回       維持管理の基本 
土木構造物の維持管理の基本的な流れとしての、「点検」「調査」「評価」「措置」の各段階の
位置づけと目的について説明を行う。また、構造物の安全面と費用面の両方を考慮したライフサ
イクルマネージメントの概念についても説明を行う。このとき、理解を促進するために、実際の
損傷に上記の流れで対処した事例について紹介を行い、各段階でどのような検討がなされたかを
概説する。 
(AL①) 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

3年前期 3 2 選択 

担当教員 

西田 孝弘 

    

添付ファイル 
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 第06回 コンクリート構造物の調査技術 
コンクリート構造物の調査技術について説明を行う。強度や耐久性についての調査項目につい 
て、手法の原理、調査の目的、結果の解釈方法など、可能なものについては実演を見せながら説
明を行う。 
(AL①、AL②) 

第07回      コンクリート構造物の原因推定 
コンクリート構造物は、使用材料や外環境などにより、劣化が進行する。それぞれの劣化に関し
て原因推定の方法と措置の方法について説明する。また、事例を通じて、実際に原因推定の理解
を深める。 
(AL①、AL②) 

第08回 コンクリート構造物の補修技術 
コンクリート構造物の補修技術について説明を行う。コンクリート構造物の基本的補修手法につ
いて概説するとともに、それらの特徴や課題を整理して説明する。また、補修材料の特徴やLCCの
考え方についても説明する。 
(AL①) 

第09回 鋼構造物損傷の調査技術 
鋼土木構造物の調査技術について説明を行う。疲労き裂の基本的調査手法である、浸透探傷、磁
粉探傷、超音波探傷、放射線透過試験、渦電流探傷について、可能なものについては実演を見せ
ながら説明を行う。また、腐食の調査技術についても紹介を行う。さらに、最近、開発が進めら
れてきている、レーザースキャナー等の新しい調査技術とその活用事例などについても解説す 
る。 
(AL①) 

第10回      鋼構造物損傷の補修技術 
鋼土木構造物の補修技術について説明を行う。鋼構造の基本的補修手法であるボルト当て板工法
について、疲労、腐食それぞれの事例を、その設計の考え方、および、施工時の留意点について
説明を行う。また、疲労補修の一番簡単な例であるストップホール工法についても、事例を通じ
て、その使い方を解説する。さらに、カーボンファイバー等の最新の補修技術についても紹介を
行う。 
(AL①) 

第11回 鋼構造物損傷の原因推定と措置 
鋼土木構造物の維持管理事例について説明を行う。損傷を受けた鋼構造物の実例について、その
点検／調査から措置に至るまでの流れについて説明を行う。点検、調査、評価、措置の各段階で
どのような検討と課題解決がなされたかの紹介を通じて、構造物維持管理への理解を深める。特
に、評価における原因推定については、その基本的な手法について重点をおいて説明を行う。
(AL①) 

第12回      環境問題やSDGsなどの新しい価値観 
土木構造物の維持管理についても、現代社会の新しい価値観である環境問題は大きな影響を与え
ている。それら価値観の説明、および、その影響について解説を行う。その中では、国際的なア
イコンとなっているSDGsについても、説明を行い、社会で実際に取り組みが行われている事例に
ついても紹介を行う。 
(AL①) 

第13回       フィールドワークによる実態調査 その1（グループワーク） 
損傷を受けた土木構造物について観測活動を行う。実際に損傷を受けた構造物の調査を行い、そ
の損傷状況について記録を採取する。その後、仮想的に与えられた、その構造物が使われる条件
に基づいて評価を行い、取るべき措置を提案する。 
（AL①、AL②、AL④、AL⑤） 

第14回       ．フィールドワークによる実態調査 その2（グループワーク） 
損傷を受けた土木構造物について観測活動を行う。実際に損傷を受けた構造物の調査を行い、そ
の損傷状況について記録を採取する。その後、仮想的に与えられた、その構造物が使われる条件
に基づいて評価を行い、取るべき措置を提案する。 
（AL①、AL②、AL④、AL⑤） 

第15回 調査報告 
フィールドワークによる調査結果、評価および措置の提案について、班ごとに発表を行い、教員
二人および外部審査員による評価および順位付けを行う。この順位は、成績評定の一部となる。 
（AL①、AL②、AL④、AL⑤） 

授業形態 講義と、机上のグループワーク、およびフィールドでの観測活動がある。 

達成目標 １）土木構造物維持管理の基礎を理解する。                        
２）コンクリート構造物および鋼構造物について、劣化の原因を理解する。
３）基本的な調査方法や原因推定、対策方法の提案ができるようになる。 
４）実際の業務において、材料や工法の良否、措置に対する発注業務ができるレベルの知識を習得する。 

評価方法・フィー
ドバック 

出席点とともに実態調査の発表時に教員による評価を行う。また、レポートやフィールドワーク時の取り組み
態度なども評価の対象となる。 
調査報告：30点，レポート：70点 

評価基準 秀(90点以上)、優(89～80点)、良(79～70点)、可(69～60点)、不可(59点以下) 

教科書・参考書 参考書 
日本コンクリート工学会編、コンクリートのひびわれ調査、補修、補強指針 

履修条件 「建設材料工学」、「コンクリート構造」、「構造力学」などの関連科目の履修が望ましい 

履修上の注意 ・出席のみならず、自らが問題発見をする能力を養う授業であるため、フィールドワークなど、積極的に参加 
すること。 

準備学習と課題の 
内容 

・授業で取り扱った構造物の劣化・維持管理について、身の回りにある構造物を観察することを心掛ける。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:20％,思考･判断:20％,関心･意欲:20％,態度:20％,技能･表現:20％ 
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DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

耐震工学 CV5-C24-70 

Earthquake Resistance Engineering 

科目コード： 21620 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 地震国である日本は、各種構造物において耐震性を確保することが必要不可欠である。本科目では、順を追っ
て、過去の震災記録から各種地震被害とその被害メカニズムについて学ぶことから始め、耐震設計全般の基本
的な考え方を理解する。そのために必要な知識として地震工学や振動学について講義を行とともに、具体的な
耐震設計事例を提示し理解を深める。最終的な到達目標として、耐震設計の基本を踏まえた地震防災の知識を 
修得する。 

授業計画 1 土木工学科で耐震工学を学ぶ意味と対象範囲 
・土木工学における学問上の位置付けと，土木工学科カリキュラムにおける本講義の位置付けに
ついて説明する． 
・授業計画と到達目標、授業運営方法と評価基準（試験、レポート、ルーブリック等）について
解説する。 
(AL①) 

2 国内外における地震災害の歴史 
・国内外の被害地震の概要 
・近代以前の地震と人類の関係 
・地震のたびに顕在化する新しい被害形態
(AL①) 

3 地震学・地球科学の基礎 
・グローバルテクトニクス 
・マントル対流とアイソスタシー 
・発震機構と断層 
・地震の震源分布（プレート内地震とプレート境界地震） 
・震源の求め方と種々のマグニチュード
(AL①) 

4 地震活動と地形の成立過程 
・プレートテクトニクスと造山運動 
・海山とホットスポット 
・火山活動と火山性堆積物 
・地盤の形成プロセスと土の輪廻 
・日本の特徴的地形と地震被害
(AL①) 

5 地盤内の波動伝播と振動増幅 
・実体波（P波、S波）と表面波（レイリー波、ラブ波） 
・地震基盤と工学的基盤 
・地震動増幅のメカニズム 
・地盤剛性と地震動の伝播速度 
・地震動の予測手法
(AL①) 

6 設計地震動と耐震設計法 
・耐震設計法の変遷 
・設計地震動と二段階設計の思想 
・震度法と修正震度法の違い 
・応答スペクトル 
・性能照査型耐震設計法と耐震性能区分
(AL①) 

7 地震応答解析の基礎 

・質点モデルと有限要素解析 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

3年後期 3 2 選択 

担当教員 

規矩 大義 

    

添付ファイル 
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 ・地震応答解析に必要なモデル 
・重複反射理論とデコンボリューション 
・等価線形解析と非線形解析 
・有効応力解析や残留変型解析
(AL①) 

8 土木と建築における耐震設計基準 
・道路橋示方書・同解説の位置づけ 
・建築基礎構造設計指針と告示 
・各種土木構造物の耐震基準の相違点 
・基準が抱える割り切り
(AL①) 

9 土木構造物の被害メカニズム 
・土木構造物の典型的な被害事例 
・土木構造物の被災メカニズム 
・対策法のアイデア（ディスカッション） 
(AL①) 

10 地盤の地震災害と防災 
・地震に起因した斜面災害、土砂災害 
・土構造物の被害 
・地すべり、土石流、崖崩れ 
・火砕流と土石流
(AL①) 

11 耐震調査と耐震診断 
・地震防災における地盤調査 
・ボーリングとサウンディング 
・構造物の劣化診断と耐震性評価
(AL①) 

12 地震被害想定 
・防災会議と東京都の地震被害想定 
・被災シナリオ（定量被害と定性シナリオ） 
・地震動の設定と想定シーン 
・ハザードの定義と被害想定項目 
・被害想定と個々の構造物の被害予測の違い 
・静岡県における地震被害（ディスカッション） 
(AL①) 

13 地震に対する想像力 
・何が起こるかを想像できるかが生き残る鍵 
・防災マニュアルの危うさ 
・災害対応マニュアルの重要性 
・災害と精神保健 
・行政（土木職）の役割と市民防災
(AL①) 

14 災害と事業継続 
・事業継続計画（BCP）のポイント 
・誰の為のBCPなのか 
・BCPではなくDCP 
・地震対策はコストではなくバリュー
(AL①) 

15 防災・減災・復興学 
・命を守り、希望を繋ぎ防災・減災・復興学 
・多くを経験した日本だからできること 
・市民に対する技術の翻訳者 
・幸せの最大公約数を見つける仕事 
(AL①) 

授業形態 この授業は、パワーポイントの画像、映像を交えながら、主に板書および解説による講義を行う。複数の授業 
回において、履修者と地震防災のアイデアや地震被害についてディスカッションを行う。 

達成目標 土木工学における耐震工学の位置付け，役割りと重要性および現状の課題を理解することができる． 
地震の発生メカニズムから、地震被害と耐震設計、被害予測と対策までの一連の知識を身につけ、土木技術者
として、市民の生命と財産を守るという極めて重要な使命を果たすためには、この授業で得た知識を基礎にし 
て、今後も更なる研鑽が必須であることが理解できる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

ミニテスト（数単元に一度のミニテストを実施する）とレポート課題により評価する． 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 教科書：特に定めない． 
参考書：特に定めないが、更なる知識を得たい学生向けに、授業内で推奨図書を紹介する。 

履修条件 無し． 

履修上の注意 特に無し． 

準備学習と課題の
内容 

・できる限り資料は印刷して配付します。 
・板書を綺麗に書き写すのではなく、口頭で解説したことも含めてメモをとり、自宅でノートに再整理するこ
とをお薦めします。 
・レポートについては、本学のiLEARNシステムで提出して下さい。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:30％, 思考･判断:20％, 関心･意欲:25％, 態度:15％, 技能･表現:10％ 

DP1 知識・理解  
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DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

地盤工学 CV5-A25-70 

Geotechnical Engineering 

科目コード： 21630 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本講義では，地盤の種類は沿岸部軟弱地盤から中山間地・山岳地帯まで幅が広いことを踏まえ，軟弱地盤や斜
面安定に関する地盤災害を取り扱い，一般的な斜面安定計算法や地滑りならびに土石流等の工学的課題の理解
を深め，実務への想像力を身に付ける．また，「材料としての土」にとらわれず，地盤内に設置する基礎構造
物，盛土等の設計・施工方法と地盤改良，地盤調査方法などを修得する． 
この科目は、土質分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 地盤工学の位置づけ（中澤 博志・足立 雅樹） 
・本講義では，土質力学を基に地盤を構成する土に関する専門応用科目として，防災技術，構造
物の計画，設計，施工および維持管理との関連を示す． 
・自立して考える技術者としての素養と諸問題の解決につながる応用的な知識を要する学問であ
ることを説明する． 
（AL①） 

2 斜面崩壊，地滑り，土石流（中澤 博志） 
・斜面崩壊，地滑り，土石流の発生条件とメカニズムについて，災害事例を見ながらこれらの特
徴と工学的問題について理解し，対策方法について解説する． 
（AL①） 

3 土留め・擁壁（１）（中澤 博志） 
・土留めの種類や土留め壁に作用する土圧．水圧について理解し，掘削時の地山の安定と設計施
工時の留意点について説明する． 
・擁壁の種類や排水工の設計・施工時の留意点について説明する． 
（AL①） 

4 土留め・擁壁（２）（中澤 博志） 
・土留めと擁壁に関する問題事例について紹介する．また，設計計算事例について，設計問題と
回答を示し解説する． 
（AL①，ＡL②，AL③，AL④） 

5 切土・盛土（中澤 博志） 
・切土，盛土を中心とした土工の施工法と注意点について説明し理解する．また，災害事例を基
に，教訓について学ぶ． 
（AL①） 

6 基礎の支持力（１）（中澤 博志） 
・直接基礎の種類，沈下と支持力，設計施工上の留意点と問題事例について説明する． 
・杭基礎の種類，負の摩擦力，設計施工上の留意点と問題事例について説明する． 
（AL①） 

7 基礎の支持力（２）（中澤 博志） 
・直接基礎と杭基礎の極限支持力について理解し，設計計算事例を取り上げ，設計問題と回答を
示し解説する． 
・レポート課題を行う． 
（AL①，ＡL②，AL③，AL④） 

8 地盤調査（１）（中澤 博志） 
・物理探査・検層，ボーリング，サンプリング手法の特徴と用途について説明し，理解する． 
（AL①） 

9 地盤調査（２）（中澤 博志） 
・標準貫入試験とN値，その他の地盤を評価する指標について理解し，地盤の強度定数との関係に
ついて解説する． 
（AL①） 

10 軟弱地盤と地盤改良（１）（足立 雅樹） 

 ・軟弱地盤とは何か、我が国の軟弱地盤の分布、軟弱地盤の問題点について解説する。 
（AL①） 

11 軟弱地盤と地盤改良（２）（足立 雅樹） 
・軟弱地盤対策の必要性、軟弱地盤対策の種類と歴史、軟弱地盤対策工法について解説する。 
（AL①） 

12 土の動的性質（足立 雅樹） 
・土の動的性質や土の動的特性・動的性質について解説する。 
（AL①） 

13 液状化対策工（１）（足立 雅樹） 
・液状化による被害事例、液状化対策の考え方、液状化対策工法について解説する。 
（AL①） 

14 液状化対策工（２）（足立 雅樹） 
・実際の液状化対策工法について施工事例を踏まえて解説する。 
（AL①） 

15 期末試験とその解説および講義の総括（中澤 博志・足立 雅樹） 
・期末試験を実施し，その解説を行う． 
・講義全体を通じ，総括を行う． 
（AL①） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

3年前期 3 2 選択 

担当教員 

中澤 博志・土木工学科教員 

    

添付ファイル 
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(中澤　博志・土木工学科教員)

(土木工学科教員)

(土木工学科教員)

(土木工学科教員)

(土木工学科教員)

(土木工学科教員)

(中澤　博志・土木工学科教員)



授業形態 ・板書を中心に，パワーポイント・動画併用した解説による講義を行う． 
・パワーポイントを用いる際は，資料を配布する． 

達成目標 ・地盤工学の役割と意義を理解し，自立して考える技術者としての素養を身につけ，諸問題の解決につながる
応用的な知識を身につけること． 
・地盤の種類によって生じる地盤災害の種類の違いを把握すること 
・土留め，擁壁や直接基礎，杭基礎を始めとする各種工事における設計施工上の留意点と生じ得る問題点の把
握と理解をすること． 
・設計に必要な地盤調査方法と得られる工学的指標を理解すること． 
・軟弱地盤を始めとする地盤の改良工法についての知識を深めること． 

評価方法・フィー 
ドバック 

・期末試験60点，レポート課題を40点とし，両者の合算で60点以上とする．なお，レポートは紙で提出する． 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 教科書 
プリントを配付
参考書 
地盤工学会編 土と基礎の設計計算演習 
地盤工学会編 ジオテクノート10 土の見方 

履修条件 土質力学および土木工学基礎実験1を履修していること． 

履修上の注意 ・特になし． 

準備学習と課題の 
内容 

・講義では，設計計算の提示や実際の事例を取り上げ解説する．講義で得た情報の理解をより深めるために 
も，自らも資料の検索を行う等，積極的な取り組みと講義への関心をもって修学してほしい． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:20％,思考･判断:20％,関心･意欲:40％,態度:10％,技能･表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

土木地質学 CV5-A26-70 

Geology for Civil Engineering 

科目コード： 21640 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 我が国は、沿岸部を中心に都市の発展をしてきた歴史があるが、近年、高台移転等の都市開発も増加の一途を
たどっている。一方、気候変動に伴い、地震のリスク以外に豪雨による斜面災害も多発化・多様化しているの
が現状である。しかし、これらの災害の発生は、誘因だけでなく素因である地形・地質的要因に負うところが
大きいため、土地利用や建設行為は土地条件に沿って行なう必要がある。本講義では、地形・地質の特徴・特
性について学び、そこで起こり得る災害や土木建設事業における対策について土木技術者として必要な能力を 
養うことを目標とする。この科目は、地盤工学分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 土木地質学の講義ガイダンス 
・土木工学における土木地質学の役割を述べ、講義の進め方について説明する。 
（AL①） 

2 日本の地質の概要 
・日本の地質の歴史・構成、岩石の種類、地質構造等の概要を説明する。 
（AL①） 

3 地質学の基礎知識 
・地質学を学ぶための基礎となる岩石、地盤の変形、地質時代等の知識を説明する。 
（AL①） 

4 地形と地質 
・地形と地質の関係、沖積低地、洪積低地、丘陵等について概説する。 
（AL①） 

5 低地の地盤・地質 
・低地の地盤と地質について建設上の問題点も含めて説明する。、 
（AL①） 

6 丘陵地・台地の地盤・地質 
・丘陵地・台地の地盤・地質について建設上の問題点も含めて説明する。 
（AL①） 

7 山地の地盤・地質 
・山地の地盤・地質、風化、地質構造（断層，割れ目，褶曲）等について説明する。 
（AL①） 

8 火山の地盤・地質 
・日本列島は火山が多い。火山が生成された地盤・地質について説明する。 
（AL①） 

9 温泉と地質 
・日本列島は火山が多いことから温泉が多い。温泉と地質について説明する。 
（AL①） 

10 軟弱地盤と地盤の液状化 
・日本周辺は多くのプレートがまじりあっていることから地震が多く発生する。地震発生により
軟弱地盤では液状化が発生する。この液状化について、地盤・地質的な見地から説明する。 
（AL①） 

11 地質調査法 
・地表踏査，ボーリング，現位置試験、物理探査等の手法説明と適用性及び評価方法について説
明する。 
（AL①） 

12 日本周辺の海底の地形・地質 
・日本周辺の海底の地形・地質について説明する。 
（AL①） 

 13 海底資源 
・近年、海底鉱物資源開発、洋上風力発電等、海洋の開発が進められている。これらの海底資源
と地質について説明する。 
（AL①） 

14 海底地質調査法 
・海洋資源開発に用いられている調査法について説明する。 
（AL①） 

15 期末試験と解説および講義の総括 
・試験を実施しその解説を行う。また、講義全体を通じての総括を行う。 
（AL①） 

授業形態 ・板書を中心に，パワーポイント・動画併用した解説による講義を行う． 
・パワーポイントを用いる際は，資料を配布する． 

達成目標 ・日本の地質の成り立ち・構造、および土木工学における地質的な考え方の必要性について理解すること。 

評価方法・フィー 
ドバック 

・期末試験 60点以上 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

3年後期 3 2 選択 

担当教員 

土木工学科教員 

    

添付ファイル 
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教科書・参考書 教科書
無し 
参考書 
土木地質学入門，羽田忍 著，築地書館 
わかりやすい土木地質学/大島洋志 監修,,土木工学社,2000 
わかりやすい地盤地質学/池田俊雄著,,鹿島出版会,1986 
事例で学ぶ地質の話 : 地盤工学技術者のための地質入門/地盤工学会事例で学ぶ地質の話-地盤工学技術者のた 
めの地質入門-編集委員会 編,,地盤工学会,2005 

履修条件 無し 

履修上の注意 無し 

準備学習と課題の 
内容 

講義内容の理解をより深めるため，自らも資料の検索を行う等，積極的な取り組みをすることが望ましい． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:30％,思考･判断:30％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能･表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

流体理論 CV5-A27-70 

Fluid Theory 

科目コード： 21650 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 水を連続体という概念を導入して流体として捉えて理論的に取り扱うための基礎的な考え方を，高校までに学
ぶ質点系力学に立脚し，そこからの導入過程を介して体系的に解説する．流体の質量保存則の考え方を示し， 
水の運動については完全流体として取り扱う方法を解説する．更に，より現実的な流体概念である粘性流体を
取り扱うことのできるナビエーストークス方程式および乱流場への適用であるレイノルズ方程式について，そ 
の理論および最終的な式形の有する特性を解説する． 

授業計画 第01回 連続体と離散体 
キーワード：連続体，離散体，連続条件，偏微分，Taylor展開，離散化 
・土木工学における学問上の位置付けと，土木工学科カリキュラムにおける本講義の位置付けを
解説する． 
・連続体と離散体について概説する． 
・連続条件を解説し，流体における質量保存則である連続の式の意味を解説する． 
・偏微分・Taylor展開について復習し，連続式を差分法によって離散化する方法を解説する． 
【シリーズ：天才列伝】～水理学の礎を築いた天才たち～ 
#1 ’Sir Brook Taylor’ 
【CFD演習】(AL①，AL②，AL③，AL④，
AL⑤，AL⑥) 

第02回 連続の式 
キーワード：質量保存則，Hamilton演算子，変形速度，流体における応力と歪の関係 
・連続式の振る舞いに基づき流体における質量保存則の考え方を，湧き出しおよび吸い込み現象
についても含め解説する． 
・divergence, rotationおよびskewnessといった変形速度の概念および式形と，それによる流体
の変形の取り扱い方を解説する． 
・流体における応力と歪の関係を解説する． 
【シリーズ：天才列伝】～水理学の礎を築いた天才たち～ 
#2 ’William Rowan Hamilton’ 
【CFD演習】(AL①，AL②，AL③，AL④，
AL⑤，AL⑥) 

第03回 Eulerの運動方程式 
キーワード：Euler法とLagrange法，Eulerの運動方程式，完全流体 
・流体の運動の取り扱い方としてEuler法とLagrange法について解説する． 
・Eulerの運動方程式について，式の振る舞いと取り扱い方を解説する． 
・完全流体の概念について解説する． 
【シリーズ：天才列伝】～水理学の礎を築いた天才たち～ 
#3 ’Leonhart Euler’ 
【CFD演習】(AL①，AL②，AL③，AL④，
AL⑤，AL⑥) 

第04回 Laplace方程式 
キーワード：速度ポテンシャル，流線，Laplace方程式，Laplace作用素 
・速度ポテンシャルについて解説する． 
・流線と，その相補完する等ポテンシャル線について解説する． 
・Laplace方程式と，Laplace作用素について解説する． 
・Laplace方程式に基づく，完全流体の取り扱いについて解説する． 
【シリーズ：天才列伝】～水理学の礎を築いた天才たち～ 
#4 ’Pierre-Simon Laplace’ 
【CFD演習】(AL①，AL②，AL③，AL④，
AL⑤，AL⑥) 

第05回 粘性流体 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

3年前期 3 2 選択 

担当教員 

松本 健作 

    

添付ファイル 
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 キーワード：粘性，Newtonの摩擦則，粘性流体，Newton流体と非Newton流体 
・粘性の概念を解説する． 
・Newtonの摩擦則について解説する． 
・粘性流体の概念を解説する． 
・Newton流体と非Newton流体について解説する． 
【シリーズ：天才列伝】～水理学の礎を築いた天才たち～ 
#5 ’Sir Isaac Newton’ 
【CFD演習】(AL①，AL②，AL③，AL④，
AL⑤，AL⑥) 

第06回 Navier-Stokes方程式 
キーワード：Navier-Stokes方程式，ミレニアム懸賞問題，移流，拡散 
・Navier-Stokes方程式について解説する． 
・移流・拡散の現象説明と，その方程式による取り扱いを解説する． 
【シリーズ：天才列伝】～水理学の礎を築いた天才たち～ 
#6 ’Claude Louis Marie Henri Navier’ 
【CFD演習】(AL①，AL②，AL③，AL④，
AL⑤，AL⑥) 

第07回 移流拡散方程式の解法 
キーワード：移流方程式，拡散方程式，移流拡散方程式 
・移流方程式および拡散方程式の解の振る舞いを解説する． 
・移流・拡散現象について解説し，N-S方程式の特徴について解説する． 
【シリーズ：天才列伝】～水理学の礎を築いた天才たち～ 
#7 ’Sir George Gabriel Stokes’ 
【CFD演習】(AL①，AL②，AL③，AL④，
AL⑤，AL⑥) 

第08回 Reynolds方程式 
キーワード：Reynolds応力，Reynolds方程式，乱流クロージャーモデル 
・Reynolds応力に基づく乱流の取り扱いについて解説する． 
・Reynolds方程式について解説する． 
・乱流クロージャーモデルについて概要を紹介する． 
【シリーズ：天才列伝】～水理学の礎を築いた天才たち～ 
#8 ’Osborne Reynolds’ 
【理解度確認問題】(AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 

第09回 境界層，カルマン渦，掃流砂 
キーワード：境界層，カルマン渦，掃流砂 
・境界層の概念とPrandtlの境界層理論について解説する． 
・Karman渦について解説し，その工学的応用について紹介する． 
・掃流砂について解説し，その取扱いについて紹介する． 
【シリーズ：天才列伝】～天才が多すぎて紹介しきれません～ 
#9 ’Ludwig Prandtl’, ’Theodore von Karman’, ’Hans Albert Einstein’ 
【CFD演習】(AL①，AL②，AL③，AL④，
AL⑤，AL⑥) 

第10回 Computational Fluid Dynamics 
キーワード：CFD，境界条件，初期条件，CFL条件 
・CFDの位置付けについて解説する． 
・境界条件および初期条件について解説する． 
・CFL条件について解説する． 
【シリーズ：天才列伝】～水理学の礎を築いた天才たち～ 
#10 ’Richard Courant’ 
【理解度確認問題】(AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 

第11回 洪水氾濫解析演習-1 
キーワード：浅水流方程式，iRIC，DEM 
・浅水流方程式に基づく洪水氾濫解析の概要を解説する． 
・iRICについて紹介し，その取扱いについて解説する． 
・DEMデータを用いた地形情報の取り扱いについて解説する． 
【洪水氾濫解析演習】～最先端解析技術による静岡県内の洪水氾濫解析～ 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第12回 洪水氾濫解析-2 
キーワード：航空地形測量，水域，解析パラメータ，流量，計画流量 
・先端的航空地形測量について紹介し，水域等の地形データ取り扱いについて解説する． 
・解析上設定が必要となる各種パラメータの取り扱いについて解説する． 
・流量および計画流量について解説する． 
【洪水氾濫解析演習】～最先端解析技術による静岡県内の洪水氾濫解析～ 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第13回 洪水氾濫解析-3 
キーワード：降水，降雨条件，流出解析，ハイドログラフ，破堤条件 
・降水現象の概要について紹介し，解析上設定を要する降雨条件について解説する． 
・破堤現象の，解析上における取り扱いについて解説する． 
【洪水氾濫解析演習】～最先端解析技術による静岡県内の洪水氾濫解析～ 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

第14回 洪水氾濫解析結果の考察と課題 
キーワード：激甚水害，解析結果の考察と課題 
・激甚水害を想定した条件設定での解析を行う． 
・得られた解析結果を解釈し，考察したうえで，解析上の課題について検討する． (AL①，
AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

【洪水氾濫解析演習】～最先端解析技術による静岡県内の洪水氾濫解析～ 
第15回 期末試験および総括 

キーワード：期末試験，総括 
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 ・講義の全内容を対象とした期末試験を実施する． 
・期末試験内容について解説し，講義内容全体について総括する． 
・今後の学習方針について説明する． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

授業形態 テキスト，板書による内容説明と，毎回の講義内容に関する数値解析的演習を行う． 
第10回以降は，最先端解析技術であるiRICを実際に履修生各自で取り扱い，静岡県内の河川を対象とした洪

水氾濫解析を実施する． 
解析した結果について考察し，その課題と解決法についてディスカッションする． 

達成目標 水理学の理論的基礎を体系的に把握し，その知識を，数値流体力学に応用することができる． 
また，実際に洪水氾濫解析を実施し，解析結果の解釈，課題の発見および課題解決について，水理学の基礎に 
基づいて考察することができる． 

評価方法・フィー 
ドバック 

期末試験の結果で評価する． 
原則として，再試験は実施しない． 

評価基準 90点以上：秀，89～80点：優，79～70点：良，69～60点：可，59点以下：不可 

教科書・参考書 教科書：明解水理学，日野幹雄著，丸善株式会社 
参考書：流体力学，日野幹雄，朝倉書店 

履修条件 無し． 

履修上の注意 ◆メッセージ 
本講義は，「水理学」に含まれる項目のなかから，数式を多用した理論的な内容を抽出し，それらを体系的

に学ぶために，独自に新しく構築した講義です．ですので，従来は「水理学」に含まれていた重要な事項を多
く含む講義内容となっています． 
水理学上の理論展開は，最終的には，人類が未だにその解を得ていないNavier-Stokesの方程式に行きつきま
す．そしてこの「解けない方程式」を用いて実用的な検討をするため，現在ではコンピュータを用いた数値解
析，CFD(Computational Fluid Dynamics)が盛んに実施されています． 
本講義では，従来の「水理学」の範囲には収まりきれなかったこのCFDまでも含め，現在の最先端研究で用いら
れている数値解析を，実施に静岡県内の河川を対象とした洪水氾濫解析として自分自身で体験する内容を含む
先端的な講義です． 
一見難解そうに思えるこれらの内容ですが，講義に出席し，実際に自分自身で手を動かし体験することで，す
んなりと理解することができます． 
そして，先端的な数値解析技術を学んだうえで，皆さんに，土木技術者として身に付けるなければならない重
要なメッセージがあります．これを講義の最期にご説明致します． 
毎回出席して，最期までがんばってついてきていただければ，必ず単位取得できます． 

がんばって下さい． 

準備学習と課題の 
内容 

毎回，次回の為の準備学習の方針を示す． 
継続的自主学習の参考として，講義内容の更に発展的・応用的な内容についても講義中に適宜紹介する． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:25％,思考･判断:20％,関心･意欲:15％,態度:20％,技能･表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

海岸工学 CV5-A28-70 

Coastal Engineering 

科目コード： 21660 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本講義は，基礎的な知識を学びながら，その知識を活かして地域社会への未来的な貢献を想像できる学生を育
むことを目的としている．主な内容は，海岸工学の中でも基礎的な事項に重点をおいて実施する．海の波の特
性，長周期波，および波浪によって起きる海岸付近の流れ，複合的に発生する漂砂などの海浜変形，沿岸域の
保全・防災，津波などの解説を実施する．これらは具体的な実例を交えながら解説するため，履修者は基礎知 
識を学ぶだけでなく，生きた学問に触れることが可能となる． 

授業計画 第01回 海岸工学の果たす役割 
・講義の位置づけ：海岸に囲まれた日本における海岸工学の位置づけを説明する． 
・日本国内において海岸工学の果たす役割について概説する． 
（AL①） 

第02回 海岸・沿岸域での力学現象1 
・波の発生や種類に関する概説をする． 
（AL①） 

第03回 海岸・沿岸域での力学現象2 
・微小振幅波理論およびそこからわかる波の運動論に関して概説する． 
・演習． 
（AL①，AL②，AL③） 

第04回 海岸・沿岸域での力学現象3 
・波浪の変形や波向き，不規則波の特性などの概説をする． 
・潮汐に関して概説する． 
（AL①，AL②，AL③） 

第05回 沿岸災害と減災方法 
・過去の事例や実験的なデータを使った津波の概説をする． 
・高潮や高波に対する概説および取り組み事例紹介をする． 
・演習． 
（AL①，AL②，AL③） 

第06回 海浜変形と底質移動1 
・沿岸域の底質移動や海浜変形の概説をする． 
・海浜の底質に関する概説をする． 
（AL①，AL②，AL③） 

第07回 海浜変形と底質移動2 
・波浪や流れによって発生する底質の移動を概説する． 
・浸食や堆積に伴う海浜変形および対策の概説をする． 
（AL①） 

第08回 港の施設の設計・建設と利用1 
・港の社会的役割および港を起点につながる世界を概説する． 
（AL①，AL②，AL③） 

第09回 港の施設の設計・建設と利用3 
・港湾施設に作用する波力の概説をする． 
・演習． 
（AL①，AL②，AL③） 

第10回 沿岸域の環境と保全1 
・閉鎖性海域および沿岸域の生物環境の概説をする． 
（AL①） 

第11回 沿岸域の環境と保全2 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

3年後期 3 2 選択 

担当教員 

土木工学科教員 

    

添付ファイル 
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 ・地球規模の環境変動への対応の概説をする． 
（AL①，AL②，AL③） 

第12回 沿岸域の果たす地球環境的役割1 
・海岸および海洋利活用の概説をする． 
・環境変動への対応の具体例（風力発電）を紹介し，広い視野で沿岸域利用の可能性を考える． 
（AL①，AL②，AL③） 

第13回 沿岸域の果たす地球環境的役割2 
・海洋エネルギーに関する概要を説明する． 
・沿岸域で実施される海洋エネルギー利用の具体例を紹介し，広い視野で沿岸域利用の可能性を
考える． 
（AL①，AL②，AL③，AL④） 

第14回 波の水理（実験） 
・海の波の概論 
・実験施設を用いて規則波と不規則波の違いを理解しながら測定し，波高と周期，波長を求め
る． 
・不規則波のエネルギーを算出する． 
（AL①，AL②，AL⑤，AL⑥） 

第15回 期末試験およびその解説 
・期末試験を実施し，その総括や解説も行い理解を深める． 
(AL①) 

授業形態 ・板書および解説による講義および演習． 
・実験施設を用いた実地演習． 
・適宜，資料を配布する． 

達成目標 1）海岸工学の位置づけを理解する． 
2）波浪の特性を理解する． 
3）沿岸域で発生する様々な現象を理解する． 
4）様々な沿岸域利用方法を理解する． 
5）エネルギーの概念を理解する． 
6）演習を通して，計算式や設計概念を理解する． 

評価方法・フィー 
ドバック 

・演習 20点 
・期末試験 80点 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 教科書 
柴山 知也著：海岸工学 よくわかる海岸と港湾，森北出版株式会社 

履修条件 無し． 

履修上の注意 無し． 

準備学習と課題の 
内容 

随時説明する． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:30％,思考･判断:20％,関心･意欲:30％,態度:10％,技能･表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

災害メカニズム CV4-A29-50 

Natural Disaster Mechanism 

科目コード： 21670 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 自然災害が発生するメカニズムを、気象、地象、水象を一体とした統一的・体系的な捉え方から解説する。集
中豪雨から流出過程によって地下水浸透や河川増水が発生し、河川の氾濫、農業用ため池土堤の決壊、斜面崩
壊や土石流といった水・土の複合的災害が発生するメカニズムや、大規模地震によって生じた地盤の液状化が
各種インフラにもたらす影響、また、降雨との複合化による被害拡大のメカニズム等を、気象学、水文学、土
質力学、地盤工学、水理学、河川工学、海岸工学の各分野における専門知識・技術を有機的に統合することで
統一的に解説する。解説に際しては実験により個々の現象を確認させる。これにより履修者は、降雨流出の時
間遅れや、複雑な地盤構造による地下水の複雑な挙動、多岐にわたる土堤決壊の要因、地震によって生じる各
種被害等を直感的に理解できる。 
この科目は、地盤工学分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 ガイダンス (中澤 博志・松本 健作) 
・土木工学における本講義の意義と，本学カリキュラムにおける本講義の位置付けを説明する． 
(AL①) 

2 地下水流動メカニズム (松本 健作) 
・地下水流動メカニズムと地下水観測の基本的な知識を解説する． 
・地下水観測手法と研究・技術開発の動向について解説する． 

(AL①) 
3 地下水流動実験 (松本 健作) 

・地下水に関する簡易実験を実施し，習得した知識を深める
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

4 河川堤防の破堤メカニズム (松本 健作) 
・河川堤防の成り立ちを解説する． 
・我が国における河川堤防の維持管理の実状と課題について解説する． 
・河川堤防の破堤メカニズムについて解説する． 

(AL①) 
5 河川堤防の破堤実験 (松本 健作) 

・河川堤防の破堤に関する実験を実施し，習得した知識を深める． (AL①，AL②，AL③，AL④，
AL⑤，AL⑥) 

6 土石流の流動メカニズム (松本 健作) 
・土石流の流動メカニズムについて解説する． 
・水・土境界領域における諸現象の取り扱いについて解説する． 
(AL①) 

7 地盤の掘削と地下水の変化(1) (中澤 博志) 
・軟弱地盤において，土留工事を行い掘削する際，掘削底面の安定が損なわれると，ボイリン 
グ，ヒービングおよび盤ぶくれといった現象により工事に影響を与えることとなる．これらの現
象は，地盤のせん断強さや地下水挙動の関係によってもたらされるものであり，その特徴につい
て説明する． 
(AL①) 

8 地盤の掘削と地下水の変化(2) (中澤 博志) 
・ボイリング，ヒービングおよび盤ぶくれを対象とする簡易的な実験を行い，現象の確認とダル
シー則などの適用について理解し，これらの対策について考察する． (AL①，AL②，AL③，
AL④，AL⑤，AL⑥) 

9 地震時の液状化と地下埋設物の浮き上がり(1) (中澤 博志) 
・地震時の地盤災害の一つに液状化現象がある．過去の震災から，液状化が生じた際，地盤内の
埋設物が地表へ浮き上がる事例が確認されている．この浮き上がり現象のメカニズムについて説
明する． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

3年後期 3 2 選択 

担当教員 

松本 健作・中澤 博志 

    

添付ファイル 
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 (AL①) 
10 地震時の液状化と地下埋設物の浮き上がり(2) (中澤 博志) 

・地震時の液状化によっておこる地下埋設物の浮き上がりに関する簡易的な実験を行い，現象の
確認を行う．実際の液状化対策設計と模型実験の事象を比較し，メカニズムを踏まえた対策方法
について考察する． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

11 土砂災害(1) (中澤 博志) 
・近年の地震や降雨による土砂災害について説明し，がけ崩れ，斜面災害や地滑り等について， 
災害発生事例を示し発生メカニズムについて説明し，土砂災害がどのような条件で発生しやすい
かを理解する． 
(AL①) 

12 土砂災害(2) (中澤 博志) 
・斜面を対象とした簡易的な降雨浸透に関する模型実験を実施し，山間部や斜面を造成した地域
などでの土砂災害の発生しやすさについて理解，考察する． (AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，
AL⑥) 

13 事例研究(地震・液状化・土砂災害）(中澤 博志・松本 健作) 
・前回までの地震，液状化および土砂災害に関する講義内容を踏まえ，実際の災害事例について
調べる．災害の発生に関する素因，誘因，災害時の対応と災害の進展メカニズムなどを自分で調
べ，レポートにまとめ発表する．災害事例から教訓を学び，災害時に必要な知識や発災メカニズ
ムの重要性を理解する． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

14 事例研究（洪水・土石流）(松本 健作・中澤 博志) 
・前回までの洪水および土石流災害に関する講義内容を踏まえ，実際の災害事例について調べ 
る．災害の発生に関する素因，誘因，災害時の対応と災害の進展メカニズムなどを自分で調べ， 
レポートにまとめ発表する．災害事例から教訓を学び，災害時に必要な知識や発災メカニズムの
重要性を理解する． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

15 発表の講評と講義のとりまとめ(松本 健作・中澤 博志) 
・課題レポートについての総括を行う． 
・発災メカニズムへの理解の重要性や，土と水の横断的な現象論を踏まえたこれから求められる
対策方法や技術について理解する． 
(AL①) 

授業形態 板書，パワーポイント，資料等を用いた座学と，数回の簡易実験を実施する．実験結果を考察し，講義内容を 
踏まえ，実際の災害事例についてのプレゼンテーションを実施する． 

達成目標 土質力学と水理学の境界領域で発生する様々な災害現象を，分野横断的に解説し，その発生メカニズムや対策 
等について理解する． 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポート課題とプレゼンテーションによって評価する． 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 無し 

履修条件 無し 

履修上の注意 理論的な解説と，それに関連する簡易実験とが為されるため，両方に出席しないと全容を理解することができ
ません．また，最終的なプレゼンテーションが評価の対象となるので，自発的に事例の検索などを行ってくだ
さい．就職活動や，この後に取り組む卒業研究にとっても重要な位置づけとなる講義ですので，欠席しないよ 
うにして下さい． 

準備学習と課題の 
内容 

土質力学，水理学の関連分野について，予め復習しておくこと． 
課題については講義中に説明する． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:30％, 思考･判断:30％, 関心･意欲:20％, 態度:10％, 技能･表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

構造デザイン CV5-B30-70 

Structual Design 

科目コード： 21680 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 数値計算手法の発達とともに、構造設計は弾塑性を考慮したより合理的・経済的な方向に発展している。その
方向性に対応できるよう、構造設計およびそれに関連する解析技術について、より実践的な能力を習得させる
ことを目的とする。まずは、塑性化・塑性変形についての概念を理解させた上で、土木構造物の中でも最も発
生応力が高くなる構造物である橋梁を主に対象とし、鋼およびコンクリートにより構成される構造物の設計、
また、当該構造物の精度よい計算を可能とするシェル・ソリッド要素を用いた解析手法についても学習する。
さらに、解析計算の目的による、モデル化時に重視する要件などについても、その現象そのものの理論的な側
面についても学んだ上で実践的に説明を行う。このモデル化時に重視する要件については、維持管理工学とも
連携しながら理解を深めさせる。 
この科目は、土木構造分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 第01回 ガイダンス 
土木工学における学問上の位置づけと，土木工学科カリキュラムにおける位置づけの説明 
構造デザインにおいては、構造力学の講義ではカバーできなかった土木構造物において生じる現
象の部分について学びつつ、現代の土木構造物についての構造設計手法や構造解析手法について
実践的な能力を身につけることを目標としている。そのため、単に理論について講義を行うので
はなく、無料配布されている汎用構造解析ソフトを活用したアクティブラーニングを行う。 
ガイダンスにおいては，社会において実際に生じている構造物の設計や解析の事例を紹介しな

がら，取り扱う課題について説明を行っていく．さらに，汎用構造解析ソフトの入手方法につい
て説明を行う。 
AL① 

第02回 弾性と塑性 
弾性力学のおおまかな復習と弾塑性の意味を理解
AL① 

第03回 ファイバーモデルと材料非線形(その1) 
土木において梁・柱要素で広く使われているファイバーモデルについて説明を行い、その中での
材料非線形の取り扱いを通じて、弾塑性解析についての理解を深める。 
AL① 

第04回 ファイバーモデルと材料非線形(その2) 
コンクリート梁、合成桁へのファイバーモデル適用についてグループワークでの演習を行い、理
解を深める。 
AL① 

第05回 長柱座屈 
柱構造物において代表的な長柱座屈について、その現象と理論、およびその設計方法を学ぶとと
もに、解析における留意点について説明を行う。 
AL① 

第06回 局部座屈 
鋼構造物において特徴的な局部座屈について、その現象と理論、およびその設計方法を学ぶとと
もに、解析における留意点について説明を行う。 
AL① 

第07回 汎用構造解析ソフトを用いた構造解析のフロー 
ABAQUS STUDENT EDITIONを題材に、どのような流れで構造解析がなされているのかを解説する。
AL① 

第08回 長柱座屈解析と幾何非線形 
幾何非線形の意味合いと、解析的な処理について説明するとともに、長柱座屈の構造解析を行っ
て、初期不整の扱いについて理解をする。 
AL① 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

3年前期 3 2 選択 

担当教員 

土木工学科教員 

    

添付ファイル 
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 第09回 シェル要素とソリッド要素 
シェル要素とソリッド要素について、その理論と解析作業上の注意点について説明を行う。
AL① 

第10回      シェル要素を用いた梁の解析(その1) 
シェル要素を用いたモデル化手法について説明を行う。鋼の梁を題材にモデル化を行い、幾何非
線形の影響、載荷方法と初期不整の影響などについて解説を行う。実際に自分でABAQUS STUDENT 
EDITIONを使ってモデルを組んで解析を行ってみる。 
AL① 

第11回 シェル要素を用いた梁の解析(その2) 
鋼の梁を題材にモデル化を行い、幾何非線形の影響、載荷方法と初期不整の影響などについて解
説を行う。実際に自分でABAQUS STUDENT EDITIONを使ってモデルを組んで解析を行ってみる。 
AL① 

第12回 ソリッド要素を用いた解析の例 
ソリッド要素を用いた場合のモデル化手法および留意点について説明を行う。解析例を説明しな
がら、要素分割方法の影響などについて理解させる。 
AL① 

第13回      疲労損傷と疲労性能の解析的評価 
疲労の主な要因となる応力集中について説明を行うとともに、構造解析により評価を行う場合の
アプローチについて説明を行う。疲労損傷事例と解析例を共に説明することによって、応力集中
に関する理解を深める。 
AL① 

第14回 構造解析を用いた設計結果の評価 
実際に起きた構造物の損傷を事例に取りながら、構造解析によって設計結果を評価する手法につ
いて説明する。前の回までに学んだ構造現象の影響や、解析手法の効果などについて理解する。 
AL① 

第15回 グループワーク 
班に分かれて、それぞれ与えられた課題についての構造解析の方法についてとりまとめ、発表す
る。 
AL① 

第16回 期末試験 
レポート試験とする。与えられた課題に対して実際に解析を行い、その結果についてレポートを 
取りまとめる。 

授業形態 講義の回と，グループワークの回がある．グループワークでない場合も、授業の中において実際にパソコン 
でソフトウエアを使う場合がある。 

達成目標 (1) 土木構造物の構造解析の基礎を身につける。 
(2) 土木構造物の損傷原因調査や余寿命推定のための解析検討プロセスをイメージできるようになる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

・演習 20点 
・期末試験 80点 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 無し． 

履修条件 構造工学、コンクリート工学を履修のこと。 

履修上の注意 ・表計算ソフトをインストールしたノートパソコンを持参すること。 

準備学習と課題の 
内容 

・構造力学とコンクリート工学を復習すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:30％,思考･判断:20％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能･表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

インフラマネジメント論 CV5-B31-70 

Infrastructure Management Theory 

科目コード： 21690 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 社会資本整備事業を実施する上では、調査・設計から施工、そして維持管理までの事業プロセスに応じた統合
的なマネジメントが必要である。本講義では、国内外におけるプロジェクトの事例をもとに、ステークホル 
ダーのマネジメント、スケジュール／マイルストーンの決定、コストと調達、品質の確保、リスクマネジメン
ト等の、プロジェクトマネジメントにおいて必要な知識と理論について学ぶ。さらにグループワークによる模 
擬プロジェクトのマネジメント演習を実施し、その実践力を身に付ける。 

授業計画 第01回 ガイダンス 
・土木工学における学問上の位置づけと，土木工学科カリキュラムにおける位置づけの説明 
・プロジェクトマネジメントの基礎について概説する。 
（AL1） 

第02回 社会資本整備事業と行政 
・建設業界の特徴を学習し、国土交通省や自治体等による発注と受注の仕組み等の概要について
学ぶ。 
（AL1） 

第03回 建設技術とマネジメント 
・建設技術の性格を学習し、マネジメントの関連について考える。 
・建設マネジメントの基本的事項を学び、技術経営等との関連について考える。 
（AL1） 

第04回 品質マネジメント 
・品質マネジメントシステム、環境マネジメントシステムについて学ぶ。 
（AL3） 

第05回 建設事業の企画・計画・調査設計 
・建設事業の企画・計画、そのための調査設計による具体化について学ぶ。 
（AL3） 

第06回 建設工事の施工計画・タイムマネジメント 
・建設工事の施工計画について事例を踏まえて学ぶ。 
（AL3） 

第07回 見積り、入札及び契約・コストマネジメント 
・見積りの方法、入札の仕組み及び契約管理について学ぶ。 
（AL3） 

第08回 維持管理・アセットマネジメント 
・建設物の維持管理の重要性等について学ぶ。 
（AL3） 

第09回 リスクマネジメント 
・不確実性の高いリスクなど、リスク要因を分析し、マネジメントする方法について学ぶ。 
・災害リスク、交通事故等 
（AL3） 

第10回 開発途上国における社会基盤整備と国際プロジェクト 
・政府開発援助や発展途上国における社会基盤整備の実施など、国際プロジェクトについて学
ぶ。 
（AL3） 

第11回 合意形成 
・プロジェクトを円滑に進めるため、ステークホルダーの合意形成について学ぶ。 
（AL3） 

第12回 建設技術のICT化 

 ・維持管理等の効率化や作業効率及び性能を上げるための、建設技術のICT化について学ぶ。 
（AL3） 

第13回 模擬プロジェクトのマネジメント演習（計画・企画/入札/事業評価） 
・グループワークで、模擬プロジェクトに対し、関係者（施工管理者、発注者、受注者等）の分
担をし、マネジメント演習を行う。 
（AL6） 

第14回 模擬プロジェクトのマネジメント演習（災害時避難所運営等） 
・グループワークで、模擬プロジェクトに対しマネジメント演習を行う。 
（AL6） 

第15回 期末試験（相互評価）まとめ 
・前回までの講義内容を確認し、演習内容についてグループ間でそれぞれの役割を変更して設定
が変わるとどのようなマネジメントになるのか等、互いにフィードバックする。 
（AL6） 

授業形態 ・板書および解説による講義（対話方式） 
・講義終了時に小テストまたはレポート等を実施する場合がある。 
・予習として、あらゆる立場（発注者、受注者、住民、施工管理者等）の視点からプロジェクトを実施する上
で必要なことを考えるための、課題を講義終了時に提示することがある。提示された課題は、次回の講義内で
フィードバックし、学生間またはグループで討議する。 
・グループディスカッションと統合討議 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

3年後期 3 2 選択 

担当教員 

松本 美紀 

    

添付ファイル 
 

764



達成目標 ・社会資本整備事業について理解し、プロジェクトマネジメントについて説明できること。 
・将来の土木技術者としてプロジェクトマネジメントの基礎的能力やその考え方を習得できること。 

評価方法・フィー 
ドバック 

小テスト・レポート等提出物（40%）、グループ活動・討議状況（30％）、期末試験（相互評価）（30%）とす 
る。これらを統合し、100点満点で評価する。 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 資料を配布することがある。
参考書： 
プロジェクトマネジメント標準PMBOK入門：PMBOK第6版対応版、広兼修、オーム社 
最新 建設マネジメント‐未来を拓くエンジニア象を創造するために、小林康昭、インデックス出版
建設プロジェクトマネジメント、小林康昭ほか、朝倉書店 
マネジメント技術の国際標準化と実践、山岡暁、コロナ社 

履修条件 無し 

履修上の注意 無し 

準備学習と課題の 
内容 

・生活で利用している身近な公共構造物である道路や橋梁などが、事業としてどのように整備されているの 
か、土木技術者の視点で再認識できるよう心掛ける。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:40％,思考･判断:20％,関心･意欲:10％,態度:20％,技能･表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

モビリティデザイン CV5-B32-70 

Mobility Design 

科目コード： 21700 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 人々が生活していく上で移動は必要不可欠であり､その多くは道路をはじめとする交通インフラが担っている。
本講義では､都市間を連絡する高速道路から住区内の生活道路に至るまで身近な交通インフラである道路につい
て､その計画・設計手法や交通運用手法を具体的な事例を交えながら学ぶとともに､国内外の道路交通システム
に関する最新動向について理解を深める。また､情報通信技術・自動車技術などのテクノロジーの進化や人々の 
ライフスタイルの変化に対応したモビリティとそれを支える道路交通インフラのあり方についても概観する。 

授業計画 第01回 ガイダンス 
・土木工学における学問上の位置付けと，土木工学科カリキュラムにおける本講義の位置づけを
説明する． 
・移動の歴史と道路が果たす役割，現代における都市交通の潮流について理解する． 
(AL1) 

第02回 交通調査手法と都市交通の実態 
・調査の目的を理解し，目的に応じた様々な交通調査手法を学ぶ． 
・有用な交通関連統計調査を紹介し，調査からわかる都市交通の実態を理解する． 
(AL1) 

第03回 交通需要予測(1) 
・四段階推計法のプロセス，生成・発生集中交通量の推計方法について学ぶ． 
(AL1) 

第04回 交通需要予測(2) 
・分布交通量，分担交通量，配分交通量の推計方法について学ぶ． 
(AL1) 

第05回 道路の計画と設計 
・道路の機能と種類，路線計画，道路の区分，線形，横断構成について学ぶ． 
(AL1) 

第06回 交通流の特性，交通渋滞と渋滞対策 
・交通流の基本的な特性と，交通流を解析するための基礎的な理論を学ぶ． 
・交通渋滞の発生メカニズムと具体的な渋滞対策を学ぶ． 
(AL4) 

第07回 道路の交通容量 
・単路部の交通容量，車線数の決定方法について学ぶ． 
(AL1) 

第08回 交通信号制御(1) 
・信号制御の役割と基本事項，信号機の設置要件，信号交差点での交通現象を学ぶ． 
・交差点での信号制御の基本的な設計手法を学ぶ． 
(AL1) 

第09回 交通信号制御(2) 
・実交差点の交通需要データに基づき，信号表示設計案を作成する． 
・交通シミュレータを用いて，作成した設計案を評価する． 
(AL4) 

第10回 交通安全と交通事故対策 
・道路上での交通事故の実態を理解し，事故要因に対応した交通安全対策を学ぶ． 
・交通安全対策を適用するときの留意点と効果評価の考え方について学ぶ． 
(AL1) 

第11回 交通需要マネジメント 

・交通需要マネジメントの考え方，具体的な手法，適用事例を学ぶ． 

 (AL1) 
第12回 「みちづくり」からはじめる「まちづくり」 

・これからのまちづくりに道路が果たすべき役割を学ぶ． 
・人を中心とした道路のデザイン手法について，最新の海外事例も紹介しながら学ぶ． 
(AL1) 

第13回 新しい時代のモビリティデザイン 
・ICTやデータを活用した交通計画手法，交通サービスについて学ぶ． 
・自動運転や新たなモビリティに対応した道路空間のあり方について学ぶ． 
(AL1) 

第14回 総合課題演習(1) 
・グループごとに地域の交通課題を設定し，仮説検証のためのデータ（各種統計調査，自治体・
事業者のオープンデータ等）を収集・分析し，分析結果に基づき提案を行う． 
(AL2, AL6) 

第15回 総合課題演習(2) 
・グループごとに地域の交通課題の現状分析と，政策提案に関する発表を行う． 
(AL2, AL6) 

第16回 期末試験 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

3年前期 3 2 選択 

担当教員 

土木工学科教員 

    

添付ファイル 
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授業形態 講義，グループワーク 

達成目標 (1) 交通に関する調査方法を踏まえ，道路の計画・設計の手順を理解できる． 
(2) 交通管理と交通運用の方法を理解でき，信号交差点の信号表示設計ができる． 
(3) 様々な交通課題に応じて適切な対策の方向性を提案できる． 

評価方法・フィー 
ドバック 

期末試験（50%），グループワーク（25%），課題・小テスト（25%） 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 毎回講義資料を配付する． 
教科書：図説わかる交通計画，森田哲夫・湯沢昭編著，学芸出版社 
参考書：道路交通技術必携2018，交通工学研究会，丸善 

履修条件 「土木計画学」を履修していることが望ましい 

履修上の注意 ・演習課題，グループワークではパソコンを利用する． 
・毎回の講義終了後に小テストを行い，次の講義開始時に解説を行う． 

準備学習と課題の 
内容 

・日常利用している道路環境や，身近な地域の交通インフラに対して問題意識を持つ． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:40％,思考･判断:30％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能･表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

運輸施設工学 CV5-C33-70 

Transportation Facility Engineering 

科目コード： 21710 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 交通体系等インフラ設備の基幹構造物として，道路，トンネル，あるいは鉄道など，日本国内には，物資輸送
のみならず発災時に救急活動等を支える運輸施設が多数整備されている．本科目では，これらの基幹的な運輸
施設を対象に，道路においては計画・設計・施工・維持管理等，トンネルでは主要な3つの山岳工法，シールド
工法および開削工法等についての基礎知識，および鉄道については基本的な土木施設とそのメンテナンス等に
ついて理解するための講義をおこなう．これらの各種運輸施設に拘わる土木技術全般の基礎知識を習得するこ 
とで，適切に応用できる能力を身につける． 

授業計画 1 土木工学における運輸施設の位置づけと講義概要 
土木工学の主な役割は，社会基盤整備である．本科目では，社会基盤の中で，基幹的な施設で

ある港湾施設，道路および鉄道を対象に，計画・設計・施工・維持管理などについての基礎知識
を習得するための講義を行う．これらの各種運輸施設に拘わる土木技術全般の基礎知識を習得 
し，土木技術者としての基本的な素養を身に着けることを目標とする． 
(AL①) 

2 港湾・空港施設 
・港湾施設の種類，機能 
・外郭施設、水域施設、係留施設、臨港交通施設、荷捌施設 
・港湾施設の計画 
・空港施設の種類，機能 
・基本施設、付帯施設、空港用地 
・滑走路、着陸帯、誘導路、エプロン
(AL①) 

3 港湾施設の設計 
・設計総論 
・防波堤の設計 
・設計波、波力 
・滑動、転倒、基礎地盤の支持力、すべり、構造部材の照査 
・係留施設の設計 
・対象船舶、上載荷重 
・永続状態、船舶の作用に関する変動状態の性能照査 
・重力式、矢板式、桟橋
(AL①) 

4 港湾施設の耐震設計 
・港湾施設の地震被害事例 
・1983日本海中部地震、1995兵庫県南部地震、2011東北地方太平洋沖地震、他 
・液状化判定、液状化対策 
・レベル1地震動に関する変動状態の性能照査 
・レベル2地震動に関する偶発状態の性能照査
(AL①) 

5 空港施設の設計・耐震設計 
・空港施設の地震被害 
・空港土木施設の耐震性能、耐震性能照査 
・空港における液状化対策工法
(AL①) 

6 道路の歴史と計画 
・道路発達の歴史 
・道路の種類と機能 
・交通計画、交通調査、交通量予測、交通流 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

3年後期 3 2 選択 

担当教員 

小濱 英二 

    

添付ファイル 
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 ・道路区分と設計速度、設計車両 
・断面構成、線形 

7 道路の設計 
・舗装の概要と設計の考え方 
・舗装構成、舗装材料 
・土工の概要と設計の考え方、土質調査 
・切土、盛土、土量の配分計画、道路排水 
・橋梁の概要（コンクリート橋、鋼橋、橋脚、杭等） 
・橋梁の設計の考え方（耐震設計含む） 
・道路景観、環境への配慮 
・道路設計に関する新たな取組み（新技術） 

8 道路の建設 
・舗装施工の概要 
・土工施工の概要（切土、盛土） 
・橋梁施工の概要（上部構造、下部構造） 
・その他道路設備の概要と施工 
・施工における品質管理 
・道路建設に関する新たな取組み（新技術） 

9 トンネルの概要と施工方法 
・トンネルの概要と設計の考え方、地質等各種調査 
・トンネル施工の概要（山岳工法、シールド工法、開削工法等） 
・トンネル内設備、防災 
・施工における品質管理 
・トンネルの変状と要因、維持管理 

10 道路の現状と維持管理 
・交通状況、渋滞とその対策、情報提供方法 
・構造物の点検と変状（劣化） 
・変状の要因と対策 
・災害等による損傷と対応 
・維持管理に関する新たな取組み（新技術） 
・自動運転に対応した道路空間 

11 鉄道技術（概論） 
・輸送機関としての鉄道の特性 
・鉄道システムの構成要素 
・線路と走行 
・鉄道車両を動かす動力 
・建築限界と車両限界 
・列車運行の安全の確保 
・鉄道の保守
(AL①) 

12 鉄道技術（構造物編） 
・軌間（ゲージ） 
・曲線と勾配 
・施工軌面幅と軌間中心間隔 
・軌道、分岐機、材料 
・保安設備 
・線路管理 
・橋りょう、トンネル、土構造物 
・停車場と建築物
(AL①) 

13 鉄道技術（電気、車両編） 
・信号保安設備 
・通信設備 
・電路設備 
・変電設備 
・配電、電灯動力設備 
・鉄道車両の種類、仕組み 
・電車、内燃動車、機関車 
・台車、ブレーキ装置、連結器 
・運転保安装置 
・保守管理
(AL①) 

14 鉄道技術（事故に学ぶ） 
・降雨による災害 
・風化による災害 
・風による災害 
・氷雪による災害 
・波浪による災害 
・地震、噴火による災害
(AL①) 

15 レポートの講評とプレゼンテーション 
・提出されたレポートについての講評 
・簡単なプレゼンテーションを実施する． 
・一人あたりの数分のプレゼンテーション（履修者数により決定する）と質疑応答を行う． 
(AL①，AL②，AL③，AL④)，AL⑤，AL⑥） 

授業形態 この授業は、パワーポイントの画像、映像を交えながら、主に板書および解説による講義を行う。最終回で， 
プレゼンテーションとレポートの総括を行う。 

達成目標 土木工学における運輸施設の位置付け，役割りと重要性および維持管理などの現状と課題を理解することがで
きる． 
土木技術者として、市民の快適な生活や安心・安全を守るという重要な使命を果たすために、この授業で得た 
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 知識を基礎にして、今後も更なる研鑽が必須であることが理解できる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

港湾施設，道路，鉄道ごとに，レポート課題により評価する． 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 教科書：特に定めない． 
参考書：特に定めないが、更なる知識を得たい学生向けに、授業内で推奨図書を紹介する． 

履修条件 特に無し． 

履修上の注意 特に無し． 

準備学習と課題の
内容 

・資料は印刷して配付します。 
・板書を綺麗に書き写すのではなく、口頭で解説したことも含めてメモをとり、自宅でノートに再整理するこ
とをお薦めします。 
・レポートについては、本学のiLEARNシステムで提出して下さい。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:30％, 思考･判断:20％, 関心･意欲:20％, 態度:20％, 技能･表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

環境工学 CV2-B34-30 

Environmental Engineering 

科目コード： 21720 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 水環境の保全と利用に関する工学的方法を学ぶ． 
生命維持および社会活動における重要なライフラインである上・下水道システムについて，その役割および効
果，システムを構成する施設の機能ならびに計画・設計に関わる工学的な基本的事項を解説する．また，上・
下水道システムをとりまく水循環系について，地球～流域～都市というスケールが異なる視点から特徴等を解
説するとともに，局所的な水環境の改善について取組事例を紹介する． 
履修者は，人類の生活を支える重要な社会システムである上・下水道について，その目的と仕組みを理解し， 
水循環系全体における環境保全や公衆衛生との関連を理解し，安全な水と快適な水環境を持続的に確保するた 
めの工学的方法について学習する． 

授業計画 第01回 序論 
・土木工学における学問上の位置付けと，土木工学科カリキュラムにおける本講義の位置付け

について説明する．（AL①） 
・水循環と水資源について学ぶ．（AL①） 

準備学習：「水循環」を自分の言葉で説明できるよう予習する． 
課題：講義の冒頭で示すテーマ（水の重要性）に関し，講義で学んだ知識・概念・理論や疑

問・感想，講義後に調べたこと等に基づき，自分の言葉でコメントをまとめる．（AL④） 
第02回 水循環系と水環境保全 

・提出されたコメント課題を活用して前回講義を振り返る．（AL①） 
・水循環系と流域について学ぶ．（AL①） 
・水環境の保全と水質指標について学ぶ．（AL①） 
準備学習：「良い水環境」とはどのようなものか自分の言葉で説明できるよう予習する． 
課題：講義の冒頭で示すテーマ（水環境と水利用の関係性）に関し，講義で学んだ知識・概 

念・理論や疑問・感想，講義後に調べたこと等に基づき，自分の言葉でコメントをまとめる． 
（AL④） 

第03回 水利用の現在・過去・未来 
・提出されたコメント課題を活用して前回講義を振り返る．（AL①） 
・水利用の様々な形（農業，工業，生活，発電等）と特徴について学ぶ．（AL①） 
・水資源を利用する権利について学ぶ．（AL①） 
・本学所在地域を例として水利用の現在・過去を学び未来を考える．（AL①） 
準備学習：大学周辺地域で利用する水は何処からどのように来るのか調べる． 
課題：講義の冒頭で示すテーマ（水になったつもりで旅のワンシーンを語る）に関し，講義で学
んだ知識・概念・理論や疑問・感想，講義後に調べたこと等に基づき，自分の言葉でコメントを
まとめる．（AL④） 

第04回      水道システムの仕組み 
・提出されたコメント課題を活用して前回講義を振り返る．（AL①） 
・水源から蛇口までの水供給システム全体の仕組みとシステムを構成する各種施設の概要を学
ぶ．（AL①） 
・水供給システムを動かす社会的仕組み（水道事業の種類、事業経営の基本的知識）を学ぶ． 
（AL①） 
準備学習：日本初の「近代水道」が横浜だった理由及び開始時の施設の概要を調べる． 
課題：講義の冒頭で示すテーマ（水道事業の最高責任者になったつもりで今後の懸念を語る）に
関し，講義で学んだ知識・概念・理論や疑問・感想，講義後に調べたこと等に基づき，自分の言
葉でコメントをまとめる．（AL④） 

第05回      水道施設の計画と設計の基本 
・提出されたコメント課題を活用して前回講義を振り返る．（AL①） 
・水供給システムを構成する各種水道施設の施設基準を学ぶ（AL①） 
・水道施設の技術的基準と計画・設計の基礎を学ぶ（AL①） 
準備学習：「水道技術管理者」の責務と資格取得講習会の内容を調べる． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

3年前期 3 2 選択 

担当教員 

長繩 知行 

    

添付ファイル 
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 課題：講義の冒頭で示すテーマ（水道技術管理者になったつもりで今後の懸念を語る①）に関 
し，講義で学んだ知識・概念・理論や疑問・感想，講義後に調べたこと等に基づき，自分の言葉
でコメントをまとめる．（AL④） 

第06回 浄水処理と水質管理の基本 
・提出されたコメント課題を活用して前回講義を振り返る．（AL①） 
・水道水質基準と水質管理の基本を学ぶ（AL①） 
・浄水処理の方法及び浄水施設の計画・設計の基本を学ぶ（AL①） 
準備学習：ペットボトルろ過装置の作り方と使用上の注意を調べる（AL①） 
課題：講義の冒頭で示すテーマ（水道技術管理者になったつもりで今後の懸念を語る②）に関

し，講義で学んだ知識・概念・理論や疑問・感想，講義後に調べたこと等に基づき，自分の言葉
でコメントをまとめる．（AL④） 

第07回      水道システムをとりまく諸課題と対応策 
・提出されたコメント課題を活用して前回講義を振り返る．（AL①） 
・水道システムをとりまく近年の工学的諸課題を学び対応策を考える．（AL①）． 
・その他，水道システムに関する最近の話題から今後を考える．（AL①） 
準備学習：前回と前々回に提出した課題（今後の懸念①②）への対応策を考える（AL①） 
課題：講義の冒頭で示すテーマ（今後の水道システムに対する提案）に関し，講義で学んだ知

識・概念・理論や疑問・感想，講義後に調べたこと等に基づき，自分の言葉でコメントをまとめ
る．（AL④） 

第08回      生活排水処理の歴史と現状 
・提出されたコメント課題を活用して前回講義を振り返る．（AL①） 
・下水道など生活排水処理に関する事業の定義や法的根拠，役割を学ぶ．（AL①） 

準備学習：自宅のトイレの排水が，どこに行くのか確認する．（AL①） 
課題：講義で示すテーマ（下水道が舞台に登場する映画や小説を一つ挙げる）に関し，講義で学
んだ知識・概念・理論や疑問・感想，講義後に調べたこと等に基づき，自分の言葉でコメントを
まとめる．（AL④） 

第09回      下水道計画（汚水） 
・提出されたコメント課題を活用して前回講義を振り返る．（AL①） 
・流域別下水道整備総合計画を中心に汚水処理に関する下水道計画の基礎を学ぶ．（AL①） 

準備学習：『2水循環系と水環境保全』で学んだ水質環境基準を達成するための施策を3点考え
る．（AL①） 
課題：講義で示すテーマ（『天竜川左岸流域別下水道整備総合計画』を読む）に関し，講義で学
んだ知識・概念・理論や疑問・感想，講義後に調べたこと等に基づき，自分の言葉でコメントを
まとめる．（AL④） 

第10回      下水道計画（雨水） 
・提出されたコメント課題を活用して前回講義を振り返る．（AL①） 
・降雨強度や合理式など市街地における浸水対策のための雨水排水計画の基礎を学ぶ．（AL 

①） 
準備学習：家屋の浸水被害の原因と思われる事項を5点考える．（AL①） 
課題：講義で示すテーマ（『袋井市中部豪雨災害対策アクションプラン』を読む）に関し，講義
で学んだ知識・概念・理論や疑問・感想，講義後に調べたこと等に基づき，自分の言葉でコメン
トをまとめる．（AL④） 

第11回      下水道の設計と施工 
・提出されたコメント課題を活用して前回講義を振り返る．（AL①） 
・下水道の管渠設計や材料，施行方法など下水道管渠の設計施工の基礎を学ぶ．（AL①） 

準備学習：東日本大震災では多くの下水処理場が津波の被害を受けたが、何故沿岸部に立地して
いるのか理由を4点考える．（AL①） 
課題：講義で示すテーマ（近傍の自治体でマンホールカードを取得し、実際のマンホールを確認
する）に関し，講義で学んだ知識・概念・理論や疑問・感想，講義後に調べたこと等に基づき， 
自分の言葉でコメントをまとめる．（AL④） 

第12回       汚水処理 
・提出されたコメント課題を活用して前回講義を振り返る．（AL①） 
・下水処理場の水処理フローを中心に様々な汚水処理方法の概要を学ぶ．（AL①） 

準備学習：一般的に生物処理により汚水が浄化されているが，生物処理において重要な要素を考
える．（AL①） 
課題：講義で示すテーマ（アクアピュア袋井浄化センターの汚水処理方式を確認する）に関し， 
講義で学んだ知識・概念・理論や疑問・感想，講義後に調べたこと等に基づき，自分の言葉でコ
メントをまとめる．（AL④） 

第13回       汚泥処理 
・提出されたコメント課題を活用して前回講義を振り返る．（AL①） 
・下水処理場の汚泥処理フローを中心に様々な汚泥処理方法の概要を学ぶ．（AL①） 

準備学習：汚泥処理において重要な要素を考える．（AL①） 
課題：講義で示すテーマ（アクアピュア袋井浄化センターの汚泥処理方式を確認する）に関し， 
講義で学んだ知識・概念・理論や疑問・感想，講義後に調べたこと等に基づき，自分の言葉でコ
メントをまとめる．（AL④） 

第14回      下水道事業経営の現状と課題 
・提出されたコメント課題を活用して前回講義を振り返る．（AL①） 
・下水道をはじめとする生活排水処理に関する事業運営上の課題を学ぶ．（AL①） 

準備学習：これまでの講義を振り返り，下水道事業が抱える課題を6点考える．（AL①） 
課題：講義で示すテーマ（生活排水処理に関する費用負担はどうあるべきか）に関し，講義で学
んだ知識・概念・理論や疑問・感想，講義後に調べたこと等に基づき，自分の言葉でコメントを
まとめる．（AL④） 

第15回      静岡県における水環境改善の取組事例 
・提出されたコメント課題を活用して前回講義を振り返る．（AL①） 

・静岡県における水環境修復の取組事例と，その工学的方法を学ぶ（AL①） 
準備学習：佐鳴湖の水質汚濁の経緯と改善の経緯を調べる（AL①） 
課題：講義の冒頭で示すテーマ（好ましい水環境とは何か）に関し，講義で学んだ知識・概念・
理論や疑問・感想，講義後に調べたこと等に基づき，自分の言葉でコメントをまとめる．（AL 
④） 
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授業形態 スライドおよび解説による講義 

達成目標 土木工学における環境工学の位置付け，役割りおよび課題を説明することができる． 
水環境の保全と利用に関する社会システムや工学的方法を説明することができる． 

評価方法・フィー 
ドバック 

講義での発言による貢献度（10点）、各講義での課題（60点）及びレポート課題（30点）の合計により評価 
する． 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 教科書：長岡裕「水環境工学」（2021）コロナ社 
参考書：大石久和「基礎から学ぶインフラ講座」（2021）一般社団法人全日本建設技術協会 

履修条件 無し． 

履修上の注意 ・講義には極力出席すること． 
・出席できなかった場合も講義で示す課題は極力提出すること． 
・他の者の迷惑となる私語は厳禁． 

準備学習と課題の
内容 

・講義前に予習を行い、準備学習として示した内容について教科書及び関連ウェブサイト等により予習又は下
調べして授業に臨むこと。 
・講義後は、講義で示す課題についてミニレポートを提出すること。提出は、本学のiLEARNシステムにより行 
い、期限は授業の翌々日までとする。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:40％, 思考･判断:20％, 関心･意欲:20％, 態度:10％, 技能･表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

環境保全工学 CV5-C35-70 

Environmental Protection Engineering 

科目コード： 21730 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 グローバルな視点からみた地球環境から身近な地域における環境まで，様々なスケールの幅広い環境問題を対
象として，環境保全の現状と課題について解説する．社会活動の影響や災害等のインパクトによる環境変化に
対して，工学がその保全にどのように活用できるかについて，実例に基づいて解説する．また，自然環境との
調和や工学と生態系保全の関係についても論じる．履修者は，工学と自然環境との調和のとれた共生社会を保 
全するための知識および技術を身に付けることができる． 

授業計画 1 環境保全工学の概要 
・土木工学における学問上の位置付けと，土木工学科カリキュラムにおける本講義の位置付けに
ついて説明する． 
・講義全体の内容と，巡検に必要な準備およびその目的を説明する． 
(AL①) 

2 自然災害から保全するための工学的アプローチ1 
・自然災害である地すべりの現地巡検を行い，地すべりへの理解を深める． 
・同時に地すべり対策工の選定，施工，維持管理方法を通じ人命や財産の保全に必要な工学的な
知識について学習する． 
・学外における現場視察を予定(時間割上とは別日に設定) (AL①，
AL②，AL③，AL④) 

3 自然災害から保全するための工学的アプローチ2 
・自然災害である地すべりの現地巡検を行い，地すべりへの理解を深める． 
・同時に地すべり対策工の選定，施工，維持管理方法を通じ人命や財産の保全に必要な工学的な
知識について学習する． 
・学外における現場視察を予定(時間割上とは別日に設定) (AL①，
AL②，AL③，AL④) 

4 自然災害から保全するための工学的アプローチ3 
・自然災害である地すべりの現地巡検を行い，地すべりへの理解を深める． 
・同時に地すべり対策工の選定，施工，維持管理方法を通じ人命や財産の保全に必要な工学的な
知識について学習する． 
・学外における現場視察を予定(時間割上とは別日に設定) (AL①，
AL②，AL③，AL④) 

5 自然災害から保全するための工学的アプローチ4 
・自然災害である地すべりの現地巡検を行い，地すべりへの理解を深める． 
・同時に地すべり対策工の選定，施工，維持管理方法を通じ人命や財産の保全に必要な工学的な
知識について学習する． 
・学外における現場視察を予定(時間割上とは別日に設定) (AL①，
AL②，AL③，AL④) 

6 環境に調和した対策工法の選定1 
・中山間地域の斜面保全の現状を，現地巡検にて学習する． 
・斜面対策工は抑止工と抑制工に分けられるが，環境と調和した対策工の選定にはどのような工
法が重要であるかを，実例を見ながら考察する． 
・学外における現場視察を予定(時間割上とは別日に設定) (AL①，
AL②，AL③，AL④) 

7 環境に調和した対策工法の選定2 
・中山間地域の斜面保全の現状を，現地巡検にて学習する． 
・斜面対策工は抑止工と抑制工に分けられるが，環境と調和した対策工の選定にはどのような工
法が重要であるかを，実例を見ながら考察する． 
・学外における現場視察を予定(時間割上とは別日に設定) (AL①，
AL②，AL③，AL④) 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

4年前期 4 2 選択 

担当教員 

横山 賢治 

    

添付ファイル 
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 8 環境に調和した対策工法の選定3 
・中山間地域の斜面保全の現状を，現地巡検にて学習する． 
・斜面対策工は抑止工と抑制工に分けられるが，環境と調和した対策工の選定にはどのような工
法が重要であるかを，実例を見ながら考察する． 
・学外における現場視察を予定(時間割上とは別日に設定) (AL①，
AL②，AL③，AL④) 

9 環境に調和した対策工法の選定4 
・中山間地域の斜面保全の現状を，現地巡検にて学習する． 
・斜面対策工は抑止工と抑制工に分けられるが，環境と調和した対策工の選定にはどのような工
法が重要であるかを，実例を見ながら考察する． 
・学外における現場視察を予定(時間割上とは別日に設定) (AL①，
AL②，AL③，AL④) 

10 災害復旧事例1 
・豪雨により被災した現場巡検を行い，災害が社会活動に与える影響の実例を学習する． 
・復旧に必要な調査設計施工の一連の流れから，土木工学が果たす役割を考察する． 
・学外における現場視察を予定(時間割上とは別日に設定) (AL①，

AL②，AL③，AL④) 
11 災害復旧事例2 

・豪雨により被災した現場巡検を行い，災害が社会活動に与える影響の実例を学習する． 
・復旧に必要な調査設計施工の一連の流れから，土木工学が果たす役割を考察する． 
・学外における現場視察を予定(時間割上とは別日に設定) (AL①，

AL②，AL③，AL④) 
12 災害復旧事例3 

・豪雨により被災した現場巡検を行い，災害が社会活動に与える影響の実例を学習する． 
・復旧に必要な調査設計施工の一連の流れから，土木工学が果たす役割を考察する． 
・学外における現場視察を予定(時間割上とは別日に設定) (AL①，

AL②，AL③，AL④) 
13 災害復旧事例4 

・豪雨により被災した現場巡検を行い，災害が社会活動に与える影響の実例を学習する． 
・復旧に必要な調査設計施工の一連の流れから，土木工学が果たす役割を考察する． 
・学外における現場視察を予定(時間割上とは別日に設定) (AL①，
AL②，AL③，AL④) 

14 環境保全への工学の果たす役割 
・巡検を通じて会得した知識から，設定した条件の下でどのような工学的アプローチが可能であ
るかをグループで考察する． 
(AL①，AL②，AL③，AL④，AL⑤，AL⑥) 

15 環境保全工学のまとめ 
・講義の総括と課題についての説明 
(AL①) 

授業形態 板書および解説による講義と，学外における現場巡検． 
プレゼンテーションおよびその講評． 

達成目標 土木工学における環境保全工学の位置付け，役割りおよび課題を理解することができる． 
静岡県における環境保全工学に関する具体的な取り組みについて，実際の現場巡検により理解することができ
る． 
グループディスカッションによる課題発見・課題解決能力を向上させることができる． 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポート課題により評価する． 

評価基準 秀(90点以上)，優(89～80点)，良(79～70点)，可(69～60点)，不可(59点以下) 

教科書・参考書 教科書：特に定めない． 
参考書：特に定めない． 

履修条件 無し． 

履修上の注意 ・講義の大半は現場巡検となるため野外活動を前提に履修してください． 
・現場巡検時は私有地へ立入る場合があるため、教員の指示を遵守するようお願いします． 

準備学習と課題の 
内容 

・斜面災害に関する知識があると講義の理解がより深まります．新聞報道やインターネット 
等での事前情報収集を薦めます． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:30％, 思考･判断:20％, 関心･意欲:20％, 態度:15％, 技能･表現:15％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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情報学部（学部共通科目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ類（学科専門科目） 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

情報学概論 C1-S01-10 D-S01-10 

informatics 

科目コード： 17530 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 この科目では、各研究室の説明を受けて情報学の概要について知識を得るとともに、グループで研究室を訪
問し問題意識にもとづいてより深く理解する。特に、将来の目標に対して何を学ぶべきか、ある科目を履修す
るためには前もって何を学ぶべきか、2年進級にあたってどちらの学科を選択すべきか、各専門分野の奥の深さ
を知るにはどうすればよいか、などの指針になることを目指す。情報学部Ⅲ類全体の基礎に当たる2学科共通の 
科目である。 

授業計画 1 全体説明 
・総論として、情報学の概要とこの科目の概要を説明する。 
・情報とは何か、情報科学と情報学、情報学の発展を取り上げる。 
・AL① 
・準備学習：情報科学と情報学の歴史を調べておくこと。 
・課題：情報学が成立した経緯、情報学の深化と範囲拡大についてまとめること。 

2～13 研究室紹介 
・２研究室ずつ研究内容などの説明を受け、情報学諸分野の知識を身につける。 
・AL③ 
・準備学習：次回紹介する研究室が扱っている内容を、各教員の
Researchmap(https://researchmap.jp/)やホームページを通じて前もって調べ，確認しておくこ
と。 
・課題：毎回、講義中に説明された内容を整理し、必要に応じてさらに調べ，小レポートにまと
めて提出すること。 

14･15 研究室訪問 
・研究室を訪れて教員に質問し、研究室紹介で学んだ内容を確実なものにする。 
・AL①③④ 
・準備学習：研究室紹介で得た知識をさらに深める質問を準備しておく。 
・課題：研究室紹介と研究室訪問で得た知識、関連して授業外に自分で知識を総合し、最終レ 
ポートを作成する。 

授業形態 講義、研究室訪問、グループワーク 
アクティブラーニング：①:3回,②:0回,③:14回,④:2回,⑤:0回,⑥:0回・・・ガイダンス，研究室訪問，グ 
ループワーク時に質疑応答を行う（AL①に相当）。講義時には毎回小レポートを提出し，内容確認の上結果を
次回の講義時までに行う（AL③)。研究室訪問，グループワーク後に，自分で考え気づいたことをまとめてレ 
ポート作成を行う（AL④に相当）。 

達成目標 ①情報学の概要を理解していること（基礎） 
②各研究室の研究内容などの概要を理解していること（標準） 
③内容、形式ともに整ったレポートを作成すること（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポートで評価する。講義時提出のレポートはその都度内容を確認し返却する。 

評価基準 合格：60点以上 
不合格：60点未満 

教科書・参考書 なし 

履修条件 なし 

履修上の注意 ①２年生進級時からの学科配属、３年生後期からの研究室配属のための参考情報提供を兼ねているので、授業
内容をしっかり理解すること。 
②レポートなど提出物の文字・数字・記号をていねいに書くこと。 
③レポートにおける参考資料、引用文献などは出典を必ず明記すること。 

準備学習と課題の
内容 

準備学習：各研究室が扱っている内容をホームページなどで前もって調べておくこと（1.5時間）。調べた内容
の確認は、講義中の説明および研究室訪問での質疑を通してフィードバックする。 
課題：講義中に説明された内容を整理し、必要に応じてさらに調べること（1.5時間）。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:10％,関心･意欲:35％,態度:10％,技能・表現:15％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年前期 １ ２ 必修（C:教職「情報」は必修） 

担当教員 

情報学部全教員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

情報数学基礎 C2-S02-30 D-S02-30 

Fundamental Mathematics for Computer Science 

科目コード： 19110 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 情報学部の学生を対象に、「情報システム」を学ぶ上で必要な離散数学の知識を付けるため、トピック的に 
話題を拾いつつ講義と演習を行う。プログラミング系科目、人工知能、データベースなど基礎科目となる。 

授業計画 1回 講義概要・情報数学基礎への準備 (1/2) 
本講義の概要説明、自然数、整数、有理数、実数、複素数の性質、演習問題
AL①：演習問題を黒板で解答する 
準備：高校の数学１を復習すること 
課題：就活で出題される問題等を解く 

2回 情報数学基礎への準備 (2/2) 
公理・定義・定理等、数学で用いられる語句、指数と対数、演習問題
AL①：演習問題を黒板で解答する 
準備：高校数学(指数対数，集合，関数など)を復習すること 
課題：指数関数，対数関数，床関数，天井関数のグラフを描く 

3回 数の表現方法 (1/2) 
2進数、8進数、16進数、基数変換、演習問題
AL①：演習問題を黒板で解答する 
準備：表2.2をノートに写して，数の表現を理解する． 
課題：基数変換の問題を解く 

4回 数の表現方法 (2/2) 
循環小数、補数表示、浮動小数点数、演習問題
AL①：演習問題を黒板で解答する 
準備：表2.3をノートに写して，補数による負数の表現を理解する． 
課題：補数変換の問題を解く 

5回 命題と論理演算 (1/2) 
命題論理、真理値表、連言、選言、否定、演習問題
AL①：演習問題を黒板で解答する 
準備：選言，連限，否定，含意，同値のそれぞれの意味を辞書でしらべる． 
課題：ブール代数の性質を真理値表で確かめる 

6回 命題と論理演算 (2/2) 
含意、同値、逆・裏・対偶、演習問題
AL①：演習問題を黒板で解答する 
準備：必要条件や十分条件など高校レベルの問題を探してくる． 
課題：必要条件や十分条件に関する問題を解く 

7回 集合 (1/3) 
集合という概念の解説、集合の元、部分集合、べき集合、全称記号と存在記号、ベン図、演習問
題 
AL①：演習問題を黒板で解答する 
準備：高校での数学1での集合に関する重要語句をノートに調べてくること． 
課題：2数の公約数の集合は，最大公約数の約数の集合に等しいを示せ 

8回 集合 (2/3) 
全体集合、和集合、積集合、補集合、集合間の演算、演習問題
AL①：演習問題を黒板で解答する 
準備：ベン図(カルノー図)や分割表で包除原理を確かめよう， 
課題：包除原理に関する問題をとく 

9回 集合 (3/3) 

集合の性質、演習問題 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年後期 １ ２ 必修 

担当教員 

國持 良行・水野 信也・櫻井 将人・山岸 祐己 

    

添付ファイル 
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 AL①：演習問題を黒板で解答する 
準備：ブール代数の性質10個を書き写してくること
課題：ブール代数の等式を証明すること 

10回 写像 (1/3) 
対応と写像、写像の例、演習問題
AL①：演習問題を黒板で解答する 
準備：床関数，天井関数，n次関数，対数関数，指数関数，分数関数,三角関数の定義域と値域を
求めよ 
課題：関数のグラフを書いてみる 

11回 写像 (2/3) 
全射、単射、全単射、逆写像、合成写像、演習問題
AL①：演習問題を黒板で解答する 
準備：n次関数，対数関数，指数関数，分数関数,三角関数のうち全射や単射の例を挙げよ
課題：全射，単射の個数を求めよ 

12回 写像 (3/3) 
置換、演習問題          
AL①：演習問題を黒板で解答する 
準備：整列アルゴリズムや交換法を調べよう
課題：交換法と反転数の関係を調べよう 

13回 関係 (1/2) 
直積、関係、順序関係、演習問題
AL①：演習問題を黒板で解答する 
準備：関係データベースとは何かを調べよう 
課題：トポロジカルソートのアルゴリズムを実現しよう 

14回 関係 (2/2) 
同値関係、同値類、類別、演習問題
AL①：演習問題を黒板で解答する 
準備：Union-Find木とは何かを調べよう
課題：スターリング数の公式を導こう 

15回 まとめと総合演習
まとめと総合演習 
AL②：まとめ問題をグループ学習する
準備：これまでの学習内容を復習する 
課題：まとめ問題の模範解答を作成すること 

16回 定期試験 

授業形態 基本的には講義と演習を織り交ぜながら進めていくが、内容に応じて弾力的な運用をする。 
アクティブラーニング：①１４回,②１回,③０回,④０回,⑤０回,⑥０回 

達成目標 a) 情報システム分野を学ぶ上で最低限必要な高校数学を理解している。 
b) 基数変換、補数表示、n進小数など数の表現を理解している。 
c) 論理式の真理値表が書ける、論理式の取り扱いが自在にできる。 
d) 集合の基礎概念を理解し、集合演算の計算ができる． 
e) 写像の定義、全射、単射、写像の合成、置換などを理解している。 
f) 関係、同値関係、順序関係などを理解している。 

評価方法・フィー 
ドバック 

演習･レポート40%、期末試験60%の割合で総合的に評価する。 
レポートやまとめテストについては原則的に毎回採点後返却し結果をフィードバックする。 

評価基準 秀：100～90、優：89～80、良：79～70、可：69～60、不可：59以下 

教科書・参考書 教科書：幸谷･國持『情報数学の基礎』 森北出版 

履修条件 なし。 

履修上の注意 クラス分けを行うので、自分がどのクラスに配属されているのか、初回講義前に確認しておくこと 

準備学習と課題の
内容 

（1）事前に教科書を読み，内容を理解しておくこと． 
（2）授業後には教科書を復習し，指定した日時までに課題などを済ませておくこと． 
（3）予習を含め毎回２時間以上授業外に復習をして次の授業に臨むこと． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:20％,関心･意欲:15％,態度:15％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

プログラミング概論 C2-S03-30 D-S03-30 

Fundamentals of Programming 

科目コード： 21090 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 計算機の動作の初歩を理解し，簡単なプログラミング技術を習得することを目的とする．計算機の構成要素， 
動作原理，言語処理系などの基本事項を説明する．C言語の入門部分(定数，変数，式，演算子，条件分岐，繰
り返し，関数)について講義を行う． 
この科目は、情報システム開発分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1回 開講説明およびプログラム 
本講義の位置づけについて説明する． 
AL① 
準備：シラバスを確認する 
課題：プログラミング演習で使う開発処理系になれる 

2回 プログラムの基本構造と書き方 
プログラムの基本的な構造とその作りについて説明する．また，読みやすいプログラムの書き方
についても触れる． 
AL① 
準備：教科書1章を読む 
課題：プログラムの始まりと終わりを理解する 

3回 基本要素：四則演算と演算規則 
プログラムにおける簡単な四則演算について説明する．また，演算の順序や演算子の優先順位に
ついて簡単に触れる． 
AL①，AL② 
準備：数学の演算規則を調べる 
課題：さまざまな演算の順序について復習するとよい 

4回 基本要素：変数と型 
プログラムで必須となる変数について説明する．また，変数の型についてその特性についても簡
単に触れる． 
AL① 
準備：教科書2章を読む 
課題：変数について復習し，理解を深める 

5回 条件分岐：if文の基本 
条件分岐プログラムの基本となるif文とその書き方について説明する．また，条件式に使われる
関係演算子，等価演算子，論理演算子についても触れる． 
AL①，AL② 
準備：教科書3-1を読む 
課題：if文の判定について復習すると良い 

6回 条件分岐：複雑な条件の設定 
複数の条件の設定について説明する． 
AL① 
準備：論理演算子について調べる 
課題：複数の条件設定や入れ子(ネスト)について復習すると良い 

7回 条件分岐：switch文 
条件分岐プログラムのもう一つの基本となるswitch文について説明する． 
AL①，AL②，AL③ 
準備：教科書3-2を読む 
課題：switch文の判定について復習し，if文と比べることで理解を深める 

8回 繰り返し：do文の基本 
プログラムの基本となる繰り返し処理としてdo-while文について説明する． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年後期 １ ２ 必修 

担当教員 

櫻井 将人・高野 敏明 

    

添付ファイル 
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 AL①，AL② 
準備：教科書4章を読む 
課題：for文の構成について復習すると良い．演算子についても改めて復習すると良い 

9回 繰り返し：while文の基本 
プログラムの基本となる繰り返し処理としてwhile文について説明する． 
AL① 
準備：教科書4章を読む 
課題：for文の構成と比較し，より理解すると良い 

10回 繰り返し：for文の基本 
多重ループやbreak，continueなどより複雑な繰り返し演算について説明する
また，後置/前置増分演算子についても触れる． 
AL①，AL②，AL③ 
準備：教科書4章を改めて読み，for文やwhile文を理解すると良い 
課題：繰り返しの中で変数がどのように変化しているのかを追ってみると良い 

11回 多重ループ：繰り返しの応用                                  
for文を使ったいろいろなプログラムと多重ループについて説明する． 
AL①，AL②，AL③ 
準備：４－３，４−４節の例題プログラムを入力，実行してみる 
課題：４－３，４−４節の演習問題を行うことによって，その理解を深める． 

12回 配列 
プログラミングの基本として必要な配列について説明する．また，配列外アクセスについても簡
単に説明する 
AL① 
準備：教科書5章を読む 
課題：配列を使った要素について復習すると良い 

13回 関数の基本 
基本的な関数について説明する．また，自作の関数についても触れる
AL①，AL② 
準備：教科書6章を読む 
課題：引数や仮引数などについて復習すると良い 

14回 Includeと基本ヘッダファイル 
プログラムの冒頭に書かれる「おまじない」について説明する．また，関数との関連についても
簡単に触れる 
AL① 
準備：「おまじない」を使わなかった場合にどのようなことが起こるか調べると良い
課題：基本ヘッダとして，stdio，time，mathなどを調べると良い 

15回 総合 
さまざまなプログラム例を利用して，これまでの講義内容を振り返る． 
準備：教科書1章から6章の内容を振り返ること 
課題：これまでのプログラムを読み返すと良い 

授業形態 講義および演習 
アクティブラーニング： 
①14回，②6回，③3回，④0回，⑤0回，⑥0回 

達成目標 a) 基礎：プログラムの基本的な書き方について理解できる 
b) 基礎：変数や型，関数などの基本について理解できる 
c) 基礎：if文やfor文の基本が理解できる 
d) 発展：プログラムを読み変数などの変化を追跡(トレース)することができる 
e) 発展：プログラムを読み，何をしているか理解することができる 

評価方法・フィー 
ドバック 

小テスト・レポート課題40%，試験60%で総合的に評価する 
原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する 

評価基準 秀：100～90，優：89～80，良：79～70，可：69～60，不可：59以下 

教科書・参考書 教科書：柴田望洋「明解C言語(入門編)第2版」SoftBank Creative 
参考書：伊藤祥一「Springs of C 楽しくみにつくプログラミング」森北出版 

：福田良之介「やさしく学べるC言語」森北出版 

履修条件 特になし 

履修上の注意 特になし 

準備学習と課題の 
内容 

授業ごとに2時間以上の復習を行うと良い．プログラミング演習と合わせて演習を重ねると良い． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解：30%，思考・判断：30%，関心・意欲：15%，態度：15%，技能・表現：10% 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

プログラミング演習 C2-S04-30 D1-S04-30 

Introductory Programming Exercises 

科目コード： 21100 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 プログラミング概論と連携して，計算機の動作の初歩を理解し，簡単なプログラミング技術を習得することを
目的とする．まず，計算機の構成要素，動作原理，言語処理系などの基本事項を説明する．C言語の入門部分 
(定数，変数，式，演算子，条件分岐，繰り返し，配列，関数)について演習を行う．データの収集・管理や出
典明示の重要性を理解し，演習課題を通じてそれらの方法を学ぶ．なお，本科目では，毎回ノートパソコンを
用いた演習を行い，受講生の達成度を確認する． 
この科目は、情報システム開発分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1回 プログラミング言語とコンパイル 
カリキュラムにおける本講義の位置づけ（ステップ1，専門基礎科目）を説明する．講義概要をシ
ラバスを使って説明する．機械語と高級言語の違い，また，高級言語で書かれたプログラムをコ
ンピュータで実行する際に必要な手続き（プログラム作成，コンパイル，リンク，実行）につい
て説明する． 

AL①：教員やTASAに不明な点を質問する． 
準備：開発処理系がインストールされているパソコンを準備する． 
課題：開発処理系の使い方を復習する． 

2回 基本プログラム構造 
与えられた簡単なプログラムをエディタで入力した後，コンパイルして実行してみる． 
その後，適当な箇所をエラーが発生するように改変し，エラーメッセージとその意味について体
験する． 

準備：開発処理系がインストールされているパソコンを準備する． 
課題：基本プログラムを入力し，コンパイルと実行，デバッグの操作を復習する． 

3回 表示プログラム 
定数と変数，算術演算子，代入演算子，入出力． 

 

準備：あらかじめ与えられた例題プログラム(表示)を入力，実行してくる． 
課題：多くの演習問題を行うことによって，その理解を深める． 

4回 変数と算術演算 
定数（整定数，浮動小数点定数，文字定数，文字列定数），変数（int 型，double 型），算術演
算子（+，－，*，/，%）． 

 

準備：あらかじめ与えられた例題プログラム(変数と算術演算子)を入力，実行してくる． 
課題：多くの演習問題を行うことによって，その理解を深める． 

5回 代入，型，型変換 
代入演算子，型，型変換について演習する．また，多くの演習問題を行うことによって，その理
解を深める． 

 

準備：あらかじめ与えられた例題プログラム(代入演算子，型，型変換)を入力，実行してくる． 
課題：多くの演習問題を行うことによって，その理解を深める． 

6回 if文，等価演算子，関係演算子 
関係演算子，等値演算子，論理演算子について演習する． 
if 文の構造，使用方法について講義する． 

準備：３－１節前半の例題プログラムを入力，実行してみよう． 
課題：３－１節前半の演習問題を行うことによって，その理解を深める． 

7回 入れ子，最大値，条件演算子 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年後期 １ １ 必修（C：教職必修） 

担当教員 

國持良行・大石和臣・櫻井将人・山岸祐己・情報学部教員 

    

添付ファイル 
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 入れ子，最大値，条件演算子について演習する． 

準備：３－１節後半の例題プログラムを入力，実行してみよう． 
課題：３－１節後半の演習問題を行うことによって，その理解を深める． 

8回 複合文，論理演算子，switch文 
複合文，論理演算子，switch文について演習する． 

準備：３－２節の例題プログラムを入力，実行してみよう． 
課題：３－２節の演習問題を行うことによって，その理解を深める． 

9回 do文，論理否定演算子，複合代入演算子，後置/前置増分演算子                
do文，論理否定演算子，複合代入演算子，後置/前置増分演算子について演習する． 

準備：４－１節の例題プログラムを入力，実行してみよう． 
課題：４－１節の演習問題を行うことによって，その理解を深める． 

10回 while文，文字定数，while文を使ったいろいろなプログラム             
while文，文字定数，while文を使ったいろいろなプログラムについて演習する． 

準備：４－２節の例題プログラムを入力，実行してみよう． 
課題：４－２節の演習問題を行うことによって，その理解を深める． 

11回 for文，for文を使ったいろいろなプログラムと多重ループ，break文，continue文
for文を使ったいろいろなプログラムと多重ループについて演習する． 

準備：４－３，４−４節の例題プログラムを入力，実行してみよう． 
課題：４－３，４−４節の演習問題を行うことによって，その理解を深める． 

12回 配列 
プログラミングの基本として必要な配列について演習する． 

準備：第5章の例題プログラムを入力，実行してみよう． 
課題：第5章の演習問題を行うことによって，その理解を深める． 

13回 関数の基本 
基本的な関数について演習する． 

準備：第6章の例題プログラムを入力，実行してみよう． 
課題：第6章の演習問題を行うことによって，その理解を深める． 

14回 Includeと基本ヘッダファイル 
プログラムの冒頭に書かれる「おまじない」について説明する．また，関数との関連についても
簡単に触れる． 

準備：各種ヘッダファイルに関して調べる． 
課題：各種ヘッダファイルを利用し，その理解を深める． 

15回 総合演習 
定期試験の過去問などを利用した，総合演習を行う． 

AL②と④：グループ学習や自主学習を実施する． 
準備：１章から6章の内容をよく確認してくること． 
課題：これまでの演習の解答例を作成してみよう． 

16回 定期試験
定期試験 

授業形態 講義及び演習 
アクティブラーニング：①１回,②１回,③0回,④1回,⑤０回,⑥０回 

達成目標 ａ）定数（整定数，浮動小数点定数，文字定数，文字列定数）と変数（int型，double 型）の意味，使用方法
について理解できる． 
ｂ）代入演算子の意味を理解し，使用することができる．                                        
ｃ）定数及び変数からなる四則演算を理解し，使用することができる．                            
ｄ）データを入力し，四則演算を行い，結果を出力する簡単なプログラムを書け，かつ，読むことができる 
（ソースプログラムを読み，実行順序，変数の値の変化を追い，結果を自分で計算できる）． 
ｅ）if 文の意味を理解し，if 文を使用した20～30行程度のプログラムを書け，かつ，読むことができる． 
ｆ）if 文と for 文（while 文）を使用した20～30行程度のプログラムを書け，かつ，読むことができる． 
ｇ）配列の意味を理解し，配列を使用した20～30行程度のプログラムを書け，かつ，読むことができる． 
ｈ）関数の意味を理解し，関数を使用した20～30行程度のプログラムを書け，かつ，読むことができる． 

評価方法・フィー 
ドバック 

小テスト・レポート課題40%，試験60%で総合的に評価する． 

評価基準 秀：１００～９０、優：８９～８０、良：７９～７０、可６９～６０、不可：５９以下 

教科書・参考書 教科書：柴田望洋「明解C言語（入門編）」SoftBank Creative 

履修条件 なし 

履修上の注意 ノートパソコンを持参のこと。 

準備学習と課題の 
内容 

授業ごとに２時間以上復習を欠かさないこと．演習課題について内容をよく理解し，応用できるようにするこ 
と． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％，思考・判断:20％，関心･意欲:15％，態度:15％，技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  
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DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

卒業研究 C6-S08-90 

Graduation Thesis Work 

科目コード： 10690 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 教員の示唆、あるいは各人の学問的関心から出て指導教員の了承を得た学問的なテーマを決め、これについ
て4 
年次の大半をかけてまとまった研究を行い、その成果を論文にまとめ提出し、発表会で発表する。 

授業計画 1 （1）セミナー 
・週2回以上、卒研生全員を集めて開催 
・個々のテーマの進捗状況報告とそれに関する指導を行う 

2 （2）個別指導 
・卒研生一人一人の進捗状況に応じて日常的に個別指導を行う 

授業形態 個々のテーマの進捗状況報告とそれに関する指導 
アクティブラーニング：①～④に該当。内容により⑤⑥も該当 

達成目標 ・研究倫理を踏まえた公正な研究の計画・遂行 
・卒業論文の作成 
・卒業論文概要の作成（A4一枚） 
・卒業研究発表会での発表 

評価方法・フィー 
ドバック 

・指導教員、および複数の関係教員による卒業論文、概要の評価 
・卒業研究発表会での発表内容、及びプレゼンテーション方法の評価 

評価基準 卒業論文、概要、及び卒業研究発表会での発表が、コンピュータシステム学科の定める一定の基準をクリアし
ていること。 
合格、不合格で評価する。 

教科書・参考書 ・研究室ごとに異なる。 
・各研究室のホームページを参照のこと。 

履修条件 4 年進級条件を満たしていること。 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の 
内容 

内容は各指導教員の指示に従うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

４年通年 ４ ４ 必修 

担当教員 

コンピュータシステム学科教員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

卒業研究 D6-S07-90 

Graduation Thesis Work 

科目コード： 10690 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 教員の示唆、あるいは各人の学問的関心から出て指導教員の了承を得た学問的なテーマを決め、これについ
て4 
年次の大半をかけてまとまった研究を行い、その成果を論文にまとめ提出し、発表会で発表する。 

授業計画 1 （1）セミナー 
・週2回、卒研生全員を集めて開催 
・個々のテーマの進捗状況報告とそれに関する指導を行う 

2 （2）個別指導 
・卒研生一人一人の進捗状況に応じて日常的に個別指導を行う 

授業形態 個々のテーマの進捗状況報告とそれに関する指導 
アクティブラーニング：④, ⑤, ⑥に該当 

達成目標 ・研究倫理を踏まえた公正な研究の計画・遂行 
・卒業論文の作成 
・卒業論文概要の作成（A4一枚） 
・卒業研究発表会での発表 

評価方法・フィー 
ドバック 

・指導教員、および複数の関係教員による卒業論文、概要の評価 
・卒業研究発表会での発表内容、及びプレゼンテーション方法の評価 

評価基準 目標4項目が達成でき、卒業論文及び卒業研究発表会での発表が、情報デザイン学科の定める一定の基準をクリ 
アしていること。合格、不合格で評価する。 

教科書・参考書 ・研究室ごとに異なる 
・各研究室のホームページを参照のこと 

履修条件 4 年進級条件を満たしていること。 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の 
内容 

予習復習はその都度与えるので、指導教員の指示に従うこと。それぞれ1．5時間以上は必要である。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解：２０％, 思考・判断：２０％, 関心・意欲：２０％, 態度：２０％ 技術・表現：２０％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

４年通年 ４ ４ 必修 

担当教員 

情報デザイン学科全教員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

特別プログラム１ C3-A09-50 D2-A08-50 

Special Program 1 

科目コード： 17510 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 特別プログラム（メディアデザイン演習）は、コンピュータシステム学科領域と情報デザイン学科領域の複合
領域である、ウェブデザイン、ゲーム、インタラクションデザイン、メディアアート、アプリ、エンタテイン
メントコンピューティング、データヴィジュアライゼーションなどに関わることを実践的に学ぶ科目である。
本科目では、デザインやヴィジュアライゼーションなどの思考や表現の演習を行い、作品制作に必要な感性と
創造性を養う。その上で、実際に制作するために必要な技術として、グラフィックソフトウェア（Adobe 
Photoshop など）やプログラミング（Unityなど）の能力を習得し、その能力を活用したメディアデザイン作品
を制作する。 
※特別プログラムは、「特別プログラム1」と「特別プログラム2」の両方を履修し、年間60コマ(週1回2コマ) 
の授業によってデザイン・ヴィジュアライゼーション・プログラミングなどの基礎を学ぶ科目である。 
この科目は、ビジュアルコミュニケーション分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1回 ガイダンス・オリエンテーション 
◎担当胸筋紹介 
◎授業進行について 
課題：課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

2回 デザイン・ヴィジュアライゼーション 
◎デザイン・ヴィジュアライゼーション演習Ⅰ 
情報の伝達を視覚的に構築するために必要な思考と表現の基本的な能力を養う。 

◎グラフィックソフトウェア演習Ⅰ 
実制作に必要なグラフィックソフトウェアの操作理解。

課題：課題制作（AL④） 
 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

3回 デザイン・ヴィジュアライゼーション 
◎デザイン・ヴィジュアライゼーション演習Ⅰ 
情報の伝達を視覚的に構築するために必要な思考と表現の基本的な能力を養う。 

◎グラフィックソフトウェア演習Ⅰ 
実制作に必要なグラフィックソフトウェアの操作理解。

課題：課題制作（AL④） 
 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

4回 デザイン・ヴィジュアライゼーション 
◎デザイン・ヴィジュアライゼーション演習Ⅰ 
情報の伝達を視覚的に構築するために必要な思考と表現の基本的な能力を養う。 

◎グラフィックソフトウェア演習Ⅰ 
実制作に必要なグラフィックソフトウェアの操作理解。

課題：課題制作（AL④） 
 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

5回 デザイン・ヴィジュアライゼーション 
◎デザイン・ヴィジュアライゼーション演習Ⅰ 
情報の伝達を視覚的に構築するために必要な思考と表現の基本的な能力を養う。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ４ 選択必修 

担当教員 

松田 崇・定國 伸吾 

    

添付ファイル 
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 ◎グラフィックソフトウェア演習Ⅰ 
実制作に必要なグラフィックソフトウェアの操作理解。

課題：課題制作（AL④） 
 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

6回 デザイン・ヴィジュアライゼーション 
◎デザイン・ヴィジュアライゼーション演習Ⅰ 
情報の伝達を視覚的に構築するために必要な思考と表現の基本的な能力を養う。 

◎グラフィックソフトウェア演習Ⅰ 
実制作に必要なグラフィックソフトウェアの操作理解。

課題：課題制作（AL④） 
 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

7回 デザイン・ヴィジュアライゼーション 
◎デザイン・ヴィジュアライゼーション演習Ⅰ 
情報の伝達を視覚的に構築するために必要な思考と表現の基本的な能力を養う。 

◎グラフィックソフトウェア演習Ⅰ 
実制作に必要なグラフィックソフトウェアの操作理解。

課題：課題制作（AL④） 
 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

8回 デザイン・ヴィジュアライゼーション 
◎デザイン・ヴィジュアライゼーション演習Ⅰ 
情報の伝達を視覚的に構築するために必要な思考と表現の基本的な能力を養う。 

◎グラフィックソフトウェア演習Ⅰ 
実制作に必要なグラフィックソフトウェアの操作理解。

課題：課題制作（AL④） 
 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

9回 プログラミング 
◎プログラミング演習Ⅰ 
実制作に必要なプログラミングの理解とそれを活用したメディア作品の制作。 

◎作品制作 
各自、オリジナルのメディアデザイン作品の制作とプレゼンテーション資料の作成

課題：課題制作（AL④） 
 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

10回 プログラミング 
◎プログラミング演習Ⅰ 
実制作に必要なプログラミングの理解とそれを活用したメディア作品の制作。 

◎作品制作 
各自、オリジナルのメディアデザイン作品の制作とプレゼンテーション資料の作成

課題：課題制作（AL④） 
 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

11回 プログラミング 
◎プログラミング演習Ⅰ 
実制作に必要なプログラミングの理解とそれを活用したメディア作品の制作。 

◎作品制作 
各自、オリジナルのメディアデザイン作品の制作とプレゼンテーション資料の作成

課題：課題制作（AL④） 
 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

12回 プログラミング 
◎プログラミング演習Ⅰ 
実制作に必要なプログラミングの理解とそれを活用したメディア作品の制作。 

◎作品制作 
各自、オリジナルのメディアデザイン作品の制作とプレゼンテーション資料の作成

課題：課題制作（AL④） 
 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

13回 プログラミング 
◎プログラミング演習Ⅰ 
実制作に必要なプログラミングの理解とそれを活用したメディア作品の制作。 

◎作品制作 
各自、オリジナルのメディアデザイン作品の制作とプレゼンテーション資料の作成

課題：課題制作（AL④） 
 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

14回 プログラミング 
◎プログラミング演習Ⅰ 
実制作に必要なプログラミングの理解とそれを活用したメディア作品の制作。 

788



 ◎作品制作 
各自、オリジナルのメディアデザイン作品の制作とプレゼンテーション資料の作成

課題：課題制作（AL④） 
 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

15回 中間発表 
作品の発表とプレゼンテーション 
課題：プレゼンテーション資料制作 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で 
の制作時間の確保が必要となります。 

授業形態 近未来創造スタジオ（教育棟509）にて、講義と演習・実技。 
アクティブラーニング：①:0回,②:0回,③:0回,④:10回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 デザイン・ヴィジュアライゼーション能力の習得
グラフィックソフトウェアの習得 
プログラミングの習得 
メディアデザイン作品の制作と発表 
著作権および個人情報の保護について理解している 

評価方法・フィー 
ドバック 

評価方法：授業態度と制作した作品・最終発表によって評価 
フィードバック：作品の中間発表や講評 

評価基準 秀（100～90点）、優（89～80点）、良（79～70点）、可（69～60点）、不可（59点以下） 

教科書・参考書 オリジナルの解説冊子等を適宜教科書として使用する。 

履修条件 特になし。ただし、20名を超える履修希望者がいた場合、GPAにより履修者を決定する。 

履修上の注意 欠席は、止むを得ない場合を除き認めない。 
「特別プログラム1」を履修した場合は、必ず「特別プログラム2」も履修すること。両科目を履修しなければ 
単位が付与されない。 

準備学習と課題の 
内容 

思考・表現・技術習得のための復習と授業時間外の作品制作。 
（毎回、予習復習それぞれ1.5時間程度） 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:10％,思考・判断:20％,関心･意欲:30％,態度:10％,技能・表現:30％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

プログラミング実践演習１ C3-B11-30 D2- 
S09-30 

Intermediate Programming Exercises 

科目コード： 21110 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 プログラミング演習（C言語の基礎）の内容に加えてファイル入出力処理などを学ぶ．この科目は、組込みシス 
テム開発分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 Cプログラミングのための環境設定 
カリキュラムにおける本講義の位置づけ（ステップ2，専門科目）を説明する．講義概要をシラバ
スを使って説明する．C言語を用いてプログラミングをおこなうための環境を整える。動作確認の
ために、実際に簡単なプログラムをエディタで入力し、それをコンパイルして実行する。Cプログ
ラミングの基礎を復習する。配布したプリントの問題を可能な限り時間内に解く。AL①。 
準備：Cプログラミングの環境を確認し，開発のやり方を思い出してくる． 
課題：配布したプリントの問題を全て解くこと。解けない問題は次回質問すること。 

2 printf（）による出力処理 
printf() をもちいた簡単なプログラムを実行し、画面に結果を出力する。これにより、データを
格納する変数とその型を理解する。配布したプリントの問題を可能な限り時間内に解く。AL①。
準備：今回の講義内容を予習し，前回の演習で解けなかった問題を調べて疑問点を明らかにして
おく． 
課題：配布したプリントの問題を全て解くこと。解けない問題は次回質問すること。 

3 scanf（）による入力処理                                                         

scanf()をもちいた簡単なプログラムを実行し、キーボードからデータを入力して結果を出力す 
る。あわせて、Cにおける算術演算子について学ぶ。配布したプリントの問題を可能な限り時間内
に解く。AL①。 
準備：今回の講義内容を予習し，前回の演習で解けなかった問題を調べて疑問点を明らかにして
おく． 
課題：配布したプリントの問題を全て解くこと。解けない問題は次回質問すること。 

4 if 文による条件分岐 
if 文をもちいた簡単なプログラムをとおして、プログラムの処理の流れを理解する。配布したプ
リントの問題を可能な限り時間内に解く。AL①。 
準備：今回の講義内容を予習し，前回の演習で解けなかった問題を調べて疑問点を明らかにして
おく． 
課題：配布したプリントの問題を全て解くこと。解けない問題は次回質問すること。 

5 if 文のネストによる条件分岐 
if 文のネスト構造をもつプログラムの処理の流れを理解する。配布したプリントの問題を可能な
限り時間内に解く。AL①。宿題その1を出す．宿題は(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用す
る)小テストあるいは演習の場合がある． 
準備：今回の講義内容を予習し，前回の演習で解けなかった問題を調べて疑問点を明らかにして
おく． 
課題：配布したプリントの問題を全て解くこと。解けない問題は次回質問すること。 

6 while 文による繰り返し，宿題その1 
while 文をもちいた簡単なプログラムをとおして、プログラムの繰り返し処理の流れを理解す
る。配布したプリントの問題を可能な限り時間内に解く。AL①。 
準備：今回の講義内容を予習し，前回の演習で解けなかった問題を調べて疑問点を明らかにして
おく． 
課題：配布したプリントの問題を全て解くこと。解けない問題は次回質問すること。 

7 for 文による繰り返し 
for 文をもちいた簡単なプログラムをとおして、プログラムの繰り返し処理の流れを理解する。
あわせて、Cのプログラムであつかうことができる整数の範囲について理解する。配布したプリン 
トの問題を可能な限り時間内に解く。AL①。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択必修 

担当教員 

大石 和臣 

    

添付ファイル 
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 準備：今回の講義内容を予習し，前回の演習で解けなかった問題を調べて疑問点を明らかにして
おく． 
課題：配布したプリントの問題を全て解くこと。解けない問題は次回質問すること。 

8 for 文のネストによる繰り返し 
画面に２次元パターンを出力するプログラムをとおして、for文のネストによる繰り返し処理を理
解する。配布したプリントの問題を可能な限り時間内に解く。AL①。 
準備：今回の講義内容を予習し，前回の演習で解けなかった問題を調べて疑問点を明らかにして
おく． 
課題：配布したプリントの問題を全て解くこと。解けない問題は次回質問すること。 

9 配列をもちいた繰り返し処理 
配列の定義とその使い方を理解する。配布したプリントの問題を可能な限り時間内に解く。AL 
①。 
準備：今回の講義内容を予習し，前回の演習で解けなかった問題を調べて疑問点を明らかにして
おく． 
課題：配布したプリントの問題を全て解くこと。解けない問題は次回質問すること。 

10 関数をもちいた処理 
関数の定義とその関数の呼び出しについて理解する。配布したプリントの問題を可能な限り時間
内に解く。 
宿題その1の回答と解説．AL①。 
準備：今回の講義内容を予習し，前回の演習で解けなかった問題を調べて疑問点を明らかにして
おく． 
課題：配布したプリントの問題を全て解くこと。解けない問題は次回質問すること。 

11 関数をもちいた処理（続き），宿題その2 
ファイルからデータを読み込み、画面にイラストを表示するとともにそれをファイルにも保存す
る方法について学ぶ。配布したプリントの問題を可能な限り時間内に解く。AL①。宿題その2を出
す．宿題は(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する)小テストあるいは演習の場合がある． 
準備：今回の講義内容を予習し，前回の演習で解けなかった問題を調べて疑問点を明らかにして
おく． 
課題：配布したプリントの問題を全て解くこと。解けない問題は次回質問すること。 

12 ファイル入出力処理                                                                    
Cにおけるファイルの定義，ファイルからデータの読み込み，ファイルへのデータの書き込みを学
ぶ。配布したプリントの問題を可能な限り時間内に解く。AL①。 
準備：今回の講義内容を予習し，前回の演習で解けなかった問題を調べて疑問点を明らかにして
おく． 
課題：配布したプリントの問題を全て解くこと。解けない問題は次回質問すること。 

13 ファイル入出力処理（続き）                                                            
Cにおけるファイルの定義，ファイルからデータの読み込み，ファイルへのデータの書き込みを学
ぶ。配布したプリントの問題を可能な限り時間内に解く。 
宿題その2の回答と解説．AL①。 
準備：今回の講義内容を予習し，前回の演習で解けなかった問題を調べて疑問点を明らかにして
おく． 
課題：配布したプリントの問題を全て解くこと。解けない問題は次回質問すること。 

14 総合演習１ 
今まで学んだ内容について総合演習を行う。配布したプリントの問題を可能な限り時間内に解
く。AL①。 
準備：前回の演習で解けなかった問題を調べて疑問点を明らかにしておく． 
課題：配布したプリントの問題を全て解くこと。解けない問題は次回質問すること。 

15 総合演習２ 
今まで学んだ内容について総合演習を行う。AL①。 
準備：前回の演習で解けなかった問題を調べて疑問点を明らかにしておく． 
課題：今回までに配布したプリントの問題を全て復習し，定期試験に備えること。 

16 定期試験 

授業形態 講義および演習 
アクティブラーニング：①:15回,②:0回,③:0回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 ａ）変数とそのデータ型について理解できる。            
ｂ）条件分岐や繰り返しを含むプログラムの構造を理解できる。
ｃ）配列の概念を理解し、使用することができる。 
ｄ) コンピュータ内のファイルやフォルダーのツリー構造を理解し、ファイルの読み出しや

書き込みが自由にできる。 
ｅ）データを入力し結果を出力する簡単なプログラムを書くことができる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

演習と宿題40％、総合演習あるいは定期試験60％。宿題は採点して返却し、結果をフィードバックする。 

評価基準 100～90：秀，89～80：優，79～70：良，69～60：可，60未満：不可
達成目標の100～90％に到達した場合は秀， 
達成目標の89～80％に到達した場合は優， 
達成目標の79～70％に到達した場合は良， 
達成目標の69～60％に到達した場合は可， 
達成目標の59～0％に到達した場合は不可． 

教科書・参考書 教科書：プログラミング演習で使用した教科書 

履修条件 「プログラミング演習」の成績が良(B)のコンピュータシステム学科の学生，あるいは「プログラミング演習」 
の成績が良(B)以上の情報デザイン学科の学生． 

履修上の注意 プログラミング演習の内容を理解していることを前提にした講義および演習を行う。初回は、Cプログラミング
をおこなうための各種の設定をおこなう。履修を希望する場合は、初回の授業を欠席しないようにすること。 
講義中にMicrosoft Teamsを活用した質疑応答を実施する場合がある。毎回ノートPCを持参すること。 

準備学習と課題の 
内容 

必ず授業ごとに２時間以上復習して内容を理解し、自分のものにしてから次回の授業に臨むこと。講義で配布 
されたプリントの演習問題を全て解くこと。解き方がわからない演習問題は次の講義で質問することを課題と 
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 する． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:40％,関心･意欲:10％,態度:5％,技能・表現:5％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

マークアップ言語 C3-B13-10 D2-S10-10 

Markup Language 

科目コード： 19160 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 マークアップ言語の一種であるHTML,CSSに付いて解説し，簡単なWebページをHTMLを用いて作成する．教科書は 
使用せず，配布資料に従って講義を進める 

授業計画 1 基本構造とテキストの入力 
情報学部カリキュラムにおける本科目の位置づけについて説明する。                    
HTMLの基本構造、段落、テキストの入力、上付き下付き文字、ルビの振り方などについて、講義
およびAL②を行う。 
・準備学習：HTMLがどのようなものかインターネットで調べておく。 
・課題：HTMLの制作方法について、カンファレンスとして使用出来るサイトを調べて見る（AL 
④）。 

2 罫線、フォント、画像の貼り付け、リンク 
罫線、フォント、画像の貼り付け、リンクの作成について、講義およびAL②を行う。 
・準備学習：罫線の引き方、文字を太字にしたりサイズを変える方法、画像の貼り方についてイ
ンターネットで調べておく。 
・課題：画像をクリックすると別ページに飛ぶリンクを作成してみる（AL④）。 

3 箇条書き、定義リスト、表（テーブル）、フレーム分割 
箇条書き、定義リスト、表（テーブル）、フレーム分割について、講義およびAL②を行う。 
・準備学習：箇条書き、定義リスト、表（テーブル）、フレーム分割の書き方について予め調べ
ておく。 
・課題：配布資料にある複雑なテーブルを用いて、写真の配置（テーブルレイアウト）を行って
みる（AL④）。 

4 入力ボックス、ラジオボタン、チェックボックス、選択メニュー、送信ボタンの設置 
入力ボックス、ラジオボタン、選択メニュー、送信ボタンの設置について、講義およびAL②を行
う。 
・準備学習：入力ボックス、ラジオボタン、チェックボックス、選択メニュー、送信ボタンの設
置方法について、予め調べておく。 
・課題：上記フォーム要素を全て用いたアンケートページを作成してみる（AL④）。 

5 スタイルシートの基本構造、背景色、文字色、横位置、縦位置の調整 
スタイルシートの基本構造、背景色、文字色、横位置、縦位置の調整について、講義およびAL② 
を行う。 
・準備学習：スタイルシートとは何か、margin、paddingとはどのようなものか調べて見る。 
・課題：背景に写真を敷き詰めたページを作成してみる（AL④）。 

6 スタイルシートによるフォント、文字の配置の調整 
スタイルシートによるフォント、文字の配置の調整について、講義およびAL②を行う。 
・準備学習：スタイルシートでフォントや文字の配置を行うときの書式について、解説サイトな
どで調べておく。 
・課題：講義資料にあるさまざまな方法を駆使して、綺麗に見えるレストランのメニューを作成
してみる（AL④）。 

7 マージン、パディング、ボーダー（枠線）の調整、回り込み配置 
マージン、パディング、ボーダー（枠線）の調整、回り込み配置の設定について、講義およびAL 
②を行う。 
・準備学習：マージン、パディング、ボーダー（枠線）の調整方法について、解説サイトなどで
調べておく。 
・課題：回り込み配置をdiv要素に適用して、複雑なページレイアウトを作成してみる（AL④）。 

8 箇条書き（リスト）、表（テーブル）に対するデザイン、スタイルシートの複数の書き方 
箇条書き（リスト）、表（テーブル）に対するデザイン、スタイルシートの複数の書き方につい 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択必修 

担当教員 

四宮 友貴 

    

添付ファイル 
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 て、講義およびAL②を行う。 
・準備学習：箇条書き（リスト）、表（テーブル）に対するデザインの書式について、解説サイ
トなどで調べておく。 
・課題：同一スタイルシートについて、外部ファイルの読み込み、head要素内への記述、style属
性での記述の３種類の方法を試し、同じ表示になる事を確認する（AL④）。 

9 JavaScriptによるアラートの表示、パスワードの入力、別ウィンドウの表示など    
JavaScriptによるアラートの表示、パスワードの入力、別ウィンドウの表示などについて、講義
およびAL②を行う。 
・準備学習：JavaScriptという言語の基本的な書き方について調べておく。 
・課題：JavaScriptを用いて、写真を切り替えて見せるスライドショーを作成してみる（AL 
④）。 

10 Canvas要素による２次元CGの作成                          
Canvas要素による２次元CGの作成について、講義およびAL②を行う。 
・準備学習：canvas要素でJavaScriptを動かす基本的な方法について調べておく。 
・課題：画像の楕円運動、画像自身の回転を組み合わせた、回転寿司の動画を作成してみる（AL 
④）。 

11 複数の画像を動かす２次元CGの作成 
複数の画像を動かす２次元CGの作成について、講義およびAL②を行う。 
・準備学習：canvas要素内で、複数の画像を動かす方法について解説しているサイトがあるか調
べて見る。 
・課題：配布資料を見ながら、多数の風船（色つき円でよい）が大きさを変えながら、様々な方
向に飛ぶ動画を作成してみる（AL④）。 

12 画像などに対するイベント処理の出来る２次元CGの作成 
画像などに対するイベント処理の出来る２次元CGの作成について、講義およびAL②を行う。 
・準備学習：画面をクリックしたときのカーソル位置の検出、どの向きの矢印キーが押されたか
を検出する方法を調べておく 
・課題：ボタンにする画像を押すと、ほかの画像が回転したり、拡大・縮小したりする動画を
作って見る（AL④）。 

13 オリジナルサイトの作成及び優良解説サイトを探す（１）                                
12回目までに扱ったHTML、スタイルシート、canvasの技術を用いて、ショッピングサイトなど、 
自分の好きなサイトの作成に取り組む。この過程で、作成に有用な解説・教材サイトをネットで
探す（AL①およびAL②）。 
・準備学習：13回目は作成したいサイトの構造を考える。 
・課題：さらに使いやすい解説・教材サイトを求めてネット検索する（AL④）。 

14 オリジナルサイトの作成及び優良解説サイトを探す（２）                                
13回目の続きとして、作成したいサイトの実際のプログラミングに取り組んでみる（AL①および
AL②）。 
・準備学習：そのときの制作で必要となる方法についてネットなどで調べておく。 
・課題：制作したサイトの途中段階において、デザインや動きなどで改良するべき点があるかを
考察し、改良する。また、さらに使いやすい解説・教材サイトを求めてネット検索する（AL 
④）。 

15 オリジナルサイトの作成及び優良解説サイトを探す（３）                    
14回目の続きとして、自分のオリジナルサイトを完成させる（AL①およびAL②）。 
・準備学習：そのときの制作で必要となる方法についてネットなどで調べておく。 
・課題：制作したサイトの途中段階において、デザインや動きなどで改良するべき点があるかを
考察し、改良する。また、さらに使いやすい解説・教材サイトを求めてネット検索する（AL 
④）。 

授業形態 講義と演習 
アクティブラーニング：①:3回,②:15回,③:0回,④:15回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 簡単なWebページをHTML,CSSを使用して作成できることを目標とする 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業中、時々提出する課題、および期末テストの結果などで総合的に評価する 
原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する 

評価基準 演習課題と自由課題の結果から「秀」:100点～90点「優」:89点～80点「良」:79点～70点「可」:69点～60点 
「不可」:59点以下で評価する 

教科書・参考書 なし 

履修条件 なし 

履修上の注意 他人のファイルをコピーしたと思われる場合は，コピー元，コピー先共に，その評価は0点とする． 

準備学習と課題の 
内容 

授業時間外での学習に関しては、毎回 1.5 時間以上をそれぞれ予習・復習に費やすこと． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:20％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:30％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

特別プログラム２ C4-A14-50 D3-A11-50 

Special Program 2 

科目コード： 17520 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 特別プログラム（メディアデザイン演習）は、コンピュータシステム学科領域と情報デザイン学科領域の複合
領域である、ウェブデザイン、ゲーム、インタラクションデザイン、メディアアート、アプリ、エンタテイン
メントコンピューティング、データヴィジュアライゼーションなどに関わることを実践的に学ぶ科目である。
本科目では、デザインやヴィジュアライゼーションなどの思考や表現の演習を行い、作品制作に必要な感性と
創造性を養う。その上で、実際に制作するために必要な技術として、グラフィックソフトウェア（Adobe 
Photoshop など）やプログラミング（Unityなど）の能力を習得し、その能力を活用したメディアデザイン作品
を制作する。 
※特別プログラムは、「特別プログラム1」と「特別プログラム2」の両方を履修し、年間60コマ(週1回2コマ) 
の授業によってデザイン・ヴィジュアライゼーション・プログラミングなどの基礎を学ぶ科目である。 
この科目は、ビジュアルコミュニケーション分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 グラフィックソフトウェア演習Ⅱ 
◎グラフィックソフトウェア演習Ⅱ 
実制作に必要なグラフィックソフトウェアの操作理解。

課題：課題制作（AL④） 
 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

2 グラフィックソフトウェア演習Ⅱ 
◎グラフィックソフトウェア演習Ⅱ 
実制作に必要なグラフィックソフトウェアの操作理解。

課題：課題制作（AL④） 
 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

3 グラフィックソフトウェア演習Ⅱ 
◎グラフィックソフトウェア演習Ⅱ 
実制作に必要なグラフィックソフトウェアの操作理解。

課題：課題制作（AL④） 
 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

4 グラフィックソフトウェア演習Ⅱ 
◎グラフィックソフトウェア演習Ⅱ 
実制作に必要なグラフィックソフトウェアの操作理解。

課題：課題制作（AL④） 
 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

5 プログラミング演習Ⅱ 
◎プログラミング演習Ⅱ 
実制作に必要なプログラミングの理解とそれを活用したメディア作品の制作。 

◎作品制作（AL④） 
各自、オリジナルのメディアデザイン作品の制作 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 
課題：課題制作 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ４ 選択必修 

担当教員 

松田 崇・定國 伸吾 

    

添付ファイル 
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 6 プログラミング演習Ⅱ 
◎プログラミング演習Ⅱ 
実制作に必要なプログラミングの理解とそれを活用したメディア作品の制作。 

◎作品制作（AL④） 
各自、オリジナルのメディアデザイン作品の制作 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 
課題：課題制作 

7 プログラミング演習Ⅱ 
◎プログラミング演習Ⅱ 
実制作に必要なプログラミングの理解とそれを活用したメディア作品の制作。 

◎作品制作（AL④） 
各自、オリジナルのメディアデザイン作品の制作 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 
課題：課題制作 

8 プログラミング演習Ⅱ 
◎プログラミング演習Ⅱ 
実制作に必要なプログラミングの理解とそれを活用したメディア作品の制作。 

◎作品制作（AL④） 
各自、オリジナルのメディアデザイン作品の制作 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 
課題：課題制作 

9 プログラミング演習Ⅱ 
◎プログラミング演習Ⅱ 
実制作に必要なプログラミングの理解とそれを活用したメディア作品の制作。 

◎作品制作（AL④） 
各自、オリジナルのメディアデザイン作品の制作 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 
課題：課題制作 

10 プログラミング演習Ⅱ 
◎プログラミング演習Ⅱ 
実制作に必要なプログラミングの理解とそれを活用したメディア作品の制作。 

◎作品制作（AL④） 
各自、オリジナルのメディアデザイン作品の制作 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 
課題：課題制作 

11 プログラミング演習Ⅱ 
◎プログラミング演習Ⅱ 
実制作に必要なプログラミングの理解とそれを活用したメディア作品の制作。 

◎作品制作（AL④） 
各自、オリジナルのメディアデザイン作品の制作 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 
課題：課題制作 

12 プログラミング演習Ⅱ 
◎プログラミング演習Ⅱ 
実制作に必要なプログラミングの理解とそれを活用したメディア作品の制作。 

◎作品制作（AL④） 
各自、オリジナルのメディアデザイン作品の制作 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 
課題：課題制作 

13 制作 
作品制作とプレゼンテーション資料の作成
課題：課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

14 制作 
作品制作とプレゼンテーション資料の作成
課題：課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

15 最終発表 
◎最終発表 
作品発表・プレゼンテーション

課題：課題制作（AL④） 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で 
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 の制作時間の確保が必要となります。 

授業形態 近未来創造スタジオ（教育棟509）にて、講義と演習・実技。 
アクティブラーニング：①:0回,②:0回,③:0回,④:15回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 デザイン・ヴィジュアライゼーション能力の習得
グラフィックソフトウェアの習得 
プログラミングの習得 
メディアデザイン作品の制作と発表 
著作権および個人情報の保護について理解している 

評価方法・フィー 
ドバック 

評価方法：授業態度と制作した作品・最終発表によって評価 
フィードバック：作品の中間発表や講評 

評価基準 秀（100～90点）、優（89～80点）、良（79～70点）、可（69～60点）、不可（59点以下） 

教科書・参考書 適宜配布する 

履修条件 「特別プログラム1」を履修していること。 

履修上の注意 欠席は、止むを得ない場合を除き認めない。 
「特別プログラム１」を履修した学生のみ履修可能である。 

準備学習と課題の 
内容 

思考・表現・技術習得のための復習と授業時間外の作品制作。 
(毎回、予習復習それぞれ1.5時間程度) 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:10％,思考・判断:20％,関心･意欲:30％,態度:10％,技能・表現:30％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

マクロ言語入門 C4-B18-30 D3-S12-30 

Introduction to macro programming 

科目コード： 19190 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 アプリケーションソフトウェアの中には作業を自動化する「マクロ」と呼ばれる機能を有するものがある。マ
クロ処理をプログラミング言語で記述できるものも存在し、これらマクロ処理を記述する言語は「マクロ言 
語」と呼ばれる。本講義ではこのマクロ言語の代表であるExcel VBAについて学習する。 

授業計画 1 Excel VBAの開発環境の設定と簡単な入力 
情報学部カリキュラムにおける本科目の位置づけについて説明する。 
エクセルの操作の確認、Excel VBAに必要な「開発」タブの設定、モジュールエディタを開き、簡
単な入力をしてみる－の各点について講義および実習（AL②）を行う。 
・準備学習：Excel VBAとはどんな言語か。マクロを使うとどんな便利な事があるか。開発環境の
設定について、あらかじめ調べておく。 
・課題：Excel VBAの分かりやすい解説サイトを探し、様々なプログラムを書いて実行してみる 
（AL④）。 

2 Excel VBAの基礎 
Excel VBAでの変数の扱い、条件分岐処理、繰り返し処理、セルに罫線を付ける方法などについ
て、講義および実習（AL②）を行う。 
・準備学習：Excel VBAにおける変数への値の代入方法、条件分岐、繰り返しの書式について調べ
ておく。 
・課題：Excel VBAによる行や列の挿入、ソート、オートフィルターなどのやり方を調べて見る 
（AL④）。 

3 Excel VBAの基礎 
Excel VBAでの変数の扱い、条件分岐処理、繰り返し処理、セルに罫線を付ける方法などについ
て、講義および実習（AL②）を行う。 
・準備学習：Excel VBAにおける変数への値の代入方法、条件分岐、繰り返しの書式について調べ
ておく。 
・課題：Excel VBAによる行や列の挿入、ソート、オートフィルターなどのやり方を調べて見る 
（AL④）。 

4 Excel VBAの基礎 
Excel VBAでの変数の扱い、条件分岐処理、繰り返し処理、セルに罫線を付ける方法などについ
て、講義および実習（AL②）を行う。 
・準備学習：Excel VBAにおける変数への値の代入方法、条件分岐、繰り返しの書式について調べ
ておく。 
・課題：Excel VBAによる行や列の挿入、ソート、オートフィルターなどのやり方を調べて見る 
（AL④）。 

5 Excel VBAの応用 
Excel VBAのプログラムによって、表（テーブル）の書式設定・編集操作、表記統一・入力操作、
シート操作、定型処理を行う方法について、講義および実習（AL②）を行う。 
・準備学習：前回の授業でスライドの最後で指示された予習項目について、あらかじめ調べてお
く。 
・課題：各回ごとにスライドに示された課題項目について、自宅で実習して見る（AL④）。 

6 Excel VBAの応用 
Excel VBAのプログラムによって、表（テーブル）の書式設定・編集操作、表記統一・入力操作、
シート操作、定型処理を行う方法について、講義および実習（AL②）を行う。 
・準備学習：前回の授業でスライドの最後で指示された予習項目について、あらかじめ調べてお
く。 
・課題：各回ごとにスライドに示された課題項目について、自宅で実習して見る（AL④）。 

7 Excel VBAの応用 
Excel VBAのプログラムによって、表（テーブル）の書式設定・編集操作、表記統一・入力操作、 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択必修 

担当教員 

四宮 友貴 

    

添付ファイル 
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 シート操作、定型処理を行う方法について、講義および実習（AL②）を行う。 
・準備学習：前回の授業でスライドの最後で指示された予習項目について、あらかじめ調べてお
く。 
・課題：各回ごとにスライドに示された課題項目について、自宅で実習して見る（AL④）。 

8 Excel VBAの応用 
Excel VBAのプログラムによって、表（テーブル）の書式設定・編集操作、表記統一・入力操作、
シート操作、定型処理を行う方法について、講義および実習（AL②）を行う。 
・準備学習：前回の授業でスライドの最後で指示された予習項目について、あらかじめ調べてお
く。 
・課題：各回ごとにスライドに示された課題項目について、自宅で実習して見る（AL④）。 

9 Excel VBAの応用 
Excel VBAのプログラムによって、表（テーブル）の書式設定・編集操作、表記統一・入力操作、
シート操作、定型処理を行う方法について、講義および実習（AL②）を行う。 
・準備学習：前回の授業でスライドの最後で指示された予習項目について、あらかじめ調べてお
く。 
・課題：各回ごとにスライドに示された課題項目について、自宅で実習して見る（AL④）。 

10 Excel VBAの応用 
Excel VBAのプログラムによって、表（テーブル）の書式設定・編集操作、表記統一・入力操作、
シート操作、定型処理を行う方法について、講義および実習（AL②）を行う。 
・準備学習：前回の授業でスライドの最後で指示された予習項目について、あらかじめ調べてお
く。 
・課題：各回ごとにスライドに示された課題項目について、自宅で実習して見る（AL④）。 

11 Excel VBAによるゲーム製作 
製作課題として、「テトリス」をExcel VBAで作成する。プログラムの構造、コードの書き方につ
いて、講義および自主制作（AL②）を行う。 
・準備学習：テトリスの概略、作り方について、あらかじめ調べておく。12回目以降は、前回の
授業で告知された作成内容について、どのようなプログラムを書けば実現出来るか、構想してお
く。 
・課題：毎回、授業内で与えられた見本コードを改良し、出来るだけ面白くするための自分なり
の工夫をする（AL④）。 

12 Excel VBAによるゲーム製作 
製作課題として、「テトリス」をExcel VBAで作成する。プログラムの構造、コードの書き方につ
いて、講義および自主制作（AL②）を行う。 
・準備学習：テトリスの概略、作り方について、あらかじめ調べておく。12回目以降は、前回の
授業で告知された作成内容について、どのようなプログラムを書けば実現出来るか、構想してお
く。 
・課題：毎回、授業内で与えられた見本コードを改良し、出来るだけ面白くするための自分なり
の工夫をする（AL④）。 

13 Excel VBAによるゲーム製作 
製作課題として、「テトリス」をExcel VBAで作成する。プログラムの構造、コードの書き方につ
いて、講義および自主制作（AL②）を行う。 
・準備学習：テトリスの概略、作り方について、あらかじめ調べておく。12回目以降は、前回の
授業で告知された作成内容について、どのようなプログラムを書けば実現出来るか、構想してお
く。 
・課題：毎回、授業内で与えられた見本コードを改良し、出来るだけ面白くするための自分なり
の工夫をする（AL④）。 

14 Excel VBAによるゲーム製作 
製作課題として、「テトリス」をExcel VBAで作成する。プログラムの構造、コードの書き方につ
いて、講義および自主制作（AL②）を行う。 
・準備学習：テトリスの概略、作り方について、あらかじめ調べておく。12回目以降は、前回の
授業で告知された作成内容について、どのようなプログラムを書けば実現出来るか、構想してお
く。 
・課題：毎回、授業内で与えられた見本コードを改良し、出来るだけ面白くするための自分なり
の工夫をする（AL④）。 

15 課題の仕上げと期末テスト 
製作課題の仕上げについて、教員に質問したり（AL①）、学生同士で教え合う（AL②）などし
て、完成させる。 
・準備学習：まだ未達成の部分を整理し、質問など出来るようにしておく。 
・課題：最終回に仕上げた内容の動作確認などを行い、さらに改良を加えて、教員にメールで提 
出する（AL④）。 

授業形態 講義と演習 
アクティブラーニング：①:1回,②:15回,③:0回,④:15回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 ・マクロ言語のソースコードを読み解く事ができる。 
・簡単なマクロをマクロ言語で記述する事ができる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

期末試験（100点満点）などで評価を行う。評価は５段階評価（S A B C D 評価）とする。 
原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する。 

評価基準 優:100～80、良:79～70、可:69～60、不可:59点以下 
秀について：期末試験の結果が 80 点以上であった学生で、かつ、課題製作が非常に優れている場合に与え 
る。 

教科書・参考書 なし（適宜スライドを配布する）。 

履修条件 特に無し 

履修上の注意 ノートパソコンとインターネット接続用の LAN ケーブルを持参すること。 
Excel を使用可能な状態にして講義に出席すること（Excel は入学時に学校推奨パソコンにインストールされ 
ていたものと同等のものか、本学学生にライセンス供与されるものをインストールしておくこと）。 

準備学習と課題の
内容 

毎回、前回までの内容を理解したうえで講義に臨むこと。 
授業時間外での学習に関しては、毎回 1.5時間以上をそれぞれ予習・復習に費やすこと。 
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ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:20％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:30％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

実践ベンチャービジネス１ C5-A19-50 D4- 
A14-50 

Venture Business Training1 

科目コード： 19470 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ・週2日（10コマ） 
＊１日（５コマ）：（株）シーポイントラボ（本講義は，浜松ソフト産業協会の支援を得て実施する）にお

いて研修． 
＊１日（５コマ）：大学において実習（データ収集，営業活動等のため外部で実施する場合もある）. 

・単なる講義，演習ではなく，学内に存在する一つの擬似的な会社組織として運営し，目的とする業務をこな
していく．これに伴い，必要に応じて授業計画の内容を見直す場合がある．将来的には，経営体としての法人
化を目指す． 
・4年生の卒業研究のテーマとして業務を引き継ぐことが可能である（引き継いでくれることを期待する）．ま
た，1，2年生も見習社員として受け入れ可能とする．この科目は、情報システム開発分野の実務経験のある教 
員が担当する科目である。 

授業計画 1 ガイダンス 
今回の「就職に役立つ学生SNS」の目的・目標の共有 
・課題：業務週報の提出． 

2 SNSの研究（市場調査） 
システム制作に向けて、各種SNSを研究する
Facebook・mixi・その他 
・課題：業務週報の提出． 

3 リクルートの研究（市場調査） 
現状の静岡の大学生のリクルーティング・全国のリクルーティング 
・課題：業務週報の提出． 

4 ビジネスプラン策定 
「就職に役立つ学生SNS」のロードマップを作成 
（1年間だけでなく，次年度に繋がるゴールをイメージする） 
・課題：業務週報の提出． 

5 データベースの理解      PostgreSQL，
MySQL等々フリーのDBを理解する 
・課題：業務週報の提出． 

6 PHPプログラミングの理解
PHPを理解する 
・課題：業務週報の提出． 

7 Javascriptを理解
Javascriptを理解する 
・課題：業務週報の提出． 

8 HTML5を理解 
HTML5を理解する 
・課題：業務週報の提出． 

9 CSSを理解 
CSSを理解する 
・課題：業務週報の提出． 

10 ネットワーク全般の理解 
ネットワーク全般を理解する 
・課題：業務週報の提出． 

 11 Webサーバーを理解 
Webサーバーを理解する 
・課題：業務週報の提出． 

12 Mailサーバーを理解 
Mailサーバーを理解する 
・課題：業務週報の提出． 

13 OpenPNEの研究 
一から全て制作は無理なので，オープンソースを理解する 
・課題：業務週報の提出． 
・レポートの課題を提示する． 

14 画面遷移の作成 
画面構成・遷移をつくる 
・課題：業務週報の提出． 

15 画面作成 
利用者の画面をデザインする 
・課題：業務週報，レポートの提出． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期集中 ３ １０ 選択必修 

担当教員 

林 章浩・工藤 司・大椙 弘順・松田 崇・定國 伸吾・浜松ソフト産業協会（主として（株）シーポイントラボの 
青木 悠樹・高橋 良季） 
    

添付ファイル 
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授業形態 地元企業と連携し，地域企業における「学生のやりたい仕事と企業のミスマッチ」という課題解決に向けた
就職支援のためのＳＮＳを企業と共に開発・運営し，発展させ，学生と地元企業の双方にとって有益となる情
報共有のための仕組みづくりを目指す．当初は，情報学部の学生を対象とするが，大学全体，他大学へと広げ
ていきたい．将来的には，さらに業務内容を拡大していきたい． 
授業は実習先の支援を得て，最初に現状の課題を抽出し，その解決策と作業目標を作成する．以降，毎回，全
員あるいはグループで目標達成を阻害する課題を抽出し，解決方法を検討しながら作業を進める（アクティブ
ラーニング：⑤と⑥に該当）． 
アクティブラーニング：①:0回,②:0回,③:0回,④:0回,⑤:15回,⑥:15回 

達成目標 本講義では以下のことを目的とする． 
・企業の組織，運営，業務遂行方法等について，実際の企業の中で学び，社会人としての基礎力をつけると共
に，将来起業を目指す学生にも資する内容とする． 
・IT関連技術・能力を高める． 

評価方法・フィー 
ドバック 

毎週提出する「業務報告書」30%，期末に提出する「レポート」40%，「実習先の評価」30%で評価する．「業務 
報告書」に対するコメントにより，フィードバックを行う． 

評価基準 秀：100～90点，優：89～80点，良：79～70点，可：69～60点，不可：59点 以下 

教科書・参考書 なし 

履修条件 「特別プログラム１」，「特別プログラム2」を履修していること． 

履修上の注意 「実践ベンチャービジネス2」と併せて，通年の科目として履修すること． 

準備学習と課題の
内容 

以下の「準備学習」と「課題」を必ず行うこと． 
・事前学習：次回の作業に備え，課題や解決方法の検討を行っておくと共に，必要となる技術については事前
に調査しておくこと．(1.5時間程度) 
・課題：毎回，「業務報告書」により進捗状況，課題，対策などを報告し，「レポート」により最終的な活動
成果を報告すること．授業中に完了しなかった部分は課題として持ち帰り，作業の進捗を図ること．(1.5時間 
程度) 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:20％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:30％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

Webプログラミング C5-B22-50 D4-S16-50 

Web Programming 

科目コード： 17650 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 Web に関するプログラミングは、サーバー側で実行されるものとクライアント側で実行されるもの、二つに分け
ることができる。この科目では JavaScript を題材として、クライアント側で動作するプログラムについて 
学ぶ。 

授業計画 1 Web プログラミングの歴史 
・webプログラミングの歴史について、HTML、Java、JavaApplet、JavaScript、Web アプリケー
ションの動作原理、JavaScript の開発環境の現在、などをトピックに説明する。 
準備学習：HTML、CSSの開発環境について事前調査をおこなう 

2 Web サイトの構造記述 
・HTMLの基本的な記述方法を学ぶ。 
準備学習：HTML5の記述方法について、調べる 
課題：適切なマークアップを意識し、自己紹介のためのHTMLを作成する 

3 スタイルシートの記述 
・CSSの基本的な記述方法を学ぶ。 
準備学習：CSS3の記述方法について、調べる。 
課題：前回作成したサイトのレイアウトをCSSを用いて変更する 

4 HTML、CSS、Javascriptの関係 
・jQueryプラグインの導入を通じて、HTML、CSS、Javascriptの役割を整理して理解する。
準備学習：JQueryについて調べる 
課題：前回作成したサイトにjQueryプラグインを導入する 

5 JavaScript                                                            の文法JavaScript
の開発環境を整え、コンソールへの出力、変数、文字列について学習する。講義全体において
AL1を実施する。 
準備学習：JavaScript開発環境について事前調査をおこなう 

6 演算子と制御構文 
・演算子と制御構文、乱数をもちいたコンテンツ作成について学習する。講義全体においてAL1を
実施する。 
準備学習：「プログラミング入門」「プログラミング言語」の該当箇所について復習する
課題：演算子と制御構文、乱数をもちいたコンテンツ作成する 

7 配列と連想配列 
・配列の操作および連想配列の操作について学習する講義全体においてAL1を実施する。
準備学習：「プログラミング入門」「プログラミング言語」の該当箇所について復習する
課題：教科書p.101、p.106の課題を実装する 

8 関数とスコープ 
組込み関数、自作関数、変数のスコープ、匿名関数などについて学習する。講義全体においてAL1 
を実施する。 
準備学習：「プログラミング入門」「プログラミング言語」の該当箇所について復習する
課題：教科書p163,164の課題を実装する 

9 イベント 
・イベント駆動型モデルについて学習する。講義全体においてAL1を実施する。
準備学習：教科書p.190からp.202について事前に読む 
課題：教科書p.203の課題を実装する 

10 ブラウザオブジェクト 
・ブラウザオブジェクトの種類、タイマーの機能、ページ間の移動、フォーム要素について学習
する 
準備学習：教科書p.206からp.224について事前に読む 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択必修（C:教職「情報」は選択） 

担当教員 

定國 伸吾 

    

添付ファイル 
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 課題：教科書p.225,226の課題を実装する 
11 Document Object Model 

・要素の取得、属性とスタイルの変更、ＨＴＭＬの変更、イベントハンドラの設定について学習
する。 
準備学習：教科書p.228からp.247について事前に読む
課題：教科書p.248,249の課題を実装する 

12 レシピサイトのUI構築を通じたアクティブラーニング 
・これまでの学習内容を用いて、レシピサイトのUIを構築する。この制作を通じて、AL2、AL4を
実施する。 
準備学習：教科書p249までの復習 
課題：事前に配布するレシピサイトのHTMLとCSSに、これまでの学習内容を用いて指定の機能を実
装する 

13 jQueryの基礎 
・jQueryの記法やその背景について学ぶ。クロスブラウザ問題、プラグイン、文法、セレクタ、
フィルタ、イベントハンドラの設定、CSS クラスの変更、要素の挿入、DOM 操作の応用。 
準備学習：jQueryについて調べる 
課題：p.314,p.315の課題を実装する 

14 jQueryアニメーション      
jQueryアニメーションの記法を学ぶ 
準備学習：教科書p.336からp.355について事前に読む
課題：p.356,p.357の課題を実装する 

15 スライドショーのUI構築を通じたアクティブラーニング 
・これまでの学習内容を用いて、スライドショーのUIを構築する。AL4を実施する。
準備学習：教科書p357までの復習 
課題：事前に配布する写真サイトのHTMLとCSSに、これまでの学習内容を用いて指定の機能を実装 
する 

授業形態 講義と演習 
アクティブラーニング：①:5回,②:1回,③:0回,④:2回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 1) HTMLとCSSを理解し、Webサイトの構築ができる（基礎） 
2) JavaScriptの記法を理解し、Webサイトに活用できる（基礎） 
3) マウスの操作に反応するWebサイトが構築できる（基礎） 
4) JavaScriptを利用した動的なWebサイトを作成することができる（基礎） 
5) 自らのアイデアを上記の技術を組み合わせて構築することができる（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

最終課題と小課題の合計で評価を行う。小課題とは、授業内に行う演習や小テストを指す。 
小課題については、自動的に採点される他、重要なものについては翌週の講義で解説する。 

評価基準 1から4の達成目標に関する課題の評価点（50%）と5の評価点（50%）を合算し、次の通り評価する。 
秀：100～90、優：90～80、良：80～70、可：70～60、不可：60未満 

教科書・参考書 改訂新版JavaScript本格入門 ～モダンスタイルによる基礎から現場での応用まで、山田祥寛、技術評論社 

履修条件 プログラミングの基礎知識を身に着けていること。例えば、プログラミング入門に良以上の成績で合格してい
るなど。 
これに満たない場合は、事前に復習しておくこと。 

履修上の注意 毎回、ノートパソコンと、LAN ケーブル、教科書、を必ず持参すること。 

準備学習と課題の 
内容 

初回までにシラバスを読み、授業項目や目的を理解しておくこと。 
予習を含め毎回 2 時間以上授業外に復習をして次の授業に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:20％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:30％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

データベース応用 C5-B23-50 D2-S17-50 

Applications of Databases 

科目コード： 17670 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 情報システムは実世界のデータを収集、蓄積し、これを活用して様々な機能を提供するようになっている。
データベースはここで活用されるデータの集合、およびそれを管理するデータベース管理システムを指し、大
量のデータを処理するために必須のものとなっている。 
本講義では、実際の情報システムの中でデータベースがどのように活用されているか、また、そのために 

データベースはどのよう機能を備えているかを説明する。さらに、演習を通じて、実際のシステム構築・運用
手順に沿って、データベースの構築方法やデータベースが果たす役割について学ぶ。また、アクティブラーニ
ング（AL）を通して情報システムのデータベースを構築し、構築手順とデータベースの機能を実践的に理解す 
る。この科目は、情報システム開発分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 情報システムとデータベース 
情報システムにおけるデータベースの役割を事例に基づいて説明する。情報システムの構築、運
用・保守の手順を概説し、本授業の流れについて説明する。また、講義概要と教科書、参考書の
紹介を行い、関連科目の中での本科目の位置付けを説明する。 
・課題：授業の中で説明した用語の復習 

2 モデル化と設計 
データベースは実世界の構造をデータの視点からモデル化したものといえる。具体的な業務シス
テムを取り上げて、リレーショナル（関係）データ・モデルの考え方について説明する。さら 
に，業務システムの中で活用するために要件定義について説明する。また、ノートパソコンの設
定の確認を行う。 
・課題：教科書第2章の復習 

3 テーブルとSQL 
リレーショナルデータモデルの概念を解説し、テーブルの設計を行う。その上で、SQLによりテー
ブルの生成し、および簡単なデータ操作を行う。 
データベース設計に必要なソフトのインストールを行う。 
・演習1：テーブルの作成とデータ挿入（AL①、④） 
・課題：教科書第3章の復習 

4 データベースの設計理論 (1) 
データベースの設計を行う上で必要となるERモデルと正規化に関する基本的な概念と、データ 
ベースの設計手順を解説する。さらに、簡単なテーブルを正規化し、実際のデータ操作を通じて
正規化が情報無損失分解であることを学ぶ。 
・演習1：テーブルの正規化（AL①、④） 
・課題：教科書第5.1節の復習 

5 データベースの設計理論 (2) 
正規化したテーブルを事例としてER図を作成する手順を説明する。さらに、ER図における関連の
意味や、多対多関連解消の必要性を説明する。その上で、ER図からテーブルを生成し、データ操
作を行う手順を学ぶ。 
・演習1：商品管理サブシステムのテーブル作成（AL①、④） 
・課題：教科書第5.2～5.3節、第6章の復習 

6 商品管理サブシステム構築演習 
教科書の商品管理サブシステムを題材として、結合操作、ビュー、集約関数によるSQLの作成を学
ぶ。 
・演習1：商品管理サブシステムの構築（AL①、④） 
・演習2：正規化および今回までのSQL文の理解度確認 
・事前学習：正規化手順および前回までのSQL文の復習 
・課題：教科書第7章の復習 

7 販売管理サブシステム構築演習 (1) 
教科書の販売管理サブシステムのデーベース設計と、データ操作の演習を行う。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択必修 

担当教員 

工藤 司 

    

添付ファイル 
 

805



 ・演習1：販売管理サブシステムのテーブル構築（AL①、④） 
・［まとめのテスト１］ 
・事前学習：正規化手順および前回までのSQL文の復習 
・課題：教科書第8章の復習 

8 販売管理サブシステム構築演習 (2) 
販売管理サブシステムのデータ入力機能の構築演習を行う。 
・演習1：販売管理サブシステムの入力機能構築準備（AL①、④） 
・課題：教科書第9章のSQL文の復習 

9 販売管理サブシステム構築演習 (3) 
前回に引き続き、販売管理サブシステムのデータ入力機能の構築演習を行う。 
・演習1：販売管理サブシステムの入力機能構築（AL①、④） 
・課題：教科書第9章の復習 

10 販売管理サブシステム構築演習 (4) 
販売管理サブシステムの帳票を作成するためのSQL文の構築演習を行う。 
・演習1：販売管理サブシステムのレポート機能構築準備（AL①、④） 
・課題：教科書第10章のSQL文の復習 

11 販売管理サブシステム構築演習 (5) 
前回に引き続き、販売管理サブシステムの帳票を作成するためのSQL文の構築演習を行う。 
・演習1：販売管理サブシステムのレポート機能構築（AL①、④） 
・演習2：前回までのSQL文の理解度確認 
・事前学習：前回までのSQL文の復習 
・課題：教科書第10章の復習 

12 在庫管理サブシステム構築演習 
教科書の在庫管理サブシステムの構築演習を行う。 
・演習1：在庫管理サブシステムの構築（AL①、④） 
・［まとめのテスト２］ 
・事前学習：前回までのSQL文の復習 
・課題：教科書第11～12章の復習 

13 総合演習 (1) 
教科書の総合演習問題により、これまで学んだ知識を活用してシステム構築演習を行う。 
・演習1：所要量計算システムのテーブル正規化（教科書15.2節 総合演習問題）（AL①、④） 
・課題：正規化の手順の復習 

14 総合演習 (2) 
前回に引き続き、教科書の総合演習問題により、これまで学んだ知識を活用してシステム構築演
習を行う。 
・演習1：前回の所要量計算システムの検索機能の構築（AL①、④） 
・演習2：前回までのSQL文の理解度確認 
・事前学習：正規化手順および前回までのSQL文の復習 

15 総合演習演習 (3) 
前回に引き続き、教科書の総合演習問題により、これまで学んだ知識を活用してシステム構築演
習を行う。 
・演習1：前回の所要量計算システムを活用した所要量と材料費の集計（AL①） 
・［小テスト］ 
・事前学習：正規化手順および前回までのSQL文の復習 

授業形態 講義およびノートパソコンを使用した演習によって行う。 
アクティブラーニング：①:13回,②:0回,③:0回,④:12回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 1) 情報システムにおいてデータベースの果たす役割を理解している。 
2) 簡単な業務を行うためのデータベースの設計ができる。 
3) データベースおよびSQLを使用して、簡単なデータの管理や加工を行うシステムを構築できる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

2回のまとめのテストと1回の小テスト50％（全て持ち込み不可）、演習（提出課題）50％で評価する。まとめ 
のテスト、演習については、毎回採点後返却し結果をフィードバックする。 

評価基準 秀：100～90点（90%以上）、優：89～80点（80%以上）、良：79～70点（70%以上）、可：69～60点（60%以
上）、不可：59点 以下（60%未満） 
ただし、まとめのテストと小テストの平均が90点、80点に満たない場合は、各々、秀、優にはならない。ま 
た、（ ）内は、達成目標に対する達成割合を示す。 

教科書・参考書 教科書：片岡信弘、宇田川佳久、工藤司、五月女健治「データベース応用―データモデリングから実装まで」
共立出版 
参考書：白鳥則郎（監修）「データベース －ビッグデータ時代の基礎－」共立出版 

履修条件 「データベース基礎」（C/D）の単位を修得していること。 
「経営工学概論」を履修していることが望ましい。 

履修上の注意 演習はノートパソコンにMySQL、および授業で必要なソフトをインストールした環境で行う。2回目以降の授業 
ではノートパソコンを持参すること（初回はガイダンスのため不要）。 

準備学習と課題の
内容 

授業計画に記載されている「準備学習」と「課題」（合計3時間）を必ず行うこと。まとめのテストや演習につ
いては、フィードバックの説明を活用して理解を深めておくこと。特に、授業計画の「演習1」は進化発展の自
主学習を前提としている。授業中に質問して課題解決方法を理解した上で、指定期日（基本的に次の日曜日） 
までに提出すると共に、内容をよく理解して応用できるようにすること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:40％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  
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DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

実践ベンチャービジネス２ C6-A25-50 D5- 
A18-50 

Venture Business Training2 

科目コード： 19480 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ・週2日（10コマ） 
＊１日（５コマ）：（株）シーポイントラボ（本講義は，浜松ソフト産業協会の支援を得て実施する）にお

いて研修. 
＊１日（５コマ）：大学において実習（データ収集，営業活動等のため外部で実施する場合もある）. 

・単なる講義，演習ではなく，学内に存在する一つの擬似的な会社組織として運営し，目的とする業務をこな
していく．これに伴い，必要に応じて授業計画の内容を直す場合がある．将来的には，経営体としての法人化
を目指す． 
・4年生の卒業研究のテーマとして業務を引き継ぐことが可能である（引き継いでくれることを期待する）．ま
た，1，2年生も見習社員として受け入れ可能とする．この科目は、情報システム開発分野の実務経験のある教 
員が担当する科目である。 

授業計画 1 動作環境構築 
サーバーにOpenPNEをインストールする 
・課題：業務週報の提出． 

2 プログラミング                  
OpenPNEを元に必要なプログラミングを行う 
・課題：業務週報の提出． 

3 マーケティング 
マーケティングの概要や方法などを理解する 
・課題：業務週報の提出． 

4 財務 
損益分岐点の考え方など収支の立て方を理解する 
・課題：業務週報の提出． 

5 プロモーション 
プレスやその他告知（宣伝）方法 
・課題：業務週報の提出． 

6 営業 
営業 
・課題：業務週報の提出． 

7 SNSの運営 
コミュニティの運営方法（活性化施策）など 
・課題：業務週報の提出． 

8 分析 
利用者分析の方法・考え方など 
・課題：業務週報の提出． 

9 報告書作成 
企業側への報告レポートの必要項目など 
・課題：業務週報の提出． 

10 サービス開始 
サービスリリース・リリース時に行うこと 
・課題：業務週報の提出． 

11-15 運営 
サービス開始後、データ分析・改善 

 ・課題：業務週報の提出（毎回），およびレポートの提出(期限は課題と併せて提示） 
・レポートの課題を提示する（第13回） 

授業形態 地元企業と連携し，地域企業における「学生のやりたい仕事と企業のミスマッチ」という課題解決に向けた
就職支援のためのＳＮＳを企業と共に開発・運営し，発展させ，学生と地元企業の双方にとって有益となる情
報共有のための仕組みづくりを目指す．当初は，総合情報学部の学生を対象とするが，大学全体，他大学へと
広げていきたい．将来的には，さらに業務内容を拡大していきたい． 
授業は実習先の支援を得て，最初に課題の抽出，および解決策と作業目標の設定を行う．以降，毎回，全員あ
るいはグループで目標達成を阻害する課題を検討し，解決方法を検討しながら作業を進める（アクティブラー
ニング：⑤と⑥に該当）． 
アクティブラーニング：①:0回,②:0回,③:0回,④:0回,⑤:15回,⑥:15回 

達成目標 本講義では以下のことを目的とする． 
・企業の組織，運営，業務遂行方法等について，実際の企業の中で学び，社会人としての基礎力をつけると共
に，将来起業を目指す学生にも資する内容とする． 
・IT関連技術・能力を高める． 

評価方法・フィー 
ドバック 

毎週提出する「業務報告書」30%，期末に提出する「レポート」40%，「実習先の評価」30%で評価する． 
「業務報告書」に対するコメントにより，フィードバックを行う． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期集中 ３ １０ 選択必修 

担当教員 

林 章浩・工藤 司・大椙 弘順・松田 崇・定國 伸吾・浜松ソフト産業協会（主として（株）シーポイントラボの 
青木 悠樹・高橋 良季） 
    

添付ファイル 
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評価基準 秀：100～90点，優：89～80点，良：79～70点，可：69～60点，不可：59点 以下 

教科書・参考書 なし 

履修条件 「特別プログラム１」，「特別プログラム2」，「実践ベンチャービジネス1」を履修していること． 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の
内容 

以下の「準備学習」と「課題」を必ず行うこと． 
・事前学習：次回の作業に備え，課題や解決方法の検討を行っておくと共に，必要となる技術については事前
に調査しておくこと．(1.5時間程度) 
・課題：毎回，「業務報告書」により進捗状況，課題，対策などを報告し，「レポート」により最終的な活動
成果を報告すること．授業中に完了しなかった部分は課題として持ち帰り，作業の進捗を図ること．(1.5時間 
程度) 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:20％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:30％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

コンテンツデザイン概説 C1-S27-30 D-S21- 
30 

Content Design 

科目コード： 17710 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 現在デザインの領域は広域にわたり、そのコンテンツ表現はメディアの発展と共に日々発展し続けています。
この講義では広告・映像・音楽・アート・ＷＥＢ・ゲーム・漫画・アニメなどをさまざまなデザイン領域を 
テーマに情報メディア・コンテンツイノベイターについて考察し、デザイン表現に必要な視野や知識を学び、 
新たなコンテンツを生み出す力を養います。 

授業計画 1 初回ガイダンス 

・コンテンツ・デザイン領域の概略説明 
 

準備学習：初回までにシラバスを読み、授業項目や目的を理解しておく
課題演習：次回から配布プリント他で内容を指示する 

2 視覚伝達1 デザインの要素と原則 
「情報の視覚化」をテーマにビジュアルブレストの考え方や手法を学ぶ 
・情報の収集と整理 
・ブレインストーミング 

 

ＡＬ：② 対話型授業２（発表・討論などの学生どうしの対話） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 
準備学習：ブレストに向けたリラックス！友達さがし！ 
課題演習：落書きの体系化～ビジュアルブレスト関連レポートを予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

3 視覚伝達２ デザインの要素と原則 
「ユニバーサルデザイン」をテーマにデザインの基本文法「色・かたち」を学ぶ 
・カラーユニバーサルデザインガイド 

 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 
準備学習：公共の場にあるピクトグラムのリサーチ
課題演習：ピクトグラム関連レポートを予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

4 視覚伝達３ デザインの要素と原則 
「ピクトグラム」をテーマにデザインコンテンツを考案する 
・ピクトグラム（案内用図記号）［演習問題］課題と解説 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：② 対話型授業２（発表・討論などの学生どうしの対話） 
ＡＬ：③ 反転授業 （出題した課題について授業内で解説） 
準備学習：公共の場にあるピクトグラムのリサーチ 
課題演習：ピクトグラムのリ・デザイン関連レポートを予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

5 デザイン概論1 広告×エディトリアル 
「グラフィックデザイン」をテーマにデザイン史を学ぶ 
・グラフィックデザイン史 

ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 
準備学習：身近なフォントタイプのリサーチ 
課題演習：フォントタイプ関連レポートを予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年前期 １ ２ 選択 

担当教員 

折山 良太 

    

添付ファイル 
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 6 デザイン概論２ 広告×エディトリアル 
グラフィックデザイン領域から「レイアウトデザイン」をテーマにデザインの基本文法を学ぶ 
・レイアウトデザイン～書体/フォント［演習問題］課題と解説 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：③ 反転授業 （出題した課題について授業内で解説） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 
準備学習：フォントタイプのリサーチ 
課題演習：フォントとレイアウトデザイン関連レポートを予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

7 デザイン概論３ 広告×エディトリアル 
広告・印刷メディアなどのグラフィックデザインの基本文法「文字/タイポグラフィ」をテーマに
学ぶ 
・タイポグラフィ 

ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 
準備学習：タイポグラフィ作品のリサーチ
課題演習：タイポグラフィ関連レポート 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

8 メディア＆コミュニケーション１ 
映像、音、光などの空間エンターテインメントの領域から 
「メディアアート」よりメディアアーティストやコンテンツイノベーターの考え方や手法を学ぶ 

 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 
準備学習：「メディアアート」よりコンテンツイノベーターのリサーチ
課題演習：コンテンツイノベーター関連レポートを予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

9 メディア＆コミュニケーション２ 
デジタルメディアで拡張される虚実空間のデザインの考え方や手法を学ぶ 
「拡張現実ＡＲ／仮想現実ＶＲ／複合現実ＭＲ」をテーマにデザインコンテンツを考案する［演
習問題］課題と解説 

 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 
準備学習：「メディアアート」よりコンテンツイノベーターのリサーチ
課題演習：コンテンツ・デザインシート１関連レポートを予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

10 メディア＆コミュニケーション３ 
スマートフォンアプリやＷｅｂサービスの領域から「ユーザビリティ」をテーマに機能美という
考え方や手法を学ぶ。 
「ＵＩデザイン／ＵＸデザイン」をテーマにデザインコンテンツを考案する［演習問題］課題と
解説 

 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 
準備学習：「デザインとユーザビリティ」よりデザインリサーチ
課題演習：コンテンツ・デザインシート２関連レポートを予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

11 サブカルチャー・ポップカルチャー1 
日本のサブカルチャー・ポップカルチャーのコンテンツの領域から特異な発展を遂げた「漫画」
をテーマに古典から現代に至るマンガが持つ独自の表現方法を学ぶ 

 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 
準備学習：「漫画・ゲーム・アニメ」よりク－ルジャパンコンテンツの各種リサーチ
課題演習：関連レポートを予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

12 サブカルチャー・ポップカルチャー２ 
日本のサブカルチャー・ポップカルチャーのコンテンツの領域から 
「ゲーム/ＲＰＧ」をテーマにデザインコンテンツを考案する［演習問題］課題と解説 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：② 対話型授業２（発表・討論などの学生どうしの対話） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 
準備学習：「漫画・ゲーム・アニメ」よりク－ルジャパンコンテンツの各種リサーチ
課題演習：コンテンツ・デザインシート３/関連レポートを予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

13 サブカルチャー・ポップカルチャー３ 
日本のサブカルチャー・ポップカルチャーのコンテンツの領域から 
「アニメ/キャラクタービジネス」をテーマにキャラクタープロダクトをテーマに考察を行う 

 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 
準備学習：「漫画・ゲーム・アニメ」よりク－ルジャパンコンテンツの各種リサーチ
課題演習：関連レポートを予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

14 クールジャパン 
「クールジャパン構想とコンテンツマーケティングのこれから」をテーマに考察を行う 
・授業総括 
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 ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：② 対話型授業２（発表・討論などの学生どうしの対話） 
課題演習：最終レポートを予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

15 授業総括 
・授業総括 
課題演習：成績審査書類の提出アナウンス 授業アンケート他を予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

※ 
授業計画に関して※基本シラバスに準じるが、授業や課題進捗による変更がある場合、日程調整 
を行う場合がある 

授業形態 講義、課題演習/レポートの提出 

ＡＬ：アクティブラーニング： ①:１０回,②:３回,③:２ 回,④:１１回,⑤:０回,⑥:０回 

① 対話型授業１（教員と学生との対話／遠隔授業の場合メール等で対応） 
② 対話型授業２（発表・討論などの学生どうしの対話／遠隔授業の場合メール等で対応） 
③ 反転授業 （出題した課題について授業内で解説） 
④ 授業後に進化発展の自主学習 

達成目標 1）現代社会におけるさまざまなデザイン領域を理解する。（基礎） 

2）デザインの視点で物事を観察し、思考し、発想することができる。（標準） 

3）コンテンツ表現に必要な アイデアをカタチにした計画立案の作成ができる。（応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

授業内評価 総合演習と総括 
授業へ参加の姿勢、提出課題（指定する演習シート・関連レポート）への取り組み、提出内容によって総合評
価する。 

※提出物に不備がある場合、メールで再提出を求め、課題発見や改善につなげるフィードバックとする。 
※提出物について「指定期日の遵守ができない」「再提出（フィードバック ）に応じない」「未提出」がある
場合 減点対象となり単位所得点に達しない場合があるので注意。 
※単位認定に必要な成績審査書類に関して教員への提出用にコピー機でＡ4【複写コピー】を作成し 
学期末に指定する提出期日までに必ず提出すること。（提出仔細に関しては学期末にアナウンスを行う） 

評価基準 秀(1～3):90点以上、優(1～3):89～80点、良(1～3):79～70点、可(1～3):69～60点、不可:59点以下 

教科書・参考書 教科書：なし（授業内で必要に応じてプリント資料を配布する） 

履修条件 教員からの連絡確認用に学生用Office365 のメールアカウント設定、定期的なメールチェックをすること。 
WEBポータルに掲載される授業掲示関連や出席履歴（出欠調査状況表）定期的なチェックをすること。 

履修上の注意 授業のメモやアイデアスケッチがおこなえる、筆記用具（Ｂ鉛筆・消しゴム等） ノート（クロッキー帳等）を
必ず持参すること。 
 

課題作成やインターネットリサーチ等に必要な、ノートパソコン等を持参準備すること。 
課題画像やレポート等のデータは適切にＵＳＢメディアなどへのバックアップをすること。 

（＊課題進捗・出席確認のための画像エビデンス撮影等でスマートフォン等のデジタルカメラを利用します） 
（＊プリント資料の出力やレポート課題作成でプリンターが必要になります。自宅/大学施設/コンビニエンス
ストア等でのプリントサービスを利用して準備を行うこと） 
 

授業・課題で配布作成したプリント課題類：Ａ4サイズの演習シート、レポート等の【原本】は単位認定まで各
自でクリアファイル等で保存管理すること。 
成績審査用書類：教員への成績審査・提出用にＡ4サイズの演習シート、レポート等を完成させコピー機等で 
【複写/コピー】をとり提出期限までに必ず提出すること。 

準備学習と課題の
内容 

演習・課題作成に授業時間内ですべての作業が終わらない場合、復習に相当する授業時間外学習が必要になる
場合があります。 
自宅での事前リサーチ・課題作成などを通して、より深い認識が持てるよう各自で補習し、見識をもって授業
に参加するを望みます。 

★「準備学習」および「課題演習」として授業時間外学習（合計３ 時間程度）に費やしてください。 

★「準備学習」の内容 
・遠隔授業の場合講義動画を視聴し、ノートを取りながら内容の理解に努める。 
・授業準備の一環として配布・必要書類のプリント類の準備を行い、レジュメを一読しておく。 
・毎回の課題は週単位で授業参加確認/進捗チェックがあり、提出内容に不備がある場合【再提出】を求める。 

★「課題演習」の内容 
・講義/課題の解説、追加課題を解くことで、理解の定着を図る。 
・授業への出席確認 ：「課題：演習シート/レポート等の完成・進捗確認を求める」【画像エビデンス】を提
出・回収する。 
・課題：演習シート/レポート等は完成後【複写/コピー】をとり、紛失がないよう角型封書（角Ａ4封筒）にま
とめておく。 

★「成績審査書類」の内容 
※成績審査/単位認定：「課題全種：演習シート/レポート等を完成させ」そのＡ4【複写/コピー】書類一式を
別途準備し、角型封書（角Ａ4封筒）にまとめ学期末に一括で大学に提出すること。（提出仔細に関しては学期
末にアナウンスを行う） 
※課題：演習シート/レポート等は A4 用紙を使用し、複数枚あるものは左上をホチキスで留めること。 
※課題：演習シート/レポート等の【原本】は単位認定まで本人がクリアファイル等で保持管理すること。 
※角型封書他で提出された複写書式一式は返却しない。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 

知識・理解 20％,思考・判断 20％,関心･意欲 30％,態度 10％,技能・表現 20％ 
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（必須）  

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

認知・生命科学への誘い C2-S28-10 D1-B22- 
10 

Introduction to Cognitive and Life Sciences 

科目コード： 21190 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 人間とはどのような存在で、外界をどのように感じ、どのように考え、そしてどのように育ち生きているの 
か？ 情報デザイン学科で深く学ぶことができる生物学や脳科学、心理学、認知科学、スポーツ科学は、いず
れもこの疑問に光をあてる学問分野である。しかし各学問分野ごとにアプローチは大きく異なっている。本科
目は、情報学部情報デザイン学科の「心理・脳・生命情報分野」で学ぶ様々な専門分野によって、ヒトについ
てどのように理解していくことができるのか？を１年生の段階で大まかにイメージしてもらうことを目標とす
る。講義では各分野を代表する本学教員が、それぞれの学問分野における考え方や最新知見を紹介する。情報
デザイン学科の「心理・脳・生命情報分野」で卒業研究をしたい学生はもちろんのこと、コンピュータ学科に 
進みたい学生やデータサイエンスコースの学生の履修も歓迎する。 

授業計画 1 心理・脳・生命情報分野の学びについて （全教員） 
コースの先生の科目についてその関係（カリキュラムツリー）を概観することで、このコースで
何が学べるのかをイメージできるようにする。 

2 生命とは何か？ 大椙（遺伝情報/人工生命研究室） 
「生命」と「生命でないもの」の本質的な違いは何でしょうか？ 
この第1回目の授業では、皆さんに生命とは何かについて考えてもらいます。また、それを実現

している仕組みや、その仕組みがひとりでに構築されることの不思議さを感じてもらいたいと思
います。 
それにより、自分自身を含め、人が生きていることの凄さを改めて考えてもらいたいと思いま

す。 
AL①，③，④ 

3 進化と、人の心の関係を考えてみよう 大椙 
人はなぜいろんな事を感じ、またいろんなことを思い、考えるようになったのでしょう？ 
人が心を持っているということを、生物の進化的側面から考えてもらいたいと思います。
AL①，③，④ 

4 健康のために運動は必要か 富田（運動生理学研究室） 
健康のためには運動・栄養・休養が大切なことは誰もが知っています。
健康のための運動とはどのような物なのかを解説します。 
予習：健康のための運動メニューを考えてみよう 
復習：講義を受けて運動メニューを改善してみよう
AL①，② 

5 筋肉の機能はどのようにして高まるのか 富田 
筋肉が収縮・弛緩を繰り返して運動が行えるわけであるが、そのメカニズム、神経支配、エネル
ギー源、 
エネルギー供給に関わる生体反応とトレーニング効果について解説する。
予習：筋のエネルギーについて調べておいてください 
復習：どんなトレーニングができるか考えてみよう
AL①，② 

6 心理学とは何か？ 本多（心理学研究室） 
心理学は，心の働きや仕組みを科学的に解明しようとする学問です。しかし，残念なことに，心
理学に関する誤った知識が世間に流布していることが少なくありません。それでは心理学とは一
体どのような学問なのでしょうか？ 
この授業回では2年次開講科目である「基礎心理学」に関係する内容を解説します。
AL①，③，④ 

7 心をどのように調べるのか？ 本多 
心理学は，直接観察することができない心という対象を研究するために，百年以上の時間をかけ 
て，その研究方法を工夫してきました。その研究方法とは一体どのようなものなのでしょうか？ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年後期 １ ２ 選択 

担当教員 

大椙 弘順・奥村 哲・本多 明生・紀ノ定 保礼・富田 寿人 

    

添付ファイル 
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 この授業回では3年次開講科目である「心理評価法」に関係する内容を解説します。
AL①，③，④ 

8 心理学は社会でどのように生きているのか？ 本多 
心理学は隣接領域が多岐にわたる学問です。これは，心理学が，様々な分野に関係しており，広
く応用されていることを意味しています。それでは心理学は社会でどのように生きているので 
しょうか？ 
この授業回では2年次開講科目である「基礎心理学」や3年次開講科目である「心理評価法」に関
係する内容を解説します。 
AL①，③，④ 

9 「心とは情報処理システムである」と考えることの何が面白いか？ 紀ノ定（応用認知行動科学
研究室） 
認知心理学では、ヒトの「心」とは、コンピュータのように情報を処理するシステムであると考
える。そのように考えることでどのような利点があり、どのような知見が明らかになってきたか
を概観する。 
本講義は、2年次開講科目である「感性認知心理学」へとつながる内容である。
アクティブラーニング③④ 

10 ヒトの行動は全て「自由意志」に基づくのか？ 紀ノ定 
本講義では、社会心理学的な知見を紹介しながら、ヒトの心理や行動には周囲の環境が強く影響
していることを概観する。また、人間工学の知見を紹介し、デザインの工夫によりヒトの行動を
円滑化できることも紹介する。 
本講義は、2年次開講科目である「感性認知心理学」へとつながる内容である。
アクティブラーニング③④ 

11 ヒトの心や行動を数式で表せるか？ 紀ノ定 
本講義では、ヒトの心理や行動を数式を用いて表現する、数理モデリングの事例を紹介する。
本講義は、2年次開講科目である「 人間・生命情報の統計学応用」や、3年次開講科目である
「人間・生命情報の統計学応用」へとつながる内容である。 
アクティブラーニング③④ 

12 我々は脳について何を知っているのか？ 奥村（神経行動学研究室） 
ヒトを知るということは、究極的には我々の脳を理解するということである。そのため、古代か
ら様々な研究や思考が行われてきた。その一端を紹介し、先人たちが脳をどのように知ろうとし
てきたのかを考察する。 
アクティブラーニング①③④ 

13 我々は脳について何を知らないのか？ 奥村 
近年、脳機能イメージングなどによって、われわれは脳についてますます多くのことを知るよう
になってきた。しかし、同時にわからない疑問も増えてきている。それは、科学の探求において
は、一つのことがわかるたびに、むしろ新たな疑問があがってくるからである。残された疑問の
いくつかについて、受講者と一緒に討論し、考えてみる。 
アクティブラーニング③④ 

14 脳を知ることで、社会や人間はどう変わるのか？ 奥村 
個々のヒトの認知や行動は、それぞれの脳に働きによって編み出されている。しかし、実はその
一つ上の階層の、個人間の人間関係や、社会もまたヒトの脳の機能の反映である。脳の理解に 
よって、人間や社会の理解がどのように深まるのかを議論したい。また、最新のBMI（Brain 
Machine Interface）などの近未来に実装される技術についても簡単に紹介する。 
アクティブラーニング③④ 

15 生命、心理 脳についての理解は、我々の生き様をどのように変えるのか？ （全員） 
最後に、すべての担当教員によって、情報デザイン学科における「生命・心理・脳分野」の各科
目がどのように体系的につながっているのか？を再確認する。また、学生からの質問を受けつけ
る。ぜひ、自らの質問を提出して、それについてそれぞれの教員がどのようにアプローチをする
のかの違いを感じてほしい。 
アクティブラーニング③④ 

授業形態 情報学部情報デザイン学科の「心理・脳・生命情報分野」の5名の教員が、順番に担当する。出席者自らが感じ
た疑問を発して、対話することを通して学ぶことを重視するので、積極的に発言してほしい。 
アクティブラーニング：①:8回,②:2回,③:12回,④:12回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 情報学部情報デザイン学科「心理・脳・生命情報分野」のIII類の専門科目は、いずれも（１）生命や人間につ
いての知識を多面的に習得することを通して、（２）人間に関する情報や感性を産業や生活に活用できる能力
を身につけることを目標としている。 しかし、２～３年次に学ぶ専門科目は、それぞれ「専門性」が高いが
ゆえに、「人間」の理解を共通の目標としているのにも関わらず、科目間の関係がわかりにくい。この講義の
目的は各専門科目を学ぶ前に、それらの観点の違いを（３）俯瞰することで、各学生の２年次以降のカリキュ
ラムデザインに一定の方針を持ってもらうことである。ぜひ（４）「人間科学」に関する幅広い見方があるこ 
とを、この科目の履修を通して感じてほしい。 

評価方法・フィー
ドバック 

各人が講義から何を学び、今後専門科目を学ぶ上で、現時点でどのような疑問をもつことができたのか？とい
う点を特に重視する。 
（１）リアクションペーパーの評価合計（４５％）と、（２）レポート（５５％）によって総合的に合否判定
する。 
（１）（２）の中で、疑問点を明らかにしてもらい、得られた質問に対しするフィードバック動画の提供等で 
フィードバックを行う。 

評価基準 達成目標に記載の（１）と（２）の事柄について、（３）や（４）ができているかを評価し、６０％以上を合 
格とする。 

教科書・参考書 教科書は指定しない。参考書は各講義で推薦するので、ぜひ図書館で手にとって学んでほしい 

履修条件 情報学部1年生であること。 

履修上の注意 出欠については2/3以上の出席を要する。また「心理・脳・生命情報分野」のIII類科目の中には、1年生の時に
本科目をとっておくことを強く推奨する科目が多くある。特にこれらの科目を学びたい学生はできるだけ履修 
すること。 

準備学習と課題の 
内容 

資料・課題をアップロードするので指示に従って90分以上予習・復習すること。 
また学びを深めるために各講義で紹介する書籍（あるいは資料）を90分以上学習すること。 

ディプロマポリ  
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シーとの関連割合 
（必須） 

 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

ヴィジュアルデザイン入門 C2-S29-30 D1- 
C24-30 

Introduction to Visual Design 

科目コード： 21130 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ヴィジュアルデザインとは、絵（イラストレーション）や写真、コンピュータグラフィックスなどの視覚的な
表現で情報伝達することを目的としたデザインのことです。その入門として、アイディア・発想トレーニング
から、実際の視覚表現に必要なソフトウェアの基本的な操作などを学修します。また、この講義の発展科目で
ある「ヴィジュアルデザイン（開講時期：２年前期）」を履修希望の学生は、「ヴィジュアルデザイン入門」
を履修していることが望ましい。 
この科目は、ビジュアルコミュニケーション分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 ガイダンス 

授業の概要説明 

2 ヴィジュアルデザインの歴史 
ヴィジュアルデザインの歴史について、講義する 

3 ヴィジュアルデザインの歴史 

ヴィジュアルデザインの歴史について、講義する 

4 アイディア・発想トレーニング 
視覚表現の元となるアイディア・発想を養うトレーニングを実施することで、柔軟な発想力を育
てる 

 

5 アイディア・発想トレーニング 
視覚表現の元となるアイディア・発想を養うトレーニングを実施することで、柔軟な発想力を育
てる 

 

6 コンピュータグラフィックス 
ヴィジュアルデザインに必要なソフトウェアの基本（ベクターデータとラスターデータ） 
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

7 ベクターグラフィックス 
「Inkscape（インクスケープ）」の基本操作とベクターグラフィック制作入門
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

8 ベクターグラフィックス 
「Inkscape（インクスケープ）」の基本操作とベクターグラフィック制作入門
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

9 ベクターグラフィックス 
「Inkscape（インクスケープ）」の基本操作とベクターグラフィック制作入門
課題制作（AL④） 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年後期 １ ２ 選択 

担当教員 

松田 崇 

    

添付ファイル 
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 の制作時間の確保が必要となります。 
10 ラスターグラフィックス-1 

「FireAlpaca（ファイアアルパカ）」の基本操作とラスターグラフィックス制作入門
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

11 ラスターグラフィックス-1 
「FireAlpaca（ファイアアルパカ）」の基本操作とラスターグラフィックス制作入門
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

12 ラスターグラフィックス-1 
「FireAlpaca（ファイアアルパカ）」の基本操作とラスターグラフィックス制作入門
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

13 ラスターグラフィックス-2 
「GIMP（ギンプ）」の基本操作とラスターグラフィックス制作入門
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

14 ラスターグラフィックス-2 
「GIMP（ギンプ）」の基本操作とラスターグラフィックス制作入門
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

15 ラスターグラフィックス-2 
「GIMP（ギンプ）」の基本操作とラスターグラフィックス制作入門
課題制作（AL④） 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で 
の制作時間の確保が必要となります。 

授業形態 講義と演習 
アクティブラーニング：①:0回,②:0回,③:0回,④:10回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 ヴィジュアルデザインによる情報伝達の基本的な制作が行える。 

評価方法・フィー 
ドバック 

評価方法：出席と提出課題によって評価 
フィードバック：作品の中間発表や講評 

評価基準 秀(100~90点)、優(89~80点)、良(79~70点)、可(69~60点)、不可(59点以下) 

教科書・参考書 なし 

履修条件 なし 

履修上の注意 課題に対する制作意欲とクオリティ（品質）へのこだわりを持つこと。 

準備学習と課題の
内容 

日常的にヴィジュアルデザインに関することへ意識を向けておくこと。講義内での制作に真摯に取り組むこ
と。 
(毎回、予習復習それぞれ1.5時間程度) 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20%,思考・判断:20%,関心・意欲:30%,態度:10%,技能・表現:20% 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

３次元デジタル技術 C2-S30-30 D1-C23-30 

3D-Digital Technology 

科目コード： 17730 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ３次元デジタル技術は、エンターテイメントから製造業における設計・製造業務、医療など幅広く利用されて
います。利用目的により、データ構造・必要機能は異なります。 
本講義では、実例を含めた３次元デジタル技術の概要、及びＣＡＤシステムにおけるモデリング技術について
講義します。また、最新の技術動向、及び現在のＣＡＤシステム・利用実態の課題を踏まえた幾つかの試みに 
ついて講義します。 

授業計画 1 ３次元デジタル技術と利用の概要    
３次元デジタル技術と業務での利用概要
準備学習 特になし 

 

2 要素技術 
音、画像、３次元 
準備学習 復習 第１回内容を理解 

予習 第２回の事前調査により概要を把握 
3 コンピュータモデリング（１） 

形状モデリング概要、レンダリング概要
準備学習 復習 第２回内容を理解 

予習 第３回の事前調査により概要を把握 
4 コンピュータモデリング（２） 

形状モデリング概要、レンダリング概要
準備学習 復習 第３回内容を理解 

予習 第４回の事前調査により概要を把握 
5 実際の業務における３次元デジタル技術利用（１） 

製造業における３次元技術の利用 
準備学習 復習 第４回内容を理解 

予習 第５回の事前調査により概要を把握 
「第１回～第４回の内容について」ＡＬ１及びＡＬ３を行う 

6 実際の業務における３次元デジタル技術利用（２） 
製造業における３次元技術の利用 
準備学習 復習 第５回内容を理解 

予習 第６回の事前調査により概要を把握 
7 ＣＡＤシステム概要                ＣＡ

Ｄシステムの実現技術、機能、利用概要準備
学習 復習 第６回内容を理解 

予習 第７回の事前調査により概要を把握 
8 ＣＡＤにおけるモデリング技術（１） 

第一回まとめと３次元モデリングの基本技術
準備学習 復習 第７回内容を理解 

予習 第８回の事前調査により概要を把握 
「第５回～第７回の内容について」ＡＬ１及びＡＬ３を行う 

9 ＣＡＤにおけるモデリング技術（２） 
３次元モデリングの基本技術 
準備学習 復習 第８回内容を理解 

予習 第９回の事前調査により概要を把握 
10 ＣＡＤにおけるモデリング技術（３） 

曲線、曲面技術、フューチャベースパラメトリック技術 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年後期 １ ２ 選択 

担当教員 

竹内 一博 

    

添付ファイル 
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 準備学習 復習 第９回内容を理解 
予習 第１０回の事前調査により概要を把握 

11 3次元ＣＡＤソフト概要
機能概要、操作説明 
準備学習 復習 第１０回内容を理解 

予習 第１１回の事前調査により概要を把握 
12 基本技術のまとめ

第二回まとめ 
準備学習 復習 第１１回までの内容を復習 
「第１回～第１１回の内容について」ＡＬ１及びＡＬ３を行う 

 

13 最近の３次元デジタル技術の動向（１） 
３Ｄプリンタの技術と動向 
準備学習 復習 第１２回での解説を理解 

予習 第１３回の事前調査により概要を把握 
14 最近の３次元デジタル技術の動向（２） 

最近の３次元ソフト、ハードの動向 
準備学習 復習 第１３回内容を理解 

予習 第１４回の事前調査により概要を把握 
15 まとめ 

要点まとめ 
準備学習 復習 全体の内容を理解 
「全体の内容について」ＡＬ１及びＡＬ３を行う 
「課題レポートにおいて」ＡＬ４を行う（課題は事前に提示） 

16 定期試験 

授業形態 講義と演習 
アクティブラーニング：①:４回,②:０回,③:４回,④:1回,⑤:０回,⑥:０回 

達成目標 １．基本的なデジタルデータ、デジタル化について理解      ２．
３次元モデリングに関する種類・特徴について理解      ３．３次
元のレンダリングに関する種類・特徴について理解    ４．製造業
における３次元システムの機能・特徴について理解 ５．製造業にお
ける３次元システム導入の目的・有用性について理解 
６．現状の各種３次元システムの課題について理解し、方向性を考察できる 

評価方法・フィー
ドバック 

毎回の講義において、講義内容に沿って小問を実施し、学生は回答を提出する。
毎回の小問回答（２０％）、期末テスト（８０％）で評価する。 
各回の小問の回答は、次回講義で実施する。特に誤回答が多い場合は補足説明を実施する。 

評価基準 レポート、定期試験を総合評価する。
秀（６項目）：１００～９０ 
優（５項目）：８９～８０ 
良（４項目）：７９～７０ 
可（３項目）：６９～６０ 
不可（３項目以下）：５９以下。 

教科書・参考書 なし、プリント配付 

履修条件 なし 

履修上の注意 内容は基本的なものであるが、学生にとって新しい用語が多いと考えられ、特に復習は十分行うことが重要に 
なる。 

準備学習と課題の
内容 

必ず授業毎に復習（２時間）して内容を理解しておくこと。予習（１時間）は、シラバスの内容を調査し概要
を理解 
した上で授業にのぞむこと 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:５０％,思考・判断:２０％,関心･意欲:１０％,態度:１０％,技能・表現:１０％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

映像概説 C3-S31-10 D2-C26-10 

Imaging Arts Overview 

科目コード： 21140 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 映像の歴史からアニメーションの世界まで、動く絵の世界を幅広く知ることで、映像という領域の奥深い世界
を学修する。また、この講義の発展科目である「映像制作（開講時期：3年後期／授業コード ：70011）」を履
修希望の学生は、「映像概説」を履修していることが望ましい。この科目は、ビジュアルコミュニケーション 
分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 ガイダンス 

授業の概要説明 
 

準備学習：授業時間内にも映像作品の鑑賞などがありますが、授業外においても映像作品の鑑賞
や授業内で扱った作品・作家について学習する。 

2 映像・アニメーションの歴史 

映像の起源から、映像・アニメーションの発展・展開の歴史 
 

準備学習：授業時間内にも映像作品の鑑賞などがありますが、授業外においても映像作品の鑑賞
や授業内で扱った作品・作家について学習する。 

3 映像・アニメーションの歴史 

映像の起源から、映像・アニメーションの発展・展開の歴史 
 

準備学習：授業時間内にも映像作品の鑑賞などがありますが、授業外においても映像作品の鑑賞
や授業内で扱った作品・作家について学習する。 

4 映像・アニメーションの歴史 

映像の起源から、映像・アニメーションの発展・展開の歴史 
 

準備学習：授業時間内にも映像作品の鑑賞などがありますが、授業外においても映像作品の鑑賞
や授業内で扱った作品・作家について学習する。 

5 映像・アニメーションの歴史 

映像の起源から、映像・アニメーションの発展・展開の歴史 
 

準備学習：授業時間内にも映像作品の鑑賞などがありますが、授業外においても映像作品の鑑賞
や授業内で扱った作品・作家について学習する。 

6 アニメーション史に残る名作 

アニメーションの歴史に残る世界の作家と作品 
 

準備学習：授業時間内にも映像作品の鑑賞などがありますが、授業外においても映像作品の鑑賞
や授業内で扱った作品・作家について学習する。 

7 アニメーション史に残る名作 
アニメーションの歴史に残る世界の作家と作品 

 

準備学習：授業時間内にも映像作品の鑑賞などがありますが、授業外においても映像作品の鑑賞
や授業内で扱った作品・作家について学習する。 

8 アニメーション史に残る名作 

アニメーションの歴史に残る世界の作家と作品 
 

準備学習：授業時間内にも映像作品の鑑賞などがありますが、授業外においても映像作品の鑑賞
や授業内で扱った作品・作家について学習する。 

9 アニメーション史に残る名作 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択 

担当教員 

松田 崇 

    

添付ファイル 
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 アニメーションの歴史に残る世界の作家と作品 
 

準備学習：授業時間内にも映像作品の鑑賞などがありますが、授業外においても映像作品の鑑賞
や授業内で扱った作品・作家について学習する。 

10 アニメーション史に残る名作 

アニメーションの歴史に残る世界の作家と作品 
 

準備学習：授業時間内にも映像作品の鑑賞などがありますが、授業外においても映像作品の鑑賞
や授業内で扱った作品・作家について学習する。 

11 映像史に残る名作 

映像の歴史に残る世界の作家と作品 
 

準備学習：授業時間内にも映像作品の鑑賞などがありますが、授業外においても映像作品の鑑賞
や授業内で扱った作品・作家について学習する。 

12 映像史に残る名作 

映像の歴史に残る世界の作家と作品 
 

準備学習：授業時間内にも映像作品の鑑賞などがありますが、授業外においても映像作品の鑑賞
や授業内で扱った作品・作家について学習する。 

13 映像史に残る名作 

映像の歴史に残る世界の作家と作品 
 

準備学習：授業時間内にも映像作品の鑑賞などがありますが、授業外においても映像作品の鑑賞
や授業内で扱った作品・作家について学習する。 

14 映像史に残る名作 

映像の歴史に残る世界の作家と作品 
 

準備学習：授業時間内にも映像作品の鑑賞などがありますが、授業外においても映像作品の鑑賞
や授業内で扱った作品・作家について学習する。 

15 映像史に残る名作 

映像の歴史に残る世界の作家と作品 

準備学習：授業時間内にも映像作品の鑑賞などがありますが、授業外においても映像作品の鑑賞 
や授業内で扱った作品・作家について学習する。 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:0回,②:0回,③:0回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 既成概念や固定観念を払拭し、映像とアニメーションに対する造詣を深め、独自の考えを持つこと。 

評価方法・フィー 
ドバック 

評価方法：出席とレポートによって評価 
フィードバック：授業内にてフィードバックを行う 

評価基準 秀(100~90点)、優(89~80点)、良(79~70点)、可(69~60点)、不可(59点以下) 

教科書・参考書 なし 

履修条件 なし 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の 
内容 

さまざまな映像とアニメーションについて、歴史的背景や制作者の視点をもって観察すること。 
(毎回、予習復習それぞれ1.5時間程度) 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30%,思考・判断:30%,関心・意欲:30%,態度:10%,技能・表現:0% 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

インタラクションデザイン１ C3-S32-30 D4- 
C27-30 

Interaction Design 1 

科目コード： 21150 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 人とコンピュータの相互作用のことをヒューマンコンピュータインタラクションというが、このことを一般に
インタラクションという。例えばそれは、マウスの操作によってOSを操作することや、スマートウォッチを通
じてエクササイズ状況の記録閲覧をおこなうこと、ゲームコントローラーやタッチスクリーンを通じてゲーム
キャラクターを操作するようなこと等に付随する作用である。本講義では、このインタラクションのデザイン 
（設計）について学ぶ。講義の前半では、さまざまなインタラクションデザインを通じてその可能性について 
学び、講義の後半では、そのデザインの実践として、プログラミングをおこなう。 

授業計画 1 ガイダンス 

インタラクションデザインの概要及び講義の概要について説明 

2 インタラクションデザインの歴史 
ダグラス・エンゲルバート、アイバン・サザランド、アラン・ケイなどの業績を通じてその萌芽
について学ぶ、AL1 
事前学習：上記人物について調べること 
課題：講義内容についてまとめレポートとして提出 

3 インタラクションデザインにおける入力手法 
人からコンピュータへの作用に用いられる手法や技術について学ぶ、AL1 
事前学習：上記事例について調べること（例えばマウスやキーボード） 
課題：講義内容についてまとめレポートとして提出 

4 インタラクションデザインにおける出力手法 
コンピュータから人への作用に用いられる手法や技術について学ぶ、AL1 
事前学習：上記事例について調べること（例えばマウスやキーボード） 
課題：講義内容についてまとめレポートとして提出 

5 インタラクションデザインの研究事例1 
インタラクションデザインの近年の研究事例について学ぶ、AL1 
事前学習：、学会やシンポジウムの研究事例について調べる 
課題：講義内容についてまとめレポートとして提出 

6、7 インタラクションデザインの研究事例2（グループワーク） 
グループごとにキーワードを定め、定めたキーワードに基づき、インタラクションデザインの事
例について調べまとめ、発表する、AL5 
事前学習：5に引き続き、学会やシンポジウムの研究事例について調べる。
課題：グループごとにキーワードに関連する研究事例をまとめる。 

8 インタラクションデザイン演習1（基礎） 
インタラクションデザインの実装に必要な環境を構築し、その基礎的な操作を学ぶ。
事前学習：指定した環境を自身のコンピュータに構築する 

9 インタラクションデザイン演習2（グラフィクスの描画） 
インタラクションデザインの実装に必要なグラフィクスの描画方法について学ぶ。
事前学習：リファレンスに目を通す 
課題：講義内の学習内容を用いて、グラフィクスを制作し提出、AL4 

10 インタラクションデザイン演習3（サウンドのコントロール） 
インタラクションデザインの実装に必要なサウンドの操作方法について学ぶ。
事前学習：リファレンスに目を通す 
課題：講義内の学習内容を用いて、サウンドをコントロールするコンテンツを制作し提出、AL4 

11 インタラクションデザイン演習4（マウスインタラクション） 
マウスインタラクションの実装方法について学ぶ。 

 事前学習：リファレンスに目を通す 
課題：講義内の学習内容を用いて、マウスインタラクションのあるコンテンツを制作する、AL4 

12 インタラクションデザイン演習5（キーボードインタラクション） 
キーボードインタラクションの実装方法について学ぶ。 
事前学習：リファレンスに目を通す 
課題：講義内の学習内容を用いて、キーボードインタラクションのあるコンテンツを制作する、
AL4 

13 インタラクションデザイン演習6（アニメーションライブラリ） 
インタラクションデザインの実装に役立つアニメーションライブラリについて学ぶ。
事前学習：リファレンスに目を通す 
課題：講義内の学習内容を用いて、アニメーションのあるコンテンツを制作し提出、AL4 

14,15 インタラクションデザイン演習7（まとめ） 
8から13の学習内容を用いて、指定する仕様のインタラクティブコンテンツを実装する。AL2、AL4 
事前学習：8から13の復習 
課題：15週講義終了時点で実装したコンテンツを提出する 

授業形態 講義と演習 
アクティブラーニング：①4回, ②:1回, ③:0回, ④:6回,⑤:1回,⑥:0回 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択（C：教職「情報」は選択） 

担当教員 

定國 伸吾 

    

添付ファイル 
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達成目標 １）インタラクションやインタラクティブなどの基本的な用語が説明できる
２）インタラクションデザインの事例を列挙できる                  
３）マウスインタラクションのあるコンテンツを実装できる 
４）キーボードインタラクションのあるコンテンツを実装できる 

評価方法・フィー
ドバック 

1から4の目標に対応する課題の提出状況及びその質によって総合的に評価する。 
フォームを通じて提出される課題は即座にフィードバックがなされる。重要な項目については翌週に解説す 
る。 

評価基準 1から4の目標に対応する課題が提出され最低限達成されたものを可とする。（ひとつでも達成されない場合は
不可とする） 
それらの評価が70%以上のものを良、80%以上のものを優、90%以上のものを秀とする。 

教科書・参考書 参考書：「Processing クリエイティブ・コーディング入門 - コードが生み出す創造表現 」 田所 淳 著、 
（技術評論社） 
参考書：「ジェネラティブ・アート―Processingによる実践ガイド」マット・ピアソン (著),Matt Pearson 
(著),久保田 晃弘 (監修),沖 啓介 (翻訳) （ビー・エヌ・エヌ新社） 

履修条件 「プログラミング入門」合格程度のプログラミング能力を有すること。 

履修上の注意 演習を行うので受講者はノートパソコンを持参する事。 

準備学習と課題の 
内容 

時間内に演習が終わらない場合は、次回の講義までに各自演習を済ましておくこと。 
授業時間外での学習に関しては、毎回2時間以上を予習・復習に費やすこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:25％, 思考・判断:25％, 関心･意欲:20％, 態度:5％, 技能・表現:25％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

基礎経営学 C3-S33-10 D2-D44-10 

Basic business administration 

科目コード： 19610 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 経営学は、組織のマネジメントについて総合的に解明する学問である．本講義では、最初に経営学の歴史と社
会の中での経営学の位置づけを理解する．次に，外部環境への対応として，事業領域と競争の戦略について学
ぶ．その後，組織内部への対応として，組織構造，社員のインセンティブ，リーダーシップなどついて学ぶ． 
最後に，組織の矛盾と発展について説明する． 

授業計画 １ ガイダンス 

自己紹介，授業の進め方 

２ 企業マネジメントの考え方
コーヒーチェーンの事例 

３ 環境のマネジメント                  
4つの取引，環境マネジメントの基本目的 

４ 競争の戦略 
戦略とは？競争の戦略と事業範囲の戦略 

５ 事業構造の戦略 

組織は戦略に従うvs戦略は組織に従う 

６ グローバル化 

企業の国際化の動機，グローバル化の事例 

７ 制度の選択と資本市場 

利害関係者と企業のガバナンス 

８ 組織のマネジメントと組織構造 
個人と組織と管理のレベルの基礎概念
組織構造の選択とトレードオフ 

９ インセンティブシステム 

マズローの欲求段階説，インセンティブと人事考課 

10 リーダーシップ 

フォローミー（Follow Me!）と岩陰闇将軍 

１１ 矛盾と発展のマネジメント 
戦略と資源の不均衡ダイナミズム 

１２ 経営戦略の論理 

７つのキーワード 

１３ ビジネスシステムによる競争優位
儲ける仕組み デルモデルの事例 

１４ 中期経営計画の作成 

管理とコントロールシステム，中期経営計画 

１５ まとめ 
全体の振り返り 

授業形態 ・原則として座学の講義を行う．授業の流れによっては課題・プレゼンテーション・ディスカッションを行う
こともある 

 ・毎回レジュメを配布するので，必要に感じたことはメモしてほしい． 
・毎回配布するレジュメを必ず一回復習すること 
・AL授業中に毎回「クイズ」を出して何人かに発表を求める．AL時間は約１５分毎に一度行う 
AL①１２回，AL②１２回，AL③なし，AL④なし，AL⑤なし，AL⑥なし 

達成目標 ・現代経営に至った経営学の歴史的発展を理解する． 
・経営学をプロセスとして理解する 
・大学院で経営戦略論を受講するための基礎講座として，経営学の基礎を理解する． 

評価方法・フィー 
ドバック 

・授業内評価として，数回の演習問題40%，受講態度20％，クラスへの貢献度20％，的確な質問20％で，総合的 
に評価する．原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する． 

評価基準 ・「秀」：90点以上 ，「優」：80～89点 ，「良」：70～79点，「可」：60～69点，「不可」：59点以下
試験は実施せず，レポート２枚の提出を求める．その内容により優ー可を評価する． 
特出している成績も場合は秀とする 

教科書・参考書 ・教科書 なし 
・参考文献 なし 

履修条件 なし 

履修上の注意 まずは講義を理解できる必要がある。その上に、調査・学習・復習が重要 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択 

担当教員 

林 章浩 

    

添付ファイル 
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準備学習と課題の
内容 

・本講義ではテキストを指定する代わりに，教科書に相当する内容をレジュメとして配布する．毎週３時間程
度の時間をかけて，配布したレジュメを必ず読み返えしておくこと 
・毎日，日経新聞の左面の記事を全て読むことを勧める． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:10％,関心･意欲:10％,態度:20％,技能・表現:30％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

基礎心理学 C3-S34-10 D2-B34-10 

Introduction to Psychology 

科目コード： 19600 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 心理学は，こころの働きや仕組みを科学的に解明しようとする学問である。現代は，こころの時代と形容され
ることがあるが，その一方で，こころに関する様々な誤った知識が流布している。したがって，現代を生きる
私たちにはこころに関する正確な知識が求められている。この授業では，心理学に関する基礎的な知識や代表 
的な研究成果，現代社会への応用について学ぶ。 

授業計画 １ はじめに 
ガイダンス，心理学とは
準備学習： 
・シラバスを読むこと
課題： 
・心理学とは何かを説明する（ＡＬ①とＡＬ②） 
・レポート（AL④） 

２ 脳と心 
脳の構造と機能，脳の可塑性，脳にまつわる神話と事実
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・脳の構造と機能，脳の可塑性，脳にまつわる神話と事実を説明する（ＡＬ①とＡＬ②） 

３ 感覚と知覚 
感覚の仕組み，錯視，多感覚研究
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・感覚の仕組み，錯視，多感覚研究を説明する（ＡＬ①とＡＬ②） 
・レポート（ＡＬ④） 

４ 条件づけ1 
パブロフの古典的条件づけ，古典的条件づけの応用
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・パブロフの古典的条件づけ，古典的条件づけの応用を説明する（ＡＬ①とＡＬ②） 

５ 条件づけ2 
スキナーのオペラント条件づけ，オペラント条件づけの応用
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・スキナーのオペラント条件づけ，オペラント条件づけの応用を説明する（ＡＬ①とＡＬ②） 
・レポート（ＡＬ④） 

６ 学習 
動物行動学，観察学習
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・動物行動学，観察学習を説明する（ＡＬ①とＡＬ②） 
・ディベート（ＡＬ⑤） 
・レポート（ＡＬ④） 

７ 記憶1 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択 

担当教員 

本多 明生 

    

添付ファイル 
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 記憶の仕組み，記憶にまつわる神話と事実
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・記憶の仕組み，記憶にまつわる神話と事実を説明する（ＡＬ①とＡＬ②） 

８ 記憶2 
忘却と変容，日常記憶
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・忘却と変容，日常記憶を説明する（ＡＬ①とＡＬ②） 
・レポート（ＡＬ④） 

９ 意思決定 
リスク認知，プロスペクト理論
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・リスク認知，プロスペクト理論を説明する（ＡＬ①とＡＬ②） 
・ディベート（ＡＬ⑤） 
・レポート（ＡＬ④） 

１０ 感情 
感情，表情認知，身体と感情
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・感情，表情認知，身体と感情を説明する（ＡＬ①とＡＬ②） 

１１ 発達 
遺伝と環境，認知発達
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・遺伝と環境，認知発達を説明する（ＡＬ①とＡＬ②） 
・レポート（AL④） 

１２ 性格 
性格，類型論と特性論，血液型性格診断のもつ問題点
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・性格，類型論と特性論，血液型性格診断のもつ問題点を説明する（ＡＬ①とＡＬ②） 
・ディベート（ＡＬ⑤） 
・レポート（ＡＬ④） 

１３ 社会的影響 
他者の存在の力，同調と服従，研究倫理
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・他者の存在の力，同調と服従，研究倫理を説明する（ＡＬ①とＡＬ②） 

１４ 健康 
ストレスと健康，ポジティブ心理学
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・ストレスと健康，ポジティブ心理学を説明する（ＡＬ①とＡＬ②） 
・レポート（AL④） 

１５       心理学の今
心理学の今
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・心理学の今を説明する（ＡＬ①とＡＬ②） 

１６ 試験 
試験とまとめ
準備学習： 
・これまでの授業内容を復習しておくこと 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:0回,④:9回,⑤:3回,⑥:0回 

達成目標 （１） 心理学に関する基本的な事柄を説明することができる。（基礎） 
（２） 世間に流布しているこころに関する誤った知識とその内容を説明することができる。（基礎） 
（３） 心理学における代表的な研究成果を説明することができる。（標準） 
（４） 日常場面における人間行動の基本的な特徴を心理学の視点から説明することができる。（標準） 
（５） 心理学の知見を自身のこれからのの生活や行動の改善に役立てることができる。（応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

成績は，平常点（30%），課題点（45%），試験成績（25%）で評価する。平常点はリアクション・ペーパーをも
とに評価する（15回×2点＝30点（%））。課題点は，全9回の課題（レポート，ピアレビュー等）をそれぞれ5 
点で評価する（9回×5点＝45点（％））。レポートとは，基本的に，自分の考えや主張を記述したもので，他
人に読んでもらうことを前提に，一定期間内で作成するものである。したがって，この条件を守っていないレ
ポート（読みにくい，締め切りを守っていないなど）は，評価ができなくなるので注意すること。また，レ 
ポートを作成する際，論文・雑誌・新聞等を引用した場合は，出典を明記すること。ピアレビューとは，提出
されたレポートを学生同士で評価する課題である。試験成績は，問題予告型の論述試験（持ち込み不可）の成
績で評価する。リアクション・ペーパーは授業終了後返却する。課題点は採点結果をフィードバックする。試 
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 験答案は日時を決めて希望者には返却する。 

評価基準 秀（1～5）：100～90，優（1～4）：89～80，良（1～3）：79～70，可（1～2）：69～60，不可：59以下 
ただし，カッコ内は達成目標の項目を示す 

教科書・参考書 教科書：使用しない。資料を配布する。 
参考書1：「心理学（第5版補訂版）」，鹿取廣人・杉本敏夫・鳥居修晃(編集)，東京大学出版会，新品で2600 
円程度，ISBN-10: 4130121170 
参考書2：「パブロフの犬:実験でたどる心理学の歴史 (創元ビジュアル科学シリーズ1)」，アダム・ハート=デ 
イヴィス (著), 山崎 正浩 (翻訳)，創元社，新品で2000円程度，ISBN-10: 4422116274 

履修条件 認知・生命科学への誘い，を履修済みであることが望ましい。 

履修上の注意 （1）第1回目の授業のときにガイダンスを行う。受講者は必ず出席すること。 
（2）この授業では学生同士でディスカッションやプレゼンテーションを行う機会がある。受講者には主体的・
積極的な参加を期待する。 
（3）授業ではディベートを行うので授業への参加に支障がない程度の日本語運用能力は必須である。 
（4）レポートやピアレビュー等の成果は受講者で共有することがある。 

準備学習と課題の
内容 

・受講者は，学びを深めるために，心理学に関係しそうな映画を4本程度をピックアップして視聴すること（例
えば「LUCY／ルーシー（監督：リュック・ベッソン））」「GHOST IN THE SHELL / 攻殻機動隊（監督：押井
守）」「時計じかけのオレンジ（監督：スタンリー・キューブリック」「メメント（監督 ：クリストファー・
ノーラン）」「50回目のファースト・キス（監督：ピーター・シーガル）」「グース（監督：キャロル・バ 
ラード）」「イエスマン “YES”は人生のパスワード（監督：ペイトン・リード）」「es（監督：オリ 
ヴァー・ヒルシュビーゲル）」「THE WAVE（監督：デニス・ガンゼル）」「アイヒマンの後継者：ミルグラム
博士の恐るべき告発（監督：マイケル・アルメレイダ）」「ペイ・フォワード可能の王国（監督：ミミ・レ 
ダー）」など多数ある）（合計8時間程度）。 
・事前準備として各授業回では1.5時間以上かけて前回の授業内容の復習と予習を行うこと（合計22.5時間以
上）。 
・課題は最低でも1時間以上かけて大学生として相応しい内容にすること（合計10時間以上）。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:25％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:15％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

人工知能入門 C4-S35-30 D3-B39-30 

Beginning Artificial Intelligence 

科目コード： 21160 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 例えば人間の脳のように知識の学習、分類、探索、生成等が出来、様々な入力に対し柔軟な応答が可能な知的
システムは、既に様々な種類が開発され、実用化されている。同時に、まだ数多くの課題が残っていて、未来
のさらなる発展が期待される分野でもある。現在の知的システムでどんな事が出来、どんな事がまだ出来ない 
のか、網羅的に概観する。 

授業計画 第１回 知的システムの概要 
情報学部カリキュラムにおける、本科目の位置付けを説明する。 
知的システム（人工知能システム）の様々な要素や目的を概観する。知識表現、推論、自然言語
処理、ニューラルネットワーク、進化型計算、人工生命等のデータ構造やアルゴリズム、及び探
索、分類、学習、最適化、連想、知識発見等の様々な目標の相互の関係について概説する。 
準備学習：上記に挙げてある項目名のうち２～３個を選び、インターネットなどで概略を調べて
おく。 
課題：自分ならば、どのような知的システム（人工知能システム）があれば便利だと思うか、考
えて見る（AL④）。 

第２回 自然言語処理 
英語や日本語のように人間が自然発生的に使って来た言語を自然言語という。コンピュータが日
本語を処理する際には、形態素解析、構文解析、意味解析、文脈解析の順で処理が行なわれる。
日本語の自然言語処理について解説し、JUMANというシステムで実際に形態素解析を行って見る。
この過程でAL②を行う。 
準備学習：形態素解析を始めとする、自然言語処理について調べておく。 
課題：インターネット上で構文解析、意味解析の出来るサイトが存在するか調べて見る（AL 
④）。 

第３回 記号論理 
知的システムでも最も基本的な部分で、数学的な論理を使用する場合が多い。命題論理、述語論
理が記号論理の基本にある。また、それを拡張した様相論理、多値論理といった様々な論理が使
われている。その概要を解説し、途中で演習を行う（AL②）。 
準備学習：記号論理、述語論理がどのようなものか調べておく。 
課題：様相論理にはどのような種類があるか、授業で紹介されたもの以外を調べて見る（AL 
④）。 

第４回 不確実な推論 
演繹推論は確実な推論だが、帰納推論、仮説推論（アブダクション）、類推推論等は、不確実な
推論と言える。決定木の学習は、帰納推論の一種とされている。これらを概説し、演習を行う。
決定木学習を行うサイトを使って見る（AL②）。 
準備学習：演繹、帰納、仮説、類推の各推論、決定木学習について、概略を調べておく。 
課題：インターネット上で決定木学習を使用しているサイトにどのようなものがあるか、調べて
見る（AL④）。 

第５回 知識表現 
知的システムの構築には、人間の脳にあるような様々な知識をデータベース化する事が不可欠で
ある。そのデータ構造（知識表現）にも様々な種類があるが推論可能な形にする必要がある。或
る概念と別の概念を或る関係子で結ぶトリプル構造が広く使われている。これらを概説し、演習
を行う（AL②）。 
準備学習：フレーム構造、スクリプト構造とはどのようなものか、調べておく。 
課題：授業で紹介されたもの以外に、どのような知識表現方法があるか、調べて見る（AL④）。 

第６回 ファジイ推論 
多値論理の一種であるファジイ論理に基づく推論は、真偽値を「度合い」で表現する事で、人間
の感覚に近い、直感的な判断を行なうのに適している。機械の制御その他に幅広く使われてい 
る。概略を解説し、メンバシップ関数を用いた前件部の値を求めて見る（AL②）。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択 

担当教員 

情報学部教員 

    

添付ファイル 
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 準備学習：ファジイ推論、メンバシップ関数とはどのようなものか調べておく。 
課題：授業で紹介した例以外に、ファジイ推論で答えを求める事が有効な問題にはどのようなも
のがあるか、調べて考えて見る（AL④）。 

第７回 ニューラルネットワーク 
多数の神経細胞がネットワークを持つ生物の脳の構造をそのまま模倣し、コンピュータ上に仮想
の神経回路を構築するのがニューラルネットワーク（人工神経回路）である。様々な種類が開発
され、データの学習、分類、記憶、連想、最適化等、幅広く応用されている。これらを解説し、
連想記憶モデルを動かして見る（AL②）。 
準備学習：ニューラルネットワークの基本構造について調べておく。 
課題：現在、最も成功しているDeep Learningは誤差逆伝播法をどのように改良したものか、調べ
て見る（AL④）。 

第８回 パターン情報処理 
情報はシンボル（記号）とパターン（形状等）に大別される。記号が裏に隠れた「別の意味」を
持つのに対して、パターン情報は形状・分布・頻度等、表面に現れるものが意味を成す。このパ
ターン情報を様々に扱う方法を紹介する。分類、認識などの方法を解説し、ソフトで実習を行う 
（AL②）。 
準備学習：パターン情報処理の概略について調べておく。 
課題：SOM（自己組織化マップ）による分類が応用された事例にはどのようなものがあるか調べて
見る（AL④）。 

第９回 進化型計算 
自然界の生物が進化する仕組み等を模倣し、コンピュータ上で実行するのが進化型計算である。
交叉・突然変異・環境適応度による選択を取り入れた遺伝的アルゴリズム（GA）、タブー探索法 
（TS)等の具体的方法が研究され、主に最適化問題の解法として幅広く使われている。この仕組み
を解説し、ソフトで動作を検証する（AL②）。 
準備学習：遺伝的アルゴリズム、タブー探索法の概要を調べておく。 
課題：進化型計算で最適化が図られ、社会に応用された事例にどのようなものがあるか調べて見
る（AL④）。 

第１０回 群知能（人工生命） 
例えば蟻の群れは、各個体がフェロモンという化学物質を道に落とし、仲間のフェロモンが残っ
ている所を通るという二つだけで、エサの在る場所から巣までの最短経路を群れ全体として見つ
け出すという。単純な個体の働きで群れ全体として高度な知能を実現する仕組みを、コンピュー
タで模倣する群知能の仕組みを解説し、ソフトを使ってシミュレーションしてみる（AL②） 
準備学習：ACO（蟻コロニー最適化）の基本的な計算方法について調べておく。 
課題：ACO以外に、群知能の計算方法としてどのようなものが開発されているか、調べて見る（AL 
④）。 

第１１回 強化学習 
動物の行動学習では、成功するとエサが与えられる等の「報酬」が大きな役割を果たしている。
この仕組みをコンピュータによる学習に取り入れたのが強化学習であり、代表的な方法としてＱ 
学習がある。強化学習の基本的方法を説明し、ソフトによる実習を行う（AL②）。 
準備学習：強化学習のQ学習とはどのような方法か調べておく。 
課題：Q学習を改良した強化学習にはどのようなものがあるか、調べて見る（AL④）。 

第１２回 ゲームと戦略 
ゲーム理論は経済学等の一分野で、複数のプレイヤー（企業、国家も含む）間の相互作用と戦略
等が研究対象となる。最も基本的なモデルとして、オセロや将棋のような二人・有限・ゼロ和・
完全・確定ゲームがあり、確実な最適戦略の探索方法であるMin-Max法が知られている。これらの
概略を説明し、人工知能と対戦してみる（AL④）。 
準備学習：Min-Max法の概略を調べ、その考え方を理解しておく。 
課題：プロにも勝ったアルファ碁とは、どのようなアルゴリズムを用いているか調べて見る（AL 
④）。 

第１３回 発想支援システム 
既存の知識から新しい知識を生み出す「発想（創造）」は、人間の知的活動の中でも最も高度な
ものの一つである。当然、コンピュータで行なう事はまだ難しく、次善のシステムとして、人間
の発想を支援するシステムの開発が行なわれている。この概略を説明し、発想支援システムの例
を使って見る（AL②）。 
準備学習：発想支援システムにはどのようなタイプがあるか、調べておく。 
課題：実際に開発された例で、社会に役立った発想支援システムの実例を調べて見る（AL④）。 

第１４回 ことば工学 
近年、大規模な概念データベース等が開発されてきたのに伴い、なぞなぞ等の簡単な側面に限っ
て、コンピュータが単体で発想するシステムが実現され始めている。特に日本語の単語を扱いな
がら、発想システムを目指す分野を「ことば工学」という。その概略を説明し、いくつかのシス
テムを使用してみる（AL②）。 
準備学習：ことば工学について書かれた文献をいくつかネットで探し、読んでおく。 
課題：授業で紹介されたもの以外に、どのような言葉遊びならば、コンピュータで生成可能であ
るか、考えてみる（AL④）。 

第１５回 知的システムの課題と重要事項の整理 
知的システム（人工知能）の研究は数十年にも及び、様々な進歩も遂げたが、まだまだ人間の脳
には遠く及ばない部分も多い。多くの研究者から共通して指摘されている課題をまとめる。 
準備学習：知的システム（人工知能）のまだ解決出来ていない課題について調べておく。 
課題：２０年後ぐらいに、人工知能で出来るようになっていると予測されている事柄を調べて見 
る（AL④）。 

授業形態 講義と演習 
アクティブラーニング：①:0回,②:13回,③:0回,④:15回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 a)命題と推論、知識表現、自然言語処理等の古典的な人工知能の基本を理解している
b)ニューラルネットワークや進化型計算等の新しい人工知能の基本を理解している 
c)知的システムとは何か、現状に於ける限界、将来の可能性等を或る程度は理解している 

評価方法・フィー 
ドバック 

期末テスト100％で評価する 
原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する 

評価基準 期末テストを100点満点とし、達成目標a)～c)の全ての項目の平均が             
90点以上を秀、80～89点を優、70～79点を良、60～69点を可、59点以下を不可とする 
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教科書・参考書 なし。講義はスライド等で行なう 

履修条件 なし 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の 
内容 

各回ごとにシラバスに書かれた準備学習を1.5時間、課題を1.5時間程度行うこと 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

グラフィックデザイン C5-S36-10 D4-C29-10 

Graphic Design 

科目コード： 20520 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 グラフィックデザインの基礎姿勢として「目」で見て「手」でつくるために必要な知識や美術的素養を学びま
す。 
「色」「形」「文字」などを中心としたデザイン表現手法の基礎理論、構成技術を用いた演習・課題制作を行
います。 

アクティブラーニングを通してグラフィックデザインをより深く理解し、問題解決能力の基礎を養います。 

授業計画 1 ガイダンス 

・授業のアウトライン・２週目以降必要な道具類の説明を行います。 
 

準備学習：初回までに学生便覧/シラバスを読み授業項目や目的を理解しておくこと
課題演習：（※２回目以降は各授業内で準備学習/課題演習の内容を指示） 

 

2 デザイン・ファンデーション１ 
観察力：デザインや美術の基礎力を養います。 
線と形（光と影、トーン）：影の描写、鉛筆を用いたハンドワークプロセスを学びます。 
［講義］/［演習問題］課題と解説 

 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 

準備学習：デッサン道具類の準備・持参 
課題演習：グレースケールハッチング課題制作を予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

3 デザイン・ファンデーション２ 
観察力：デザインや美術の基礎力を養います。 
構図（形状、パース）：静物の描写 物体を通してその内部の形を考えます。 
［講義］/［演習問題］課題と解説 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：③ 反転授業 （出題した課題について授業内で解説） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 

 

準備学習：デッサン道具類、モチーフ※の準備（※”無地の紙コップ”を持参すること） 
課題演習：紙コップのスケッチ・デッサン課題制作を予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

4 デザイン・ファンデーション３ 
観察力：デザインや美術の基礎力を養います。 
自然物（構造と観察）：スケッチ、デッサンなどを通して形状や質感を捉える手法を学びます。 
［講義］/［演習問題］課題と解説 

 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 

準備学習：道具類の準備 
課題演習：スケッチ・デッサン課題制作を予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

5 サインデザイン計画１（課題１ロゴマークのアイデアエスキース作成） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択（教職「情報」は選択） 

担当教員 

折山 良太 

    

添付ファイル 
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 構成力：モチーフを多面的に観察し、構成する力を養います。 
「ロゴマーク」の課題制作を通してリサーチに基づく視覚表現までのハンドワークプロセスを学
びます。 

［講義］/［演習問題］課題と解説 
・デザインの現場 ワークフロー 
・ロゴ・マーク/サインデザイン/ピクトグラム 
・サイン計画とデザイナー 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：② 対話型授業２（発表・討論などの学生どうしの対話） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 

 

準備学習：サインデザインのリサーチ/アイデア・ディスカッション～ 
課題演習：ロゴマーク課題のアイデアエスキース課題を予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

6 サインデザイン計画２（課題１ロゴマークのラフデザイン作成） 
色と形に関する造詣を深め、構成する力を養います。 
「ロゴマーク」の課題制作を通してリサーチに基づく視覚表現までのハンドワークプロセスを学
びます。 

［講義］/［演習問題］課題と解説 
・配色・色の生理学 
・サイン計画のコンセプト立案 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：② 対話型授業２（発表・討論などの学生どうしの対話） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 

 

準備学習：グラフィックソフトの検索と 利用準備！ 
課題演習：ロゴマーク課題のラフデザイン提示を予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

7 サインデザイン計画３（課題１ロゴマークのカラーカンプ作成+コンセプトレポート） 
ロゴマーク ロゴタイプに関する造詣を深め、構成する力を養います。 
「ロゴマーク」の課題制作を通してリサーチに基づく視覚表現までのハンドワークプロセスを学
びます。 

［講義］/［演習問題］課題と解説 
・サイン計画のブランディング 
・印刷 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：② 対話型授業２（発表・討論などの学生どうしの対話） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 

準備学習：グラフィックソフト、作業用のパソコン環境準備！ 
課題演習：ロゴマーク課題のカラーカンプ作成・印刷出力＆コンセプトレポートを予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

8 サインデザイン計画４（課題２名刺のラフデザイン作成） 
文字（書体/フォント）の編集・レイアウトに関する造詣を深め、構成する力を養います。 
「ビジネスカード」の課題制作を通してレイアウトデザインの原則を学びます。 

［講義］/［演習問題］課題と解説 
・書体/フォントのグラフィックデザイン史 

 

ＡＬ：③ 反転授業 （出題した課題について授業内で解説） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 

準備学習：一般名詞、ビジネスカードに関する事前リサーチ 
課題演習：ビジネスカードデザイン課題のラフデザイン提示を予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

9 サインデザイン計画５（課題２名刺のカラーカンプ作成） 
文字（書体/フォント）の編集・レイアウトに関する造詣を深め、構成する力を養います。 
「ビジネスカード」の課題制作を通してレイアウトデザインの原則を学びます。 

［講義］/［演習問題］課題と解説 
・書体/フォントのレイアウト 

 

ＡＬ：③ 反転授業 （出題した課題について授業内で解説） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 

準備学習：使用書体（フォント）の検索と 利用準備！ 
課題演習：ビジネスカードデザイン課題のカラーカンプ作成・印刷出力を予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

10 タイポグラフィ１（課題３タイポグラフィのアイデアエスキース作成１） 
タイポグラフィによる「文字を見せる（魅せる）」「文字を読ませる」手法を学びます。 

［講義］/［演習問題］課題と解説 
・タイポグラフィーの基本文法 

 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 
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 準備学習：タイポグラフィ課題のリサーチ・ディスカッション 
課題演習：タイポグラフィ課題のコンセプト立案、エスキース課題を予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

11 タイポグラフィ２ (課題３タイポグラフィのアイデアエスキース作成２） 
文字のデザインの造形感覚を養うとともに「タイポグラフィ」をテーマに学びます。 
印刷物の可読性や、視認性、そしてその美しさを得るための活字の配置・構成に関する手法を学
びます。 

［講義］/［演習問題］課題と解説 
・視線の動きとデザイン 
・文字デザインの分析と分解 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：② 対話型授業２（発表・討論などの学生どうしの対話） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 

準備学習：タイポグラフィ課題のグラフィック作業 
課題演習：タイポグラフィ課題のコンセプト立案、追加エスキース課題を予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

12 タイポグラフィ３（課題３タイポグラフィのラフデザイン作成） 
創出：「真似る」という制作手法 模倣から生まれる創造力を養います。 
デザインを分析し、デザインエッセンスを抽出・再構築された課題創出を行います。 

［講義］/［演習問題］課題と解説 
・文字のコンポジション 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：② 対話型授業２（発表・討論などの学生どうしの対話） 
ＡＬ：④ 授業後に進化発展の自主学習 

準備学習：タイポグラフィ課題のグラフィック作業 
課題演習：タイポグラフィ課題のラフデザイン提示を予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

13 タイポグラフィ4（課題３タイポグラフィのカラーカンプ作成１） 
カラーカンプの作成 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：③ 反転授業 （出題した課題について授業内で解説） 

準備学習：カラーカンプ素材のリサーチ 
課題演習：タイポグラフィ課題のカラーカンプ作成＆コンセプトレポート立案 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

14 タイポグラフィ5（課題３タイポグラフィのカラーカンプ作成２+コンセプトレポート） 
印刷物作成関連 

ＡＬ：① 対話型授業１（教員と学生との対話） 
ＡＬ：③ 反転授業 （出題した課題について授業内で解説） 

15 授業総括 
成績審査書類の提出アナウンス 授業アンケート他を予定 
課題演習：提出物のチェックを受け、カラーカンプＰＤＦデータ類の提出回収を予定 
（※授業毎に配布する資料/演習シートに記載された内容を参照） 

※ 
授業計画に関して※基本シラバスに準じるが、授業や課題進捗による変更がある場合、日程調整 
を行う場合がある 

授業形態 演習と講義、課題の提出 

アクティブラーニング： ①: １２回,②: ５回,③: ５回,④: １０回,⑤:０回,⑥:０回 

① 対話型授業１（教員と学生との対話／遠隔授業の場合メール等で対応） 
② 対話型授業２（発表・討論などの学生どうしの対話／遠隔授業の場合メール等で対応） 
③ 反転授業 （出題した課題について授業内で解説） 
④ 授業後に進化発展の自主学習 

達成目標 「デザイン技法を体得する」基礎体験。

１）観察力（基礎）              

２）構成力（標準）              

３）創出力（応用） 

描写、色彩・構成の各種演習・課題を通して「デザインすること」の基礎を修得してください。 

評価方法・フィー
ドバック 

授業内評価 総合演習と総括 
授業へ参加の姿勢、提出課題（指定する演習シート・デザイン関連作成課題、関連レポート）への取り組み、
提出内容によって総合評価する。 

※提出物に不備がある場合、メールで再提出を求め、課題発見や改善につなげるフィードバックとする。 
※提出物について「指定期日の遵守ができない」「再提出（フィードバック ）に応じない」「未提出」がある
場合 減点対象となり単位所得点に達しない場合があるので注意。 
※単位認定に必要な成績審査書類に関して教員への提出用にコピー機でＡ4【複写コピー】を作成し 
学期末に指定する提出期日までに必ず提出すること。（提出仔細に関しては学期末にアナウンスを行う） 
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評価基準 (評価基準と達成目標連動 ただし、カッコ（ ）内は、達成目標の項目を示す。） 

秀(1～3):90点以上、優(1～3):89～80点、良(1～3):79～70点、可(1～3):69～60点、不可:59点以下 

教科書・参考書 教科書：なし（授業内で必要に応じてプリント資料を配布する） 

履修条件 基本的に授業内でグラフィックソフトウェア類のオペレーション指導は行いません。
課題作成に必要なソフト類の操作は 課題実施までに自己学習で対応すること。 

教員からの連絡確認用に学生用Office365 のメールアカウント設定、定期的なメールチェックをすること。 
WEBポータルに掲載される授業掲示関連や出席履歴（出欠調査状況表）定期的なチェックをすること。 

履修上の注意 紙や鉛筆等でのハンドワーク演習が中心ですが、カラーカンプ課題やレポート作成時にＰＣでのグラフィック
ソフトウェアの操作が必要です。 
課題制作に必要な準備や道具類を忘れると作業に支障が生じますので注意してください。 

１）道具関連 
・課題制作に必要となる道具・材料などは、学生各自にて用意すること。 
・デッサンやラフスケッチ用のスケッチブック（クロッキー帳）、各種鉛筆2Ｂ～Ｂ～ＨＢ～Ｈなど、消しゴム
が必要。 
※自宅にあるもので 代用可能なもの程度で結構です。 
※詳細は関連ガイダンスで説明します。他に必要となる道具・材料がある場合は事前にアナウンスします。 

２）ＰＣ・グラフィックソフトウェア関連 
・各自所有のノートパソコン/デジタル工房等で作成環境を準備してください。 
・課題作品やレポート等のデジタルデータは適切にＵＳＢメディアなどへのバックアップをすること。 

・使用ソフトなどは、学生各自でリサーチし、課題作成に必要な範囲内で準備をお願いします。 
※簡単な画像処理、図像の作成、各種テキスト/書体のレイアウト等程度の能力が求められます。 
・ラスターグラフィック系ソフト/ベクターグラフィックス系ソフト等を想定しています。 
（フリーソフト、体験版などで対応してください） 

３）プリンタ関連 
※課題進捗・出席確認のための画像エビデンス撮影等でスマートフォン等のデジタルカメラを利用します） 
※プリント資料の出力やレポート課題作成でプリンターが必要になります。自宅/大学/コンビニエンスストア
等でのプリントサービスを利用して準備を行うこと） 
※詳細は初回ガイダンスで説明します。 
 

・提出用のカラーカンプ課題は紙面のカラー印刷が必須です。インクジェット/レーザープリンタの利用に関し
ては大学設備やコンビニ等の複合カラープリンタでの出力対応願います。 
※詳細は後日関連ガイダンスで説明します。 

準備学習と課題の
内容 

演習・課題作成に授業時間内ですべての作業が終わらない場合、復習に相当する授業時間外学習が必要になる
場合があります。 
自宅での事前リサーチ・課題作成などを通して、より深い認識が持てるよう各自で補習し、見識をもって授業
に参加するを望みます。 

★「準備学習」および「課題演習」として授業時間外学習（合計３ 時間程度）に費やしてください。 

★「準備学習」の内容 
・遠隔授業の場合講義動画を視聴し、ノートを取りながら内容の理解に努める。 
・授業準備の一環として配布・必要書類のプリント類の準備を行い、レジュメを一読しておく。 
・毎回の課題は週単位で授業参加確認/進捗チェックがあり、提出内容に不備がある場合【再提出】を求める。 

★「課題演習」の内容 
・講義/課題の解説、追加課題を解くことで、理解の定着を図る。 
・授業への出席確認 ：「課題：デザイン課題/演習シート/レポート等の完成・進捗確認を求める」【画像エ
ビデンス】を提出・回収する。 
・課題：デザイン課題/演習シート/レポート等は完成後【複写/コピー】をとり、紛失がないよう角型封書（角
Ａ4封筒）にまとめておく。 

★「成績審査書類」の内容 
※成績審査/単位認定：「課題全種：デザイン課題/演習シート/レポート等を完成させ」そのＡ4【複写/コ 
ピー】書類一式を別途準備し、角型封書（角Ａ4封筒）にまとめ学期末に一括で大学に提出すること。（提出仔
細に関しては学期末にアナウンスを行う） 
※課題：デザイン課題/演習シート/レポート等は A4 用紙を使用し、複数枚あるものは左上をホチキスで留め
ること。 
※課題：デザイン課題/演習シート/レポート等の【原本】は単位認定まで本人がクリアファイル等で保持管理
すること。 
※角型封書他で提出された複写書式一式は返却しない。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解 20％,思考・判断 20％,関心･意欲 30％,態度 10％,技能・表現 20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

インタラクションデザイン２ C6-S37-30 D5- 
C30-30 

Interaction Design 2 

科目コード： 21170 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 人とコンピュータの相互作用のことをヒューマンコンピュータインタラクションというが、このことを一般に
インタラクションという。例えばそれは、マウスの操作によってOSを操作することや、スマートウォッチを通
じてエクササイズ状況の記録閲覧をおこなうこと、ゲームコントローラーやタッチスクリーンを通じてゲーム
キャラクターを操作するようなこと等に付随する作用である。本講義では、インタラクションデザイン1の発展
として、深くインタラクションのデザイン（設計）について学ぶ。講義の前半では、インタラクションデザイ
ン1の演習部分の発展としてより高度なプログラミングについて学ぶ。後半では、グループにわかれ制作をおこ
なう。制作にあたっては、プロトタイピングメソッドやアイデアスケッチを活用した創造的なグループワーク 
の技法についても学ぶ。 

授業計画 1 ガイダンス 

インタラクションデザイン1の復習と本講義の概要を説明、AL1 

2 インタラクションデザイン演習1（オブジェクト指向） 
高度なインタラクションデザインの実装に必要なオブジェクト指向プログラミングについて学
ぶ。 
事前学習：オブジェクト指向について調べる 

3 インタラクションデザイン演習2（コレクション） 
コレクションクラスを用いた記法について学ぶ 
事前学習：コレクションクラスについて調べる 

4、5 インタラクションデザイン演習3（webcamの活用） 
ライブラリを用いて、cameraやvideoを扱うための手法を学ぶ。あわせて画像のピクセル操作、コ
ンピュータビジョンライブラリについても学習する。 
事前学習：cameraやvideoを扱うためのライブラリについて調べる 

6 インタラクションデザイン演習5（webAPIの活用） 
インターネットを通じて、webAPIからデータを受け取る手法について学ぶ。
事前学習：webAPIについて調べる。 

7、8 中間制作 
1-6の講義内容を用いて、気象条件に応じてウェブカム画像にエフェクトを加えるコンテンツを実
装する。AL4 
事前学習：1-6の復習 
課題：上記実装内容を提出 

9 アイデアスケッチの技法 
10-15回はグループに毎に作業をすすめる。その事前準備として、アイデアスケッチの技法につい
て学ぶ。AL2 
事前学習：アイデアスケッチやプロトタイピングメソッドについて事前学習する。 

10 グループワーク1（グループ分けとマトリックスシート） 
グループに別れ、プロトタイピングメソッドに基づきマトリックスシートを作成する。AL6 
課題：チームごとにマトリックスを完成させる 

11 グループワーク2（アイデアスケッチ） 
グループごとにアイデアスケッチを実施する、AL6 
事前学習：アイデアスケッチを2つ以上準備してくること 

12 グループワーク3（コンテンツの提案） 
アイデアスケッチにより得たアイデアを収束させ、コンテンツを提案する、AL6 
事前学習：アイデアスケッチのうち、興味があるスケッチを発展させることや、アイデア同士を
接続することについて考える 

 13 グループワーク4（コンテンツの具体化）                                            
12で設定した提案を、実現するための手法を考える他、プロトタイプの制作をすすめる、AL6 
事前学習：提案の実装に必要な技術やその体験の設計について各自考える 

14 グループワーク5（インタラクティブプレゼンテーションの準備） 
チームごとにプレゼンテーションを制作する。プレゼンテーションの中に必ずデモを含むこと。
また、実装に必要な技術を明確にしめすこと。実装手法が曖昧な場合（どらえもん的発想）は、
大幅に減点する。、AL6 
事前学習：コンテンツ全体を実装する、もしくは提案の肝となる点についてデモを作成する 

15 インタラクティブプレゼンテーション 
チームごとに提案内容をプレゼンテーションする。プレゼンテーションはインタラクティブ発表
形式とし、必ず一定程度のデモを含むこと。また、実装に必要な技術を明確にしめすこと。実装
手法の説明が不明瞭な場合は、大幅に減点する。 
AL6 
事前学習：プレゼンテーションを準備する。 

授業形態 講義と演習 
アクティブラーニング：①1回, ②:1回, ③:0回, ④:1回,⑤:0回,⑥:6回 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択（C：教職「情報」は選択） 

担当教員 

定國 伸吾 

    

添付ファイル 
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達成目標 １）インタラクティブコンテンツが実装できる
2)アイデアスケッチについて説明ができる 
3)チームによるコンテンツ開発ができる 
4)開発したコンテンツの可能性、発展性についてインタラクティブ発表を通じて聴者に伝えることができる 

評価方法・フィー 
ドバック 

1から4の目標に対応する課題の提出状況及びその質によって総合的に評価する。 
フォームで提出する課題や発表を伴う課題はその場でフィードバックする。 

評価基準 1から4の目標に対応するレポート及び課題が提出され最低限達成されたものを可とする。（ひとつでも達成さ
れない場合は不可とする） 
それらの評価が70%以上のものを良、80%以上のものを優、90%以上のものを秀とする。 

教科書・参考書 参考書:「アイデアスケッチ ―アイデアを〈醸成〉するためのワークショップ実践ガイド」James Gibsonら 
（ビー・エヌ・エヌ新社） 
参考書：「Processing クリエイティブ・コーディング入門 - コードが生み出す創造表現 」 田所 淳 著、 
（技術評論社） 
参考書：「ジェネラティブ・アート―Processingによる実践ガイド」マット・ピアソン (著),Matt Pearson 
(著),久保田 晃弘 (監修),沖 啓介 (翻訳) （ビー・エヌ・エヌ新社） 

履修条件 インタラクションデザイン1に合格していること。加えて、プログラミング入門＋、プログラミング言語に合格 
する程度のプログラミングの基礎知識を有すること。グループワークに対応できること。 

履修上の注意 演習を行うので受講者はノートパソコンを持参する事。講義の後半に負荷の大きなグループワークあり。 

準備学習と課題の 
内容 

時間内に演習が終わらない場合は、次回の講義までに各自演習を済ましておくこと。 
授業時間外での学習に関しては、毎回2時間以上を予習・復習に費やすこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:25％, 思考・判断:25％, 関心･意欲:20％, 態度:5％, 技能・表現:25％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

計算機ハードウェアＣ C3-B05-30 

Computer Hardware C 

科目コード： 19120 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 コンピュータについて，その構成要素であるプロセッサ，メモリ，入出力装置，通信装置などの仕組み・構 
成，動作の基礎について講義する． 

授業計画 1 開講説明，コンピュータの歴史 
シラバスの確認とコンピュータの歴史について説明する． 
準備：シラバスを確認すること． 

2 コンピュータの基本構成と情報表現 
コンピュータの基本構成について説明する．また，情報論理演算について説明する． 
準備：コンピュータの構成要素，2進数演算などについて確認すると良い． 
復習：コンピュータの構成要素とその役割についてまとめると良い． 

3 CPUと論理演算                                             
CPUの動作について説明し，論理演算と論理回路について説明する． 
準備：情報数学，論理演算について確認すると良い． 
復習：論理式の構成要素や組み立て方についてまとめると良い． 

4 コンピュータの命令と動作 
コンピュータ内で扱われる命令とその動作について説明する． 
準備：CPUとクロックについて調べると良い． 
復習：アドレスの生成とアドレスの種類についてまとめておくと良い． 
レポート課題：論理演算や2進数演算などの問題を課す． 

5 記憶装置その1 
記憶装置の役割とその仕組みについて説明する． 
準備：コンピュータの要素として記憶装置の役割について確認すると良い． 
復習：CPUと記憶装置について読み出しや書き込みの手順について確認すると良い． 

6 記憶装置その2                                                                       
HDDに関して，記憶容量の計算方法やアクセス時間の計算方法などについて説明する．またキャッ
シュについても説明する． 
準備：HDDの性能の尺度について調べておくと良い． 
復習：HDDに関する計算についてまとめ適当な演習を行い理解すると良い． 

7 記憶装置その3 
キャッシュについて，アクセス速度の計算やその役割，仕組みなどを説明する． 
準備：キャッシュにはどのようなものがあるか調べておくと良い． 
復習：キャッシュのアクセス速度の計算についていろいろな問題を解いて理解すると良い． 

8 入出力装置 
入出力装置として，キーボード・マウス，モニターなどの仕組みについて説明する．また接続端
子についても説明する． 
準備：身近な入出力装置についてどんなものがあるのか調べると良い． 
復習：接続端子についてシリアルインターフェースとパラレルインターフェースの違いをまとめ
ておくと良い． 
レポート課題：命令や記憶装置に関する計算などの問題を課す． 

9 通信装置 
インターネットに関してネットワークの分類やLANケーブルの違いなどを説明する． 
準備：ネットワーク装置について調べることとネットワークがつながる仕組みについて調べると
良い． 
復習：ネットワークの分類についてまとめておくと良い． 

10 ネットワーク通信 
ネットワークの通信の手順などについて説明する．またIPアドレスについて説明を行う． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 必修（教職「情報」必修） 

担当教員 

高野 敏明 

    

添付ファイル 
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 準備：OSI参照モデルについて理解を深めておくと良い． 
復習：IPアドレスとその役割について理解すると良い． 

11 組込みシステム 
組込みシステムについて説明する．また，その開発プロセスなどについても説明する． 
準備：身近な組込みシステムについて調べるとよい． 
復習：コンピュータの構成と比較してその特徴を理解すると良い． 

12 コンピュータの性能と信頼性 
コンピュータの信頼性を図る尺度やシステムの稼働率計算などの説明を行う． 
準備：コンピュータの信頼性に関する技術について調べておくと良い． 
復習：システムの稼働率計算とその周辺の計算について理解すると良い． 

13 アセンブリ言語その1 
低級言語として知られるアセンブリ言語について説明する． 
準備：コンピュータの命令と動作について理解しておくと良い． 
復習：シミュレータを紹介するので，とにかく触れてシミュレータに慣れてもらうと良い． 
レポート課題：これまでの内容とアセンブリ言語の問題を課す． 

14 アセンブリ言語その2 
アセンブリ言語プログラムを紹介しながらアセンブリプログラムについて説明する． 
また，講義を振り返り，改めて重要な点を確認する． 
準備：とにかくシミュレータを触り，慣れておくと良い． 
復習：講義で説明したアセンブリプログラムを再度実行し，その動作を確認しておくと良い． 

15 総合 
これまでの講義をふまえ，総合試験を行う． 
準備：講義内容を復習し，まとめておくこと． 

授業形態 講義と演習 
AL1: 2回，AL2: 12回，AL3: 0回，AL4: 2回，AL5: 0回，AL6: 0回 

達成目標 基本情報技術者試験のテクノロジ分野の一部問題が理解できることが目標である．具体的には下記にあげる項
目を理解できること． 
計算機ハードウェアの主な構成要素を理解できる(基礎) 
プロセッサの基本動作について理解できる．(基礎) 
記憶装置に関する計算が理解できる．(基礎) 
ネットワーク装置の基礎について理解できる．(基礎) 
システムの信頼性や稼働率について理解できる． (発展) 
アセンブリ言語の基本について理解できる．(発展) 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポート課題およびWebテスト(40%)，定期試験(60%)の合計により成績を評価する．課題については，後日解説 
を行う． 

評価基準 達成目標1～6の理解度を総合して評価する． 
秀: 90点以上(1~6)，優: 80点以上(1~5)，良: 70点以上(1~4)，可: 60点以上(1~3)．不可: 59点以下とする． 
ただし，( )は達成目標の項目を指している．( )内を理解していることおよび，与えられた課題を十分にこ 
なしていることが目安である． 

教科書・参考書 教科書：浅川，稲垣，稲葉，『基本情報技術入門』コロナ社 
参考書：ロン・ホワイト『ビジュアル版コンピューター＆テクノロジー解体新書』SB Creative，2015． 
吉川雅弥，泉知論『コンピュータのしくみ』コロナ社，2017． 

履修条件 なし 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の
内容 

事前に対象回について調べると良い(1時間)． 
復習を行い理解を深め，わからない点を明らかにするよう努めること(1時間)． 
できる限り前回までの講義内容を自分のものにしてから次回の講義に臨むこと． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:25％,関心･意欲:10％,態度:5％,技能・表現10:％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

計算機アーキテクチャＣ C4-B06-30 

Computer Architecture C 

科目コード： 19130 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 コンピュータの主要な構成要素についてソフト的な視点から基本的な仕組みと働きを学ぶ． 

授業計画 1 開講説明と計算機ハードウェアのおさらい 
シラバスの確認と計算機ハードウェアの内容について再確認をする． 
準備：シラバスを確認すること 
復習：講義「計算機ハードウェア」の内容を復習すると良い． 

2 情報の表現と構成 
コンピュータにおける数・文字・画像・音の表現とCPUの小規模モデルについて説明する． 
準備：コンピュータの基本構成の確認と2進数表現などを確認すると良い． 
復習：プログラミング言語を通じて，文字・画像・音の表現を確認すると良い． 

3 命令セットアーキテクチャ                                                
CPUで使われる命令セットについて，命令の形式，アドレス指定を中心に説明する． 
準備：命令の形式，直接/間接アドレス指定，即値について確認すると良い． 
復習：アドレス指定について，まとめると良い． 
レポート課題：2進数演算と論理演算，アセンブリ言語のおさらい 

4 ハーバードアーキテクチャ 
ハーバードアーキテクチャについて説明する．また，その応用とRISCとCISCについて説明する． 
準備：フォン・ノイマンのアーキテクチャ(プログラム格納方式)について確認すると良い． 
復習：2進数演算，論理演算などの確認をすると良い． 

5 演算アーキテクチャとアルゴリズム 
コンピュータでの演算(乗算，除算)の仕組みとアルゴリズムについて説明する． 
準備：2進数演算，論理演算などの確認をすると良い． 
復習：リスト構造の実装を通して，変数，データ構造体，関数を理解すると良い． 

6 制御アーキテクチャ 
制御アーキテクチャを命令実行制御と併せて説明する． 
準備：命令実行制御について確認すると良い． 
復習：CPUの小規模モデルにおいて命令実行制御の説明をしてみると良い． 

7 入出力アーキテクチャと演習 
入出力アーキテクチャにおいて，直接/間接制御について説明する．また，論理演算やアセンブリ
言語について演習を行う． 
準備：論理演算やアセンブリ言語について復習しておくと良い． 
復習：演習問題について十分に考え理解すると良い． 

8 メモリアーキテクチャ 
メモリアーキテクチャとして，キャッシュの扱いと仮想記憶管理機構について説明する． 
準備：記憶装置やメモリの階層化について確認しておくと良い． 
復習：キャッシュに関する問題や仮想記憶管理機構に関する例題を調べてみると良い． 

9 RAIDと割り込みアーキテクチャ 
記憶システムの一つであるRAIDと割り込みアーキテクチャについて説明する． 
準備：記憶システムと順次実行制御について確認すると良い． 
復習：RAIDについて各レベルの役割についてまとめておくと良い． 

10 パイプラインアーキテクチャとシステムアーキテクチャ                                  
CPUの高速化手法としてパイプライン制御とオペレーティングシステムの役割について説明する． 
準備：命令実行サイクルの確認とタスクマネージャー(Windows)について確認すると良い． 
復習：パイプラインの仕組みとプロセス管理について確認すると良い． 

11 ネットワークアーキテクチャ1 

 ネットワークの基礎とOSI参照モデルについて説明する． 
準備：ネットワークの基礎とOSI参照モデルについて説明する． 
レポート課題：命令実行の説明とアセンブリ言語プログラミング 

12 ネットワークアーキテクチャ2 
ネットワークにおけるアドレスの基礎について説明する． 
準備：OSI参照モデルについて確認すると良い． 
復習：クラスやサブネットマスクなどのアドレスについてまとめると良い． 

13 情報セキュリティ 
情報セキュリティの構成要素について説明する． 
準備：情報社会における防衛手段について調べると良い． 
復習：情報セキュリティとして，セキュリティポリシーについて確認すると良い． 

14 情報社会における脅威と暗号 
不正アクセスなどの情報社会における不正行為について説明する． 
準備：情報社会における脅威について確認すると良い． 
復習：鍵暗号方式について確認すると良い． 

15 総合 
これまでの講義を踏まえ，総合試験を行う． 
準備：講義内容をまとめておくと良い． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 必修（教職「情報」必修） 

担当教員 

高野 敏明 

    

添付ファイル 
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授業形態 講義と演習 
AL1: 2回，AL2: 12回，AL3: 0回，AL4: 2回，AL5: 0回，AL6: 3回 

達成目標 主に基本情報技術者試験のテクノロジの分野においてある程度理解できる．具体的には下記にあげる項目を理
解できること． 
1.コンピュータ内部の表現形式が理解できる．(基礎) 
2.コンピュータの構成要素の基本的な動作を理解できる．(基礎) 
3.コンピュータアーキテクチャについて基本的なアーキテクチャについて理解できる．(基礎) 
4.キャッシュや仮想記憶などのメモリアーキテクチャが説明できる．(発展) 
5.ネットワークアーキテクチャにおけるアドレスについて説明できる．(発展) 
6.アセンブリ言語で実装することができる．(応用) 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポート課題およびWebテスト(30%)，定期試験(70%)の合計により成績を評価する．課題については，後日解説 
を行う． 

評価基準 達成目標1～6の理解度を総合して評価する． 
秀: 90点以上(1~6)，優: 80点以上(1~5)，良: 70点以上(1~4)，可: 60点以上(1~3)．不可: 59点以下とする． 
ただし，( )は達成目標の項目を指している．( )内を理解していることおよび，与えられた課題を十分にこ 
なしていることが目安である． 

教科書・参考書 教科書：堀桂太郎「図解コンピュータアーキテクチャ入門』森北出版，2015．(第2版) 
参考書：小高知宏著 『計算機システム』 森北出版 

履修条件 なし 

履修上の注意 コンピュータ構成概論および計算機ハードウェアについて理解しておくと良い． 

準備学習と課題の
内容 

事前に対象回について調べると良い(1.5時間)． 
復習を行い理解を深め，わからない点を明らかにするよう努めること(1時間)． 
できる限り前回までの講義内容を自分のものにしてから次回の講義に臨むこと． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:25％,関心･意欲:10％,態度:5％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

コンピュータシステム実践演習２ C6-BCD07- 
90 

Computer practical exercise 2 

科目コード： 20530 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 各教員が小人数のグループについて、それぞれの専門分野の文献等（外国学会誌や外国語の書籍）を用い
て、講 
読を行い、内容のまとめを行う。講義を通じ、研究の意義および科学者の基本的責任について学ぶ。また各種 
のプログラミングの演習も行い、発表訓練なども行う。 

授業計画 足立 智子 
[授業計画] 情報数理に関連する基礎事項について演習を行う。
[達成目標]         卒業研究に必要な基礎的事項を理解する。
[評価方法] 演習･レポート60%、発表40% 
大石 和臣 
[授業計画] 情報・物理セキュリティの研究に必要な基礎知識およびスキルを習得する． 
[達成目標] 基礎知識を正しく理解し，資料作成スキルと発表の仕方を身につける．   
[評価方法] 課題の達成度および発表時等の対応内容を基に評価する． 
國持 良行 
[授業計画] 夏期休業中より基本情報技術者試験対策を行い，合格を目指す．最近の話題の技術
や理論を文献を輪講形式で学習したり、コンピュータ技能を演習形式で身につける。また、与え
られた小テーマをグループで取り組み、それについて発表する。そして、卒業研究テーマの構想
を考える。 
[達成目標] (a) 情報処理や情報数理の知識を身につける。(b) コンピュータ技能を習得する。 
(c) グループでコミュニケーションとりながら集団行動と共同作業ができる。(d) プレゼンテー
ションを通して自分の意見を伝えることができる。 
[評価方法] 演習･レポート60%、発表40% 
幸谷 智紀 
［授業計画］ 3層Webシステムのテキストを使い，実習を交えたゼミを通じて，データベースと
Webをつなぐためのプログラミング技能を学ぶ。 
［達成目標］ 自ら学ぶ態度、最低限のプレゼンテーション技術を身につける。 
［評価方法］ 受講態度と課題演習の出来を勘案して評価する。無断欠席した場合は単位は出さ
ない。 
櫻井 将人 
[授業計画] 卒業研究に向けた準備を行う。 
[達成目標] 卒業研究に必要な知識・技術を身に付ける。
[評価方法] 総合的に評価する。 
定國 伸吾 
[授業計画] デジタルコンテンツ制作の技術について学び、その実践をおこなう
[達成目標] デジタルコンテンツ制作を実践する 
[評価方法] コンテンツの実装における技術的な難易度、およびコンテンツの完成度による総合
評価 
四宮 友貴 
[授業計画] 卒業研究に向けた準備を行う。 
[達成目標] 卒業研究に必要な知識・技術を身に付ける。
[評価方法] 総合的に評価する。 
高野 敏明 
[授業計画] 人工知能に関する基礎的な知識および文章表現，プレゼンテーションについて学
ぶ． 
[達成目標] 基礎知識を利用と資料作成およびプレゼンテーション技術を身につける． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ４ 必修 

担当教員 

コンピュータシステム学科教員 

    

添付ファイル 
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 [評価方法] 課題，資料，プレゼンテーションのそれぞれの完成度により総合的に評価する． 
富樫 敦 
[授業計画] 卒業研究に向けた準備を行う。 
[達成目標] 卒業研究に必要な知識・技術を身に付ける。
[評価方法] 総合的に評価する。 
水野 信也 
[授業計画] データ解析環境構築について学び、その実践をおこなう
[達成目標] データ解析環境を構築でき、関連知識の習得ができる 
[評価方法] データ解析環境構築技術の習得度、及び関連知識の習得の総合評価 
山岸 祐己 
[授業計画] 卒業研究に向けた準備を行う。 
[達成目標] 卒業研究に必要な知識・技術を身に付ける。
[評価方法] 総合的に評価する。 
大椙 弘順（兼務） 
［授業計画］ 与えられた各課題について、各回１～２名にプロジェクターを用いたプレゼンテ
ーションをしてもらう。 発表者以外の人には、毎回各自１つ以上の質問を課し、全員参加型の
セミナーとする。 
［達成目標］ ・課題を理解し、その内容についてプレゼンテーションできるようになる。 

・質疑応答等のコミュニケーション能力を高める。 
［評価方法］ 毎回のプレゼンテーションまたは質問・議論が十分な場合合格とする。 
松田 崇（兼務） 
[授業計画] 視覚表現（アート・デザイン・ヴィジュアライズなど）の基礎を学び、それに必
要な基本的アプリケーション技術（Adobe          Photoshop、Illustrator）の習得を行う。
[達成目標] 卒業制作に必要な知識や技術の基礎を理解する。 
[評価方法] 受講態度と課題・発表で評価する。無断欠席の場合は、原則として、単位は出さ 
ない。 

授業形態 原則として、講義と演習                                    
AL：各回とも教員への質問や学生同士のグループ学習を行う(AL①②) 
課題：各回とも演習の内容を整理し，研究ノートに検算，成果，課題などをまとめる(AL④) 
アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:0回,④:15回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 教員により異なる。（授業計画に併記） 

評価方法・フィー 
ドバック 

教員により異なる。（授業計画に併記） 

評価基準 教員により異なる。 
合格・不合格にて評価する。 

教科書・参考書 教員により異なる 。 

履修条件 なし 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の
内容 

各教員の指示に従うこと。毎回3時間以上の準備と復習をする． 
各回ともあらかじめ文献等で情報収集した結果を研究ノートにまとめる。 
必ず授業ごとに復習して内容を理解し、自分のものにしてから次回の授業に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:15％,技能・表現:15％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

データサイエンス演習1 C3-A10-50 

Data science exercise 1 

科目コード： 20670 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 データサイエンス入門（1年次）及び確率統計，線形代数等の数学基礎科目を基盤に，3年次のデータサイエン
ス実践演習において，社会やビジネス分野での実践的データ利活用を念頭に置き，本演習でその基礎なるDSの
基礎を身につける．演習例題をできるだけ多岐に亘らせ，次の2つのブロックに関する演習を行い後期のデータ
サイエンス演習2に繋げる． 
ブロックⅠ．実践的Python プログラミングとDS分野への応用（全15回） 
データサイエンスの修学，AIの実践的応用を遂行する上で，Python によるプログラミング技能の習得は不可欠
である．当該ブロックでは，データサイエンスの基礎として位置づけられる Python の実践的プログラミング
能力を養成する． 
ブロックⅡ．機械学習とその応用（全15回） 
Deep Learning に代表される機械学習アルゴリズムは，今後多岐の分野・多様な応用において遺憾なくその能
力を発揮すると予想される．そこで，本ブロックでは，ブロックⅠ．実践的Python プログラミングとDSへの応
用を踏まえ，更に「データサイエンス演習2（後期）」，「データサイエンス実践演習1・2（3年前期・後 
期）」を展望して，機械学習アルゴリズムの基礎から実践までを多様な例題を通して習得する．授業の進度に 
合わせ，AL⑥を試みる． 

授業計画 1 プログラミングに関する基礎と背景知識 
・教科書第1章「プログラミングとは？」について説明し，簡単な演習を行う（AL ①～②を行
う）． 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

2 プログラミング・チュートリアル（制御フロー編）1/3 
・教科書第2章「プログラミング・チュートリアル（制御フロー編）」- 数とその表現，算術演算
と式の計算，変数・代入・平方根 - について説明し，簡単な演習を行う（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

3 プログラミング・チュートリアル（制御フロー編）2/3 
・教科書第2章「プログラミング・チュートリアル（制御フロー編）」- 関数定義，条件分岐と応
用例題 - について説明し，簡単な演習を行う（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

4 プログラミング・チュートリアル（制御フロー編）3/3 
・教科書第2章「プログラミング・チュートリアル（制御フロー編）」- 繰り返し制御と応用例題 
- について説明し，簡単な演習を行う（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

5 プログラミング・チュートリアル（制御フロー編・発展編） 
・教科書第3章「プログラミング・チュートリアル（制御フロー編・発展編）」について説明し， 
簡単な演習を行う（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

6 プログラミング・チュートリアル（制御フロー編・発展編）の関する試験と解説 
・教科書第2・3章「プログラミング・チュートリアル（制御フロー編）」に関する試験を実施 
（45分）． 
・試験終了後，試験問題の解説と答え合わせを行う（AL ①～④を行う） 
準備学習: 当該範囲の試験対策 

7 プログラミング・チュートリアル（データ構造編）1/3 
・教科書第4章「プログラミング・チュートリアル（データ構造編）」- -について説明し，簡単
な演習を行う（AL ①～④を行う）． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ４ 選択必修 

担当教員 

富樫 敦 

    

添付ファイル 
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 準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

8 プログラミング・チュートリアル（データ構造編）1/3 
・教科書第4章「プログラミング・チュートリアル（データ構造編）」- -について説明し，簡単
な演習を行う（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

9 プログラミング・チュートリアル（データ構造編）1/3 
・教科書第4章「プログラミング・チュートリアル（データ構造編）」- -について説明し，簡単
な演習を行う（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

10 プログラミング・チュートリアル（制御フロー編・発展編）の関する試験と解説 
・教科書第2・3章「プログラミング・チュートリアル（制御フロー編）」に関する試験を実施 
（45分）． 
・試験終了後，試験問題の解説と答え合わせを行う（AL ①～④を行う） 
準備学習: 当該範囲の試験対策 

11 条件分岐と繰り返し 
・教科書第5章「条件分岐と繰り返し」について説明し，簡単な演習を行う（AL ①～④を行
う）． 
・20分程度の小テストを行い，上記解説と並行して解答例を解説する(AL ①,③)． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

12 関数と再帰 
・教科書第6章「関数と再帰」について説明し，簡単な演習を行う（AL ①～④を行う）． 
・20分程度の小テストを行い，上記解説と並行して解答例を解説する(AL ①,③)． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 

13 オブジェクト指向プログラミング 
・教科書第7章「オブジェクト指向プログラミング」について説明し，簡単な演習を行う（AL ① 
～④を行う）． 
・20分程度の小テストを行い，上記解説と並行して解答例を解説する(AL ①,③)． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 

14 問題解決とプログラミング 
・教科書第8章「問題解決とプログラミング」について説明し，簡単な演習を行う（AL ①～④を
行う）． 
・20分程度の小テストを行い，上記解説と並行して解答例を解説する(AL ①,③)． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 

15 プログラミングに関する総復習と発展的話題 
・プログラミングに関する総復習と発展的話題について解説し，簡単な演習を行う（AL ①～④を
行う）． 
・総復習的な30分程度の小テストを行い，上記解説と並行して解答例を解説する(AL ①,③)． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: Python プログラミングに関する総復習 

16 授業の位置づけ，機械学習アルゴリズム，AIとは？ 
・データサイエンス入門（代表的な統計分析・機械学習の手法と実践演習）を踏まえ，機械学習
アルゴリズムについて概観する．また，AIとはなにかについてその詳細を説明する． 
課題: 機械学習アルゴリズムの概要をまとめさせる（A4用紙3枚程度）(AL ④) 

17 データの視覚化総復習（Matplotlib を使用） 
・データの把握，分析結果の表示，俯瞰的把握に不可欠なデータの視覚化に関する手法を説明
し，簡単な演習を行う（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

18 機械学習ための数学的基礎（NumPy を資料） 
・機械学習のための数学的基礎 – 線形代数，コスト(最小二乗法，最尤法)，微分積分を説明・総
復習し，簡単な演習を行う（AL ①～④を行う）． 
・NumPy を使用し，多層パーセプトロン（ニューラルネットワーク）のシミュレーションを行
う． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

19 データの前処理・データ加工の演習（Pandas） 
・データ分析の前のデータ前処理 – 欠損値，外れ値，データ加工 – は極めて重要なデータ処理と
なる．本授業では，Pandas を用いて，具体的なcsvデータを読み込み，データ分析のための前処
理に関する説明，簡単な演習を行う（AL ①～④を行う）． 
・Pandas を使用し，データの前処理以外にDataFrames，Series の扱いについても演習する． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

20 クラスタリング分析と距離 
・「クラスタリング分析と距離」について説明し，簡単な演習を行う（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

21 クラスタリング分析と距離 
・「単回帰分析・重回帰分析」について説明し，簡単な演習を行う（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

22 ロジスティック回帰・kNN 
・「ロジスティック回帰・kNN」について説明し，簡単な演習を行う（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 
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 23 クラスタリング・回帰分析・クラス分類総復習 
・クラスタリング・回帰分析・クラス分類の総復習を行う（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の総復習 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

24 主成分分析と固有値 
・「主成分分析と固有値」について説明し，簡単な演習を行う（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する）（特に，固有値とその求め方，そ
の意味．） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

25 因子分析と主成分分析との関係 
・「因子分析と主成分分析との関係」について説明し，簡単な演習を行う（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

26 サポートベクターマシン（SVM）とその応用例 
・「サポートベクターマシン（SVM）」について説明し，簡単な演習を行う（AL ①～④を行
う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

27 決定木とランダムフォレスト（RF）とその応用例 
・「決定木とランダムフォレスト（RF）」について説明し，簡単な演習を行う（AL ①～④を行
う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

28 パーセプトロンとニューラルネットワーク（深層学習への誘い） 
・「パーセプトロンとニューラルネットワーク」について説明し，簡単な演習を行う（AL ①～④ 
を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

29 深層学習（Deep Learning）とその応用例 
・「深層学習（Deep Learning）」について説明し，簡単な演習を行う（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

30 その他の機械学習アルゴリズム 
・「その他の機械学習アルゴリズム」について説明し，簡単な演習を行う（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

授業形態 教科書，参考資料（プログラムを含む教材）を用いた講義と演習． 
アクティブラーニング：①: 29回，②: 29回，③: 29回，④: 30回，⑤: 0回，⑥:0回 

達成目標 1．データサイエンスとはどのような学問で，かつその活用事例を説明できる．（基礎） 
2．Python でデータの視覚化を含む20行程度のプログラムで問題を解決することができる．(基礎) 
3．機械学習の個々の手法について，直感的に説明することができる．(標準) 
4. Deep Learning がどのような方法で学習し，予測と分類を行うかを直感的に説明することができる．(標

準) 
5. Scikit-learn，TensorFlow，Keras で書かれた機械学習アルゴリズムの振る舞いを説明することができ

る．(応用) 
6．既存のプログラムを参照しながら，独自に機械学習のプログラムを作成することができる．(応用) 

評価方法・フィー 
ドバック 

・授業内で行う演習の発表と提出課題（50％）と，ひとまとまり毎で行う確認小テスト（50％）で評価する． 
課題，確認小テストについては，その場で模範解答を示し，さらなる理解向上に務める 

評価基準 秀（1～6）：90 点以上，優（1～5）：89 ～ 80 点，良（1～4）：79 ～ 70 点，可（1～3）（69 ～ 60 点， 
不可：59 点以下．ただし，カッコ（ ）内の数字は，達成目標の項目を示す． 

教科書・参考書 教科書：富樫敦「プログラミング – Python によるアルゴリズムと問題解決」コロナ社，電子情報通信学会， 
レクチャーシリーズ （ブロックⅠの教科書），ブロックⅡについては，電子教材を配布する． 
参考書： 適宜指示する 

履修条件 データサイエンス入門，情報数学基礎は必ず履修すること．プログラミング概論の科目履修が望ましい． 

履修上の注意 ・授業前に課せられた課題を解いてくること． 
・コンピュータによる演習を行うため，コンピュータとイーサーケーブルを持参すること． 

準備学習と課題の
内容 

・授業計画中に記載されている「準備学習」の内容を必ず行うこと (成績に反映します)． 
・授業計画中に記載されている「課題」の内容を必ず行うこと．「課題」のレポートは次回の講義までに（電
子的に）回収する． 
・大学設置基準上は，90分の授業に対して準備学習時間を90分と定めている．しかし，理解度には個人差があ
るため，大学設置基準以上の時間を要する場合もあり得る．この時間基準は，必要条件であり十分条件では決 
してない． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解(DP1): 60％，思考・判断(DP2): 10％，関心･意欲(DP3): 10％，態度(DP4): 10％，技能・表現
(DP5): 10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

プログラミング実践演習２ C3-B12-50 

Advanced Programming Exercises 

科目コード： 21120 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 プログラミング演習に引き続き，プログラミングの基礎を理解し，簡単なプログラムを作成できるようになる
ことを目的とする．本講義では，データの内部表現，配列，関数を用いた構造化プログラミングを扱う．言語
は C を用いる．この科目は，情報システム開発分野の実務経験のある教員が担当する科目である．この科目 
は，情報システム開発分野の実務経験のある教員が担当する科目である． 

授業計画 1 講義ガイダンス 
ガイダンス，実力確認テスト，答え合わせ，処理系の使い方 
準備：プログラミング演習の範囲を復習する．開発環境を整えたパソコンを持参する． 
AL①:講義内容に沿ったスライドを配布し，演習をする． 

2 配列（1） 
配列，添え字演算子，走査, 初期化，コピー，読込み，反転，集計処理，#define指令,最大最小
AL①:講義内容に沿ったスライドを配布し，演習をする． 

3 配列（2） 
要素数，多次元配列，まとめ                    
AL①:講義内容に沿ったスライドを配布し，演習をする． 

4 関数（1） 
関数定義，関数呼出し演算子，仮引数，実引数，返却値，３値の最大値
AL①:講義内容に沿ったスライドを配布し，演習をする． 

5 関数（2） 
値渡し，void，有効範囲(scope)，ファイル有効範囲，関数原型宣言,♯include, ヘッダ, 配列の
受渡し，const修飾子 
AL①:講義内容に沿ったスライドを配布し，演習をする． 

6 関数（3） 
線形探索，番兵，多次元配列の受渡し，記憶期間 
AL①:講義内容に沿ったスライドを配布し，演習をする． 

7 まとめのテスト１ 
配列,関数についての確認テスト，解答解説．     
AL①:講義内容に沿ったスライドを配布し，演習をする． 

8 基本型 
汎整数型，浮動小数点数, sizeof演算子，size_t型，typedef宣言,ビット単位の論理演算子，シ
フト演算子,リテラル 
AL①:講義内容に沿ったスライドを配布し，演習をする． 

9 いろいろなプログラムをつくってみよう 
関数形式マクロ，インライン関数，コンマ演算子，ソート，列挙体，再帰呼出し，入出力と文字, 
拡張表記 
AL①:講義内容に沿ったスライドを配布し，演習をする． 

10 文字列 
文字列リテラル，ナル文字，文字列の初期化，空文字列，書式化して表示，文字列の配列，文字
列の操作 
AL①:講義内容に沿ったスライドを配布し，演習をする． 

11 まとめのテスト２ 
基本型, いろいろなプログラム，文字列についての確認テスト，解答解説． 
AL①:講義内容に沿ったスライドを配布し，演習をする． 

12 ポインタ 
ポインタ，アドレス，アドレス演算子＆，間接演算子，ポインタと関数，空ポインタ 

 AL①:講義内容に沿ったスライドを配布し，演習をする． 
13 文字列とポインタ 

文字列操作関数，strlen，strcpy，strncpy，strcat, strncat，strcmp, strncmp, atoi, atol, 
atof 
AL①:講義内容に沿ったスライドを配布し，演習をする． 

14 構造体 
構造体，メンバ，メンバ演算子,アロー演算子     
AL①:講義内容に沿ったスライドを配布し，演習をする． 

15 まとめのテスト３ 
ポインタ,文字列，構造体についての確認テスト，解答解説． 
AL①:講義内容に沿ったスライドを配布し，演習をする． 

16 試験 

定期試験 

授業形態 講義を行いながら演習を実施し，課題として演習問題を出題する．時間外での努力を期待する． 
アクティブラーニング：①:15回, ②:0回, ③:0回, ④:0回, ⑤:0回, ⑥:0回 

達成目標 ａ）配列を引数にした関数呼び出しを行うプログラムの実行状態を理解し説明できる
ｂ）ポインタと文字列を理解し説明できる 
ｃ）構造体を使ったプログラムの実行状態を説明できる 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択必修 

担当教員 

山岸 祐己 

    

添付ファイル 
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評価方法・フィー 
ドバック 

定期試験 60%，課題 40% で評価する．課題は採点して返却し，結果をフィードバックする．原則として，課題 
などのフィードバックは次回以降の授業内で実施する． 

評価基準 評価基準は以下の通りとする． 
「秀」：達成目標の 90% 以上に到達している 
「優」：達成目標の 80% に到達している 
「良」：達成目標の 70% に到達している 
「可」：達成目標の 60% に到達している 
「不可」：達成目標の 60% 未満に到達している 

教科書・参考書 教科書： 柴田洋 著「新・明解 C言語 入門編」（「プログラミング演習」で購入済） 
講義スライド配布 

履修条件 「プログラミング演習」の成績が秀・優のいずれか，または「プログラミング実践演習１」の成績が秀・優・ 
良のいずれかの場合に履修を認める． 

履修上の注意 演習にはノートパソコンを使用するので，必ず持参すること． 

準備学習と課題の
内容 

プログラミング演習の内容を十分復習しておくこと． 
原則として予習として教科書の例題のプログラムを入力し，復習として演習問題を解くこと． 
毎回の授業ごとに予復習には少なくとも3時間以上の時間をかけること． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:25％,思考・判断:25％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

データサイエンス演習2 C4-A15-50 

Data science exercise 2 

科目コード： 20680 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 DS演習1は，要素技術「Python プログラミング」，「機械学習アルゴリズム」の観点からDSの基礎を学習し
た．DS演習2では，目的・用途の視点からDSの適用を演習を通して習得していく．本演習2でも，次の2つのブ
ロックに関する演習を行いDSの基礎を固める． 
 

ブロックⅢ．データ利活用とメディア別DSの適用手法（全15回） 
ブロックⅣ．機械学習の実践的適用（全15回） 
データサイエンス演習1では要素技術を，データサイエンス2のⅢでは，メディアの側面からの要素技術につい 
て修学してきた．本ブロックⅣでは，目的・分野別機械学習の実践的適用について演習する． 

授業計画 1 授業の位置づけ，全体の俯瞰，要素技術の紹介 
・データサイエンス演習1を踏まえ，データ利活用とメディア別DSの適用手法について概観する． 
また，メディアとなにか，社会やビジネスとの関わりについて，その詳細を説明する． 
・チーム編成し，互いに教え合いながら演習を進める．ただし，活動，演習は個人ベースとす
る． 
課題: データ利活用とメディア別DSの適用手法について，概要をまとめさせる（A4用紙3枚程度） 
(AL ④) 

2 データ取得と活用法 
・データ取得と活用法に関する手法を説明し，簡単な演習を行う（AL ①～④を行う）． 
・総務省統計局，気象庁，日本経済新聞社マーケット，Yahoo ファイナンスなど，国内外市場の
同効果経済指標，天気，社会生活に欠かせない統計データを有するサイトと活用法について説明
し，その入手法と簡単な統計手法の演習を行う． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

3 データ処理と視覚化・分析 1/2 
・Python 重要パッケージ Pandas, Matplotlibを用いた，データの前処理と視覚化，簡単な分析
について説明し，その後2．で取得したデータを用いたデータ処理の演習を行う（AL ①～④を行
う）． 
・データの前処理としては，欠損値補完，条件抽出，集約，データの結合，日時型処理，変数処
理，ダミー変数化などである． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

4 データ処理と視覚化・分析 2/2 
・大規模データに対しては，データベースの存在が欠かせない．データの保管管理にデータベー
スを利用する．そこで，SQLについても説明し，データモデリングとデータ操作に関する演習を行
う（AL ①～④を行う）．適切なデータベース化は，データの利活用には不可欠なデータ管理手法
である． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

5 テキスト処理とテキストマイニング 1/2 
・Internet上のデータはほとんどがテキストである．また，SNSもテキストが多い．そこで，テキ
ストマイニングの多様な処理例を俯瞰し，人間の行動や思考，動向に関する分析手法について説
明し，Internet上で見えてくる人間ネットワークを俯瞰する．授業は演習を交えて行う（AL ①～ 
④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

6 テキスト処理とテキストマイニング 2/2 
・テキスト処理はAIとも密接な関係がある．そこで，代表的なword2vecを実装し，AIが創る文章 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ４ 選択必修 

担当教員 

富樫 敦、水野 信也 

    

添付ファイル 
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 の一旦，意味解析にせます．授業は本原理を説明し，演習と結果の統計処理を行う（AL ①～④を
行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

7 Web Scraping によるデータの取得 1/2 
・Internet 上には膨大なデータが次々と生まれる．そこで，Internet上からWeb コンテンツの入
手法に関する基礎と応用について説明し，演習を行う．本授業では，静的なHTMLからのコンテン
ツ取得として，requests，BeautifulSoup の活用例について演習する（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

8 Web Scraping によるデータの取得 2/2 
・Intenet上のwe site は今ではCMSによるページが多く，このような動的ベージからのコンテン
ツ取得には仮想のWeb Server を立ち上げ，そのServer を介した取得処理を行わなければならな
い．Web Scraping 2回めでは，Seleniumを利用した動的ページの取得について説明し，その演習
を行う（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

9 マーケティング分野へのDSの応用（Web Scraping とテキストマイニング） 
・マーケティング分野の応用として，顧客の意識調査をWebコンテンツで行う．あるSNSでの顧客
分析を行いメーケティング戦略へのプロセスについて説明し，その演習を行う（AL ①～④を行
う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

10 時系列処理と視覚化 
・日時をインデックスにするデータが時系列である．金融商品の価格，気象データ，物価，交差
点を通過する交通量など，全て時系列データである．授業では，時系列処理と視覚化について説
明し，その演習を行う（AL ①～④を行う）． 
・本授業では，時系列解析の基礎として，ARIMAモデル，SARIMAモデルなどを扱う． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

11 時系列分析 
・時系列解析をDeep Learningで行う場合，過去のバックデータも考慮したネットワークを考慮し
なければならない．そこで，本授業では再帰のあるRNNについて説明し，時系列処理の演習を行う 
（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

12 画像処理・顔検出・色検出・動物体検出 1/3 
・顔認証や指紋認証など，画像処理技術の発展はめざましく，当該技術に基づく新規ビジネスの
黎明期であるとも過言ではない．そこで，3回に渡ってOpenCVによる画像処理と演習を行う．初回
は，画像処理の基本：画像の読み込み，表示・保存，グレイスケール化，ぼかし，フィルタリン
グ処理について説明し，その演習を行う（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

13 画像処理・顔検出・色検出・動物体検出 2/3 
・画像処理2回目は，二値化，エッジ検出，輪郭検出などについて説明し，その演習を行う（AL 
①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

14 画像処理・顔検出・色検出・動物体検出 3/3 
・画像処理最終回は，顔検出，色検出，動物体検出などについて説明し，その演習を行う（AL ① 
～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

15 データ利活用とメディア別DSの適用手法（総復習） 
・本項目最終回は，データ利活用とメディア別DSの適用手法を総まとめし，総合的な演習と行
う．また，その活用法について議論する（AL①，②，④） 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

16 授業の位置づけ，全体の俯瞰，要素技術の紹介 
・DSやAIの適用分野を俯瞰し，目的・分野別機械学習の実践適用の全体像を掴む． 
・適用例毎に，対象メディア，予測か分類か？個別要素技術を俯瞰する． 
・演習2の当該ブロックは，チームでの演習となるため，チーム編成を行う． 
・準備学習，課題もチーム単位で行う． 
課題: 目的・分野別機械学習の実践的適用例を少なくとも3つ探し，全体でA4用紙3枚にまとめ， 
チーム毎提出（AL ④） 

17 画像処理応用 1/4：画像による数字認識 
・画像による数字認識を最終目的とし，4回の授業で目的を達成する． 
・日常の中で，数字認識を必要とする場面を話し合う(AL②)． 
・議論を盛り上げるため，郵便番号の認識，(電力，ガス，水道)メータの認識などの例を上げ
る． 
・数字認識を行うためのいくつかのアプローチを議論する． 
・授業では，そのための手法候補を例示する：ブラウアー，二値化，エッジ検出，輪郭検出，特
徴抽出など 
準備学習: 画像による数字認識についての調査（この学習は，個人毎） 
課題: プロジェクト計画書 

18 画像処理応用 2/4：OCR処理，Deep Learningによる数字認識 
・OCR処理，Deep Learningによる数字認識について説明し，その手法の演習を行う． 
・本手法も考慮に入れながら，最終ゴールを目指す (AL ①，②，③，④)． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 
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 19 画像処理応用 3/4：四角形認識，ラベリング，特徴抽出，色検出 
・四角形認識，ラベリング，特徴抽出，色検出について説明し，当該手法も考慮に入れ，チーム
ごと最終ゴールを目指す（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

20 画像処理応用 4/4：画像による数字認識に関する最終発表会 
・画像による数字認識に関する最終結果について発表し，質疑する． 
・達成できたこと，できなかったことを整理し，その成果を次の学年のために残す（AL ①～④を
行う）． 
準備学習: 最終発表資料準備 
課題: 演習報告書作成（チーム毎） 

21 Web システムと Web プログラミング 1/4：取得データ管理Webシステムの開発 
・最終目的は，IoTセンサーによる取得データを管理するWebシステムの開発である． 
・IoTセンサーとWeb システムをつなぎ，IoTセンサーで取得したデータをシステムに管理，分
析，視覚化する仕組みを設計開発する． 
・IoTセンサーとして，Telloのドローンも想定に入れる． 
・最終ゴールに関して，チーム内で意見交換を行う（AL ⑤，⑥を行う）． 
準備学習: IoT，Webシステムについての調査（この学習は，個人毎） 
課題: プロジェクト計画書 

22 Web システムと Web プログラミング 2/4：Flask演習 
・モジュールFraskによるWebシステム構築について説明し，その演習を行う（AL ①～④を行
う）． 
・HTML，css についても補完する．また，Webシステムの振る舞いについても補完する． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

23 Web システムと Web プログラミング 3/4：データモデリング 
・データモデリングについて説明し，その演習を行う． 
・リレーショナルデータベースについても簡単に説明する． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

24 Web システムと Web プログラミング 4/4：取得データ管理Webシステムの開発に関する最終発表
会 
・取得データ管理Webシステムの開発に関する最終結果について発表し，質疑する． 
・達成できたこと，できなかったことを整理し，その成果を次の学年のために残す（AL ①～④を
行う）． 
準備学習: 最終発表資料準備 
課題: 演習報告書作成（チーム毎） 

25 RPA・IR分野へのDS 実践適用 1/5：自治体業務改善に対するDSの実践適用（仮） 
・自治体業務改善を最終目的とし，5回の授業で成果を出す． 
・初回には，(想定する自治体関係者から)自治体業務について説明いただき，課題等を挙げてい
ただく．また，課題に関する，可能な範囲で，データを提供いただく． 
・RPA (Robot Process Automation)，IR (Insititution Research) について簡単に説明． 
準備学習: RPA, IRについての調査（この学習は，個人毎） 
課題: プロジェクト計画書 

26 RPA・IR分野へのDS 実践適用 2/5：IR手法例の紹介 
・教務データ（仮）を題材に，IR手法の一例を紹介し，その手法について演習を行うと同時に自
治体のIRへのつながりを議論． 
準備学習，課題は全てチームのプロジェクト計画に依存する． 

27 RPA・IR分野へのDS 実践適用用3/5：RPAに関する紹介 
・RPA導入組織からRPAに関する紹介を頂き，導入前と導入後の効果改善についてお話いただく． 
後半は，RPAの項目に改善計画に加え，プロジェクトを推進する． 
準備学習，課題は全てチームのプロジェクト計画に依存する． 

28 RPA・IR分野へのDS 実践適用4/5：自治体業務改善例の紹介 
・他の自治体の業務改善例について紹介し，紹介した自治体との比較検討を行いながらプロジェ
クトを進める． 
準備学習，課題は全てチームのプロジェクト計画に依存する． 

29 RPA・IR分野へのDS 実践適用 4/5：自治体業務改善に対するDSの実践適用成果発表会 
・自治体業務改善に対するDSの実践適用に関する最終結果について発表し，質疑する． 
・達成できたこと，できなかったことを整理し，その成果を次の学年のために残す（AL ①～④を
行う）． 
準備学習: 最終発表資料準備 
課題: 演習報告書作成（チーム毎） 

30 目的・分野別機械学習の実践的適用（総復習） 
・本項目最終回は，目的・分野別機械学習の実践的適用の総まとめとし，総合的な演習を行う． 
また，PBLで得られた成果と個人ごとの成長（特に，社会人基礎力のようなジェネリック技能の成
長）について議論する（AL①，②，④） 
準備学習: 個人ごとの成長（generic skill）に対する振り返り 
課題: PBL活動と個人ごとの成長に関する感想レポート 

授業形態 ブロックⅢ 
電子教材，参考資料を用いた講義と演習（チーム協力ベース）． 
アクティブラーニング：①: 14回，②: 14回，③: 14回，④: 14回，⑤: 0回，⑥:6回 

ブロックⅣ 
教科書はない．適宜資料を提供する（チーム主導）． 
アクティブラーニング：①: 0回，②: 14回，③: 14回，④: 14回，⑤: 14回，⑥: 14回 

達成目標 ブロックⅢ：                                                        
1．データの重要性を認識していて，かつその活用法を説明できる．（基礎） 
2．「データ処理と視覚化・分析」，「テキスト処理とテキストマイニング」，「Web Scraping によるデー 

タの取 得」，「時系列処理と視覚化」，「画像処理・顔検出・色検出・動物体検出」のそれぞれについ 
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 て，個別事項につ いて説明でき，Python で20行程度のプログラムで個別問題を解決することができ
る．(基礎) 
3．2．について，総合的かつ直感的に説明することができる．さらに，項目ごとに，総合的なプログラムに

よって問題 自体を解決することができる．(標準) 
4．2．について，技術的事項を総合的に説明することができる． (標準) 
5．2．に関する教材プログラムを完全に説明することができる． (応用) 
6．既存のプログラムを参照しながら，独自に2．に関する問題解決プログラムを作成することができる．(応

用) 
 

ブロックⅣ（知識・技能面）：                                    
1．本授業の位置づけを理解している．要素技術を説明できる．（基礎） 
2．「画像処理応用4回分」，「Web システムと Web プログラミング」，「RPA・IR分野へのDS 実践適用」の

それぞ れについて，個別事項について説明でき，Python で30行程度のプログラムで個別問題を解決する
ことができる． (基礎) 
3．2．について，総合的かつ直感的に説明することができる．さらに，項目ごとに，総合的なプログラムに

よって問題 自体を解決することができる．(標準) 
4．2．について，技術的事項を総合的に説明することができる． (標準) 
5．2．に関する教材プログラムを完全に説明することができる． (応用) 
6．既存のプログラムを参照しながら，独自に2．に関する問題解決プログラムを作成することができる．(応

用) 

ブロックⅣ（generic skill 面）： 
別資料を配布する． 

評価方法・フィー
ドバック 

ブロックⅢ： 
・授業内で行う演習の発表と提出課題（50％）と，ひとまとまり毎で行う確認小テスト（50％）で評価する． 
課題，確認小テストについては，その場で模範解答を示し，さらなる理解向上に務める 

ブロックⅣ（知識・技能面）： 
・チーム毎に評価を行う．チームの評価が個人の評価となる． 
・総合評価とする．評価基準は，授業開始までに提示する． 

ブロックⅣ（generic skill 面） 
評価基準案1によって，個人評価を行う 

評価基準 ブロックⅢの評価基準： 
秀（1～6）：90 点以上，優（1～5）：89 ～ 80 点，良（1～4）：79 ～ 70 点，可（1～3）（69 ～ 60 点， 
不可：59 点以下．ただし，カッコ（ ）内の数字は，達成目標の項目を示す． 

ブロックⅣの評価基準： 
PBLの評価 ＋ 個人の人間的成長（generic skill）を加味した評価を検討． 
授業実施時までに提示する． 

最終成績は，ブロックⅢとブロックⅣの平均とする(端数，切り上げ)． 

教科書・参考書 教科書：電子教材を提供する． 
参考書：適宜その都度指示する． 

履修条件 データサイエンス演習1は必須． 

履修上の注意 ・授業前に課せられた課題を解いてくること（ブロックⅢ）． 
・ブロックⅣは，安全にチームによる学習・演習とする． 
・コンピュータによる演習を行うため，コンピュータとイーサーケーブルを持参すること． 

準備学習と課題の
内容 

・授業計画中に記載されている「準備学習」の内容を必ず行うこと (成績に反映します)． 
・授業計画中に記載されている「課題」の内容を必ず行うこと．「課題」のレポートは次回の講義までに（電
子的に）回収する． 
・大学設置基準上は，90分の授業に対して準備学習時間を90分と定めている．しかし，理解度には個人差があ
るため，大学設置基準以上の時間を要する場合もあり得る．この時間基準は，必要条件であり十分条件では決 
してない． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解(DP1): 50％，思考・判断(DP2): 10％，関心･意欲(DP3): 15％，態度(DP4): 15％，技能・表現
(DP5): 10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

実用プログラミング１ C4-B16-50 

Practical Programming 1 

科目コード： 19170 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 Python の基本的な文法と各種ライブラリの利用について演習を交えながら講義を行う． 
この科目は，情報システム開発分野の実務経験のある教員が担当する科目である． 

授業計画 1 環境構築 
Linux と Python の環境構築
AL:① プログラムの作成 

2 クローリング・スクレイピング 
・wget によるクローリング 
・grep, sed によるスクレイピング
AL:① プログラムの作成 

3 Python の基本 
・リスト，タプル，辞書 
・制御構造 
・関数定義，クラス
AL:① プログラムの作成 

4 Python ライブラリによるクローリング① 
・Requests, re, lxml 
AL:① プログラムの作成 

5 Python ライブラリによるクローリング② 
・Beautiful Soup 
・ステータスコードとエラー処理
AL:① プログラムの作成 

6 Python ライブラリによるデータ処理① 
・データ列の抽出 
・サンプリング 
AL:① プログラムの作成 

7 Python ライブラリによるデータ処理② 
・基本的な統計量 
・データの結合と分割
AL:① プログラムの作成 

8 Python ライブラリによるデータ処理③ 
・数値型 
・カテゴリ型 
・日時型 
・文字型 
・位置情報型 
AL:① プログラムの作成 

9 Python ライブラリによるデータ可視化 
・matplotlib, seaborn 
AL:① プログラムの作成 

10 Python ライブラリによるデータ分析① 
・scikit-learn 
・多項式近似と最小二乗法 
・オーバーフィッティング
AL:① プログラムの作成 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択必修 

担当教員 

山岸 祐己 

    

添付ファイル 
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 11 Python ライブラリによるデータ分析② 
・最尤推定法 
・正規分布 
AL:① プログラムの作成 

12 Python ライブラリによるデータ分析③ 
・パーセプトロン 
・確率的勾配降下法
AL:① プログラムの作成 

13 Python ライブラリによるデータ分析④ 
・ロジスティック回帰 
・ROC曲線 
AL:① プログラムの作成 

14 Python ライブラリによるデータ分析⑤ 
・教師なし学習 
AL:① プログラムの作成 

15 Python ライブラリによるデータ分析⑥ 
・EMアルゴリズム 
・ベイズ推定 
AL:① プログラムの作成 

16 試験 
定期試験 

授業形態 講義を行いながら演習を実施し，課題として演習問題を出題する．時間外での努力を期待する． 
アクティブラーニング：①:15回, ②:0回, ③:0回, ④:0回, ⑤:0回, ⑥:0回 

達成目標 (a) Webページをクローリング/スクレイピングするためのプログラム作成． 
(b) Webから取得したデータの簡単な分析/可視化（基本統計量/重回帰分析/ニューラルネットワーク）． 

評価方法・フィー 
ドバック 

定期試験 60%，課題 40% で評価する．課題は採点して返却し，結果をフィードバックする．原則として，課題 
などのフィードバックは次回以降の授業内で実施する． 

評価基準 評価基準は以下の通りとする． 
「秀」：達成目標の 90% 以上に到達している 
「優」：達成目標の 80% に到達している 
「良」：達成目標の 70% に到達している 
「可」：達成目標の 60% に到達している 
「不可」：達成目標の 60% 未満に到達している 

教科書・参考書 講義スライド 

履修条件 プログラミング実践演習２（旧：プログラミング言語）に合格している場合に履修を認める． 

履修上の注意 ノートパソコンを持参すること． 

準備学習と課題の 
内容 

プログラミング演習及びプログラミング実践演習２の内容を十分復習しておくこと． 
出題した課題に必ず取り組み，毎回の授業ごとに予復習には少なくとも3時間以上の時間をかけること． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％, 思考・判断:20％, 関心･意欲:15％, 態度:15％, 技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

実用プログラミング２ C4-B17-50 

Practical Programming 2 

科目コード： 19180 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 実践的なC/C++言語プログラミングを学習する。C++言語はC言語の拡張であり、オブジェクト指向の機能が追加
されている。システム開発だけでなく、ゲームやGCの制作などにも使われる。まず、C言語での実践プログラミ
ング能力を身につける。その後、C++言語を使ってオブジェクト指向の概念と機能を学習する。標準ライブラリ
を用いたアルゴリズムの解法を学ぶ。基本情報処理技術者試験で出題されるアルゴリズムとC言語の問題が容易 
に解ける技能を身につけることを目標とする。 

授業計画 1回 ガイダンス+構造体                                                                 
C/C++のおいたち、CとC++の違い、OOPの概念と特徴，コメント，予約語，演算子，#define前処理 
指令，CV修飾子,構造体，typedef，ドット演算子，アロー演算子、間接演算子，アドレス演算子
AL① 上記内容について学生に質問を投げかける 
準備：パソコン持参する．処理系を操作できるよう準備する．C言語の復習をする． 
課題：多倍長計算の実践問題(FE問題)を配布するので解いておくこと 

2回 文字列 
文字型，文字列，文字列操作関数，辞書式順序
AL① 上記内容について学生に質問を投げかける
準備：数字列と数値の変換について予習すること 
課題：文字列の実践問題(FE問題)を配布するので，解いておくこと． 

3回 ポインタ 
構造体と共用体，ビットフィールド，浮動小数点数の表現，float, double 
AL① 上記内容について学生に質問を投げかける 
準備：構造体と共用体について調べてくること 
課題：IEEE754の実践問題(FE問題)を配布するので，解いておくこと． 

4回 構造体と共用体                                          
sizeof演算子，ポインタ，アドレス，関数，引数，参照型，列挙型， 
AL②：プログラミングを相談しながら作成 
準備：ポインタと関数について予習してくること 
課題：第1回～第4回の復習をする．次回はまとめのテスト 

5回 まとめのテスト(1) 
文字列，ポインタ，関数，構造体，共用体についての総合的な試験
準備：上記C言語の実践的問題を解いておくこと 
課題：間違った点に関して，プログラムを書いて修正すること 

6回 クラス 
クラス，アクセス指定子，メンバ変数，メンバ関数，コンストラクタ，デストラクタメンバ，関
数の外部定義，this 
AL②：プログラムを書いて確認する．配布プリントをグループ学習する
準備：オブジェクト指向プログラミングやカプセル化の概念を予習する
課題：クラスPointのサンプルプログラムを書いて覚える 

7回          継承(インヘリタンス) 
継承，基底クラス，派生クラス，継承属性，多重継承，仮想関数，純粋仮想関数，スコープ
AL②：プログラムを書いて確認する．配布プリントをグループ学習する 
準備：継承の概念を予習する 
課題：継承Place のサンプルプログラムを書いて覚える 

8回 多様性 
キャスト，コピー代入，move代入，関数の多重定義，演算子の多重定義，フレンド関数，フレン
ドクラス 
AL②：プログラムを書いて確認する．配布プリントをグループ学習する 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択必修 

担当教員 

國持 良行 

    

添付ファイル 
 

857



 準備：多重定義の概念を予習する 
課題：四則演算や関数呼出し演算などサンプルプログラムを書いて覚える 

9回 テンプレート 
テンプレートクラス、テンプレート関数、可変個数の引数      
AL②：プログラムを書いて確認する．配布プリントをグループ学習する
準備：vectorクラスの仕様を予習する 
課題：テンプレートクラスやテンプレート関数のサンプルプログラムを書いて覚える 

10回 文字列と入出力 
文字コード、文字列とポインタ、文字列関数、大文字小文字変換、数値文字列変換、清書出力、
Stringクラス 
ストリームライブラリ概要、cinとcout、ファイル入出力、＜＜と＞＞の多重定義
AL②：プログラムを書いて確認する．配布プリントをグループ学習する 
準備：stringクラスについて仕様を調べてくる 
課題：string クラスのサンプルプログラムを書いて覚える 

11回 まとめのテスト (2) 
C/C++の基本 まとめのテスト 
準備：C++の基本の構文と意味を確認しておくこと． 
課題：テストの間違いをプログラムを書いて修正すること 

12回 コンテナとイテレータ 
STL(Standard Template Library)、vector, stack, queue, map, set, list 
AL②：プログラムを書いて確認する．配布プリントをグループ学習する 
準備：素朴なデータ構造でアルゴリズムを実現する 
課題：コンテナを使ったプログラミングでアルゴリズムを実現する 

13回 アルゴリズム 
探索，2分探索、並べ替え，計算幾何学，グラフアルゴリズム，動的プログラミング，計算量評価
AL②：プログラムを書いて確認する．配布プリントをグループ学習する 
準備：素朴なデータ構造でアルゴリズムを実現する 
課題：コンテナを使ったプログラミングでアルゴリズムを実現する 

14回 ユーティリティ 
ユーティリティ、乱数、時間計測、                          
AL②：プログラムを書いて確認する．配布プリントをグループ学習する
準備：低速ソートと高速ソートの実行時間の違いを評価する 
課題：空間計算量，時間計算量を意識してアルゴリズムを実現する 

15回 総合演習                              
C/C++プログラミングの総合的な演習問題を解く
準備：C/C++の総復習をしておくこと 
課題：この試験を含め，成績のよくない者には追加の課題を出題し，定期試験で再度評価する． 

16回 定期試験 
用語，文法，意味の理解度，プログラミングの作成能力を評価する． 
準備：全範囲にわたり復習をすること． 

授業形態 講義の前半では講義を行い、後半では演習を行う。 
アクティブラーニング：①３回,②９回,③０回,④０回,⑤０回,⑥０回 

達成目標 a) C/C++言語の基本的な用語を理解できる(基本)． 
b) C/C++言語の基本的なプログラムを記述できる(基本)． 
c) 情報処理技術者試験で出題される程度の流れずとプログラムの問題が解ける(標準)． 
d) C++におけるクラスを使ったプログラムが作成できる(標準)． 
e) C++の標準ライブラリを使ったプログラムが作成できる(応用)． 
f) 高度な応用問題を解くプログラムが作成できる(応用)． 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業毎に課せられるレポート(40%)と単元ごとに行う4回のまとめテスト(60%)による総合的な評価を行う． 
レポートやまとめテストについては原則的に毎回採点後返却し結果をフィードバックする． 

評価基準 評価基準は以下の通りとする。 
秀(a～f)：100～90、優(a～e)：89～80、良(a～d)：79～70 可 (a～c)：69～60、不可：59～ 

教科書・参考書 教科書：國持良行著「実用プログラミング2」SIST． 
LMSも利用する 

履修条件 ｢プログラミング言語｣(2年前期)に合格していること 

履修上の注意 パソコンを持参すること 

準備学習と課題の
内容 

プリントを事前に配布するので予習してくること
授業中に出題した課題を解いておくこと 
これらの予復習に毎回3時間以上をかけること 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:20％,関心･意欲:15％,態度:15％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

データサイエンス実践演習1 C5-A20-50 

Data Science Practice Exercise 1 

科目コード： 20690 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 「データサイエンス演習」を踏まえ，協力機関の協力を仰ぎ，協力機関の課題をデータサイエンスの適用に 
よって解決する PBL 形式の演習を行う．前期150コマ（90分／コマ）を週2ユニット（5×90分／ユニット）， 
15週で演習を実施する． 
Ⅰ．3年前期共通知識・技能（計4ユニット分）※Javaに関する演習を随時追加．                       
Ⅱ．「画像処理と物体検出・認識分野」に関する実践演習（13ユニット分）※Serve Side に関する演習を随時
追加． 
Ⅲ．「IR・RPAへのDSの適用」に関する実践演習（13ユニット分） 
 

Ⅰ．                                           3年前期の実践演習で必要な共通基盤を身につける． 
Ⅱ．エネルギー分野の企業を想定したDS特別演習である．協力企業の課題を画像処理とDS力により，課題解決
のチームを組織し，プロジェクト結成して課題に取り組むチーム協調型PBLである．                   
Ⅲ．静岡県内の協力自治体を想定したDS特別演習である．Ⅱは企業であるが，Ⅲは役所である．Ⅱ．同様，協
力機関のお荷物になるのではなく，地域貢献・社会貢献として，教育を通して大学が地域企業や社会のために
貢献し，学生自ら成長することを本演習の最大目的とする． 
 

Ⅰ．3年前期共通知識・技能（計4ユニット分）                         
1.思考法に関する演習（全60の思考法）（計2ユニット分）※学生による発表 
2.アイディア発想法（1ユニット分）※外部講師による指導 
3.社会・ビジネス概観（1ユニット分） 
 

Ⅱ．「画像処理と物体検出・認識分野」に関する実践演習（13ユニット分） 
エネルギー分野の企業との共同による実践演習 
県内エネルギー分野の企業から提出された課題を解決するための方法と具体的な解決法を実施し，課題解決を
PBL形式で行う．課題解決と同時に課題に潜んでいるさらなる問題を発見し，その問題の解決法を計画提案す
る．可能ならば，問題解決の実装までも行う．全13回（6.5週間）とし，最後に発表し講評をいただく． 
 

Ⅲ．「IR・RPAへのDSの適用」に関する実践演習（13ユニット分） 
自治体（袋井市役所を想定）との共同による実践演習． 
自治体から提供された課題解決を PBL形式で行う．課題解決と同時に課題に潜んでいるさらなる問題を発見 
し，その問題の解決法を計画提案する．可能ならば，問題解決の実装までも行う．全 

授業計画 1 社会・ビジネス概観 
・当該特別演習1（前期）に協力いただく機関（企業と自治体）から，機関における業務に関する
お話をいただく．加えて，社会生活・ビジネスの視点から，全体を俯瞰するような話題提供を外
部講師からいただく．特に，サービス目的上困っている課題についても言及いただく． 
・話題提供後は，フリーディスカッションを行う． 
・授業初回は，10分程度で本授業の位置づけを説明し，チーム編成を行う． 
課題: 初回の話題提供に関し，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ①～⑥）． 

2 思考法に関する演習（その1） 
・以下の3グループの思考法を学生から（チーム単位）説明してもらい，議論を重ねる（午前）． 
① 思考の基礎体力を高める（手法: 10種） 
② アイデアの発想力を高める（手法: 12種） 
③ ビジネス思考力を高める（手法: 12種） 
・午前の思考法の演習を行う（午後） 
・演習は，ある話題に関するアイディア出しであり，最後にチームの成果を発表してもらい，意
見交換を行う． 
課題: 思考法（その1）に関し，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ①～⑥）． 

3 思考法に関する演習（その2） 
・以下の2グループの思考法を学生から（チーム単位）説明してもらい，議論を重ねる（午前）． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期集中 ３ １０ 選択必修 

担当教員 

富樫 敦、水野 信也 

    

添付ファイル 
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 ④ プロジェクトの推進力を高める（手法: 13種） 
⑤ 分析力を高める（手法: 13種） 
・午前の思考法の演習を行う（午後） 
・演習は，ある話題に関するアイディア出しであり，最後にチームの成果を発表してもらい，意
見交換を行う． 
課題: 思考法（その2）に関し，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ①～⑥）． 

4 アイディア発想法に関する講演と演習 
・外部講師によるアイディア発想法に関する講演を頂き，その後演習を行う． 
課題: アイディア発想法に関し，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ④）． 

5 協力機関からの説明・チーム編成・フリーディスカッション 
・(想定する企業から)企業の業務について説明いただき，課題等を挙げていただく．また，課題
に関する，可能な範囲で，データを提供いただく． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

6 プロジェクト計画の策定・課題のブレイクダウン（階層的分割）・関連事例技術の調査 
・課題を分析し，階層的な小課題に分割する． 
・関連事例・関係する技術を調査し，調査発表資料を作成． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

7 調査結果の発表と議論（関連事例と技術） 
・調査の発表（チームごと）後に，意見交換を行う． 
・更に，関連事例・関係する技術を調査し，調査発表資料を作成． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

8 初期プロジェクト計画案発表・意見交換・計画案修正 
・初期プロジェクト計画案発表（チーム毎），その後意見交換． 
・プロジェクト計画の修正（達成できる事項と達成できそうもない事項を区分・識別する） 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

9 個別課題の解決手法候補の提案（実現手法を含む）※アジャイル型 
・個別小課題の解決法候補の提案（未完成でも，実現・実装も手掛けること） 
・プロジェクト推進では，アジャイ型を採用する． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

10 検討事項の調査と発表・意見交換 
・課題解決に収束しそうもない検討事項の調査と発表（チーム毎），その後意見交換． 
・検討事項に関するドキュメントの修正 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

11 同検討事項の継続調査とその途中経過の発表・意見交換（継続） 
・同項目の継続 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

12 中間プロジェクト計画案の発表・意見交換 
・中間プロジェクト計画案発表（チーム毎），その後意見交換． 
・プロジェクト計画の修正（達成できる事項と達成できそうもない事項を区分・識別する） 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

13 個別案件の中期成果発表 
・個別案件（小課題よりは粒度が大きい）の中期成果発表（チーム毎），その後意見交換 
・個別案件のドキュメント修正 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

14 実現手法の発表と意見交換（その1） 
・全体の実現手法に関する発表（実装部分も含む，チーム毎），その後意見交換 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

15 実現手法の発表と意見交換（その2） 
・同事項継続 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

16 最終成果発表の資料作成 
・役割分担で，資料を作成する． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

17 最終成果発表・講評・成果報告書作成 
・最終成果発表(チーム毎)，その後，意見交換 
・成果発表では，generic skill の向上についても発表する． 
・最後に，協力機関から講評をいただく 
・成果報告書作成 
課題: プロジェクト最終報告書を，チーム毎提出（AL ②，④，⑤，⑥）． 

18 協力機関からの説明・チーム編成・フリーディスカッション 
・(想定する自治体関係者から)自治体業務について説明いただき，課題等を挙げていただく．ま
た，課題に関する，可能な範囲で，データを提供いただく． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

19 プロジェクト計画の策定・課題のブレイクダウン（階層的分割）・関連事例技術の調査 
・課題を分析し，階層的な小課題に分割する． 
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 ・関連事例・関係する技術を調査し，調査発表資料を作成． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

20 調査結果の発表と議論（関連事例と技術） 
・調査の発表（チームごと）後に，意見交換を行う． 
・更に，関連事例・関係する技術を調査し，調査発表資料を作成． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

21 初期プロジェクト計画案発表・意見交換・計画案修正 
・初期プロジェクト計画案発表（チーム毎），その後意見交換． 
・プロジェクト計画の修正（達成できる事項と達成できそうもない事項を区分・識別する） 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

22 個別課題の解決手法候補の提案（実現手法を含む）※アジャイル型 
・個別小課題の解決法候補の提案（未完成でも，実現・実装も手掛けること） 
・プロジェクト推進では，アジャイ型を採用する． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

23 検討事項の調査と発表・意見交換 
・課題解決に収束しそうもない検討事項の調査と発表（チーム毎），その後意見交換． 
・検討事項に関するドキュメントの修正 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

24 同検討事項の継続調査とその途中経過の発表・意見交換（継続） 
・同項目の継続 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

25 中間プロジェクト計画案の発表・意見交換 
・中間プロジェクト計画案発表（チーム毎），その後意見交換． 
・プロジェクト計画の修正（達成できる事項と達成できそうもない事項を区分・識別する） 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

26 個別案件の中期成果発表 
・個別案件（小課題よりは粒度が大きい）の中期成果発表（チーム毎），その後意見交換 
・個別案件のドキュメント修正 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

27 実現手法の発表と意見交換（その1） 
・全体の実現手法に関する発表（実装部分も含む，チーム毎），その後意見交換 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

28 実現手法の発表と意見交換（その2） 
・同事項継続 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

29 最終成果発表の資料作成 
・役割分担で，資料を作成する． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

30 最終成果発表・講評・成果報告書作成 
・最終成果発表(チーム毎)，その後，意見交換 
・成果発表では，generic skill の向上についても発表する． 
・最後に，協力機関から講評をいただく 
・成果報告書作成 
課題: プロジェクト最終報告書を，チーム毎提出（AL ②，④，⑤，⑥）． 

授業形態 電子教材，参考資料を用いた演習（チーム協力ベース）． 
アクティブラーニング：①: 4ユニット，②: 30ユニット，③: 4ユニット，④: 30ユニット，⑤: 30ユニッ
ト，⑥: 30ユニット 
※ユニットは，5コマ（90分×5）の単位を表すとする． 

達成目標 ・大学の活動と企業の活動の違いを明確にでき，社会人となった際，即戦力となる基礎力を身に着けている． 
・また，即戦力になるために自ら学部時代にやるべきことを明確化し，対応する心構えを会得している． 
・プロジェクト遂行に必要となるルールを学習する． 
・プロジェクト遂行に必要となる技術を学習する． 
・プロジェクトを自主的に管理・運営する方法を学習する． 
・通常の講義とは異なる多様な教育機会を履修者に提供する． 
・成果を内外に公表し，大学及び地域社会に貢献する． 
プロジェクト遂行のための修得すべき技術は次の通りである． 
・問題発見 
解決すべき問題を発見する． 
・共同作業 
複数のメンバーで 1 つの問題を解決する． 
・問題解決 
問題解決に必要となる専門知識を身に付ける． 
実践として新たな理論，システム，作品などを制作する． 
・報告（発表，文書） 
第三者に伝えるために，報告書を作成し，発表を行う 

評価方法・フィー
ドバック 

ブロックⅠ： 
・授業内で行う演習の発表と提出課題によって評価する（全体の 4/30 の割合．）． 
ブロックⅡ・Ⅲ（全体の 16/30 の割合）： 
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 ・チーム毎に評価を行う．チームの評価が個人の評価となる． 
・総合評価とする．評価基準は，授業開始までに提示する． 
ブロックⅡ・Ⅲ（generic skill 面）（全体の 10/30 の割合） 
評価基準案1によって，個人評価を行う． 
原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する 

評価基準 秀（1～6）：90 点以上，優（1～5）：89 ～ 80 点，良（1～4）：79 ～ 70 点，可（1～3）（69 ～ 60 点， 
不可：59 点以下．ただし，カッコ（ ）内の数字は，達成目標の項目を示す． 

教科書・参考書 教科書・参考書（資料を含む）：特別演習であるため，適宜指示，用意する． 

履修条件 データサイエンス特別演習1 

履修上の注意 ・チームでの演習であることを意識すること． 
・コンピュータによる演習を行うため，コンピュータとイーサーケーブルを持参すること． 
・Java, Server Side の演習については，鈴与システムテクノロジーの社員研修に参加予定でいる． 

準備学習と課題の
内容 

・演習の協力機関に関する基礎知識と業界知識を身に着けていること． 
・データサイエンス演習を総復習すること． 
・大学設置基準上は，90分の授業に対して準備学習時間を90分と定めている．しかし，理解度には個人差があ
るため，大学設置基準以上の時間を要する場合もあり得る．この時間基準は，必要条件であり十分条件では決 
してない． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解(DP1): 35％，思考・判断(DP2): 15％，関心･意欲(DP3): 15％，態度(DP4): 15％，技能・表現
(DP5): 20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

コンピュータシステム実践演習１ C5-B21-30 

Computer practical exercise 

科目コード： 20510 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 コンピュータシステム学科の学生のために必要とされる基礎概念・技術を習得すると共に、コンピュータを用
いた情報処理の基礎を学ぶ。また、著作権および個人情報の保護について学ぶ。それらを通して各種の知識を
統合し、情報学にかかわる問題の発見や解決に取り組む。学生ごとに指定される日程表に従い、各テーマを2週
あるいは3週ずつ実施する。 
AL：各回とも教員への質問や学生同士のグループ学習を行う(AL①②) 
準備：各回ともプログラム言語や関連する科目を復習する 
課題：各回とも実験結果を整理し，レポートにまとめること(AL④) 

授業計画 組込みプログラミングと車載ネットワークCAN（大石） 
（1）組込み学習キットを用いる例題演習 
（2）LPCXpressoを用いるクロス開発の例題演習とCANの学習 
データベース操作演習（工藤） 
（1）SQL文によるデータベース操作演習 
（2）トランザクション管理による操作演習 
（3）プログラミング言語（Python）によるデータベース操作演習 
SOJのコンテンツ作成(國持) 
（1）オンラインジャッジシステムを体験しよう 
（2）SOJの紹介 
（3）SOJでの問題作成と登録 
（4）作成した問題のテストとデバッグ 
Pythonプログラミング（幸谷） 
（1）Webアプリ構築 
（2）科学技術シミュレーション 
ディスプレイの色評価と好ましい彩度強調の測定（櫻井） 
（1）色の見え評価 
（2）ガンマの視感評価 
（3）色再現の好ましさ評価 
Raspberry Piを用いたプログラミング(高野) 
（1）Raspberry Piを用いたハードウェア制御 
（2）OpenCVモジュールを用いた画像処理 
（3）Naive Bayesを用いたテキスト分類 
Webクローリング/Webスクレイピング実習（山岸） 

 
紙ヘリコプターを用いた実験計画法（足立） 
紙ヘリコプターを用いた実験を通じて、実験計画法の基礎を学ぶ。 
一元配置、二元配置、ラテン方格を用いた多元配置に関して、分散分析表を作成し、有意な要因
を調べる。 
ExcelやRで統計処理を行うのでノートパソコンを持参すること。 
情報学に関する実験（四宮） 

授業形態 実験クラスの学生は班に分かれて、それぞれの教員の指定する実験室（あるいは教室）で、実験を行う。2ある
いは3回（2週あるいは3週）毎に異なる教員（テーマ）の実験を行うことになる。 

アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:0回,④:15回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 情報の分野は多岐にわたるので、できるだけ多くの教員の専門に接して、卒業研究の指導教員を選択するため 
の、助けになることを期待する。 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポートの提出を重視する。必ず指定された期日に実験を行い、期限内にレポートを提出する必要がある。１ 
テーマ毎のレポートにより評価する。 

評価基準 テーマ毎の評価を平均した結果により秀・優・良・可・不合格を判断するが、欠席や未提出のレポートが1つで
もある場合は不合格となる。 
（秀：100～90、優：89～80、良：79～70、可：69～60、不可：59以下） 

教科書・参考書 教科書：各テーマ毎に別途指示する。 

履修条件 なし 

履修上の注意 ４月のガイダンスには必ず出席し、履修上の注意事項を確認すること。 

準備学習と課題の 
内容 

各テーマごとに、課題や復習ポイントを指示する。各教員の指示に従うこと。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ４ 選択必修（教職「数学」は選択） 

担当教員 

コンピュータシステム学科教員 

    

添付ファイル 
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ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:15％,技能・表現:15％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

プログラミング基礎 C5-D24-30 

Elementary programing 

科目コード： 18080 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本講義ではコンピュータ言語の1つであるBasic言語の習得を目指して、高校･大学教養レベルの数学内容の基本
的な事柄をコンピュータで処理するのに必要なプログラミング技法をVisual Basic（VB)言語もしくはVisual 
Basic for Applications(VBA)を用いて学習する. 

授業計画 第1回目 オリエンテーション 
AL:① プログラムの作成
オリエンテーション 
VBAの基本的な操作方法や文法を理解する． 

第２回目 VBAの基本文法 
AL:①                                 プログラムの作成VBA
の基本的な演算子を学び、表の集計プログラムを作成する． 

第３回目 VBAの基本計算(その1) 
AL:①                                            プログラムの作成VBA
の参照方式を学び、APIを使ったアニメーションプログラムを作成する． 

第４回目 VBAの基本計算(その2) 
AL:①                                                          プログラムの作成VBA
で漸化式を解かせ，順列や組合せを計算するプログラムを作成する．              VBAで
漸化式を解かせ，スターリング数や単射･全射の個数を求めるプログラムを作成する． 

第５回目 VBAの応用計算(その1) 
AL:① プログラムの作成 
整数の分割の概念を理解し，分割の総数を表にまとめるプログラムを作成する． 

第６回目 VBAの応用計算(その2) 
AL:①                                                   プログラムの作成Young
図形の概念を理解し，図形をアニメーションで表示するプログラムを作成する． 

第７回目 まとめのテスト１ 
VABの文法，基本計算，応用計算の総合的問題を解いて，確認する
[まとめのテスト1] 

第8回目 VBAのグラフ描画(その1) 
AL:①                                                     プログラムの作成VBA
でのグラフの描画を学び，簡単な関数のグラフを表示するプログラムを作成する． 

第９回目 VBAのグラフ描画(その2) 
AL:① プログラムの作成 
変数分離法，常微分方程式の解法 
カテナリー曲線を理解し，そのグラフを表示するプログラムを作成する． 

第１０回目 VBAのグラフ描画(その3) 
AL:① プログラムの作成 
偏微分(熱伝導)方程式の解法 
熱の伝わり方を理解し，そのグラフを表示するプログラムを作成する． 

第１１回目 VBAのグラフ描画(その4) 
AL:① プログラムの作成
常微分方程式の解法 
流体の方程式を理解し，そのグラフを表示するプログラムを作成する． 

第１２回目 VBAのグラフ描画(その5) 
AL:① プログラムの作成 
極座標変換による常微分方程式の解法 

 太陽の周りをまわる惑星の軌道を求め，そのグラフを表示するプログラムを作成する． 
第１３回目 VBAのグラフ描画(その６) 

AL:① プログラムの作成
単一始点最短経路問題 
グラフアルゴリズム：ダイクストラ法について学ぶ 

第１４回目 VBAのグラフ描画(その７) 
AL:① プログラムの作成
最小全域木問題 
グラフアルゴリズム：プリム法について学ぶ 

第１５回目 まとめのテスト２ 
グラフ描画，微分方程式の解法についての総合演習を行う 
総合演習 

授業形態 前半講義を行い，後半ではプログラムを作成して理解を深める． 
アクティブラーニング：① 13回,②0回,③ 0回,④ 0回,⑤０回,⑥０回 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択必修（教職「数学」は必修） 

担当教員 

國持 良行 

    

添付ファイル 
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達成目標 a．高校･大学教養数学に現れる簡単な数学を理解できる(基礎)． 
b．VBAで基本的なプログラムが書ける(基礎)．             
c．数理的な問題を解くアルゴリズムを理解できる(基礎)． 
d. VBAで離散数学に関する問題を解くプログラムが書ける(標準)． 
e．VBAで自然現象のシミュレーションを実装できる(応用)． 
f. 数理的な知識をベースに問題解決をするプログラムを書くことができる(応用) 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業毎に課せられるレポート(40%)と単元ごとに行う2回のまとめテスト(60%)による総合的な評価を行う． 
レポートやまとめテストについては毎回採点後返却し結果をフィードバックする． 

評価基準 秀(a～f)：100～90，優(a～e)：89～80，良(a～d)：79～70，可(a～c)：69～60，不可：59以下 

教科書・参考書 授業に必要なレジメを授業毎に配布する．テキストは必要としないが，参考書は必要に応じて授業時に紹介す 
る． 

履修条件 受講希望者が多数の場合は教職課程履修者を優先し，履修人数制限を行う．(定員20名程度） 

履修上の注意 初回からノートPCを必ず持参すること． 

準備学習と課題の 
内容 

必ず授業毎に前回の講義ノートを読み直し, その内容を理解した上で講義に臨むこと． 
毎回の授業ごとに予復習には少なくとも3時間以上の時間をかけること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:20％,関心･意欲:15％,態度:15％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

データサイエンス実践演習2 C6-A26-50 

Data Science Practice Exercise 2 

科目コード： 20700 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ※                                                          5×90分／ユニット，週2ユニット実施予定2
年前期・後期での「データサイエンス演習」，3年前期「データサイエンス特別演習1」を踏まえ，企業や自治
体（以下，協力機関と呼ぶ）の協力を仰ぎ，協力機関が困っている課題をデータサイエンスの適用に寄って解
決する PBL 形式の演習を行う．前期150コマ（90分／コマ）を週2ユニット（5×90分／ユニット），15週で演
習を実施する．全体のスケジュールは以下の通り： 
Ⅳ．3年後期共通知識・技能（4ユニット分） 
・人を対象としたネットワークサイエンスと情報」に関する実践演習 
・最新のDS・AI技術のその適用例                                        
Ⅴ．「問題解決と最適化処理と物流への適用」に関する実践演習（13ユニット分） 
物流分野の企業（鈴与を想定）との共同による実践演習 
（原則）静岡県内の物流分野の企業から提出された課題を解決するための方法と具体的な解決法を実施し，課
題解決を PBL形式で行う．課題解決と同時に，課題に潜んでいるさらなる問題を発見し，その問題の解決法を
計画提案する．可能ならば，問題解決の実装までも行う．全12回（6週間）とし，最後に発表し，講評をいただ
く． 
毎回授業後に，毎回チーム報告書を提出してもらう．なお，チーム報告書は本プロジェクト参加者で全て共有
し，自由に意見交換できるようにする． 

Ⅵ．「マーケティング分野へのDSの適用」に関する実践演習（13ユニット分） 
「IoT とWeb」に関する実践演習 
リテール分野（小売業：銀行，アパレル，不動産など）の企業との共同による実践演習 
（原則）静岡県内のリテール分野の企業から提出された課題を解決するための方法と具体的な解決法を実施 
し，課題解決を PBL形式で行う．課題解決と同時に，課題に潜んでいるさらなる問題を発見し，その問題の解 
決法を計画提案する．可能ならば，問題解決の実装までも行う．全12回（6週間）とし，最後に発表し，講評を
いただく． 
毎回授業後に，毎回チーム報告書を提出してもらう．なお，チーム報告書は本プロジェクト参加者で全て共有 
し，自由に意見交換できるようにする． 

授業計画 1 人を対象としたネットワークサイエンスと情報（その1） 
標記に関する講義と演習を行う． 
課題：標記課題に関する演習レポートを作成（AL ①～④） 

2 人を対象としたネットワークサイエンスと情報（その2） 
標記に関する講義と演習を行う． 
課題：標記課題に関する演習レポートを作成（AL ①～④） 

3 最新のDS・AI技術のその適用例（その1） 
標記に関する講義と演習を行う． 
課題：標記課題に関する演習レポートを作成（AL ①～④） 

4 最新のDS・AI技術のその適用例（その1） 
標記に関する講義と演習を行う． 
課題：標記課題に関する演習レポートを作成（AL ①～④） 

5 協力機関からの説明・チーム編成・フリーディスカッション 
・(想定する企業から)企業の業務について説明いただき，課題等を挙げていただく．また，課題
に関する，可能な範囲で，データを提供いただく． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

6 プロジェクト計画の策定・課題のブレイクダウン（階層的分割）・関連事例技術の調査 
・課題を分析し，階層的な小課題に分割する． 
・関連事例・関係する技術を調査し，調査発表資料を作成． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期集中 ３ １０ 選択必修 

担当教員 

富樫 敦、水野 信也 

    

添付ファイル 
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 課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

7 調査結果の発表と議論（関連事例と技術） 
・調査の発表（チームごと）後に，意見交換を行う． 
・更に，関連事例・関係する技術を調査し，調査発表資料を作成． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

8 初期プロジェクト計画案発表・意見交換・計画案修正 
・初期プロジェクト計画案発表（チーム毎），その後意見交換． 
・プロジェクト計画の修正（達成できる事項と達成できそうもない事項を区分・識別する） 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

9 個別課題の解決手法候補の提案（実現手法を含む）※アジャイル型 
・個別小課題の解決法候補の提案（未完成でも，実現・実装も手掛けること） 
・プロジェクト推進では，アジャイ型を採用する． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

10 検討事項の調査と発表・意見交換 
・課題解決に収束しそうもない検討事項の調査と発表（チーム毎），その後意見交換． 
・検討事項に関するドキュメントの修正 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

11 同検討事項の継続調査とその途中経過の発表・意見交換（継続） 
・同項目の継続 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

12 中間プロジェクト計画案の発表・意見交換 
・中間プロジェクト計画案発表（チーム毎），その後意見交換． 
・プロジェクト計画の修正（達成できる事項と達成できそうもない事項を区分・識別する） 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

13 個別案件の中期成果発表 
・個別案件（小課題よりは粒度が大きい）の中期成果発表（チーム毎），その後意見交換 
・個別案件のドキュメント修正 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

14 実現手法の発表と意見交換（その1） 
・全体の実現手法に関する発表（実装部分も含む，チーム毎），その後意見交換 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

15 実現手法の発表と意見交換（その2） 
・同事項継続 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

16 最終成果発表の資料作成 
・役割分担で，資料を作成する． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

17 最終成果発表・講評・成果報告書作成 
・最終成果発表(チーム毎)，その後，意見交換 
・成果発表では，generic skill の向上についても発表する． 
・最後に，協力機関から講評をいただく 
・成果報告書作成 
課題: プロジェクト最終報告書を，チーム毎提出（AL ②，④，⑤，⑥）． 

18 協力機関からの説明・チーム編成・フリーディスカッション 
・(想定する企業から)企業の業務について説明いただき，課題等を挙げていただく．また，課題
に関する，可能な範囲で，データを提供いただく． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

19 プロジェクト計画の策定・課題のブレイクダウン（階層的分割）・関連事例技術の調査 
・課題を分析し，階層的な小課題に分割する． 
・関連事例・関係する技術を調査し，調査発表資料を作成． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

20 調査結果の発表と議論（関連事例と技術） 
・調査の発表（チームごと）後に，意見交換を行う． 
・更に，関連事例・関係する技術を調査し，調査発表資料を作成． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

21 初期プロジェクト計画案発表・意見交換・計画案修正 
・初期プロジェクト計画案発表（チーム毎），その後意見交換． 
・プロジェクト計画の修正（達成できる事項と達成できそうもない事項を区分・識別する） 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

22 個別課題の解決手法候補の提案（実現手法を含む）※アジャイル型 
・個別小課題の解決法候補の提案（未完成でも，実現・実装も手掛けること） 
・プロジェクト推進では，アジャイ型を採用する． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
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 ④，⑤，⑥）． 
23 検討事項の調査と発表・意見交換 

・課題解決に収束しそうもない検討事項の調査と発表（チーム毎），その後意見交換． 
・検討事項に関するドキュメントの修正 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

24 同検討事項の継続調査とその途中経過の発表・意見交換（継続） 
・同項目の継続 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

25 中間プロジェクト計画案の発表・意見交換 
・中間プロジェクト計画案発表（チーム毎），その後意見交換． 
・プロジェクト計画の修正（達成できる事項と達成できそうもない事項を区分・識別する） 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

26 個別案件の中期成果発表 
・個別案件（小課題よりは粒度が大きい）の中期成果発表（チーム毎），その後意見交換 
・個別案件のドキュメント修正 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

27 実現手法の発表と意見交換（その1） 
・全体の実現手法に関する発表（実装部分も含む，チーム毎），その後意見交換 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

28 実現手法の発表と意見交換（その2） 
・同事項継続 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

29 最終成果発表の資料作成 
・役割分担で，資料を作成する． 
課題: プロジェクト報告書（今回分）を，全体でA4用紙3枚にまとめ，チーム毎提出（AL ②， 
④，⑤，⑥）． 

30 最終成果発表・講評・成果報告書作成 
・最終成果発表(チーム毎)，その後，意見交換 
・成果発表では，generic skill の向上についても発表する． 
・最後に，協力機関から講評をいただく 
・成果報告書作成 
課題: プロジェクト最終報告書を，チーム毎提出（AL ②，④，⑤，⑥）． 

授業形態 電子教材，参考資料を用いた演習（チーム協力ベース）． 
アクティブラーニング：①: 4ユニット，②: 30ユニット，③: 4ユニット，④: 30ユニット，⑤: 26ユニッ 
ト，⑥: 26ユニット ※ユニットは，5コマ（90分×5）の単位を表すとする． 

達成目標 ・大学の活動と企業の活動の違いを明確にでき，社会人となった際，即戦力となる基礎力を身に着けている． 
・また，即戦力になるために自ら学部時代にやるべきことを明確化し，対応する心構えを会得している． 
・プロジェクト遂行に必要となるルールを学習する． 
・プロジェクト遂行に必要となる技術を学習する． 
・プロジェクトを自主的に管理・運営する方法を学習する． 
・通常の講義とは異なる多様な教育機会を履修者に提供する． 
・成果を内外に公表し，大学及び地域社会に貢献する． 
プロジェクト遂行のための修得すべき技術は次の通りである． 
・問題発見 
解決すべき問題を発見する． 
・共同作業 
複数のメンバーで 1 つの問題を解決する． 
・問題解決 
問題解決に必要となる専門知識を身に付ける． 
実践として新たな理論，システム，作品などを制作する． 
・報告（発表，文書） 
第三者に伝えるために，報告書を作成し，発表を行う 

評価方法・フィー
ドバック 

ブロックⅣ： 
・授業内で行う演習の発表と提出課題によって評価する（全体の 4/30 の割合．）． 
ブロックⅤ・Ⅵ（全体の 16/30 の割合）： 
・チーム毎に評価を行う．チームの評価が個人の評価となる． 
・総合評価とする．評価基準は，授業開始までに提示する． 
ブロックⅤ・Ⅵ（generic skill 面）（全体の 10/30 の割合） 
評価基準案1によって，個人評価を行う． 
原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する 

評価基準 秀（1～6）：90 点以上，優（1～5）：89 ～ 80 点，良（1～4）：79 ～ 70 点，可（1～3）（69 ～ 60 点， 
不可：59 点以下．ただし，カッコ（ ）内の数字は，達成目標の項目を示す． 

教科書・参考書 教科書・参考書（資料を含む）：特別演習であるため，適宜指示，用意する． 

履修条件 ・データサイエンス特別演習1 
・物流，リテール（小売）に関する業界知識を得ていることが望ましい． 

履修上の注意 ・チームでの演習であることを意識すること． 
・コンピュータによる演習を行うため，コンピュータとイーサーケーブルを持参すること． 

準備学習と課題の
内容 

・演習の協力機関に関する基礎知識と業界知識を身に着けていること． 
・データサイエンス演習を総復習すること． 
・大学設置基準上は，90分の授業に対して準備学習時間を90分と定めている．しかし，理解度には個人差があ
るため，大学設置基準以上の時間を要する場合もあり得る．この時間基準は，必要条件であり十分条件では決 
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 してない． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解(DP1): 35％，思考・判断(DP2): 15％，関心･意欲(DP3): 15％，態度(DP4): 15％，技能・表現
(DP5): 20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

情報数学１ C3-CD38-30 

Discrete Mathematics 1 

科目コード： 19280 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 情報数学基礎で学習した項目をもとにして、数理論理学、ブール代数、論理回路、オートマトンと形式言語理
論の初歩について講義する。数理論理学とブール代数は、プログラミング言語や人工知能などの科目の基礎で
ある。また、論理回路は、組合せ回路と順序回路について学習する。順序回路は、組合せ回路に記憶装置を追
加したものである。順序回路の理論的基礎である、オートマトンと形式言語についても解説する。情報処理技 
術者試験においてもこれらの分野から必ず問題が出題されている。 

授業計画 １回 ブール代数と論理回路(1) 

真理値表、ブール関数、、カルノー図表 

AL①：黒板に真理値表を記述すること 
準備：情報数学に対する学習意欲と態度を省察し，十分である場合にのみ履修する
課題：ブール関数の圧縮について復習すること 

2回 ブール代数と論理回路(2) 
ブール代数の公理と定理、ブール式の変形 

AL①：黒板に等式変形を記述すること 
準備：ブール代数の基本性質をノートに書いてくること
課題：基本性質を真理値表を使って確かめること 

3回 ブール代数と論理回路(3) 

標準形と簡単化、 

AL①：黒板に標準化の解答を記述すること 
準備：主加法標準形と主乗法標準形について調べておくこと
課題：主加法標準形と主乗法標準形の演習問題を解くこと 

4回 ブール代数と論理回路(4) 
カルノー図表 

AL① ブール関数の簡単化演習問題 
準備：サブキューブの概念を予習すること
課題：カルノー図表の演習問題を解くこと 

5回 ブール代数と論理回路(まとめのテスト) 
まとめのテスト１，解説 

範囲：第1回～第4回の内容 
準備：第1回～第4回の内容を理解しておくこと． 
課題：模範解答を作成すること 

6回 デジタル回路と順序回路(1) 

デジタル回路素子とその動作原理，組合せ回路，奇遇関数，多数決関数 
 

AL① 基本技術者試験の過去問をグループ学習する
準備：基本技術者試験の過去問を解いてくること 
課題：基本技術者試験の過去問の模範解答を作成すること 

7回 デジタル回路と順序回路(2) 
半加算器･全加算器、応用問題 

 

AL① 基本技術者試験の過去問をグループ学習する
準備：基本技術者試験の過去問を解いてくること 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択 

担当教員 

国持 良行 

    

添付ファイル 
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 課題：基本技術者試験の過去問の模範解答を作成すること 
8回 デジタル回路と順序回路(3) 

フリップフロップ、順序回路，記憶素子 
 

AL① 基本技術者試験の過去問をグループ学習する
準備：基本技術者試験の過去問を解いてくること 
課題：基本技術者試験の過去問の模範解答を作成すること 

9回 デジタル回路と順序回路(4) 
順序機械，ミーリー型順序機械，ムーア型順序機械， 

 

AL① 順序機械の演習問題を黒板に回答する
準備：順序機械について予習すること 
課題：順序機械の演習問題を家庭学習する 

10回 デジタル回路と順序回路(まとめのテスト) 
まとめのテスト２，解説 
順序回路，順序機械に関する試験を行う 

範囲：第6回～第9回の内容 
準備：第6回～第9回の内容を理解しておくこと． 
課題：模範解答を作成すること 

11回 オートマトンと形式言語理論(基本概念) 

形式言語理論、半群とモノイド、文法，コード 

AL① 言語演算の演習問題 
準備：数学的な基本事項をまとめておくこと
課題：言語演算の演習問題を解くこと 

12回  オートマトンと形式言語理論(有限オートマトンと正規言語) 
有限オートマトン，正規言語，ポンプの補題 

AL① 有限オートマトンと正規言語の演習問題 
準備：有限オートマトンや正規言語についてまとめておくこと
課題：言語演算の演習問題を解くこと 

13回 オートマトンと形式言語理論(プッシュダウンオートマトンと文脈自由言語) 
プッシュダウンオートマトン，スタック，文脈自由言語，ポンプの補題 

AL① Dyck言語の演習問題 
準備：プッシュダウンオートマトンと文脈自由言語についてまとめておくこと
課題：プッシュダウンオートマトンと文脈自由言語の演習問題を解くこと 

14回 オートマトンと形式言語理論(チューリングマシンと句構造言語) 
チューリングマシン，句構造言語，線形拘束オートマトン，文脈依存言語， 
AL① チューリングマシンの演習問題 
準備：チューリングマシンと句構造言語についてまとめておくこと
課題：チューリングマシンと句構造言語の演習問題を解くこと 

15回  オートマトンと形式言語理論(まとめのテスト３) 
まとめのテスト３ 

範囲：第11回～第14回の内容 
準備：第11回～第14回の内容を理解しておくこと． 
課題：模範解答を作成すること 

授業形態 概念、定義、定理を解説し、計算問題の解法を説明する。
基本的な計算問題を解くことに重点をおく。 
講義の途中に演習を課すので，解答を自主的に黒板に板書すること。
講義の最後に小テストを実施するので，毎回提出すること。 
アクティブラーニング：①:１２回,②:０回,③:０回,④:０回,⑤:０回,⑥:０回 

達成目標 ａ）ブール代数、デジタル回路、オートマトンと形式言語理論の基本概念や用語を理解できる
ｂ）授業で解説する定義の意味や定理の証明を理解できること                        
ｃ）定理や公式を利用して基本的な計算問題や資格試験の問題を解ける                
ｄ）記述式の演習問題を解ける 
ｅ）定理や公式を利用して難易度の高い演習問題を解けること 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業毎に課せられるレポート(40%)と単元ごとに行う4回のまとめテスト(60%)による総合的な評価を行う． 
レポートやまとめテストについては原則的に毎回採点後返却し結果をフィードバックする． 

評価基準 秀(a～e):100～90，優(a～d)：89～80，良(a～c):79～70，可(a～b)：69～60、不可：59以下 

教科書・参考書 教科書：國持良行著：「情報数学１」 SIST 教科書 

履修条件 なし 

履修上の注意 1年次の科目「情報数学基礎」に合格していることが望ましい。 
ノートをとること。 

準備学習と課題の
内容 

(1) 事前に教科書を読み、内容を理解しておくこと。 
(2) 授業後には教科書を復習し、指定した日時までに課題などを済ませておくこと。 
(3) 1回の授業につき予習復習には3時間以上の時間をかけること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:30％,関心･意欲:15％,態度:15％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  
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DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

情報数学２ C3-CD39-50 

Information Mathematics 

科目コード： 19290 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 情報数学基礎を学んだ人を対象に、コンピュータサイエンスの分野で必要となる数学の概念や各種の手法につ 
いて、MATLAB,R,Python,Excelを用いて学ぶ。また、機械学習の重要な理論を学び、プログラムを実装する。 

授業計画 1 コンピュータサイエンス概要 

AL② コンピュータサイエンス、ディープラーニング、ニューラルネットワーク概要 

2 最適化の基礎 
AL① 今回は高校数学でも勉強した「線形計画法」を題材にして、最適化の基礎を学んでいきま
す。 
高校数学のように、「手」で解くことで解法を理解した後、エクセルのソルバー 機能を用いて線
形計画問題を解いていきます。 

3 環境構築 
AL② 情報数学は数学知識とコンピュータでの活用が求められます。今回は機械学習で良く用いら
れるJupyter-Notebookという環境があります。主にプログラム言語のPythonで動く環境です。今
回は利用環境準備をしていきます。 

4 数学基礎(ベクトル、行列、連立方程式など) 
AL① 作成したJupyter-Notebookの環境を利用して、実際にプログラムを動かしながら、数学の基
礎を確認していきます。 
今まで学習した数学の知識をプログラムを通して利用することで、数学の活かし方を学びます。 

5 数学基礎(よく使う関数など) 
AL① Jupyter-Notebookを利用して、微分やグラフなど基礎的な数学をプログラミングしてみま
す。 
今回利用する関数は、機械学習で利用する代表的な関数ですので、今後利用する関数です。
またPythonのsympyライブラリを使うことで、数学のプログラミング化が楽になります。 

6 線形計画法(MATLAB,Python利用) 
AL① 以前の授業で、線形計画法をエクセルのソルバーを使って学習しました。今回は、Pythonを
使いながら、線形計画法を解いていきます。 
線形計画法の内容を再確認して、Pythonを使った手法を身につけましょう。 

7 最小二乗法 
AL① 今回から回帰分析について、何回かに分けて勉強をしていきます。その中でもよく使われる
最小二乗法について勉強します。 
最小二乗法は、計算するためのツールが豊富にありますが、まず数学的な基礎を理解して、どの
ような計算方法で回帰問題を解いているかを理解してください。 

8 最小二乗法の一般化 
AL③ 前回は最小二乗法から回帰直線を求める方法を学びました。今回は回帰直線だけでなく、回
帰曲線を求められるように、最小二乗法を一般化します。 

9 最急降下法 
AL③ 最急降下法は無制約最適化手法の一つであり、機械学習の中のアルゴリズムで広く利用され
ています。この最適化手法は、シンプルでわかりやすく、応用範囲も広いので、是非身に付ける
ように頑張ってください。この授業以降の内容でも何度も登場するので、この授業で理解をして
ください。 

10 単純パーセプトロン 
AL③ パーセプトロンは1950年代に考案された、動物の神経細胞(ニューロン)をモデルにした機械
学習の一つです。教師データを使い、分類をしていくことから、教師あり機械学習の一つです。
ニューラルネットワークや他の機械学習の基礎となっており、最急降下法を用いて目的関数を最
適化していきます。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択（教職「数学」は必修） 

担当教員 

水野 信也 

    

添付ファイル 
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 11 最尤推定法 
AL③ 観測データがあったとき、得られた事象が発生する確率が最大になるように計算する方法を
最尤推定と呼びます。今回は最尤推定の手法を学び、確率的に最適化する方法を理解してくださ
い。この最尤推定は、正規分布の仮定のもとでは最小二乗法と同じ意味を表します。応用範囲も
広く、今後も利用する機会が多くあります。 

12 ロジスティック回帰 
AL③ パーセプトロンでは直線で分離する方法を学びました。ロジスティック回帰は、最尤推定を
用いて、分類を確率的に行います。ロジスティック回帰にはシグモイド関数を使い、シグモイド
関数の性質を利用すると、尤度関数の微分も簡単になります。またデータセットの交互作用項や
多項式とすることで、非線形分離の問題にも対応ができる場合があります。パーセプトロンより
柔軟な分類手法のロジスティック回帰を理解していきましょう。 

13 Scikit-Learnの利用1 
AL④ scikit-learnは機械学習で使われるフレームワークの一つで、多くの人に利用されていま
す。今まで学んだ多項式回帰やパーセプトロンはscikit-learnに含まれており、気軽に利用する
ことができます。今回は今まで学んだ理論をツールの中で利用していき、復習と確認をしていき
ます。 

14 Scikit-Learnの利用2 
AL④ 

15 まとめ 
AL④ 授業のまとめと総括 

16 定期試験 

授業形態 講義および演習 
アクティブラーニング：①:5回,②:2回,③:5回,④:3回,⑤:0回,⑥:0回 
基礎数学、機械学習の理解においてAL①②③、実習演習において③④を実施する 

達成目標 情報の専門分野を学ぶために必要となる基礎的な情報数学の知識を身につける。 
a) 基礎数学が理解できる。 
b) ニューラルネットワークの概念を他人に説明できる。 
c) MATLAB,R,Pythonなどのソフトウエアを使用できる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業時の演習レポートと定期試験を総合して評価する。 
演習レポートの解答は、次回授業時に説明する 

評価基準 秀：１００～９０、優：８９～８０、良：７９～７０、可：６９～６０、不可：５９以下。 
達成目標a,bは演習レポートと定期試験、cは演習レポートにて評価する 

教科書・参考書 参考書：ディープラーニングがわかる数学入門、技術評論社 

履修条件 機械学習の理論に興味があり、実際にプログラミングで利用することを身に付けたいと考えている。 

履修上の注意 毎回授業終了時にレポートを提出すること。 

準備学習と課題の 
内容 

必ず授業ごとに前回講義の内容を３時間以上復習して内容を理解し、自分のものにしてから次回の授業に臨む 
こと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:60％,思考・判断:20％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:0％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

オペレーションズ・リサーチＣ C3-D40-30 

Operations Research 

科目コード： 19240 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 オペレーションズ・リサーチ（OR）は，企業経営における意思決定支援の手法である．本講座ではORの簡単な
歴史に触れてから，数多い手法の内の代表的な線形計画法，動的計画法，PERT,シミュレーションAHP,ゲーム理
論について解説する． 
この科目は、プロセス改善コンサルティング分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 講義のガイダンス OR概要 

自己紹介，講義の進め方，ORの概要 

2 線形計画法（1） 

線形計画法による問題の定式化の考え方 

3 線形計画法（2） 

主問題，双方問題を対象としたシンプレックス法の適用 

4 線形計画法（3） 
輸送問題を対象としたMODI法の適用 

5 需要予測（1） 

時系列データ，移動平均法によるデータ平滑化 

6 需要予測（2） 

最小二乗法による予測 

7 動的計画法（1） 

多段配置分配問題の定式化 

8 動的計画法（2） 

最短経路探索方法，巡回セールスマン最適性の原理 

9 日程管理（1）           
PERTおよびアローダイアグラム 

10 日程管理（2） 

クリティカルパスメソッドを用いた日程・プロジェクト管理 

11 ゲーム理論 

ゼロサムゲーム，ミニマックス，囚人のジレンマ 

12 シミュレーション（1） 外部講師による授業

モンテカルロ法によるシミュレーション技法 

13 シミュレーション（2） 
待ち行列問題の活用方法 

14 意思決定モデル              

AHPをもちいたあいまい意思決定法 

15 オペレーションズ・リサーチと社会 

企業におけるORの活用事例をもちいた社会との関わり 

授業形態 原則として，座学の講義とする．必要に応じてExcelを用いたORを行う
シラバスはあくまでも予定であり，講義内容は変更される場合がある 
アクティブラーニング：①12回，②12回，③０回，④０回，⑤０回，⑥０回 

 本講座の毎回の必須項目についてAL①，②を行う 

達成目標 １）線形計画法を用い，問題の定式化を行うとともに，最適解を導くことができる． 
２）需要予測による資源配分の考え方を理解する                        ３）
PERTを用いて，計画作成の時間管理を理解する．                     ４）AHPを
用いて意思決定の方法を理解する． 
５）シミュレーションの考え方と活用事例を理解する． 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業内評価として，数回の演習問題40%，受講態度20％，クラスへの貢献度20％，的確な質問20％で，総合的に 
評価する．原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する． 

評価基準 「秀」：90点以上 ，「優」：80～89点 ，「良」：70～79点，「可」：60～69点，「不可」：59点以下 

教科書・参考書 教科書：なし． 
参考書：なし． 

履修条件 なし 

履修上の注意 なし 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択（教職「情報」は必修） 

担当教員 

林 章浩 

    

添付ファイル 
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準備学習と課題の
内容 

・本講義ではテキストを指定する代わりに，教科書に相当する内容をレジュメとして配布する． 
・予習として，毎週1.5時間程度の時間をかけて，配布したレジュメを読んでおくこと 
・復習として，毎週1.5時間程度の時間をかけて，実施したExcelの内容を確認すること 
・その他，日常の習慣として，日経新聞の左面の記事を全て読むことを勧める． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:３０％,思考・判断:４０％,関心･意欲:３０％,態度:０％,技能・表現:０％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

データベース基礎Ｃ C4-B41-30 

Database 

科目コード： 19250 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本講義では，データベースシステムの演習を通して，データベースの基本的な概念を修得する．前半は，リ 
レーショナルデータベースの基本的な概念について学び，後半は，データベースシステムを用いたデータベー
ス演習を行う．また，アクティブラーニング（AL）を通して，リレーショナルデータベースの基本的な概念を 
理解し，発展的な演習課題を解くことで，問題解決能力を養う． 

授業計画 1 データベースとは 
本講義の位置付け及びデータベースとデータモデル，データベース管理システムについて説明す
る．また，普及しているリレーショナルデータベース管理システム（RDBMS）を各自のPCにインス
トールし，演習環境を整える． 
準備学習：身近に使用されているデータベース（DB）について紹介できるようにする． 
課題：身近に使用されているDBの調査（AL②） 

2 リレーショナルデータモデル 
主キー，外部キー，テーブルの正規化について説明する． 
準備学習：身近に使用されているデータベース（DB）の主キー，外部キーについて調査． 
課題：身近に使用されているDBの主キーと外部キーについて調査（AL②） 

3 リレーショナルデータベースの設計 
テーブルの設計，リレーションシップの設定について説明する．前回の課題についてAL③を行
う．また，演習環境にDBを作成し，動作確認を行う． 
準備学習：RDBMSについて紹介できるようにする． 
課題：RDBMSを使ったDBの作成及びデータの登録（AL②） 

4 リレーショナル代数 
集合演算，射影演算，選択演算，結合演算，商演算について説明する．前回の課題についてAL③ 
を行う．また，演習環境にDBを作成し，各種集合演算を行い，動作確認を行う． 
準備学習：集合演算について調査する． 
課題：集合演算を踏まえた，DBのデータ検索（AL②） 

5 SQL・クエリ 
SQL・クエリによる問合せについて説明する．前回の課題についてAL③を行う．また，演習環境に
DBを作成し，各種検索を行い，動作確認を行う． 
準備学習：DBの検索について調査する． 
課題：DBにおける各種データの検索（AL②） 

6 トランザクション処理                                                               
ACID特性，ロールフォワードとロールバック，ロック，2相コミットについて説明する．前回の課 
題についてAL③を行う．また，演習環境にDBを作成し，各種トランザクションを行い，動作確認
を行う． 
準備学習：トランザクションについて調査する． 
課題：DBのトランザクションの実施（AL②） 

7 データの登録・削除・更新 
データの登録・削除・更新について説明する．前回の課題についてAL③を行う．また，演習環境
にDBを作成し，データの登録・削除・更新を行い，動作確認を行う． 
準備学習：データの登録・削除・更新について調査する． 
課題：DBのデータの登録・削除・更新の実施（AL②） 

8 テーブルの集約・グループ分け 
テーブルの集約・グループ分けについて説明する．前回の課題についてAL③を行う．また，演習
環境にDBを作成し，テーブルの集約・グループ分けを行い，動作確認を行う． 
準備学習：テーブルの集約・グループ分けについて調査する． 
課題：テーブルの集約・グループ分けの実施（AL②） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択（教職「情報」は選択） 

担当教員 

櫻井 将人 

    

添付ファイル 
 

878



 9 検索結果の並べ替え 
検索結果の各種並べ替えについて説明する．前回の課題についてAL③を行う．また，演習環境に
DBを作成し，各種検索結果の並べ替えを行い，動作確認を行う． 
準備学習：並べ替えについて調査する． 
課題：検索結果の並べ替えの実施（AL②） 

10 基本的なデータベース操作のまとめ 
これまで演習してきた基本的なデータベース操作について，総括的に説明する．前回の課題につ
いてAL③を行う．また，基本的なデータベース操作の総括的な演習を実施し，動作確認を行う． 
準備学習：基本的なデータベース操作について調査する． 
課題：基本的なデータベース操作の総括的な演習を実施（AL②） 

11 ビュー・サブクエリ・相関サブクエリ 
ビュー・サブクエリ・相関サブクエリについて説明する．前回の課題についてAL③を行う．ま 
た，演習環境にDBを作成し，ビュー・サブクエリ・相関サブクエリを作成し，動作確認を行う． 
準備学習：ビュー・サブクエリについて調査する． 
課題：ビュー・サブクエリ・相関サブクエリの作成（AL②） 

12 関数・述語・CASE式 
関数・述語・CASE式について説明する．前回の課題についてAL③を行う．また，演習環境にDBを
作成し，関数・述語・CASE式を作成し，動作確認を行う． 
準備学習：関数・述語・CASE式について調査する． 
課題：関数・述語・CASE式の作成（AL②） 

13 DBの集合演算                                                                      
DBの集合演算について説明する．前回の課題についてAL③を行う．また，演習環境にDBを作成
し，DBの集合演算を実施し，動作確認を行う． 
準備学習：DBの集合演算について調査する． 
課題：DBの集合演算の実施（AL②） 

14 SQLによる高度な処理 
ウィンドウ関数，GROUPING演算子を用いたSQLによる高度な処理について説明する．前回の課題に
ついてAL③を行う．また，演習環境にDBを作成し，SQLによる高度な処理を実施し，動作確認を行
う． 
準備学習：SQLによる高度な処理について調査する． 
課題：SQLによる高度な処理の実施（AL②） 

15 データベース操作の総括 
これまで演習してきたデータベース操作について，総括的に説明する．前回の課題についてAL③ 
を行う．また，データベース操作の総括的な演習を実施し，動作確認を行う． 
準備学習：データベース操作について全般的に調査する． 
課題：データベース操作の総括的な演習を実施（AL②） 

16 定期試験 

授業形態 講義および演習 
アクティブラーニング：①:0回,②:15回,③:13回,④:０回,⑤:０回,⑥:９回 

達成目標 1．リレーショナルデータベースの基礎的事項が理解できる．（基礎） 
2．リレーショナルデータベース管理システムをインストールして，データベースを作成することができる． 
（基礎）                                              3．
SQL文を用いてデータベースの基本的な操作ができる．（基礎） 
4．アプリケーションからデータベースに接続することができる．（基礎） 
5．複雑な問い合わせに関してデータベースを操作することができる．（応用） 
6．SQLで高度な処理を行うことができる．（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業時の演習レポート40％，定期試験60％として評価する． 
原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する 

評価基準 1）「秀」：90点以上 （達成目標1～6） 
2）「優」：80～89点  （達成目標1～5） 
3）「良」：70～79点  （達成目標1～4） 
4）「可」：60～69点  （達成目標1～3） 
5）「不可」：59点以下 

教科書・参考書 毎週の講義資料はilearn@sistで配信する． 
参考書： 
・ミック，SQL第2版 ゼロからはじめるデータベース操作，翔泳社，2016． 
・白鳥（監），三石・吉廣（編著），データベース －ビッグデータ時代の基礎－，共立出版，2014． 

履修条件 なし 

履修上の注意 出席して演習を行うことを重視するので，欠席・遅刻をしないようにすること．また，毎週演習を行うので， 
データベースシステムをインストールしたノートパソコンを持参すること． 

準備学習と課題の 
内容 

情報数学基礎で学習した集合や関係について，復習してよく理解しておくこと．また，必ず授業ごとに2時間以 
上復習して内容を理解し，習得してから次回の授業に臨むこと． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:20％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

情報セキュリティＣ C5-C42-30 

Information Security 

科目コード： 19260 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 情報セキュリティは現代社会において最も重要で必要不可欠な概念の一つである．情報セキュリティとそれに
関連する概念について説明し，技術的な対策について詳しく解説する．セキュリティ評価制度や組織における
運用や管理についても説明し，情報セキュリティを踏まえた情報リテラシーを学ぶ．この科目は、情報セキュ 
リティ技術分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 イントロダクション，情報セキュリティ概論 
カリキュラムにおける本講義の位置づけ（ステップ4，コース、分野科目）を説明する．講義概要
をシラバスを使って説明する．現代における情報セキュリティの重要性と具体的なリスクを例示
する．AL①。講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合が
ある)．AL①． 
準備：シラバスを読んでくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

2 暗号の基礎，共通鍵暗号 
暗号に基礎について，整数論や計算量理論を踏まえて学ぶ．共通鍵暗号について学ぶ．講義の最
後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

3 暗号(公開鍵暗号，ハッシュ関数，ディジタル署名) 
公開鍵暗号とハッシュ関数，ディジタル署名について学ぶ．講義の最後に簡単な演習を行う
(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

4 公開鍵証明書，暗号プロトコル 
公開鍵証明書の概念と実例，認証局とその階層構造，暗号プロトコルの実例について学ぶ．講義
の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)．AL①． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

5 サイドチャネル攻撃，秘密分散，量子暗号                                            
ICカードを対象とするサイドチャネル攻撃，暗号鍵を管理する手法である秘密分散，量子コン 
ピュータが実現しても破られない量子暗号について学ぶ．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearn 
あるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

6 アクセス制御，UNIXパスワード，PBC 
ユーザ認証とアクセス制御について学びUNIXパスワードの具体的な仕組みを学ぶ．パスワードに
基づく暗号化プログラムの構造を学習する．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいは
Microsoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

7 バイオメトリクス 
指紋や虹彩などの生体情報を用いるバイオメトリック認証について学ぶ．講義の最後に簡単な演
習を行う． 
準備：今回の講義内容を予習してくること(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合があ
る)． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

8 前回の演習の回答と解説，質疑応答，中間試験 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択（教職「情報」は必修） 

担当教員 

大石 和臣 

    

添付ファイル 
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 前回の演習の回答と解説を行う．前回までの講義について質疑応答をする．AL①．その後に中間
試験を行う． 
準備：前回までの講義内容を復習してくること． 

9 ネットワークセキュリティ,Web セキュリティ 
ネットワークセキュリティとWebセキュリティについて学ぶ．ファイアウォール，NAT等の具体的
技術を学習する．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場
合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

10 マルウェア（コンピュータウイルス，ワーム，シェルコード他）                         
Webセキュリティに関連してマルウェアについて学ぶ．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあ
るいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

11 マルウェア対策（アンチウイルス，ハニーポット，セキュアコーディング） 
マルウェア対策の技術について，最新技術も含めて学ぶ．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearn 
あるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)．AL①． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

12 プライバシ保護，匿名性，匿名通信，RFID 
プライバシ保護，匿名性，匿名通信，RFIDの背景と具体的技術について学ぶ．中間試験の回答と
解説．AL①．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合が
ある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

13 情報ハイディング（電子透かし，ステガノグラフィー），ディジタルフォレンジック 
電子透かしやステガノグラフィー等の情報ハイディング技術とハードディスクの解析等のディジ
タルフォレンジック技術について学ぶ．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいは
Microsoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

14 評価制度（ISO/IEC15408，JISEC，JCMVP），ISMS 
技術的な評価と組織的な評価に関する評価制度について学ぶ．講義の最後に簡単な演習を行う
(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

15 セキュリティインシデントや関連技術の事例紹介，まとめ，総合演習 
最新の研究紹介やいままでの講義内容についての質問を受け付ける．AL①． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：いままでの講義内容を復習し，定期試験に備える． 

16 定期試験 

授業形態 講義と演習（課題） 
アクティブラーニング：①:6回,②:0回,③:0回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 1) 情報セキュリティの脅威と対策を理解する． 
2) 要素技術（暗号，認証，マルウェア対策等）の知識を得る． 
3) 要素技術の特徴と限界を理解して適切に使用できるようになる． 
4) 情報セキュリティに関する法律や制度（運用）を理解する． 
5) 情報セキュリティを踏まえた情報リテラシーを身に着ける． 

評価方法・フィー 
ドバック 

演習・課題40％，総合演習60％の配点で評価する．各回に行う演習は次回に解説を行い，課題（宿題）は採点 
して返却し、結果をフィードバックする。 

評価基準 100～90：秀，89～80：優，79～70：良，69～60：可，60未満：不可
達成目標の100～90％に到達した場合は秀， 
達成目標の89～80％に到達した場合は優， 
達成目標の79～70％に到達した場合は良， 
達成目標の69～60％に到達した場合は可， 
達成目標の59～0％に到達した場合は不可． 

教科書・参考書 教科書：指定しない． 
参考書：いくつかの書籍を以下に示す． 
1. 独立行政法人情報処理推進機構，情報セキュリティ白書2019，独立行政法人情報処理推進機構，2019 年． 
2. 辻井重男，情報社会・セキュリティ・倫理，コロナ社，2012 年． 
3. 映像情報メディア学会編，半谷精一郎編著，バイオメトリクス教科書: 原理からプログラミングまで，コ
ロナ社，2012 年． 
4. 佐々木良一監修，手塚悟編著，情報セキュリティの基礎，共立出版，2011 年． 
5. 独立行政法人情報処理推進機構，情報セキュリティ読本四訂版-IT 時代の危機管理入門-，実教出版株式会
社， 2009 年． 
6. 黒澤馨，尾形わかは，現代暗号の基礎数理，コロナ社，2004 年． 
7. 松井甲子雄, 岩切宗利，情報ハイディングの基礎―ユビキタス社会の情報セキュリティ技術，森北出版， 
2004 年． 

履修条件 符号・暗号理論1を履修済み，符号・暗号理論2を履修中あるいは履修済みが望ましい． 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の
内容 

1回の講義につき2時間程度の予習・復習を行って授業にのぞむこと．予習として，授業計画の各内容に関し 
て，参考書の該当する章を読むことあるいはインターネットで調べて準備することが望ましい．復習として， 
講義のスライドやノートを読み返して講義内容を理解し，参考書の該当する章を読むことあるいはインター 
ネットで調べて理解を深めることが望ましい．演習や課題（宿題）を繰り返し解くことは有効な復習および試
験対策になる． 
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ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:40％,関心･意欲:10％,態度:5％,技能・表現:5％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

符号・暗号理論１ C5-C43-30 

Code Theory 1 

科目コード： 19320 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本講義では、コンピュータの理論的基礎となっている情報理論及び符号理論を主な対象にする。特に、これら
の理論の基礎となっている数学に着目し、確率統計及び代数学がコンピュータの基礎として活用されているこ 
とを具体例を通じて理解する。 

授業計画 1 情報と表現 
カリキュラムにおける本講義の位置づけ（ステップ3，専門上位科目）を説明する．講義概要をシ
ラバスを使って説明する．情報理論，テキストのASCII文字集合での表現，N進法での整数の表現
について学ぶ．AL①．講義中に簡単な演習を行う． 
準備：シラバスを読んでくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

2 シャノンモデル 
・情報源、送信器、通信路、受信器、あて先の5要素 
・チェックサムによる誤り検出（九去法, ISBN-10） 
講義中に簡単な演習を行う． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

3 情報理論のための確率統計 
・確率空間、確率変数 
・ベイズの定理 
・離散的情報源 
講義中に簡単な演習を行う． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

4 情報量とエントロピー 
・情報量、エントロピー 
・無記憶情報源 
・エントロピー関数        
AL①．講義中に簡単な演習を行う． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

5 情報源符号化 
・情報源符号化の意味 
・符号 
・特異符号、一意復号可能符号、コンマ符合、瞬時符号、語頭符号、等長符号
講義中に簡単な演習を行う． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

6 情報源符号化の例 
・クラフトの不等式 
・平均符号長 
・コンパクト符号、ハフマン符号 
・情報源符号化定理        
AL①．講義中に簡単な演習を行う． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

7 通信路符号化 
・通信路行列 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択（教職「数学」は必修） 

担当教員 

足立 智子 

    

添付ファイル 
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 ・二元対称通信路、ビット誤り率 
・通信路符号化定理        
AL①．講義中に簡単な演習を行う． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

8 符号理論のための代数学 
・体の公理 
・ガロア体 
・原始元と原始多項式 
講義中に簡単な演習を行う． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

9 符号理論のための線形代数 
・線形空間の公理 
・べき表現、多項式表現、ベクトル表現
講義中に簡単な演習を行う． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

10 線形符号 
・線形符号、組織的符号、(n,k)符号、巡回符号 
・生成行列、パリティ検査行列
講義中に簡単な演習を行う． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

11 誤り検出と誤り訂正 
・誤り検出、誤り訂正、ハミング距離 
・ランダム誤り、バースト誤り 
・シンドローム、誤り訂正符号の復号
AL①． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
講義中に簡単な演習を行う． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

12 線形符号の例1 
・単一パリティ検査符号 
・単一誤りの検出 
講義中に簡単な演習を行う． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

13 線形符号の例2 
・ハミング符号 
・単一誤りの訂正 
講義中に簡単な演習を行う． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

14 線形符号の例3 
・巡回符号の生成多項式 
・共役元 
・BCH符号 
講義中に簡単な演習を行う． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

15 符号理論の応用例 
・BCH符号の続き 
・2次元バーコード 
講義中に簡単な演習を行う．AL①． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および定期試験のための復習． 

授業形態 講義・演習 
アクティブラーニング：①:5回,②:0回,③:0回,④:1回,⑤:0回,⑥:0回 
アクティブラーニングは、講義中に小問題を出し、その課題を実際に解かせたり、その課題の解き方に対する 
質問を講義中に学生に対して行うことで実現する。 

達成目標 1) 合同式を用いたチェックサム演算ができる。 
2) 情報量とエントロピーの計算ができる。 
3) 有限体を用いた情報の表現ができる。 
4) 有限体を係数とする多項式環の演算ができる。 
5) 誤り検出及び誤り訂正の計算ができる。 
6) 巡回符号を用いた情報の符号化ができる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

演習・課題30％，総合演習（試験）70％の配点で評価する．演習・課題は解説を行いフィードバックする。 

評価基準 100～90：秀，89～80：優，79～70：良，69～60：可，60未満：不可
達成目標の100～90％に到達した場合は秀， 
達成目標の89～80％に到達した場合は優， 
達成目標の79～70％に到達した場合は良， 
達成目標の69～60％に到達した場合は可， 
達成目標の59～0％に到達した場合は不可． 

教科書・参考書 教科書：汐崎 陽．情報・符号理論の基礎（第2版）．オーム社．（2019/5/18発売，ISBN 978-4274223891） 
参考書： 
先名 健一，例題で学ぶ符号理論入門．森北出版．（2018年～2019年教科書） 
宮川洋，情報理論，コロナ社，1979年初版． 
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 今井秀樹，情報理論，昭晃堂，1984年初版． 
植松友彦，代数系と符号理論，オーム社，2010年初版． 

履修条件 本講義を理解する上では、2年の「代数学」の講義の理解が重要になる． 
高校までの数学，特に代数学を復習しておくことが望ましい． 

履修上の注意 演習や課題は必ず提出すること。iLearn@SIST上の講義のページで課題で出すことや、講義の連絡を行うことが 
あるので、見逃さないように注意すること。 

準備学習と課題の
内容 

1回の講義につき2時間程度の予習・復習を行って授業にのぞむこと．予習として，授業計画の各内容に関し 
て，参考書の該当する章を読むことあるいはインターネットで調べて準備することが望ましい．復習として， 
講義のスライドやノートを読み返して講義内容を理解し，参考書の該当する章を読むことあるいはインター 
ネットで調べて理解を深めることが望ましい．演習や課題を繰り返し解くことは有効な復習および試験対策に
なるため，講義内に理解が難しかった内容について複数の参考書などを参照して次回までに理解することを課 
題とする． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解：40％,思考・判断：40％,関心･意欲：10% 態度：5％,技能・表現：5％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

符号・暗号理論２ C6-C44-30 

Code Theory 2 

科目コード： 19330 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 符号・暗号理論はディジタル時代における基礎的で重要な技術である．本講義では，これらの基本となる代
数学や確率について復習しながら，主に暗号の具体的方式について学び，その応用についても学習する． 
この科目は、情報セキュリティ技術分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 イントロダクション．情報理論，符号理論，暗号理論の背景，歴史，具体例． 
カリキュラムにおける本講義の位置づけ（ステップ4，コース，分野科目）を説明する．講義概要
をシラバスを使って説明する．情報理論，符号理論，暗号理論の背景，歴史，具体例を学ぶ．AL 
①．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：シラバスを読んでくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

2 情報量とエントロピー，確率，暗号の情報理論的な安全性 
情報量とエントロピーを学ぶ．確率を復習し，暗号の情報理論的な安全性を学ぶ．講義の最後に
簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

3 確率変数，情報源符号化定理，暗号のモデル，古代～現代暗号，無条件安全性 
第2回の講義の続きおよび現代暗号に至る歴史と無条件安全性の概念を学ぶ．AL①．講義の最後に
簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

4 共通鍵暗号（One-time Pad，ブロック暗号，ストリーム暗号，DES，AES） 
共通鍵暗号，無条件安全なOne-time Pad，ブロック暗号とストリーム暗号の違いについて学び， 
代表的な方式であるDESとAESについて，その内部構造を学ぶ．講義の最後に簡単な演習を行う
(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

5 共通鍵暗号（利用モード） 
共通鍵暗号の利用モードECB，CBC，CFB，OFB，CTRについてそれぞれの構造と特徴を学ぶ．講義の
最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

6 メッセージ認証 
メッセージの完全性Integrity)を確認するメッセージ認証の仕組みと具体的な方式としてのMACを
学ぶ．AL①．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合が
ある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

7 公開鍵暗号 
公開鍵暗号について，鍵管理の効率と特徴について学び，木曽となる計算量理論と群について復
習する．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合があ
る)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

8 公開鍵暗号 
有限体，公開鍵配送法のDiffie-Hellmann方式，代表的な公開鍵暗号であるRSAについて学ぶ．講
義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択（教職「数学」は選択） 

担当教員 

大石 和臣 

    

添付ファイル 
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 準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

9 公開鍵暗号 
RSA暗号を具体的な数値で計算して学ぶ．ユークリッド互助法，拡張ユークリッド互助法を学習す
る．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)．AL 
①． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

10 ハッシュ満数 
ハッシュ関数について詳細を学ぶ．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft 
Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

11 DH公開鍵配送法の具体例，Intruder        In        The        Middle攻撃，ElGamal暗号DH
を具体的な数値で計算し手学ぶ．IITM攻撃の仕組みを学び，ElGamal暗号を学習する．講義の最後
に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

12 ディジタル署名 
ディジタル文書に対する署名機能を実現するディジタル署名について概念を学び，公開鍵暗号に
基づくディジタディジタル署名方式の特徴，RSA，ElGamal，DSAを学習する．安全性について学習
する．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

13 ハイブリッド方式，公開鍵証明書，SSL/TLS，IPsec，IKE 
共通鍵暗号と公開鍵暗号を組み合わせたハイブリッド方式，公開鍵暗号とその利用者の対応を保
証する公開鍵証明書の概念と仕組み，具体的な暗号プロトコルのSSL/TLS，IPsec，IKEを学習す
る．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

14 IDに基づく暗号他                                                                     
IDに基づく暗号，確定的暗号と確率的暗号，安全性定義と等価性，ゼロ知識証明について学ぶ． 
講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)．AL①． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

15 まとめ，総合演習 
まとめ，総合演習を行う． 
準備：いままでの講義内容を復習してくること． 

16 定期試験 

授業形態 講義と演習 
アクティブラーニング：①:5回,②:0回,③:0回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 1) 暗号の考え方を理解できる 
2) 共通鍵暗号の使い方を理解できる 
3) 公開鍵暗号の仕組みを理解できる，小さな数値で計算できる 
4) 鍵配送法，ディジタル署名の仕組みを理解できる，小さな数値で計算できる 
5) 暗号の応用について理解できる 

評価方法・フィー
ドバック 

演習・課題40％ 定期試験60％の配点で評価する．講義中の演習については演習直後に回答と解説を行い，各回
の最後に行う簡単な演習については次回の講義の最初に回答と解説を行う．課題（宿題）は採点して返却し、 
結果をフィードバックする． 

評価基準 100～90：秀，89～80：優，79～70：良，69～60：可，60未満：不可
達成目標の100～90％に到達した場合は秀， 
達成目標の89～80％に到達した場合は優， 
達成目標の79～70％に到達した場合は良， 
達成目標の69～60％に到達した場合は可， 
達成目標の59～0％に到達した場合は不可． 

教科書・参考書 教科書：指定しない． 
参考書： 
1 黒澤馨，現代暗号への招待，サイエンス社，2010年． 
2 黒澤馨，現代暗号の基礎数理，コロナ社，2004年． 

履修条件 符号・暗号理論1の単位を修得していること． 

履修上の注意 演習，課題（宿題），レポート等は必ず提出すること． 

準備学習と課題の
内容 

1回の講義につき2時間程度の予習・復習を行って授業にのぞむこと．予習として，授業計画の各内容に関し 
て，参考書の該当する章を読むことあるいはインターネットで調べて準備することが望ましい．復習として， 
講義のスライドやノートを読み返して講義内容を理解し，参考書の該当する章を読むことあるいはインター 
ネットで調べて理解を深めることが望ましい．演習や課題（宿題）を繰り返し解くことは有効な復習および試
験対策になるため，講義内に理解が難しかった内容について複数の参考書などを参照して次回までに理解する 
ことを課題とする． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:40％,関心･意欲:10％,態度:5％,技能・表現:5％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  
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DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

コンピュータネットワークＣ C5-C45-30 

Computer Network 

科目コード： 19270 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 情報化社会では、コンピュータネットワークは不可欠であり、インターネットの普及にともない様々な産業活
動にとどまらず日常生活においても活用されている。この科目では、初級・入門用として、コンピュータネッ
トワークを中心とした情報通信システムの概要と、その現況を講義する。またよりネットワークを理解するた 
めに、ネットワーク構築実習を行い、実際の動作からネットワークを学習する。 

授業計画 1 ネットワーク・セキュリティ(1) 
授業を実施するための環境設定 
AL④ ネットワークとサイバーセキュリティ(1) 

2 ネットワーク・セキュリティ(2) 
ネットワークとサイバーセキュリティ(2) 
AL③④ ファイルおよびデータの暗号化など 

3 ネットワーク・セキュリティ(3) 
ネットワークとサイバーセキュリティ(3) 
AL③④ データの完全性チェックなど 

4 ネットワーク・セキュリティ(4) 
ネットワークとサイバーセキュリティ(4) 
AL③④ WEP/WPA2 PSK/WPA2 RADIUSなど 

5 ネットワーク・セキュリティ(5) 
ネットワークとサイバーセキュリティ(5) 
AL③④ VPNなど 

6 ネットワーク・セキュリティ(6) 
ネットワークとサイバーセキュリティ(6) 
AL③ サーバ ファイアウォールとルータ ACL 

7 ネットワーク・セキュリティ(7) 
ネットワークとサイバーセキュリティ(7) 
AL③ 総合課題(1) 

 

8 ネットワークオペレーション(1) 
ネットワークの仕組み(1) 
AL③ ネットワークプロトコルなど 

9 ネットワークオペレーション(2) 
ネットワークの仕組み(2) 
AL③ イーサネット、IPアドレスなど 

10 ネットワークオペレーション(3) 
ネットワークの仕組み(3) 
AL③ ネットワークサービスなど 

11 ネットワークオペレーション(4) 
ネットワークの仕組み(4) 
AL③ ネットワークデバイス、インフラストラクチャーなど 

12 ネットワーク応用(1) 
ネットワーク構築事例(1) 
AL③ ルーティングプロトコルなど 

13 ネットワーク応用(2) 
ネットワーク構築事例(2) 

 AL① 総合課題(2) 
14 ネットワーク応用(3) 

ネットワーク構築事例(3) 
AL① 総合課題(3) 

15 まとめ 

まとめ 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:2回,②:0回,③:10回,④:5回,⑤:0回,⑥:0回 
ネットワークの応用事例においてAL①、演習においてはAL③④を行う。 

達成目標 下記に示す各テーマに関して、毎回の授業計画ごとに内容を理解し、単に知識として覚えるだけでなく、その
内容に関する自分の見解をまとめ記述することのできる能力を身に付ける。 
（1）情報化された社会とコンピュータネットワークとの関係 （2）インターネットの基礎技術 
（3）ネットワークの処理形態ごとの構成要素 （4）各種通信機能とプロトコルの関係 
（5）通信回線とサービスの関係（6）ネットワークの応用事例（ネットワーク実習） 
（7）ネットワークのセキュリティ関係 

評価方法・フィー
ドバック 

授業時に毎回小テスト/レポートを実施する。また、期末試験も行う。
小テスト/レポートと期末試験を総合して評価する。 
小テストはオンラインで行い、回答終了後に解答が提示される 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択（教職「情報」は必修） 

担当教員 

水野 信也 

    

添付ファイル 
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評価基準 秀：１００～９０、優：１００～８０、良：７９～７０、可：６９～６０、不可：５９以下。 
達成目標（1）〜（5）、（7）に関しては小テスト/レポートと期末試験にて実施し、（6）は小テスト/レポー 
トで評価する 

教科書・参考書 Cisco Networking AcademyのCyber Security Essentialsの教材を用いて行う 

履修条件 コンピュータやネットワークの仕組みに興味があること。 

履修上の注意 インターネット上の資料・演習問題を使用して行うため、ネットワークに接続されたノートパソコンを持参す 
ること。 

準備学習と課題の
内容 

①初回までにシラバスを読み授業項目や目的を理解しておくこと 
②２回目以降は各授業の終わりに準備学習の内容を指示する 
③授業ごとに行われる演習問題については充分に復習し、情報処理試験に備えること 
④予習を含め毎回３時間以上授業外に復習をして次の授業に臨む 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:10％,関心･意欲:30％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

応用線形代数 C3-D46-50 

Advanced Linear Algebra 

科目コード： 15870 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 II類「線形代数／演習」の知識があること前提にして，主として線形代数の応用事例をソフトウェアを用いて
解決する手段を習得する。また，III類「プログラミング入門」の知識も使用してコンピューター上で高速な線 
型計算を行うための技法についても学ぶ。 

授業計画 1 ベクトルと行列 
講義概要の説明，数の体系の復習，複素数の計算，ベクトル演算，行列演算の復習
AL①② 
準備学習：教科書・第1章の内容を理解すること。
課題 ：第1章内の問題および演習問題 

2 MATLAB入門(1/3) 
浮動小数点演算と誤差
AL①②③ 
準備学習：教科書・第2章の内容を理解すること。
課題 ：第2章内の問題および演習問題 

3 MATLAB入門(2/3) 
ベクトル演算，ベクトルのノルムと誤差
AL①②③ 
準備学習：教科書・第3章の内容を理解すること。
課題 ：第3章内の問題および演習問題 

4 MATLAB入門(3/3) 
行列演算，行列ノルムの定義
AL①②③ 
準備学習：教科書・第4章の内容を理解すること。
課題 ：第4章内の問題および演習問題 

5 MATLABを用いた線型計算のベンチマークテスト
アルゴリズムと計算量，時間計測方法 
AL①②③ 
準備学習：教科書・第5章の内容を理解すること。
課題 ：第5章内の問題および演習問題 

6 連立一次方程式の解導出 
連立一次方程式の解を求めるプログラムの作成とベンチマークテスト，条件数の導出と解の誤差
との関係 
AL①②③ 
準備学習：教科書・第6章の内容を理解すること。
課題 ：第6章内の問題および演習問題 

7 有限次元線型空間(1/2) 
正規直交基底と座標
AL①②③ 
準備学習：教科書・第7章の内容を理解すること。
課題 ：第7章内の問題および演習問題 

8 有限次元線型空間(2/2) 
次元数，線型空間，線型部分空間
AL①②③ 
準備学習：教科書・第8章の内容を理解すること。
課題 ：第8章内の問題および演習問題 

9 行列の固有値・固有ベクトルと固有空間(1/3) 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択（教職「数学」は必修） 

担当教員 

幸谷 智紀 

    

添付ファイル 
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 線型部分空間としての正方行列の固有空間
AL①②③ 
準備学習：教科書・第9章の内容を理解すること。
課題 ：第9章内の問題および演習問題 

10 行列の固有値・固有ベクトルと固有空間(2/3) 
一般化固有空間，行列のJordan標準形
AL①②③ 
準備学習：教科書・第10章の内容を理解すること。
課題 ：第10章内の問題および演習問題 

11 行列の固有値・固有ベクトルと固有空間(3/3) 
べき乗法，逆べき乗法 
AL①②③ 
準備学習：教科書・中間レポートの内容を理解すること。
課題 ：中間レポート内の問題および演習問題 

12 線型空間と固有値の応用(1/4) 
固有空間における線型変換の表現
AL①②③ 
準備学習：教科書・第11章の内容のうち，前半部分を理解すること。
課題 ：第11章前半部分の問題および演習問題 

13 線型空間と固有値の応用(2/4) 
代数方程式とコンパニオン行列の対応関係，固有値計算による代数方程式の解法
AL①②③ 
準備学習：教科書・第11章の内容のうち，コンパニオン行列と代数方程式の関係を理解するこ
と。 
課題 ：第11章の内容のうち，コンパニオン行列と代数方程式の関係に関する問題および演習
問題 

14 線型空間と固有値の応用(3/4) 
線型差分方程式の定義と一般解
AL①②③ 
準備学習：教科書・第11章の内容のうち，後半部分を理解すること。
課題 ：第11章後半部分の問題および演習問題 

15 線型空間と固有値の応用(4/4)・最終試験 
コンパニオン行列の固有値，固有ベクトルを用いて，線型差分方程式の一般解を導出
AL①②③ 
準備学習：教科書・第1章～第11章の内容を復習すること。 
課題 ：第1章～第11章全般に関する最終試験 

授業形態 講義主体で行い，適宜，プログラムの実例紹介と実行方法についても解説する。2回目以降は自分のNote PCを
必ず持参すること。 
アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:14回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回・・・講義中に受講生を指名し，定
義の確認，問題の解答を求める（AL①に相当）。小テスト（本日の課題）解答時には互いに相談も可とし(AL 
②)，小テストの解説は次回の講義冒頭で行う（AL③)。 

達成目標 (1) ベクトル／行列演算をコンピュータ上で実行することができる 
(2) 連立一次方程式をコンピューター上で解くことができ，それを応用する事例を一つ以上理解している 
(3) 行列の固有値・固有ベクトルをコンピューター上で求めることができ，それを応用する事例を一つ以上理
解(している 
(4) 有限次元線形空間と同型の問題に対して上記1)～3)を適用することができる 
(5) 上記(1)～(4)の知識を駆使して様々な応用問題を解くことができる 

評価方法・フィー 
ドバック 

講義中に小テスト行い，適宜レポート課題も求める。小テストは翌週までに出来具合を確認し，押印の上返却 
する。最後に総合課題を示し，この出来具合で成績を決定する。 

評価基準 1)レポート課題は全て提出していること，2)小テストを10回以上提出していることを最低限の単位取得の条件
とする。その上で，達成目標の到達状況を4段階に分割し、秀：100～90((1)～(5)を達成)、優：89～80((1)～ 
(4))、良：79～70((1)～(3))、可：69～60((1)～(2))、不可：59以下を決定する。 

教科書・参考書 教科書： 幸谷智紀「応用線型代数 ～MATLABと共に学ぶ線形代数入門～」SIST 

履修条件 II類「線形代数／演習」とIII類のプログラミング必修科目を履修していること。 

履修上の注意 MatlabをインストールしたNote PCは必ず持参すること。追加の説明をメモする準備は必ずしておくこと。 

準備学習と課題の 
内容 

あらかじめ講義内容を予習しておくこと。特に線型代数の復習と，MATLAB操作についてはテキストの内容に 
沿って確認しておくこと。予習・復習それぞれ1時間程度行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:４０％,思考・判断:３０％,関心･意欲:１０％,態度:１０％,技能・表現:１０％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

幾何学 C3-D47-30 

Geometry 

科目コード： 18090 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 幾何学の初歩として2次曲線について解説する。特に平行移動と回転移動による座標軸の変換を用いた2次曲線
の標準化と分類について学ぶ。さらに平面および空間におけるベクトルの概念を理解し，平面や直線のベクト
ル方程式の諸性質について学ぶ。また，アクティブラーニングを通して2次曲線，ベクトル，行列の繋がりを理 
解し，具体的な問題を解くことで問題解決能力の基礎を養う。 

授業計画 １ 講義の位置づけ，平面と空間の座標系 
・コンピュータシステム学科カリキュラムに対する本講義の位置づけの説明 
・直交座標、斜交座標、極座標の特徴について説明を行う。
準備学習：線形代数学および微分積分学の復習 
課題：1）斜交座標における2点間の距離の計算（AL③） 

2）直交座標と極座標の関係について（AL③） 
２ 円と楕円の方程式と性質 

・第1回課題の解説 
・円の方程式，楕円の方程式、楕円と円の関係，楕円の平行移動について説明を行う。
準備学習：1）楕円の標準方程式を求められるようにする。 

2）楕円の焦点を求められるようにする。
課題：1）楕円の標準方程式について（AL③） 

2）楕円の図示（AL③） 
３ 放物線の方程式と性質 

・第2回課題の解説 
・放物線の方程式，放物線の平行移動について説明を行う。
準備学習：1）放物線の標準方程式を求められるようにする。 

2）放物線の焦点，準線，頂点，対称軸を求められるようにする。
課題：放物線の焦点，準線，頂点，対称軸について（AL③） 

４ 双曲線の方程式と性質 
・第3回課題の解説 
・双曲線の方程式、焦点と漸近線、双曲線の平行移動 
準備学習：1）双曲線の標準方程式を求められるようにする。

2）双曲線の焦点，漸近線を求められるようにする。 
課題：1）双曲線の標準方程式について（AL③） 

2）直角双曲線について（AL③） 
５ 2次曲線の接線 

・第4回課題の解説 
・楕円，放物線，双曲線の接線について説明を行う。 
準備学習：2次曲線の接線の方程式を求められるようにする。
課題：1）2次曲線の接線について（AL③） 

2）2次曲線の接線の図示（AL③） 
６ 演習問題（1）と解説 

・第5回課題の解説 
・第1回から第5回までの講義に関連した演習問題と解説を行う。（AL④） 
準備学習：2次曲線の諸性質を理解し，与えられた問題に応用できるようにする。
課題：2次曲線についての演習問題（AL④） 

７ 行列の基本演算，回転行列の性質 
・行列とベクトルの演算について説明を行う。 
・回転行列の諸性質について説明を行う。 
準備学習：回転行列の性質を理解し，「行列によるベクトルの移動」を説明できるようにする。
課題：回転行列を用いた加法定理の証明（AL③） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択（教職「数学」は必修） 

担当教員 

足達 慎二 

    

添付ファイル 
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 ８ 行列の固有値，固有ベクトル 
・第6回課題の解説 
・行列の固有値，固有ベクトルについて説明を行う。 
準備学習：与えられた行列の固有値，固有ベクトルを求められるようにする。
課題：1）行列の固有値，固有ベクトルについて（AL③） 

2）回転行列の固有値について（AL③） 
９ 行列の対角化 

・第7回課題の解説 
・行列の対角化，特に回転行列を用いた対称行列の対角化について説明を行う。
準備学習：行列の対角化を計算できるようにする。 
課題：1）行列の対角化について（AL③）             

2）行列の対角化を用いた行列の冪乗の計算（AL③） 
１０ 演習問題（2）と解説 

・第8回課題の解説 
第7回から第9回までの講義に関連した演習問題と解説を行う。（AL④） 
準備学習：行列の諸性質を理解し，与えられた問題に応用できるようにする。
課題：行列についての演習問題（AL④） 

１１ 2次曲線の分類（1） 
・2次曲線の標準化と標準形の分類について説明を行う。 
・平行移動を用いた座標軸の変換による標準化について説明を行う。 
準備学習：平行移動を用いた座標軸の変換による標準化を計算できるようにする。
課題：2次曲線の標準化（平行移動）について（AL③） 

１２ 2次曲線の分類（2） 
・第9回課題の解説 
・第11回の講義に続いて2次曲線の標準化と標準形の分類にういて説明を行う。 
・回転移動を用いた座標軸の変換による標準化について説明を行う。 
準備学習：回転移動を用いた座標軸の変換による標準化を計算できるようにする。
課題：2次曲線の標準化（回転移動）について（AL③） 

１３ 直線の方程式 
・第10回課題の解説 
・空間における直線の方程式について説明を行う。 
準備学習：空間における直線の方程式を理解し，「方向ベクトル」を説明できるようにする。
課題：1）直線の方程式について（AL③） 

2）直線と原点との距離について（AL③） 
１４ 平面の方程式 

・第11回課題の解説 
・空間における平面の方程式について説明を行う。 
準備学習：空間における平面の方程式を理解し，「法線ベクトル」を説明できるようにする。
課題：1）平面の方程式について（AL③） 

2）平面と直線の交点の座標について（AL③） 
１５ 全体まとめと総合演習 

・第12回課題の解説 
・第1回から第14回までの講義のまとめと総合演習，およびその解説を行う。（AL④） 
準備学習：定期試験に備えて今までの復習をする。 

１６ 定期試験 

授業形態 適宜配布する資料に基づく講義。また，各講義の後半は課題レポートを行うこともある。 
アクティブラーニング：①：0回，②：0回，③：12回，④：3回，⑤：0回，⑥：0回 

達成目標 1. 2次曲線（放物線、楕円、双曲線）の幾何的定義と性質，標準形を理解できる。（基礎） 
2. 2次曲線の接線の方程式を理解し，求めることができる。（基礎） 
3. 回転行列，直交行列などの行列の諸性質を理解し，ベクトルと行列の演算を行うことができる。（標準） 
4. 行列の固有値，固有ベクトルを求めることができ，対角化の計算をすることができる。（標準） 
5. 平行移動と回転移動による座標軸の変換を用いて，2次曲線の標準形を求めることができる。（応用） 
6. 空間における平面の方程式，直線の方程式が理解でき，与えられた課題に対して応用できる。（応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

定期試験70%，課題レポート30%の割合で総合判断する。総合点が60点に達していない者には再試験を課す。再
試験の結果，60点を上回った場合は60点を上限として評価を行う。 
課題レポートは次回の授業で解答例を配布しフィードバックを行う。 

評価基準 上記【評価方法】で100点満点に換算し，秀（1～6）：90点以上，優（1～5）： 89～80点，良（1～4）：79～ 
70点，可（1～3）：69～60点、不可：59点以下 
ただし，カッコ内は達成目標の項目数を示す。 

教科書・参考書 なし 

履修条件 微分積分学や線形代数学の基礎を理解していることが必要である。 

履修上の注意 課題レポートは必ず提出すること。 

準備学習と課題の
内容 

・授業計画中に記載されている「準備学習」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。 
・授業計画中に記載されている「課題」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。「課題」のレポートは次回の講義
において回収する。 
・授業中に解説した例題については，自分の力でもう一度解きなおしてから次回の講義に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解 40％，思考・判断 45％，関心･意欲 5％，態度 5％，技能・表現 5％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  
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DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

統計解析 C3-D48-30 

Statistics 

科目コード： 15960 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 氾濫するデータから意味のある情報を取り出し法則性を推定して意志決定に役立たせるのが統計解析であ 
る。この講義では数理統計学ではなく、標本調査に基づく推計学の理論に沿って実際にデータを処理する手法
やその意味を学習する。確率の解釈から始まって，中心極限定理と仮説検定理論を中心として、表計算ソフト 
での演習を伴って学習する。したがって数表を用いて確率を求めることはしなくて良い。 

授業計画 1 概説 
・統計的なものごとの見方、統計データについて概説する(AL①) 
・準備学習：統計というと何を連想するか考えておく 
・課題：記述統計学について思いし，推測統計学との異動を認識する 

2 確率の解釈 
・主観解釈，客観解釈，確率のパラドックスについて解説する．(AL①) 
・準備学習：確率の素朴解釈について学習しておく 
・課題：主観確率と客観確率の違いについて考える 

3 推測統計学 
・世界の観察事実から確率法則を帰納する一つの方法としての推測統計学について解説する(AL 
①) 
・準備学習：「確率・統計/演習」で学んだことを復習しておく 
・課題：講義内容を復習整理し，保有している知識と結びつける 

4 データの表現 
・確度数分布，基本的統計量、期待値、標準偏差、ヒストグラム、条件付き確率について学習し
演習する．(AL①) 
・準備学習：基本統計量について「確率・統計/演習」で学んだことを復習しておく 
・課題：ヒストグラム，エクセルを用いた計算の事例を実行しておく 

5 確率1 
・連続変数，大数の法則，中心極限定理について解説して，演習する(AL①) 
・準備学習：正規分布について「確率・統計/演習」で学んだことを復習しておく 
・課題：複数のサイコロので目の平均について，中心極限定理が成立することを計算する 

6 確率 2 
・二項分布の性質、t分布、F分布、χ 自乗分布、Poisson分布、指数分布について解説する． 
・準備学習：正規分布について理解しておく 
・課題：一様乱数から平均値の分布として正規分布が生成されることを実証する 

7 推計学 1 
・仮説検定の論理、帰無仮説と対立仮説、第一種の誤りと第二種の誤りなどについて解説する 
・準備学習：仮説検定のロジックについて調べておく 
・課題：確率命題の検証法として仮説検定がどの程度有効なのか考える 

8 推計学 2 
・仮説検定の実際について解説し，演習する(AL①) 
・準備学習：前回の仮説検定のロジックをおさらいして，実地にはどうなるか考えておく 
・課題：実例に則し，仮説検定の思想を理解する 

9 推計学 3 
・平均値の検定，小標本，分散の検定，2標本の検定，分散の検定などについて学び，演習する
(AL①) 
・準備学習：単一量に関する統計量について種々の検定があることを調べる． 
・課題：自分の身の回りの事象についての検定の例を考える 

10 推計学 4 
・適合度の検定，独立性の検定について学び，演習する 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択（教職「数学」は必修） 

担当教員 

足立 智子 

    

添付ファイル 
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 ・準備学習：χ二乗分布について調べておく 
・課題：実測分布と理論分布の適合度という問題例を考える 

11 推計学 5 
・独立性の検定と区間推定について解説し，演習する(AL①) 
・準備学習：2つの事象が独立であるとはどういうことか考える 
・課題：講義内容を復習整理し，保有している知識と結びつける 

12 推計学 6 
・分散分析，実験計画法について解説する 
・準備学習：3つ以上のグループに分離するとはどういうことか考える 
・課題：講義内容を復習整理し，保有している知識と結びつける 

13 因果と相関 1 
・散布図，相関係数，無相関の検定について学ぶ(AL①) 
・準備学習：2つの事象が関係しているとはどのようなことをいうのか考えておく 
・課題．講義内容を復習整理し，保有している知識と結びつける 

14 因果と相関 2 
・回帰分析について学び，演習する(AL①) 
・準備学習：線形な予測とは何か考えておく 
・課題：講義内容を復習整理し，保有している知識と結びつける 

15 まとめと総合演習 
・推計学の思考，統計学的推論から何が解るか．仮説検定とはどういう方法か，各種分析につい
て，統計の誤用にはどういう事があるのか 

授業形態 講義とエクセルを用いた演習による。 
アクティブラーニング：①:10回,②:0回,③:0回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 ａ）確率の簡単な計算が出来るようになること            
ｂ）よく使われる統計量の意味を理解し、計算できること 
ｃ）確率分布の意味を理解すること                      
ｄ）中心極限定理の意味を理解すること                  
ｅ）仮説検定、区間推定が出来るようになること          
ｆ）母平均や母分散が分からない等の時の処理が出来ることｇ）
χ自乗検定、分散分析などが出来ること              ｈ）ど
の状況にどの分析法を用いたらよいか判断できること ｉ）回帰
分析の計算が出来、相関係数などが理解できていること 
なお上の全ての項目で、計算はエクセルを用い、その統計関数や分析ツールは用いて良い。 

評価方法・フィー
ドバック 

レポートと総合演習で評価する。
レポート30％、総合演習70％。 
演習・課題は解説を行いフィードバックする。 

評価基準 秀：１００～90 9項目全て 
優：89～８０   9項目のうち7項目
良：７９～70   9項目のうち4項目
可：69～60 
不可：59以下 

教科書・参考書 教科書：足立 『統計解析』 SIST 
参考書：石川 『体感する統計解析』 共立出版 

石村 『すぐわかる統計解析』東京図書 

履修条件 1年次の「確率・統計同演習」を履修し，合格していること． 
情報デザイン学科の学生は，この科目と同内容の「人間・生命情報の統計学基礎」（2020年度以前入学の学生 
では「心理統計解析」）が用意されているので，そちらを履修すること． 

履修上の注意 履修希望者が多い場合には，履修制限をするので，初回には必ず出席すること． 
演習を行う際には、エクセルの使えるPCを持ってくること 

準備学習と課題の 
内容 

初回までにシラバスをよく読み，授業項目と内容を把握しておくこと． 
また，講義の中での予告に基づき，テキストをよく読んで，それに基づいて2時間以上の準備しておくこと． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:30％,関心･意欲:15％,態度:5％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

多変量解析 C4-D49-50 

Multivariate Statistics 

科目コード： 18110 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 不確定性の下の世界を観察し，そこから得られたデータから確率的な法則性を見いだして，対象の分類，未知
の個体に関しての予測，そして対象システムの因果構造を抽出するという帰納作業とその推論の論理をまな 
ぶ．特に多変数の場合をとりあつかう．データから各変数の重要性の度合いを判断することやどういう実験・
調査をすべきか問うことも含み，複雑な要因が絡み合った新たな問題に直面した時に，知りたいことに応じて 
どの様な分析をするのが適切であるのか判断できるように，現実の研究例を示しつつ統計的推論を学習する． 

授業計画 １ はじめに 
・多変量解析の概観．ビッグデータによるAI 
・準備学習：この科目を選択するかを検討するために，事前に予備知識を得ておく 
・課題：多変量解析の趣旨を理解する． 

２ 記述統計学，推測統計学の要約１ 
・記述統計学の復習．基本統計量．ヒストグラムなどの解説 
・AL①を行う 
・準備学習：「確率統計/演習」，「統計解析」の内容を復習しておく 
・課題：記述統計の概念が理解できているかおさらいする 

３ 推計学の要約２ 
・中心極限定理，仮説検定とは何か，相関と因果，予測と分類について解説する 
・準備学習：推測統計学（統計解析）は何をしていたのか，考えておく 
・課題：多変量解析が何をもくろんでいるのかを理解する 

４ 重回帰分析1 
・単回帰分析，最小自乗法について解説し演習する 
・AL①を行う 
・準備学習：単回帰分析の分析例を調べておく 
・課題：講義内容を復習整理し，保有している知識と結びつける 

５ 重回帰分析2 
・重回帰分析についてχ移設し演習する 
・AL①をおこなう 
・事前学習：単回帰分析で何をやっていたのか整理しておく 
・講義内容を復習整理し，保有している知識と結びつける 

６ 重回帰分析3 
・因果と相関の違いについて，多重共線性について解説し，具体的問題の重回帰分析を行う 
・Al①を行う 
・準備学習：因果とは何か，自分なりに考察しておく 
・講義内容を復習整理し，保有している知識と結びつける 

７ 主成分分析1 
・主成分分析の発想，目的を解説し，分散の最大化の演習をする． 
・AL①をおこなう 
・事前学習：ソルバーの使い方，条件付き最適化のやり方を理解しておく 
・課題：講義内容を復習整理し，保有している知識と結びつける 
・ 

８ 主成分分析2 
・分散共分散行列を理解し，主成分を実際に求めてみる 
・AL①をおこなう 
・準備学習：第1主成分とは何を意味しているのか考えておく 
・課題：講義内容を復習整理し，保有している知識と結びつける 

９ 主成分分析3 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択（教職「数学」は選択） 

担当教員 

足立 智子 

    

添付ファイル 
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 ・具体的な問題の主成分分析の演習をする． 
・AL① 
・事前学習：主成分分析のやり方をおさらいしておく 
・課題：主成分分析の変量プロット，得点プロット，主成分の解釈など実行する 

１０ 判別分析1 
・判別分析の趣旨，種々の方法を解説する 
・事前学習：分類するための数学的な手法にどのようなものがありうるか，考えておく 
・準備学習： 
・課題：講義内容を復習整理し，保有している知識と結びつける 

１１ 判別分析2 
・線形判別分析について解説し，演習する 
・Al①を行う 
・事前学習：統計解析での分散分析について調べておく 
・講義内容を復習整理し，保有している知識と結びつける 

１２ 判別分析3 
・判別分析を実際のデータで実施する 
・Al①を行う 
・事前学習：線形判別の趣旨を理解しておく 
・課題：マハラビノス判別などについて調べる 

１３ その他の分析法 
・クラスター分析，正準判別分析，因子分析などについて解説する 
・準備学習：ここまでで学んだ分析法の意味を，おさらいをておく 
・課題：クラスター分析などの実施例を調べてみる． 

１４ 非数量データの解析，多変量解析の分析法の分類 
・数量化理論について解説する 
・Al①を行う 
・準備学習： 
・課題：多変量解析の各手法は，何のためにデータをどう加工することなのか考察する 

１５ まとめと総合演習 
・まとめと総合演習 

授業形態 講義と演習による 
アクティブラーニング：①:10回,②:0回,③:回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 a）分散分析，重回帰分析，判別分析，主成分分析，因子分析，クラスター分析の考えかたがわかり，目的に応
じた分析法は何かがえらべる． 
b) 重回帰分析，判別分析，主成分分析について分析結果の読み方がわかる． 
c）与えられたデータの重回帰分析，判別分析，主成分分析が出来る. 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポートと総合演習の成果で総合的に評価する．演習・課題は解説を行いフィードバックする。 

評価基準 秀：１００～90 
優：89～８０ （a）～（ｃ）達成
良：７９～70  2項目達成 
可：69～60 （ｃ）達成 
不可：59以下 

教科書・参考書 教科書：別途連絡 
参考書：「実習 多変量解析入門」 技術評論社 

履修条件 「確率統計/演習」「統計解析」に合格していることが望ましい． 
履修希望者が多いときには履修制限をすることがある． 

履修上の注意 演習の際にはエクセルを使えるPCを持ってくること. 

準備学習と課題の
内容 

初回までにシラバスをよく読んで目的，内容を良く把握しておくこと． 
また，講義の際の次回内容の予告に基づき，テキストをよく読んで， 
毎回2時間以上の準備しておくこと． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:25％,関心･意欲:20％,態度:5％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

代数学 C4-CD50-30 

Algebra 

科目コード： 19310 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本講義では、初等整数論の内容を復習した後、同値類及び商集合等の概念を学ぶ。そして、代数学の有用な概
念である群・環・体を具体例を用いた演習を通じて学び、準同型定理を始めとする代数学の基礎的な定理を理
解する。特に、符号・暗号理論で利用する多項式環及び有限体に関する計算方法を修得する。 
本講義の内容は、3年の符号・暗号理論１の講義を理解する上で重要になる。 

授業計画 １ 基礎概念(集合・関数・置換) 
教科書1.1集合を説明する。教科書1.2関数について単射・全射・全単射の概念，置換の概念を説
明する。 
・教科書P.5積集合についてAL①を行う． 
準備学習：１）教科書P.5の問を見て、答えを考えてくること
課題：１）教科書P.5の問の答えを解説する（AL③） 

２ 基礎概念２（ユークリッドの互除法と合同式） 
ユークリッドの互除法，拡張ユークリッドの互除法を解説し，合同式を解説する。 
・合同式について、AL①を行う。 
準備学習：１）5で割ると2余る整数aを考える。また、整数bがあり、aとbの積を5で割ると1余る
とする。整数bはどのような数か考えてくること。 
課題：１）5で割ると2余る整数aを考える。また、整数bがあり、aとbの積を5で割ると1余るとす
る。整数bはどのような数か、一般的に書き下して解説する（AL③） 

３ 基礎概念３（合同式と同値関係・同値類） 
教科書1.3.4合同式，教科書1.3.5同値関係と同値類を解説する． 
・P.40の最下部の例についてAL①を行う。 
準備学習：１）P.40の最下部の例について、加法や乗法が合同関係と両立することを確認してく
ること 
課題：１）P.40の最下部の例について、加法や乗法が合同関係と両立することを解説する（AL 
③） 
置換群と対称群の例を直感的に説明する。 

４ 群１ 
教科書2.1合同と変換，教科書2.2変換と同値関係，教科書2.3置換群と同値関係，コーシー・フロ
ベニウスの補題について説明する． 
・P.59の回転テーブルでのお皿の並べ替えの例についてAL①を行う． 
準備学習：１）３つのものを並べ替える方法は何通りあるか。また、３つのものを回転テーブル
上で正三角形の各頂点に置くことを考え、回転して同じになる置き方は区別しないとすると、３ 
つのものの置き方は何通りあるか考えてくること。                                    
２）上記の問題について解説する。（AL③） 

５ 群２ 
教科書2.4一般の群、について群の公理と合わせて説明する。巡回群、可換群、非可換群等の群の
例も合わせて解説する。 
・P.74の例についてAL①を行う． 
準備学習：１）群の公理を学習し、P.74の例４について，単位元だけからなる群について，群の
公理を満たしていることを確認してくること。                                    ２）
P.74の例４について，単位元だけからなる群について，群の公理を満たしていることを解説する
（AL③） 

６ 部分群、剰余類分解、ラグランジュの定理 
教科書2.5部分群と正規部分群について説明する。 
・P.77の最下部の例についてAL①を行う． 
準備学習：１）P.77の最下部の例について，((m),+)が(Z, +)の部分群であることの証明を考えて
くること 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択（教職「数学」は必修） 

担当教員 

足立 智子 

    

添付ファイル 
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 ２）P.77の最下部の例について，((m),+)が(Z, +)の部分群であることを解説する（AL③） 
７ 正規部分群と商群 

部分群が正規部分群となるための条件を説明する。商群の定義を示す。 
・教科書P.83の最初の「例」についてAL①を行う． 
準備学習：１）教科書P.83の最初の「例」の中で、H+1やH+2という表現が出てくる。これらは集
合である。どのような集合なのか、実際に中身を列挙してみてくること。 
課題：１）教科書P.83の最初の「例」の中で、H+1やH+2という表現が出てくる。これらは集合で
ある。どのような集合なのか、実際に中身を列挙して解説する。 

８ 群の準同型定理 
群の準同型、同型の概念を紹介する。群の準同型定理とその意味を解説する。 
・P.84の例２についてAL①を行う。 
準備学習：１）P.84の例２について、m=3の時、実際にΨ(5)，Ψ(7)を求めてみよ． 
課題：１）P.84の例２について、m=3の時、実際にΨ(5)，Ψ(7)がどのようになるか解説する（AL 
③） 

９ 環の公理 
可換環の公理を紹介し、具体例として有理整数環及び体上の多項式環を比較する。単元, 約元, 
倍元, 素元の概念を説明する。 
・P.96にかかれている環の公理についてAL①を行う． 
準備学習：１）P.97の例１が環である証明を考えておくこと
課題：１）P.97の例１が環である証明を解説する（AL③） 

１０ 整域 
零因子、整域、ユークリッド整域の概念を解説する。 
・P.103，事実６の簡約法則についてAL①を行う． 
準備学習：１）P.103の事実６の証明を理解しておくこと                     ２）
P.104の体の公理を読み，環との違いを理解しておくこと                 ３）P.107の
例１に示される代数系がユークリッド整域であることの証明を考えておくこと 
課題：P.107の例１にしめされる代数系がユークリッド整域であることの証明を解説する（AL③） 

１１ 商環 
イデアル・単項イデアル・商環を解説する。 
・P.124，例１についてAL①を行う 
準備学習：１）P.124の例１がイデアルであることを証明する方法を考えてくること
課題：１）P.124の例１がイデアルであることの証明を解説する（AL③） 

１２ 体 
体の公理と体の基本的性質について説明する。 
・P.136，体の公理についてAL①を行う． 
準備学習：１）P.136の例１，例２について，体であることの証明を考えてくること 
課題：１）P.136の例１，例２について，体であることの証明を簡単に解説する（AL③） 

１３ 新しい体の構成 
教科書4.2新しい体の構成について説明する。 
・P.144の第３段についてAL①を行う． 
準備学習：１）P.144の第３段について，（ア），（イ）が結合法則と交換法則を満たすことの証
明を考えてくること 
課題：１）P.144の第３段について，（ア），（イ）が結合法則と交換法則を満たすことの証明を
解説する（AL③） 

１４ 商環による体の拡大 
教科書4.2.4商環による体の拡大について説明する． 
・P.153定理２について、AL①を行う． 
準備学習：１）P.153の定理２について、体Kとして具体的に１つ例を想定して、この定理が何を
意味するのかについて考えてくること 
課題：１）P.153の定理２について、体Kとして具体的に１つ例を想定して、この定理が何を意味
するのかについて解説する（AL③） 

１５ 有限体 
教科書4.3有限体について説明する． 
・教科書P.160有限体について、AL①を行う。 
準備学習：１）P.160の有限体、位数、標数の定義について理解してくること 
課題：１）P.160の有限体、位数、標数の定義について解説する（AL③） 

授業形態 講義・演習 
アクティブラーニング：①:15回,②:0回,③:14回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 1) 拡張ユークリッド互除法を用いて不定方程式を解くことができる。 
2) 群・環・体の公理を満たすもの及び満たさないものを具体例で示すことができる。 
3) 商群の例を示すことができる。 
4) コーシー・フロベニウスの補題を用いた数え上げができる。 
5) 準同型定理の例を示すことができる。 
6) 有限体の例を示すことができる。 

評価方法・フィー
ドバック 

レポート・課題30％、試験70％で総合評価する。課題は解説を行いフィードバックする。 
試験は定期試験として行うことを基本とするが、状況により15回の講義中に行うなど別の形で実施する場合も 
ある。 

評価基準 試験及びレポート・課題の総合点で評価する。評価基準は
秀：1)～6)を達成している。総合点 100～90点 
優：1)～5)を達成している。総合点 89～80点
良：1)～4)を達成している。総合点 79～70点
可：1)～3)を達成している。総合点69～60点 
不可：その他 総合点59～0点 

教科書・参考書 教科書：野崎 昭弘『なっとくする群・環・体』講談社 

履修条件 １年次の線形代数/演習を受講し単位を修得していること。 

履修上の注意 レポート・課題は必ず提出すること。 
全員教科書を購入しており、講義中や事前学習の際に参照できることを前提として講義をすすめる。 
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 また、iLearn@SISTなどのシステム上で、小テストや課題を出したり伝達事項を伝えることがあるため、よく注 
意すること。 

準備学習と課題の 
内容 

1年次に学んだ線形代数の復習をすること。 
授業ごとに2時間以上の復習を欠かさないこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解：40％,思考・判断：30％,関心･意欲：10% 態度：10％,技能・表現：10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

数値解析１ C5-D51-30 

Numerical Analysis 1 

科目コード： 19340 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 微分積分，線型代数で学んだ基礎数学知識を土台に，コンピューターにおける浮動小数点数を用いた「数値計
算」の初歩的な知識を習得することを目的とする。高性能な計算が実行できるソフトウェアを通じて最先端の 
科学技術計算の土台についての理解も深める。 

授業計画 1 数値計算とは？ 
数値計算とは何か，どのような環境で実現するのかを，数値積分を例に解説
AL①② 
準備学習：教科書・第1章の内容を理解すること。必要に応じて微分積分，線形代数の復習を行う
こと。 
課題 ：第1章の練習問題および演習問題を解く。 

2 実数と浮動小数点数演算 
実数の近似としての浮動小数点数形式，IEEE754形式
AL①②③ 
準備学習：教科書・第2章の内容を理解すること。 
課題 ：第2章の練習問題および演習問題を解く。 

3 Pythonプログラミング 
浮動小数点数演算では不可避な丸め誤差と桁落ち現象をPythonスクリプトで確認
AL①②③ 
準備学習：教科書・第3章の内容を理解すること。 
課題 ：第3章の練習問題および演習問題を解く。 

4 初等関数の計算法(1/2)         
Horner法，Newton法に基づく平方根計算
AL①②③ 
準備学習：教科書・第5章前半の内容を理解すること。 
課題 ：第5章前半の練習問題および演習問題を解く。 

5 初等関数の計算法(2/2)       
Taylor展開に基づく初等関数の計算法
AL①②③ 
準備学習：教科書・第5章後半の内容を理解すること。 
課題 ：第5章後半の練習問題および演習問題を解く。 

6 基本線型計算        
Pythonでの基本線計算の方法
AL①②③ 
準備学習：教科書・第6章の内容を理解すること。 
課題 ：第6章の練習問題および演習問題を解く。 

7 直接法による連立一次方程式の解導出                                                
LU分解法とそのバリエーション，条件数の定義と，連立一次方程式の解に含まれる誤差の評価
AL①②③ 
準備学習：教科書・第7章の内容を理解すること。 
課題 ：第7章の練習問題および演習問題を解く。 

8 非線型方程式の解導出(1/2)                                   
1次元問題に対するNewton法，Autogradパッケージを用いた自動微分
AL①②③ 
準備学習：教科書・第10章前半の内容を理解すること。 
課題 ：第10章前半の練習問題および演習問題を解く。 

9 非線型方程式の解導出(2/2) 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択（教職「数学」は選択） 

担当教員 

幸谷 智紀 

    

添付ファイル 
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 多次元問題に対するNewton法
AL①②③ 
準備学習：教科書・第11章後半の内容を理解すること。 
課題 ：第11章後半の練習問題および演習問題を解く。 

10 行列の固有値問題 
行列の固有値・固有ベクトルの導出方法
AL①②③ 
準備学習：教科書・第9章の内容を理解すること。 
課題 ：第9章の練習問題および演習問題を解く。 

11 多項式補間 
補間の考え方，Lagrange補間，Newton補間公式の考え方
AL①②③ 
準備学習：教科書・第11章の内容を理解すること。 
課題 ：第11章の練習問題および演習問題を解く。 

12 数値微分と数値積分 
微分の定義に基づく数値微分公式の導出，多項式補間に基づく定積分の近似計算
AL①②③ 
準備学習：教科書・第12章の内容を理解すること。 
課題 ：第12章の練習問題および演習問題を解く。 

13 常微分方程式の初期値問題(1/2) 
常微分方程式の基本と近似解法
AL①②③ 
準備学習：教科書・第13章前半の内容を理解すること。 
課題 ：第13章前半の練習問題および演習問題を解く。 

14 常微分方程式の初期値問題(2/2) 
様々な常微分方程式の解導出
AL①②③ 
準備学習：教科書・第13章後半の内容を理解すること。 
課題 ：第13章後半の練習問題および演習問題を解く。 

15 まとめ 
本講義のまとめと最終試験
AL①③ 
準備学習：教科書・第1～13章の内容を復習し理解すること。 
課題 ：第1～13章の内容に即した最終試験を解く。 

授業形態 初回を除いてすべてExcelとPythonをインストールしたNote PCを用いて実習込の講義を行う。講義の最後には
必ず小テストを行い，講義の理解度を確認する。 
アクティブラーニング：①:15回,②:14回,③:14回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回・・・講義中に受講生を指名し，定
義の確認，問題の解答を求める（AL①に相当）。小テスト（本日の課題）解答時には互いに相談も可とし(AL 
②)，小テストの解説は次回の講義冒頭で行う（AL③)。 

達成目標 (1) 浮動小数点演算の基本と丸め誤差を理解している 
(2) 連立一次方程式の解法のアルゴリズムを理解している 
(3) 非線型方程式の解法のアルゴリズムを理解している 
(4) 多項式補間，数値微分法・積分法のアルゴリズムを理解している 
(5) 常微分方程式の初期値問題解法のアルゴリズムを理解している 
(6) 上記(1)～(5)をPythonを用いて実装できる 

評価方法・フィー
ドバック 

評価方法：最終試験50%，レポート課題50%で評価する。但し，最終試験が60点未満(100点満点)，もしくは，重
要なレポート課題が未提出である場合，単位付与は行わない。 
フィードバック方法：毎回の小テストは内容確認の上，次の週に押印して返却する。 

評価基準 総合評価：100～90を秀(達成目標(1)～(6)), 89～80を優((1)～(5)), 79～70を良((1)～(4)), 69～60を可((1) 
～(3))、59点以下を不可とする。 

教科書・参考書 教科書 : 幸谷智紀「Python数値計算入門」（講談社) 
講義で使用するPythonスクリプトはGithubを介して配布している。 

履修条件 II類「微分積分／演習」・「線形代数／演習」，III類「プログラミング入門」を履修していることを必須条件 
とする。更に「応用線形代数」を履修していることが望ましい。 

履修上の注意 PythonとNumPy & SciPyをインストールしたパソコンを持参すること。 
平日昼休みをオフィスアワー(＠543研究室）とする。 

準備学習と課題の
内容 

①講義開始前に教科書を読み，内容について予習してくること。 
②小テストを講義時間内に提出できない場合は，次の講義までに解答し，講義開始時に提出すること。 
③予習・復習それぞれ1時間程度行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:４０％,思考・判断:３０％,関心･意欲:１０％,態度:１０％,技能・表現:１０％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

数値解析２ C6-D52-30 

Numerical Analysis 2 

科目コード： 19350 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 数値解析１で学んだPythonによる数値計算のスキルを用い，近年普及し一般化しつつある人工知能(AI)，特に
深層学習(Deep Learning)技術を習得する。フルスクラッチから構築されたDeZero(斎藤康毅・作)を使用し，深
層学習に必要となる微分積分・線形代数の知識を復習しつつ下記の(1)(2)を通じて深層学習の概要を掴む。そ
の後，TensorFlow(Google)を用いて(2)と(3)を実行する手法を学びつつ，アクティブラーニング形式も取り入
れていく。 
(1)深層学習の理論とPythonによるDeZeroの実装
(2)画像の分類 
(3)自然言語処理 

授業計画 1 深層学習とPythonプログラミング 
講義の概要と深層学習の事例をデモを交えながら解説する。また，Windows環境におけるPythonプ
ログラミングが可能かどうかの確認を行う。 
AL①② 
準備学習：当該回のスライド資料を読み，内容を確認して理解すること。
課題 ：当該回のスライド資料に記述した課題を解くこと。 

2～4 DeZeroの作成 
ニューラルネットワーク(NN)の基礎が線形代数・微分積分の土台の上にあることを理解し，前進
計算・後退誤差伝播の実装を行う。 
AL①②③ 
準備学習：当該回のスライド資料を読み，内容を確認して理解すること。
課題 ：当該回のスライド資料に記述した課題を解くこと。 

5～6 画像の分類 
深層学習の応用としてしては一番ポピュラーな画像の分類問題を取り上げ，その結果について考
察を行ってレポートを作成する。 
AL①②③ 
準備学習：当該回のスライド資料を読み，内容を確認して理解すること。
課題 ：当該回のスライド資料に記述した課題を解くこと。 

7～9 TensorFlowの基礎と応用                                                      
TensorFlowの使い方を画像分類などを通じて学習する。また，DeZeroと同じ画像の分類問題を実
行して，結果の類似性や差異を調べる。 
AL①②③ 
準備学習：当該回のスライド資料を読み，内容を確認して理解すること。
課題 ：当該回のスライド資料に記述した課題を解くこと。 

10～13 自然言語処理の基礎 
自然言語処理の基礎的事項（コーパス，意味理論など）を学び，テキスト処理の基盤的スクリプ
トを作成してカウントベースの言語処理を行う。最後に，Word2Vecを実装する。 
AL①②③ 
準備学習：当該回のスライド資料を読み，内容を確認して理解すること。
課題 ：当該回のスライド資料に記述した課題を解くこと。 

14-15 自然言語処理の応用 
英語と日本語のコーパスを土台として，Word2Vecによる自然言語処理を行い，その結果について
考察を行ってレポートを作成する。 
AL①②③ 
準備学習：当該回のスライド資料を読み，内容を確認して理解すること。 
課題 ：当該回のスライド資料に記述した課題を解くこと。 

授業形態 Pythonプログラミングと実践を通じて、講義内容の理解を深める。 
アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:14回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回・・・講義中に受講生を指名し，定 

 義の確認，問題の解答を求める（AL①に相当）。小テスト（本日の課題）解答時には互いに相談も可とし(AL 
②)，小テストの解説は次回の講義冒頭で行う（AL③)。 

達成目標 1. 深層学習に必要となる微分積分・線形代数の基礎理論を理解している。 
2. 深層学習に必要となる数値計算をPythonで実行でき，その内容を理解している。 
3. 深層学習プロセスを理解し，Pythonで実行できる。 
4. 深層学習を画像の分類，自然言語処理に応用できる。 
5. 1～4のテクニックを駆使して同種の問題をPythonによる実装で解決できる。 

評価方法・フィー
ドバック 

評価方法：最終試験50%，レポート課題50%で評価する。但し，最終試験が60点未満(100点満点)，もしくは，重
要なレポート課題が未提出である場合，単位付与は行わない。 
フィードバック方法：小テスト，レポート課題は内容確認の上，押印して返却する。 

評価基準 総合評価：100－90(達成目標1～5)：89－80(1～4)：79－70(1～3)：69－60(1～2)：60 未満をそれぞれ秀: 
優：良 
：可：不可 とする。 

教科書・参考書 教科書は使用せず，下記参考書に沿った内容のPowerPoint資料とサンプルプログラムのみを用いて行う。
参考書：斎藤康毅「ゼロから作るDeep Learning」「同 2」「同 3」オライリージャパン 
参考URL: TensorFlow https://tensorflow.org/ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択（教職「数学」は選択） 

担当教員 

幸谷 智紀 

    

添付ファイル 
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履修条件 １．「数値解析１」を履修し合格していること。また，Pythonのプログラミングにある程度精通しているこ
と。 
２．「OS(UNIX)」「応用線形代数」を履修していることが望ましい。 

履修上の注意 Windows環境におけるPython環境が必要になるため，コマンドライン操作にある程度精通していることが望まし 
い。 

準備学習と課題の 
内容 

Pythonプログラミングを行うので，必要に応じて各自予復習しておくこと。深層学習の学習プロセスに時間を 
要することもあるので，十分な学習時間を確保すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:４０％,思考・判断:３０％,関心･意欲:１０％,態度:１０％,技能・表現:１０％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

関数論 C6-D53-50 

Complex Analysis 

科目コード： 19300 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 複素数の演算を理解し，実関数を複素関数に拡張するための理路を学ぶ。その延長線上で複素解析のごく基礎 
的な知識を身につける。 

授業計画 １ 序論 
本講義の目標，数の体系の復習，複素数の基本演算
AL①② 
準備学習：教科書・第1～2章の内容を理解する。 
課題 ：第1～2章の練習問題および演習問題を解く。 

２ 複素数の基本演算とMATLABの基本 
複素数の基本演算とMATLABの使い方
AL①②③ 
準備学習：教科書・第3章の内容を理解する。 
課題 ：第3章の練習問題および演習問題を解く。 

３ 複素数の極座標表示 
極座標表示の考え方とGauss平面への応用
AL①②③ 
準備学習：教科書・第4章の内容を理解する。 
課題 ：第4章の練習問題および演習問題を解く。 

４ de Moivreの公式・Eulerの公式 
de Moivreの公式の導出とEulerの公式への拡張
AL①②③ 
準備学習：教科書・第5章 5.1～5.2の内容を理解する。 
課題 ：第5章 5.1～5.2の練習問題および演習問題を解く。 

５ 1のn乗根 
正n角形として表現できる1のn乗根
AL①②③ 
準備学習：教科書・第5章 5.3の内容を理解する。 
課題 ：第5章 5.3の練習問題および演習問題を解く。 

６ 複素数の平方根 
極座標表示に基づく平方根の定義
AL①②③ 
準備学習：教科書・第5章 5.4の内容を理解する。 
課題 ：第5章 5.4の練習問題および演習問題を解く。 

７ 複素指数関数                
Eulerの公式に基づく指数関数の定義
AL①②③ 
準備学習：教科書・第5章 5.5の内容を理解する。 
課題 ：第5章 5.5の練習問題および演習問題を解く。 

８ 複素三角関数 
複素指数関数に基づく複素三角関数の定義
AL①②③ 
準備学習：教科書・第6章.6.1の内容を理解する。 
課題 ：第6章 6.1の練習問題および演習問題を解く。 

９ 複素対数関数 
対数関数の定義とRiemann面に基づく関数化
AL①②③ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択（教職「数学」は必修） 

担当教員 

幸谷 智紀 

    

添付ファイル 
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 準備学習：教科書・第6章 6.2の内容を理解する。 
課題 ：第6章 6.2の練習問題および演習問題を解く。 

１０ 複素代数方程式の解法 
複素数の平方根を用いた2次方程式の解の公式の導出，n次代数方程式の解計算
AL①②③ 
準備学習：教科書・第7章の内容を理解する。 
課題 ：第7章の練習問題および演習問題を解く。 

１１ 正則関数 
正則関数の定義
AL①②③ 
準備学習：教科書・第8章 8.1の内容を理解する。 
課題 ：第8章 8.1の練習問題および演習問題を解く。 

１２ 複素関数の微分 
実関数の微分・偏微分，複素関数の微分
AL①②③ 
準備学習：教科書・第8章 8.3～8.4の内容を理解する。 
課題 ：第8章 8.3～8.4の練習問題および演習問題を解く。 

１３ Newton法とフラクタル                       
Newton法の考え方とNewton法に基づくJulia集合の描画
AL①②③ 
準備学習：教科書・第8章 8.6の内容を理解する。 
課題 ：第8章 8.6の練習問題および演習問題を解く。 

１４ 複素関数の積分(1/2) 
線積分の復習と複素平面上の積分の定義
AL①②③ 
準備学習：教科書・第9章の内容を理解する。 
課題 ：第9章の練習問題および演習問題を解く。 

１５ 複素関数の積分(2/2) 
Cauchyの積分定理
AL①②③ 
準備学習：教科書・第10章の内容を理解する。 
課題 ：第10章の練習問題および演習問題を解く。 

１６ 定期試験 

授業形態 基本的には講義と演習を交互に実施し，理解度を確認するすための小テストを毎回実施する。コンピューター
を用いた演習も行う。 
アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:14回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回・・・講義中に受講生を指名し，定
義の確認，問題の解答を求める（AL①に相当）。小テスト（本日の課題）解答時には互いに相談も可とし(AL 
②)，小テストの解説は次回の講義冒頭で行う（AL③)。 

達成目標 (1) 複素数の四則演算ができること 
(2) Gauss平面における複素数の極座標の意味を理解し，図として表現できること 
(3) 複素初等関数の定義を理解し，全て実数関数の拡張になっていることを説明できること 
(4) 正則関数の微分を，具体的な計算として実行できること 
(5) 複素関数の積分を，具体的な計算として実行できること 
(6) 上記(1)～(5)をMATLAB等のプログラミング言語を使って計算できること 

評価方法・フィー 
ドバック 

評価方法：毎回課す小テストの結果（20％）と，定期試験の結果（80％）を加味して成績を決定する。 
フィードバック方法：小テストは次回講義時までに内容を確認し，その結果を押印して返却する。 

評価基準 単位認定は，定期試験の得点が60点以上，講義時に毎回課す小レポートの提出回数(少なくとも80%以上)と得点
(5段階評価)，中間レポートの得点を加算して決定する。 
秀：100～90((1)～(6)達成)、優：89～80((1)～(5)達成)、良：79～70((1)～(4)達成)、可：69～60((1)～(3) 
達成)、不可：59以下） 

教科書・参考書 教科書：幸谷智紀「初歩からのFFT」(SIST) 

履修条件 微分積分に関する科目を履修していること。 

履修上の注意 初回を除いてMATLABをインストールしたNote PCを使うので準備しておくこと。 
平日昼休みをオフィスアワーとする。 

準備学習と課題の 
内容 

あらかじめ講義内容を予習しておくこと。特に実関数の微分積分の内容を復習しておくこと。 
授業ごとに2時間以上の復習を欠かさないこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:４０％,思考・判断:３０％,関心･意欲:１０％,態度:１０％,技能・表現:１０％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

データサイエンス入門 C2-A54-50 

Introduction to data science 

科目コード： 20710 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 今日，人や社会の活動に関する大量のテータを容易に分析できるようになり，またコンピュータの計算能力の
向上によって，人や社会の活動をシミュレーションすることも可能になってきた．本授業ては， 二年次「デー
タサイエンス演習1・2」，三年次『データサイエンス特別演習1・2』の布石であるデータサイエンス（以下， 
DSと略記）に関する基礎を学ぶ．DS・AIを活用することの「楽しさ」や「学ぶことの意義」を講義と演習によ 
り醸成し，次のより発展した内容の学修への意欲向上・動機付けとなるような授業を志す． 

授業計画 1 授業の位置づけ，DSとは？社会におけるデータ・AI利活用について 
・データ利活用に関し，社会で起きている変化と活用データ，DS（AIを含む）の活用領域，事
例，そのための科学や技術，最新の動向を説明し，学修への意欲向上と動機付けにする． 
課題: DS・AIの活用例を少なく3つ探し，全体でA4用紙1枚にまとめ，提出．(AL ④) 

2 データリテラシとデータ・AI利活用における留意事項 
・データリテラシ（入手，把握，視覚化，分析）に関する説明と演習． 
・社会調査に必要なので，アンケートとクロス集計を説明，演習． 
準備学習: データ・AI利活用における留意事項についてのリサーチ 
課題: Excelによる統計処理，視覚化（グラフ作成），簡単な統計処理 

3 DS・AI用言語 Python 入門 ①: 実行環境構築，簡単なPython プログラミング 
・Anaconda をインストールし，Jupyter Notebook を立ち上げ，Python によるプログラミング演
習ができるような環境設定を行う (AL③により学生には事前に設定してもらい，授業ではトラブ
ル処理と追加説明を行う．AL②により，学生同士でのトラブル解決を促進する)． 
準備学習: Google Colaboratory についてのリサーチとGoogle アカウントの獲得 
課題: Anaconda のインストールと Jupyter Notebook の立ち上げ．簡単な Python プログラムの
実行 

4 DS・AI用言語 Python 入門 ②: 式の計算，変数，代入，関数定義 
・式の計算，変数，代入，関数定義に関する基礎を説明し，演習を行う（AL ①～④を行う）． 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

5 課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 
・条件分岐と繰り返し構造に関する基礎を説明し，演習を行う（AL ①～④を行う）． 
・少し高度な問題を出題（必須課題とはしない） 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

6 DS・AI用言語 Python 入門 ④: Python におけるデータ型 
・データ型に関する基礎を説明し，演習を行う（AL ①～④を行う）． 
・少し高度な問題を出題（必須課題とはしない） 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

7 データ分析の基礎と基礎統計 ①: Python によるデータリテラシ（入手，把握，視覚化，分析） 
・Python によるデータの入手，グラフ化，データの把握，統計処理の手法を説明し，（AL ①～ 
④を行う）．クロス集計についても説明，演習． 
・NumPy, Matoplotlib の演習を行う． 
・少し高度な問題を出題（必須課題とはしない） 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

8 データ分析の基礎と基礎統計 ② Python による統計処理と視覚化（NumPy, Pandasを利用） 
・Python による統計処理と視覚化の基礎を説明し，演習を行う（AL ①～④を行う）． 
・少し高度な問題を出題（必須課題とはしない） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年集中 １ ２ 選択 

担当教員 

富樫 敦、水野 信也 

    

添付ファイル 
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 準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

9 データ分析の基礎と基礎統計 ③ 相関係数と回帰分析 
・散布図，相関係数，回帰分析の基礎と具体的な手法を説明し，（AL ①～④を行う）． 
・Scikit-learn を利用 (全体概要を理解する．) 
・少し高度な問題を出題（必須課題とはしない） 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

10 代表的な統計分析・機械学習の手法と実践演習 ① クラスタリングとロジスティック回帰 
・クラスタリングとロジスティック回帰の直感的概念と具体的な手法を説明し，（AL ①～④を行
う）． 
・Scikit-learn を利用 
・少し高度な問題を出題（必須課題とはしない） 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

11 代表的な統計分析・機械学習の手法と実践演習 ② 決定木・ランダムフォレストとSVM 
・決定木・ランダムフォレストとSVMの直感的概念と具体的な手法を説明し，（AL ①～④を行
う）． 
・Scikit-learn を利用 (全体概要を理解する．) 
・少し高度な問題を出題（必須課題とはしない） 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

12 代表的な統計分析・機械学習の手法と実践演習 ③ ニューラルネットワーク 
・散布図，相関係数，回帰分析の基礎と具体的な手法を説明し，（AL ①～④を行う）． 
・Scikit-learn を利用 (全体概要を理解する．) 
・少し高度な問題を出題（必須課題とはしない） 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

13 AI・機械学習の活用実践 ① Deep Learning による年間平均気温と素数の学習 
・Deep Learning，特に全結合ネットワークの適用例として，年間平均気温や素数の学習を行い， 
予測評価を通して，Deep Learning の理解を深める（AL ①～④を行う）． 
・TensorFlow, Kerasを利用 
・少し高度な問題を出題（必須課題とはしない） 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

14 AI・機械学習の活用実践 ② Deep Learning による手書き文字と簡単な画像の学習 
・画像に特化した適用例として，手書き文字認識や簡単な画像の学習と分類評価通して，Deep 
Learning の理解，特に畳み込みネットワークの理解を深める（AL ①～④を行う）． 
・TensorFlow, Keras, MNIST, CIFAR-10を利用 
・少し高度な問題を出題（必須課題とはしない） 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

15 AI・機械学習の活用実践 ③ OpenCVによる画像処理と顔検出 
・画像処理への応用として，OpenCV を使った画像処理の基礎と顔や目の検出を通して，画像分野
の特徴抽出に関する理解を深める（AL ①～④を行う）． 
・OpenCVを利用 
・少し高度な問題を出題（必須課題とはしない） 
準備学習: 当該範囲の事前学習（範囲項目を事前に指示する） 
課題: 当該範囲の演習問題（2～3問程度）の解答プログラムと簡単な説明 

授業形態 教科書，教材（プログラムを含むデジタル教材）を用いた講義と演習． 
アクティブラーニング：①: 13回，②: 14回，③: 14回，④: 14回，⑤: 0回，⑥: 0回 

達成目標 1．データサイエンスとはどのような学問で，かつその活用事例を説明できる．（基礎） 
2．Python でデータの視覚化を含む20行程度のプログラムで問題を解決することができる．(基礎) 
3．機械学習の個々の手法について，直感的に説明することができる．(標準) 
4. Deep Learning がどのような方法で学習し，予測と分類を行うかを直感的に説明することができる．(標

準) 
5. Scikit-learn，TensorFlow，Keras で書かれた機械学習アルゴリズムの振る舞いを説明することができ

る．(応用) 
6．既存のプログラムを参照しながら，独自に機械学習のプログラムを作成することができる．(応用) 

評価方法・フィー 
ドバック 

・授業内で行う演習の発表と提出課題（50％）と，ひとまとまり毎で行う確認小テスト（50％）で評価する． 
課題，確認小テストについては，その場で模範解答を示し，さらなる理解向上に務める 

評価基準 秀（1～6）：90 点以上，優（1～5）：89 ～ 80 点，良（1～4）：79 ～ 70 点，可（1～3）（69 ～ 60 点， 
不可：59 点以下．ただし，カッコ（ ）内の数字は，達成目標の項目を示す． 

教科書・参考書 教科書：富樫敦「プログラミング – Python によるアルゴリズムと問題解決」コロナ社，電子情報通信学会， 
レクチャーシリーズ ，電子教材を配布する． 
参考書： その都度指示する． 

履修条件 線形代数，確率統計の知識が必要である．コンピュータ入門，プログラミング入門，インターネットと情報倫 
理の科目履修が望ましい． 

履修上の注意 ・授業前に課せられた課題を解いてくること． 
・コンピュータによる演習を行うため，コンピュータとイーサーケーブルを持参すること． 

準備学習と課題の
内容 

・授業計画中に記載されている「準備学習」の内容を必ず行うこと (成績に反映します)． 
・授業計画中に記載されている「課題」の内容を必ず行うこと．「課題」のレポートは次回の講義までに（電 
子的に）回収する． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解(DP1): 60％，思考・判断(DP2): 10％，関心･意欲(DP3): 10％，態度(DP4): 10％，技能・表現
(DP5): 10％ 

DP1 知識・理解  
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DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

ＯＳ(ＵＮＩＸ) C3-BC55-30 

OS(UNIX) 

科目コード： 19360 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ネットワーク上で重要な位置を占める各種サーバーの標準的OSになっているUNIXについて学ぶ。ＯＳの３要素
であるユーザ管理、ファイル管理、実行管理をコマンド操作を通じて体得する。Webサーバーの構築や電子メー
ルの運用やを行うために知っておくべき事項が含まれる。システム管理を行う場合、アイコンによる操作では
なく、コマンドによって操作することも必要になる。またより深くＯＳを学習する場合もコマンド操作が適し 
ている。また現在サーバ環境で利用されているLAMP環境を、AWSを用いて各自構築できることを目指す。 

授業計画 1 UNIXの歴史とUNIXの概要 

AL④ UNIXの系統、いろいろなUNIX、UNIXが活躍している場所、シェルの概要 

2 実習環境初期設定とコマンドの基本(1) 
AL④ 基本的なコマンド、標準入出力、パイプ、バックグラウンドでの実行、ファイル名、ファイ
ルの種類、UNIXのディレクトリ構造、パス名、その他 

3 コマンドの基本(2) 

AL④ 所有者、グループ、lsコマンド、chmodコマンド、移動、コピー、削除、その他 

4 コマンドの基本(3) 

AL④ findコマンド、grepコマンド、データベース設定、wordpressのインストール 

5 サーバ構築(1) 

AL④ サーバの仮想化、仮想化ソフトウエア、クラウド環境、LAMP環境について 

6 サーバ構築(2) 

AL③ ネットワーク設定、webサーバインストール、コマンドの確認 

7 サーバ構築(3) 
AL③ ユーザ発行、Basic認証 

8 サーバ構築(4) 

AL③ データベースインストールと設定、FTP接続、SHH接続 

9 サーバ構築(5) 

AL③ ディレクトリインデックス、データベースユーザ発行、wordpressインストール 

10 サーバ構築実習(1) 

AL③① サーバ構築実習(1) 

11 サーバ構築実習(2) 
AL① サーバ構築実習(2) 

12 サーバ構築実習(3) 

AL① サーバ構築実習(3) 

13 サーバ構築実習(4) 
AL① サーバ構築実習(4) 

14 サーバ構築実習(5) 

AL① サーバ構築実習(5) 

15 まとめ 

授業内容の総復習と総括 

16 試験 

  

授業形態 講義と演習を交互に行う。演習の用紙は提出してもらう。 
アクティブラーニング：①:5回,②:0回,③:5回,④:5回,⑤:0回,⑥:0回 
UNIXの概要においてAL③④、演習においてAL①を行う 

達成目標 １）UNIXの概要を理解している２）
UNIXの主なコマンドを知っている 
３）ターミナルエミュレータからsshでサーバーにログインし操作ができる
４）コマンドによってファイルやディレクトリの操作ができる       
５）シェルの概念を理解し、簡単なシェルのプログラムが作成できる 
６) サーバ環境を構築できる 
７) Linuxプログラミングが理解できる 

評価方法・フィー
ドバック 

授業時に毎回小テスト/演習を実施する。また、期末試験も行う。
小テスト/演習と期末試験を総合して評価する。 
小テストの解答は次回講義時に説明する 

評価基準 秀：１００～９０、優：１００～８０、良：７９～７０、可：６９～６０、不可：５９以下。 
達成目標1~2は小テストと期末試験にて、3~7は演習にて評価を行う 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択（教職「情報」は必修） 

担当教員 

水野 信也 

    

添付ファイル 
 

912



教科書・参考書 資料は授業中に配布する 
参考書：LINUX標準教科書（PDFファイル）LPI－Japan 
参考書：ケビンリチャード、エリックＦジョンソン著 『独習UNIX第２版』 翔泳社 
参考書：中島 能和, 濱野 賢一朗著『Linux教科書 LPICレベル1 Version5.0対応』 翔泳社 

履修条件 なし 

履修上の注意 毎回ノートパソコンを持参し、指示されたコマンドを実行しながらＯＳの動作を確認すること。 

準備学習と課題の
内容 

①初回までにシラバスを読み授業項目や目的を理解しておくこと 
②２回目以降は各授業の終わりに準備学習の内容を指示する 
③予習を含め毎回２時間以上授業外に復習をして次の授業に臨むこと 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:60％,思考・判断:10％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

アルゴリズムとデータ構造１ C3-B56-30 

Algorithms and Data Structures 

科目コード： 15880 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 アルゴリズムとデータ構造は，プログラムの設計において良いプログラムには必要不可欠な知識である．本講 
義では，プログラムで使われるデータ構造の基礎的な知識とソートアルゴリズムを中心に学ぶ． 

授業計画 1 開講説明，アルゴリズムの説明 
シラバスの確認とアルゴリズムの必要性を説明する． 
準備：シラバスを確認すること 
復習：プログラミング言語の四則演算，分岐命令，繰り返し命令の理解をしておくと良い． 

2 アルゴリズムの表現方法と評価 
アルゴリズムの記述方法として，擬似言語，フローチャートを説明する．また，計算量について
も触れる． 
準備：プログラミング言語の四則演算，分岐命令，繰り返し命令の理解をしておくと良い． 
復習：擬似言語の手順に従い，アルゴリズムを追跡すると良い． 

3 変数とデータ構造 
プログラミング言語で使用される変数とデータ構造体，関数について説明する． 
準備：変数，データ構造体，関数について調べると良い． 
復習：変数とデータ構造体を理解すると良い． 

4 スタックとキュー 
スタックの仕組みと実用例，キューの仕組みと実用例を説明する． 
準備：変数とデータ構造体を理解すると良い． 
復習：実装により，変数とデータ構造体を理解すると良い． 
レポート課題：ポインタを使ったリスト表現 

5 木構造 
木構造とその探索について説明する．レポート課題の補足解説を行う． 
準備：木構造について調べておくと良い． 
復習：リスト構造の実装を通して，変数，データ構造体，関数を理解すると良い． 

6 ヒープ構造 
ヒープ木およびデータの挿入，削除について説明する． 
準備：ヒープ木について調べておくと良い． 
復習：ヒープ木の挿入・削除の手順を確認しておくと良い． 

7 探索木 
二分探索木およびデータの挿入，削除，探索について説明する．レポート課題の模範解答とその
説明を行う． 
準備：二分探索木について調べておくと良い． 
復習：二分探索木の挿入・削除・探索の手順を確認しておくと良い． 

8 平衡二分探索木 
平衡二分探索木(AVL木)およびデータの挿入，削除について説明する． 
準備：AVL木について調べておくと良い． 
復習：AVL木の再構成について確認を行い，AVL木の条件，再構成の方法を確認すると良い． 

9 ハッシュ 
ハッシュについて，ハッシュ関数やその意義について説明を行う． 
準備：ハッシュ値，ハッシュ関数について調べておくと良い． 
復習：ハッシュと再ハッシュについて確認をすると良い． 

10 整列1(選択ソート，バブルソート，挿入ソート) 
ソートの意義と選択・バブル・挿入ソートについて説明する． 
準備：整列の方法を自分なりに考えると良い． 
復習：アルゴリズムから整列の手続きを確認すると良い． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択（教職「情報」は選択必修） 

担当教員 

高野 敏明 

    

添付ファイル 
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 11 整列2(シェルソート，ヒープソート) 
シェルソートの仕組みとヒープソートの仕組みについて説明する． 
準備：ソートの手順について確認しておくと良い． 
復習：再起の仕組みについて調べ理解を行うとともに，レポート課題に取り組むと良い． 
レポート課題：ソート法の実装と木構造の表示の実装 

12 整列3(クイックソート，マージソート) 
クイックソートとマージソートの仕組みについて説明する． 
準備：レポート課題に取り組むこと． 
復習：クイックソートとマージソートの手続きについて確認すると良い． 

13 整列4(バケットソート，基数ソート) 
バケットソートと基数ソートの仕組みについて説明する． 
準備：これまでの(比較)ソート法各種について確認しておくと良い． 
復習：各整列についてまとめると良い． 

14 グラフとオートマトン 
グラフ理論として，有限オートマトンとその行列表現について説明する． 
準備：グラフ理論(有限オートマトン)について調べておくと良い． 
復習：グラフと隣接行列，接続行列の関係を確認すると良い． 

15 総合 
1～14回の講義を振り返りながら，重要な点の再確認を行う． 
準備：これまでの講義資料を読み返しておくと良い． 
復習：定期試験に向けて，これまでの講義をまとめておくと良い． 

16 定期試験 

授業形態 講義と演習 
AL1: 2回，AL2: 12回，AL3: 0回，AL4: 2回，AL5: 0回，AL6: 0回 

達成目標 基本情報技術者試験のアルゴリズムとデータ構造の分野が理解できることが目標である．具体的には下記にあ
げる項目をについて理解できること． 
1.データの形式・構造の基礎，単語が理解できる．(基礎) 
2.各種データを指示されたアルゴリズムに従いソートすることができる．(基礎) 
3.有限オートマトンの基礎について理解できる．(基礎) 
4.示されたアルゴリズムを読解することができる . (発展) 
5.アルゴリズムを実装することができる．(発展) 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポート課題および演習(40%)，定期試験(60%)の合計により成績を評価する． 
課題については，後日解説を行う． 

評価基準 "達成目標1～5の理解度を総合して評価する． 
秀: 90点以上(1~5)，優: 80点以上(1~4)，良: 70点以上(1~3)，可: 60点以上(1~2)．不可: 59点以下とする． 
ただし，( )は達成目標の項目を指している．( )内を理解していることおよび，与えられた課題を十分にこ 
なしていることが目安である．" 

教科書・参考書 原，水田，大川 著 『アルゴリズムとデータ構造』 共立出版 

履修条件 特に条件を設けない． 

履修上の注意 課題や演習としてプログラミングを行う． 

準備学習と課題の
内容 

事前に対象回について調べると良い(1時間)． 
復習を行い理解を深め，わからない点を明らかにするよう努めること(1.5時間)． 
できる限り前回までの講義内容を自分のものにしてから次回の講義に臨むこと． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

アルゴリズムとデータ構造２ C5-B57-50 

Algorithms and Data Structures 2 

科目コード： 15890 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 1年後期 プログラミング演習，2年前期 プログラミング実践演習２，2年後期 実用プログラミング１ および実
用プログラミング２ で，関数，配列・ポインタ，構造体，クラスなどのプログラミング要素を学習した．ここ
では，それらの知識を生かし，具体的なプログラムを書くために必要なデータ構造やアルゴリズムについて講
義する． 
この科目は，情報システム開発分野の実務経験のある教員が担当する科目である． 

授業計画 1 アルゴリズムとデータ構造 
・アルゴリズム 
・計算量 
・レコード 
AL:① プログラムの作成 

2 代表的なソート 
・内部ソートと外部ソート 
・単純選択法 
・単純挿入法 
・バブルソート法 
AL:① プログラムの作成 

3 比較によらないソート法 
・バケットソート法 
・基数ソート法 
・ソートの安定性 
AL:① プログラムの作成 

4 クイックソート法 
・クイックソートの基本的な考え方 
・クイックソート法
AL:① プログラムの作成 

5 スタックとキュー 
・スタック 
・キュー 
AL:① プログラムの作成 

6 グラフ探索 
・グラフ 
・重み付きグラフ 
・グラフ探索 
AL:① プログラムの作成 

7 最短経路問題 
・ダイクストラ法（最短経路長） 
・最短経路 
AL:① プログラムの作成 

8 二分探索木 
・木構造 
・二分木 
・二分探索木 
・二分探索木のトラバーサル 
・二分木のバランス
AL:① プログラムの作成 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択（教職「情報」は選択必修） 

担当教員 

山岸 祐己 

    

添付ファイル 
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 9 線形連結リスト 
・線形連結リストの基本的な考え方 
・セル 
・セルの挿入 
・セルの削除 
AL:① プログラムの作成 

10 循環リストと重連結リスト 
・循環リストと重連結リスト 
・リストの生成 
・データの追加 
・データの挿入 
・データの削除 
AL:① プログラムの作成 

11 線形探索と二分探索 
・線形探索 
・二分探索 
AL:① プログラムの作成 

12 ハッシュ法 
・ハッシュの基本的な考え方 
・ハッシュ法 
・オープンアドレス法
AL:① プログラムの作成 

13 文字列照合 
・文字の照合 
・素朴な文字列照合アルゴリズム 
・KMP法 
・パターン照合テーブル
AL:① プログラムの作成 

14 ヒープ 
・配列による完全二分木 
・下降修復によるヒープ化 
・上昇修復 
・ヒープソート法 
AL:① プログラムの作成 

15 ファイルのソート 
・データアクセス方式 
・外部ソート 
・マージソート法 
・各ソート法の比較
AL:① プログラムの作成 

16 試験 

定期試験 

授業形態 講義を行いながら演習を実施し，課題として演習問題を出題する．時間外での努力を期待する． 
アクティブラーニング：①:15回, ②:0回, ③:0回, ④:0回, ⑤:0回, ⑥:0回 

達成目標 (a) 関数，配列・ポインタ等を利用したプログラムを書ける 
(b) 基本的なデータ構造とアルゴリズムを理解できる 
(c) 基本的なデータ構造とアルゴリズムを，C/C++によって実現できる 

評価方法・フィー 
ドバック 

定期試験 60%，課題 40% で評価する．課題は採点して返却し，結果をフィードバックする．原則として，課題 
などのフィードバックは次回以降の授業内で実施する． 

評価基準 評価基準は以下の通りとする． 
「秀」：達成目標の 90% 以上に到達している 
「優」：達成目標の 80% に到達している 
「良」：達成目標の 70% に到達している 
「可」：達成目標の 60% に到達している 
「不可」：達成目標の 60% 未満に到達している 

教科書・参考書 講義スライド 

履修条件 プログラミング実践演習２（旧：プログラミング言語）に合格している場合に履修を認める．実用プログラミ 
ング２ を履修していることが望ましい． 

履修上の注意 ノートパソコンを持参すること． 

準備学習と課題の
内容 

プログラミング演習，プログラミング実践演習２，実用プログラミング１・２ の内容を十分復習しておくこ
と． 
毎回の授業ごとに予復習には少なくとも3時間以上の時間をかけること． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％, 思考・判断:20％, 関心･意欲:15％, 態度:15％, 技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

パターン情報処理 C5-B58-30 

Pattern Information Processing 

科目コード： 19370 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 情報処理は、パターン情報処理とシンボル（記号）情報処理に分かれる。パターン情報処理は、形状、模様、
分布等の表層に現れる情報を取り扱う。パターン情報処理の基本にある符号化、圧縮、分類（クラスタリン 
グ）、認識等の技術の概略を理解した後、具体的な演習を行い、知識の定着を図る。 

授業計画 １回 パターン情報処理の概略 
情報学部カリキュラムにおける、本科目の位置付けについて説明する。 
符号化、圧縮、分類、抽出等の基本技術を概観し、パターン情報処理とはどのようなものかを理
解する。 
事前準備：パターン情報とは何か、シンボル情報（記号）との違いを調べておく。 
課題：社会でパターン情報処理がどのように応用され、使われているかを調べて見る（AL④）。 

２回 パターン照合とテキスト処理への応用 
検索などの基盤技術となるパターン照合について、代表的なKMP法、BM法の原理を理解し、簡単な
問題を解いてみる。コンピュータが文章を自動生成することば工学の分野への応用も紹介する 
（AL②）。 
事前準備：KMP法、BM法がどういうものか調べておく。 
課題：パターン照合技術は、世の中のどんなシステムで用いられているか調べてみる（AL④）。 

3回 グラフ理論 
グラフの記号表現、隣接行列表現、同型とはどういう事か、次数、半径、直径、周辺、中心、離
心数、などのグラフ理論の基本概念を理解し、重み付きグラフなども含めて応用問題を解く。ま
た、ことば工学へのグラフ理論の応用を紹介する（AL②）。 
事前準備：グラフ理論の上記の概念について予習しておく。 
課題：グラフ理論は一般社会のどのような所に応用されているか調べてみる（AL④）。 

4回 情報圧縮技術 
可逆圧縮と非可逆圧縮の違い、ランレングス符号化、ハフマン符号化、算術符号化の方法につい
て説明し、実例で計算してみる。その過程でAL②を行う。 
事前準備：可逆圧縮、非可逆圧縮、各種符号化の概略について調べておく。 
課題：どのようなファイル形式が可逆圧縮、あるいは非可逆圧縮であるか調べる。授業で扱った
以外の符号化方法があるかを調べて見る（AL④）。 

5回 セルオートマトンとライフゲーム 
一次元セルオートマトンの様々なルール、二次元セルオートマトンであるライフゲームについて
説明し、ライフゲームの動作を検証する。その過程でAL②を行う。 
事前準備：一次元セルオートマトンおよびライフゲームとはどういうものか、概略を調べてお
く。 
課題：ライフゲームで、生存条件、死滅条件などのパラメータを変化させると挙動がどうなるか
試行錯誤で調べてみる（AL④）。 

6回 一次元のパターン情報処理（テキストマイニングなど）の基本 
文書に対するデータマイニングであるテキストマイニングの最も基本的概念である単語出現頻 
度、文書の単語ベクトル化を理解し、コーディングルールに基づく単語グループの作成とその数
え上げの演習を行う（AL②）。 
準備課題：単語ベクトルとはどういうものか調べておく。 
課題：単語の出現頻度で、各国元首の性格を調べた研究がある。他にどのような事に応用されて
いるか調べてみる（AL④）。 

7回 単語の共起頻度 
テキストマイニングの基本的な概念に単語共起頻度があり、どういうものかを理解して、ネット
上の共起頻度検出ツールを使ってみる。また、単語共起データベースでもある京都大学格フレー
ムを使ってみる（AL②）。 
準備課題：単語共起頻度とはどういうものか調べておく。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択（教職「情報」は必修） 

担当教員 

四宮 友貴 

    

添付ファイル 
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 課題：共起頻度のデータベースは世の中のどのようなシステムで用いられているか調べる（AL 
④）。 

8回 Nグラム統計と相関ルール抽出                                                           
Nグラム統計の基本を理解し、簡単な計算問題を解く。相関ルール、支持度、確信度とはどういう
ものかを理解し、アプリオリアルゴリズムの原理を理解する。これも簡単な問題を解く（AL 
②）。 
準備学習：Nグラム統計と相関ルールについて、事前に調べておく。 
課題：Nグラム統計や相関ルールが世の中のどういう場面で用いられているか調べてみる（AL 
④）。 

9回 KH_Coderを用いたテキストマイニング 
幅広く使われているテキストマイニング用のフリーソフト、KH_Coderを使って、頻出語リスト作
成、KWICコンコーダンス機能の使用を試みる（AL②）。 
準備学習：KH_Coderを自分のPCにインストールし、使い方を調べてみる。 
課題：KH_Coderの処理パラメータを変えると結果がどう変化するかいろいろ試してみる（AL 
④）。 

10回 パターン分類の代表的な方法 
非階層的な分類方法の代表、k-平均法の原理、および階層的クラスタリングによるデンドログラ
ムなどを作ってみる。KH_Coderを使って、文書のクラスタリングを行う。さらに共起ネットワー
ク図を作ってみる（AL②）。 
準備学習：k-平均法について調べておく。共起ネットワーク図とはどういうものか調べておく。
課題：授業内で用いた文書以外の様々な文書について、クラスタリングや共起ネットワーク図作
成を試みる（AL④）。 

11回         二次元のパターン情報処理（画像処理）の基本 
画像は画素が縦横に並ぶものであり、色彩諧調の大小、カラーか白黒かで一画素あたり何ビット
の要領が必要か計算出来るようにする。GIMPという画像処理ソフトを使って、コントラスト調 
整、画像の補完などを体験する（AL②）。 
準備学習：GIMPをダウンロードして使えるようにしておく。 
課題：授業内で扱った以外の様々な画像についても試してみる（AL④）。 

12回 アフィン変換と画像の前処理 
画素の座標を変換する事で画像を変形するアフィン変換の原理と簡単な演習を行う。その後、二
値化、細線化、平滑化、ノイズ除去、エッジ抽出などの前処理の原理と簡単な計算を行い、GIMP 
というソフトでエッジ抽出を試してみる（AL②）。 
準備学習：これらの技術について事前に調べておく。 
課題：GIMPによるエッジ抽出で、フィルターの違いによってどのような差があるか調べてみる 
（AL④）。 

13回 画像認識のための技術 
ラベリング、輪郭追跡法、円形度などの基本技術を円周を交えて身に付ける。また高度なSIFT特
徴量やDeep Learningによる画像認識の原理を理解し、実際に画像認識サイトを使ってその精度を
確かめる（AL②）。 
準備学習：これらの技術について事前に調べておく。 
課題：授業内に行った画像以外にも様々な画像を認識サイトで確かめてみる（AL④）。 

14回 画像処理のプログラミング                                                            
HSP言語を用いて、画像の拡大、縮小、コントラストの調整、白黒反転など、画像処理ソフトで行 
えるいくつかの変換について、自前のプログラミングで行ってみる。オリジナルな画像処理ソフ
トを作成する事になる（AL②）。 
準備学習：HSP言語のインストール、どのようなコマンドがあるか調べる。 
課題：本日作成したもの以外にさらに複雑な処理をするにはどのようなプログラムを書けばいい
か考えてみる（AL④）。 

15回 パターン情報処理の課題と重要事項の整理 
パターン情報処理の研究途上にある課題を紹介し、合わせて重要事項の整理も行う。
準備学習：パターン情報処理の現在の課題について、ネットなどで調べておく。 
課題：画像処理技術がさらに高度化すると、世の中がどのように変わっていくか、調べ、考察し 
て見る（AL④）。 

授業形態 講義と演習 
アクティブラーニング：①:0回,②:14回,③:0回,④:15回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 ・パターン情報処理の基本技術を理解している 
・テキストのパターン情報処理について簡単な演習が出来る 
・画像情報処理について簡単な演習が出来る 

評価方法・フィー 
ドバック 

期末テストで評価する 
原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する 

評価基準 上記目標の理解度を期末テスト100％で評価し、90～100点を秀、80～89点を優、70～79点を良、60～69点を 
可、59点未満を不可とする 

教科書・参考書 適宜、プリントを配布する 

履修条件 特に無し 

履修上の注意 インターネットに接続出来るパソコンを持参すること 

準備学習と課題の 
内容 

毎回、準備学習に1.5時間、課題に1.5時間を当てること 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  
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DP4 態度  

DP5 技能・表現  

920



講義科目名称： 

英文科目名称： 

コンパイラ C5-B59-30 

Compilers 

科目コード： 11750 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 C言語やJavaなどの高位言語を機械語に翻訳する処理系をコンパイラと呼び、翻訳しながら実行する処理系を
インタープリータと呼ぶ。この講義ではUNIXの環境下で構文解析部分を生成するyacc（bison）を用いることを
前提にして、コンパイラやインタープリータについて学び、実際に簡単な処理系を段階的に作成する演習を行 
なう。またオートマトンを学び、形式言語とオートマトンの関係を理解する。 

授業計画 1 言語処理系の概要              
AL①：逆ボーランド記法への変換を解く 
コンパイラとインタープリータ、逆ポーランド記法 

2 正規言語 
AL①：正規言語の代数を計算する
正規言語、正規言語の代数 

3 有限オートマトン(1)                                             
AL⑤：決定性有限オートマトン、非決定性有限オートマトンの等価性を調べる
決定性有限オートマトン、非決定性有限オートマトン 

4 有限オートマトン(2) 
AL②：パターンマッチのプログラムを作成する 
正規表現からオートマトン、オートマトンから正規表現への変換 

5 有限オートマトン(3) 
AL⑤：ミーリーマシンとムーアマシンの等価性を調べる 
出力装置としての有限オートマトン（ミーリーマシン、ムーアマシン）、DFA表現と遷移表 

6 BNF記法と文脈自由文法                       
AL②：文脈自由文法の構文解析アルゴリズムを作成する
文脈自由文法とプッシュダウンオートマトンの等価性 

7 gccプログラミング(1)        AL②：
gccによるプログラミング演習 gcc概要、
カーネル・パラメータ、構造体 

8 gccプログラミング(2) 
AL②：gccによるプログラミング演習 
マクロ、三項演算子、インライン関数、コメント、列挙体 

9 gccプログラミング(3) 
AL②：gccによるプログラミング演習 
アセンブラと基本文法、レジスタ、オペランド、ディレクティブ 

10 gccプログラミング(4)    AL②：
gccによるプログラミング演習アセン
ブラの読み方 

11 実習環境設定と四則演算 AL②：
bisonによるプログラミング演習 
実習環境設定、変数のない四則演算だけの処理系の実現 

12 単項演算子と組み込み関数 AL②：
bisonによるプログラミング演習 
単項演算子の追加と組み込み関数（三角関数など） と定数（円周率など）の実現 

13 関係演算子              AL②：
bisonによるプログラミング演習関係演
算子（2文字演算子）の実現 

 14 入力 
AL②：bisonによるプログラミング演習
変数への入力の実現 

15 まとめ 
AL②：bisonによるプログラミング演習
授業のまとめと総括 

16 期末試験 

授業形態 講義とノートパソコンを使う演習を行う。 
アクティブラーニング：①:2回,②:11回,③:0回,④:0回,⑤:2回,⑥:0回 

達成目標 １）yacc（bison）を用いて四則演算が可能なインタープリータを実現する
２）任意の長さの変数名や組み込み関数が使えるインタープリータを実現する
３）gccプログラミングにおける概要を理解する 
４) オートマトンと形式言語の関係を理解し、コンパイラの仕組みを理解する 
５）形式言語理論と計算量理論について深く理解できる 

評価方法・フィー
ドバック 

授業で行う小テストと演習の各段階において作成したプログラムが正しく動作するかをチェックした結果、及
び期末試験を総合して評価する。原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で 
実施する 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択（教職「情報」は選択） 

担当教員 

國持 良行 

    

添付ファイル 
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評価基準 秀(1～5)：１００～９０、優(1～4)：８９～８０、良(1～3)：７９～７０、可(1～2)：６９～６０、不可：５ 
９以下。 

教科書・参考書 教科書：なし、プリントを配布する 
参考書：B.W. Kernighan, R. Pike 『ＵＮＩＸ プログラミング環境』 アスキー出版局 
参考書：平田豊 『Linuxカーネル解析入門[増補版]』 工学社 

履修条件 「プログラミング言語」に合格していること 

履修上の注意 初回からネットワークに接続したパソコンを持参すること。 

準備学習と課題の
内容 

①初回までにシラバスを読み授業項目や目的を理解しておくこと。 
②予習を含め毎回３時間以上授業外に復習をして次の授業に臨むの段階に臨むこと。コンパイルエラーや実行 
時のエラー対策などデバッグの能力を高めることも目標の１つである。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

情報科教育法Ⅰ C0-60-00 

Methodology of Information Technology Education Ⅰ 

科目コード： 17910 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本講義は，高等学校情報科の教員として多様な高校生に「情報」の本質を指導する基本的な能力を身につける
ことを目的とする。教科情報にかかわる理念，制度，知識・技能，指導法等の情報教育の基本的な事項の理解
を深めながら，実践的な指導力や教師としての資質の習得を図ることを目的とする。 
本講義では，平成30年告示学習指導要領（令和4年度入学生から学年進行で実施）の改訂ポイントについて触
れ，特に「情報Ⅰ」についての模擬授業を通じて情報科教育の研究を進め，教材研究の方法，学習指導の工夫
などの授業創りの実際を体験する。また，平成22年告示学習指導要領についても紹介する（教育実習時の高等
学校3年生は平成22年告示学習指導要領を用いているため）。 
なお，科目の性格上「教科の各科目の内容」自体は扱わない。それらは，各自が専門科目の授業の中で学ぶこ 
とを前提としている。 

授業計画 1 情報教育の沿革と現状 
・「情報」「情報教育」「情報科教育」の沿革と現状および基本的な理念について（AL①） 
準備学習：「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 情報編」p.1-5を精読し，情報科教育
の沿革と現状などを説明できるようにする。 
課題：情報科導入の背景及び情報教育の変遷についてまとめる。 

2 高等学校学習指導要領における情報教育の全体像 
・共通教科「情報」の改定の趣旨と要点について（AL①） 
・情報教育における共通教科情報科の位置づけについて（AL①） 
準備学習：「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 情報編」p6-17を精読し，改訂の趣
旨，要点などを説明できるようにする。 
課題：情報科の必要性についてまとめる。 

3 「情報Ⅰ」の目標・内容・内容の取扱いの要点解説 
・共通教科「情報」の「情報Ⅰ」について，その目標，単元の構成と関連，内容，内容の取扱い
について（AL①） 
・学習指導要領の考え方が示された中教審答申などの紹介，改訂の経緯や内容の変遷など（AL 
①） 
準備学習：「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 情報編」p18-21を読み，「情報Ⅰ」
の目標，単元構成などを説明できるようにする。 
課題：情報科の目標，科目編成についてまとめる。 

4 情報社会の問題解決に関する指導方法 
・情報社会における問題解決に関する学習活動案の作成と発表（AL⑥，②） 
準備学習：「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 情報編」p.23-27を精読する。情報社
会の問題解決に関する学習活動例を考え，メモを作る。 
課題：情報社会の問題解決に関する学習活動例をまとめる。 

5 コミュニケーションと情報デザインに関する指導方法 
・コミュニケーションと情報デザインに関する学習活動案の作成と発表（AL⑥，②） 
準備学習：「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 情報編」p.27-30を精読する。コミュ
ニケーションと情報デザインに関する学習活動例を考え，メモを作る。 
課題：コミュニケーションと情報デザインに関する学習活動例をまとめる。 

6 単元指導計画と学習指導案の書き方 
・単元指導計画・学習指導案の書き方について（AL①，④） 
準備学習：「教育方法論」等で学習した単元指導計画，学習指導案，板書計画等の作成方法につ
いて見直しておく。自分自身が担当する模擬授業についての構想を練る。 
課題：自分自身が担当する模擬の単元指導計画，学習指導案，板書計画等の作成の準備を行う。 

7 マイクロティーチングと模擬授業① 
・1人20分程度の模擬授業（AL③） 
・模擬授業に対する検討会（AL⑤、⑥） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択（教職「情報」は必修） 

担当教員 

齋藤 裕美 

    

添付ファイル 
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 ・単元指導計画・学習指導案の見直しと修正（AL④） 
準備学習：単元指導計画，学習指導案，板書計画，教材の作成及び模擬授業の練習を行う。
課題：模擬授業を振り返り，修正を行う。 

8 マイクロティーチングと模擬授業② 
・1人20分程度の模擬授業（AL③） 
・模擬授業に対する検討会（AL⑤、⑥） 
・単元指導計画・学習指導案の見直しと修正（AL④） 
準備学習：単元指導計画，学習指導案，板書計画，教材の作成及び模擬授業の練習を行う。
課題：模擬授業を振り返り，修正を行う。 

9 コンピュータとプログラミングに関する指導方法 
・コンピュータとプログラミングに関する学習活動案の作成と発表（AL⑥，②） 
準備学習：「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 情報編」p.31-35を精読する。コン
ピュータとプログラミングに関する学習活動例を考え，メモを作る。 
課題：コンピュータとプログラミングに関する学習活動例をまとめる。
課題：模擬授業を振り返り，修正を行う。 

10 情報通信ネットワークとデータの活用に関する指導方法 
・情報通信ネットワークとデータの活用に関する学習活動案の作成と発表（AL⑥，②） 
準備学習：「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 情報編」p.35-40を精読する。情報通
信ネットワークとデータの活用に関する学習活動例を考え，メモを作る。 
課題：情報通信ネットワークとデータの活用に関する学習活動例をまとめる。 

11 教材としてのスライド資料作成 
・可視化の有用性を示し，プレゼンテーションソフトウェアなどを利用する場合の利点，注意点
など（AL①，④，⑤） 
準備学習：各自で使用できるソフトウェアをあげ、それぞれのソフトウェアの特徴について説明
できるようにする。 
課題：学習指導計画の作成の準備として，ソフトウェアの特徴についてまとめる。 

12 模擬授業① 
・1人50分（受講生の人数によって変更される可能性がある）の模擬授業（AL③） 
・模擬授業に対する検討会（AL⑤、⑥） 
・単元指導計画・学習指導案の見直しと修正（AL④） 
準備学習：単元指導計画，学習指導案，板書計画，教材の作成及び模擬授業の練習を行う。
課題：模擬授業を振り返り，修正を行う。 

13 模擬授業② 
・1人50分（受講生の人数によって変更される可能性がある）の模擬授業（AL③） 
・模擬授業に対する検討会（AL⑤、⑥） 
・単元指導計画・学習指導案の見直しと修正（AL④） 
準備学習：単元指導計画，学習指導案，板書計画，教材の作成及び模擬授業の練習を行う。
課題：模擬授業を振り返り，修正を行う。 

14 模擬授業③ 
・1人50分（受講生の人数によって変更される可能性がある）の模擬授業（AL③） 
・模擬授業に対する検討会（AL⑤、⑥） 
・単元指導計画・学習指導案の見直しと修正（AL④） 
準備学習：単元指導計画，学習指導案，板書計画，教材の作成及び模擬授業の練習を行う。
課題：模擬授業を振り返り，修正を行う。 

15 まとめの講義 
・模擬授業内容を学習指導案に反映させる（AL⑥） 
準備学習：模擬授業内容から学習指導案を作成する。 
課題：模擬授業の内容から作成している学習指導案を完成させる。 

授業形態 講義，プリント・映像等による資料提供と説明，教育方法の習得や模擬授業等を取り入れ授業を進める。 
アクティブラーニング：①:4回,②:4回,③:5回,④:6回,⑤:6回,⑥:10回 

達成目標 教職に就く者として求められる教科教育（情報）について，基本的な知識と授業実践の手法の習得をめざす。 
①情報教育の沿革と現状，在り方を理解する，②教科「情報」の基本的な理念，目標，内容，構成を理解す 
る，③指導計画を作成し，それを基に模擬授業を通じた実践ができる，④他の学生の模擬授業を見て，改善点 
や修正点などを指摘できる，⑤指摘を受け入れて，自らの指導計画や授業などを改善・工夫ができる。 

評価方法・フィー
ドバック 

期末課題30％，学習指導案30％，模擬授業40%。
到達目標①〜⑤を評価規準として評価する。 

グループで作成した学習活動案，各自の単元の指導計画・学習活動案，各自の模擬授業に対して講評および書 
面でのフィードバックを行う。 

評価基準 秀＝90点以上（到達目標①を説明でき，②〜⑤全てを満たす授業の設計と実践ができる） 
優＝80〜89点（到達目標①を説明でき，②〜⑤の2つ以上を満たす授業の設計と実践ができる） 
良＝70〜79点（到達目標①を説明でき，②〜⑤の1つ以上を満たす授業の設計と実践ができる） 
可＝60〜69点（到達目標①を十分ではないが説明でき，50分間の授業の設計と実践ができる） 
不可＝59点以下（講義内容について著しく理解が不足，または50分間の授業の設計や実践ができない） 

教科書・参考書 教科書： 
文部科学省編『高等学校学習指導要領 情報編（平成30年告示）』開隆堂出版
萩谷昌己監修『情Ⅰ705 最新情報Ⅰ』実教出版 

参考書： 
文部科学省編『高等学校学習指導要領 情報編（平成22年告示）』 
（書籍版は絶版となっているので文部科学省より電子データで入手のこと。授業内でも提示する） 

履修条件 教職志望者であること。 
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべてを履修していること。 

履修上の注意 ① 各自で学習指導案・単元指導案および参考資料（手許資料）を作成して，他の受講生にも配付すること。 
② 基本的な知識・態度と授業実践の手法の十分な習得が欠かせない。 
③ 指定した課題についての発表・模擬授業の機会を設け，教員としての適性の有無を観察・評価する。 
④ 履修者数によって模擬授業にあてる回数（週数）を変更する場合がある。 
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準備学習と課題の 
内容 

必ず授業毎に復習して内容を理解し，自分のものにしてから次回の授業に臨むこと。 
準備学習に1時間以上，課題（復習）に2時間以上，取り組むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:45％、思考・判断:15％、関心･意欲:15％、態度:10％、技能・表現:15％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

情報科教育法Ⅱ C0-61-00 

Methodology of Information Technology Education Ⅱ 

科目コード： 17920 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本講義は，高等学校情報科の教員として多様な高校生に「情報」の本質を指導する基本的な能力を身につける
ことを目的とする。教科情報にかかわる理念，制度，知識・技能，指導法等の情報教育の基本的な事項の理解
を深めながら，実践的な指導力や教師としての資質の習得を図ることを目的とする。 
本講義では，平成30年告示学習指導要領（令和4年度入学生から学年進行で実施）の改訂ポイントについて触
れ，特に「情報Ⅱ」についての模擬授業を通じて情報科教育の研究を進め，教材研究の方法，学習指導の工夫
などの授業創りの実際を体験する。また，平成22年告示学習指導要領についても紹介する（教育実習時の高等
学校3年生は平成22年告示学習指導要領を用いているため）。 
なお，科目の性格上「教科の各科目の内容」自体は扱わない。それらは，各自が専門科目の授業の中で学ぶこ 
とを前提としている。 

授業計画 1 情報科教育法Ⅰの振り返り 
・情報教育，情報科教育の沿革と基本的な理念，「情報Ⅰ」の全体像（AL①，②） 
準備学習：「情報科教育法１」での学習内容を振り返り，まとめておく。 
課題：情報科導入の背景及び情報教育の変遷についてまとめる。 

2 「情報Ⅱ」の目標・内容・内容の取扱いの要点解説 
・共通教科「情報」の「情報Ⅱ」について，その目標，単元の構成と関連，内容，内容の取扱い
について（AL①） 
準備学習：「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 情報編」p.41-42を読み「情報Ⅱ」の
目標，単元構成などを説明できるようにする。 
課題：「情報Ⅱ」の目標，単元構成，「情報Ⅰ」とのつながりなどについてまとめる。 

3 情報社会の進展と情報技術に関する指導方法 
・情報社会の進展と情報技術に関する学習活動案の作成と発表（AL⑥，②） 
準備学習：「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 情報編」p.42-45を精読する。情報社
会の進展と情報技術に関する学習活動例を考え，メモを作る。 
課題：情報社会の進展と情報技術に関する学習活動例をまとめる。 

4 コミュニケーションとコンテンツに関する指導方法 
・コミュニケーションとコンテンツに関する学習活動案の作成と発表（AL⑥，②） 
準備学習：「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 情報編」p.45-48を精読する。コミュ
ニケーションとコンテンツに関する学習活動例を考え，メモを作る。 
課題：コミュニケーションとコンテンツに関する学習活動例をまとめる。 

5 模擬授業① 
・1人50分（受講生の人数によって変更される可能性がある）の模擬授業（AL③） 
・模擬授業に対する検討会（AL⑤、⑥） 
・単元指導計画・学習指導案の見直しと修正（AL④） 
準備学習：単元指導計画，学習指導案，板書計画，教材の作成及び模擬授業の練習を行う。
課題：模擬授業を振り返り，修正を行う。 

6 模擬授業② 
・1人50分（受講生の人数によって変更される可能性がある）の模擬授業（AL③） 
・模擬授業に対する検討会（AL⑤、⑥） 
・単元指導計画・学習指導案の見直しと修正（AL④） 
準備学習：単元指導計画，学習指導案，板書計画，教材の作成及び模擬授業の練習を行う。
課題：模擬授業を振り返り，修正を行う。 

7 模擬授業③ 
・1人50分（受講生の人数によって変更される可能性がある）の模擬授業（AL③） 
・模擬授業に対する検討会（AL⑤、⑥） 
・単元指導計画・学習指導案の見直しと修正（AL④） 
準備学習：単元指導計画，学習指導案，板書計画，教材の作成及び模擬授業の練習を行う。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択（教職「情報」は必修） 

担当教員 

齋藤 裕美 

    

添付ファイル 
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 課題：模擬授業を振り返り，修正を行う。 
8 情報とデータサイエンスに関する指導法 

・情報とデータサイエンスに関する学習活動案の作成と発表（AL⑥，②） 
準備学習：「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 情報編」p.48-53を精読する。情報と
データサイエンスに関する学習活動例を考え，メモを作る。 
課題：情報とデータサイエンスに関する学習活動例をまとめる。 

9 情報システムとプログラミングに関する指導法 
・情報システムとプログラミングに関する学習活動案の作成と発表（AL⑥，②） 
準備学習：「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 情報編」p.53-57を精読する。情報シ
ステムとプログラミングに関する学習活動例を考え，メモを作る。 
課題：情報システムとプログラミングに関する学習活動例をまとめる。 

10 年間指導計画の作成 
・年間指導計画の策定方法，指導計画の作成と発表（AL⑥，②） 
準備学習：「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 情報編」および「年間指導計画の作
成」（授業内で配付する資料）を精読し，自分なりの指導計画を立てる。 
課題：グループワークおよび発表を元に自らの年間指導計画を見直し，改善する。 

11 専門教科情報科の改訂の趣旨，目標，内容構成 
・専門教科「情報」について，その目標，科目構成と関連，内容，内容の取扱いについて（AL 
①，②） 
準備学習：「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 情報編」p.71-97を読み，専門教科情
報科の目標，科目構成などを説明できるようにする。 
課題：専門教科情報科の目標，科目構成などについてまとめる。 

12 模擬授業① 
・1人50分（受講生の人数によって変更される可能性がある）の模擬授業（AL③） 
・模擬授業に対する検討会（AL⑤、⑥） 
・単元指導計画・学習指導案の見直しと修正（AL④） 
準備学習：単元指導計画，学習指導案，板書計画，教材の作成及び模擬授業の練習を行う。
課題：模擬授業を振り返り，修正を行う。 

13 模擬授業② 
・1人50分（受講生の人数によって変更される可能性がある）の模擬授業（AL③） 
・模擬授業に対する検討会（AL⑤、⑥） 
・単元指導計画・学習指導案の見直しと修正（AL④） 
準備学習：単元指導計画，学習指導案，板書計画，教材の作成及び模擬授業の練習を行う。
課題：模擬授業を振り返り，修正を行う。 

14 模擬授業③ 
・1人50分（受講生の人数によって変更される可能性がある）の模擬授業（AL③） 
・模擬授業に対する検討会（AL⑤、⑥） 
・単元指導計画・学習指導案の見直しと修正（AL④） 
準備学習：単元指導計画，学習指導案，板書計画，教材の作成及び模擬授業の練習を行う。
課題：模擬授業を振り返り，修正を行う。 

15 まとめの講義 
・模擬授業内容を学習指導案に反映させる（AL⑥） 
準備学習：模擬授業内容から学習指導案を作成する。 
課題：模擬授業の内容から作成している学習指導案を完成させる。 

授業形態 講義，プリント・映像等による資料提供と説明，教育方法の習得や模擬授業等を取り入れ授業を進める。 
アクティブラーニング：①:3回,②:7回,③:6回,④:6回,⑤:6回,⑥:12回 

達成目標 教職に就く者として求められる教科教育（情報）について，基本的な知識と授業実践の手法の習得をめざす。 
①情報教育の沿革と現状，在り方を理解する，②教科「情報」の基本的な理念，目標，内容，構成を理解す 
る，③指導計画を作成し，それを基に模擬授業を通じた実践ができる，④他の学生の模擬授業を見て，改善点 
や修正点などを指摘できる，⑤指摘を受け入れて，自らの指導計画や授業などを改善・工夫ができる。 

評価方法・フィー
ドバック 

期末課題30％，学習指導案30％，模擬授業40%。
到達目標①〜⑤を評価規準として評価する。 

グループで作成した学習活動案，各自の単元の指導計画・学習活動案，各自の模擬授業に対して講評および書 
面でのフィードバックを行う。 

評価基準 秀＝90点以上（到達目標①を説明でき，②〜⑤全てを満たす授業の設計と実践ができる） 
優＝80〜89点（到達目標①を説明でき，②〜⑤の2つ以上を満たす授業の設計と実践ができる） 
良＝70〜79点（到達目標①を説明でき，②〜⑤の1つ以上を満たす授業の設計と実践ができる） 
可＝60〜69点（到達目標①を十分ではないが説明でき，50分間の授業の設計と実践ができる） 
不可＝59点以下（講義内容について著しく理解が不足，または50分間の授業の設計や実践ができない） 

教科書・参考書 教科書： 
文部科学省編『高等学校学習指導要領 情報編（平成30年告示）』開隆堂出版 

参考書： 
文部科学省編『高等学校学習指導要領 情報編（平成22年告示）』 
（書籍版は絶版となっているので文部科学省より電子データで入手のこと。授業内でも提示する） 

履修条件 教職志望者であること。 
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべてを履修していること。 

履修上の注意 ① 各自で学習指導案・単元指導案および参考資料（手許資料）を作成して，他の受講生にも配付すること。 
② 基本的な知識・態度と授業実践の手法の十分な習得が欠かせない。 
③ 指定した課題についての発表・模擬授業の機会を設け，教員としての適性の有無を観察・評価する。 
④ 履修者数によって模擬授業にあてる回数（週数）を変更する場合がある。 

準備学習と課題の 
内容 

必ず授業毎に復習して内容を理解し，自分のものにしてから次回の授業に臨むこと。 
準備学習に1時間以上，課題（復習）に2時間以上，取り組むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:45％、思考・判断:15％、関心･意欲:15％、態度:10％、技能・表現:15％ 
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DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

数学科教育法Ⅰ C0-62-00 

Methods of Mathematic Education 1 

科目コード： 18130 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ・高校数学教育がどのように展開されているか、学習指導要領をもとに、その指導理念や目標を解説する。 
・高校数学の指導内容についての基本的な知識や教材観、その指導方法を教授する。 

授業計画 第１回 数学教育の目的・目標 
・教育の目的・目標 
・数学教育の意義 
・数学教育の目的・目標 
※事前学習：学習指導要領解説の当該箇所を読み込んでおく。 

第２回 高等学校数学科の科目編成、各科目の内容及び小学校算数科・中学校数学科の学習内容との関連 
・高等学校数学科における科目編成の変遷及び次期学習指導要領の数学科科目編成のねらい 
・学習指導要領における各科目の目標及び学習内容 
・高等学校数学科の学習内容と小学校算数科・中学校数学科の学習内容との関連 
・数学教育の目的・目標及び小中学校数学科の学習内容との関連に関する演習（ＡＬ①） 
※事前学習：学習指導要領解説の当該箇所を読み込んでおく。 

第３回 高校数学の内容・指導論・教材研究・情報機器及び教材の活用 ２次関数 
・関数の概念及び２次関数の特徴 
・関数のグラフの平行移動と２次関数のグラフの描画指導 
・２次関数の定義域，値域及び最大・最小に関する考え方 
・２次関数のグラフと２方程式の解との関連 
・２次関数のグラフと２次不等式の解との関連 
・グラフ作成アプリを用いた指導 
・２次関数に係る演習（ＡＬ②） 
※事前学習：学習指導要領解説の当該箇所を読み込んでおく。 
※復習課題：別途指示する問題を解いてレポートとして提出する。 

第４回 高校数学の内容・指導論・教材研究・情報機器及び教材の活用 方程式・不等式 
・方程式を解くということ及び実数解・虚数解に関する考え方 
・判別式の利用及び解の分離に関する考え方 
・因数定理を用いた高次方程式の解法 
・カルダノの解法による３次方程式の解法 
・絶対不等式の証明及び相加平均≧相乗平均，コーシー・シュヴァルツの不等式等 
・数式処理アプリを用いた指導 
・方程式・不等式の解法に係る演習（ＡＬ②） 
※事前学習：学習指導要領解説の当該箇所を読み込んでおく。 
※復習課題：別途指示する問題を解いてレポートとして提出する。 

第５回 高校数学の内容・指導論・教材研究・情報機器及び教材の活用 図形と計量 
・鋭角の三角比の定義と鈍角の三角比への拡張について 
・正弦定理，余弦定理及び三角形の面積に係る公式等の証明とそれらを用いた計量 
・三角比から三角関数への発展と三角関数に関する種々の公式の指導 
・三角方程式・三角不等式の解法 
・グラフ作成アプリを用いた指導 
・三角比に係る演習（ＡＬ②） 
※事前学習：学習指導要領解説の当該箇所を読み込んでおく。 
※復習課題：別途指示する問題を解いてレポートとして提出する。 

第６回 高校数学の内容・指導論・教材研究・情報機器及び教材の活用 平面幾何 
・三角形や円に係る図形の性質や定理に関する指導（三角形の角の２等分線と辺の比の関係，メ
ネラウスの定理，チェバの定理，方べきの定理，トレミーの定理，オイラー線等） 
・図形の作図（正五角形の作図等） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択（教職「数学」は必修） 

担当教員 

山田 淳一郎 

    

添付ファイル 
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 ・作図アプリを用いた指導 
・平面幾何の証明に係る演習（ＡＬ②） 
※事前学習：学習指導要領解説の当該箇所を読み込んでおく。 
※復習課題：別途指示する問題を解いてレポートとして提出する。 

第７回 高校数学の内容・指導論・教材研究・情報機器及び教材の活用 集合と論理 
・集合の書き表し方，包含関係及び演算 
・命題，条件，論理積，論理和及び否定 
・必要条件・十分条件と命題の真偽，真偽表の活用 
・対遇を用いた命題の証明と背理法 
・プレゼンテーションアプリを用いた指導 
・集合及び必要条件・十分条件に係る演習（ＡＬ②） 
※事前学習：学習指導要領解説の当該箇所を読み込んでおく。 
※復習課題：別途指示する問題を解いてレポートとして提出する。 

第８回 高校数学の内容・指導論・教材研究・情報機器及び教材の活用 図形と方程式 
・直線及び２次曲線の方程式 
・点の軌跡に関する指導 
・２つの図形の交点を通る図形 
・不等式が表す領域 
・ヘッセの標準形，角の二等分線及び円と直線の関係 
・線形計画法 
・グラフ作成アプリ，作図アプリを用いた指導 
・直線及び円の関係に係る演習（ＡＬ②） 
※事前学習：学習指導要領解説の当該箇所を読み込んでおく。 
※復習課題：別途指示する問題を解いてレポートとして提出する。 

第９回 高校数学の内容・指導論・教材研究・情報機器及び教材の活用 ベクトル 
・ベクトルの概念，有向線分及び成分表示 
・ベクトルの演算と１次独立 
・ベクトルの内積と外積及びそれらの活用 
・平面における直線と円，空間における直線と平面と球のベクトル方程式 
・直線の方向ベクトル，直線と平面の法線ベクトルの利用 
・作図アプリを用いた指導 
・ベクトルに係る演習（ＡＬ②） 
※事前学習：学習指導要領解説の当該箇所を読み込んでおく。 
※復習課題：別途指示する問題を解いてレポートとして提出する。 

第10回 高校数学の内容・指導論・教材研究・情報機器及び教材の活用 様々な関数 
・指数法則及び自然数から実数への指数の拡張 
・指数関数の特徴とグラフ 
・逆関数と逆関数のグラフ 
・対数の定義と対数の計算法則 
・対数関数の特徴とグラフ 
・常用対数の利用 
・グラフ作成アプリを用いた指導 
・指数関数及び対数関数の性質に係る演習（ＡＬ②） 
※事前学習：学習指導要領解説の当該箇所を読み込んでおく。 
※復習課題：別途指示する問題を解いてレポートとして提出する。 

第11回 高校数学の内容・指導論・教材研究・情報機器及び教材の活用 数列 
・等差数列及び等比数列の一般項と和 
・和の記号 Σ を用いた計算 
・種々の数列の一般項と和 
・漸化式により定義された数列の一般項 
・数学的帰納法 
・数列の極限と級数 
・表計算アプリを用いた指導 
・数列（特に漸化式）に係る演習（ＡＬ②） 
※事前学習：学習指導要領解説の当該箇所を読み込んでおく。 
※復習課題：別途指示する問題を解いてレポートとして提出する。 

第12回 高校数学の内容・指導論・教材研究・情報機器及び教材の活用 微分 
・実数の連続性と関数の極限に対する考え方 
・微分係数と導関数の定義とそれぞれの図形的な意味 
・グラフの描画指導と関数の最大・最小に関する考え方 
・三角関数，指数関数，対数関数の微分法 
・平均値の定理とテイラー展開 
・グラフ作成アプリを用いた指導 
・微分を用いた問題解決に係る演習（ＡＬ②） 
※事前学習：学習指導要領解説の当該箇所を読み込んでおく。 
※復習課題：別途指示する問題を解いてレポートとして提出する。 

第13回 高校数学の内容・指導論・教材研究・情報機器及び教材の活用 積分 
・区分求積による定積分の定義 
・連続関数と微分積分学の基本定理 
・高等学校数学における指導の実際 
・定積分による面積・体積・曲線の長さの求め方 
・物理学との関連と微分方程式 
・グラフ作成アプリを用いた指導 
・積分を用いた問題解決に係る演習（ＡＬ②） 
※事前学習：学習指導要領解説の当該箇所を読み込んでおく。 
※復習課題：別途指示する問題を解いてレポートとして提出する。 

第14回 高校数学の内容・指導論・教材研究・情報機器及び教材の活用 場合の数・確率・統計 
・場合の数，順列，組合せの指導 
・確率の定義，確率密度関数及び確率分布関数 
・加法定理，排反事象，余事象等について 
・事象の独立，条件付き確率，乗法定理について 
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 ・二項分布と正規分布 
・母平均の推定及び検定 
・表計算アプリ，数式処理アプリを用いた指導 
・確率及び統計（特に統計分野）に係る演習（ＡＬ②） 
※事前学習：学習指導要領解説の当該箇所を読み込んでおく。 
※復習課題：別途指示する問題を解いてレポートとして提出する。 

第15回 数学の歴史及び数学教育の変遷・教材研究 
・数学史の概観 
・江戸時代の和算 
・明治時代以降の数学教育の変遷 

第16回 定期試験 

授業形態 講義及び演習 
アクティブラーニング：①:１回、②:１２回、③:０回、④:０回、⑤:０回、⑥:０回 

達成目標 １ 数学教育の目的及び高等学校における数学科の目標を理解できる。
２ 高等学校数学科の各科目における学習内容を理解できる。 
３ 高等学校数学科の各分野ごとにその指導内容と指導方法を理解できる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポート６０％、定期試験４０％の割合で総合評価する。 
レポートについては，各時間の学習内容に関する演習を行い，添削指導によりフィードバックする。 

評価基準 高等学校における数学教育の目標，数学科の科目の学習内容及び指導内容・方法を問う。 
秀＝目標達成１００～９０点 優＝目標達成８９～８０点 良＝目標達成７９～７０点 
可＝目標達成６９～６０点 不可＝目標達成５９点以下 

教科書・参考書 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 数学編 理数編（文部科学省） 

履修条件 教職志望者であること。 

履修上の注意 高等学校数学の各科目の学習内容を熟知して、授業に臨むこと。 

準備学習と課題の 
内容 

①高等学校学習指導要領（平成３０年３月告示）第２章第４節数学を熟読しておくこと。 
②高等学校数学の学習内容について、授業ごとに２時間以上復習すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:５０％、思考・判断:２０％、関心･意欲:１０％、態度:１０％、技能・表現:１０％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

数学科教育法Ⅱ C0-63-00 

Methods of Mathematic Education 2 

科目コード： 18140 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ・数学教育の歴史や様々な学習指導法、学習評価などについて解説する。 
・学習指導案の作成、模擬授業を通して、高校数学の具体的な指導方法と教育技術を習得させる。 

授業計画 第１回 いろいろな学習指導法 
・主体的・対話的で深い学びの実現に向けて 
・Think Pair Share 
・ラウンドロビン 
・ピアインストラクション 
・知識構成型ジグソー 
・学び合い 
・反転授業 
・ジグソー法による授業展開の検討（ＡＬ②） 
※復習課題：次の内容でレポートを作成し提出する。「ジグソー法により指導するためのジグ
ソー課題及びエキスパート課題ＡＢＣの作成」 

第２回 効果的な教材の作成 
・スキナーのプログラム学習とその限界 
・プログラム学習のメリットを踏まえた教材作成 
・プロムラム学習の限界に着目した教材作成と授業展開 
・視覚に訴えたり五感に訴えたりする教材作成 
・ICTを活用した教材作成 
・視覚に訴える教材作成に関する検討（ＡＬ②） 
※復習課題：次の内容でレポートを作成し提出する。「視覚に訴えたり五感に訴えたりする教材
の設計」 

第３回 ＩＣＴの活用 
・GeoGebraを活用した動的教材の作成 
・タートルグラフィックを活用したフラクタル図形の作成 
・ＩＣＴを活用した授業展開に関する検討（ＡＬ②） 
※復習課題：次の内容でレポートを作成し提出する。「GeoGebraを活用した効果的な教材の作
成」 

第４回 考える力を育てる授業づくり・情報機器の活用 
・デューイの「思考の方法」に基づく授業づくり 
・他者とかかわる力，コミュニケーション能力の育成 
・オープンエンド課題による問題解決学習 
・オープンエンドを活用した授業展開に関する検討（ＡＬ②） 
※復習課題：次の内容でレポートを作成し提出する。「問題解決学習のためのオープンエンド課
題の作成」 

第５回 発展的な学習と補充的な学習 
・発展的な学習，補充的な学習を設定する意義と理由 
・発展的な学習，補充的な学習として取り扱うことのできる内容 
・発展的及び補充的な課題作成に関する検討（ＡＬ②） 
※復習課題：次の内容でレポートを作成し提出する。「発展的な学習，補充的な学習のための課
題提示」 

第６回 学習評価の意義、内容、方法 
・学習評価を行う理由とメリット 
・高等学校数学における評価の観点 
・評価の規準と基準 
・指導と評価の一体化とそのための評価方法 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択（教職「数学」は必修） 

担当教員 

山田 淳一郎 

    

添付ファイル 
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 ・ループリック，Can Do List 等による評価方法 
・評価規準及び基準の作成に関する検討（ＡＬ②） 
※復習課題：次の内容でレポートを作成し提出する。「ルーブリックの作成」 

第７回 授業計画のつくり方と授業実施上のポイント・指導案の作成 
・学習指導案の書式と記載すべき内容の例 
・模擬授業を実施する単元及び本時の洗い出しと決定 
・本時の学習計画作成のためのポイントと記載すべき内容 
・授業計画の作成に関する検討（ＡＬ②） 
※復習課題：第11回までに，模擬授業用学習指導案を作成し提出する。 

第８回 年間学習指導計画及び単元学習指導計画の作成・指導案の作成 
・年間学習指導計画及び単元の学習指導計画の作成 
・単元の教材観と指導目標の検討 
・単元の学習指導計画の中での本時の指導内容の妥当性の検討 
・単元の指導計画の決定 
・授業計画の作成に関する検討（ＡＬ②） 
※復習課題：第11回までに，模擬授業用学習指導案を作成し提出する。 

第９回 模擬授業のための学習指導案の作成（１） 
・学習指導案の作成と使用する教材・教具及び板書計画の作成 
・学習指導案の作成に関する検討（ＡＬ②） 
※復習課題：第11回までに，模擬授業用学習指導案を作成し提出する。 

第10回 模擬授業のための学習指導案の作成（２） 
・学習指導案の作成と使用する教材・教具及び板書計画の作成 
・学習指導案の作成に関する検討（ＡＬ②） 
※復習課題：第11回までに，模擬授業用学習指導案を作成し提出する。 

第11回 模擬授業（１） 
・模擬授業の実施 
・授業者及び学習者（参観者）による振り返りと研究協議（ＡＬ②） 
・講義担当者による指導・講評 
※復習課題：模擬授業を評価し，レポートとして提出する。 

第12回 模擬授業（２） 
・模擬授業の実施 
・授業者及び学習者（参観者）による振り返りと研究協議（ＡＬ②） 
・講義担当者による指導・講評 
※復習課題：模擬授業を評価し，レポートとして提出する。 

第13回 模擬授業（３） 
・模擬授業の実施 
・授業者及び学習者（参観者）による振り返りと研究協議（ＡＬ②） 
・講義担当者による指導・講評 
※復習課題：模擬授業を評価し、レポートとして提出する。 

第14回 模擬授業（４） 
・模擬授業の実施 
・授業者及び学習者（参観者）による振り返りと研究協議（ＡＬ②） 
・講義担当者による指導・講評 
※復習課題：模擬授業を評価し，レポートとして提出する。 

第15回 模擬授業の評価（自己評価・相互評価）・改善 
・模擬授業全般を通しての振り返り 
・講義担当者による総括 

授業形態 講義及び演習 
アクティブラーニング：①:０回、②:14回、③:０回、④:０回、⑤:０回、⑥:０回 

達成目標 １ 数学教育の歴史や学習評価の意義、内容、方法を理解できる。 
２ 様々な学習指導法を理解し、学習指導案を作成することができる。 
３ 模擬授業を円滑に展開することができる。 

評価方法・フィー
ドバック 

レポート６０％、模擬授業２０％及びその学習指導案２０％により総合評価する。 
レポートは，各授業の内容に関して，高等学校数学の授業における教材や評価基準の作成を行い，次時に解説
するなどしてフィードバックする。模擬授業・学習指導案については，各模擬授業後に学生相互による研究協 
議を行う。 

評価基準 秀＝目標達成１００～９０点 優＝目標達成８９～８０点 良＝目標達成７９～７０点 
可＝目標達成６９～６０点 不可＝目標達成５９点以下 

教科書・参考書 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 数学編 理数編（文部科学省） 

履修条件 数学科教育法Ⅰを履修していること。 

履修上の注意 高等学校数学の各科目の学習内容を熟知して、授業に臨むこと。 

準備学習と課題の 
内容 

①高等学校学習指導要領(平成３０年３月告示)第２章第４節数学を熟読しておくこと。 
②高等学校数学の学習内容について、授業ごとに２時間以上復習すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:４０％、思考・判断:１５％、関心･意欲:１５％、態度:１５％、技能・表現:１５％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

情報と職業 C0-64-00 

Information and Business 

科目コード： 17680 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 情報と職業の関わり、情報に関わる職業人としての在り方等の理解を目標とする。まず、情報社会における情
報 
産業の発展、およびその社会における青年のキャリアデザインについて学ぶ。さらに、職業とは何かについて
の理 
解を深める。そして、情報技術者に求められるスキルについて確認し、企業の情報戦略や、少人数で構成され
るイ 
ンターネットビジネスの実態など、実際の職業について学ぶ。 

授業計画 1回 背景としての情報社会 
・情報社会の出現と現在、経済的価値をもった情報について解説する。（秋山） 
・AL①を行う。 
・準備学習：情報社会とは何かについて調べる。 
・課題：情報の価値についてまとめる。 

2回 職業活動における情報の展開（１） 
・労働の社会性と情報の社会性、職業活動における情報の機能について解説する。（秋山） 
・AL①を行う。 
・準備学習：情報伝達の範囲拡大にともなう長所と短所を調べる。 
・課題：情報の社会性についてまとめる。 

3回 職業活動における情報の展開（２） 
・職業活動における情報の内容と形式と媒体との関係について解説する。（秋山） 
・AL①を行う。 
・準備学習：職業活動における情報の利用形態について調べる。 
・課題：情報媒体の使い分けについてまとめる。 

4回 職業活動における情報の展開（３） 
・情報を生産する職業、流通させる職業、その仕組みを生産する職業について解説する。（秋
山） 
・AL①を行う。 
・準備学習：職業による情報の利用形態の相違を調べる。 
・課題：情報を生産する職業とその仕組みを生産する職業との根本的相違についてまとめる。 

5回 職業としての情報処理技術者 
・情報処理技術者とは何か、その量的存在、その就業実態について解説する。（秋山） 
・AL①を行う。 
・準備学習：「情報処理技術者」に含まれる種々の職種を調べる。 
・課題：情報処理技術者の実態をまとめる。 

6回 情報化が個人の職業観に与えた影響 
・情報化、インターネットの普及が個人の職業観に与えた影響について考える（定國） 
・AL①を行う。 
・準備学習：情報化、インターネット普及前後の職業感について考察する。 
・課題：情報化、インターネットの普及が職業感に与えた影響についてまとめる。 

7回 IT企業のビジネスモデル 
・検索サービス、SNSなどを提供するIT企業のビジネスモデルについて説明する（定國） 
・AL①を行う。 
・準備学習：検索サービス、SNSの普及前後の職業感について考察する。 
・課題：検索サービス、SNSの普及が職業感に与えた影響についてまとめる。 

8回 コンビニにおける情報化 
・情報化がビジネスに与えた影響の代表例として、コンビニにおけるPOSシステムの導入と、そこ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択（教職「情報」は必修） 

担当教員 

秋山 憲治 ・定國 伸吾・大椙 弘順 

    

添付ファイル 
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 につらなるビジネスについて説明する（定國） 
・AL①を行う。 
・準備学習：コンビニの取扱業務について調査する。 
・課題：POSシステムの影響についてまとめる。 

9回 情報ビジネスの階層構造 
・情報ビジネスの階層構造、それら各層のビジネスについて説明する（定國） 
・AL①を行う。 
・準備学習：情報ビジネスの階層構造について予習する。 
・課題：情報ビジネスの階層構造、それら各層のビジネスについてまとめる。 

10回 データと職業 
ディープラーニング、データサイエンス、IoT、クラウド…、データと職業の観点から、今後の職
業について考察する（定國） 
・AL①を行う。 
・準備学習：データサイエンス分野について予習する。 
・課題：データおよびデータサイエンスが職業やビジネスにあたえる影響について考察する。 

11回 インターネットによるビジネスと職場の変化 
C to Cビジネス、ロングテール、バーチャル市場等、インターネットによるビジネスの変化と電
子会議、電子帳票、SOHO等の職場の変化の概括（大椙） 
・AL①,②を行う。 
・準備学習：インターネットを活用したビジネスについてどのようなものがあるか調べる。 
・課題：インターネットを活用したビジネスの利点と問題点について考察しまとめる。 
・受講者を班分けし、各回ごとにローテーションで、事前に配布する資料を参考にプレゼンテー
ションを行ってもらうか、若しくはレポート課題を提出してもらう。 

12回 インターネットによる販売やネットビジネスによる副業の変化 
ネットショップの仕組みと問題点、関連する法律、ドロップシッピング等の新しい傾向と売れ筋
商品の特徴等特許権の仕組みとビジネスモデル特許の概要。逆オークション、フリーマーケッ 
ト。（大椙） 
・AL①,②を行う。 
・準備学習：インターネットショッピングの現状について調べる。 
・課題：ビジネスモデル特許を幾つか取り上げ、その特徴について考察しまとめる。 
・受講者を班分けし、各回ごとにローテーションで、事前に配布する資料を参考にプレゼンテー
ションを行ってもらうか、若しくはレポート課題を提出してもらう。 

13回 インターネットによる広告の変化 
モバイル広告やリスティング広告等の広告を紹介。クリック率等の広告効果の測定法。一般に広
がるアフィリエイト等を考える。（大椙） 
・AL①,②を行う。 
・準備学習：リスティング広告とアフィリエイトについて調べる。 
・課題：インターネットを利用した広告の特徴や問題点について考察しまとめる。 
・受講者を班分けし、各回ごとにローテーションで、事前に配布する資料を参考にプレゼンテー
ションを行ってもらうか、若しくはレポート課題を提出してもらう。 

14回 ブロックチェーン技術と仕事の変化 
ブロックチェーン技術の特徴やスマートコントラクト技術、ブロックチェーンの活用による分散
型自立組織登場の可能性。ブロックチェーンが可能とした、仮想通貨、NTF、デジタル資産。（大
椙） 
・AL①,②を行う。 
・準備学習：ブロックチェーン技術の特徴について調べる。 
・課題：ブロックチェーン技術が世の中に広まることで、社会にどのような変化が起きるか、あ
るいは起きないかを考察しまとめる。 
・受講者を班分けし、各回ごとにローテーションで、事前に配布する資料を参考にプレゼンテー
ションを行ってもらうか、若しくはレポート課題を提出してもらう。 

15回 情報で変わっていく職業 
情報技術の進歩やＡＩやロボットの発展により今後の職業がどのように変化してかについて考察
していく。（大椙） 
・AL①,②を行う。 
・準備学習：ＡＩやロボットの発展により今後どのような職業が無くなり、また生まれると予想
されるかについて調べる。 
・課題：情報技術の進歩の中で、人間にしか出来ない仕事とは何か、さらには仕事との関わりに
おける人間の存在の意義について考察しまとめる。 
・受講者を班分けし、各回ごとにローテーションで、事前に配布する資料を参考にプレゼンテー 
ションを行ってもらうか、若しくはレポート課題を提出してもらう。 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:15回,②:5回,③:0回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 ａ）情報社会および情報産業の発展と実態について理解する
ｂ）情報に関連する職業の構造と機能について理解する 
ｃ）青年期におけるキャリアデザインの概要を理解する 
ｄ）情報技術者が社会に果たす役割について理解する 
ｅ）インターネットを中心としたビジネスシステムについて理解する 

評価方法・フィー
ドバック 

ａ）～ｅ）について各担当教員が課すレポートや課題等の内容で評価する。 
レポートについては授業内において内容についてフィードバックし、プレゼンテーション課題については授業 
内でリアルタイムに議論しフィードバック・評価を行う。 

評価基準 秀：ａ）～ｅ）を90%以上達成している
優：ａ）～ｅ）を80%以上達成している
良：ａ）～ｅ）を70%以上達成している
可：ａ）～ｅ）を60%以上達成している 
不可：その他 

教科書・参考書 教科書：特になし、講義資料を配布する 
参考書：講義内で適宜紹介する 

履修条件 なし 
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履修上の注意 なし 

準備学習と課題の
内容 

準備学習：インターネットなどで、各回の講義に関するテーマの内容を閲覧し、関心と自己の見解を持って講
義に臨むこと（1時間） 
課題：毎回の授業に内容を整理し、理解不十分な箇所を調べて、得た知識をまとめること（2時間）。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:20％,関心・意欲:20％,態度10:％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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Ⅲ類（学科専門科目） 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

コンピュータアーキテクチャ D3-S05-30 

Computer Architecture 

科目コード： 21180 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 コンピュータについて，その構成要素であるCPU，メモリ，記憶装置，入出力装置，通信装置などの仕組みと構 
成，動作の基本について講義する． 

授業計画 1回 開講説明 
シラバスの確認と講義の位置づけについて説明する
AL① 
準備：シラバスを読むこと 

2回 基本構成と情報表現 
コンピュータの基本構成の説明と，数・文字・画像・音の表現について説明する
AL①，AL② 
準備：2進数表現について確認しておくと良い 
課題：プログラミング言語を通じて，文字・画像・音の表現を確認すると良い 

3回 CPUの構成と論理演算 
コンピュータの仕組みとして，論理演算や論理式について説明する
AL①，AL② 
準備：論理素子についてその特性を復習しておくと良い 
課題：論理回路や論理演算について例題を通して復習しておくと良い 

4回 命令セットアーキテクチャ                                                          
CPUの動作や内部で扱われる命令セットについて説明する．また，論理演算についても説明する
AL①，AL② 
準備：CPUにおける命令の実行順序やアドレス指定について調べると良い
課題：アドレス指定や順次実行制御について復習しておくと良い 

5回 演算アーキテクチャ 
コンピュータでの演算(乗算，除算)の仕組みとアルゴリズムについて説明する
AL①，AL② 
準備：シフト演算や2進数の計算について復習しておくと良い 
課題：ブースアルゴリズムについて理解を例題を通じて理解すると良い 
レポート課題：進数演算，論理演算，ブースアルゴリズムなどの問題を課す． 

6回 制御アーキテクチャ                                        
CPUでの動作として命令実行の手順と制御の仕組みについて説明する
AL①，AL② 
準備：コンピュータの構成要素について確認し，命令実行の流れを確認すること
課題：簡単なコンピュータモデルで命令実行の流れを説明してみること 

7回 記憶装置：構成と役割 
記憶装置の役割と仕組み，関連する計算式について説明する
AL①，AL② 
準備：記憶装置について調べ，関連する数式について調べると良い
課題：記憶装置の仕組みについて復習すると良い 

8回 記憶装置：メモリアーキテクチャ 
記憶装置について，仮想記憶方式やキャッシュについて説明する
AL①，AL② 
準備：仮想記憶やキャッシュについて調べると良い 
課題：仮想記憶方式やキャッシュの例題を解き復習すると良い 

9回 記憶装置：RAID 
記憶装置についてデータの保存に関する技術について説明する
AL①，AL② 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 必修 

担当教員 

高野 敏明 

    

添付ファイル 
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 準備：RAIDについて事前に調べると良い 
課題：RAIDの実現方法や市販機器，各レベルの内容について復習すると良い 

10回 入出力アーキテクチャ 
入出力装置の構成や仕組みについて説明する
AL①，AL② 
準備：入出力装置について事前に調べると良い
課題：直接制御/間接制御について理解すること 
レポート課題：ページ入替や命令実行の説明などの問題を課す． 

11回 ネットワーク 
ネットワーク装置の仕組みやLANの構成について説明する
AL①，AL② 
準備：ネットワーク装置について調べると良い 
課題：LANについて全体像を理解し，仕組みについて復習すると良い 

12回 ネットワークアーキテクチャ 
ネットワークにおける通信のプロトコルなどの仕組みについて説明する
AL①，AL② 
準備：OSI参照モデルやTCP/IPモデルについて調べると良い 
課題：ネットワークにおけるアドレスについて復習して理解すると良い 

13回 情報セキュリティ 
情報における不正行為やセキュリティ対策について説明する
AL①，AL② 
準備：情報における不正行為について調べると良い 
課題：情報社会における不正行為やセキュリティ対策について復習すると良い 

14回 コンピュータの性能と信頼性 
コンピュータの信頼性を図る尺度やシステムの稼働率計算などの説明を行う
AL①，AL② 
準備：コンピュータの信頼性に関する技術について調べると良い 
課題：システムの稼働率計算とその周辺の計算について理解すると良い 

15回 総合 
これまでの講義をふまえ，総合試験を行う． 

授業形態 講義および演習 

達成目標 a) 基礎：コンピュータの構成要素と内部表現について理解できる 
b) 基礎：プロセッサの構成や装置，仕組みについて理解できる 
c) 基礎：記憶装置の構成や装置，仕組みについて理解できる 
d) 発展：ネットワークの構成や装置，仕組みについて理解できる 
e) 発展：システムの信頼性や稼働率について理解できる 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポート課題及び演習30%，定期試験70%の合計により成績を評価する．原則として、レポート・小テスト等の 
フィードバックは次回以降の授業内で実施する． 

評価基準 達成目標のa～eの理解度を総合して評価する． 
秀：100～90，優：89～80，良：79～70，可：69～60，不可：59以下 

教科書・参考書 教科書：浅川毅，稲垣克彦，稲葉毅「基本情報技術入門」コロナ社 
参考書：堀勝太郎「図解コンピュータアーキテクチャ入門」森北出版(第2版) 

履修条件 特になし 

履修上の注意 コンピュータ構成概論の内容について理解しておくこと． 

準備学習と課題の
内容 

事前に対象回について調べること(1.5時間) 
復習を行い理解を深め，わからない点を明らかにするよう努めること(1時間) 
できる限り前回までの内容を自分のものにしてから次回の講義に臨むこと 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解：50%，思考・判断：25%，関心・意欲：10%，態度：5%，技能・表現：10% 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

情報デザイン実践演習２ D5-A06-90 

Training in Information Design 2 ((temporal)) 

科目コード： 20560 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 指導教員ごとに分かれた少人数の学生が、それぞれの専門分野の文献等を用いて講読と討論を行い、内容の
まとめや発表訓練を行う。また、講義を通じ、研究の意義および科学者の基本的責任について学ぶ。それらを 
とおして各種の知識を統合し、情報学にかかわる問題の発見や解決に取り組む。 

授業計画 秋山 憲治 
［授業計画］ 次年度の卒業研究テーマの選定、そのテーマに関連する先行研究の学習、および
研究方法の学習を行う。 
［達成目標］ 共通テーマについての主体的問題関心と知識を深めるとともに、主要な研究方法
を理解できるようになる。すなわち、次年度４月から卒業研究に着手するための準備を整える。 
［評価方法］ 評価は主体的に授業に取り組んだか否か、卒業研究の準備を整えたか否かで行
う。 

 

 
富田 寿人 
［授業計画］ 卒業研究のための基本的な知識と測定技術を習得するために、まず専門書や文献
を講読する。その後に測定実習を行い、測定の手順・装置の操作・データの解析などを行う。 
［達成目標］ 専門分野への知識を深め、運動に伴う生理的な変化のメカニズムを理解する。ま
た、実験の準備・実行やデータの処理・考察ができるようになること。 
［評価方法］ 授業への取り組み方やデータ処理の方法、レポートなどから判断する。 
大椙 弘順 
［授業計画］ 与えられた各課題について、各回１～２名にプロジェクターを用いたプレゼンテ
ーションをしてもらう。 発表者以外の人には、毎回各自１つ以上の質問を課し、全員参加型の
セミナーとする。 
［達成目標］ 
・課題を理解し、その内容についてプレゼンテーションできるようになる。 
・質疑応答等のコミュニケーション能力を高める。 
［評価方法］ 毎回のプレゼンテーションまたは質問・議論が十分な場合合格とする。 
友次 克子 
［授業計画］ コーパスの利用、言語分析に必要な統計、論文の講読を行ったあと、各自が卒研
につながるテーマを選択し、毎週調査結果を発表する。 
［達成目標］ 文献の検索方法、文献読解、資料作成、文章のまとめ方、口頭発表の仕方など、
卒研に必要な知識を身につける。 
［評価方法］ セミナーへの参加態度と発表内容により評価する。 
小栗 勝也 
［授業計画］ 課題図書の論読と発表、及び課題作業を行い、マスコミ研究・社会情報研究の基
礎を学習する。また４年生の卒業研究中間発表を聞いて討議に参加する。 
［達成目標］ 文献調査・読解、プレゼンなど将来の卒研に必要な基礎能力を身に付け、将来の
卒研テーマを見出すことを目標とする。 
［評価方法］ 各課題図書、課題作業に関するレポート、及び討議の発言内容と口頭試問を総合
して評価する。 
奥村 哲 
［授業計画］ 卒業研究のための基本的知識と技術を身につけるために、配布資料を輪読する。
輪読では毎回１～２人の学生が内容を要約・発表するが、他の学生も読んでくること。加えて、
各自の研究課題に備えて、脳切片作成と染色、脳波解析、ＨＰＬＣ分析、電気生理、プログラミ
ングなどの基本手技をひとつ習得してもらう。また、統計処理の基本について演習する。 
［達成目標］ 英文資料の輪読をとおして、専門分野への理解を深めるとともに、独力で英文資 
料に挑戦することができるようになるのが目標である。就職はもちろん大学院に進学をする場合 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ４ 必修 

担当教員 

情報デザイン学科教員 

    

添付ファイル 
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 でも、役にたつ力を培って欲しい。自習で理解できないことがあっても構わないが、せめて「ど
こがどうわからないのか？」具体的に質問できるように準備すること。実験技術については、そ
のまま卒論研究につなげることが目標である。 
［評価方法］ セミナー中の議論や理解度・技術の習得状況、他のメンバーへの貢献度などを総
合的に評価する。実験課題については方法と簡単な成果をまとめて提出してもらう。その内容に
ついて口頭試問する。 
榛葉    豊 
［授業計画］ クリティカルシンキング，統計科学，数理社会学，行動経済学などの学習をす
る。またそれらを用いた研究事例の輪講を行う。また，卒業研究の準備として，各自が関心を持
つ，文化，文芸，歴史，科学，心理，経済，政治などに関するテーマを紹介する． 
［達成目標］ 多変量解析，数量化理論などの概念と、それぞれどのような事例に適用すべきな
のかを習得する。確率の認知心理学，行動経済学，因果推論についての知見を広める。 
［評価方法］ 主体的に論文紹介が出来たかで評価する。 
林 章浩 
［授業計画］ 自分自身が興味のある業界・業種におけるシステムを中心に，システムとシステ
ム設計法に関して学ぶ．これらの学習を通じて，企業におけるシステムに関係する卒業研究の 
テーマ選定を進め，関連する先行研究の学習とシステム設計の練習を行う． 
［達成目標］ 自分自身が興味のある業界・業種におけるシステムの特徴を理解する．創造シス
テム設計法：ワークデザインのシステム設計法を学習し，システム概要設計ができるようにな 
る． 
［評価方法］ 自主的に行動できていたか．積極的な発言・発表が行えたか．発表内容は論理的
で理解しやすいものとなっていたか．システム設計法を理解・習得できたか．自分自身が興味の
ある業種（就職先候補）における特徴的なシステムを選出し，その内容を理解できたか． 
本多 明生 
［授業計画］ 卒業研究に必要となる基本的な知識と技術を習得するために，実験・実習ならび
に研究発表を行う。実験・実習では，代表的な心理学実験を体験し，そのデータを分析し，レ 
ポートを作成する。研究発表では，受講者が，研究テーマについて発表し，その内容を議論す 
る。 
［達成目標］過去研究をまとめて，その知見をもとに，新たな問題や課題を設定することができ
る。新たに設定した問題や課題に対して．合理的で適切な解決策を提案することができる。学ん
だことについてプレゼンテーションを行い，自らの考えを他者に伝えることができる。 
［評価方法］ 受講態度や発表の内容，議論への参加度等から総合的に評価する。 
紀ノ定 保礼 
［授業計画］ まず心理学研究そのものに関して導入をおこなったのちに，主に認知心理学分野
に関連する学術論文（主に英語で書かれた論文）の輪読や，実験を実施するためのプログラムの
作成，統計的分析の実習を行う。また，これらの実習を通じて，卒業研究で取り組む研究テーマ
を決定する。 
［達成目標］ 心理学的な研究を行う際に留意すべき事項を理解する。学術論文の読み方を会得
し，自身が興味のあるテーマについて先行研究を概観する。実験プログラムの作成や統計的分析
手法を習得する。 
［評価方法］ 受講生同士でオリジナルの研究を立案・準備・実施し，それについて学期末にレ
ポートを提出してもらう。レポートの内容，毎回の実習における受講態度や出席状況，論文発表
における発表資料，議論の内容から総合的に評価する。 
松田 崇 
［授業計画］ 作品制作等に必要なアプリケーション（Adobe Illustrator、Photoshopなど）の
習熟とヴィジュアルデザインの基礎修得を行う。 
［達成目標］ 課題を理解し作品を仕上げ、独自のヴィジュアル感を自覚し表現の土台を醸成す
ること。 
［評価方法］ 評価は、制作物と授業に対し主体的に取り組んだか否かで行う。 
谷口 ジョイ 
［授業計画］ 「ことば」の習得や喪失に関わる諸問題を広く取り上げ、応用言語学に関連した卒
業研究の準備を行う。前半は、各自の興味・関心に沿った先行研究を講読し、考察を加え、グ 
ループで議論を深める。後半は、言語データの収集、分析を演習形式で行い、基本的な研究方法
を体得した上で、研究計画を作成する。 
［達成目標］ 応用言語学の基礎を学び、主な研究手法について理解する。各自の研究テーマにつ
いて、先行研究を俯瞰し、現状を把握し、方向性などを議論する。また、言語資料を収集するた
めのさまざまな手法に触れ、実際に分析を試みた上で、それぞれの特徴や問題点を考える。 
［評価方法］ 平常のゼミ活動（課題、口頭発表、議論への参加等）及び期末レポートによって評 
価する。 

授業形態 原則として、講義と演習 
アクティブラーニング：毎回①,②,③,④,⑤,⑥に該当。 

達成目標 教員により異なる。（授業計画に併記） 

評価方法・フィー 
ドバック 

教員により異なる。（授業計画に併記） 

評価基準 教員により異なる。 

教科書・参考書 教員により異なる。 

履修条件 なし 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の
内容 

各教員の指示に従うこと。 
必ず授業ごとに復習して内容を理解し、予習を含め毎回2時間以上授業外に復習をして、自分のものにしてから 
次回の授業に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解：２０％, 思考・判断：２０％, 関心・意欲：２０％, 態度：２０％ 技術・表現：２０％ 

DP1 知識・理解  
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DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

データベース基礎Ｄ D1-S13-30 

Database 

科目コード： 19410 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 情報システムは実世界のデータを収集、蓄積し、これを活用して様々な機能を提供するようになっている。
データベースはここで活用されるデータの集合、およびそれを管理するデータベース管理システムを指し、大
量のデータを処理するために必須のものとなっている。本講義では、現在の主流である関係（リレーショナ 
ル）データベースを取り上げ、その基礎となるデータモデル、正規化、トランザクションなどの概念を学ぶ。 
また、アクティブラーニング（AL）を通してテーブルの正規化、SQL文によるデータ操作を実践的に理解する。 
この科目は、情報システム開発分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 情報社会とデータベース 
データベースの概要を説明し、なぜデータベースが必要なのかを事例に基づいて解説する。ま 
た、講義概要と教科書、参考書の紹介を行い、関連科目の中での本科目の位置付けを説明する。 
・課題：授業の中で説明した用語とその概念の復習 

2 データベースのための基礎理論 
データベースを学ぶ上で必要となる、集合論などの基礎的な理論について解説する。 
・課題：教科書第1～2章の復習 

3 リレーショナルデータモデル 
現在、広く使用されているリレーショナルデータベースについて、データモデルの点から解説す
る。さらに、第1正規形とキーの役割、整合性制約について解説する。 
・演習：クラウド環境でのSQL文の実行（AL①） 
・課題：教科書第3章の復習 

4 リレーショナル代数 
リレーショナルデータモデルの検索操作の基本であるリレーショナル代数の諸演算について解説
する。 
・演習：用語および第1正規形の理解度確認と、自然結合演算のSQL文の作成（AL①） 
・事前学習：教科書第1～3章の復習 
・課題：教科書第4章の復習 

5 SQL 
リレーショナルデータベースの操作言語であるＳＱLについて、標準化の経緯と基本的な命令につ
いて解説する。 
・演習：基本的なCRUD操作およびビュー作成のSQL文の作成（AL①） 
・［まとめのテスト１］ 
・事前学習：教科書第1～4章の復習（前回の演習を含む） 
・課題：教科書第5章の復習 

6 SQLによる問合せ                                                                     
SQLを使用した基本的な問い合せの命令を解説し、リレーショナル代数に基づく問合せの方法につ
いて説明する。 
・演習：参照のSQL文の作成（AL①） 
・課題：教科書教科書第6章の復習 

7 正規化 (1) 
リレーショナルデータベースで発生する更新不整合を防止するために、正規化が必要であること
を解説する。基本的な正規形である第2正規形、第3正規形について事例を交えて説明する。ま 
た、演習を通じてこれまでの内容の復習を行う。 
・演習：SQL文による情報無損失分解の確認演習（AL①） 
・事前学習：教科書第１～6章の復習 
・課題：教科書第7章の第2正規形までの復習 

8 正規化 (2) 
非第1正規形から第3正規形に正規化するための手順を整理して解説し、正規化の演習を行う。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択必修 

担当教員 

工藤 司 

    

添付ファイル 
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 ・演習：正規化演習（AL①） 
・［まとめのテスト２］ 
・事前学習：教科書第１～6章の復習（前回の演習を含む） 
・課題：教科書第7章の復習 

9 データモデリング 
データモデルは実世界のデータをコンピュータに写し取る手段あるいはその結果と考えられる。
ERモデルの考え方を解説し、モデル化の演習を行う。 
・演習：データモデリング演習（AL①） 
・課題：教科書第8章の復習 

10 データベース管理システム 
データベースを管理するデータベース管理システムについて、機能の概要を事例に基づいて説明
する。また、演習を通じてデータモデリングとデータ操作の一連の流れのまとめを行う。 
・演習：データモデリング、データ操作演習（AL①） 
・事前学習：正規化、データモデリングおよびSQL文の復習 
・課題：教科書第9章の復習 

11 トランザクションと同時実行制御 (1) 
複数のユーザがデータベースにアクセスする場合に発生する問題と、その対策の基礎となるトラ
ンザクションの概念について解説する。 
・［まとめのテスト３］ 
・演習：トランザクションの SQL文逐次実行（AL①） 
・事前学習：正規化、データモデリングおよびSQL文の復習（前回の演習を含む） 
・課題：教科書10.1～10.2節までの復習 

12 トランザクションと同時実行制御 (2) 
トランザクションと同時実行制御 (2) 
ロックによる同時実行制御の手法を解説する。また、同時実行制御に基づき、複数のトランザク
ションがデータベースにアクセスする場合の直列化可能スケジュールについて解説する。 
・演習：直列化可能スケジュールの演習（SQL文作成含む）（AL①） 
・課題：教科書10.3～10.4節の復習 

13 トランザクションと同時実行制御 (3) 
デッドロックに関する問題について解説すると共に、トランザクション全般の演習を行う。
また、演習を通じてデータモデリング、トランザクション管理の復習を行う。 
・演習：テーブルの設計、トランザクションによるデータ操作（AL①） 
・課題：教科書第10章の復習 

14 障害回復 
障害が発生した場合にデータの一貫性を維持するための、データベース管理システムの仕組みに
ついて解説する。また、これまで学んだ内容に関する総合演習を行う。 
・演習：第13回までの総合演習（AL①） 
・事前学習：第1～13回までの復習 
・課題：教科書第11章の復習 

15 データベースの動向 (2) 
インターネット上のデータ量の増大は情報爆発と呼ばれるように急速に増大しており、ビッグ 
データとしての活用が行われている。ビッグデータ活用のためのデータベースの技術について解
説する。 
・［小テスト］ 
・事前学習：第1～14回までの復習。特に、演習、まとめのテストを復習し、理解を深めること。 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:12回,②:0回,③:0回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 ・データベースおよびデータベース管理システムの概念を説明することができる。 
・データベースの基本的な操作について具体的な説明することができる。 
・簡単な関係データベースの概念設計を行うことができる。 
・トランザクションの概念について説明することができる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

3回のまとめのテストと1 回の小テスト（全て持ち込み不可）の合計80%、演習（提出課題）20%で評価する。ま 
とめのテスト、演習については、毎回採点後返却し結果をフィードバックする。 

評価基準 秀：100～90点（90%以上）、優：89～80点（80%以上）、良：79～70点（70%以上）、可：69～60点（60%以
上）、不可：59点 以下（60%未満） 
ただし、まとめのテストと小テストの平均が 90 点、80 点に満たない場合は、各々、秀、優にはならない。ま 
た、（ ）内は、達成目標に対する達成割合を示す。 

教科書・参考書 教科書：白鳥則郎（監修）「データベース －ビッグデータ時代の基礎－」共立出版 
参考書：増永良文「リレーショナルデータベース入門」サイエンス社 

履修条件 なし 

履修上の注意 ・本講義は、静かな環境で勉学意欲のある学生諸君のためにある。私語は厳禁する。度重なる注意を無視した 
学生は、最終評価点で大幅な減点を課す。 

準備学習と課題の 
内容 

授業計画に記載されている「準備学習」と「課題」（合計3時間）を必ず行うこと。特に、まとめのテストや演 
習については、フィードバックの説明を活用して理解を深めておくこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:40％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

情報デザイン実践演習１ D4-A15-30 

Training in Information Design 1 

科目コード： 20550 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 主として情報デザイン学科の学生のために必要とされる基礎概念・技術を習得すると共に、コンピュータを用
いた情報処理の基礎を学ぶ。また、著作権および個人情報の保護について学ぶ。それらをとおして各種の知識
を統合し、情報学にかかわる問題の発見や解決に取り組む。学生ごとに指定される日程表に従い、各テーマ２ 
週ずつ実施する。 

授業計画 生体電気信号（脳波・筋電）記録 （奥村） 
脳波・筋電位を情報として取り出し活用するための基礎知識と技術を学ぶ 
（1）脳波、筋電を相互に導出し記録する 
（2）ノイズの除去やデータ処理について体験する 
・AL①⑤⑥を行う。 
・準備学習：オームの法則や、電圧のはかり方など中学、高校レベルの電気の知識について復習
し、活用出来るように理解しておく。 
・課題：脳波導出の基礎的な原理と導出法について、実験によって習得し、その内容を正しくレ
ポートに記載する。また実際の計測では必ずノイズ等の問題が発生するので、その原因と対策に
ついても考察し、脳波など脳機能解析の将来の活用方法も検討した上でレポートをまとめる。 
コンピュータによる遺伝情報の解析 （大椙） 
（1）遺伝情報のデータベースとその利用法について学習する 
（2）各遺伝情報がもつ意味についてコンピュータを用いた解析を行う 
・AL①⑤⑥を行う。 
・準備学習：DNAの構造、mRNA、アミノ酸、タンパク質、転写、翻訳について調べ、理解してお
く。 
・課題：iLearnに掲載する資料と、各自に貸し出すテキストを参考に、各自が選択したタンパク
質について、アミノ酸の相同性配列検索、多重配列アラインメント、系統樹解析などを行いその
内容を考察、レポート。 
質問紙調査票の設計と回答データの処理 （秋山） 
（1）変数・尺度に応じた回答形式の作成 
（2）質問文の作成と回答データのエディティング・コーディング 
・AL⑤⑥を行う。 
・準備学習：内閣府が実施した各種の世論調査を参考にして、調査方法としての長所と短所を発
見する。 
・課題：①適切な回答形式の作成、②完成版質問（適切な質問文、適切な回答形式）の作成 
サービス企画実験（林） 
（１）開発ライフサイクルの考え方を理解する 
（２）レインストーミング法による新サービスの企画を行う 
・AL ①⑤⑥を行う。 
・準備学習：仕事を取ってくる，製品・サービスを提供する，基本構造を理解しておくこと． 
・課題：事例を用いて説明するので，その問題は発見し，課題を解決してみる 
計量テキスト分析と重回帰分析（榛葉） 
（1）統計的文体論とテキストの 
（2）重回帰分析 
・AL⑤⑥を行う 
・準備学習：統計的文体論，単回帰分析について知っておく． 
・課題：テキストデータからZipfの法則の成立を確認する．与えられたデータの重回帰分析をす
る． 
新聞記事データベースの試作と分析 （小栗） 
（1）記事データの取り込みと共有化のための保存 
（2）データベースの構築と情報検索及び比較 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ４ 選択必修 

担当教員 

情報デザイン学科教員 

    

添付ファイル 
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 ・AL⑤⑥を行う 
・準備学習：本学図書館のサイトから利用可能な朝日新聞データベース、またはWEB上の各新聞社
のホームページを用いて、「社説」を読む手順を把握しておくこと。また、エクセル（マクロが
使える純正のものに限る）が使用できるようにしておくこと。 
・課題：収集した社説を読み比べ、指示に従って内容の分類と比較を行い、その結果まとめてレ
ポートとして提出してもらいます。 
心理学実験とデータ解析（本多） 
(1) 心理学実験の体験 
(2) 実験データの分析と結果の可視化 
・AL①②⑤⑥を行う 
・準備学習：エクセルを用いた作図・作表について復習しておく。 
・課題：実験レポートを作成する 
認知心理学実験（紀ノ定） 
(1) 主に認知心理学分野における、「注意・記憶・意思決定」等に関する実験の体験や、実験プ
ログラム作成用ソフトウェアを用いた実験の作成実習 
(2) データの統計的解析と可視化 
・AL①②⑤⑥を行う 
・準備学習：心理学に関連する講義を履修済みの場合は、該当する内容を復習しておくこと。未
履修の場合は、図書館などで心理学に関連する書籍を読むなどして、関連する情報を得ておくこ
と。 
・課題：講義中に測定したデータを解析し、レポートを作成する。 

授業形態 実験クラスの学生は班に分かれて、それぞれの教員の指定する実験室（あるいは教室）で、実験を行う。２回 
（２週）毎に異なる教員（テーマ）の実験を行うことになる。 
アクティブラーニング：毎回 ①,②,③,④,⑤,⑥に該当。 

達成目標 情報の分野は多岐にわたるので、できるだけ多くの教員の専門に接して、卒業研究の指導教員を選択するため 
の、助けになることを期待する。 

評価方法・フィー
ドバック 

レポートの提出を重視する。それぞれのテーマにおいて、必ず指定された期日に実験を行い、期限内にレポー
トを提出する必要がある。テーマごとのレポートに基づき評価を行い、全てのテーマの評価を総合し成績判定 
を行う。 

評価基準 上記評価方法により秀・優・良・可・不可を判断するが、基本的に欠席や未提出のレポートが1つでもある場合
は不可となる。 
秀：100～90点、優：89～80点、良：79～70点、可：69～60点、不可：59点以下 

教科書・参考書 教科書：各テーマ毎に別途指示する。 

履修条件 なし 

履修上の注意 ４月のガイダンスには必ず出席し、履修上の注意事項を確認すること。また、初回講義において成績評価方法 
や出席に関する注意事項等を改めて説明するので、必ず出席すること。 

準備学習と課題の 
内容 

各テーマごとに、課題や復習ポイントを指示する。各教員の指示に従うこと。 
予習を含め毎回2時間以上授業外に復習をして、次の授業に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解：２０％, 思考・判断：２０％, 関心・意欲：２０％, 態度：２０％ 技術・表現：２０％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

情報セキュリティＤ D5-S19-30 

Information Security 

科目コード： 19420 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 情報セキュリティは現代社会において最も重要で必要不可欠な概念の一つである．情報セキュリティとそれに
関連する概念について説明し，技術的な対策について詳しく解説する．セキュリティ評価制度や組織における
運用や管理についても説明し，情報セキュリティを踏まえた情報リテラシーを学ぶ．この科目は、情報セキュ 
リティ技術分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 イントロダクション，情報セキュリティ概論 
カリキュラムにおける本講義の位置づけ（ステップ4，コース、分野科目）を説明する．講義概要
をシラバスを使って説明する．現代における情報セキュリティの重要性と具体的なリスクを例示
する．AL①。講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合が
ある)．AL①． 
準備：シラバスを読んでくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

2 暗号の基礎，共通鍵暗号 
暗号に基礎について，整数論や計算量理論を踏まえて学ぶ．共通鍵暗号について学ぶ．講義の最
後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

3 暗号(公開鍵暗号，ハッシュ関数，ディジタル署名) 
公開鍵暗号とハッシュ関数，ディジタル署名について学ぶ．講義の最後に簡単な演習を行う
(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

4 公開鍵証明書，暗号プロトコル 
公開鍵証明書の概念と実例，認証局とその階層構造，暗号プロトコルの実例について学ぶ．講義
の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)．AL①． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

5 サイドチャネル攻撃，秘密分散，量子暗号                                            
ICカードを対象とするサイドチャネル攻撃，暗号鍵を管理する手法である秘密分散，量子コン 
ピュータが実現しても破られない量子暗号について学ぶ．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearn 
あるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

6 アクセス制御，UNIXパスワード，PBC 
ユーザ認証とアクセス制御について学びUNIXパスワードの具体的な仕組みを学ぶ．パスワードに
基づく暗号化プログラムの構造を学習する．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいは
Microsoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

7 バイオメトリクス 
指紋や虹彩などの生体情報を用いるバイオメトリック認証について学ぶ．講義の最後に簡単な演
習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

8 前回の演習の回答と解説，質疑応答，中間試験 
前回の演習の回答と解説を行う．前回までの講義について質疑応答をする．AL①．その後に中間 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択必修 

担当教員 

大石 和臣 

    

添付ファイル 
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 試験を行う． 
準備：前回までの講義内容を復習してくること． 

9 ネットワークセキュリティ,Web セキュリティ 
ネットワークセキュリティとWebセキュリティについて学ぶ．ファイアウォール，NAT等の具体的
技術を学習する．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場
合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

10 マルウェア（コンピュータウイルス，ワーム，シェルコード他）                         
Webセキュリティに関連してマルウェアについて学ぶ．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあ
るいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

11 マルウェア対策（アンチウイルス，ハニーポット，セキュアコーディング） 
マルウェア対策の技術について，最新技術も含めて学ぶ．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearn 
あるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)．AL①． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

12 プライバシ保護，匿名性，匿名通信，RFID 
プライバシ保護，匿名性，匿名通信，RFIDの背景と具体的技術について学ぶ．中間試験の回答と
解説．AL①．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合が
ある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

13 情報ハイディング（電子透かし，ステガノグラフィー），ディジタルフォレンジック 
電子透かしやステガノグラフィー等の情報ハイディング技術とハードディスクの解析等のディジ
タルフォレンジック技術について学ぶ．講義の最後に簡単な演習を行う(iLearnあるいは
Microsoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

14 評価制度（ISO/IEC15408，JISEC，JCMVP），ISMS 
技術的な評価と組織的な評価に関する評価制度について学ぶ．講義の最後に簡単な演習を行う
(iLearnあるいはMicrosoft Formsを活用する場合がある)． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：今回の復習および次回の講義内容を予習． 

15 セキュリティインシデントや関連技術の事例紹介，まとめ，総合演習 
最新の研究紹介やいままでの講義内容についての質問を受け付ける．AL①． 
準備：今回の講義内容を予習してくること． 
課題：いままでの講義内容を復習し，定期試験に備える． 

16 定期試験 

授業形態 講義と演習（課題） 
アクティブラーニング：①:6回,②:0回,③:0回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 1) 情報セキュリティの脅威と対策を理解する． 
2) 要素技術（暗号，認証，マルウェア対策等）の知識を得る． 
3) 要素技術の特徴と限界を理解して適切に使用できるようになる． 
4) 情報セキュリティに関する法律や制度（運用）を理解する． 
5) 情報セキュリティを踏まえた情報リテラシーを身に着ける． 

評価方法・フィー 
ドバック 

演習（課題）：40％，中間試験，総合演習/定期試験/レポート：60％の配点で評価する．各回に行う演習は次 
回に解説を行い，課題（宿題）あるいは中間試験は採点して返却し、結果をフィードバックする。 

評価基準 100～90：秀，89～80：優，79～70：良，69～60：可，60未満：不可
達成目標の100～90％に到達した場合は秀， 
達成目標の89～80％に到達した場合は優， 
達成目標の79～70％に到達した場合は良， 
達成目標の69～60％に到達した場合は可， 
達成目標の59～0％に到達した場合は不可． 

教科書・参考書 教科書：指定しない． 
参考書：いくつかの書籍を以下に示す． 
1. 独立行政法人情報処理推進機構，情報セキュリティ白書2019，独立行政法人情報処理推進機構，2019 年． 
2. 辻井重男，情報社会・セキュリティ・倫理，コロナ社，2012 年． 
3. 映像情報メディア学会編，半谷精一郎編著，バイオメトリクス教科書: 原理からプログラミングまで，コ
ロナ社，2012 年． 
4. 佐々木良一監修，手塚悟編著，情報セキュリティの基礎，共立出版，2011 年． 
5. 独立行政法人情報処理推進機構，情報セキュリティ読本四訂版-IT 時代の危機管理入門-，実教出版株式会
社， 2009 年． 
6. 黒澤馨，尾形わかは，現代暗号の基礎数理，コロナ社，2004 年． 
7. 松井甲子雄, 岩切宗利，情報ハイディングの基礎―ユビキタス社会の情報セキュリティ技術，森北出版， 
2004 年． 

履修条件 コンピュータ構成概論とプログラミング入門を履修済みであること．コンピュータネットワークDを履修中ある 
いは履修済みが望ましい． 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の
内容 

1回の講義につき2時間程度の予習・復習を行って授業にのぞむこと．予習として，授業計画の各内容に関し 
て，参考書の該当する章を読むことあるいはインターネットで調べて準備することが望ましい．復習として， 
講義のスライドやノートを読み返して講義内容を理解し，参考書の該当する章を読むことあるいはインター 
ネットで調べて理解を深めることが望ましい．演習や課題（宿題）を繰り返し解くことは有効な復習および試
験対策になる． 
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ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:40％,関心･意欲:10％,態度:5％,技能・表現:5％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

コンピュータネットワークＤ D5-S20-30 

Computer Network 

科目コード： 19430 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 情報化社会では、コンピュータネットワークは不可欠であり、インターネットの普及にともない様々な産業活
動にとどまらず日常生活においても活用されている。この科目では、初級・入門用として、コンピュータネッ
トワークを中心とした情報通信システムの概要と、その現況を講義する。またよりネットワークを理解するた 
めに、ネットワーク構築実習を行い、実際の動作からネットワークを学習する。 

授業計画 1 ネットワーク・セキュリティ(1) 
授業を実施するための環境設定 
AL④ ネットワークとサイバーセキュリティ(1) 

2 ネットワーク・セキュリティ(2) 
ネットワークとサイバーセキュリティ(2) 
AL③④ ファイルおよびデータの暗号化など 

3 ネットワーク・セキュリティ(3) 
ネットワークとサイバーセキュリティ(3) 
AL③④ データの完全性チェックなど 

4 ネットワーク・セキュリティ(4) 
ネットワークとサイバーセキュリティ(4) 
AL③④ WEP/WPA2 PSK/WPA2 RADIUSなど 

5 ネットワーク・セキュリティ(5) 
ネットワークとサイバーセキュリティ(5) 
AL③④ VPNなど 

6 ネットワーク・セキュリティ(6) 
ネットワークとサイバーセキュリティ(6) 
AL③ サーバ ファイアウォールとルータ ACL 

7 ネットワーク・セキュリティ(7) 
ネットワークとサイバーセキュリティ(7) 
AL③ 総合課題(1) 

 

8 ネットワークオペレーション(1) 
ネットワークの仕組み(1) 
AL③ ネットワークプロトコルなど 

9 ネットワークオペレーション(2) 
ネットワークの仕組み(2) 
AL③ イーサネット、IPアドレスなど 

10 ネットワークオペレーション(3) 
ネットワークの仕組み(3) 
AL③ ネットワークサービスなど 

11 ネットワークオペレーション(4) 
ネットワークの仕組み(4) 
AL③ ネットワークデバイス、インフラストラクチャーなど 

12 ネットワーク応用(1) 
ネットワーク構築事例(1) 
AL③ ルーティングプロトコルなど 

13 ネットワーク応用(2) 
ネットワーク構築事例(2) 

 AL① 総合課題(2) 
14 ネットワーク応用(3) 

ネットワーク構築事例(3) 
AL① 総合課題(3) 

15 まとめ 

まとめ 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:2回,②:0回,③:10回,④:5回,⑤:0回,⑥:0回 
ネットワークの応用事例においてAL①、演習においてはAL③④を行う。 

達成目標 下記に示す各テーマに関して、毎回の授業計画ごとに内容を理解し、単に知識として覚えるだけでなく、その
内容に関する自分の見解をまとめ記述することのできる能力を身に付ける。 
（1）情報化された社会とコンピュータネットワークとの関係 （2）インターネットの基礎技術 
（3）ネットワークの処理形態ごとの構成要素 （4）各種通信機能とプロトコルの関係 
（5）通信回線とサービスの関係（6）ネットワークの応用事例（ネットワーク実習） 
（7）ネットワークのセキュリティ関係 

評価方法・フィー
ドバック 

授業時に毎回小テスト/レポートを実施する。また、期末試験も行う。
小テスト/レポートと期末試験を総合して評価する。 
小テストはオンラインで行い、回答終了後に解答が提示される 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択必修 

担当教員 

水野 信也 

    

添付ファイル 
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評価基準 秀：１００～９０、優：１００～８０、良：７９～７０、可：６９～６０、不可：５９以下。 
達成目標（1）〜（5）、（7）に関しては小テスト/レポートと期末試験にて実施し、（6）は小テスト/レポー 
トで評価する 

教科書・参考書 Cisco Networking AcademyのCyber Security Essentialsの教材を用いて行う 

履修条件 コンピュータやネットワークの仕組みに興味があること。 

履修上の注意 インターネット上の資料・演習問題を使用して行うため、ネットワークに接続されたノートパソコンを持参す 
ること。 

準備学習と課題の
内容 

①初回までにシラバスを読み授業項目や目的を理解しておくこと 
②２回目以降は各授業の終わりに準備学習の内容を指示する 
③授業ごとに行われる演習問題については充分に復習し、情報処理試験に備えること 
④予習を含め毎回３時間以上授業外に復習をして次の授業に臨む 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:10％,関心･意欲:30％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

ヴィジュアルデザイン D2-C25-50 

Visual Design 

科目コード： 21200 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ヴィジュアルデザインとは、絵(イラストレーション)や写真、コンピュータグラフィックスなどの視覚的な 表
現で情報伝達することを目的としたデザインのことです。本講義では、「ヴィジュアルデザイン入門」の発展
科目として、より豊かな視覚表現の能力向上と、情報伝達課題に対する解決能力の向上を目指します。また、
受講を希望する学生は、「ヴィジュアルデザイン入門（開講時期：1年後期／授業コード:79816）」を履修して
いることが望ましい。 
この科目は、ビジュアルコミュニケーション分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 ガイダンス 

授業の概要説明 

2 様々なデザインの世界 
「エディトリアルデザイン、Webデザイン」など、ヴィジュアルデザインが関わるメディアは多岐
にわたる。その世界とデザインの仕組みを学修する。 

3 様々なデザインの世界 
「エディトリアルデザイン、Webデザイン」など、ヴィジュアルデザインが関わるメディアは多岐
にわたる。その世界とデザインの仕組みを学修する。 

4 ヴィジュアルデザイン-1（写真） 
写真（photograph）による視覚表現の学修
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

5 ヴィジュアルデザイン-1（写真） 
写真（photograph）による視覚表現の学修
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

6 ヴィジュアルデザイン-2（イラストレーション） 
イラスト（Illustration）による視覚表現の学修
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

7 ヴィジュアルデザイン-2（イラストレーション） 
イラスト（Illustration）による視覚表現の学修
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

8 ヴィジュアルデザイン-3（文字） 
文字（typography）による視覚表現の学修
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

9 ヴィジュアルデザイン-3（文字） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択 

担当教員 

松田 崇 

    

添付ファイル 
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 文字（typography）による視覚表現の学修
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

10 最終課題制作 
オリジナルのヴィジュアルデザイン作品の制作
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

11 最終課題制作 
オリジナルのヴィジュアルデザイン作品の制作
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

12 最終課題制作 
オリジナルのヴィジュアルデザイン作品の制作
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

13 最終課題制作 
オリジナルのヴィジュアルデザイン作品の制作
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

14 最終課題制作 
オリジナルのヴィジュアルデザイン作品の制作
課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

15 最終課題制作 
オリジナルのヴィジュアルデザイン作品の制作
課題制作（AL④） 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で 
の制作時間の確保が必要となります。 

授業形態 講義と演習 
アクティブラーニング：①:0回,②:0回,③:0回,④:10回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 ヴィジュアルデザインによる豊かな視覚表現能力と情報伝達の課題解決能力の獲得。 

評価方法・フィー 
ドバック 

評価方法：出席と提出課題によって評価 
フィードバック：作品の中間発表や講評 

評価基準 秀(100~90点)、優(89~80点)、良(79~70点)、可(69~60点)、不可(59点以下) 

教科書・参考書 なし 

履修条件 「ヴィジュアルデザイン入門（開講時期：1年後期／授業コード:79816）」を履修していることが望ましい。 

履修上の注意 課題に対する制作意欲とクオリティ(品質)へのこだわりを持つこと 

準備学習と課題の
内容 

日常的にヴィジュアルデザインに関することへ意識を向けておくこと。講義内での制作に真摯に取り組むこ
と。 
(毎回、予習復習それぞれ1.5時間程度) 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20%,思考・判断:20%,関心・意欲:30%,態度:10%,技能・表現:20% 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

映像制作 D5-C28-30 

Video Production 

科目コード： 20570 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 映像の歴史・仕組みから映像制作の基礎を学び、オリジナルの映像を制作します。 
この科目は、ビジュアルコミュニケーション分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 ガイダンス 

復習：授業内容の復習 

2 映像の歴史と原理 
映像史を学び、ストップモーションムービーによる映像制作を行う。
課題：課題制作（AL④） 
復習：授業内容の復習 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

3 映像の歴史と原理 
映像史を学び、ストップモーションムービーによる映像制作を行う。
課題：課題制作（AL④） 
復習：授業内容の復習 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

4 映像制作の流れ 
製造制作に必要な基本（コンテ、ポジション、アングル、動き、ショットなど）を課題制作を通
して学習する。 
課題：課題制作（AL④） 
復習：授業内容の復習 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

5 映像制作の流れ 
製造制作に必要な基本（コンテ、ポジション、アングル、動き、ショットなど）を課題制作を通
して学習する。 
課題：課題制作（AL④） 
復習：授業内容の復習 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

6 映像制作の流れ 
製造制作に必要な基本（コンテ、ポジション、アングル、動き、ショットなど）を課題制作を通
して学習する。 
課題：課題制作（AL④） 
復習：授業内容の復習 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

7 映像制作の流れ 
製造制作に必要な基本（コンテ、ポジション、アングル、動き、ショットなど）を課題制作を通
して学習する。 
課題：課題制作（AL④） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択 

担当教員 

松田 崇 

    

添付ファイル 
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 復習：授業内容の復習 
 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

8 映像制作の流れ 
製造制作に必要な基本（コンテ、ポジション、アングル、動き、ショットなど）を課題制作を通
して学習する。 
課題：課題制作（AL④） 
復習：授業内容の復習 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

9 撮影・編集 
身近な撮影機材を利用し撮影を行い、映像編集ソフト（AviUtl）を使った編集を学ぶ。
課題：課題制作（AL④） 
復習：授業内容の復習 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

10 撮影・編集 
身近な撮影機材を利用し撮影を行い、映像編集ソフト（AviUtl）を使った編集を学ぶ。
課題：課題制作（AL④） 
復習：授業内容の復習 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

11 撮影・編集 
身近な撮影機材を利用し撮影を行い、映像編集ソフト（AviUtl）を使った編集を学ぶ。
課題：課題制作（AL④） 
復習：授業内容の復習 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

12 撮影・編集 
身近な撮影機材を利用し撮影を行い、映像編集ソフト（AviUtl）を使った編集を学ぶ。
課題：課題制作（AL④） 
復習：授業内容の復習 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

13 作品制作 
オリジナルの映像作品の制作
課題：課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

14 作品制作 
オリジナルの映像作品の制作
課題：課題制作（AL④） 

 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で
の制作時間の確保が必要となります。 

15 作品制作 
オリジナルの映像作品の制作
課題：課題制作（AL④） 

準備学習：授業時間内にも制作時間を確保しますが、それだけでは足りません。各自、授業外で 
の制作時間の確保が必要となります。 

授業形態 講義と演習 
※授業計画は、多少変更の可能性があります。詳細は、初回授業のガイダンスで説明します。 
アクティブラーニング：①:0回,②:0回,③:0回,④:12回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 映像制作ができる 

評価方法・フィー 
ドバック 

評価方法：出席と提出課題によって評価 
フィードバック：作品の中間発表や講評 

評価基準 秀（100～90点）、優（89～80点）、良（79～70点）、可（69～60点）、不可（59点以下） 

教科書・参考書 なし 

履修条件 なし 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の 
内容 

映像による、さまざまな表現を制作者の視点で接することを心がけてください。 
(毎回、予習復習それぞれ1.5時間程度) 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:20％,関心･意欲:30％,態度:10％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  
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DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

コンピュータミュージック D3-C31-30 

Computer Music 

科目コード： 17760 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 パーソナルコンピュータを活用した、サウンド制作の基本を学ぶ。音楽の基本となる「楽典」、コンピュー
タミュージックの基本となる「MIDI規格」のほか、「音響」「ミキシング」などのさまざまな基本事項を踏ま
えたうえで、制作実習を行なう。 
制作においては、ツールの基本操作はもちろん、特定のツールに拠らない制作技術の習得も視野に入れる。 

授業計画 1 楽典とMIDI規格 

制作実習に必要と思われる音楽や音響の基礎知識、MIDI規格との関連を習得する。 

2 データ制作の基本(1) 
ソフトウェアの基本操作の習得と、データ操作に関する基本事項を習得する。
習得内容の確認のため、演習課題を制作する。 

3 データ制作の基本(2) 
ソフトウェアの基本操作の習得と、データ操作に関する基本事項を習得する。
習得内容の確認のため、演習課題を制作する。 
演習課題についてAL3を行う。 

4 データ制作の基本(3) 
ソフトウェアの基本操作の習得と、データ操作に関する基本事項を習得する。
習得内容の確認のため、演習課題を制作する。 
演習課題についてAL3を行う。 

5 データ制作演習(A-1) 
演習AではAUDIOデータのほかにMIDIデータを取り扱う。 
準備学習として、テキストの「MIDI」の項を予習しておくこと。
習得内容の確認のため、演習課題を制作する。 

6 データ制作演習(A-2) 
演習AではAUDIOデータのほかにMIDIデータを取り扱う。 
準備学習として、テキストの「MIDI」の項を予習しておくこと。
習得内容の確認のため、演習課題を制作する。 
課題演習についてAL3を行う。 

7 データ制作演習(B-1) 
演習Bでは基本的なエフェクトプラグインを取り扱う。 
準備学習として、テキストの「エフェクター」の項を予習しておくこと。
習得内容の確認のため、演習課題を制作する。 

8 データ制作演習(B-2) 
演習Bでは基本的なエフェクトプラグインを取り扱う。 
準備学習として、テキストの「エフェクター」の項を予習しておくこと。
習得内容の確認のため、演習課題を制作する。 
課題演習についてAL3を行う。 

9 データ制作演習(C-1) 
演習Cではアイテムの応用操作を取り扱う。 
準備学習として、テキストの「アイテム」「音符と休符」の項を予習しておくこと。
習得内容の確認のため、演習課題を制作する。 

10 データ制作演習(C-2) 
演習Cではアイテムの応用操作を取り扱う。 
準備学習として、テキストの「アイテム」「音符と休符」の項を予習しておくこと。
習得内容の確認のため、演習課題を制作する。 
課題演習についてAL3を行う。 

 11 データ制作演習(D) 
演習Dではミックスにおけるオートメーションを取り扱う。 
準備学習として、テキストの「オートメーション」の項を予習しておくこと。
習得内容の確認のため、演習課題を制作する。 

12 プラグインエフェクター(1) 
演習で扱ったエフェクターについて、プリセット以外のパラメータを学習する。 
また、授業で使わなかったエフェクターでも一般的に利用されていれば取り上げる。
講義全体を通しAL4を行う。 

13 プラグインエフェクター(2) 
同上 

14 最終課題制作(1) 

第13回までの内容を踏まえて課題を制作する。 

15 最終課題制作(2) 
同上 

授業形態 講義と演習 
アクティブラーニング：①:0回,②:0回,③:5回,④:2回,⑤:0回,⑥:0回 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択 

担当教員 

大畑 秀人 

    

添付ファイル 
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達成目標 １．MIDIとAUDIOの違いを理解し、音楽データ制作に利用することが出来る（基礎） 
２．プラグイン（主にVST形式）を音楽データ制作に利用することが出来る（基礎） 
３．エフェクターの種類を把握し、音楽データ制作に利用することが出来る（基礎） 
４．プラグインのパラメータを理解する（応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

最終課題制作（授業計画の第14回・15回）で評価を行う。 
評価結果は評価点60点（100点中）以上を「合格」、満たない場合を「不可」とする。 
ただし、各演習の提出物について「締め切りが守られない」「未提出」などの場合は、評価点に対して減点を
行い、その結果「不可」になることもある。原則として提出物に関するフィードバックは次回以降の授業で実 
施。 

評価基準 評価点によって以下の通り評価する。 
「秀」 90点以上 
「優」 80点～89点 
「良」 70点～79点 
「可」 60点～69点 
「不可」 59点以下 

教科書・参考書 特定の教科書を使用せず、授業用にまとめたものを使用する。 

履修条件 特になし 

履修上の注意 講義では演習も行うため、ノートパソコンとLANケーブルを持参すること。 
ツールやプラグインに関して、ライセンスが設定されているものは配布できないため、プレゼンテーションに 
留める。（特に授業計画の第12回・13回） 

準備学習と課題の
内容 

授業毎に復習して内容を理解した上で、次回の授業に臨むこと。毎回、予習復習それぞれ1.5時間程度
演習などを仕上げる必要がある場合は、次回までに仕上げをしておくこと。 
授業計画の第5回以降は、基本操作についての再説明を行わない。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:20％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:30％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

メディアアート1 D3-C32-30 

Media Art 1 

科目コード： 21750 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 近代から現代にかけてアートは、様々なメディアや、他ジャンル、社会との関わりによって多様な表現や実験
を繰り返して来た。そのようなアートと周辺ジャンルとの関係性や、アートの歴史、表現方法について実制作
も行いながら学んでいく。 
この科目は、グラフィックデザイン分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 

ガイダンス 

2 
近代から現代のアートの歴史と技法・レディメイド、ミニマルアート、コンセプチュアルアート
など／様々なジャンルとアートの関わりについて・デザイン、音楽、映画、科学など／映像鑑賞
とレポート 

3 
近代から現代のアートの歴史と技法・レディメイド、ミニマルアート、コンセプチュアルアート
など／様々なジャンルとアートの関わりについて・デザイン、音楽、映画、科学など／映像鑑賞
とレポート 

4 
近代から現代のアートの歴史と技法・レディメイド、ミニマルアート、コンセプチュアルアート
など／様々なジャンルとアートの関わりについて・デザイン、音楽、映画、科学など／映像鑑賞
とレポート 

5 
近代から現代のアートの歴史と技法・レディメイド、ミニマルアート、コンセプチュアルアート
など／様々なジャンルとアートの関わりについて・デザイン、音楽、映画、科学など／映像鑑賞
とレポート 

6 
メディアアートの誕生、その表現技法とコンセプト・デザイン思考や設計理論／映像鑑賞とレ
ポート／アート作品の制作 

7 
メディアアートの誕生、その表現技法とコンセプト・デザイン思考や設計理論／映像鑑賞とレ
ポート／アート作品の制作 

8 
メディアアートの誕生、その表現技法とコンセプト・デザイン思考や設計理論／映像鑑賞とレ
ポート／アート作品の制作 

9 
メディアアートの誕生、その表現技法とコンセプト・デザイン思考や設計理論／映像鑑賞とレ
ポート／アート作品の制作 

10 
メディアアートの誕生、その表現技法とコンセプト・デザイン思考や設計理論／映像鑑賞とレ
ポート／アート作品の制作 

11 
メディアアート、メディアデザインの作家とその作品について／映像鑑賞とレポート／アート作
品の制作 

12 
メディアアート、メディアデザインの作家とその作品について／映像鑑賞とレポート／アート作
品の制作 

 13 
メディアアート、メディアデザインの作家とその作品について／映像鑑賞とレポート／アート作
品の制作 

14 
メディアアート、メディアデザインの作家とその作品について／映像鑑賞とレポート／アート作
品の制作 

15 
メディアアート、メディアデザインの作家とその作品について／映像鑑賞とレポート／アート作 
品の制作 

授業形態 講義と演習 

達成目標 近代以降のアートの多様な考え方を理解し、様々な視点で物事を捉え、ジャンルを越えた相関関係を理解でき 
ること 

評価方法・フィー 
ドバック 

出席、レポート、課題によって評価。原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業 
内で実施する。 

評価基準 秀(100~90点)、優(89~80点)、良(79~70点)、可(69~60点)、不可(59点以下) 

教科書・参考書 なし 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

2年後期 2 2 選択 

担当教員 

伊藤 明倫 

    

添付ファイル 
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履修条件 アートやデザインに興味・意欲のある学生 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の 
内容 

多様な視点で考察する能動的姿勢と、制作への積極的参加ができるようにしてください。毎回、予習復習それ 
ぞれ1.5時間程度。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:20％,思考･判断:20％,関心･意欲:30％,態度:10％,技能･表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

メディアアート2 D4-C33-30 

Media Art 2 

科目コード： 21760 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 メディアアート1の講義・制作内容を踏まえて、より深くアートの表現と考え方について考察していく。具体的
には、科学とアートの関係について、ハイブリッドアートについて、新しい問題提起型デザインのスペキュラ
ティブデザインについてなど、具体的な事例を見ながら考察し、作品制作も進めていく。この科目は、グラ 
フィックデザイン分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 

ガイダンス 

2 
科学とアートの関係性について／バイオアートやインタラクティブアートについて／映像鑑賞と
レポート／アート作品の制作 

3 
科学とアートの関係性について／バイオアートやインタラクティブアートについて／映像鑑賞と
レポート／アート作品の制作 

4 
科学とアートの関係性について／バイオアートやインタラクティブアートについて／映像鑑賞と
レポート／アート作品の制作 

5 
科学とアートの関係性について／バイオアートやインタラクティブアートについて／映像鑑賞と
レポート／アート作品の制作 

6 
様々なメディアとデザイン・アート／スペキュラティブデザインの実例とコンセプト／映像鑑賞
とレポート／アート作品の制作 

7 
様々なメディアとデザイン・アート／スペキュラティブデザインの実例とコンセプト／映像鑑賞
とレポート／アート作品の制作 

8 
様々なメディアとデザイン・アート／スペキュラティブデザインの実例とコンセプト／映像鑑賞
とレポート／アート作品の制作 

9 
様々なメディアとデザイン・アート／スペキュラティブデザインの実例とコンセプト／映像鑑賞
とレポート／アート作品の制作 

10 
様々なメディアとデザイン・アート／スペキュラティブデザインの実例とコンセプト／映像鑑賞
とレポート／アート作品の制作 

11 

インタラクティブコンテンツと作品について／映像鑑賞とレポート／アート作品の制作 

12 

インタラクティブコンテンツと作品について／映像鑑賞とレポート／アート作品の制作 

13 

インタラクティブコンテンツと作品について／映像鑑賞とレポート／アート作品の制作 

14 

インタラクティブコンテンツと作品について／映像鑑賞とレポート／アート作品の制作 

 15 
インタラクティブコンテンツと作品について／映像鑑賞とレポート／アート作品の制作 

授業形態 講義と演習 

達成目標 現代のアートやデザインには、メディアアートを含む多様な表現が存在し、様々なジャンルとボーダレスに繋 
がり、未来への問題提起をしている事が理解できること。 

評価方法・フィー 
ドバック 

出席、レポート、課題によって評価。原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業 
内で実施する。 

評価基準 秀(100~90点)、優(89~80点)、良(79~70点)、可(69~60点)、不可(59点以下) 

教科書・参考書 なし 

履修条件 アートやデザインに興味・意欲のある学生 

履修上の注意 なし 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

3年前期 3 2 選択 

担当教員 

伊藤 明倫 

    

添付ファイル 
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準備学習と課題の 
内容 

多様な視点で考察する能動的姿勢と、制作への積極的参加ができるようにしてください。毎回、予習復習それ 
ぞれ1.5時間程度。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:20％,思考･判断:20％,関心･意欲:30％,態度:10％,技能･表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

遺伝子とバイオインフォマティクス D2-B35- 
30 

Genes and Bioinformatics 

科目コード： 16000 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 遺伝子の物質的実体、遺伝子情報の発現の仕組みとその発現の調節、及び遺伝子発現の産物であるタンパク
質について解説し、遺伝子とは何かについて理解を深めてもらう。また、遺伝子工学の手法について解説し、
バイオインフォマティクスという分野について紹介する。最近、我々ヒトを含めた数々の生物において、その
全ゲノム（遺伝子の総体）の塩基配列情報が明らかにされた。バイオインフォマティクスは、それらの結果を
基に、遺伝子や生命現象を情報科学的側面から研究する分野である。遺伝子発現についての分子的側面からの
研究とバイオインフォマティクスが融合することで、医療・医薬品・食品分野などへの大きな貢献が期待され
るが、そのような状況を紹介しながら遺伝子とその働きを総合的に理解してもらえるような講義とする。ま 
た、近年、iPS細胞やゲノム編集という新たな生命操作技術が登場し、それをどこまで適応してよいか、否かと
いう議論をもたらしている。この講義では、アクティブラーニング（AL）を通じて、遺伝子の働きや、遺伝子 
操作、生命工学について理解を深めてもらうと共に、生命操作の利点や問題点について考察してもらう。 

授業計画 1 遺伝子とは何か。バイオインフォマティクスとは何か。 
・遺伝子とはどういう単位か、何をになう単位かを説明．バイオインフォマティクスとはどうい
う分野か、その目的とは何かを説明。 
・「遺伝子とは何か」について、AL①とAL②を行う。 
・準備学習：バイオインフォマティクスとは何か、それはどのように社会で役立っているかにつ
いて調べる。 
・課題：遺伝子が異常になることが原因で起きる人の病気にどのようなものがあるか調べてレ
ポート（AL④,③）。 

2 染色体と遺伝子 
・メンデルのが発見した法則．染色体と遺伝子の関係．染色体の対合、交差、組み替え．連鎖 
・「染色体と遺伝の関係」について、AL①とAL②を行う。 
・準備学習：メンデルがどのような実験をやったかについて調べる。また、その時代に生物につ
いてどのようなレベルまで知られていたかについて調べる。 
・課題：次世代の形成に対して染色体の挙動がどのような意味を持つかについて調べてレポート 
（AL④,③）。 

3 遺伝子とDNA 1 
・染色体地図．遺伝子発現の全体像．優性・劣性．阻害遺伝子、同義遺伝子．伴性遺伝．真核細
胞、原核細胞、ウィルス．染色体DNA．ミトコンドリアDNA. 
・「遺伝子発現の全体像」について、AL①とAL②を行う。 
・準備学習：「染色体地図」とは何か、「伴性遺伝」の例としてどのようなものがあるか調べ
る。 
・課題：「遺伝子の実体」と遺伝学上の「優性、劣性」がどのような関係にあるかレポート（AL 
④,③）。 

4 遺伝子とDNA 2 
・DNA の二重ら旋構造．DNAとRNAの相違点．DNA の複製. 
・「DNA の二重ら旋構造が生命にとってどのような意味を持つか」について、AL①とAL②を行
う。 
・準備学習：「DNAとRNAの共通点と相違点」について調べる。 
・課題：DNAポリメラーゼの特徴により、DNA鎖の端の複製に生じる問題と、その解消の為に行わ
れている仕組みについてレポート（AL④,③）。 

5 遺伝子発現 1 
転写．mRNAの合成．RNAポリメラーゼ．翻訳．tRNA．リボソームの働き．コドン. 
・「転写と翻訳とは何か」について、AL①とAL②を行う。 
・準備学習：「リボソームの働き」について調べる。 
・課題：コドンの変化により、タンパク質にどのような変化があるか、あるいは無いか、につい 
てレポート（AL④,③）。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択 

担当教員 

大椙 弘順 

    

添付ファイル 
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 6 遺伝子発現 2 
・真核細胞、原核細胞．真核生物におけるプロセシング．エキソンとイントロン．スプライシン
グ. 
・真核生物に特徴的なスプライシングのメリットについて、AL①とAL②を行う。 
・事前学習：「エキソンとイントロン」について調べる。 
・課題：エキソン・イントロンと進化との関係についてレポート（AL④,③）。 

7 遺伝子発現 3 
・アミノ酸とタンパク質．コドンとアミノ酸、タンパク質の関係．タンパク質の立体構造と働き. 
・アミノ酸配列がタンパク質の立体構造とどのように関係するかについて、AL①とAL②を行う。 
・事前学習：「DNAのコドンとタンパク質の関係」について調べる。 
・課題：タンパク質が機能する際に、その立体構造がどのように関わるかについて、例をあげて
レポート（AL④,③）。 

8 遺伝子発現の制御 1 
・遺伝子発現調節の各段階. 原核生物における転写調節. オペロン. 
・細胞活動とDNAの関係について、AL①とAL②を行う。 
・事前学習：「オペロンとは何か、リプレッサーとは何か」について調べる。 
・課題：原核生物での遺伝子発現調節機構について、講義とは別の例をあげてレポート（AL④, 
③）。 

9 遺伝子発現の制御 2 
・真核生物における転写調節. 転写調節タンパク質．リプレッサー．アクチベーター. タンパク
質の活性調節. 
・細胞分化とDNAの関係について、AL①とAL②を行う。 
・事前学習：「タンパク質をコードしないRNAと転写調節の関係」について調べる。 
・課題：「DNAが同じ一卵性双生児が全く同じにはならない理由」についてレポート（AL④, 
③）。 

10 突然変異と進化 
・DNAの突然変異と進化．突然変異．トランスポゾン．遺伝子多型. 
・DNA突然変異がタンパク質及ぼす影響について、AL①とAL②を行う。 
・事前学習：「DNA突然変異と染色体突然変異」について調べる。 
・課題：トランスポゾンが生物進化にとのような作用を及ぼしたと考えられるか、についてレ
ポート（AL④,③）。 

11 遺伝子工学 
・制限酵素とDNA リガーゼ．ゲル電気泳動法．制限酵素地図．DNAライブラリー．DNAクローニン
グ． 
・DNA分子の配列を操作したり、増やしたりするにはどのような手法が必要となるかについて、AL 
①とAL②を行う。 
・事前学習：「制限酵素とは何か」について調べる。 
・課題：「遺伝子組替え植物」について調べ、遺伝子組替え食品について考察し、レポート（AL 
④,③）。 

12 生命工学 1 
・ES細胞. トランスジェニック生物．PCR法．DNA鑑定． 
・ES細胞と再生医療の関わりに関して、AL①とAL②を行う。 
・事前学習：DNA鑑定がどのように利用されているかについて調べる。 
・課題：自分自身のDNA配列情報を明らかにすることにより、どのようなメリットや問題点がある
かについてレポート（AL④,③）。 

13 生命工学 2 
・iPS細胞. クローン生物やゲノム編集とその問題点． 
・iPS細胞と、再生医療、臓器再生やクローン生物がどのように関係するか、どのような利点や問
題点があるかについて、AL①とAL②を行う。 
・事前学習：ゲノム編集が、それ以前のDNA操作方法と大きく違う点は何かにつて調べる。 
・課題：ゲノム編集技術をどのようなことに適用してよいか、否か、について考察しレポート 
（AL④,③）。 

14 バイオインフォマティクス 1 
・ゲノムプロジェクトとバイオインフォマティクス．各種データベース．配列情報の利用と機能
予測．比較ゲノム解析．SNP解析． 
・生命情報とコンピュータによる情報処理の関わりに関して、AL①とAL②を行う。 
・事前学習：生命情報に関するデータベースにどのようなものがあるかについて調べる。 
・課題：特定のタンパク質について、数多くの種でその配列情報を比較することでどのようなこ
とが明らかになることが期待されるかについて考察し、レポート（AL④,③）。 

15 バイオインフォマティクス 2 
・DNA チップ．マイクロアレイ解析．バイオインフォマティクスの医療への応用．DNAコンピュー
タ． 
・バイオインフォマティクスが医療へどのように応用できるかについて、AL①とAL②を行う。 
・事前学習：「オーダーメイド医療とは何か」について調べる。 
・課題：癌の原因とオーダーメイド医療との関係についてレポート（AL④,③）。 

16 期末試験 

授業形態 ノートパソコン,VTR 等とプロジェクターを利用した講義 
アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:15回,④:15回,⑤:0回,⑥:0回 
予習・復習および内容の深い理解に役立ててもらうために、各回の講義内容に関する動画をi-Learnからリンク 
させるStreamで提供する。 

達成目標 1. 遺伝子とは何か、ＤＮＡとはどのような物質か、遺伝子とＤＮＡはどう関係するかを理解し説明できる。 
（基礎） 
2. ＤＮＡ複製の仕組み、遺伝子の発現の仕組みとその詳細について理解し説明できる。（基礎） 
3. アミノ酸とタンパク質の構造と機能、遺伝子発現の調節機構について理解し説明できる。（標準） 
4. 遺伝子工学の手法について理解し説明できる。（標準） 
5. バイオインフォマティクスの基礎について理解し説明できる。（標準） 
6. ＤＮＡの突然変異の仕組みと進化について理解し説明できる。（標準） 
7. 生活に身近な食品・医療・医薬品と遺伝子工学・バイオインフォマティクスの密接な関係について理解し説 
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 明できる。（応用） 
8. 生命操作に関わる技術えお理解し、その利点や問題点について考察できる。（応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

期末試験の結果を主なる評価の対象とする。なお、課題レポートについては、採点後返却し結果のフィード 
バックを行うと共に、アクティブラーニング③の題材として授業内にて解説を行う。課題レポートや小テスト
の結果は、期末試験の結果で「可」と「不可」のボーダーラインにいる学生に対して、若干点を加点する方法 
で行う。 

評価基準 期末試験の課題に対する答えにより理解度を判断する。理解度60％未満を「不可」、60％以上70％未満を 
「可」、70％以上80％未満を「良」、80％以上90％未満を「優」、90％以上を「秀」とする。 

教科書・参考書 教科書：使用しない。 
参考書：石川 統著 『遺伝子の生物学ー生物科学入門コース1』 岩波書店

ワトソン著、松原 他訳 『遺伝子の分子生物学』 トッパン 
ローディシュ他著 野田 他訳 『分子細胞生物学 上下』 東京化学同人 
その他講義の中で紹介する 

履修条件 原則として「生物学」を履修し「可」以上の成績を修めていること。 

履修上の注意 毎回の講義ごとに、教科書の代わりとなる説明・図等を記したプリントを配布する。これは、なくさないよう
にその都度綴じて、テキスト代わりに使用すること。配布プリントには「自己記載欄」を設けてあるので， 
iLearnに掲載の資料を参考にし、各自記載し理解を深めること。プロジェクターの文字が読みにくい人は前方 
の席に移動すること。 

準備学習と課題の
内容 

・授業計画中に記載されている「準備学習」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。 
・授業計画中に記載されている「課題」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。「課題」のレポートは次回の講義
で回収し、AL③として、課題内容に関して授業内で解説する。 
・提出するレポートはA4紙を使用し、複数枚の場合は左上を留めること。 
・授業内で紹介する事前収録の講義動画を視聴することにより、以上の「準備学習」と「課題」について理解 
を深めること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解：３０％, 思考・判断：３０％, 関心・意欲：２０％, 態度：１０％ 技術・表現：１０％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

人間・生命情報の統計学基礎 D3-BD36-30 

Statistics for Human and Life Sciences (Basic) 

科目コード： 21210 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ヒトの「心」を研究し理解するためには、少数の経験や事例だけではなく、行動を客観的に測定し、得られた
データを統計的に解析することが重要である。本講義では座学に加えて、プログラミング言語Rを併用してシ
ミュレーションを行ったり、統計的分析の実習を行ったりして、調査や実験で得られたデータを統計的に解析
する方法について、基礎知識と技能の習得を目指す。 
なお参加者の要望や進行速度に応じて，内容は変動する可能性がある。 

授業計画 1 心理学と統計学の関係 
心理学的な研究と統計学の関係について、概説する。また、R言語のインストール方法や使用方法
を解説する。教科書の範囲：第1章。 
[アクティブラーニング：①・②]                                                
[準備学習：事前にiLearn@SISTに講義資料をアップロードしておくので、予習すること] 

2 データの尺度水準と可視化 
データは4つの尺度水準に大別することが出来る。これらの違いについて理解する。また、データ
を可視化することの重要性について解説する。教科書の範囲：第2章。                       
[アクティブラーニング：①・②]                                                        
[準備学習：事前にiLearn@SISTに講義資料をアップロードしておくので、予習すること] 

3 記述統計（代表値と散布度） 
手元にある大量のデータを、少数の代表値や散布度に変換することで理解しやすくする、記述統
計について解説する。教科書の範囲：第3章。 
[アクティブラーニング：①・②・③・④]                                        
[準備学習：事前にiLearn@SISTに講義資料をアップロードしておくので、予習すること] 

4 2変数間の関係1（共分散、相関）                                                        
2つのデータ同士の関係を把握するための方法について解説する。特に、共分散や相関について説
明する。教科書の範囲：第4章。 
[アクティブラーニング：①・②・③・④]                                        
[準備学習：事前にiLearn@SISTに講義資料をアップロードしておくので、予習すること] 

5 2つのデータ同士の関係2（回帰）                                                        
2つのデータ同士の関係を把握するための方法について解説する。特に、片方の変数で他方の変数
を説明・予測する「回帰」について説明する。 
教科書の範囲：第5章。                
[アクティブラーニング：①・②・③・④] 
[準備学習：事前にiLearn@SISTに講義資料をアップロードしておくので、予習すること] 

6 因果推論 
ある変数が他の変数に影響することを因果的に説明するためには、どのような事前の設定や統計
的分析が望ましいか、解説する。 
教科書の範囲：第6章。                
[アクティブラーニング：①・②・③・④] 
[準備学習：事前にiLearn@SISTに講義資料をアップロードしておくので、予習すること] 

7 母集団と標本 
手元のデータを手掛かりに母集団の特性を推測する、推測統計の考え方について解説する。特 
に、標本を繰り返し抽出するシミュレーションを通じて、中心極限定理について理解することを
目指す。 
教科書の範囲：第7章。                
[アクティブラーニング：①・②・③・④] 
[準備学習：事前にiLearn@SISTに講義資料をアップロードしておくので、予習すること] 

8 確率モデルを用いた区間推定の考え方 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択 

担当教員 

紀ノ定 保礼 

    

添付ファイル 
 

966



 変数同士の関係を数理的に表現する、数理モデルや確率モデルについて解説し、母数について区
間推定する際の考え方を解説する。 
教科書の範囲：第8章。                
[アクティブラーニング：①・②・③・④] 
[準備学習：事前にiLearn@SISTに講義資料をアップロードしておくので、予習すること] 

9 母平均の区間推定 
母集団の平均値である、母平均が含まれる範囲について信頼区間を計算する。 

 

教科書の範囲：第9章。                
[アクティブラーニング：①・②・③・④] 
[準備学習：事前にiLearn@SISTに講義資料をアップロードしておくので、予習すること] 

10 対応のない平均値差の区間推定 
対応のないデータ（主に、実験参加者間計画で得られたデータ）それぞれの母平均の差を区間推
定する。 

 

教科書の範囲：第11章。               
[アクティブラーニング：①・②・③・④] 
[準備学習：事前にiLearn@SISTに講義資料をアップロードしておくので、予習すること] 

11 対応のある平均値差の区間推定 
対応のあるデータ（主に、実験参加者内計画で得られたデータ）それぞれの母平均の差を区間推
定する。 

 

教科書の範囲：第11章。               
[アクティブラーニング：①・②・③・④] 
[準備学習：事前にiLearn@SISTに講義資料をアップロードしておくので、予習すること] 

12 帰無仮説検定 
母数についての等号を含む仮説である、帰無仮説が偽かどうかを検証する、帰無仮説検定につい
て解説するとともに、効果の大きさを推定する際の指標となる「効果量」について解説する。 

 

教科書の範囲：第12章。               
[アクティブラーニング：①・②・③・④] 
[準備学習：事前にiLearn@SISTに講義資料をアップロードしておくので、予習すること] 

13 実験者間1要因分散分析 
対応のないデータ（主に、実験参加者間計画で得られたデータ）が3変数以上存在するときに、母
平均が全て等しいかどうかを帰無仮説検定する方法を紹介する。 

 

教科書の範囲：第13章。               
[アクティブラーニング：①・②・③・④] 
[準備学習：事前にiLearn@SISTに講義資料をアップロードしておくので、予習すること] 

14 実験者内1要因分散分析、多要因計画 
対応のあるデータ（主に、実験参加者内計画で得られたデータ）が3変数以上存在するときに、母
平均が全て等しいかどうかを帰無仮説検定する方法を紹介する。 

 

教科書の範囲：第14章。               
[アクティブラーニング：①・②・③・④] 
[準備学習：事前にiLearn@SISTに講義資料をアップロードしておくので、予習すること] 

15 発展的な統計的分析について 
これまでの講義内容に関する復習と、より発展的な統計的分析について紹介する。           
[アクティブラーニング：①これまでの内容を、R言語を用いて実際に実習することで、分析の方
法を習得する。 
[アクティブラーニング：①・②・③・④] 
[準備学習：事前にiLearn@SISTに講義資料をアップロードしておくので、予習すること。 

授業形態 講義と実習 
アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:13回,④:13回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 1）データの尺度水準について理解する。 
2）記述統計と推測統計について理解する。 
3）統計的仮説検定の考え方について理解する。 
4）様々なデータに対して、適切な分析方法を選択し、実施できるようになる。 

評価方法・フィー
ドバック 

毎週の講義冒頭で実施する小テスト（3%×15回 = 45%）。 
※ただし第1回目の講義に関しては、講義の最後に小テストを行う。
これらの結果はその週もしくは次週の講義内でフィードバックする。 

期末試験（55％） 

評価基準 上記「達成目標」と関係する、上記「評価方法」に記載の課題などにより得点化し、以下の基準で成績を判定
する。 

1）「秀」：100-90 
2）「優」：89-80 
3）「良」：79-70 
4）「可」：69-60 
5）「不可」：59以下 

教科書・参考書 教科書：清水裕士「心理学統計法」放送大学教育振興会 

参考書：山田剛史・村井潤一郎「よくわかる心理統計」ミネルヴァ書房 

履修条件 なし 

履修上の注意 事前にiLearn@SISTに講義資料をアップロードするので、事前にダウンロードし、予習すること。 

事前にアップロードした資料を見ながら講義を受講することを推奨するため、毎週ノートPCを持参すること。 
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 また、各自のノートPC上で、Excelやプログラミング言語を用いて実際に計算を行うこともある。 

情報デザイン学科の「心理・脳・生命情報分野」の研究室への配属を希望する（またはすでに配属されている 
が履修していない）場合は、履修を強く推奨する。 

準備学習と課題の
内容 

前日までにiLearn＠SISTに講義資料をアップロードするので、教科書とともに参照し、予習・復習を行うこと 
（それぞれ1.5時間程度）。また、第2回からは毎回講義冒頭で小テストを行うため、該当範囲を勉強するこ 
と。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:0％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

感覚生理 D4-B37-30 

Sensory Physiology 

科目コード： 16030 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 脳の情報処理について、基礎的なところを理解することを目指して、感覚器官の情報処理、膜電位の発生、神
経伝導、神経回路網とその情報処理等について講義する。さらに、運動生理の基礎について概観し、適切な運
動の遂行のために感覚情報が重要であることを学ぶ。人間の理解や優れた機械・システムの構築のためには、
動物から学べることがたくさんある。できるだけ具体例を挙げるようにするので、そこから一般的なことを学 
び取って欲しい。 

授業計画 1 感覚生理概論 
感覚生理概論、感覚の分類 
・感覚の分類についてAL①とAL②を行う。 
・準備学習：感覚の分類について、テキストの１章を参考に理解し説明できるようにする。 
・課題：講義後の復習において、特殊感覚の具体例についてさらに教科者に載っていない例を勉
強し、次回の講義の冒頭で、隣の席の学生と相互に説明し互いの理解を深める（AL④,③）。 

2 中枢神経系の基本構造 
神経系の基本的な構造とその進化、脳の機能局在 
・準備学習：i-learningを用いて「中枢神経系の基本構造」について学んでおく（AL③） 
・課題：空欄が多くある脳の図譜を用いて、隣の学生と互いに脳の部位の名称をクイズ形式の問
をつくって聞く（AL④） 

3 ニューロンの基本生理 
生体電気の発見、膜電位、活動電位、シナプス、神経伝達物質 
・準備学習：i-learningを用いて「生体電気の発見、膜電位、活動電位、シナプス、神経伝達物
質」について学んでおく（AL③） 
・課題：細胞内外のイオンの組成が変わったときに、膜電位がどのように変化するか、シュミ
レーターソフトを用いて検討する（AL④⑥） 

4 視覚（１） 
眼の比較解剖・進化、眼の解剖生理 
・準備学習：i-learningを用いて「眼の比較解剖・進化、眼の解剖生理」について学んでおく 
（AL③） 
・課題：空欄が多くある眼球の図譜を用いて、隣の学生と互いに脳の部位の名称をクイズ形式の
問をつくって聞く（AL④） 

5 視覚（２） 
視覚の伝達路、両眼視 
・準備学習：i-learningを用いて「視覚の伝達路、両眼視」について学んでおく（AL③） 
・課題：視覚の伝達路の一部に障害があった場合に、どのような機能的な問題が生じるかを検討
する（AL④⑥） 

6 視覚（３） 
視覚の高次情報処理（形の認知） 
・準備学習：i-learningを用いて「視覚の高次情報処理（形の認知）」について学んでおく（AL 
③） 
・課題：様々な視覚に関する高次機能の障害が、生活にどのような問題を引き起こすか？講義中
に示す具体例について隣の学生と相互に議論して発表する（AL④） 

7 視覚（４） 
視覚の高次情報処理（動きの認知）、錯視、動眼運動 
・準備学習：i-learningを用いて「視覚の高次情報処理（動きの認知）、錯視、動眼運動」につ
いて学んでおく（AL③） 
・課題：講義中に具体的に示す様々な錯視について、脳のどのような正常機能を反映したもので
あるかを検討する（AL④⑤） 

8 聴覚・平衡感覚（１） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択 

担当教員 

奥村 哲 

    

添付ファイル 
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 聴覚器官の解剖生理、聴覚の伝達路、平衡感覚 
・準備学習：i-learningを用いて「聴覚器官の解剖生理、聴覚の伝達路、平衡感覚」について学
んでおく（AL③） 
・課題：様々な聴覚器官の障害が、生活にどのような問題を引き起こすか？講義中に示す具体例
について隣の学生と相互に議論して発表する（AL④） 

9 聴覚・平衡感覚（２） 
音源定位、高次情報処理、聴覚-発声連関、音声学習 
・準備学習：i-learningを用いて「音源定位、高次情報処理、聴覚-発声連関、音声学習」につい
て学んでおく（AL③） 
・課題：遅延聴覚フィードバックのシュミレータを順番に貸与するので、リアルタイムの聴覚 
フィードバックが破綻した場合にどのような困難が生じるのかを体験し、その重要性について議
論して発表する（AL④⑤） 

10 化学感覚 
嗅覚、味覚 
・準備学習：i-learningを用いて「嗅覚、味覚」について学んでおく（AL③） 
・課題：味覚の認知について学んだ事を参考に、食生活上、塩分を控えるためにどのような工夫
が可能か、隣の学生と相互に議論し、発表する（AL④⑥） 

11 触圧覚 
皮膚の解剖、受容器、伝達路、痛覚、温度覚 
・準備学習：i-learningを用いて「皮膚の解剖、受容器、伝達路、痛覚、温度覚」について学ん
でおく（AL③） 
・課題：講義中に紹介する無痛無汗症の事例を参考に、痛覚の重要性について考察する（AL④） 

12 体性感覚・疼痛と麻酔 
ホムンクルス、内臓感覚との比較、疼痛と麻酔 
・準備学習：i-learningを用いて「体性感覚・疼痛と麻酔」について学んでおく（AL③） 
・課題：全身麻酔の深度と意識レベルの関連について説明するので、その内容と様々なの量の飲
酒をした場合の相違点について検討する。（AL④） 

13 感覚運動連関 
筋、運動生理の基礎、色々な反射、歩行運動の遂行 
・準備学習：i-learningを用いて「筋、運動生理の基礎、色々な反射、歩行運動の遂行」につい
て学んでおく（AL③） 
・課題：講義中に示す３つの脊髄反射について、その反射がどのような意義を持つのか隣の学生
と相互に議論し発表する（AL④） 

14 感覚器レベル・中枢レベルでの情報処理様式 
感覚器レベル・中枢レベルでの情報処理様式の数学的表現と工学的応用 
・準備学習：これまで学んだ様々な感覚情報処理について、その共通点を考察した上で講義に臨
むこと（AL③） 
・課題：さまざまな二足歩行ロボットとヒトの相違点について事例を示すので相互に議論する 
（AL④⑥） 

15 皮質レベルでの高次感覚情報処理、まとめ 
錯覚に学ぶ、共感覚、高次感覚情報処理、全体のまとめ（復習） 
・準備学習：i-learningを用いてこれまで学んだ様々な感覚について復習しておく（AL③） 
・課題：異なるモダリティの感覚がどのような相互作用をもつのか？について、相互に議論し
て、疑問点を質問する（AL④⑤） 

16 定期テスト                            ２／
３以上出席したもののみ、受験資格を認める 

授業形態 講義。プロジェクターを用いる。 
アクティブラーニング：①:1回,②:1回,③:15回,④:15回,⑤:3回,⑥:4回 

達成目標 脳と神経の機能を情報処理の立場から理解することを目標とする。 
特に視覚、聴覚などの代表的な感覚器官については、その構造と機能を正しく説明できることを目標とする。 

評価方法・フィー
ドバック 

小テスト、レポート、講義中の質疑応答（以上の合計を4割）、定期試験（6割）の合計点によって評価する。
まじめな発言を減点しないので、積極的に発言や質問をしてもらいたい。 
小テストとレポートの結果と評価（正解、不正解、得点あるいはレポートの評価等）を本人にフィードバック
する。小テストで間違えた問題については、i-learningで復習する機会を与えるとともに、特に間違えた学生 
の多い問題については講義で全体に解説する。 

評価基準 上記評価方法の内容（総合点）について、60％以上を「可」とする。100点換算で、 
秀：100～90点、優：89～80点、良：79～70点、可:69～60点、不可:59点以下で評価する。 

教科書・参考書 教科書は「感覚生理」ノート（SIST教科書）を使用する。必ず用意すること。
参考書：授業で適宜紹介するが、以下は参考になる。 
「視覚系の情報処理」：永野・梶・森（啓学出版） 
「脳科学への招待」：松村道一（サンエンス社） 
「脳・神経と行動」：佐藤真彦（生物科学入門コース６；岩波書店） 
「一歩一歩学ぶ生命科学（人体）基礎編」生命科学教育シェアリンググループ編著（女子栄養大学出版部） 

履修条件 「生物学」を履修して理解していることを前提として講義するが、履修していない場合でもしっかりと予習、 
復習をすることで、対応できます。わからない事はその都度質問することが大切です。 

履修上の注意 心理学、認知科学などの授業と密接な関連があるので、合わせて履修することを奨める。 
SIST指定教科書を毎回持参すること。 

準備学習と課題の
内容 

予習用にi-learningサイトを公開する。範囲は毎回指示する。適宜その内容の小テストも行うので、しっかり
と1.5時間以上取り組むこと。復習課題は、上記のi-learningサイトとSIST教科書の内容を基本とするので、毎 
回1時間以上取り組むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:35％,思考・判断:30％,関心･意欲:15％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  
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DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

感性認知心理学 D4-B38-50 

Cognition and Kansei 

科目コード： 20580 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 直接外部から観察することが出来ない「心」を研究するには、どうすればよいのだろうか。そのような「心」
について、これまでどのようなことが明らかになってきたのだろうか。 
本講義では、ヒトの「心」を情報処理システムとみなす認知心理学的な立場から、心のはたらきについて解説
する。まず、ヒトの神経システムの基礎知識を与え、ヒトが外界情報を取り入れ処理する過程で、神経系がど
のように機能するかについて述べる。 
次に、それらの処理の過程においてどのようにして心的体験が現れるかについて、感覚・知覚、高次認知 
（例：注意、記憶）を話題として取り上げ、解説する。また、他者や環境との関わりの中で、認知や行動がど
のように影響を受けるかについて、社会心理学的な知見も紹介する。 
なお参加者の要望や進行速度に応じて、内容は変動する可能性がある。 

授業計画 １ 心理学とは 
心理学とはそもそもどのような学問なのかについて概観する。また、心理学史や、様々な心理学
分野（例：認知心理学、社会心理学、学習心理学...）同士の関係についても紹介する。      
[アクティブラーニング：①・②]                                                       
[準備学習：事前にiLearn@SISTにアップロードした講義資料を見て予習する] 

２ 神経システム 
ヒトの脳と神経回路について解説する。ヒトの情報処理を支える神経の働きや脳の構造を理解す
る。 
[アクティブラーニング：①・②]                                      
[準備学習：事前にiLearn@SISTにアップロードした講義資料を見て予習する] 

３ 感覚・知覚1（色や明るさの知覚、恒常性） 
色や明るさの知覚を生じさせるメカニズムや、安定した外界の知覚を可能にする恒常性のメカニ
ズムを解説する。 
[アクティブラーニング：①・②]                                      
[準備学習：事前にiLearn@SISTにアップロードした講義資料を見て予習する] 

４ 感覚・知覚2（奥行の知覚）                             
3次元世界の奥行を知覚できるメカニズムについて解説する。 
[アクティブラーニング：①・②]                                      
[準備学習：事前にiLearn@SISTにアップロードした講義資料を見て予習する] 

５ 感覚・知覚3（顔の知覚） 
顔を認識し、異なる他者の顔を識別するメカニズムについて解説する。    
[アクティブラーニング：①・②]                                      
[準備学習：事前にiLearn@SISTにアップロードした講義資料を見て予習する] 

６ 注意1 
情報の取捨選択に関わる「注意」機能について概説する。                
[アクティブラーニング：①・②]                                      
[準備学習：事前にiLearn@SISTにアップロードした講義資料を見て予習する] 

７ 注意2 
情報の取捨選択に関わる「注意」機能について解説する。特に、ボトムアップ・トップダウン・
選択履歴の効果について説明する。 
[アクティブラーニング：①・②]                                      
[準備学習：事前にiLearn@SISTにアップロードした講義資料を見て予習する] 

８ 注意3 
情報の取捨選択に関わる「注意」機能について解説する。特に、ワーキングメモリと注意の制御
の関係について解説する。 
[アクティブラーニング：①・②] 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択 

担当教員 

紀ノ定 保礼 

    

添付ファイル 
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 [準備学習：事前にiLearn@SISTにアップロードした講義資料を見て予習する] 
９ 注意4 

情報の取捨選択に関わる「注意」機能について解説する。特に、認知機能トレーニングや、ワー
キングメモリは可能かどうかについて解説する。 
[アクティブラーニング：①・②]                                      
[準備学習：事前にiLearn@SISTにアップロードした講義資料を見て予習する] 

１０ 記憶1 
「記憶」機能について解説する。特に、情報の記銘・保持・想起の3段階について解説する。
[アクティブラーニング：①・②]                                                    
[準備学習：事前にiLearn@SISTにアップロードした講義資料を見て予習する] 

１１ 記憶2 
「記憶」機能について解説する。特に、エピソードを伴わない記憶である「意味記憶」がどのよ
うに脳内で保持されているかについて解説する。 
[アクティブラーニング：①・②]                                      
[準備学習：事前にiLearn@SISTにアップロードした講義資料を見て予習する] 

１２ 記憶3 
「記憶」機能について解説する。特に、記憶の想起の正確性に影響する要因について解説する。
[アクティブラーニング：①・②]                                                       
[準備学習：事前にiLearn@SISTにアップロードした講義資料を見て予習する] 

１３ 社会的認知 
他者や環境との関わりが認知や行動に及ぼす影響を解説する。            
[アクティブラーニング：①・②]                                      
[準備学習：事前にiLearn@SISTにアップロードした講義資料を見て予習する] 

１４ 意思決定 
ヒトが直感的に意思決定できる仕組みや、その際の認知的バイアスについて解説する。
[アクティブラーニング：①・②]                                               
[準備学習：事前にiLearn@SISTにアップロードした講義資料を見て予習する] 

１５ 感情・感性 
ヒトの感情や感性についての理論的解説と、デザイン等への応用を紹介する。
[アクティブラーニング：①・②] 
[準備学習：事前にiLearn@SISTにアップロードした講義資料を見て予習する] 

授業形態 講義および実習 
アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:2回,④:2回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 1)ヒトの神経システムについて理解する。 
2)感覚・知覚について理解する。 
3)高次認知について理解する。 
4)感情・感性について理解する。 

評価方法・フィー 
ドバック 

上記「達成目標」と関係する内容についての期末試験（100%）。結果は講評の上、第15回目の講義内で告知す 
る方法によりフィードバックする。 

評価基準 上記の期末試験の成績により、以下の基準で成績を判定する。 
 

秀：100～90 
優：89～80 
良：79～70 
可：69～60 
不可：59以下 

教科書・参考書 教科書：なし 
参考書：箱田裕司・都築誉史・川畑秀明・萩原滋『認知心理学』有斐閣 

服部雅史・小島治幸・北神慎司『基礎から学ぶ認知心理学』有斐閣 

履修条件 なし。もし、新型コロナウイルス対応などのため、履修制限をかけることになれば、学期初めの履修指導ガイ 
ダンスで告知する。 

履修上の注意 講義中に、リアルタイムで質問や感想を匿名で投稿できるWebフォームを開放するので、積極的に質問・感想を 
共有してほしい。 

準備学習と課題の
内容 

講義スライドや、講義動画のURLは、前日までにiLearn@SISTにアップロードするので、予習・復習を推奨する 
（それぞれ1.5時間程度）。各回の講義後には、同じくiLearn@SISTに掲載されるフォームから、課題の提出や 
質問・感想の投稿を行う。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:15％,関心･意欲:15％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

心理評価法 D5-B40-30 

Research Methods in Psychology 

科目コード： 17750 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 心理学は，人間や動物の行動を通して，心の働きや仕組みを科学的に解明しようとする学問である。心理学 
は，直接観察できない心を評価・研究するために，その研究方法を工夫してきた。この授業では，心理学研究
法と心理統計法に関する基礎的な事柄を学ぶ。そして，具体的な研究事例を通じて，心や行動を評価すること 
の実際に関する理解を深める。 

授業計画 1 心理学研究法の基礎1 
ガイダンス，概念的定義と操作的定義
準備学習： 
・シラバスを読むこと 
・参考書を読むこと
課題： 
・概念的定義と操作的定義を説明する（ＡＬ①と②） 

2 心理学研究法の基礎2 
独立変数と従属変数，剰余変数とその統制，信頼性と妥当性
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・独立変数と従属変数，剰余変数とその統制，信頼性と妥当性を説明する（AL①と②） 

3 心理学研究法の基礎3 
研究デザイン，研究倫理
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・研究デザイン，研究倫理を説明する（ＡＬ①と②） 
・ディベート（ＡＬ⑤） 
・レポート（ＡＬ④） 

4 心理評価法の実際1 
文献検索法 
・関心のある研究キーワードをリストアップすること
課題： 
・プレゼンテーション候補となる研究論文を決定する（ＡＬ①と②） 

5 心理統計法の基礎1 
尺度水準，記述統計と推測統計
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・尺度水準，記述統計と推測統計を説明する（ＡＬ①と②） 
・レポート（ＡＬ④） 

6 心理統計法の基礎2 
統計学の基本的な考え方，度数分布表，ヒストグラム
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・統計学の基本的な考え方，度数分布表，ヒストグラムを説明する（ＡＬ①と②） 

7 心理統計法の基礎3 
データの中心傾向と散らばりに関する指標
準備学習： 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択 

担当教員 

本多 明生 

    

添付ファイル 
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 ・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・データの中心傾向と散らばりに関する指標を説明する（ＡＬ①と②） 
・ディベート（ＡＬ⑤） 
・レポート（ＡＬ④） 

8 心理統計法の基礎4 
統計学と正規分布，標準正規分布，標準化得点
準備学習： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・統計学と正規分布，標準正規分布，標準化得点を説明する（ＡＬ①と②） 

9 心理統計法の基礎5 
母集団と標本，帰無仮説と対立仮説，有意水準 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・母集団と標本，帰無仮説と対立仮説，有意水準を説明する（ＡＬ①と②） 
・レポート（ＡＬ④） 

10 心理評価法の実際2 
研究事例のプレゼンテーション1 
準備学習： 
・プレゼンテーション，ディスカッションの準備 
・関連研究に関する情報収集
課題： 
・研究事例のプレゼンテーションとディスカッション（ＡＬ①と②と③と④と⑤と⑥） 

11 心理評価法の実際3 
実験法 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・実験法を説明する（ＡＬ①と②） 
・レポート（ＡＬ④） 

12 心理評価法の実際4 
観察法 
課題： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・観察法を説明する（ＡＬ①と②） 

13 心理評価法の実際5 
面接法 
課題： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・面接法を説明する（ＡＬ①と②） 
・レポート（ＡＬ④） 

14 心理評価法の実際6 
調査法 
課題： 
・前回の授業内容を復習しておくこと
課題： 
・調査法を説明する（ＡＬ①と②） 

15 心理評価法の実際7 
研究事例のプレゼンテーション2 
準備学習： 
・プレゼンテーション，ディスカッションの準備 
・関連研究に関する情報収集
課題： 
・研究事例のプレゼンテーションとディスカッション（ＡＬ①と②と③と④と⑤と⑥） 

16 試験 
試験とまとめ
準備学習： 
・これまでの授業内容を復習しておくこと 

授業形態 講義と演習 
アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:2回,④:8回,⑤:4回,⑥:2回 

達成目標 （1） 心理学研究法の基本的な事柄を説明することができる。（基礎） 
（2） 心理統計法の基本的な事柄を説明することができる。 （基礎） 
（3） 心理評価法の基本的な事柄を説明することができる。（基礎） 
（4） 心理学における具体的な研究事例の内容を説明することができる。（標準） 
（5） 人間行動を測定するための具体的な研究アイデアを提示することができる。（応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

成績は，平常点（30%），課題点（30%），プレゼンテーション（20%），試験成績（20%）で評価する。平常点
はリアクション・ペーパーをもとに評価する（15回×2点＝30点（%））。課題点は，全6回の課題（レポート， 
ピアレビュー等）をそれぞれ5点で評価する（6回×5点＝30点（％））。レポートとは，基本的に，自分の考え
や主張を記述したもので，他人に読んでもらうことを前提に，一定期間内で作成するものである。したがっ 
て，この条件を守っていないレポート（読みにくい，締め切りを守っていないなど）は，評価ができなくなる
ので注意すること。また，レポートを作成する際，論文・雑誌・新聞等を引用した場合は，出典を明記するこ
と。ピアレビューとは，提出されたレポートを学生同士で評価する課題である。試験成績は，問題予告型の論
述試験（持ち込み不可）の成績で評価する。プレゼンテーションは，各自がピックアップした研究論文の内容
をパワーポイントで発表したものを評価する（2回×10点＝20点（％））。リアクション・ペーパーは授業終了
後返却する。課題点とプレゼンテーションは採点結果をフィードバックする。試験答案は日時を決めて希望者
には返却する。 

975



評価基準 秀（1～5）：100～90，優（1～4）：89～80，良（1～3）：79～70，可（1～2）：69～60，不可：59以下 
ただし，カッコ内は達成目標の項目を示す 

教科書・参考書 教科書：使用しない。資料を配布する。 
参考書：「心理学研究法 補訂版」，高野 陽太郎・岡 隆(編集), 有斐閣アルマ，新品で2300円程度，ISBN-10: 
4641220867 

履修条件 認知・生命科学への誘い，基礎心理学を履修済であることが望ましい。 

履修上の注意 （1）第1回目の授業のときにガイダンスを行う。受講者は必ず出席すること。 
（2）この授業では学生同士でディスカッションやプレゼンテーションを行う機会がある。受講者には主体的・
積極的な参加を期待する。 
（3）授業ではディベートを行うので授業への参加に支障がない程度の日本語運用能力は必須である。 
（4）レポートやピアレビュー等の成果は受講者で共有することがある。 

準備学習と課題の
内容 

・事前準備として各授業回では2時間以上かけて前回の授業内容の復習と予習を行うこと（合計30時間以上）。 
・プレゼンテーションは，他者が研究内容を正確に理解できるように，論文を精読して，しっかりと準備を行
うこと（合計10時間以上）。 
・課題は最低でも2時間程度かけて大学生として相応しい内容にすること（合計10時間以上）。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:20％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

脳と情報 D5-B41-50 

Higher Order Brain Functions 

科目コード： 14570 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 脳科学は、医学、生物学、情報科学などに学問的由来をもつ複合領域です。授業では、様々な分野の研究者
が、 
脳をどのように調べてきたのかを概説します。脳を知ることは人間の理解につながります。最終回では脳の理
解が 
社会にどのような変化をもたらすのか考察します。 

授業計画 1 神経科学の基礎 
脳の進化、ヒトと動物の脳構造、研究史 
・「ヒトを含む様々な動物の脳の構造と行動の関係」について、AL①とAL②を行う。 
・準備学習：生物学、感覚生理を取って居た人は神経系の構造について学んだことを復習してお
く。 
・課題：中枢神経系が高度に発達した動物とより単純な構造をもつ動物の本質的な能力違いにつ
いて考察する（AL④,③）。 

2 神経細胞の構造と機能（１） 
ニューロンの構造、中枢神経系のなりたち、機能局在 
・準備学習：i-learningを用いてニューロンの構造について学んでおく（AL③） 
・課題：機能局在があることがわかる具体的な証拠について、各自で発展的な学習をしレポート
をまとめる（AL④,③）。 

3 神経細胞の構造と機能（２） 
生体電気の発生機序、活動電位 
・準備学習：i-learningを用いて「生体電気の発生機序、活動電位」について学んでおく（AL 
③） 
・課題：細胞内外のイオンの組成が変わったときに、膜電位がどのように変化するか、シュミ
レーターソフトを用いて検討する（AL④） 

4 神経細胞の構造と機能（３） 
神経伝達、神経伝達物質、神経薬理学入門 
・準備学習：i-learningを用いて「神経伝達、神経伝達物質、神経薬理学入門」について学んで
おく（AL③） 
・課題：精神作用をもつ様々な薬物や薬物を用いたエンハンスメントについて、今後どのような
課題が問題になるかを、グループごとに議論する（AL⑥）。 

5 神経行動学（1） 
セントラルパターンジェネレーター（CPG）とその機能、脊髄・脳幹と反射 
・準備学習：i-learningを用いて「CPGとその機能、脊髄・脳幹と反射」について学んでおく（AL 
③） 
・課題：ヒトにもみられる膝蓋腱反射や伸展反射の具体例について、グループでその意義を考察
する（AL⑥） 

6 神経行動学（2） 
動物行動の見方とその進化、行動の神経科学的メカニズム 
・準備学習：i-learningを用いて「動物行動の見方とその進化、行動の神経科学的メカニズム」
について学んでおく（AL③） 
・課題：様々な行動のバリエーションが個性がどのような意義をもつのか、グループで考察する 
（AL⑤） 

7 脳波・筋電 
生体電気信号の導出記録法。脳波とは何か？ その解析法、読図、活用法 
・準備学習：i-learningを用いて「生体電気信号の導出記録法。脳波」について学んでおく（AL 
③） 
・課題：ヒトにもみられる膝蓋腱反射や伸展反射の具体例について、グループでその意義を考察 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択 

担当教員 

奥村 哲 

    

添付ファイル 
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 する（AL⑥） 
8 BMI（Brain Machine Interface） 

入力、出力、デバイス、医療福祉や産業応用の展望 
・準備学習：i-learningを用いて「BMI（Brain Machine Interface）」について学んでおく（AL 
③） 
・課題：BMIの発展がもたらす社会や人間そのものの変化について、グループでその意義を考察す
る（AL⑥） 

9 学習と記憶（１） 
長期記憶と短期記憶、海馬、記憶の定着 
・準備学習：i-learningを用いて「長期記憶と短期記憶、海馬、記憶の定着）」について学んで
おく（AL③） 
・課題：記憶力にはどのような種類があるか？ グループごとに議論してまとめる（AL⑤） 

10 学習と記憶（２） 
エピソード記憶と意味記憶、学習障害 
・準備学習：i-learningを用いて「エピソード記憶と意味記憶、学習障害」について学んでおく 
（AL③） 
・課題：学習障害に対しては、どのような対応をすべきだろうか？グループで考察する（AL⑥） 

11 学習と記憶（３）・注意 
脳の可塑性、臨界期、注意 
・準備学習：i-learningを用いて「脳の可塑性、臨界期、注意」について学んでおく（AL③） 
・課題：脳の可塑性について学んだことを踏まえて、幼児期の発達に対して環境が与える影響を
各自で考察する（AL④） 

12 神経経済学入門 
脳にとっての損得とその評価、神経経済学 
・準備学習：i-learningを用いて「神経経済学」について学んでおく（AL③） 
・課題：ギャンブル依存症については、どのように対応すべきか？何人かの発言を踏まえて議論
する（AL①③） 

13 脳における情報表現 
脳の情報表現、場所ニューロン 
・準備学習：i-learningを用いて「脳の情報表現、場所ニューロン」について学んでおく（AL 
③） 
・課題：脳の情報表現とコンピュータの違いについて考察する（AL④） 

14 脳と心 
研究史、生物言語学、ミラーシステム、言語発達、学習の臨界期、言語の遺伝子 
・準備学習：i-learningを用いて「研究史、生物言語学、ミラーシステム、言語発達、学習の臨
界期、言語の遺伝子」について学んでおく（AL③） 
・課題：ヒトの言語と、小鳥の歌の相違と相同について何人かを指名するのでその発言をもとに
考察する（AL①） 

15 脳と人間社会と全体のまとめ 
社会脳、神経倫理学、全体のまとめ
精神疾患、遺伝、精神神経薬理 
・準備学習：i-learningを用いて「社会脳、神経倫理学」について学んでおく（AL③） 
・課題：もし身近なヒトが様々な精神疾患に罹患したとしたら、どのように対応すべきだろう
か？ 
グループで考察する（AL⑥） 

16 定期テスト                        ２／
３以上、出席した学生のみ受験を認める 

授業形態 講義。プロジェクターを用いる。 
アクティブラーニング：①:3回,②:1回,③:14回,④:5回,⑤:2回,⑥:6回 

達成目標 脳の働きを情報処理という視点から理解することを目標とする。 

評価方法・フィー
ドバック 

総成績の約４０％分を講義中の小テストと質疑応答、およびレポート分の評価とし、約６０％分を定期試験の
結果とする。（まじめな発言を減点対象としないので萎縮しないで盛んな議論に参加してほしい）。 
小テストとレポートの結果と評価（正解、不正解、得点あるいはレポートの評価等）を本人にフィードバック
する。小テストで間違えた問題については、i-learningで復習する機会を与えるとともに、特に間違えた学生 
の多い問題については講義で全体に解説する。 

評価基準 上記評価方法の内容（総合点）について、60％以上を「可」とする。100点換算で、 
秀：100～90点、優：89～80点、良：79～70点、可:69～60点、不可:59点以下で評価する。 

教科書・参考書 教科書：「脳と情報」ノート（SIST教科書）。
参考書は授業で指示する。 
特に詳しく勉強したい場合には、以下が図書館にあるので、参照のこと。 
「脳・神経と行動」佐藤真彦（生物科学入門コース６：岩波書店） 
「標準生理学 第7版」小澤瀞司・福田康一朗総編集（医学書院） 
「バイオサイコロジー 脳-心と行動の神経科学」ピネル著 佐藤・若林・泉井・飛鳥井訳（西村書店） 
「一歩一歩学ぶ生命科学（人体）基礎編」生命科学教育シェアリンググループ編著（女子栄養大学出版部） 

履修条件 「感覚生理」を受講して、理解していることを前提として講義するが、これらを履修していない場合にも履修 
可能です。よく勉強してください。 

履修上の注意 「脳と情報ノート（SIST教科書）」を必ず毎回持参すること。 
不明点は必ずその日のうちに質問すること。講義中に質問することを強く推奨する。 
さらに詳しい事を学びたい時は、研究室にいつでも聞きに来てください。 

準備学習と課題の
内容 

予習用にi-learningサイトを公開する。範囲は毎回指示する。適宜その内容の小テストも行うので、しっかり
と1.5時間以上取り組むこと。復習課題は、上記のi-learningサイトとSIST教科書の内容を基本とするので、毎 
回1時間以上取り組むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:35％,思考・判断:30％,関心･意欲:15％,態度:10％,技能・表現:10％ 
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DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

運動の科学 D2-B42-30 

Science of Exercise 

科目コード： 21220 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 われわれは、運動およびそれを組み合わせた行動により、環境世界に適応して生活している。運動と行動で
は、まず村本が運動解析の観点から運動のメカニズムについて概説する。次に富田が、筋、エネルギー産生メ
カニズム、呼吸、循環などと運動との関連について解説する。 
また、アクティブラーニング（ＡＬ）を通して運動がどうして起こり持続できるのか、効率の良い動きとは 

何かを理解する。 

授業計画 1 授業内容の概観、授業方針＜担当：村本＞ 
バイオメカニクスについて 
・なせ動作を科学することが必要なのか、ニュートンの運動3法則を解説する。 
・ニュートンの運動3法則についてＡＬ①、ＡＬ②を行う。
準備学習：バイオメカニクスとは何かについて 
課題：運動の力学についてまとめる 

2 運動体としての身体構造＜担当：村本＞ 
身体の構造 
・身体部位の構造とメカニズムを解説する。 
・筋肉の構造についてＡＬ①、ＡＬ②を行う。
準備学習：筋肉の種類について 
課題：主要な関節周りの筋についてまとめる 

3 身体運動を指令・調節する神経＜担当：村本＞ 
神経系の構成、反射と随意運動 
・神経支配と反射について解説する。 
・反射についてＡＬ①、ＡＬ②を行う。
準備学習：反射のメカニズムについて 
課題：神経系の筋支配についてまとめる 

4 身体運動の力学的基礎＜担当：村本＞ 
力と運動、仕事とエネルギー 
・運動時の力学を解説する。 
・並進運動と回転運動についてＡＬ①、ＡＬ②を行う。
準備学習：運動力学とは何かについて 
課題：実際の運動時に起こる動きについて考えをまとめる 

5 バイオメカニクスの研究法Ⅰ＜担当：村本＞ 
キネマティクスとキネティクス 
・運動単位と筋電図について解説する。 
・各動きの主導筋についてＡＬ①、ＡＬ②を行う。
準備学習：運動単位とは何かについて 
課題：様々な動きに伴う筋活動についてまとめる 

6 バイオメカニクスの研究法Ⅱ＜担当：村本＞ 
筋電図、超音波法、MRI 
・筋の構造による動きの違いや発揮依される筋力を解説する。 
・トレーニング効果についてＡＬ①、ＡＬ②を行う。
準備学習：筋の神経支配比について 
課題：動きの計測法をまとめる 

7 基礎的な運動とバイオメカニクス＜担当：村本＞ 
歩く、走る、跳ぶ、投げる、打つ、蹴る 
・基礎的な動きの動作学について解説する。 
・熟練者と初心者の動きの差についてＡＬ①、ＡＬ②を行う。
準備学習：なぜ動きが巧みになるのか 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択 

担当教員 

富田 寿人・村本 名史 

    

添付ファイル 
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 課題：動きの洗練化についてまとめる 
8 スポーツ・バイオメカニクスと「中間試験」＜担当：村本＞ 

中間試験 

9 筋肉と運動＜担当：富田＞ 
筋の構造と機能について 
・筋肉の構造とトレーニング効果について解説する。 
・筋収縮の形態についてＡＬ①、ＡＬ②を行う。
準備学習：筋肉の収縮について 
課題：トレーニングの効果についてまとめる 

10 神経と運動＜担当：富田＞ 
神経系とトレーニング効果について 
・人体の神経支配と運動プログラムについて解説する。 
・動きの熟達についてＡＬ①、ＡＬ②を行う。
準備学習：自律神経系とは何かについて 
課題：神経系によるコントロールについてまとめる 

11 筋収縮のエネルギー＜担当：富田＞ 
エネルギー産生のメカニズムについて 
・ATP合成とトレーニング効果を解説する。 
・運動時のエネルギー産生についてＡＬ①、ＡＬ②を行う。
準備学習：ATPについて 
課題：トレーニングによる代謝への効果についてまとめる 

12 呼吸と運動＜担当：富田＞ 
呼吸運動と機能について 
・呼吸運動と酸素摂取量について解説する。 
・呼吸量についてＡＬ①、ＡＬ②を行う。
準備学習：酸素摂取量とは何かについて 
課題：運動能力と酸素摂取量の関係についてまとめる 

13 循環と運動＜担当：富田＞ 
心臓と血液の働きについて 
・心臓の機能と構造について解説する。 
・心拍出量についてＡＬ①、ＡＬ②を行う。 
準備学習：心拍出量と酸素摂取量の関係とは何かについて
課題：運動能力と心機能の関係についてまとめる 

14 ホルモンと運動＜担当：富田＞ 
運動に関連にしたホルモンの働きについて 
・ホルモンの働きと運動について解説する。 
・運動能とホルモンについてＡＬ①、ＡＬ②を行う。
準備学習：ホルモンの種類について 
課題：運動に関連するホルモンについてまとめる 

15 ジュニア期のスポーツ＜担当：富田＞ 
発育発達期の運動について 
・発育期の特徴と運動の効果について解説する。 
・発育期の特徴についてＡＬ①、ＡＬ②を行う。 
準備学習：スキャモンの発育曲線とは何かについて
課題：ジュニア期に必要な運動についてまとめる 

16 試験＜担当：富田＞ 
筆記試験 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:14回,②:14回,③:０回,④:0回,⑤:０回,⑥:０回 

達成目標 1.動作の分析方法を理解している（基礎） 
2.効率の良い動きとは何んなのかについて理解している（標準） 
3.筋活動の生体メカニズムを理解している（基礎） 
4.エネルギー代謝の仕組みを総合的に理解している（応用） 
5.トレーニングの特異性を理解している（応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

中間・期末試験の合計点数から評価する。中間試験については授業内で解説を行う。 
基本的には、二回の筆記試験で評価を行う。小テストを行う場合は成績に加味するが、フィードバックは当日 
あるいは次回以降の授業内で実施する。 

評価基準 授業評価はそれぞれの教員が50点満点の試験を行い、2回の試験の合計点から評価を行う。また、Ｗｅｂを用い
た小テストをすることもある。 
筆記試験の得点合計が100～90点で目標5項目達成であれば「秀」、89～80点で目標4項目達成であれば「優」、
79～70点で目標3項目達成であれば「良」、69～60点で目標3項目達成であれば「可」、59点以下であった場合 
は「不可」とする。 

教科書・参考書 教科書：なし 
参考書：『スポーツ動作学入門』 市村出版 

『健康・体力のための運動生理学』 杏林書院 
『スポーツ生理学』 大修館書店 

履修条件 生物学や生理学の基礎知識を有していることが望ましい 

履修上の注意 講義には必ず出席する、授業中の私語は厳禁する。 

準備学習と課題の 
内容 

・授業計画に記載されている「準備学習」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。 
・また、Ｗｅｂで授業の要点をまとめた動画を配信するので、課題の解決（1.5時間）も必ず行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:３０％,思考・判断:３０％,関心･意欲:２０％,態度:１０％,技能・表現:１０％ 

DP1 知識・理解  
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DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

人間・生命情報の統計学応用 D4-BD43-30 

Statistics for Human and Life Sciences (Advanced) 

科目コード： 21230 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本講義では、現実的な統計的データ分析の仕組みを理解するための講義と、実習を行う。 
特に、情報デザイン学科卒業研究で行う可能性があるような、社会や人を対象としたデータを用いた、様々な
統計的分析を、プログラミングや統計分析ソフトウェアを用いて体験する。 
コンピュータシステム学科の学生にとっても、社会や人を対象としたデータを卒業研究で扱う場合には、関係
する内容であると思われる。 
 

プログラミング言語として「R言語」、統計分析ソフトウェアとして「HAD」を使用する予定である。いずれも
フリーソフトでありながら優れた統計分析ツールである。 
 

講義の内容は、「心理統計解析（'17カリ）」や「確率統計／演習」、「心理測定法」などの内容と一部重複す
る。科学的研究で用いられる多変量解析について概説する。さらに、自然現象や社会現象などを数理モデルに
よって表現する方法を解説する。 

 
なお履修者の要望や講義の進行速度に応じて、講義内容は柔軟に変更する可能性がある。 

授業計画 1 記述統計学の復習（理論編） 
実験や調査により獲得したデータの特徴を理解するための記述統計学（平均、分散、標準偏差、
共分散、相関係数など）について数理的な解説を行う。 

AL①、③、④ 
2 記述統計学の復習（実習編） 

プログラミング言語Rを用いて、記述統計量の計算を行う。Rのインストールや基本的使用方法に
ついても解説を行う。 

AL①、③、④ 
3 記述統計学としての線形回帰モデル                                                      

2変数間の関係を表す統計モデルとして、線形回帰モデルについて数理的な解説を行う。また、プ
ログラミング言語Rを用いて、モデルのパラメータを推定する。 

AL①、③、④ 
4 推測統計学の復習 

実験や調査により獲得したデータから、母集団の要約統計量である母数を推定する方法を解説す
る。また、プログラミング言語Rを用いて、95％信頼区間を推定したり、帰無仮説検定を行ったり
する方法を解説する。 

AL①、③、④ 
5 2群間の平均値差の推定 

因果効果の推定において、実験は最も効果的な手法である。因果効果の大きさを推定する方法と
して、2群間の平均値差に関する点推定や区間推定、t検定を解説する。プログラミング言語Rを用
いた実習も行う。 

AL①、③、④ 
6 3群以上の平均値差の推定                                                              

2群間の平均値差の推定を拡張した、3群以上の間で平均値差を推定する方法である、分散分析を
紹介する。また、プログラミング言語Rを用いた実習も行う。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択 

担当教員 

紀ノ定 保礼 

    

添付ファイル 
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 AL①、③、④ 
7 2要因以上の分散分析 

第6回の講義内容は、「1要因分散分析」と呼ばれる手法であるが、第7回では拡張されたモデルで
ある「2要因分散分析」について数理的な解説と、プログラミング言語Rを用いた実習を行う。 

AL①、③、④ 
8 線形回帰モデルから一般化線形モデルへ 

これまで解説してきたt検定、分散分析は、いずれも線形回帰モデルで表現することができる。こ
れらのモデルを拡張して、正規分布以外の確率分布（指数分布族）を利用した一般化線形モデル
の解説とプログラミング言語Rを用いた実習を行う。 

AL①、③、④ 
9 最尤法 

一般化線形モデルのパラメータを推定する上で必要となる最尤法について解説する。また、最尤
法を理解する上で前提となる確率分布についても復習する。 

AL①、③、④ 
10 ロジスティック回帰分析、ポアソン回帰分析 

一般化線形モデルのなかでも代表的な、ロジスティック回帰分析とポアソン回帰分析について解
説を行うとともに、プログラミング言語Rを用いた実習を行う。 

AL①、③、④ 
11 一般化線形モデルから階層線形モデルへ 

一般化線形モデルをさらに拡張して、階層化されたデータ構造を扱うことができる階層線形モデ
ルの解説を行う。また、プログラミング言語Rを用いた実習を行う。まずは切片にグループ間変動
を仮定した変量切片モデルを解説する。 

AL①、③、④ 
12 階層線形モデル（その２） 

第11回目の講義の続きである。切片のみならず、回帰係数にもグループ間変動を仮定したモデル
を紹介するとともに、プログラミング言語Rを用いた実習を行う。 

AL①、③、④ 
13 主成分分析 

相関のある複数の変数を合成し情報圧縮を行う手法の一つである、主成分分析について解説する
とともに、統計分析ソフトウェアHADを用いた実習を行う。 

AL①、③、④ 
14 因子分析 

相関のある複数の変数の背後に共通の潜在変数を仮定する、因子分析について解説するととも
に、統計分析ソフトウェアHADを用いた実習を行う。 

AL①、③、④ 
15 より自由な数理モデルへ 

ここまでの講義内容は全て、既存のモデルにデータを当てはめる試みであった。一方、獲得した
データが生成されるメカニズムについて仮説を立て、理論的に数理モデルを導出する試みも存在
する。本講義では、これらの数理モデルの例を紹介する。 

AL①、③、④ 

授業形態 講義と実習形式で行う。 
アクティブラーニング：①:15回,②:0回,③:15回,④:15回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 ａ）記述統計量について理解し、ソフトウェアを用いて算出できるようになる          
ｂ）統計モデルとして、一般線形モデルのうち、説明変数が量的である回帰モデルを理解し、 

ソフトウェアを用いてパラメータを推定できるようになる              
ｃ）統計モデルとして、一般線形モデルのうち、説明変数が質的である回帰モデル 

（すなわち分散分析モデル）を理解し、ソフトウェアを用いてパラメータを推定できるようになる 
ｄ）統計モデルとして、一般化線形モデルを理解し、ソフトウェアを用いてパラメータを推定できるようにな
る                                                                                            
ｅ）統計モデルとして、一般化線形混合モデルを理解し、ソフトウェアを用いてパラメータを推定できるよう
になる 
ｆ）その他、より柔軟な数理モデルについて理解を深める 

評価方法・フィー
ドバック 

・毎週提出を求める、講義または実習に関する課題（5点×15週）。
この内容は、その週または次週に講義内でフィードバックする。 

・最終レポート（25点。ただし提出は任意） 

評価基準 上記の「達成目標」と関係する、上記の「評価方法」記載の内容により得点化し、以下の基準で成績を判定す
る。 
 

秀：100～90 
優：89～80 
良：79～70 
可：69～60 
不可：59以下 

教科書・参考書 参考書： 
・『心理学統計法』著：清水裕士（放送大学教育振興会） 
・『データ解析のための統計モデリング入門――一般化線形モデル・階層ベイズモデル・MCMC』著：久保 拓弥 
（岩波書店） 
・『Excelで今すぐはじめる心理統計 簡単ツールHADで基本を身につける』著：小宮あすか・布井雅人（講談
社） 
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このほか、スライドや資料を共有する。 

履修条件 「確率統計/演習」や「心理統計解析」など、統計学に関係する何らかの科目を履修している（あるいは同時に
履修している）ことが望ましい。これらの科目の履修は必須ではないものの、履修済みであることを前提とし
た講義を行う。また、もし履修制限をかける必要があれば、統計学に関係する何らかの科目の既履修者を優先 
して、本科目の履修を認める可能性がある。 

履修上の注意 他の類似の講義と同様に、統計学では積み上げ式の理解が必要となる。ある回に学習した内容に基づき、その
次の回の講義が行われる。そのため、毎週毎週、確実に理解を積み重ねていくことが必須となる。 
本講義では、ソフトウェアを用いた実習を行うが、優先的に理解してほしいことは、種々の統計的分析の背後
にある理論である。それらの理論をしっかり理解したうえで、ソフトウェアの使い方を習得することを期待す 
る。 

準備学習と課題の 
内容 

各回の講義前後に、少なくとも1.5時間の予習/復習を行うこと。講義資料は事前にiLearn@SISTにアップロード 
するので、それを用いて事前学習を行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:30％,関心･意欲:30％,態度:5％,技能・表現:5％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

オペレーションズ・リサーチＤ D2-D45-30 

Operations Research 

科目コード： 19400 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 オペレーションズ・リサーチ（OR）は，企業経営における意思決定支援の手法である．本講座ではORの簡単な
歴史に触れてから，数多い手法の内の代表的な線形計画法，動的計画法，PERT,シミュレーションAHP,ゲーム理
論について解説する． 
この科目は、プロセス改善コンサルティング分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 講義のガイダンス OR概要 

自己紹介，講義の進め方，ORの概要 

2 線形計画法（1） 

線形計画法による問題の定式化の考え方 

3 線形計画法（2） 

主問題，双方問題を対象としたシンプレックス法の適用 

4 線形計画法（3） 
輸送問題を対象としたMODI法の適用 

5 需要予測（1） 

時系列データ，移動平均法によるデータ平滑化 

6 需要予測（2） 

最小二乗法による予測 

7 動的計画法（1） 

多段配置分配問題の定式化 

8 動的計画法（2） 

最短経路探索方法，巡回セールスマン最適性の原理 

9 日程管理（1）           
PERTおよびアローダイアグラム 

10 日程管理（2） 

クリティカルパスメソッドを用いた日程・プロジェクト管理 

11 ゲーム理論 

ゼロサムゲーム，ミニマックス，囚人のジレンマ 

12 シミュレーション（1） 外部講師による授業

モンテカルロ法によるシミュレーション技法 

13 シミュレーション（2） 外部講師による授業
待ち行列問題の活用方法 

14 意思決定モデル              

AHPをもちいたあいまい意思決定法 

15 オペレーションズ・リサーチと社会 

企業におけるORの活用事例をもちいた社会との関わり 

授業形態 則として，座学の講義とする．必要に応じてExcelを用いたORを行う
シラバスはあくまでも予定であり，講義内容は変更される場合がある 
アクティブラーニング：①12回，②12回，③０回，④０回，⑤０回，⑥０回 

 本講座の毎回の必須項目についてAL①，②を行う 

達成目標 １）線形計画法を用い，問題の定式化を行うとともに，最適解を導くことができる． 
２）需要予測による資源配分の考え方を理解する                        ３）
PERTを用いて，計画作成の時間管理を理解する．                     ４）AHPを
用いて意思決定の方法を理解する． 
５）シミュレーションの考え方と活用事例を理解する． 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業内評価として，数回の演習問題40%，受講態度20％，クラスへの貢献度20％，的確な質問20％で，総合的に 
評価する．原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する． 

評価基準 「秀」：90点以上 ，「優」：80～89点 ，「良」：70～79点，「可」：60～69点，「不可」：59点以下 

教科書・参考書 教科書：なし． 
参考書：なし． 

履修条件 なし 

履修上の注意 なし 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 選択 

担当教員 

林 章浩 

    

添付ファイル 
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準備学習と課題の
内容 

・本講義ではテキストを指定する代わりに，教科書に相当する内容をレジュメとして配布する． 
・予習として，毎週1.5時間程度の時間をかけて，配布したレジュメを読んでおくこと 
・復習として，毎週1.5時間程度の時間をかけて，配布したスライドやExcelを読み返すこと 
・その他，日常の習慣として，日経新聞の左面の記事を全て読むことを勧める． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:３０％,思考・判断:４０％,関心･意欲:３０％,態度:０％,技能・表現:０％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

言語情報論 D3-D46-30 

Linguistics 

科目コード： 16100 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 言語は形と意味の結びついたものである。その結びつきがどういう仕組みでなされているかを解明すること
がこの講義の中心課題である。音声学・音韻論、統語論、意味論という言語学の三本柱を中心に、自然言語を
分析するときの基本的な考え方、方法、基本概念を概説する。講義の後半には日本語と英語との比較対照をお 
こない、日頃何となく感じている両言語の違いを理論的に説明する。 

授業計画 1 序論 
言語とは何か、言語学とは何か 
課題:iLearnにログインし「言語学とは」を復習する 

「Quiz 1」に解答する
(AL①,②)世界の言語事情を調べる 

2 音声学・音韻論 
発声器官と音の分類、子音 
事前学習:IPA Consonant Chart with Audioを閲覧する
課題:「Quiz          2」に解答する(AL①,②,③,④)
発音記号を読む 

3 音声学・音韻論
母音 
事前学習:音声分析ソフトウェアPraatをダウンロードしておく
課題:「Quiz                 3」に解答する(AL①,②,③,④)
母音のフォルマントを測る 

4 音声学・音韻論 
音素、音節、モーラ 
事前学習:IPA Vowel Chart with Audioを閲覧する
課題:「Quiz 4」に解答する 
(AL①,②,③,④)音素と異音の違いを実例を集めて理解する 

5 音声学・音韻論 
アクセント、リズム 
事前学習:「日本語の音vs英語の音」を予習する 
課題:「Quiz      5」に解答する(AL①,②,③,④)
各自のアクセントの型を確認する 

6 形態論 
複合語、連濁 
事前学習:「形態論」を予習する
課題:「用例採取1」に投稿する 
(AL②,③,④)フォーラムに実例を投稿して相互に確認する 

7 形態論 
語形成 
事前学習:「派生語」を予習する
課題:「用例採取2」に投稿する 
(AL②,③,④)フォーラムに実例を投稿して相互に確認する 

8 統語論 
句構造、樹形図 
事前学習:The World Atlas of Language Structures Onlineを閲覧する
課題:「曖昧文」に投稿する 
(AL②,③,④)樹形図を書く 

9 統語論 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択 

担当教員 

友次 克子 

    

添付ファイル 
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 句構造、樹形図 
事前学習:「統語範疇」を予習する
課題:「Quiz6」に解答する
(AL②,③,④)樹形図を書く 

10 意味の扱い 
意味役割、動詞意味論 
事前学習:「意味役割」を予習する
課題:「Quiz7」に解答する 
(AL②,③,④)フォーラムに実例を投稿して相互に確認する 

11 主語と主題、敬語 
主語の定義、「が」と「は」
尊敬語、謙譲語 
事前学習:「敬語の指針」を読んでおく
課題:「敬語」の復習       
(AL⑤,⑥)敬語の使い方を実習する 

12 まとめのテストと解説
Assessment 1 
提出後に解説 
事前学習:「Assessment 1」の準備 

13 コーパスの利用方法
コーパスの利用方法 
事前学習:「少納言」（現代日本語書き言葉均衡コーパス）の概要を読んでおく
課題:検索実習 
(AL⑤,⑥)類義語の使い分けをコーパスから明らかにする 

14 コーパスを使った日本語の分析
Assessment 2 
事前学習:「サンプル問題」を読んでおく
(AL④,⑤,⑥)各自で設定した課題を提出する 

15 コーパスと言語研究
Assessment 2の解説英
語コーパスの利用法 
事前学習:「コーパスに基づく言語研究」を予習する 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:5回,②:10回,③:9回,④:10回,⑤:3回,⑥:3回 

達成目標 (a)言語事実から規則性を見出せる       
(b)文の階層構造を理解する             
(c)日本語と英語の音の性質の差異を理解する
(d)文法関係と意味役割の対応を理解する 
(e)日本語の主語、敬語、受身、関係節の性質を説明できる 

評価方法・フィー 
ドバック 

2回のAssessmentで70％、課題30％の割合で評価する 
フィードバックは授業中に行う、またはiLearnのフィードバックを活用する 

評価基準 秀：100～90（目標a-eを達成している） 
優：89～80（目標b-eを達成している） 
良：79～70（目標c-eを達成している） 
可：69～60（目標eを達成している） 
不可：59以下 

教科書・参考書 教科書：なし 
参考書：山内信幸、北林利治共編著 『現代英語学へのアプローチ』英宝社 

履修条件 どちらかを満たすこと： 
・2年前期までの英語多読の要件を満たしていること 
・「英語コミュニケーション論」を履修していること 

履修上の注意 初回の講義で履修上の注意を話す 

準備学習と課題の 
内容 

授業計画に記載されている準備学習と課題（合計3時間）は毎週iLearnに指示を出すので、期限までに解答また 
は提出すること 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

マスコミ論 D3-D47-30 

Media Literacy 

科目コード： 21240 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本科目では、現代日本における新聞・テレビ・雑誌等の各種メディアから流される情報の中味の問題につい
て考察する。特に社会的政治的歴史的問題に関する情報を中心に扱う。具体的には、情報大国日本のメディア
の力量と質の実態、メディア関係者に見られる特定の傾向、マスコミでもてはやされる言論人の特徴、情報の
送り手・受け手双方の人間的「質」の問題、メディア情報との賢い付き合い方などを講述する。また、可能で 
あれば、併せて実際の新聞雑誌等の生の報道情報を調査･ 比較する作業も行いたい。 

授業計画 1 現代日本のメディア入門 

世界有数の情報大国日本とその質 

【準備学習】シラバスを読み、授業全体の流れと注意事項を把握しておくこと（1.5時間） 
【事後課題】授業内容を振り返り、自分のノートを補強しておくこと（1.5時間） 

2 日本のメディアの問題点 １ 
日本の新聞の体質～誤報事例① 

【準備学習】前回の授業内容を復習しておくこと（1.5時間） 
【事後課題】授業内容を振り返り、自分のノートを補強しておくこと（1.5時間） 

3 日本のメディアの問題点 ２ 
日本の新聞の体質～誤報事例② 

【準備学習】前回の授業内容を復習しておくこと（1.5時間） 
【事後課題】授業内容を振り返り、自分のノートを補強しておくこと（1.5時間） 

4 日本のメディアの問題点 ３ 
日本の新聞の体質～謝罪事例 

【準備学習】前回の授業内容を復習しておくこと（1.5時間） 
【事後課題】授業内容を振り返り、自分のノートを補強しておくこと（1.5時間） 

5 日本のメディアの問題点 ４ 
報道関係者の意識～５つの体質 

【準備学習】前回の授業内容を復習しておくこと（1.5時間） 
【事後課題】授業内容を振り返り、自分のノートを補強しておくこと（1.5時間） 

6 日本のメディアの問題点 ５ 
報道関係者の意識～サンゴ事件他 

【準備学習】前回の授業内容を復習しておくこと（1.5時間） 
【事後課題】授業内容を振り返り、自分のノートを補強しておくこと（1.5時間） 

7 前半のまとめと演習                   
1回から6回までの授業内容のまとめと演習 
（授業中に復習テストを行う。テストの詳細は１つ前の授業の最後に告知する） 

【準備学習】ここまでの全ての授業内容を復習しておくこと（３時間以上） 
【AL】AL＝アクティブラーニングの④に相当する課題（自分自身の個人的な考えを自ら深める） 
を兼ねて実施するまとめ。 

8 メディアによる情報操作 １ 
メディアによる歴史歪曲～事例① 
（履修者が少数で実習的作業が可能な場合は、以下、班別の雑誌論調比較調査とプレゼンに代え 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択 

担当教員 

小栗 勝也 

    

添付ファイル 
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 る。その場合は、第８回から１５回までの８回分の授業すべてで、AL⑤⑥を実施することにな
る。） 

【準備学習】前回の授業内容を復習しておくこと（1.5時間） 
【事後課題】授業内容を振り返り、自分のノートを補強しておくこと（1.5時間） 

9 メディアによる情報操作 ２ 
メディアによる歴史歪曲～事例② 

【準備学習】前回の授業内容を復習しておくこと（1.5時間） 
【事後課題】授業内容を振り返り、自分のノートを補強しておくこと（1.5時間） 

10 メディアによる情報操作 ３ 
テレビ番組の偏向例① 

【準備学習】前回の授業内容を復習しておくこと（1.5時間） 
【事後課題】授業内容を振り返り、自分のノートを補強しておくこと（1.5時間） 

11 メディアによる情報操作 ４ 
テレビ番組の偏向例② 

【準備学習】前回の授業内容を復習しておくこと（1.5時間） 
【事後課題】授業内容を振り返り、自分のノートを補強しておくこと（1.5時間） 
【AL】AL＝アクティブラーニングの④に相当する課題として、この回の頃に、論調比較のレポー
トを課す。詳細は授業内で告知する。 

12 政治関連報道の問題点 １ 
国際情勢報道の事例から 

【準備学習】前回の授業内容を復習しておくこと（1.5時間） 
【事後課題】授業内容を振り返り、自分のノートを補強しておくこと（1.5時間） 

13 政治関連報道の問題点 ２ 
特定の言論人による偏向姿勢の事例 

【準備学習】前回の授業内容を復習しておくこと（1.5時間） 
【事後課題】授業内容を振り返り、自分のノートを補強しておくこと（1.5時間） 

14 複数情報の活用 １ 
メディアによる情報の質の違い～内容分析の研究例 

【準備学習】前回の授業内容を復習しておくこと（1.5時間） 
【事後課題】授業内容を振り返り、自分のノートを補強しておくこと（1.5時間） 

15 複数情報の活用 ２ 
情報の異同を体感する必要性とリテラシー能力の差 

【準備学習】前回の授業内容を復習しておくこと（1.5時間） 
【事後課題】授業内容を振り返り、自分のノートを補強しておくこと（1.5時間） 

16 定期試験（期末試験） 
（実習的作業を行った場合は定期試験は行わず、別途対応を指示をするので注意すること） 

試験の場合→全部の授業内容を範囲とした試験を行う。 

授業形態 講義 （なお履修者数が比較的少数の場合は、前半の講義に加えて、後半はグループ毎の調査演習と発表会を
行う。その場合は講義+演習。グループ調査を行うか否かは履修者数が確定した直後に授業内で告知する） 

アクティブラーニング：①:0回,②:0回,③:0回,④:２回,⑤:0回,⑥:0回 
【+演習の場合】アクティブラーニング：①:0回,②:0回,③:0回,④:２回,⑤:８回,⑥:８回 

達成目標 次の１～３について理解できることを目標とする。                                                  
１、日本のマスコミが報道する内容には、時として重大な問題があることを具体的に理解できる。        
２、マスコミに登場する学者・文化人・言論人等の主張には、時として重大な問題があることを具体的に理解
できる。                                                                                        
３、メディアが伝える情報は決して同じではないことを理解し、複数の情報を比較する習慣を身につける重要 
性を理解し、それを実践する契機にできる。 

評価方法・フィー
ドバック 

達成目標１～３の全般について問う中間のまとめ試験及び期末試験の結果を70％、また達成目標３のために実
施する論調比較調査レポートの結果を30％で評価する。なお、授業後半を実習的学習にした場合には評価の方
法を変え、達成目標１～２について問う中間のまとめ試験の結果を50％、達成目標３のための実習課題の結果 
（レポート）50％で評価する。 
授業中に実施する中間のまとめ試験又はレポートに関するフィードバックについては、実施（又は提出締切） 
の翌週の授業で模範解答（小論文問題やレポートの場合は期待される内容の要旨）を示し、自己採点できるよ 
うにする。 

評価基準 秀：（目標1～3について完全に理解）100～90点、優：（目標1～3についてほぼ理解）89～80点、良：（目穂３ 
つのうち2項目について完全に理解）79～70点、可（目標3津のうち2項目についてほぼ理解）：69～60点、不 
可：59点以下 

教科書・参考書 教科書：授業の中で適宜、指示する 
参考書：授業の中で適宜、指示する 

履修条件 できれば事前にⅠ類選択科目の「政治学」（1 年後期）と「歴史学」（2年前期）を履修していることが望まし 
い。 

履修上の注意 ・私語・飲食等厳禁 
・情報学部の学生で将来、小栗担当の「情報デザイン実践演習２」（3年後期）＆「卒業研究」（4年）に進む
ことを希望する者は、3年前期終了までに本科目、及び「政治学」「歴史学」（共にⅠ類）に合格していること 
が強く期待されているので承知しておくこと。 

準備学習と課題の
内容 

各回の授業計画中に記してある通り、「準備学習」（1.5時間）として、毎回、前回の授業内容を復習し、完全
に理解した上で授業に臨むこと。同様に、授業後の「課題」（1.5時間）として、自分のノートにミスや遺漏が 
無いかをチェックし、各自で補強しておくこと。その際、必要なら、いつでも小栗に質問に来ること。 
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ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:30％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

経営工学概論 D3-D48-30 

Business Engineering 

科目コード： 14420 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 テーラーの研究に端を発した経営工学は、OR、品質管理、人間工学などのさまざまな分野に広がり、生産技
術を中心として長年にわたり企業の生産性向上に貢献してきた。コンピュータシステムに関しては、1960年代
からソフトウェアが急速に大規模化、複雑化したことに伴い開発上の問題が顕在化し、この対策としてソフト
ウェア工学の研究が始まった。本講義では、ソフトウェア工学のうちソフトウェア開発の上流工程である、要
件定義、設計プロセスを取り上げ、具体的な事例に基づいて平易に説明する。また、アクティブラーニング 
（AL）を通して実際に要件定義，設計のプロセスを経験することで、システム開発の基礎を理解する。 
この科目は、情報システム開発分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 経営工学とは 
経営工学の定義、および発展の歴史とその体系について説明する。また、講義概要と教科書、参
考書の紹介を行い、関連科目の中での本科目の位置付けを説明する。 
・課題：授業の中で説明した用語の復習 

2 情報システムとソフトウェア 
本講座の前提である情報システムについて、代表的な情報システムの適用分野を上げ企業や社会
における役割を説明する。さらに、情報システムの適用分野ごとのソフトウェアの要件と特性に
ついて解説する。 
・課題：教科書第1章（演習問題含む）の復習 

3 ソフトウェアエンジニアリングとは 
情報システム技術者の仕事は多岐に渡っている。まず、基本的な事項である情報システム技術者
の業務を体系的に説明する。その上で、ソフトウェアエンジニアリングの必要性と、定義、体系
について解説する。 
・演習：経営工学に関する用語と体系の復習 
・準備学習：第1～2回の内容の復習 
・課題：ソフトウェア開発プロセスと技術者の業務内容の復習 

4 ソフトウェア開発のプロセス 
ソフトウェアの開発は単にプログラムを作成するだけでなく、要件の明確化、実現方式の決定な
どの様々な作業を、一定の手順に従って行うことが必要であることを解説し、本講義で扱う開発
プロセスの概要を説明する。 
・［まとめのテスト1］ 
・準備学習：第1～3回の内容の復習 
・課題：教科書第2章（演習問題含む）の復習 

5 要件定義 (1) 
要件定義とは、ユーザが抱える課題と解決方法を明確にし、解決のために情報システムが実現し
なければならない要件を明らかにすることであることを解説する。要件定義の最初のプロセスで
ある現状業務分析を行い、アクティビティ図を用いてユーザが抱える課題の原因を分析する手順
を説明する。 
・演習：現状業務分析を実施（AL②） 
・課題：教科書第3章（演習問題含む）の復習 

6 要件定義 (2) 
現状業務分析の結果を受けて解決方法を検討し、システム企画書としてまとめる手順を解説す 
る。さらに、システム化による業務の変更点を、アクティビティ図を用いて確認する手順を説明
する。 
・演習：システム企画書を作成（AL②） 
・課題：教科書第4章（演習問題含む）の復習 

7 要件定義 (3) 
システム企画書とアクティビティ図から、導入する情報システムのソフトウェアが実現すべき要
件を抽出し、ユースケース図を用いて記述する手順を解説する。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 選択 

担当教員 

工藤 司 

    

添付ファイル 
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 ・演習：ユースケース図を作成（AL②） 
・課題： 教科書第5章（演習問題含む）の復習 

8 システム分析 
要件定義では、ユーザの視点でソフトウェアの要件を明らかにした。一方でシステム設計では、
これを実現するためにソフトウェアをどのような構造にするかを定義する。ここでは、ロバスト
ネス分析により、要件をソフトウェア構造にマッピングする手順について解説する。 
・演習：ユースケース図からクラスと属性を抽出（AL②） 
・［まとめのテスト2］ 
・レポート課題を提示（提出期限は本日から2週間後の授業終了時点）（AL④） 
・準備学習：第3～7回の演習内容の復習 
・課題：教科書第6章（演習問題含む）の復習 

9 システム設計 
システム設計は外部設計とも呼ばれ、ユーザから見たシステムの機能をシステム仕様書としてま
とめる工程になる。ここでは、演習を交えて設計手法を活用したシステム設計について解説す 
る。 
・演習：ロバスとネス図を作成（AL②） 
・課題：教科書第7章（演習問題含む）の復習 

10 データベース設計 (1) 
情報システムのソフトウェアは様々なアプリケーションで構成されるため、アプリケーションの
間でデータを共有することが必要になる。このように共有されるデータはデータベースに保存さ
れる。ここでは、クラス図からデータベースのテーブルを定義し、正規化を行うまでに手順を解
説する。 
・演習：クラス図とテーブルを作成（AL②） 
・課題：教科書第8章（演習問題含む）の復習 

11 要件定義・設計まとめ 
これまで解説してきたプロセスを振り返りながら、提示した事例に対して一連の要件定義、設計
のプロセスのまとめを行う。 
・演習：一連の要件定義、設計プロセスを実施 
・準備学習：第4～11回の内容の復習 

12 データベース設計 (2) 
第10回で定義したテーブルの属性の仕様とテーブルの間の関連を定義し、ERモデルを作成する手
順について解説する。さらに、データベースは要件定義によって定義された業務の流れに沿って
アクセスされるため、業務の流れから見た最適化が必要であることを説明する。 
・レポートの結果についてフィードバックし、特に誤りや考慮不足の点を解説（AL③） 
・演習：ER図とCRUD図を作成（AL②） 
・［まとめのテスト3］ 
・準備学習：第4～11回の内容の復習 
・課題：教科書第9章（演習問題含む）の復習 

13 ユーザインタフェース設計 
ユーザが使用しやすい情報システムとするためには、操作しやすい画面など、ユーザインタ 
フェース設計に留意する必要がある。ここでは、ユーザエクスペリエンスの視点からユーザイン
タフェース設計の考え方を解説する。 
・演習：画面の設計書を作成（AL②） 
・課題：教科書第10章（演習問題含む）の復習 

14 ソフトウェア開発管理 (1) 
実際にソフトウェアの開発を行うためには、開発の計画を策定し、計画通り進んでいるかなどの
チェックを行う開発管理が重要となる。開発管理の基本であるPDCAサイクルについて、ソフト 
ウェア開発における具体的な手法を交えて解説する。さらに、前回の演習結果に対してレビュー
演習を行い、品質確保の重要性を理解する。 
・演習：画面の設計書のレビュー（AL②）、および一連の要件定義、設計プロセスを実施 
・課題：レビュープロセスの復習 

15 ソフトウェア開発管理 (2) 
ソフトウェアは、物理的な製品のように同一のものを繰り返し製造する必要はない。従って、開
発は常に独自の要素があり、基本的にプロジェクトとして実行される。ここでは、プロジェクト
の定義、特性を説明し、情報システムのライフサイクルとプロジェクトおよびソフトウェアエン
ジニアリングとの関連について解説する。 
・［小テスト］ 
・準備学習：第1～14回の内容（演習含む）の復習 

授業形態 講義と演習 
アクティブラーニング：①:0回,②:9回,③:1回,④:1回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 1) システム開発の基本的な流れを説明できる。 
2) 簡単な課題に対して、改善のためのシステム企画ができる。 
3) モデリング手法を活用したシステム設計の流れを，簡単な事例に基づき説明できる。 
4) ソフトウェア開発管理の基礎的な手法を説明できる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

3回のまとめのテストと1回の小テスト50％（全て持ち込み不可）、演習（提出課題）30％、中間時点でのレ 
ポート20％で評価する。まとめのテスト、演習については、毎回採点後返却し結果をフィードバックする。 

評価基準 秀：100～90点（90%以上）、優：89～80点（80%以上）、良：79～70点（70%以上）、可：69～60点（60%以
上）、不可：59点 以下（60%未満） 
ただし、レポート未提出の場合は不可とする。また、まとめのテストと小テストの平均が90点、80点に満たな 
い場合は、各々、秀、優にはならない。また、（ ）内は、達成目標に対する達成割合を示す。 

教科書・参考書 教科書：五月女健治、工藤司、片岡信弘、石野正彦「ソフトウェアシステム工学入門」共立出版 
参考書：白鳥則郎（監修）「データベース －ビッグデータ時代の基礎－」共立出版 

履修条件 なし 

履修上の注意 ・講義の中で随時、演習を実施する（事前アナウンスは行わない）。 
・本講義は、静かな環境で勉学意欲のある学生諸君のためにある。私語は厳禁する。度重なる注意を無視した 
学生は、最終評価点で大幅な減点を課す。 

準備学習と課題の 
内容 

授業計画に記載されている「準備学習」と「課題」（合計3時間）を必ず行うこと。演習問題については、復習 
して内容をよく理解し、応用できるようにすること。 
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ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:30％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

応用言語学 D4-D49-30 

Applied Linguistics 

科目コード： 21250 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 この授業では、コミュニケーションの諸相や特性を学び、応用言語学の基礎を身につける。また、英語を使用
する機会の充実を図り、英語を用いたグループ活動や口頭発表等を通して、自らを表現できるような教室活動
を展開する。日本語と英語の共通性や差異に焦点を当て、非言語コミュニケーションなど個別のテーマについ
て議論を深める。授業で扱うテーマは、語用論、 意味論、社会言語学、異文化理解等を予定しているが、履修 
者の興味・関心に沿う形での変更もあり得る。 

授業計画 1 Course Introduction 
(1) 授業の到達目標、テーマ、概要、評価について説明する。 
(2) 英語学習ストラテジーについてグループで討議を行う（AL1/AL2/AL5/AL6）。 
準備学習 (1) iLearn にアップロードされた「Guiding Questions」について考える（AL3）。 
(2) これまで自身が行ってきた英語学習方法について、わかりやすく説明できるよう準備する。
課題 指定されたTED Talkを視聴し、ワークシートにまとめる（AL4）。 

2 Topic: Applied Linguistics 
(1) 応用言語学とはどのような学問か、言語学習にどう生かされるかについて理解する。 
(2) 英語学習者の誤り（母語干渉や転移、化石化など）について検討し、グループで討議を行う 
（AL1/AL2/AL5/AL6）。 
準備学習 iLearn にアップロードされた「Guiding Questions」について考える。また、「Key 
Words」について意味や用法を調べる（AL3）。 
課題 指定されたTED Talkを視聴し、ワークシートにまとめる（AL4）。
グループ発表担当者はプレゼンテーションの準備をする（AL4）。 
第2講の内容について小テストを行うので復習をする。 

3 Topic: First Language Acquisition 
(1) 人間はどのようにしてことばを獲得するのかについて、その基礎を理解する。 
(2) 学習者言語の特徴について、さまざまな例を見ながらグループで討議を行い、発表する 
（AL1/AL2/AL5/AL6）。 
準備学習 iLearn にアップロードされた「Guiding Questions」について考える。また、「Key 
Words」について意味や用法を調べる（AL3）。 
課題 指定された文章を読み、ワークシートにまとめる（AL4）。
グループ発表担当者はプレゼンテーションの準備をする（AL4）。
第3講の内容について小テストを行うので復習をする。 

4 Topic: Second/Foreign Language Acquisition 
(1) 人間はどのようにして母語以外のことば（第二言語・外国語）を習得するのかについて、そ
の基礎を理解する。 
(2) 第一言語（母語）習得と第二言語習得を比較し、その類似性や差異についてグループで討議
を行い、発表する（AL1/AL2/AL5/AL6）。 
準備学習 iLearn にアップロードされた「Guiding Questions」について考える。また、「Key 
Words」について意味や用法を調べる（AL3）。 
課題 指定されたTED Talkを視聴し、ワークシートにまとめる（AL4）。
グループ発表担当者はプレゼンテーションの準備をする（AL4）。 
第4講の内容について小テストを行うので復習をする。 

5 Topic: Language and Society 1 
(1) 社会言語学とは、どのような学問であるかについて理解する。 
(2) ことばと社会の関わりについて、性差、社会階級、地域、年代といった観点からグループで
討議を行い、発表する（AL1/AL2/AL5/AL6）。 
準備学習 iLearn にアップロードされた「Guiding Questions」について考える。また、「Key 
Words」について意味や用法を調べる（AL3）。 
課題 指定された文章を読み、ワークシートにまとめる（AL4）。
グループ発表担当者はプレゼンテーションの準備をする（AL4）。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ２ ２ 選択 

担当教員 

谷口 ジョイ 

    

添付ファイル 
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 第5講の内容について小テストを行うので復習をする。 
6 Topic: Intercultural Communication 

(1) 異なる文化を有する人とのコミュニケーションについて理解する。 
(2) 対話を通して、異文化について情報のやり取りや意見の交換や、異文化体験シミュレーショ
ンを行う（AL1/AL2/AL5/AL6）。 
準備学習 iLearn にアップロードされた「Guiding Questions」について考える。また、「Key 
Words」について意味や用法を調べる（AL3）。 
課題 授業で行なった異文化シミュレーションについて、ワークシートにまとめる（AL4）。
グループ発表担当者はプレゼンテーションの準備をする（AL4）。 
第6講の内容について小テストを行うので復習をする。 

7 Topic: Bilingualism 
(1) バイリンガルの定義やさまざまなバイリンガル教育の手法について理解する。 
(2) バイリンガル肯定派、否定派の意見についてまとめ、グループで討議を行い、発表する 
（AL1/AL2/AL5/AL6）。 
準備学習 iLearn にアップロードされた「Guiding Questions」について考える。また、「Key 
Words」について意味や用法を調べる（AL3）。 
課題 指定された動画を視聴し、ワークシートにまとめる（AL4）。
グループ発表担当者はプレゼンテーションの準備をする（AL4）。
第1～7講の内容について小テストを行うので復習をする。 

8 Topic: Origin of Language 
(1) 言語の起源や言語本能という考え方について理解する。                
(2)言語の起源に関するさまざまな仮説に触れ、グループで討議を行い、発表する 
（AL1/AL2/AL5/AL6）。 
準備学習 iLearn にアップロードされた「Guiding Questions」について考える。また、「Key 
Words」について意味や用法を調べる（AL3）。 
課題 指定されたTED Talkを視聴し、ワークシートにまとめる（AL4）。
グループ発表担当者はプレゼンテーションの準備をする（AL4）。 
第8講の内容について小テストを行うので復習をする。 

9 Topic: Non-verbal Communication 
(1) ジェスチャー、アイコンタクトなどの非言語コミュニケーションについて理解する。    
(2)非言語コミュニケーションの類型や日英語における違いについてグループで討議を行い、発表
する（AL1/AL2/AL5/ 
AL6）。 
準備学習 iLearn にアップロードされた「Guiding Questions」について考える。また、「Key 
Words」について意味や用法を調べる（AL3）。 
課題 指定された動画を視聴し、ワークシートにまとめる（AL4）。
グループ発表担当者はプレゼンテーションの準備をする（AL4）。
第9講の内容について小テストを行うので復習をする。 

10 Topic: Individual Factors 
Topic: Individual Factors 
(1) 第二言語習得におけるさまざまな個人要因について理解する。 
(2) 年齢や学習ストラテジー、動機付け、不安について、自身を振り返りながらグループで討議
を行う（AL1/AL2/AL5/AL6）。 
準備学習 iLearn にアップロードされた「Guiding Questions」について考える。また、「Key 
Words」について意味や用法を調べる（AL3）。 
課題 「第二言語学習における不安」に関するアンケートに回答する（AL4）。
グループ発表担当者はプレゼンテーションの準備をする（AL4）。 
第10講の内容について小テストを行うので復習をする。 

11 Topic: English Linguistics 
Topic: English Linguistics 
(1) 言語学とはどのような学問か、音韻論、語用論、統語論についてその基礎を理解する。 
(2) 英語の音声や、語構造、文構造に見られる特徴を概観し、各側面に見られる特性についてグ
ループで討議を行う（AL1/AL2/AL5/AL6）。 
準備学習 iLearn にアップロードされた「Guiding Questions」について考える。また、「Key 
Words」について意味や用法を調べる（AL3）。 
課題 指定された文章を読み、ワークシートにまとめる（AL4）。
グループ発表担当者はプレゼンテーションの準備をする（AL4）。
第11講の内容について小テストを行うので復習をする。 

12 Topic: Pragmatics 
(1) 人と人との会話はどのようにして成り立っているのかという語用論の基礎について理解す
る。 
(2) ポライトネスやスピーチアクトについてグループで討議を行う。またグライスの会話の協調
原理に違反する会話例を考える（AL1/AL2/AL5/AL6）。 
準備学習 iLearn にアップロードされた「Guiding Questions」について考える。また、「Key 
Words」について意味や用法を調べる（AL3）。 
課題 指定された文章を読み、ワークシートにまとめる（AL4）。
グループ発表担当者はプレゼンテーションの準備をする（AL4）。
第12講の内容について小テストを行うので復習をする。 

13 Topic: Language and Society 2 
(1) 第５講で学んだ社会言語学について、バリエーションという観点からより深く理解する。 
(2) バリエーションに関する調査を立案、実施するため、グループで討議を行い、発表する 
（AL1/AL2/AL5/AL6）。 
準備学習 iLearn にアップロードされた「Guiding Questions」について考える。また、「Key 
Words」について意味や用法を調べる（AL3）。 
課題 調査を実施し、その結果をまとめる（AL4）。 
グループ発表担当者はプレゼンテーションの準備をする（AL4）。
第13講の内容について小テストを行うので復習をする。 

14 Topic: English Teaching Methodology 
Topic: English Teaching Methodology 
(1) 第二言語としての英語教授法について理解する。 
(2) 実際にさまざまな教授法を体験し、その効果や問題点などについて、グループで討議し、発 
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 表する（AL1/AL2/AL5/ 
AL6）。 
準備学習 iLearn にアップロードされた「Guiding Questions」について考える。また、「Key 
Words」について意味や用法を調べる（AL3）。 
課題 授業で行なったさまざまな教授法について、ワークシートにまとめる（AL4）。
グループ発表担当者はプレゼンテーションの準備をする（AL4）。 
第8～14講の内容について小テストを行うので復習をする。 

15 Final week 
(1) 授業で扱ったテーマについて復習する。 
(2) これまで扱ったさまざまなテーマから一つ選定し、各グループでプレゼンテーションを行
う。（AL1/AL2/AL5/AL6） 
準備学習 iLearn にアップロードされた「Rubric」に基づき、プレゼンテーションの評価基準を
確認する（AL3）。また、グループ毎にプレゼンテーションの準備をする（AL4）。 
課題 期末レポート作成 

授業形態 講義及び演習 
アクティブラーニング：① 15回 ② 15回 ③ 15回 ④ 15回 ⑤ 15回 ⑥ 15回 

達成目標 (1) 興味深い言語現象を取り上げることにより、日英両言語の特徴を考察し、言語学習に生かすことを目指
す。（基礎） 
(2) 「知識の習得」のみならず「コミュニケーション能力の伸長」も主眼に置いて、高度な英語力を身につけ
る。（標準） 
(3) 応用言語学で扱う複数のテーマについて考え、英語で発表するための素地を作る。（応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

平常の授業活動（課題、口頭発表、議論への参加等）、最終プレゼンテーション、期末レポートによって評価
する。課題や小テストについては、 毎回採点、添削したものを返却し、正答率が低いものについては授業内に
フィードバックを行う。 

(1) 平常の授業活動（課題、口頭発表、議論への参加等）50％ 
(2) 最終プレゼンテーション 20% 
(2) 期末レポート 30% 

評価基準 秀：１００点～９０点 上記達成目標 (1) (2) (3) に到達 
優：８９点～８０点 上記達成目標 (1) (2) (3) に到達 
良：７９点～７０点 上記達成目標 (1) 及び (2) に到達
可：６９点～６０点 上記達成目標 (1) に到達 
不可：0〜59点 

教科書・参考書 iLearn@SISTにアップロードする教材を用いる。 
参考資料などは適宜紹介する。 

履修条件 英検2級程度の英語力を有すること。高度な英語力を身につけたいという意志があること。 
（英語力等について不安がある場合は、事前に担当教員まで相談に来てください。） 

履修上の注意 本講義は基本的に英語で行われる。 
履修者の興味・関心によりシラバスに変更が生じた場合はiLearn@SISTに反映させるので、確認すること。 

準備学習と課題の
内容 

シラバスに記載された準備学習には毎回1時間30分を要する。準備学習は、iLearn@SISTにアップロードされた
ワークシートへの解答、関連語彙の確認などが中心となる。また、課題の遂行には毎回1時間30分から2時間を
要する。課題は、iLearn@SISTにアップロードされた動画の視聴、文章の読解、ワークシート、プレゼンテー 
ションの準備など多岐にわたる。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:10％,関心･意欲:20％,態度:20％,技能・表現:30％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

社会調査法 D4-D50-30 

Social Research 

科目コード： 16110 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 社会現象を科学的に把握する有力な方法として社会調査を取り上げ、社会調査のなかでも中心をなしている
質問紙法統計調査の基本的な方法を習得する。これによって世論調査や市場調査に応用するための基礎的な能
力を育成する。また、社会に横行しているずさんな「アンケート」の問題点や、統計データにおいて数値が 
「一人歩き」する危険性を学ぶ。 

授業計画 1 実証方法としての社会調査 
・総論として、この科目がⅢ類科目群において「心理統計解析」と「マーケティング」とを媒介
する科目であることを解説する。 
・さまざまな実証方法、社会調査の活用を取り上げる。 
・AL①④を行う。 
・準備学習：実証方法の種類を列挙する。 
・課題：聴取法事例調査（事例調査）とは何かを調べる。 

2 質問紙法統計調査のプロセスと概略 
・調査計画の立案と遂行の流れ、フィールド選定、質問紙調査票の設計、サンプリング、面接と
その他の技法を取り上げる。 
・AL①④を行う。 
・準備学習：母集団と標本との関係について調べる。 
・課題：内容に応じて質問を質問紙調査票に適切に配置する。 

3 仮説の構築 
・概念と変数、理論仮説と作業仮説、独立変数と従属変数を取り上げる。 
・AL①④を行う。 
・準備学習：仮説とは何かを調べる。 
・課題：独立変数と従属変数を文章中から発見する。 

4 変数どうしの関係（1） 
・相関関係と因果関係、見せかけの相関を取り上げる。 
・AL①④を行う。 
・準備学習：因果関係とは何かを調べる。 
・課題：因果関係モデルにおける媒介変数の例をタイプ別に挙げる。 

5 変数どうしの関係（2） 
・独立変数または従属変数への位置づけを取り上げる。 
・AL①④を行う。 
・準備学習：変数、定数、係数の区別を明確化しておく。 
・課題：分析モデルにおいて独立変数と従属変数を適切に位置づける。 

6 変数と尺度 
・量的変数と質的変数、4種類の尺度を取り上げる。 
・AL①④を行う。 
・準備学習：量と質との区別、定量と定性との区別を考える。 
・課題：質問に内在する４種類の尺度を識別する。 

7 変数と回答形式 
・数量型回答、選択肢型回答、単数回答制、複数回答制を取り上げる。 
・AL①④を行う。 
・準備学習：「アンケート」にみられる回答形式の種類を調べる。 
・課題：質問内容に応じて回答形式を使い分ける。 

8 尺度とコーディング 
・質問・選択肢と変数との対応関係、二値型回答（複数回答制を含む）の処理、欠損値の処理を
取り上げる。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択 

担当教員 

秋山 憲治 

    

添付ファイル 
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 ・AL①④を行う。 
・準備学習：「アンケート」における「複数回答可」の問題点を考える。 
・課題：回答形式と変数・尺度との対応関係を具体的に理解する。 

9 変数と尺度の変換 
・変数・尺度と分析方法との関連、連続した数値の段階的な区切り、回答の得点化を取り上げ
る。 
・AL①④を行う。 
・準備学習：数量型回答の分布を百分率で示す方法を考える。 
・課題：データから四分位、五分位の階級を作る。 

10 単純集計 
・NA,DKの扱い、単数回答制と複数回答制との区別、グラフの作成を取り上げる。 
・AL①④を行う。 
・準備学習：単純集計のグラフの形を調べる。 
・課題：集計結果から複数回答制のグラフを作る。 

11 記述統計 
・基礎統計量の意義、代表値の考え方と算出方法、分散と標準偏差の考え方と算出方法を取り上
げる。 
・AL①④を行う。 
・準備学習：数量型回答の分析方法を考える。 
・課題：標準偏差の値を電卓で計算して求め、比較する。 

12 クロス分析 
・クロス分析の意義、独立変数と従属変数の確認、クロス集計表の作成と考察、グラフの作成を
取り上げる。 
・AL①④を行う。 
・準備学習：２質問（２変数）間の関係を分析する方法を考える。 
・課題：クロス集計表からグラフを作る。 

13 相関分析 
・相関性の意義と限界、散布図、相関係数の考え方と算出方法、相関関係の考察を取り上げる。 
・AL①④を行う。 
・準備学習：散布図の作成が無駄である場合を探す。 
・課題：相関関係から因果関係の可能性を類推する。 

14 多変量解析と統計的検定 
・分析のモデル、目的・変数・尺度と解析方法との関連、誤差、統計的検定の考え方を取り上げ
る。 
・AL①④を行う。 
・準備学習：３変数間の関係にはどのような種類があるかを考える。 
・課題：目的の相違と変数・尺度の相違に応じて適切な分析方法を選ぶ。 

15 まとめ 
・質問紙法統計調査の基本、ずさんな「アンケート」の問題点、数値が「一人歩き」する危険性
を取り上げる。 
・AL①④を行う。 
・準備学習：「アンケート」結果を誤用または悪用した例を調べる。 
・課題：調査方法と分析方法における誤りを発見する。 

授業形態 講義（一部演習を含む） 
アクティブラーニング：①:15回,②:0回,③:0回,④:15回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 ①質問紙法統計調査のプロセスを理解すること（基礎） 
②エディティング・コーディング、集計、分析、図表作成において注意すべき点を理解すること（標準） 
③仮説、変数、尺度などの識別と分析技法の使い分けを身につけること（標準） 
④ずさんな「アンケート」の内容やその誤った分析結果を見破ること（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

課題（40％）および定期試験（60％）で評価する。課題の考え方や正答はiLearnで解説を行う形でフィード 
バックをする。 

評価基準 秀（①~④）：課題および定期試験を総合して90点以上
優（①~③）：同じく80～89点 
良（①~②）：同じく70～79点
可（①）：同じく60～69点 
不可：同じく60点未満 

教科書・参考書 教科書：なし 
参考書：大谷信介他編著 『社会調査へのアプローチ 』 ミネルヴァ書房 

履修条件 「心理統計解析」（２年後期）において「良」以上の成績を修めたことを前提に、授業を行う。 

履修上の注意 真剣に受講する学生の利益を優先する。迷惑をかける学生は退室させる。 
授業中の撮影、ノートパソコンやスマホの使用を禁止する。 

準備学習と課題の
内容 

準備学習：授業中に指示されたiLearnの予習問題に取り組むこと（1時間）。 
課題：①授業中に指示された課題に取り組むこと、②授業で得た知識を「心理統計解析」科目で得た知識と結 
びつけて整理すること（①②の合計2時間）。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:30％,関心･意欲:5％,態度:5％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

経営情報システム D4-D51-30 

Business Information Systems 

科目コード： 14460 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 経営情報システムは､ 企業など組織のための情報システムの総称であり､ 流通業､ 製造業をはじめ多くの分
野の企業が経営情報システムを活用して業務を行っている｡ 一方で近年はインターネットビジネスが急速に進
展しており､企業や組織だけでなく、消費者、社会全般のあり方にも大きな影響を及ぼしている。これに伴っ
て、経営情報システムもまた個々のシステムとしてではなく、インターネットビジネス・システムの構成要素
として相互に連携し活用される時代に入っている｡ 
本講義では､インターネットを利用するビジ ネス全般を対象として、経営情報システムの活用形態や仕組み

と、活用する側から見たシステムの要件定義について学ぶ。また、毎回の授業の中で随時、質問を行い指名し
た学生に回答してもらう。このアクティブラーニング（AL①）を通じて経営情報システムについての理解を深
めることを狙う。 
この科目は、情報システム開発分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 経営情報システムとインターネット 
経営情報システムの定義、および現在のインターネットビジネスまでの発展の歴史について説明
する｡また、講義概要と教科書、参考書の紹介を行い、関連科目の中での本科目の位置付けを説明
する（AL①）。 
・課題：授業の中で説明した用語の復習 

2 インターネットビジネスとは 
インターネッインターネットビジネスは単なる電子商取引（インターネットを利用した取引）だ
けでなく、企業や組織の活動､およびこれに付随する個人の活動全般を網羅する｡ ここではイン
ターネットビジネスの事例と､企業活動に与えるインパクトについて説明する（AL①）｡ 
・課題：教科書第1章（演習問題含む）の復習 

3 ビジネスモデルとは 
ビジネスモデルは企業における事業やサービスの仕組みを指す。こでは、インターネットの進展
によって、どのようなビジネスモデルが生み出されてきたかを説明する（AL①）。 
・課題：教科書第2章（演習問題含む）の復習 

4 電子商取引 (1) 
インターネットを通じて行われる取引について､代表的な取引形態を取り上げ具体的な手法や狙い
を説明する．さらに，従来の取引との相違点や取引に与えるインパクトについて説明する（AL 
①）。 
・課題：電子商取引の分類の復習 

5 電子商取引 (2) 
前回に引き続き、C to Cを取り上げて説明する。また、電子証取引が与えるインパクトについて
解説する（AL①）。 
・課題：教科書第3章の復習 

6 電子商取引 (3) 
POS による店舗システムを事例として､ 経営情報システムの要件定義の手法について説明する｡さ
らに、製造業における生産管理システムを事例として経営情報システムの役割を説明する（AL 
①）。 
・演習：今回までの授業範囲の理解度確認 
・準備学習：第1～5回の授業内容の復習 

7 電子決済 
電子商取引を効率化するための電子決済について、電子マネーを中心に説明する（AL①）。 
・［まとめのテスト１］ 
・レポート課題を提示（提出期限は本日から2週間後の授業終了時点）（AL④） 
・準備学習：教科書第1～3章（演習問題含む）の復習 
・課題：教科書第4章の復習 

8 デジタルコンテンツ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ ２ 選択 

担当教員 

工藤 司 

    

添付ファイル 
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 インターネットを通じて配信されているデジタルコンテンツについて、関連するインターネット
ビジネスを交えて説明する（AL①）。 
・課題：教科書第4章（演習問題）、第5章の復習 

9 検索エンジン 
インターネット上の大量の情報の中から必要な情報を探し出すための検索エンジンについて、課
題とそれを補完する手法を交えて説明する（AL①）。 
・課題：教科書第5章（演習問題）、第7章の復習 

10 データマイニング 
経営情報システムではデータベースに大量のデータが蓄積されており、データの分析結果が様々
な目的で活用されている。ここでは、分析技術であるデータマイニングについて事例を交えて説
明する（AL①）。 
・演習：今回までの授業範囲の理解度確認 
・準備学習：第1～9回の授業内容の復習 
・課題：教科書第7～8章（演習問題含む）の復習 

11 インターネットビジネスのためのインフラ 
インターネットにおけるサービスが、どのようなインフラ（基盤）の上に構築されているかを説
明する（AL①）。 
・［まとめのテスト２］ 
・準備学習：教科書第1～8章（演習問題含む；第6章を除く）の復習 
・課題：教科書第9章（演習含む）の復習 

12 情報セキュリティとウィルス 
インターネットビジネスには様々なリスクが存在する｡ 経営情報システムから見たリスクとその
対応について説明する（AL①）｡ 
・課題：教科書第10～11章（演習含む）の復習 

13 電子認証 
電子商取引はネットワークを介して行われるため、相手が正当な取引相手なのかを確認する必要
がある。これを行うための技術である電子認証について、経営情報システムの視点から説明する 
（AL①）。 
・課題：教科書第12章の復習 

14 インターネットビジネスの倫理と法律 
インターネットは便利である反面、影の部分として情報漏洩や違法コピーの問題が発生してい
る。ここでは、遵守すべきマナーや法律について説明する（AL①）。 
・演習：今回までの授業範囲の理解度確認 
・準備学習：第1～13回の授業内容の復習 
・課題：教科書第12～13章（演習含む）の復習 

15 インターネットビジネスの動向 
インターネットビジネスの最近の動向と経営情報システムに与えるインパクトを､ 事例を交えて
説明する（AL①）。 
・［小テスト］ 
・準備学習：教科書第14章の予習、教科書第1～13章（演習含む；第6章を除く）の復習 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:15回,②:0回,③:0回,④:1回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 インターネットビジネスの概念や活用について理解していること。 
既存の経営情報システムの改善提案や、新規システムの要件定義の基礎的な事項をまとめることができるこ 
と。 

評価方法・フィー
ドバック 

2回のまとめのテストと1回の小テスト80％（全て持ち込み不可）、中間時点でのレポート20％で評価する。ま
とめのテス 
トについては、毎回採点後返却し結果をフィードバックする。 

評価基準 秀：100～90点（90%以上）、優：89～80点（80%以上）、良：79～70点（70%以上）、可：69～60点（60%以
上）、不可：59点 以下（60%未満） 
ただし、レポート未提出の場合は不可とする。また、（ ）内は、達成目標に対する達成割合を示す。 

教科書・参考書 教科書：片岡信弘、工藤司、石野正彦、五月女健治「インターネットビジネス概論」共立出版 
参考書：島田達己、高原康彦「経営情報システム」日科技連 

履修条件 「経営工学概論」を履修していることが望ましい。 

履修上の注意 ・本講義は、静かな環境で勉学意欲のある学生諸君のためにある。私語は厳禁する。度重なる注意を無視した 
学生は、最終評価点で大幅な減点を課す。 

準備学習と課題の
内容 

授業計画に記載されている「準備学習」と「課題」（合計3時間）を必ず行うこと。教科書の演習問題を活用し
て復習を行い、内容をよく理解しておくこと。小テストや授業の演習については、フィードバックの説明を活 
用して理解を深めておくこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:20％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

マーケティング D5-D52-30 

Marketing Research 

科目コード： 14490 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 マーケティングは、流通業、製造業、サービス業さらに非営利団体にいたるまで、その重要性が認識され活
用されている。一方で近年はインターネットやモバイル端末の普及により、これらを活用したマーケティング
手法が急速に普及し消費者の購買行動自体まで変化してきている。 
本講義では、教科書に沿ってマーケティングの基本概念と、市場、製品、価格、流通チャネルといった基本

事項を説明すると共に，マーケティングにおける情報通信技術の役割と、実際にどのように活用されているか
を具体的に解説する。また、毎回の授業の中で随時、質問を行い指名した学生に回答してもらう。このアク 
ティブラーニング（AL①）を通じて経営情報システムについての理解を深めることを狙う。この科目は、情報 
システム開発分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 マーケティングとは 
マーケティングの定義、具体的な事例を通じた基本概念を紹介し、情報通信技術との関りを説明
する。また、講義概要と参考書の紹介を行い、関連科目の中での本科目の位置付けを説明し、質
問・解答により理解を深める（AL①）。 
・課題：授業の中で説明した用語と事例の復習 

2 マーケティング・コンセプト (1) 
販売志向、製品志向、ニーズ志向・顧客志向などのマーケティング・コンセプトについて説明す
る。 
また、社会志向のマーケティング・コンセプトとして政府、地方自治体、学校、宗教団体などへ
のマーケティング活動の拡張や、企業と社会の関りついて説明し、質問・解答により理解を深め
る（AL①）。 
・課題：マーケティングの必要性と歴史の復習 

3 マーケティング・コンセプト (2) 
顧客との長期的な関係構築に重点を置く、リレーションシップ・マーケティングについて説明
し、質問・解答により理解を深める（AL①）。 
・課題：リレーションシップ・マーケティングと、そこで活用されているICTの復習 

4 マーケティング機能 (1) 
リレーションシップ・マーケティングにおいては、顧客との関係構築や、顧客との関係維持が重
要になる。リレーションシップ・マーケティングにおいて情報通信技術がどのように活用されて
いるかを解説し、質問・解答により理解を深める（AL①）。 
・課題：CRM、ロングテールと、そこで活用されているICTの復習 

5 マーケティング機能 (2) 
企業におけるマーケティング機能の基本を説明し、質問・解答により理解を深める（AL①）。 
・演習：今回までの授業範囲の理解度確認 
・準備学習：第1～4回の授業内容の復習 
・課題：リコメンデーション、PPMの復習 

6 市場とは (1) 
マーケティング・ミックスについて説明する。その中で、市場のセグメンテーションとインター
ネットの役割について解説し、質問・解答により理解を深める（AL①）。 
・［まとめのテスト１］ 
・準備学習：第1～5回の授業内容の復習 
・課題：マーケティング戦略（市場と製品）と、 そこで活用されているICTの復習 

7 市場とは (2) 
消費者行動についてその基本を解説する。近年はインターネットによるマーケティングが盛んで
ある。Ｂ to Ｃ（企業と消費者の電子商取引）におけるマーケティングの手法や情報通信技術の
役割と、消費者行動への影響について説明し、質問・解答により理解を深める（AL①）。 
・レポート課題を提示（提出期限は本日から2週間後の授業終了時点）（AL④） 

8 製品 (1) 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択 

担当教員 

工藤 司 

    

添付ファイル 
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 新製品の開発ステップと、初期の段階で重要になるアイデアの収集、評価およびアイデアの保護
のための制度について説明し、質問・解答により理解を深める（AL①）。 
・課題：製品の開発ステップの復習 

9 製品 (2) 
新製品を産業として成立するステージまで到達させるには、製品イノベーションとマーケティン
グの両方が必要になる。ここでは、製品を活用したビジネスモデルやブランド戦略について説明
し、質問・解答により理解を深める（AL①）。 
・課題：知的財産権、ビジネスモデル、ブランドの復習 

10 製品 (3) 
製品の普及にあたっての業界標準（デファクト、ディジュリー）の重要性について説明するとと
もに、業界標準がどのようにして形成され、マーケティング戦略にどう影響を与えているかを解
説し、質問・解答により理解を深める（AL①）。 
・演習：今回までの授業範囲の理解度確認 
・準備学習：第1～9回の授業内容の復習 
・課題：製品の市場投入プロセス、業界標準の復習 

11 流通経路 
製品は流通業者を経て消費者に届く。この流通チャネルは時代と共に変化してきた。ここでは、
流通チャネルのさまざまな形態と、主要な形態の発生の背景を説明する。また、インターネット
ビジネスの進展に伴い流通チャネルがどのように変貌しているかを解説し、質問・解答により理
解を深める（AL①）。 
・［まとめのテスト２］ 
・準備学習：第1～10回の授業内容の復習 
・課題：流通経路の復習 

12 価格 (1) 
製造業における価格設定の基本（損益分岐点分析から出された価格の意義とその問題点）、流通
業における価格の設定方式について説明し、質問・解答により理解を深める（AL①）。 
・課題：価格設定方法の復習 

13 価格 (2) 
希望小売価格やオープン価格などの価格管理の手法と、そこにおけるインターネットビジネスの
役割を説明し、質問・解答により理解を深める（AL①）。 
・課題：価格管理手法の復習 

14 コミュニケーション 
販売促進活動の手法を説明し、特に情報通信技術のうちデータベースとインターネットがマーケ
ティングにおいてどのように活用されているかを解説し、質問・解答により理解を深める（AL 
①）。 
・演習：今回までの授業範囲の理解度確認 
・準備学習：第1～13回の授業内容の復習 
・課題：販売促進の手法とデータベースマーケティングの復習 

15 インターネットマーケティング 
これまでの各講義の中で解説してきたマーケティングにおける情報通信技術の役割のうち、イン
ターネットマーケティングについて体系的に整理、解説し、質問・解答により理解を深める（AL 
①）。 
・［小テスト］ 
・準備学習：第1～14回の授業内容の復習 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:15回,②:0回,③:0回,④:1回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 1) マーケティングの基本的な概念を理解している。 
2) マーケティングにおける情報通信技術の活用事例を説明できる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

2回のまとめのテストと1回の小テスト80％（全て持ち込み不可）、中間時点でのレポート20％で評価する。ま 
とめのテストについては、毎回採点後返却し結果をフィードバックする。 

評価基準 秀：100～90点（90%以上）、優：89～80点（80%以上）、良：79～70点（70%以上）、可：69～60点（60%以
上）、不可：59点 以下（60%未満） 
ただし、レポート未提出の場合は不可とする。また、（ ）内は、達成目標に対する達成割合を示す。 

教科書・参考書 参考書：片岡信弘、工藤司、石野正彦、五月女健治「インターネットビジネス概論」共立出版 
石井淳蔵、栗田契、島口充輝、余田拓郎「ゼミナール マーケティング入門」日本経済新聞社 

履修条件 「経営工学概論」、「経営情報システム」を履修していることが望ましい。 

履修上の注意 ・講義の中で随時、演習を実施する（事前アナウンスは行わない）。 
・本講義は、静かな環境で勉学意欲のある学生諸君のためにある。私語は厳禁する。度重なる注意を無視した 
学生は、最終評価点で大幅な減点を課す。 

準備学習と課題の 
内容 

授業計画に記載されている「準備学習」と「課題」（合計3時間）を必ず行うこと。小テストや授業の演習問題 
については、フィードバックの説明を活用して理解を深めておくこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:20％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

産業・社会心理学 D4-BD53-30 

Industrial/Social Psychology 

科目コード： 17770 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 社会心理学と産業・組織心理学の立場から、人々がさまざまな対人場面、あるいは仕事に取り組む際に直面す
る諸問題について講義する。アクティブラーニングを通してこれらの心理学的知見を学生自身のキャリアデザ 
インに生かせるように導くことも講義の目標とする。 

授業計画 1回 社会心理学の視点 

社会心理学の定義、研究の方法、研究の範囲について説明する。 
 

準備学習：過去に受講した心理学系科目の資料をもとに、心理学的な考え方について復習してお
く。 
課題：日常的な印象形成の手がかりについて説明する。 

2回 印象形成 
印象形成のプロセスについて、実験的研究を踏まえて解説する。
印象形成の手がかりについてAL②をおこなう。               
[演習問題]簡単な実験演習を行う 
準備学習：第1講資料をもとに、社会心理学の研究法、社会的認知とはどのようなことかについて
復習する。 
課題：ステレオタイプの事例について、自分の経験と調べ学習をもとに説明する。 

3回 ステレオタイプ 
ステレオタイプ影響およびステレオタイプが維持されるのはなぜかについて説明する。
ステレオタイプの事例についてAL②をおこなう。 
準備学習：社会的推論のエラーの事例をもとに、自分の経験を記述しておく 
課題：2過程モデルおよびステレオタイプの維持についてのモデルを理解する（AL④）。 

4回 社会的推論 
原因帰属のモデルと社会的推論のバイアス、エラーについて説明する。
第3講の確認テストについてAL③をおこなう。                      
[確認テスト（レポート課題）] 
準備学習：自らの社会的推論について内省し、その特徴を説明できるようにする
課題：合理的な原因帰属と実際の原因帰属の違いを理解する（AL④）。 

5回 自己① 
自己概念、自己意識についての理論の説明をおこなう。
心理尺度の結果についてAL②をおこなう。 
[演習問題] 
準備学習：演習問題の結果から自己の傾向について考える
課題：心理尺度に回答し、数値をまとめる 

6回 自己② 
自己評価と自己呈示、自己開示について解説する。
心理尺度の結果についてAL②をおこなう。 
第4講レポート課題についてAL③をおこなう。 
準備学習：自らが行っている自己呈示、自己開示について分析的に理解する 
課題：自己評価を維持するために人がおこなうことについて復習する（AL④）。 

7回 説得的コミュニケーション① 
態度、説得、依頼と要請についての基礎的事項を説明する。
[演習問題] 
準備学習：自らが広告の情報処理をおこなった場面を想起し、どのような情報に注目しているか
について論理的に考察する。 
課題：自らが他者を説得したり、他者に説得されたりした経験について整理する（AL④）。 

8回 説得的コミュニケーション② 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択 

担当教員 

小杉 大輔 

    

添付ファイル 
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 段階的要請法および説得のモデルについて解説する。
第7講の演習問題についてAL③をおこなう。 
準備学習：対人援助についての具体的な場面を想起し、そこでの自分の振る舞いと心理について
論理的に考察する。 
課題：段階的要請法について、自らの経験に基づいて具体的に説明できるようにする（AL④）。 

9回 意図的ではない対人的影響 
社会的手抜き、心理的リアクタンス、漏れ聞き効果等について解説する。
これらの事項についての経験についてAL②をおこなう。               
[確認テスト（レポート課題）] 
準備学習：自らがどのような集団に所属し、それぞれの集団でどのように振る舞うかについて整
理する。 
課題：社会的手抜き、漏れ聞き効果のメカニズムについて自らの経験にもとづき、論理的に理解
する（AL④）。 

10回 集団 

同調、集団の意思決定、集団と集団の関係、集団の対立の解消について解説する。 
 

準備学習：職場のような集団でのコミュニケーションや動機づけについて資料にもとづいて考察
する。 
課題：集団における人の行動の特性について、資料と自らの経験に基づいて復習する（AL④）。 

11回 ワークモチベーション 
ワークモチベーションの理論と企業におけるワークモチベーション維持・高揚への取り組みにつ
いて解説する。 
第9講のレポート課題についてAL③をおこなう。 

 

準備学習：メンバーのワークモチベーションを高めるようなリーダーシップについて具体例を調
べる。 
課題：企業におけるモチベーションマネージメントについて調べ、授業内容との対応を考える 
（AL④）。 

12回 リーダーシップ 
リーダーシップの基礎的な理論について解説する。
[演習問題] 
準備学習：自分が入社したいと思う企業を複数挙げ、その企業活動の特徴について調べる。
課題：ワークモチベーションとリーダーシップの理論を関連づけて理解する（AL④）。 

13回 消費行動の心理学 
心理学的な研究が消費行動の理解やマーケティング活動にどのような活かされているのかについ
て解説する。 
第12講の演習問題についてAL③をおこなう。
[確認テスト] 
準備学習：学校や職場における対人関係を想起し、そこで生じうるトラブルについて考える。 
課題：自分が入社したいと思う企業の特徴を整理し、自分の特性とのマッチングについて考察す
る。 

14回 職場のストレスとメンタルヘルス① 
ストレスとストレス・コーピングについて解説する。
職場うつについて解説する。 
第13講の確認テストについてAL③をおこなう。
[演習問題] 
準備学習：職場における心理的な不適応の事例について調べる。
課題：ストレスモデル、うつの発生のモデルについて理解する。 

15回 職場のストレスとメンタルヘルス② 

職場うつやその他の精神疾患の基礎的事項について解説する。 

準備学習：自らのストレス・コーピングの特徴について理解する。 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①0回,②3回,③5回,④10回,⑤0回,⑥0回 

達成目標 a) 社会的認知の特徴を理解する（基礎） 
b) 職場を含む集団における人の行動と心理について理解する（基礎） 
c) 説得場面、消費場面における心理的側面について理解する（基礎） 
d) 講義内容を日常行動との関連を論理的に説明できる（応用） 
e) 自己分析データを正確に読み取り、自己の心理特性を説明できる（応用） 
f) 社会心理学の調査結果を正しく読み取ることができる（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

講義内で行う演習（30％）と、3回の確認テスト（70％）で評価する。 
演習およびテストについては、毎回、評価のポイントについてフィードバックする。 

評価基準 秀（a～f）：100～90点 
優（a～fのうち5項目）：89～80点
良（a～fのうち4項目）：79～70点
可（a～fのうち3項目）：69～60点 
不可：59点以下 

教科書・参考書 教科書：なし（授業担当者が作成したプリント資料を配布する） 
参考書：講義内で適宜紹介する。 

履修条件 なし 

履修上の注意 講義には必ず出席すること。 
講義中の私語およびノートPC、携帯電話・スマートフォンの私的な使用を厳禁する。 
これらの行為が顕著な場合、講義室からの退出を求める場合がある。 

準備学習と課題の 
内容 

①配布資料とメモに基づいて、毎回の授業内容の復習（1.5時間）を必ず行うこと。 
②授業計画中に記載されている「準備学習」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 

知識・理解50％,思考・判断30％,関心･意欲10％,態度10％,技能・表現0％ 
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（必須）  

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

オペレーションズマネジメント D5-D54-50 

Operations Management 

科目コード： 20600 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 企業における生産活動において，東アジアを含めたグローバルな調達が広がり，原材料採取から生産・流通・
販売・廃棄・リサイクルに至るまでグローバルなサプライチェーンが形成されている．オペレーションズマネ
ジメントには，川上のサプライチェーン・マネジメントから生産工程を経て，川下の流通に至るまで広い範囲
が含まれる． 
本講座では，オペレーションズマネジメントに不可欠なエッセンスを取り上げ，企業における生産活動の全体
像を概観することで，世の中にある製造業のあり方を理解する． 
この科目は、CMMIコンサルティング分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 ガイダンス 

自己紹介，授業の進め方 

2 物流の概念と本質 

物流の意義，歴史，物流のアプローチ 

3 物流システムの構成（1） 
輸送，保管，荷役 

4 物流システムの構成（2） 
流通加工 

5 物流システムの構成（3） 

在庫管理 

6 物流制度とマネジメント
物流効率管理 

7 物流関連データとシステム化 
物流データの報告・収集・整理 

8 物流ABCによる業務管理 

Activity Based Costingの考え方 

9 オペレーションズマネジメント 

製品サービスを産出するオペレーションとは 

10 オペレーションと生産 

オペレーションにおける考え方 

11 工程管理と生産計画・日程計画
オペレーションの計画と考え方 

12 作業研究 

無駄のない効率的な作業の研究 

13 品質と信頼性 

顧客要求を満たす品質やサービスのための品質管理 

14 環境への影響とコスト管理 
企業の生産活動と環境マネジメントへの取り組み 

15 まとめ 嘘と本当

振り返り 

授業形態 原則として座学の講義とする．できるだけ毎回レジュメを配布するので，履修生は気づいたことをメモしなが
ら受講してもらいたい． 
アクティブラーニング：①12回，②12回，③０回，④０回，⑤０回，⑥０回 
本講座の毎回の必須項目についてAL①，②を行う 

達成目標 ・現代オペレーションズ・マネジメントに至った歴史的経緯，および今どうなっているかを理解する． 
・製造業における生産とオペレーションズ・マネジメントの基礎的な知識を習得する． 

評価方法・フィー
ドバック 

・受講態度，クラスへの貢献度，質問，発表などにより総合的に評価する 
・クラス貢献度，発表，プレゼン資料，質問など 
・原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する 

評価基準 「秀」：90点以上 ，「優」：80～89点 ，「良」：70～79点，「可」：60～69点，「不可」：59点以下 

教科書・参考書 ・教科書 なし 
・参考書 なし 

履修条件 日本語の新聞を読み、内容を理解できること 

履修上の注意 まずは講義を理解できる必要がある。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ ２ 選択 

担当教員 

林 章浩 

    

添付ファイル 
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準備学習と課題の
内容 

・本講義ではテキストを指定する代わりに，教科書に相当する内容をレジュメとして配布する． 
・予習として，毎週1.5時間程度の時間をかけて，配布したレジュメを読んでおくこと 
・復習として，毎週1.5時間程度の時間をかけて，配布したスライドを読み返すこと 
・その他，日常の習慣として，日経新聞の左面の記事を全て読むことを勧める． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:10％,関心･意欲:10％,態度:20％,技能・表現:30％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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教職に関する科目と 

教科又は教職に関する科目 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

教職概論－教職入門－ 30-01-00 

Introduction of Teaching Profession 

科目コード： 17820 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 現在、教職に就いている多くの教師は、児童・生徒のころに優れた教師に出会い、その高い指導力や優れた
人格等に感化されて自らも教職を選んだケースが少なくありません。児童・生徒の豊かな成長発達を支援し、
それを温かく見守っていく教師という職業は、昨今、教育改革が進展する中で保護者や地域・社会の期待も大
きく、強い使命感と責任感、高い倫理観が求められています。 
この講義では、教職に関する基礎基本を押さえながら、教師として身に付けるべき資質・能力等を学習しま 

す。 

授業計画 1 オリエンテーション 

・年間計画、授業展開、評価方法、課題・小テスト等。 

2 教職を志す。教師の仕事と役割。 
・教員の果たすべき職責や役割。 
・地域とともにある学校づくり。 

3 日本の教職の歴史 
・教育制度の変遷。 
・現代の教育者像の成立。 
・教職の歴史を理解する。 

4 教育実践を支える教育法規 
・現代学校教育の基本法制。 
・教育法規について。 

5 学び続ける教師を目指して 
・養成・採用・研修の一本化について。 
・教員研修計画とは。 

6 チームとしての学校 
・「チーム学校」とは何か。 
・「チーム学校」の抱える課題を具体的に把握。 

7 教員の身分と任用 
・教員の身分と任用について概説。 

8 教員の服務 
・教員の服務を法規及び事例を中心に学習 

9 教員の勤務条件 

教員の勤務に係る課題を中心に学習する。 

10 教師の仕事の特質と内容 
・教員の日常の仕事について具体的に確認 
・その意義や特質について考察する。 

11 管理職・主任の役割 
学校運営の組織・体制について理解を深める。 

12 教師の資質向上 
・教員に求められる資質とは何か。 
・資質の向上のための施策。 
・教員の心掛けるべき事項。 

13 学校の抱える諸課題について 
・個々が考える学校の諸課題について意見交換。 

 ・いじめ問題、不登校問題とどう向き合うか。 
14 教育実習の意義と心得 

・教育実習の実際とその意義 

15 大学生の進路選択と教職ー教員採用選考の傾向と対策ー 
・教員採用試験の傾向 
・教員採用試験の内容の確認 

16 定期試験 

授業形態 講義（テキストの要点レジュメを配布）を中心に、必要に応じて新聞・雑誌等の教育に関するトピックス、討
論などを取り入れて展開します。 
アクティブラーニング：①:８回,②:４回,③:０回,④:０回,⑤:０回,⑥:０回 

達成目標 ・教職とは何か、教職の意義を理解すること 
・教職観の変遷と理想の教師像について理解すること 
・教員養成の歴史と現状について理解すること 
・教員の身分、任用、服務及び勤務条件について理解すること 
・教師の仕事の特質と内容について理解すること 
・教師の資質向上と研修の重要性について理解すること 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年前期 １ ２ 教職必修 

担当教員 

松本 直己 

    

添付ファイル 
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評価方法・フィー 
ドバック 

小テスト及び定期試験の成績、授業態度、発表等により総合的に評価します。 

評価基準 秀＝目標達成90～100％ 
優＝目標達成80～89％ 
良＝目標達成70～79％ 
可＝目標達成60～69％ 
不可＝目標達成59％以下 

教科書・参考書 教科書：『教職論』（久保富三夫、砂田信夫編著、ミネルヴァ書房 2018年） 

履修条件 教職志望者であること 

履修上の注意 学校教育に関するニュースや社会の動きなどに関心を持つこと 

準備学習と課題の 
内容 

学習内容をよく理解するために、事前に必ず教科書類を一読し、理解できない箇所や疑問に思う点などを 
チェック（確認）した上で、授業に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:15％,技能・表現:15％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

教育原理 30-02-00 

Education Principle 

科目コード： 17830 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想について考察する。まず、人間の「発達･ 成長」と「教育」と
の関わりから教育の意味を考える。 次に、このことを先人たちがどのように考えてきたのか、教育理念及び教
育の歴史的変遷を概観する。特に現代教育観の源流となる近代以降の教育思想や、学校の成立及びそこでの教
育内容・教授方法の歴史について詳しく考察する。最後に、これからの社会における教育理念の在り方につい
て検討する。授業形式は講義中心となるが、テーマを設定した討論を行うなどのアクティブラーニングを通し 
て、受講者各自がそれぞれに教育理念を描けるようにしたい。 

授業計画 1 オリエンテーション 
・この授業のねらいである「教育観の形成の第一歩」の意味を説明する。 
・これまでの教育に関する体験を振り返る 
・「教育」「学習」のイメージについてAL①を行う。
準備学習：自分のこれまでの学習歴を振り返る。 
課題：授業で示された他の人の「教育」「学習」のイメージヲ整理し、自分自身のそれを見直
す。(AL④） 

2 人間の発達･成長と教育① 
・物質形成や動物との比較から教育の意味を理解する。AL①を行う。
準備学習：テキスト第1章(特にP10～13)を読んでおく。 
課題：「教育」の語義を整理し、その中で気になる用語をより深く調べる。（AL④） 

3 人間の発達･成長と教育② 
・教育の意味について、環境の重要性について理解する。AL①とAL②を行う。
準備学習：テキスト第2章１（P16～22）を読んでおく。 
課題：遺伝優位説、環境優位説、相互作用説それぞれの説を支える理論を整理し、関心を持った
学説については詳細を調べる。（AL④) 

4 人間の発達･成長と教育③ 
・人間の発達段階と教育･ 学習の関係について理解を深める。AL①を行う。
準備学習：テキスト第2章２～４(P22～44）を読んでおく。 
課題：脳科学の最新の知見をまとめる。（AL④） 

5 教育思想の系譜① 
・古代から中世までを概観し、現代との教育観との相違を理解する。AL①とAL②を行う。
準備学習：テキスト第３章及び第４章３（P７９まで）を読んでおく。 
課題：日本の子ども観と教育思想を整理する。（AL④） 

6 教育思想の系譜② 
・近代教育学の基本原理を理解する。AL①を行う。
準備学習：テキスト第４章４・５を読んでおく。 
課題：テキスト第４章４（P80～84）に登場する教育者の考え方を整理し、近代教育学の思想的特
徴を理解できるようにする。（AL④） 

7 教育思想の系譜③ 
・新教育運動にみられる現代教育学の原理を理解する。AL①とAL⑥を行う。
準備学習：テキスト第４章６・７を読んでおく。 
課題：「教育の目的」という観点から、授業で扱った教育思想を整理する。（AL④） 

8 教育思想の系譜④ 
わが国における教育思想の変遷を理解する。AL①とAL②、AL⑥を行う。
準備学習：テキスト第５章を読んでおく。 
課題：第二次世界大戦前の教育の特徴を制度・思想の両面で整理する。（AL④） 

9 学校教育の歴史的展開① 
学校の起源と成立を理解する。AL①とAL③を行う。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年後期 １ ２ 教職必修 

担当教員 

菅野 文彦 

    

添付ファイル 
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 準備学習：「学校」の語源、ヨーロッパにおける学校の成立について調べておく。調べ方は自
由。（AL③） 
課題：授業で理解できたことを整理する。 

10 学校教育の歴史的展開② 
公教育の理念と学校の制度化を理解する。AL①とAL③を行う。 
準備学習：近代以降の「公教育」の理念を調べる。調べ方は自由。（AL③） 
課題：授業で理解できたことを整理する。 

11 学校教育の歴史的展開③ 
教育内容の拡大と分化について理解を深める。AL①を行う。
準備学習：現行学習指導要領の総則を読んでおく。 
課題：授業で明らかにした戦後の学習指導要領の変遷をまとめる。 

12 学校教育の歴史的展開④ 
教授方法と学習組織について理解を深める。AL①とAL③を行う。
準備学習：配布資料に掲載された教授方法をまとめる（AL③） 
課題：自分が一番採用したい教授方法に基づいた授業指導案をまとめる。（AL④） 

13 現代社会における教育の目的と理念① 
改正教育基本法にみる現代日本の教育の理念を中心に論ずる。AL①を行う。
準備学習：テキスト第6章１を読んでおく。 
課題：改正教育基本法第1章の条文第1条～第4条を暗記する。 

14 現代社会における教育の目的と理念② 
「社会全体で教育の向上の目指す」とは、どういうことかを検討する。AL①とAL②を行う。
準備学習：テキスト第6章２を読んでおく。 
課題：「生涯学習」「生涯教育」の考え方をまとめる。 

15 これからの教育のあるべき姿 
今後の社会に相応しい教育のあり方を検討する。AL①、②を行った上で、AL⑤、⑥を行う。
準備学習：テキスト第6章3を読んでおく。 
課題：授業時の話し合いを考慮に入れた上で、「これからの教育のあるべき姿」を文章にまとめ
る。（AL④） 

16 定期試験 

授業形態 テキスト等を用いた講義が中心 
アクティブラーニング：①:15回,②:５回,③:3回,④:10回,⑤:1回,⑥:3回 

達成目標 教育という営みは人間にとってどのような意味を持つものか、その歴史的経過の考察を通して教育の目的や理
念を検討し、さらに現代社会における教育の在り方を探る。このような講義を通し、教育の基本的概念を十分
に理解し、同時に、教育の歴史や思想に関する教養を習得することを到達目標とする。                  
1.教育界に影響を与えた人物とその思想を理解できる。 
2.現代日本の「教育の目的」を十分理解できている。 

評価方法・フィー 
ドバック 

定期試験70％、講義内の課題30％の割合で総合評価する。 

評価基準 秀(1.2)：90点以上、優(1.2)：89～80点、良(1.2)：79～70点、可(1.2)：69～60点、不可：59点以下 
ただし、カッコ()内は、達成目標の項目を示す。 

教科書・参考書 教科書：「教育原理」 寺下 明 著 （ミネルヴァ書房） 
参考書：「教育をどうする」 岩波書店編集部 編 （岩波書店） 

「教育入門」 堀尾 輝久 著 （岩波新書） 
「自ら学ぶ子を育てる」（子どもの発達と教育）無藤 隆 著 （金子書房） 
「教育思想史研究 子ども （人間）観の発展と公教育」 川瀬 八洲夫 著 （酒井書店） 
「教育用語辞典」 山﨑英則・片上宗二 編集代表 （ミネルヴァ書房） 

履修条件 教職課程を履修していること。 

履修上の注意 講義をただ聞くのではなく、その中で自らの教育についての考え方を練りあげられるように努力すること。 

準備学習と課題の
内容 

・授業計画中に記載されている「準備学習」の内容(1.5時間）を必ず行うこと。 
・授業計画中に記載されている「課題」の内容(1.5時間）を必ず行うこと。第1回～第14回までの課題は、ノー 
トに行い、常に目を通すようにすること。第15回の課題はA4レポート用紙を使用し、作成すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:15％,関心･意欲:15％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

教育心理学 30-03-00 

Educational Psychology 

科目コード： 17840 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 教育と学習にかかわる心理学的問題の基礎を学ぶ。まず、教育心理学の立場について知り、学習意欲、学習性
無 
力感等のメカニズムや、学習行動を理解する基礎を学ぶ。そして、教育場面における個人差についてどう考え
るべ 
きか、教育評価はどうあるべきか等を考察する。 

授業計画 1回 教育心理学の立場 
教育心理学がどのような学問なのかについて概説する。
[演習問題] VTRの内容についてAL②をおこなう。 
準備学習：テキスト第1章p.1～p.7を読み、教育心理学の背景を確認しておく。 
課題：講義内で視聴したVTRの内容を想起しつつ、高校教師の仕事内容を把握する。 

2回 発達と教育① 
発達の要因、発達の様相、発達と教育について解説する。
遺伝と環境の関係についてAL②をおこなう。 
準備学習：テキスト第2章p.14～p.22を読み、発達の基本事項について予習する。
課題：テキスト第2章p.14～p.22について、講義内での解説を踏まえて復習する。 

3回 発達と教育② 

乳幼児期、児童期、青年期の発達について解説する。 
 

準備学習：テキスト第3章p.26～p.47を読み、乳幼児期から青年期にかけての発達心理学のトピッ
クについて予習する。 
課題：テキスト第3章p.26～p.47について、講義内での解説を踏まえて復習する。 

4回 発達と教育③ 
思春期・青年期に見られる発達の諸相および教育との関連について解説する。
[確認テスト①]自己採点の結果を踏まえ、AL③をおこなう。               
[演習問題]心理尺度演習をおこなう 
準備学習：配布資料に基づき、青年期の心理について復習しておく。 
課題：講義内容を踏まえ、自らの中・高校生期の発達、現在のアイデンティティの状態について
考察する（AL④）。 

5回 学習行動の基礎 

学習行動とその形成について学ぶ。 

準備学習：テキスト第5章p.50～58を読み、学習のしくみについて予習する。 
課題：講義内容を踏まえ、不登校行動のような不適応行動と学習理論とのつながりについて考察
する（AL④）。 

6回 学習意欲の基礎① 
動機づけの基礎について学ぶ。               
[確認テスト②]解答を踏まえてAL③をおこなう。 
準備学習：テキスト第8章p.86～p.90を読み、動機づけの基礎的理論について予習する。
課題：VTR資料の内容とテキストを参考に、動機づけの基礎的理論について復習する。 

7回 学習意欲の基礎② 

内発的動機づけ、学習性無力感について解説する。 
 

準備学習：テキスト第8章p.92～p.95と第6講の配布資料を読み、内発的動機づけ、学習性無力感
の基礎的理論について予習する。 
課題：VTR資料の内容とテキストを参考に、動機づけや原因帰属の基礎的理論について復習し、進
路決定などの関連事項とのつながりを整理する（AL④）。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年後期 １ ２ 教職必修 

担当教員 

小杉 大輔 

    

添付ファイル 
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 8回 知識の獲得 
知識獲得のプロセスについて学ぶ。 

 

準備学習：テキスト第6章p.62～p.82を読み、記憶についての心理学的知見について予習する。
課題：長期記憶の仕組みと授業内での学習プロセスとのつながりを整理する（AL④）。 

9回 障害児の心身の発達及び学習の過程① 
発達障害児への教育、支援に関する心理学的アプローチについて学ぶ。
とくに自閉スペクトラム症とADHDについて扱う。 
[演習問題]発達障害についての自らの経験を想起する（あわせてAL②をおこなう）。 
準備学習：テキスト第11章p.122～p.130を読み、発達障害の基礎的事項について予習する。 
課題：講義内容を踏まえ、教育現場における発達障害児への教育の諸問題について復習する。 

10回 障害児の心身の発達及び学習の② 
発達障害児への教育、支援に関する心理学的アプローチについて学ぶ。          
LDについての解説、発達障害をもつ人たちの感覚の世界についての解説をおこなう。
[演習問題] 
準備学習：第9講での配布資料の内容と、テキスト第11章を踏まえ、発達障害児・者の心の世界に
ついて考察する。 
課題：発達障害児・者の支援の現状について理解する。 

11回 個に応じた教育① 
個人差のとらえ方について解説する。 
第10講の演習問題についてAL③をおこなう。 
準備学習：テキスト第10章p.110～p.114の内容を理解しておく。 
課題：授業内容をふり返り、個に応じた教育の実践における課題について、自らの経験も踏まえ
て考察する（AL④）。 

12回 個に応じた教育② 
個に応じた学習指導について解説する。                                     
[確認テスト③]個に応じた教育の実践における課題についての小論文を作成する。
準備学習：テキスト第9章p.104～p.107の内容を理解しておく。 
課題：教育実践の最新事情についての情報を収集する（AL④）。 

13回 授業と学級のはたらき 
授業設計、授業スタイルについて概観する。 
発見学習、有意味受容学習、仮説実験授業について解説する。
また、第12講の小論文についてAL③をおこなう。 
準備学習：テキスト第9章p.98～p.103を読み、授業の過程について予習する。
課題：授業内容について自らが受けてきた授業スタイルを踏まえて復習する。 

14回 授業と学級のはたらき 
教室での人間関係について解説する。           
[確認テスト④]記述内容についてAL②をおこなう。 
準備学習：テキスト第7章p.77～p.82、第10章p.114～116、第12章p.140～142を読み、学習方略、
学業不振、教師の適性について予習する。 
課題：学級集団における教師の役割について、自らの経験を踏まえて考察する（AL④）。 

15回 教育における評価 
評価の方法、評価の影響について解説する。 
また、第14講の確認テストについてAL③をおこなう。 
準備学習：配布資料およびテキスト第13章p.146～p.154を読み、授業評価について予習する。 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①0回,②4回,③4回,④7回,⑤0回,⑥0回 

達成目標 a) 教育心理学と教育実践の関係を理解する 
b) 学習および学習意欲に関する基礎的理論を理解する 
c) 人間の発達と教育の関係を理解する 
d) 発達障害児の心理を理解する 
e) 教育実践に関わる心理社会的要素について理解する 
f) 教育における評価の役割について理解する 

評価方法・フィー 
ドバック 

講義内で行う演習（30％）と、4回の確認テスト（70％）で評価する。 
演習およびテストについては、毎回、評価のポイントについてフィードバックする。 

評価基準 秀（a～f）：100～90点 
優（a～fのうち5項目）：89～80点
良（a～fのうち4項目）：79～70点
可（a～fのうち3項目）：69～60点 
不可：59点以下 

教科書・参考書 教科書：永江誠司（編）『キーワード教育心理学』北大路書房（必要に応じてプリント資料を配布する） 
参考書：講義内で適宜紹介する 

履修条件 なし 

履修上の注意 講義には必ず出席すること。 
講義中の私語およびノートPC、携帯電話の私的な使用を厳禁する。
これらの行為が顕著な場合、講義室からの退出を求 
める場合がある。 

準備学習と課題の 
内容 

①配布資料とメモに基づいて、毎回の授業内容の復習（1.5時間）を必ず行うこと。 
②授業計画中に記載されている「準備学習」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解50％,思考・判断30％,関心･意欲10％,態度10％,技能・表現0％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

1016



DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

教育と社会 30-04-00 

Education and Society 

科目コード： 17850 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本授業では、教育を「公的に制度化され，組織化されてきたもの」ととらえ、日本の教育制度はどのような
原則と理論的枠組みで組織されているのかを理解し、教育制度を運営する教育行政の理念と仕組みを理解す 
る。さらに、現在の学校を取り巻く状況の変化と、それに対応するべき教育制度の諸課題について理解を深 
め、近年の教育政策の動向について検討する。 
また、公教育の目的を実現するための学校経営及び学級経営の望むべき姿と仕組みを理解する。 
一方で、学校と地域との連携の意義や地域との協働のあり方について、取り組み事例を踏まえて理解を深 

め、開かれた学校づくりが進められる経緯と方法について理解を検討する。さらに、学校管理下で起こる事 
件、事故および災害の実情を踏まえ、危機管理や事故対応を含めた学校安全の必要性について、具体的な取り 
組み事例を検討しながら、理解を深めることを目的とする。 

授業計画 1 授業のガイダンス：公教育・私教育とは何か？ 

 
2 公教育の制度的原理 

 
3 現代の教育制度：我が国と諸外国の学校体系 

 
4 日本の教育制度の歴史：学制と教育勅語体制 

 
5 戦後の教育制度改革：日本国憲法と教育基本法に基づく制度改革 

 
6 教育行政の組織と活動１：国の行政組織・文部科学省 

 
7 教育行政の組織と活動２：地方の教育組織・教育委員会制度 

 
8 教育委員会の役割と改革 

 
9 現代学校が抱えた解決が困難な問題：いじめ・不登校・学級崩壊など 

 
10 現代の学校の諸課題に対応するための教育政策の動向 

 
11 学校経営と学級経営の仕組み 

 
12 学校と地域との連携の意義と地域との協働のあり方 

 
13 開かれた学校づくりの歴史的経緯とコミュニティースクールの事例検討 

 
14 学校安全と危機管理:学校保健安全法の理解 

 15 学校安全のための具体的な取り組み 

 
16 定期試験 

授業形態 教科書を用いた講義を中心に進める。 
アクティブラーニング：①:10回,②:5回,③:0回,④:2回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 １．現代日本の公教育は、どのような原則と理論的枠組みで組織されているのかを理解し、教育制度を運営す
る教育１．行政の理念と仕組みを理解する。さらに、学校を巡る近年の状況の変化を理解しつつ、教育制度の
諸課題と近年の教育政策の動向に関して理解を深める。                                            
２．学校と地域の連携の意義や地域との協働の方法について取り組み事例をふまえて理解し、開かれた学校づ
くりが進められた経緯や方法について理解する。                                                  
３．学校管理下で起こる事件、事故及び災害の実情を踏まえて、学校保健安全法に基づく、危機管理を含む学 
校安全の目的と具体的な取り組みを理解する。 

評価方法・フィー 
ドバック 

定期試験60％、授業中の課題40％の割合で総合評価する。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１年前期 １ ２ 教職必修 

担当教員 

松永 由弥子 

    

添付ファイル 
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評価基準 秀＝目標達成90～100％ 
優＝目標達成80～89％ 
良＝目標達成70～79％ 
可＝目標達成60～69％ 
不可＝目標達成59％以下 

教科書・参考書 教科書 教育制度研究会編『要説 教育制度 新訂第三版』学術図書出版社、2011年参
考書 河野和清『教育行政学』ミネルヴァ書房、2006年 

戸田芳雄『学校・子どもの安全と危機管理 第2版』少年写真新聞社、2017年 

履修条件 教員志望者であること 

履修上の注意 皆さんの体験した教育、現代社会と教育の関係、これからの教育のあり方、の３つの視点から考えていきま
す。また、 
基本的なことから、できるだけ理解しやすいように講義する予定ですので、授業を通し、自分自身の教育観の 
確立に向けて努力してください。 

準備学習と課題の
内容 

①講義までに教科書の該当箇所をよく読んでおくこと（予習1.5h) 
②授業後に教科書とノートを利用して学習した内容を復習し、その内容に関連する教育時事問題があれば、検 
討・分析すること（復習1.5h） 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

教育課程論 30-05-00 

Curriculum Theory 

科目コード： 17860 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 教育課程とは、学校がどのような生徒を育成したいのか、その教育目標の実現のために教科・科目や特別活
動などの教育内容を組織することです。 
この講義では、高校に勤務した体験を生かして、主に教育課程編成の法的根拠となっている高等学校学習指

導要領総則や静岡県教育振興基本計画の提言等を踏まえ、教育課程編成の原則や手順等に従いながら、履修者 
自身が自分の理想とする高校の教育課程案を編成するまでを指導します。 

授業計画 １ オリエンテーション 

年間指導計画、授業展開、評価方法、課題レポート、小テスト等

２ 教育課程とは何か、また、その今日的課題について 
教育課程とは何か。プリントを用いて具体的なイメージを形成する。 
また課題についても指摘する。 

３ 教育課程と法令、学習指導要領及び県教育委員会規則等の関係について
教育課程を規定する法令や、学習指導要領等について理解を深める。 

４ 学習指導要領の歴史的変遷について その１ 

学習指導要領の変遷について、講義形式で理解を深める。

５ 学習指導要領の歴史的変遷について その２ 

学習指導要領の変遷について、講義形式で理解を深める。 

６ 高等学校学習指導要領総則（平成３０年3月告示）について 

「新学習指導要領」の内容・目的についてその特色を中心に確認し、具体的理解を深める。

７ 高等学校学習指導要領解説「総則編」（第１章及び第２章）について 

新学習指導要領」総則編の内容・目的について具体的理解を深める。 

８ 高等学校学習指導要領解説「総則編」（第３章）について 

新学習指導要領」総則編の内容・目的について具体的理解を深める。 

９ 各教科・科目、総合的な学習の時間及び特別活動の授業時数等について 

教科・科目等について、具体的な内容を確認しながら理解を深める。 

１０ 小中学校の教育課程はどのように編成されているか
具体的な事例を取り上げ解説。 

１１ 高等学校の教育課程はどのように編成されているか 

高等学校の教育現場に即し、具体的な事例を取り上げ解説。

１２ 夢の学校づくり（調べ学習１） 

自分の理想とする教育課程案・時間割案（普通科進学校編）を作成 

１３ 夢の学校づくり（調べ学習２） 

自分の理想とする教育課程案・時間割案（専門高校及び単位制総合学科の高校編） 

１４ 発表 これが自分の理想とする教育課程案だ！ 

個人発表と意見交換 

１５ まとめの講義 

 
１６ 定期試験 

  

授業形態 講義を中心に、必要に応じて教育関連の新聞ニュース、雑誌記事、討論や調べ学習などを取り入れて展開しま
す。 
アクティブラーニング：①:８回,②:４回,③:２回,④:０回,⑤:０回,⑥:２回 

達成目標 ・教育課程とは何か（意義）、また、法令や学習指導要領との関係について理解すること 
・学習指導要領の歴史的変遷、高等学校学習指導要領のねらい・要点を理解すること 
・教育課程の編成方法や実施上の配慮すべき事項について理解すること 
・静岡県における人づくり諸施策を理解すること 
・実際に自分の理想とする教育課程案を作成し、その編成のねらい・特色等を説明することができること 

評価方法・フィー 
ドバック 

小テスト及び定期試験の成績、授業態度、発表、レポート等により総合的に評価します。 

評価基準 秀＝90～100％ 
優＝80～89％ 
良＝70～79％ 
可＝60～69％ 
不可＝59％以下 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 教職必修 

担当教員 

松本 直己 

    

添付ファイル 
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教科書・参考書 文部科学省『高等学校学習指導要領解説』総則編 

履修条件 教職志望者であること 

履修上の注意 学校教育に関するニュースや社会の動きなどに関心を持つこと。 

準備学習と課題の 
内容 

学習内容をよく理解するために、事前に必ず教科書類を一読し、理解できない箇所や疑問に思う点などを 
チェック（確認）した上で授業に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

特別支援教育概論 30-06-00 

Special support education 

科目コード： 20630 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 特別支援教育の理念や制度、仕組み等基本事項を理解する。 
特別の教育的支援を必要とする生徒の学習上または生活上の困難を理解し、教育上望ましい支援方法や配慮事 
項について理解する。 

授業計画 第１回 特別支援教育の理念と制度 

 
第２回 高等学校における特別支援教育の仕組み 

 
第３回 注意欠陥多動性障害のある生徒の理解と支援

第４回 学習障害のある生徒の理解と支援 

第５回 自閉症の生徒の理解と支援 

 
第６回 視覚障害、聴覚障害のある生徒の理解と支援

第７回 肢体不自由、病弱の生徒の理解と支援 

第８回 軽度知的障害のある生徒、外国につながる生徒、貧困家庭の生徒の理解と支援 

 
定期試験 

授業形態 講義 

達成目標 ①特別支援教育の理念や制度、仕組みなど基本事項を理解する。 
②特別の教育的支援を必要とする生徒の障害特性と支援方法を理解する。 
③障害はないが特別の教育的支援を必要とする生徒の特性と支援方法を理解する。 

評価方法・フィー 
ドバック 

小テスト及び定期試験の成績、発表、授業態度等により総合的に評価する。 

評価基準 秀：90～100点
優：80～89点
良：70～79点
可：60～69点 
不可：59点 

教科書・参考書 教科書：「高等学校教育のための特別支援教育入門」大塚玲編著 萌文書林 

履修条件 特になし 

履修上の注意 特になし 

準備学習と課題の 
内容 

学習内容をよく理解するために、事前に必ず教科書類を一読し、理解できない箇所や疑問に思う点などを 
チェック（確認）したうえで、授業に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解：30％,思考・判断：20％,関心・意欲20％,態度15％,技能・表現15％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年集中 ２ １ 教職必修 

担当教員 

山村 節子 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

特別活動・総合的な学習の時間の指導法 30- 
07-00 

Special Activities･the Period of Integrated Study 

科目コード： 20640 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 特別活動は、望ましい集団活動を通して、心身の発達や個性の伸長などを目指す教育活動であり、ホームルー
ム活動、生徒会活動及び学校行事から成る。また、総合的な学習の時間は、横断的・総合的な学習や探究的な
学習を通して、よりよく問題を解決する資質や能力などを育成する教育活動である。特別活動と総合的な学習
の時間の目標や教育的意義などについて学習するとともに、各活動・学校行事と総合的な学習の時間の内容や 
指導上の留意点などについても理解する。 

授業計画 1 特別活動の教育的意義と目標
授業の概要 
学習指導要領と特別活動 
準備学習：『高等学校学習指導要領解説 特別活動編』（以下、同じ）「第２章第１節１ 特別
活動の目標」を読み、自分の考えや疑問点をまとめておく。 

2 特別活動の歴史的変遷 ー 戦後の教育課程と特別活動 ー
学習指導要領の変遷 
「生きる力」の育成 
準備学習：「第２章第２節１ 教育課程上の位置付け」を読み、自分の考えや疑問点をまとめて
おく。 

3 ホームルーム活動の理解と展開 ー ホームルーム活動の目標と内容 ー
ホームルーム活動の目標 
ホームルーム活動の内容 
準備学習：「第３章第１節１ ホームルーム活動の目標」を読み、自分の考えや疑問点をまとめ
ておく。 

4 ホームルーム活動の理解と展開 ー ホームルーム活動の指導計画と内容の取扱い ー
ホームルーム活動の指導計画 
ホームルーム活動の内容の取扱い 
準備学習：前回の講義内容を確認しておく。 

5 生徒会活動の理解と展開 － 生徒会活動の目標と内容 ー
生徒会活動の目標 
生徒会活動の内容 
準備学習：「第３章第２節１ 生徒会活動の目標」を読み、自分の考えや疑問点をまとめてお
く。 

6 生徒会活動の理解と展開 － 生徒会活動の指導計画と内容の取扱い ー
生徒会活動の指導計画 
生徒会活動の内容の取扱い 
準備学習：前回の講義内容を確認しておく。 

7 学校行事の理解と展開 － 学校行事の目標と内容 ー
学校行事の目標 
学校行事の内容 
準備学習：「第３章第３節１ 学校行事の目標」を読み、自分の考えや疑問点をまとめておく。 

8 学校行事の理解と展開 － 学校行事の指導計画と内容の取扱い ー
学校行事の指導計画 
学校行事の内容の取扱い 
準備学習：前回の講義内容を確認しておく。 

9 特別活動の指導計画の作成と評価 
準備学習：「第４章第１節１ 特別活動の全体計画と各活動・学校行事の年間指導計画の作成」
を読み、自分の考えや疑問点をまとめておく。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年前期 ２ ２ 教職必修 

担当教員 

大石 昌利 

    

添付ファイル 
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 10 特別活動を指導するに当たっての教師の在り方と心構え 
準備学習：「第４章第４節 特別活動の指導を担当する教師」を読み、自分の考えや疑問点をま
とめておく。 

11 特別活動についての考察
レポート作成 

12 総合的な学習の時間の教育的意義と目標
学習指導要領と総合的な学習の時間 
準備学習：『高等学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編』（以下、同じ）「第２章 総
合的な学習の時間の目標」を読み、自分の考えや疑問点をまとめておく。 

13 総合的な学習の時間の指導計画と内容の取扱い

総合的な学習の時間の指導計画 
総合的な学習の時間の内容の取扱い 
準備学習：「第５章第１節 高等学校における総合的な学習の時間」を読み、自分の考えや疑問
点をまとめておく。 

14 総合的な学習の時間を指導するに当たっての教師の在り方と心構え 
準備学習：「第９章第１節 学習指導の基本的な考え方」を読み、自分の考えや疑問点をまとめ
ておく。 

15 総合的な学習の時間についての考察
レポート作成 

16 定期試験 

授業形態 講義、課題研究（レポート）、討論 
アクティブラーニング：①:8回,②:8回,③:0回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 特別活動・総合的な学習の時間の目標を理解する。 
特別活動・総合的な学習の時間の教育的意義を理解する。 
ホームルーム活動、生徒会活動及び学校行事の内容や指導上の留意点を理解する。
総合的な学習の時間の内容や指導上の留意点を理解する。 
高等学校の課題や在り方について考察する。 

評価方法・フィー 
ドバック 

定期試験、レポートにより総合的に評価する。 

評価基準 秀  ＝目標達成90 ～ 100％ 
優  ＝目標達成80 ～ 89％ 
良  ＝目標達成70 ～ 79％ 
可  ＝目標達成60 ～ 69％ 
不可＝目標達成59％以下 

教科書・参考書 教科書：『高等学校学習指導要領解説 特別活動編』（文部科学省） 
：『高等学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編』（文部科学省） 

参考書：『新編 特別活動の理論と実践』（笈川達男 監修 実教出版社） 

履修条件 教職志望者であること。 

履修上の注意 教育に関心を持ち、研究熱心であること。 
人権感覚を備えること。 

準備学習と課題の 
内容 

「教職概論」における「教職の意義」「理想の教師像」及び「教師の役割と仕事」の学習の上に立って臨むこ 
と。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:20％,技能・表現:20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

教育方法・技術論（22カリ） 

Educational Methods and Techniques 

科目コード： 17940 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 これからの社会を担う人材に求められる資質・能力を育成するために必要な教育の方法・技術について、学習
や教授についての基本事項を概観しつつ、授業デザインや授業評価、授業改善などの具体的方法について学 
ぶ。 

授業計画 1 よい授業と教師の授業力
よい授業とは何か 
授業における教師の役割
教師の授業力 

2 授業デザインの基礎理論 
レディネスと授業ルーチン
学習指導案の構成要素 
学習目標と学習課題 

3 授業評価の基礎理論 
評価の考え方の変遷 
資質・能力の３つの柱
観点別評価 

4 授業を支える指導技術① 
指導技術の基礎理論 
授業における指導技術の実際 

5 授業を支える指導技術② 
授業中の意思決定 
子どものつまずきへの指導 

6 主体的・対話的で深い学び 
対話による認知深化のメカニズム
協同学習の基本的構成要素 
学び合いを取り入れた授業の実際 

7 学習指導案検討の検討 
学習指導案から読み取る授業者の意図
学習指導案検討の視点 
学習指導案検討演習 

8 授業研究と学び続ける教師

授業研究とは何か 
反省的実践家〜学び続ける教師 

9 

 
10 

 
11 

 
12 

 
13 

 
14 

 
15 

 
16 

授業形態 講義、演習及びレポート 
アクティブラーニング：①:８回、②:７回、③:０回、④:０回、⑤:０回、⑥:０回 

達成目標 １ これからの社会を担う人材に求められる資質・能力についての理論的背景や、それを育成するための具体
的な方法について理解する。 
２ 資質・能力を育成する授業デザインや授業改善のために必要な指導技術を身につける。 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポート・小テスト５０％、演習５０％の割合で総合評価する。 

評価基準 秀＝目標達成１００～９０％ 優＝目標達成８９～８０％ 良＝目標達成７９～７０％ 
可＝目標達成６９～６０％ 不可＝目標達成５９％以下 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 3 1 教職必修 

担当教員 

町 岳 

    

添付ファイル 
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教科書・参考書 なし 

履修条件 教職志望者であること。 

履修上の注意 知識基盤社会を迎え、学校教育は学習者中心の学びへの変革を求められている。本講義では、学習者が自ら学 
ぶという学習形態をとるので、これからの教育を担う教員を目指す者として意欲をもって臨むこと。 

準備学習と課題の 
内容 

学習内容に関する復習・予習を前提とした授業展開をするので、授業準備をしっかりして授業に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:３０％、思考・判断:４０％、関心･意欲:１０％、態度:１０％、技能・表現:１０％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法
30-09-00 

Theories and Methods of Education in Information 
and Communication Technology 

科目コード： 21740 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 情報通信技術活用の意義と理論について、またそれを効果的に活用した学習指導や校務の推進のあり方につい
て概観するとともに、児童生徒に情報活用能力（情報モラルを含む）を育成するための基礎的な指導法につい 
て学ぶ。 

授業計画 1 情報化社会と学校教育 
情報化社会とSociety5.0 
学校のデジタルトランスフォーメーション
GIGAスクール構想 

2 ICTを活用した授業 
一人一台端末環境における授業の考え方
ICTを活用した授業の実際 
デジタル教材の活用と作成 

3 ICTを活用した授業デザイン 
一人一台端末の授業における指導技術
ICTを活用した授業デザイン 

4 情報活用能力を育成する授業
情報活用能力とは何か 
情報活用能力と情報科の授業 
情報活用能力を育成する授業デザイン 

5 情報モラルを育成する授業 
児童生徒を取り巻くICT環境と問題
情報モラル教育の進め方 
情報モラルを育成する授業デザイン 

6 情報化社会における授業デザイン 
情報化社会における授業デザインの考え方
授業デザイン演習 

7 情報化社会における授業デザインの検討 
情報化社会における授業デザイン検討の視点
授業デザイン検討演習 

8 授業研究と学び続ける教師 
情報化社会における職員研修 
反省的実践家〜学び続ける教師 

9 

 
10 

 
11 

 
12 

 
13 

  
14 

 
15 

 
16 

授業形態 講義、演習及びレポート 
アクティブラーニング：①:８回、②:７回、③:０回、④:０回、⑤:０回、⑥:０回 

達成目標 １ 情報通信技術の活用と意義について、情報化社会という背景を踏まえて理解する。 
２ 情報通信技術を活用した授業や校務の在り方について、具体的事例を踏まえて理解する。 
３ 情報活用能力（情報モラルを含む）を育成する授業デザイン力を演習を通して身につける。 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポート・小テスト５０％、演習５０％の割合で総合評価する。 

評価基準 秀＝目標達成１００～９０％ 優＝目標達成８９～８０％ 良＝目標達成７９～７０％ 
可＝目標達成６９～６０％ 不可＝目標達成５９％以下 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

3年後期 3 1 教職必修 

担当教員 

町 岳 

    

添付ファイル 
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教科書・参考書 なし 

履修条件 教職志望者であること。 

履修上の注意 知識基盤社会を迎え、学校教育は学習者中心の学びへの変革を求められている。本講義では、学習者が自ら学 
ぶという学習形態をとるので、これからの教育を担う教員を目指す者として意欲をもって臨むこと。 

準備学習と課題の 
内容 

学習内容に関する復習・予習を前提とした授業展開をするので、授業準備をしっかりして授業に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:３０％、思考・判断:４０％、関心･意欲:１０％、態度:１０％、技能・表現:１０％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

生徒・進路指導論 30-10-00 

Method of Student Guidance 

科目コード： 17950 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 生徒指導は、単なる問題行動への対応という消極的な面だけにとどまるものではなく、自己指導能力の育成を
目指すという積極的な意義を持つ。生徒指導の意義と役割、懲戒と体罰、いじめ・不登校の問題などについて
学習し、教育相談や特別支援教育などについても理解する。 
進路指導では、生徒が自らの在り方生き方について考え、自らの意思と責任で進路決定する能力と態度を育成 
する。進路指導の意義と役割、キャリア教育としての進路指導などについて学習する。 

授業計画 1 授業の概要、学習指導要領と生徒指導
授業の概要 
学習指導要領と生徒指導の充実 
準備学習：『高等学校学習指導要領解説 総則編』第６章第１節２「生徒指導の充実」を読み、
自分の考えや疑問点をまとめておく。 

2 生徒指導の意義と役割１ 
生徒指導の消極的な面 
生徒指導の積極的な面 
準備学習：「生徒指導の意義」について調べ、自分の考えや疑問点をまとめておく。 

3 生徒指導の意義と役割２ 
自己指導能力の育成 
準備学習：「自己指導能力」について調べ、自分の考えや疑問点をまとめておく。 

4 生徒指導の歴史的変遷
校内暴力 
少年による犯罪 
ゼロトレランス方式 
準備学習：「校内暴力」「ゼロトレランス方式」について調べ、自分の考えや疑問点をまとめて
おく。 

5 生徒理解 
生徒理解の方法 
生徒理解の留意点 
準備学習：「生徒理解」について調べ、自分の考えや疑問点をまとめておく。 

6 問題行動 
問題行動の分類 
近年の問題行動の特徴 
準備学習：「問題行動」について調べ、自分の考えや疑問点をまとめておく。 

7 懲戒と体罰 
学校教育法
体罰の実態 
体罰によらない指導 
準備学習：「懲戒と体罰」について調べ、自分の考えや疑問点をまとめておく。 

8 いじめ 
いじめ防止対策推進法
いじめの様態 
いじめ問題への基本的認識と取組 
準備学習：「いじめ」について調べ、自分の考えや疑問点をまとめておく。 

9 不登校 
不登校の実態 
不登校生徒への対応 
準備学習：「不登校」について調べ、自分の考えや疑問点をまとめておく。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 教職必修 

担当教員 

大石 昌利 

    

添付ファイル 
 

1029



 10 教育相談と特別支援教育
教育相談 
発達障害 
特別支援教育 
準備学習：「教育相談」「特別支援教育」について調べ、自分の考えや疑問点をまとめておく。 

11 生徒指導についての考察
レポート作成 

12 学習指導要領と進路指導 
学習指導要領と進路指導の充実 
準備学習：『高等学校学習指導要領解説 総則編』第６章第１節３「キャリア教育の充実」を読
み、自分の考えや疑問点をまとめておく。 

13 進路指導の意義と役割

進路指導の意義 
進路指導の役割 
準備学習：「進路指導の意義」について調べ、自分の考えや疑問点をまとめておく。 

14 キャリア教育の推進
キャリア教育の推進 
進路指導とキャリア教育 
キャリア教育の必要性と意義 
準備学習：「キャリア教育」について調べ、自分の考えや疑問点をまとめておく。 

15 進路指導についての考察
レポート作成 

16 定期試験 

授業形態 講義、課題研究（レポート）、討論 
アクティブラーニング：①:8回,②:8回,③:0回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 生徒指導の意義と役割を理解する。
懲戒と体罰について理解する。 
いじめ・不登校について理解する。 
教育相談、特別支援教育について理解する。
進路指導の意義と役割を理解する。 
キャリア教育について理解する。 

評価方法・フィー 
ドバック 

定期試験、レポートにより総合的に評価する。 

評価基準 秀＝目標達成90～ 100％ 
優＝目標達成80 ～ 89％ 
良＝目標達成70 ～ 79％ 
可＝目標達成60 ～ 69％ 
不可＝目標達成59％以下 

教科書・参考書 参考書：『高等学校学習指導要領解説 総則編』（文部科学省） 
『生徒指導提要』（文部科学省）『高等学校キャリア教育の手引き』（文部科学省） 
『生徒指導・進路指導・キャリア教育論』（横山明子 編著 図書文化） 

履修条件 教職志望者であること。 

履修上の注意 教育に関心を持ち、研究熱心であること。 
人権感覚を備えること。 

準備学習と課題の 
内容 

「教職概論」及び「特別活動・総合的な学習の時間の指導法」の学習の上に立って臨むこと。 
社会や経済の動向、教育問題等に関心を持ち、情報収集を心がけること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解20％,思考・判断20％,関心･意欲20％,態度20％,技能・表現20％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  

1030



講義科目名称： 

英文科目名称： 

教育相談 30-11-00 

Educational Counseling 

科目コード： 17960 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 カウンセリングの基礎的な理論と技法を取り入れた教育相談のあり方を考察する。 
その上で、今日、学校において実践されている教育相談の実態や課題を、発達障害、いじめ、非行、不登校な 
どの具体例を取り上げて考察する。 

授業計画 1 教育相談と教育カウンセリング 
教育相談および教育カウンセリングとはそれぞれどのようなことかについて解説する。
[演習問題]解答の内容についてAL②をおこなう。 
準備学習：テキストp.2～p.13を読み、教育相談とはどのようなことかについて予習する。 
課題：配布資料とテキストを読み、教育相談および教育カウンセリングの考え方について復習す
る。 

2 学校教育へのカウンセリングの導入 ～教育相談の特質～ 
教師とカウンセラーの共通点と相違点、カウンセリングマインドについて解説する。 

 

準備学習：第1講の配布資料にもとづきカウンセラー的な視点の必要性について予習する。
課題：教師とカウンセラーの共通点と相違点について、自分の経験に基づいて考察する（AL 
④）。 

3 教育相談の考え方 ～予防・開発的教育相談と治療的教育相談～ 
予防・開発的教育相談と治療的教育相談について解説する。 

 

準備学習：テキストのp.82～p.83と第2講の配布資料にもとづいて、予防・開発的教育相談と治療
的教育相談について予習する。 
課題：予防・開発的教育相談と治療的教育相談の現状について、自分の経験に基づいて考察する 
（AL④）。 

4 学校ストレスと教育問題 
心理学的なストレスモデルについて解説し、現在の教育問題との関連について考察する。
現在の学校現場に存在するストレッサ―についてAL②をおこなう。 
準備学習：テキストのp.92～p.93と第3講の配布資料にもとづいて、心理学的なストレスモデルに
ついて予習する。 
課題：現在の学校現場に存在するストレッサ―について整理する（AL④） 

5 教育相談の基礎（Ⅰ） 事例理解 
学校現場における問題行動と教育相談の事例をとりあげ、事例理解の視点について解説する。
とりあげた事例についての自分の理解についてAL②をおこなう。 
[確認テスト①] 
準備学習：テキストのP.42～p.60を読み、学校現場における問題行動の例について予習する。
課題：授業でとりあげた問題行動と教育相談の事例をふりかえり、要点をまとめる。 

6 教育相談の基礎（Ⅱ） 教育アセスメント 
教育アセスメントとはどのようなものかについて解説する。
また、確認テスト①についてAL③をおこなう。 
準備学習：第5講の配布資料にもとづき、教育アセスメントの基礎的事項について予習する。
課題：教育アセスメントの方法について復習する。 

7 教育相談の基礎（Ⅲ） カウンセリングの理論と技法
カウンセリングの理論と技法について解説する。 
[演習問題]カウンセリングの体験演習をおこなう。その中でAL⑤をおこなう。 
準備学習：第6講の配布資料のカウンセリングの技法の解説部分を読み、予習する。 
課題：第6講と第7講の配布資料、第7講の演習をもとに、カウンセリングの理論と技法について復
習する。 

8 教育相談の実際（Ⅰ） 発達障害と教育相談（１）自閉スペクトラム症 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

２年後期 ２ ２ 教職必修 

担当教員 

原田 唯司 

    

添付ファイル 
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 自閉スペクトラム症をもつ子どもたちの特性と、学校場面でおこなわれる支援的関わりについて
解説する。 
また、第7講の演習で作成したレポートについてAL③をおこなう。 
準備学習：テキストのp.62～p.71を読み、発達障害についてのとらえ方について予習する。 
課題：自閉スペクトラム症についてわかったことを整理し、過去の経験と結びつけて理解する 
（AL④）。 

9 教育相談の実際（Ⅱ）                              発達障害と教育相談（２）ADHD、LD 
ADHDおよびLDをもつ子どもたちの特性と、学校場面でおこなわれる支援的関わりについて解説す
る。 

準備学習：第8講の講義資料をもとにADHDおよびLDについて予習する。 
課題：ADHDおよびLDについてわかったことを整理し、過去の経験と結びつけて理解する（AL 
④）。 

10 教育相談の実際（Ⅲ） 近年のいじめ問題
近年のいじめ問題について解説する。   
[確認テスト②] 
準備学習：テキストp.44～p.45および第9講の配布資料にもとづいて近年のいじめ問題について予
習する。 
課題：授業内容をふり返り、近年のいじめ問題についての自らの理解を整理する。 

11 教育相談の実際（Ⅳ） いじめと教育相談 
いじめ問題にかかわる子どもたちへの教育相談について解説する。
また、確認テスト②についてAL③をおこなう。                 
[演習問題]記述内容についてAL②をおこなう。 
準備学習：第9講と第10講の配布資料を読み、いじめ問題への教育相談的なかかわりについて考察
する。 
課題：教師の立場におけるいじめ問題への取り組み方について整理する。 

12 教育相談の実際（Ⅴ） 非行と教育相談 
近年の非行の問題にかかわる子どもたちへの教育相談について解説する。
また、第11講の演習問題についてAL③をおこなう。                   
[演習問題]記述内容についてAL②をおこなう。 
準備学習：テキストp.48-49および第11講の配布資料にもとづいて、近年の非行の問題について予
習する。 
課題：教師の立場における非行の問題への取り組み方について整理する。 

13 教育相談の実際（Ⅵ） 不登校と教育相談 
近年の不登校の問題にかかわる子どもたちへの教育相談について解説する。
また、第12講の演習問題についてAL③をおこなう。                     
[演習問題]記述内容についてAL②をおこなう。 
準備学習：テキストp.46～p.47および第12講の配布資料にもとづいて、近年の不登校の問題につ
いて予習する。 
課題：教師の立場における不登校の問題への取り組み方について整理する。 

14 教育相談の実際（Ⅶ） 虐待と教育相談 
近年の虐待の問題にかかわる子どもたちへの教育相談について解説する。
また、第13講の演習問題についてAL③をおこなう。                   
[演習問題]記述内容についてAL②をおこなう。 
準備学習：テキストp.52～p.53および第13講の配布資料にもとづいて、近年の虐待の問題につい
て予習する。 
課題：教師の立場における虐待の問題への取り組み方について整理する。 

15 教育相談の課題と展望 
教区相談の課題と展望について解説する。
[確認テスト③] 
準備学習：確認テストに備えて、これまでの講義内容を復習する。 

授業形態 講義形式と演習を含めたゼミ形式で行う。 
アクティブラーニング：①:0回,②:8回,③:6回,④:5回,⑤:1回,⑥:0回 

達成目標 多くの子どもたちは、いじめ、非行、不登校、学業不振等々さまざまな苦悩を抱いて生活している。今日、
教員にはこうした子どもたちやその家族の苦悩に適切に対応する資質・能力が求められている。このような状
況にあって、学校教育にもカウンセリングが導入され、今日では多くの学校にスクールカウンセラーが配置さ
れるようになった。教員は、スクールカウンセラーや臨床心理の専門家と連携しながら、自らもカウンセリン
グの理論や技法を習得して教育相談の担い手にならなければならない。 
本講義では、臨床心理やカウンセリング及び精神医学等の理論と方法の基礎を学び、かつ、今日学校現場で

展開されている教育相談の実際を知り教育相談への関心を高めることを目標とする。 
具体的な達成目標は以下の通りである。 
a) 教育相談およびカウンセリングの理論と技法について理解する。 
b) 発達障害について理解する。 
c) いじめ、非行、不登校、虐待の現状について理解する。 
d) 教育カウンセリングの実践上の課題について理解する。 
e) 発達障害児への支援の現状について理解する。 
f) 教育現場における精神疾患に関する諸問題について理解する。 

評価方法・フィー 
ドバック 

講義内で行う演習（40％）と、4回のまとめのテスト（60％）で評価する。 
演習、まとめのテストについては、毎回、評価のポイントをフィードバックする。 

評価基準 秀（a～f）：100～90点 
優（a～fのうち5項目）：89～80点
良（a～fのうち4項目）：79～70点
可（a～fのうち3項目）：69～60点 
不可：59点以下 

教科書・参考書 教科書 「よくわかる教育相談」 春日井敏之・伊藤美奈子 編（ミネルヴァ書房） 
（補助資料としてプリント資料を配布する。） 

参考書 「カウンセリングの理論」 国分 康孝 著 （誠信書房） 
「カウンセリングの技法」 国分 康孝 著 （誠信書房） 
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履修条件 なし 

履修上の注意 講義には必ず出席すること。 
講義中の私語およびノートPC、携帯電話の使用を厳禁する。 
これらの行為が顕著な場合、講義室からの退出を求める場合がある。 

準備学習と課題の 
内容 

①配布資料とメモに基づいて、毎回の授業内容の復習（1.5時間）を必ず行うこと。 
②授業計画中に記載されている「準備学習」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％、思考・判断:20％、関心･意欲:10％、態度:15％,技能・表現:15％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

教職実践演習（高等学校） 30-12-00 

PracticalSeminar of TeachingProfession(Highschool) 

科目コード： 18150 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 教育実習や教員採用選考試験が終了し、卒業まで残り半年間であることを踏まえ、教職課程履修の総仕上げと 
して、これまで学び、身に付けてきた教員としての資質能力の一層の充実を図ります。 

授業計画 1 オリエンテーション 

演習計画、教職実践演習（高等学校）とは、演習課題とレポート、評価方法 

2 演習（エクササイズ） 

教育実習を振り返って（自己評価と討論）。今後の課題の明確化 

3 演習（プレゼンテーション）と討論 

教育実習を振り返って（「教育実習録」の作成と提出） 

4 講義と作業 
教育職員免許状の取得申請手続き（ガイダンス）。提出書類の作成 

5 講義と演習 （ディスカッション） 

「SDGｓと学校教育について」講義と意見交換 

6 講義と演習（ディスカッション） 

「GIGA スクール構想と高等学校現場の課題について」講義と意見交換 

7 講義と演習（ディスカッション） 

「教師に求められるICT活用指導力の向上について」講義と意見交換 

8 現地調査 

高校現場又は総合教育センター（市教委）訪問。授業（研修）参観と施設見学など 

9 講義と演習（ディスカッション） 

「令和の日本型学校教育とは」に関する講義と意見交換 

10 講義と演習（学級経営１） 
学校危機対応マニュアルについて 

11 講義と演習（学級経営２） 

学校で起きる様々な事件・事故について。防災教育の推進と学校危機対応マニュアル 

12 講義と役割演技（ロールプレー） 

①教師不信の問題生徒に対する指導、②モンスターペアレント（保護者からの苦情）への対応 

13 課題レポート作成１ 

「教職課程を履修して」（私の教職観） 

14 課題レポート作成２ 

「教職課程を履修して」（私の教職観） 

15 まとめと総合演習 

授業形態 ・講義と討論 
・演習（エクササイズ）等により教育技法の習得と情報活用能力の向上を図ります。 

 ・事例研究により、学校教育活動で起こる様々な事件・事故・トラブルの基本的な対応策を身に付けます。 
・レポート作成により、４年間教職課程を履修した総仕上げとして、自分の教育観・教職観をまとめます。 
アクティブラーニング：①:８回,②:８回,③:０回,④:０回,⑤:０回,⑥:５回 

達成目標 ・教員として必要な常識・素養、論理的な思考力・表現力を身に付けること 
・高校の教育活動に生かせるように、様々な教育技法・問題解決技法を身に付けること 
・教職課程履修の総仕上げとして、自分なりの教育観・教職観を持つこと 

評価方法・フィー 
ドバック 

演習の取組や発表、レポートの内容等により総合的に評価します。 

評価基準 秀＝目標達成90～100％ 
優＝目標達成80～89％ 
良＝目標達成70～79％ 
可＝目標達成60～69％ 
不可＝目標達成59％以下 

教科書・参考書 各テーマ課題に応じてオリジナル資料を適宜用意します。 

履修条件 教職志望者であること 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

４年後期 ４ ２ 教職必修 

担当教員 

松本 直己 

    

添付ファイル 
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履修上の注意 学校教育に関するニュースや社会の動きなどに関心を持つこと 

準備学習と課題の 
内容 

教職課程の総仕上げとして、１～４年前期までに履修した学習内容をよく復習の上、授業に臨むこと 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:25％,思考・判断:25％,関心･意欲:25％,態度:10％,技能・表現:15％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

事前及び事後の指導 30-13-00 

Pre-guidance for Teaching Practice Post-guidance f 

科目コード： 17990 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 教育実習では、実習生といえども、生徒からは一人前の先生として扱われます。周到な準備をして臨めば、
確かな手応えと教職のすばらしさを実感できるでしょう。逆に、準備不足や中途半端な気持ちで臨めば、直ぐ
にその姿勢や教師としての資質能力の適否を見抜かれることでしょう。 
ここでは、事前と事後の実践的指導を通して教育実習がまさに教師になるための真剣勝負であることを学び 

ます。 

授業計画 １ オリエンテーション（教育実習申込み、教育実習の心得、教育実習録の書き方等） 
(事前指導） 

２ 教育実習校の学校要覧・学校案内の研究（教育目標、教育課程、時間割、学校行事、指導教員
等 ） 
(事前指導） 

３ 教材研究の進め方と学習指導案づくりの要点
(事前指導） 

４ 板書の要点及び授業評価の観点
(事前指導） 

５ 生徒理解と学級（ホームルーム）運営の要点
(事前指導） 

６  教育実習録の書き方、教育実習評価表、事前の最終注意
(事前指導） 

７ 教育実習を振り返って（学習指導案と研究授業の分析ほか） 
(事後指導） 

８ 教育実習全般のまとめとレポート作成
(事後指導） 

授業形態 事前指導：講義と実習を中心に、適宜、学習指導案づくり、模擬授業（授業展開・板書）、授業分析、教育実
習録 

の書き方等を取り入れ、学校における日常の教育活動を想定した実践的な指導を行います。 
事後指導：教育実習を振り返って、その成果と課題を明確にし、今後の教職活動に役立つ指導を行います。 
アクティブラーニング：①:４回,②:４回,③:２回,④:０回,⑤:０回,⑥:２回 

達成目標 ・教育実習の意義を理解し、必要な心得や教育実習録の書き方等を会得すること 
・教育実習に臨む目標を明らかにし、意欲的に取り組むこと 
・実習校の教育目標や生徒の実態を踏まえた学習指導案を作成し、研究授業を行うこと 
・教育実習で得た成果と課題を明らかにし、教師としての資質・能力・適性等を見極めること 
・学校における教育活動全般や生徒の人間形成に深く関わる教職の重要性を認識すること 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業への取組、発表、レポート等により総合的に評価します。 

評価基準 秀＝目標達成90～100％ 
優＝目標達成80～89％ 
良＝目標達成70～79％ 
可＝目標達成60～69％ 
不可＝目標達成59％以下 

教科書・参考書 『教育実習録』（大学作成） 

履修条件 教職志望者であること 

履修上の注意 教師（社会人）として必要なモラルやマナーを身に付けていること 
学校教育に関するニュースや社会の動きなどに関心を持つこと 

準備学習と課題の 
内容 

事前に教育実習校の学校要覧や学校案内を取り寄せ、その教育方針や教育課程、時間割、生徒・教職員等につ 
いて把握しておくこと 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:25％,思考・判断:25％,関心･意欲:25％,態度:10％,技能・表現:15％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

４年集中 ４ １ 教職必修 

担当教員 

松本 直己・大石 昌利 

    

添付ファイル 
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DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

教育実習 30-14-00 

Teaching Practice 

科目コード： 18000 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 教育実習は、原則として２～３週間、高校の現場において高校教育の実際を総合的に体験して学ぶ活動で 
す。この間、実習校の校長をはじめ、副校長、教頭、各主任（教務・生徒・進路・学年）や関係教員（学級・
教科・特別活動等）の指導のもとに、教科指導や学級経営、部活動補助など様々な教育活動を体験します。大
学で学んだ専門教科や教職に関する理論等を実地に検証し、教師としての適性把握や実践的指導力等を身に付 
けるための有益な活動です。 

授業計画 （１）第１週 
・前半：教育実習校の沿革、教育目標、教育課程、生徒の実態、教育活動等のガイダンス

指導教諭から教育実習に関する指導（研究授業の学習指導案づくりを含む） 
授業見学、教育活動参加（学級経営・特別活動・学校行事等） 

・後半：授業実践、授業見学、研究授業の学習指導案の構想練り、教育活動参加 
（２）第２週 
・前半：授業実践と授業見学、研究授業の学習指導案づくり、教育活動参加 
・後半：授業実践と授業見学、研究授業の学習指導案づくり、教育活動参加

研究授業と反省会 
注 授業実践は少なくとも６時間以上、そのうち研究授業は１時間以上行う 

授業形態 教育実習生は、５月下旬～６月下旬（前半）と９月上旬～９月中旬（後半）の時期に、実習校の年間指導計画
に基づいた教育活動に参加します。この間、大学からは教職課程の専任教員等が第２週の研究授業日に実習校
を訪問し、校長や指導教諭に挨拶して実習生の実習状況を聴取するとともに、実習生の研究授業の参観（反省
会）等を行います。 
アクティブラーニング：①:１回,②:０回,③:０回,④:０回,⑤:０回,⑥:０回 

達成目標 ・教育実習を通して生徒と信頼関係を築き、教職への使命感や意欲等を高めること 
・大学で学んだ教育理論を具体的に授業や諸活動で実践し、成果と課題を明らかにすること 
・高校教育の実態を理解し、自己の教師としての資質能力や適性を確かめること 

評価方法・フィー 
ドバック 

教育実習生の提出した「教育実習録」や教育実習校から大学に送付された「教育実習成績評価表」をもとに、 
教育実習に対する事前の取組等も勘案して、総合的に評価します。 

評価基準 秀＝目標達成90～100％ 
優＝目標達成80～89％ 
良＝目標達成70～79％ 
可＝目標達成60～69％ 
不可＝目標達成59％以下 

教科書・参考書 教育実習校の使用教科書、実習教科の学習指導要領解説編などを持参すること 

履修条件 以下の４項目を満たし、教職課程運営委員会が教育実習生として許可した者であること 
①高校教育に携わる資質能力を持ち、品位・意欲・生活態度などが優れていること 
②高校教育に対する強い使命感と情熱を持ち、高校教諭への就職を切望していること 
③原則として、１、２年で履修する教職科目（「教職概論」、「教育原理」、「教育課程論」、「教育心理 
学」、 「教育と社会」、「特別活動論」、「生徒・進路指導論」及び「教育相談」の８科目１６単位）の単
位をすべて修得し、かつ、その成績評定において優及び良が２分の１以上あること 
④原則として、２年終了時のＧＰＡが２．０以上あること 

履修上の注意 ・欠席や遅刻することなく、教育実習校の正規教員になったつもりで教育実習に参加すること 
・教員採用選考試験（都道府県や公私立は問わない）を受験すること 

準備学習と課題の 
内容 

・教育実習で使用する教科書や参考書類を十分に読み込んでおくこと 
・心身の健康管理（意欲や体調等）に気を付けること 

ディプロマポリ 知識・理解:20％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:20％,技能・表現:20％ 

シーとの関連割合 
（必須） 

 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

４年集中 ４ ２ 教職必修 

担当教員 

松本 直己・大石 昌利 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

教職総合演習Ⅰ 30-15-00 

Comprehensive Seminar of Teaching Profession Ⅰ 

科目コード： 17970 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 演習とは、授業のテーマに即してレポートや小論文などを作成・発表し、グループ討議等を通して理解を深め
る授業形式（ゼミとも）です。 
この演習では、今日の学校教育が直面している様々な教育問題を取り上げ、グループワークによる意見発表 

や討論を通して理解を深め、「生きる力」を育む教師としての視野と知見を広げるための演習を行います。 

授業計画 １ オリエンテーション 
教職総合演習のねらいと指導計画、演習（エクササイズ）の進め方、課題とレポート、評価方法
等 

２ 講義 

高等学校学習指導要領の解説 

３ 講義と演習 

教育時事問題に関する解説と討論１ 

４ 講義と演習 

教育時事問題に関する解説と討論２ 

５ 講義 

課題研究とは。レポート作成技術と資料検索。個人研究テーマの選択

６ 課題研究（レポート）の発表と意見交換、講評１ 

個人研究レポートの発表及び意見交換、演習 

７ 課題研究（レポート）の発表と意見交換、講評２ 
個人研究レポートの発表及び意見交換、演習 

８ 課題研究（レポート）の発表と意見交換、講評３ 
個人研究レポートの発表及び意見交換、演習 

９ 課題研究（レポート）の発表と意見交換、講評４ 
個人研究レポートの発表及び意見交換、演習 

１０ 模擬授業準備１ 
学習指導案作成の留意点及び作成指導 

１１ 模擬授業準備２ 

学習指導案作成の留意点及び作成指導２ 

１２ 模擬授業準備（板書研究） 

板書の書き方、工夫点を中心に演習 

１３ 模擬授業準備（ICT機器の活用）１ 
ICT機器の活用による教育効果について 

１４ 模擬授業準備（ICT機器の活用）２ 

ICT機器の活用と注意点について 

１５ まとめと総合演習 

授業形態 講義、演習（エクササイズ）、討論と発表、教育技法の実習（模擬授業準備等）、学習指導案作成、レポート
作成等で展開します。 

 アクティブラーニング：①:８回,②:４回,③:２回,④:０回,⑤:０回,⑥:２回 

達成目標 ・時事問題や教育問題に興味・関心を持ち、教師としての視野と知見を広げること 
・興味あるテーマについて深く調査する姿勢や基本的な調査方法（文献・ネット検索）を身に付けること 
・資料を分析・整理し、自己の考え・意見をまとめ、他人に分かるように説明・発表することができること 
・模擬授業を実施するための準備 

評価方法・フィー 
ドバック 

演習態度、意見発表及び個人研究レポート等により総合的に評価します。 

評価基準 秀＝目標達成90～100％ 
優＝目標達成80～89％ 
良＝目標達成70～79％ 
可＝目標達成60～69％ 
不可＝目標達成59％以下 

教科書・参考書 参考書：文部科学省「高等学校学習指導要領」総則 

他に関連図書、新聞ニュース・雑誌記事、視聴覚教材、プリント等を、適宜、使用予定 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年前期 ３ １ 教職必修 

担当教員 

松本 直己 

    

添付ファイル 
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履修条件 教職志望者であること 

履修上の注意 学校教育に関するニュースや社会の動きなどに関心を持つこと 

準備学習と課題の 
内容 

ワードやエクセルなどの情報機器の操作技能、ネット検索、レポートの書き方等をマスターしていること 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:25％,思考・判断:25％,関心･意欲:25％,態度:10％,技能・表現:15％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

教職総合演習Ⅱ 30-16-00 

Comprehensive Seminar of Teaching Profession Ⅱ 

科目コード： 17980 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 この授業では、教職総合演習Ⅰの履修内容を踏まえ、教科指導力や問題解決能力の向上等をねらいに、学習
指導案の基本的な書き方と模擬授業、生徒指導・学級経営（ロールプレーイング）、いじめ・不登校対策、遅
刻指導、モンスターペアレント対応、ネット社会に潜む問題（生徒の犯罪被害）など、現代日本や世界の様々 
な教育課題・時事問題をテーマに取り上げ、これからの教師に必要な実践的な指導力を身に付けます。 

授業計画 １ オリエンテーション 

指導計画、教職総合演習Ⅱの進め方、課題とレポートの書き方、評価方法等

２ 講義 

学習指導（授業）とは。教材研究のポイント等 

３ 講義 
学習指導案の作り方（基本書式）。単元の評価基準、指導と評価の計画、本時の指導と評価の実
際等 

４ 講義と討論 

高校教育の直面する諸課題。いじめ防止策と不登校対策

５ 演習 

学習指導案の作成１（エクササイズ）。 学習指導要領解説（教科編）と指導書の使い方 

６ 演習 
学習指導案の作成２（エクササイズ）。 授業評価・授業観察のポイント。模擬授業の実施計
画 

７ 講義と演習 

板書計画の重要性。板書の仕方（エクササイズ） 

８ 演習 模擬授業１（理科） 

仮説実験授業へのチャレンジ 

９ 演習 模擬授業２（情報） 

情報機器（パワーポイントなど）を活用した授業の展開

１０ 演習 模擬授業３（数学） 

数学的・科学的な思考力を育てる授業の工夫 

１１ 演習 模擬授業４（工業） 

基礎的知識、専門的知識の理解と定着を気とする授業

１２ 演習 場面指導１ 
「授業開始チャイムが鳴ったのに廊下で遊んでいる生徒をどう指導するか」（生徒指導） 
「遅刻を注意したら、逆に反抗する生徒をどう指導するか」（学級経営）等の場面を設定し、指
導法について演習する 

１３ 演習 ロールプレーイング 
ロールプレーイング（役割演技）とは。学校への苦情・モンスターペアレントへの対応（エクサ
サイズ） 

１４ レポート発表（プレゼンテーション）と討論 

日本社会の直面する教育・時事問題を選択して問題提起

１５ まとめと総合演習 

  

授業形態 講義、討論、個人研究レポート作成、学習指導案作成、模擬授業、教育技法（ロールプレーイング）の実習 
（エクササイズ）等で展開します。 
アクティブラーニング：①８:回,②:８回,③:５回,④:０回,⑤:８回,⑥:８回 

達成目標 ・地球的視野に立って行動するための資質能力の基礎を培うこと 
・変化の時代を生きる社会人に求められる資質能力の基礎を磨くこと 
・教員の職務から求められる資質能力の基礎を育むこと 

評価方法・フィー 
ドバック 

演習の取組・発表、最終のレポートの結果等により総合的に評価します。 

評価基準 秀＝目標達成90～100％ 
優＝目標達成80～89％ 
良＝目標達成70～79％ 
可＝目標達成60～69％ 
不可＝目標達成59％以下 

教科書・参考書 参考書：『総合演習の理論と実践』（森山賢一編著 学文社2007 年） 
文部科学省「高等学校学習指導要領」 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

３年後期 ３ １ 教職選択 

担当教員 

松本 直己・大石 昌利 

    

添付ファイル 
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履修条件 教職志望者であること 

履修上の注意 学校教育に関するニュースや社会の動きなどに関心を持つこと 

準備学習と課題の 
内容 

ワードやエクセルなどの情報機器の操作、ネット検索、レポートの書き方等をマスターしていること 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:25％,思考・判断:25％,関心･意欲:25％,態度:10％,技能・表現:15％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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２０２２ 

大学院講義要項 
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２０２２年度入学生年次配当表 
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必修 選択 前期 後期

52000 アカデミック・ライティング 1・2 2 1

50650 環境学 1・2 2 1

50670 理工学特別講義 1・2 1 集中

51440 安全性設計論 1・2 2 1

50720 経営戦略論 1・2 2 1

52010 機械金属材料学 1・2 2 1

51650 精密・超精密加工学 1・2 2 1

51810 機械動力学 1・2 2 1

51540 材料強度学 1・2 2 1

51820 流体力学詳論 1・2 2 1

50860 エネルギー変換工学 1・2 2 1

51390 システム制御 1・2 2 1

51400 トライボロジー 1・2 2 1

52020 航空宇宙システム工学Ⅰ 1・2 2 1

52030 航空宇宙システム工学Ⅱ 1・2 2 1

自動車 51560 自動車開発工学 1・2 2 1

メカトロニクス 51420 メカトロニクスシステム 1・2 2 1

52040 回路システム 1・2 2 1

51660 電力エネルギー工学 1・2 2 1

52050 エネルギー変換応用工学 1・2 2 1

51640 制御工学 1・2 2 1

52060 電子機械制御工学 1・2 2 1

52070 IoTシステム工学 1・2 2 1

51930 信号処理工学 1・2 2 1

51910 電子デバイス 1・2 2 1

52080 パワー半導体プロセス 1・2 2 1

52090  データマイニング論 1・2 2 1

50690 経営システム設計 1・2 2 1

51630 数理科学 1・2 2 1

52100 データサイエンス論 1・2 2 1

51410 ネットワークシステム論 1・2 2 1

51940 計算機アーキテクチャ論 1・2 2 1

51520 最適化論 1・2 2 1

51380 コンピュータグラフィックス 1・2 2 1

51370 情報セキュリティ論 1・2 2 1

51620 人工知能論 1・2 2 1

52110 コミュニケーション論 1・2 2 1

52120 社会情報学 1・2 2 1

50640 人間組織論 1・2 2 1

50940 生命工学 1・2 2 1

51670 脳と行動 1・2 2 1

50950 感覚と認識 1・2 2 1

52130 建築学総論 1・2 2 1

52140 建築材料論 1・2 2 1

52150 実践建築論 1・2 2 1

52160 建築インターンシップⅠ 1.2 4

52290 建築インターンシップⅡ 1.2 6

52300 建築インターンシップⅢ 1.2 4

52170 建築情報論 1・2 2 1

52180 計画デザイン論 1・2 2 1

52190 建築意匠論 1・2 2 1

52200 建築空間論 1・2 2 1

52210 設計製図Ⅰ 1・2 2 1

52220 設計製図Ⅱ 1・2 2 1

52230 耐震設計論 1・2 4 2

52240 建築振動論 1・2 4 2

52250 建築生産論 1・2 4 2

52260 地域建築環境論 1・2 4 2

52270 建築設備計画 1・2 4 2

52310 建築学研究Ⅰ 1・2 2 2 2

52320 建築学研究Ⅱ 1・2 2 2 2

52330 建築学研究Ⅲ 1・2 2 2 2

52340 建築学研究Ⅳ 1・2 2 2 2

52280 理工学演習1 1・2 1 1 1

51740 理工学演習２ 1・2 1 1 1

51750 理工学演習３ 1・2 1 1 1

51760 理工学演習４ 1・2 1 1 1

51770 理工学研究１ 1・2 2 2 2

51780 理工学研究２ 1・2 2 2 2

51790 理工学研究３ 1・2 2 2 2

51800 理工学研究４ 1・2 2 2 2

［科目履修に関する補足事項］

1　他専攻または他コースに開講される講義科目を履修し修得した単位数については、併せて6単位を上限 として自コース専攻講義科目の修了要件に
   算入することができる。
2　学部科目履修を許可され修得した単位数については、6単位を上限として自コース専攻講義科目の修了要件に算入することができる。ただし、算入できる
    学部科目は、Ⅲ類科目のみとする。
3　本学学部在学中に大学院授業科目の履修を許可され試験等に合格した者が当該授業科目の単位の修得を希望する場合、
　　研究科長への願い出により単位の認定を行い、6単位を上限として修了要件に算入することができる。修了要件に算入した単位のうち、当該授業科目が
    他専攻または他コースに開講される科目の単位は、上記１を適用して算入したものとみなす。
4.　★研究科目について、選択必修科目8単位とするが、建築学コース生は建築学研究科目8単位を、それ以外は研究科目8単位を修得すること。

大学院 授業科目年次配当表（システム工学専攻）

共

通

講

義

科

目

総合科目群

14単位以上

コンピュータシステム

人間・社会

電力・エネルギー

14単位以上

4単位以上

光応用・電子デバイス

情報・通信

制御・システム

科目コード 授業科目の名称
配当
年次

単位数 週授業時間数
修了要件

（最低履修単位数）
修了要件区分

コ
ー

ス
分野

4単位

14単位以上

構造・材料

設備・環境

集中

集中

集中
共通

意匠建

築

学

コ
ー

ス

建築学研究科目

シ

ス

テ

ム

工

学
科

目

群

専

攻

講

義

科

目

研究科目

機

械

工

学

コ
ー

ス

共通

演習科目

修了要件

修士課程に2年以上在学し、
演習科目4単位、研究科目ま
たは建築学研究科目8単位を
含めて30単位以上を修得し、
修士論文の審査及び最終試

験に合格すること。

選択必修
8単位　★

※建築学コース生を除く

14単位以上

選択必修
8単位　★

共通

経営系科目群

航空

電

気

電

子

工

学

コ
ー

ス

情

報

学

コ
ー

ス
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必修 選択 前期 後期

52000 アカデミック・ライティング 1・2 2 1

50650 環境学 1・2 2 1

50670 理工学特別講義 1・2 1 集中

51440 安全性設計論 1・2 2 1

50720 経営戦略論 1・2 2 1

51950 有機反応化学 1・2 2 1

52350 コロイド・界面化学 1・2 2 1

51470 機能性材料 1・2 2 1

51730 固体物理化学 1・2 2 1

51190 量子材料化学 1・2 2 1

52360 材料科学特論 1・2 2 1

52370 構造物性 1・2 2 1

51970 高分子科学 1・2 2 1

51980 天然物化学 1・2 2 1

52390 微生物生態生理学 1・2 2 1

51990 遺伝子工学特論 1・2 2 1

51670 脳と行動 1・2 2 1

50940 生命工学 1・2 2 1

51600 食品安全科学工学 1・2 2 1

51610 食品機能学 1・2 2 1

52280 理工学演習1 1・2 1 1 1

51740 理工学演習２ 1・2 1 1 1

51750 理工学演習３ 1・2 1 1 1

51760 理工学演習４ 1・2 1 1 1

51770 理工学研究１ 1・2 2 2 2

51780 理工学研究２ 1・2 2 2 2

51790 理工学研究３ 1・2 2 2 2

51800 理工学研究４ 1・2 2 2 2

［科目履修に関する補足事項］

1　他専攻に開講される講義科目を履修し修得した単位数については、併せて6単位を上限 として自専攻講義科目の修了要件に

   算入することができる。

2　学部科目履修を許可され修得した単位数については、6単位を上限として自専攻講義科目の修了要件に算入することができる。ただし、算入できる

    学部科目は、Ⅲ類科目のみとする。

3　本学学部在学中に大学院授業科目の履修を許可され試験等に合格した者が当該授業科目の単位の修得を希望する場合、

　　研究科長への願い出により単位の認定を行い、6単位を上限として修了要件に算入することができる。修了要件に算入した単位のうち、当該授業科目が

    他専攻に開講される科目の単位は、上記１を適用して算入したものとみなす。

共
通
講
義
科
目

総合科目群

4単位以上

修了要件

修士課程に2年以上在学し、演習
科目4単位、研究科目8単位を含

めて30単位以上を修得し、修士論
文の審査及び最終試験に合格す

ること。

経営系科目群

専
攻
講
義
科
目

材
料
科
学
科
目
群

14単位以上

演習科目 4単位

研究科目 8単位

大学院 授業科目年次配当表（材料科学専攻）

単位数 週授業時間数
修了要件

（最低履修単位数）
修了要件区分 分野 科目コード 授業科目の名称

配当
年次
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授業計画（シラバス） 

共 通 科 目 

シ ス テ ム 工 学 科 目 群 

材 料 科 学 科 目 群 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

アカデミック・ライティング 

Academic Writing 

科目コード： 52000 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 This course offers a structured approach that focuses on writing as a process. In the course, you 
will learn various types of techniques to obtain ideas for writing such as clustering, listing, and 
outlining. You will also learn rhetoric, sentence structure, vocabulary, grammar, and mechanics. 
Peer review and self-check will be introduced to help you sharpen your revision skills. The first 
half part focuses on personal topics and the latter half, on the more academic topics and genres. 
CEFR B1 level (TOEFL 42, IELTS Writing 5.0) is required. 

授業計画 1 Course Orientation 
  (1) Overview of the course 
  (2) Page format for handwritten work and work on a computer 
  Preparation: Read the model writing uploaded on iLearn@SIST and answer the questions. 
  (AL3) 
  Homework: Write a short essay to introduce yourself. Write about your childhood, your 
  hobbies, your family, your hometown, or anything else that your teacher and classmates 
  find interesting. (AL4) 
 2 Describing 1 
  (1) Pre-writing activities: techniques to organize your ideas ① asking questions 
  (AL1/AL2) ② taking notes 
  (2) Organization: paragraph (the topic sentence, supporting sentences, the concluding 
  sentence) 
  (3) Vocabularies: descriptive adjectives 
  Preparation: Read the model writing uploaded on iLearn@SIST and answer the questions. 
  (AL3) 
  Homework: Write the first draft to describe a person. (AL4) 
 3 Describing 2 
  (1) Exchange papers with a partner or in a group and give each other feedback to 
  revise, and edit paragraphs describing a person. 
  (2) Refer to the changes you and your classmates made on your first draft and do a 
  final draft on your paragraph. 
  (3) Have an oral presentation based on your writing: A special hobby or talent (AL4) 
  Preparation: Read the model writing uploaded on iLearn@SIST and answer the questions. 
  (AL3) 
  Homework: Write a new paragraph and proofread it carefully. (AL4) 
 4 Listing Order1 
  (1) Pre-writing activities: techniques to obtain ideas to write about ① clustering ② 
  sharing your cluster in a group (AL2) 
  (2) Organization: paragraph with listing-order transition signals 
  (3) Vocabularies: intensifiers 
  Preparation: Read the model uploaded on iLearn@SIST and answer the questions. 
  Homework: Write the first draft based on a writing prompt. (AL3) 
 5 Listing Order 2 
  (1) Exchange papers with a partner or in a group and give each other feedback to 
  revise, and edit paragraphs describing a person. 
  (2) Refer to the changes you and your classmates made on your first draft and do a 
  final draft on your paragraph. 
  (3) Have a group discussion based on your writing: Machine Translation (AL5/AL6) 
  Preparation: Read the model writing uploaded on iLearn@SIST and answer the questions. 
  (AL3) 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年前期 1 2 選択 

担当教員 

谷口 ジョイ 

    

添付ファイル 
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 Homework: Write a new paragraph and proofread it carefully. (AL4) 
6 Giving Instruction 1 

(1) Pre-writing activities: techniques to organize your ideas ① listing (AL1/AL2) ② 
editing ideas you get from listing 
(2) Organization: “HOW-TO” paragraph (time-order and listing-order transition 
signals) 
(3) Vocabularies: words to describe “how to do things” 
Preparation: Read the model writing uploaded on iLearn@SIST and answer the questions. 
Homework: Write the first draft using a topic suggested in the class. (AL3) 

7 Giving Instruction 2 
(1) Exchange papers with a partner or in a group and give each other feedback to 
revise, and edit paragraphs describing a person. 
(2) Refer to the changes you and your classmates made on your first draft and do a 
final draft on your paragraph. 
(3) Have an oral presentation based on your writing: A special hobby or talent (AL4) 
Preparation: Read the model writing uploaded on iLearn@SIST and answer the questions. 
(AL3) 
Homework: Write a new paragraph and proofread it carefully. (AL4) 

8 Describing 3 
(1) Pre-writing activities: techniques to organize your ideas ① observation (AL1/AL2) 
② making a list of words that come into your mind 
(2) Organization: paragraph with using space order and supporting sentences with 
specific detail 
(3) Vocabularies: words to describe the space provided (nouns and adjectives) 
Preparation: Read the model writing uploaded on iLearn@SIST and answer the questions. 
Homework: Write the first draft to describe your favorite place (AL3) 

9 Describing 4 
(1) Exchange papers with a partner or in a group and give each other feedback to 
revise, and edit paragraphs describing a person. 
(2) Refer to the changes you and your classmates made on your first draft and do a 
final draft on your paragraph. 
(3) Have an oral presentation based on your writing: My dream house (AL4) 
Preparation: Read the model writing uploaded on iLearn@SIST and answer the questions. 
(AL3) 
Homework: Write a new paragraph and proofread it carefully. (AL4) 

10 Stating Reasons 1 
(1) Pre-writing activities: techniques to organize your ideas ① discussion (AL5/AL6) 
② using a list to brainstorm as many reasons as you can 
(2) Organization: outline (several reasons + examples to support each reason, 
transition signals that introduce reasons) 
(3) Vocabularies: words that describe the geography 
Preparation: Read the model writing uploaded on iLearn@SIST and answer the questions. 
Homework: Write the first draft to describe the best place to live (AL3) 

11 Stating Reasons 2 
(1) Exchange papers with a partner or in a group and give each other feedback to 
revise, and edit paragraphs describing a person. 
(2) Refer to the changes you and your classmates made on your first draft and do a 
final draft on your paragraph. 
(3) Have an oral presentation based on your writing: The best TED talk (AL4) 
Preparation: Read the model writing uploaded on iLearn@SIST and answer the questions. 
(AL3) 
Homework: Write a new paragraph and proofread it carefully. (AL4) 

12 Expressing Your Opinion 1 
(1) Pre-writing activities: techniques to organize your ideas ① reading ② discussing 
the question about the reading with a group (AL5/AL6) 
(2) Organization: opinion paragraphs (logical order, using facts, a powerful concluding 
sentence) 
(3) Vocabularies: word forms 
Preparation: Read the model writing uploaded on iLearn@SIST and answer the questions. 
(AL3) 
Homework: Write the first draft to express your opinion about video games. (AL4) 

13 Expressing Your Opinion 2 
(1) Exchange papers with a partner or in a group and give each other feedback to 
revise, and edit paragraphs describing a person. 
(2) Refer to the changes you and your classmates made on your first draft and do a 
final draft on your paragraph. 
(3) Have a group discussion based on your writing: school uniform (AL5/AL6) 
Preparation: Read the model writing uploaded on iLearn@SIST and answer the questions. 
(AL3) 
Homework: Write a new paragraph and proofread it carefully. (AL4) 

14 Review and Timed Writing 
(1) Review: various types of technique to get ideas for the reason you will use to 
support your opinion. 
(2) Timed Writing: Write your paragraph including a title, a topic sentence, supporting 
ideas, transition signals, and a concluding sentence. 
(3) Peer review and proofreading (AL1/AL2) 
Preparation: Read the model writing uploaded on iLearn@SIST and answer the questions. 
(AL3) 
Homework: Write a new paragraph and proofread it carefully. (AL4) 

15 Summary 
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 (1) Review: various types of technique to get ideas for the reason you will use to 
support your opinion. 
(2) Timed Writing: Write your paragraph including a title, a topic sentence, supporting 
ideas, transition signals, and a concluding sentence. 
Preparation: Read the model uploaded on iLearn@SIST and answer the questions. (AL3) 
Homework: writing assignment (AL4) 

授業形態 講義及び演習 
アクティブラーニング：① 4回 ② 5回 ③ 15回 ④ 15回 ⑤ 3回 ⑥ 3回 

達成目標 (1) To read and understand realistic writing models.（基礎） 
(2) To learn paragraph organization, sentence structure, grammar, and mechanics that are essential 
to writing in English.（標準） 
(3) To produce well-organized paragraphs through the steps of the writing process.（応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

(1) In-class participation + online learning : 30% 
(2) Writing assingment 50% 
(3) Presentations: 20% 

評価基準 秀  90-100 
優  80-89 
良  70-79 
可  60-69 
不可 0-59 

教科書・参考書 教科書：指定しない（配布教材、iLearn上にアップロードした電子資料） 
参考書： Hogue, A. (2013). Longman academic writing series: Level 2 (3rd ed.). London, UK: Pearson 
Longman. 

履修条件 CEFR B1 レベル (TOEFL 42, IELTS Writing 5.0) を想定したコースなので、英語力に不安がある学生は相談に 
来てください。 

履修上の注意 Check iLearn for any changes to the syllabus. iLearn is always the newest syllabus for each 
teacher's class. 
授業で扱うテーマは、上記を予定していますが、履修者の興味・関心に沿う形での変更もあり得ます。変更等
は、iLear@SISTで確認してください。 
You will need a dictionary in every class. 
授業には辞書を携行してください。 

準備学習と課題の
内容 

Preparation: You will need 1.5 hours to complete tasks. Homework: You will need 1.5 to 2 hours to 
complete your writing assignment 
シラバスに記載された準備学習には毎回1時間30分を要する。準備学習は、iLearn@SISTにアップロードされた 
ワークシートへの解答が中心となる。また、毎回のライティング課題には1時間30分から2時間を要する。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解 20％ 思考・判断 20％ 関心･意欲 10％ 態度:10％ 技能・表現 40％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

環境学 

Environmental Science 

科目コード： 50650 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 地球的環境問題が危惧される状況下において、企業は将来に向って持続的発展をしなければならない。また法
規 
制、市場の要求などさまざまな動きの中で、持続的発展をめざす企業として環境問題への対応を、マネジメン
トシ 
ステムの活用を通じてどのように対応をすべきかを考える。又アクティブラーニング（ＡＬ）を通じて環境問
題の本質及び法規制の動向をわかり易く理解し、企業の持続的発展のための課題を解決を解くことで、問題解 
決能力の基礎を養う。 

授業計画 1 環境問題の基礎 （担当教員：小川 直人） 
・環境学の学問上の位置づけの説明 
・日本における公害の歴史と地球環境問題についてＡＬ①と②を行う。 
・準備学習：１）初回までにシラバスを読み授業項目や目的を理解しておくこと。（予習１．５ 
Ｈ） 

２）テキスト４、日本の公害の歴史が説明できるようにする。（復習１．０Ｈ） 
３）環境問題の歴史が説明できるようにする。（復習１．０Ｈ） 

・次回までの課題：１）地球環境問題とはの説明ができるようにする。（復習１．５Ｈ） 
２）環境問題と公害の違いが説明できるようにする。（復習１．５Ｈ） 
３）公害対策基本法及び環境基本法について調べておくこと。（予習１．０ 

Ｈ） 
2 環境の法規制（担当教員：小川 直人） 

・国内外の環境規制と企業活動への影響についてＡＬ①と②を行う。 
・前回指摘した課題に対する理解度の確認ＡＬ①と②を行う。 
・準備学習：１）国内環境に関連する主な法令を把握しておく。（復習１．５Ｈ） 

２）法規制と企業活動の接点を説明できること。（復習２．０） 
・次回までの課題：１）我が国の環境規制の方向性を纏めておくこと。（復習１．５Ｈ） 

２）ＣＳＲとは説明できるようにしておくこと。（予習２．０Ｈ） 
3 事業活動と環境課題－（1）（担当教員：小川 直人） 

・生産工場における環境保全と地域環境への配慮についてＡＬ①と②を行う。 
・前回指摘した課題に対する理解度の確認ＡＬ①と②を行う。 
・準備学習：１）国内環境に関連する主な法令を把握しておく。ＬＡ①を行う。（予習１．５ 
Ｈ） 

２）企業活動と環境問題の基本的視点（テキスト３）を説明できること。（復習 
１．５Ｈ） 
・次回までの課題：１）企業のＣＳＲのサーチを行い、企業の環境課題への取り組みを改めて認
識する。 

（復習 
２．０Ｈ） 

２）ＰＲＴＲ法、ＳＤＳ制度について調べておくこと。（予習２．０Ｈ） 
4 事業活動と環境課題－（2）（担当教員：小川 直人） 

・化学物質管理－ＰＲＴＲ，ＳＤＳ制度 などについてＡＬ①と②を行う。 
・前回指摘した課題に対する理解度の確認ＡＬ①と②を行う。 
・準備学習：１）化学物質による汚染被害の事例を調べておくこと。（予習２．０Ｈ）    

２）化学物質管理のための主な規制法についてその概要を理解しておく（復習１． 
５Ｈ） 
・次回までの課題：１）ＲＯＨＳ指令、ＷＥＥＥ指令について調べておくこと。（予習２．０ 
Ｈ） 

5 事業活動と環境課題－（3）（担当教員：小川 直人） 
・材料調達と製品開発における環境配慮についてＡＬ①と②を行う。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１・２年 1 ２ 選択 

担当教員 

小川 直人 

    

添付ファイル 
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 ・前回指摘した課題に対する理解度の確認ＡＬ①と②を行う。 
・準備学習：１）ＥＵにおける環境対策について概要を調べておくこと。（予習２．０Ｈ） 
・次回までの課題：１）ＣＳＲサーチを行い、環境負荷物質に対する代替材料等の開発事例をま
とめておく 

こと。 （復習２．０Ｈ） 
6 事業活動と環境課題－（4）（担当教員：小川 直人） 

・取引におけるグリーン調達と環境対応の認証についてＡＬ①と②を行う。 
・民間における「グリーン調達」活動の広がりについて。 
・前回指摘した課題に対する理解度の確認ＡＬ①と②を行う。 
・準備学習：１）グリーン調達に関する法規制が制定された背景を纏めておくこと。（復習１． 
５Ｈ） 
・次回までの課題：１）ＩＳＯ１４００１：２０１５版の目的狙いについて調べておくこと。 
（予習１．５Ｈ） 

7 マネジメントシステム－（1）（担当教員：小川 直人） 
・ＩＳＯ１４００１：２０１５版の基礎的事項をＩＳＯ組織の成り立ちや他のマネジメントシス
テムの解説を 
含めて説明し、ＡＬ①と②を行う。 

・前回指摘した課題に対する理解度の確認ＡＬ①と②を行う。 
・準備学習：１）ＩＳＯ１４００１：２０１５版の目的や狙いを纏めておくこと。（復習１．５ 
Ｈ） 
・次回までの課題：１）ＩＳＯ１４００１：２０１５版成立の背景を理解すること。（復習１． 
５Ｈ） 

8 マネジメントシステム－（2）（担当教員：小川 直人） 
・ＩＳＯ１４００１：２０１５版の規格要求事項と運用についてＡＬ①と②を行う。 
・「環境側面」という概念とその運用手順についてＬＡ①を行う。 
・環境関連法規の「遵守義務」と「遵守評価」についてＬＡ①を行う。 
・環境方針、目標、達成計画、達成状況の確認というＰＤＣＡサイクル活動の説明をＬＡ①を通
して行う。 
・前回指摘した課題に対する理解度の確認ＡＬ①と②を行う。 
・準備学習：１）ＩＳＯ１４００１：２０１５版規格の狙いや箇条要求事項を再度確認する。 
（復習１．５Ｈ） 

9 マネジメントシステム－（3）（担当教員：小川 直人） 
・ＩＳＯ１４００１：２０１５版の運用による効果について「企業視察」により実感し、ＡＬ① 
と②を行う。 
・準備学習：１）次回までに視察結果を纏めておくこと。（復習２．０Ｈ） 

10 環境経営－（1）（担当教員：小川 直人） 
・環境情報の開示と環境経営の強化についてＡＬ①と②を行う。 
・「環境情報」とは 
・「環境会計」とは 
・準備学習：１）大手企業の「環境報告書」をサーチして、現状認識を深める。（復習２．０ 
Ｈ） 
・次回までの課題：１）環境リスクとはについて調査し、自分なりの考えを纏めておく。（予習
２．０Ｈ） 

11 環境経営－（2）（担当教員：小川 直人） 
・環境リスクマネジメントについてＡＬ①と②を行う。 
・環境リスクマネジメントの概念 
・環境リスクマネジメントの方向性についてＬＡ①と②を行う。 
・大手企業の「環境リスクマネジメントのテーマをサーチして纏める。 
・前回指摘した課題に対する理解度の確認ＡＬ①と②を行う。 
・準備学習：１）環境リスクマネジメントの今後の課題と展望についてまとめる（復習２．０ 
Ｈ） 

２）テキスト１～１１までを再読し、全体を自分なりにまとめる。（復習２．０ 
Ｈ） 

12 品質マネジメントシステム－（１）（担当教員：小川 直人） 
・世界の標準化とＩＳＯ規格の動向等全体の概要についてＬＡ①とＬＡ②を行う。 
・標準化の動向 
・ＩＳＯ規格の動きについてＬＡ①とＬＡ②を行う。 
・準備学習：標準化の概念を把握しておくこと。（予習１．５Ｈ） 
・次回までの課題：ＩＳＯ９００１：２０１５版についてリサーチしておくこと。（予習２．０ 
Ｈ） 

13 品質マネジメントシステム－（２）（担当教員：小川 直人） 
・ＳＯ９００１（品質マネジメントシステム）規格について 
・ＩＳＯ９００１の規格の要求事項についてＬＡ①とＬＡ②を行う。 
・組織の状況の理解とは 
・リスク及び機会への取組とは 
・品質方針、目標、達成計画、達成状況の確認というＰＤＣＡサイクル活動の説明をＬＡ①を通
して行う。 
・前回指摘した課題に対する理解度の確認AL①、② 
・準備学習：１）ＩＳＯ９００１規格の狙いや箇条要求事項を確認しておく。（予習２．０Ｈ） 

14 品質マネジメントシステム－（３）（担当教員：小川 直人） 
・ＩＳＯ９００１：２０１５版の運用の実際と課題 
・事例からリスク管理についてＬＡ①とＬＡ②を行う。 
・規格意図をどのように具現化しているかを事例から学びＬＡ①とＬＡ②を行う。 
・準備学習：１）品質マネジメントシステムの今後の課題と展望についてまとめる。（復習２． 
０Ｈ） 

15 まとめ（担当教員：小川                              直人） ＩＳＯ９００１／１４００１
（品質／環境マネジメント）全体のまとめ及び運用課題、今後の動向等のまとめ 
・規格箇条を比較しながら各々の規格の意図や狙い、を整理し、ＬＡ①とＬＡ②を行う。 
・ＩＳＯ９００１／１４００１品質／環境マネジメント運用課題、今後の動向等についてＬＡ① 

1054



 とＬＡ②を行う。 
・準備学習：１）品質マネジメントシステム運用課題と展望についてまとめる。（復習２．０ 
Ｈ） 

２）テキスト12１～１５までを再読し、全体を自分なりにまとめる。（復習２．０ 
Ｈ） 

授業形態 講義はプリントとスライドを中心にすすめる。資料はスライド用を配布する。 
アクティブラーニング：①:３２回,②:２６回,③:０回,④１:回,⑤:０回,⑥:０回 

達成目標 ａ）公害問題および地球環境問題の基本的問題を理解する（基礎）                                   
ｂ）企業活動を通じて関連する環境課題とその対応を理解する（応用）                               
ｃ）企業が持続的発展をしていく上での環境対策の必要性を理解する（基礎）                         
ｄ）環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１）の運用について理解する（標準）                 
ｅ）企業における環境経営の重要性を理解する（応用）                                             
ｆ）グローバルスタンダード（世界の標準化）の動向から、ＩＳＯ規格の存在をについて理解する。（基礎・
応用）                                                                                          
g）品質マネジメントＩＳＯ９００１について理解し、マネジメントシステム全体の効用を理解する。（基礎・
応用）                                                                                           
h)品質／環境マネジメントシステム・ＩＳＯ９００１／１４００１の運用課題、今後の動向等を理解する。 
（応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

・講義内で行う課題発表の内容に対する質疑応答への参画状況から積極性を把握（４０％）、予習内容の発表
内容のによる主体的な問題解決能力を把握（４０％）及び、受講時の講義内容に対する基礎的な原理・原則を
理解し、専門知識の吸収とその応用に取組む姿勢を評価（２０％）する。 
フイードバックとしては、毎回、発表される課題若しくは予習内容に対し、コメントを付与する。 

評価基準 秀：（ａ～ｆ）９０点以上 
優：（ａ～ｆの内５項目）８９～８０点
良：（ａ～ｆの内４項目）７９～７０点
可：（ａ～ｆの内３項目）６９～６０点
不可：５９点以下とする。 
但し、（ ）内は達成目標の項目を示す。 
不可：５９以下。 

教科書・参考書 参考書 
（１）マイケル・カーレー、中原秀樹監訳『地球共有の論理』日科技連発行 
（２）日本化学会編『環境化学』 
（３）「近自然学」 山脇正俊 著 山海堂 発行 
（４）ＪＩＳＱ１４００１；２０１５、ＪＩＳＱ９００１：２０１５ 日本規格協会発行 

履修条件 企業の環境報告書（ＣＳＲ）を読み取れる初歩的な専門用語を理解できること。 
又、講義時に出題される準備学習項目及び、次回までの課題については自分なりにサーチしたり、纏めたりし
て当日 
発表できるように準備しておくことが必要です。 

履修上の注意 講義には必ず出席すること。特に企業視察時は積極的に質疑応答等に参画すること。 
又、講義中は他の者の迷惑になるので、私語は厳禁します。 

準備学習と課題の 
内容 

毎回の授業計画に記載されている準備学習の内容及び、次回までの課題を必ず自分なりに行うこと。 
（予習時間計２２．５Ｈ、復習時間計３４．５Ｈ、但し授業計画１～１１回） 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:４０％,思考・判断:２０％,関心･意欲:２０％,態度:１０％,技能・表現:１０％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

理工学特別講義 

Special lectures for Science &Engineering 

科目コード： 50670 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 外部講師を主に特別講義を実施する                                                            
2021年度は新型コロナウイルス感染拡大の防止の観点から県内の外部講師及び本学の新任教員により開講予
定。 
※新任教員はそれぞれ土木・自動車新素材分野の担当であり、2021年度は大学院の研究室や講義を持たないた 
め、既存の講義では得られない知見の獲得ができる。 

授業計画 １ 中澤 博志 氏（静岡理工科大学 土木工学科設置準備室 教授） 
３コマ講義からなる 
テーマ「地震地盤防災 ～地震防災の基礎から性能設計まで～」 

２  黒瀬 隆 氏（静岡理工科大学 機械工学科 准教授） 
２コマ講義からなる 
テーマ「企業における研究開発 ～自動車の材料と部品開発を通して～」 

3 山中 哲 氏（FDK株式会社 基盤技術研究部 CAE開発室） 

３コマ講義からなる 
テーマ「製品設計、材料開発のシミュレーション技術」 

 

※講師やテーマの変更を行うことがある 

授業形態 集中講義 
アクティブラーニング：①:8回,②:8回,③:0回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 講義内容の十分な理解 

評価方法・フィー
ドバック 

各講師による評価点の合計点から評価 
原則として、課題等のフィードバックは次回以降の授業内やWEB等を通じて行うが、具体的な方法・タイミング 
などは都度伝える 

評価基準 秀：１００～９０ 
優：８９～８０ 
良：７９～７０ 
可：６９～６０ 
不可：５９以下 

教科書・参考書 各講師からの資料等による 

履修条件 ３日間とも受講が必要条件 

履修上の注意 講師からの注意をよく聞くこと 

準備学習と課題の 
内容 

講師から出された「講義テーマ」を事前に調査しておくこと 
準備学習時間については、講義スケジュールによって異なる為、事前に都度連絡する。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:20％,関心･意欲:30％,態度:10％,技能・表現:20％ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１・２年 1 １ 選択 

担当教員 

理工学研究科運営委員長 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

安全性設計論 

Design for reliability and safety 

科目コード： 51440 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本講義では、製品安全を確保するために必要な信頼性設計、保全性設計、安全性設計の方法について講義した
のち、信頼性解析の手法であるFMEA(Failure Mode and Effects Analysis)、安全性解析の手法である 
FTA（Fault Tree Analysis）、リスクアセスメントの手法であるR-mapについて演習を通じて学ぶ。 

授業計画 1 講義の全体説明、製品安全のための信頼性・安全性設計 
本講義では製品安全のための信頼性・安全性設計を扱う。初回の講義では、「信頼性」「保全
性」「安全性」の概念と評価方法を理解する。 

2 信頼性設計 

信頼性の評価、バスタブ曲線、信頼性設計、フールプルーフ、フェイルセーフ、フェイルソフト 

3 保全性設計 

保全性の評価、アベイラビリティ、摩耗劣化故障、保全性設計 

4 信頼性データの解析 

ワイブル解析による故障タイプの判別 

5 FMEA 

信頼性解析手法、FMEA(Failure Mode and Effects Analysis)の概要 

6 FMEAの演習 

FMEAワークシートの作成、グループ演習 

7 FTA 
安全性解析手法、FTA（Fault Tree Analysis）の概要、FT図の作成ルール、FT図による定性的解
析と定量的解析 

8 FTAの演習 

FT図の作成、FT図による定性的解析と定量的解析 

9 製品のリスクアセスメント① 

危害シナリオの作成、危害シナリオからFTAへの展開 

10 製品のリスクアセスメント② 

R-mapによるリスクの見積と評価 

11 製品のリスクアセスメント③ 

リスク低減策の策定、安全性設計、グループ演習 

12 安全性設計 

失敗学に学ぶ制御安全と本質安全 

13 人間信頼性（ヒューマンエラー対策） 
ヒューマンエラーを引き起こす人的要因（ヒューマンファクター）、ヒューマンエラーの対策、
グループ演習 

14 レポート課題の発表 

レポート課題の成果発表会、質疑応答 

15 講義のまとめ 
レポート課題の成果発表会（続き）、質疑応答、総合討論、講義のまとめ 

授業形態 講義および演習（個人ワークとグループワーク） 
アクティブラーニング：①:13回,②:5回,③:0回,④:1回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 ①信頼性設計、保全性設計、安全性設計の特徴を理解できる 
②ＦＭＥＡの解析が実施できる 
③ＦＴＡの解析が実施できる 
④リスクアセスメントの手法であるR-Mapが実施できる 

評価方法・フィー 
ドバック 

講義時間内での演習の結果を20％、課題レポートを80％として評価する。 

評価基準 秀：100～90、優：89～80、良：79～70、可：69～60、不可：59点以下 

教科書・参考書 なし 

履修条件 なし 

履修上の注意 課題レポートを必ず提出すること。関数電卓を持参すること。ノートPCを使用する場合は、持参の指示をす 
る。 

準備学習と課題の 
内容 

・初回までにシラバスを読み、授業の目的や内容を理解しておくこと 
・講義内容をよく復習し、次回の講義に臨むこと 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:20％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:20％ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前期 1 ２ 選択 

担当教員 

越水 重臣 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

経営戦略論 

Management Strategy 

科目コード： 50720 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 国内では学問としての経営学は未成熟であると言って良い．場合によってはいささか信仰的な学問に偏り，戦
略論といえばポーター，マーケティングといえばコトラーというように，輸入学問に偏りがちである． 
本講座では，戦略の確立をプロセスとして捉え，どのような順序で経営戦略や競争戦略を組み立てるのかを説
明する（”ハウ・ツー”は一切ない）．その後，現役の経営幹部と戦略コンサルタントを外部講師として招 
き，実際に経営の現場でどのような議論が行われているか説明してもらう．最後にまとめを行う． 

授業計画 １． ガイダンス 

ビジネススクールにおける経営戦略論 

２． 経営戦略の基礎と概論 

あるべき姿と戦略シナリオ 

３． 顧客のニーズをとらえる 
3つのタイプの顧客ニーズ 

４． ニーズの多様性と相互作用 

空間軸，時間軸でのニーズの変化 

５． 競争優位 

競争適合とは，差別化のための武器 

６． 反撃を見越す，敵にしない
反撃をしにくくする戦略 

７． ビジネスシステムによる差別化
顧客への価値の提供と差別化 

８． 技術戦略 

技術の本質と技術適合のレベル 

９． 情報の流れのフレームワーク 

見えざる資産の蓄積と情報の流れ 

１０． 資源の蓄積，活用 

戦略と資源の不均衡のダイナミズム 

１１． 組織を動かし刺激する 

戦略の組織適合の3つのレベル 

１２． 戦略の論理                   

7つのキーワードと3つの基本論理 

１３． 外部講師（1/2） 

経営戦略論と実践を経営側の立場から講義 

１４． 外部講師(2/2) 
現役の戦略コンサルタントによる戦略論の講義 

１５． まとめ 

戦略策定のプロセスのまとめ，経営戦略の全体像 

授業形態 ・原則として座学の講義となるが，授業の流れによって発表・解説・質疑応答を行うことがある． 
・毎回レジュメを配布する．必要な部分はプロジェクタで補足する 

 ・アクティブラーニング：毎回クイズを出して，何名かの学生に発表を求める 

達成目標 ・経営と経営戦略に関する基楚知識を身につける． 
・将来，企業・組織で活用できる，実践的経営戦略の考え方を身につける． 

評価方法・フィー 
ドバック 

クラス発表（３０），クラスディスカッション貢献度（２０），最終発表（５０）．原則として、レポート・ 
小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する． 

評価基準 「秀」：90点以上 ，「優」：80～89点 ，「良」：70～79点，「可」：60～69点，「不可」：59点以下 

教科書・参考書 なし 

履修条件 なし 

履修上の注意 なし（授業は日本語で行う） 

準備学習と課題の
内容 

・本講義ではテキストを指定する代わりに，教科書に相当する内容をレジュメとして配布する．毎週1時間程度
の時間をかけて，配布したレジュメを必ず読み返えしておくこと 
・毎日，日経新聞の左面の記事を全て読むことを勧める． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前期 1 ２ 選択 

担当教員 

林 章浩 

    

添付ファイル 
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ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:10％,関心･意欲:10％,態度:20％,技能・表現:30％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

生命工学 

Biotechnology and Life Science 

科目コード： 50940 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 遺伝子工学やタンパク質工学の手法を応用した遺伝子組換え生物、遺伝子治療、再生医療、細胞・組織工学
など 
についてその具体的内容を理解してもらう。 さらに、情報生命科学（バイオインフォマティクス）やそれを
利用 
した生命・医療分野について解説し、またＤＮＡコンピュータの原理についても説明する。 加えて、生命工
学に 
関連する社会的・倫理的問題点についても理解を深めてもらう。 

授業計画 1回 生命工学とは 

生命工学の現状、全般的説明。（AL①を行う） 

2～3回 発生工学1 

クローン生物、細胞工学。（AL①,③を行う） 

4～6回 発生工学2 

幹細胞、ES細胞、再生医療、ティッシュエンジニアリング。（AL①,③を行う） 

7～8回 遺伝子導入1 

遺伝子組換え植物。（AL①,③を行う） 

9～10回 遺伝子導入2 

ウィルスベクター、遺伝子治療。（AL①,③を行う） 

11～13回 ゲノムバイオロジー 
ゲノム情報処理、バイオインフォマティクス、DNAチップ、製薬や医療への応用。（AL①,③を行 
う） 

14回 DNA                          コンピューティングDNA
分子によるデジタル超並列計算。（AL①,③を行う） 

15回 人工生命システム 

コンピュータシミュレーションと人工生命。（AL①,③を行う） 

授業形態 関連する内容についての文献等のプリントを予め配布し、各自にそれらの内容の紹介・質問を課す。各自の質
問に 
対する答え・解説を通じて内容についての理解を深めてもらう。 
アクティブラーニング：①:15回,②:0回,③:14回,④:0回,⑤:0回 

達成目標 生命工学の各内容について、（１）目的、（２）方法、（３）問題点等について十分理解し、（４）説明でき 
る。 

評価方法・フィー 
ドバック 

講義中の質問への応答、及び課題レポートの内容などにより評価する。 

評価基準 講義中の発表、質疑・１）、（２）、応答（40％）、及び課題レポートの内容（60％）により理解の程度を評
価する。 
秀：１００～９０％（１）、（２）、（３）、（４） 
優：８９～８０％ （１）、（２）、（３）、（４） 
良：７９～７０％ （１）、（２）、（３） 
可：６９～６０％ （１）、（２）、（３） 
不可：５９％以下 （１）、（２） 
（１）－（４）は達成目標に対応する。 

教科書・参考書 各講義ごとに参考資料・プリントを配布する。 

履修条件 学部や大学院で生命科学関連の講義を受けていることが望ましい。 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の 
内容 

毎回，事前に配布した資料を読み予習し，内容をよく理解し，疑問点を明らかにした後に講義に臨むこと。 
（毎回、予習復習それぞれ1.5時間程度） 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％，思考・判断:30％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能・表現:10％ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１・２年 1 ２ 選択 

担当教員 

大椙 弘順 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

脳と行動 

Brain and Behavior 

科目コード： 51670 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 学習や行動をつかさどる脳内メカニズムについて、いくつかの例を通して学ぶ。 さまざまな行動は「刺激→神
経信号」変換のシステムと、その信号を認知し、行動を計画する高次システム、運動遂行系によって制御され
ているが、それらの共通点や相違点について比較検討する。授業では最新論文をいくつか紹介する。受講する 
学生には、その一部をまとめて発表してもらう。大学院講義なので特に積極的な参加・発言を期待したい。 

授業計画 1 ニューロンのプロパティ 
興奮性膜の性質と刺激伝達のしくみ
ALの項目：①② 

2 中枢神経系の大まかな構造 
比較神経科学的視点から、様々な動物の中枢神経系の進化を概観する
ALの項目：①②③ 

3 感覚器官と感覚細胞 
刺激の量と質の符号化のしくみ
高次情報の中枢処理様式    
ALの項目：①②③④⑤⑥ 

4 感覚細胞とニューロン
膜蛋白の受容体    
ALの項目：①②③ 

5 聴覚情報の認知と行動 １ 
基底膜とトポロジカルマップ
ALの項目：①②③ 

6 聴覚情報の認知と行動 ２ 
コウモリのエコーロケーション、ＦＭ音、ドップラー
効果の情報処理 
ALの項目：①②③ 

7 化学情報の認知と行動 １ 
化学的刺激（味覚・嗅覚）の符号化様式
ALの項目：①②③ 

8 化学情報の認知と行動 ２ 
化学的刺激に対する行動の変容
ALの項目：①②③ 

9 視覚とその高次認知 １ 
視覚系概論、角度、線分、色などの情報の脳内表現
ALの項目：①②③ 

10 視覚とその高次認知 ２ 
デンプレートマッチング、認識細胞（お祖母さん細胞）、
顔ニューロンのポピュレーションコーディング        
ALの項目：①②③④⑤⑥ 

11 感覚運動連関 １ 
行動の基本を支える反射機構                CPG
（セントラルパターンジェネレータ）とその働きAL
の項目：①②③ 

12 感覚運動連関 ２ 
運動のプランニングと大脳皮質運動野における運動情報のコー 
ディング 

 ALの項目：①②③④⑤⑥ 
13 学習と記憶 １ 

記憶を支える分子メカニズム
シナプスの可塑性と受容体 
ALの項目：①②③ 

14 学習と記憶 ２ 
行動から探る記憶の形成メカニズム
記憶と学習による行動の変化    
ALの項目：①②③④⑤⑥ 

15 BMIとその応用 
脳科学の発展の社会への影響 
ALの項目：①②③④⑤⑥ 

授業形態 パワーポイントと配布資料（レジュメ）を用いてすすめる。学生にも論文紹介（パワーポイントによる発表） 
を行なってもらい、発表内容について教員が補足する。少人数のゼミ形式なので、自ら疑問を示して建設的に
討論する態度を身につけてもらいたい。 
アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:14回,④:5回,⑤:5回,⑥:5回 

達成目標 多様な感覚システムが共通のメカニズムを持つことを理解する。 
さまざまな特徴検出あるいは認識の情報処理過程を、ネットワークシステムとして理解する。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

後期 1 ２ 選択 

担当教員 

奥村 哲 

    

添付ファイル 
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評価方法・フィー 
ドバック 

学生は、交代で英語論文紹介（パワーポイントによる発表）を必ず行なう（文献は相談にのる）。それらの 
出来と、小テスト、講義中に行う口頭試問の結果、および討論態度等を総合的に評価する。 

評価基準 講義中、内容当日の内容についての知識が理解できているか？を適宜口頭試問する。あわせて授業の達成目標
に達しているかを、レポートによって確認する。 
その上で、以下の基準で 秀・優・良・可・不可 に評価する。
秀：１００～９０ 点 
優：８９～８０ 点
良：７９～７０ 点
可：６９～６０ 点 
不可：５９ 点以下 

教科書・参考書 教科書は講義で指定する。 
脳科学、神経科学に関連する参考書は図書館に多数あるが、なるべく最近の出版の物を奨める。 

履修条件 「感覚生理」、「脳と情報」等の授業を大学（学部）で履修してあることが望ましいが、履修していない場合 
には相談にのり、理解度に応じて個別課題を指示する。 

履修上の注意 講義内容は例として示した。参加者の要望・理解度にあわせて、フレキシブルに対応したい。特に勉強したい 
分野がある場合には、積極的に申し出ること。 

準備学習と課題の
内容 

講義で扱う英語文献については、２週間前でまでに渡すので、他の人の担当分であっても毎回90分は予習を 
し、疑問点を明らかにしてくること（学部で「感覚生理」と「脳と情報」に相当する科目に合格していない学
生にはさらに追加の準備学習が必要である）。また、復習については講義内容に応じて教科書の該当ページを
毎回示す。レポートは復習内容を踏まえて課すので（復習とレポートの執筆で毎回分程度の時間は必要であ 
る）。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:25％,関心･意欲:25％,態度:10％,技能・表現:20％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

理工学演習1 

Exercise1 

科目コード： 52280 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 各学生の研究テーマおよび関連領域の文献、特に外国語の著作・論文等を購読、討論して理解を深めるとと
もに 
視野を広げ、研究遂行に役立てるとともに、修士論文作成にその知識を反映させることを目的とする。 

授業計画  

指導教員が内容を指示する。 

授業形態 演習 
アクティブラーニング：①:回,②:回,③:回,④:回,⑤:回,⑥:回 

達成目標 理工学演習１に引き続いて各自の研究テーマやその背景などを理解するために基本的文献を読みこなして必要 
な知見や研究遂行に必要なスキルなどを獲得するために演習を行い、研究遂行能力をさらに高める。 

評価方法・フィー
ドバック 

研究テーマに対する基礎的文献等の理解度やスキルの獲得のレベル等を指導教員（必要な場合には副指導教員
を含む）が総合的に評価する。原則として、課題等のフィードバックは次回以降の授業内やWEB等を通じて行う 
が、具体的な方法・タイミングなどは指導教員より都度伝える 

評価基準 1)「秀」：100～90点 
2)「優」：89～80点 
3)「良」：79～70点 
4)「可」：69～60点 
5)「不可」：60点未満の場合 

教科書・参考書 研究テーマごとに指示する。 

履修条件 なし 

履修上の注意 理工学演習1、理工学演習2、理工学演習3、理工学演習4の順で履修すること。 

準備学習と課題の
内容 

必ず授業毎に復習して内容を理解し、自分のものにしてから次回の授業に臨むこと。毎回の予習復習時間は平
均して1.5時間程度だが、開講スケジュールなどによって異なることから、必要に応じて指導教員より都度伝え 
る 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:％,思考・判断:％,関心･意欲:％,態度:％,技能・表現:％ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年 1 1 必修 

担当教員 

各研究指導員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

理工学演習２ 

Exercise for Science &Engineering 2 

科目コード： 51740 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 各学生の研究テーマおよび関連領域の文献、特に外国語の著作・論文等を購読、討論して理解を深めるとと
もに 
視野を広げ、研究遂行に役立てるとともに、修士論文作成にその知識を反映させることを目的とする。 

授業計画  

指導教員が内容を指示する。 

授業形態 演習 
アクティブラーニング：①:回,②:回,③:回,④:回,⑤:回,⑥:回 

達成目標 理工学演習１に引き続いて各自の研究テーマやその背景などを理解するために基本的文献を読みこなして必要 
な知見や研究遂行に必要なスキルなどを獲得するために演習を行い、研究遂行能力をさらに高める。 

評価方法・フィー
ドバック 

研究テーマに対する基礎的文献等の理解度やスキルの獲得のレベル等を指導教員（必要な場合には副指導教員
を含む）が総合的に評価する。 
原則として、課題等のフィードバックは次回以降の授業内やWEB等を通じて行うが、具体的な方法・タイミング 
などは指導教員より都度伝える 

評価基準 1)「秀」：100～90点 
2)「優」：89～80点 
3)「良」：79～70点 
4)「可」：69～60点 
5)「不可」：60点未満の場合 

教科書・参考書 研究テーマごとに指示する。 

履修条件 なし 

履修上の注意 理工学演習1、理工学演習2、理工学演習3、理工学演習4の順で履修すること。 

準備学習と課題の
内容 

必ず授業毎に復習して内容を理解し、自分のものにしてから次回の授業に臨むこと。毎回の予習復習時間は平
均して1.5時間程度だが、開講スケジュールなどによって異なることから、必要に応じて指導教員より都度伝え 
る 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:％,思考・判断:％,関心･意欲:％,態度:％,技能・表現:％ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前後期 1 １ 必修 

担当教員 

各研究指導員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

理工学演習３ 

Exercise for Science &Engineering 3 

科目コード： 51750 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 各学生の研究テーマおよび関連領域の文献、特に外国語の著作・論文等を購読、討論して理解を深めるとと
もに 
視野を広げ、研究遂行に役立てるとともに、修士論文作成にその知識を反映させることを目的とする。 

授業計画  

指導教員が内容を指示する。 

授業形態 演習 
アクティブラーニング：①:回,②:回,③:回,④:回,⑤:回,⑥:回 

達成目標 各自の研究テーマを包含する学術的または技術的分野の研究者または技術者の標準的レベルの知見を獲得し、 
研究成果をまとめるために演習を通して基礎力を獲得する。 

評価方法・フィー
ドバック 

研究テーマに対する応用的文献等の理解度やスキルの獲得のレベル等を指導教員（必要な場合には副指導教員
を含む）が総合的に評価する。原則として、課題等のフィードバックは次回以降の授業内やWEB等を通じて行う 
が、具体的な方法・タイミングなどは指導教員より都度伝える 

評価基準 1)「秀」：100～90点 
2)「優」：89～80点 
3)「良」：79～70点 
4)「可」：69～60点 
5)「不可」：60点未満の場合 

教科書・参考書 研究テーマごとに指示する。 

履修条件 なし 

履修上の注意 理工学演習1、理工学演習2、理工学演習3、理工学演習4の順で履修すること。 

準備学習と課題の
内容 

必ず授業毎に復習して内容を理解し、自分のものにしてから次回の授業に臨むこと。毎回の予習復習時間は平
均して1.5時間程度だが、開講スケジュールなどによって異なることから、必要に応じて指導教員より都度伝え 
る 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:％,思考・判断:％,関心･意欲:％,態度:％,技能・表現:％ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前後期 1 １ 必修 

担当教員 

各研究指導員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

理工学演習４ 

Exercise for Science &Engineering 4 

科目コード： 51760 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 各学生の研究テーマおよび関連領域の文献、特に外国語の著作・論文等を購読、討論して理解を深めるとと
もに 
視野を広げ、研究遂行に役立てるとともに、修士論文作成にその知識を反映させることを目的とする。 

授業計画 1~15         輪講形式の授業 
指導教員が内容を指示する。学生と教員の対話，学生のプレゼンテーションなどを輪講形式で修
論の理論修得，研究の方向性について議論する。学生同士の対話そ促進する。これまでの課題の
調査，研究の進捗を発表させる。各院生は授業の内容について復習時間に学習や研究を進めて， 
次回の演習に備える。この演習についての復習は1.5時間を要する。 
アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:15回,④:15回,⑤:回,⑥:回 

授業形態 輪講形式による演習。 
アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:15回,④:15回,⑤:回,⑥:回 

達成目標 各自の研究テーマを包含する学術的または技術的分野の研究者または技術者の標準的レベルまたはそれ以上の 
知見を獲得し、研究成果を修士論文にまとめるための実力を演習によって養う。 

評価方法・フィー
ドバック 

研究テーマに対する応用的文献等の理解度やスキルの獲得のレベル等を指導教員（必要な場合には副指導教員
を含む）が総合的に評価する。原則として、課題等のフィードバックは次回以降の授業内やWEB等を通じて行う 
が、具体的な方法・タイミングなどは指導教員より都度伝える 

評価基準 1)「秀」：100～90点（達成目標の90％） 
2)「優」：89～80点（達成目標の80％） 
3)「良」：79～70点（達成目標の70％） 
4)「可」：69～60点（達成目標の60％） 
5)「不可」：60点未満の場合（達成目標の60％未満） 

教科書・参考書 研究テーマごとに指示する。 

履修条件 なし 

履修上の注意 理工学演習1、理工学演習2、理工学演習3、理工学演習4の順で履修すること。 

準備学習と課題の 
内容 

必ず授業毎に復習して内容を理解し、自分のものにしてから次回の授業に臨むこと(1.5時間）。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:20％,関心･意欲10:％,態度:10％,技能・表現:20％ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前後期 1 １ 必修 

担当教員 

各研究指導員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

理工学研究１ 

Study for Science &Engineering 1 

科目コード： 51770 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 各学生の研究テーマについて予備的な検討から始めて段階的に程度をあげて研究を実施し、最終的には研究
結果 
を取りまとめて修士論文として執筆する。 

授業計画  

指導教員が内容を指示する。 

授業形態 研究 
アクティブラーニング：①:回,②:回,③:回,④:回,⑤:回,⑥:回 

達成目標 各研究テーマの学術的または技術的背景を理解し、それぞれのテーマに応じた方法で研究の準備および遂行を 
行う。 

評価方法・フィー
ドバック 

研究テーマの理解度・進捗状態等を、指導教員等との議論を踏まえ、総合的に評価する。 
研究の進捗状況に応じて随時口頭やWEB、授業内でフィードバックを行うが具体的な方法は教員から都度連絡す 
る。 

評価基準 1)「秀」：100～90点 
2)「優」：89～80点 
3)「良」：79～70点 
4)「可」：69～60点 
5)「不可」：60点未満の場合 

教科書・参考書 研究テーマごとに指示する。 

履修条件 なし 

履修上の注意 理工学研究1、理工学研究2、理工学研究3、理工学研究4の順で履修すること。 

準備学習と課題の 
内容 

必ず授業毎に復習して内容を理解し、自分のものにしてから次回の授業に臨むこと。準備学習時間は理工学演 
習1を参照。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:％,思考・判断:％,関心･意欲:％,態度:％,技能・表現:％ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前後期 1 ２ システム：選択 材料：必修 

担当教員 

各研究指導員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

理工学研究２ 

Study for Science &Engineering 2 

科目コード： 51780 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 各学生の研究テーマについて予備的な検討から始めて段階的に程度をあげて研究を実施し、最終的には研究
結果 
を取りまとめて修士論文として執筆する。 

授業計画  

指導教員が内容を指示する。 

授業形態 研究 
アクティブラーニング：①:回,②:回,③:回,④:回,⑤:回,⑥:回 

達成目標 理工学研究１に続いて各研究テーマの学術的または技術的背景を理解し、それぞれのテーマに応じた方法で研 
究の遂行を行う。 

評価方法・フィー 
ドバック 

研究テーマの理解度・進捗状態等を、指導教員等との議論を踏まえ、総合的に評価する。研究の進捗状況に応 
じて随時口頭やWEB、授業内でフィードバックを行うが具体的な方法は教員から都度連絡する。 

評価基準 1)「秀」：100～90点 
2)「優」：89～80点 
3)「良」：79～70点 
4)「可」：69～60点 
5)「不可」：60点未満の場合 

教科書・参考書 研究テーマごとに指示する。 

履修条件 なし 

履修上の注意 理工学研究1、理工学研究2、理工学研究3、理工学研究4の順で履修すること。 

準備学習と課題の 
内容 

必ず授業毎に復習して内容を理解し、自分のものにしてから次回の授業に臨むこと。準備学習時間は理工学演 
習2を参照 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:％,思考・判断:％,関心･意欲:％,態度:％,技能・表現:％ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前後期 1 ２ システム：選択 材料：必修 

担当教員 

各研究指導員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

理工学研究３ 

Study for Science &Engineering 3 

科目コード： 51790 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 各学生の研究テーマについて予備的な検討から始めて段階的に程度をあげて研究を実施し、最終的には研究
結果 
を取りまとめて修士論文として執筆する。 

授業計画  

指導教員が内容を指示する。 

授業形態 研究 
アクティブラーニング：①:回,②:回,③:回,④:回,⑤:回,⑥:回 

達成目標 理工学研究２に続いて各研究テーマの学術的または技術的背景をさらに高度に理解し、それぞれのテーマに応 
じた方法で研究の遂行を行う。 

評価方法・フィー
ドバック 

研究テーマの理解度・進捗状態等を、指導教員等との議論を踏まえ、総合的に評価する。 
【研究論文作成時】研究の進捗状況に応じて随時口頭やWEB、授業内でフィードバックを行うが具体的な方法は
教員から都度連絡する。 
【中間発表会】質疑応答に併せて、必要に応じてコメントする 

評価基準 1)「秀」：100～90点 
2)「優」：89～80点 
3)「良」：79～70点 
4)「可」：69～60点 
5)「不可」：60点未満の場合 

教科書・参考書 研究テーマごとに指示する。 

履修条件 なし 

履修上の注意 理工学研究1、理工学研究2、理工学研究3、理工学研究4の順で履修すること。 

準備学習と課題の 
内容 

必ず授業毎に復習して内容を理解し、自分のものにしてから次回の授業に臨むこと。準備学習時間は理工学演 
習3を参照。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:％,思考・判断:％,関心･意欲:％,態度:％,技能・表現:％ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前後期 1 ２ システム：選択 材料：必修 

担当教員 

各研究指導員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

理工学研究４ 

Study for Science &Engineering 4 

科目コード： 51800 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 各学生の研究テーマについて予備的な検討から始めて段階的に程度をあげて研究を実施し、最終的には研究
結果 
を取りまとめて修士論文として執筆する。 

授業計画  

指導教員が内容を指示する。 

授業形態 研究 
アクティブラーニング：①:回,②:回,③:回,④:回,⑤:回,⑥:回 

達成目標 理工学研究３に続いて各研究テーマの学術的または技術的背景をさらに高度に理解し、各研究の様態に応じた 
方法で研究を遂行し、さらにその結果を修士論文としてまとめる。 

評価方法・フィー
ドバック 

研究テーマの理解度・進捗状態等を、指導教員等との議論を踏まえ、総合的に評価する。 
【研究論文作成段階】研究の進捗状況に応じて随時口頭やWEB、授業内でフィードバックを行うが具体的な方法
は教員から都度連絡する。 
【修士論文発表会】質疑応答の時間に、必要に応じてコメントする。 

評価基準 1)「秀」：100～90点 
2)「優」：89～80点 
3)「良」：79～70点 
4)「可」：69～60点 
5)「不可」：60点未満の場合 

教科書・参考書 研究テーマごとに指示する。 

履修条件 なし 

履修上の注意 理工学研究1、理工学研究2、理工学研究3、理工学研究4の順で履修すること。準備学習時間は理工学演習4を参 
照。 

準備学習と課題の 
内容 

必ず授業毎に復習して内容を理解し、自分のものにしてから次回の授業に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:％,思考・判断:％,関心･意欲:％,態度:％,技能・表現:％ 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前後期 1 ２ システム：選択 材料：必修 

担当教員 

各研究指導員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

機械金属材料学 

Engineering Materials Science 

科目コード： 52010 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 機械、構造物を構成する構造材料のうち、実用的に重要な鉄鋼材料を中心に講義を行う。前半は鉄鋼材料の強
さの基礎と代表的な製造法、材料特性などの利用技術について説明する。後半は実用材料として薄鋼板、特に
自動車や家電用に使われる表面処理鋼板について取り上げ、皮膜構造、特性、利用評価技術などについて説明 
する。講義を通じて、材料学に関する基礎から実用化例に関する知識を学ぶ。 

授業計画 1 金属材料・鉄鋼材料の概要 
各種金属材料・鉄鋼材料の歴史、特徴、動向について説明する。(AL①) 
準備学習：金属材料、鉄鋼材料の特徴について関心をもち、理解する。 

2 平衡状態図 
ギブスの相律、合金の平衡状態図について説明する。(AL①) 
準備学習：合金平衡状態図の基礎について予習をする。 

3 金属結晶の格子欠陥・転位・変形機構 
金属結晶の格子欠陥(点欠陥、線欠陥、面欠陥)、転位(刃状転位、らせん転位)、塑性変形の機構
について説明する。(AL①) 
準備学習：金属結晶と欠陥、塑性変形ついて予習予習し、理解する。 

4 炭素鋼の状態図・相変態・組織 
鉄-炭素系状態図・相変態・組織について説明する。(AL①) 
準備学習：鉄-炭素系状態図と標準組織について予習し、理解する。 

5 炭素鋼の熱処理 
基本的な熱処理、ミクロ組織と冷却速度、各熱処理について説明する。(AL①) 
準備学習：鋼の熱処理と組織の基本について予習し、理解する。 

6 鉄鋼材料の製造プロセスと材料特性 
鉄の製造プロセス、鉄鋼材料の強化機構、材料特性について説明する。(AL①) 
準備学習：鉄鋼プロセス、材料強化機構について調べる。 

7 金属材料・鉄鋼材料の塑性加工 
金属材料・鉄鋼材料の塑性加工、各種加工方法について説明する。(AL①) 
準備学習：塑性加工の方法や特徴について調べる。 

8 薄鋼板の特徴 
薄鋼板の製造プロセス・材料特性・用途について説明する。(AL①) 
準備学習：薄鋼板の種類や用途について調べる。 

9 鉄の腐食と防錆 
金属の平衡電位と腐食電位、大気中での鉄の腐食反応の基礎について説明する。(AL①) 
準備学習：金属の大気腐食反応について調べる。 

10 表面処理鋼板1 
亜鉛めっきの腐食抑制機構、鉄鋼材料における表面処理技術の役割について説明する。(AL①) 
準備学習：亜鉛めっきの腐食機構について調べる。 

11 表面処理鋼板2 
表面処理鋼板の製造プロセス、溶融亜鉛めっき鋼板、電気亜鉛めっき鋼板、機能被覆鋼板につい
て説明する。(AL①) 
準備学習：表面処理鋼板の種類や用途について調べる。 

12 表面処理鋼板3 
自動車用表面処理鋼板の皮膜構造と性質について説明する。(AL①) 
準備学習：自動車用表面処理鋼板の種類や用途について調べる。 

13 表面処理鋼板4 

 自動車用表面処理鋼板のプレス加工性、摺動特性について説明する。(AL①) 
準備学習：薄鋼板のプレス成形について、予習をする。 

14 表面処理鋼板5 
家電用・建材用表面処理鋼板の種類、多機能化、環境調和型皮膜について説明する。(AL①) 
準備学習：家電用・建材用表面処理鋼板の種類や用途について調べる。 

15 まとめ 
講義のまとめ、実力確認演習 
準備学習：1～14回の講義について、復習をして理解する。 

授業形態 （１） 講義資料を中心に授業を行う。 
（２） 宿題課題レポート 
アクティブラーニング：①:14回,②:0回,③:0回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年後期 1 2 選択 

担当教員 

吉見 直人 

    

添付ファイル 
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達成目標 a) 金属材料の目的と機能について理解している 
b) 金属材料の結晶構造、格子欠陥について理解している 
c) 平衡状態図について理解している 
d) 金属材料の強さと評価法について理解している 
e) 金属材料の変形について理解している 
f) 金属材料の強化法について理解している 
g) 鉄(鋼)の腐食反応について理解している 
h) 鉄(鋼)の表面処理技術について理解している 
i) 薄鋼板と表面処理鋼板の種類、用途について理解している。 

評価方法・フィー
ドバック 

宿題課題レポート、演習課題により評価する。 
宿題課題レポートについては、重要キーワードを使って、学んだこと、自分で調べたことをまとめてもらう。
演習課題では、講義内容についての理解度テストを行う。 
宿題課題レポートおよび演習課題により、理解度を総合的に評価する。 
原則として、レポート等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀：100～90、優：89～80、良：79～70、可：69～60、不可：59以下 

教科書・参考書 参考書：①公益社団法人日本材料学会編『改訂 機械材料学』、②Professional Engineer Library 『機械・金
属材料学』、監修：PEL編集委員会、編者：黒田大介、実教出版、③牧正志 著『鉄鋼の組織制御 その原理と 
方法』、内田老鶴圃 

履修条件 機械材料学、材料加工学の講義内容を理解していることが望ましい 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の 
内容 

復習および予習(1.5時間)を重点的に学習し、自分のものとして理解したうえで、次回の講義にのぞむこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能・表現:10％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

精密・超精密加工学 

Precision and Ultraprecision Manufacturing 

科目コード： 51650 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 精密・超精密加工の高精度化、高速化を基礎から講義する。精密技術と超精密技術の境界は現在0.1ミクロン程
度であるが、既習した「機械加工学」を基礎として我々の身のまわりの製品を例にとりながら各種の精密、超 
精密加工技術を学ぶ。「ナノテクノロジー」についても触れ、その最先端の技術についても学ぶ。 

授業計画 １ 精密加工と超精密加工 
・精密とは 
・いろいろな加工方法 

２ 精密加工の応用例 
・金型について 

３ 切削加工１ 

・従来切削加工の概説 

４ 切削加工２ 

・最新の切削加工技術１ 

５ 切削加工３ 

・最新の切削加工技術２ 

６ 研削加工１ 
・従来研削加工の概説 

７ 研削加工２ 

・最新の研削加工技術 

８ 研磨加工１ 
・ラッピング 

９ 研磨加工２ 
・ポリシング 
・新しい研磨加工技術 

10 放電加工１ 
・形彫放電加工 

11 放電加工２ 

・ワイヤ放電加工 

12 放電加工３ 
・微細加工 
・表面処理技術 
・電解加工 

13 ビーム加工 
・レーザー加工 
・ビーム加工 

14 MEMS 
・MEMESの概説 

15 まとめ 
・総括 

授業形態 講義と演習 
アクティブラーニング：①:5回,②:5回,③:0回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 
演習においてアクティブラーニングを行う。 

達成目標 ａ）精密、精度、誤差の概念を理解する                      
ｂ）精密及び超精密加工法（切削、研削、ラッピング等）を理解する
ｃ）精密・超精密加工で課題となる主な事象を理解・把握する 
ｄ）ナノテクノロジーの概念を理解する 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポート：100％の割合で総合評価する。レポートの内容により、技術の理解度を判断し、評価する。授業中の 
質問に対する理解度を見て、口頭でフィードバックする。 

評価基準 総合点が100 点満点で50 点以上の者に単位を与える。 
秀：100 点～90 点、優：89 点～80 点、良：79 点～70 点、可：69 点～60 点、不可：59 点以下 

教科書・参考書 教科書：資料配布 
参考書：超精密加工編集委員会編『超精密加工の基礎と実際』、日刊工業新聞社 

松岡甫篁・安斎正博著『高速ミーリングの基礎と実践』、日刊工業新聞社 

履修条件 特になし 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年 前期 0 ２ 選択 

担当教員 

後藤 昭弘 

    

添付ファイル 
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履修上の注意 特になし 

準備学習と課題の 
内容 

・授業毎に復習して内容を理解し（１時間程度の学習）、自分のものにしてから次回の授業に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:30％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能・表現:10％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

機械動力学 

Machine Dynamics 

科目コード： 51810 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 機械の運動を制御したり，振動への対策を講じるためには，動力学に基づく運動解析が必要となる．実際の
設計では，コンピュータによる数値シミュレーションを使用することも多いが，妥当なモデル化と結果の評価
を行うためには，使用者がその原理をよく把握しておく必要がある．本講義では，機械の運動解析やその数値 
シミュレーションの基礎となる多自由度系の振動理論と有限要素法による振動解析について学ぶ． 

授業計画 1 講義の概要と準備
1自由度系の振動 
2自由度系の振動 
固有振動数，共振，振動モード 

2 多自由度系の振動解析 1（振動モード） 
・固有振動数とモードベクトル（モードシェープ） 

3 多自由度系の振動解析 1（振動モード） 

・固有ベクトルの直交性 

4 多自由度系の振動解析 2（モード分解） 
モード分解 
・非減衰系 
・比例減衰系 

5 多自由度系の振動解析 （まとめ） 
固有ベクトルの直交性，モード分解のまとめ（中間報告） 

6 連続体の振動解析 1（波動方程式系） 
・弦の振動 
・棒の縦振動 
・丸棒のねじり振動 

7 連続体の振動解析 1（波動方程式系） 
・棒の縦振動 

8 連続体の振動解析 1（波動方程式系） 

・丸棒のねじり振動 

9 連続体の振動解析 2（はりの曲げ振動） 

運動方程式（支配方程式）の導出 
固有振動数とモードシェープ 

10 連続体の振動解析 2（はりの曲げ振動） 
単純支持はり，片持ちはり 

11 連続体の振動解析 2（はりの曲げ振動） 
振動応答の計算 

12 有限要素解析 1（棒の縦振動） 

要素剛性行列の導出 

13 有限要素解析 1（棒の縦振動） 
棒の力学的エネルギーの評価 

14 有限要素解析 2（はりの曲げ振動） 
要素剛性行列の導出 

 15 有限要素解析 2（はりの曲げ振動） 
はりの力学的エネルギーの評価 

授業形態 輪講形式を基本とする（受講者多数の場合は講義形式となる場合がある）． 
アクティブラーニング：①:回,②:回,③:回,④:回,⑤:回,⑥:回 

達成目標 多自由度系，連続体の振動理論と有限要素解析についての基本的知見の獲得． 
・多自由度系の振動解析が理解できる． 
・連続体の振動解析が理解できる． 
・有限要素法による振動解析が理解できる． 

評価方法・フィー 
ドバック 

毎回の授業で課すレポートと，授業の中間に行う中間報告の総合点で評価する．原則として、レポート・小テ 
スト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する． 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上のものに単位を与える． 
秀: 100点～90点、優：89点～80点、良：79点～70点、可：69点～60点、不可：59％以下 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前期 0 ２ 選択 

担当教員 

感本 広文 

    

添付ファイル 
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教科書・参考書 教科書（初回の授業で指示するので事前購入不要） 
Alok Sinha, Vibration of Mechanical Systems, Cambridge University Press(2010). 

参考書 
William Thomson, Theory of Vibration with Applications, Prenticc-Hall,Inc.(1972). 
学部の機械力学で使用した教科書 

履修条件 機械力学，材料力学，微分積分，微分方程式，線形代数の知識が必要． 
英文テキストを使用するため，基本的な技術英文の読解力が必要． 

履修上の注意 輪講の準備（輪講範囲のテキストの単語調べと訳）ができていない方は，輪講に参加できません． 
機械力学の教科書を持参すること． 

準備学習と課題の 
内容 

毎回の授業までに、輪講範囲の単語調べと訳をしておくこと．(毎回、予習復習それぞれ1.5時間程度) 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:％,思考・判断:％,関心･意欲:％,態度:％,技能・表現:％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

材料強度学 

Fracture and Strength of Materials 

科目コード： 51540 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 材料強度学は材料力学を基盤とた学問であるが、材料力学がほぼ完成された基礎学問であるのに対し、材料強
度学は現在も研究が盛んに行われ、発展・進化し続けている学問分野である。それはすべての機械設計の基盤
となり、部材の耐久性を判断する上で必要不可欠なものである。本講義では強度設計の基本、および破損解析 
技術を学び、学部での材料力学、材料学を駆使しての対策技術、高度強度設計技術を学ぶ。 

授業計画 １ 材料強度学の歴史と意味 
【予習】教科書1.1-1.4について一読し概要把握 
【復習】講義のノートをもとに教科書を読み返し、理解を深めるとともに、不明な点を整理して
次の講義に備える 
タイトルの内容についてAL①を行う 

２ 破損と破壊の力学 
【予習】教科書2.1-2.3について一読し概要把握 
【復習】講義のノートをもとに教科書を読み返し、理解を深めるとともに、不明な点を整理して
次の講義に備える 
タイトルの内容についてAL①を行う 

３ 材料強度と設計 
【予習】教科書7.1-7.2について一読し概要把握 
【復習】講義のノートをもとに教科書を読み返し、理解を深めるとともに、不明な点を整理して
次の講義に備える 
タイトルの内容についてAL①②を行う 

４ 強度設計技術とＣＡＥ 
【予習】教科書7.3-7.4について一読し概要把握 
【復習】講義のノートをもとに教科書を読み返し、理解を深めるとともに、不明な点を整理して
次の講義に備える 
タイトルの内容についてAL①⑥を行う 

５ 強度の基本特性・静的強度 
【予習】教科書3.1-3.3について一読し概要把握 
【復習】講義のノートをもとに教科書を読み返し、理解を深めるとともに、不明な点を整理して
次の講義に備える 
タイトルの内容についてAL①を行う 

６ 破壊靭性 
【予習】教科書3.4について一読し概要把握 
【復習】講義のノートをもとに教科書を読み返し、理解を深めるとともに、不明な点を整理して
次の講義に備える 
タイトルの内容についてAL①を行う 

７ 衝撃強度・非鉄材料の強度 
【予習】教科書3.5-3.6について一読し概要把握 
【復習】講義のノートをもとに教科書を読み返し、理解を深めるとともに、不明な点を整理して
次の講義に備える 
タイトルの内容についてAL①を行う 

８ 疲労強度（疲労破壊の様相） 
【予習】教科書4.1について一読し概要把握 
【復習】講義のノートをもとに教科書を読み返し、理解を深めるとともに、不明な点を整理して
次の講義に備える 
タイトルの内容についてAL①を行う 

９ 疲労強度（S-N曲線） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前期 0 ２ 選択 

担当教員 

三林 雅彦 

    

添付ファイル 
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 【予習】教科書4.2について一読し概要把握 
【復習】講義のノートをもとに教科書を読み返し、理解を深めるとともに、不明な点を整理して
次の講義に備える 
タイトルの内容についてAL①を行う 

１０ 疲労強度（疲労のメカニズム、諸因子） 
【予習】教科書4.3について一読し概要把握 
【復習】講義のノートをもとに教科書を読み返し、理解を深めるとともに、不明な点を整理して
次の講義に備える 
タイトルの内容についてAL①を行う 

１１ 疲労強度（低サイクル疲労） 
【予習】教科書4.4について一読し概要把握 
【復習】講義のノートをもとに教科書を読み返し、理解を深めるとともに、不明な点を整理して
次の講義に備える 
タイトルの内容についてAL①を行う 

１２ 疲労強度（応力変動下の疲労） 
【予習】教科書4.5について一読し概要把握 
【復習】講義のノートをもとに教科書を読み返し、理解を深めるとともに、不明な点を整理して
次の講義に備える 
タイトルの内容についてAL①を行う 

１３ 疲労強度（疲労き裂進展） 
【予習】教科書4.6-4.8について一読し概要把握 
【復習】講義のノートをもとに教科書を読み返し、理解を深めるとともに、不明な点を整理して
次の講義に備える 
タイトルの内容についてAL①を行う 

１４ 高温強度 
【予習】教科書5.1-5.4について一読し概要把握 
【復習】講義のノートをもとに教科書を読み返し、理解を深めるとともに、不明な点を整理して
次の講義に備える 
タイトルの内容についてAL①を行う 

１５ 環境強度 
【予習】教科書6.1-6.5について一読し概要把握 
【復習】講義のノートをもとに教科書を読み返し、理解を深める、不明な点はがあれば個別に質
問する 
タイトルの内容についてAL①を行う 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:15回,②:1回,③:0回,④:0回,⑤:0回,⑥:1回 

達成目標 構造強度と破壊についての基本的知見の獲得 
・強度評価法を理解できる。 
・破壊基準を理解できる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポートで総合評価する。結果についてのフィードバックは必要に応じ口頭で行う。 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上のものに単位を与える。秀: 100点～90点、優：89点～80点、良：79点～70点、 
可：69点～60点、不可：59％以下 

教科書・参考書 教科書:『改訂 材料強度学』公益社団法人 日本材料学会 

履修条件 材料力学の基本知識を理解していることが必要 

履修上の注意 講義のノートを確実にとり、今後の機械設計の基本として活用すること 

準備学習と課題の 
内容 

この分野は社会で起きるさまざまな事故と深く関連するため、過去の重大な事故例を事前に調査しておくこ 
と。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:20％,技能・表現:10％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

流体力学詳論 

Advanced Fluid Dynamics 

科目コード： 51820 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本講義は，宇宙環境，地球環境，生命現象，生物挙動などあらゆる場において普遍的に見られる流れ現象と 
その理解の現状について解説する． 

授業計画 1 序論 

・流体力学の概要と本科目の位置づけ 

2 流体運動の基礎（1） 
・保存原理とその数学的表現 
・保存原理を用いた質量保存則の定式化 

3 流体運動の基礎（2） 
・保存原理を用いた運動量保存則の定式化 
・ナビエ・ストークス方程式の導出1 

4 流体運動の基礎（3） 
・ナビエ・ストークス方程式の導出2 

5 流体運動の基礎（4） 
・保存原理を用いたエネルギー保存則の定式化 
・エネルギー方程式の導出 

6 流体運動の基礎（5） 
・境界層近似の成立条件 
・境界層方程式の導出 

7 総合演習（1） 
第1回～第6回までの演習 

8 圧縮性流体の力学（１） 
・気体の圧縮性とマッハ数 
・音波の伝ぱ速度 

9 圧縮性流体の力学（2） 
・亜音速流れと超音速流れ 
・衝撃波の発生 

10 圧縮性流体の力学（3） 
・１次元流れの基礎方程式 
・連続の式、運動量の式、エネルギの式 

11 圧縮性流体の力学（4） 
・管路における１次元等エントロピー流れ 
・等エントロピー流れにおけるチョーキング 

12 圧縮性流体の力学（5） 
・垂直衝撃波に関する式 
・ランキン・ユゴニオの式 

13 圧縮性流体の力学（6） 
・超音速ノズルの流れ 
・垂直衝撃波の形成条件、不足膨張と過膨張 

14 総合演習（2） 
第8回～第13回までの演習 

15 流体力学の最新研究動向 

 ・流体力学における最近の主要研究トピックスについて紹介 

授業形態 講義が中心であるが演習も行う。 
アクティブラーニング：①:5回,②:回,③:回,④:5回,⑤:回,⑥:回 

達成目標 ａ．保存原理の数学的表現を理解できる。                                          
ｂ．質量保存、運動量保存、エネルギー保存の各保存則を保存原理から導出し定式化できる。
ｃ．超音速流れと衝撃波の形成に関する現象を理解できる。 
ｄ．衝撃波前後の流れの物理量を１次元等エントロピー流れの関係式を利用し計算することができる。 

評価方法・フィー
ドバック 

授業内で行う演習およびレポートで総合評価する。評価割合は演習30％、レポート70％とする。 

「原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する」 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。秀：100点～90点、優：89点～80点、良：79点～70点、 
可：69点～60点、不可：59点以下 

教科書・参考書 教科書：資料配布 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

後期 0 ２ 選択 

担当教員 

牧野 育代 

    

添付ファイル 
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履修条件 流体工学1 、流体工学2 のいずれをも履修していることが望ましい。 
本学学部生履修科目の『微分積分/演習』および『微分方程式』の内容を修得済みであること。 

履修上の注意 関数電卓を持参すること。 

準備学習と課題の
内容 

授業毎の復習を欠かさないこと。不足している知識については，授業で紹介する参考図書で学習しておくこ
と。 

（毎回、予習復習それぞれ1.5時間程度） 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

オフィスアワーについては第1回目の授業で説明する。 
知識・理解:30％,思考・判断:40％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:10％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

エネルギー変換工学 

Energy Conversion Engineering 

科目コード： 50860 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 エネルギーは目的に応じて種々変換される。 
その際、限られたエネルギーの有効利用の観点から、変換に伴う損失をいかに低減させることができるか、ま
たどのようなエネルギー変換技術が可能であるかを知ることは重要な問題となっている。 
本講義では、光、熱、化学、電気、核などの各種エネルギー形態の特徴と、その相互の変換方式の原理につい 
て、現状技術と対比させながら学ぶ。 

授業計画 1 序論 

エネルギーの形態と相互変換の概要 

2 熱力学と伝熱工学 

エネルギー変換に深く関わる熱力学と伝熱工学の基礎知識 

3 火力発電 

火力発電の原理とシステム 

4 流体エネルギー 
水力発電と浮力発電 

5 原子力発電 

原子力発電の原理とシステム 

6 燃料電池１」 

燃料電池の原理と種類 

7 燃料電池２ 

燃料電池のシステムと課題 

8 太陽電池 

太陽光発電 

9 太陽熱利用 

太陽エネルギーの熱的利用と発電 

10 バイオマス１ 
バイオマスの説明と利用の重要性 

11 バイオマス２ 
バイオマスのエネルギー化に関する研究事例紹介 
・木質系バイオマスの燃料化 
・植物性油の燃料化 

12 熱電発電 
熱電現象に基づく発電など 

13 調査研究１ 

浜松地域における新しいエネルギー利用状況の調査1 

14 調査研究2 
浜松地域における新しいエネルギー利用状態の調査2 

15 まとめ 

調査した内容をまとめ、ＰＰＴファイルをもって発表する。 

授業形態 講義と討論 
アクティブラーニング：①:12回,②:6回,③:6回,④:6回,⑤:4回,⑥:4回 

達成目標 ａ）各種エネルギーの形態を理解する 
ｂ）エネルギー変換の原理・技術を理解する
ｃ）エントロピーの概念を理解する 
ｄ）現状のエネルギー変換技術を理解する 

評価方法・フィー 
ドバック 

各自に課題とするレポート 

評価基準 １）「秀」：レポートの内容が90点以上の場合
２）「優」：レポートの内容が80点以上の場合
３）「良」：レポートの内容が79点～70点の場合
４）「可」：レポートの内容が69点～60点の場合 
５）「不可」：レポートの内容が60点以下の場合 

教科書・参考書 教科書：なし プリント配布 

履修条件 なし 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１・２年 0 ２ 選択 

担当教員 

十朱 寧 

    

添付ファイル 
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履修上の注意 必要に応じて英語による講義を行う。 

準備学習と課題の 
内容 

必ず授業毎に復習して内容を理解し、自分のものにしてから次回の授業に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:20％,技能・表現:10％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

システム制御 

System Control 

科目コード： 51390 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 学部の科目の制御基礎、制御工学の古典制御の復習を兼ねながら、現代制御の新しい制御理論を解説する。
また、制御系の設計法を学ぶ。 
これらについて制御系設計解析ツール（MATLAB)を用いて解析、設計の実習をする。               
Arduinoベースのマイコンボードを用いた機器（倒立振子等）を製作留守事を通じ、現在制御による制御系設 

計の適用方法を学ぶ。 

授業計画 1 システム制御工学の概要 
制御の目的と制御系の基本構成
ＡＬ① 
「準備学習」参考書（または学部生時に古典制御を学習した教科書）全体を復習のこと。 

2 制御理論と制御技術史 
フィードバック制御、フィードフォワード制御、古典制御、現代制御、最新制御技術、ファジー
制御 
ＡＬ① 
「準備学習」教科書 第１章 

3 制御系のモデリングと伝達関数、ラプラス変換、ボード線図、応答（１） 
制御系の比例、微分、積分の基本要素とそのモデリング、ラプラス変換、ステップ応答、周波数
応答 
ＡＬ① 
「準備学習」参考書（または学部生時に古典制御を学習した教科書）の該当箇所を復習のこと。 

4 制御系のモデリングと伝達関数、ラプラス変換、ボード線図、応答（２）     
1次遅れ系、2次遅れ系のモデリング、ラプラス変換、ステップ応答、周波数応答
ＡＬ① 
「準備学習」参考書（または学部生時に古典制御を学習した教科書）の該当箇所を復習のこと。 

5 制御系の設計（１） 
極配置法によるローパスフィルターの設計、位相進み補償器、位相遅れ補償器の設計
ＡＬ① 
「準備学習」参考書（または学部生時に古典制御を学習した教科書）の該当箇所を復習のこと。 

6 制御系の設計（２）              ＰＩ
Ｄ制御器設計、２自由度制御系の設計ＡＬ
① 
「準備学習」参考書（または学部生時に古典制御を学習した教科書）の該当箇所を復習のこと。 

7 現代制御（１） 
状態方程式と伝達関数
ＡＬ① 
「準備学習」教科書 第２章 

8 現代制御（２） 
時間応答、状態フィードバック制御
ＡＬ① 
「準備学習」教科書 第３章、第４章 

9 現代制御（３） 
サーボシステム
ＡＬ① 
「準備学習」教科書 第５章 

10 現代制御（４） 
オブザーバー 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前期 0 ２ 選択 

担当教員 

増田 和三 

    

添付ファイル 
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 ＡＬ① 
「準備学習」教科書 第６章 

11 現代制御（５） 
最適レギュレータ
ＡＬ① 
「準備学習」教科書 第８章 

12 制御用シミュレーションソフトによる実習（１）          
MATLAB、Simulinkの操作方法と機能を説明。各人のPCで操作する。
ＡＬ③ 
「課題」MATLAB/Simulinkのインストール 

13 制御用シミュレーションソフトによる実習（２） 
制御対象の定式化 
ＡＬ③ 
「課題」各人が実習で取り扱う制御対象を決めてくる。 

14 制御用シミュレーションソフトによる実習（３） 
制御系の解析と設計の実際を演習 
ＡＬ③ 

15 制御用シミュレーションソフトによる実習（４） 

制御系の解析と設計の実際を演習 
ＡＬ③ 
「課題」実習のレポートを作成 

授業形態 講義および制御系設計解析ツールを用いた実習 
アクティブラーニング：①:11回,②:0回,③:4回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 ａ）フィードバック制御、周波数応答など制御系設計法が理解できること
ｂ）補償回路の設計法とPID コントローラの設計法が理解できることｃ）
状態方程式と現代制御理論の基礎が理解できること            ｄ）制御
対象の運動方程式を的確に立式できること                ｅ）制御系設
計解析ツールを使った制御系の解析や設計ができること 
ｆ）実習結果を適切な技術レポートにまとめることができること 

評価方法・フィー 
ドバック 

提出レポートで評価。原則として、レポート・小テスト等のフィードバックは次回以降の授業内で実施する 

評価基準 提出レポート評価点が１００～９０点（６項目達成）で秀、８９～８０点（５項目達成）で優、７９～７０点 
（４項目達成）で良、６９～６０点（３項目達成）で可、５９点以下（２項目以下の達成）で不可とする。 

教科書・参考書 教科書：MATLAB/Simulinkによる現在制御入門（川田昌克著、森北出版） 
参考書：制御工学の基礎（高橋広治著、数理工学社）等の各人が古典制御を学習した教科書 

履修条件 古典制御を履修済みであること。 

履修上の注意 個々のパソコンにMATLAB/Simulinkをインストールのこと。 

準備学習と課題の
内容 

古典制御を復習のこと。 
数学的基礎として、ラプラス変換を復習しておくこと。 
(毎回、予習復習それぞれ1.5時間程度) 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:10％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能・表現:20％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

トライボロジー 

Tribology 

科目コード： 51400 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 トライボロジー(tribology)とは、「相対運動を行いながら相互作用を及ぼし合う表面およびそれに関連する実
際問題の科学技術」と定義されている。すなわち、接触する二つの物体の接触面での滑り現象、その結果生じ
る摩擦や摩耗、それらを制御する潤滑に関する科学と技術である。 
本講義では、トライボロジー全般について講義する。 

授業計画 1. トライボロジーとは① 
潤滑方法も含めた潤滑とトライボロジーについて講義する。
当該講義内容にて、AL①を行う。 
準備学習：当該講義内容について、教科書や文献にて学習する。
課題：当該講義内容の理解（AL④） 

2. トライボロジーとは② 
トライボロジー（潤滑）の特質について講義する。
当該講義内容にて、AL①を行う。 
準備学習：当該講義内容について、教科書や文献にて学習する。
課題：当該講義内容の理解（AL④） 

3. 表面・接触・摩擦① 
摩擦の歴史について講義する。 
当該講義内容にて、AL①を行う。 
準備学習：当該講義内容について、教科書や文献にて学習する。
課題：当該講義内容の理解（AL④） 

4. 表面・接触・摩擦② 
固体表面の性質について講義する。
当該講義内容にて、AL①を行う。 
準備学習：当該講義内容について、教科書や文献にて学習する。
課題：当該講義内容の理解（AL④） 

5. 表面・接触・摩擦③ 
摩擦の機構について講義する。 
当該講義内容にて、AL①を行う。 
準備学習：当該講義内容について、教科書や文献にて学習する。
課題：当該講義内容の理解（AL④） 

6. 境界潤滑と混合潤滑① 
境界層の構造と境界摩擦について講義する。さらに境界摩擦の機構について講義する。
当該講義内容にて、AL①を行う。 
準備学習：当該講義内容について、教科書や文献にて学習する。
課題：当該講義内容の理解（AL④） 

7. 境界潤滑と混合潤滑② 
境界潤滑と混合潤滑について講義する。
当該講義内容にて、AL①を行う。 
準備学習：当該講義内容について、教科書や文献にて学習する。
課題：当該講義内容の理解（AL④） 

8. 表面の損傷 
表面の損傷について講義する。 
当該講義内容にて、AL①を行う。 
準備学習：当該講義内容について、教科書や文献にて学習する。
課題：当該講義内容の理解（AL④） 

9. 潤滑油① 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

後期 0 ２ 選択 

担当教員 

野﨑 孝志 

    

添付ファイル 
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 潤滑油の種類と特徴について講義する。
当該講義内容にて、AL①を行う。 
準備学習：当該講義内容について、教科書や文献にて学習する。
課題：当該講義内容の理解（AL④） 

10. 潤滑油② 
潤滑油の性状とその試験について講義する。
当該講義内容にて、AL①を行う。 
準備学習：当該講義内容について、教科書や文献にて学習する。
課題：当該講義内容の理解（AL④） 

11. グリース・固体潤滑剤 
グリース・固体潤滑剤について講義する。
当該講義内容にて、AL①を行う。 
準備学習：当該講義内容について、教科書や文献にて学習する。
課題：当該講義内容の理解（AL④） 

12. 流体潤滑理論 
流体潤滑理論について講義する。
当該講義内容にて、AL①を行う。 
準備学習：当該講義内容について、教科書や文献にて学習する。
課題：当該講義内容の理解（AL④） 

13. ジャーナル軸受の流体潤滑 
ジャーナル軸受の流体潤滑について講義する。
当該講義内容にて、AL①を行う。 
準備学習：当該講義内容について、教科書や文献にて学習する。
課題：当該講義内容の理解（AL④） 

14. 転がり摩擦 
転がり摩擦について講義する。 
当該講義内容にて、AL①を行う。 
準備学習：当該講義内容について、教科書や文献にて学習する。
課題：当該講義内容の理解（AL④） 

15. 軸受における課題 
軸受における課題について講義する。
当該講義内容にて、AL①を行う。 
準備学習：当該講義内容について、教科書や文献にて学習する。
課題：当該講義内容の理解（AL④） 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:15回,②:回,③:回,④:15回,⑤:回,⑥:回 

達成目標 1. トライボロジー全般について、その科学と技術を理解する。（基礎） 
2. 摩擦の機構について理解する。（基礎） 
3. 転がり摩擦について理解する。（標準） 
4. 表面の損傷について、その全般を理解する。（標準） 
5. 潤滑油・グリースについて、理解する。（標準） 
6. 境界潤滑・混合潤滑・流体潤滑について理解する。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポートで総合評価する。 
講義内で実施した課題・演習等について、次回以降の授業内でフィードバックを行う。 

評価基準 秀（1～6）：90 点以上、 優（1～5）：89 ～ 80 点、良（1～4）：79 ～ 70 点、可（1～3）：69 ～ 60 
点、不可：59 点以下 
ただし、カッコ（ ）内は、達成目標の項目を示す。 

教科書・参考書 村木正芳：図解トライボロジー、日刊工業新聞 
（参考書）木村好次：トライボロジー再論、養賢堂 

履修条件 なし 

履修上の注意 レポート作成や復習に役立てるため、講義中はノートを取ること。 

準備学習と課題の 
内容 

・授業計画中に記載されている「準備学習」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。 
・授業計画中に記載されている「課題」の内容（1.5時間）を必ず行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･理解:60%,思考･判断:15%,関心･意欲:15%,態度:5%,技能･表現:5% 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

航空宇宙システム工学Ⅰ 

Aerospace System Engineering I 

科目コード： 52020 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 航空機の機体は揚力、抗力、慣性力などの様々な力に耐える必要がある。航空機をはじめとした構造体や機
械部品の構造設計の事前検討には、有限要素法(FEM: Finite Element Analysis)による構造解析CAE(Computer 
Aided Engineering)が広く用いられる。本講義の目的は(1) 構造解析CAEによる解析手法を学ぶことと、(2)各
種構造体に様々な荷重を加えたときの構造体に発生する「応力」「ひずみ」「変形」を可視化させ、「材料力
学」「構造力学」で学んだ物理現象をより深く理解することである。本講義ではCAEソフトとしてSOLIDWORKS 
Simulationを用いる。 

授業計画 1 本講義の説明と準備 
ガイダンス、SOLIDWORKS操作法の復習
例題(丸棒の引張) 

2 単部品の線形静解析1 
有限要素法について 
例題(ブラケット部品の線形静解析) 

3 単部品の線形静解析2 
安全率について 
練習問題(L字金具の線形静解析) 

4 メッシュの影響1 
各種メッシュについて 
例題(アーム部品の線形静解析) 

5 メッシュの影響2 
メッシュサイズについて 
練習問題(金具の線形静解析) 

6 ねじり変形 
例題(円柱のねじり) 

7 はりの曲げ変形 

例題(両端支持ばり) 

8 座屈 

例題(ブラケットの線形/非線形座屈解析) 

9 アセンブリ部品の静解析１ 
結合モデルについて 
例題(結合された容器) 

10 アセンブリ部品の静解析2 
練習問題1(アーム部品) 

11 アセンブリ部品の静解析3 
練習問題2(ブラケット部品) 

12 非線形静解析 
非線形解析について 
例題(金属部品の材料非線形静解析) 

13 2D簡略化解析 
例題(軸対象部品の2D簡略化解析) 
練習問題(円孔板の引張解析) 

14 トポロジー最適化 

 例題(支持具のトポロジー最適化解析) 

15 機械部品の板厚や角Ｒの影響
練習例題(車両のハブ部品) 

授業形態 講義および課題 
アクティブラーニング：①:15回,②:0回,③:5回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 ・線形静解析の解析モデルを作成できる。 
・メッシュサイズの影響を理解している。 
・アセンブリ部品における相互作用を理解している。 
・2D簡略化解析の概念を理解している。 
・機械部品の各Ｒが応力集中に与える影響を理解している。 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポート(課題の提出)で総合評価を行う。課題(練習問題)の内容は、当日または次週に解説し、結果をフィー 
ドバックする。 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上のものに単位を与える． 
秀(5項目達成): 100点～90点、優(4項目達成)：89点～80点、良(3項目達成)：79点～70点、可(1～2項目達 
成)：69点～60点、不可：59％以下 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年後期 1 2 選択 

担当教員 

黒瀬 隆 

    

添付ファイル 
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教科書・参考書 教科書：資料を配布のこと 
参考書：SOLIDWORKSではじめる応力・熱・流体シミュレーション、森北出版(株) 

SOLIDWORKSによるCAE教室、(株)コロナ社 

履修条件 材料力学1・2、3Dデザイン工学、数値シミュレーションを履修済みであることが好ましい。 

履修上の注意 SOLIDWORKS SimulationをインストールするためのノートPCを持参すること。 

準備学習と課題の 
内容 

数値シミュレーションで学んだことを復習すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:60％,思考・判断:10％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:10％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

航空宇宙システム工学Ⅱ 

Aerospace System Engineering II 

科目コード： 52030 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 無人ヘリコプタの開発の歴史や現状などを最初に説明する．次に無人ヘリコプタのスタビライザ，ロータおよ 
び機体の運動特性について述べる．最後に，機体の運動モデルを用いた制御方法を説明する． 

授業計画 １ 無人ヘリコプタ開発の歴史と現状 

無人ヘリコプタの開発の歴史と現状の利用状況について紹介する。

２ スタビライザの運動方程式（１） 

ロータに取り付けられているスタビライザの運動方程式について説明する． 

３ スタビライザの運動方程式（２） 

スタビライザの運動方程式の低次元化をおこない，その物理的意味を明らかにする． 

４ ロータの運動方程式（１） 

ロータの運動方程式について説明する． 

５ ロータの運動方程式（２） 

ロータ運動方程式の低次元化をおこない，スタビライザの効果について説明する． 

６ ロータの運動方程式（３） 

ロータが発生する誘起速度分布について考察する． 

７ ロータの運動方程式（４） 

誘起速度分布が非一様の場合のロータの運動方程式について説明する． 

８ 機体の運動方程式（１） 

ロータの運動方程式を含んだ無人ヘリコプタの運度モデルを説明する． 

９ 機体の運動方程式（２） 

無人ヘリコプタの運動モデルについて詳細な考察をおこなう． 

１０ 逆ダイナミクス法による制御 

運動モデルを用いた逆ダイナミクス法による制御について説明をおこなう． 

１１ 逆ダイナミクス法による姿勢制御設計 

無人ヘリコプタの運動モデルを用いて逆ダイナミクス法により，姿勢制御系を設計する． 

１２ 系の不確かさによるロバスト性の考慮（１） 

アクチュエータの遅れや風の外乱が制御系に与える影響について考察する． 

１３ 系の不確かさによるロバスト性の考慮（２） 

搭載するペイロード変化が制御系に与える影響について考察する． 

１４ 速度制御および位置誘導制御系への発展 

逆モデルダイナミクスの制御を姿勢制御系から速度制御，位置誘導制御系へ発展させる． 

１５ 総合演習 

これまでの学習に対するまとめと討議をおこない，課題演習をおこなう． 

授業形態 講義と討議。講義にはプロジェクターを使用する。 
アクティブラーニング：①:１4回 

達成目標 １．無人ヘリコプタの現状や用途について理解している． 
２．無人ヘリコプタの運動特性について理解している． 

 ３．運動モデルを用いた逆ダイナミクス法について理解し，制御系を設計できる． 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業の取組態度、レポートの内容により総合評価する。 
レポート内容の説明を講義中におこないフィードバックする。 

評価基準 授業内で提示したレポート課題に対する評価（100点満点）が60点以上を合格とする。秀：100～90、優：89～ 
80、良：79～70、可：69～60、不可：59点以下 

教科書・参考書 教科書：なし（必要に応じてプリント配布） 
参考書：加藤寛一朗・今井勇生「ヘリコプタ入門」（東京大学出版会） 

日本技術協会「ヘリコプタ」 

履修条件 流体工学、制御工学を理解していることが望ましい。 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の 
内容 

授業毎に復習をおこない、理解した上で次の授業に臨むこと。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年前期 1 2 選択 

担当教員 

佐藤 彰 

    

添付ファイル 
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ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:10％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:10％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

自動車開発工学 

Automotive Engineering 

科目コード： 51560 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 エンジンや自動車の開発工程において行われる基本的な性能解析手法や試験方法について解説する。また、自
動車が大きく関わっている地球温暖化やエネルギー問題についても触れ、解決に向けた方策について議論す 
る。更に、国内および海外における自動車の販売動向や技術動向について紹介し、将来的な動向を考察する。 

授業計画 1回 カーボンバランス法による燃料消費率の計算➀ 
自動車の公式試験法であるカーボンバランス法による燃料消費率の計算手法について解説する。 
（AL①、AL③、AL➃） 

2回 カーボンバランス法による燃料消費率の計算② 
自動車の公式試験法であるカーボンバランス法による燃料消費率の計算手法について解説する。 
（AL①、AL③、AL➃） 

3回 熱発生率の計算➀ 
エンジン開発で不可欠な知識となるエンジンの熱発生率の意味と計算手法について解説する。ま
た、熱発生率から燃焼期間を定義する方法についても解説する。（AL①、AL③、AL➃） 

4回 熱発生率の計算② 
エンジン開発で不可欠な知識となるエンジンの熱発生率の意味と計算手法について解説する。ま
た、熱発生率から燃焼期間を定義する方法についても解説する。（AL①、AL③、AL➃） 

5回 排出ガス特性の評価方法と排出ガス分析計➀ 
自動車開発で行われる排出ガス評価の方法と排出ガス分析計の原理について解説する。（AL①、
AL③、AL➃） 

6回 排出ガス特性の評価方法と排出ガス分析計② 
自動車開発で行われる排出ガス評価の方法と排出ガス分析計の原理について解説する。（AL①、
AL③、AL➃） 

7回 英語文献輪講➀ 
自動車やエンジンに関連する英語文献の輪講を行う。関連技術の知見を深めると共に、科学技術
英文の読解力を養うことを目的とする。（AL①、AL③、AL➃） 

8回 英語文献輪講② 
自動車やエンジンに関連する英語文献の輪講を行う。関連技術の知見を深めると共に、科学技術
英文の読解力を養うことを目的とする。（AL①、AL③、AL➃） 

9回 英語文献輪講③ 
自動車やエンジンに関連する英語文献の輪講を行う。関連技術の知見を深めると共に、科学技術
英文の読解力を養うことを目的とする。（AL①、AL③、AL➃） 

10回 自動車開発の流れ 
自動車の企画から販売までの流れや、車両開発中に行われる性能評価項目や評価手法について解
説する。（AL①、AL③、AL➃） 

11回 地球温暖化とエネルギー問題➀ 
自動車が影響を及ぼしている地球温暖化とエネルギー問題について解説する。また、これらの問
題解決に向けた方策について議論する。（AL①、AL③、AL➃） 

12回 地球温暖化とエネルギー問題② 
自動車が影響を及ぼしている地球温暖化とエネルギー問題について解説する。また、これらの問
題解決に向けた方策について議論する。（AL①、AL③、AL➃） 

14回 国内および海外における自動車の将来動向➀ 

国内および海外における自動車の将来動向について議論する。（AL①、AL③、AL➃） 

15回 国内および海外における自動車の将来動向② 

 国内および海外における自動車の将来動向について議論する。（AL①、AL③、AL➃） 

授業形態 講義：プロジェクター使用 
アクティブラーニング：①:15回,②:0回,③:15回,④:15回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 1. カーボンバランス法を用いた燃料消費量の計算が出来る。 
2. エンジンの熱発生率および熱勘定の計算が出来る。 
3. 自動車の排出ガス分析計に用いられるNDIR, FIDおよびCLD法の原理を理解している。 
4. 地球温暖化およびエネルギー問題について関心を持ち、各問題と自動車との関わりや改善策の知識を持って
いる。 
5. 自動車開発の企画から設計および評価までの概要を説明出来る。 
6. 自動車および自動車用パワートレインの研究開発事例について知識を持っている。 
7. 国内および海外における自動車および自動車用パワートレインの将来動向を考察できる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

各テーマにおけるレポート（輪講では、英語文章の和訳）により評価を行う。 
レポート課題の発表内容に対してコメントし、評価結果のフィードバックを行う。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前期 0 ２ 選択 

担当教員 

野内 忠則 

    

添付ファイル 
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評価基準 出席が2/3以上で、レポートの総合点（100点満点）が60点以上のものに単位を与える。
秀：100～90 
優：89～80 
良：79～70 
可：69～60 
不可：59以下 

教科書・参考書 参考書：自動車プロジェクト開発工学（技報堂出版） 
（初回の授業で指示するため、事前購入不要） 

履修条件 工業熱力学、原動機工学および自動車工学を履修済みであること。 
関連する英文テキスト（又は論文）による輪講を実施するため、技術英文の読解力を持つこと。 

履修上の注意 レポート課題の発表は、基本的にパワーポイントで行うこと。 

準備学習と課題の 
内容 

普段よりエンジンや自動車の先進技術、および国内外の自動車産業の動向について調査していること。輪講を 
行う場合は、講義の前までに輪講範囲の英単語の意味を調べ、英文の内容を理解しておくこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:40％,関心･意欲:％,態度:％,技能・表現:20％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

メカトロニクスシステム 

Mechatronic Systems 

科目コード： 51420 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ロボットや工作機械の位置制御や速度制御に不可欠なセンサとして，ロータリエンコーダがある．このロー
タリ 
エンコーダを題材として新たなメカトロニクスシステムを創出する際の検討事例や，企業でのロボット研究開
発におけるプロセス，課題，社会実装などについての具体例を紹介する。 
また、移動ロボットとその周辺技術の事例について紹介する。 
この科目は，メカトロニクス分野の実務経験のある教員が一部を担当する科目である． 

授業計画 1 ロボット，メカトロニクスシステムの概説（鹿内，飛田） 

代表的なロボット，メカトロニクスシステムとその使用例、研究の状況紹介を行う。（AL①） 

準備学習：講義内容について、事前に文献等にて学習する。 
復習：講義内容をまとめ理解を深めるとともに、関連技術について調査する。 

2 メカトロニクスシステムの事例（１）（飛田） 
移動ロボットの障害物検出に必要な測距センサの構造、検出原理，応用事例などを説明する。 
（AL①） 

準備学習：講義内容について、事前に文献等にて学習する。 
復習：講義内容をまとめ理解を深めるとともに、関連技術について調査する。 

3 メカトロニクスシステムの事例（２）（飛田） 
角度計測用センサとして，ロータリエンコーダの概説，応用事例，精度測定方法について説明す
る。（AL①） 

準備学習：講義内容について、事前に文献等にて学習する。 
復習：講義内容をまとめ理解を深めるとともに、関連技術について調査する。 

4 メカトロニクスシステムの事例（３）（飛田） 
光磁気記録式ロータリエンコーダを例にとり，既存の製品と異なるターゲット設定方法について
紹介する。（AL①） 

準備学習：講義内容について、事前に文献等にて学習する。 
復習：講義内容をまとめ理解を深めるとともに、関連技術について調査する。 

5 メカトロニクスシステムの事例（４）（飛田） 
光磁気記録式ロータリエンコーダを例にとり，設計前のエラーバジェットと誤差要因の検討方法
について紹介する。（AL①） 

準備学習：講義内容について、事前に文献等にて学習する。 
復習：講義内容をまとめ理解を深めるとともに、関連技術について調査する。 

6 メカトロニクスシステムの事例（５）（飛田） 
企業でのロボット研究開発の一例として，企画，研究段階での取り組みについて紹介する。（AL 
①） 

準備学習：講義内容について、事前に文献等にて学習する。 
復習：講義内容をまとめ理解を深めるとともに、関連事項について調査する。 

7 メカトロニクスシステムの事例（６）（飛田） 
企業でのロボット研究開発の一例として，実証実験，社会実装段階での取り組みについて紹介す
る。（AL①） 

準備学習：講義内容について、事前に文献等にて学習する。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

後期 0 ２ 選択 

担当教員 

鹿内 佳人・飛田 和輝 

    

添付ファイル 
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 復習：講義内容をまとめ理解を深めるとともに、関連事項について調査する。 
8 メカトロニクスシステムの事例（７）（飛田） 

企業でのロボット研究開発の一例として，サービスロボットの安全規格とその認証プロセス，実
例について紹介する。（AL①） 

準備学習：講義内容について、事前に文献等にて学習する。 
復習：講義内容をまとめ理解を深めるとともに、関連事項について調査する。 

9 自律移動ロボットの構成要素（鹿内） 
移動ロボットのシステムおよび自律行動に必要とされる要素について紹介する。（AL①） 

準備学習：講義内容について、事前に文献等にて学習する。 
復習：講義内容をまとめ理解を深めるとともに、関連技術について調査する。 

10 機械学習の事例（鹿内） 
計算機において知能的な処理を行うために必要な機械学習について，その手法を説明する。（AL 
①） 

準備学習：講義内容について、事前に文献等にて学習する。 
復習：講義内容をまとめ理解を深めるとともに、関連技術について調査する。 

11 画像認識の事例（鹿内） 
ロボットの視覚となる画像情報から，周辺環境などの必要な情報を抽出するための画像処理技術
について説明する。（AL①） 

準備学習：講義内容について、事前に文献等にて学習する。 
復習：講義内容をまとめ理解を深めるとともに、関連技術について調査する。 

12 自己位置推定手法の事例（鹿内） 
ロボットが自律走行を行う際に必要となる自己位置推定について，SLAMなどの手法を基に紹介す
る。（AL①） 

準備学習：講義内容について、事前に文献等にて学習する。 
復習：講義内容をまとめ理解を深めるとともに、関連技術について調査する。 

13 知能的な振る舞いの事例（鹿内） 
ロボットに知能的で複雑な振る舞いを実現するための手法として，サブサンプション・アーキテ
クチャを紹介する。（AL①） 

準備学習：講義内容について、事前に文献等にて学習する。 
復習：講義内容をまとめ理解を深めるとともに、関連技術について調査する。 

14 機器間における知識の共有の事例（鹿内） 
複数のロボットによって構成される群において，個々の知識を共有したりタスクの割り当てを決
めるための自律分散システムについて説明する。（AL①） 

準備学習：講義内容について、事前に文献等にて学習する。 
復習：講義内容をまとめ理解を深めるとともに、関連技術について調査する。 

15 まとめおよび討論（鹿内，飛田） 
これまでの講義をまとめ，受講者全体で各々の研究分野での応用などについて議論を行う。（AL 
①②） 

準備学習：これまでの講義内容や復習において調査した内容や自らの考えをレポートとしてまと 
める 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:15回,②:1回,③:0回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 ａ．メカトロニクスを活用したシステム全般の基本構成や技術について理解する。（基礎） 
ｂ．各種センサの原理・評価手法について理解する。（標準）                        
ｃ．センサ情報を活用したメカトロニクスシステムについて、その理論を理解する。（標準） 
ｄ．要求仕様に応じたメカトロニクスシステムを構築できる。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポートにより総合評価を行う 

評価基準 秀（a～d）：90 点以上、 優（a～c）：89 ～ 80 点、良（a～b）：79 ～ 70 点、可（a）：69 ～ 60 点、不
可：59 点以下 
ただし、カッコ（ ）内は、達成目標の項目を示す。 

教科書・参考書 適宜、関係資料を配布する。 

履修条件 なし 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の 
内容 

授業計画中に記載されている「準備学習」の内容（1.5時間）を行うこと。 
授業計画中に記載されている「課題」の内容（1.5時間）を行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％，思考・判断:20％，関心･意欲:20％，態度:10％，技能・表現:10％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

回路システム 

Analysis and design of electoronic of circuits and 
systems 

科目コード： 52040 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年前期 1 2 選択 

担当教員 

中田 篤史 

    

添付ファイル 

 
 
 

講義概要 電気・電子回路の解析法の基礎と、回路をシステムに構成していくときの基礎知識を修得できるようにするこ
とを目的とする。まず直流・交流電気回路の解析法を説明する。次に最も基本的な半導体デバイスであるバイ
ポーラトランジスタとFET の原理、特性について解説し、これらを用いたアナログ電子回路の解析法、構成法
について説明する。次に回路を電子システムに組み立てるために必須の集積回路について概要を述べ、最も多
用されるアナログ集積回路であるオペアンプの特性と応用回路について解説する。最後に電子システムを構成
する上で重要なアナログフィルタの構成法の基礎について概説する。ディジタル回路については、アナログ回 
路の知識を基に自修できると考え省略した。 

授業計画 1 電気回路の基礎 
・電気工学に対する学問上の位置づけの説明 
・「電圧、電流、電力等の用語の定義。回路素子の性質」に関する講義を学生にしてもらう、AL 
①と②と③を行う 
・準備学習：「電圧、電流、電力等の用語の定義。回路素子の性質」をHPの資料集や参考書など
で予習する 

2 直流回路の解析 
・「オームの法則、キルヒホッフの法則による直流回路の解析」に関する講義を学生にしてもら
う、AL①と②と③を行う 
・準備学習：「オームの法則、キルヒホッフの法則による直流回路の解析」をHPの資料集や参考
書などで予習する 

3 複素数による交流回路の定常状態解析 
・「複素数を用いた交流回路定常状態の解析。インピーダンスの概念」に関する講義を学生にし
てもらう、AL①と②と③を行う 
・準備学習：「複素数を用いた交流回路定常状態の解析。インピーダンスの概念」をHPの資料集
や参考書などで予習する 

4 交流回路の定常状態解析例 
・「複素数を用いた交流回路定常状態の解析例。交流電力の計算法」に関する講義を学生にして
もらう、AL①と②と③を行う 
・準備学習：「複素数を用いた交流回路定常状態の解析例。交流電力の計算法」をHPの資料集や
参考書などで予習する 

5 回路の諸定理 
・「重ねの理、鳳・テブナンの定理、帆足・ミルマンの定理と、その応用」に関する講義を学生
にしてもらう、AL①と②と③を行う 
・準備学習：「重ねの理、鳳・テブナンの定理、帆足・ミルマンの定理と、その応用」をHPの資
料集や参考書などで予習する 

6 過渡現象の解析 
・「微分方程式としての回路方程式とその解」に関する講義を学生にしてもらう、AL①と②と③ 
を行う 
・準備学習：「微分方程式としての回路方程式とその解」をHPの資料集や参考書などで予習する 

 

7 ラプラス変換による過渡現象の解析 
・「ラプラス変換の概要。過渡現象解析への応用」に関する講義を学生にしてもらう、AL①と② 
と③を行う 
・準備学習：「ラプラス変換の概要。過渡現象解析への応用」をHPの資料集や参考書などで予習
する 

8 過渡現象の解析例 
・「ラプラス変換を用いた過渡現象の解析例」に関する講義を学生にしてもらう、AL①と②と③ 
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 を行う 
・準備学習：「ラプラス変換を用いた過渡現象の解析例」をHPの資料集や参考書などで予習する 

9 基本的ディジタル回路 
・「NOT,AND,NAND,OR,NORなどの基本的な論理回路とその組み合わせ」に関する講義を学生にして
もらう、AL①と②と③を行う 
・準備学習：「NOT,AND,NAND,OR,NORなどの基本的な論理回路とその組み合わせ」をHPの資料集や
参考書などで予習する 

10 フリップフロップ 
・「論理回路で重要な役割を担うフィリップフロップ回路の応用」に関する講義を学生にしても
らう、AL①と②と③を行う 
・準備学習：「論理回路で重要な役割を担うフィリップフロップ回路の応用」をHPの資料集や参
考書などで予習する 

11 電子回路解析の基礎 
・「増幅回路を例とした直流バイアス、及び小信号等価回路の考え方。電子回路の構成法」に関
する講義を学生にしてもらう、AL①と②と③を行う 
・準備学習：「増幅回路を例とした直流バイアス、及び小信号等価回路の考え方。電子回路の構
成法」をHPの資料集や参考書などで予習する 

12 オペアンプの特性 
・「アナログ集積回路として代表的なオペアンプの特性」に関する講義を学生にしてもらう、AL 
①と②と③を行う 
・準備学習：「アナログ集積回路として代表的なオペアンプの特性」をHPの資料集や参考書など
で予習する 

13 オペアンプの応用回路 
・「アナログ集積回路として最も一般的で応用の広いオペアンプの応用回路の概要」に関する講
義を学生にしてもらう、AL①と②と③を行う 
・準備学習：「アナログ集積回路として最も一般的で応用の広いオペアンプの応用回路の概要」
をHPの資料集や参考書などで予習する 

14 フィルタの基礎 
・「多くの場合、電子システムを構成するときに必要となるアナログフィルタの設計基礎理論」
に関する講義を学生にしてもらう、AL①と②と③を行う 
・準備学習：「多くの場合、電子システムを構成するときに必要となるアナログフィルタの設計
基礎理論」をHPの資料集や参考書などで予習する 

15 演習問題 
・「総合的な演習問題とその解答」に関する講義を学生にしてもらう、AL①と②と③を行う 
・準備学習：「総合的な演習問題とその解答」をHPの資料集や参考書などで予習する 

授業形態 資料に沿って学生が講義形式で発表を行う。 
アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:15回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 ａ）直流回路の解析法を理解する（基礎）                
ｂ）複素数を用いた交流回路の定常状態解析を理解する（基礎） 
ｃ）電子回路解析,デジタル回路の基礎を理解する（基礎） 
ｄ）過渡現象の解析法を理解する(応用) 
ｅ）演算増幅器応用回路およびフィルタの解析法を理解する(応用) 

評価方法・フィー 
ドバック 

講義ごとの課題の発表で評価を行う。その課題の発表に対する評価を講義毎に学生に対してコメントする。 

評価基準 １）秀：項目a）～e）を十分達成している（秀：１００～９０点） 
２）優：項目a）～e）をほぼ達成している（優：８９～８０点） 
３）良：項目a）～d）をほぼ達成している（良：７９～７０点） 
４）可：項目a）～c）をほぼ達成している（可：６９～６０点） 
５）不可：その他（不可：５９点以下） 

教科書・参考書 HP上に資料を配布する 
参考書：資料に参考書の詳細を記載する 

履修条件 なし 

履修上の注意 （1）回路に関して高校物理以上の基礎知識は要求しない 
（2）電気系以外の出身者を主対象とするが、電気系出身者にも回路に対する新しい認識が得られるように配慮 
して進める。 

準備学習と課題の
内容 

1.授業計画に記載されている「準備学習」の内容(1.5時間)を必ず行うこと。指定されたアドレスの資料や、教
科書に記載された内容を、理解しておくこと。 
2.事前に渡された課題を学生が先生になって発表するので予習復習(1.5時間)を必ず行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識･技術:20%, 思考･判断:20%, 関心･意欲:20%, 態度:10%, 技能･表現:30% 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

電力エネルギー工学 

Electric Power and Energy System 

科目コード： 51660 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 社会活動の高度化に伴い，「電気エネルギ」に対する需要はますます高まっている． 
「電気エネルギ」は我々の生活にとって欠くことのできない存在であり，現代社会を支える基盤となるエネル
ギである． 
このように社会活動を支える電気エネルギを，効率良く需要家に供給するには，発電・送電・変電・配電を

高度に制御する必要がある． 
本講義では，機器や設備などのハードおよび運用・制御などのソフト両面の理解を深め，電力エネルギの将 

来展望について学ぶ． 

授業計画 1 電力エネルギー工学について 
電力エネルギ工学の概要（AL①②） 
準備学習 
・シラバスをよく読み，講義内容について理解する
課題 
・講義内容について理解を深めるためディスカッションを行う（AL⑤⑥） 

2 電力システムの構成 
発電・送電・電力系統（AL①②） 
準備学習 
・テキスト「発電・送電・電力系統」を説明できるようにする
課題 
・講義内容について理解を深めるためディスカッションを行う（AL⑤⑥） 

3 送電設備・機器 
送電方式・地中送電線（AL①②） 
準備学習 
・テキスト「送電方式・地中送電線」を説明できるようにする
課題 
・講義内容について理解を深めるためディスカッションを行う（AL⑤⑥） 

4 変電設備・機器 
変電所・地下変電所（AL①②） 
準備学習 
・テキスト「変電所・地下変電所」を説明できるようにする
課題 
・講義内容について理解を深めるためディスカッションを行う（AL⑤⑥） 

5 送電線路の電気特性 
送電線路・架空送電線（AL①②） 
準備学習 
・テキスト「送電線路・架空送電線」を説明できるようにする
課題 
・講義内容について理解を深めるためディスカッションを行う（AL⑤⑥） 

6 送電容量 
線路定数・三相交流システム（AL①②） 
準備学習 
・テキスト「線路定数・三相交流システム」を説明できるようにする
課題 
・講義内容について理解を深めるためディスカッションを行う（AL⑤⑥） 

7 有効電力と無効電力 
フェーザ図・電力潮流計算（AL①②） 
準備学習 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

後期 0 ２ 選択 

担当教員 

石田 隆弘 

    

添付ファイル 
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 ・テキスト「フェーザ図・電力潮流計算」を説明できるようにする
課題 
・講義内容について理解を深めるためディスカッションを行う（AL⑤⑥） 

8 電力システムの運用と制御 
電力系統制御（周波数制御・電圧制御）（AL①②） 
準備学習 
・テキスト「定常安定度・過渡安定度」を説明できるようにする
課題 
・講義内容について理解を深めるためディスカッションを行う（AL⑤⑥） 

9 電力システムの安定性 
定常安定度・過渡安定度（AL①②） 
準備学習 
・テキスト「電力系統制御（周波数制御・電圧制御）」を説明できるようにする
課題 
・講義内容について理解を深めるためディスカッションを行う（AL⑤⑥） 

10 電力システムの故障計算 
故障の形態・故障計算（AL①②） 
準備学習 
・テキスト「故障の形態・故障計算」を説明できるようにする
課題 
・講義内容について理解を深めるためディスカッションを行う（AL⑤⑥） 

11 過電圧とその保護・協調 
過電圧の種類・サージ現象・絶縁協調（AL①②） 
準備学習 
・テキスト「過電圧の種類・サージ現象・絶縁協調」を説明できるようにする
課題 
・講義内容について理解を深めるためディスカッションを行う（AL⑤⑥） 

12 電力システムにおける開閉現象 
電力用開閉装置・開閉サージ（AL①②） 
準備学習 
・テキスト「電力用開閉装置・開閉サージ」を説明できるようにする
課題 
・講義内容について理解を深めるためディスカッションを行う（AL⑤⑥） 

13 配電システム 
配電システム・配電機器（AL①②） 
準備学習 
・テキスト「配電システム・配電機器」を説明できるようにする
課題 
・講義内容について理解を深めるためディスカッションを行う（AL⑤⑥） 

14 直流送電 
直流送電と交流送電・交直変換（AL①②） 
準備学習 
・テキスト「直流送電と交流送電・交直変換」を説明できるようにする
課題 
・講義内容について理解を深めるためディスカッションを行う（AL⑤⑥） 

15 環境に優しい新しい電力システム 
分散エネルギ・エコエネルギ（AL①②） 
準備学習 
・テキスト「分散エネルギ・エコエネルギ」を説明できるようにする
課題 
・講義内容について理解を深めるためディスカッションを行う（AL⑤⑥） 

授業形態 講義と討論 
アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:0回,④:0回,⑤:15回,⑥:15回 

達成目標 a)電力システムの構成を理解できる        
b)送電・配電について理解できる          
c)電力システムの運用について理解できる 
d)電力システムの保護方式について理解できる 
e)新しい電力システムについて理解できる 

評価方法・フィー 
ドバック 

各自に課題とするレポートで総合評価する 
レポート報告時に口頭試問し,解説を加え結果をフィードバックする 

評価基準 1)「秀」(a～e)：レポートの内容が100～90点 
2)「優」(a～e)：レポートの内容が89～80点 
3)「良」(a～d)：レポートの内容が79～70点 
4)「可」(a～c)：レポートの内容が69～60点 
5)「不可」：レポートの内容が60点未満の場合 

教科書・参考書 教科書：大久保仁著『電力システム工学』オーム社 
参考書：永田武著『電力システム工学の基礎』コロナ社 

大澤靖治編著『電力システム工学』オーム社 

履修条件 なし 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の
内容 

①初回までにシラバスを読み、授業項目や目的を理解しておくこと 
②2回目以降は各授業の終わりに準備学習の内容を指示する 
③予習を含め毎回2時間以上授業外に復習をして次の授業に臨むこと 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:30％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能・表現:20％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

エネルギー変換応用工学 

Applied Energy Conversion Engineering 

科目コード： 52050 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 国連が掲げる持続可能な目標(SDGs: Sustainable Development Goals)のうち，資源やエネルギーを有効に利
用するための技術開発が，重点課題の一つである。その課題解決には，要素技術であるエネルギー変換デバイ
スの認識が重要である。特に，電気エネルギーの高効率な創出，変換，貯蔵に関わる太陽電池，二次電池，燃
料電池などのエネルギー変換デバイスの動作原理を把握し，それらのデバイス性能を決定付ける材料物性や電
池反応などのエネルギー変換プロセスを詳細に理解する必要がある。本講義では，前記エネルギー変換デバイ
スに関わる量子力学および物理化学を学習するとともに，そこに用いる材料の物性，候補材料のスクリーニン
グ方法などについて理解する。また，実習や実験を交え，材料設計・電池評価技術を習得する。エネルギー変 
換デバイスの一種である電気化学センサーや生物発電などのエネルギー変換の発展系についても俯瞰する。 

授業計画 1 SDGsを達成するためのエネルギー変換デバイスの概要（土肥・東城） 
・持続可能な社会のあり方を説明し，資源・エネルギー問題の解決につながるエネルギー変換デ
バイスの種類・用途，位置付けを説明する。 

目標 
・エネルギー変換デバイスの種類・用途を把握し，エネルギー変換デバイスの社会的役割を説明
できるようにする（AL①）。 

準備学習 
・教科書(1)のPreface (pp. v-xxi)およびChapter 1 (pp. 1-12)の内容を把握し，国内外の資
源・エネルギーの現状と，エネルギー変換デバイスの種類を説明できるようにする。 

2 量子力学の概念（土肥） 
・エネルギー変換デバイスの動作原理を考える上で重要な量子力学の概念について，古典論と量
子論の歴史的背景を説明し，光・電子の粒子性と波動性の性質を説明する。教科書(2)第1章，第2 
章 

目標 
・素粒子（ボゾンとフェルミオン）の違いを説明できるようにする（AL①）。 
・粒子性と波動性を説明できるようにする（AL①）。 

準備学習 
・教科書(2)の第1章と第2章の内容を学習し，量子力学の誕生までの過程について把握する。 

3 波動方程式（土肥） 
・波動方程式の概念を説明し，定在波における波動関数や運動量の意味を説明する。教科書(2)第
3章 

目標 
・波動方程式の概念を理解する（AL①）。 
・波動関数や運動量の意味を理解する（AL①）。 

準備学習 
・教科書(2)の2.1および2.2節 (pp. 22-43)の内容を学習し，数式の導出手順を確認する。 

4 シュレディンガー方程式（土肥） 
・時間に依存しないシュレディンガー方程式および時間を含むシュレディンガー方程式の概念を
説明し，エネルギー固有値および運動量固有値を導出する。教科書(2)第3章 

目標 
・エネルギー演算子の固有関数と固有値の導出できるようにする（AL①）。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年前期 1 2 選択 

担当教員 

土肥 稔、東城 友都 

    

添付ファイル 
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 準備学習 
・教科書(2)第3章の内容を学習し，数式の導出手順を確認する。 

5 井戸型ポテンシャル（土肥） 
・井戸型ポテンシャルの波動関数を説明し，そのエネルギー固有値および運動量の導出過程を説
明する。また，ポテンシャル障壁の電子トンネル効果および透過率についても説明する。教科書
(2)第4章4.1,4.2 

目標 
・井戸型ポテンシャルの波動関数を用いて，エネルギー固有値を算出できるようにする（AL 
①）。 

準備学習 
・教科書(2)第4章4.1,4.2の内容を学習し，井戸型ポテンシャル中の運動について理解を進める。 

6 調和振動子ポテンシャル（土肥） 
・調和振動子ポテンシャルの波動関数を説明し，シュレディンガー方程式の解法を説明する。教
科書(2)第4章4.3 

目標 
・調和振動子ポテンシャルにおける固有値状態を理解できるようにする（AL①）。 

準備学習 
・教科書(2)第4章4.3の内容を学習し，調和振動子の概念について理解を進める。 

7 波動関数の性質（土肥） 
・固有関数と粒子の状態や運動との関係について説明する。教科書(2)第5章～ 

目標 
・粒子の存在確立と確率密度分布を説明できるようにする（AL①）。 
・不確定性原理を説明できるようにする（AL①）。 
・トンネル効果を説明できるようにする（AL①）。 

準備学習 
・教科書(2)第5章，第7章の内容を学習し，量子力学特有の物理現象について理解を進める。 

8 半経験的・非経験的分子軌道法による半導体結晶の電子物性予測（東城） 
・材料物性の理論予測を行うための計算手法として，分子軌道法を説明する。実際に，分子モデ
リング 兼 オールラウンド計算ソフトウェア：Ｗｉｎｍｏｓｔａｒを使用し，結晶構造を作成し
たのち，半経験的分子軌道法ソフトウェア：ＭＯＰＡＣ，および非経験的分子軌道法ソフトウェ
ア：ＰＨＡＳＥを用いて，材料固有のエネルギー準位やエネルギーバンド構造などの理論計算を
行い，材料設計方法について概説する。 

目標 
・分子軌道法を用いたエネルギー固有値の算出方法を理解する（AL①）。 
・各計算科学ソフトウェアの使用方法を習得する（AL①）。 

準備学習 
・参考書(1)の第１３章（pp. 166-196）の力場，基底セットについて把握する。 
・Ｗｉｎｍｏｓｔａｒ（https://winmostar.com/jp/dlFreeForm.php），ＭＯＰＡＣ２０１６ 
（http://openmopac.net/）およびＰＨＡＳＥ Ｖｉｅｗｅｒ 
（https://azuma.nims.go.jp/cms1/downloads/software）を予め各自ノートパソコンにインス
トールする。 

基礎レポート課題（AL②） 
・講義中に例示される無機材料の周期的モデリングを行い，ＭＯＰＡＣで構造最適化を行う。構
造最適化後の結晶構造において，エネルギー固有値の計算を行う。この際，使用する力場の違い
によって，計算結果に及ぼす影響を検討する。 
発展レポート課題（AL④，⑥） 
・基礎レポート課題で作成した固体結晶に対し，ＰＨＡＳＥで構造最適化を行う。構造最適化後
の結晶構造において，第一ブリュアンゾーンを考え，エネルギーバンドの計算を行う。実験値と
計算値のバンドギャップの比較を行い，計算結果の検討を行う。 

9 二次電池の種類と電気化学反応の概念（東城） 
・電気化学-電気変換を利用した代表的な二次電池を紹介し，平衡時の電極反応を考える上で重要
となる電気二重層，電気化学ポテンシャル，ネルンスト平衡などを説明する。 

目標 
・熱力学の観点から，平衡状態の電気化学反応を説明できるようにする（AL①）。 

準備学習 
・教科書(1)のChapter 17-21 (pp. 309-424)で二次電池の種類を把握し，教科書(4)のChapter 1 
(pp. 3-29)で一般的な電気化学反応の理解に必要な基礎概念を理解する。補助的に教科書(5)の
Chapter 13-13.3.4 (pp. 534-557)およびChapter 3 (pp. 87-92)を参照し，教科書(4)の数式を理
解すると良い。 

10 電気化学反応速度の決定因子（東城） 
・電気化学反応速度を決定付ける電荷移動過程と物質輸送過程を説明し，分極（過電圧）と反応
速度係数から，電極電位と反応電流の関係を説明する。また，反応物質の濃度と過電圧の関係を
説明する。 

目標 
・電気化学反応過程の違いを理解し，反応速度論に基づいて，電位-電流の関係を説明できるよう
にする（AL①）。 

準備学習 
・教科書(5)のSection 3.2-4.6 (pp. 91-155)の内容を学習し，電荷移動過程と物質輸送過程を理
解する。 
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 11 二次電池構成材料と電気化学特性（東城） 
・二次電池の主な構成材料として，電極材料と電解質・溶媒の組合せを紹介し，それらの役割と
課題について概説する。 

目標 
・各種二次電池の反応機構を把握し，電極材料の組合せによって決定される電池電圧や理論エネ
ルギー密度を計算できるようにする（AL①）。 

準備学習 
・教科書(1)のChapter 17-21 (pp. 309-424)および教科書(4)のChapter 3 (pp. 57-72)の内容を
学習し，二次電池の電極材料および電解質・溶媒の物理特性を把握する。 

12 電気化学特性の測定方法（東城） 
・電気化学計測で代表的なサイクリックボルタンメトリー法，クロノアンペロメトリー法，電気
化学インピーダンス法，回転リング-ディスク電極法，ステップ・パルス法などの測定原理を説明
し，測定データの解析方法について説明する。また，電極表面の状態変化をモニタリングしなが
ら，電気化学計測が可能な分光法や顕微鏡観察法などを概説する。 

目標 
・代表的な電気化学計測手法の測定原理を理解する（AL①）。 

準備学習 
・教科書(4)のChapter 11-14 (pp. 431-635)の内容を学習し，電気化学計測手法の概要を把握す
る。数式の導出や詳細な説明に関しては，教科書(5)のChapter 5-10 (pp. 156-416)および
Chapter 16-17 (pp. 659-735)の内容を参照すると良い。 

13 電気化学特性の測定・解析（土肥・東城） 
・少人数のグループに分かれて実験を行う。電気化学計測系が単純なリニアスイープサイクリッ
クボルタンメトリー法を用いて，種々の物質の電極反応を観測する。観測結果から，反応可逆性
の評価などを行う。 

目標 
・電気化学反応性の評価技術を習得する（AL②，⑤，⑥）。 

準備学習 
・教科書(4)のSection 11.2.2 (pp. 438-444)の内容を復習する。教科書(5)のChapter 6 (pp. 
226-260)の内容も適宜参照すると良い。 

基礎レポート課題（AL②） 
・実験の概要，実験方法，測定結果・考察，結論について，Ａ４用紙１枚に簡潔にまとめる。 

発展レポート課題（AL②，⑥） 
・基礎レポート課題を基に，パワーポイントなどで発表スライドを作成する（１５枚以内）。 

14 電気化学計測に関する発表会（土肥・東城） 
・第１３回目授業の基礎レポート課題を配布資料とし，発展レポート課題を発表資料として，グ
ループごとに発表を行う。 

目標 
・電気化学反応性の評価手法を含め，わかりやすく説明するためのプレゼンテーション能力を養
う（AL②，③）。 

準備学習 
・第１３回目授業の基礎レポート課題（配布資料）を印刷する。 
・第１３回目授業の発展レポート課題（発表スライド）の推敲を行う。 

15 電気化学応用デバイスの動作原理（東城） 
・水素の製造・貯蔵方法や水素を利用した燃料電池の動作原理を説明する。また，水素の代わり
にメタノール改質，ガソリン改質燃料を利用した燃料電池の動作原理を説明する。電気化学を利
用し，ガス分子やカチオンの検出を行う電気化学センサーの動作原理を説明する。電気うなぎな
どの酵素や微生物を触媒として発電するような生物発電デバイスの動作原理を説明する。 

目標 
・燃料電池の動作原理と構成材料の役割を理解する（AL①）。 
・電気化学センサーの動作原理と構成材料の役割を理解する（AL①）。 
・生物-電気変換のエネルギー変換方式を理解する（AL①）。 

準備学習 
・教科書(1)のChapter 8 (pp. 94-118)の内容を学習し，燃料電池の特徴を把握する。 
・教科書(5)のSection 2.4.4- 2.4.5 (pp. 81-82)，Chapter 14-14.2.6 (pp. 580-588)の内容を
学習し，電気化学センサーの概要を把握する。 
・教科書(4)のSection 12.4.6 (pp. 524-535)の内容を学習し，電気変換デバイスの概要を把握す
る。 

16 定期試験（レポート課題） 

・第１回から第７回，第９回から第１２回，第１５回の学習内容の理解度を確認する。 

授業形態 教科書を中心とした講義 
アクティブラーニング（AL）：①13回，②5回，③1回，④1回，⑤1回，⑥3回 

達成目標 １．古典論と量子論の違いを説明できる。                  
２．シュレディンガー方程式からエネルギー固有値を算出できる。
３．量子論をもとに，材料の電子物性を予測できる。        
４．電気化学反応を平衡論と速度論の観点から説明できる。 
５．電気化学特性を解析・評価できる。 
６．二次電池の電極材料や電解質などが有する性質を説明でき，電極の組合せに応じ，電池の理論電圧，理論
容量（理論エネルギー密度）を計算できる。                                                      
７．電気化学を応用した燃料電池，センサー，生物発電デバイスの反応機構について，化学反応式やエネル 
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 ギー準位などを使って説明できる。 

評価方法・フィー
ドバック 

授業内に行う，基礎・発展レポート課題，発表，定期試験（最終レポート課題）によって評価する。
なお，基礎・発展レポート課題および発表50%，定期試験（最終レポート課題）50%の割合で評価する。 
基礎・発展レポート課題については，毎回採点後に返却し，結果をフィードバックする。 

評価基準 「達成目標」の項目に応じて，次のように単位を与える。カッコ（ ）内は，「達成目標」の項目番号を表
す。 
秀（1～7）: 100～90点，優（1～6）: 89～80点，良（1～5）: 79～70点，可（1～4）: 69～60点，不可: 59点 
以下 

教科書・参考書 教科書 
(1) Robert A. Huggins, “Energy Storage Fundamentals, Materials and Applications”, Second edition, 
Springer (2016). DOI: 10.1007/978-3-319-21239-5. 
(2) 青木亮三 著，”わかりやすい量子力学”，共立出版．ISBN 978-4-320-02444-1. 
(3) X. Wang and Z. M. Wang, “High-Efficiency Solar Cells: Physics, Materials, and Devices”, 
Springer (2012). DOI: 10.1007/978-3-319-01988-8. 
(4) Cynthia G. Zoski, “Handbook of Electrochemistry”, First edition, Elsevier (2007). DOI: 
10.1016/B978-0-444-51958-0.X5000-9. 
(5) Allen J. Bard and Larry R. Faulkner, “Electrochemical Methods: Fundamentals and 
Applications”, Second edition, Wiley (2001). ISBN: 978-0-471-04372-0. 

参考書 
(1) 藤永 茂，”入門 分子軌道法 分子計算を手がける前に”，講談社サイエンティフィク（１９９０）。 
ISBN: 978-4-06-153325-7. 

履修条件 電気電子工学科の「半導体デバイス」，「電気応用」，「応用電気工学実験」，「電気・電子材料」，また 
は，これらの内容に準ずる科目を履修済みであることが望ましい。 

履修上の注意 授業で取り扱う数式の導出には，フーリエ解析・ラプラス変換，微分積分などの知識が必要であることを考 
慮して履修すること。 

準備学習と課題の
内容 

１．授業計画に記載されている「準備学習」を行うこと（1.5時間）。学習範囲が広い場合もあるが，その場合
は各自判断を行い，要点のみを学習すること。                                                     
２．授業計画に記載されている「課題」を行うこと（1.5時間）。                                    
３．提出すべきレポート課題は，Ａ４用紙を使用し，授業科目名，学籍番号，氏名を必ず明記すること。ま 
た，複数ページにわたる場合は，左上をホッチキス留めすること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解：25%，思考・判断：25%，関心・意欲：20%，態度：10%，技能・表現：20% 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

制御工学 

Control Engineering 

科目コード： 51640 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 大規模な航空機から小型の家電品等まで，今日の電気・機械装置はほとんどが高度な電子制御システムにより
制御されている。本講義では，フィードバックシステムを中心とした制御理論について解説する。また，電子
制御システムがどのような電子機械にどのように応用され，どのような効果を上げているかを解説する。さら 
に，MATLABを用いた制御モデルの設計手法を習得する。 

授業計画 1 講義の位置づけおよび制御工学の学び方 
・講義の進め方についての説明 
・「制御とは」，「制御系の構成」，「制御系の分類」について，AL①を行う。 
・準備学習：「フィードバック制御系の構成図」について説明できること。 
・課題：身近な電化製品の制御について調査すること。 

2 システムモデルと伝達関数(1) 
・前回の課題について，AL③を行う。 
・「静的システム」，「動的システム」について，AL①を行う。 
・準備学習：「ラプラス変換」について復習してくること。 
・課題：直流モータの伝達関数を導出すること。 

3 システムモデルと伝達関数(2) 
・前回の課題について，AL③を行う。 
・「ブロック線図」についてAL①を行う。 
・準備学習：「ブロック線図を用いた伝達関数の表現方法」について説明できること。 
・課題：講義中に提示した課題を解答し，期限までに提出すること。 

4 過渡応答 
・前回の課題について，AL③を行う。 
・「インパルス応答」，「ステップ応答」について，AL①を行う。 
・準備学習：「RL直列回路の電圧方程式」について説明できること。 
・課題：講義中に提示した課題を解答し，期限までに提出すること。 

5 周波数応答 
・前回の課題について，AL③を行う。 
・「周波数伝達関数」，「ボード線図」，「ナイキスト線図」について，AL①を行う。 
・準備学習：「1次遅れ系の伝達関数および2次遅れ系の伝達関数」について説明できること。 
・課題：講義中に提示した課題を解答し，期限までに提出すること。 

6 MATLABを用いたシミュレーション 
・前回の課題について，AL③を行う。 
・「基本要素のMATLABを用いたシミュレーション」について，AL①，②，⑥を行う。 
・準備学習：MATLABをインストールし，使用できる状態にすること。 
・課題：課題発表会(1)に備えて，準備をすること。（AL④） 

7 課題発表会(1) 
・第1回～第6回の講義内容に関する課題発表会を行う。（AL②） 

8 安定性と定常偏差 
・「制御系の安定性」，「定常偏差」について，AL①を行う。 
・準備学習：「ゲイン余裕」，「位相余裕」について説明できること。 
・課題：講義中に提示した課題を解答し，期限までに提出すること。 

9 PID制御 
・前回の課題について，AL③を行う。 
・「PID制御」について，AL①を行う。 
・準備学習：「P制御，PI制御，PID制御の違い」について説明できること。 
・課題：講義中に提示した課題を解答し，期限までに提出すること。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前期 0 ２ 選択 

担当教員 

服部 知美 

    

添付ファイル 
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 10 直流モータ制御 
・前回の課題について，AL③を行う。 
・「直流モータの制御」について，AL①を行う。制御システムの概要 
・準備学習：「直流モータの原理」，「直流モータの等価回路および電圧方程式」について説明
できること。 
・課題：講義中に提示した課題を解答し，期限までに提出すること。 

11 MATLABを用いた直流モータ制御モデルの設計 
・前回の課題について，AL③を行う。 
・「MATLABを用いた直流モータ制御モデルの設計」について，AL①，②，⑥を行う。 
・準備学習：MATLABで直流モータのモデルが表現できること。 
・課題：講義中に提示した課題を解答し，期限までに提出すること。 

12 ArdinoとMATLABを用いた制御系設計(1) 
・前回の課題について，AL③を行う。 
・「ArdinoとMATLABを用いた制御系設計（基礎）」について，AL②，⑥を行う。 
・準備学習：配布するプリントを読み，理解してくること。 
・課題：講義中に行ったシミュレーション結果をまとめること。 

13 ArdinoとMATLABを用いた制御系設計(2) 
・「ArdinoとMATLABを用いた制御系設計（直流モータの速度制御系）」について，AL②，⑥を行
う。 
・準備学習：「直流モータの伝達関数」，「PID制御」について説明できること。 
・課題：講義中に行ったシミュレーション結果をまとめること。 

14 ArdinoとMATLABを用いた制御系設計(3) 
・「ArdinoとMATLABを用いた制御系設計（直流モータの位置決め制御系）」について，AL②，⑥ 
を行う。 
・準備学習：「直流モータの伝達関数」，「PID制御」について説明できること。 
・課題①：講義中に行ったシミュレーション結果をまとめること。 
・課題②：課題発表会(2)に備えて，準備をすること。（AL④） 

15 課題発表会(2) 
・第8回～第14回の講義内容に関する課題発表会を行う。（AL②） 
・課題：講義中に提示した課題を解答し，期限までに提出すること。 

授業形態 講義と討論 
アクティブラーニング：①:10回,②:7回,③:9回,④:2回,⑤:0回,⑥:5回 

達成目標 1. フィードバックシステムを中心とした基礎的な制御理論が理解できる。（基礎） 
2. 直流モータの制御系が理解できる。（基礎） 
3. 基本的な制御系について，MATLABを用いたシミュレーションを行うことができる。（基礎） 
4. モータを利用した速度・位置制御システムが理解できる。（応用） 
5. MATLABを用いて直流モータの制御系が設計できる。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポート課題50%，課題発表会50%の割合で総合評価する。 
レポート課題は毎回採点後返却し，結果をフィードバックする。 

評価基準 秀（1～5）：100～90%，優（1～5）：89～80%，良（1～4）：79～70%，可（1～3）：69～60%，不可：59%以下 

教科書・参考書 教科書：なし （資料配付） 
参考書：宮崎道雄 編 『システム制御Ⅰ』 オーム社 

藤井隆雄 編 『制御理論』 オーム社 

履修条件 「ラプラス変換」，「電子制御工学」の知識が必要である。 

履修上の注意 講義には必ず出席し，レポート課題を提出すること。 

準備学習と課題の 
内容 

・初回までにシラバスを読み，授業項目や目的を理解しておくこと。 
・予習を含め毎回2時間以上授業外に復習をして，次の講義に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解：30%,思考・判断：20%,関心･意欲：10%,態度：10%,技能・表現：30% 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

電子機械制御工学 

Electoromchanical control engierr 

科目コード： 52060 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 メカトロニクス技術はアクチュエータ、センサ、コントローラ、メカニズムより構成され、様々な機器に使
用されている。また、これを応用したロボティクスも近年応用分野が広がっている。本講義ではこれらの技術
の概要について解説し、これをもとに各自のニーズに基づいたメカトロニクス機器を制作することにより、実 
際のメカトロニクス機器の構成要素について深く理解することを目標とする。 

授業計画 １．         メカトロニクス機器の概要 
メカトロニクス・ロボティクス機器の概要について説明し、それを構成するアクチュエータ、ド
ライバ、メカニズム、センサ、コントローラについて、それぞれの働きと、実際の適用例につい
て解説する。身近なメカトロニクス機器の構成について議論する。AL①、AL②。 

２．         アクチュエータ・ドライバ 
アクチュエータとドライバについて説明する。DCブラシモータまたはDCブラシレスモータを実際
に回すことを試行し、その原理、特性について討論を交えながら理解を深める。AL①、AL②。 

３． メカニズム 
メカトロニクス機器でよく使われる機械要素、機構要素について解説する。また、3DCADを用いた
設計方法、CAMや3Dプリンタを用いた制作過程について解説し、実際にかんたんなメカニズムの設
計を体験する。AL①、AL②。 

４．         センサ・コントローラ 
メカトロニクス機器でよく使われるセンサ、コントローラハードウェア、ソフトウエア構成につ
いて説明する。また、C言語を用いた制御用プログラムの制作方法について解説する。AL①、AL 
②。 

５． 設計製作の実際1 
自らのニーズに基づきメカトロニクス・ロボティクス機器を提案し、設計、制作する。AL①、AL 
②。 

６． 設計製作の実際2 
自らのニーズに基づきメカトロニクス・ロボティクス機器を提案し、設計、制作する。AL①、AL 
②。 

７． 設計製作の実際3 
自らのニーズに基づきメカトロニクス・ロボティクス機器を提案し、設計、制作する。AL①、AL 
②。 

８． 設計製作の実際4 
自らのニーズに基づきメカトロニクス・ロボティクス機器を提案し、設計、制作する。AL①、AL 
②。 

９． 設計製作の実際5 
自らのニーズに基づきメカトロニクス・ロボティクス機器を提案し、設計、制作する。AL①、AL 
②。 
中間発表AL③ 

１０． 設計製作の実際6 
自らのニーズに基づきメカトロニクス・ロボティクス機器を提案し、設計、制作する。AL①、AL 
②。 

１１． 設計製作の実際7 
自らのニーズに基づきメカトロニクス・ロボティクス機器を提案し、設計、制作する。AL①、AL 
②。 

１２． 設計製作の実際8 
自らのニーズに基づきメカトロニクス・ロボティクス機器を提案し、設計、制作する。AL①、AL 
②。 

 １３． 設計製作の実際9 
自らのニーズに基づきメカトロニクス・ロボティクス機器を提案し、設計、制作する。AL①、AL 
②。 

１４． 設計製作の実際10・発表資料作成 
自らのニーズに基づきメカトロニクス・ロボティクス機器を提案し、設計、制作する。AL①、AL 
②。 
次回に向けて発表資料を作成する。AL④ 

１５． 発表・まとめ 
各自製作した機器について発表を行い、ディスカッションを行う。 
講義のまとめを行う。AL①，②，④ 

授業形態 講義と討論 
アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:2回,④:1回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 1. メカトロニクス機器の基本構成を理解する（基礎） 
2. 用途に適したアクチュエータ、センサ、コントローラ、メカニズムを提案できる（基礎） 
3. 用途に適したコントローラ及び制御プログラムを提案できる（基礎） 
4. 用途に適したメカトロニクスシステム詳細設計ができる（基礎） 
5. 提案したメカトロニクス機器を製作できる（標準） 
6. 安全率、耐久性、ユーザビリティの観点から優れたメカトロニクス機器を製作できる（応用） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年後期 1 2 選択 

担当教員 

美馬 一博 

    

添付ファイル 
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評価方法・フィー 
ドバック 

討論・製作への参加状況，レポートなどを総合的に評価する 

評価基準 総合点を100点とし，90点以上を秀，80～89点を優，70点～79点を良，60～69点を可，59点以下を不可とする。 

教科書・参考書 必要に応じて資料を配布する 

履修条件 なし 

履修上の注意 指定したレポートなどは必ず提出すること 

準備学習と課題の
内容 

・本講義には，電気回路，制御工学，物理学などの知識が必要であるため，授業を受ける前に十分復習してお
くこと。 
・講義毎に，授業内容の復習をして理解すると共に，次回の授業内容を予習して講義に臨むこと。 
・授業計画中に記載されている「準備学習」の内容を(90分)以上必ず行うこと。 
・授業計画中に記載されている「画題」の内容を(90分)以上必ず行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:20％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:10％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

IoTシステム工学 

IOT System Engineering 

科目コード： 52070 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 近年，身の回りのあらゆるものがインターネットに接続されるIoT（Internet of Things）システムの普及がま
すます進んでいる．この中では，機器の状態，周辺環境，さらにはユーザの状態までをセンシングし，マイコ
ンやクラウド上で共有・解析しながら，機器の制御までを行う，知的なシステムが開発されている．またこれ
ら試みは，自動車を含む移動体分野，家電，さらには医療・福祉機器などにまで，あらゆる分野にまで及んで
おり，工学系技術者・研究者にとって必須の研究開発技術となっている．そこで本講義では，学部教育にて習
得したセンサ，マイコン，ネットワークに関する基礎・開発技術を総括しつつ，各学生の研究テーマの中で関 
連，貢献できるIoTシステムの小開発を通して，総合的なシステム開発・評価力を身につける． 

授業計画 1 講義概要，IoT概要                                                                  
IoTの構成要素・技術要素について学ぶ．IoTに不可欠なネットワーク技術について習得を目指す 
・講義概要 
・Society5.0 
・IoTの構成要素と通信 

2 IoTと5G/ローカル5G                                                                 
IoTの重要な構成要素である通信システムについて、ローカル5Gを含む第5世代携帯電話網の技術
要素について学ぶ 

3 IoTとWiFi 
IoTの重要な構成要素である通信システムについて、IoTで広く用いられるWiFiの技術要素につい
て学ぶ 

4 IoTとBluetooth                                                                
IoTの重要な構成要素である通信システムについて、IoTで広く用いられるBluetooth、特に
Bluetooth Low Energy の技術要素について学ぶ 

5 IoTと小電力無線                                                                    
IoTの重要な構成要素である通信システムについて、IoTで用いられる小電力無線の技術要素につ
いて学ぶ 

6 IoTとRFID 
IoTの重要な構成要素である通信システムについて、IoTで広く用いられるRFIDの技術要素につい
て学ぶ 

7 IoTシステムとマイコン                                                               
IoTシステムの小開発演習で使用する開発環境の確認および使用するハードウェアについて学ぶ． 
・開発環境のインストール/動作確認 
・ハードウェアおよび構成の確認 
・簡単なプログラムによる動作確認 

8 IoTシステムとセンサ                                                             
IoTシステムの小開発で使用する開発環境の確認および使用するハードウェアについて学ぶ． 
・センサのハードウェア確認 
・センサ制御プログラムの作成と動作確認 

9 IoTシステムと無線通信                                                               
IoTシステムの重要な構成要素の1つである無線通信について、マイコン搭載のBluetoothを用いた
通信実験を行う 
・Bluetoothを用いた最も簡単なシリアル通信について学ぶ 
・通信プログラムを作成し動作を確認する 

10 サーバ側通信ターミナル/信号処理                                                    
IoTシステムの小開発に向け、マイコンにより実現するIoTセンサノードからデータを受け取り処
理を行うPC側プログラムの作成について学ぶ 
・最も簡単なシリアル通信について学ぶ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年前期 1 2 選択 

担当教員 

本良 瑞樹 

    

添付ファイル 
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 ・通信プログラムを作成し、マイコンとの通信を確認する 
11 IoTシステム小開発（１） 

講義内で議論したマイコンおよびサーバ（PC側ターミナル）を組み合わせ、IoTシステムの小開発
を行う 
・マイコンで取得したデータをサーバに送る 
・データをサーバで処理し、表示等を行う 
・サーバからマイコンへ制御データを送る 

12 IoTシステム小開発（２） 
講義内で議論したマイコンおよびサーバ（PC側ターミナル）を組み合わせ、IoTシステムの小開発
を行う 
・自身の研究テーマ・分野における社会的課題を調査し、IoTによる課題解決に向けた小開発テー
マを策定 

13 IoTシステム小開発（３） 
講義内で議論したマイコンおよびサーバ（PC側ターミナル）を組み合わせ、IoTシステムの小開発
を行う 
・各自テーマを設定しシステム開発を行う 

14 IoTシステム小開発（４） 
講義内で議論したマイコンおよびサーバ（PC側ターミナル）を組み合わせ、IoTシステムの小開発
を行う 
・各自テーマを設定しシステム開発を行う 

15 開発最終報告 
最終的な開発成果や残された課題について発表会を実施し、教員・学生間、学生同士で議論を行 
う 

授業形態 講義前半では，IoTシステム総論およびその構成要素について学ぶ．特に，Society5.0社会におけるIoTで必須
となる通信・ネットワークについて使用されている技術について学ぶ．IoTシステムの開発実習として各種セン
サの特性評価や信号の読出しおよび解析，通信・ネットワーク，アクチュエータ制御，これらを融合した自律
型機器制御について，サンプルコードを参照しながら，指定された機能を実現していくことにより，高度な情
報システム機器の開発力を養っていく．また講義後半では，学生自身の研究テーマ分野に関係・貢献できるシ
ステム開発を独自に行っていく．最終回において自分が開発したIoTシステムのデモおよびプレゼンテーション
を実施し，課題解決・プレゼンテーション力を高める（アクティブラーニング：AL①:2回，AL②:15回，AL③:6 
回，AL④:12回，AL⑤:3回，AL⑥:8回） 

達成目標 a) センシング，ネットワーク化，機器制御を含む，IoTシステム開発に必要な技術を身に付ける（基礎） 
b) (a)の要素技術を融合して，IoTシステムを開発できる（基礎・応用） 
c) 自身の研究分野を俯瞰し，IoTシステムが貢献できる場面を特定し，もの・こと作りに向けた計画を策定・
実行できる（基礎・応用） 
d) 得られた検討結果について，科学論文形式に基づいて取りまとめ，報告を行うことができる（基礎・応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

・前半課題の動作チェックおよび報告書提出（知識・理解・思考・判断）：30点 
・後半課題の正確さや工夫点の有無、質の高い考察や課題の洗い出し（技能・表現・関心・意欲・態度）：70 
点 
・報告書については採点結果をフィードバック 

評価基準 秀(a～d):90点以上，優(a～c):89～80点，良(a～b):79～70，可(a):69～60，不可:59点以下 
ただし括弧内は達成目標の項目番号を示す 

教科書・参考書 適宜、実験指導書や参考資料を配布 

履修条件 学部において，電気・電子回路関連科目，信号・情報処理関連科目，計測制御関連科目を履修していることが 
望ましい． 

履修上の注意 ・毎回の講義時間は，学生が自主的に作業，学生同士でコミュニケーション・議論し，目標を達成 
・講義資料はMicrosoft Teamsにあらかじめアップロード，それらを用いた学生自身による予習・復習が必須 
・指導書・参考資料で得た知識を，ものづくりに活かす実験・実習に積極参加し，締切を守って報告 

準備学習と課題の
内容 

複合・応用課題の実施や，報告書作成を含む「課題」を必ず行うこと（1.5時間） 
講義以外の時間に各種必要な技術調査を行い，講義時の回路製作・プログラミング・実装に向けて，それらを 
まとめておくこと（1.0時間） 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解：15％,思考・判断：15％,関心･意欲：30%, 態度：10％,技能・表現：30％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

信号処理工学 

Signal Processing 

科目コード： 51930 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 近年のディジタル信号処理の発展は多方面に渡って我々の生活に変化をもたらし，今日に至っている。本講義
においては音響信号を主な対象として前半はアナログ／ディジタル変換技術を中心に，後半は信号解析の基本
であるフーリエ変換や音場の伝達関数について実習を交えて学ぶ。 
この科目は、音響機器設計分野の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1 音のディジタル化 
・講義の概要と進め方 
・量子化雑音 
準備学習：アナログとディジタルの違いについて予習する 
課題：量子化雑音とビット数の関係について説明できるようにする 

2 音のディジタル化 
・量子化雑音と標本化定理 (AL①) 
準備学習：配布資料を基に量子化雑音について復習する
課題：折り返し歪について説明できるようにする 

3 音響信号のAD変換 
・AD変換器の種類と特徴(AL①) 
・デルタシグマ変調(AL①) 
準備学習：配布資料を基に標本化定理について復習する
課題：音響信号のAD変換に求められる特徴を整理する 

4 音響信号のAD変換 
・デルタシグマ変調(AL①) 
準備学習：配布資料を基にデルタシグマ変調器の特徴を復習する 
課題：デルタシグマ変調器の動作について概略を説明できるようにする 

5 AD変換器の作成実習 
・デルタシグマ変調を用いたAD変換器の作成実習(1) 
デルタシグマ変調を用いたAD変換器を実回路で作成する。本実習は３回にわたり行うので実習期
間内の準備学習・課題は同一のものとする 
準備学習：配布資料を基に２次デルタシグマ変調器の動作原理を確認する 
課題：作成した回路をオシロスコープなどで動作確認し，特徴を記録・整理しておくこと 

6 AD変換器の作成実習 
・デルタシグマ変調を用いたAD変換器の作成実習(2) 

7 AD変換器の作成実習 

・デルタシグマ変調を用いたAD変換器の作成実習(3) 

8 フーリエ変換 
・離散フーリエ変換(AL①) 
準備学習：三角関数の直交性について予習する 
課題：フーリエ変換の原理の概略を説明できるようにする 

9 フーリエ変換を用いたフィルタ演習 
・フーリエ変換を用いたフィルタの演習 
準備学習：C言語を用いた演習を行うので基本的な文法を復習しておく
課題：授業内で課されるフーリエ変換を用いた初歩的な信号解析演習 

10 窓関数 
・波形分析における窓関数の概要と比較(AL①) 
準備学習：配布資料及び前回の演習結果を基に離散フーリエ変換の基本的な原理を復習し，窓関
数の必要性を理解しておく 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

後期 0 ２ 選択 

担当教員 

武岡 成人 

    

添付ファイル 
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 課題：窓関数の基本原理について説明できるようにする 
11 インパルス応答と畳み込み 

・畳み込み演算と周波数特性(AL①) 
・FIRフィルタ(AL①) 
準備学習：FIRフィルタ，IIRフィルタについて予習し，違いを説明できるようにする
課題：授業内で提示する音場の伝達関数に関する課題 

12 インパルス応答の測定 
・TSP信号(AL①) 
・音場の伝達関数(AL①) 
準備学習：配布資料を基に畳み込み演算と周波数領域での関係性について説明できるように整理
する 
課題：TSP信号を用いた伝達関数の測定法について説明できるようにする 

13 インパルス応答の測定実習 
・室内インパルス応答の測定実習(AL⑥) 
準備学習：マイクロホンやスピーカの取り扱いについて調査しておく
課題：得られたインパルス応答を元に授業内で提示される課題を行う 

14 伝達関数の応用 
・インパルス応答測定の頭部伝達関数への応用 
準備学習：線形代数の講義資料などを基に逆行列ついて復習しておく
課題：トランスオーラルシステムの概略を説明できるよう整理する 

15 応用・まとめ 
・まとめ課題に関する学生によるプレゼンテーション(AL③) 
・講義のまとめ 
準備学習：プレゼンテーションに向けた準備を行う 
課題：プレゼンテーションにおいて参加者と議論された内容を整理し最終的な報告を行う 

授業形態 講義を中心に基礎的なプログラミングや実験による演習,学生自らの調査に基づくプレゼンテーションを行う 
アクティブラーニング：①:7回,②:0回,③:1回,④:0回,⑤:0回,⑥:1回 

達成目標 1)アナログ‐ディジタル変換に関する基礎的な原理を理解している 
2)デルタシグマ変調器の動作原理を説明できる 
3)離散フーリエ変換の概要を説明できる 
4)離散フーリエ変換における窓関数の影響について説明できる 
5)インパルス応答の概念を理解し応用技術に触れる 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業内の課題(40%)，製作実習(30%)，まとめのプレゼンテーション(30%)で評価する。課題およびプレゼンテー 
ションに対しては解説や指摘を授業内でフィードバックする。 

評価基準 秀（達成目標の内5項目）：９０点以上 
優（達成目標の内4項目）：８９～８０点
良（達成目標の内3項目）：７９～７０点
可（達成目標の内2項目）：６９～６０点 
不可：５９点以下 

教科書・参考書 参考書：山崎・金田 『音・音場のディジタル処理』 コロナ社 

履修条件 なし 

履修上の注意 PCを用いた実習があるのでC言語を復習しておくこと 

準備学習と課題の
内容 

・課題として出されるテーマに関しては自主的に考え講義に参加すること 
・授業計画中に記載されている「準備学習」の内容(1.5時間)を行うこと 
・授業計画中に記載されている「課題」の内容(1.5時間)を行うこと 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:30％,関心･意欲:20％,態度:5％,技能・表現:5％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

電子デバイス 

Electronic Devices 

科目コード： 51910 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 1.「基礎半導体工学」、「半導体デバイス」の集大成として位置づけられている。 
2.MOSFETを中心に、素子製造プロセス、電子デバイスの物理、構造、動作を解説する。 
3.MOSFETと関連性の高いパワーデバイス、量子デバイスも合わせて講義する。 
4.太陽電池、受光・発光デバイス、半導体レーザー等のフォトニックデバイスについても論じる。 

授業計画 1回 電子デバイスの歴史（映像鑑賞） 
トランジスタの発明について、１）発明者、２）発明内容、３）動作原理について述べる。
電子デバイス開発レース（競争）についてまとめる。 
日本人研究者の世界のレベルに追いつくための工夫についてのべる。 

2回 電子デバイス材料とデバイスの組み立て（素子製造プロセス） 

１ SiO2原石からSi単結晶になるまでのプロセス（過程） 
２ 成膜プロセスについて、原理と用途
３ ホトリソグラフィーの原理と用途４ 
エッチングプロセスの原理と用途 
５ イオン・インプランテーションの原理と用途
６ MOSFETの製造プロセス 

3回 MOSFETの理論１ 
1 MOSキャパシターの構造（エネルギー帯図） 
2 MOSキャパシターの動作原理 
3 MOSキャパシターのCV特性 

4回 MOSFETの理論２                    
MOSキャパシターの物理（理論式の導出） 

5回 MOSFETの電気的特性 
1 nチャネルエンハンスメント型MOSFET物理モデル 
2 線形領域におけるドレーン電流IDとドレーン電圧VDの関係 
3 飽和領域における飽和ドレーン電流IDsatとゲート電圧VGの関係 

6回 CMOSの構造と電気的特性 
1 CMOSによるインバータの特徴、動作特性 
2 CMOSを用いた簡単な発信回路 

7回 パワーMOSFET 

反転授業 プレゼン30分、内容質疑、議論、課題の発見

8回 MESFET 

反転授業 プレゼン30分、内容質疑、議論、課題の発見 

9回 量子デバイスその１ 

反転授業 プレゼン30分、内容質疑、議論、課題の発見

10回 量子デバイスその２ 

反転授業 プレゼン30分、内容質疑、議論、課題の発見 

11回 発光デバイス 

反転授業 プレゼン30分、内容質疑、議論、課題の発見

12回 太陽電池 

反転授業 プレゼン30分、内容質疑、議論、課題の発見 

13回 宇宙太陽光発電 

 反転授業 プレゼン30分、内容質疑、議論、課題の発見

14回 半導体レーザー 

反転授業 プレゼン30分、内容質疑、議論、課題の発見 

15回 電子デバイスの総合演習
まとめ 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:14回,②:14回,③:14回,④:14回,⑤:7回,⑥:7回 

達成目標 1 電子デバイスMOSFETの構成要素、構造が理解できる。（基礎） 
2 電子デバイスMOSFETの基本的な動作が、固体物理の観点から説明できる。（基礎） 
3 電子デバイスMOSFETの電気的特性が説明できる。（標準） 
4 パワーデバイスの特性が説明できる。（標準） 
5 光系デバイスの特性、問題点を把握したうえで回路設計に応用できる。（応用） 
6 光半導体デバイスにおいてデバイスの特性、問題点を把握したうえで回路設計に応用できる。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

課題（４０％）と、プレゼンテーション（６０％）で評価する。（議論の内容も含む） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前期 0 ２ 選択 

担当教員 

小澤 哲夫 

    

添付ファイル 
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評価基準 「秀」：１００～９０％ 
「優」：８９％～８０％ 
「良」：７９～７０％ 
「可」：６９％～６０％ 
「不可」：６０％未満 

教科書・参考書 参考書：Semiconductor Devices 2nd Edition, S.M.SZE 
または、半導体デバイス 第2版  S.M.SZE、 南日康夫、川辺光央、長谷川文夫 訳 

履修条件 なし 

履修上の注意 「基礎半導体工学」、「半導体デバイス」、物理学の基礎知識が必要である。 

準備学習と課題の 
内容 

事前課題の予習が必要である。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:20％,技能・表現:20％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

パワー半導体プロセス 

Fundamentals of power semiconductors 

科目コード： 52080 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 集積回路についての講義である。学部3年次の集積回路工学がデジタルCMOS中心の講義であった。この知識・理 
解を前提としてそれ以外の集積回路としてパワーFETや集積回路全般の製造法について輪講形式で学んでいく。 

授業計画 第1回 ガイダンス 半導体製造工程の概要・拡散プロセス 
輪講の進め方を確認する。半導体プロセス全般と、重要工程である拡散工程について学ぶ。講義
形式でAL1,2を行う。 
準備学習 なし 

第2回 パワー半導体デバイスの概要 
教科書第1章に沿って、パワー半導体デバイスの特長、発展、基本特性、種類等について学ぶ。輪
講形式でAL1,2,3を行う。 
準備学習 輪講担当部分は責任を持って説明できるように準備し、それ以外は教科書を読んでお
く 

第3回 ダイオード 
教科書第2章に沿って、ショットキーバリアダイオード、pinダイオード、SBDとの比較、構造の進
展などについて学ぶ。輪講形式でAL1,2,3を行う。 
準備学習 輪講担当部分は責任を持って説明できるように準備し、それ以外は教科書を読んでお
く 

第4回 サイリスタ 
教科書第3章に沿って、逆阻止形サイリスタやGTOなどについて学ぶ。輪講形式でAL1,2,3を行う。
準備学習 輪講担当部分は責任を持って説明できるように準備し、それ以外は教科書を読んでおく 

第5回 洗浄工程・フォトリソグラフィー 
半導体プロセスの重要工程である洗浄工程・フォトリソグラフィーについて学ぶ。講義形式で
AL1,2,3を行う。 
準備学習 事前に指定された資料を閲覧しておく課
題 指示された内容のレポートを作成、提出する 

第6回 パワーMOSFET 
教科書第4章に沿って、パワーMOSFETの基本構造やその進展などについて学ぶ。輪講形式で
AL1,2,3を行う。 
準備学習 輪講担当部分は責任を持って説明できるように準備し、それ以外は教科書を読んでお
く 

第7回 IGBT 
教科書第5章に沿って、IGBTの基本特性や動作、構造の進展などについて学ぶ。輪講形式でAL1,2 
を行う。 
準備学習 輪講担当部分は責任を持って説明できるように準備し、それ以外は教科書を読んでお
く 

第8回 破壊現象と保護 
教科書第6章に沿って、破壊現象の概要や安全動作領域、アバランシェ耐性、過電流・過電圧・過
熱保護などについて学ぶ。輪講形式でAL1,2,3を行う。 
準備学習 輪講担当部分は責任を持って説明できるように準備し、それ以外は教科書を読んでお
く 

第9回 ゲート駆動回路 
教科書第7章に沿って、回路と絶縁、並列ゲート駆動、各素子の駆動回路などについて学ぶ。輪講
形式でAL1,2,3を行う。 
準備学習 輪講担当部分は責任を持って説明できるように準備し、それ以外は教科書を読んでお
く 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年後期 1 2 選択 

担当教員 

村上 裕二 

    

添付ファイル 
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 第10回 製膜工程 
半導体プロセスの重要工程である製膜工程について学ぶ。講義形式でAL1,2を行う。
準備学習 事前に指定された資料を閲覧しておく 
課題 指示された内容のレポートを作成、提出する 

第11回 集積化技術 
教科書第8章に沿って、IPMやIPDの要素技術、インテリジェントなモジュールやデバイス、分離技
術などについて学ぶ。輪講形式でAL1,2,3を行う。 
準備学習 輪講担当部分は責任を持って説明できるように準備し、それ以外は教科書を読んでお
く 

第12回 モジュール形パワーデバイスの実装 
教科書第9章に沿って、実装技術、放熱設計、並列接続などについて学ぶ。輪講形式でAL1,2,3を
行う。 
準備学習 輪講担当部分は責任を持って説明できるように準備し、それ以外は教科書を読んでお
く 

第13回 圧接型パワーデバイスの実装 
教科書第10章に沿って、接触電気抵抗と接触熱抵抗、熱設計、絶縁などについて学ぶ。輪講形式
でAL1,2,3を行う。 
準備学習 輪講担当部分は責任を持って説明できるように準備し、それ以外は教科書を読んでお
く 

第14回 信頼性 
教科書第11章に沿って、信頼性とその試験、信頼度などについて学ぶ。輪講形式でAL1,2,3を行
う。 
準備学習 輪講担当部分は責任を持って説明できるように準備し、それ以外は教科書を読んでお
く 

第15回 エッチング工程 
半導体プロセスの重要工程であるエッチング工程について学ぶ。輪講形式でAL1,2,3を行う。 
準備学習 輪講担当部分は責任を持って説明できるように準備し、それ以外は教科書を読んでお 
く 

授業形態 主に輪講形式 

達成目標 a) 各パワー半導体デバイスについて、それぞれの構造を説明できる 
b) 各パワー半導体デバイスについて、それぞれの電子挙動を説明できる 
c) 各パワー半導体デバイスについて、それぞれの構造の歴史的進展を説明できる 
d) 各パワー半導体デバイスについて、それぞれの駆動回路を説明できる 
e) パワー半導体デバイスに求められる絶縁、信頼性、その試験法を説明できる 
f) 主要な半導体プロセスの概要を説明できる 

評価方法・フィー
ドバック 

輪講の準備状況60%、講義中の質問等10%、講義レポート30% 
極少人数の輪講形式講義で講義中に直接口頭で各人へのフィードバックを行う。 
アクティブラーニング：①: 15回, ②: 15回, ③: 12回, ④: 0回, ⑤: 0回, ⑥: 0回 

評価基準 「秀」(a - f)：１００～９０点 
「優」(a,b,d,f)：８９点～８０点 
「良」(a,b,d,f)：７９点～７０点 
「可」(a,b,d,f)：６９点～６０点 
「不可」：６０点未満 

教科書・参考書 谷内利明監修『パワー半導体デバイス』オーム社 

履修条件 基礎半導体工学、集積回路工学を履修し十分理解していること。あるいは、PN接合、CMOSを構成するFETの電子 
挙動について数式を用いて説明できる程度に十分理解していること。 

履修上の注意 パワーエレクトロニクス用素子である半導体を取り扱うが、パワーエレクトロニクス回路はほとんど取り扱わ 
ない。あくまでも半導体側の講義であることに注意してほしい。 

準備学習と課題の 
内容 

輪講担当時は十分な発表資料を準備する。それ以外は直前の講義で指定された予習を行う。講義後に理解定着 
のための講義レポート作成を含む復習を、講義時間程度行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:10％,関心･意欲:20％,態度:20％,技能・表現:30％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

データマイニング論 

Data Mining 

科目コード： 52090 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 情報が氾濫する現代社会において，データサイエンスの重要性が認識されている．データマイニングは，デー
タサイエンスの「データの分析」と「モデル化」の工程のための解析手法である．本講座では簡単にデータマ
イニングの歴史に触れてから，定量的分析を行うデータマイング，定性的な分析のためのテキストマイニング 
を説明し，Excel，KH-Coder，Rなどのツールを用いて実際のデータを用いた演習を実施する． 

授業計画 1回目 ビッグデータとデータマイニング／テキストマイニング 

 
2回目 テキストマイニングの考え方 

 
3回目 KH-Coderによるテキストマイニング 漱石の「こころ」 

 
4回目 KH Coder を用いた応用事例 

 
5回目 KH Coder「データを分析しておいて」と言われたら！ 

 
6回目 Excelによるデータ解析ことはじめ 

 
7回目 Excel ピボット分析 

 
8回目 Excel アンケートの設計 

 
9回目 Excel コンジョイント分析 

 
10回目 Excel 主成分分析 

 
11回目 Rの導入とコマンド 

 
12回目 Rを用いたQC7つ道具の実装 

 
13回目 Rを用いた決定木 

 
14回目 Rを用いたクラスター分析 

 
15回目 財務諸表によるビジネスデータ分析 

授業形態 毎回授業の前半でスライドを説明し、後半で練習をするものとする。したがって必ずノートPCを持参するこ
と。各自のノートPCにインストールしたアプリケーションで演習を行う 

達成目標 １）データマイニング，テキストマイニングの考え方を理解する． 
２）KH Coder，   Excel， Rを用いた分析方法を習得する３）
対応分析と統計解析について理解する 
４）実際のMS-Excelなどのツールを用いてデータ分析ができるようになる 

評価方法・フィー 
ドバック 

単位 出席率で評価 
成績 レポートで評価 

評価基準 秀:授業で取り上げた内容に関する知識を十分習得し，その知識を応用できる． 
優:授業で取り上げた内容に関する知識を十分習得し，その知識を応用することもある程度はできる． 
良:授業で取り上げた内容に関する標準的な知識を習得しているが，その知識を応用することはあまりできな
い． 
可:授業で取り上げた内容に関する最低限の知識は習得している． 
不可:授業で取り上げた内容に関する知識が習得できていない． 

教科書・参考書 特に指定しない 

履修条件 2/3以上出席すること 

履修上の注意 積極的に演習に参加し，毎回その結果を持ち帰ること 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年前期 1 2 選択 

担当教員 

林 章浩 

    

添付ファイル 
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準備学習と課題の 
内容 

前回分までは習得していることを前提として授業をすすめる 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

経営システム設計 

Systems Analysis and Design Methods for Business 

科目コード： 50690 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 経営システムの分野では､情報通信技術の進展にともない、新たなビジネスモデルや､単なる業務の効率化で
はなく競争優位にたつための戦略的経営情報システムが構築されている。本講義では､情報システム開発の上流
工程である要件定義および設計プロセスについて、事例を対象として演習により一連の開発作業を実施し､シス
テムの企画や改善提案などの実務に活用するための実践的ノウハウを習得する｡さらに、システム設計結果に基
づきプロトタイプを構築し、実際のシステムの動作に基づくシステム設計の評価を行う。以上のアクティブ 
ラーニング（AL）を活用して経営システムの設計プロセスを理解する。 

授業計画 1 講義概要 
経営情報システムの位置付け、およびその動向について解説する。また、本講義では経営システ
ム開発のうち、上流工程である要件定義および設計プロセスを取り上げ、演習を主体として進め
ていくことを説明する。 

2 ソフトウェア開発のプロセス 
ソフトウェアの開発は単にプログラムを作成するだけでなく、要件の明確化、実現方式の決定な
どの様々な作業を、一定の手順に従って行うことが必要であることを解説し、本講義で扱う開発
プロセスの概要を説明する。 

3 要件定義 
要件定義とは、ユーザが抱える課題と解決方法を明確にし、解決のために情報システムが実現し
なければならない要件を明らかにすることであることを解説する。さらに本講義で実施する要件
定義の一連の手順の概要を説明する。また、要件定義で使用するツールをインストールし、基本
的な使用方法を理解する。 

4 要件定義演習 (1) 
現状業務分析の手順、および以降の演習で使用する課題について解説する。課題に対して現状業
務分析を実施し、課題の原因と対策をまとめる。 
・演習：課題に対して現状業務分析を実施し、課題の原因と対策をまとめる（AL⑤） 

5 要件定義演習 (2) 
要件分析の手順を解説する。課題に対して要件分析を実施し、企画書、新業務フローを作成す
る。 
・演習：課題に対して要件分析を実施し、企画書、新業務フローを作成する（AL⑥）。 

6 要件定義演習 (3) 
要件定義書作成の手順を解説する。課題に対して要件定義書を作成する。 
・演習：課題に対して要件定義書を作成する（AL⑥）。 

7 要件定義演習 (4) 
要件定義の結果を新システムの提案書としてまとめ、新システム提案のプレゼンテーションを行
う。 
・演習：要件定義の結果を新システムの提案書としてまとめ、新システム提案のプレゼンテー
ションを行う（AL⑥）。 

8 システム設計 
ロバストネス分析およびクラス図によるシステム設計の手順を解説する。提案した新システムの
システム設計の一環として、クラスの抽出を行う。 
・演習：提案した新システムのシステム設計の一環として、クラスの抽出を行う（AL①）。 

9 システム設計演習 
・演習：前回に引き続き、新システムのロバストネス図およびクラス図の作成を行う（AL①）。 

10 データベース設計 
アプリケーションで共有するデータを保存するためのデータベースの設計手順として、クラス図
からテーブルへのマッピング、正規化、ER図作成、最適化の手順を解説する。データベース設計 

 で使用するツールをインストールし、ツールによるデータベース生成支援を確認する。 
11 データベース設計演習 (1) 

・演習：新システムのデータベースのテーブルを設計し、正規化を行う（AL①）。 

12 データベース設計演習 (2) 
・演習：前回に引き続きテーブルの物理設計を行い、ER 図を作成する。さらに最適化を検討し、
必要があれば最適化を行う。その上で、データベースのテーブルを生成する（AL①）。 

13 構築ツール 
以下の授業では、設計の成果をプロトタイプとして構築し、設計の妥当性を検証する。ここで
は、実装環境、およびデータべースの操作や構築用ツールの使用方法を説明する。 
・演習：構築ツールにより試験環境を使用して構築の練習を行う。 

14 ソフトウェア構築演習 
設計したシステムのプトロタイプの構築演習を行い、検証用のデータをセットアップする。設計
の評価を行うための、処理定義書を作成する。 
・演習：設計システムを構築し、動作の確認を行う（AL①）。 

15 設計評価演習 
・演習：前回、実装した新システムについて、処理定義書に基づくシステム試験、新業務フロー 
に基づく運用試験を行い、システム設計の評価をまとめて発表を行う（AL⑤）。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１・２年 0 ２ 選択 

担当教員 

工藤 司 

    

添付ファイル 
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授業形態 講義および演習。講義で基礎的な事項を解説し、演習を主体にして実践的な知識やノウハウを身につける。 
アクティブラーニング：①:5回,②:0回,③:0回,④:0回,⑤:2回,⑥:2回 

達成目標 新たな経営情報システムの企画や改善提案ができること。 
企画や改善提案に基づき作成された簡単なシステム設計書のレビュー・評価ができること。 

評価方法・フィー 
ドバック 

演習課題の結果を70%、プレゼンテーションを30%として評価する。 

評価基準 秀：90点以上
優：80点以上
良：70点以上
可：60点以上 
不可：60点未満 

教科書・参考書 教科書：五月女健治、工藤司、片岡信弘、石野正彦「ソフトウェアシステム工学入門」共立出版 
参考書：白鳥則郎（監修）「データベース －ビッグデータ時代の基礎－」共立出版 

履修条件 なし 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の 
内容 

準備学習：授業に備えて教科書の該当箇所を事前に学習し、用語と開発のプロセスを理解しておくこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:40％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:10％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

数理科学 

Mathematical Foundation for Computer Science 

科目コード： 51630 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本講義では、計算言語学における特殊な問題を題材に、数理科学の各分野から代表的な概念を紹介していく。 

授業計画 1 基礎知識確認の試験 
本講義は、必ずしも大学院での研究に役立つとは限らず、また、数学は習得に時間がかかるた
め、大学院での研究の足かせになる可能性もあることに留意すること。 
その上で、受講に際し、ε-δ論法をはじめとする本講義で必要となる学部数学での基礎知識が身
についているかを試験する。 
この試験の結果、基礎知識が身についていないと判断したものには原則として受講をすすめな
い。 

2 統計的潜在意味解析 
トピックと潜在的共起性について説明する。
P.11，図1.4についてAL①，AL②を行う。 
事前学習：教科書１章を読んでくること
課題：図1.7について解説する（AL③） 

3 Latent Dirichlet Allocation１ 

Dirichlet分布 
事前学習：教科書2.1，2.2を読んでくること 

4 Latent Dirichlet Allocation２ 
Latent Dirichlet Allocationの生成過程 
事前学習：教科書2.3, 2.4, 2.5を読んでくること 

5 汎化能力 
MAP推定，点推定 
事前学習：教科書3.1を読んでくること 

6 サンプリング近似法 
周辺化ギブスサンプリング 
事前学習：教科書3.2を読んでくること 

7 イエンセンの不等式
Variational近似法 
事前学習：教科書3.3.1，3.3.2を読んでくること 

8 Variational近似法 
Latent Dirichlet AllocationにおけるVariational近似法
事前学習：教科書3.3.3，3.3.4，3.3.5を読んでくること 

9 Stochastic Variational近似法
Robbins-Monro法 
事前学習：教科書3.4を読んでくること 

10 Latent Dirichlet AllocationにおけるParticle Filter法
Particle Filter法 
事前学習：教科書3.5を読んでくること 

11 Latent Dirichlet AllocationにおけるHyperparameter Estimation法

Fixed-point Iteration法 
事前学習：教科書3.6を読んでくること 

12 評価方法と比較
Perplexity, Coherence 
事前学習：教科書3.7，3.8，3.9を読んでくること 

 13 潜在意味空間の分類 
潜在意味空間の分類問題におけるHyperparameter Estimation法
事前学習：教科書4を読んでくること 

14 相関構造 
Laplace Variational近似法 
事前学習：教科書5.1，5.2を読んでくること 

15 補助情報 
DTMにおける隠れ状態推定 
事前学習：教科書5.3，5.4を読んでくること 

授業形態 講義を中心に行う。 
アクティブラーニング：①:回,②:回,③:回,④:回,⑤:回,⑥:回 

達成目標 1) Latent Dirichlet Allocation法が説明できる 
2) Variational 近似法が説明できる 
3) 具体的にモデルが与えられた時にVariational近似法を用いた近似解法を導出できる 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポートの成績で総合評価する． 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

後期 0 ２ 選択 

担当教員 

足立 智子 

    

添付ファイル 
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評価基準 秀：１００～９０点
優： ８９～８０点
良： ７９～７０点
可： ６９～６０点 
不可：５９点以下 

教科書・参考書 教科書：佐藤一誠著．トピックモデルによる統計的潜在意味解析，コロナ社， 
参考書：佐藤一誠著． ノンパラメトリックベイズ，講談社． 

履修条件 ε-δ 論法、線形代数、確率・統計、またはそれに相当する大学数学の基礎的内容について、関連する講義を学
部で取得するなどして習熟していないものには原則として履修をすすめない。 
初回に成績には含まない試験を行い、これらの事前知識を習得しているか確認する。この試験を欠席したもの 
は、原則として履修をすすめない。 

履修上の注意 大学院の数理科学の講義は、どの専門でも応用例があるような基礎的な内容を扱う学部の数学の講義と異な 
り、講義内容が必ずしも自分の研究に役立ったり、応用可能であるとは限らないことに特に留意すること。本
講義では、計算言語学の非常に特殊な、狭い話題について、数理科学の知見が現実の問題に適用できた例を扱
うが、逆に言えば、これほど特殊な内容でないと数理科学の知識を役立たせることは難しいということにも注
意してほしい。 
また、一般に数学の講義は、実際に手を動かして問題を解いてみないと理解できないことも多く、予習復習に
非常に時間がかかる性質のものであることに留意し、自分の研究に役立つとは限らなくてもよく、自分の大学
院での研究に支障が出ない自信がある場合のみ受講をすすめる。 
時限や教室が変更になる場合がある。また、iLearn@SISTや研究室ホームページから伝達事項を伝えることがあ 
るため、よく注意すること。 

準備学習と課題の 
内容 

ε-δ 論法、線形代数、確率・統計、またはそれに相当する大学数学の基礎的内容は講義前に身に着けておく 
ことをすすめる。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:％,思考・判断:％,関心･意欲:％,態度:％,技能・表現:％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

データサイエンス論 

Data Science 

科目コード： 52100 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 現代において重要となっているデータサイエンスの基礎について学習を行う。                      
MATLAB、Python、R、Excelなど、分析用ソフトウエアを用いて学習を行うことにより、研究におけるデータ分 
析の手法を実践的に身につける。 

授業計画 1 データサイエンス概論 

データサイエンスとは何か、社会と必要とされている理由について学びます 

2 分析環境構築 

本講義で利用する環境の構築を行います 

3 最適化の基礎 

線形計画法を題材として、最適化の基礎を学習します 

4 数学基礎 
ベクトル、行列、連立方程式、微分やグラフなど基礎的な数学をプログラミングしてみます。
今回利用する関数は、機械学習で利用する代表的な関数ですので、今後利用する関数です。 

5 最小二乗法・最小二乗法の一般化 
最小二乗法は、計算するためのツールが豊富にありますが、まず数学的な基礎を理解して、どの
ような計算方法で回帰問題を解いているかを理解していきます。 
また、回帰直線だけでなく、回帰曲線を求められるように、最小二乗法を一般化します。 

6 最急降下法・単純パーセプトロン 
最急降下法は無制約最適化手法の一つであり、機械学習の中のアルゴリズムで広く利用されてい
ます。 
パーセプトロンは1950年代に考案された、動物の神経細胞(ニューロン)をモデルにした機械学習
の一つです。教師データを使い、分類をしていくことから、教師あり機械学習の一つです。 
ニューラルネットワークや他の機械学習の基礎となっており、最急降下法を用いて目的関数を最
適化していきます。 

7 最尤推定法 
観測データがあったとき、得られた事象が発生する確率が最大になるように計算する方法を最尤
推定と呼びます。最尤推定の手法を学び、確率的に最適化する方法を理解していきます。 

8 ロジスティック回帰 
ロジスティック回帰は、最尤推定を用いて、分類を確率的に行います。ロジスティック回帰には
シグモイド関数を使い、シグモイド関数の性質を利用すると、尤度関数の微分も簡単になりま 
す。またデータセットの交互作用項や多項式とすることで、非線形分離の問題にも対応ができる
場合があります。パーセプトロンより柔軟な分類手法のロジスティック回帰を理解します。 

9 Scikit-Learnの利用(1) 
scikit-learnは機械学習で使われるフレームワークの一つで、多くの人に利用されています。今
まで学んだ多項式回帰やパーセプトロンはscikit-learnに含まれており、気軽に利用することが
できます。 

10 Scikit-Learnの利用(2) 
scikit-learnは機械学習で使われるフレームワークの一つで、多くの人に利用されています。今
まで学んだ多項式回帰やパーセプトロンはscikit-learnに含まれており、気軽に利用することが
できます。 

11 データサイエンス演習(1) 

講義内容を使用したデータ分析 

12 データサイエンス演習(2) 

 講義内容を使用したデータ分析 

13 データサイエンス演習(3) 

講義内容を使用したデータ分析 

14 データサイエンス演習(4) 

講義内容を使用したデータ分析 

15 データサイエンス演習(5) 

講義内容を使用したデータ分析 

授業形態 アクティブラーニング：①:5回,②:2回,③:5回,④:3回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 データサイエンスの基礎について理解できる
データから客観的な情報を読み取れる 
データから数理的・論理的に分析できる 

評価方法・フィー 
ドバック 

各講義においてレポートを提出する． 

評価基準 秀：100～90，優：89～80，良：79～70，可：69～60，不可：59以下 

教科書・参考書 必要に応じて、資料を配布する 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年前期 1 2 選択 

担当教員 

水野 信也 

    

添付ファイル 
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履修条件 なし 

履修上の注意 情報数学の基礎的知識を身につけていることを前提として講義を進めていく。 
各自ノートパソコンを用意すること 

準備学習と課題の 
内容 

各講義の前に予習、また復習を行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解: 25%，思考・判断25%，関心・意欲: 20%，態度: 20%，技能・表現: 10% 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

ネットワークシステム論 

Network System 

科目コード： 51410 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本講義では、UNIXの基本コマンド操作とC, PHP，データベースを用いたプログラミング技法を学ぶ。十分な
理解がある受講生向けには並列計算システムと並列計算のためのソフトウェアMPIを学び、動作させる演習を行 
うこともある。 

授業計画 1 PC Cluster の概要 

OSI の7layers, PC Cluster に至る歴史、TCP/IP 

2 UNIXコマンドラインインターフェースの使い方
UNIX基本コマンドの使い方 

3 Cプログラミング(1/2) 
C 言語プログラミングの基礎、Makeコマンドの使い
方、 数値計算プログラミング 

4 PHPプログラミング(1/2)                                            
PHPスクリプトの文法の基礎，コマンドラインからの起動，フォームとの連携 

5 PHPプログラミング(2/2) 

SQLiteとの連携プログラム 

6 PHPlotを用いたグラフ描画 

PHPlotの機能紹介，関数グラフ描画 

7 Webアクセス解析ツールの作成        
PHPlotを用いたWebアクセス解析ツールの作成 

8 総合演習(1/2)         
Webプログラミング総合演習 

9 Cプログラミング演習(2/2)             

BNCpackの使い方，Pthreadを用いた並列計算手法 

10 多倍長計算入門    

BNCpackを用いた多倍長計算 

11 MPI プログラミング （1/2） 
MPI 成立の歴史的経緯、mpirunコマンドの使い方、一対一通信 

12 MPI プログラミング （2/2） 

集団通信 （Bcast, gather, scatter, reduce, allgather, allreduce, alltoall） 

13 並列線型計算         （1/2） 
MPIBNCpack、ベクトル・行列演算の並列化 

14 並列線型計算 （2/2） 
正方行列の並列乗算 

15 総合演習 

授業形態 講義と輪読と演習 
アクティブラーニング：①:回,②:回,③:回,④:回,⑤:回,⑥:回 

達成目標 １）UNIXの基本コマンドが使用できること
２）C言語によるプログラミングができること 
３）PHPとデータベースを用いたプログラミングができること 

評価方法・フィー 
ドバック 

出席2/3を前提にして、課題レポートによって評価する。 

評価基準 秀：到達目標の90％以上をこなした
優：達成目標の80％以上をこなした
良：達成目標の70％以上をこなした
可：達成目標の60％以上をこなした 
不可：上記以外 

教科書・参考書 教科書： 
幸谷智紀『WebとHPCプログラミングのためのLinux自習書』(Web教材) 

履修条件 なし 

履修上の注意 ノートPCは必携。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前期 0 ２ 選択 

担当教員 

幸谷 智紀 

    

添付ファイル 
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準備学習と課題の 
内容 

必ず授業毎に予習復習をし宿題となった事項を理解したうえで、次の授業に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:％,思考・判断:％,関心･意欲:％,態度:％,技能・表現:％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

計算機アーキテクチャ論 

Computer Architecture 

科目コード： 51940 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 コンピュータの基本的な仕組みと働きを理解した学生に、より高度な専門的知識を身につけさせることを目的
として、特に命令セットの構成とプログラムの関係、プログラムとメモリ番地の関係、プログラムとその実行
機構、実行機構の高度化・高速化などを重点的・体系的に講義する。それらをもとに、プロセッサの命令セッ
トの設計やアーキテクチャの設計、プロセッサの実現、新方式コンピュータの考案などが出来る知識ベースを 
与える。また、ますます重要になるネットワークについても解説する｡ 

授業計画 １ コンピュータ基礎 
コンピュータの概要とコンピュータ内部で用いられる情報の基本的表現方法、特に、数値や文字
の表し方について講義する。 
AL①，AL② 

２ CPUと命令 
CPUにおける命令の実行について，機械語やアセンブリでの対応などを講義する． 
AL①，AL② 

３ 制御 
コンピュータモデルにおける制御の仕組みについて講義する． AL①，
AL② 

４ システム 
パイプラインや組込みシステム，稼働率などについて講義する． AL①，
AL② 

５ 記憶 
記憶装置やネットワークなどについて講義する． 
AL①，AL② 

６ 演習 
Raspberry Piを用いたハードウェアの操作などの演習を行う
AL③ 

７ 演習 
Raspberry Piを用いたハードウェアの操作などの演習を行う
AL③，AL④ 

８ 演習 

Raspberry Piを用いたハードウェアの操作などの演習を行う

９ 演習 

Raspberry Piを用いたハードウェアの操作などの演習を行う 

１０ 演習 
Raspberry Piを用いたハードウェアの操作などの演習を行う
AL④ 

１１ 製作実習 

演習を通じて理解した内容をもとに，何かしらのシステム製作を行ってもらう． 

１２ 製作実習 
演習を通じて理解した内容をもとに，何かしらのシステム製作を行ってもらう． 
AL④ 

１３ 製作実習 
演習を通じて理解した内容をもとに，何かしらのシステム製作を行ってもらう． 
AL⑤ 

 １４ 製作実習 
演習を通じて理解した内容をもとに，何かしらのシステム製作を行ってもらう． AL⑤，
AL⑥ 

１５ 製作実習・レポート作成 
演習を通じて理解した内容をもとに，何かしらのシステム製作を行ってもらう． 
また，最終レポートとしてまとめて提出してもらう． 

授業形態 講義と演習 
アクティブラーニング：①:5回,②:5回,③:2回,④:3回,⑤:2回,⑥:1回 

達成目標 ・コンピュータの基本構成と情報の内部基本表現が理解できる。 
・プロセッサの高度化技法を理解し、パイプライン、スーパースカラについて説明できる。 
・メモリの階層構造を理解し、仮想メモリやキャッシュメモリ方式について説明できる。 
・計算機においてハードウェア，ソフトウェアの両面を理解し説明できる． 

評価方法・フィー 
ドバック 

製作課題50点，レポート50点にて評価を行う． 
フィードバックについては，講義中の双方向コミュニケーションにより行う． 

評価基準 １）「秀」100～90点、２）「優」89～80点、３）「良」79～70 点、４）「可」69～60 点、５）「不可」59点 
以下 

教科書・参考書 特にない 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

後期 0 ２ 選択 

担当教員 

高野 敏明 

    

添付ファイル 
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履修条件 なし 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の
内容 

①初回までにシラバスを読み授業項目や目的を理解しておくこと。 
②２回目以降は各授業の終わりに準備学習の内容を指示する。 
③予習を含め毎回２時間以上授業外に復習をして次の授業に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:15％,関心･意欲:10％,態度:15％,技能・表現:25％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

最適化論 

Optimization Theory 

科目コード： 51520 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 人間の知的行動は、何らかの評価基準に従って、最適または準最適なものに従おうとしているように思われ
る。特に、数理計画法的な立場から見れば、組み合わせ最適化に属する問題が多い。 
本講義では、関数の最適化、組合せ最適化、統計的最適化に重点を置き、最適化問題全般にわたる講義を行

う。最適化問題とその解決手法を理解すると共に、実際に自分で各種の問題を解けるようになることを目的と 
する。 

授業計画 1回 Python，Jupiter Notebookのインストール 
組合せ最適化問題とは，数学的準備，インストール｡                
AL①②：参考文献をもとに処理系のインストールを相談しながら進捗確認する. 
準備：パソコンのインストール準備を行う 
課題：プログラム開発環境をインストールし，処理系が使えるようにする． 

2回 Pythonプログラミング(1)                                         
Pythonに関するトピックを取り上げて，プログラミング演習を行う 
AL①②：参考文献をもとにプログラミング演習を相談しながら進捗確認する． 
準備：参考文献を予習する 
課題：参考文献のプログラムリストを実装する 

3回 Pythonプログラミング(2) 
Anaconda，VSC，Jupyter Notebookパッケージ，基本データと変数， 
AL①②：参考文献をもとにプログラミング演習を相談しながら進捗確認する． 
準備：参考文献を予習する 
課題：参考文献のプログラムリストを実装する 

4回 Pythonプログラミング(3） 
制御文、リスト，辞書、集合，タプル、関数定義，NumPy           
AL①②：参考文献をもとにプログラミング演習を相談しながら進捗確認する． 
準備：参考文献を予習する 
課題：参考文献のプログラムリストを実装する 

5回 線形最適化(1) 
線形最適化問題，PuLPパッケージ                                
AL①②：参考文献をもとにプログラミング演習を相談しながら進捗確認する． 
準備：参考文献を予習する 
課題：参考文献のプログラムリストを実装する 

6回 線形最適化(2) 
双対問題，双対定理，相補性定理,                               
AL①②：参考文献をもとにプログラミング演習を相談しながら進捗確認する． 
準備：参考文献を予習する 
課題：参考文献のプログラムリストを実装する 

7回 線形最適化(3) 
シンプレックス法                                              
AL①②：参考文献をもとにプログラミング演習を相談しながら進捗確認する． 
準備：参考文献を予習する 
課題：参考文献のプログラムリストを実装する 

8回 整数線形最適化(1) 
ナップサック問題，貪欲法，分枝限定法                          
AL①②：参考文献をもとにプログラミング演習を相談しながら進捗確認する． 
準備：参考文献を予習する 
課題：参考文献のプログラムリストを実装する 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

後期 0 ２ 選択 

担当教員 

國持 良行 

    

添付ファイル 
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 9回 整数線形最適化(2) 
ビンパッキング問題，列生成法                                  
AL①②：参考文献をもとにプログラミング演習を相談しながら進捗確認する． 
準備：参考文献を予習する 
課題：参考文献のプログラムリストを実装する 

10回 グラフ最適化(1) 
グラフの概念と用語                                            
AL①②：参考文献をもとにプログラミング演習を相談しながら進捗確認する． 
準備：参考文献を予習する 
課題：参考文献のプログラムリストを実装する 

11回 グラフ最適化(2) 
最小全域木問題 
AL①②：参考文献をもとにプログラミング演習を相談しながら進捗確認する． 
準備：参考文献を予習する 
課題：参考文献のプログラムリストを実装する 

12回 グラフ最適化(3) 
グラフの探索，単一始点最短経路問題                            
AL①②：参考文献をもとにプログラミング演習を相談しながら進捗確認する． 
準備：参考文献を予習する 
課題：参考文献のプログラムリストを実装する 

13回 非線形最適化(1) 
最急降下法，ニュートン法                                      
AL①②：参考文献をもとにプログラミング演習を相談しながら進捗確認する． 
準備：参考文献を予習する 
課題：参考文献のプログラムリストを実装する 

14回 まとめと課題(1) 
実践課題の解決 
AL④(学習の深化)：Pythonを活用した実践問題の解決
準備： これまでの学習事項を復習しておく 
課題： 問題を定義し、Pythonを使って問題を解決する． 

15回 まとめと課題(2) 
実践課題の解決，解決案のプレゼンテーション                   
AL④(反転授業)：基礎事項をもとに応用問題を計算機を使って解決に導く
準備：Jupyter Notebookで，レポートにまとめ、 
課題：レポートの提出 

授業形態 講義及び演習 
アクティブラーニング：①:13回,②:13回,③:0回,④:2回,⑤:０回,⑥:０回 

達成目標 ａ) Python．VSC，Jupyter Notebookを使うことができる． 
ｂ) 線形最適化問題を理解し，プログラムで実装できる． 
ｃ) グラフアルゴリズムを理解し，プログラムで実装できる． 
ｄ) 非線形最適化問題を理解し，プログラムで実装できる． 
ｅ) 定理やアルゴリズムの妥当性を検証できる．実践問題へ活用できる． 

評価方法・フィー 
ドバック 

日常のアクティブラーニングの活動（50％）とレポート（50％）、 

評価基準 秀：100～90、優：89～80、良：79～70、可：69～60、不可：59以下 

教科書・参考書 教科書：なし。適宜プリントを配布する。
参考書： 
[1] 久保幹雄，並木誠，Pythonによる数理最適化入門 
[2] B.Korte/J.Vygen，Combinatorial Optimization，Springer，fifth edition, 2012(浅野孝夫/平田富夫/小 
野孝男/浅野泰仁訳｢組合せ最適化｣ シュプリンガーフェアラーク東京) 

履修条件 なし 

履修上の注意 関数を使用したプログラムを書けること 
パソコンを必ず持参すること 

準備学習と課題の 
内容 

復習を行い、次回の講義に備えること。事前に課題が出題されていれば必ず解いてくること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:25％,思考・判断:25％,関心･意欲:15％,態度:10％,技能・表現:25％ 

1129



講義科目名称： 

英文科目名称： 

コンピュータグラフィックス 

Computer Graphics 

科目コード： 51380 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 プログラミングを用いてコンピュータ・グラフィクスを生成する技術を中心に学ぶ。また並行して、ユーザー
のインタラクションを検出しそれらのコンピュータ・グラフィクスと連携させる手法についても学ぶ。講義は
これらに関する演習を中心に進める。講義の最後には、学習した技術を組み合わせたコンテンツの試作をおこ 
なう。 

授業計画 1回 インタラクティブなコンピュータグラフィクス 
・本講義の概要的な説明として、インタラクティブなコンピュータグラフィクスの活用事例とそ
の関連技術について講義する。 
事前学習：インタラクティブなコンピュータグラフィクスについて調査する 

2回 開発環境の構築と基本操作、マウス・キーボードインタラクションの利用 
・本講義で使用する開発環境の基本操作を学習する。また、マウス・キーボードインタラクショ
ンの利用した簡単なコーディングを実践する。 
事前学習：第一回目の講義で指示しる開発環境をインストールし動作可能にする 

3回 規則的な配置によるグラフィクスの生成 
・規則的な配置によるグラフィクスの生成について、実践する。 
事前学習：プログラミングの制御構文、配列の操作について復習する
課題：規則的な配置によるグラフィクスを生成し、提出する。 

4回 ノイズや乱数を用いたグラフィクス 
・ノイズや乱数を用いたグラフィクスの生成について学ぶ。合わせて独自のノイズや乱数の生成
方法についても学ぶ。 
事前学習：規則的な配置によるグラフィクスの生成について習熟する 
課題：規則的な配置によるグラフィクスとノイズや乱数を組み合わせたグラフィクスを生成し、
提出する 

5回 イメージの活用とそのピクセル操作 
・画像や映像などのイメージデータ、またそのピクセル値の操作によるグラフィクスの生成につ
いて学ぶ。 
事前学習：配列のネストについて復習する 
課題：ピクセル値の操作によるグラフィクスを生成し提出する 

6回 ウェブカム映像によるインタラクション1 
・ウェブカム映像の状態変化を検出したり、その状態にあわせてグラフィクスを変更すること 
で、ウェブカム映像をインターフェイスとして用いることができる。その基本的な原理について
学ぶ。 
事前学習：イメージの活用とそのピクセル操作について習熟する 

7回 ウェブカム映像によるインタラクション2 
・ウェブカム映像の状態変化を検出したり、その状態にあわせてグラフィクスを変更すること 
で、ウェブカム映像をインターフェイスとして用いることができる。このためには映像の高速な
映像解析が必要であるが、近年その解析を担うライブラリが普及している。ここではライブラリ
を用いて、ウェブカム映像によるインタラクションを実装する。 
事前学習：画像解析ライブラリについて予習する 

8回 インタラクティブコンテンツの制作1 
・インタラクティブコンテンツを考え、実装する。ただし、コンテンツの前を通る人に反応する
仕様とすること。 
事前学習：人に反応するインタラクティブコンテンツについて調査する
課題：作成するコンテンツのコンセプトや仕様をまとめ提出する 

9回 インタラクティブコンテンツの制作2 

・インタラクティブコンテンツを考え、実装する。ただし、コンテンツの前を通る人に反応する 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前期 0 ２ 選択 

担当教員 

定國 伸吾 

    

添付ファイル 
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 仕様とすること。 
事前学習：コンテンツのコンセプトや仕様をまとめ実装に取りかかる
課題：コンテンツを実装する 

10回 ウェブサイト上の情報を活用したグラフィックス制作 
・RSSやJSON形式で配布されているウェブ上のデータを活用し、グラフィクスを生成を実践する。
事前学習：XML形式、JSON形式について予習してくること 

11回 Generative art 
・ジェネラティブアート：生成的なグラフィクス表現、の概要を説明し、その事例をみる 
事前学習：ジェネラティブアートについて調べる。合わせてオープンソースで公開されてる関連
のコードについても調べる。 

12回 映像やデータのアプリケーション間通信 
・映像やデータを別のアプリケーションに転送することで、さまざまなソフトウェアの特徴を活
用したコンテンツを用意に制作できる。この回ではその手法について学ぶ。 
事前学習：oscプロトコル、udpプロトコル、syphon、spoutについて予習する 

13回 インタラクティブサイネージ制作演習1 
大型ディスプレイもしくはプロジェクションマッピングを活用し、人が行き交う場において、人
の動きに反応するインタラクティブコンテンツを制作する。そのコンセプトと仕様をまとめ提出
する。 
事前学習： インタラクティブサイネージについて調査する。 
課題：インタラクティブサイネージのコンセプトや仕様をまとめ提出する 

14回 インタラクティブサイネージ制作演習2 
大型ディスプレイもしくはプロジェクションマッピングを活用し、人が行き交う場において、人
の動きに反応するインタラクティブコンテンツを制作する。その実装を提出する。 
事前学習： 提出したまとめに基づき実装をすすめる。
課題：インタラクティブサイネージを実装し提出する 

15回 インタラクティブサイネージ制作演習3 
大型ディスプレイもしくはプロジェクションマッピングを活用し、人が行き交う場において、人
の動きに反応するインタラクティブコンテンツを制作し提出する。その展示をおこない、講評を
実施する。 
事前学習： 展示のための準備をすすめる。 
課題：講評を受けた後、修正点があれば修正し後日提出する。 

授業形態 講義と演習 
アクティブラーニング：①:5回,②:5回,③:5回,④:5回,⑤:5回,⑥:5回 

達成目標 １）プログラミングを用いて動的にコンピュータ・グラフィクスを生成できる
２）動的なコンピュータ・グラフィクスの活用事例を知る              
３）インタラクション可能なコンピュータ・グラフィクスを生成できる 
４）ウェブ上の情報と連動したグラフィクスを生成できる 
５）１から4を組み合わせたコンテンツを提案し実装することができる 

評価方法・フィー 
ドバック 

演習課題および最後の 3 コマを使用して行う自由課題によって総合的に評価する。 

評価基準 1から4の達成目標の評価が60点以上のものを可とする。 
1から4の達成目標の評価が70点以上のものを良とする。 
良とされたもののうち、5に関する評価が80点以上のものを優とする。 
良とされたもののうち、5に関する評価が90点以上のものを秀とする。 

教科書・参考書 参考書："Processing: A Programming Handbook for Visual Designers and Artists" Casey Rease 著
参考書："Generative Design" Harmut Bohnacker他 著 
参考書："ジェネラティブ・アート―Processingによる実践ガイド" マットピアソン 著 

履修条件 なし 

履修上の注意 プログラミングの初歩的理解は必須。 
またオブジェクト指向言語を用いて演習を行う為 C++ や Java 等のオブジェクト指向言語でのソフトウェア設
計やプログラミングが不自由なく行えること。 
講義にはノートパソコンを持参すること。 

準備学習と課題の 
内容 

時間内に演習が終わらない場合は、次回の講義までに各自演習を済ましておくこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:％,思考・判断:％,関心･意欲:％,態度:％,技能・表現:％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

情報セキュリティ論 

Information Security Theory and Practice 

科目コード： 51370 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 情報セキュリティは現代社会に不可欠である．本講義では情報セキュリティにおけるいくつかの技術を取り上
げ，その理論と応用について輪講形式で学ぶ．候補技術は，暗号，暗号プロトコル，ソフトウェア保護，組込 
みシステムセキュリティ等であるが，これらに限定されるわけではない． 

授業計画 1 イントロダクション 
大学院のカリキュラムにおける本講義の位置づけを説明する．講義概要をシラバスを使って説明
する．取り上げる技術について受講生と意見交換をしたうえで決定する．AL①．次回以降の準備
を行う． 
準備：取り上げたい技術について自分の意見をまとめてくる． 
課題：次回の発表の準備をする（論文等を読み，理解し，プレゼン資料を作成する）． 

2~5 トピック1 （例，公開鍵暗号） 
公開鍵暗号の場合，特定の公開鍵暗号方式の理論を論文を読み進めながら理解する．次に，その
方式を自分で実装する，あるいは実装されたソフトウェアライブラリ等を入手して，どのように
プログラミングされるのかを理解し，使い方を学習する．AL①，AL③． 
準備：論文等を読み，理解し，プレゼン資料を作成する． 
課題：次回の発表の準備をする（論文等を読み，理解し，プレゼン資料を作成する）． 

6~10 トピック2 （例，ソフトウェア保護） 
ソフトウェア保護の場合，既存のソフトウェア保護方式を論文を読み進めながら理解する．次 
に，その方式を自分で実装する，あるいは実装されたソフトウェアライブラリ等を入手して，ど
のようにプログラミングされるのかを理解し，使い方を学習する．AL①，AL③． 
準備：論文等を読み，理解し，プレゼン資料を作成する． 
課題：次回の発表の準備をする（論文等を読み，理解し，プレゼン資料を作成する）． 

11~15 トピック3 （例，組込みセキュリティ） 
組込みセキュリティの場合，既存の組込みセキュリティに関する論文を読み進めながら理解し， 
どのような課題や解決方法があるのかを理解する．次に，解決方法が提案されているならば，そ
の方法を理解し，実装する．解決方法が不十分な場合は，その改善について検討する．AL①，AL 
③． 
準備：論文等を読み，理解し，プレゼン資料を作成する． 
課題：次回の発表の準備をする（論文等を読み，理解し，プレゼン資料を作成する）． 

15 課題レポートの出題 
全15回の講義で学んだ内容について，それぞれのトピックを要約したレポートの提出を求める． 

授業形態 講義，討論，演習（輪講形式のため，受講生は毎回発表を行い，内容について他の受講生および教員と意見交
換をして，演習を行う）． 
アクティブラーニング：①:15回,②:0回,③:14回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 1. 対象技術の理論を理解し，説明できる． 
2. 対象技術の応用を理解し，説明できる． 
3. 対象技術の位置づけを理解し，説明できる． 

評価方法・フィー 
ドバック 

毎回の発表の内容50%，課題レポート50%で評価する．授業中の質問に対する理解度を見てフィードバックす 
る。 

評価基準 秀：100~90 
優：89~80 
良：79~70 
可：69~60 
不可：59~0 

教科書・参考書 教科書は指定しない．取り上げる内容に即した書籍，論文，プリントを指定・配布し，それを基に講義を進め 

 る． 

履修条件 符号・暗号理論1，符号・暗号理論2，情報セキュリティCを全て履修済みであること（成績に条件はつけない 
が，良い成績であるほうが望ましい）．プログラミング言語Cのプログラミング経験およびアセンブリ言語の基 
礎知識を有すること． 

履修上の注意 講義は輪講形式で進めるため，受講生は毎回発表，意見交換，演習を行う．その負荷は小さくないので，適切
な負荷（各回における受講生1名の発表と質疑応答の時間が30分以内）となるように受講生数は少なくとも3名
以上が望ましい．受講生数が2名以下の場合は受講者と事前に面談して講義内容を変更する必要があるため，第 
1回の講義より前に履修希望を担当教員に必ず伝えること． 

準備学習と課題の 
内容 

符号・暗号理論1，符号・暗号理論2，情報セキュリティCの内容を復習しておくこと． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:40％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:10％ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前期 0 ２ 選択 

担当教員 

大石 和臣 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

人工知能論 

Artificial Intelligence 

科目コード： 51620 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 人工知能の基礎に関して，講義を行う．後半は，グループまたは個人の活動として，気になる人工知能技術に 
関して調査を行い，プレゼンテーションとして発表を行う． 

授業計画 1～5回 人工知能全般の基本事項 
人工知能全般の基本事項について概観する
AL①，AL②×4 

6～7回 人工知能に関する調査 
個々あるいはグループにて人工知能について調査を行ってもらう． 
AL②×2，AL④×2 

8～15回 調査報告会 
調査した人工知能についてプレゼンテーションを行ってもらう． 
AL②×8，AL③×8 

授業形態 講義と演習 
アクティブラーニング：①:1回,②:14回,③:8回,④:2回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 a)人工知能全般の基本を理解している            
b)興味を持った人工知能について調べることができる 
c)調べた内容を他者に向けてプレゼンテーションすることができる． 

評価方法・フィー
ドバック 

グループまたは個人の活動をレポートとして提出してもらい，貢献度やレポートの完成度などから評価を行
う． 
また，フィードバックについては，プレゼンテーション時に質疑応答の形で行う． 

評価基準 レポートの総計を100点満点として、90点以上を秀、80～89点を優、70～79点を良、60～69点を可、60点未満を 
不可とする 

教科書・参考書 特になし 

履修条件 学部時代に「知的システム」の単位を取得している事が望ましい 

履修上の注意 ノートＰＣを持参すること 

準備学習と課題の 
内容 

毎回、前回までの内容をよく理解したうえで授業に臨むこと 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:20％,関心･意欲:10％,態度:15％,技能・表現:25％ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前期 0 ２ 選択 

担当教員 

高野 敏明 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

コミュニケーション論 

Communication Theory 

科目コード： 52110 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本講義では、コミュニケーション学、社会言語学、認知言語学、異文化論を含む諸分野から、コミュニケー 
ションについての理論を学び、自身のコミュニケーションを分析する機会にする。コミュニケーションは日常 
的に使われる語であるが、その定義は1つに定まってはいない。人と人が言葉や言葉以外のシンボルを介して意 
味や意図を共有する過程を、担当者の専門分野の視点から理論的に分析する。 

授業計画 1 序論 
コミュニケーションとは何か
定義・特徴・要素 

2 言語コミュニケーション１ 
言語とは何か 
言語の特性、言語学のパラダイム 

3 言語コミュニケーション２ 
認知意味論：前置詞が表す空間図式１ 

4 言語コミュニケーション３ 

認知意味論：前置詞が表す空間図式２ 

5 言語コミュニケーション４ 
世界の言語事情 

6 言語コミュニケーション５ 

語用論：発話の意味、会話の含意 

7 言語コミュニケーション６ 
ポライトネス 

8 Introduction to Canadian Culture 
Quiz + discussion of significance of selection of specific quiz questions 
What is culture? (create a working definition) 

9 Canadian Culture -- Geography as a cultural factor 
What is culture? (create a working definition) 

 

To what extent do geography & climate impact on culture? 
Presentation + discussion 

10 Canadian Culture -- Geography as a cultural factor 
Continuation of Week 9 
Begin History -- impact of historical events on current society 

11 Canadian Culture -- History 
Historical influences on modern culture + discussion 

12 Student Presentations 

10-minute presentations about Canada (free topic selection) + discussion and feedback 

13 Canadian Culture -- Identity 

Examining identities + significant discussions 

14 Business culture 

Examination of written and/or spoken general business English 

 15 まとめ 
レポートのフィードバック 
McNabb: A-4 2-page report is due 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①14回,②14回,③12回,④14回,⑤7回,⑥7回 

達成目標 英語の文献を読みこなしたうえで、鋭い観察力と分析手法を身につける。 

評価方法・フィー 
ドバック 

輪読と議論を毎回行い、担当教員ごとに期末レポートを作成する。 

評価基準 秀（90点以上）：student has superb understanding of contents and contributes to the lectures 
優（80-89点）：student has excellent understanding of contents 
良（70-79点）：student has rather good understanding of contents 
可（60-69点）：student has adequate understanding of contents 

教科書・参考書 参考書： 
末田清子・福田浩子『コミュニケーション学』松柏社 2011年 
大堀壽夫編『認知コミュニケーション論』大修館書店 2004年 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年前期 1 2 選択 

担当教員 

R.G.McNabb・友次克子 

    

添付ファイル 
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履修条件 なし 

履修上の注意 Please be advised that you will have to read a lot of English for this course. Prof. McNabb's 
lectures and discussions will be done in English. このコースでは英語のPDFを読む必要があることをご承
知おきください。 マクナブ先生の講義と討論は英語で行われます。 大学院生として、英語で十分な量の教育 
を受ける必要があります。 

準備学習と課題の
内容 

Students in this course are expected to carefully read and think about the handouts provided and be 
prepared to discuss them in basic English. A lot of information about the topics can be found on 
the Internet. 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:30％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

社会情報学 

Social Information 

科目コード： 52120 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 社会情報を処理する際に要求される，様々な場面・状況で様々なデータを用いて実証するための視点を身に
つける。前半の講義では，複数者の意識・行動や社会現象に関する実証を行う際の方法を扱う。具体的には， 
何らかの形態の収集データを統計的に分析する方法を取り上げる。実証計画，変数の設定，データの収集，分
析技法の適用，分析結果の解釈などにおいて，陥りやすい誤解を中心に解説する。後半の講義では，受講者自
らが国際学術誌に掲載された学術論文を読解する経験を通じて，社会情報学の実際に関する学びを深め，研究 
動向に関する知見を得る。 

授業計画 １ 社会情報と実証 
・この科目が、社会情報に関する考え方・見方にかかわる内容であり、幅広い思考の土台に当た
ることを開設する。 
・社会情報を扱う実証とは何か、科学の方法論、実証主義について解説し、討論を行う。 
・AL①②を行う。 
・準備学習：授業内容に関する予備知識を得ておく。 
・課題：授業内容を整理してまとめ、すでに保有している知識に結びつける。 

２ 実証計画の策定 
・目的の具体化、対象の設定、データの性質と用いる分析手法を解説し、演習問題と討論を行
う。 
・AL①②を行う。 
・準備学習：授業内容に関する予備知識を得ておく。 
・課題：授業内容を整理してまとめ、すでに保有している知識に結びつける。 

３ 変数の設定(1) 
・概念と測定可能な変数、未知の変数、代理変数を解説し、演習問題と討論を行う。 
・AL①②を行う。 
・準備学習：授業内容に関する予備知識を得ておく。 
・課題：授業内容を整理してまとめ、すでに保有している知識に結びつける。 

４ 変数の設定(2) 
・尺度の構成、定量化を解説し、演習問題と討論を行う。 
・AL①②を行う。 
・準備学習：授業内容に関する予備知識を得ておく。 
・課題：授業内容を整理してまとめ、すでに保有している知識に結びつける。 

５ データの収集 
・収集方法の種類と特色、量的データと質的データ、欠損値と偏りを解説し、演習問題と討論を
行う。 
・AL①②を行う。 
・準備学習：授業内容に関する予備知識を得ておく。 
・課題：授業内容を整理してまとめ、すでに保有している知識に結びつける。 

６ 分析の技法(1) 
・データの加工、２変数間の関係・３変数間以上の関係、線形と非線型を解説し、演習問題と討
論を行う。 
・AL①②を行う。 
・準備学習：授業内容に関する予備知識を得ておく。 
・課題：授業内容を整理してまとめ、すでに保有している知識に結びつける。 

７ 分析の技法(2) 
・目的と変数・尺度の種類、さまざまな多変量解析の手法と限界を解説し、演習問題と討論を行
う。 
・AL①②を行う。 
・準備学習：授業内容に関する予備知識を得ておく。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年後期 1 2 選択 

担当教員 

秋山 憲治・本多 明生 

    

添付ファイル 
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 ・課題：授業内容を整理してまとめ、すでに保有している知識に結びつける。 
８ 分析結果の解釈 

・相互作用、論理的整合性、一般化と限定を解説し、演習問題と討論を行う。 
・AL①②を行う。 
・準備学習：授業内容に関する予備知識を得ておく。 
・課題：授業内容を整理してまとめ、すでに保有している知識に結びつける。 

９ 社会情報学の実際（１） 
・社会情報学の近年の動向について解説し，その内容について議論する。 
・AL①②を行う。 
・準備学習：授業内容に関する予備知識を得ておく。 
・課題：授業内容を整理してまとめ，すでに保有している知識に結びつける。 

10 社会情報学の実際（２） 
・受講者自身が国際学術誌に掲載された学術論文を読解する演習を行う前段階として，そのター
ゲットとなる文献を検索する演習を行う。 
・AL①②③④を行う。 
・準備学習：関心がある事柄に関するキーワードをまとめる。 
・課題：文献検索を行う。 

11 社会情報学の実際（３） 
・学術論文の文献読解演習を行う。受講者は論文の背景部についてプレゼンテーションを行い， 
その内容を議論する。 
・AL①②③④を行う。 
・準備学習：プレゼンテーションとディスカッションの準備を行う。 
・課題：論文のプレゼンテーションとディスカッション。 

12 社会情報学の実際（４） 
・学術論文の文献読解演習を行う。受講者は論文の方法部についてプレゼンテーションを行い， 
その内容を議論する。 
・AL①②③④を行う。 
・準備学習：プレゼンテーションとディスカッションの準備を行う。 
・課題：論文のプレゼンテーションとディスカッション。 

13 社会情報学の実際（５） 
・学術論文の文献読解演習を行う。受講者は論文の結果部についてプレゼンテーションを行い， 
その内容を議論する。 
・AL①②③④を行う。 
・準備学習：プレゼンテーションとディスカッションの準備を行う。 
・課題：論文のプレゼンテーションとディスカッション。 

14 社会情報学の実際（６） 
・学術論文の文献読解演習を行う。受講者は論文の考察部についてプレゼンテーションを行い， 
その内容を議論する。 
・AL①②③④を行う。 
・準備学習：プレゼンテーションとディスカッションの準備を行う。 
・課題：論文のプレゼンテーションとディスカッション。 

15 社会情報学の実際（７） 
・学術論文の文献読解演習を総括する。受講者は文献読解のターゲットとした論文の概要をまと
めて，プレゼンテーションを行い，その内容について議論する。 
・AL①②③④を行う。 
・準備学習：プレゼンテーションとディスカッションの準備を行う。 
・課題：論文のプレゼンテーションとディスカッション。 

授業形態 講義、討論を取り混ぜて実施する。 
アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:6回,④:6回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 ①適切なモデルを構築し，そのモデルにふさわしい変数の設定と分析技法の選定ができる。（標準） 
②分析した結果について，分析過程がともなう限界を考慮しつつ，適切な解釈ができる。（応用） 
③関心がある事柄に関する社会情報学の学術論文を文献検索することができる。（基礎） 
④社会情報学に関する国際学術誌に掲載された学術論文を読解できる。（標準） 
⑤社会情報学の学術論文の知見を整理し，その内容について議論することができる。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポート1回，プレゼンテーションとディスカッション5回。プレゼンテーションとディスカッションはその都 
度コメントによるフィードバックを行う。 

評価基準 秀（①②③④⑤）：90点以上
優（①②③④⑤）：80～89点
良（①③④）：70～79点 
可（①③④）：60～69点 
不可：59点以下 

教科書・参考書 授業時に適宜指示する。 

履修条件 なし 

履修上の注意 後半の講義では，受講者自らが国際学術誌の文献読解演習を行うことから，一般的な大学院生が最低でも保有 
すると思われる程度の英語力は求める。 

準備学習と課題の
内容 

授業内容を整理してまとめ，すでに保有している知識に結びつける（2時間以上）。プレゼンテーションを行う
際は，論文の内容をただ単純にまとめるのではなく，補足説明が求められる部分についても調べてくること（5 
時間以上）。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:20％,技能・表現:20％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

人間組織論 

Human Organization 

科目コード： 50640 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ほとんどの人は、大学等の学校を卒業すると、何かしら仕事に就き、会社のような組織の中で役割や責任を
受け持つ。組織の一員として幸福に働くためには、組織のあり方についての理解は重要である。特に、将来 
リーダー的役割を受け持った時の心構えを今から準備しておくことも意味があろう。 
この科目では、それらの理解の助けとなるよう、スポーツ（担当：富田）、歴史学・政治学（担当：小栗） 

等の分野の観点から、組織とは何か、組織と個人の関係等について詳しく学習する。 

授業計画 1 人間組織論について（担当：小栗） 
人間の組織と本科目の課題について 

2 経営者に学ぶリーダーシップ１（以下担当：小栗） 

日本的経営の特徴と経営者タイプの累計 

3 経営者に学ぶリーダーシップ２ 

具体的事例についてグループ討議で考察する 

4 歴史に学ぶリーダーシップ１ 
歴史上の英雄、政治家たちの部下掌握術 

5 歴史に学ぶリーダーシップ２ 

具体的事例についてグループ討議で考察する 

6 事例に学ぶ現代リーダーシップ１ 
リーダーシップに関する体験的事例 

7 事例に学ぶ現代リーダーシップ２ 
具体的事例についてグループ討議で考察する 

8 リーダーシップ論の総括 

日本人の組織におけるリーダー像について総括的に考察する 

9 人間と組織（以下担当：富田） 
組織とは何か 

10 選手強化の組織づくり 
長野オリンピックにおけるナショナルチームづくりについて 

11 専門的役割・マネジメント 

ナショナルチームの医科学スタッフの仕事 

12 自己分析 

性格・心理テストから自分を理解する 

13 自己適正 

ＥＱテストなどによる自己適正の理解を深める 

14 リーダーシップとは 
リーダーシップについて考え、理想のリーダー像を探る 

15 自分の目標 

自分がどのように変わっていけるのか、目標を定める 

授業形態 講義、文献購読、討論をとり混ぜて実施する。 
アクティブラーニング：①:回,②:回,③:回,④:回,⑤:回,⑥:回 

達成目標 ①人間の組織とリーダーシップについて深い関心を持つことができる。 
②経営者や政治家など具体的なリーダーの事例を調べ、その知見を他者に紹介することができる。 
③リーダーとして求められる能力を理解する。 
④自己分析し、リーダーとしての資質を認識する。 

評価方法・フィー
ドバック 

達成目標①～②に関するレポート、③～④に関するレポートの計２回分のレポートで評価する。具体的には、
各レポート毎の得点（１つにつき100点満点）を合算した値を２で割り、得られた点を下の基準に照らして評価 
する。 

評価基準 秀：１００～９０点、優：８９～８０点、良：７９～７０点、可：６９～６０点、不可：５９点以下 

教科書・参考書 教科書：文献・資料を授業中に適宜指示する 
参考書：文献・資料を授業中に適宜指示する 

履修条件 なし 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の 
内容 

前回授業の内容を復習し、自分のものとしてから次回の授業に臨むこと。事前に指定された課題がある場合は 
必ず実施すること。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１・２年 0 ２ 選択 

担当教員 

富田 寿人・小栗 勝也 

    

添付ファイル 
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ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:％,思考・判断:％,関心･意欲:％,態度:％,技能・表現:％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

感覚と認識 

Sensation and Cognition 

科目コード： 50950 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 人間が自らを取り巻く環境をどのように知覚しているのかについて学ぶ。具体的には，はじめに，感覚知覚心
理学の基礎的な知識を習得する。その後，受講者自らが国際学術誌に掲載された学術論文を読解する経験を通 
じて，感覚知覚心理学の実際に関する学びを深め，最新の研究動向に関する知見を得る。 

授業計画 1 はじめに 
ガイダンス
準備学習： 
・シラバスを読むこと 
・参考書1を読むこと 

2 感覚知覚心理学（1） 
感覚知覚心理学と脳科学
準備学習： 
・教科書第2章を読むこと 
・プレゼンテーション，ディスカッションの準備
課題： 
・第2章のプレゼンテーションとディスカッション（ＡＬ①と②と⑤） 

3 感覚知覚心理学（2） 
感覚知覚能力の発達
準備学習： 
・教科書第3章を読むこと 
・プレゼンテーション，ディスカッションの準備
課題： 
・第3章のプレゼンテーションとディスカッション（ＡＬ①と②と⑤） 

4 感覚知覚心理学（3） 
嗅覚 
準備学習： 
・教科書第4章を読むこと 
・プレゼンテーション，ディスカッションの準備
課題： 
・第4章のプレゼンテーションとディスカッション（ＡＬ①と②と⑤） 

5 感覚知覚心理学（4） 
知覚の体制化 
準備学習： 
・教科書第5章を読むこと 
・プレゼンテーション，ディスカッションの準備
課題： 
・第5章のプレゼンテーションとディスカッション（ＡＬ①と②と⑤） 

6 感覚知覚心理学（5） 
視覚的特徴の統合 
準備学習： 
・教科書第6章を読むこと 
・プレゼンテーション，ディスカッションの準備
課題： 
・第6章のプレゼンテーションとディスカッション（ＡＬ①と②と⑤） 

7 感覚知覚心理学（6） 
潜在的知覚 
準備学習： 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年/後期 0 ２ 選択 

担当教員 

本多 明生 

    

添付ファイル 
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 ・教科書第7章を読むこと 
・プレゼンテーション，ディスカッションの準備
課題： 
・第7章のプレゼンテーションとディスカッション（ＡＬ①と②と⑤） 

8 感覚知覚心理学（7） 
聴覚 
準備学習： 
・教科書第8章を読むこと 
・プレゼンテーション，ディスカッションの準備
課題： 
・第8章のプレゼンテーションとディスカッション（ＡＬ①と②と⑤） 

9 感覚知覚心理学（8） 
クロスモーダル知覚
準備学習： 
・教科書第9章を読むこと 
・プレゼンテーション，ディスカッションの準備
課題： 
・第9章のプレゼンテーションとディスカッション（ＡＬ①と②と⑤） 

10 感覚知覚心理学（9） 
精神的時間の測定 
準備学習： 
・教科書第10章を読むこと 
・プレゼンテーション，ディスカッションの準備
課題： 
・第10章のプレゼンテーションとディスカッション（ＡＬ①と②と⑤） 

11 感覚知覚心理学研究の実際（1） 
文献検索演習 
準備学習： 
・関心がある事柄に関するキーワードをまとめる。
課題 
・文献検索演習（ＡＬ①と②と③と④） 

12 感覚知覚心理学研究の実際（2） 
文献読解演習（1） 
準備学習： 
・プレゼンテーション，ディスカッションの準備
課題： 
・論文のプレゼンテーションとディスカッション（ＡＬ①と②と③と④と⑤） 

13 感覚知覚心理学研究の実際（3） 
文献読解演習（2） 
準備学習： 
・プレゼンテーション，ディスカッションの準備
課題： 
・論文のプレゼンテーションとディスカッション（ＡＬ①と②と③と④と⑤） 

14 感覚知覚心理学研究の実際（4） 
文献読解演習（3） 
準備学習： 
・プレゼンテーション，ディスカッションの準備
課題： 
・論文のプレゼンテーションとディスカッション（ＡＬ①と②と③と④と⑤） 

15 感覚知覚心理学研究の実際（5） 
文献読解演習（4） 
準備学習： 
・プレゼンテーション，ディスカッションの準備
課題： 
・論文のプレゼンテーションとディスカッション（ＡＬ①と②と③と④と⑤） 

授業形態 講義，文献購読，討論，演習。 
アクティブラーニング：①14回，②14回，③5回，④5回，⑤14回，⑥0回 

達成目標 （１） 感覚知覚心理学の基本的な事柄を説明することができる。（基礎） 
（２） 感覚知覚心理学の研究動向を説明することができる。（標準） 
（３） 感覚知覚心理学に関する国際学術誌に掲載された学術論文を読解できる。（標準） 
（４） 感覚知覚心理学の学術論文の知見を整理してその内容について議論することができる。（応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

成績は，平常点（60%），課題点（40%），で評価する。平常点は授業への受講態度をもとに評価する（15回×4 
点＝60点（%））。課題点はプレゼンテーションとディスカッションに対して総合的に評価する（40点（％）） 
プレゼンテーションとディスカッションはその都度コメントによるフィードバックを行う。 

評価基準 秀（1～4）：100～90，優（1～3）：89～80，良（1～2）：79～70，可（1）：69～60，不可：59以下 
ただし，カッコ内は達成目標の項目を示す 

教科書・参考書 教科書：「スタンダード感覚知覚心理学 (ライブラリスタンダード心理学)」，綾部早穂・熊田孝恒（編集）， 
サイエンス社，ISBN-10: 4781913326 
参考書１：「心理学（第5版）」，鹿取廣人・杉本敏夫・鳥居修晃(編集)，東京大学出版会，ISBN-10: 
413012109X 
参考書２：「認知心理学 重要研究集〈1〉視覚認知」，行場次朗（編集），誠信書房， ISBN-10: 4414323932 
参考書３：「認知心理学演習 視覚と記憶―基礎・理論編〈1〉」，薬師神 玲子 (著), 甲村 美帆 (著), 石口 
彰 (監修)，オーム社，ISBN-10: 4274211177 

履修条件 心理学に関する授業を履修済であることが望ましい。 

履修上の注意 （１）この授業では教科書を輪読する。受講者は，担当する章をまとめて，その内容をプレゼンテーションす
る。その内容についてディスカッションを行う。授業の質を高めるために，受講者には積極的な参加を期待す
る。 
（２）第1回目の授業のときにガイダンスを行うので，受講者は出席すること。 
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 （3）国際学術誌の文献読解演習を行うことから，一般的な大学院生が最低でも保有すると思われる程度の英語 
力は求める。 

準備学習と課題の
内容 

（１） 心理学に関する基礎的な知識が求められる。事前に参考書１を読むこと（5時間以上）。 
（２） プレゼンテーションとディスカッションの準備を行う際は，単純に情報をまとめるのではなく，補足 
説明が必要な部分については調べてくること（15時間以上）。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:20％,技能・表現:20％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築学総論 

General Architecture 

科目コード： 52130 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築学は、人々の営みを中心にかなり広範囲な分野を学習する。ここでは、学部で学習した各分野の内容か
ら最新の研究までを繋げて、各講師がオムニバス授業として解説する。 
講師は建築学コース教員と外部講師によって行われる。 

授業計画 １ 鉄筋コンクリート構造の最新の研究 (丸田) 
鉄筋コンクリート架構の研究も年々進化している。特に部材関係では高強度な鉄筋やコンクリー
トを用いている。そのような研究の現状とPCaPC(PC圧着工法)やRCSなどの新しい構造の研究の現
状を紹介する。 
学部生の時用いた鉄筋コンクリート構造の教科書を持参のこと。 

２ 超高層建物の歴史 (丸田） 
世界の超高層建物の歴史を解説する。歴史のみならずその構造設計法の推移も示す。エンパイア
ステートビルの施工に関する資料も事前に渡し、読み解き、議論してゆく。 

３ 近代建築設計思潮 (1）（佐藤) 
ル・コルビュジェの「ローマの教訓(The Lesson of Rome)」(英文)を読む。 
その中で例示されている古代ローマの建築物を1つ選び、図書館で関連する資料を探し、図や写真
とともにレポートにまとめる。パワーポイントを作成し、その概要を発表する。 

４ 近代建築設計思潮 (2）（佐藤) 
ルイス・カーンの「私ははじまりを愛する(I love Beginnings)」(英文)を読む。 
カーンの考えに共感する部分と共感できない部分について、自己の考えをレポートにまとめる。
パワーポイントを作成し、その概要を発表する。 

５ 建築計画・デザインと研究1 (脇坂） 
現代社会が抱える課題に関して、建築計画・デザインが果たす役割と必要性を理解するため、事
前に提示されたトピックを元に、リサーチを元にした発表と課題解決に向けた討議を行う。 

６ 建築計画・デザインと研究2 (脇坂） 
現代社会が抱える課題に関して、建築計画・デザインが果たす役割と必要性を理解するため、事
前に提示されたトピックを元に、リサーチを元にした発表と課題解決に向けた討議を行う。 

７ 環境設計の最新動向（住宅編） （石川） 
住宅は、建築物の他用途とエネルギー消費傾向が大きく異なる。利用用途が住宅の際、地域ごと
に求められる環境性能を具体的に設定した『住宅省エネルギー技術 設計施工編』（（一社）木
を活かす建築推進協議会）を参考に、住宅の環境設計の最新動向の他、ZEHからコミュニティZEH 
や断熱リノベ、次世代建材、災害対応家庭用蓄電池等、著しい展開を学ぶ。 

８ 環境設計の最新動向（非住宅編） （石川） 
建築物はその用途によってエネルギー消費量が大きく異なる。利用用途が事務所や学校などの非
住宅の際、環境性能を具体的に設定した『ZEBガイドライン』（（一社）環境共創イニシアティ
ブ）を参考に、非住宅用途の環境設計の最新動向、地域に応じた環境設計の具体例等、先駆的な
研究実践例を学ぶ。 

９ 住宅のコンセプトとディテール1 (田井） 
住宅建築を通して、建築全体のコンセプトとディテールの相関関係について解説する。1990年か
ら2010年までの日本の住宅建築について俯瞰する。 
参考教科書として「現代住宅の納まり手帖」（伊藤博之・川辺直哉・田井幹夫・松野勉・共著） 
を使用する。（2回通し） 

１０ 住宅のコンセプトとディテール2 (田井） 
9回と同じ 

１１ 建築基準法施行令の設計法および鉄筋コンクリート造建物の靭性保証型耐震設計指針（崔） 
建築物の耐震設計の基本となる建築基準法施行令について、その構造規定や計算の流れを紹介 

 し、建築基準法施行令の全体像をつかめるようにする。また、建築物の目標耐震性能に着目した
鉄筋コンクリート造建物の靭性保証型耐震設計指針における設計方針や設計の流れを紹介し、性
能確認型設計方法の流れをつかめるようにする。 

１２                                             鉄筋コンクリート造建物の耐震性能評価指針（崔） 
1995年に発生した兵庫県南部地震による被害の教訓から、建築物の性能評価型設計法が導入され 
ることとなった。その設計法をまとめた鉄筋コンクリート造建物の耐震性能評価指針について、
性能評価の手順や各項目の計算方法を紹介し、最近の耐震性能設計法の流れをつかめるようにす
る。 

１３         設計用地震動の作成と最近の動向（外部講師） 
現在、高層建物や免震制振などを有する建物では、地震応答計算が必須となる。その際に、告示
で決められた地震波と建物建設予定地域の地震波でのチェックが必要となる。この地震波の作成
方法や近年の長周期波等に関する研究動向を概説する。 

１４         人間にとって、建築とは何か１（外部講師） 
建築史は人類史でもある。歴史的視点で建築を考察する。私たちがどのような機能や性能、文化
的背景を含め建築を求めてきたか。そして何を求めていくのかを考察する。 

１５ 人間にとって、建築とは何か２（外部講師） 
建築史は人類史でもある。歴史的視点で建築を考察する。私たちがどのような機能や性能、文化 
的背景を含めた建築を求めてきたか。そして何を求めていくのかを考察する。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年前期 1 2 選択 

担当教員 

建築学科全教員 

    

添付ファイル 
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授業形態 講義、討議を基本とする。輪講を課すこともある。 

達成目標 ・総合的に建築学を理解する。 
・建築計画（住宅、歴史）関連を理解を深める。 
・耐震構造について理解を深める。 
・建築環境について理解を深める。 

評価方法・フィー 
ドバック 

毎回の授業でレポートを課し、総合点で評価する。 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。秀：100点～90点、優：89点～80点、良：79点～70点、 
可：69点～60点、不可：59点以下 

教科書・参考書 各講師が授業計画で示している図書を用いる。 

履修条件 学部での基本的な建築の知識を有していること。 
英文のテキストを使用することもあり、英文読解力が必要。 

履修上の注意 講義のノートは確実にとること。 

準備学習と課題の 
内容 

各講師の授業計画を十分理解すること。 
事前学習（宿題）等ある場合は、必ず行っておくこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築材料論 

Building Materials 

科目コード： 52140 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ［構造／材料系］：構造／材料系では，鉄筋コンクリート（RC）造建築物に生じうる各種劣化現象（火災によ
る被害を含む）と劣化調査を採り上げ，劣化発生メカニズム，発生条件，劣化現象がもたら建築物への影響に
ついて，建築学会の仕様書や指針などに基づき解説するとともに，RC造建築物の健全性確保と耐久性向上に対
する基本的な考え方を習得する. 
［環境系］：環境系では建材や空調機器に使用される機能性材料について講義を行う．建築環境において，湿
度の制御は省エネやIAQの維持に対して非常に重要な技術である．そこで水分の移動のメカニズムや，ゼオライ
トやシリカゲルなどの各種吸着材量の吸着メカニズムや機能，さらにその有効活用方法について一定の理解を
課す． 
［意匠計画系］：建築は素材で作られおり，素材の質感や素材自体の力や工法により生まれる建築空間は多岐
に富んでいる．工業製品から地域的な材料まで，何を使うかにより建築の意匠的表現も変化する．また各素材
には歴史があり文化人類学でもある．そのような素材の原点と展開を考え新しい建築空間へとつなぐ知識を習
得する． 
 

・本講義では，各分野における研究例についても触れるとともに，研究の進め方や方向性についても議論し， 
実務で役立つ思考性を身につける． 
・本科目は建築材料・施工管理分野，環境・設備分野および意匠・計画分野に関する研究開発の実務経験のあ 
る教員が担当する科目である． 

授業計画 第１回 ガイダンス／［構造／材料系１］コンクリートの中性化 
・建築材料論のガイダンス（本講義で目指す方向性，進め方，資料，参考図書，評価方法などの
説明）を行う． 
・構造／材料系における講義内容を紹介するとともに，コンクリートの中性化に関して，発生メ
カニズム，発生条件，中性化がもたらす劣化現象，RC造建築物に及ぼす影響，仕上げ材による中
性化抑制効果，中性化の進行予測，具体的な中性化事例および中性化の評価方法について解説す
る． 
・中性化の進行予測については，複数の評価式にて所定の年数が経過した時点での中性化深さを
試算し，各種条件下における中性化の進行度の相違について理解する．（AL1,AL2,AL6） 

第２回 ［構造／材料系２］塩害 
・RC造建築物における塩害に関して，発生メカニズム，発生条件，塩害がもたらすRC造建築物へ
の影響（被害），塩害の進行予測および具体的な塩害の事例について解説する． 
・既往の提案式によって塩害の進行予測を行い，環境条件が異なる場合における塩害進行度の相
違について理解を深める．（AL1,AL2,AL6） 

第３回 ［構造／材料系３］コンクリートの乾燥収縮ひび割れ 
・コンクリートの乾燥収縮と乾燥収縮ひび割れに関して，発生メカニズム，発生条件，乾燥収縮
または乾燥収縮ひび割れがもたらす各種劣化現象，RC造建築物への影響，具体的事例について， 
最新の研究例を交えて解説する． 
・ひび割れの発生パターンに着目し，ひび割れパターンと発生条件／発生要因の関係についても
解説する．これによって，劣化要因によるひび割れか，地震などの外力によるひび割れか概略把
握できるようにする．（AL1,AL2,AL6) 

第４回      ［構造／材料系４］コンクリートの凍害／化学的腐食／アルカリシリカ反応 
・コンクリートの凍害（凍結融解作用の繰返しによって生じる劣化），化学的腐食およびアルカ
リシリカ反応に関して，発生メカニズム，発生条件，それぞれの劣化現象とRC造建築物への影 
響，具体的な事例について解説する． 
・劣化進行予測についても解説し，劣化進行度の概要を把握する．（AL1,AL2,AL6） 

第５回 ［構造／材料系５］火災による損傷 
・建築物が被る災害のうち最も頻度が高い火災を採り上げ，建築物における火災の物性・現象， 
耐火構造としてのRC造と耐火性，高温履歴を受けたコンクリートと鉄筋の物性，火災後の健全度
調査について解説する．さらに，火災に対する取組み方および火災に対して建築物のあるべき姿 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年前期 1 2 選択 

担当教員 

太田 達見，鍋島 佑基，長尾 亜子 

    

添付ファイル 
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 について議論する．（AL1,AL2,AL6） 
第６回 ［環境系１］透湿現象総論 

・建築環境分野において結露防止は構造体の長寿化，健康の維持など様々なメリットがある．環
境系の材料論では，材料内の水蒸気拡散をテーマに機能性材料について解説する． 
（AL1,AL2,AL3,AL4） 
・講義では，吸着メカニズムや拡散現象について説明する．吸着材量の種類や吸着特性に関する
総論を説明する． 
・建築分野における，含水率や透湿抵抗などの水蒸気移動に関する講義について予習，及び講義
内容の復習をすること．(予習1.5Ｈ/復習1.5H) 

第７回 ［環境系２］多孔質材料 
・多孔質材料の吸脱着について解説する（AL1,AL2,AL3,AL4） 
講義では，吸着現象について取り上げる．多孔質材料の水蒸気吸着メカニズムや拡散現象につ

いて説明する． 
・吸着材料の種類や吸着特性について予習する．(予習1.5H) 
・予習課題に講義内容を追加してレポートを提出する．(復習1.5H) 

第８回 ［環境系３］多孔質材料 
・多孔質材料の吸脱着について課題発表を行う．課題発表は専門知識を活用し，現象論を踏まえ
た説明を行う．（AL4,AL5,AL6） 
・吸着材料の応用手法と性能評価方法について発表スライドを準備．(予習1.5H) 
・予習課題に講義中の補足内容を追加してレポートを提出する．(復習1.5H) 

第９回 ［環境系４］吸脱着現象を利用した機能性建材 
・多孔質材料の吸脱着現象を応用した建材やシステムについて解説する．（AL1,AL2,AL3,AL4） 
講義では，パッシブ手法やアクティブ手法による多孔質材料の活用技術について説明する． 

・実際に商品化された技術について事前調査を行う．(予習1.5H) 
・予習課題に講義中の補足内容を追加して次回発表資料を作成する．(復習1.5H) 

第１０回 ［環境系５］吸脱着現象を利用した機能性建材 
・多孔質材料の吸脱着現象を応用した建材やシステムについて調査内容を発表・解説する． 
（AL4,AL5,AL6） 
・発表では，多孔質材料の活用技術について学術的知見と現象論による高度なプレゼンテーショ
ンを行う． 
・アクティブ手法，パッシブ手法について発表準備を行う．(予習1.5H) 
・予習課題に講義中の補足内容を追加してレポートを作成する．(復習1.5H) 

第１１回 ［意匠計画系１］素材の原点とその展開−１ 
・建築材料が発展した歴史を調査分析する． 
・地域的背景や性質、建築材料としての特質と施工方法などを知る． 
・各素材の特質が表出する原点である建築空間の意匠性を分析する．（AL1,AL4,AL5） 

第１２回 ［意匠計画系２］素材の原点とその展開−２ 
・建築材料が発展した歴史を調査分析結果を発表する． 
・地域的背景や性質、建築材料としての特質と施工方法などの知識を深める． 
・各素材の特質が表出する原点である建築空間の意匠性を分析する．（AL1,AL4,AL5,AL6） 

第１３回 ［意匠計画系３］素材の原点とその展開−３ 
・建築材料が発展した歴史を調査分析する． 
・地域的背景や性質、建築材料としての特質と施工方法などを知る． 
・各素材の特質が発展した建築空間の意匠性を分析する．（AL1,AL4,AL5） 

第１４回 ［意匠計画系４］素材の原点とその展開−４ 
・建築材料が発展した歴史を調査分析結果を発表する． 
・地域的背景や性質、建築材料としての特質と施工方法などの知識を深める． 
・各素材の特質を生かし、発展した建築空間の意匠性を分析する．（AL1,AL4,AL5,AL6） 

第１５回 ［意匠計画系５］素材の原点とその展開−５ 
・建築材料が発展した歴史を調査分析結果を発表する． 
・地域的背景や性質、建築材料としての特質と施工方法などの知識を深める． 
・各素材の特質を生かし、発展した建築空間の意匠性を分析する． 
・今までの知識を踏まえ、今後の建築空間にどのように応用し、発展できるかをプレゼンテー 
ションする．（AL1,AL4,AL5,AL6） 

授業形態 ・説明用資料（パワーポイントなど）を用いた講義とする． 
・本講義では，履修生同士が相互の意見を出し合う場を設ける． 
・アクティブラーニング：AL1:13回，AL2:8回，AL3:3回，AL4:10回，AL5:7回，AL6:10回 

達成目標 ・RC造建築物において生じうる様々な劣化現象とその発生メカニズムを理解し，当該建築物が置かれる各種条
件から，どのような劣化がどの程度の年数が経過した後で生じうるか，その可能性と程度が評価できるレベル
に到達すること． 
・具体的な事例に基づき，劣化進行の評価を行うことで，よりよいRC躯体を構築するための材料面からのアプ
ローチ法とRC造躯体の健全性評価について理解する． 
・材料の与える空間的影響を理解し、評価できるレベルに到達すること． 

評価方法・フィー 
ドバック 

・講義中に課す複数回のレポートの合計点で成績を評価する． 
・提出したレポートに関しては，提出後に詳細を解説する． 

評価基準 ・複数回のレポートの合計点（100点満点）で60点以上の者に単位を与える． 
・秀：100～90点，優：89～80点，良：79～70点，可：69～60点，不可：59点以下 

教科書・参考書 ・教科書は指定しない． 
・参考図書として，以下の書籍を推薦する． 

日本建築学会：建築保全標準・同解説 JAMS 3-RC 調査・診断標準仕様書―鉄筋コンクリート造建築物
日本建築学会：鉄筋コンクリート造建築物の耐久設計施工指針・同解説 
日本コンクリート工学会：コンクリートの診断技術 '21 
共立出版(株)：高分子と水 
彰国社：建築材料新テキスト 

履修条件 ・「建築材料１」について確実に理解しておくこと． 
・「建築環境工学３」について確実に理解しておくこと． 

履修上の注意 ・RC造建築物の劣化や耐久性に関心を持ち，日常から周囲の建築物を観察し思考する姿勢・習慣を身につける 
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 ことが望ましい． 
・機能性材料のメカニズムについて，現象論から理解する姿勢を持つことが望ましい． 
・科学的視点に立って，意匠計画を理解する姿勢・習慣を持つことが望ましい． 

準備学習と課題の
内容 

・第1回講義までにシラバスを熟読し，講義内容や進め方のゴールなどを理解しておくこと． 
・配付資料，i-Learnにアップする講義用資料，参考図書などで毎回予習を1.5hr程度、復習を1.5hr程度行うこ 
とで，各回講義で定めたゴールをクリアする． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％，思考・判断:30％，関心･意欲:10％，態度:10％，技能・表現:20％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

実践建築論 

Practical Architecture 

科目コード： 52150 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築学は実学であり、材料、歴史から構造、環境、設備、計画、意匠、施工、監理まで様々な分野の現状を
知る必要がある。 
この講義は、建築を実践的に研究あるいは実務を行っている教員が、それぞれの分野での最新の状況を解説す
る。そのことにより、建築業界での最新の知見を知り専門分野に役立たせることを目的とする。この授業はオ 
ムニバス形式とし、各教員及び外部講師により進める。 

授業計画 １ 超高層鉄筋コンクリート建築物の設計施工法 (丸田) 
現在建設現場の作業員不足が深刻化している。そんな中で、超高層RC造では部材のプレキャスト 
（PCa）化を推し進め、現場の少人数化にトライしている。そのPCa化の現状と、構造設計上の問
題点、施工上の注意点をまとめて紹介する。 
宿題：プレキャスト工法は数多くある。事前に1つの事例を纏めておくこと。 

２ プレストレストコンクリート構造の設計法 （丸田） 

プレストレストコンクリート構造の設計法 （丸田） 
プレストレストコンクリート梁の構造設計(断面設計)を解説し、実際に計算をしてゆく。プレス
トレスト量や鋼材の配置によって、耐えれる長期曲げモーメントがどのように変化するか確認す
る。 
宿題：鉄筋コンクリートの梁に一本PC鋼材を入れた断面について事前計算をしておく。 

３ 集合住宅団地の設計事例の解説 （佐藤） 
岐阜県北方住宅の建替え事業(全1080戸、1994～2006)について概説する。集合住宅の計画とは、
すなわち街づくりであり都市計画なのだということを解説する。そして、単体の建築のデザイン
と街づくりにおけるデザインの手法の違いについて議論する。 

４ 海外(中国)での設計事例の解説 （佐藤） 
深圳文化センター(中国深圳市、コンサートホールおよび図書館、1998～2007)の設計について概
説する。外国でプロジェクトを進めるとき、国内での設計・建設プロセスとの違いについて解説
する。そして、都市のシンボルとして公共建築がもつ意味や力について、議論する。 

５ 建築計画・デザインと作品1 (脇坂） 
都市・建築の実践としての最新事例を取り上げ、プロジェクトマネジャー、デベロッパー、建築
家、建築技術者、ファシリティマネジャーなど幅広い建築領域の職能の役割に触れながら、作品
のプロセス、空間構成、実践を支える方法論等について理解し、討議を行う。 

６ 建築計画・デザインと作品2 (脇坂） 
都市・建築の実践としての最新事例を取り上げ、プロジェクトマネジャー、デベロッパー、建築
家、建築技術者、ファシリティマネジャーなど幅広い建築領域の職能の役割に触れながら、作品
のプロセス、空間構成、実践を支える方法論等について理解し、討議を行う。 

７ 『生活の質を考える』① (石川） 
・日本の住宅ストックのうち、一定基準の省エネ性能規準を満たす住宅は全体の1割程度である。
特に、温暖地域の静岡県下は断熱性能が著しく低い。室内環境や身体活動量等、生活の質向上に
不可欠な建築環境を考える。 
・履修生の現在の住まいとコミュニティを対象とし、『CASBEE健康（すまいの健康チェックリス
ト、コミュニティの健康チェックリスト）』を活用して環境評価を行う。生活の質向上を考慮 
し、健康面から見た現状の課題、改善策を提案発表する。 

８ 『生活の質を考える』② (石川） 
グループを構成し、代表者の現在の住まいを対象とし、『CASBEE戸建』を活用して環境評価を行
う。現状案と、生活の質向上を考慮した改善案を提案発表する。 

９ 住宅における中間領域1 (田井） 
講師（田井）が設計した住宅における中間領域のあり方を、平面・断面計画および建築を形作る
ディテールの両面からあぶり出す。設計の背景にある敷地や施主による条件から、いかにして建 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年後期 1 2 選択 

担当教員 

建築学科全教員 

    

添付ファイル 
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 築が生まれたか、具体的な設計プロセスも合わせて解説する。 
参考教科書として「住宅断面詳細図集」（田井幹夫・著）を使用する。（2回通し） 

１０ 住宅における中間領域2 (田井） 
9と同じ 

１１ 簡単な鉄筋コンクリート造建物の構造設計（崔） 
鉄筋コンクリート造2層1スパン建物を対象に、長期荷重、短期荷重（中小地震）および大地震に
対する性能（使用性、修復性、安全性）を検討し、実際の構造設計の流れをつかめるようにす 
る。 

１２ 木造住宅および鉄筋コンクリート造建物の耐震改修の現状 （崔） 
過去の地震による木造住宅および鉄筋コンクリート造建物の被害事例を紹介し、耐震診断・耐震
改修の必要性を説明する。さらに、耐震改修技術および国・地方公共団体など行政の耐震改修対
策を紹介し、耐震改修の現状を把握する。 

１３         最新の制震建物の概要（外部講師） 
近年、免震構造や制振(制震)構造が増えている。特に制振構造はパッシブ型、アクティブ型に分
類されその数も多い。超高層での風に対する制振構造や地震時に大きなエネルギーを吸収できる
制振ダンパーも多く開発されている。最近のトレンドやシステムについて概説する。 

１４         建築の批評１（外部講師） 
建築はどのように批評されるのかを学ぶ。建築を批評されることで外部的視点を獲得する。その
行為により建築が発展してきた。過去の批評を知り、どのように建築を客観視するかを学ぶ。 

１５ 建築の批評２（外部講師） 
建築はどのように批評されるのかを学ぶ。建築を批評されることで外部的視点を獲得する。その
行為により建築が発展してきた。実践的に批評を行うことで建築の客観性を獲得する方法を学ん 
でいく。 

授業形態 講義、討議を基本とする。輪講を課すこともある。 

達成目標 ・実際に現場等で用いられている建築を理解する。 
・建築計画（住宅、歴史）関連の最新の動向に関して理解を深める。 
・建築構造施工の最新の技術について理解を深める。 
・建築環境の最新の技術について理解を深める 

評価方法・フィー 
ドバック 

毎回の授業でレポートを課し、総合点で評価する。 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。秀：100点～90点、優：89点～80点、良：79点～70点、 
可：69点～60点、不可：59点以下 

教科書・参考書 各講師が授業計画で示している図書を用いる。 

履修条件 学部での基本的な建築の知識を有していること。 

履修上の注意 講義のノートは確実にとること。 

準備学習と課題の 
内容 

各講師の授業計画を十分理解すること。 
事前学習（宿題）等ある場合は、必ず行っておくこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築インターンシップⅠ 

Internship of Architectural course Ⅰ 

科目コード： 52160 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築学インターンシップⅠ、Ⅱ、Ⅲのうち、最初に受ける科目である。 
建築の専門性を有する学生が、受入機関（建築設計事務所、ハウスメーカー等）における実践的な環境の中 
で、建築士の指導（設備の場合は建築設備士の場合がある）のもと、建築設計・工事監理の実務体験を行うこ
とにより、修了後の実社会での即応力を養うことを目的とする。 
インターンシップⅠでは、連続又は分割して４週間(実時間120時間)以上の間、予め受け入れ契約を交わした事
業所において建築設計・施工監理等の実務に従事し、複数回(４回程度)の作業報告書・レポート提出を事業所
の指導担当建築士（インターンシップ先企業の担当者）並びに大学院担当教員（本学インターンシップ科目の
担当者）に提出する。 

授業計画 全回 インターンシップⅠ 企業実習 
受入先においてあらかじめ設定されたスケジュールに従い、建築士の指導（設備の場合は建築設
備士の場合がある）のもと、建築設計・工事監理の実務に携わる。所定の時間の実習終了後、指 
導教員に実習終了の報告を行い、報告書を提出する。 

授業形態 受入先においてあらかじめ設定されたスケジュールに従い、建築士の指導（設備の場合は建築設備士の場合が 
ある）のもと、建築設計・工事監理の実務に携わる。 

達成目標 建築設計・工事監理の実務体験を通して、受け入れ先より評価を受け、実務経験年数としてカウントされる。
インターンシップにおいて実社会の現状を把握する。 
インターンシップⅠでは、最初であり、基本的な作業と仕事の流れを理解し、実行する。 
建築設計や監理などでの、指導担当建築士（インターンシップ先企業の担当者）のもとで補助作業などを行 
い、実務の基本を理解する。 

評価方法・フィー
ドバック 

実習終了後、指導教員（大学院における研究指導教員）に実習終了の報告を行い、報告書を大学院担当教員 
（本学インターンシップ科目の担当者）に提出する。また、事務所の指導担当建築士（インターンシップ先企
業の担当者）による実務訓練評価も得て、インターンシップ報告会を開催し、大学院担当教員（本学インター 
ンシップ科目の担当者）が総合評価を行う。 

評価基準 のべ120時間以上の受入機関における実習を行って、上記評価方法により評価をを得た学生について単位を認定 
する。 

教科書・参考書 特になし。受け入れ機関である場合は、その指示に従う。 

履修条件 実務経験取得を目指す学生は、修士1年の当初に、履修計画書（自由書式）に必要事項（学籍番号、氏名、研究
室、実務経験取得希望年数、インターンシップ先の候補、インターンシップ時期、修士論文や修士設計研究の
テーマ）をまとめた上で、指導教員（大学院における研究指導教員）を通じて研究科建築コース教員会議へ提 
出すること。 

履修上の注意 一級建築士試験の大学院における実務経験取得を目指す学生は、指導教員（大学院における研究指導教員）お 
よび大学院担当教員（本学インターンシップ科目の担当者）とも十分相談した上で履修計画を検討すること。 

準備学習と課題の 
内容 

受け入れ機関などと十分事前打ち合わせを行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年 1 4 選択 

担当教員 

建築学科全教員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築インターンシップⅡ 

Internship of Architectural course Ⅱ 

科目コード： 52290 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築インターシップⅠの単位取得済学生が、さらにインターシップ経験を積み成果を得る科目である。 
建築の専門性を有する学生が、受入機関（建築設計事務所、ハウスメーカー等）における実践的な環境の中 
で、建築士の指導（設備の場合は建築設備士の場合がある）のもと、建築設計・工事監理の実務体験を行うこ
とにより、修了後の実社会での即応力を養うことを目的とする。インターンシップⅠの経験を踏まえ、Ⅰより
高度な設計や監理技術を学ぶ。 
インターンシップⅡでは、連続又は分割して６週間(実時間180時間)以上の間、予め受け入れ契約を交わした事
業所において建築設計・施工監理等の実務に従事し、複数回(６回程度)の作業報告書・レポート提出を事業所
の指導担当建築士（インターンシップ先企業の担当者）並びに大学院担当教員（本学インターンシップ科目の 
担当者）に提出する。 

授業計画 インターンシップⅡ 企業実習 
受入先においてあらかじめ設定されたスケジュールに従い、建築士の指導（設備の場合は建築設
備士の場合がある）のもと、建築設計・工事監理の実務に携わる。実習終了後、指導教員に実習 
終了の報告を行い、報告書を提出する 

授業形態 受入先においてあらかじめ設定されたスケジュールに従い、建築士の指導（設備の場合は建築設備士の場合が 
ある）のもと、建築設計・工事監理の実務に携わる。 

達成目標 建築設計・工事監理の実務体験を通して、受け入れ先より評価を受け、実務経験年数としてカウントされる。
インターンシップにおいて実社会の現状を把握する。 
インターンシップⅠで得た知識を踏まえ、より高度な実務経験を積み、それを理解する。 
建築設計、監理の実務の一部を指導担当建築士（インターンシップ先企業の担当者）のもと、共同で担当する 
ことにより、建築設計、監理の応用を学び、身につける。 

評価方法・フィー
ドバック 

実習終了後、指導教員（大学院における研究指導教員）に実習終了の報告を行い、大学院担当教員（本学イン
ターンシップ科目の担当者）に報告書を提出する。事務所の指導担当建築士（インターンシップ先企業の担当
者）による実務訓練評価も得て、インターンシップ報告会を開催し、大学院担当教員（本学インターンシップ 
科目の担当者）が総合評価を行う。 

評価基準 のべ180時間以上の受入機関における実習を行って、上記評価方法により評価をを得た学生について単位を認定 
する。 

教科書・参考書 特になし。ただし、受け入れ先機関での指示に従う。 

履修条件 インターンシップⅠを履修済であること。実務経験取得を目指す学生は、修士1年の当初に、履修計画書（自由
書式）に必要事項（学籍番号、氏名、研究室、実務経験取得希望年数、インターンシップ先の候補、インター
ンシップ時期、修士論文と修士設計研究のテーマ）をまとめた上で、指導教員（大学院における研究指導教 
員）を通じて研究科建築コース教員会議へ提出すること。 

履修上の注意 一級建築士試験の大学院における実務経験取得を目指す学生は、指導教員（大学院における研究指導教員）お 
よび大学院担当教員（本学インターンシップ科目の担当者）とも十分相談した上で履修計画を検討すること。 

準備学習と課題の 
内容 

受け入れ機関などと十分事前打ち合わせを行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年 1 6 選択 

担当教員 

建築学科全教員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築インターンシップⅢ 

Internship of Architectural course Ⅲ 

科目コード： 52300 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築インターシップⅡを修了している学生が、さらにインターシップ経験を積み成果を得る科目である。 
建築の専門性を有する学生が、受入機関（建築設計事務所、ハウスメーカー等）における実践的な環境の中 
で、建築士の指導（設備の場合は建築設備士の場合がある）のもと、建築設計・工事監理の実務体験を行うこ
とにより、修了後の実社会での即応力を養うことを目的とする。IやⅡの経験を踏まえ、更に高度な設計や監理
を実務経験として学習する。 
インターンシップⅢでは、連続又は分割して４週間(実時間120時間)以上の間、予め受け入れ契約を交わした事
業所において建築設計・施工監理等の実務に従事し、複数回(４回程度)の作業報告書・レポート提出を事業所
の指導担当建築士（インターンシップ先企業の担当者）並びに大学院担当教員（本学インターンシップ科目の 
担当者）に提出する。 

授業計画 インターンシップⅢ 企業実習 
受入先においてあらかじめ設定されたスケジュールに従い、建築士の指導（設備の場合は建築設
備士の場合がある）のもと、建築設計・工事監理の実務に携わる。実習終了後、指導教員に実習 
終了の報告を行い、報告書を提出する。 

授業形態 受入先においてあらかじめ設定されたスケジュールに従い、建築士の指導（設備の場合は建築設備士の場合が 
ある）のもと、建築設計・工事監理の実務に携わる。 

達成目標 建築設計・工事監理の実務体験を通して、受け入れ先より評価を受け、実務経験年数としてカウントされる。
インターンシップにおいて実社会の現状を把握する。インターンシップⅡより、更に高度な実務経験を身につ
けるべく、設計、施工の流れを理解すること。 
指導担当建築士（インターンシップ先企業の担当者）指導のもと、個人で建築設計、監理の一部分を主体的に 
こなせるようになること。 

評価方法・フィー
ドバック 

実習終了後、指導教員（大学院における研究指導教員）に実習終了の報告を行い、報告書を大学院担当教員 
（本学インターンシップ科目の担当者）に提出する。事務所の指導担当建築士（インターンシップ先企業の担
当者）による実務訓練評価も得て、インターンシップ報告会を開催し、担当大学院教員（本学インターンシッ 
プ科目の担当者）が総合評価を行う。 

評価基準 のべ120時間以上の受入機関における実習を行って、評価を得た学生について単位を認定する。 

教科書・参考書 特になし。ただし、受け入れ先機関での指示に従う。 

履修条件 インターンシップⅡを履修済なこと。 
実務経験取得を目指す学生は、修士1年の当初に、履修計画書（自由書式）に必要事項（学籍番号、氏名、研究
室、実務経験取得希望年数、インターンシップ先の候補、インターンシップ時期、修士論文と修士設計研究の
テーマ）をまとめた上で、指導教員（大学院における研究指導教員）を通じて研究科建築コース教員会議へ提 
出すること。 

履修上の注意 一級建築士試験の大学院における実務経験取得を目指す学生は、指導教員（大学院における研究指導教員）お 
よび大学院担当教員（本学インターンシップ科目の担当者）とも十分相談した上で履修計画を検討すること。 

準備学習と課題の 
内容 

受け入れ機関などと十分事前打ち合わせを行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

2年 1 4 選択 

担当教員 

建築学科全教員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築情報論 

Design Planning Ⅰ 

科目コード： 52170 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 GIS(地理情報システム)とBIM(ビルディング・インフォメーション・モデリング)について、フリーのGISである
QGISと、教育版として無償で提供されているAutodesk社のRevitを導入し、それらの使用法について学ぶ。あわ
せてPython言語とGeoPandasライブラリを用いて、人口統計などのデータを加工する。CADが進化したソフト 
ウェアであるBIMを使って、建築のモデリングを行い、CADとBIMの違いについて理解する。国土地理院から提供 
される「基盤地図情報」をCADやBIMで利用する方法についても学ぶ。 

授業計画 第1回 GIS:                     イントロダクション
QGIS、Python(Anaconda)、GeoPandasのインストール 
加工済みのデータ(静岡県の2050年までの人口動態)を使って、QGISの使い方を学ぶ 

第2回 Python言語の基礎
リストと文字列 
ファイルの読み込みと書き出し
ディレクトリのスキャン、など 

第3回 GISデータの加工 
国土交通省のウェブ・ページから人口動態のデータをダウンロードし、GeoPandasを使って、デー
タを加工する 
加工する内容は、余計なデータ（男女別人口構成、年齢別構成など）の削除、年次ごとの差分の
計算など 

第4回 Web等高線メーカー 
経度・緯度を平面直交座標に変換するアルゴリズムについて理解する                      
Web等高線メーカーを使って、ある地域の詳細な等高線データを取得し、QGISを使って視覚化する
とともに、AutoCAD上でポリラインとして作画する 

第5回 基盤地図情報 
国土地理院のウェブ・ページから「基盤地図情報」をダウンロードする   
GeoPandasを使って、ダウンロードしたGMLファイルをシェイプ・ファイルに変換する
変換したシェイプ・ファイルをQGISで表示する 
等高線や河川、鉄道、道路、建築物を航空写真と比較する 

第6回 GISとAutoCADとの連携                                                         
GeoPandasを使って、シェイプ・ファイルからAutoCADで読み込めるフォーマットのデータ・ファ
イルを作成する 
AutoCAD上で等高線や河川、鉄道、道路、建築物を作画する              
(AutoCADとのインターフェイスに必要なLisp言語によるプログラムは別途配布する) 

第7回 地形のモデリングとレンダリング 
AutoCAD上で地形や都市のモデリングを行い、レンダリングする。 
基盤地図情報には建築物の高さ方向の情報がないため、航空写真などで高さを推定する。 

第8回 BIM: イントロダクション
Revitのインストール 
CADとBIMの違い 
オブジェクト指向プログラミングとは 

第9回 Revitでの作図 #1 
通り芯の作図 
柱・壁・床オブジェクトの定義
柱・壁・床の配置 

第10回 Revitでの作図 #2 
開口部・カーテンウォール・階段、各オブジェクトの定義 
開口部・カーテンウォール・階段の配置 

 第11回 Revitでのレンダリング 
マテリアルの作成とアタッチ
光とカメラの設定 
点景（人物と植栽）の配置 

第12回 Revitでの曲面のモデリング #1 
曲面のモデリング 
フィージビリティ・スタディ（ボリューム検討）への応用 

第13回 Revitでの曲面のモデリング #2 
地形モデルへの応用
AutoCADとの連携 

第14回 Revitにおけるマス・プロパティ解析
面積・体積の計測 
構造設計・設備設計への展望 

第15回 都市計画への応用       
GISやBIMにおけるデータ解析 
近隣住区論とボロノイ図 

授業形態 授業中にパソコンを操作する実習形式とする 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年前期 1 2 選択 

担当教員 

脇坂圭一・長尾亜子・佐藤健司・田井幹夫 

    

添付ファイル 
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達成目標 (1) GIS(QGIS)の操作法を覚える 
(2) Python言語を使ってデータの加工を行うことができる 
(3) 基盤地図情報などのデータをCADで使うことができる 
(4) BIM(Revit)を使用して、建築の設計図を作成することができる 
(5) GISやBIMを建築設計や都市計画に応用するための基礎知識を習得する 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業内で毎週、レポートを課し、達成度を評価する 

評価基準 レポートでは主に、知識・理解、技能・表現力を評価する 
最終的な評価は、レポートでの評価に加え、思考力や関心、態度なども加え、総合的に判断する 
総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。秀：100点～90点、優：89点～80点、良：79点～70点、 
可：69点～60点、不可：59点以下 

教科書・参考書 細田謙二、オレンジ岸本、他 著 「Python 入門」株式会社秀和システム 2010 
今木洋大、岡安利治 著 「QGIS入門 第2版」株式会社古今書院 2015 
蒋湧、他 著 「地域研究のための空間データ分析入門」株式会社古今書院 2019 
伊藤久晴 著 「Autodesk Revit 公式トレーニングガイド」日経BP社 2015 

履修条件 学部にて建築CAD1、建築CAD2を履修していること 
設計製図Iを履修すること 

履修上の注意 各自のパソコンにAutoCAD(教育版)がインストールされていること
授業では、以下のソフトウェアをインストールする 
Python言語(Anacondaパッケージ)、GeoPandasライブラリ、QGIS、Revit(教育版) 

準備学習と課題の 
内容 

関連する文献をその都度、指示するので、事前に予習してから授業に臨むこと 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解 30%、思考・判断 20%、関心・意欲 20%、態度 10%、技能・表現 20% 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

計画デザイン論 

Design Planning Ⅱ 

科目コード： 52180 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ・本講義では、複雑化、高度化、多様化する社会において、都市・建築が果たす役割、とりわけ都市・建築計
画と都市・建築デザインを架橋する方法論について考究する。すなわち、本講義では、論理的思考としての都
市・建築計画と感覚的思考としての都市・建築デザインをプログラムの観点から俯瞰する視点を養う。 
・トピックについてはあらかじめ提示する。従来のビルディングタイプにはあてはまらない社会制度や人間活
動の基盤としての新たな「型」を見いだすことが本講義の目標である。 
・複雑化、高度化、多様化する社会に適合したプログラムの提示に向け、具体的な設計事例のリサーチ、社会 
制度や人間活動の分析から発表された研究論文のレビューを通して学修していく。 

授業計画 第1回 ガイダンス 

 
第2回 トピックに関連した実践としての建築設計事例を対象としたリサーチ。

第3回 トピックに関連した用途や潮流に関する研究論文のレビュー。 

第4回 トピックに関連した実践事例、既往研究を通した分析としての発表、討議。 

 
第5回 トピックに関連した実践としての建築設計事例を対象としたリサーチ。

外部専門家を招いたミニレクチャーの聴講にかえる場合がある。 

第6回 トピックに関連した用途や潮流に関する研究論文のレビュー。 

 
第7回 トピックに関連した実践事例、既往研究を通した分析としての発表、討議。

第8回 トピックに関連した実践としての建築設計事例を対象としたリサーチ。 

第9回 トピックに関連した用途や潮流に関する研究論文のレビュー。 

 
第10回 トピックに関連した実践事例、既往研究を通した分析としての発表、討議。

外部専門家を招いたミニレクチャーの聴講にかえる場合がある。 

第11回 トピックに関連した実践としての建築設計事例を対象としたリサーチ。

第12回 トピックに関連した用途や潮流に関する研究論文のレビュー。 

第13回 トピックに関連した実践事例、既往研究を通した分析としての発表、討議。

第14回 トピックに関連した実践としての建築設計事例を対象としたリサーチ。 

第15回 トピックに関連した用途や潮流に関する研究論文のレビュー。 

授業形態 ・講義形式およびスタジオ形式 
・講義のうち１，2回、外部専門家を招いて、ミニレクチャーを聴講することがある。 

達成目標 修士論文の執筆に向けて、具体的な設計事例を対象とした分析手法を習得するとともに、分析した結果をリ 
サーチブックにまとめることを目指す。 

評価方法・フィー 
ドバック 

課題レポート、発表、質疑応答を総合的に評価する。 

評価基準 課題レポート、発表、質疑応答の論理性を主として、理解力、判断力、関心、態度を評価する。 

教科書・参考書 教科書：脇坂圭一ほか「環境シミュレーションを活かした建築デザイン手法」（建築技術、2022.3刊行予定） 
参考書：適宜、提示する。 

履修条件 ・建築計画１、建築計画2、近代建築史を履修していること。 
・学部で取り組んだ卒業研究について、日本建築学会支部研究集会または日本建築学会大会に投稿・発表した 
学生の受講を推奨する。 

履修上の注意 ・本講義はリサーチおよびレビュー、それらの発表、討議を通して行うため、事前の準備を必須とする。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年後期 1 2 選択 

担当教員 

脇坂圭一 

    

添付ファイル 
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準備学習と課題の 
内容 

・トピックに関連した実践としての建築設計事例を対象としたリサーチ、関連用途や潮流に関する研究論文の 
レビューについて、事前に発表資料を作成する。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解25％、思考・判断25%、関心・意欲15％、態度10%、技能・表現25% 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築意匠論 

Design Planning Ⅲ 

科目コード： 52190 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 建築作品の意匠には主要なコンセプトを基に組み立てられている。コンセプトは現象や形態、思想、歴史、文 
化的背景など多岐に渡っている。実例から学ぶことで自身の設計に応用できる視点を持つことを目的とする。 

授業計画 01 ガイダンス、講義の位置付け 
・建築設計における意匠計画の位置付けと建築学科カリキュラムに対する位置づけ 
・建築の意匠の主要コンセプトとその実例 

02 建築の意匠と実例−１ 
・建築の意匠の主要コンセプトー構成要素-1 
・その実例についてグループディスカッションを行う（AL１,AL５,AL6） 

03 建築の意匠と実例−２ 
・建築の意匠の主要コンセプトー構成要素-2 
・その実例についてグループディスカッションを行う（AL１,AL５,AL6） 

04 建築の意匠と実例−３ 
・建築の意匠の主要コンセプトー光と影-１ 
・その実例についてグループディスカッションを行う（AL１,AL５,AL6） 

05 建築の意匠と実例−４ 
・建築の意匠の主要コンセプトー光と影-２ 
・その実例についてグループディスカッションを行う（AL１,AL５,AL6） 

06 建築の意匠と実例−５ 
・建築の意匠の主要コンセプトー光と影-３ 
・その実例についてグループディスカッションを行う（AL１,AL５,AL6） 

07 建築の意匠と実例−６ 
・建築の意匠の主要コンセプトー内と外-１ 
・その実例についてグループディスカッションを行う（AL１,AL５,AL6） 

08 建築の意匠と実例−７ 
・建築の意匠の主要コンセプトー内と外-２ 
・その実例についてグループディスカッションを行う（AL１,AL５,AL6） 

09 建築の意匠と実例−８ 
・建築の意匠の主要コンセプトー内と外-３ 
・その実例についてグループディスカッションを行う（AL１,AL５,AL6） 

10 建築の意匠と実例−９ 
・建築の意匠の主要コンセプトー境界-１ 
・その実例についてグループディスカッションを行う（AL１,AL５,AL6） 

11 建築の意匠と実例−10 
・建築の意匠の主要コンセプトー境界-２ 
・その実例についてグループディスカッションを行う（AL１,AL５,AL6） 

12 建築の意匠と実例−11 
・建築の意匠の主要コンセプトー境界-３ 
・その実例についてグループディスカッションを行う（AL１,AL５,AL6） 

13 建築の意匠と実例−12 
・建築の意匠の主要コンセプトー開口-１ 
・その実例についてグループディスカッションを行う（AL１,AL５,AL6） 

14 建築の意匠と実例−13 
・建築の意匠の主要コンセプトー開口-２ 

 ・その実例についてグループディスカッションを行う（AL１,AL５,AL6） 
15 建築の意匠と実例−14 

・建築の意匠の主要コンセプトー開口-３ 
・その実例についてグループディスカッションを行う（AL１,AL５,AL6） 

授業形態 講義及びレポート 
アクティブラーニング：①:14回,②:0回,③:0回,④:0 回,⑤:14 回,⑥:14 回 

達成目標 1.意匠設計の主要コンセプトを学ぶことができる。(基礎） 
2.主要コンセプトの実例を学習することができる。(基礎） 
3.自身の意匠設計に応用することを学ぶことができる。(応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

各テーマ毎の課題レポート６０％、最終レポート４０％の総合成績で評価する。 

評価基準 課題レポートと最終レポートの総合点による。 
秀(1~4)：100~90点、優(1~4)：89~80点、良(1~3)：79~70点、可(1~3)：69~60点、不可：59点以下 

教科書・参考書 教科書：特になし、授業前に資料を配布する。 
参考書：建築意匠講義（香山 寿夫、東京大学出版会）など 

履修条件 ・建築意匠設計に関する知識を必要とするため意匠計画系の学生に限る 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年前期 1 2 選択 

担当教員 

佐藤健司・田井幹夫・脇坂圭一・長尾亜子 

    

添付ファイル 
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履修上の注意 ・不明な点や疑問点は自ら調べて解決していき、発展的学習を行うこと。 
・積極的に学習すること。 

準備学習と課題の
内容 

・授業時に示された準備学習の内容（１h）を行うこと。 
・授業関連の資料を調べるなどの復習（１ｈ）を行うこと。 
・授業時に示した課題（１ｈ）を行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:25％,思考・判断:25％,関心･意欲:15％,態度:15％,技能・表現:20％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築空間論 

Design Planning Ⅳ 

科目コード： 52200 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 中間領域を様々な角度から考察、検証する。 
公共建築において「都市と建築のパブリックスペース」（ヘルマン・ヘルツベルハー著）を教科書として、オ
ランダ構造主義において計画されたモダニズムに対峙する立場としての中間領域のあり方を考察、検証する。
住空間においては「個室の計画学」（黒沢隆著）および「都市のエージェントはだれなのか」（北山恒著）に
おいて都市環境や家族形態の変化において、住空間のあり方や、公共空間との関係のとり方が示す中間領域の 
あり方を考察、検証する。 

授業計画 ガイダンス 中間領域の概要説明 

 
公共建築の 「都市と建築のパブリックスペース」（ヘルマン・ヘルツベルハー著）解説 

 中間領域1  

 
公共建築の 「都市と建築のパブリックスペース」（ヘルマン・ヘルツベルハー著）解説 

 中間領域2  

 
公共建築の 「都市と建築のパブリックスペース」（ヘルマン・ヘルツベルハー著）解説 

 中間領域3  

 
公共建築の 「都市と建築のパブリックスペース」（ヘルマン・ヘルツベルハー著）解説 

 中間領域4  

 
リサーチ発 公共建築における中間領域のサンプル採取および空間的、活動的特徴のプレゼンテーション。 

 表  

 
住宅におけ 「個室の計画学」（黒沢隆著）解説 

 る中間領域  

 1  

 
住宅におけ 「個室の計画学」（黒沢隆著）解説 

 る中間領域  

 2  

 
住宅におけ 「個室の計画学」（黒沢隆著）解説 

 る中間領域  

 3  

 
住宅におけ 「個室の計画学」（黒沢隆著）解説 

 る中間領域  

 4  

 
住宅におけ 「都市のエージェントはだれなのか」（北山恒著）解説 

 る中間領域  

 5  

住宅におけ 「都市のエージェントはだれなのか」（北山恒著）解説 
る中間領域  

6  

住宅におけ 「都市のエージェントはだれなのか」（北山恒著）解説 
る中間領域  

7  

住宅におけ 「都市のエージェントはだれなのか」（北山恒著）解説 
る中間領域  

8  

リサーチ発 住宅建築における中間領域のサンプル採取および空間的、活動的特徴のプレゼンテーション。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年前期 1 2 選択 

担当教員 

脇坂圭一・長尾亜子・佐藤健司・田井幹夫 

    

添付ファイル 
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表  

授業形態 座学、対面形式。パワーポイントによる講義。 
ポイントごとにリサーチおよび発表。 

達成目標 20世紀前半を席巻した機能主義としてのモダニズム、後半を席巻した高度成長期の住宅政策、これらによって
失われた建築の多様性や家族本来の意味を解く鍵が、中間領域を再考することにあるとの仮説を立て、様々な
角度から検証して行く。そのために社会的な背景、モダニズム以降の建築様式の変遷の理解を深める。そし 
て、様々な建築家が試みた打開策としての建築に仕込まれた中間領域の空間特性やアクティビティに対して、 
自身なりの解釈を与える。 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業内の発表。 
最終授業後のレポート。 

評価基準 20世紀の建築の流れについての基本的知識の取得ができているか。そこで起きた問題点に対する気づきが持て 
ているか。そしてその問題に対して中間領域のあり方が打開策となる可能性について言及できるか。 

教科書・参考書 「都市と建築のパブリックスペース」（ヘルマン・ヘルツベルハー著） 
「個室の計画学」（黒沢隆著） 
「都市のエージェントはだれなのか」（北山恒著） 

履修条件 設計製図1を履修すること。 

履修上の注意 授業事前に教科書を熟読すること。 
設計製図の授業での課題に実践的に本授業の考えを応用すること。 

準備学習と課題の 
内容 

教科書の熟読。 
レポート：授業内容を理解した上で、中間領域を意識的に設計した事例を解説する。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:25％, 思考・判断:25％, 関心･意欲:25％,態度:10％, 技能・表現:15％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

設計製図Ⅰ 

Design Studio I 

科目コード： 52210 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 学部における建築設計の履修を踏まえた上で、より高度な都市的、空間的問題を対象に、スタジオ制による各 
教員の課題設定の中で回答を与える。 

授業計画 ガイダンス 授業の進め方、前半課題、後半課題の概要説明。 

 
課題1_1 「住環境、都市環境をテーマにしたコンペティションへの参加」

コンペ概要説明 
関連内容のレクチャー 

課題1_2 エスキス1 
課題の解釈、自分なりのストーリーの確立 

課題1_3 エスキス2 
建築的、都市的課題への自身のコンセプトの整合
空間的回答への翻訳 

課題1_4 中間発表 
コンセプトダイアグラム
コンセプト模型 
イメージスケッチ 

課題1_5 エスキス3 
最終案の確立 

課題1_6 エスキス4 

プレゼンテーション 

課題1_7 最終講評会 
コンペ要項による成果物 
補足資料（成果物に使用したスケッチ原本や模型本体など） 

課題2_1 「居住人口1000人の集合住宅団地」課題説明 
全300戸、居住人口1000人の集合住宅団地の計画と設計を行う。 
住宅だけでなく、事務所や商業、集会所などを含む複合的な建設プログラムを策定する。 
「職住近接」をテーマとする。 
設計にはCADまたはBIMを使用する。
課題説明、関連事例の解説 

課題2_2 エスキス1 
建設プログラムの策定 

課題2_3 エスキス2 

ボリューム検討 

課題2_4 中間発表 

配置図、断面図、ボリューム模型 

課題2_5 エスキス3 
平面図作成 
ランドスケープ・コンセプトの立案 

課題2_6 エスキス4 
透視図(CG)の作成 

 プレゼンテーション図面の作成
プレゼンテーション模型の作成 

課題2_7 最終講評会 

講評会の後、作品は学内展示を行う。 

授業形態 演習形式。 
各人が行ってきたエスキスに対し、対面によってアドバイスを与えて行くエスキスチェック形式とする。 

達成目標 総合的かつ、独創的なコンセプトやストーリーの設定、建築計画を踏まえた空間構成を達成する。 
図面製作、模型製作の表現においてもより高度な技術を用いて、説得力のあるプレゼンテーションが行えるこ 
とを目標とする。 

評価方法・フィー 
ドバック 

最終講評会における発表において以下の点について採点を行う。 
コンセプト、建築計画、空間構成、プレゼンテーション、模型精度 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。秀：100点～90点、優：89点～80点、良：79点～70点、 
可：69点～60点、不可：59点以下 

教科書・参考書 各教員による 

履修条件 学部において建築設計B2相当を履修 
「建築情報論」「建築空間論」「計画デザイン論」「意匠計画論」を受講すること 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年前期 1 2 選択 

担当教員 

佐藤健司・田井幹夫・脇坂圭一・長尾亜子 

    

添付ファイル 
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履修上の注意 毎回のエスキス結果の提示。スケッチ、模型を必ず持参すること。 

準備学習と課題の 
内容 

各スタジオで提示された課題に対する類似建築の研究、参考図書の読解、継続的な設計スタディを行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:25％, 思考・判断:25％, 関心･意欲:10％,態度:10％, 技能・表現:30％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

設計製図Ⅱ 

Design Studio II 

科目コード： 52220 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 持続可能な社会を作るために、社会基盤である建築に求められるサスティナビリティを目標とした提案性の高
い設計課題を行う。課題においては歴史的、文化的、環境的な背景を考慮することで、社会における建築の役
割を考察する。また設計における伝達技術の可能性を広げ、図面や模型、3Dを用いて高度なプレゼンテーショ 
ンを行う。 

授業計画 01 ガイダンス、課題１提示 
・受講 
・本演習の進め方の説明 
・課題１の提示 

02 課題１_エスキス１ 
・リサーチ１、対象敷地のコンテクストの読み取り 
・リサーチ２、対象敷地及び周辺環境の歴史的変遷、文化的背景の把握 
・リサーチ３、課題対象地の与条件の整理及び基本コンセプトの設定 
・既往研究との位置付け 

03 課題１_エスキス２ 
・設計の基本構想作業およびエスキスチェック 

04 課題１_エスキス３ 
・与条件の整理および設計の基本構想の確認 
・エスキスチェック 

05 課題１_エスキス４＿中間提出 
・基本設計の確認 

06 課題１_エスキス５ 

・最終発表用プレゼンテーションの準備作業 

07 課題１_エスキス６ 
・最終発表用プレゼンテーションの準備作業 

08 課題１_最終発表・講評会 及び 課題２_課題提示 
・設計内容をプレゼンテーションし、講評を受ける。 
・課題２の提示 

09 課題２_エスキス１ 
・リサーチ１、対象敷地のコンテクストの読み取り 
・リサーチ２、対象敷地及び周辺環境の歴史的変遷、文化的背景の把握 
・リサーチ３、課題対象地の与条件の整理及び基本コンセプトの設定 
・既往研究との位置付け 

10 課題２_エスキス２ 
・設計の基本構想作業およびエスキスチェック 

11 課題２_エスキス３ 
・与条件の整理および設計の基本構想の確認 
・エスキスチェック 

12 課題２_エスキス４＿中間発表 
・基本設計の確認 

13 課題２_エスキス５ 

・最終発表用プレゼンテーションの準備作業 

 14 課題２_エスキス６ 
・最終発表用プレゼンテーションの準備作業 

15 課題２_最終発表・講評会 
・設計内容をプレゼンテーションし、講評を受ける。 
・課題２の提示 

授業形態 授業の各段階において教員によるエスキスを行うスタジオ形式である。 
アクティブラーニング：①:14回,②:14回,③:0回,④:14 回,⑤:14 回,⑥:14 回 

達成目標 １：建築の歴史への洞察を建築史学的な視点からだけでなく、現実の都市空間との関係性を含めて理解する。
２：文化的背景への視座を持ちながら、現在の都市空間の構造を理解する。                          
３：歴史的文化的背景を後世へ伝えていくための方法論を、建築計画的、意匠学的視点から修得する。 
４：プレゼンテーション技術の可能性を広げることで社会の中でのリーダーシッップを発揮しうるパーソナリ 
ティの育成を養う。 

評価方法・フィー 
ドバック 

各テーマ毎のリサーチ20％、パネル50%、模型20%、質疑応答10％の総合成績で評価する。 
課題についてはフィードバックする。 

評価基準 各テーマ毎の課題レポートと最終レポートの総合点による。 
秀(1〜4)：100〜90点、優(1〜4)：89〜80点、良(1〜3)：79〜70点、可(1〜3)：69〜60点、不可：59点以下 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年後期 1 2 選択 

担当教員 

脇坂圭一・長尾亜子・佐藤健司・田井幹夫 

    

添付ファイル 
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教科書・参考書 教科書：特になし、授業前に資料を配布する。 
参考書：授業時に提示する 

履修条件 ・「建築設計B2（相当）」を履修していること。 
・「建築情報論」「建築空間論」「計画デザイン論」「意匠計画論」を受講すること。 

履修上の注意 ・建築の歴史および計画の基礎的知識があること。西洋建築史、近代建築史、建築計画を履修していること。 
・文化的背景を考察する基礎的知識があること。 

準備学習と課題の
内容 

課題設定に対して、各回のエスキスチェックを受け、中間発表でのレビューを受け止め、更なるアイデアの検
討を経た後、最終発表および講評会を実施する。 
・授業時に示された準備学習の内容（１h）を行うこと。 
・授業関連の資料を調べるなどの復習（１ｈ）を行うこと。 
・授業時に示した演習課題（１ｈ）を行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:25％, 思考・判断:25％, 関心･意欲:10％,態度:10％, 技能・表現:30％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

耐震設計論 

Seismic Design 

科目コード： 52230 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 耐震設計は、地震国日本では必須となる。世界発の耐震設計法も日本から大正年間に法律として発効された。
ここでは、鉄筋コンクリート建築物の日本及び海外の耐震設計法を主に教授するのと同時に、最新の耐震設計
研究について学生自ら文献を調査し発表するアクティブラーニング（AL）を取り入れ、新規知識の習得と共に 
プレゼンテーション能力も身につけることを目標とする。 

授業計画 １，２ はじめに 
講義の進め方と評価方法について概説する。 
文献収録方法(国内文献、海外文献)の説明と実際に図書館で検索する。
予習、復習のポイントの整理を行う。 

３，４ 許容応力度設計法（１） 
学部授業（骨組解析、鉄筋コンクリート（RC）造、鉄骨造（S）、木造（W））の復習中心に建築
物の構造と地震時作用応力について概説する。 
骨組解析の基本、曲げに対する許容応力度設計法と各材料の圧縮、引張の許容応力度
宿題：各材料の許容応力度がどのように決まったか、過去の文献を調査し発表する。 

５，６ 許容応力度設計法（２） 
せん断、付着（RCのみ）の許容応力度について概説する。 
宿題：各材料のせん断に関する許容応力度がどのように決まったか、過去の文献を調査し発表す
る。 

７，８ 終局強度設計法（１） 
プレストレストコンクリート（PC）で用いられている終局強度設計法について、その式の成り立
ちを概説する。 
宿題：終局強度設計法の各国の状況を事前調査し、報告する。 

９，１０ 終局強度設計法（２） 
プレストレストコンクリート（PC）部材の曲げ強度、せん断強度の設計法、接合面のせん断強度
について概説する。 
宿題：例題として1層1スパンのフレームを設定するので、梁について終局強度設計を事前に行
う。 

１１，１２ 保有耐力設計法（１） 
保有水平耐力計算法の1次設計時のチェック方法について復習する。また3層1フレームの1次設計
を行う。 
宿題：耐震構造で学習した、中小地震時対象の許容応力度設計法のフローチャートを作成する。 

１３，１４ 保有耐力設計法（２） 
建築物の大地震時の骨組メカニズムの成立と保有水平耐力の関係を概説する。また計算方法や事
例も紹介する。 
宿題：DS値について、既往の文献を調査し、発表すること。 

１５，１６ 限界耐力設計法（１） 
等価線形化法である限界耐力計算法について概要を説明する。解放基盤面からの地震力の増幅と
スペクトルからの荷重―応答変位算定法について示す。 
宿題：等価線形化法作成時に発表された関連論文を調査し、発表する。 

１７，１８ 限界耐力設計法（２） 
限界耐力計算の例題を概説するのと、3層1フレームの保有水平耐力時に計算した建物にこの方法
を適用し、比較する。 
宿題：保有水平耐力計算法と限界耐力計算法を表を作成し、比較検討する。 

１９，２０ エネルギー法 
朱に鉄骨建物で使用されるエネルギー法についてその概要を説明する。地震をエネルギーと捉え 
建物がそれ以上のエネルギーを吸収できるよう設計する手法となる。 

 宿題：エネルギー吸収能力の評価方法について、文献調査を行い報告する。 
２１，２２ 地震応答解析法（１） 

地震応答解析の基本の復習と3質点系のモード解析等を概説する。刺激関数等の説明、も行う。
宿題：2質点系のモード解析を復習し、まとめておく。 

２３、２４ 地震応答解析法（２） 
現状のモデル－質点系モデル、平面フレームモデル、立体骨組モデルについて概説し、振動台実
験とそのシミュレーションに関する最新の知見を紹介する。 
宿題：振動台を用いたモデル建物の実験とその解析に関する文献を調査し、報告する。 

２５，２６ 海外の耐震設計法（USA,ヨーロッパ，NZ）（１） 
海外の設計法について紹介する。まずは部材設計法として各国の基準（ACI、Euro Code、NZS）を
紹介し日本の基準との違いを概説する。 
宿題：各自1か国を抽出し、その国の耐震基準を調査し、発表する。 

２７，２８ 海外の耐震設計法（USA,ヨーロッパ，NZ）（2） 
耐震設計法の概念―荷重、水平力、安全率、壁の割合等について各国の状況（USA,ヨーロッパ， 
NZ）を概説する。 
宿題：部材設計法について、各国の比較表を作成し報告する。 

２９，３０ まとめ(ディスカッション) 
受講者全員で話し合い、担当を決め各自がパネラーになり、意見を出し合う。活発に討議し、そ 
の後まとめる。感想や耐震のあるべき姿を含めまとめてゆく。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年前期 1 4 選択 

担当教員 

丸田 誠 

    

添付ファイル 
 

1165



授業形態 講義と討議、一宇演習 
アクティブラーニング①：30回、②：2回、③：0回、④：0回、⑤：0回、⑥：2回 

達成目標 ・各種耐震設計法の概要を理解する。 
・設計法毎の相関を理解する。 
・文献調査の基本を習得する。 
・英語論文熟読法の習得。 

評価方法・フィー 
ドバック 

宿題(レポート）30％、発表(プレテン）30％、最終レポート40％で評価 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。秀：100点～90点、優：89点～80点、良：79点～70点、 
可：69点～60点、不可：59点以下 

教科書・参考書 建築物の構造基準解説書 

履修条件 「耐震設計」関連を学部生時代に履修していることが望ましい。 

履修上の注意 英文も多いので、英語の辞書、関数電卓は持参のこと。 
基本的技術英語の読解力は必要。 

準備学習と課題の 
内容 

シラバスをよく読み、講義に臨むこと。それぞれの回に、事前に宿題が載っており事前学習を必ず行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築振動論 

Structural Dynamics 

科目コード： 52240 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 既に学習した構造力学I・II・IIIや材料力学などの静力学の知識を前提として、建築構造物の動的な特性や地
震を受けるときの挙動（地震応答）について講義し、耐震設計の基礎知識を学習させる。学習対象は線形弾性
系から非線形系へと、学習内容は1自由度系から多自由度系へと、また自由振動から強制振動へと段階を追う。
この学習を通して、骨組構造を質点系モデルに置換し、動的な釣り合い式を誘導することをはじめとして、振
動モデルに各種の地震動を入力したときの挙動（応答）を目止めることや、コンピュータ・プログラムによる 
地震応答解析結果の妥当性を判断できるようになる。 

授業計画 第1回 講義の位置づけ、授業概要説明および線形1自由度系の非減衰自由振動 
・建築構造に対する学問上の位置づけと建築学科カリキュラムに対する位置づけの説明 
・授業の全体的な流れの説明 
・「動的外力の概要、振動問題の分類、線形1自由度系における非減衰自由振動」の説明・計算 
【授業目標】線形1自由度系における非減衰自由振動の定式化を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】構造力学IIIの不静定構造物の「反力」、「応力」、「変形」を求めるようにする。
テキストP1～6の「線形1自由度系の非減衰自由振動」が説明できるようにする。 

第2回 構造物の固有周期 
・「線形1自由度系における非減衰自由振動」の復習 
・例題を用いた各種構造物の「固有周期」の説明・計算 
【授業目標】様々な構造物の固有周期の求め方を学習（AL①、AL②） 
【準備学習】テキストP6～10の「各種演習問題」が説明できるようにする。 

第3回 線形1自由度系の減衰自由振動 
・各種構造物の「固有周期」の求め方の復習 
・「線形1自由度系における減衰自由振動」の説明・計算 
【授業目標】線形1自由度系における減衰自由振動の定式化を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】テキストP10～13の「線形1自由度系の減衰自由振動」が説明できるようにする。 
【課題】線形1自由度系の減衰自由振動の応用問題の計算（AL③、AL④） 

第4回 自由振動における減衰定数hの評価 
・「線形1自由度系の自由振動」の復習 
・「自由振動における減衰定数h」の影響に関する説明 
【授業目標】自由振動における減衰定数hの求め方やその大小が構造物の振動に与える影響を習得 
（AL①、AL②） 
【準備学習】テキストP14～16の「線形1自由度系の減衰自由振動」が説明できるようにする。 

第5回 周期外力に対する振動－強制外力による正常振動・機械振動・基礎への周期外力による正常振動 
・「自由振動における減衰定数h」の復習 
・周期外力のうち、「強制外力による正常振動・機械振動・基礎への周期外力による正常振動」
の説明・計算 
【授業目標】周期外力の種類および強制外力による正常振動、機械振動、基礎への周期外力によ
る正常振動の求め方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】テキストP16～22の「強制外力に対する正常応答・調和地動に対する正常応答」、
P15～16の「振動計」、配布資料が説明できるようにする。 
【課題】共振点における変位の動的応答倍率、減衰振動での変位の動的応答倍率の最大値、位相
差の計算（AL③、AL④） 

第6回 周期外力に対する振動－正常応答の性質・基礎への周期外力による過渡応答・任意外力に対する
応答 
・周期外力のうち、「強制外力による正常振動・機械振動・基礎への周期外力による正常振動」
の復習 
・周期外力のうち、「正常応答の性質・基礎への周期外力による過渡応答・任意外力に対する応
答」の説明・計算 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年後期 1 4 選択 

担当教員 

崔 琥 

    

添付ファイル 
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 【授業目標】正常応答の性質、基礎への周期外力による過渡応答、任意外力に対する応答の求め
方を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】テキストP23～25の「調和地動に対する過渡応答」が説明できるようにする。 

第7回 正常振動におけるエネルギー消費・応答計算手法 
・「各種周期外力」の求め方の復習 
・「正常振動におけるエネルギー消費」の説明・計算 
・「Duhamel積分法による応答計算手法」の説明・計算 
【授業目標】正常振動時のエネルギー消費の定義や求め方、Duhamel積分法による応答計算手法を
習得（AL①、AL②） 
【準備学習】テキストP26～31の「種々の過渡外力に対する応答」が説明できるようにする。 
【課題】Duhamel積分法を用いた応答の計算、矩形パルス外力および色んな形状の外力における応
答の計算（AL③、AL④） 

第8回 応答スペクトル・スペクトル強度 
・「各種外力に対する応答」の求め方の復習 
・「応答スペクトル」の説明・計算 
・「スペクトル強度」の説明・計算 
【授業目標】応答スペクトルの求め方および応答スペクトルの一般的な特徴を学習、スペクトル
強度の意味を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】テキストP31～54の「地震応答スペクトル・振動とエネルギー・等価粘性減衰・複素
減衰」、配布資料が説明できるようにする。 

第9回 1質点系の非線形応答－弾塑性復元力特性 
・「1質点系の線形応答」の復習 
・「弾塑性復元力特性およびモデル」の説明 
【授業目標】非線形応答を求める際に不可欠な弾塑性復元力モデルの種類とその性質を習得（AL 
①、AL②） 
【準備学習】テキストP113～117の「弾塑性復元力特性」、配布資料が説明できるようにする。 

第10回 1質点系の非線形応答－数値積分法 
・「弾塑性復元力特性」の復習 
・「各種数値積分法」の説明 
【授業目標】数値積分法である直接積分法、Runge-Kuntta法、中央差分法、線形加速度法、平均
加速度法、Newmark-法、Wilson-法を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】テキストP97～112の「応答の数値解析」、配布資料が説明できるようにする。 
【課題】①6種類の数値積分法のうち、2種類の数値積分法を選んで、Matlabで各自プログラムを
作成し、振動解を計算すること． 
②提供された地震波に対し、変位、速度、加速度の応答スペクトルを求めること（プログラムは
Matlabで作成すること）． 

第11回 1質点系の非線形応答－減衰の考え方・弾塑性応答量と弾性応答の関係 
・「各種数値積分法」の復習 
・「減衰の考え方」の説明 
・周期の大小による「弾塑性応答量と弾性応答の関係」の説明 
【授業目標】減衰の考え方および周期の大小による弾塑性応答量と弾性応答との関係を習得（AL 
①、AL②） 
【準備学習】テキストP113～144の「弾塑性応答」、配布資料が説明できるようにする。 

第12回 多質点系の線形応答－振動方程式・非減衰自由振動と固有値 
・「1質点系の線形応答および非線形応答」の復習 
・「振動方程式」の定式化 
・「非減衰自由振動と固有値」の説明・計算 
【授業目標】多質点系の線形応答における振動方程式の定式化や固有値の性質および計算手法を
習得（AL①、AL②） 
【準備学習】テキストP55～69の「多自由度系の線形応答の振動方程式・非減衰自由振動」が説明
できるようにする。 

第13回 多質点系の線形応答－固有ベクトルの性質 
・多質点の線形応答の「振動方程式」と「非減衰自由振動と固有値」の復習 
・「固有ベクトルの性質」の説明 
【授業目標】多質点系の線形応答における固有ベクトルの性質を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】テキストP79～82の「モーダルアナリシス」が説明できるようにする。 

第14回 多質点系の線形応答－固有値問題の数値解析 
・多質点の線形応答の「固有ベクトルの性質」の復習 
・「固有値問題の数値解析」の説明・計算 
【授業目標】多質点系の線形応答における固有値問題の数値解析を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】テキストP90～96の「固有値の計算」が説明できるようにする。 
【課題】3質点系の振動モードと周期の計算（AL③、AL④） 

第15回 多質点系の線形応答－非減衰強制振動・減衰のある自由振動・減衰のある強制振動・地震応答・
最大応答の推定・数値積分法 
・多質点の線形応答の「固有値問題の数値解析」の復習 
・「非線形強制振動」の説明 
・「減衰のある自由振動」の説明 
・「減衰のある強制振動」の説明 
・「地震応答」の説明 
・「最大応答の推定」の説明 
・「数値積分法」の説明 
【授業目標】多質点系の線形応答における非線形強制振動、減衰のある自由振動・強制振動、地
震応答、最大応答の推定や数値積分法を習得（AL①、AL②） 
【準備学習】テキストP69～78の「減衰自由振動・強制振動」、が説明できるようにする。 
【課題】多質点系において1次の刺激関数、層せん断力、層剛性の比、層せん断力係数、層せん断 
力係数の比の計算（AL③、AL④） 

授業形態 講義／演習（宿題）／プログラミング・シミュレーション（宿題） 

達成目標 1．1質点系の線形応答が理解でき、定式化できる。（基礎） 
2．1質点系の非線形応答が理解でき、定式化できる。（基礎） 
3．多質点系の線形応答が理解でき、定式化できる。（基礎） 
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 4．地震応答が理解できる。（応用） 
5．多質点系の非線形応答が理解できる。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

提出課題（70％）、授業態度（30%）の総合成績で評価する。各課題については毎回採点後返却し、結果を 
フィードバックする。 

評価基準 秀（1～4）：90点以上、優（1～4のうち3項目）：89～80点、良（1～3）：79～70点、可（1～2）：69～60点、 
不可：59点以下 

教科書・参考書 【教科書】柴田明徳著「最新建築学シリーズ 最新耐震構造解析＜第3版＞」、森北出版、2014 
（英語版：Akenori Shibata「DYNAMICS ANALYSIS OF EARTHQUAKE RESISTANT 
SRRUCTURES」、東北大学出版会） 
【参考書】配布資料 
志賀敏男著「構造物の振動」、共立出版 
R.W.Clough and J. Penzien「Dynamics of Structures」、McGrawhill 
Anil. K. Chopra「Dynamics of Structures」、Prentice Hall 

履修条件 構造力学I・II・III、材料力学を履修済みのこと。 

履修上の注意 講義には必ず出席すること。また、動力学の基本的な知識を習得してほしい。 

準備学習と課題の 
内容 

授業計画中に記載されている「準備学習」の内容（3時間）を必ず行うこと。 
授業計画中に記載されている「課題」の内容（3時間）を必ず行うこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解：30％、思考・判断：20％、関心・意欲：25％、態度：15％、技能・表現：10％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築生産論 

Building Production Technology 

科目コード： 52250 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ・建築生産論では，建築物の構築に不可欠な鉄筋コンクリート工事を主な対象とし，日本建築学会・建築工事
標準仕様書・同解説 JASS5 鉄筋コンクリート工事やJASS10 プレキャスト鉄筋コンクリート工事に基づき，プ
レキャストコンクリート工事を含む鉄筋コンクリート工事における品質確保の考え方，仕様書の概要について
把握する．また，新築工事のみならず改修・改築，さらにはその前段階で行われる建築物の調査に着目し，RC 
造建築物の耐久性，劣化調査の計画立案とその方法，寿命・余寿命評価および補修・改修技術について，日本
建築学会の鉄筋コンクリート造建築物の耐久設計施工指針・同解説や建築保全標準仕様書 JAMS 3-RCなどをひ
も解き，これら仕様書や指針の各条文の根拠となった研究例を読解し，これらの知見や研究成果に触れること
で，研究成果の展開について理解を深める．さらに，事例に基づきRC造建築物の余寿命評価も試行し，実務・
実践で役立つ思考力を習得する． 
・本科目は建築施工管理分野の実務経験のある教員が担当する科目である． 

授業計画 第１回      ガイダンス／RC工事の目指すべき方向性 
・本講義では，主として，一般建築物に不可欠である鉄筋コンクリート（RC躯体）工事を採り上
げ，その造り方を細部まで掘り下げ，よりよいRC躯体の構築を目指し，RC工事における品質確保
の方法論を実例を交えて解説する． 
・第1回は，講義のガイダンス（進め方，評価方法，参考書籍・資料，本講義で目指す方向性など
の説明）を行うととも，講義全体の概要を紹介するとともに，日本建築学会の「建築工事標準仕
様書」を採り上げ，標準仕様書の概要，見るべきポイント，位置づけについて解説する．（AL1） 

第２回 コンクリートの種類と品質 
・建築工事標準仕様書 JASS5 鉄筋コンクリート工事:3節に規定されるRC躯体に対する要求性能・
要求品質について解説し，RC躯体を構築するうえで何が求められるのかを理解する． 
・様々な建築物の用途，環境・使用条件に応じて，要求性能・要求品質を達成するために何をす
べきかについて議論し，RC躯体の性能と品質に関する理解を深める．（AL1,AL2,AL6） 

第３回 コンクリート用材料 
・JASS5:4節に規定される各種材料（セメント，骨材，各種混和材料）を採り上げ，各材料のJIS 
規格と指定建築材料について，具体例や近年のトレンドを交えて解説する． 
・指定建築材料に関しては，国土交通大臣の認定取得までのプロセスについて解説し，建築物で
使用する材料選定について理解を深める．（AL1,AL2,AL6） 

第４回 コンクリートの打込み・締固め 
・コンクリート工事における最重要項目の一つであり，打ち上がった躯体の品質に大きく影響す
る打込み・締固めについて，JASS5:7節に規定されるコンクリートの打込み・締固めを読解し，工
事で使用される各種資機材，打込み計画と管理方法，打重ね時間間隔，施工不具合とそれが生じ
やすい条件について，具体的な事例を交えて解説する．また，7節の条文のもととなった研究例に
ついても輪読するとともに，コンクリートの打込み計画について，事例からその良否を議論し， 
コンクリートの打込み・締固めについて理解を深める．（AL1,AL2,AL6） 

第５回 コンクリートの養生 
・型枠に打ち込まれたコンクリートの「熟成期間」である養生について，JASS5:8節に規定される
コンクリートの養生を読解し，養生の目的，養生の効果，養生方法が躯体性能・品質に及ぼす影
響，養生に関連した不具合発生について，具体例や研究例を交えて解説する．工事を進めるうえ
でクリティカルパスとなりうる工程が養生であることを，養生がもたらす各種特性を踏まえて理
解する．（AL1,AL2,AL6） 

第６回 型枠工事 
・RC躯体の表層品質，形状およびテクスチャーを形成する役割を果たす型枠工事について， 
JASS5:9節に規定される型枠工事を読解し，型枠の役割，型枠の構成要素・構成材料，型枠の仕
様，作用荷重，型枠の設計などの細部について解説する． 
・型枠に打ち込まれる各種コンクリートを想定し，型枠に作用する側圧について試算するなど型
枠工事の詳細について理解する．（AL1,AL2,AL6） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年後期 1 4 選択 

担当教員 

太田 達見 

    

添付ファイル 
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 第７回 鉄筋工事 
・JASS5:10節に規定される鉄筋工事に関して，鉄筋の役割，使用される鉄筋の種類，各種継手／ 
定着の仕様，配筋検査などの細部について解説する． 
・鉄筋工事におけるトラブル例を紹介し，近年の高密度配筋について考える場を設け，鉄筋工事
のあり方と配筋検査における留意点について，構造的な観点から理解する．（AL1,AL2,AL6） 

第８回 品質管理・検査１ 
・JASS5:11節に規定される品質管理・検査（11節前半部分）に関して，工事監理・施工管理にお
いて具体的にどのような管理・検査を行うべきか解説する． 
・11節の条文・規定がどのように実際の施工現場に展開されているのか、施工現場における管理
方法と検査方法について理解を深める．（AL1,AL2,AL6） 

第９回 品質管理・検査２ 
・JASS5:11節に規定される品質管理・検査（11節後半部分）に関して，工事監理・施工管理にお
いて具体的にどのような管理・検査を行うべきか解説する． 
・具体的な事例に基づき，コンクリート供試体の採取計画および圧縮強度の判定について計画案
を作成する演習を行い，施工現場における正しい管理方法と検査方法の理解を深める． 
（AL1,AL2,AL6） 

第１０回 プレキャストコンクリート工事 
・RC造建築物の生産性向上に大きく寄与するプレキャストコンクリートについて，JASS5:20節に
規定されるプレキャスト複合コンクリートとJASS10 プレキャスト鉄筋コンクリート工事を読解
し，プレキャストコンクリートの技術の変遷や製造方法に加え，部材分割と接合方法について， 
様々な事例を通じて生産性向上について議論する． 
・部材をプレキャスト化すること，すなわち部材分割と部材の接合方法の考え方を理解すること
によって，建築物の用途や敷地条件などに応じた合理的な建築物の構築方法について理解を深め
る．（AL1,AL2, AL6） 

第１１回 高流動コンクリート／高強度コンクリート 
・JASS5:16節，17節に規定され，近年RC躯体工事で使用される機会が増えている高流動コンク 
リートと高強度コンクリートを採り上げ，使用材料，最新の研究成果を含む種々の性質，その性
質を踏まえた施工方法を解説する． 
・実施工現場で行った高強度コンクリートの品質管理例や本学における高強度・高流動コンク 
リートの実験研究について紹介し，品質管理における留意点について理解する．（AL1,AL2,AL6） 

第１２回 コンクリートのひび割れ要因とその抑制策 
・建築物にとって不可欠な材料であるコンクリートは引張力に対して弱い材料であるため，ひび
割れが生じやすい．ここでは，コンクリートのひび割れの発生パターン，発生条件・要因・メカ
ニズム，ひび割れがもたらす不具合・劣化および種々の影響，各種ひび割れ抑制対策について， 
各種事例を交えて紹介する．また，ひび割れ写真から，その要因や対策について議論し，コンク
リートのひび割れに関する理解を深める．（AL1,AL2,AL6） 

第１３回    建築物の耐久性調査・診断 
・RC造建築物における様々な劣化現象や劣化原因の調査方法（耐久性調査）に関して，建築学会
における指針に基づき，調査方法の立案，調査の進め方，使用機器，評価・対処方法について， 
具体的な調査事例を交えて解説する． 
・RC造建築物における様々な劣化現象や劣化原因の調査方法（耐久性調査）に関して，具体例に
よる耐久性調査の進め方について議論する。また，RC造建築物の耐久性調査結果に基づき，劣化
診断手法と評価手法，評価結果の表し方について具体的な事例に基づき解説する． 
（AL,AL2,AL6） 

第１４回 建築物の耐久設計／寿命・余寿命評価 
・RC造建築物の寿命を延ばすために行う「耐久設計」の基本的な考え方，考えるべきポイントに
関して，日本建築学会 鉄筋コンクリート造建築物の耐久設計施工指針に基づき解説する．また， 
具体例に基づき，耐久設計を試行し，その進め方について理解する． 
・RC造建築物の寿命または余寿命とは何か，余寿命評価とはどのようなものかについて，既往の
研究例に基づき解説する．具体例を対象として，当該建築物がおかれた環境条件や要求性能を勘
案した余寿命評価の演習を行う．（AL1,AL2,AL6） 

第１５回    建築物の補修設計・補修工事および改修工事監理 
・様々な劣化現象を呈したRC造建築物に対する各種補修技術・補修方法について，日本建築学会
鉄筋コンクリート造建築物の耐久性調査・診断および補修指針（案）に基づき紹介し，劣化原因
に応じた補修方法について解説する．また，具体例に基づき，補修方法について議論，提案する
演習を行う． 
・近年増加している建築物の改修工事に関して，建築改修工事で何をすべきか，どのように進め
なければならないのかなど，建築改修工事監理指針（上巻）の概要（仮設工事，防水改修工事， 
外壁改修工事，建具改修工事，内外装改修工事）および同指針（下巻）の概要（塗装改修工事， 
耐震改修工事，環境配慮改修工事）について説明する．具体例を交えて改修工事の進め方や管理 
ポイントについて理解する．（AL1,AL2） 

授業形態 ・基本的に説明資料（パワーポイントなど）を用いた講義形式とする． 
・本講義では，履修生同士がお互いの意見を出し合う場を設ける． 
・アクティブラーニング：AL1:15回，AL2:14回，AL3:0回，AL4:0回，AL5:0回，AL6:13回 

達成目標 ・日本建築学会 建築工事標準仕様書・同解説 JASS5 鉄筋コンクリート工事やJASS10 プレキャスト鉄筋コンク
リート工事の概要を把握し，鉄筋コンクリート躯体の品質確保に関する基本事項を習得する．これによって， 
鉄筋コンクリート工事における施工管理や工事監理のポイントについて理解し，より高品質な鉄筋コンクリー
ト躯体が構築できるようにする． 
・鉄筋コンクリート造建築物の耐久性と寿命の概念，建築物の調査・診断の基本的な考え方とその手法，余寿
命評価，耐久設計および補修・改修に関する考え方について，日本建築学会から出されている関連指針類の概 
要を理解し，建築物に対してLCC的な発想ができる素養を身につける． 

評価方法・フィー 
ドバック 

・講義中に出す課題に対するレポート（複数回）の合計点で評価する． 

評価基準 ・複数回のレポートの合計点（100点満点）で60点以上の者に単位を与える． 
・秀：100～90，優：89～80，良：79～70，可：69～60，不可：59以下 

教科書・参考書 ・教科書は指定しない。資料は必要に応じて適宜配布する． 
・参考図書として，以下の書籍を推薦する． 

日本建築学会：建築工事標準仕様書・同解説 JASS5 鉄筋コンクリート工事 
日本建築学会：建築工事標準仕様書・同解説 JASS10 プレキャスト鉄筋コンクリート工事 
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 日本建築学会：建築保全標準・同解説 JAMS 3-RC 調査・診断標準仕様書 - 鉄筋コンクリート造建築物
日本建築学会：鉄筋コンクリート造建築物の耐久設計施工指針・同解説 
国土交通省大臣官房官庁営繕部監修：建築改修工事監理指針（上巻・下巻），建築保全センター 
中田喜久，斉藤丈士，大塚秀三：ポイントで学ぶ 鉄筋コンクリート工事の基本と施工管理，井上書院 
桝田佳寛：良好な鉄筋コンクリート造建築物を造るために 構造体コンクリートの研究，セメントジャーナ 

ル社 

履修条件 ・「建築材料１」および「建築施工」の内容を確実に理解していること． 

履修上の注意 ・建築物の施工技術，施工方法，生産計画，生産設計など生産性向上や建設就労者問題などの建設業界を取り
巻く様々な話題，建築物の耐久性，寿命，補修・改修についても関心を寄せ，必要に応じて，これらの諸問題 
を深掘りする姿勢を持つことが望ましい． 

準備学習と課題の
内容 

・第1回講義までにシラバスを熟読し、講義内容、進め方、各回のゴールなどを理解しておくこと． 
・配付資料，i-Learnにアップする講義用資料，参考図書などで毎回予習を1.5hr程度、復習を1.5hr程度行うこ 
とで，各回講義で定めたゴールをクリアする． 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％，思考・判断:30％，関心･意欲:20％，態度:10％，技能・表現:20％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

地域建築環境論 

Social Environment of Architecture 

科目コード： 52260 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 ・本講義では、環境設計実務に必須となる建築環境工学の基礎を深め、建築物単体及びその地域環境を学ぶ。
具体的なZEHやZEBの設計事例を採り上げ、その学術的な性能基準の背景及び社会実装への課題等について、建
築物省エネ法などに基づき解説するとともに、建築物の環境性能に対する基本的な考え方を習得する。 
・本講義では、各分野における研究例についても触れるとともに、研究の進め方や方向性についても議論し、
実務で役立つ思考性を身につける。 
・本科目は環境・設備分野に関する研究開発の実務経験のある教員が担当する科目である。 

授業計画 1，2 授業ガイダンス、講義の位置づけ 演習課題の説明 (AL-1,2,4,6) 
  建築学における環境評価の位置づけと建築学コースカリキュラムに対する当講義の位置づけの説 
  明をする。 
  住宅建築物省エネ法規準について、評価方法や外皮性能（外皮面積、熱橋、地域特性）を、AL① 
  ②を行いながら学ぶ。 
  課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL④） 
  [1.5h] 
  次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL 
  ⑥）[1.5h] 
 3，4 【建築物省エネ法規準 住宅】①②評価方法、外皮性能（①外皮面積、熱橋、地域特性）（②断 
  熱抵抗、熱貫流率） (AL-1,2,4,6) 
  表題テーマについて、AL-1.2を行いながら学ぶ。 
  課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL-4） 
  [1.5h] 
  次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL- 
  6）[1.5h] 
 5，6 【建築物省エネ法規準 住宅】③一次エネルギー消費量計算 ④具体事例 環境設計ワーク 
  ショップ (AL-1,2,4,5,6) 
  表題テーマについて、AL-1.2を行いながら学ぶ。 
  学生同士で話し合い、自案をまとめる。演習課題の自案を発表し、学生相互の意見交換を行う。 
  （AL-5） 
  課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL-4） 
  [1.5h] 
  次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL- 
  6）[1.5h] 
 7，8 【建築物省エネ法規準 住宅】⑤⑥具体事例 環境設計ワークショップ(AL-4,5,6) 
  学生同士で話し合い、自案をまとめる。演習課題の自案を発表し、学生相互の意見交換を行う。 
  （AL-5） 
  課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL-4） 
  [1.5h] 
  次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL- 
  6）[1.5h] 
 9，10 【建築物省エネ法規準 住宅】⑦具体事例 環境設計 成果発表 ／【CASBEE住宅】①評価方 
  法、環境の質的要素 (AL-1,2,4,6) 
  表題テーマについて、AL-1.2を行いながら学ぶ。 
  課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL-4） 
  [1.5h] 
  次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL- 
  6）[1.5h] 
 11，12 【CASBEE住宅】②環境負荷要素 ③環境の質向上と負荷低減の対策(AL-1,2,4,6) 

  表題テーマについて、AL-1.2を行いながら学ぶ。 
 課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL-4） 
 [1.5h] 
 次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL- 
 6）[1.5h] 
13，14 【CASBEE住宅】④⑤具体事例 環境設計ワークショップ(AL-4,5,6) 

 学生同士で話し合い、自案をまとめる。演習課題の自案を発表し、学生相互の意見交換を行う。 
 （AL-5） 
 課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL-4） 
 [1.5h] 
 次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL- 
 6）[1.5h] 
15，16 【CASBEE住宅】⑥具体事例 環境設計ワークショップ ⑦具体事例 環境設計 成果発表 (AL- 

 4,5,6) 
 学生同士で話し合い、自案をまとめる。演習課題の自案を発表し、学生相互の意見交換を行う。 
 （AL-5） 
 課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL-4） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年 1 4 選択 

担当教員 

石川 春乃 

    

添付ファイル 
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 [1.5h] 
 次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL- 
 6）[1.5h] 
17，18 【建築物省エネ法規準 非住宅】①②評価方法、外皮性能（①外皮面積、熱橋、地域特性）（② 

 断熱抵抗、熱貫流率）(AL-1,2,4,6) 
 表題テーマについて、AL-1.2を行いながら学ぶ。 
 課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL-4） 
 [1.5h] 
 次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL- 
 6）[1.5h] 
19，20 【建築物省エネ法規準 非住宅】③一次エネルギー消費量計算 ④具体事例 環境設計ワーク 

 ショップ(AL-1,2,4,5,6) 
 表題テーマについて、AL-1.2を行いながら学ぶ。 
 学生同士で話し合い、自案をまとめる。演習課題の自案を発表し、学生相互の意見交換を行う。 
 （AL-5） 
 課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL-4） 
 [1.5h] 
 次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL- 
 6）[1.5h] 
21，22 【建築物省エネ法規準 非住宅】⑤⑥具体事例 環境設計ワークショップ (AL-4,5,6) 

 学生同士で話し合い、自案をまとめる。演習課題の自案を発表し、学生相互の意見交換を行う。 
 （AL-5） 
 課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL-4） 
 [1.5h] 
 次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL- 
 6）[1.5h] 
23，24 【建築物省エネ法規準 非住宅】⑦具体事例 環境設計 成果発表【CASBEE建築】①評価方法、 

 環境の質的要素 (AL-1,2,4,5,6) 
 表題テーマについて、AL-1.2を行いながら学ぶ。 
 課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL-4） 
 [1.5h] 
 次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL- 
 6）[1.5h] 
25，26 【CASBEE建築】②環境負荷要素 ③環境の質向上と負荷低減の対策(AL-1,2,4,6) 

 表題テーマについて、AL-1.2を行いながら学ぶ。 
 課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL-4） 
 [1.5h] 
 次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL- 
 6）[1.5h] 
27，28 【CASBEE建築】④⑤具体事例 環境設計ワークショップ (AL-4,5,6) 

 学生同士で話し合い、自案をまとめる。演習課題の自案を発表し、学生相互の意見交換を行う。 
 （AL-5） 
 課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL-4） 
 [1.5h] 
 次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL- 
 6）[1.5h] 
29，30 【CASBEE建築】⑥具体事例 環境設計ワークショップ ⑦具体事例 環境設計 成果発表 (AL- 

 4,5,6) 
 学生同士で話し合い、自案をまとめる。演習課題の自案を発表し、学生相互の意見交換を行う。 
 （AL-5） 
 課題：授業の復習を行い、自案をブラッシュアップして指定された仕様の最終案を提出する。 

 [3h] 

  

授業形態 ・本講義では、説明用資料（パワーポイント等）を用いた講義、学生発表及び学生間の討議を中心とした演習
を行う。 
・アクティブラーニング：AL1:9回，AL2:9回，AL3:0回，AL4:15回，AL5:9回，AL6:15回 

達成目標 ・現代社会では、住宅や建築物、更に街区レベルにおいても、求められる環境性能を満たす必要がある。それ
ぞれのスケールで求められる環境性能について理解し，その基準に対する評価が行えるレベルに到達するこ 
と。 
・CASBEE、ZEB・ZEHの具体的な事例の環境性能評価を行い、QOL（Quality of Life）と省エネルギーを均衡さ 
せる環境性能を構築するための環境設計と環境評価について理解する。 
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評価方法・フィー 
ドバック 

・講義にて示す複数回のレポートの合計点で成績を評価する。 
・レポート課題に関しては、提出後に詳細を解説する。 

評価基準 ・複数回のレポートの合計点（100点満点）で60点以上の者に単位を与える。 
・秀：100～90点，優：89～80点，良：79～70点，可：69～60点，不可：59点以下 

教科書・参考書 ・教科書は指定しない。 
・参考図書、資料は講義にて示す。 

履修条件 大学での建築環境分野科目の履修、若しくは同等内容の理解が求められる。 

履修上の注意 ・建築環境性能に関心を持ち、日常から建築物を観察し思考する姿勢・習慣を身につけることが望ましい。 
・機能性材料のメカニズムについて，現象論から理解する姿勢を持つことが望ましい。 
・科学的視点に立って，建築環境計画を理解する姿勢・習慣を持つことが望ましい。 

準備学習と課題の
内容 

・第1回講義までにシラバスを熟読し，講義内容や進め方のゴールなどを理解しておくこと。 
・配付資料、i-Learnにアップする講義用資料、参考図書などで毎回予習を1.5時間程度、復習を1.5時間程度行 
うことで，各回講義で定めた目標を達成する。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％，思考・判断:30％，関心･意欲:10％，態度:10％，技能・表現:20％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築設備計画 

Advanced Building Services Planning 

科目コード： 52270 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 生活の大半は建物内で行われており、室内環境と健康影響には密接な関係がある。特に近年はシックハウスを
はじめとする室内化学汚染や湿気と結露に起因する微生物汚染など、空気環境に関する諸問題がに加えて，熱
中症などの生活リスクが高まっている。本講義では、建築空間や生活環境をとりまく熱・空気環境に関する国
内外の動向について文献調査を行い、その内容について理解し、輪講形式でのプレゼンと質疑を実施する。さ 
らに今後の建築環境設計に必要な設備のあり方について議論する。 

授業計画 1 室内空気質と快適空間-1 
・環境分野における空気質の位置づけの説明(予習3H) 
・シックハウス，微生物汚染，アレルゲン，放射性物質などと住環境のあり方について説明する
(AL-1,AL-2) 
・居室環境における「良し悪し」の判断基準について建築環境の知識に基づいた議論をおこなう
(AL-3) 
・課題：空気質改善手法に関する空調技術の調査（復習3H） 

2 室内空気質と快適空間-2 
・空気質改善手法に関する空調技術についてプレゼンテーションを行う 
・前回指摘した課題の発表と議論(AL-5,AL-6) 
・準備：文献調査および資料作成（予習3H） 
・課題：議論内容のレポート作成（復習3H） 

3 空気清浄技術1 
・室内空気質の実態と清浄化技術について説明する 
・内容：汚染質と人体の影響，対策手法の講義(AL-1,AL-2,AL-3) 
・準備：事前配布資料を読み，内容を理解しておく（予習3H） 
・課題：汚染対策製品の文献調査（復習3H） 

4 空気清浄技術2 
・汚染対策手法に関するプレゼンテーションを行う 
・前回指示した課題の発表と議論(AL-5,AL-6) 
・準備：文献調査および資料作成（予習3H） 
・課題：議論内容のレポート作成（復習3H） 

5 光環境形成１ 
・光環境が担う快適空間形成に関する講義 
・内容：光環境と知的生産性の関係や，照明設備に関する解説(AL-1,AL-2,AL-3) 
・準備：事前配布資料を読み，内容を理解しておく（予習3H） 
・課題：照明に関する研究の文献調査（復習3H） 

6 光環境形成2 
・光環境に関する文献調査結果についてプレゼンテーションを行う 
・前回指示した課題の発表と議論(AL-5,AL-6) 
・準備：文献調査および資料作成（予習3H） 
・課題：議論内容のレポート作成（復習3H） 

7 省エネルギー型快適空間-1 
・省エネルギー型快適空間形成に関する講義 
・内容：規模や用途に合わせて現在導入されている省エネルギーシステムについて具体事例を解
説する。(AL-1,AL-2,AL-3) 
・準備：事前配布資料を読み，内容を理解しておく（予習3H） 
・課題：大規模省エネルギーシステムに関する研究の文献調査（復習3H） 

8 省エネルギー型快適空間-2 
・大規模な省エネルギーシステムする文献調査結果についてプレゼンテーションを行う 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年 1 4 選択 

担当教員 

鍋島 佑基 

    

添付ファイル 
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 ・前回指示した課題の発表と議論(AL-5,AL-6) 
・準備：文献調査および資料作成（予習3H） 
・課題：議論内容のレポート作成（復習3H） 

9 省エネルギー型快適空間-3 
・小～中規模な省エネルギーシステムする文献調査結果についてプレゼンテーションを行う 
・前回指示した課題の発表と議論(AL-5,AL-6) 
・準備：文献調査および資料作成（予習3H） 
・課題：議論内容のレポート作成（復習3H） 

10 快適空間評価法-1 
・快適の数値化技術に関する講義 
・内容：快適を数値化するための建築環境分野の試みを復習する。さらに発展的な環境の測定方
法について講義を行う(AL-1,AL-2,AL-3) 
・準備：事前配布資料を読み，内容を理解しておく（予習3H） 
・課題：人体の生理的反応量を用いたストレス状況の取得に関する研究の文献調査（復習3H） 

11 快適空間評価法-2 
・生理的反応量に関するデータ取得方法と解析方法についてプレゼンテーションを行う 
・ストレス指標に関する物理データの取得方法について発表と議論(AL-5,AL-6) 
・準備：文献調査および資料作成（予習3H） 
・課題：議論内容のレポート作成（復習3H） 

12 快適空間評価法-3 
・生理的反応量に関するデータ取得方法と解析方法についてプレゼンテーションを行う 
・暑さ・寒さの刺激を受けた人体の反応について予習課題発表と議論(AL-5,AL-6) 
・準備：文献調査および資料作成（予習3H） 
・課題：議論内容のレポート作成（復習3H） 

13 空調機制御による快適環境形成-1 
・HVACの制御手法に関する講義 
・内容：冷暖房や換気装置の性能について技術資料などを踏まえて解説する。(AL-1,AL-2,AL-3) 
・準備：事前配布資料を読み，内容を理解しておく（予習3H） 
・課題：冷暖房制御手法に関する研究の文献調査（復習3H）． 

14 空調機制御による快適環境形成-2 
・HVACの制御についてプレゼンテーションを行う 
・インバーター制御やカスケード接続，熱回収換気などの基礎特性について発表と議論する。
(AL-5,AL-6) 
・準備：文献調査および資料作成（予習3H） 
・課題：議論内容のレポート作成（復習3H） 

15 空調機制御による快適環境形成-3 
・近年の研究動向を踏まえたHVAC制御についてプレゼンテーションを行う 
・FB、FF制御やセンサー群によるIoTなどの新技術に関する調査結果を発表し，議論する。(AL- 
5,AL-6) 
・準備：文献調査および資料作成（予習3H） 
・課題：議論内容のレポート作成（復習3H） 

授業形態 教員または各自が選定したテーマに関する資料を理解し、その内容について学生自らが講義形式でプレゼン 
テーションする。 

達成目標  

（１）文献を調査・読解し，その内容を時間内で相手に伝達できる 
（２）プレゼンテーションに対して活発な議論ができる 
（３）住環境に関する問題について課題解決方法を提案できる 
（４）文献が示す結果について、現象論的な説明ができる 
（５）研究との関連性を見出し、発展的な議論ができる 

評価方法・フィー 
ドバック 

達成目標（1）（2）に関する発表内容と発表資料で評価、（３）～（５）に関する議論内容レポートで評価す 
る。具体的には、各レポート毎の得点（１つにつき10点満点）を合算した点を下の基準に照らして評価する。 

評価基準 秀：１００～９０点、優：８９～８０点、良：７９～７０点、可：６９～６０点、不可：５９点以下 

教科書・参考書  

教科書：ASHRAE Handbook: Fundamentals, HVAC Apprication 
参考書：文献・資料を授業中に適宜指示する 

履修条件 なし 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の 
内容 

建築環境系・設備系講義の教科書及び授業資料を復習し、自分のものとしてから次回の授業に臨むこと。事前 
に指定された課題がある場合は必ず実施すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:30％,関心･意欲:30％,技能・表現:10％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築学研究Ⅰ 

Architectural Research 1 

科目コード： 52310 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 各学生の建築学研究テーマについて予備的な検討から始め、段階的に程度をあげ研究を実施し、最終的には研 
究結果を取りまとめ、修士論文として執筆する。 

授業計画  

指導教員が内容を指示する。 

授業形態 研究 
アクティブラーニング：①：回,②：回,③：回,④：回,⑤：回,⑥：回 

達成目標 各建築学研究テーマの学術的または技術的背景を理解し、それぞれのテーマに応じた方法で研究の準備および 
遂行を行う。 

評価方法・フィー 
ドバック 

研究テーマの理解度・進捗状態等を、指導教員等との議論を踏まえ、総合的に評価する。 

評価基準 1)「秀」：100～90点 
2)「優」：89～80点 
3)「良」：79～70点 
4)「可」：69～60点 
5)「不可」：60点未満の場合 

教科書・参考書 研究テーマごとに指示する。 

履修条件 なし 

履修上の注意 建築学研究1、建築学研究2、建築学研究3、建築学研究4の順で履修すること。 

準備学習と課題の 
内容 

必ず授業毎に復習して内容を理解し、次回の授業に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:％,思考・判断:％,関心･意欲:％,態度:％,技能・表現:％ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年 1 2 選択 

担当教員 

建築学科全教員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築学研究Ⅱ 

Architectural Research 2 

科目コード： 52320 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 各学生の建築学研究テーマについて予備的な検討から始め、段階的に程度をあげ研究を実施し、最終的には研 
究結果を取りまとめ、修士論文として執筆する。 

授業計画  

指導教員が内容を指示する。 

授業形態 研究 
アクティブラーニング：①：回,②：回,③：回,④：回,⑤：回,⑥：回 

達成目標 各建築学研究テーマの学術的または技術的背景を理解し、それぞれのテーマに応じた方法で研究の準備および 
遂行を行う。 

評価方法・フィー 
ドバック 

研究テーマの理解度・進捗状態等を、指導教員等との議論を踏まえ、総合的に評価する。 

評価基準 1)「秀」：100～90点 
2)「優」：89～80点 
3)「良」：79～70点 
4)「可」：69～60点 
5)「不可」：60点未満の場合 

教科書・参考書 研究テーマごとに指示する。 

履修条件 なし 

履修上の注意 建築学研究1、建築学研究2、建築学研究3、建築学研究4の順で履修すること。 

準備学習と課題の 
内容 

必ず授業毎に復習して内容を理解し、次回の授業に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:％,思考・判断:％,関心･意欲:％,態度:％,技能・表現:％ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年 1 2 選択 

担当教員 

建築学科全教員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築学研究Ⅲ 

Architectural Research 3 

科目コード： 52330 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 各学生の建築学研究テーマについて予備的な検討から始め、段階的に程度をあげ研究を実施し、最終的には研 
究結果を取りまとめ、修士論文として執筆する。 

授業計画  

指導教員が内容を指示する。 

授業形態 研究 
アクティブラーニング：①：回,②：回,③：回,④：回,⑤：回,⑥：回 

達成目標 各建築学研究テーマの学術的または技術的背景を理解し、それぞれのテーマに応じた方法で研究の準備および 
遂行を行う。 

評価方法・フィー 
ドバック 

研究テーマの理解度・進捗状態等を、指導教員等との議論を踏まえ、総合的に評価する。 

評価基準 1)「秀」：100～90点 
2)「優」：89～80点 
3)「良」：79～70点 
4)「可」：69～60点 
5)「不可」：60点未満の場合 

教科書・参考書 研究テーマごとに指示する。 

履修条件 なし 

履修上の注意 建築学研究1、建築学研究2、建築学研究3、建築学研究4の順で履修すること。 

準備学習と課題の 
内容 

必ず授業毎に復習して内容を理解し、次回の授業に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:％,思考・判断:％,関心･意欲:％,態度:％,技能・表現:％ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年 1 2 選択 

担当教員 

建築学科全教員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

建築学研究Ⅳ 

Architectural Research 4 

科目コード： 52340 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 各学生の建築学研究テーマについて予備的な検討から始め、段階的に程度をあげ研究を実施し、最終的には研 
究結果を取りまとめ、修士論文として執筆する。 

授業計画  

指導教員が内容を指示する。 

授業形態 研究 
アクティブラーニング：①：回,②：回,③：回,④：回,⑤：回,⑥：回 

達成目標 各建築学研究テーマの学術的または技術的背景を理解し、それぞれのテーマに応じた方法で研究の準備および 
遂行を行う。 

評価方法・フィー 
ドバック 

研究テーマの理解度・進捗状態等を、指導教員等との議論を踏まえ、総合的に評価する。 

評価基準 1)「秀」：100～90点 
2)「優」：89～80点 
3)「良」：79～70点 
4)「可」：69～60点 
5)「不可」：60点未満の場合 

教科書・参考書 研究テーマごとに指示する。 

履修条件 なし 

履修上の注意 建築学研究1、建築学研究2、建築学研究3、建築学研究4の順で履修すること。 

準備学習と課題の 
内容 

必ず授業毎に復習して内容を理解し、次回の授業に臨むこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:％,思考・判断:％,関心･意欲:％,態度:％,技能・表現:％ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年 1 2 選択 

担当教員 

建築学科全教員 

    

添付ファイル 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

理工学演習１（建築学コース） 

Exercise1 

科目コード： 52280 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 大学院の初期段階の演習として、実践的かつ簡易なテーマで、建築設計演習を行う。与えられた敷地条件を基
に各自が建物用途を決め、エスキスから本図面作成、CG化、模型まで製作する。初期段階として2階建て程度を 
考える。 

授業計画 １ 演習課題の説明 

設計コンペにも対応できるような敷地の提案、設定を行い説明する。

２ 課題についての討論 

場所が概ねどのような場所か、考える。2階建ての建物と仮定する。 

３ 設計テーマの選定（１） 
敷地の詳細調査を事前に行い、各自の考えを発表させる。
建物用途を決める。 

４ 設計テーマの選定（２） 

構建物の容積率、建ぺい率等を鑑み建物規模を決定すさせる。

５ 構造計画（１） 

建物の構造種別や耐震性能を検討し、凡その荷重を拾う。 

６ 構造計画（２） 

荷重に基づき柱割りを基に、スパン割り等を決める。

７ 設備計画（１） 

用途に適した、空調設備を仮定する。 

８ 設備計画（２） 

衛生設備の検討を行わう。 

９ 建物概要報告（１） 

各自選定した建物概要を発表する。 

１０ 建物概要報告（２） 

発表した建物に関して、講評を行う。 

１１ エスキス（１） 

事前に描いてきた図面のエスキスチェックをする。

１２ エスキス（２） 

事前に描いてきた図面の詳細エスキスチェックをする。 

１３ 設計チェック（１） 

エスキスを受け、設計図面を作成させる。都度チェックを行う。

１４ 設計チェック（２） 

エスキスを受け、設計図面を作成させる。都度チェックを行う。 

１５ 設計チェック（３） 

設計図面を作成させる。都度チェックを行う。 

１６ 設計チェック（４） 

設計図面を完成させる。都度チェックを行う。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前後期 １ １ 必修 

担当教員 

建築学コース全教員 

    

添付ファイル 
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 １７ 中間発表（１） 

製作図面を用いて、中間発表を全員の前で行う。

１８ 中間発表（２） 

製作図面を用いて、中間発表を全員の前で行う。 

１９ 図面修正（１） 

中間発表で指摘などされた箇所の訂正を行う。 

２０ 図面修正（２） 

中間発表で指摘などされた箇所の訂正を行う。 

２１ CG化（１） 

図面を基に、コンピューターでCAD図面を作成する。

２２ CG化（２） 

図面を基に、コンピューターでCAD図面を作成する。 

２３ CG化（３） 

図面を基に、コンピューターでパースを描く。 

２４ CG化（４） 

図面を基に、コンピューターでパースを描く。 

２５ 模型製作（１） 
図面やCADデータを基に、模型を作成する。 

２６ 模型製作（２） 

図面やCADデータを基に、模型を作成する。 

２７ 模型製作（３） 
図面やCADデータを基に、模型を作成する。 

２８ 模型製作（４） 

図面やCADデータを基に、模型を作成する。 

２９ 最終報告（１） 

図面、CAD、パース、、模型を中心に発表会を行う。

３０ 最終報告（２） 

図面、CAD、パース、、模型を中心に発表会を行う。 

授業形態 設計実習 
建築設計の基本を理解する。 

達成目標 実践的なテーマに即した設計等(意匠分野、環境分野、構造分野）を行う。本演習では、専門科目履修およびイ
ンターンシップの実施により得られた知見を基に、自身の取り組むべき課題を見出していく能力を身につける
ことを主な目標とする。 
ここでは、意匠設計を中心に低層建物の設計を実践的に学び理解する。 

評価方法・フィー 
ドバック 

複数回ごとに演習(設計）成果を基発表してもらい、途中段階を評価してゆく。原則として、課題等のフィード 
バックは次回以降の授業内やWEB等を通じて行うが、具体的な方法・タイミングなどは指導教員より都度伝える 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。秀：100点～90点、優：89点～80点、良：79点～70点、 
可：69点～60点、不可：59点以下 

教科書・参考書 各担当教員に聞くこと。 

履修条件 特になし。 

履修上の注意 課題は、各担当教員により異なるため注意する。 

準備学習と課題の
内容 

事前に担当教員から内容を聞き、周辺分野について調査しておく。また、設計全般について学部授業を基に復
習しておく。毎回の予習復習時間は平均して1.5時間程度だが、開講スケジュールなどによって異なることか 
ら、必要に応じて指導教員より都度伝える 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

理工学演習２（建築学コース） 

Execise for Science & Enginieering2 

科目コード： 51740 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 大学院の演習として、実践的かつ簡易なテーマで、構造設計演習を行う。鉄筋コンクリート造2階建ての学校を
テーマとして各自が大きさを決め、荷重拾いから、長期設計、短期設計、保有水平耐力計算まで行う。最終的 
には、代表断面の配筋図まで完成させる。 

授業計画 １ 課題の解説 

課題として、鉄筋コンクリート造2階建ての学校を仮定し、伝える。

２ 課題についての討論 
与えられた課題に対して、敷地も含めた与条件を学生が考え、討議する。どこの地域のどのよう 
な場所を設定するかを宿題とする。 

３ 敷地規模の決定（１） 

宿題の「地域」、「敷地」その他の条件を発表する。それについてコメントする。

４ 敷地規模の決定（２） 

コメントを反映し、考え、各自、敷地や建物規模を決定する。 

５ 構造計画（１） 

柱や梁、耐震壁などの配置を考え、建物の構造計画（部材設計）を行う。

６ 構造計画（２） 

構造計画に関し、コメントを伝え、修正し、構造計画を固める。 

７ 荷重仮定（１） 

建物荷重の算定法を講義し、各自設定した建物の荷重を拾う。

８ 荷重仮定（２） 

（１）に引き続き、荷重を拾う。 

９ 長期許容応力度設計（１） 

構造計画に基づき、1フレームを抽出し線材でモデル化を行う。

１０ 長期許容応力度設計（2） 

拾った鉛直荷重を基に、1フレームに作用する荷重を決定する。 

１１ 長期許容応力度設計（3） 

固定モーメント法、D値法などで応力や変形を求める。

１２ 長期許容応力度設計（4） 

想定した部材断面が許容応力度以下となっているか確認する。 

１３ 耐震設計法の復習 

短期許容応力度計算法尾、保有水平耐力計算法について復習する。

１４ 耐震用荷重の算定 

地震応力算定用荷重について学習。 

１５ 短期許容応力度設計（１） 

ベースシア0.2として1層、2層に作用する荷重を算出する。

１６ 短期許容応力度設計（2） 

D値法、固定モーメント法を用いてモーメント図などを作成する。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前後期 １ １ 必修 

担当教員 

建築学コース全教員 

    

添付ファイル 
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 １７ 短期許容応力度設計（3） 
上記（２）の続き。 

１８ 短期許容応力度設計（4） 

部材に作用するモーメントとせん断力が短期許容応力度以下であるか確認する。

１９ 部材の終局強度算定法（１） 

部材の終局強度の考え方全般を学習する「。 

２０ 部材の終局強度算定法（2） 

梁部材の終局強度算定法を演習問題も絡めて学習する。

２１ 部材の終局強度算定法（3） 

柱部材の終局強度算定法を演習問題も絡めて学習する。 

２２ 部材の終局強度算定法（4） 

壁部材の終局強度算定法を演習問題も絡めて学習する。

２３ 保有水平耐力計算（１） 

保有水平耐力計算を学習する。基本の考え方と各式につい理解する。 

２４ 保有水平耐力計算（2） 

ベースシア1.0として考え、各層のDs値などを算定する。

２５ 保有水平耐力計算（3） 

必要保有水平耐力を計算する。 

２６ 保有水平耐力計算（4） 
接点振り分け法、仮想仕事法などを用いて、当該建物の保有水平耐力を算出すし、必要保有水平
耐力を上回っていることを確認する。 

２７ 図面作成（１） 

仮定した断面や配筋でOKな場合、CADを用いて配筋図を作成する。

２８ 図面作成（２） 

上記（１）の続き 

２９ 図面作成（３） 
上記（２）の続き 

３０ 講評会 

作成した、計算書および図面を基に講評会を行う。 

授業形態 構造分野の専門実習 
構造設計の基本を学習する。 

達成目標 実践的なテーマに即した設計等(意匠分野、環境分野、構造分野）を行う。本演習では、専門科目履修およびイ
ンターンシップの実施により得られた知見を基に、自身の取り組むべき課題を見出していく能力を身につける
ことを主な目標とする。 
ここでは、構造設計の基本的な課題を通して、その設計法の流れを理解する。 

評価方法・フィー 
ドバック 

各回、もしくは複数回の演習(設計）成果を基に評価してゆく。原則として、課題等のフィードバックは次回以 
降の授業内やWEB等を通じて行うが、具体的な方法・タイミングなどは指導教員より都度伝える 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。秀：100点～90点、優：89点～80点、良：79点～70点、 
可：69点～60点、不可：59点以下 

教科書・参考書 ・RC規準による鉄筋コンクリートの構造設計、佐藤、荒木、森下 鹿島出版会 
・ひとりで学べるRC造建築物の構造計算演習帳、日本建築センター 

履修条件 特になし。 

履修上の注意 課題は、各担当教員により異なるため注意する。 
理工学演習１（建築コース）、理工学演習２（建築コース）、理工学演習３（建築コース）、理工学演習４ 
（建築コース）の順で履修すること。 

準備学習と課題の
内容 

事前に担当教員から内容を聞き、周辺分野について調査しておく。また、構造設計について学部授業を基に復
習しておく。毎回の予習復習時間は平均して1.5時間程度だが、開講スケジュールなどによって異なることか 
ら、必要に応じて指導教員より都度伝える 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

理工学演習３（建築学コース） 

Exercice for Science & Engineering 3 

科目コード： 51750 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 本講座では、建築学の中でも、環境・設備分野の演習を行う。 
具体的な物件を取り上げ、実際の建築計画における建築環境・設備分野の計画技術・計算手法を行う。 
アクティブラーニング（AL）を通じて、建築環境の本質を理解し、実務を想定した課題を解くことで実践力を 
養う。 

授業計画 1，2 授業ガイダンス、講義の位置づけ 演習課題の説明 (AL-4,5,6) 
  建築学における環境設備設計の位置づけと建築学コースカリキュラムに対する位置づけの説明を 
  する。 
  講義を通じて利用する演習課題の設計図書の概要を説明を聞き、コンセプトを話し合う。（AL 
  ⑤） 
  課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL④） 
  [1.5h] 
  次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL 
  ⑥）[1.5h] 
 3，4 環境・設備設計 ZEBを目指したコンセプトメイキング (AL-4,5,6) 
  演習課題について、ZEBを目指したコンセプトメイキングの方法を学び、自ら行う。（AL⑤） 
  課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL④） 
  [1.5h] 
  次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL 
  ⑥）[1.5h] 
 5，6 環境設計 外皮性能（屋根、外壁） (AL-4,5,6) 
  演習課題について、外皮性能（屋根、外壁）の環境設計方法を学び、自ら行う。（AL⑤） 
  課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL④） 
  [1.5h] 
  次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL 
  ⑥）[1.5h] 
 7，8 環境設計 外皮性能（開口部） (AL-4,5,6) 
  演習課題について、外皮性能（開口部）の環境設計方法を学び、自ら行う。（AL⑤） 
  課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL④） 
  [1.5h] 
  次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL 
  ⑥）[1.5h] 
 9，10 環境設計 ZEBを目指した外皮性能計算 (AL-4,5,6) 
  演習課題について、ZEBを目指した外皮性能計算を通じて環境設計方法を学び、自ら行う。（AL 
  ⑤） 
  課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL④） 
  [1.5h] 
  次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL 
  ⑥）[1.5h] 
 11，12 設備設計 空気調和設備１ (AL-4,5,6) 
  演習課題について、空気調和設備の設備設計方法を学び、自ら行う。（AL⑤） 
  課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL④） 
  [1.5h] 
  次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL 
  ⑥）[1.5h] 
 13，14 設備設計 空気調和設備２ (AL-4,5,6) 

  演習課題について、空気調和設備の設備設計方法を学び、自ら行う。（AL⑤） 

 課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL④） 
[1.5h] 
次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL 
⑥）[1.5h] 

15，16 設備設計 換気設備 (AL-4,5,6) 
演習課題について、換気設備の設備設計方法を学び、自ら行う。（AL⑤） 
課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL④） 
[1.5h] 
次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL 
⑥）[1.5h] 

17，18 設備設計 給排水衛生設備 (AL-4,5,6) 
演習課題について、給排水衛生設備の設備設計方法を学び、自ら行う。（AL⑤） 
課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL④） 
[1.5h] 
次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL 
⑥）[1.5h] 

19，20 設備設計 照明設備 (AL-4,5,6) 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前後期 １ １ 必修 

担当教員 

建築学コース全教員 

    

添付ファイル 
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演習課題について、の設備設計方法を学び、自ら行う。（AL⑤） 
課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL④） 
[1.5h] 
次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL 
⑥）[1.5h] 

21，22 設備設計 昇降機設備、創エネ設備 (AL-4,5,6) 
演習課題について、照明設備の設備設計方法を学び、自ら行う。（AL⑤） 
課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL④） 
[1.5h] 
次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL 
⑥）[1.5h] 

23，24 設備設計 創エネ設備 (AL-4,5,6) 
演習課題について、創エネ設備の設備設計方法を学び、自ら行う。（AL⑤） 
課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL④） 
[1.5h] 
次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL 
⑥）[1.5h] 

25，26 設備設計 一次エネルギー消費量の計算（１） (AL-4,5,6) 
演習課題について、一次エネルギー消費量の計算を通じて設備設計方法を学び、自ら行う。（AL 
⑤） 
課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL④） 
[1.5h] 
次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL 
⑥）[1.5h] 

27，28 設備設計 一次エネルギー消費量の計算（２） (AL-4,5,6) 
演習課題について、一次エネルギー消費量の計算を通じて設備設計方法を学び、自ら行う。（AL 
⑤） 
課題：授業の復習を行い、講義で指示した演習課題を班ごとに話し合って実施する。（AL④） 
[1.5h] 
次回への準備学習：次回講義内容の指定項目を事前に調べ、話し合った内容をまとめる。（AL 
⑥）[1.5h] 

29，30 ZEB設計案の発表 (AL-5) 
"演習課題のZEBまとめ案を発表し、学生相互の意見交換を行う。（AL⑤） 
課題：授業の復習を行い、自案をブラッシュアップして指定された仕様の最終案レポート（図 
面、計算書含む）を提出する。[3h] 

授業形態 演習（建築環境・設備分野を中心とする） 
アクティブラーニング：①：0回,②：0回,③：0回,④：14回,⑤：15回,⑥：14回 

達成目標 本演習では、専門科目履修およびインターンシップの実施により得られた知見を基に、以下の項目の達成を主
な目標とする。 
(1) 実践的なテーマに即した設計業務（建築環境・設備分野）の流れを理解する。（基礎） 
(2) 設計業務（建築環境・設備分野）の作業に自ら取り組める。（標準） 
(3) 設計業務（建築環境・設備分野）の作業に自ら取り組み、分からない課題を自らの行動で解決できる。 
（応用） 

評価方法・フィー
ドバック 

設計演習提出物で評価する。提出物は、計算書や図面など、講義の中で指示する。 
各授業の演習は、結果をフィードバックする。原則として、課題等のフィードバックは次回以降の授業内やWEB 
等を通じて行うが、具体的な方法・タイミングなどは指導教員より都度伝える 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀(1―3)：100点～90点、優(1-3)：89点～80点、良(1―2)：79点～70点、可(1)：69点～60点、不可：59点以下 
()内は到達目標の番号を示す。 

教科書・参考書 各担当教員に聞くこと。 

履修条件 建築環境分野の講義を多く履修している方が望ましい。 

履修上の注意 課題は、各担当教員により異なるため注意する。 
理工学演習１（建築コース）、理工学演習２（建築コース）、理工学演習３（建築コース）、理工学演習４ 
（建築コース）の順で履修すること。 

準備学習と課題の
内容 

・事前に担当教員から内容を聞き、周辺分野について調査しておく。 
・授業計画の授業フローにある「準備学習」（1時間）と「課題」（2時間）の内容を必ず行うこと。 
・課題他提出物は、講義にて指示する。毎回〆切までに提出すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 

知識・技術： 50％,思考・判断： 30％,関心･態度： 10％,コミュニケーション： 10％。 

（必須）  
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

理工学演習４（建築学コース） 

Exercise for Science & Engineering4 

科目コード： 51760 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 大学院の最終段階の演習として、実践的なテーマで、建築設計演習を行う。演習1では、簡易な意匠設計、演習
2では構造設計、演習３では設備設計を学んできたため、最後の仕上げの演習となる。与えられた敷地条件を基
に各自が建物用途を決め、エスキスから本図面作成、CG化、模型まで製作する。最終段階として具体的な敷地 
をベースに都市空間の中の中高層建築物の設計を行う。 

授業計画 1,2 演習課題の提示 
  演習課題の内容を説明する。 
  社会的背景を鑑み、プロジェクトへの問題の立て方、解決方法など総合的視点で設計を行う。 
  AL-1,2 
 3,4 社会的背景の調査・分析−１、２ 
  ・敷地の周辺環境および歴史など社会的背景を調査する。 
  ・都市計画に則り、敷地の法規制、インフラの調査、前面道路・隣地などの敷地情報を調査す 
  る。 
  ・地区計画など関連する情報を調査する。 
  ・総合的調査により分析を行う。 
  AL-1,2,4,5,6 
 5,6 社会的背景の調査・分析−３、４ 
  ・敷地の周辺環境および歴史など社会的背景を調査する。 
  ・都市計画に則り、敷地の法規制、インフラの調査、前面道路・隣地などの敷地情報を調査す 
  る。 
  ・地区計画など関連する情報を調査する。 
  ・総合的調査により分析を行う。 
  AL-1,2,4,5,6 
 7,8 都市計画調査−１、２ 
  地域社会の中での位置付けを調査・分析する。 
  AL-1,2,4,5,6 
 9,10 都市計画調査−３、４ 
  地域社会の中での位置付けを調査・分析する。 
  AL-1,2,4,5,6 
 11,12 都市計画調査の発表−１、２ 
  ・地域社会の中での位置付けを調査・分析したものを発表する。 
  AL-1,2,4,5,6 
 13,14 基本計画の立案−１、２ 
  ・社会的背景および都市計画の調査・分析より、建築物の用途および外部空間を含めた敷地全体 
  の計画を立案する。 
  ・建築計画、構造計画、設備計画、防災計画、外構計画などを総合的に計画する。 
  AL-1,2,4,5,6 
 15,16 基本計画の立案−３、４ 
  ・社会的背景および都市計画の調査・分析より、建築物の用途および外部空間を含めた敷地全体 
  の計画を立案する。 
  ・建築計画、構造計画、設備計画、防災計画、外構計画などを総合的に計画する。 
  AL-1,2,4,5,6 
 17,18 基本計画の立案−５、６ 
  ・社会的背景および都市計画の調査・分析より、建築物の用途および外部空間を含めた敷地全体 
  の計画を立案する。 
  ・建築計画、構造計画、設備計画、防災計画、外構計画などを総合的に計画する。 

 AL-1,2,4,5,6 
19,20 基本計画の発表−１、２ 

・社会的背景および都市計画の調査・分析より、建築物の用途および外部空間を含めた敷地全体 
の計画を発表する。 
AL-1,2,4,5,6 

21,22 設計提案−１、２ 
・基本計画を元に、より社会への提案となる計画を行う。 
・構法、材料、工事費用など総合的に計画する。 
・社会の中での役割なども含め総合的に計画する。 
・図面と３次元（模型、パースなど）を作成する。 
AL-1,2,4,5,6 

23,24 設計提案−３、４ 
・基本計画を元に、より社会への提案となる計画を行う。 
・構法、材料、工事費用など総合的に計画する。 
・社会の中での役割なども含め総合的に計画する。 
・図面と３次元（模型、パースなど）を作成する。 
AL-1,2,4,5,6 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前後期 １ １ 必修 

担当教員 

建築学コース全教員 

    

添付ファイル 
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25,26 設計提案−５、６ 
・基本計画を元に、より社会への提案となる計画を行う。 
・構法、材料、工事費用など総合的に計画する。 
・社会の中での役割なども含め総合的に計画する。 
・図面と３次元（模型、パースなど）を作成する。 
AL-1,2,4,5,6 

27,28 設計提案−７、８ 
・基本計画を元に、より社会への提案となる計画を行う。 
・構法、材料、工事費用など総合的に計画する。 
・社会の中での役割なども含め総合的に計画する。 
・図面と３次元（模型、パースなど）を作成する。 
AL-1,2,4,5,6 

29,30 最終発表−１,2 
・基本計画を元に、より社会への提案となる計画を発表する。 
・図面と３次元（模型、パースなど）を用いてプレゼンテーションを行い、講評を受ける。 
AL-1,2,4,5,6 

授業形態 設計実習、および講義 
アクティブラーニング AL-1:30回、AL-2:30回、AL-3:0回、AL-4:29回、AL-5:29回、AL-6:29回 

達成目標 実践的なテーマに即した(意匠分野、環境分野、構造分野を鑑みた）設計等を行う。本演習では、専門科目履修
およびインターンシップの実施により得られた知見を基に、自身の取り組むべき課題を見出していく能力を身 
につけることを主な目標とする。 

評価方法・フィー ・演習課題の提出物によって評価を行う。 
ドバック ・提出物は授業内で提示する。 

 ・評価結果をフィードバックする。 
 ・原則として、課題等のフィードバックは次回以降の授業内やWEB等を通じて行うが、具体的な方法・タイミン 
 グなどは指導教員より都度伝える 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀：100点～90点、優：89点～80点、良：79点～70点、可：69点～60点、不可：59点以下 

教科書・参考書 演習課題の担当者により、資料が提示される。 

履修条件 理工学演習１，２，３を履修のこと 

履修上の注意 課題は、各担当教員により異なるため注意する。 

準備学習と課題の
内容 

・講義内容や進め方、ゴールなどを理解しておくこと。 
・実践的演習を行うので、学部での講義内容を復習しておくこと。 
・演習課題を毎回予習1.5h程度、復讐1.5h程度行う。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％、思考・判断:20%、関心・意欲:20%、態度:10%、技能・表現:20% 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

有機反応化学 

Organic Reactions 

科目コード： 51950 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 有機反応の詳細について学習する。講義は演習形式で行う。具体的には教科書の本文は各自 
が自習し、演習問題を講義の時間に解いてディスカッションする。 

授業計画 1 有機化学における硫黄、ケイ素、リン
ウォーレン有機化学 下 第２７章 

2 逆合成解析 

ウォーレン有機化学 下 第２８章 

3 芳香族ヘテロ環化合物Ⅰ：反応 
ウォーレン有機化学 下 第２９章 

4 芳香族ヘテロ環化合物Ⅱ：合成 

ウォーレン有機化学 下 第３０章 

5 飽和ヘテル環化合物と立体電子効果
ウォーレン有機化学 下 第３１章 

6 環状化合物の立体選択的反応 

ウォーレン有機化学 下 第３２章 

7 ジアステレオ選択性 

ウォーレン有機化学 下 第３３章 

8 ペリ環状反応Ⅰ：付加環化 

ウォーレン有機化学 下 第３４章 

9 ペリ環状反応Ⅱ：シグマトロピー転位と電子環状反応

ウォーレン有機化学 下 第３５章 

10 隣接基関与、転位反応、および開裂反応
ウォーレン有機化学 下 第３６章 

11 ラジカル反応 

ウォーレン有機化学 下 第３７章 

12 カルベンの合成と反応 

ウォーレン有機化学 下 第３８章 

13 反応機構の決定 

ウォーレン有機化学 下 第３９章 

14 有機金属化学 
ウォーレン有機化学 下 第４０章 

15 不斉合成 

ウォーレン有機化学 下 第４１章 

授業形態 演習形式をとる。 
アクティブラーニング：①:回,②:回,③:回,④:回,⑤:回,⑥:回 

達成目標 有機化学反応の機構をマスターする。 

評価方法・フィー 
ドバック 

演習内容と予習状況で評価する。 
ただし、成績評価「秀(S)」取得を目指す学生に対しては特別試験を行う。 

評価基準 総合成績8割以上で、特別試験成績7割以上：S 
総合成績8割以上：A 
総合成績7割以上：B 
総合成績6割以上：C 

教科書・参考書 教科書：野依良治ら訳『ウォーレン有機化学 下 第２版』東京化学同人 
参考書：野依良治ら訳『ウォーレン有機化学 上 第２版』東京化学同人 

履修条件 なし 

履修上の注意 必ず予習として教科書を読み、演習問題を解いてくること。 

準備学習と課題の 
内容 

必ず予習として教科書を読み、演習問題を解いてくること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:％,思考・判断:％,関心･意欲:％,態度:％,技能・表現:％ 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前期 0 ２ 選択 

担当教員 

桐原 正之 

    

添付ファイル 
 

1191



講義科目名称： 

英文科目名称： 

コロイド・界面化学 

Colloid and Surface Chemistry 

科目コード： 52350 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 現代のコロイド・界面化学に関する基礎概念から最先端の測定法まで解説する。界面化学およびコロイド化学
は、洗剤・化粧品・食品・膜・塗料・インキ・触媒・電子材料・電池など今日の幅広い産業と密接に関係して
いることから、非常に重要な分野といえる。また，アクティブラーニングを通して，研究調査した内容に関し 
て，聴衆に分かりやすく説明し，質疑に的確に応える能力を養う。 

授業計画 1 はじめに 
界面化学・コロイド化学とは 
準備学習：テキストの該当部分をあらかじめ内容把握しておく。
課題：次週の内容について，まとめて提出する。 

2 コロイドと界面 
気液界面、表面エネルギー、ギブスの吸着等温式 
当該部分について自身で調査した内容に関してAL①を行なう。 
準備学習：テキストの該当部分をあらかじめ内容把握しておく。
課題：次週の内容について，まとめて提出する。 

3 界面活性剤 1 
界面活性剤の構造と機能、相平衡 
当該部分について自身で調査した内容に関してAL①を行なう。 
準備学習：テキストの該当部分をあらかじめ内容把握しておく。
課題：次週の内容について，まとめて提出する。 

4 界面活性剤 2 
洗浄効果、化粧品における利用、可溶化と乳化 
当該部分について自身で調査した内容に関してAL①を行なう。 
準備学習：テキストの該当部分をあらかじめ内容把握しておく。
課題：次週の内容について，まとめて提出する。 

5 ゲル 1 
ゲルの分類、構造と性質 
当該部分について自身で調査した内容に関してAL①を行なう。 
準備学習：テキストの該当部分をあらかじめ内容把握しておく。
課題：次週の内容について，まとめて提出する。 

6 ゲル 2 
高吸水性ポリマー、オイルゲル 
当該部分について自身で調査した内容に関してAL①を行なう。 
準備学習：テキストの該当部分をあらかじめ内容把握しておく。
課題：次週の内容について，まとめて提出する。 

7 微粒子 1 
粉体、無機微粒子、高分子微粒子 
当該部分について自身で調査した内容に関してAL①を行なう。 
準備学習：テキストの該当部分をあらかじめ内容把握しておく。
課題：次週の内容について，まとめて提出する。 

8 微粒子 2 
塗料とインキ、顔料分散性、レオロジー 
当該部分について自身で調査した内容に関してAL①を行なう。 
準備学習：テキストの該当部分をあらかじめ内容把握しておく。
課題：次週の内容について，まとめて提出する。 

9 固体表面 1 

固体の構造と表面状態、触媒表面 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年後期 1 2 選択 

担当教員 

南齋 勉 

    

添付ファイル 
 

1192



 当該部分について自身で調査した内容に関してAL①を行なう。 
準備学習：テキストの該当部分をあらかじめ内容把握しておく。
課題：次週の内容について，まとめて提出する。 

10 固体表面 2 
電極表面、トライポロジー 
当該部分について自身で調査した内容に関してAL①を行なう。 
準備学習：テキストの該当部分をあらかじめ内容把握しておく。
課題：次週の内容について，まとめて提出する。 

11 表面構造解析 
単分子膜における構造解析、超構造薄膜 
当該部分について自身で調査した内容に関してAL①を行なう。 
準備学習：テキストの該当部分をあらかじめ内容把握しておく。
課題：次週の内容について，まとめて提出する。 

12 新しい測定技術         1 
XAFS、XPS、AFM、ラマン分光法 
当該部分について自身で調査した内容に関してAL①を行なう。 
準備学習：テキストの該当部分をあらかじめ内容把握しておく。
課題：次週の内容について，まとめて提出する。 

13 新しい測定技術                2 

NMR、NIR分光法、圧電素子による評価 
当該部分について自身で調査した内容に関してAL①を行なう。 
準備学習：テキストの該当部分をあらかじめ内容把握しておく。
課題：次週の内容について調査し，まとめて提出する。 

14 調査報告会 1 
最新の界面化学に関する研究や材料について各自が調査した内容を発表する
当該部分について自身で調査した内容に関してAL①を行なう。 
準備学習：論文調査 

15 調査報告会 2 
最新の界面化学に関する研究や材料について各自が調査した内容を発表する
当該部分について自身で調査した内容に関してAL①を行なう。 
準備学習：論文調査 

授業形態 講義と発表 
アクティブラーニング：①:14回,②:0回,③:0回,④:0回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 1. コロイド・界面化学の原理、応用、先端分析手法について理解し、将来、技術者や研究者となった際に役に
立つ知識を身につける。（基礎） 
2. 自身の調査内容について，聴衆に分かりやすく説明することができる。（標準） 
3. 自身の調査内容に関する質問に対し，的確に応えることができる。（標準） 
4. 最新の研究や，調査内容に関して，自身の見解を明確に表現することができる。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

講義中の質疑応答（30％）、不定期のレポート（30％）、および講義中に実施する発表（40％）で評価する。 
発表に対しては，随時質問をすることで理解度をチェックする。 

評価基準 秀（１～４）：１００点～９０点， 
優（１～３）：８９～８０点， 
良（１～２）：７９点～７０点， 
可（１）：６９点～６０点， 
不可：５９点以下 
ただし，（ ）内は達成目標の項目を示す。 

教科書・参考書 参考書：『現代界面コロイド化学の基礎』 日本化学会編 

履修条件 物理化学における熱力学や化学平衡に関して理解しておくこと。 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の 
内容 

当該分野に関して予習し、講義中の質問に対して答えられる準備をしておく。 
発表には少なくとも半日程度の準備期間を要する。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:15％,技能・表現:15％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

機能性材料 

Functional materials 

科目コード： 51470 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 機能性材料は、非常に多くの材料を含んでいるので、すべてを取り扱うことはできない。本講義では、材料に
求められる機能とは何かを解説し、アクティブラーニングで問題点や疑問を解決していく。次いで、いくつか
の機能性材料を取り挙げ、その機能について解説する。そして、受講生が、紹介された材料について、応用例
などを調査し、プレゼンテーションとグループディスカッションで、問題点や発展性についての理解を深め 
る。 

授業計画 1 はじめに 
講義の進め方と評価方法について説明する。 
特に、情報収集に関して、常にアンテナを張っておくことの重要さを説く。
その上で、講義で何を学んでいくかを対話型で解説する。（AL①） 

2 機能性について(1) 
材料に求められる機能の中で力学的な特性について解説し、対話型で疑問や不明な点を解決しな
がら進める。(AL①、AL②) 

3 機能性について(2) 
材料に求められる機能の中で熱的な特性について解説し、対話型で疑問や不明な点を解決しなが
ら進める。(AL①、AL②) 

4 機能性について(3) 
材料に求められる機能の中で電磁波(光、磁気など)に対する特性について解説し、対話型で疑問
や不明な点を解決しながら進める。(AL①、AL②) 

5 機能性について(4) 
材料に求められる機能の中で物理的・化学的相互作用について解説し、対話型で疑問や不明な点
を解決しながら進める。(AL①、AL②) 

6 金属材料(1) 
金属材料について解説し、対話型で疑問や不明な点を解決しながら進める。(AL①、AL②) 
準備学習：事前配布の資料を熟読する。 
課題：金属材料の応用例を調べ、次週にプレゼンテーションを行う。(AL④） 

7 金属材料(2) 
課題とした金属材料の応用例についてプレゼンテーションする。(AL①) 
発表内容に基づいて、グループディスカッションで問題点や発展性について議論する。（AL②、
AL⑤、AL⑥） 
準備学習：調査した内容について、プレゼンテーションの資料を作成する。 
課題：グループディスカッションで得たことと自身の課題解決法をまとめ、レポートとして提出
する。(AL④） 

8 超臨界流体(1) 
超臨界流体について解説し、対話型で疑問や不明な点を解決しながら進める。(AL①、AL②) 
準備学習：事前配布の資料を熟読する。 
課題：超臨界流体の応用例を調べ、次週にプレゼンテーションを行う。(AL④） 

9 超臨界流体(2) 
課題とした超臨界流体の応用例についてプレゼンテーションする。(AL①) 
発表内容に基づいて、グループディスカッションで問題点や発展性について議論する。（AL②、
AL⑤、AL⑥） 
準備学習：調査した内容について、プレゼンテーションの資料を作成する。 
課題：グループディスカッションで得たことと自身の課題解決法をまとめ、レポートとして提出
する。(AL④） 

10 ゼオライトと関連化合物(1) 
ゼオライトと関連化合物について解説し、対話型で疑問や不明な点を解決しながら進める。(AL 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前期 0 ２ 選択 

担当教員 

山﨑 誠志 

    

添付ファイル 
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 ①、AL②) 
準備学習：事前配布の資料を熟読する。 
課題：ゼオライトと関連化合物の応用例を調べ、次週にプレゼンテーションを行う。(AL④） 

11 ゼオライトと関連化合物(2) 
課題としたゼオライトと関連化合物の応用例についてプレゼンテーションする。(AL①) 
発表内容に基づいて、グループディスカッションで問題点や発展性について議論する。（AL②、
AL⑤、AL⑥） 
準備学習：調査した内容について、プレゼンテーションの資料を作成する。 
課題：グループディスカッションで得たことと自身の課題解決法をまとめ、レポートとして提出
する。(AL④） 

12 炭素材料(1) 
炭素材料について解説し、対話型で疑問や不明な点を解決しながら進める。(AL①、AL②) 
準備学習：事前配布の資料を熟読する。 
課題：炭素材料の応用例を調べ、次週にプレゼンテーションを行う。(AL④） 

13 炭素材料(2) 
課題とした炭素材料の応用例についてプレゼンテーションする。(AL①) 
発表内容に基づいて、グループディスカッションで問題点や発展性について議論する。（AL②、
AL⑤、AL⑥） 
準備学習：調査した内容について、プレゼンテーションの資料を作成する。 
課題：グループディスカッションで得たことと自身の課題解決法をまとめ、レポートとして提出
する。(AL④） 

14 セラミックス材料(1) 
セラミックス材料について解説し、対話型で疑問や不明な点を解決しながら進める。(AL①、AL 
②) 
準備学習：事前配布の資料を熟読する。 
課題：セラミックスの応用例を調べ、次週にプレゼンテーションを行う。(AL④） 

15 セラミックス材料(2) 
課題としたセラミックス材料の応用例についてプレゼンテーションする。(AL①) 
発表内容に基づいて、グループディスカッションで問題点や発展性について議論する。（AL②、
AL⑤、AL⑥） 
準備学習：調査した内容について、プレゼンテーションの資料を作成する。 
課題：グループディスカッションで得たことと自身の課題解決法をまとめ、レポートとして提出 
する。(AL④） 

授業形態 講義、グループディスカッション(PBL)、プレゼンテーション、そしてレポート提出を行う。 
アクティブラーニング： AL① 15回, AL② 14回, AL③ 7回, AL④ 11回, AL⑤ 5回, AL⑥ 5回 

達成目標 (1) 力学、熱的、電磁波、相互作用による機能の発現の基礎が理解できている。 
(2) 代表的な機能性材料の性質や応用について理解できる。 
(3) 世の中には、多くの機能性材料が存在することを理解できる。 
(4) 実際の材料の機能とは何かを理解し、まとめることができる。 
(5) グループディスカッションで積極的に意見を出し、材料について意欲的に理解しようと努めている。 
(6) 材料の調査結果を的確にまとめたプレゼンテーションができる。 

評価方法・フィー
ドバック 

講義中に意見を求め、機能性材料についての自身の考えなどを問うので、これらの対応力について評価する
(30%)。自身で調べた機能性材料についてのプレゼンテーションを評価する(30%)。最終的なディスカッション 
への取組みとレポートの内容を評価する(40%)。 

評価基準 秀(6項目)：90点以上、優(5項目)：80～90点未満、良(4項目)：70～80点未満、可(3項目)：60～70点未満、不 
可：60点未満。ただし、（）内は、達成目標の項目数を示す。 

教科書・参考書 教科書：使用しない。プリントを配布。 
参考書：講義内容に応じて適宜指示する 

履修条件 なし 

履修上の注意 講義は、対話形式で行うので、自身の意見をしっかりと発言できるように心がけること。 

準備学習と課題の
内容 

・事前配布の資料を熟読し、必ず1.5時間の予習を行うこと。 
・話題提供した材料について、レポートにまとめるため、1.5時間以上の復習をすること。 
・プレゼンテーションのために、2時間以上の調査と資料作成を行う。 
・最後のグループディスカッションを通して、自分の考えをレポートにまとめる。(1時間以上)。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解 20%, 思考・判断 20％, 関心･意欲 20％, 態度 20％,技能・表現 20％ 

1195



講義科目名称： 

英文科目名称： 

固体物理化学 

Physical Chemistry in Solids 

科目コード： 51730 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 有機半導体材料を念頭に置いた固体物理化学で、有機半導体材料の基礎概念と電子・光物性および有機電子
デバイスの動作機構について説明する。また、与えられた有機半導体材料の応用に関連したテーマについての 
プレゼンテーションを実施し、有機半導体材料への理解を深める。 

授業計画 1 はじめに 
・講義内容の概要説明 
・有機半導体材料の歴史と有機電子デバイスへの応用例の紹介 

2 有機半導体材料の電子状態① 
「量子論の夜明け、古典力学から量子力学へ」についてAL①を行う。
準備学習：事前配布資料を読み、内容を理解しておくこと 

3 有機半導体材料の電子状態② 
「シュレーディンガー方程式と量子力学の一般原理①」についてAL①を行う。
準備学習：事前配布資料を読み、内容を理解しておくこと 

4 有機半導体材料の電子状態③ 
「シュレーディンガー方程式と量子力学の一般原理②」についてAL①を行う。
準備学習：事前配布資料を読み、内容を理解しておくこと 

5 有機半導体材料の電子状態④ 
「原子・分子軌道と固体状態」についてAL①を行う。 
準備学習：事前配布資料を読み、内容を理解しておくこと 

6 有機半導体材料の電子状態⑤ 
「光吸収・発光と分光法」についてAL①を行う。 
準備学習：事前配布資料を読み、内容を理解しておくこと 

7 有機半導体材料の励起状態① 
「分子の励起状態」についてAL①を行う。 
準備学習：事前配布資料を読み、内容を理解しておくこと 

8 有機半導体材料の励起状態② 
「π共役系高分子の励起状態」についてAL①を行う。 
準備学習：事前配布資料を読み、内容を理解しておくこと 

9 有機半導体材料の電子・光物性① 
「電気伝導機構と測定法」についてAL①を行う。 
準備学習：事前配布資料を読み、内容を理解しておくこと 

10 有機半導体材料の電子・光物性② 
「電気伝導機構と測定法」についてAL①を行う。 
準備学習：事前配布資料を読み、内容を理解しておくこと 

11 有機電子デバイスの基礎① 
「薄膜作製法、有機ELや有機太陽電池等の動作機構」についてAL①を行う。
準備学習：事前配布資料を読み、内容を理解しておくこと 

12 有機電子デバイスの基礎② 
「薄膜作製法、有機ELや有機太陽電池等の動作機構」についてAL①を行う。
準備学習：事前配布資料を読み、内容を理解しておくこと 

13 プレゼンテーション① 
事前に与えた有機半導体材料の応用に関連したテーマについて調査した内容についてAL①を行
う。 
準備学習：発表テーマの調査と発表資料の作成 

 14 プレゼンテーション② 
事前に与えた有機半導体材料の応用に関連したテーマについて調査した内容についてAL①を行
う。 
準備学習：発表テーマの調査と発表資料の作成 

15 プレゼンテーション③ 
事前に与えた有機半導体材料の応用に関連したテーマについて調査した内容についてAL①を行
う。 
準備学習：発表テーマの調査と発表資料の作成 

授業形態 話型の講義形式および発表形式。 
アクティブラーニング：①:14回,②:回,③:回,④:回,⑤:回,⑥:回 

達成目標 （１）有機半導体材料の基礎概念について理解する。 
（２）有機半導体材料の電子物性について理解する。 
（３）有機半導体材料の光物性について理解する。 
（４）有機電子デバイスの原理について理解する。 

評価方法・フィー 
ドバック 

不定期のレポート(50%)および講義内で実施するプレゼンテーション(50%)で評価する。レポートは結果を 
フィードバックする。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前期 0 ２ 選択 

担当教員 

脇川 祐介 

    

添付ファイル 
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評価基準 レポート(50%)およびプレゼンテーション内容(50%)で採点する。
秀：90点以上（１～４） 
優：80点以上90点未満（１～３） 
良：70点以上80点未満（１～２） 
可：60点以上70点未満（１） 
不可：60点未満 

教科書・参考書 参考書 
(1) マッカーリサイモン 物理化学 分子論的アプローチ 上 
(2) Electronic Processes in Organic Semiconductors, Anna Köhler and H. Bässler, WILEY-VCH 

履修条件 量子化学を履修していることが望ましい。 

履修上の注意 必ず出席し、課題を提出すること。 

準備学習と課題の 
内容 

事前配布する資料を読み、内容を理解しておくこと（一時間以上）。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:10％,技能・表現:20％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

量子材料化学 

Quantum Chemical Approaches to Materials Science 

科目コード： 51190 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 量子化学の基礎的な概念およびコンピュータ支援設計を念頭においた反応設計や分子設計について講義する。
まず、量子力学にもとづき、分子の電子状態を記述する波動関数を求める方法を学び、分子の構造、電子状 
態、反応性がどのように解明できるかについて理解してもらう。次に、量子化学的アプローチにる物質設計、 
すなわち有機反応の設計や分子設計等について触れる。 

授業計画 1 量子化学の基礎 

量子力学と原子構造，シュレディンガー方程式と波動関数，エネルギー固有値，原子軌道 

2 分子系のシュレディンガー方程式
１電子近似，LCAO法，分子軌道 

3 分子系のシュレディンガー方程式の解き方
変分法，摂動法 

4 簡単な分子軌道法          
π電子近似，単純ヒュッケル法 

5 鎖状π電子系(1) 
単純ヒュッケル法による分子軌道の求め方，結合性軌道，反結合性軌道，非結合性軌道，重なり
積分，クーロン積分，共鳴積分 

6 鎖状π電子系(2)                                                                   
nπ電子系，永年行列式，分子軌道の説の数とエネルギー，AO計数間の関係，分子軌道の直交性 

7 環状π電子系 
永年行列式，分子軌道，交互炭化水素，非交互炭化水素 

8 単純ヒュッケル法の検討と評価 

重なり積分，共鳴積分，電子密度，結合次数，全エネルギー 

9 拡張ヒュッケル法 

方法の概要，電子密度，結合次数，ポピュレーション解析 

10 近似を高めた分子軌道法 

半経験的量子化学計算，非経験的量子化学計算，量子化学計算の精度 

11 反応の設計（１）                              
HOMO,LUMOの概念，フロンティア軌道，フロンティア電子密度 

12 反応の設計（２） 

エチレンとブタジエンのDiels-Alder反応，HOMO-LUMOの重なり 

13 反応の設計（３） 

Diels-Alder反応の設計，電子吸引性と電子供与性置換基の効果 

14 分子の設計と反応（１） 
原子軌道の周期的傾向，軌道の混成，高周期元素の結合特性 

15 分子の設計と反応（２） 

多重結合を持つ分子，多面体分子，置換基効果 

授業形態 講義形式で行う。 演習も行う予定。 
アクティブラーニング：①:10回,②:5回,③:3回,④:3回,⑤:2回,⑥:2回 

達成目標 １．シュレディンガー方程式を理解でき，簡単なポテンシャル問題を解くことができる。               
２．分子系のシュレディンガー方程式をたてることができ，解くための近似的方法を使うことができる。 
３．ヒュッケル分子軌道法を用いて，分子軌道を求めることができ，化学反応性がHOMO-LUMO相互作用とどのよ
うに関係しているか，考察できる。                                                               
４．ヒュッケル分子軌道法を自分で使うことができ，量子化学的考察により，さらに高度な反応設計や分子設 
計ができる 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業期間中の課題(50%) 
および期末における課題(50%)で評価する 

評価基準 上記の課題の合計点が，100点満点で60点以上あれば合格とする。 
評価は、秀(1-4)：100点～90点、優(1-3)： 89点～80点、良(1-2)： 79点～70点、可(1)： 69点～60点，不 
可：59点以下とする。 

教科書・参考書 参考書：西本吉助、今村詮、山口兆、山辺信一、北浦和夫 『分子設計のための量子化学』 （講談社） 

履修条件 なし 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の 
内容 

毎回の授業に対して，２時間以上，自分で復習をして理解し，次の授業に臨むことが必須である。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

１・２年 0 ２ 選択 

担当教員 

関山 秀雄 

    

添付ファイル 
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ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:30％,思考・判断:30％,関心･意欲:10％,態度:10％,技能・表現:20％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

材料科学特論 

Advanced Materials Science 

科目コード： 52360 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 材料科学は、材料の科学的性質の基礎研究と工学的な応用や新材料の開発を体系的に行う学問分野である。材
料は多岐にわたるため、本講義では、エネルギー材料に焦点を当て、各材料の特徴とその評価法について学 
ぶ。また、アクティブラーニング(AL)を通して、材料への理解度を深めるとともに、問題の発見と解決能力を 
身に付ける。 

授業計画 １ はじめに 
講義の進め方と評価方法について説明する。
エネルギー材料についてAL①とAL②を行う。 

２ 太陽電池(1) 
太陽電池についてAL①とAL②を行う。 
準備学習：事前に配布した資料の内容を把握しておく。 
課題：太陽電池に関する論文を読み、プレゼンテーションの準備を行う(AL④)。 

３ 太陽電池(2) 
太陽電池についてAL①とAL②を行う。 
準備学習：事前に配布した資料の内容を把握しておく。 
課題：太陽電池に関する論文を読み、プレゼンテーションの準備を行う(AL④)。 

４ 太陽電池(3) 
太陽電池についてAL①とAL②を行う。 
準備学習：事前に配布した資料の内容を把握しておく。 
課題：太陽電池に関する論文を読み、プレゼンテーションの準備を行う(AL④)。 

５ 太陽電池(4) 
太陽電池に関する論文の内容を発表し、討論を行う(AL②)。 
課題：太陽電池の問題点等について調査を行い、レポートを提出する(AL④)。 

６ 畜電池(1) 
畜電池についてAL①とAL②を行う。 
準備学習：事前に配布した資料の内容を把握しておく。 
課題：蓄電池に関する論文を読み、プレゼンテーションの準備を行う(AL④)。 

７ 畜電池(2) 
畜電池についてAL①とAL②を行う。 
準備学習：事前に配布した資料の内容を把握しておく。 
課題：蓄電池に関する論文を読み、プレゼンテーションの準備を行う(AL④)。 

８ 畜電池(3) 
蓄電池に関する論文の内容を発表し、討論を行う(AL②)。 
課題：蓄電池の問題点等について調査を行い、レポートを提出する(AL④)。 

９ 燃料電池(1) 
燃料電池についてAL①とAL②を行う。 
準備学習：事前に配布した資料の内容を把握しておく。 
課題：燃料電池に関する論文を読み、プレゼンテーションの準備を行う(AL④)。 

１０ 燃料電池(2) 
燃料電池についてAL①とAL②を行う。 
準備学習：事前に配布した資料の内容を把握しておく。 
課題：燃料電池に関する論文を読み、プレゼンテーションの準備を行う(AL④)。 

１１ 燃料電池(3) 
燃料電池についてAL①とAL②を行う。 
準備学習：事前に配布した資料の内容を把握しておく。 

 課題：燃料電池に関する論文を読み、プレゼンテーションの準備を行う(AL④)。 
１２ 燃料電池(4) 

燃料電池に関する論文の内容を発表し、討論を行う(AL②)。 
課題：燃料電池の問題点等について調査を行い、レポートを提出する(AL④)。 

１３ その他のエネルギー材料 
その他のエネルギー材料についてAL①とAL②を行う。 
準備学習：事前に配布した資料の内容を把握しておく。 
課題：次回の講義で議論する特定のエネルギー材料の問題点について調査を行う(AL④)。 

１４ グループディスカッション 
少人数のグループに分かれ、特定のエネルギー材料の問題点とその解決策について話し合う(AL 
⑤, AL⑥)。 

１５ 発表・討論 
特定のエネルギー材料の問題点とその解決策について発表を行い、発表内容について討論を行う 
(AL②)。 

授業形態 講義と発表 
アクティブラーニング： ①10回, ②14回, ③0回, ④12回, ⑤1回, ⑥1回 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年前期 1 2 選択 

担当教員 

佃 諭志 

    

添付ファイル 
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達成目標 １．各エネルギー材料の原理、材料特性、分析手法について理解する。(基礎) 
２．論文内容を聴衆に分かりやすく説明することができる。(基礎)      
３．発表を聞き、疑問点など自己の意見を述べ、発表者と議論できる。(応用) 
４．グループディスカッションを通して、自己の意見を明確に表現できる。(応用) 

評価方法・フィー 
ドバック 

講義中に実施する発表(50%)、課題レポート(30%)、グループディスカッションへの取り組み態度(20%)で評価を 
行う。 

評価基準 秀(1～4)：90点以上、優(1～3)：80～90点未満、良(1～2)：70～80点未満、可(1)：60～70点未満、不可：60点 
未満ただし、カッコ（）内は、達成目標の数を示す。 

教科書・参考書 教科書：資料を配布する。 

履修条件 なし 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の
内容 

準備学習:配布物をよく読み、1.5時間程度の予習を行う。 
課題：各材料の講義の最後に与える課題について、自己調査を行いレポートにまとめる(2.0時間以上)。 

課題として与える論文を読み、発表資料を作成する(２.0時間以上)。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解 20%, 思考・判断 20％,関心･意欲 20％,態度 20％,技能・表現 20％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

構造物性 

Materials Structure Science 

科目コード： 52370 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 結晶学は、固体物理・材料科学・無機有機化学・構造生物学などさまざまな学問の基礎となっている。15世紀
に、鉱物学者により「面角一定の法則」が提唱されている。一方、構造物性という言葉は1980年代後半から使
われ始めたもので、「物質の性質＝物性」は構造と密接に関係しているという認識から、結晶構造と物性の関
係を詳細に調べる、物性発現機構を原子・分子・電子の配置から明らかにする学問分野わを表している。本講 
義では、結晶学の基礎と固体物理への融合を目的として、構造物性という学問分野の理解を目指す。 

授業計画 1 結晶の対称性(1) 
並進対称性、回転対称性、格子点と単位胞、ブラベー格子 
事前&事後学習：「準備学習と課題の内容」とテキスト及び関連書物を参照に、各自が納得する学
習を行う。 

2 結晶の対称性(2) 
結晶系と第一種空間群(その1） 
事前&事後学習：「準備学習と課題の内容」とテキスト及び関連書物を参照に、各自が納得する学
習を行う。 

3 結晶の対称性(3) 
結晶系と第一種空間群(その2） 
事前&事後学習：「準備学習と課題の内容」とテキスト及び関連書物を参照に、各自が納得する学
習を行う。 
［課題：各自で設定し、理解に努める。その際生じた疑問を連絡又は相談する］「AL③と④」 

4 結晶の物性量と対称性(1) 
物性量の方向と結晶軸、自発分極(極性ベクトル）、磁気モーメント(軸性ベクトル） 
事前&事後学習：「準備学習と課題の内容」とテキスト及び関連書物を参照に、各自が納得する学
習を行う。 

5 結晶の物性量と対称性(2) 
テンソルと表記法、誘電率と分極率(2階のテンソル） 
事前&事後学習：「準備学習と課題の内容」とテキスト及び関連書物を参照に、各自が納得する学
習を行う。 

6 結晶の物性量と対称性(3) 
応力と歪み、圧電定数(3階のテンソル）、弾性率(4階のテンソル） 
事前&事後学習：「準備学習と課題の内容」とテキスト及び関連書物を参照に、各自が納得する学
習を行う。 
［課題：各自で設定し、理解に努める。その際生じた疑問を連絡又は相談する］「AL③と④」 

7 第二種空間群と磁気空間群(1) 
第二種空間群と対称操作、磁気空間群 
事前&事後学習：「準備学習と課題の内容」とテキスト及び関連書物を参照に、各自が納得する学
習を行う。 

8 第二種空間群と磁気空間群(2) 
相転移と空間群の部分群 
事前&事後学習：「準備学習と課題の内容」とテキスト及び関連書物を参照に、各自が納得する学
習を行う。 
［課題：各自で設定し、理解に努める。その際生じた疑問を連絡又は相談する］「AL③と④」 

9 X線回折(1) 
原子・分子・結晶による回折 
事前&事後学習：「準備学習と課題の内容」とテキスト及び関連書物を参照に、各自が納得する学
習を行う。 

10 X線回折(2) 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年後期 1 2 選択 

担当教員 

笠谷 祐史 

    

添付ファイル 
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 結晶構造因子と対称性 
事前&事後学習：「準備学習と課題の内容」とテキスト及び関連書物を参照に、各自が納得する学
習を行う。 
［課題：各自で設定し、理解に努める。その際生じた疑問を連絡又は相談する］「AL③と④」 

11 構造相転移(1) 
原子変位と秩序変数及び自由エネルギー 
事前&事後学習：「準備学習と課題の内容」とテキスト及び関連書物を参照に、各自が納得する学
習を行う。 

12 構造相転移(2) 
回折強度と秩序変数 
事前&事後学習：「準備学習と課題の内容」とテキスト及び関連書物を参照に、各自が納得する学
習を行う。 

13 構造相転移(3) 
結合系の秩序変数、秩序変数と揺らぎ 
事前&事後学習：「準備学習と課題の内容」とテキスト及び関連書物を参照に、各自が納得する学
習を行う。 

14 構造相転移(4) 
散漫散乱、ソフトモード 
事前&事後学習：「準備学習と課題の内容」とテキスト及び関連書物を参照に、各自が納得する学
習を行う。 
［課題：各自で設定し、理解に努める。その際生じた疑問を連絡又は相談する］「AL③と④」 

15 構造解析の例 
水素結合と電子分布、結晶構造と磁気構造解析 
事前&事後学習：「準備学習と課題の内容」とテキスト及び関連書物を参照に、各自が納得する学
習を行う。 
［課題：各自で設定し、理解に努める。その際生じた疑問を連絡又は相談する］「AL③と④」 

授業形態 講義もしくはゼミ形式 
アクティブラーニング：①:0回,②:0回,③:6回,④:6回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 1.結晶点群及び空間群を理解しInternational Tables for Crystallography Vol.Aを使いこなせる。
2.結晶によるX線回折現象を説明できる。 
3.結晶構造因子を求めることができる。 
4.粉末及び単結晶のX線回折について説明できる。 
5.物理量と対称性の関係について説明できる。 
6.相転移と結晶構造の変化について説明できる。 

評価方法・フィー 
ドバック 

講義内の課題に対するレポートで評価。 
課題や質問・相談等には各自個別に対応する。 

評価基準 「秀」：総合評価100点満点で、90点以上（1～6） 
「優」：総合評価100点満点で、89点以下80点以上（1～5） 
「良」：総合評価100点満点で、79点以下70点以上（1～4） 
「可」：総合評価100点満点で、69点以下60点以上（1～3） 
「不可」：総合評価100点満点で、59 点以下 

教科書・参考書 教科書：講義内で指定、もしくはプリント配布 
参考書：野田幸男「結晶学と構造物性」内田老鶴圃 

若林裕助「構造物性物理とX線回折」丸善出版 
Fundamentals of Crystallography, Edited by C.Giacovazzo, Oxford Science Publications、 

履修条件 原則として設けない。強いてあげれば、大学院生としての心構え。 

履修上の注意 英語、微分積分、線形代数、固体物理の基礎知識が必要です。 

準備学習と課題の
内容 

目安として授業時間の2倍程度の予習復習が必要と考えられます。講義内容に関連する書物を調べ、内容の理解
に努める。また、理解できなかった箇所をピックアップして授業に臨み、不明なままで終わらせないようにす 
る。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％, 思考・判断:30％, 関心･意欲:20％, 態度:10％, 技能・表現:20％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

高分子科学 

Polymer Science 

科目コード： 51970 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 我々の身の回りに存在し、生活を豊かにしている高分子について理解を深める。3年次の[高分子化学]を基礎知
識とし、高分子の化学構造、物理化学的性質、重合法、反応性、生体高分子について詳細に講義を行う。ま 
た、本授業ではアクティブラーニング(AL)を通して最新の高分子に関する知識を習得し、課題や反転授業で課 
題解決能力を身につけることを目標としている。 

授業計画 1 高分子 歴史と展望 
・講義の位置づけ 
・1)高分子の特徴, 2)高分子科学の歴史 についてAL①とAL②を行う。
準備学習: 高分子特有の性質と歴史を説明できるようになる。 
課題: 
1)合成高分子の説明(AL④) 

2 高分子の化学構造 
・1)高分子の一次構造, 2)分岐構造と網目構造, 3)高分子の分子量 についてAL①とAL②を行う。
準備学習: 高分子の化学構造を説明できるようになる。 
課題: 
1)合成高分子の化学構造の説明(AL④) 
2)ハイドロゲルの説明(AL④) 

3 高分子鎖の特性 
・1)高分子鎖の特徴 についてAL①とAL②を行う。
準備学習: 高分子鎖を説明できるようになる。 
課題: 
1)合成高分子の重合度を数式で説明(AL④) 
2)各種重合法の説明(AL④) 

4 高分子溶液の性質(1) 
・1)溶液の熱力学, 2)浸透圧, 3)相平衡, 4)光散乱 についてAL①とAL②を行う。
準備学習: 高分子溶液の性質を説明できるようになる。 
課題: 
1)高分子溶液による光の散乱を説明(AL④) 

5 高分子溶液の性質(2) 
・1)粘度, 2)高分子電解質, 3)分子量分布・多分散性の評価, 4)分子量測定法のまとめ について
AL①とAL②を行う。 
準備学習: 高分子溶液の性質と解析法を説明できるようになる。
課題: 
1)各種重合法の反応機構を説明(AL④) 

6 高分子の構造(1) 
・1)高分子の構造にかかわる実験法と解析法 についてAL①とAL②を行う。
準備学習: 高分子構造の解析法を説明できるようになる。 
課題: 
1)物理ゲルと化学ゲルを説明(AL④) 
2)化学ゲルの調製方法を説明(AL④) 

7 高分子の構造(2) 
・1)高分子の構造および相転移現象, 2)高分子結晶の力学物性・熱物性 についてAL①とAL②を行
う。 
準備学習: 高分子構造の転移現象と結晶構造を説明できるようになる。
課題: 
1)高分子の熱による転移現象を説明(AL④) 
2)高分子の結晶構造を説明(AL④) 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

後期 0 ２ 選択 

担当教員 

小土橋 陽平 

    

添付ファイル 
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 8 高分子の構造(3) 
・1)結晶化現象, 2)ブロック共重合体の構造と相転移 についてAL①とAL②を行う。
準備学習: 高分子構造の結晶化と相転移を説明できるようになる。 
課題: 
1)高分子鎖を測定する装置を説明(AL④) 

9 高分子の物性(1) 
・1)高分子の力学的性質 についてAL①とAL②を行う。 
準備学習: 高分子の力学的性質を説明できるようになる。
課題: 
1)高分子の強度を構造的視点から説明(AL④) 

10 高分子の物性(2) 
・1)高分子の熱的性質, 2)高分子の電気的特性, 3)高分子の光学的特性 についてAL①とAL②を行
う。 
準備学習: 高分子の上記性質について説明できるようになる。
課題: 
1)導電性高分子が利用されている産業分野を説明(AL④) 
2)高分子の光学特性が利用されている産業分野を説明(AL④) 

11 高分子の物性(3) 
・1)機能性高分子, 2)高分子の表面物性, 3)ゲルの構造と物性 についてAL①とAL②を行う。
準備学習: 機能性高分子について説明できるようになる。 
課題:                                           
1)機能性高分子が利用されている産業分野を説明(AL④) 
2)表面構造による撥水性を説明(AL④) 

12 高分子の生成(1) 
・1)逐次的重合反応, 2)連鎖的重合反応 についてAL①とAL②を行う。
準備学習: 逐次重合と連鎖重合について説明できるようになる。 
課題: 
1)汎用性高分子の生産方法を説明(AL④) 

13 高分子の生成(2) 
・1)リビング重合 についてAL①とAL②を行う。 
準備学習: リビング重合について説明できるようになる。
課題:                                             
1)各種リビング重合の合成方法と反応機構を説明(AL④) 

14 高分子の反応 
・1)高分子の官能基変換, 2)架橋構造の形成, 3)高分子の触媒作用, 4)高分子の分解とリサイク
ル についてAL①とAL②を行う。 
準備学習: 高分子の分解とリサイクルについて説明できるようになる。
課題: 
1)高分子の分解とリサイクルを説明(AL④) 
2)高分子の架橋構造の解析を説明(AL④) 

15 生体高分子 
・1)タンパク質, 2)核酸, 3)糖 についてAL①とAL②を行う。
準備学習: 生体高分子について説明できるようになる。 
課題: 
1)生体高分子を材料として用いた応用を説明(AL④) 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①15回, ②15回, ③14回, ④15回, ⑤0回, ⑥0回 

達成目標 1.高分子の化学構造を理解できる 
2.高分子溶液の性質を理解できる 
3.高分子固体の物性を理解できる 
4.高分子の性質および物性を評価/解析する装置を説明できる 
5.高分子の重合方法について説明できる 
6.高分子の反応について理解できる 
7.生体高分子について説明できる 

評価方法・フィー 
ドバック 

講義毎のレポートにて評価する。レポートについては毎回採点後、返却し結果をフィードバックする。 

評価基準 秀(1～7)：90点以上、優(1～6)：89～80、良(1～5)：79～70、可(1～4)：69～60、不可：59点以下 

教科書・参考書 教科書: 講義内で別途指示する 
参考書: 高分子学会編 「基礎高分子科学」東京化学同人 

履修条件 特になし 

履修上の注意 特になし 

準備学習と課題の
内容 

・授業計画中に記載されている「準備学習」の内容(1.5時間)を必ず行うこと。 
・授業計画中に記載されている「課題」の内容(1.5時間)を必ず行うこと。「課題」のレポートは提出期限を設 
け回収し、次回講義内にてフィードバックする。提出するレポートはA4用紙を使用すること。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:20％,技能・表現:20％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

天然物化学 

Natural Products Chemistry 

科目コード： 51980 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 生物によって作り出される種々の天然物に関して学ぶ。具体的には、その「抽出・分離」、「構造決定」、 
「生合成」、「化学変換や全合成」、「化学分類学」、「化学生態学」「ケミカルバイオロジー」について学 
習する。 

授業計画 1 天然物化学とは 
有機化学の歴史を紹介しつつ、天然物化学とは何かを考える。
AL①②④を実施する。 

2 海洋天然物化学I 
海洋天然物化学の歴史を紹介する。
AL①②④を実施する。 

3 海洋天然物化学II 
現在の海洋天然化学の動向を紹介する。
AL①②④を実施する。 

4 天然物化学の基礎となる有機化学I 
抽出・分離・単離・精製を学ぶ。
AL①②④を実施する。 

5 天然物化学の基礎となる有機化学II 
機器分析・生物活性試験を学ぶ。
AL①②④を実施する。 

6 構造解析I 
1D NMR（1H NMR、13C NMR、DEPT） 
AL①②④を実施する。 

7 構造解析II 
2D NMR （HSQC、HMBC） 
AL①②④を実施する。 

8 構造解析III 
2D NMR （COSY、NOESY） 
AL①②④を実施する。 

9 ビデオ学習 
トレンドの話題についてビデオ学習を行い、理解度と到達度を試す。
AL③を実施する。 

10 陸上の化学生態学 
昆虫と植物の化学的コミュニケーション
AL①②④を実施する。 

11 海洋の化学生態学 
紅藻ソゾとアメフラシの化学防御
AL①②④を実施する。 

12 ケミカルバイオロジーI 
現在のケミカルバイオロジーの動向を紹介しつつ、創薬化学への貢献を理解する。
AL①②④を実施する。 

13 ケミカルバイオロジーII 
今後のケミカルバイオロジーの目指す道を探り、理解を深める。
AL①②④を実施する。 

14 課題学習 

 各自が選択した天然物について、その構造と効用などを調べる。
AL⑥を実施する。 

15 課題学習 
各自が選択した天然物について、その構造と効用などを発表する。 
AL⑤を実施する。 

授業形態 講義形式で行う。 
アクティブラーニング：①:12回,②:12回,③:1回,④:12回,⑤:1回,⑥:1回 

達成目標 本講義で扱う天然有機化合物は、生体成分、植物および海洋生物由来の二次代謝産物に及んでおり、幅広い天
然有機化合物に関する知識習得を目標とする。より具体的には、以下の７項目について理解を深める。 
（１）：抽出・分離 
（２）：構造決定 
（３）：生合成 
（４）：化学変換や全合成 
（５）：化学分類学 
（６）：化学生態学 
（７）：ケミカルバイオロジー 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポート（毎回の課題とビデオ学習課題）（50点）、演習（構造解析演習と発表演習）（50点）で評価する。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

後期 0 ２ 選択 

担当教員 

鎌田 昂 

    

添付ファイル 
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評価基準 秀 （１～７）：100～90点
優  （１～７）：89～80点
良  （１～７）：79～70点
可  （１～７）：69～60点
不可（１～７）：59～0点 
ただし、カッコ内は、達成目標の項目を示す。 

教科書・参考書 参考書： 
「天然物化学への招待 -資源天然物の有効利用を目指して-」 三共出版 
「天然物の化学－魅力と展望－」 科学のとびら６０ 東京化学同人 
「天然物化学」 コロナ社 
「天然物化学 -海洋生物編- 」 アイピーシー 
「実践 ニオイの解析・分析技術―香気成分のプロファイリングから商品開発への応用まで」 NTS 

履修条件 「基礎有機化学」「有機化学」「有機合成化学」「生物有機化学」「機器分析」を履修していることが望まし 
い。 

履修上の注意 課題レポートは、必ず指定期日に提出すること。 

準備学習と課題の 
内容 

準備学習：講義範囲にあたる章を参考書で事前に学習すること（1.5時間） 
課題：毎講義で発展・応用的な課題レポートを課す（1.5時間） 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:20％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:20％,技能・表現:20％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

微生物生態生理学 

Microbial Ecology and Physiology 

科目コード： 52390 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 微生物は地球上の物質循環に必要不可欠であり、微生物の活動は、環境と人の活動に大きく影響する。この講
義では、自然環境における微生物の活動を分子、細胞、環境因子をキーワードとして、生理学と生態学の観点 
から学ぶ。 

授業計画 1 ガイダンス 
授業の内容と実施方法等、シラバスに記されていることの詳細を説明する。 
また、次回以降の授業で使用する資料を配布するとともに、輪読における分担個所を決める。 

2 Cell Locomotion 
参考書(1)の2章第4節に沿って以下①～③について学び，微生物細胞の遊走に関して理解を深め
る。輪読形式による実施を通じてAL①～③を行う。 
① Flagella, Archaella, and Swimming motility 
② Gliding motility 
③ Chemotaxis and other taxes 

3 Cell Division and Population Growth 
参考書(1)の5章第1節に沿って以下①～④について学び，微生物細胞の分裂と増殖に関して理解を
深める。輪読形式による実施を通じてAL①～③を行う。 
① Binary fission, budding, and biofilms 
② Quantitative aspects of microbial growth 
③ The microbial growth cycle 
④ Continuous culture 

4 DNA-Binding Proteins and Transcriptional Regulation 
参考書(1)の6章第1節に沿って以下①～⑤について学び，DNA結合タンパク質と転写調節に関して
理解を深める。輪読形式による実施を通じてAL①～③を行う。 
① DNA-binding proteins 
② Negative control: Repression and induction 
③ Positive control: Activation 
④ Global control and the lac operon 
⑤ Transcription controls in Archaea 

5 Sensing and Signal Transduction 
参考書(1)の6章第2節に沿って以下①～⑤について学び，感知とシグナル伝達に関して理解を深め
る。輪読形式による実施を通じてAL①～③を行う。 
① Two-component regulatory systems 
② Regulation of chemotaxis 
③ Quorum sensing 
④ Stringent response 
⑤ Other global networks 

6 RNA-Based Regulation 
参考書(1)の6章第3節に沿って以下①～③について学び，RNAによる諸調節に関して理解を深め
る。輪読形式による実施を通じてAL①～③を行う。 
① Regulatory RNAs 
② Riboswitches 
③ Attenuation 

7 Regulation of Enzymes and Other Proteins 
参考書(1)の6章第3節に沿って以下①～②について学び，酵素や他のタンパク質の調節に関して理
解を深める。輪読形式による実施を通じてAL①～③を行う。 
① Feedback inhibition 
② Post-translational regulation 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1・2年前期 1 2 選択 

担当教員 

齋藤 明広 

    

添付ファイル 
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 8 Reglation of Development in model bacteria 
参考書(1)の7章第2節に沿って以下①～④について学び，モデル微生物の細胞分化の調節に関して
理解を深める。輪読形式による実施を通じてAL①～③を行う。 
① Regulation of endospore formation 
② Caulobacter differentiation 
③ Heterocyst formation of Anabaena 
④ Biofilm formation 

9 Genomics 
参考書(1)の9章第1節に沿って以下①～④について学び，ゲノム解析に関して理解を深める。輪読
形式による実施を通じてAL①～③を行う。 
① Introduction to genomics 
② Sequencing and annotating genomes 
③ Genome size and gene content in bacteria and archaea 
④ Ornanelle and eukaryotic microbial genomes 

10 Functional Omics 
参考書(1)の9章第3節に沿って以下①～④について学び，“Functional Omics”に関して理解を深
める。輪読形式による実施を通じてAL①～③を行う。 
① Metagenomics 
② Gene chips and transcriptomics 
③ Proteomics and the interactome 
④ Metabolomics 

11 Gene Transfer in Bacteria 
参考書(1)の11章第2節に沿って以下①～④について学び，細菌の遺伝子伝播に関して理解を深め
る。輪読形式による実施を通じてAL①～③を行う。 
① Genetic recombination 
② Transformation 
③ Transduction 
④ Conjugation 

12 Gene Transfer in Archaea and Other Genetic Events 
参考書(1)の11章第3節に沿って以下①～③について学び，アーキアの遺伝子伝播と他の遺伝的出
来事に関して理解を深める。輪読形式による実施を通じてAL①～③を行う。 
① Horizontal gene transfer in Archaea 
② Mobile DNA: transposable elements 
③ Preserving genomic integrity: CRISPR interference 

13 Microbial Ecology 
参考書(1)の20章第１節に沿って以下①～②について学び，微生物生態学に関して理解を深める。
輪読形式による実施を通じてAL①～③を行う。 
① General ecological concepts 
② Ecosystem service: Biogeochemistry and nutrient cycles 

14 The Microbial Environment 
参考書(1)の20章第2節に沿って以下①～③について学び，微生物の環境に関して理解を深める。
輪読形式による実施を通じてAL①～③を行う。 
① Environments and microenvironments 
② Surfaces and biofilms 
③ Microbial mats 

15 Terrestrial Environments 
参考書(1)の20章第3節に沿って以下①～②について学び，陸環境に関して理解を深める。輪読形
式による実施を通じてAL①～③を行う。また、レポート課題に取り組むことによりAL④を行う。 
① Soils 
② The terrestrial subsurface 

授業形態 講義 
英語文章を輪読する形式で行う。 
アクティブラーニング：①:15回,②:15回,③:15回,④:1回,⑤:0回,⑥:0回 

達成目標 環境と微生物の関わりを理解し、環境問題を微生物学的な視点から説明し、議論できる。 

評価方法・フィー
ドバック 

以下のAとBにより総合的に評価する。                                                                
Aにおいては輪読時に教員が学生の説明の内容を確認しつつ、常に必要に応じて修正を加えるとともに丁寧な解
説を加える。 
A 毎回の輪読での内容理解度 50% 
B 期末に課すまとめのレポート 50% 
以上 

評価基準 秀:90-100％（AとBにおいて達成目標が達成度合いが秀逸であると判断される者） 
優：80‐89％（AとBにおいて達成目標の達成度合いが優秀と判断される者） 
良：70-79％（AとBにおいて達成目標が十分に達成されていると判断される者） 
可：60-69％（AとBにおいて達成目標が達成されていると判断される者） 
不可：0-59％。（AとBにおいて達成目標が達成されていないと判断される者） 
（小数点以下は四捨五入する。） 

教科書・参考書 参考書 
(1) Madigan・Bender・Buckley・Sattley・Stahl 『 Brock Biology of Microorganisms 15th edition』 
（Pearson） 
(2) デイビッド・L・カーチマン 著、永田俊 訳『微生物生態学』（京都大学学術出版会） 

履修条件 本学学部で「微生物学」と「環境微生物学」の単位を取得していること、もしくは、それに相当する微生物学
に関する知識を有していること。本講義では、微生物に関する英語の教科書を読むことができる英語力と、大 
学レベルでの分子生物学や細胞生物学に関する知識も必要とする。 

履修上の注意 本講義の「授業計画」「授業形態」および「履修条件」を読んでから履修すること。 

準備学習と課題の
内容 

①初回までにシラバスを読み授業項目や目的を理解しておく。 
②準備学習を含め毎回２時間以上授業外に学習をして次の授業に臨む。 
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ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:20％,関心･意欲:20％,態度:5％,技能・表現:5％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

遺伝子工学特論 

(Not input) 

科目コード： 51990 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 遺伝子工学の進展は著しく、ヒトのゲノムの解読終了と共に応用が実用レベルに近くなってきた。この講義で
は学部において生物に関係する講義を修了したことを前提にする。前半ではPCR, 遺伝子組み換え、シークエン
シング、を始めとした、遺伝子工学の具体的な実際例について、実体験を通して修得させる。また後半では最
近の最先端の遺伝子解析についての英文論文の輪講し前半の知識を基礎にして具体的な実例に触れる。教員以 
外に各学生1回の論文紹介をおこない、理解度・思考力を評価する。 

授業計画 1 講義の位置づけ。全体のoverview 
研究倫理・カルタヘナ法 

2 PCR 

プライマーの設計、アニーリング温度、サイクル数、ネガコン・ポジコン、PCRシミュレーション 

3 RFLP 
制限酵素の選択、アガロースゲル電気泳動、マッピング、消化パターンのシミュレーション 

4 遺伝子組換 
ベクターの選択、発現ベクター、マルチクローニングサイト、脱リン酸化処理、ライゲーショ
ン、形質転換、 
培地・培養、カラーセレクション、抗生物質セレクション、コロニーPCR、タンパク質回収 

5 シークエンシング 
DNA 精製、シークエンシング反応、反応物精製、キャピラリー電気泳動、データ解析プログラ
ム、塩基配列解読 

6 PCR-SSCP 法 

1本鎖DNA、 塩基変異の解析 

7 チップ解析 
DNA の固定化、蛍光解析、データ処理、発現解析 

8 遺伝子・タンパク質発現制御
ウィルスベクター 

9 組換え生物作成 

トランスジェニック生物、遺伝子導入用ウィルス、コンディショナルターゲッティング 

10 英文論文輪講 
最近の関連・遺伝子工学英文論文の輪講（1） 
発表者はAL①を、他の履修者はAL⑤・⑥を行い、発表者はそれを受けて疑問質問を解決しまとめ
る 

11 英文論文輪講 
最近の関連・遺伝子工学英文論文の輪講（2） 
発表者はAL①を、他の履修者はAL⑤・⑥を行い、発表者はそれを受けて疑問質問を解決しまとめ
る 

12 英文論文輪講 
最近の関連・遺伝子工学英文論文の輪講（3） 
発表者はAL①を、他の履修者はAL⑤・⑥を行い、発表者はそれを受けて疑問質問を解決しまとめ
る 

13 英文論文輪講 
最近の関連・遺伝子工学英文論文の輪講（4） 
発表者はAL①を、他の履修者はAL⑤・⑥を行い、発表者はそれを受けて疑問質問を解決しまとめ 

 る 
14 英文論文輪講 

最近の関連・遺伝子工学英文論文の輪講（5） 
発表者はAL①を、他の履修者はAL⑤・⑥を行い、発表者はそれを受けて疑問質問を解決しまとめ
る 

15 英文論文輪講 
最近の関連・遺伝子工学英文論文の輪講（6） 
発表者はAL①を、他の履修者はAL⑤・⑥を行い、発表者はそれを受けて疑問質問を解決しまとめ 
る 

授業形態 前半で遺伝子工学技術についての知識を、後半では実際的な応用についての講義を行う。履修生は必ず1度、遺
伝子工学技術を用いた最新の論文（英語）を熟読し、発表を行う。また講義の途中あるいは最後にカードリー
ダーを用いてその時点での出欠を確認する。 
アクティブラーニング：①:6回,②:回,③:回,④:回,⑤:6回,⑥:6回 

達成目標 学生が自分の研究テーマあるいは最新の遺伝子工学技術を理解し、それを他者に伝えることができる。また、
他者の意見をまとめ、これらを元に新たな実験アイデアや実験計画を立案することができるようになることを 
目標とする。 

評価方法・フィー 
ドバック 

発表（論文紹介）およびレポートの総合点で評価する。 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前期 0 ２ 選択 

担当教員 

髙部 稚子 

    

添付ファイル 
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評価基準 100点満点（レポート40点、発表60点）で評価する。 
「秀」：90点以上 
「優」：80点～89点 
「良」：70点～79点 
「可」：60点～69点 
「不可」：59点以下 

教科書・参考書 教科書：なし 
参考書：ワトソン『組換えDNAの分子生物学』（丸善）・野島博『遺伝子工学・基礎から応用まで』（東京化学 
同人）『Essential細胞生物学』（南江堂） 

履修条件 遺伝子工学に関わる最新の研究論文（英語）を熟読し、発表する意思があること。 

履修上の注意 他の学生の迷惑になるので私語は厳禁とする（繰り返す場合は退席を命じ、出席を無効とすることがある）。 
不明な点は、講義中あるいは講義後に教員に質問すること。 

準備学習と課題の 
内容 

予習は1時間、復習は2時間以上かけて充分におこなうこと。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:４０％,思考・判断:２０％,関心･意欲:２０％,態度:１０％,技能・表現:１０％ 

1212



講義科目名称： 

英文科目名称： 

食品安全科学工学 

Food Safety Engineering 

科目コード： 51600 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 食品の安全性を確保するための技術を扱う学問である。食品のもつ特性を確保しつつ品質を損なうことなく加 
工・保存するための科学知識を習得し、その応用について講義をする。 

授業計画 1 ガイダンス（食品安全科学工学） 
講義の位置づけ 
・食品安全科学工学の大学院材料科学専攻カリキュラムにおける位置づけの説明 
・食品安全科学工学の概念                    
AL①：「食品安全科学工学の概念」に関して指名・板書 
課題：「食品安全科学工学の概念」の発展的内容に関するレポートを課す（AL④） 

2 新しい加工技術                      
AL①：「新しい加工技術」に関して指名・板書 
準備学習：テキストの「新しい加工技術」について読んでおく 
課題：「新しい加工技術」の発展的内容に関するレポートを課す（AL④） 

3 貯蔵の劣化要因                      
AL①：「貯蔵の劣化要因」に関して指名・板書 
準備学習：テキストの「貯蔵の劣化要因」について読んでおく 
課題：「貯蔵の劣化要因」の発展的内容に関するレポートを課す（AL④） 

4 貯蔵法各論 
AL①：「貯蔵法各論」に関して指名・板書 
準備学習：テキストの「貯蔵法各論」について読んでおく 
課題：「貯蔵法各論」の発展的内容に関するレポートを課す（AL④） 

5 包装 
AL①：「包装」に関して指名・板書 
準備学習：テキストの「包装」について読んでおく 
課題：「包装」の発展的内容に関するレポートを課す（AL④） 

6 成分間反応 
AL①：「成分間反応」に関して指名・板書 
準備学習：テキストの「成分間反応」について読んでおく 
課題：「成分間反応」の発展的内容に関するレポートを課す（AL④） 

7 酸化 
AL①：「酸化」に関して指名・板書 
準備学習：テキストの「酸化」について読んでおく 
課題：「酸化」の発展的内容に関するレポートを課す（AL④） 

8 酵素関与の変化                      
AL①：「酵素関与の変化」に関して指名・板書 
準備学習：テキストの「酵素関与の変化」について読んでおく 
課題：「酵素関与の変化」の発展的内容に関するレポートを課す（AL④） 

9 酵素、微生物利用とバイオテクノロジー                      
AL①：「酵素、微生物利用とバイオテクノロジー」に関して指名・板書 
準備学習：テキストの「酵素、微生物利用とバイオテクノロジー」について読んでおく 
課題：「酵素、微生物利用とバイオテクノロジー」の発展的内容に関するレポートを課す（AL 
④） 

10 植物性食品とバイオテクノロジー                      
AL①：「植物性食品とバイオテクノロジー」に関して指名・板書 
準備学習：テキストの「植物性食品とバイオテクノロジー」について読んでおく 
課題：「植物性食品とバイオテクノロジー」の発展的内容に関するレポートを課す（AL④） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

1年/後期 0 ２ 選択 

担当教員 

宮地 竜郎 

    

添付ファイル 
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 11 動物性食品とバイオテクノロジー                      
AL①：「動物性食品とバイオテクノロジー」に関して指名・板書 
準備学習：テキストの「動物性食品とバイオテクノロジー」について読んでおく 
課題：「動物性食品とバイオテクノロジー」の発展的内容に関するレポートを課す（AL④） 

12 食品の表示と規格                      
AL①：「食品の表示と規格」に関して指名・板書 
準備学習：テキストの「食品の表示と規格」について読んでおく 
課題：食品の表示と規格」の発展的内容に関するレポートを課す（AL④） 

13 食品の規格・表示から安全性への道のり                      
AL①：「食品の規格・表示から安全性への道のり」に関して指名・板書 
準備学習：テキストの「食品の規格・表示から安全性への道のり」について読んでおく 
課題：「食品の規格・表示から安全性への道のり」の発展的内容に関するレポートを課す（AL 
④） 

14 調味料、嗜好品                      
AL①：「調味料、嗜好品」に関して指名・板書 
準備学習：テキストの「調味料、嗜好品」について読んでおく 
課題：「調味料、嗜好品」の発展的内容に関するレポートを課す（AL④） 

15 油脂およびその加工品                      
AL①：「油脂およびその加工品」に関して指名・板書 
準備学習：テキストの「油脂およびその加工品」について読んでおく 
課題：「油脂およびその加工品」の発展的内容に関するレポートを課す（AL④） 

授業形態 プリントで講義する。 
アクティブラーニング：①:１５回,②:０回,③:０回,④:１５回,⑤０:回,⑥:０回 

達成目標 １．食品の安全に要求される最低限度の知識を習得する。
２．最新の技術を理解する。 
３．自ら応用展開できる思考力を培う。 

評価方法・フィー 
ドバック 

毎回の授業で行う予習確認テスト（事前学習）・レポート提出（課題）の成績及び出席回数で評価する。予習 
確認テスト４０％、レポート５０％、出席回数１０％の割合で評価する。 

評価基準 秀 （１～３）：１００～９０点
優  （１～３）：８９～８０点良 
（１～３）：７９～７０点可 
（１～３）：６９～６０点不可
（１～３）：５９～０点 
ただし、カッコ内は、達成目標の項目を示す。 

教科書・参考書 教科書：本間清一ほか「食品加工貯蔵学（新スタンダード栄養・食物シリーズ７）」東京化学同人 

履修条件 なし 

履修上の注意 準備学習：毎回の授業で行う予習確認テストのための予習（1.5時間） 
課題：毎回の授業終了時にその回の授業の発展的内容に関するレポートを課し提出（1.5時間） 

準備学習と課題の 
内容 

食品衛生学・食品加工学・食品保存学に関する本を読み、予習する。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:５０％,思考・判断:２０％,関心･意欲:１０％,態度:１０％,技能・表現:１０％ 
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講義科目名称： 

英文科目名称： 

食品機能学 

Functional Food Science 

科目コード： 51610 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講義概要 食品の機能において特に生体調節機能に注目し、科学的根拠に基づいて明らかにされている機能性につい 
て、最新の文献を用いて研究動向を紹介する。また、アクティブラーニング（AL)を通して、食品の機能性につ 
いての課題を解くことで、問題解決能力の基礎を養う。 

授業計画 １ 食品の機能 
・食品機能研究の創出と発展について、AL①を行う。 
準備学習：「食品栄養機能学」の講義を復習しておく。
課題：食品についての英文を訳す。 

２ 機能性素材と成分(1) 
・第1回の課題の解説（AL③） 
・機能性食品素材とその成分について、AL①を行う。 
準備学習：食品に期待する機能とその機能性を有する食品素材を調べておく。 
課題：準備学習で調べた成分の作用機序を詳しく調べて、その成分を含む食品素材の利用法を考
える。（AL④） 

３ 機能性素材と成分(2) 
・第2回の課題発表（AL⑤,⑥） 
準備学習：第2回の課題のスライドを作成し、パワーポイントで発表する。 
課題：発表で質問された点や足りなかった点を再度調べ、レポートを提出する。 

４ 機能性食品の開発(1) 
・機能性食品の制度について、AL①を行う。 
準備学習：実際に認可されている特定保健用食品、機能性表示食品を調べておく。 
課題：準備学習で調べた製品の、効能を示す成分、必要摂取量、生体内での作用機序を示すデー
タを調べ、次回発表する。（AL④） 

５ 機能性食品の開発(2) 
・第4回の課題発表（AL⑤,⑥） 
準備学習：第4回の課題のスライドを作成し、パワーポイントで発表する。 
課題：発表で質問された点や足りなかった点を再度調べ、レポートを提出する。 

６ バイオテクノロジーと機能性食品(1) 
・機能性成分産生と遺伝子組み換え、ゲノム編集について、AL①を行う。
準備学習：遺伝子組み換え食品の安全性について調べる。 
課題：遺伝子組み換え食品の安全性およびゲノム編集技術について、次回発表する。(AL④） 

７ バイオテクノロジーと機能性食品(2) 
・第6回の課題発表（AL⑤,⑥） 
準備学習：第6回の課題のスライドを作成し、パワーポイントで発表する。 
課題：発表で質問された点や足りなかった点を再度調べ、レポートを提出する。 

８ 機能性食品の開発(1) 
・機能性成分の解析について、AL①を行う。 
準備学習：開発してみたい機能性食品をデザインする。 
課題：準備学習で考えた機能性食品を実際開発するためには、どのような研究が必要か具体的に
考え、次回発表する。(AL④） 

９ 機能性食品の開発(2) 
・第8回の課題発表（AL⑤,⑥） 
準備学習：第8回の課題のスライドを作成し、パワーポイントで発表する。 
課題：発表で質問された点や足りなかった点を再度調べ、レポートを提出する。 

１０ 論文の輪読 
・英語論文の輪読（1）(AL①） 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 

前期 0 ２ 選択 

担当教員 

吉川 尚子 

    

添付ファイル 
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 準備学習：食品の機能に関する英語論文を予習しておく。 
課題：第10回で輪読した内容を要約し、レポート提出する。 

１１ 論文の輪読 
・英語論文の輪読（2）(AL①） 
準備学習：食品の機能に関する英語論文を予習しておく。 
課題：第10回で輪読した内容を要約し、レポート提出する。 

１２ 文献紹介 
・院生による論文紹介(1)（AL④,⑤,⑥） 
準備学習：論文紹介担当者は、紹介する論文に関する詳細な資料を作成し、発表する。

その他の者は、論文を事前に読み込み、質問を考えておく。 
課題：論文の優れた点、問題点をまとめ、レポート提出する。 

１３ 文献紹介 
院生による論文紹介(2)（AL④,⑤,⑥） 
準備学習：論文紹介担当者は、紹介する論文に関する詳細な資料を作成し、発表する。

その他の者は、論文を事前に読み込み、質問を考えておく。 
課題：論文の優れた点、問題点をまとめ、レポート提出する。 

１４ 文献紹介 
院生による論文紹介（３）（AL④,⑤,⑥） 
準備学習：論文紹介担当者は、紹介する論文に関する詳細な資料を作成し、発表する。

その他の者は、論文を事前に読み込み、質問を考えておく。 
課題：論文の優れた点、問題点をまとめ、レポート提出する。 

１５ 文献紹介 
院生による論文紹介（４）（AL④,⑤,⑥） 
準備学習：論文紹介担当者は、紹介する論文に関する詳細な資料を作成し、発表する。

その他の者は、論文を事前に読み込み、質問を考えておく。 
課題：論文の優れた点、問題点をまとめ、レポート提出する。 

授業形態 配布資料とパワーポイントを用いて講義を行うとともに、文献の輪読や論文紹介を課す。 
アクティブラーニング：①:7回,②:0回,③:1回,④:8回,⑤:8回,⑥:8回 

達成目標 1．食品の機能性に関する基礎が理解できる。 
2．食品の機能性に関する最新の研究動向が理解できる。 
3.                      論文データを読み解くことができる。4．
様々な文献を読み解き、総括してプレゼンテーションが行える。 
5．講義および文献から得た知識を発展させ、与えられた課題についてプレゼンテーションが行える。 

評価方法・フィー 
ドバック 

レポートおよび発表の総合点で評価する。レポート50%、発表50%の割合で総合評価する。 

評価基準 秀(1~5)：90点以上、優(1~4)：89-80点、良(1~3)：79-70点、可(1~2)：69-60点、不可：59点以下 
ただし、カッコ( )内は、達成目標の項目を示す。 

教科書・参考書 なし 

履修条件 なし 

履修上の注意 なし 

準備学習と課題の
内容 

①初回までにシラバスを読み授業項目や目的を理解しておくこと 
②2回目以降は各授業の終わりに準備学習の内容を指示する 
③授業外に復習を含めて3時間学習して次の授業に臨むこと 
④文献の輪読や論文紹介の準備を十分に行うこと 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:10％,思考・判断:20％,関心･意欲:30％,態度:10％,技能・表現:30％ 
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索引(～555は上、556～は下)
《あ行》 化学工学…………………………………………535

IoTシステム工学…………………………………………1108 科学実験１…………………………………………186
アカデミック・ライティング…………………………………………1050 科学実験２…………………………………………187
Advanced English 1…………………………………………24 感覚生理…………………………………………969
Advanced English 2…………………………………………30 感覚と認識…………………………………………1140
Advanced English 3…………………………………………36 環境・エネルギー材料…………………………………………510
Advanced English 4…………………………………………44 環境化学…………………………………………188
アドバンスト機械工学…………………………………………282 環境学…………………………………………1053
アルゴリズムとデータ構造1…………………………………………914 環境工学…………………………………………771
アルゴリズムとデータ構造2…………………………………………916 環境新素材化学実験１…………………………………………504
安全性設計論…………………………………………1057 環境新素材化学実験２…………………………………………513
維持管理工学…………………………………………745 環境と新エネルギー…………………………………………196
遺伝子工学…………………………………………491 環境微生物学…………………………………………488
遺伝子工学特論…………………………………………1211 環境分析化学実験…………………………………………463
遺伝子とバイオインフォマティクス…………………………………………963 環境保全工学…………………………………………774
インターネットと情報倫理…………………………………………87 韓国語１…………………………………………110
インターンシップ…………………………………………83 韓国語２…………………………………………114
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